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はしがき

　広島城は、文字どおり広島市発展の起点となった城です。太田川デルタ上に時代を画して出現し

たこの広大な平城も、明治以降の変遷の中で多くを失い、現在では内堀とこれに囲まれた本丸、二

の丸を残して大部分が市街地化されています。しかし、その地下の各所には、今なおその遺構がし

っかり残されていることが、近年なされた多くの発掘調査で明らかとなっています。

　この度の発掘調査は、広島法務総合庁舎の新営工事に先立って実施したもので、基町高校グラウ

ンド地点、太田川河川事務所地点に続く 3 度目の、かつ最大規模の城内における武家屋敷跡地の本

格的な発掘調査となりました。その結果、建物跡や井戸跡、土坑、溝、石垣、八丁堀の名で知られ

る東側の外堀跡、江戸時代の火災の痕跡といった多様な遺構や、膨大な量の陶磁器や木製品といっ

た遺物等、広島城、延いては広島がたどった歴史の一端を鮮明に浮かび上がらせる、数々の貴重な

成果を得ることができました。

　この報告書が少しでも多くの方に活用され、郷土の歴史や文化への理解を深める一助となれば幸

いです。最後になりましたが、本調査に当たってご指導、ご助言をいただきました諸先生方、ご協

力いただきました関係諸機関と関係者の皆様、調査を全力で支えていただいた調査補助員の皆様に

厚くお礼申し上げます。

　平成 21 年 3 月

財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課
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例　言

１　本書は、広島市中区上八丁堀 2 番 15 号において、広島法務総合庁舎新営工事に伴い平成 17・ 

　18 年度に実施した広島城関連遺跡及び近代の軍関連遺跡の発掘調査報告である。

２　発掘調査は国土交通省中国地方整備局から委託を受けて、財団法人広島市文化財団文化科学部

　文化財課が実施した。

３　現地発掘調査は平成 17 年 6 月 14 日から平成 18 年 3 月 14 日ならびに平成 18 年 4 月 4 日か

　ら平成 19 年 2 月 2 日にかけて行った。なお、平成 18 年度は一部財団法人安芸高田市地域振興

　事業団の職員派遣を得て実施した。

４　本書はⅠ、Ⅱ、Ⅲ（1）～（5）を松田雅之が、Ⅲ（6）～（12）の遺物部分を福原茂樹が、Ⅳ

　の 1 を松田、　2・3 を福原が執筆し、松田が編集を行った。なお、Ⅲ（6）～（12）の遺構部分

　の執筆を特定非営利活動法人ヒロシマ文化・健康サポートセンターに委託して行った。

５　遺物の実測は福原、松原啓、山脇一幸、松田、重森正樹（財団法人安芸高田市地域振興事業団）、

　長石紀子（〃）、中溝理恵（〃）が行い、一部国際航業株式会社に委託して行った。トレースはす

　べて国際航業株式会社に委託してデジタルトレースを行った。拓本は佐伯ひとみ、酒本由理郁、　

　菅原彰子、　住川香代子、橋本礼子、国際航業株式会社が行った。

６　遺物の写真撮影は木製品を松田、長石が行い、その他はアジア航測株式会社に委託して行った。

７　遺構のレーザー測量、写真測量、図面作成は株式会社計測リサーチコンサルタントに委託して

　行った。

８　出土人骨の鑑定ならびに付編執筆は土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長、松下孝幸氏に依

　頼した。

９　遺物や出土動植物遺体等の科学分析ならびに付編執筆は株式会社パレオ・ラボ、石丸恵利子氏、

　財団法人元興寺文化財研究所に委託して行った。

10　本報告書に使用した遺構の略号は、以下のとおりである。

　SB：建物跡　SA：柱穴列　SK：土坑、井戸等　SV：溝状遺構　P：ピット

　※ KD を付したものは近代の遺構
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11 　本報告書では多量の報告内容の閲覧に係る利便性を高めるため、「Ⅲ　遺構と遺物」本文から

遺構・遺物実測図、遺物図版、遺構画像、一部の遺物観察表の各データへのリンクを設定した

HTML 版を製作した。リンクを設定した遺構については PDF 版の「Ⅲ　遺構と遺物」本文の遺

構名の左右に、リンク設定先に対応させて以下のとおり表記している。なお、HTML 版では　

をクリックすると遺構写真にリンクする。

　　調査区　遺構名

12 　本文中における遺物の分類について、陶磁器は東京大学埋蔵文化財調査室による分類（『東京

大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類（1）』1997 年度、1999）を、火鉢・焜炉類は日下正剛氏

による徳島城下町土製火鉢・焜炉類の分類（「2 問題提起・徳島」『第 5 回四国城下町研究会四国

と周辺の土器Ⅱ』四国城下町研究会、2003）を、丹波焼の甕類は長谷川眞氏による分類（「甕類

にみる近世丹波焼」『関西近世考古学研究ⅩⅡ』関西近世考古学研究会 2004）を、菊間瓦は福原に

よる分類（『史跡広島城跡本丸遺構保存状況調査報告』広島市教育委員会等、2004）を、下駄は

市田京子氏による分類（「江戸時代の下駄」『考古学と江戸文化』江戸遺跡研究会、1992）をそれ

ぞれ使用している。

13　第 1 図は、広島市都市整備局都市計画課発行の地形図を複製して使用した。

14　巻頭図版 1 は広島城所蔵、巻頭図版 2 は山口県文書館所蔵のものである。

15 　本調査で得られた資料は、広島市市民局から委託を受けて、財団法人広島市文化財団文化科学

部文化財課において保管している。
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Ⅰ　はじめに

　平成 16 年、広島法務総合庁舎新営工事に伴い、建設の主体となる国土交通省中国地方整備局か

ら広島市教育委員会に対し、建設予定地内における文化財の有無について照会があった。これを受

けて広島市教育委員会は試掘調査を実施し、近世の遺構面の存在を確認した。再三の協議の結果、

計画の変更は困難であり、記録保存もやむなしとの結論に達した。

　その結果、平成 17 年 4 月に国土交通省中国地方整備局から財団法人広島市文化財団へ発掘調査

の実施依頼があり、これを受けて平成 17 年 6 月 14 日から平成 18 年 3 月 9 日ならびに平成 18 年 4

月 4 日から平成 19 年 2 月 2 日にかけて現地発掘調査を実施した。また、平成 19、20 年度に整理作

業及び報告書の執筆を行い、平成 20 年度に刊行した。

　調査関係者は次のとおりである。

　調査委託者　　国土交通省中国地方整備局

　調査主体　　　財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課

　調査関係者　　平成 17 年度

　　　　　　　　島本登夫　理事長

　　　　　　　　沼田眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　若島一則　文化財課主任指導主事

　　　　　　　　平成 18 年度

　　　　　　　　島本登夫　理事長

　　　　　　　　沼田眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　若島一則　文化財課主任指導主事

　　　　　　　　平成 19 年度

　　　　　　　　酒井義法　理事長

　　　　　　　　沼田眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　若島一則　文化財課主任指導主事

　　　　　　　　平成 20 年度

　　　　　　　　酒井義法　理事長

　　　　　　　　沼田眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　若島一則　文化財課主任指導主事

調査担当者　　　平成 17 年度
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福原茂樹　指導主事

松原　啓　　 〃

山脇一幸　学芸員

松田雅之　　〃

平成 18 年度

福原茂樹　指導主事

松原　啓　 　〃

松田雅之　学芸員

重森正樹　財団法人安芸高田市地域振興事業団派遣職員

長石紀子　　　　　　　　　　 〃

中溝理恵　　　　　　　　　　 〃

沖田健太郎　　　　　　　　　 〃

濱岡大輔　　　　　　　　　　 〃

平成 19 年度

福原茂樹　指導主事

松田雅之　学芸員

重森正樹　財団法人安芸高田市地域振興事業団派遣職員

長石紀子　　 　　　　　　　　〃

中溝理恵　 　　　　　　　　　〃

平成 20 年度

福原茂樹　指導主事

松田雅之　学芸員

調査補助員　　 （財団法人広島市文化財団）生田悟之、岩村京子、上野芳昭、大利春枝、岡部操、

岡本真澄、奥田哲也、小倉武、尾﨑紀雄、加藤恒子、河野幸子、菅野加代子、　　

久保陸郎、久代晏敬、倉本勝太郎、倉本登志子、河野勝、香原辰男、小林一三、　

澤岡忠重、山王哲司、品川治駿、須本多栄子、谷口敏枝、谷口紀子、玉置清一郎、

長力初江、堂山君枝、中村茂、中村照夫、中村春男、新田民江、新田良治、庭尾勝美、

庭尾繁和、日浦文子、広田武子、檜和田正登、舩浪美穂、舛田愛子、宮地美穂、　

森川敏明、森田信枝、森田美智子、門出俊之、八木康子、山根順子、山本隆教、　

山本文宏、山吉正弘、養祖義彦、吉井清、渡辺宣弘、和田実千代

　　　　　　　 （財団法人安芸高田市地域振興事業団）大家淳二、岡原修、加藤健一、金子洋一郎、

京免武志、迫田正義、佐々木悦子、佐々木新太郎、鈴木海智明、清水登喜子、　　

新崎隼人、為高武治、堤中サトコ、堤中順子、出張英雄、寺川清、寺川ちゆき、冨田忠、

冨田文春、中尾友和、中崎環、中村明、日野原久江、藤井世以子、室坂賢三、　　

森脇俊允、弓立和枝
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整理作業員　　 佐伯ひとみ、酒本由理郁、菅原彰子、住川香代子、橋本礼子、村田智子、山脇啓子

　なお、国土交通省中国地方整備局、法務省広島高等検察庁会計課には調査を円滑に進めるに当た

り多大な御配慮と御協力をいただいた。また発掘調査に当たっては、当財団埋蔵文化財発掘調査指

導委員会委員である広島大学名誉教授故河瀬正利氏ならびに広島大学大学院教授古瀬清秀氏、広島

大学名誉教授藤原健蔵氏、広島大学大学院教授三浦正幸氏、広島県立博物館鈴木康之氏、広島市交

通科学館田辺あらし氏、また報告書作成に当たっては、広島大学大学院教授三宅紹宣氏、佐賀県立

九州陶磁文化館館長大橋康二氏、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長松下孝幸氏、兵庫陶芸美

術館長谷川眞氏、愛媛県歴史文化博物館石岡ひとみ氏、鳴門市立鳴門工業高等学校日下正剛氏、愛

知県教育委員会佐藤公保氏、大手前大学大学院赤松和佳氏、砥部町から広範な御教示・御協力をい
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Ⅱ　位置と環境

　本遺跡は、広島市中区上八丁堀 2 番 15 号に所在する。

　広島城は近代以降の建物の取り壊しや火災、堀の埋め立て、原爆等でその多くを失い、現在では

市街地の中で本丸、二の丸の石垣と内堀等により往時の面影を留めるのみとなっている。しかし、

元来はその周囲に中堀、外堀等を巡らせ、三重に郭を配した 1km 四方に及ぶ雄大な環郭式平城で

あった。明治 10（1877）年に成立した陸軍による測量図を写したものという「広島城之図」1）は、

これまでの広島城における各発掘調査の成果との整合性も高く、近世の広島城の平面形状をかなり

正確に捉えていると見られている。これと現在の地図を重ね合わせることで、本遺跡が広島城内の

どの位置に該当するかを特定し得る。すなわち、三重目の郭であり大手、三之曲輪等と呼ばれた外

郭の東部の一画である。その上で、広島城一帯を描いた近世の各時期の絵図資料から、当該地点に

おける土地利用状況の推移を、ある程度辿ることができる。詳細は後述するが、近世を通じ東端に

は①南北に延びる広島城の東側の外堀の西岸側が位置し、そこから西に向かって順に②外堀沿いに

築かれた土塁、③土塁沿いに南北に通じる道路、④武家屋敷地、という区画となっていたことが知

られる。なお、本遺跡の周囲では、この武家屋敷地の西側を中堀が南北に延びており、また、北側

に外堀と中堀をつなぐ東西方向の堀が存在した。そして、この堀と外堀の屈曲部に二重櫓、その西

隣に栗林御門が建ち、栗林御門からは堀の北側の郭との間に土橋が渡されていた。この「栗林」と

は本地点を含む外郭東部一帯の呼称である 2）。なお、本遺跡は本丸の北西部に位置する天守閣から

南東約 450m の地点にある。

　築城期の広島城については、これまでの当財団の発掘調査報告書や多くの歴史書でも度々述べら

れているので参照されたい 3）。総じて当該期の資料は限られており、それらから得られる情報はか

なり断片的でしかない。当時の工程の概略を伝える内容が類似した資料がいくつか知られており、

その一つで慶長から元和頃の成立とされる「山県氏覚書」4）では、天正 17（1589）年に鍬初、京

都聚楽第の縄張を手本とし、翌 18（1590）年に「惣構土手御普請」並びに「町割出来」、翌 19（1591）

年までに「御堀之廻り堀漸出来」、この時点までは「石垣無之、かき上ヶ」の状態で、文禄元（1592）

から同 2（1593）年までに「石垣御普請出来」と述べている。また、「安国寺恵瓊外二名連署起請文」5）

では、天正 20（1592）年、九州下向途上の豊臣秀吉が広島城に立ち寄った際の模様として「東の

橋御入口より」侍町に入り、「御堀きハより一御門を御入候て、甲丸両所　御覧候て」さらに「御

殿へ御あかり、内外共ニ悉　御覧候て、御感不斜候」とあり、この時点では、秀吉に披露し得る程

度までに仕上がっていたことが伺われる。しかし、実際には普請は継続されており、慶長 5（1600）

年、輝元が関ヶ原の戦いで敗れ防長に移封された後、広島城主となった福島正則も、その翌年には

早速取り掛かっている。そして、周知のとおり正則は、元和 3（1617）年夏の大洪水で損壊した広

島城の修復を、幕府の許可なく行った責めを受け、広島から除封された。今日知られる広島城の全

容が整ったことを示す最古の絵図資料は、既に福島氏に続く浅野氏治下の寛永 2（1625）から同 9

（1632）頃に成立したとされる「寛永年間広島城下図」6）であろう。以後、近世を通じてこの縄張
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に基本的変化はなく、度々の洪水や地震、火災等による損壊箇所の修復が繰り返されることとなっ

た。本遺跡一帯も、その具体的な形成過程は明確でない。

　次に、先述の①から④各部について、その歴史的経緯を簡略に述べたい。

　①外堀と②土塁の正確な構築年代は不明である。郭の外縁部となる本遺跡におけるその旧状は、

19 世紀初頭の成立とされる「広島城下絵屏風」7）や近世の絵図資料、明治期の写真資料 8）等が示

すとおり、堀の水に漬かる下部付近を腰石垣とし、その上から土塁を盛り上げ、土塁上に塀を設け

るといったものであり、これは、広島城では本丸、二の丸や櫓台等を除いて全般に採られた構造で

あった。外堀の規模は一間＝六尺五寸 9）＝約 196.9㎝として「安芸国広島城所絵図」10）等に幅十間、

深さ一間とあるから幅約 20m、深さ約 2m と考えられる。八丁堀の名でも知られるこの外堀が埋め

立てられたのは、『植木氏日記』11）によれば明治 42（1909）年のことである。なお、土塁の地表の

盛り土は完全に撤去されており、今回の発掘調査では確認できなかった。③土塁の西に沿う道路に

ついては、本遺跡の範囲に限れば、絵図資料から近世を通じて変化はないと見られる。この道路は、

北の栗林御門から本遺跡を経由して南の京口御門まで直線的に通じていた。この間の道路の呼称に

ついては、寛保 3（1743）年から宝暦 4（1754）年頃の成立とされる「家中屋敷割図」12）では、こ

の道路部分に「クリハヤシ」と記されており、また、文政 8（1825）年に成立した『芸藩通史』巻六

所載の「城郭　京橋以西附」図にも「栗林」と記されている。なお、後述するとおり、18 世紀後

半以降の絵図では、この道路の西側に新たな道路が見られる様になる。④武家屋敷地は本遺跡の大

部分を占め、城内であるため早くから大身の武士の居住地となっていたと想定される。しかし、広

島への毛利臣下の移住は 1590 年代の記録に散見されるものの、本遺跡の地点に当初誰が居住した

かは明確でない。江戸時代中頃に成立したと見られる、毛利氏時代の広島城とその城下を描いたも

のという「芸州広島城町割之図」13）は、これに描かれたものと浅野氏時代以降の縄張等が大きく

相違している。このため、同資料では、本遺跡は毛利家の重臣、堅田兵部（元慶）の屋敷地となっ

ている一帯に当たると見られるものの、確証はない。以下、江戸時代中頃までの各絵図から、本遺

跡一帯に位置したと見られる武家屋敷地の推移をたどると、以下のとおりとなる。

「寛永年間広島城下図」：安井加賀守屋敷地として、広い武家屋敷地となっている。

「安芸国広島城所絵図」正保 3（1646）年頃：周囲と併せて侍町とのみ表記。

「広島城下絵図」14）享保 14（1729）年頃：御用屋敷。

「家中屋敷割図」：御用屋敷。

　「寛永年間広島城下図」に見られる安井加賀守は、『芸藩輯要』によれば旗奉行を勤めた浅野家の

重臣である。この武家屋敷地に上記の御用屋敷が置かれたのは、浅野吉長の代の宝永 7（1710）年

6 月である。これは当時の財政再建を狙った藩政改革の一環として、大目付や諸奉行といった重役

が政務について定期的に協議、裁決を行う場であった。その創設時の事情について、『済美録』の「吉

長公御代記」巻九上に「御用屋敷ノ儀、以前栗林ニテ西尾兵庫諸記ニハ十兵衛トアリ跡屋敷、間数

東表四拾三間半、西裏五拾三間、南脇六拾間、北脇五拾間半、宝永七寅年五月御用屋敷ニ相成（中

略）屋敷帖ニテ相シラベ候処、西尾十兵衛屋敷、大手ノ丸ニテ十兵衛御暇後、御用屋敷ニ相成ルト

見ユ」15）とあり、もと西尾十兵衛という者が居住していた空き屋敷を、御用屋敷として転用した
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とする。また、その敷地が広大なものだったことが知られる。『芸藩輯要』によれば、西尾十兵衛

は宝永から享保にかけて要職を歴任した人物である。その後、御用屋敷関連の動向として、『済美録』

の「吉長公御代記」巻十七下によれば、享保 6（1721）年 12 月 21 日、御用屋敷における協議の指

針を説いた「御用屋敷壁書」16）が出され、同じく翌享保 7（1722）年 1 月 24 日には、「浅野吉長直

筆申渡」17）により前年の壁書の趣旨の遵守が求められていることが知られる。その開設から 30 年

以上を経た寛保 3（1743）年 10 月 30 日には、やはり吉長によって、事務簡略化のため御用屋敷の

定期集会が廃止された。また、宝暦 6 年（1756）年 10 から 12 月の間、御用屋敷に勘定所が置かれ

ている。そして、この御用屋敷は、宝暦 8（1758）年 4 月 3 日に城下南部で発生して翌日にかけて

燃え広がり、広島城下東側の大半を焼く大火災となった「宝暦の大火」の際、類焼した。この火災

後の御用屋敷跡地について、『済美録』の「吉長公御代記」巻九上は先と同じ箇所で「宝暦八寅年

四月四日、同所類焼ニ付、跡割屋敷ニ成ト勘旧御用屋敷一件帖附札ニ見ユ」とし、「宝暦の大火」

後に跡地が「割屋敷」となったとしている。これに対応する様に「宝暦の大火」後に描かれた寛政

年間（1789 ～ 1800）成立の「芸州広島之図」18）等以降の絵図から、御用屋敷の時点まで広い単一

の屋敷地となっていたものが、③の土塁沿いの道路から新たに西に分岐した道が、中堀との間で├

形に通されたことで、中堀沿いとその東側の南北計 3 ブロックに分割され、さらに、各ブロックが

小区画の屋敷地として細分されたことが知られる。「宝暦の大火」後、広島城下では「惣割替」と

称して大々的な町割りの改正が行われており、この一帯もこれと連動して区画変更が行われた可能

性がある。先述の「割屋敷」という表現は、この分割された屋敷地を示すものかと推察される。こ

うした区画割りは、幕末頃に成立した「御家中屋敷絵図重宝記」19）等の絵図資料でも同様に見られ、

幕末に至るまで大枠の変更はなかったことが分かる。なお、この新設された路は「新小路」と呼ば

れた。文頭で引用した「広島城之図」では、本遺跡一帯の道路の配置は、なお幕末期の絵図に見ら

れるものと概略一致していると見られる。これによれば、③の道路から西へ分岐したこの路は、本

遺跡の調査区 1 の北端に沿ってその北側を通り、調査区 3 の南部を横切って、西側の南北に延びる

路につながっていた様である。残された武家屋敷地は「広島城之図」では既に空白となっており、

明治以降の具体的動向は知り得ない。明治 4 年にはこの一帯は栗林筋が南町上一番町、新小路筋が

同二番町となる。当時の事情を『植木氏日記』は「明治維新後広島十二御門内ニ誰レテモ居住スル

事トナリ、店モ出ス様ニナリ、戸数モ増シタレハ町名ヲ附スル事トナリ」と伝えている。同じく明

治 4 年に、鎮西鎮台第一分営が本丸に設置されたことを端緒として、広島城一帯の軍用地化が進み、

この地点は変貌を遂げていった。

１）坪井欣也氏所蔵、広島市教育委員会編『史跡広島城跡資料集成』第一巻　1989 年所収
２） 享保（1716 ～ 1736）頃の成立といわれる「広島独案内」によると、「大手の土居に天和貞享の比かとよ、栗の

実植仰付られしに今ハ大木となり枝葉もしげり、おの（づ）から俗名付て栗林と云ハ此所なり」と、その由来
が天和、貞享年間（1681 ～ 1688）にさかのぼることが述べられている。同書は上記『史跡広島城跡資料集成』
第一巻に所収されている。

３） 当該期を含む広島城関連の古文書は上記『史跡広島城跡資料集成』第一巻他、広島県編『広島県史』、広島市編
『新修広島市史』の各資料編に集成されており、各発掘調査報告書の典拠となっている。

４）広島市編『新修広島市史』第 7 巻資料編その 2　1960 年所収
５）4）に同じ。
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６）広島城所蔵（現在）、広島市立中央図書館編『広島城下町絵図集成』　1990 年所収
７）広島城所蔵、広島市指定重要有形文化財。
８）上記『史跡広島城跡資料集成』第一巻所収
９） ここでは「広島藩御覚書帖」（上記『史跡広島城跡資料集成』第一巻所収）に、6 尺 5 寸間を採用していること

に拠る。
10） 国立公文書館所蔵、上記『史跡広島城跡資料集成』第一巻所収。同資料は幕命により正保 3（1646）年頃に作

成されたもので、近世の広島城を最も正確に表した絵図とされる。
11）８）に同じ。
12）上記『広島城下町絵図集成』所収
13） 山口県文書館所蔵、上記『広島城下町絵図集成』所収。なお、本資料の信憑性については、その内容や発掘調

査の成果との比較により見直しが図られている。詳細は財団法人広島市文化財団編『城郭シンポジウム毛利氏
時代の広島城を考える　資料集』 2008 年参照。なお、文政 5（1822）年に成立した『知新集』巻 25 には毛利、
福島、浅野各氏時代の広島城の城郭図が所収されているが、これらには本遺跡一帯は含まれていない。

14）広島市編『図説広島市史』　1989 年所収
15）８）に同じ。
16）４）に同じ。
17）４）に同じ。
18）山口県文書館所蔵、上記『図説広島市史』所収
19）12）に同じ。
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1. 本地点　2. 司法書士会館地点　3. 国保会館地点　4. 基町高校グラウンド地点　5. 城北駅北（旧西

白島）交差点地点（外堀跡）　6. 城北駅北（旧西白島）交差点地点（櫓跡）　7. 西白島地点　8. 基町

高校前交差点地点　9. 本丸　10. 二の丸　11. 中央庭球場地点　12. 中堀跡　13. 太田川河川事務所地

点 14. 県庁前地点　15. 紙屋町・大手町地点　16. 県立体育館地点　17. 外郭櫓台跡

第 1 図　広島城跡調査地点分布図（S ＝ 1：10,000）
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第 2 図　調査地点周辺図（S ＝ 1：2,500）
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Ⅲ　遺構と遺物

1　遺跡の概要

　本発掘調査現場は、広島地方法務合同庁舎建物の南側と西側に L 字形に広がっており、総面積は

約 3,800 ㎡である。調査以前はその東側が植栽地、西側が駐車場となっていた。この地点は近世、

広島城の東側外郭の武家屋敷地一帯に当たることが、調査当初から想定された。

　調査に当たり、調査範囲を以下のとおり区分した。すなわち、例外部分はあるが全体を 10 ｍ四

方の小調査区計 36 区に分け、各東西 10 ｍの南北縦割りでその南側を東側から A ～ J 区、建物西

側を K、L 区とした。そして、各区に含まれる 3 小調査区を北から A-1 ～ 3 区等とした。なお、A

～ E 区を調査区 1、F ～ J 区を調査区 2、K、L 区を調査区 3 とした。以下に述べる各区の遺構と遺

物本文では、遺構番号（SK1、SV1 等）の前にその位置する調査区を付した。また、遺構面を便宜

的に最上面を 1 面、以下、下層に行くに従い 2 ～ 9 面と設定し、1 面の遺構には 1 ～ 100 番台、2 

面の遺構には 200 番台、以下同様に遺構番号を付した。

　調査初年度である平成 17 年度では、まず、調査区 1 から発掘調査を開始した。事前の試掘調査

の結果により、幕末期の遺構面は現地表面の約 1 ｍ下に存在すると考えられたため、重機によって

この遺構面の手前までの表土を掘削し、その後、手作業による発掘調査を行った。しかし、その後

の土層の観察等から、実際には、特に西半部で、遺構面がその数十㎝上から存在した可能性が判明

したため、同年度後半期に実施した調査区 2、3 における重機による表土掘削では、地表面から深

さ約 60 ㎝までで掘削を止めた。同年度では、調査区 1 全体および調査区 2 の F 区の一部の発掘調

査を実施した。

　平成 18 年度では、調査区 1 の深い部分と調査区 2、3 の発掘調査を実施した。なお、完掘後に

現れた粘質の自然堆積土の表面が、全体的に南北方向に縞を成す畝状となっており、現段階で具体

的な成因は不明である。

　遺跡の遺存状態については、近代以降の廃棄土坑や建物基礎、配管等による破壊部分もあり、特

に調査区 3 では、こうした建物基礎に伴う溝が格子状に掘り込まれ遺構面を細かく分断した部分も

あった。しかし、それでも近世の遺構は、概ねしっかりと遺存していた。

　今回の調査で確認した遺構の概略を以下に述べる。調査区の東端では、八丁堀の通称で知られる

広島城の東側の外堀の痕跡を確認した。また、この外堀に沿って城内側に築かれた土塁の西側で南

北に通じていた道路跡とその側溝を確認した。さらに、この道路の西側に広がっていた武家屋敷地

に伴って、建物跡、柱穴列、礎石、石列、廃棄土坑、井戸、溝、池、埋甕、貯水池の可能性がある

巨大な土坑等の遺構を確認した。

　また、調査区 2 の西半部や調査区 3 では、江戸時代中頃のものと見られる火災に伴う整地層や、

同じく廃材や炭、焼土等を廃棄した多数の土坑を確認した。

　遺物としては、陶磁器、瓦、金属製品、銭貨、木製品等が多数出土した。

2　遺構と遺物
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（1）　A 区の遺構と遺物

近代溝跡（外堀跡） 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は A-1 から A-3 にかけての東側に位置する。北北東から南南西にかけて延びる、両側壁

を谷積みの石垣とした近代の溝の下から、八丁堀とも呼ばれた広島城の東側外堀の跡である可能性

がある遺構を確認した。この近代の溝は A 区の北端から南へ約 24 ｍまでの範囲を調査したが、南

北両側にさらに延びている。その西側側壁の根石は、個々の形状が不統一な割石を、東側で面を概

ねそろえ標高約 30 ～ 60㎝の粘土質堆積土の基盤上に直接据えたもので、この根石はその上部に構

築された谷積みの石垣の面に比べ全体に東側へと大きく張り出していた。また、根石に用いられた

石は、谷積み部分の石に比べ一般に大きくかつ上記のとおり不成形で、谷積み部分との間は小振り

な石を噛ませることで調整が図られていた。一方、東側側壁は基礎に胴木を用い、その上から整然

と谷積みで構築されており、両側壁の基礎部の構築方法は全く異なっていた。これらの点から、西

側側壁の根石部分と谷積み部分には時期差があると想定され、さらに、この根石際の泥層からは近

世の遺物のみ出土したことからも、この位置にあった外堀の西側石垣の根石がそのまま使用されて

いる可能性はあろう。また、西側側壁の断面の観察では、石垣背後に裏込め石が確認されたが、大

部分が谷積み部分の構築の際のものと見られる。確認部分が以上のみのため、堀やその石垣の全体

構造については検討し得ない。なお、少数だが、石垣の石の中には矢穴の見られるものが含まれて

いた。本遺構からは有田の碗（1）、広東碗（2）、唐津藁灰釉碗（3）、相撲取りの人形（4）、木製品

には下駄（5）（6）、墨書のある荷札と思われるもの（7）（8）、棒状製品（9）等が出土した。外堀

の幅を狭めた近代の溝内からは関西系陶器の「名物」「□□園」の文字のある何らかの容器（3）（4）

と蓋（1）（2）のセット、凸面に「正菊間藤」の刻印のある丸瓦（5）等が出土した。

SK
A-3　SK1　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は A-3 に位置する。五輪塔（1）が出土した。近代の遺構である。

SV
A-1　SV1
　本遺構は A-1 から A-3 にかけて位置する。本遺構からは磁器 10 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器

11 点、瓦、不明鉄製品 6 点、ガラス 2 点が出土した。磁器には白磁朝顔形碗 1 点、西洋コバルト 2

点うち端反碗 1 点と玉縁皿 1 点が、陶器には備前火消し壷の蓋か？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿

2 点がある。近代の遺構である。

A-3　SV3　 遺物実測図

　B-3SV3 のことと思われ、発掘調査時の遺物の取り上げの際の誤記と思われる。底部南端の砂部

分から土師 1 点、瓦が出土した。瓦には瓦頭部に小判形の枠内に「菊間喜」の刻銘があるⅠ類の軒

平ないし軒桟瓦 1 点（1）、凸面に長方形の枠内に「塩利」の刻銘がある丸瓦 1 点がある。
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KDSK
A-3　KDSK1
　本土坑は A-3 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

A-3　KDSK2
　本土坑は A-3 に位置する。磁器が出土した。

A-1　KDSK3
　本土坑は A-1 に位置する。陶磁器が出土した。

A-1　KDSK4
　本遺構は A-1 に位置する。陶磁器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、土人形か？ 1 点、瓦が出

土した。

A-1　KDSK5
　本土坑は A-1 に位置する。陶磁器が出土した。

A-2　KDSK6
　本土坑は A-2 に位置する。磁器が出土した。

A-3　KDSK7
　本土坑は A-3 に位置する。陶器が出土した。

A-2　KDSK8
　本土坑は A-2 に位置する。遺物は出土しなかった。

A-2　KDSK9
　本土坑は A-2 に位置する。陶磁器、ガラスが出土した。

A-2　KDSK10
　本土坑は A-2 に位置する。遺物は出土しなかった。

A-2　KDSK11
　本土坑は A-2 から B-2 にかけて位置する。磁器が出土した。

A-2　KDSK12
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　本土坑は A-2 に位置する。磁器、瓦、碁石 2 点が出土した。

A-3　KDSK13
　本土坑は A-3 から B-3 にかけて位置する。陶磁器が出土した。

A-1　KDSK14
　本土坑は A-1 に位置する。磁器が出土した。

A-2　KDSK15
　本土坑は A-2 に位置する。瓦が出土した。

A-3　KDSK17
　本遺構は A-3 に位置する。陶磁器が出土した。

A-3　KDSK19
　本土坑は A-3 に位置する。遺物は出土しなかった。

A-1　KDSK20
　本土坑は A-1 に位置する。土管 1 点が出土した。

A-2　KDSK21
　本土坑は A-2 に位置する。陶磁器、不明鉄製品、ガラス製品、皮製品が出土した。

A-3　KDSK22
　本土坑は A-2、3 と B-2、3 の境に位置する。真鍮製煙管の吸口 1 点が出土した。

KDSV
A-1　KDSV1
　本遺構は A-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

A-1　KDSV2
　本遺構は A-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

A-1　KDSV4
　本遺構は A-1 から B-1 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、鉄釘が出土した。

A-3　KDSV6
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　本遺構は A-3 に位置する。陶磁器が出土した。

A-3　KDSV7
　本遺構は A-3 に位置する。陶磁器が出土した。

A-3　KDSV8
　本遺構は A-3 に位置する。磁器が出土した。

（2）　B 区の遺構

道路跡　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　B-2SV2 と C-1SV2 に各々東西を挟まれた一帯は、土層の観察によれば版築状に堅緻な層が堆積

しており、平坦地として整地が重ねられたと考えられることや、遺構や遺物が極端に少ないことか

ら、八丁堀に沿う土塁と武家屋敷地の間を南北に延びていた道路跡と考えられる。その幅は東西に

約 6 ｍ、すなわちおよそ 3 間である。整地層中から須恵器坏 1 点、陶器 3 点うち備前壷か甕 1 点、

土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、瓦が出土した。なお、B-3 におけるその下層で、粘土質で表面が

畝状の地形を呈した基盤層の直上から土錘 1 点（1）が出土した。

SA
B　SA301　
　本柱穴列は B-1 から B-2 にかけての西側に位置する。北側は T2 に切られている。南北両側にさ

らに延びていたかどうかは不明である。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なってお

り、全長は約 6.3 ｍである。北から B-1SK302、B-1P302、B-1P304、B-1P804 の 4 基で構成され、

各ピットの間隔は心々で約 2 ｍ前後である。本柱穴列は道路跡上に位置しているが、確認部分のみ

ではその時期ならびに性格は不明である。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

　B-1SK302 は B-1 の西側に位置する。北側を T2 に切られている。確認部分の規模ならびに形状

は上端が長径約 35㎝、下端が最大径約 20㎝の円形である。本遺構からは瓦が出土したのみのため

時期は明確でない。

B　SA501
　本柱穴列は B-2 から B-3 にかけて、その南北中軸の西側に位置する。南北両側にさらに延びてい

たかどうかは不明である。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、全長は約

12 ｍである。北から B-2P610、B-2P612、B-2P511、B-3P512、B-3P513 の 5 基で構成され、各ピッ

トの間隔は心々で北端の B-2P610 から B-3P512 までは約 280㎝、B-3P512 と D-3P513 は約 310㎝で

ある。また、北側の延長線上からわずかに東にずれた位置に B-1P606、次いで B-1P9 ないし

B-1P10 が位置しており、B-2P610 と B-1P606 間に 1 基を補えば等間隔となるため、これらも同一

の柱穴列である可能性もある。本柱穴列は道路跡の南北中軸にほぼ沿って延びているが、確認部分
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のみではその時期ならびに性格は不明である。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

SK
B-3　SK1
　本土坑は B-3 の北西側に位置する。西側を B-3KDSK1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 115㎝、短径約 85㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格も不明である。

B-2　SK2
　本土坑は B-2 の南側に位置する。西側で B-2SV2 を切っており、これより新しい。また、南側は

確認できなかった。確認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは磁器 4 点、

堺明石擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器にはコンニャク印判の朝顔形碗 1 点、

上絵付仏飯器 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-2　SK5
　本土坑は C-2 の東側に位置する。東側を E-2KDSK4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝、下端が最大径約 40㎝の円形である。本土坑からは磁

器 2 点うち瀬戸碗 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-2　SK7
　本土坑は B-2 の南側に位置する。北側を B-2KDSK8、中央部を B-2KDSK9 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模は長径約 240㎝である。本土坑からは磁器 10 点、陶器 11 点、土

師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には青磁花生け 1 点、青磁染付 1 点、二

重網目紋碗 1 点、上絵付碗 1 点、碗 1 点、皿 1 点が、陶器には土瓶 2 点がある。うち陶器の器種不

明品1点がB-2SV2出土のものと接合した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-1　SK301
　本土坑は B-1 の北側に位置する。西側を BSV2 に切られており、これに先行する。確認部分の規

模は上端が長径約 65㎝、短径約 45㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは瓦が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-1　SK303
　本土坑は B-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径

約 55㎝の不整形な円形、下端が長径約 55㎝、短径約 45㎝の不整形な円形である。本土坑からは遺

物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。
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B-1　SK304
　本土坑は B-1 に位置する。本土坑の規模ならびに形状は ,、東側中央のピット状の部分を除くと

上端が長径約 95㎝、短径約 40㎝の長円形、下端が長径約 80㎝、短径約 30㎝の長円形である。上記

のピット状の部分の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の円形、下端が最大径約 20㎝の円形

である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-2　SK306
　本土坑は B-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 35

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土し

たのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-2　SK401
　本土坑は B-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 40㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは土師

質瓦質土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-3　SK504
　本土坑は B-3 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 35㎝、短辺約 30

㎝の隅丸方形、下端が一辺約 25㎝の隅丸方形である。本土坑からは瀬戸美濃水甕 1 点が出土した。

遺物は少ないが本土坑の時期は 18 世紀後半以降と見られ、性格は不明である。

B-2　SK601
　本土坑は B-2 の西側に位置する。北側を B-2KDSK5 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 75㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確で

なく、性格も不明である。

B-3　SK602
　本遺構は B-3 の北西側に位置する。南側を B-3SK1 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長辺約 75㎝、短辺約 45㎝の長方形で、壁は確認できなっかった。本遺構の底部には全体

に木質が遺存しており、腐朽のため明確でないが方形状の板材が置かれていたと見られる。本土坑

からはこの他に遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

B-2　SK701
　本土坑は B-2 の西側に位置する。北側と南西側の掘り方は不明である。本土坑の規模ならびに形

状は長径約 60㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは瓦

が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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B-2　SK702
　本土坑は B-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の円形、下

端が最大径約 40㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

B-1　SK804
　本土坑は B-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 70㎝

の長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 55㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

SV
B-1　SV1
　本遺構は B-1 に位置する。磁器 2 点うち蓋物の蓋と碗の蓋が出土した。近代の遺構であろう。

B-2　SV2・B-3　SV3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本溝状遺構は B-1 から B-3 にかけての南北中軸に概ね沿って位置する。南北両側は調査区外のた

め不明であるが、さらにその先に続いている。確認部分の規模は最大幅約 180㎝、深さは最大約 70

㎝である。本遺構の底部では、掘り方を掘った後埋め戻しがなされ、その上の南北中軸上に、敷石

が上面を平坦にそろえ、個々の石間にやや間隙を設けながら概ね一列に埋設されていた。これに使

用されている石は長径約 65㎝以下の割石であり、大きさや平面形状は様々だが、方形状に整形さ

れているものもある。また、本遺構の西側の壁は 2 段となっており、小礫が緊密に詰められていた。

また、B-3 においては、敷石からやや距離を置いて、東側で面をそろえた切石からなる一段のみの

石列が残存していた。この石列の石は、その上部が敷石の上面に対し若干高い程度でそろえて埋設

されており、側壁としては低い印象がある。そして、この側壁と敷石の各石の間隙は漆喰で目張り

されていた。東側の壁にはこうした施設が見られず、あるいは、後述する通り土塁の裾が直接迫っ

ていたことも考えられる。本遺構からは磁器 69 点、陶器 63 点（うち器種不明品 1 点が B-2SK7 出

土のものと接合）、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 31 点、瓦、不明鉄製品 14 点、硯 1 点、コ

ンクリート片が出土した。磁器にはくらわんか手皿 2 点うち見込み蛇の目釉剥ぎ 1 点、小丸碗 1 点、

関西系端反碗 1 点、瀬戸碗 1 点、型打ち成形の八角鉢 1 点、端反碗蓋 1 点、西洋コバルト 7 点うち

手描き 3 点うち端反碗 1 点と型紙摺り 4 点うち端反碗 2 点が、陶器には唐津蛇の目釉剥ぎの刷毛目

皿 1 点・鉄釉 2 点うち瓶 1 点、備前擂鉢 1 点・灯明皿 1 点・灰落とし 1 点、関西系灯明皿 1 点・ト

ビガンナ行平鍋 1 点・口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 1 点・三足の足付きハマの熔着痕がある柄杓

1 点（掘り方出土のものならびに B-21 層出土のものと接合）・碗 1 点、瀬戸美濃瓶掛 1 点・香炉か

火入れ 1 点・碗 1 点・壷か甕 2 点、堺明石擂鉢 3 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内

耳土器 A 群の口縁部 2 点、擂鉢 1 点、焜炉か火鉢 1 点、羽釜 2 点、土瓶 1 点、甕 1 点がある。また、
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敷石除去後に磁器 106 点、陶器 123 点、土師質瓦質土器質ミニチュア 1 点、土師質瓦質土器 72 点、

瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には同一個体と思われる瀬戸上絵付小丸碗 2 点、陶胎染付 2 点、

広東碗 1 点、二重網目紋碗 1 点、白磁朝顔形碗 1 点、段重 1 点、小丸碗、瀬戸 4 点うち端反碗 1 点、

端反碗 1 点、焼き継ぎ 1 点、薄手の上絵付小坏 2 点、型紙摺り西洋コバルト 2 点が、陶器には唐津

刷毛目 3 点うち見込蛇の目釉剥ぎの鉢 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点・瓶掛 1 点、堺明石擂鉢 7 点、関西

系土瓶 1 点・灯明受皿 1 点、いっちん掛け急須 4 点、柄杓 1 点、青土瓶 2 点うち把手を付けるとこ

ろ 1 点、土瓶の蓋 2 点と口 2 点、行平鍋 2 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器

9 点うち A 群の口縁部 4 点、土瓶 9 点、焜炉か火鉢 8 点、甕 18 点がある。また、裏込め中から染

付皿 1 点、唐津刷毛目皿 1 点、土師質瓦質土器 4 点、菊間系軒桟瓦（1）が出土した。また、B-3

における南北両側を B-3KDSK25・KDSK23 に挟まれた本遺構の東側の掘り方の一部と見られる部

分を、B-3SV3 として発掘した。この部分からは磁器 29 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 66 点、土

人形 1 点、瓦、不明鉄製品 17 点、銅製錘 1 点（11）、貝殻が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 5

点（1）（3）（4）、望料碗 1 点、青磁染付の朝顔形碗の蓋 1 点、型押し菊花皿 1 点（5）、同一個体と

思われる型打ち成形の輪花の皿 3 点、袋物 1 点等が、陶器には唐津灰釉碗 1 点・刷毛目碗 4 点・刷

毛目鉢 2 点・京焼風陶器 1 点、関西系碗 3 点・灯明皿 1 点・燗徳利 1 点、同一個体と見られる行平

鍋 4 点、瀬戸美濃同一個体と見られる甕か鉢 4 点、丹波植木鉢 1 点・甕 4 点うち同一個体と見られ

るもの 3 点、備前袋物 4 点、土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 9 点うち A 群

口縁部 3 点、土瓶 5 点、同一個体と思われる火消し壷 35 点（10）、ヨーヨー 1 点（7）、焜炉類オプ

ション？ 1 点（8）、焙烙 1 点（9）等が、瓦にはコビキ A の丸瓦 1 点等がある。また、粘土層から

磁器 8 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。磁器には瀬戸美濃

端反碗 1 点（2）、口紅菊花皿 1 点、段重 1 点、焼き継ぎがある碗 1 点、輪花の皿 1 点が、陶器には

唐津刷毛目皿 2 点うち砂目 1 点、壷か甕 1 点、土瓶 1 点、瀬戸風炉 1 点、備前灰落とし 1 点（6）

等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、土瓶の注口部 1 点がある。丸瓦には凸面に長方形の枠内に「松

善」の文字部分が凸の銘があるもの 1 点がある。端反碗はあるが深小丸碗や型皿等はないので、時

期は 19 世紀第 1 四半期である。ただし、コンクリートが出土しているため、本遺構全体が完全に

廃絶するのは近代以降と見られる。また、石列や敷石も、遺物から見て 19 世紀代のものであろう。

本溝状遺構は八丁堀に沿って築かれた南北に延びる土塁とその西側の道路の間に設けられた側溝と

考えられる。底部に防水のための漆喰が施されたことも、土塁から流れ込む雨水等への備えとも推

察される。

KDSK
B-3　KDSK1
　本土坑は B-2、3 と C-2、3 の境に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦、土管、象牙製と思わ

れる歯ブラシの柄 2 点が出土した。

B-3　KDSK3
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　本土坑は B-3 に位置する。陶磁器、石製の印鑑 1 点、銃弾 1 点が出土した。

B-2　KDSK4
　本土坑は B-2 から C-2 にかけて位置する。磁器が出土した。

B-2　KDSK6
　本土坑は B-2 から C-2 にかけて位置する。陶磁器が出土した。

B-2　KDSK8
　本土坑は B-2 に位置する。磁器が出土した。

B-2　KDSK9
　本土坑は B-2 に位置する。遺物は出土しなかった。

B-2　KDSK10
　本土坑は B-2 に位置する。本土坑からは磁器が出土した。

B-2　KDSK11
　本土坑は B-2 に位置する。遺物は出土しなかった。

B-2　KDSK13
　本土坑は B-2 に位置する。遺物は出土しなかった。

B-1　KDSK14
　本土坑は B-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

B-1　KDSK15
　本土坑は B-1 に位置する。陶器が出土した。

B-1　KDSK16
　本土坑は B-1 に位置する。本土坑からは磁器、土師質瓦質土器が出土した。

B-3　KDSK18
　本土坑は B-3 に位置する。磁器が出土した。

B-3　KDSK19　 遺物実測図  遺物写真
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　本土坑は B-3 に位置する。陶磁器、瓦が出土した。軒桟瓦には瓦頭面に長小判形の枠に縦書きで

「菊間西八」の文字部分が凹の刻印があるもの 3 点うち平瓦部分の凸面に正方形の枠内に 12 本を単

位とする櫛歯状の横線の滑り止めがあるもの 2 点（2）、同じく 10 本、14 本、12 本を単位とするも

の 1 点、瓦頭面に長方形の枠内に横書きで「西藤」の文字部分が凹の刻印があるもの 8 点うち平瓦

部分の凸面に格子状の線刻の滑り止めが残るもの 5 点、瓦頭面に長方形の枠に「若○○」の文字部

分が凹の刻印があり、平瓦部分の凸面に正方形の枠内に 11 本または 10 本を単位とする横線の滑り

止めがあるもの 1 点、瓦頭面に長方形の枠内に横書きで「福一」の文字部分が凹の刻印があり、平

瓦部分の凸面に格子状の線刻の滑り止めがあるもの 4 点、瓦頭面に長方形の枠内に横書きで「松木」

の文字部分が凹の刻印があり、平瓦部分の凸面に格子状の線刻の滑り止めがあるもの 1 点、瓦頭面

に弧状の長方形の枠内に「イ○山ヨ」の文字部分が凹の線刻があり、平瓦部分の凸面に格子状の線刻

の滑り止めがあるもの 1 点、瓦頭面に「 」の凹の刻印がある物 1 点がある。なお、「菊間西八」

「西藤」は鎌形、「福一」は丸形である。「若廣□造」の刻印がある菊間Ⅲ類の軒桟瓦 1 点（1）があ

る。桟瓦には鎌形で、端部に長方形の枠内に「鹿濱庄」の文字部分が凹の刻印があり、平瓦部分の

凸面に方形の枠内に 11 本または 13 本を単位とする串歯状の横線の滑り止めがあるもの 1 点、同じ

く 11 本または 15 本を単位とするもの 1 点がある。丸瓦には凸面に長小判形の枠内に縦書きで「正

菊間友」の文字部分が凹の刻印があるもの 1 点がある。

B-3　KDSK20　
　本土坑は B-2 と B-3 の境に位置する。土師質瓦質土器が出土した。

B-1　KDSK22
　本土坑は B-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

B-3　KDSK23
　本土坑は B-3 に位置する。磁器が出土した。

B-3　KDSK24
　本土坑は B-3 に位置する。C-3KDSV2 と一連の遺構で、その東端に当たる。陶磁器、土師質瓦質

土器、銃弾 1 点、碁石 4 点、プラスチック製ボタン 1 点が出土した。

B-3　KDSK25
　本土坑は B-3 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

B-1　KDSK26
　本土坑は B-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦、ガラス製品が出土した。
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B-1　KDSK27
　本土坑は B-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

KDSV
B-2　KDSV1
　本土坑は B-1、2 から C-1、2 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

B-2　KDSV2
　本遺構は A-2 から B-2 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦、土管、コンクリート片

が出土した。

B-1　KDSV3
　本遺構は B-1 に位置する。本遺構からは陶磁器が出土した。

B-1　KDSV5
　本遺構は B-1 に位置する。本遺構からは陶器が出土した。

B-2　KDSV7　
　本遺構は A-1、2 と B-1、2 にかけて位置する。本遺構からは陶磁器、土師質瓦質土器が出土した

（3）　C 区の遺構

SB
C　SB301　 遺物実測図  遺物写真  

　本遺構は C-1 から C-3 にわたり、その南北中軸の東側に位置する。南北両側は調査区外のため不

明であるが、共にさらに延びていると見られる。本遺構は確認部分で北北東から南南西にかけて直

列する遺構 10 基で構成される。本遺構の東側は B-2SV2 を挟んで道路跡、西側は武家屋敷地跡と

考えられるため、両者の境界となっていた塀の跡であると考えられる。C-2KDSK19 に切られてい

る C-2SK619 と C-2SK429 間にも本来一連の遺構が存在したと思われるが、C-2SK348 がその痕跡で

ある可能性があると推察されるに留まる。本遺構を構成する遺構のうち 8 基（グループ 1 とする）は、

いずれも上層の遺構に切られ、残存状況に差違があるものの、最も旧状を留めていると思われるも

のでは、掘り方内部に柱を固定するためのものと考えられる石が詰まった平面形状が概ね円形の東

側土坑と、同じく石が詰まった平面形状が東西方向を長軸とする概ね長方形ないし長円形の西側土

坑のセットからなり、おそらく本来 8 基とも同様な形状であったと見られる。このうち、東側の土

坑は東を表とした塀本体の柱を据えたもの、西側の土坑はその控柱を据えたものと考えられる。各

遺構の間隔は、東側の土坑の心々で 3 ｍ強である。また、これら 8 基のうち C-2SK429 以南の 3 基

の西側土坑の各中間部にも、やはり東西を長軸とした土坑 2 基（グループ 2 とする）を確認した。
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これら 2 基と上記の 3 基の西側土坑は南北に直列しており、さらに、これらの間隔は心々で 1.5 ｍ

強と等間隔であるため、こうした形状と位置関係からこれらの遺構の関連性が強く伺われるため本

遺構に含めた。ただし、グループ 1 の遺構の西側土坑に当たる部分がグループ 2 の遺構では確認で

きなかったため、何らかの性格の差違があった可能性がある。

　以下、まずグループ 1 の遺構について、北側から順に述べる。

　C-1SK321 の確認部分の規模ならびに形状は長径約 225㎝、東側土坑の上端が最大径約 80㎝の不

整形な円形、下端が最大径約 55㎝の円形、西側土坑の上端が長辺約 125㎝、短辺約 65㎝の隅丸長

方形、下端が長辺約 105㎝、短辺約 50㎝の隅丸長方形である。また、東側土坑の東側に連続して上

端が長径 90㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 30㎝の浅い掘り方を確認したが、この部分の性格は不

明である。西側土坑では礫が多数出土し、特に東半部の底部上では、最大径約 50㎝の範囲に角石

を積み重ねた集石を確認し、その平面中央部に間隙があることから柱の固定用の詰石と見られる。

東側土坑からは磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器

には唐津灰釉皿 2 点・鉄釉袋物 1 点、備前擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、焜炉か火鉢 1

点がある。西側土坑からは磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。陶器には唐

津灰釉皿 1 点・鉄釉袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 1 点がある。遺物が少ない

ため時期は明確でない。

　C-1SK332 の確認部分の規模ならびに形状は長径約 170㎝、東側土坑の上端が長径約 90㎝、短径

約 45㎝の不整形な長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形、西側土坑の上端が

長辺約 115㎝、短辺約 70㎝の不整形な隅丸長方形、下端が長辺約 110㎝、短辺約 55㎝の不整形な隅

丸長方形である。東側土坑の底部では上面が平坦となった長径約 20㎝、短径約 10㎝の石を確認し、

小振りだが礎石の可能性がある。東側土坑からは陶器 2 点、瓦が出土した。陶器は唐津灰釉皿 1 点、

関西系袋物 1 点である。西側土坑からは備前袋物 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でない。

　C-1SK629 の確認部分の規模ならびに形状は長径約 210㎝、東側土坑の上端が長径約 80㎝、短径

約 60㎝の長円形、下端が最大径約 45㎝の円形、西側土坑の上端が長辺約 125㎝、短辺約 70㎝の隅

丸長方形、下端が長辺約 100㎝、短辺約 45㎝の隅丸長方形である。西側土坑からは瓦が、東側土坑

からは瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。なお、東側土坑の上

端の東北側に浅い落ち込みがあり、唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。

　C-2SK619 の確認部分の規模ならびに形状は長径約 215㎝、東側土坑の上端が長径約 85㎝、短径

約 80㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 25㎝の長円形、西側土坑の上端が長辺約 110㎝、短辺約 85㎝

の隅丸長方形、下端が長辺約 80㎝、短辺約 50㎝の隅丸長方形である。本遺構からは磁器 4 点、陶

器 11 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦、鉄玉 1 点（1）、不明鉄製品 3 点が出土した。

磁器には景徳鎮小坏 1 点、袋物 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 3 点うち胎土目 2 点・灰釉碗 1 点

（C-1SK617 出土のものと接合）・灰釉 1 点、岸岳か福岡藁灰釉皿 1 点、志野向付 1 点、擂鉢 1 点、

袋物 1 点、行平鍋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点がある。遺物は少ないが、行平鍋を混入とす

れば時期は 1620 年までの可能性がある。
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　C-2SK419・SK429 は東西に隣り合っており、各々東西両土坑に該当すると見られる。C-2SK429

は西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。両者を合わせた確認部分の規模ならびに

形状は長径約 245㎝、C-2SK419 の上端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の長円形、下端が長径約 35㎝、

短径約 25㎝の長円形、C-2SK429 の上端が長辺約 185㎝、短辺約 65㎝の長方形、下端が長辺約 130㎝、

短辺約 35㎝の長方形である。C-2SK419 からは瓦が、C-2SK429 からは土師質瓦質土器 6 点、瓦、

和釘 1 点（1）、不明鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　C-3P712・SK426 は東西に隣り合っており、各々東西両土坑に該当すると見られる。C-3SK426

は西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。両者を合わせた確認部分の規模ならびに

形状は長径約 180㎝、C-3P712 の上端が最大径約 30㎝の円形、下端が最大径約 10㎝の円形、

C-2SK426 の上端が長辺約 145㎝、短辺約 75㎝である。C-3SK426 から瓦が出土したのみのため時期

は明確でない。

　C-3SK724・KDSK24 は東西に隣り合っており、各々東西両土坑に該当すると見られる。

C-3KDSK24 は上端を C-3KDSV1・KDSV2 に切られており、これらに先行する。両者を合わせた

確認部分の規模ならびに形状は長径約 170㎝、C-3SK724 の上端が最大径約 45㎝の円形、下端が最

大径約 25㎝の円形、C-3KDSK24 は上端を完全に失っており、さらに雨水で崩れたため十分測量し

得なかったが、掘り方内に人頭大前後の石からなる詰石が確認された。C-3SK724 から瓦が、

C-3KDSK24 から磁器が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　C-3SK423・SK902 は東西に隣り合っており、確認時点のレベル差が大きいものの、その形状か

ら各々東西両土坑に該当すると見られる。両者を合わせた確認部分の規模ならびに形状は長径約

180㎝、C-3SK423 の上端が最大径約 65㎝の円形、下端が長辺約 45㎝、短辺約 35㎝の長方形、

C-2SK902 の上端が長径約 115㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 80㎝、短径約 30㎝の長円形である。

両者とも掘り方内に集石が見られ、C-3SK423 側は拳大前後の角礫からなり、その中央部には柱痕

と見られる間隙が見られた。また、C-3SK902 側は最大のもので長径約 40㎝以下の大小の角礫が積

み重なっており、やはり中央部には間隙が見られ、柱痕と見られる。C-3SK423 から唐津灰釉皿 1 点、

瓦質火鉢 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　次に、グループ 2 の遺構について、北側から順に述べる。

　C-3SK342 は西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は長径約 95㎝、

短径約 55㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 40㎝の長円形である。本遺構からは土師質瓦質土器 1 点、

瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　C-3SK430 は西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は長径約 105㎝、

短径約 70㎝である。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でない。

　以上、各遺構の個々の遺物量は少ないが、総じて 17 世紀初頭のものが目立つことから、本遺構

は築城期に近い時期に構築されたものである可能性がある。

SA
C　SA1
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　本柱穴列は C-1 から C-3 にかけての西側に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さら

に延びていると見られる。また、南側にもさらに延びていた可能性はあろう。本柱穴列は北北東か

ら南南西にかけて直線状に連なっており、北から C-1P21、C-1P20、C-1P19、C-1P9、C-1P8、

C-1P7、C-1SK204、C-1P226、C-1P508、C-1P6、C-1P5、C-1P11、C-2P12、C-2P13、C-2P221、

C-2P218、C-2P209、C-2SK38、C-2P219、C-2P211、C-3P16、C-3P15、C-3P14 の 23 基で構成される。

近代の遺構に切られ途切れたところがあるが、多少の長短はあるものの各ピットの間隔は心々で概

ね約 90㎝である。このうち C-2P211 と C-3P16 間は C-3KDSV2 により切られ、約 8 ｍの開きがあ

るが、この間に 9 基を補えば等間隔となることから、これらを同一の柱穴列とした。各ピットの概

要はピット一覧表にまとめた。なお、C-1 からは陶器 2 点うち関西系小杉碗の破片 ?1 点と袋物 1 点、

土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、瓦、寛永通寶 3 期 1 点（1）が出土した。C-2P209 からは磁器の

菊花皿 1 点、陶器 4 点うち唐津刷毛目皿 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 1 点、瓦が出土した。時

期は幕末までの 19 世紀代である。また、C-2P211 からは磁器 1 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 14 点、

瓦が出土した。陶器には唐津刷毛目蓋物の蓋 1 点、関西系碗 1 点、瀬戸美濃袋物 1 点、土瓶 1 点が

ある。時期は 18 世紀末以降である。

C　SA301
　本柱穴列は C-3 の南北中軸の東側に位置する。南北両側にさらに延びていたかどうかは不明であ

る。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、全長は約 7.5 ｍである。北から

C-3P333、C-3P334、C-3P335、C-3P336 の 4 基で構成され、各ピットの間隔は心々で C-3P333 と

C-3P334 が約 190㎝、C-3P335 と C-3P336 が約 180㎝、すなわち 1 間である。C-3P334 と C-3P335

間は C-3KDSV2 に切られているが、ここに 1 基を補えば等間隔となることから、これらを同一の

柱穴列とした。本柱穴列は C-3KDSV1 の東側の壁に沿って延びており、これに切られたピットも

あるが、両者の関係は不明である。本柱穴列の時期は明確でなく、性格も不明である。各ピットの

概要はピット一覧表にまとめた。

SK
C-3　SK4　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-3 の西側に位置する。東側で C-3SK55 を切っており、本土坑が新しい。また、西側

で C-3SK6 と切り合うが、先後関係は不明である。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約

130㎝の不整形な円形、下端が最大径約 120㎝の不整形な円形である。本土坑では下半に最大約 25

㎝の厚さで焼土が堆積しており、その上を覆う様に多量の人頭大以下の角礫が廃棄されていた。本

土坑からは磁器 36 点、陶器 40 点、土師質瓦質土器 39 点、土人形 2 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 2 点、

釘 2 点、不明鉄製品 3 点、砥石 1 点、不明石製品 1 点、把手 1 点、貝殻が出土した。磁器には瀬戸

美濃西洋コバルト端反碗 1 点（1）、西洋コバルト碗 1 点、高台高の低い蛇の目凹形高台の青磁染付

鉢 1 点（3）、青磁染付碗 1 点、くらわんか手碗 1 点、広東碗 1 点、望料碗の蓋 1 点、梅樹紋端反碗

1 点、端反小坏 1 点、焼き継ぎがある鉢 1 点、白玉による梅樹紋描く小坏 1 点（2）、青磁香炉か火
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入れ 1 点、鉄釉袋物 1 点が、陶器には朝鮮産か？ 1 点、唐津灰釉皿 1 点・京焼風陶器香炉か火入れ

1 点・刷毛目鉢 1 点・刷毛目皿 1 点、擂鉢 3 点うち堺明石 2 点、関西系袋物 2 点・香炉か火入れ 1

点（4）・端反碗 1 点、行平鍋 6 点、瓶の口 1 点、袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土

器 1 点、壺 2 点、甕 1 点、焜炉 1 点、同一個体と思われる瓦質焜炉 16 点、瓦質半筒状製品 5 点が

ある。把手は青銅の芯に竹を宛がいさらに青銅のひもで巻いた土瓶類のものと思われるもの（5）

である。近代初めの廃棄土坑である。

　なお、下層から磁器 5 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。

磁器は皿 1 点、端反碗 1 点、蓋物の蓋 1 点、碗 1 点、ミニチュア 1 点であり、陶器には唐津鉄釉碗

1 点・内野山窯製銅緑釉 1 点、関西系 5 点うち徳利 1 点があり、土師質瓦質土器には皿 2 点、焙烙？

1 点がある。時期は 1810 年以降幕末までである。

C-3　SK5　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の西側に位置する。南側で C-3SK55 を切っており、これより新しい。本土坑は雨

により掘り方が崩れたため正確な規模が不明だが、上端が長径約 150㎝前後、短径約 100㎝前後の

長円形だったと見られ、断面形状は半円状である。本土坑の埋土は多くの層に分かれていた。この

うち底部や壁際を除く埋土からは磁器 48 点、陶器 52 点、不明鉄製品 99 点、同一個体と見られる

竈のミニチュア 13 点、水晶の火打ち石 1 点、瓦、漆喰が出土した。磁器には皿 3 点、同一個体と

思われる上絵付碗 3 点、青磁染付碗 1 点、くらわんか手碗 3 点、半球碗 1 点、碗 11 点、陶胎染付

碗 1 点、貝殻状に型押し成形した紅皿 2 点、蓋物の蓋 1 点と身 1 点、小坏 2 点が、陶器には唐津灰

釉皿 2 点・灰釉碗 3 点・内野山窯製銅緑釉皿 2 点・刷毛目皿 1 点、関西系 15 点うち碗 13 点と色絵

付 1 点、瀬戸美濃碗 1 点、備前灯明皿 11 点、丹波同一個体と見られる筒描きの甕 5 点・胴部に条

線がある甕 1 点、擂鉢 4 点、鍋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 12 点、内耳土器 77 点うち A 群の

口縁部 16 点うち内耳部分の穿孔が先細りのもの 1 点と C 群の口縁部 3 点、サナ 3 点、練り込み手

の火消し壷 1 点、甕 2 点がある。また、底部や壁際の埋土からは小丸碗 1 点（1）、磁器碗 1 点（2）、

瀬戸美濃灰釉碗 1 点（3）、関西系小杉碗 1 点（4）、同鉄絵半球碗 1 点（5）、同鉄絵染付平碗 1 点（6）。

土師質瓦質土器には焜炉火鉢 1 点（7）、ままごと竈 1 点（8）、ままごと碗 1 点（9）、ままごと釜蓋

1 点（10）が出土した。時期は 18 世紀後半以降である。

C-3　SK6
　本土坑は C-3 の西側に位置する。北側で C-3SK16 を切っており、本土坑が新しい。また、西側

で C-3SK4 と切り合っているが、先後関係は不明である。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径

約 105㎝、短径約 65㎝の長円形、下端が長径約 80㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは

磁器 14 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦、不明鉄製品 49 点、貝殻が出土した。磁器には

青磁染付鉢 1 点、青磁染付朝顔形碗の蓋 1 点、線香立て 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、関西系

陶器 5 点うち小杉碗 1 点・色絵付碗 1 点・灯明皿 1 点、瀬戸皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、

内耳土器 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-1　SK7
　本土坑は C-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 70㎝の円形に近

い隅丸三角形、下端が最大径約 50㎝の不整形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 14 点、土師質

瓦質土器 10 点、瓦、不明鉄製品 6 点が出土した。磁器は皿 1 点、陶胎染付碗 1 点であり、陶器に

は唐津見込み蛇の目釉剥ぎの灰釉の皿 1 点・京焼風陶器 1 点・袋物 2 点、備前の袋物 1 点、瀬戸水

甕か植木鉢 1 点、関西系色絵付碗 1 点・碗 1 点があり、土師質瓦質土器は皿 5 点、内耳土器 5 点で

ある。幕末までの 19 世紀代の廃棄土坑である。

C-1　SK9・SK13
　これらの土坑は C-1 の西側に位置する。当初は長径約 155㎝、短径 85㎝の不整形な上端を

C-1SK9 として発掘を開始したが、北側部分が別土坑である可能性が生じたため C-1SK13 とした。

これらの切り合い関係は不明である。

　C-1SK9 の下端の形状は南側に行く程深くなる様であったが、掘り過ぎの可能性もあり不明確で

ある。本土坑からは磁器 10 点、陶器 35 点、土師質瓦質土器 32 点、土人形の鞠を支えに立つ猫と

思われるもの 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器には皿 1 点、碗 1 点、青磁袋物 1 点、御神酒

徳利 1 点が、陶器には唐津鉄釉碗 1 点・灰釉 1 点・刷毛目 3 点・呉器手碗 1 点・瓶 2 点、信楽壺か

甕 9 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 3 点、甕 18 点がある。時期不明の廃棄土坑である。

　C-1SK13 の確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 60㎝の隅丸台形、下端が

長径約 55㎝、短径約 45㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 17 点、土師質

瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器には半球碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 5 点、備前 3 点、擂

鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、涼炉 3 点がある。時期不明の廃棄土坑である。

C-3　SK11
　本土坑は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模ならびに形

状は上端が最大径約 120㎝の不整形な円形、下端が最大径約 100㎝の不整形な円形である。本土坑

からは磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、不明鉄製品 8 点、銅製飾り金具 2 点が出土した。

磁器には碗 2 点が、陶器には唐津絵唐津皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系 2 点うち鉄絵染付碗

1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK14
　本土坑は C-3 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、短径約 85㎝

の不整形な隅丸五角形、下端が長径約 90㎝、短径約 75㎝の不整形な隅丸五角形である。本土坑か

らは磁器 15 点、陶器 6 点、中空の土人形 1 点、土師質瓦質土器 28 点、瓦、不明鉄製品 12 点が出

土した。磁器には型打ち成形の輪花 3 点うち志田窯製と思われる口紅で高台高が高い蛇の目凹形高
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台の皿 1 点、蛇の目凹形高台の青磁香炉か火入れ 1 点、広東碗の蓋 1 点、端反碗 1 点、碗 3 点が、

陶器には唐津刷毛目 2 点うち皿 1 点、鉄釉甕 1 点、鉄釉壷か甕 1 点、鉄釉植木鉢か？ 1 点、土瓶の

蓋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 14 点うち A 群の口縁部 3 点、サナ 1 点（うち 1

点が C3SK30 出土のものと接合）がある。本土坑の時期は 1810 年以降幕末までであり、性格は不

明である。

C-3　SK15
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 90

㎝の不整形、下端が長径約 85㎝、短径約 70㎝の不整形である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 11 点、

土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。陶器には唐津壷か甕 1 点・袋物 1 点、備前壷か甕 1 点、志野

1 点、瀬戸美濃瓶掛 1 点、行平鍋の蓋 1 点、灯明皿 1 点がある。時期は幕末までの 19 世紀代である。

性格は不明だが、本土坑の直下に C-3SK349 が位置しており、その埋土の一部である可能性がある。

C-3　SK16　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の西側に位置する。南側で C-3SK6 に切られており、これに先行する。本土坑の規

模ならびに形状は上端が一辺約 2 ｍ四方の隅丸方形、断面形状は底部が半円状で壁は急に立ち上が

り、掘り込みが深い印象がある。その埋土は多くの層に分かれていたが、特に底部を含め 2 層の有

機成分によると思われる黒灰色粘質土層が明瞭に確認され、本土坑が大きく 2 時期に分けて使用さ

れた可能性が考えられる。本土坑からは磁器 10 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土

器 217 点、人形 11 点、瓦の転用品 1 点、同一個体の可能性がある砥石 10 点、硯 1 点、碁石 1 点、

銅製煙管の雁首 1 点、不明鉄製品 27 点、貝殻が出土した。磁器には広東碗蓋 1 点（1）、小広東碗

3 点（2）（3）（4）、望料碗身（5）と蓋（6）各 1 点、青磁染付碗 1 点（7）、染付碗 1 点（8）、蓋物

1 点（9）、白磁猪口 1 点（10）、陶器には瀬戸美濃灰釉碗 1 点（11）、同陶器染付碗 1 点（12）、関

西系上絵付けの半球碗 1 点（13）、丹波甕 1 点（14）、関西系燗鍋（15）がある。土師質瓦質土器に

は皿 52 点（16）（17）（18）、内耳土器 89 点うち A 群の口縁部 22 点（19）うち内耳部分の穿孔が

先すぼまりのもの 2 点と貫通していないもの 1 点ならびに C 群の口縁部 3 点、火鉢 1 点、練り込

み手の香炉火入れ 1 点、サナ 1 点、転用品 1 点がある。人形には天神 2 点（20）（21）と箱庭の五

重塔 1 点（22）がある。

　本土坑と C-3SK55 の底部では、上記の黒灰色粘質土層が一続きに広がっており、両者はほぼ同

時期に使用されていた廃棄土坑と考えられる。

C-2　SK18
　本土坑は C-2 の中央西側に位置する。西側を C-2KDSK19 に切られており、本土坑が先行する。

確認部分の規模は長径約 105㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 3 点が出土した。

陶器には関西系 2 点うち碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-2　SK21　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 55㎝

の不整形、下端が長径約 80㎝、短径約 30㎝の不整形である。本土坑からは磁器 17 点、陶器 31 点、

軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 31 点、瓦、不明銅製品 1 点が出土した。磁器には仏飯器 1 点、

陶胎染付碗 1 点、蓋物の蓋 1 点、小丸碗 1 点が、陶器には備前灯明皿 1 点、関西系 7 点、火入れ 2

点が、土師質瓦質土器には皿 2 点（1）、内耳土器 9 点がある。18 世紀後半以降の廃棄土坑である。

C-3　SK22
　本土坑は C-3 の西側に位置する。北側で C-3SK55 を切っており、本土坑が新しい。本土坑の規

模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 85㎝の不整形な円形で、掘り方は浅く不明瞭である。

埋土中には漆喰塊を多量に含み、主にこれを廃棄した遺構と考えられる。本土坑からは磁器 2 点、

陶器 9 点、土師質瓦質土器 8 点、不明鉄製品 3 点が出土した。磁器は蓋物の蓋 1 点、袋物 1 点であ

り、陶器には唐津京焼風陶器 2 点、瀬戸美濃横位の沈線に縦位の鎬がある香炉か火入れ 1 点、備前

袋物 1 点、堺明石擂鉢 1 点、行平鍋蓋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、羽釜 2 点がある。本土

坑の時期は幕末までの 19 世紀代であり、性格は不明である。

C-3　SK23
　本遺構は C-3 の中央部に位置する。焼土塊ならびに瓦が出土したのみである。

C-3　SK24
　本土坑は C-2 と C-3 の境に位置する。中央部を南北方向に C-3KDSV1 に切られており、これに

先行する。確認部分から本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 115㎝、短辺約 100㎝の隅丸方形、

下端が約 90㎝四方の隅丸方形と推定される。本土坑からは磁器 2 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器

11 点、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津見込み蛇の目釉剥ぎの刷毛目皿 1 点・灰釉皿 1 点、

志野皿 1 点、瀬戸美濃大窯の灰釉皿 1 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点

がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK25
　本土坑は C-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約

40㎝の不整形、下端が長径約 65㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは磁器 8 点、陶器 29 点、

土師質瓦質土器 29 点、土人形 3 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、碗 1 点、水滴 1 点、皿

1 点、瓶 1 点、青磁染付碗の蓋 1 点が、陶器には関西系 4 点うち碗 1 点・柄杓 1 点、信楽壷か甕 4 点、

備前瓶 1 点、同一個体と思われる瀬戸壺か甕 2 点（C-1SK26 出土のものと接合）、羽釜土瓶 1 点、

土瓶 1 点、擂鉢 8 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 4 点うち C 群 1 点、甕 7 点、焼塩

壷 1 点がある。土人形は狛犬 2 点と馬の頭部 1 点である。18 世紀末以降の廃棄土坑である。
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C-1　SK26
　本土坑は C-1 の南側に位置する。中央部を南北方向に C-3KDSV1 が通っているが、切り合い関

係は不明確である。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 120㎝、短径約 80㎝の不整形であ

る。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点、不明鉄製品が出土した。陶器は唐津鉄絵 1 点、瀬戸壺か甕

1 点（C-1SK25 出土のものと接合）である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK27　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 150㎝、短辺

約 50㎝の隅丸長方形、下端が長辺約 130㎝、短辺約 70㎝の隅丸長方形である。本土坑からは磁器

42 点、陶器 93 点、土師質瓦質土器 33 点、瓦、不明鉄製品 93 点、銅線 1 点、貝殻が出土した。磁

器には瀬戸美濃（1）・関西系（2）端反碗各 1 点、白玉により「武州芝之浦」と絵付けする薄手小

坏 1 点（3）、輪花の手塩皿 1 点（4）、陶器には体部面取りし高台脇鎬の関西系端反碗 1 点（5）、同

細かい貫入の入る端反碗 1 点（6）、同小杉碗 1 点（7）、同ミニチュア行平鍋 1 点（8）、外面白化粧

土で外面底部に貝目痕のある同香炉火入れ 1 点（9）、同一個体と思われる端反碗の蓋 2 点、陶胎染

付 1 点、深小丸碗 1 点、燗徳利 1 点、合子の蓋 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・刷毛目皿 1 点・

呉器手 1 点、備前袋物 1 点、関西系菊花状の皿 1 点・碗 7 点うち同一個体と思われる体部を面取り

する端反碗 3 点・燗徳利 42 点うち同一個体と思われるもの 41 点、擂鉢 3 点、土瓶の身 5 点、同一

個体と思われる土瓶の蓋 4 点、同一個体と思われる行平鍋か？ 2 点が、土師質瓦質土器には皿 14

点（10）、内耳土器 A 群の口縁部 1 点、土瓶の蓋 1 点、植木鉢 1 点、日下分類Ⅱ Ca の焜炉 1 点、

土錘 1 点がある。深小丸碗を含むことから本土坑の時期は 19 世紀第 2 四半期である。廃棄土坑で

ある。

C-2　SK28
　本土坑はC-2の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約55㎝の隅丸五角形、

下端が最大径約 40㎝の隅丸五角形である。本土坑からは磁器 2 点うち色絵付 1 点、陶器 10 点、土

師質瓦質土器 5 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津刷毛目火入れ 1 点、瀬戸水甕 2 点、

関西系碗 3 点うち小杉碗 1 点、信楽壺か甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点があ

る。本土坑の時期は 19 世紀代であり、性格は不明である。

C-3　SK29
　本土坑は C-3 の西側に位置する。東側を C-3KDSK20、南側を C-3SK16 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は長径約 115㎝、短径約 85㎝である。また、D 石列 302 の東側を検出

したが、これについては後述する。本土坑からは陶器 3 点、土師質瓦質土器 17 点が出土した。陶

器は唐津灰釉 1 点・透明釉端反碗 1 点、関西系 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器

8 点うち A 群の口縁部 4 点、火鉢 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。本土坑は上

記の石列の埋土である可能性がある。
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C-3　SK30
　本土坑は C-3 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約 55㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 80㎝、短径約 40㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

8 点、陶器 10 点、軟質施釉陶器 1 点、中空の土人形 1 点、土師質瓦質土器 32 点、瓦、不明鉄製品

1 点が出土した。磁器には初期伊万里畳付に砂が熔着する皿 1 点、上絵付端反碗の蓋 1 点、焼き継

ぎ痕がある端反碗 1 点、瀬戸麦藁手端反碗 1 点が、陶器には関西系 3 点、鍋 1 点、堺擂鉢 1 点、壷

か甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 16 点うち A 群の口縁部 3 点、甕 3 点、サナ 3

点（うち 1 点が C-3SK14 出土のものと接合）がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

C-3　SK31　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の南側に位置する。西側で C-3SK14 と切り合うが、先後関係は不明である。また、

南側の掘り方は不明確である。確認部分の規模は上端が長径約 60㎝である。本土坑からは陶器の

鉄釉壷か甕 1 点、土師質の碁石 1 点（1）、瓦が出土した。碁石は胡粉等を塗って白石として用いた

ものであろう。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK32　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-3 の北西側に位置する。C-3KDSV2 の壁際で南側の掘り方をわずかに確認したのみで

ある。本土坑からは磁器 57 点、陶器 81 点うち土瓶 1 点、土師質瓦質土器 28 点、ままごと碗 1 点（12）、

瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には端反碗 7 点（1）うち瀬戸美濃 2 点、広東碗 5 点（2）、

小広東碗 1 点（3）、朝顔形碗 3 点うち白磁 1 点（4）、くらわんか手丸型碗 2 点（5）（6）、半球碗 1

点（7）、染付碗（8）、蓋物 1 点（9）、蛇の目凹型高台で口縁端部に敲打痕のある灰落とし 3 点（10）

が、陶器には関西系碗 28 点うち小杉碗 7 点（11）・同一個体と思われる細かい貫入がある端反碗 6

点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 2 点と C 群の口縁部 1 点、

同一個体の可能性がある焜炉 5 点、瓦質火鉢の足 1 点、土瓶 2 点がある。陶磁器の詳細については

カウント表を参照されたい。端反碗はあるが深小丸碗はないので 19 世紀第 1 四半期の廃棄土坑で

ある。

C-1　SK33
　本土坑は C-1 の北西側に位置する。西側を D-1KDSK7 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 85㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは磁器 12 点、陶器 12 点、土師質瓦質

土器 22 点、不明石製品 2 点が出土した。磁器には広東碗の蓋 1 点、端反碗 1 点が、陶器には備前

灯明皿 3 点、瀬戸水甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 14 点がある。幕末までの 19

世紀代の廃棄土坑である。

C-1　SK34
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　本土坑は C-1 の中央北側に位置する。東側を C-3KDSK1 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 100㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは磁器 10 点、陶器 7 点、ままごと

道具 1 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦、不明鉄製品 2 点、不明石製品 1 点、ガラス 3 点が出土した。

磁器には高台無釉の皿 1 点、青磁香炉か火入れ 1 点、碗 1 点、袋物 1 点、近代のものと思われる器

種不明品 1 点が、陶器には関西系碗 1 点、鉄釉土瓶の蓋 1 点、鉄釉壷か甕 1 点が、土師質瓦質土器

には皿 3 点、内耳土器 2 点うち C 群の口縁部 1 点、甕 1 点がある。近代の遺構である。

C-1　SK35
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側は巨岩が画している。本土坑の規模ならびに形状は上端が

長径約 70㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは磁器 11 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器 1 点、土師

質瓦質土器 31 点、土人形 2 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器には鉢 2 点が、陶器には唐

津灰釉砂目皿 1 点・灰釉皿 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点、備前灯明皿 1 点、京焼火入れ 1 点、関

西系碗 3 点うちせんじ碗 2 点、壺 1 点が、土師質瓦質土器には皿 20 点、内耳土器 7 点がある。時

期は 18 世紀後半の可能性がある。廃棄土坑である。

C-1　SK36　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。北側で C-1SK26 と切り合うが、先後関係は不明である。

本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 245㎝、短径約 235㎝の不整形、下端が長径約 225㎝、

短径約 215㎝の不整形である。本土坑からは磁器 87 点、陶器 95 点、軟質施釉陶器の蓋 1 点、人形

1 点、土師質瓦質土器 151 点、瓦、不明鉄製品 17 点、ガラス 1 点が出土した。磁器には白磁見込

み蛇の目釉剥 1 点、青磁染付朝顔形碗の蓋 1 点、瓶子形の御神酒徳利 1 点、小丸碗 1 点、くらわん

か手碗 1 点、手塩皿 1 点、瓶 3 点、望料碗の蓋 1 点、広東碗の身 1 点と蓋 2 点、同一個体と思われ

る広東碗 3 点、陶胎染付 3 点、蓋物の蓋 1 点、瓶 1 点、西洋コバルト 3 点うち型紙摺り 2 点が、陶

器には唐津刷毛目 6 点・京焼風陶器 5 点、関西系 22 点うち小杉碗 1 点・土瓶 2 点・碗 2 点・色絵

付碗 1 点・香炉 2 点・端反碗 1 点・灯明皿 1 点、擂鉢 5 点うち堺 1 点・堺明石 3 点、備前袋物 2 点、

瀬戸水甕 2 点・灰釉皿 1 点・植木鉢 3 点、志野皿 1 点、萩碗 2 点、土瓶 5 点・銅緑釉土瓶 3 点、丹

波甕 1 点（1）が、土師質瓦質土器には皿 24 点（2）（3）、内耳土器 61 点、甕 13 点、焜炉 6 点があ

る。西洋コバルトのものを混入と判断しカウントしない。端反碗を含まないことから、1800 年頃

の廃棄土坑である。

C-2　SK37
　本土坑は C-2 の中央東側に位置する。西側を C-2KDSK19、南側を C-2SK18 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模は長径 130㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは磁器 2 点、土師

質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK39
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　本遺構は C-3 の中央北西側に位置する。C-3KDSV2 により西および南側を切られているが、本遺

構はこの溝の東側の掘り方である可能性がある。本遺構からは磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土

器 6 点、瓦が出土した。磁器には明末皿 1 点、袋物 1 点、型紙摺り西洋コバルト 1 点があり、陶器

は唐津脚付灰釉皿 1 点・壷か甕 1 点、瀬戸碗 1 点、関西系上絵付碗 1 点、鉄釉袋物 1 点であり、土

師質瓦質土器には皿 3 点、甕 2 点がある。近代の遺構である。

C-2　SK41
　本土坑は C-2 の北東側に位置する。東側の C-SV2 と西側の C-2KDSK19 の間で北側の壁を長さ約

250㎝以上にわたり確認したが、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは磁器 20 点、陶器 38 点、

土師質瓦質土器 47 点、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には段重 1 点、袋物 1 点、錆釉袋物 1 点が、

陶器には唐津絵唐津皿 1 点・見込み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点・刷毛目皿 2 点・刷毛目碗 1 点・刷毛目

袋物 1 点・京焼風陶器 4 点、備前灯明皿 1 点、関西系色絵付碗 1 点、擂鉢 4 点が、土師質瓦質土器

には皿 16 点、内耳土器 4 点、羽釜 3 点、焜炉 1 点がある。時期は 18 世紀後半で、性格は不明であ

る。

C-3　SK43
　本土坑は C-3 の中央南側に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端下端ともに長径約 45㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 8 点、陶器 6 点、

土師質瓦質土器 3 点、貝殻が出土した。磁器には段重 1 点、青磁染付碗 1 点が、陶器には備前袋物

1 点、堺明石擂鉢 1 点、明石擂鉢 1 点、萩碗 1 点が、土師質瓦質土器には甕 1 点、焜炉 1 点、火鉢

1 点がある。19 世紀代の廃棄土坑である。なお、本土坑は C-3SK49 の埋土内に位置しており、そ

の埋土の一部である可能性がある。

C-2　SK45
　本土坑は C-2 の北東部に位置する。北側の掘り方を長さ約 85㎝にわたり確認したが、掘り方は

浅く明瞭でない。本土坑からは陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器

には瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

C-2　SK46
　本土坑は C-2 の中央北側に位置する。東側で C-2SK41 と切り合うが、先後関係は不明である。

また、南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約 80㎝、短径約 40㎝、下端が長

径約 35㎝、短径約 30㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK47
　本土坑は C-3 の中央部に位置する。北側を C-3KDSV2、東側を C-3KDSV1 に切られており、こ
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れらに先行する。確認部分は南西側の掘り方の一部のみである。本土坑からは不明鉄製品 1 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK48
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 35

㎝の長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点、土

師質瓦質土器の内耳土器 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

C-3　SK49　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の中央に位置する。東側を C-3KDSV1、C-3SK43 に切られており、これらに先行す

る。確認部分の規模は上端が長径約 115㎝、短径約 60㎝で、壁は垂直に立ち上がり、底部の規模も

上端と同等である。本土坑からは磁器 40 点、陶器 57 点、土師質瓦質土器 49 点、瓦うちコビキ A

の丸瓦 1 点、不明鉄製品 14 点、不明ガラス製品 1 点が出土した。磁器には同一個体と思われる青

磁染付朝顔形碗 2 点（1）うち蓋 1 点（2）、半球碗 1 点（3）、染付碗 1 点（4）、見込み五弁花のコ

ンニャク印判で渦福のくらわんか手皿 2 点、広東碗の蓋 4 点、蛸唐草の瓶 1 点、蛇の目凹形高台の

猪口 1 点が、陶器には唐津灰釉 5 点うち皿 2 点・二彩手刷毛目皿 1 点、萩藁灰釉碗 4 点、関西系碗

10 点うち小杉碗 3 点（5）、備前擂鉢 1 点・灯明皿 3 点・不明品 2 点、行平鍋の蓋 1 点、土瓶 3 点、

擂鉢 10 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点（6）（7）（8）（9）（10）、内耳土器 4 点うち A 群の口縁

部 1 点、日下分類Ⅱ Ca の焜炉 1 点、火消し壷の蓋 1 点、甕 2 点、瓦質火鉢 2 点がある。行平鍋の

蓋があることから本土坑の時期は 19 世紀初頭である。廃棄土坑である。なお、下層から陶器 2 点

うち瀬戸水甕 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち内耳土器 A 群の口縁部で内耳部分の穿孔が先細りの

もの 1 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点が出土した。

C-3　SK50
　本土坑は C-3 の西側に位置する。北側を C-3SK4 に切られており、これに先行する。確認部分の

規模は長径約 75㎝、短径約 50㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器

2 点うち内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK51
　本土坑は C-3 の南側に位置する。掘り方は明瞭でない。本土坑からは磁器 7 点、陶器 9 点、土師

質瓦質土器 6 点、瓦、不明鉄製品 1 点、砥石 1 点が出土した。磁器には碗 2 点、段重 1 点が、陶器

には唐津灰釉 1 点、瀬戸美濃甕類 1 点、萩碗 1 点、同一個体と思われる土瓶 3 点が、土師質瓦質土

器には皿 2 点、焜炉 1 点、壷か甕 1 点がある。時期は幕末までの 19 世紀代である。

C-3　SK52
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　本土坑は C-3 の西側に位置する。南側で C-3SK4 に切られており、これに先行する。確認部分の

規模は長径約 30㎝、短径約 15㎝である。本土坑からは磁器 2 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点

うち A 群の口縁部 2 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器には見込みに昆虫紋がある碗 1 点

がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK53
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 25㎝、

短径約 20㎝である。本土坑からは磁器の皿 1 点、貝殻が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

C-3　SK54
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

90㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、硯 1 点

が出土した。陶器には丹波か？壷か甕 2 点、萩碗 1 点、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 11

点がある。時期は幕末までの 19 世紀代であり、性格は不明である。

C-3　SK55　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3SK5 の南側、C-3SK16 の南東側に位置する。西側で C-3SK4、南側で C-3SK22 と

C-3SK5 に切られており、これらに先行する。壁は東側を中心とする部分が残存するのみのため本

来の形状は不明だが、確認部分の規模は最大径約 2 ｍ四方で、壁は底部から急に立ち上がり、また、

遺構の広がりに比べ掘り方が浅い印象がある。本土坑からは磁器 8 点、陶器 32 点、土師質瓦質土

器 58 点、瓦、不明鉄製品 25 点、銅線 1 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点、小丸碗 1 点、

端反小坏 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点・刷毛目 2 点・内野山窯製見込み蛇の目釉剥ぎの銅緑

釉皿 1 点・京焼風陶器 4 点・片口 1 点、志野 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、備前袋物 1 点、関西系 4 点、

土瓶 2 点が、土師質瓦質土器には皿 20 点（1）（2）（3）、 内耳土器 10 点、焜炉か火鉢 1 点がある。

時期は 18 世紀後半である。

　これらの土坑の性格については廃棄土坑の可能性が考えられるが、いずれも規模に比べ出土遺物

が少数であった点で共通する。C-3SK16 と C-3SK55 では上記の通り有機成分が堆積したと考えら

れる層を確認したことから、例えば生ゴミの様なものが主として廃棄されていた可能性もあろう。

C-3　SK56
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。C-3SK22 の下層に位置し、また、南側で C-3SK48 に切られ

ており、これらに先行する。また、北側で C-3SK55 を切っており、これより新しい。本土坑の規

模ならびに形状は上端が長辺約 145㎝、短辺約 70㎝の隅丸長方形、下端が長辺約 130㎝、短辺約 55

㎝の隅丸長方形である。本土坑は掘り方内に堅緻な赤土が詰まっており、意図的に塗り固められた

ものである可能性もある。本土坑からは陶器 6 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出
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土した。陶器には唐津鉄釉袋物 1 点、堺明石擂鉢 1 点、関西系白化粧土に緑釉を流し掛ける灰落と

しか？ 1 点、片口鉢か？ 1 点が、土師質瓦質土器には焜炉 1 点がある。このうち、灰落としと思わ

れるものには口縁端部に叩打痕がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK58
　本土坑は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

110㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK59　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。また、東側を C-3KDSV1

に切られており、これに先行する。確認部分の規模は上端が長径約 210㎝、短径約 120㎝、底部は

平坦で北、東、西の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。本土坑からは磁器 113 点、陶器 132 点、軟

質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 146 点、瓦、土人形 2 点、ままごと片口 1 点（43）、不明鉄製品

105 点、銅製品 8 点、砥石 1 点、貝殻が出土した。磁器には深小丸碗 1 点（1）、端反碗 9 点うち瀬

戸美濃 2 点・肥前系 7 点（2）（3）（4）（5）（6）うち蓋 1 点（7）、広東碗 4 点（8）、朝顔形碗 4 点（9）

（10）、高台内に「八十一歳□川記念」と書く碗蓋 1 点（11）、小坏 5 点うち薄手小坏 2 点、手塩皿

6 点（12）（13）、紅皿 10 点（14）（15）（16）、鉢 2 点（17）、猪口 5 点（18）（19）が、陶器には唐

津刷毛目皿 3 点うち見込み蛇の目釉剥ぎ 1 点・呉器手碗 1 点、関西系小杉碗 2 点（20）（21）・細か

い貫入の入る端反碗 1 点・燗徳利 14 点（24）、瀬戸美濃瓶（通い徳利）2 点、土瓶 21 点（22）、備

前灯明皿 6 点（23）、窯道具 1 点（25）が、軟質施釉陶器には箱庭の灯篭 1 点（26）がある。土師

質瓦質土器には皿 57 点（27）～（40）、内耳土器もしくは把手付き焙烙 17 点うち把手部分 1 点、

甕 35 点、焜炉 11 点、瓦質土瓶 5 点、瓦質土瓶か？ 6 点、焼塩壷 1 点、羽釜 1 点（41）、火鉢 1 点（42）、

碁石 1 点（44）、サナ 1 点がある。碁石は胡粉等を塗って白石として用いたものであろう。瓦には

菊間系の軒平瓦（46）がありうち 1 点は笵が切り詰められている（45）。陶磁器の詳細については

カウント表を参照されたい。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期の廃棄土坑である。

C-3　SK60
　本土坑は C-3 に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。また、南側を

C-3SK59 と切り合っているが、先後関係は不明である。確認部分の規模は長径約 80㎝、短径約 70

㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器の皿 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。

磁器は焼き継ぎがある型打ち成形の皿であり、陶器には唐津灰釉 1 点、関西系土瓶 1 点がある。時

期は幕末までの 19 世紀代である。性格は不明である。

C-1　SK63　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の中央北側に位置する。北側を C-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確
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認部分の規模は長径約 210㎝、短径約 150㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは磁器 16 点、

陶器 15 点、土師質瓦質土器 13 点、土人形 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には色絵鬢盥 1

点（1）、水滴 1 点、瓶 1 点、外青磁碗 1 点が、陶器には唐津京焼風陶器 1 点・蛇の目釉剥の皿 1 点、

関西系碗 3 点、堺明石擂鉢 2 点、土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点（2）、甕 2 点、羽釜 1 点、

焜炉火鉢 1 点（3）がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

C-3　SK64・SK71・SK77　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の南西側に位置する。東側で C-3SK72 に切られており、これに先行する。また、

南側で C-3SK80 を切っており、これより新しい。同一の掘り方内でこれらが上から順に重なって

確認されたもので、埋め戻しが大きく 3 段階で行われたことが推測される。全体の規模ならびに形

状は上端が長径約 270㎝、短径約 130㎝の長い長円形、下端が長径約 200㎝、短径約 65㎝の長い長

円形である。最も上の C-3SK64 からは磁器 45 点、陶器 23 点、軟質施釉陶器の人形か？ 1 点、土

師質瓦質土器 65 点、土人形 3 点、瓦、不明鉄製品 14 点、ガラス 2 点が出土した。磁器には見込み

に昆虫紋がある小広東碗 1 点、青磁 1 点、外青磁 1 点、碗 16 点が、陶器には唐津内野山窯製銅緑

釉皿 1 点・灰釉皿 1 点・灰釉 1 点・京焼風陶器 1 点・刷毛目 1 点、関西系行平鍋 1 点、鍋 1 点、壷

か甕 6 点うち同一個体と思われる鉄釉に灰釉を流し掛ける丹波か？ 5 点が、土師質瓦質土器には皿

11 点、内耳土器 34 点うち A 群の口縁部 7 点と C 群の口縁部 1 点、焜炉 4 点がある。時期は幕末

までの 19 世紀代である。次の C-3SK71 からは磁器 15 点、陶器 39 点、土師質瓦質土器 48 点、軟

質施釉陶器の猩々の人形 1 点、土人形 3 点、ままごと道具の擂鉢 1 点、瓦、鉄釘、不明鉄製品 7 点、

軽石 1 点（2）が出土した。磁器には陶胎染付碗 2 点が、陶器には唐津透明釉胎土目皿 1 点・皿 4 点・

京焼風陶器 4 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系碗 2 点が、土師質瓦質土器には皿 21 点（1）、内耳

土器 9 点がある。時期は 18 世紀後半の可能性がある。最も下で本土坑の当初の掘り方である

C-3SK77 からは磁器 11 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 18 点、土人形 3 点、瓦が出土した。磁器

には陶胎染付火入れ 1 点、二重網目文碗 1 点が、陶器には唐津京焼風陶器碗 3 点、関西系碗 3 点が、

土師質瓦質土器には内耳土器 C 群の内耳部分 1 点がある。時期は 18 世紀後半の可能性がある。本

土坑は規模に比べ遺物が少ない印象があるが、廃棄土坑と見られる。

C-3　SK65
　本土坑は C-3 の中央北側に位置する。南側を C-3KDSV2、南西側を C-3SK39（近代遺構）に切ら

れており、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 170㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは陶

器 2 点うち絵唐津皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 5 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK66
　本土坑は C-3 の西側に位置する。南側を C-3SK4 に切られており、これに先行する。確認部分の

規模は上端が長径約 40㎝、短径約 20㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝である。遺物が出土しな
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かったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK67
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。C-3SK56 の底部で確認した。本土坑の規模ならびに形状は上

端が長径約 25㎝、短径約 15㎝の長円形、下端が長径約 20㎝、短径約 10㎝の長円形である。本土坑

からは陶器 2 点うち擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

C-3　SK68
　本土坑は C-3 に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 120㎝である。

本土坑からは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 37 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。磁器

には小広東碗 1 点があり、陶器は関西系土瓶 3 点、擂鉢 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 1 点、

内耳土器 11 点、涼炉 6 点がある。本土坑の時期は 18 世紀末以降であり、性格は不明である。

C-3　SK69
　本土坑は C-3 の西側に位置する。東側を C-3SK4 ならびに C-3SK50 に切られており、これらに先

行する。確認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 45㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格は不明である。

C-3　SK70　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-3 の西側に位置する。北側を C-3KDSV2 と C-3KDSK20、西側を C-3SK16、南側を

C-3SK5 に囲まれた範囲で、薄く広がる砂利層を確認したもので、明確に遺構とは断定できない。

肥前陶器碗 1 点（1）が出土した。

C-3　SK72
　本土坑は C-3 の南側に位置する。西側で C-3SK77 を切っており、これより新しい。また、南東

側で C-3P26 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は上端が最大径約 55㎝、下端が最

大径約 40㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器の土瓶の底部 1 点、土師質瓦質土器 6 点、不明

鉄製品 3 点が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 3 点、皿 2 点がある。本土坑の時期は 18 世

紀後半以降であり、性格は不明である。

C-3　SK75　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は上端が長

径約 230㎝、下端が長径約 160㎝である。また、底部西側では C-3P30、C-3P31、C-3P32 を確認した。

これらは本土坑に伴うものである可能性もあるが、南側の状況が不明なこともあり判断できない。

本土坑からは磁器 51 点、陶器 88 点、土師質瓦質土器 85 点、土人形 6 点、人形か？ 1 点、瓦、瓦
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の転用品 2 点、砥石 2 点、硯 1 点（5）、不明鉄製品 30 点が出土した。磁器には外面体部に栗紋、

見込みに福字紋のある小碗（1）で、朝鮮への輸出用であり、18 世紀後半で萩の可能性があるもの

1 点、青磁染付の蛇の目凹形高台の鉢 1 点、端反碗 1 点、望料碗の蓋 1 点が、陶器には唐津砂目灰

釉皿 1 点・刷毛目 7 点うち碗 2 点・内野山窯製銅緑釉皿 2 点うち蛇の目釉剥ぎ 1 点・碗 11 点・皿

9 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点・皿 1 点（2）、堺擂鉢 1 点（3）、関西系碗 19 点・S 字注口の土瓶 1 点（4）、

丹波 2 点うち桶 1 点・甕 1 点、土瓶 5 点が、土師質瓦質土器には皿 30 点、内耳土器 8 点うち A 群

口縁部 6 点、羽釜 1 点、内耳土器か羽釜 25 点、焼塩壷の蓋 1 点、朱漆塗の香炉火鉢 1 点がある。

遺物の時期にばらつきが見られるが、端反碗を含むことから本土坑の時期は 1810 年以降である。

廃棄土坑であることは確実と見られるが、規模に比べ遺物が少ない印象がある。底部一帯に黒灰色

の層が見られたことから、有機質、すなわち生ゴミの廃棄もなされていた可能性がある。

C-3　SK76
　本土坑は C-3 に位置する。C-3SK75 の埋土に掘り込まれており、これより新しい。南側は調査区

外のため不明である。また上端を確認できなかった。確認した下端の規模は長径約 65㎝、短径約

60㎝である。この底部や、調査区端の壁面に現れた掘り方の壁には炭が薄く堆積していたことから、

本土坑は炭等を廃棄した土坑と考えられる。本土坑からは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の

内耳土器 A 群の口縁部 1 点が出土した。遺物が少ないため本土坑の時期は明確でない。

C-3　SK79　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 の南側に位置する。東側を C-3SK59 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 145㎝、短径約 105㎝で、掘り方は浅い。底部には拳大以下の礫が多く見られたため、

これらを廃棄した土坑と考えられる。本土坑からは土師質瓦質土器の胞衣容器 1 点（1）、菊間系Ⅱ

類の軒平瓦 1 点（2）が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK80
　本土坑は C-3 の南側に位置する。北側を C-3SK77、南側を C-3SK75 に切られており、これらに

先行する。確認部分の規模は長径約 140㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 9 点、陶器 27 点、

土師質瓦質土器 37 点、瓦、不明鉄製品 10 点が出土した。陶器には唐津灰釉皿 1 点・京焼風陶器 2 点・

呉器手碗の底部 1 点、同一個体と思われる壺か甕 8 点、同一個体と思われる片口 4 点が、土師質瓦

質土器には皿 21 点、焼塩壺の蓋 1 点がある。時期不明の廃棄土坑である。

C-3　SK81
　本土坑は C-3 に位置する。北側を C-3SK79、東側を C-3SK59 に切られており、これらに先行する。

確認部分の規模は上端が最大径約 85㎝、下端が最大径約 75㎝である。本土坑からは磁器 7 点、陶

器 8 点、土師質瓦質土器 15 点、土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 9 点が出土した。磁器には伊万里皿

1 点、小坏 1 点が、陶器には唐津溝縁皿 1 点・瓶 2 点が、土師質瓦質土器には皿 10 点がある。遺
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物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK82
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。調査区端の壁面に断面が現れ、また、底部の一部をわずかに

確認したのみである。本土坑からは磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦、不明鉄製品 2

点が出土した。陶器は唐津蛇の目釉剥ぎの灰釉皿であり、土師質瓦質土器には皿 3 点がある。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK1000　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-3 の中央北東側に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られ、また、C-3P334 に掘り込ま

れており、これらに先行する。また、南側の掘り方は不明である。確認部分は底部の一部のみであ

り、その規模は長径約 120㎝、短径約 35㎝である。本遺構からは土師質瓦質土器の皿 7 点、貝殻多

数が出土した。

C-1　SK201
　本土坑は C-1 の中央北西側に位置する。南東部の掘り方が一部不明である。確認部分の規模は長

径約 85㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは磁器 7 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 16 点、瓦が

出土した。磁器には陶胎染付 1 点が、陶器には瀬戸陶器染付 1 点、関西系 4 点、鉄釉碗 1 点、土瓶

2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 7 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、

性格は不明である。

C-1　SK202
　本土坑は C-1 の中央北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径

約 30㎝の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑から

は磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点うち内耳土器 3 点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK203
　本土坑は C-1 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 30㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器の猪口 1 点、唐津呉器

手 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 2 点、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

C-1　SK206
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 60

㎝の不整形、下端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の不整形である。本土坑からは磁器 7 点、陶器 15 点、
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土師質瓦質土器 10 点、ままごと道具の鍋 1 点、不明鉄製品 1 点、ガラス 1 点が出土した。磁器に

は伊万里雨降紋碗 1 点、瀬戸端反碗 1 点、マグカップの把手 1 点が、陶器には瀬戸水甕 1 点、関西

系 5 点、萩碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 6 点がある。本土坑の時期は 19 世紀

代であり、性格は不明である。

C-1　SK207
　本土坑は C-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 30㎝、短辺約 20㎝

の長方形、下端が長辺約 20㎝、短辺約 15㎝の長方形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 3 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK211
　本土坑は C-2 に位置する。本土坑からは磁器 35 点、陶器 26 点、土師質瓦質土器 62 点、瓦、瓦

の転用品 1 点、不明鉄製品 10 点、軽石 1 点が出土した。磁器には青磁香炉か火入れ 1 点、碗 2 点、

皿 1 点、小坏 1 点、袋物 1 点、混入 1 点が、陶器には唐津胎土目皿 1 点・砂目皿 1 点・溝縁皿 1 点・

京焼風陶器 7 点、関西系皿 1 点、土瓶 2 点、ミニチュア 1 点が、土師質瓦質土器には皿 17 点、内

耳土器 27 点うち A 群の口縁部 1 点、焼塩壺 1 点がある。時期は 18 世紀後半の可能性があり、性

格は不明である。

C-2　SK212・SK213・SK214
　本遺構は C-2 の北西側に位置する。当初は長径約 110㎝、短径約 60㎝の不整形な長円形の上端を

C-2SK212 として発掘を開始したが、下層で東西 2 基の土坑に分かれる可能性が生じたため、以後

西側を C-2SK213、東側を C-2SK214 とした。C-2SK212 として発掘した段階で、磁器 7 点、陶器 11

点、土師質瓦質土器 9 点、土人形 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には端反碗 1 点が、

陶器には唐津京焼風 3 点、壺か甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、甕 1 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でない。C-2SK213 では、規模が長径約 65㎝、短径約 35㎝の下端を確認した。本

土坑からは磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 6 点、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には広

東碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎのくらわんか手碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点・京焼風陶器

1 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 5 点がある。1780 年代以降の廃棄土坑である。

C-2SK214 では、C-2SK213 の下端の東側で、その一段下がった位置から長径約 35㎝、短径約 25㎝

の不整形な長円形の下端を確認した。本土坑からは磁器 1 点、福岡系陶器 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK215・C-1　SK232　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。西側を C-2SK21 に切られており、これに先行する。これ

らは同一土坑の各々南側と北側である可能性があるため、まとめて述べる。確認部分の規模は長径

約 145㎝、短径約 55㎝である。南側の C-2SK215 からは磁器 12 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 21
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点、虚無僧の土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 2 点、ガラス 1 点が出土した。磁器には伊万里仏飯器 1 点、

碗 1 点、皿 1 点、紅皿か？ 1 点、手塩皿 1 点、陶胎染付 1 点、青磁 1 点が、陶器には瀬戸美濃甕口

縁部 1 点、関西系灯明皿 1 点・徳利 1 点、土瓶 3 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内

耳土器 9 点がある。北側の C-1SK232 からは磁器 12 点、陶器 32 点、土師質瓦質土器 54 点、土人

形 1 点、不明鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には碗 4 点うち陶胎染付碗 1 点・広東碗 2 点、皿 4 点、

猪口 1 点、香炉火入れ 1 点、紅皿のミニチュア 1 点等が、陶器には唐津灰釉皿 2 点うち砂目積み 1 点、

唐津土灰釉碗 1 点・内面に格子目状の当具痕が残る甕 1 点、瀬戸美濃壷 1 点・水甕 1 点・鉢甕 2 点、

備前灯明皿 1 点、丹波甕 3 点（1）、関西系碗 5 点うち小杉碗 4 点・同一個体の可能性がある香炉火

入れ 2 点、擂鉢 2 点、土鍋 3 点、瓶 1 点、袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器

20 点うち A 群の口縁部 4 点、焜炉 8 点、土玉 1 点等がある。瀬戸美濃の水甕があるので 18 世紀

第 4 四半期以降の廃棄土坑であろう。

C-1　SK216
　本土坑は C-1 の南西部に位置する。南側を C-1P5 に切られており、これに先行する。確認部分の

規模は長径約 90㎝、短径約 50㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 2 点

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK217
　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。南側で C-2SK219 と切り合うが、先後関係は不明である。

本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 145㎝、短径約 130㎝の不整形な台形、下端が長径約

110㎝、短径約 90㎝の不整形な台形である。掘り方内には瓦混じりの集石が見られた。本土坑から

は磁器 20 点、陶器 18 点、軟質施釉陶器 1 点、陶製ミニチュア 1 点、土師質瓦質土器 42 点、瓦、

瓦の転用品 3 点、碁石 1 点、不明鉄製品 14 点、ガラス 1 点が出土した。磁器には高台無釉の見込

み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点、くらわんか手碗 2 点、仏飯器 1 点、貝殻状に型押し成形した紅皿 1 点、

青磁 4 点うち香炉か火入れ 1 点が、陶器には唐津岸岳系藁灰釉 1 点・刷毛目 3 点うち碗 1 点と蓋物

の蓋 1 点・内野山窯製見込み蛇の目釉剥ぎの銅緑釉皿 1 点・鉄釉瓶 1 点、信楽鉄釉壷か甕 2 点、鉄

釉鍋 1 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 12 点うち A 群の口縁部 2 点と C 群

の口縁部 1 点、瓦質焜炉か火鉢 3 点うち線刻で宝船を描くもの 1 点、板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点

がある。本土坑の時期は 18 世紀後半であり、性格は不明である。

C-2　SK218　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約

95㎝の隅丸三角形、下端が長径約 115㎝、短径約 70㎝の隅丸三角形である。また、北西側に規模が

長径約 65㎝の掘り方が突出しているが、本来は別土坑のものかどうか明確でない。本土坑からは

磁器 21 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 41 点、瓦、煙管の雁首 2 点（5）、不明鉄製品 15 点が出土

した。磁器には陶胎染付碗 1 点、コンニャク印版の碗 1 点、青磁袋物 1 点、青磁 1 点、鉢 1 点、瑠
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璃釉袋物 1 点、鉄釉碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点・刷毛目 1 点・京焼風陶器 5 点・皿 1 点、

瀬戸腰錆釉碗 1 点、関西系 9 点うち色絵付碗 4 点・注連縄紋碗 2 点、土瓶 2 点が、土師質瓦質土器

には皿 16 点（1）（2）、内耳土器 28 点（4）、火消し壷蓋 1 点（3）がある。広東碗を含まず、広東

碗出現以前の 18 世紀後半の廃棄土坑である。

C-2　SK219
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は東西に最大径

約 210㎝、南北に最大径約 100㎝である。本土坑からは磁器 20 点、陶器 23 点、軟質施釉陶器 1 点、

土師質瓦質土器 44 点、土人形の恵比寿 1 点、不明鉄製品 5 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 4 点、

鉢 1 点、蓋物蓋 1 点、水滴 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・刷毛目 3 点うち碗 1 点・京焼風陶器

4 点、関西系 7 点、擂鉢 1 点、青土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 19 点、内耳土器 20 点がある。

広東碗を含まず、広東碗出現以前の 18 世紀後半の廃棄土坑である。

C-2　SK220　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の西側に位置する。西側を C-3KDSV2、また、処々で 1 面の遺構に切られており、

これらに先行する。また、南側で C-2SK223 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分は細

長く、南北に最大径約 285㎝、東西に最大径約 50㎝である。本土坑からは磁器 26 点、陶器 49 点、

土師質瓦質土器 97 点、瓦が出土した。磁器には高台高の低い蛇の目凹形高台の皿 1 点、広東碗の

蓋 1 点、紅皿 1 点が、陶器には唐津銅緑釉皿 1 点・刷毛目 2 点うち皿 1 点、備前擂鉢 1 点・灯明皿

1 点、瀬戸植木鉢 1 点・徳利 1 点・甕 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系小杉碗 2 点・碗 5 点、土

瓶 3 点、蓋 2 点、香炉か火入れ 4 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、羽釜か内耳土器 7 点、甕 42 点、

練り込み手の火入れ 1 点（1）がある。端反碗を含まず、1800 年頃の廃棄土坑である。

C-2　SK222
　本土坑は C-2 の北側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は南北に長径約

105㎝、東西に最大径約 70㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、

不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には色絵付段重 1 点、陶器には唐津京焼風陶器 2 点がある。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK223
　本土坑は C-2 の南西側に位置する。西側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。また、

北側で C-2SK220 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模は上端が長径約 75㎝、短

径約 45㎝、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 3 点、陶

器 5 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。その位

置関係から CSA1 に含まれるピットの掘り方である可能性もある。
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C-1　SK224
　本土坑は C-1 の中央西側に位置する。北側ならびに西側の掘り方は不明である。確認部分の規模

は最大径約 55㎝である。本土坑からは陶器 3 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、不明鉄製品 1

点が出土した。陶器には瀬戸染付陶器 1 点、備前袋物 1 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以

降であり、性格は不明である。

C-1　SK226
　本土坑は C-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40㎝

の台形、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝の台形である。本土坑からは磁器 1 点、瓦、煉瓦 1 点が

出土した。近代の遺構と見られる。

C-1　SK227
　本土坑は C-1 の東側に位置する。C-1SK236 と切り合うが、形状からともに同一土坑の埋土であ

る可能性がある。本土坑の規模ならびに形状は長径約 70㎝、短径約 35㎝の長円形で、掘り方は浅い。

本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-1　SK228
　本土坑は C-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 35㎝

の長円形で、掘り方は浅い。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不

明である。

C-1　SK229
　本土坑は C-1 の南東側に位置する。本土坑からは磁器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、丸釘 1 点、不

明鉄製品 1 点、レンガ 3 点が出土した。磁器は蛇の目凹形高台の玉縁の碗 1 点、斜格子紋皿 1 点で

ある。近代の遺構と思われる。

C-1　SK231
　本土坑は C-1 の中央北西側に位置する。中央部に C-1SK202 が掘り込まれており、また西側は

C-1SK34 に切られ、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 105㎝、短径約 80㎝である。本土

坑からは磁器 4 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 14 点が出土した。磁器にはくらわんか手碗 1 点、

青磁 1 点が、陶器には唐津刷毛目 2 点・京焼風 1 点、関西系碗 1 点・香炉か火入れ 1 点、備前袋物

1 点、土瓶 2 点、蓋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 5 点がある。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK233　 遺物実測図  遺物写真
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　本土坑は C-2 の東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径約 65㎝

である。本土坑からは磁器 9 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 80 点、軟質施釉陶器の人形 1 点、不

明鉄製品 3 点、銅製品 2 点、ガラス 1 点が出土した。陶器には瀬戸水甕 1 点、土瓶 7 点、擂鉢 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 3 点、土瓶 3 点がある。銅製品には簪 1 点（1）がある。

本土坑の時期は 18 世紀末以降であり、性格は不明である。

C-2　SK234　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は C-2 の南側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は東西に最大径約

145㎝、南北に最大径約 60㎝である。本土坑からは磁器 2 点うち青磁染付碗の蓋 1 点、陶器 6 点、

臼 1 点（1）、瓦多数が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点・灰釉錆釉掛分

けで長石釉散らしの碗 1 点、関西系色絵付碗 1 点がある。18 世紀後半以降の瓦を主に廃棄した土

坑である。

C-1　SK235
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側は巨岩によって画されている。また、南東側と南西側を 1

面の遺構に切られている。確認部分の規模は長径約 170㎝、短径約 95㎝である。本土坑からは磁器

2 点うち青磁袋物 1 点、陶器の蓋 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。土師質瓦質土器は皿 2 点、

内耳土器 1 点、焼塩壺の蓋 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK236
　本土坑はC-1の南東側に位置する。南側をC-1SK227に切られているが、同一遺構の可能性がある。

また、北側を C-1P214 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模は長径約 80㎝、短

径約 40㎝である。遺物は出土しなかった。

C-1　SK237
　本土坑は C-1 の中央に位置する。東側と西側を 1 面の遺構に切られている。確認部分の規模は最

大径約 50㎝である。本土坑からは磁器 2 点、関西系の陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦、

不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK238
　本土坑はC-2とD-2の境に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約175㎝、

短径約 85㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦、不明鉄製品 1

点が出土した。陶器は瀬戸灰釉平皿 1 点、擂鉢 1 点であり、土師質瓦質土器には内耳土器 C 群の

内耳部分 1 点がある。遺物が少ないため時期が明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK239
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　本土坑は C-2 の北側に位置する。本土坑からは磁器 3 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦

が出土した。磁器には陶器には色絵付碗 1 点が、陶器には唐津灰釉 1 点、擂鉢 3 点うち備前 1 点と

堺明石 1 点、袋物 2 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点がある。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。なお、下層から陶器の関西系皿 1 点、瓦が出土した。

C-2　SK240　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-2 の南西側に位置する。C-2KDSK19 の南西側壁面でわずかに壁を確認したのみであ

る。本土坑からは磁器の筒形碗 1 点（1）、袋物 1 点、土師質瓦質土器 44 点うち皿 1 点・内耳土器

2 点・同一個体と思われる甕の破片 39 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である

C-1　SK241・SK308
　本遺構は C-1 と C-2 にかけて位置する。形状ならびに位置関係から、南北に延びる同一の溝状遺

構と考えられる。北側は不明である。確認部分の規模は長さ約 485㎝、幅約 35㎝である。本遺構か

らは磁器 5 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には碗 2 点うち見込み五弁花

で高台内に角福の青磁染付碗 1 点、皿 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、備前袋物 1 点が、土師質

瓦質土器には皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK242　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構はC-2の南西側に位置する。上層のC-2KDSK17で攪乱を受けており、詳細は不明確である。

皿 1 点（1）、内耳土器 A 群 1 点（2）が出土したが、あるいはこれらは C-2KDSK17 で撹乱された

C-2SK261 の遺物とも見られる。

C-3　SK243・SK338・SK535
　本遺構は C-2 から C-3 にかけて位置する。C-3SK243 と C-3SK535 は、概ね西側へ緩く傾斜する

地形を呈し、遺構とすれば同一のものと考えられる。北側は C-2KDSK19、西側は C-3KDSV1 に切

られている。確認部分の規模は長径約 565㎝、短径約 185㎝である。本遺構からは磁器 9 点、陶器

8 点、土師質瓦質土器 4 点うち内耳土器 2 点、瓦、鉄 6 点が出土した。磁器には朝顔形碗 1 点、梵

字紋碗 2 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、関西系碗 1 点、擂鉢 1 点、鉄釉鍋 1 点、鉄釉燗鍋蓋 1 点

（江戸分類 TZ-00-n）がある。時期は 18 世紀後半以降である。本遺構の性格については、その下層

から CSB301 の遺構が確認されており、これに係る掘り方等の可能性が考えられるが、明確でない。

C-3SK338 は C-3SK243 の下層に当たる。磁器 1 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 13 点、瓦、不明鉄

製品 11 点が出土した。陶器には 17 世紀初めの唐津皿 6 点、17 世紀前半の福岡系瓶の口 1 点、瀬

戸美濃鉄釉碗と思われるもの 1 点、備前水差し 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。時期は

17 世紀前半の可能性がある。C-3SK243 と C-3SK338 は同一遺構と見られるが、遺物に時期差があ

るため、その埋没が少なくとも 2 段階に分かれて起きたとも考えられる。
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C-1　SK244
　本土坑は C-1 の南西部に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 55

㎝の長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 40㎝の長円形である。また、中央部で上端が最大径約 25

㎝の不整形な円形、下端が最大径約 10㎝の円形を呈したピットを確認した。本土坑からは磁器 5 点、

陶器 8 点、軟質施釉陶器のミニチュア 1 点、土師質瓦質土器 14 点、不明鉄製品 5 点、瓦、砥石 1

点が出土した。磁器には上絵付碗 1 点、仏飯器 1 点、猪口 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点・京焼

風陶器 1 点、瀬戸水甕 1 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 4 点がある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK245　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の北西部に位置する。北側を C-2SK218、西側を C-2SK219 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径 155㎝、短径約 70㎝である。磁器 18 点、陶器 18 点、土師質

瓦質土器 132 点、土人形 1 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、不明鉄製品 41 点が出土した。磁器に

は皿 1 点（1）、陶胎染付碗 2 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点（2）、青磁皿 1 点、半球碗 1 点等が、陶

器には暗い胎土の唐津刷毛目碗 1 点（3）・唐津灰釉碗 3 点・灰釉皿 1 点・灰釉袋物 1 点・砂目刷毛

目皿 1 点、瀬戸美濃鉢甕類 1 点・灰落とし 1 点（4）、関西系鉄絵染付碗 2 点、丹波鉄釉壷甕 1 点、

擂鉢 3 点うち福岡？ 1 点、産地不明の刷毛目碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 31 点（5）、内耳

土器 89 点うち A 群の口縁部 15 点（7）（8）（9）うち内耳部分の穿孔が先細りのもの 1 点、焼塩壷

2 点うち「御壷塩師堺湊伊織」の刻印有するもの（6）等がある。半球碗があるが、小丸碗・朝顔

形碗等がないので 18 世紀前半の遺構であろう。性格は不明である。

C-2　SK246・SK314　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-2 の北側に位置する。2 基の異なる土坑として発掘したが、形状と位置関係、さらに

出土物の時期がほぼ一致することから同一土坑と考えられるため、まとめて述べる。北側を

C-2SK211、また、中央を南北に C-3KDSV1 に切られており、これらに先行する。確認部分の規模

ならびに形状は上端が長径約 460㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 425㎝、短径約 40㎝で、全体の形

状は溝状である。C-2SK246 からは磁器 42 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 73 点、土人形 1 点、瓦、

不明鉄製品が出土した。磁器には漆継ぎがある白磁朝顔形碗の蓋 1 点、高台無釉の碗 2 点、初期伊

万里の皿 1 点（1）、猪口 2 点、陶胎染付 2 点が、陶器には瀬戸香炉か火入れ 1 点、萩碗 1 点、関西

系碗 3 点、土瓶 6 点が、土師質瓦質土器には皿 16 点、内耳土器 21 点、甕 11 点、焼塩壺 1 点がある。

広東碗を含まず、時期は 18 世紀中頃と考えられる。C-2SK314 からは磁器 9 点、陶器 11 点、土師

質瓦質土器 31 点、土人形 1 点、不明鉄製品が出土した。磁器には高台無釉の碗 1 点、青磁染付碗

1 点、菊花散らし紋手塩皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点・呉器手碗 2 点、備前灯明皿 2 点、

関西系土瓶 2 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 9 点、甕 1 点がある。時期は 18 世紀の

後半以降である。なお、C-2SK314 からはボタンが出土したが、混入と判断した。
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C-3　SK247　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　C-3 の中央北側に位置する。同一時期のものと見られる層状の広がりを確認したのみで、明確に

遺構とは言えない。磁器 1 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦、不明鉄製品 9 点、銅製品 1 点、

魚類骨 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉 10 点うち碗 2 点と皿 6 点・内面に青海波の当て具痕が

ある壷甕 1 点、同一個体と思われる鉄釉流し掛ける福岡向付 3 点、福岡か？藁灰釉碗 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 4 点（1）、焼塩壷蓋 1 点（2）等がある。また、下層から磁器 4 点うち景徳鎮

3 点と小坏 1 点、唐津 8 点うち灰釉皿 4 点うち胎土目 1 点・同一個体と思われる皮鯨手皿 2 点、土

師質の皿 8 点、不明鉄製品 2 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点が出土した。伊万里を含まないため、

時期は 1620 年頃までの可能性がある。

C-2　SK248
　本土坑は C-2 の南側に位置する。東側を C-3KDSV1 に切られている。確認部分の規模は長径約

75㎝、短径約 55㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明確でない。性格については、人頭

大以下の石からなる集石を確認したことから、これらの石を廃棄するためのものと考えられる。

C-1　SK249
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。東側を C-1P6 に切られている。確認部分の規模は長径約 35㎝、

短径約 20㎝である。本土坑からは磁器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK250
　本遺構は C-1 の西側に位置する。南側を C-1SK204 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は長さ約 100㎝、最大幅約 20㎝の溝状である。本遺構からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK252　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の中央北側に位置する。中央を南北に C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は長径約 125㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは磁器 70 点、陶器 138 点、土人

形 1 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦、不明鉄製品 21 点、不明銅製品 4 点が出土した。磁器には端反

碗 1 点、広東碗 2 点、筒形碗 2 点（1）、碗 12 点、皿 1 点、小坏 1 点等が、陶器には唐津暗い胎土

の打ち刷毛目碗 2 点・刷毛目皿 4 点・藁灰釉瓶 1 点（C-1SK534 出土のものと接合）・京焼風陶器 1 点、

瀬戸美濃腰錆碗 1 点・イゲ縁の灰釉皿 1 点（2）、関西系碗 17 点うち鉄絵碗 1 点・上絵付碗 1 点

（C-1SK260 出土のものと接合）・小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 1 点、擂鉢 18 点うち堺 2 点

と明石 2 点、いずれか不明の擂鉢 13 点（4）（5）、羽釜土瓶 2 点（3）、鍋 9 点、蓋 1 点等が、土師

質瓦質土器は皿 7 点、甕 2 点、内耳土器 A 群 1 点（6）、ままごと釜 1 点（7）等がある。陶磁器の
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詳細についてはカウント表を参照されたい。端反碗はあるが深小丸碗・型皿等はないので、19 世

紀第 1 四半期の廃棄土坑と考えられる。

C-1　SK253
　本土坑は C-1 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 60㎝の不

整形な円形である。本土坑からは陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点と内耳土器 A 群の口

縁部 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器は唐津鉄釉袋物と壷か甕である。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明であるが、下層で確認した C-1SK332 の東側土坑の埋土である可

能性がある。

C-2　SK254
　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。西側を C-2SK241 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 100㎝、短径約 55㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦

質土器 3 点が出土した。陶器は唐津刷毛目碗 1 点・胎土目皿 1 点、土師質瓦質土器には皿 1 点があ

る。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK255　 遺物実測図

　本遺構は C-2 の南西側に位置する。西側を C-3KDSV2 ならびに C-2SK261 に切られており、これ

らに先行する。本遺構では瓦を組み立てた遺構を確認した。その残存部の形状は平瓦を土留め状に

用いて東側に南北方向に約 40㎝の長さで直列させて 3 枚、そこから約 30㎝の間隔で西側に対面さ

せて 1 枚、さらに北側に 1 枚立て 3 方を囲んだ中に、破片を含む大小の瓦を詰める様に立てていた。

本来は周囲の土留め状の瓦が箱状に組まれていたか、あるいはこうした形状の溝状の施設として南

側に延びていたことが推測される。また、この瓦遺構の東側でこれに伴う可能性がある南北方向に

延びる長さ約 85㎝の掘り方を確認した。本遺構では瓦以外に磁器 1 点、永楽通寶 1 点（1）が出土

したのみであり、時期は明確でない。なお、本遺構の南側には同じく瓦を土留め状に用いた遺構を

確認した C-2SK263 が位置し、両者に何らかの関連性があった可能性がある。

C-2　SK257
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。東側を C-2SK219 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 30㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 1 点が出土した。遺物

が少ないため時期が明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK257
　本遺構は C-3 の北側に位置する。東側を C-3KDSV1 に切られており、西側の壁を確認したのみ

である。その規模は長径約 55㎝である。本遺構からは瓦、貝殻が出土した。
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C-1　SK259　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の北側に位置する。北側を C-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径 205㎝、短径約 150㎝、下端が長径約 180㎝、短径約 105㎝である。本土坑からは磁

器 38 点、陶器 48 点、土師質瓦質土器 40 点、土人形 3 点、瓦の転用品 2 点（4）（5）、瓦、不明鉄

製品 8 点、銅製品 1 点、寛永通寶 3 期？ 1 点（6）が出土した。磁器には広東碗 1 点、上絵付け碗

2 点、朝顔形碗 1 点、陶胎染付碗 2 点、仏飯器 2 点、猪口 1 点、上絵付の人形？ 1 点等が、陶器に

は唐津刷毛目皿 2 点うち砂目の二彩手 1 点・刷毛目片口鉢 1 点（下層遺構出土のものと接合）・内

野山窯製銅緑釉皿 1 点と砂目皿 1 点、瀬戸美濃植木鉢 1 点・碗 2 点うち腰錆碗 1 点、備前擂鉢 1 点・

灯明皿 2 点、丹波甕 2 点うち栗皮手？ 1 点、堺明石擂鉢 1 点、関西系碗 17 点うち小杉碗 2 点（1）・

蓋物 1 点、土瓶 1 点、鍋 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 11 点（2）、内耳土器 13 点うち A 群の

口縁部 7 点（3）と C 群の口縁部 1 点等がある。土人形 3 点うち大黒 1 点、瓦にはコビキ A の丸瓦

1 点等がある。広東碗を含むが、端反碗を含まないため、1780 年から 1810 年の間の遺構である。

なお、下層の遺構から唐津刷毛目片口鉢 1 点（C-1SK259 出土のものと接合）と擂鉢 2 点、土師質

の皿 2 点、瓦の転用品 1 点、桃の種が出土した。

C-1　SK260
　本土坑は C-1 の北側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 110㎝、

短径約 85㎝である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 19 点、土人形 1 点、瓦、

不明鉄製品 2 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、碗 1 点、袋物 2 点うち青磁 1 点が、陶器に

は唐津灰釉 1 点・刷毛目皿 1 点・呉器手 2 点・京焼風陶器 1 点・鉄釉袋物 1 点・香炉か火入れ 1 点、

瀬戸美濃花生け 1 点、備前瓶 1 点、関西系上絵付碗 1 点（C-1SK252 出土のものと接合）・土鍋 1 点、

底部に煤が付着する土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内面の上 3 分の 2 が布目で底部が平

滑な板作り成形の焼塩壷 1 点、羽釜 2 点がある。18 世紀後半以降の廃棄土坑である。

C-2　SK261　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の南西側に位置する。北東側を C-2KDSK19、西側と南側を C-3KDSV2 に切られて

おり、これらに先行する。また、埋土の南側に C-2KDSK17 が掘り込まれている。確認部分の規模

ならびに形状は上端が長径約 210㎝、短径約 185㎝、下端が長径約 120㎝、短径約 105㎝の不整形な

長円形である。本土坑からは磁器 134 点、陶器 205 点、土師質瓦質土器 521 点、土人形 6 点（18）、

瓦、瓦の転用品か？ 1 点、不明鉄製品 45 点、砥石 1 点、貝殻が出土した。磁器には朝顔形碗 2 点（1）、

望料碗 2 点（2）、くらわんか手丸形碗 1 点（3）、陶胎染付碗 3 点、初期伊万里筒形碗 1 点、1660

～ 70 年代の輸出物の色絵碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点（4）等が、陶器には関西系碗 9 点、

瀬戸美濃染付碗 1 点（5）・腰錆碗 1 点、土瓶 2 点、備前灯明皿 2 点（6）（7）・同灯明皿？ 1 点・同

灰落とし 1 点（9）、肥前か福岡の土瓶蓋 1 点（8）、唐津明るい胎土の刷毛目碗 3 点・暗い胎土の刷

毛目碗 1 点・京焼風陶器碗 8 点・明るい胎土の刷毛目皿 2 点・二彩手皿 1 点・刷毛目片口鉢 1 点（10）

等が、土師質瓦質土器には皿 56 点、内耳土器 A 群の口縁部 63 点（14）（15）（17）と C 群の口縁
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部 20 点（11）（12）うち内耳部分の穿孔が先細りのもの 2 点と貫通していないもの 2 点（16）、B

群の口縁部 1 点（13）、羽釜 4 点、内耳土器か羽釜の体部破片 276 点、焼塩壷 3 点うち蓋 1 点と板

作り成形で「堺湊伊織」？の銘がある身 1 点、同一個体と思われる焜炉 7 点、涼炉？ 1 点等が出土

した。また、下層から磁器 5 点うち陶胎染付 1 点、陶器 3 点うち備前灯明皿 1 点と関西系 2 点、土

師質瓦質土器 6 点うち皿 1 点と内耳土器 3 点が出土した。また、下層の下の黒い土から陶器 5 点う

ち備前灯明皿 2 点が出土した。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。遺物の製造年

代の幅が広く、複数の遺構を掘り上げた可能性が高いが、広東碗・端反碗は含まれていないものの

関西系陶器燗徳利があり、19 世紀初めの遺構の可能性もある。

C-2　SK262
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。北側で C-2SK212 に切られ、これに先行する。また、南側で

C-2SK264 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は最大径約 40㎝である。遺物が出土し

なかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK263
　本遺構は C-2 と C-3 の境に位置する。西側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。本

遺構では瓦と石列を組み合わせた遺構を確認した。石列は調査時点で南北に約 85㎝の長さで延び

ており、長径 25㎝までの角礫を長軸で連ねたものである。瓦はその西側で溝の土留め状に南北に

対面して立てられており、北側では 2 枚が東西に約 30㎝の長さで直列し、これと約 25㎝の間隔で

南側に 1 枚が立てられていた。この瓦遺構は本来同形状の溝状施設としてさらに西側に延びていた

とも考えられる。また、石列の東側に接して上面を平坦に据えた長径約 30㎝、短径約 25㎝の石を

確認した。この石については礎石の可能性もあるが明確でない。本遺構からは瓦の他磁器 4 点、陶

器 2 点、土師質瓦質土器 11 点が出土した。磁器には小坏 1 点が、陶器は唐津藁灰釉 1 点・灰釉碗

1 点であり、土師質瓦質土器には皿 9 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。なお、本遺

構の北側には同じく瓦を土留め状に用いた遺構を確認した C-2SK255 が位置し、両者に何らかの関

連性があった可能性がある。

C-2　SK264　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の北西側に位置する。北東側で C-2SK262 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 140㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 130㎝、短径約 20㎝で、

全体形状は溝状を呈する。本土坑からは磁器 6 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。

磁器には見込み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点（1）等が、陶器には唐津絵唐津皿 1 点・灰釉皿 1 点・京焼

風陶器 1 点、備前瓶 1 点・灰落とし 1 点（2）、擂鉢 1 点、壺か甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿

7 点、内耳土器 3 点うち A 群の口縁部 1 点（3）等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦（4）等がある。

時期は 18 世紀前半の可能性がある。廃棄土坑である。
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C-3　SK265
　本遺構は C-3 の西側に位置する。北側はトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 55㎝、

短径約 35㎝である。本遺構からは唐津透明釉碗か皿 1 点、不明鉄製品 4 点が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK266
　本遺構は C-2 に位置する。C-2KDSK19 の南西側壁面で掘り方の痕跡を確認したのみである。本

遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK301
　本土坑は C-1 の南西部に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 50㎝、

短径約 40㎝である。本土坑からは磁器 7 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 7 点、不明鉄製品 3 点、

瓦が出土した。磁器には蓋物の蓋 1 点、端反小坏 1 点、小振りな碗 1 点、皿 1 点、袋物 1 点があり、

陶器は唐津灰釉 2 点うち皿 1 点・見込み蛇の目釉剥ぎの灰釉皿 1 点・二彩手 1 点・京焼風陶器 1 点

であり、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 2 点がある。本土坑の時期は 17 世紀後半であり、

性格は不明である。

C-1　SK302・SK326　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の南西側に位置する。ともに下層で確認した井戸跡（C-1SK534）の埋土の上層部

と見られる。C-1SK302 の規模ならびに形状は上端が長径約 125㎝、短径約 110㎝の不整形な円形で

ある。本土坑からは磁器 18 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 78 点、瓦、不明鉄製品 11 点が出土し

た。磁器には青磁香炉か火入れ 1 点、蓋物の蓋 1 点、紅皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点・灰

釉 3 点うち碗 1 点と袋物 1 点・碗 1 点・京焼風陶器 5 点、関西系 7 点うち碗 2 点と上絵付碗 1 点、

擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 47 点（1）（2）（3）、内耳土器 20 点うち A 群の口縁部 1 点が

ある。時期は 18 世紀代であり、下層井戸の使用時期の下限を示す可能性がある。C-1SK326 は

C-1SK302 の東側外周を成すかの様に位置し、確認部分の規模は長径約 145㎝、短径約 30㎝である。

本土坑からは磁器 5 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦、不明鉄製品 2 点、砥石 1 点が出土

した。磁器は青磁 2 点うち瓶 1 点、白磁 2 点うち皿 1 点、袋物 1 点、陶器は唐津内野山窯製銅緑釉

皿 1 点・呉器手 1 点、碗 2 点うち関西系 1 点、香炉か火入れ 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 5 点、

内耳土器 6 点うち A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、上記の通り

C-1SK302 と同時期と考えられる。

C-1　SK303
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。南東側を C-1SK36 に切られており、これに先行する。本土

坑からは磁器 8 点、陶器 28 点、土師質瓦質土器 26 点、瓦、不明鉄製品 7 点が出土した。磁器には

青磁袋物 1 点、染付袋物 1 点、筒形碗 1 点、皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目 2 点・鉄釉碗 1 点、瀬
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戸美濃壷か甕 1 点、備前灯明皿 1 点、関西系 8 点、行平鍋の蓋 2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、

内耳土器 14 点うち A 群の口縁部 4 点がある。本土坑の時期は C-1SK36 と同じく 1800 年頃であり、

性格は不明である。

C-1　SK306
　本土坑は C-1 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、

下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは磁器 3 点うち陶胎染付 1 点、陶器 2 点うち関西

系 1 点、陶器がミニチュアか？ 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち甕 1 点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK310　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-3 の北西側に位置する。長径約 25㎝以下の大きさと形が不ぞろいな角礫を、東側で

面をそろえて北北東から南南西にかけて連ねた石列を確認した。その確認部分の長さは約 115㎝で

ある。この石列の北側や西側にも石が多く確認され、北側のものはその置かれた状態から当初この

石列と連続する石列を構成していた可能性もある。本遺構からは唐津灰釉皿 1 点が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。また、この石列の西側の掘り方もしくは整地層の可能

性がある部分を C-3 石列内堆積土とした。ここからは瀬戸美濃の見込み花紋の押印の皿 1 点（1）、

福岡？擂鉢 1 点（2）が出土した。

C-1　SK312
　本土坑は C-1 の南側に位置する。中央を南北に C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は長径約 105㎝、短径約 85㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 6 点、土師質瓦

質土器 17 点、中空の土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 12 点が出土した。磁器には猪口 1 点が、陶器に

は唐津灰釉皿 1 点、備前袋物 2 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点がある。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK313
　本土坑は C-2 の北側に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 115㎝、短径約 75㎝である。本土坑からの出土物は C-2SK314 のものと混ざった

ため、時期を明らかにすることはできない。その内訳は磁器 22 点、陶器 20 点、土師質瓦質土器

15 点、不明鉄製品 1 点で、磁器には景徳鎮製青花 1 点、一重網目紋碗 1 点、御神酒徳利 1 点が、

陶器には唐津灰釉皿 1 点・刷毛目皿 1 点、堺明石擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、土師質

瓦質土器 7 点がある。

C-2　SK315
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。東側を C-2KDSK19 に切られており、これに先行する。確認
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部分の規模は長径約 85㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土

器 2 点、瓦が出土した。磁器は青磁染付碗 1 点、染付碗 1 点、陶器は関西系 1 点、擂鉢 1 点である。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK316　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 70㎝

の不整形、下端が長径約 70㎝、短径約 40㎝の不整形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 2 点、

土師質瓦質土器 19 点、ままごと道具の茶釜 1 点、不明鉄製品、不明石製品 1 点が出土した。磁器

には同一個体と思われる初期伊万里福寿紋鎬の天目碗 2 点（D-3SK374 出土のものと接合）・初期

伊万里の同一個体と思われる鎬の碗 2 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・擂鉢 1 点・瓶 1 点、備前擂

鉢 2 点（1）が、土師質瓦質土器には皿 17 点（2）がある。本土坑の時期は 17 世紀前半であり、性

格は不明である。

C-1　SK317
　本土坑は C-1 の中央南側に位置する。東側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。ま

た西側で C-1SK320 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は上端が最大径約 100㎝、下

端が長径約 85㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 16 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 36 点、

土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には半球碗 1 点、袋物 3 点うち染付 1 点と青磁

1 点、上絵付の薄手の小坏 1 点、袋物 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点・京焼風陶器碗 3 点、瀬戸

美濃腰錆碗 1 点、福岡系袋物 1 点、菊花皿か？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 11 点、内耳土器 3

点うち A 群の口縁部 2 点、甕 1 点、羽釜 1 点がある。幕末の廃棄土坑である。

C-1　SK318
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側は巨岩で画されている。また、東側で C-1SK322 と切り合

うが、先後関係は不明である。また、同じく C-1SK330 を切っており、これに先行する。確認部分

の規模は上端が長径約 150㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 95㎝、短径約 40㎝である。本土坑から

は磁器 11 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土した。磁器には見込

み蛇の目釉剥ぎで高台無釉の皿 1 点、一重網目紋碗 1 点、青磁碗 1 点、青磁 2 点、外面鉄釉 1 点が、

陶器には唐津袋物 1 点・灰釉皿か鉢 1 点・壷か甕 1 点、備前壷か甕 1 点・袋物 1 点、鉄釉袋物 1 点、

擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、壷か甕 1 点がある。

本土坑の時期は 17 世紀後半である可能性があり、性格は不明である。

C-3　SK319　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-3 の西側に位置する。最大径約 120㎝を範囲とした人頭大以下の大小の角礫、円礫に

よる集石遺構である。掘り方は確認できなかった。この集石に混じって伊万里碗 1 点、陶器 16 点、

土師質瓦質土器 29 点、瓦、銭貨 1 点、鉄釘、不明鉄製品 7 点が出土した。陶器には唐津刷毛目皿
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1 点・呉器手碗 1 点・壺か甕 3 点、備前擂鉢 1 点・瓶 1 点、福岡系 1 点が、土師質瓦質土器には皿

5 点（1）、内耳土器 9 点がある。銭貨には祥符通寳？ 1 点（2）がある。時期は 17 世紀中頃の可能

性がある。

C-1　SK320
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。東側で C-1SK317 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が長径約 65㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 35㎝である。本土坑

からは磁器 2 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器がミニチュア？ 1 点、土師質瓦質土器 9 点、不明鉄製品

13 点、瓦が出土した。磁器には上絵付 1 点が、陶器には唐津灰釉 2 点うち皿 1 点・鉄釉 1 点・京

焼風陶器 1 点・壷か甕 2 点があり、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 1 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK322
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側で C-1SK318 と切り合うが、先後関係は不明である。確認

部分の規模は最大径約 40㎝である。本土坑からは備前擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、

内耳土器 A 群の口縁部 1 点、甕 1 点、鉄 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-1　SK323
　本土坑は C-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦、

瓦の転用品 1 点、鉄 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK324
　本土坑は C-3 の南西部に位置する。本土坑の掘り方は東側を除いて明確でなく、この東側の掘り

方寄りで、長径約 70㎝、短径約 50㎝の範囲で最大のものが長径約 35㎝、他は人頭大の角礫計 4 個

が周囲を取り囲む中に、伊万里の皿片が見込みを上に斜めに立て置かれているといった状況で出土

した。その性格は不明である。本土坑からは上記の伊万里皿 1 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 4 点、

瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。陶器には唐津灰釉碗 1 点・京焼風陶器 3 点が、土師質瓦質土器に

は皿 2 点がある。本土坑の時期は 17 世紀後半の可能性がある。

C-1　SK325
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。北側の掘り方の一部のみ確認した。その規模は長径約 90㎝

である。本土坑からは磁器 3 点うち皿 2 点、唐津刷毛目大盤 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-3　SK327　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 から D-3 にかけて位置する。西側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は上端が長径約 135㎝、短径約 110㎝、下端が長径約 115㎝、短径約 95㎝である。

本土坑では南北に並ぶ径 30㎝以下の礫群を確認した。本土坑からは陶器 13 点、土師質瓦質土器 16

点、砥石 1 点、瓦うちコビキ B の三つ巴紋軒丸瓦 1 点（11）、瓦転用品 1 点（10）、銅製煙管の雁

首 1 点、不明鉄製品 16 点が出土した。陶器には唐津碗 1 点（1）・同皿 8 点うち胎土目皿 3 点（3）（4）

（5）・同壷甕 1 点（7）、福岡か岸岳の藁灰釉碗 1 点（2）、丹波鉢 1 点（6）、備前擂鉢 1 点（8）が、

土師質瓦質土器には皿 7 点（9）、羽釜 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

C-3　SK328
　本土坑は C-3 の南側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 50㎝、

短径約 30㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK329
　本土坑は C-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50㎝

の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは伊万里袋物 1 点、土師

質瓦質土器の内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

C-1　SK330
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側を C-1SK318 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は最大径約 25㎝である。本土坑からは唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK331
　本土坑は C-1 の西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は最大径約

35㎝である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土

した。磁器には青磁 4 点、皿 1 点が、陶器には唐津京焼風陶器 2 点うち山水紋碗 1 点が、土師質瓦

質土器には皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK333
　本土坑は C-1 の中央南東側に位置する。南側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径

約 60㎝、短径約 40㎝である。遺物が出土しなかったため本土坑の時期は明確でなく、性格も不明

である。
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C-1　SK334
　本土坑は C-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 55㎝

の不整形、下端が長径約 70㎝、短径約 50㎝の不整形である。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点・溝縁

皿 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 2 点がある。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

C-1　SK335
　本土坑は C-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 45㎝

の不整形、下端が長径約 70㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 2 点、

土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器は一重の鋸歯状網目紋碗、陶器は唐津絵唐津 1 点・呉器

手 1 点、土師質瓦質土器は皿 1 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点である。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK337　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　C-1 の南西側で確認した層状の広がりである。磁器 9 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 7 点うち

皿 3 点（5）、不明石製品 1 点、砥石 1 点が出土した。磁器には青磁袋物 1 点、染付袋物 1 点、染付

碗 1 点、皿 1 点が、陶器には唐津見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点（1）・灰釉皿 4 点・灰釉碗 1 点・刷毛

目二彩手鉢 1 点（2）（C-1 サブトレンチ出土のものと接合）・刷毛目皿 1 点・二彩手皿 1 点・二彩

手鉢 1 点・鉄釉瓶 2 点・京焼風陶器 2 点、叩き成形で藁灰釉掛ける水差し 1 点（3）、備前擂鉢 1 点

（4）、擂鉢 1 点（赤褐色土中出土のものと接合）、志野 2 点がある。時期は 17 世紀後半である。なお、

これらとは別に、赤褐色土中より出土のものとして磁器 1 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 12 点が

ある。磁器は内野山窯製銅緑釉皿であり、陶器には唐津灰釉 4 点うち皿 1 点・擂鉢 1 点（上記のも

のと接合）があり、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 5 点うち A 群の口縁部 1 点、火鉢 1 点

がある。

　

C-2　SK339
　本土坑は C-2 の南東側に位置する。本土坑は北側と南側に一部残る掘り方と、中央部の土坑から

なる。両者の関係は不明である。中央土坑部の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは関西系陶器

1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、不明鉄製品、不明石製品 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK341
　本土坑は C-2 の南側に位置する。西側を C-2KDSK19 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 80㎝、短径約 65㎝である。西側の壁際で人頭大の角礫を確認したが、その性格

は不明である。本土坑からは関西系陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品、
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不明石製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK343
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35

㎝の不整形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 1 点、

陶器 3 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。陶器には唐津内面に放射状

の当て具痕跡がある鉄釉瓶 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK344
　本土坑は C-1 の西側に位置する。東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は最大径約

40㎝である。本土坑からは磁器では小坏 1 点と青磁 1 点、陶器では唐津京焼風陶器 1 点と壷か甕 1 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK345
　本土坑は C-3 の北側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模が長径約 35㎝、

短径約 25㎝の浅い掘り方から、南北方向に長軸を向けた獣骨 1 点、唐津 2 点うち 17 世紀前半の皿

1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK346
　本土坑は C-2 から C-3 にかけて位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径

約 70㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。土師質瓦質

土器は 17 世紀前半の輪積みの焼塩壺 1 点、皿 1 点である。遺物が少ないため時期が明確でなく、

性格も不明である。

C-2　SK347　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は C-2 の北東側に位置する。南側を C-2SK37 に切られており、これに先行する。また、

北側に C-2SK365 が掘り込まれている。確認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 70㎝で、掘り方は

浅い。本土坑からは火打石 1 点（1）が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK348
　本土坑は C-2 の東側に位置する。C-2KDSK19 の東壁で掘り方の痕跡を確認したのみである。本

土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品が出土した。遺物が少ない

ため時期が明確でなく、性格も不明である。しかし、CSB301 の遺構の一つであった可能性はある。

C-3　SK349
　本土坑は C-3 の南側に位置する。上端がトレンチに切られ明確でないが、確認部分の規模ならび
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に形状は長径約 95㎝、短径約 90㎝、下端が長辺約 50㎝、短辺約 40㎝の方形である。掘り方の南側

では人頭大以下の礫数個が不規則な位置関係で出土し、また、底部には黒色粘質土が堆積していた。

底部形状が箱形を呈しているため、箱状のものを埋納していた可能性が伺われた。しかし、遺物が

細片のみのため、詳細は不明である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 2 点、土師

質瓦質土器 2 点、不明鉄製品 6 点が出土した。磁器には青磁 2 点、陶器には唐津灰釉碗 1 点・呉器

手碗 2 点、土瓶 1 点が、軟質施釉陶器には碗 1 点がある。関西系土瓶を混入とすれば、本土坑の時

期は 17 世紀後半である可能性がある。

C-2　SK350
　本土坑は C-2 の南西側に位置する。北側を C-2KDSK19 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は長径約 45㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは陶器 5 点うち唐津皿 2 点、

土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。本土坑の時期は

17 世紀前半である可能性があり、性格は不明である。

C-2　SK352　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は C-2 の南側に位置する。北側を C-2KDSK19、東側を C-3KDSV1 に切られており、これ

らに先行する。北東側に緩く傾斜する地形を成すところに、平瓦を中心とした各種の瓦が最大約 2

ｍの範囲にわたり葺き敷かれたかの様な状況で大量に出土した。出土した瓦には飾り瓦 5 点（3）

うち桐紋 3 点（1）（2）（4）、蓮紋 1 点（5）が含まれる。この他、本遺構からは唐津灰釉碗 1 点、

備前擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 6 点、不明鉄製品 4 点、コビキ A の丸瓦 3 点が出土した。

本遺構の時期は明確でない。瓦の廃棄に伴う遺構と考えられる。

C-3　SK353
　本土坑は C-3 の北側に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られ、東側の掘り方の一部のみを確認

した。その規模は長径約 80㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-3　SK356
　本土坑は C-3 の東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 95㎝で

ある。小礫が多数出土し、また、中央部ではピット状の落ち込みを確認した。その規模ならびに形

状は上端が最大径約 40㎝の不整形な円形、下端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは瓦が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK357
　本遺構は C-3 の中央南東側に位置する。西側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。

確認部分はわずかに東側の壁のみであり、その規模は長径約 90㎝である。上端には瓦片が多数集
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められていたが、確認部分のみではその意味は明確でない。本遺構からは陶器の関西系鍋 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK358
　本土坑は C-3 の中央西側に位置する。北側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は最大径約 70㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、コビキ A の丸瓦 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK359
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。南側を C-3SK77 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 55㎝である。また、掘り方内にピット 1 基を確認した。その規模ならびに形状

は上端が最大径約 20㎝の円形、下端が最大径約 10㎝の円形である。本土坑からは伊万里 3 点、陶

器 2 点うち擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でない。柱穴である可能性がある。

C-3　SK361
　本土坑は C-3 の中央東側に位置する。北側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は最大径約 100㎝である。本土坑からは中国製磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器

の皿 1 点、瓦が出土した。陶器は唐津灰釉碗 1 点・絵唐津皿 1 点である。時期は 17 世紀初めの可

能性がある。性格は不明である。

C-3　SK362
　本土坑は C-3 の中央南東側に位置する。C-3KDSV1 に上部を削られ、底部の一部のみ残存したも

のと見られる。本土坑からは陶器 1 点、砥石 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

C-2　SK363
　本土坑は C-2 と D-2 の境に位置する。北側を C-1SK217、南側を D-2SK323 に切られ、これらに

先行する。確認部分の規模ならびに形状は長さ約 120㎝、最大幅約 30㎝の溝状である。本土坑から

は磁器 8 点、陶器 2 点、不明鉄製品が出土した。磁器には雨降り紋猪口 1 点、瓶 1 点、陶器には唐

津三島手皿 1 点がある。遺物が少ないため時期が明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK364
　本土坑は C-1 の中央部に位置する。東側を C-3KDSV3 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 45㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格

も不明である。



― 51 ―

C-2　SK365
　本土坑は C-2 の北東側に位置する。C-2SK347 の北側で掘り方を確認したが、先後関係は不明で

ある。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 55㎝、短径

約 25㎝の長円形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 4 点、不明鉄製品が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK366
　本土坑は C-2 の南側に位置する。北側で C-2SK341 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 75㎝である。本土坑からは伊万里碗 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 4 点、

コビキ A を含む瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK368
　本土坑は C-3 の北側に位置する。西側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は最大径約 70㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格

も不明である。

C-3　SK370
　本土坑は C-3 の北側に位置する。東側を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 100㎝である。本土坑からは陶器 4 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土した。陶

器には唐津灰釉碗 1 点・灰釉皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、甕の底部 4 点がある。時期は

17 世紀前半の可能性があり、性格は不明である。

C-2　SK372
　本土坑は C-2 の南側に位置する。北側を C-2KDSK19、西側を C-3KDSV1、南側を C-3SK24 に切

られており、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 120㎝である。本土坑からは土師質瓦質

土器の皿 1 点と火鉢か？ 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

C-2　SK374
　本土坑は C-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 40㎝

の長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK402
　本土坑は C-3 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 65㎝
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の不整形、下端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の不整形である。本土坑からは唐津灰釉皿 2 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK403
　本土坑は C-1 と D-1 の境に位置する。北側を D-1SK338 に切られており、これに先行する。また、

南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 70㎝、短径約 60㎝である。本土坑からは陶

器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 22 点が出土した。陶器には瀬戸碗 1 点、土師質瓦

質土器には皿 5 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK404
　本土坑は C-1 の西側に位置する。東側で C-1SK420 を切っており、これに先行する。本土坑の規

模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の不整形な円形、下端が最大径約 35㎝の不整形な円形であ

る。本土坑からは青磁 2 点うち袋物 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK405
　本土坑は C-1 の西側に位置する。北側を C-1KDSK25 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 75㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 2 点うち青磁香炉 1 点、陶器 1 点、

土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。本土坑はその位置と形状から C-1SK251 と同一遺構と思われる。

C-1　SK406
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。確認部分は東側の壁のみであり、その規模は長さ約 40

㎝である。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。陶器は

唐津藁灰釉碗 1 点・刷毛目皿 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK407
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。北側を C-1SK27、南側を C-1SK317 に切られており、こ

れに先行する。確認部分の規模は長径約 40㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器

3 点うち唐津溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-1　SK408
　本土坑は C-1 の中央南側に位置する。北側を C-1SK7 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 30㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは伊万里碗 1 点、陶器 2 点うち唐津灰釉

皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-1　SK410
　本土坑は C-1 の南側に位置する。東側を C-3KDSV1、北西側を C-1SK317 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径約 45㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師

質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器は皿 2 点、菊花状の刻印がある火鉢か？ 1 点があ

る。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK411
　本土坑は C-1 の中央北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の不

整形で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

C-1　SK412
　本土坑は C-1 の中央北側に位置する。北側を C-1SK321、西側を C-3KDSV1 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の掘り方は西側に緩く傾斜しており、その規模は長径約 65㎝、短径約

40㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 19 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出

土した。磁器には斜格子紋皿 1 点、陶胎染付碗 1 点が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 2 点が、土師質瓦

質土器には皿 4 点、甕 5 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

C-1　SK413
　本土坑は C-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35㎝

である。本土坑からは陶器 1 点、瓦の転用品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-1　SK414
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑からは絵

唐津皿 1 点、土師質の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

C-1　SK415
　本土坑は C-1 の北側に位置する。東側を C-1SV304、西側を C-1KDSV4 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は長径約 70㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点、不明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK416
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　本土坑は C-2 の中央東側に位置する。東側を C-2KDSK18 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 35㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは陶器の関西系袋物 1 点、土師質瓦

質土器の甕 1 点、土人形 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

C-2　SK417
　本土坑は C-2 の北側に位置する。北東側を C-1SK36 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 65㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは陶器 10 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦、

不明石製品 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉 4 点・京焼風陶器 1 点、瀬戸壺か甕 4 点、土師質瓦

質土器の皿 4 点、内耳土器 3 点がある。本土坑の時期は幕末までの 19 世紀代であり、性格は不明

である。

C-2　SK418
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、短径約 75

㎝の不整形、下端が長径約 90㎝、短径約 65㎝の不整形である。本土坑からは青磁染付碗 1 点、陶

器 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

C-1　SK420
　本土坑は C-1 の西側に位置する。巨岩を埋めた土坑と考えられ、その規模は長径約 170㎝、短径

約 55㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器、瓦、煙管の吹口 1 点が出土

した。陶器は唐津呉器手碗 1 点、志野 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK421
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。下端は確認できなかった。確認部分の規模ならびに形状は上

端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK422
　本土坑は C-3 の西側に位置する。下端は確認できなかった。確認部分の規模ならびに形状は上端

が長径約 65㎝、短径約 55㎝の不整形である。本土坑からは磁器 2 点、土師質土器の皿 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK424
　本土坑は C-3 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、短径約
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85㎝の不整形な長円形、下端が長径約 85㎝、短径約 65㎝の不整形な長円形である。本土坑からは

景徳鎮製青花碗 1 点、瀬戸美濃灰釉折縁皿（ソギ）1 点、志野碗 1 点、土師質瓦質土器 10 点うち

皿 6 点が出土した。本土坑の時期は 17 世紀初めの可能性があり、性格は不明である。

C-1　SK425
　本土坑は C-1 の北東側に位置する。北西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径

約 55㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦

が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK427　 遺物実測図

　本土坑は C-3 の北側に位置する。西側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 225㎝、短径約 165㎝である。本土坑からは絵唐津皿（C-3SK428 出土のものと同

一固体）1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、

下層で確認した C-3SK428 の掘り方とすれば、これと同時期の可能性がある。

C-3　SK428
　本遺構は C-3 の北側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 140㎝、短径約 130㎝、

南側の礎石と見られる石を確認した一段深い部分の上端が長径約 130㎝、短径約 85㎝の長円形、下

端が長径約 105㎝、短径約 65㎝の長円形、北側の突出部の上端が長径約 75㎝、短径約 55㎝、下端

が長径約 60㎝、短径約 55㎝である。礎石と見られる石は上面を平坦に据えられており、その上面

の大きさならびに形状は最大径約55㎝の三角形である。上層のC-3P223がこれに伴う柱痕であろう。

また、この礎石の側部と掘り方の間隙ならびに下部では多量の詰石が確認された。その堅固な造り

から、かなり重厚な上屋を支えていたことも想定されるが、他に関連する同形状の遺構が確認され

なかったことから詳細は不明である。本土坑からは陶器 3 点、土師質土器 4 点うち皿 3 点、瓦、不

明鉄製品 11 点、貝殻が出土した。陶器は唐津皿 2 点（うち 1 点は C-3SK427 出土のものと同一固体）、

甕か壺 1 点である。時期は 17 世紀前半の可能性がある。

C-1　SK502
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 65㎝、短辺約 60

㎝の隅丸方形、下端が一辺約 50㎝の隅丸方形である。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦質土器 2

点うち内耳土器 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器は備前どら鉢 1 点・擂鉢 1 点である。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK503
　本土坑は C-1 の中央北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約

40㎝の長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみ
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のため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK504
　本土坑は C-1 の中央西側に位置する。西側で C-1SK508 を切っており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短辺約 50㎝の隅丸台形である。本土坑からは磁器の碗

1 点、瓦、瓦の転用品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK506　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-2 の北東側に位置する。本遺構は上端が長辺約 175㎝、短辺約 165㎝の不整形な方形、

下端が長辺約 155㎝、短辺約 135㎝の不整形な方形である掘り方内に、最大で長径約 60㎝以下の大

きさの大小の角石を 1 段のみ東側が開くコの字形に配置した石組を構築したものである。一辺が開

く石組遺構は本遺跡でも他に類例があるため、当初からこの形態であった可能性がある。石組の規

模は北辺、西辺、南辺の順に長さ約 115㎝、約 110㎝、約 100㎝、内寸は各辺とも 75㎝である。本

遺構からは磁器 2 点うち白磁手塩皿 1 点（1）、白磁蓋物 1 点（2）、手づくねの猿の人形 1 点（3）

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

C-3　SK507
　本遺構は C-3 の南端に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

115㎝である。本土坑からは唐津藁灰釉碗 1 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK508
　本土坑は C-1 の西側に位置する。東側を C-1SK504 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は長さ約 170㎝、最大幅約 55㎝、下端が最大幅約 55㎝の溝状である。本土坑

からは磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦、不明鉄製品 6 点が出土した。磁器は初期

伊万里皿 1 点、鉄釉碗 1 点、碗 1 点、小坏 1 点であり、陶器には唐津灰釉碗 1 点・京焼風陶器 1 点、

福岡系 1 点、擂鉢 1 点があり、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 3 点がある。本土坑の時期は

明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK509
　本土坑は C-1 の南側に位置する。北東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

35㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは陶器 1 点と瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

C-1　SK510　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。掘り方は明瞭でない。本土坑からは磁器の碗 1 点、陶器
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6 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。陶器は唐津溝縁皿 1 点・京焼風陶器

碗 2 点、備前袋物 3 点であり、土師質瓦質土器には皿 3 点（1）、内耳土器 3 点がある。遺物が少な

いため明確ではないが、時期は 17 世紀後半の可能性がある。

C-1　SK511
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。南西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大

径約 70㎝、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦質

土器 6 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土した。陶器には唐津砂目灰釉皿 1 点が、土師質瓦質土器には

皿 5 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK512
　本土坑は C-1 の中央南側に位置する。南側を C-1SK25 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 80㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは鉄釉の磁器 1 点、陶器 2 点、土師質

瓦質土器 3 点が出土した。土師質瓦質土器は皿 2 点、内耳土器 1 点である。遺物が少ないため時期

は明確でないが、西側の掘り方が西隣で確認した近代遺構と重複しているため、近代以降の可能性

がある。性格は不明である。

C-1　SK513・SK522　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 の中央南側に位置する井戸跡である。C-1SK513 はその掘り方の上部である。磁器

11 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、不明鉄製品 4 点、ガラスが出土した。磁器には青

磁染付望料碗の蓋 1 点、小坏か？ 1 点、瓶 1 点、陶胎染付碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点・京

焼風陶器碗 4 点・片口 1 点、備前袋物 1 点、関西系 2 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器

6 点がある。C-1SK522 は井戸枠とその上部の掘り方である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円

形に組んだものである。その底部は砂層となっていた。この井戸枠内から磁器 2 点、唐津刷毛目皿

1 点が出土した。磁器は仏飯器 1 点、猪口 1 点である。その上部の埋土からは磁器 8 点、陶器 18 点、

土師質瓦質土器 11 点、瓦、不明鉄製品 3 点、坩堝 1 点（1）、臼 1 点（2）が出土した。磁器には瓶？

1 点、青磁 2 点、上絵付 1 点が、陶器には唐津灰釉 2 点・刷毛目 1 点・京焼風陶器 4 点・壷か甕 4 点、

京焼 1 点、備前灯明皿 1 点、関西系碗 2 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 2 点うち A

群の口縁部 1 点がある。本遺構の時期は当初近代と判断したが、近接して規模と形状が類似する近

世の井戸跡である C-1SK534・SK613 が位置し、本遺構も築造時期が遡る可能性がある。

C-1　SK516
　本土坑は C-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 35

㎝の不整形な隅丸台形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑から

は瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-1　SK517
　本遺構は C-1 の北東側に位置する。東側を C-1KDSK10 に切られており、これに先行する。確認

部分は西側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 75㎝である。本遺構からは磁器の皿 1

点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK519
　本土坑は C-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 25㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 15㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK520
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端

が長径約 65㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは青磁の香炉か

火入れ 1 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。土師質瓦質土器は皿 3 点、壷

か甕 4 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK523
　本遺構は C-2 の北側に位置する。西側を C-2SK313 に切られており、これに先行する。確認部分

は東側の壁の一部のみであり、その規模は長径約 75㎝である。本遺構からは唐津灰釉皿 4 点、土

師質瓦質土器の赤色系の絵付けをした皿 1 点、不明鉄製品が出土した。不明鉄製品は遺存状態が悪

くカウント出来ない。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK524　 遺物実測図  遺物写真

　C-3 の中央南側に位置する。層状の広がりであり、その範囲は長径約 180㎝、短径約 125㎝である。

上に開く三葉を中心飾りに持つ軒平瓦（1）が出土した。

C-1　SK528
　本土坑は C-1 の西側に位置する。南西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は最大径約

30㎝である。本土坑からは漳州窯製皿 1 点、唐津袋物 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK530　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は C-2 の北西側に位置する。東側を C-2KDSK19 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 130㎝、短径約 85㎝である。本土坑からは頭部の巻きが強い三つ巴紋軒丸瓦 1

点（1）が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-1　SK534　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は C-1 の南西側に位置する井戸跡である。掘り方の規模ならびに形状は最大径約 145㎝の

円形である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円形に組み合わせたもので、その規模は最大径約

60㎝である。井戸枠内からは伊万里壷か瓶 1 点、陶器の甕 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、櫛 2 点

（1）（2）が出土した。また、埋土から磁器 11 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 11 点、不明鉄製品

4 点が出土した。磁器には青磁 2 点、陶胎染付 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点、瓶 1 点、小坏

1 点、碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点・刷毛目 1 点・京焼風陶器 5 点・灰釉 1 点・藁灰釉瓶

1 点（C-1SK252 出土のものと接合）、瀬戸美濃甕 1 点、備前 1 点、関西系 2 点、擂鉢 1 点が、土師

質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

ただし、既述のとおり本遺構の掘り方上部と見られる C-1SK302 の時期は 18 世紀代である。

C-1　SK540・SK624・SK738　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-1 の西側に位置する。その形状と位置関係から D-1SK517（井戸）の東側の掘り方の

一部である可能性が高い。確認部分の規模は長径約 395㎝である。本遺構からは磁器 8 点、陶器 9 点、

土師質瓦質土器 11 点、瓦うち三つ巴紋軒丸瓦 1 点（2）、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 1 点が出土

した。磁器には皿 4 点うち漆接ぎ痕のある皿 1 点（D-1SK517 出土のものと接合）、同一個体と思

われる鉄釉碗 2 点、筒形碗 1 点が、陶器には絵唐津皿 2 点・灰釉皿 3 点うち溝縁皿 1 点・灰釉 1 点・

香炉か火入れ 1 点、備前袋 2 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点（1）、内耳土器 1 点、焜炉か火鉢 1

点がある。なお、本遺構の北端部を当初 C-1SK624 として発掘した。この部分からは陶器 5 点、土

師質瓦質土器 10 点、瓦うちコビキ A1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津京焼風陶器

碗 1 点・壷か甕 1 点・香炉か火入れ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群 5 点（1）（3）

うち内耳部分をしっかり穿孔するもの 1 点（2）、羽釜 1 点がある。また、同じく底部の一部を

C-1SK738 として発掘した。この部分からは染付碗 1 点（1）、三つ巴紋軒丸瓦（2）が出土した。本

遺構の時期は 17 世紀前半である。

C-2　SK601
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 65

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 55㎝の不整形な長円形である。本土坑からは唐

津京焼風陶器碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

C-2　SK602
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。上層の遺構に切られ、また、南側をトレンチに切られ、北側

の掘り方の一部のみ確認した。確認部分の規模は長径約 180㎝である。本土坑からは磁器 5 点、陶

器 5 点、土師質瓦質土器 11 点、不明鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、擂

鉢 1 点が、土師質瓦質土器は皿 4 点、内耳土器 5 点、羽釜 1 点がある。遺物が少ないため時期は明
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確でなく、性格も不明である。

C-1　SK603・SK604　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の南西側に位置する。これらの土坑はトレンチを挟んで東西に位置しており、その

形状から各々同一土坑の西側と東側の掘り方と見られるため、まとめて記述する。両者を同一土坑

とした場合、その規模と形状は上端が最大径約 80㎝の円形、下端が最大径約 70㎝の円形と推定さ

れる。C-1SK603 は確認部分の規模が長径約 70㎝で、遺物は土師質皿 2 点（1）（2）、瓦転用品 2 点（3）

（4）、天（禮？）通寶 1 点（5）、平瓦（6）が出土した。C-1SK604 は確認部分の規模が長径約 60㎝で、

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点、不明鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には擂鉢 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

C-2　SK605　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-1 から C-2 にかけて位置する。本遺構では東側に面を向けた南北に延びる石垣を確認

した。この石垣は、北側では C-1SK515 の掘り方までで止まっているが、当初からここまでであっ

た可能性もあり、両者の先後関係は不明である。また、南側へもさらに延びていたかどうかは不明

である。確認部分の規模は長さ約 4 ｍ、高さ約 40㎝である。その石積みは崩れた部分もあるが、

長径約 50㎝以下の大きさと形状が不規則な割石を乱層積み状で二段から三段に積んでおり、裏込

め石は見られない。本遺構からは磁器 35 点、陶器 51 点、土師質瓦質土器 97 点、瓦、不明鉄製品

31 点、煙管の一部と見られる銅製品 1 点が出土した。磁器には初期伊万里染付皿 1 点（1）・白磁

鎬小坏 1 点（2）・青磁瓶 1 点（3）、同一個体の可能性がある高台内無釉碗 2 点、猪口 1 点、袋物 1

点等が、陶器には唐津灰釉碗 3 点・灰釉皿 9 点うち砂目 3 点うち内野山 1 点（4）と鉄絵 1 点（6）・

灰釉 3 点・同一個体の可能性がある鉄釉碗 2 点・京焼風陶器碗 5 点・灰釉袋物 1 点・鉄釉袋物 1 点・

壷甕 1 点、瀬戸美濃折縁皿 1 点（5）・志野 3 点うち皿？ 2 点、備前皿 1 点（7）、擂鉢 2 点、土瓶 4

点等が、土師皿 35 点（8）、内耳土器 27 点うち A 群の口縁部 6 点（9）うち内耳部分の穿孔がしっ

かりしたもの 2 点（10）と貫通しないもの 1 点、瓦質擂鉢 2 点、焜炉火鉢 5 点うち同一個体と思わ

れるもの 3 点等がある。京焼風陶器碗があるが大部分は 17 世紀前半の遺物であり、17 世紀中頃の

遺構であろう。本遺構は本遺跡で確認した近世の石垣としては遺存状態が良好なものであるが、他

の遺構との関係が明確でなく、性格は不明である。なお、石垣の東側前面の埋土から陶胎染付 1 点、

陶器 3 点うち唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した。土師質瓦質

土器は皿 5 点、内耳土器 2 点である。また、同じく西側背後の埋土から磁器 1 点、土師質瓦質土器

の皿 1 点が出土した。

C-2　SK606
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分は東側の掘り方の

みであり、その規模は長径約 100㎝である。本土坑からは陶器 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津
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京焼風陶器碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK607
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形、

下端が最大径約 15㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

C-3　SK608　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-3 の中央に位置する。北側を C-3KDSV2、東側を C-3KDSV1 に切られており、これ

らに先行する。本遺構では石列とこれに伴う掘り方を確認した。石列は南北に連なっており、確認

部分の規模は長さ約 175㎝である。さらに南北両側に延びていたかどうかは不明である。この石列

は確認部分では概ね 1 段のみで、上部には小型の角礫が処々に乗っていたが、さらに石を高く積ん

でいた明確な痕跡は見られない。その下端に本体の石の上面をそろえるため小型の角礫や瓦を噛ま

せたところもあることから、当初から 1 段のみであったと見られる。この石列は本来西側で面がそ

ろえられていたと見られ、その北側 3 個目までの石はこの面や上面がそろっていたことから、構築

時の状況を保っていると見られるが、南側では石が前傾となって西側にずれる等しており、原位置

を留めていないと見られる。この石列南半部の北側や東側の背後部分には、小振りな角礫が不規則

に散在していたことからも、撹乱を受けた可能性が伺える。この石列本体に用いられている石は割

石もしくは割石とも自然石とも判断できないもので、その大きさは北端のものが一際大きく、長径

約 55㎝であり、他は約 25㎝以下である。また、この石列に伴う掘り方は西側から石列下部にかけ

て傾斜しており、その範囲は長径約 240㎝、短径約 140㎝である。本遺構からは初期京焼の軟質施

釉陶器碗 1 点（1）、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点、貝殻が出土した。瓦にはコビ

キ A の丸瓦 1 点、熨斗瓦 1 点がある。遺物が少ないため時期が明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK610
　本土坑は C-1 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約

35㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK613　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 の南側に位置する井戸跡である。掘り方は上層の遺構に切られており、確認部分の

規模ならびに形状は最大径約 125㎝の不整形な円形である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円形

に組んだもので、その規模は最大径約 60㎝である。本遺構からは磁器 22 点、陶器 25 点、土師質

瓦質土器 32 点、瓦、木製品が出土した。磁器には陶胎染付 2 点、染付碗 2 点（1）（2）、段重 1 点、

青磁 1 点、瓶の口 1 点が、陶器には唐津胎土目灰釉皿 1 点・砂目灰釉皿 1 点・刷毛目 5 点うち碗 2

点と皿 1 点と同一個体と思われる香炉か火入れ 2 点・鉄釉瓶 1 点、擂鉢 2 点、備前壷甕 1 点（3）が、
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土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 21 点うち A 群の口縁部 7 点がある。木製品には差歯下駄（4）

（5）、寸胴箸（6）（7）（8）、不明板状製品（9）、下駄歯（10）、へら（11）、「佐伯郡」の墨書のある

木簡（12）、箱状製品（13）、桶側板（14）（15）、曲げ物底部（16）等がある。陶胎染付 2 点がある

が、小丸碗、朝顔形碗等がなく、18 世紀前半に廃絶した井戸の可能性がある。

C-1　SK615
　本土坑は C-1 と C-2 の境に位置する。西側は巨岩で画されている。本土坑の規模は長径約 110㎝、

短径約 85㎝である。本土坑の掘り方の中央部には巨岩が埋められていた。本土坑からは磁器 11 点、

陶器 14 点、鳩笛 1 点、土師質瓦質土器 50 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 22 点、不明銅製

品 1 点が出土した。陶器には唐津三島手 1 点・灰釉碗 1 点・刷毛目皿 1 点・京焼風陶器 2 点、志野

皿 2 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 25 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 1 点、金属の

熔着した羽口の可能性があるもの 3 点がある。遺物の年代は大部分が 17 世紀後半に収まるが、そ

れ以後の遺物も一部混入している。本土坑は巨岩とこれらの遺物を埋めた廃棄土坑と考えられる。

C-2　SK616
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。北西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径

約 95㎝、短径約 70㎝、下端が長径約 70㎝である。本土坑からは磁器の袋物 1 点、備前灯明皿 1 点、

土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、鉄釘 1 点、不明鉄製品 7 点、桃の種が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK617
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。北西側の掘り方の一部のみ確認した。その規模は長径約 125

㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。陶器には唐津灰釉

碗 1 点（C-1SK619 出土のものと接合）・灰釉 3 点・溝縁皿 1 点・鉄釉瓶 1 点が、土師質瓦質土器に

は皿 1 点がある。本土坑の時期は 17 世紀前半であり、性格は不明である。

C-3　SK620
　本土坑は C-3 の北側に位置する。西側を C-3KDSV2 に切られている。確認部分の規模は長径約

45㎝である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。

磁器には端反小坏 1 点、青磁染付碗の蓋 1 点、袋物 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点、堺明石擂

鉢 1 点、関西系行平鍋 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK622
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

95㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 80㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは磁器 2 点うち漳州窯製

皿 1 点、唐津京焼風陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、不明鉄製品 9 点が出土した。遺物
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が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK623
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 45㎝、

短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 1 点、瀬戸鉄釉瓶 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK625
　本土坑は B-2 と C-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、短径約

85㎝の長円形、下端が長径約 60㎝、短径約 50㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK626
　本土坑は B-2 と C-2 の境に位置する。南側を B-2KDSK6 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 100㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形で

ある。本土坑からは陶胎染付碗 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

C-1　SK627
　本土坑は C-1 の北西側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

70㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK633
　本土坑は C-3 の西側に位置する。北側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模の規模は最大径約 65㎝である。本土坑からは磁器の小丸碗 1 点、土師質瓦質土器の火鉢 1

点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

C-2　SK701　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は C-2 の西側に位置する。東側を C-2KDSK19 と C-2SK530 に切られており、これらに先

行する。確認部分は西側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 60㎝である。本土坑から

は土師質瓦質土器 8 点うち皿 4 点・火鉢 1 点、碁石 3 点（1）（2）、鉄釘 1 点、不明鉄製品 5 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK704・SK705・SK706　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　C-1 の北西側に位置し、全体で同一の土坑を構成する。各所を上層の遺構に切られており、北側
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は近代遺構に切られ不明である。確認部分の全体の規模は南北に長く、長径約 540㎝、短径約 160

㎝である。C-1SK704 は北端部であり、土師質瓦質土器 1 点、不明鉄製品 7 点、瓦が出土した。瓦

には三つ巴紋でその外側に圏線がありコビキBの軒丸瓦（1）、三つ巴紋で中心に点のある軒丸瓦（2）、

剣菱状の三枚の花弁を中心飾りにもつ軒平瓦（3）、コビキ A の丸瓦 1 点が出土した。C-1SK705 は

中央部であり、瓦 43 点うちコビキ A4 点、土師質瓦質土器の皿 7 点うち手捏ね 4 点（1）、粗いコ

ビキ B の棟込み瓦（2）、不明鉄製品 1 点が出土した。C-1SK706 は南部であり、磁器 5 点、陶器 16

点、土師質瓦質土器 9 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、鉄釘、不明鉄製品 27 点、煙管の一部が出

土した。陶器には唐津溝縁皿 1 点・胎土目皿 1 点・皿 5 点・鉄釉碗 1 点、備前擂鉢 1 点・瓶 7 点う

ち同一個体と思われるもの 6 点、丹波擂鉢 1 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点（1）が

ある。遺物が少なく明確ではないが、時期は 17 世紀前半であろう。性格は不明である。なお、

C-1SK735 もその形状と位置関係から同一の遺構である可能性がある。

C-3　SK707
　本土坑は C-3 の北西側に位置する。東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。また、

北側で C-3SK708 と切り合うが、先後関係は不明である。また、南側の掘り方は不明である。当初

は長径約 115㎝、短径約 75㎝の規模の上端を C-3SK703 として発掘を開始したが、下層で 2 基の土

坑に分かれたため、以後南側を C-3SK707、北側を C-3SK708 として発掘した。C-3SK703 として発

掘中、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器は絵唐津

皿 1 点、関西系色絵付碗 1 点（C-3SK707 出土のものと接合）である。C-3SK707 の規模は長径約

75㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系色絵付碗 2 点が出土した。

遺物が少ないため明確ではないが、C-3SK703 段階の遺物も合わせて時期は 18 世紀後半以降と考え

られる。本土坑の性格は不明である。

C-3　SK708
　本土坑は C-3 の北西端に位置する。北側と東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。

また南側で C-3SK707 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模は長径約 65㎝、短径

約 50㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK710　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。南側で C-1SK711 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 125㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 9 点、軟質施釉

陶器 1 点、土師質瓦質土器 10 点、不明鉄製品 8 点が出土した。磁器は高台内無釉の碗 1 点、見込

み蛇の目釉剥ぎの皿 2 点うち高台無釉 1 点であり、陶器には唐津内野山窯製銅緑釉鉢 1 点・見込み

蛇の目釉剥ぎの皿 2 点、擂鉢 1 点があり、軟質施釉陶器には人形 1 点（1）が、土師質瓦質土器は

皿 9 点、内耳土器 1 点である。本土坑は 17 世紀後半の廃棄土坑である。
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C-1　SK711
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。北側で C-1SK710 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模ならびに形状は直径 55㎝、下端が南側の最も深い部分で直径 25㎝の円形である。

本土坑からは関西系陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK714　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-1 の中央北西側に位置する。北側で C-1SK727 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 240㎝、短径約 145㎝、下端が長径約 170㎝、短径約 80㎝である。本土坑

からは磁器 8 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器、土人形の桃持ち猿 1 点、小槌のミニチュアと思わ

れる土製品 1 点、不明鉄製品 10 点、不明銅製品 1 点、桃の種 1 点が出土した。磁器には蓋物の蓋

1 点が、陶器には唐津刷毛目の蓋 1 点・刷毛目 2 点、瀬戸片口 1 点、京焼土瓶の S 字状注口 1 点、

関西系碗 5 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 12 点うち静止糸切り底 2 点（1）（2）、内耳土

器 9 点がある。本土坑は 18 世紀中頃の廃棄土坑である。

C-1　SK715
　本土坑は C-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 30㎝

の不整形、下端が長径約 65㎝、最大径約 15㎝の不整形である。本土坑からは遺物が出土しなかっ

たため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK717
　本土坑は C-1 の中央に位置する。南側を C-1SK513 に切られており、これに先行する。また、北

側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 100㎝、短径約 60㎝である。本土坑からは唐津

灰釉皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK718
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。確認部分は西側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径

約 115㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 7 点、碁石 1 点、瓦、不明鉄製品 5 点、不明銅

製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK719
　本土坑は C-1、2、D-2 にかけて位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

130㎝、短径約 120㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-3　SK721
　本遺構は C-3 の南東側に位置する。北側を C-3KDSV2、西側を C-3KDSV1 に切られており、こ

れらに先行する。また、南側は調査区外のため不明である。確認部分は東側の掘り方と底部の一部

であり、その規模は長径約 360㎝、短径約 240㎝である。本遺構の埋土中の各所で人頭大以下の大

小の石を多数確認した。本遺構はその形状から整地層の可能性があり、その整地の際これらの石を

埋めて廃棄したものであろう。本遺構からは唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でない。

C-1　SK722
　本土坑は C-1 の西側に位置する。南側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 50㎝、

短径約 45㎝である。本土坑からは唐津溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK725
　本土坑は C-1 の中央西側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径

約 75㎝、短径約 60㎝、下端が長径約 80㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦

質土器の手捏ねの皿 1 点、瓦、不明鉄製品 4 点、碁石 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

C-1　SK727
　本土坑は C-1 の北西側に位置する。南側で C-1SK714 と切り合うが、先後関係は不明である。確

認部分の規模は上端が長径約 95㎝、短径約 70㎝で、下端は明確でない。本土坑からは磁器 2 点う

ち青磁 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。陶器は関西系碗 1 点、土瓶の蓋 1 点

である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK728　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 の北側に位置する。東側を C-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分は西側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 155㎝である。本遺構からは磁器 20 点、

陶器 13 点、土師質瓦質土器 27 点、瓦が出土した。磁器には景徳鎮製饅頭心碗 1 点、陶胎染付碗 2 点、

陶胎染付香炉か火入れ 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの染付なしの端反碗 1 点、蓋物の蓋 2 点、色絵付

小丸碗 1 点、小広東碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ碗 1 点（1）が、陶器には唐津刷毛目鉢 1 点、関

西系色絵付碗 1 点、瀬戸腰錆碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 8 点、羽釜 1 点、甕

2 点がある。本遺構は 19 世紀代の廃棄遺構の可能性がある。

C-2　SK730　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-1 と C-2 の境に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分は西側の掘り方の一
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部のみであり、その規模は長径約 120㎝である。また、本遺構に伴うものではない可能性があるが、

上記の掘り方の中央で上面が平坦となった礎石状の石を確認した。その大きさならびに形状は最大

径約 20㎝の台形である。この礎石状の石と他の礎石や柱穴との配置関係は明確でない。本遺構か

らは土師質瓦質土器の皿 20 点（1）（2）、火鉢 1 点（3）、瓦多数うち上に開く三葉を中心飾りに持

つ軒平瓦（4）、中央の葉が二重線になる三葉の中心飾りの軒平瓦（5）、コビキ A の丸瓦 3 点（6）、

平瓦（7）（8）（9）、砥石 1 点が出土した。本遺構の時期は不明である。本遺構は主に瓦を廃棄した

廃棄遺構と考えられる。

C-3　SK731
　本土坑は C-3 の北側に位置する。北側を C-3SK368 と C-3SK428 に切られており、これらに先行

する。確認部分の規模は最大径約 70㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK732
　本遺構は C-3 の東側に位置する。北側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は長径約 55㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形であ

る。底部では小礫数個が出土した。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。形

状から柱穴である可能性がある。

C-3　SK733
　本遺構は C-3 の東側に位置する。南側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに形状

は長径約 50㎝、短径約 40㎝、下端が最大径約 30㎝の円形である。底部では小礫が出土した。本遺

構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。形状から柱穴である可能性がある。

C-1　SK735
　本土坑は C-1 の中央南西側に位置する。北東側を C-1SK706、北西側を C-1SK726、東側を

C-1SK710 に切られており、これらに先行する。確認部分の規模は上端が最大径約 125㎝、下端が

最大径約 105㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦うちコビキ A2 点、

不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK736　 遺物実測図

　本土坑は C-1 の南西側に位置する。東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

210㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 8 点、瓦うちコビキ B の丸瓦 3 点（1）

（2）（3）、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK737
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　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上下端とも長辺 40㎝、短辺 20

㎝の長方形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK740
　本土坑は C-3 の中央北側に位置する。南側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が最大径約 95㎝、下端が最大径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しな

かったため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK741・SV701
　本遺構は B-3 と C-3 の境に位置する。 西側で C-3SK721 と切り合うが、先後関係は不明である。

また、掘り方の東半部を T3、北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 240㎝、

短径約 150㎝である。本遺構の埋土中には木質が平面十字状を成して遺存しており、これを

C-3SV701 とした。これは長さ 130㎝以上、幅 10㎝前後の細長い板材状のものが十字に組み合わさ

った状態で腐朽した部分と想定される。C-3SV701 からは伊万里瓶 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出

土した。さらに、この木質部分のすぐ下層では、多数の人頭大前後の石が底部上に散乱した状態で

確認され、その中には石臼片 1 点も含まれる。これらの点のみでは本遺構の性格を明確にすること

は難しい。本遺構からはこの他磁器 3 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器に

は広東碗 1 点、皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿か鉢 2 点うち二彩手 1 点・灰釉 2 点うち皿 1 点、

関西系小杉碗 1 点、行平鍋 1 点がある。本遺構の時期は 19 世紀である。

C-2　SK742
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 55

㎝の長円形である。また、掘り方の中央でピット状の落ち込みを確認した。その規模ならびに形状

は上端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は

明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK801　
　本土坑は C-1 の中央に位置する。西半部を C-3KDSV1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 70㎝、下端は南側を掘り過ぎたため明確で

ない。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK802
　本土坑は C-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 30

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは陶

器の土瓶 1 点と碗 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。
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C-1　SK804
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、

下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは瓦、不明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期

は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SK805
　本土坑は C-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形、

下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は

明確でなく、性格も不明である。

C-2　SK807　 遺物実測図

　C-2 の西側で確認した層状の広がりである。磁器の中国製端反小坏 1 点、唐津灰釉 2 点、土師質

瓦質土器 8 点うち皿 7 点、瓦、羽口 1 点が出土した。瓦には上に開く三葉の中心飾りの軒平瓦（1）

（2）等がある。

C-3　SK808
　本遺構は C-3 と D-3 の境に位置する。南側を C-2SK77 に切られている可能性がある。その北半

部は石が散乱した状態であったため攪乱を受けていると見られるが、南半部では東西両側に石を配

列した南北に延びる溝状の施設が残存していた。この溝状部分は、使用されている石が長径約 30

㎝以下の大きさと形状が不統一な角礫で、溝の内側も石の側面が十分にそろえられておらず、この

部分も攪乱を受けた可能性が否定できないという印象があるものであった。この溝状部分の規模は

長さ約 85㎝以上、内面の幅は上記のとおり不統一で、概ね 25㎝前後以下である。また、この溝状

部分の南端には、長軸がこれと直行する形で長さ約 20㎝、幅約 10㎝の丸瓦が凹面を上にした状態

で確認され、本遺構に伴うものである可能性がある。以上の点から、本遺構は庭に関わる造作物と

いった様な施設であると推測される。本遺構からは唐津呉器手碗 1 点・同一個体と思われる鉄釉瓶

3 点（C-3SK901 出土のものと接合）、土師質瓦質土器 6 点うち皿 4 点と火鉢？ 2 点が出土した。遺

物が少ないため本遺構の時期は明確でない。なお、本遺構の北東隣には集石遺構である C-3SK319

が位置しており、本遺構に伴う石材を撹乱後に集めたものである可能性もあろう。

C-1　SK809
　本土坑は C-1 の北西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大径

約 50㎝、下端が最大径約 35㎝である。また、掘り方の西側ではピット状の落ち込みを確認した。

その規模ならびに形状は上端が最大径 20㎝の円形、下端が最大径 10㎝の円形である。本土坑から

は磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。陶器は唐津刷毛目鉢 2 点・灰釉 1 点、

備前壷 1 点・瓶 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でな
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く、性格も不明である。

C-2　SK815
　本土坑は C-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35㎝

の不整形な長円形、下端が最大径約 35㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦

が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK901
　本土坑は C-3 の南側に位置する。本土坑の掘り方を南北にトレンチが切っており、このトレンチ

の西側の掘り方は明瞭であったが、東側は不明瞭で、わずかに底部の痕跡と見られる部分のみ確認

した。また、西側もトレンチに切られており、南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模

は長径約 200㎝である。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点・鉄釉瓶 1 点（C-3SK808 出土のものと接合）、

土師質瓦質土器の皿 4 点、瓦が出土した。本土坑の時期は 16 世紀末であり、性格は不明である。

C-3　SK903
　本土坑は C-3 の中央南西側に位置する。北側で C-3SK907 を切っており、これより新しい。トレ

ンチに切られ、北東側と南東側の掘り方の一部を確認したのみであり、その規模は長径約 60㎝で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。本土坑はその位置関係から下層で確認した

C-3SK909 の底部西側の石群を埋設した際の掘り方である可能性がある。

C-3　SK904
　本土坑は C-3 の南西側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長

径約 65㎝である。本土坑からは陶器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

C-3　SK905
　本土坑は C-3 の北側に位置する。西側を C-3SK428 と C-3SK731 に切られており、これらに先行

する。確認部分の規模は上端が長径約 130㎝、短径約 90㎝、下端が長径約 90㎝、短径約 50㎝である。

本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK907　 遺物実測図

　本土坑は C-3 の中央南西側に位置する。南側で C-3SK903 に切られており、これに先行する。また、

南側で C-3SK909 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は上端が最大径約 255㎝、下端

が最大径約 120㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 6 点、瓦、不明鉄製品 1 点、銭種不明

銭貨 1 点（1）、が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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C-3　SK908
　本土坑は C-3 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 55㎝

の長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 40㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土していない

ため時期は不明である。本土坑はその位置関係から C-3P337 の掘り方である可能性がある。

C-3　SK909
　本遺構は C-3 の中央南側に位置する。北西側を C-3SK907、南東側を C-3SV901 に切られており、

これらに先行する。また、北東側と東側はトレンチで壁を失っている。確認部分の掘り方は東西に

長く、その規模は上端が長径約 380㎝、短径約 120㎝、下端が最大幅約 95㎝である。また、底部の

東西両側では礎石の可能性がある上面を平坦に据えた石を確認した。東側のものは上面の大きさが

長径約 60㎝、短径約 50㎝で、本遺構の南東側の壁と底部の粘質土層ではこの石の埋設に伴う掘り

方を確認した。また、西側では上面の大きさが長径約 30㎝、短径約 20㎝と長径約 40㎝、短径約 30

㎝の大小 2 個の主要な石が東西に隣接して底部の粘質土層上に据えられていた。この西側の石群に

ついては C-3SK903 がその埋設に伴う掘り方である可能性もある。上記の様に、これら東西の石個々

に掘り方が伴うとすれば、これらと本遺構全体の掘り方が別個の遺構である可能性もあるが、トレ

ンチで失われた部分が多く、詳細は明確でない。これらの石を礎石とすれば、本遺跡で確認した礎

石でも特に深い位置で確認され、かつ比較的大きなものであるが、他の礎石や柱穴との配置関係は

不明である。本遺構からは磁器 1 点、斜めに擂目が入る備前擂鉢 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦、

貝殻が出土した。遺物が少ないため本遺構の時期は明確でない。

C-3　SK911
　本遺構は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。また、西側をトレンチに切

られている。確認部分は東側の壁の一部のみであり、その規模は長径約 40㎝である。本遺構から

は瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SK912
　本土坑は C-3 の南側に位置する。東側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

60㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

SV
C-3　SV1
　本遺構は C-3 の南側に位置する。形状は不明瞭で下端は砂層で途切れ、明確に遺構とは断定でき

ないが、磁器 2 点、陶器の関西系徳利 1 点、軟質施釉陶器のミニチュア 1 点、中空の土人形 1 点、

土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 6 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。
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C-1　SV2
　本溝状遺構は C-1 から C-2 にかけての東側に位置する。本遺構は北北東から南南西に延びており、

北側は調査区外のため不明だが、さらにその先へ続いている。また、南側は C-2KDSK18 に切られ

ており、これに先行する。C-2KDSK18 の南側にも本遺構に類似する溝状遺構が続いており、本遺

構とは長軸がわずかに西にずれているが、一連の遺構である可能性がある。その場合、本遺構は

C-3 で C-3KDSK5、6 に切られるまで続いていることとなり、さらに南側の調査区外に続く可能性

もある。確認部分の規模は最大幅約 120㎝であり、掘り方はごく浅く明瞭でない。また、C-1 にお

ける本遺構の東側に、西側で面をそろえた切石からなる一段のみの列石が部分的に残存し、C-2 に

もこれと一連と見られる切石が 1 個残存することから、本来こうした列石が本遺構の東側の側壁と

して連なっていたことが想定される。また、底部には転石が処々に見られた。さらに、

C-2KDSK18 以南の溝部分の西側では、これに沿って南北約 8 ｍ、東西に最大約 1 ｍの範囲で大小

の角礫からなる集石が広がっていた。この集石部分は西側に掘り方を伴っており、その確認部分の

規模は長さ約 5 ｍである。以上のとおり、本遺構は場所ごとの情報が断片的であるが、その東側は

道路跡、西側は武家屋敷地の東境をなす壁が存在したと見られるため、その境界に位置した側溝で

あると考えられる。本遺構からは磁器 63 点、陶器 74 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 49 点、

瓦、不明鉄製品 6 点、銅線 1 点、ガラス 3 点が出土した。磁器には型打ち成形の菊花皿 1 点、袋物

2 点、くらわんか手碗 1 点、端反碗 1 点、望料碗の蓋 1 点、陶胎染付碗 2 点、蛇の目凹形高台の高

台高が高い菊花皿 1 点、段重 1 点、型紙摺り西洋コバルト製品 2 点、蓋 1 点が、陶器には唐津壺か

甕 1 点・灰釉皿 1 点・京焼風陶器 3 点、備前 4 点うち袋物 1 点・瓶 1 点・灯明皿 1 点、瀬戸水甕 1 点・

風炉 1 点・腰錆碗 1 点・甕類 1 点・壺か甕 1 点・土瓶 1 点、信楽壺か甕 1 点、関西系 5 点うち行平

鍋 1 点・袋物 1 点・碗 1 点、萩碗 1 点、摺鉢 1 点、山水土瓶 4 点、青土瓶 1 点、土瓶の蓋 2 点、行

平鍋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 6 点、甕 4 点、焜炉 6 点がある。本遺構の時期

の上限は、下層で確認した C-1SV301 の時期から 18 世紀後半以降と見られ、下限は近代以降である。

C-2　SV4
　本溝状遺構は C-2 の北側に位置する。C-2SK41 の底部で確認した。また、南側を C-2KDSK19 に

切られており、これに先行する。確認部分の規模は長さ約 130㎝、最大幅約 35㎝、下端が最大幅約

30㎝である。また、本遺構はその位置関係と形状から、北側に位置する C-2SK241 と同一の溝であ

ろう。両者を合わせた確認部分の長さは約 615㎝である。本遺構からは磁器 7 点、陶器 12 点、軟

質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、不明鉄製品 4 点が出土した。陶器には唐津刷毛目 1 点、

備前の蓋 1 点、瀬戸灰釉碗 1 点、関西系 4 点うち色絵付碗 1 点、土瓶 2 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦

質土器には皿 4 点、内耳土器 3 点がある。本遺構の時期は 18 世紀末であり、性格は不明である。

C-3　SV5
　本溝状遺構は C-3 の中央に位置する。北側を C-3SK47 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長さ約 145㎝、最大幅約 40㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本遺構からは磁器 3 点、
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陶器 3 点、土師質瓦質土器の皿 3 点、不明銅製品 1 点が出土した。磁器は陶胎染付 1 点、端反小坏

1 点、外面鉄釉 1 点、陶器は唐津溝縁皿 1 点・灰釉皿 1 点・鉄釉袋物 1 点である。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

C-3　SV6
　本溝状遺構は C-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長さ

約 125㎝、最大幅約 35㎝、下端が最大幅約 20㎝である。本遺構からは土師質瓦質土器 1 点が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

C-1　SV301
　本溝状遺構は C-1 から C-2 にかけて位置する。北側は調査区外のため不明である。また、南側の

掘り方は不明である。確認部分の規模は長さ約 18 ｍ、最大幅約 130㎝で、断面形状はごく浅い U

字形である。また、底部の各所で概ね人頭大以下の大小の角礫を多数確認した。これらは単なる転

石もしくは廃棄されたものとは断定し得ないほど広い範囲で認められ、何らかの意図の下に、また、

当初は底部全体に敷衍されていた可能性もあろう。本遺構は C-1SV2 の下層のやや西側にずれた位

置でこれと並行して北北東から南南西に延びており、土層断面からも両者に時期差があったと見ら

れる。従って、C-1SV2 以前に機能した道路と武家屋敷地の境の溝と見られる。本遺構からは磁器

14 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 13 点、瓦、不明鉄製品 1 点、混入と見られる土管 1 点が出土

した。磁器には二重網目紋碗 1 点、陶胎染付碗 1 点、型打ち成形で高台内無釉の口紅菊花皿 1 点、

小振りな碗 1 点、湯飲み碗 1 点が、陶器には唐津灰釉 8 点うち皿 1 点・鉄釉袋物 1 点・内野山窯製

銅緑釉皿 1 点・刷毛目 2 点、関西系徳利 1 点、備前擂鉢 1 点、萩 1 点、行平鍋 1 点、壷か甕 2 点、

土瓶の注口部 1 点と蓋 1 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 4 点、瓦質土瓶の

鉄砲口注口部 1 点がある。湯飲み碗と行平鍋を混入とすれば、時期は 18 世紀末以降である。

C-1　SV303　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 の南側に位置する。本遺構の規模は上端が長さ約 285㎝、最大幅約 80㎝、下端が最

大幅約 50㎝である。本遺構からは磁器 8 点、陶器 30 点、土師質瓦質土器 21 点、瓦うちコビキ A

の丸瓦 1 点、不明鉄製品 9 点、砥石 1 点が出土した。磁器には蛇の目釉剥ぎの皿 1 点、袋物 2 点が、

陶器には唐津絵唐津皿 1 点・灰釉皿 1 点・京焼風陶器 8 点・碗 1 点・壷か甕 1 点、擂鉢 3 点、壷か

甕 1 点、萩？の香炉火入れ 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 9 点うち A 群の

口縁部 3 点がある。本遺構の時期 17 世紀後半であり、性格は不明である。

C-1　SV304
　本遺構は C-1 の北側に位置する。西側を C-1KDSK10 に切られており、これに先行する。また、

北側は石で画されている。確認部分の規模は長さ約 115㎝、最大幅約 30㎝で、掘り方は浅く明瞭で

ない。本遺構からは瓦、瓦の転用品 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明であ
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る。

C-1　SV601　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 の北側から中央にかけて位置する。各所を上層の遺構に切られている。本遺構では

長径約 30㎝以下の大きさと形状が不規則な角石を、北北東から南南西にかけて約 2.4 ｍにわたり連

ねた石列を確認した。また、これに伴う掘り方は北側と東側ならびに底部の一部のみを確認した。

その規模は長径約 4 ｍ、短径約 130㎝である。本遺構からは磁器 5 点、陶器 21 点、土師質瓦質土

器 17 点うち皿 14 点、軟質施釉の土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土した。磁器には碗 1 点、

型打ち成形輪花の景徳鎮皿 1 点（1）、袋物 1 点があり、陶器は唐津絵唐津皿 1 点・灰釉皿 4 点・灰

釉碗 1 点・土灰釉碗 1 点・京焼風陶器 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点・同一個体と見られる内面に

青海波の当具痕がある土灰釉瓶 4 点・壷か甕 1 点、唐津岸岳か福岡藁灰釉 1 点、志野皿 1 点（2）、

備前擂鉢 4 点・壷甕 1 点である。瓦には上に開く三葉を中心飾りとする軒平瓦（3）、コビキ A の

丸瓦 1 点がある。本遺構の時期は 17 世紀後半であり、性格は不明である。

C-1　SV801　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本溝状遺構は C-1 から C-2 にかけての西側に位置する。各所を上層の遺構に切られており、これ

らに先行する。南側は C-3KDSV2 に切られ、その先の C-3 ではこれに続く掘り方は確認されなか

った。また、北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長さ約 18.3 ｍ、最大幅約 2.4 ｍ

で、断面形状は確認部分から浅い逆台形状と推定される。本遺構からは磁器 3 点うちイゲ縁皿 1 点、

唐津溝縁皿 1 点・刷毛目 1 点、備前瓶の口 1 点、土師質瓦質土器 35 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 2

点と軒丸瓦 1 点、不明鉄製品 2 点、将棋の駒の形状をした石製品 1 点（2）が出土した。土師質瓦

質土器には皿 16 点うち手捏ね 3 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点、羽釜 1 点、羽口 1 点（1）が、

瓦にはコビキ A 軒丸瓦 2 点（3）（5）、三つ巴紋軒丸瓦（4）、平瓦（6）等がある。本遺構の時期は

17 世紀前半である。本遺構では水路である痕跡が確認されず、他の遺構との関係も不明であるため、

性格は不明である。

C-3　SV901
　本溝状遺構は C-3 の中央から南側にかけて位置する。北側をトレンチに切られている。また、南

側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長さ約 390㎝、最大幅約 120㎝、下端の最大幅

約 85㎝で、断面形状はごく浅い逆台形状である。溝状を呈するものの掘り方が浅く明瞭でないため、

溝として機能していたかどうか疑問は残るが、掘り方内に沿って拳大前後の転石が処々で出土した

ことから、遺構でないとは断定できない。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

P
C-1　P213
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　本ピットは C-1 の西側に位置する。磁器 12 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁

器には直線的に開く碗 1 点、陶胎染付碗 1 点、碗 7 点、青磁香炉 1 点、袋物 1 点が、陶器には擂鉢

1 点、鍋 2 点が、土師質瓦質土器には甕 2 点がある。広東碗を含まず、時期は 18 世紀後半で広東

碗出現以前である。

C-1　P305
　本ピットは C-1 の南側に位置する。磁器 9 点、陶器 23 点、軟質施釉陶器の鍋 1 点、土師質瓦質

土器 14 点、瓦が出土した。磁器には段重 1 点、陶胎染付碗 1 点、端反小坏 1 点、端反碗 1 点、青

磁 1 点が、陶器には唐津胎土目皿 1 点・刷毛目碗 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点、関西系碗 4 点・

徳利 4 点、擂鉢 3 点、瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点がある。時期は 19 世紀代である。

C-1　P322
　本ピットは C-1 の南側に位置する。桐紋飾り瓦（1）が出土した。

C-3　P521
　本ピットは C-3 の南側に位置する。掘り方内で柱痕を確認した。磁器 4 点、唐津砂目積み灰釉皿

1 点（1）、瓦が出土した。

KDSK
C-3　KDSK2
　本土坑は C-3 に位置する。遺物は出土しなかった。

C-3　KDSK4
　本土坑は C-3 に位置する。陶磁器が出土した。

C-3　KDSK5
　本土坑は C-3 に位置する。陶磁器、瓦の転用品 1 点が出土した。

C-3　KDSK6
　本土坑は C-3 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-1　KDSK10
　本土坑は C-1 に位置する。遺物は出土しなかった。

C-1　KDSK13
　本遺構は B-1 から C-1 にかけて位置する。陶器が出土した。
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C-1　KDSK14　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は C-1 に位置する。磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、瓦、鉄釘が出土した。

瓦には瓦当上縁に「□㋠峰」の刻印を有する菊間Ⅰ類軒平瓦（1）がある。

C-2　KDSK15
　本土坑は C-2 に位置する。陶磁器が出土した。

C-2　KDSK17
　本遺構は C-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-2　KDSK18
　本土坑は B-2 から C-2 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

C-2　KDSK19　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は C-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。磁器には見込みに目痕が 4

か所ある江波？広東碗 1 点（1）、コビキ B 三つ巴紋軒丸瓦（2）等がある。

C-3　KDSK20
　本遺構は C-3 に位置する。陶磁器が出土した。

C-2　KDSK22
　本土坑は C-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-1　KDSK23
　本土坑は C-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-1　KDSK25
　本土坑は C-1 に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

C-1　KDSK100
　本土坑は C-1 に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

KDSV
C-3　KDSV1・C-1　KDSV7・SK305　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は C-1 から C-3 にかけて位置する。C-2KDSK19 に切られ南北に分断されているものの、
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これらは同一の溝状遺構と見られ、その南部を C-3KDSV1、C-1 における北側部分を C-1KDSK7、

C-1 の南側から C-2 の北側にかけての部分を C-1SK305 として発掘した。C-3KDSV1 からは陶磁器、

土師質瓦質土器、瓦、不明鉄製品、煙管の一部と思われる銅製品 1 点が出土した。C-1KDSV7 から

は瓦うち瓦当上縁に「□㋠峰」「□大」の刻印を有する菊間Ⅰ類軒平ないし軒桟瓦各 1 点（1）（2）、

同じく「菊岩」「菊山」の刻印を有する菊間Ⅰ類軒桟瓦各 1 点（3）（4）が出土した。C-1SK305 か

らは磁器 34 点、陶器 39 点、軟質施釉陶器の蓋？ 1 点、軟質施釉陶器の人形 1 点、土師質瓦質土器

31 点、土人形 3 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 11 点、砥石 1 点、ガラス 10 点が出土した。

磁器には碗 1 点、青磁 2 点、染付瓶 1 点、「宣明年製」の銘があるもの 1 点、西洋コバルト 3 点う

ち型紙摺り 2 点が、陶器には唐津灰釉皿 2 点・刷毛目 1 点・袋物 1 点、備前灯明皿 1 点・袋物 2 点、

関西系 2 点、壷か甕 1 点、擂鉢 2 点、植木鉢か？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 7 点、

同一個体と思われる焜炉 4 点がある。瓦には軒平瓦（1）がある。

C-3　KDSV2・D-2　SK52　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は B-3、C-2、3、D-2、3 にかけて位置する。陶磁器（うち端反碗 1 点が D-2SK52 出土の

ものと接合）、土師質瓦質土器、瓦、不明鉄製品、不明銅製品 1 点が出土した。磁器には見込みに

目痕のある江波？広東碗 1 点（1）等が、陶器には瀬戸美濃灰釉高田徳利 1 点がある。また、「菊間

西八」の刻印がある軒平瓦、凸面に「正菊間藤」の刻印のある丸瓦（2）、同じく「菊間藤」の刻印

のある丸瓦（3）、桟瓦（4）等がある。本遺構の北西端部を D-2K52 として発掘した。ここからは

磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点（1）（2）うち蓋

1 点（3）、陶器には唐津片口鉢 1 点（4）、関西系香炉火入れ 1 点（5）、鉄釉かける擂鉢 1 点（6）、

鉄釉を掻きとって紋様とする丹波瓶 1 点（7）が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群 1 点（8）、2

枚の板の長辺どうしを接合し断面Ｌ字形にした何かの部品？ 1 点（9）、円盤状の窯道具か 1 点（10）、

羽釜 1 点（11）、甕 1 点（12）がある。軒平瓦（13）がある。

C-1　KDSV3　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は C-1 から E-1 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。瓦当上縁に「□

森」の刻印を有する菊間Ⅰ類の軒平瓦（1）がある。

C-1　KDSV4・KDSK8　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は C-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。磁器には小広東碗 1 点（1）等

がある。C-1KDSK8 は KDSV4 の一部である。染付蓋物 1 点（1）が出土した。

C-2　KDSV5
　本遺構は C-2 から E-2 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-1　KDSV6
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　本遺構は C-1 から C-2 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

C-3　KDSV8　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は C-3 に位置する。本遺構からは陶器、大黒天人形 1 点（1）等が出土した。

（4）　D 区の遺構と遺物

SB
D　SB301　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C、D、E 各区にかけての南側に位置する。本遺構は 3 列の建物の基礎と考えられる遺

構群、すなわち D-2、3 と E-2、3 の境に沿って西北西から東南東にかけて直列する 6 基（北側列と

する）、D-3 の西側で北側列の西端を起点として南側へ北北東から南南西にかけて直列する 6 基（中

央列とする）、C-3 の南側で中央列の南端を起点として東側へ西北西から東南東にかけて直列する 3

基（南側列とする）、計 15 基からなる。このうち北側列は長さ約 9.8 ｍ、また、東端の D-2SK381

から D-2SK3002 にかけての 5 基の各距離は心々で 1.5 ｍ強と等間隔で、西端の E-3SK409 とその東

側の D-2SK3002 のみは同じく約 2.2 ｍと異なる。次に中央列は、北側列東端の D-2SK381 を北端と

して長さ約 10.2 ｍ、また、D-2SK381 を含む 7 基の各距離は心々で約 1.6 ｍと等間隔である。次に

南側列は、中央列南端の D-3SK432 を西端として長さ約 5.4 ｍ、また、東端の C-3SK371 から

C-3SK906 までの 3 基の各距離は心々で約 1.6 ｍと等間隔で、D-3SK432 とその東側の C-3SK906 の

み は 同 じ く 約 1.8 ｍ と 異 な る。 な お、 北 側 列 の D-2SK364・SK365、D-3SK385、 中 央 列 の

D-3SK345・SK404 は、その規模と形状が CSB301 のグループ 1 の遺構と類似しており、両者は上

屋構造が同様であった可能性がある。これらの遺構は形状や上記のとおり間隔の一部に差違が認め

られるため疑問も残るが、各列の遺構がその列内では概ね等間隔で直列し、また南側列ならびに北

側列の各遺構を結ぶ線と中央列の各遺構を結ぶ線が各端部の遺構を交点として直角に交わること

や、一部を除いて礎石と見られる石を有する等共通性と関連性が認められるため、一連の建物跡を

構成している可能性があることからまとめて記述する。なお、各列の延長上では連続する遺構は確

認されず、うち中央列の南側は調査区外のため不明である。また、北側列の北に接して D-2SV302

ならびに D 石列 301 が、中央列の上層に D 石列 1 が位置し、その位置関係から本遺構との関連性

が強く伺われる。

　まず、北側列の遺構について東から順に述べる。

　D-2SK381 は東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部分の規模ならびに形状

は上端が長径約 105㎝、短径約 60㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 45㎝の長円形である。本遺構の

底部中央では南北 2 個の礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。北側の石の大きさなら

びに形状は長径約 25㎝、短径約 15㎝の不整形、南側の石の大きさならびに形状は長辺約 20㎝、短

辺約 15㎝の長方形である。本土坑からは唐津灰釉皿 2 点うち胎土目積み 1 点・土灰釉壷か甕 1 点、

土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、不明鉄製品 7 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　D-2SK364 は北東側を D-2SK230 に切られており、これに先行する。本遺構は建物の柱本体を据
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えたと見られる北側土坑と、その控柱を据えたと見られる南側土坑からなる。確認部分の規模なら

びに形状は長径約 175㎝、北側土坑の上端が長径約 85㎝、短径約 70㎝、下端が長径約 60㎝の不整

形な円形で、南側土坑はトレンチに切られているが、上端が長径約 65㎝、短径約 40㎝の長円形と

見られる。北側土坑の底部では上面を平坦に据えた上下 2 個の石を確認した。上側のものは上面の

大きさならびに形状が長辺約 30㎝の不整形な方形、下側のものは上面の大きさならびに形状が長

辺約 40㎝の不整形な方形である。そのいずれかが礎石と見られる。北側土坑からは伊万里皿 1 点、

唐津灰釉皿 3 点、土師質瓦質土器 10 点うち皿 6 点、瓦うちコビキ A1 点、碁石 1 点、硯 1 点、不

明鉄製品 4 点が出土した。南側土坑からは土師質瓦質土器の焼塩壷 1 点、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

　D-2SK365 は性格不明の北側土坑、建物の柱本体を据えたと見られる中央土坑、その控柱を据え

たと見られる南側土坑からなる。本遺構の規模ならびに形状は長径約 220㎝、北側土坑の上端が長

径約 75㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 65㎝、中央土坑の上端が長径約 75㎝、短径

約 65㎝、下端が最大径約 60㎝の不整形な隅丸三角形、南側土坑の上端が長径約 110㎝、短径約 90㎝、

下端が長径約 70㎝、短径約 65㎝の不整形な隅丸三角形である。本遺構からは陶器 5 点、土師質瓦

質土器 4 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 7 点が出土した。陶器は唐津灰釉皿 3 点、備前擂鉢 1 点で

ある。遺物が少ないため時期は明確でない。

　D-3SK385・SK398 は建物の柱本体を据えたと見られる北側土坑、その控柱を据えたと見られる

南側土坑からなる。北側土坑を D-3SK398、南側土坑を D-3SK385 として発掘した。D-3SK385 の上

端の南側は不明である。本遺構の規模ならびに形状は長径約 180㎝、D-3SK398 の上端が長径約 75㎝、

下端が最大径約 60㎝の不整形な円形、D-3SK385 の上端が長径約 75㎝、下端が長径約 80㎝、短径

約 70㎝の不整形な円形である。D-3SK385 からは磁器 2 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 10 点のう

ち皿 6 点、瓦、不明鉄製品 17 点、碁石 1 点が出土した。陶器には唐津岸岳系 1 点・灰釉碗か皿 5 点・

灰釉碗 2 点・灰釉皿 4 点うち溝縁皿 1 点と砂目 1 点・灰釉 1 点がある。D-3SK398 からは唐津灰釉

碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。ともに遺物が少ないため時期は明確でない。

　D-2SK389 は掘り方内の北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 70㎝である。

本遺構からは磁器 1 点、陶器 5 点うち唐津灰釉胎土目鉢 1 点・片口 1 点（1）、土師質瓦質土器 10

点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製品 12 点、不明青銅製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でない。本遺構では D-3SK385 等に見られる控柱用の土坑が確認できず、その位置関係からのみ

この北側列を構成する遺構の一つと推定した。

　D-3SK3002 は掘り方内の北側をトレンチに切られている。明確でないが、その位置関係から

D-2SK389 と同一の遺構である可能性があるため、ここに記述する。確認部分の規模は長径約 35㎝

である。また、これに伴う柱痕の可能性があるピットを確認した。その規模ならびに形状は上端が

最大径約 15㎝の円形である。本土坑からは土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は

明確でない。

　E-3SK409 は北東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長径約 60㎝、下端が最

大径約 40㎝の円形である。また、礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の
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大きさは長径約 25㎝、短径約 20㎝である。本遺構からは陶器 2 点うち唐津灰釉溝縁皿 1 点と擂鉢

1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

　次に、中央列の遺構について北から順に述べる。

　D-3SK808 の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 45㎝の長円形、下端が長径約 55㎝、

短径約 30㎝の長円形である。また、底部では礎石と見られる石 2 個を確認した。これら 2 個の石

の上面を平坦にそろえた上で繋げて据えており、両者を併せた上面の大きさは長径約 35㎝、短径

約 30㎝である。本遺構からは碁石 1 点が出土したのみのため時期は明確でない。

　D-3SK404 は建物の柱本体を据えたと見られる東側土坑と、その控柱を据えたと見られる西側土

坑からなる。本遺構の規模ならびに形状は長径約 125㎝、東側土坑の上端が最大径約 65㎝の不整形

な円形、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形、西側土坑の上端が最大径約 65㎝の不

整形な円方、下端が最大径約 45㎝の円形である。東側土坑の底部では礎石と見られる上面を平坦

に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長径約 25㎝、短径約 20㎝の台形である。

本遺構からは磁器 2 点うち中国製か？口縁端部 L 字で釉剥ぎする色絵碗 1 点、唐津それぞれ同一

個体と思われる灰釉皿 2 点と碗 2 点・灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　D-3SK402 は西側を D-3SK63 に切られており、これに先行する。本遺構は建物の柱本体を据えた

と見られる東側土坑と、その控柱を据えたと見られる西側土坑からなる。確認部分の規模は長径約

135㎝、東側土坑の下端が長径約 45㎝、短径約 40㎝の隅丸台形、西側土坑は断面形状が半円状を成

すことから下端が明瞭でない。東側土坑の底部では礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認し

た。その上面の大きさならびに形状は最大径約 20㎝の不整形である。また、西側土坑の底部では

小礫を確認したが、控柱の固定用の詰石の一部と推測される。本遺構からは磁器 3 点、陶器 16 点、

土師質瓦質土器 17 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 10 点、青銅製飾り金具か？ 1 点（2）、貝

殻が出土した。磁器には鉄釉碗 1 点、伊万里袋物 1 点が、陶器には唐津岸岳系 5 点うち皿 1 点と碗

2 点・灰釉碗 2 点・灰釉皿 3 点うち溝縁皿 1 点・二彩手皿 1 点・土灰釉壷 1 点、志野 2 点、備前擂

鉢 1 点、土師質瓦質土器には皿 13 点（1）うちへら切り 1 点がある。遺物が少ないが、本遺構の時

期は 17 世紀前半である可能性がある。

　D-3SK319・P317 は柱痕と見られる D-3P317 とその掘り方と見られる D-3SK319 からなる。

D-3P317 は本遺構の中央部に位置し、その規模ならびに形状は上端が最大径約 15㎝の円形、下端

が最大径約 10㎝の円形である。次に、D-3SK319 は東西両側をトレンチに切られており、確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 65㎝の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短

径約 35㎝の長円形である。その掘り方内からは上下 2 個の上面を平坦に据えた石を確認した。上

側のものは D-3P317 に伴う礎石と見られ、その上面の大きさならびに形状は長辺約 25㎝、短辺約

15㎝の長方形、下側のものは礎石かあるいは上記の礎石を支えるためのものと見られ、同じく長径

約 30㎝、短径約 20㎝の台形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器の初期京焼

1 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。磁器は中国製 1 点、皿 1 点であり、

陶器には唐津灰釉 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。
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　D-3SK516 は D-3SV601 の掘り方内に位置し、これより新しい。本遺構の規模ならびに形状は上

端が長径約 80㎝、短径約 55㎝の不整形な長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 40㎝の不整形な長円

形である。本遺構からは磁器 2 点、陶器の灰釉どら鉢 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でない。

　D-3SK432 はともに上面を平坦に据えた礎石状の石を伴う南北 2 基の遺構が連続した形状を呈す

る。このため、本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝の不整形な双円形、北側の上端が

長径約 45㎝、下端が最大径約 25㎝の隅丸台形、南側の上端が長径約 60㎝、下端が長径約 50㎝、短

径約 35㎝の隅丸台形である。北側の石の上面の大きさならびに形状は最大径約 20㎝の不整形な方

形、南側は同じく長径約 25㎝、短径約 20㎝の台形である。このうち南側のものが位置上 DSB301

の礎石として適当であり、北側のものは性格が不明で、両者が別遺構である可能性もある。本遺構

からは伊万里染付瓶 1 点、唐津京焼風唐津 1 点、土師質瓦質土器 9 点うち皿 3 点と内耳土器 1 点、瓦、

不明鉄製品 1 点が出土した。加えて、北側のものから唐津灰釉碗 1 点、瓦、南側のものから青磁 1 点、

唐津岸岳系か？碗 1 点、唐津か？擂鉢 1 点、瓦が個別に出土した。遺物が少ないため時期は明確で

ない。

　次に、南側列の遺構について東から順に述べる。

　C-3SK371 は南西側を C-3SK349 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は長径約 55

㎝である。また、礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形

状は長径約 25㎝、短径約 25㎝の台形である。本遺構からは初期伊万里皿 1 点、瓦が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でない。

　C-3SK360 はトレンチに切られ上端が明確でない。掘り方の確認部分の規模は最大径約 55㎝であ

る。また、底部で礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形

状は長辺約 25㎝、短辺約 20㎝の長方形である。本遺構からは器種不明の唐津 1 点、土師質瓦質土

器 9 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 3 点、皿 2 点がある。遺物

が少ないため時期は明確でない。

　C-3SK906 は西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 45㎝、短径約 40㎝である。

また、礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長辺約

35㎝、短辺約 25㎝の長方形である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。

　南側列の遺構は北側列と中央列の遺構に比べ、小規模で礎石 1 個とその掘り方が見られるのみで

ある。このため、その上屋構造がこれらと異なっていたと見られる。

SA
D　SA1
　本柱穴列は D-1 から D-2 にかけての東側に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さら

に延びていると見られる。また、南側は C-3KDSV2 に切られており、さらに延びていた可能性が

ある。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、北から D-1P328、D-1P254、

D-1P104、D-2P250、D-2P89 の 5 基で構成される。近代遺構に切られ途切れたところがあるが、各
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ピットの間隔は心々で約 190㎝、すなわち 1 間である。なお、南側の延長線上に位置する D-SA2 は、

本柱穴列との間に 4 基を補うにしてもピット間の等間隔性がやや保てないが、本柱穴列と同じく概

ね 1 間間隔でピットが並ぶことから、同一の柱穴列である可能性がある。各ピットの概要はピット

一覧表にまとめた。

D　SA2
　本柱穴列は D-3 の東側に位置する。北側は C-3KDSV2 で切られており、さらに延びていた可能

性がある。また、南側にもさらに延びていた可能性はあろう。本柱穴列は北北東から南南西にかけ

て直線状に連なっており、北から D-3P36、D-3P78、D-3P38、D-3P515、D-3P256 の 5 基で構成さ

れる。各ピットの間隔は、多少の長短はあるものの心々で概ね約 190㎝、すなわち 1 間である。

D-SA1 の項で述べたとおり、これと同一の柱穴列である可能性がある。各ピットの概要はピット

一覧表にまとめた。

D　SA3　 遺物写真  陶磁器観察表

　本柱穴列は D-1 から D-2 にかけての東側に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さら

に延びていると見られる。また、南側にもさらに延びていた可能性はあろう。本柱穴列は北北東か

ら南南西にかけて直線状に連なっており、北から D-1P6、D-1P8、D-1P7、D-1P324、D-1P48、

D-2P13、D-2SK254 の 7 基で構成される。各ピットの間隔は心々で概ね約 160㎝である。なお、南

側の延長線上に位置する D-SA4 は、本柱穴列との間に 5 基を補うことでピット間の等間隔性が保

てるが、D-SA4 の各ピットは石列遺構と重複している等のため掘り方が不明瞭であり、断定し得

ない。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。なお、D-1P8 からは磁器の皿 1 点、軟質施釉陶

器の天神人形 1 点（1）が出土した。

　D-2SK254 の規模は上端が長径約 40㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形、下端が長径約 30㎝、短

径約 25㎝の不整形な長円形である。磁器 2 点、陶器 3 点うち行平鍋 1 点、土師質瓦質土器 3 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

D　SA4
　本柱穴列はD-3の東側に位置する。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、

北から D-3P18、D-3P19、D-3P26、D-3P39 の 4 基で構成される。各ピットの間隔は、心々で

D-3P18 から D-3P29 までの 3 基が約 160㎝、D-3P29 と D-3P39 で 175㎝である。既述の通り本柱穴

列を構成するピットは形状が不明瞭であり、十分検討し得ない。各ピットの概要はピット一覧表に

まとめた。

D　SA5
　本柱穴列は D-1 の西側に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さらに延びていると見

られる。また、南側にもさらに延びていた可能性はあろう。本柱穴列は北北東から南南西にかけて
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直線状に連なっており、北から D-1P21、D-1P80、D-1P237、D-1P236、D-1P234 もしくは D-1P235、

D-2P213 の 6 基で構成される。各ピットの間隔は心々で約 180㎝から約 190㎝、すなわち 1 間である。

なお、南側の延長線上に位置する D-SA6 と D-SA8 のいずれかが本柱穴列と同一の柱穴列である可

能性があり、両者が近接しているため断定は難しいが、ピットの間隔が同じである後者の方と見ら

れる。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

D　SA6
　本柱穴列は D-3 の西側に位置する。確認部分は D-3 に収まるが、南北双方にさらに延びていた可

能性はあろう。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、北から D-3P69、

D-3P28、D-3P29、D-3P31 の 4 基で構成される。各ピットの間隔は D-3P28 から D-3P31 までの 3 基

では心々で約 160㎝だが、D-3KDSV8 に切られている D-3P69 と D-3P28 の間は 1 基を補うとして

も他よりやや広く、疑問が残る。なお、北側の延長線上に位置する D-SA5 と D-SA7 のいずれかが

本柱穴列と同一の柱穴列である可能性があり、両者が近接しているため断定は難しいが、ピットの

間隔がほぼ同じである前者の方と見られる。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

D　SA7
　本柱穴列は D-1 から D-2 にかけての西側に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さら

に延びていると見られる。また、南側にもさらに延びていた可能性はあろう。本柱穴列は北北東か

ら南南西にかけて直線状に連なっており、確認部分で北から D-1P22、D-1P23、D-1P4、D-1SK205、

D-1P234 もしくは D-1P235、D-2P49、D-2P73 の 7 基で構成される。近代遺構に切られ途切れたと

ころがあるが、各ピットの間隔は心々で概ね約 155㎝と復元される。概述のとおり、D-SA6 と同一

の柱穴列である可能性がある。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

　D-1SK205 は北東側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部分の規模ならびに形

状は上端が最大径約 35㎝、下端が最大径約 25㎝の円形である。また、柱痕を伴っていた。本ピッ

トからは磁器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

D　SA8
　本柱穴列は D-2 から D-3 にかけての西側に位置する。南側は調査区外のため不明であるが、さら

に延びていると見られる。また、北側にもさらに延びていた可能性がある。本柱穴列は北北東から

南南西にかけて直線状に連なっており、確認部分で北から D-2P60、D-3P16、D-3P30、D-3P32、

D-3P33 の 5 基で構成される。近代遺構に切られ途切れたところがあるが、各ピットの間隔は心々

で概ね約 180㎝、すなわち 1 間と復元される。概述のとおり、D-SA5 と同一の柱穴列である可能性

がある。各ピットの概要はピット一覧表にまとめた。

D　SA9
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　本柱穴列は D-1 から D-3 にかけての西側に位置する。南北両側とも近代遺構等に切られており、

さらに延びていた可能性がある。本柱穴列は北北東から南南西にかけて直線状に連なっており、確

認 部 分 で 北 か ら E-1P37、E-1P31、D-2P25、D-2P228、D-2P26、D-2P27、D-2P50、D-2P51、

D-2P52、D-2P53、D-2P58、D-2P59、D-3P62、D-3P14、D-3P63、D-3P64、D-3P65、D-3P66、

D-3P10、D-3P67、D-3P68、D-3P90、D-3P91 の 23 基で構成される。近代遺構等に切られ途切れた

部分があるが、各ピットの間隔は心々で概ね約 90㎝と復元される。なお、本柱穴列と柱間の間隔

が同じ C-SA1 は 10.8 ｍ、すなわち 6 間の距離で平行している。各ピットの概要はピット一覧表に

まとめた。

SK
D-2　SK1
　本土坑は D-2 の南西側に位置する。南側で D-2P58 と切り合っているが、先後関係は不明である。

本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 95㎝の円形、下端が最大径約 70㎝の円形である。本

土坑からは磁器 13 点、陶器 23 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には端反碗の身 1 点、

蓋 3 点うち瀬戸美濃 1 点、広東碗 2 点、角鉢 1 点、紅皿 1 点が、陶器には関西系端反小碗 1 点、擂

鉢 2 点うち明石 1 点、鍋 2 点、急須 1 点、土瓶 3 点、行平鍋 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器

3 点うち C 群の口縁部 1 点、火消し壷の蓋 1 点がある。本土坑の時期は幕末までの 19 世紀代である。

廃棄土坑であろう。

D-2　SK2
　本遺構は D-2 の南端に位置する。東側で D-2SK53、西側で埋甕を伴う D-2SK24 と接しており、

明確ではないが本遺構とこれらとは何らかの関連があった可能性もあろう。本遺構では主なもので

7 個の石を北側で面をそろえて東西に直線状に配列した石列を確認した。その西端の石 2 個は配列

が乱れている。これら全体の規模は長さ約 220㎝である。また、この石列に伴う掘り方を確認した。

その規模は長さ約 240㎝、最大幅約 70㎝である。本遺構からは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土

器 10 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、端反小坏 1 点が、陶器には擂鉢 1 点が、土師質瓦

質土器には皿 2 点、内耳土器 4 点がある。本遺構の時期は 18 世紀後半以降である。本遺構の石列

の性格については、小規模なため武家屋敷地内の何らかの境界を示すものと推測されるに留まる。

しかし、下層には DSB301 の北側列が位置することから、両者に何らかの関連性があった可能性も

ある。

D-1　SK3
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

25㎝の長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 15㎝の長円形である。本土坑からは磁器 8 点、陶器 6 点、

土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点、碗 4 点が、陶器には備前灯明皿

1 点、関西系 3 点うち碗 2 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点うち A 群の口縁部 2 点、
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玉 1 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

D-1　SK4
　本土坑は D-1 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径

約 60㎝の不整形な長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 45㎝の不整形な長円形である。本土坑から

は磁器 11 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 22 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、青磁皿 1 点、

青磁香炉か火入れ 1 点、袋物 2 点が、陶器には京焼鉄絵 2 点、瀬戸摺絵鬢水入れ 1 点があり、土師

質瓦質土器は皿 1 点、甕 21 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK5
　本土坑は D-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 50㎝

の不整形な円形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形な円形である。本土坑からは唐津壷か

甕 1 点、土人形 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK6
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑からは陶

器 2 点うち関西系小杉碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK7
　本土坑は D-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝の不整形

な円形、下端が最大径約 20㎝の不整形な円形である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2

点うち皿 1 点、瓦のみ出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK8
　本土坑は D-1 に位置する。本土坑からは磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、不明鉄

製品 2 点、土管 1 点が出土した。時期は近代以降の可能性がある。

　また、下層から磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。

D-1　SK9
　本遺構は D-1 の北側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 45㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 75㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形である。本遺構の中央部で

は上面を平坦に据えた礎石状の石 1 個を確認した。その上面の大きさは長径約 30㎝、短径約 25㎝

である。この石は DSA3 の北方延長上に位置し、DSA3 の北端に位置する D-1P6 との距離は心々

で約 160㎝であり、DSA3 の各ピット間の距離と一致するため、他のピットでは礎石が確認されて

いない点に疑問が残るが、あるいは一連のピットに伴うものである可能性もあろう。本遺構からは
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磁器 11 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には蛇の目

釉剥ぎの皿 1 点、袋物 1 点が、陶器には唐津刷毛目壷か甕 1 点、関西系同一個体と思われる上絵付

碗 6 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点がある。本遺構の時期は 18 世紀後半以降である。

D-1　SK10
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。南側で D-1SK29 を切っており、これより新しい。本土坑の

規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝の不整形な円形、下端が最大径約 20㎝の不整形な円形で

ある。平面形状は円形である。本土坑からは磁器の碗 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、

瓦が出土した。陶器は唐津刷毛目鉢 1 点、堺明石擂鉢 1 点である。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-1　SK11
　本土坑は D-1 の中央東側に位置する。東側で D-1SK30 を切っており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 55㎝の不整形な隅丸台形、下端が長径約 55㎝、

短径約 35㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑からは瓦、巨岩 1 個が出土し、この巨岩の廃棄土

坑である可能性がある。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。

D-2　SK12
　本土坑は D-2 の中央北東側に位置する。本土坑の規模は長径 100㎝、短径約 65㎝で、形状は不整

形である。本土坑からは磁器 12 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。磁器には段重 1 点、

瓶 1 点が、陶器には関西系平碗 1 点・碗 2 点・袋物 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-2　SK13　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の南東側に位置する。本土坑の規模は長径約 85㎝、短径約 60㎝で、形状は不整形

である。本土坑からは磁器 14 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 16 点、瓦が出土した。磁器には広

東碗 1 点、蓋物の蓋 1 点、色絵付仏飯器 1 点、型打ち白土絵付白磁鉢 1 点、碗 2 点、皿 1 点が、陶

器には唐津刷毛目鉢 1 点・見込み蛇の目釉剥ぎで高台内の削りが高台脇より深い刷毛目鉢 1 点、萩

碗 3 点、関西系土瓶 5 点、いずれも擂り目の端部をナデ消すため堺系と考えられる擂鉢 2 点うち底

部に焼き台の痕跡があるもの 1 点、備前灯明皿 1 点、鍋 1 点が、土師質瓦質土器には関西系の同一

個体と思われる焙烙の破片で、外面にミガキ痕を有し、ススが付着したもの 6 点（1）がある。端

反碗を含まないことから、本土坑の時期は 19 世紀初めであり、性格は不明である。

D-1　SK14
　本土坑は D-1 の北側に位置する。当初は単一の土坑として発掘を開始したが、下層で 3 基の土坑

に分かれたため、それぞれに枝番を付した。なお、単一の土坑としての発掘時に磁器 10 点、陶器
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28 点、軟質施釉陶器の鹿の人形 1 点、土師質瓦質土器 22 点、ミニチュア 1 点、不明鉄製品 3 点、

不明銅製品 1 点が出土した。磁器には朝顔形碗の蓋 1 点、瓶 1 点が、陶器には唐津刷毛目鉢 1 点、

備前灯明皿 1 点・灰落とし 1 点、堺明石擂鉢 1 点、関西系小杉碗 1 点、鉄釉鍋 1 点、鉄釉土瓶 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 2 点がある。

　SK14-1 は北側が調査区外のため不明であり、確認部分の規模は長径約 115㎝、短径約 75 ㎝である。

本土坑からは磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器に

は端反碗 1 点、皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。時期

は 19 世紀以降である。

　SK14-2 は SK14-1 の南側に位置する。北西側には D-1P22 が掘り込まれている。本土坑の規模な

らびに形状は上端が長径約 185㎝、短径約 105㎝の不整形な隅丸台形、下端が長径約 170㎝、短径

約 95㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 33 点、瓦、

不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には皿 1 点、紅皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点、備前灯明皿

1 点、袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 21 点、内耳土器 8 点うち A 群 2 点うち口縁部 1 点と B

群 2 点うち口縁部 1 点、焜炉か火鉢 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

　SK14-3 は SK14-1 の東側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径

約 375㎝、短径約 135 ㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK15
　本土坑は D-1 に位置する。本土坑からは磁器 6 点、瀬戸美濃水甕 1 点、土師質瓦質土器 2 点、不

明鉄製品 1 点が出土した。磁器には碗 1 点、型紙摺り西洋コバルト 1 点が、土師質瓦質土器には皿

1 点がある。本土坑の時期は近代初めである。

D-1　SK16
　本土坑は D-1 の東側に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 50 ㎝、

短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 112 点、陶器 124 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出

土した。磁器には碗 47 点うち広東碗 2 点・小広東碗 5 点、皿 7 点等が、陶器には唐津碗 17 点・皿

15 点、関西系碗 11 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。1800 ～ 10

年までの廃棄土坑である。

D-1　SK18
　本土坑は D-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 55㎝

の不整形な隅丸台形、下端が長径約 70㎝、短径約 50㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑からは

遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格は不明である。
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D-1　SK19
　本土坑は上部を近代の溝によって切られている。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点が出土した。

磁器には袋物 1 点、碗 1 点が、陶器には唐津溝縁皿 1 点、土瓶の蓋 1 点がある。近代の遺構である。

D-1　SK20
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。北側を SK19（近代遺構）に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は長径約 150㎝、短径約 95㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-2　SK21
　本土坑は D-2 の南側に位置する。北側を試掘 T5 に切られている。確認部分の規模は長径約 50㎝

である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でない。確認部分が一部のみのため断定

できないが、その形状から柱穴である可能性がある。

D-3　SK22
　本土坑は D-3 の北側に位置する。形状を明確に確認することができず、単一の遺構でない可能性

もある。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には陶胎染付が

あり、陶器は絵唐津皿 1 点、土瓶 1 点、土師質瓦質土器は皿 1 点、内耳土器 1 点である。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK23・SK57・SK63　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-3 の中央東側に位置する。以下のとおり、本来一つのまとまりを持った遺構である可

能性があるため、まとめて記述することとした。

　D-3SK23 は SK63 の上層中央に位置し、SK63 の埋土の一部であろう。本土坑の規模ならびに形

状は上端が最大径約 90㎝の不整形な円形で、断面は浅い半円形である。本土坑からは関西系小杉碗、

貝殻多数が出土した。

　D-3SK57はD-3SK23の北西側に位置する。本遺構では人頭大前後の不整形な石を東西方向に4個、

その西端の石の南側で南北方向に 2 個配列した全体にくの字状を呈する石列を確認した。この石列

の各辺の長さは北西端の石を起点としてともに最大約 60㎝である。また、この石列に伴うものと

見られる長径約 90㎝、短径約 30㎝の浅い掘り方を確認した。この石列は C-3SK63 の上端の北西部

を画す様に位置することから、C-3SK63 の範囲を表示していた石列またはその一部である可能性が

ある。本遺構からは土師質瓦質土器 4 点うち内耳土器 2 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。

　D-3SK63 は本遺構の主体部分と考えられる廃棄土坑である。本土坑の規模ならびに形状は上端

が長辺約 140㎝、短辺約 125㎝の不整形な隅丸方形、下端が一辺約 100㎝四方の不整形な隅丸方形

である。本土坑からは磁器 55 点、陶器 66 点、土師質瓦質土器 48 点、人形 2 点、瓦および瓦の転

用品 1 点、不明鉄製品 5 点が出土した。磁器には朝顔形碗 2 点（1）、1780 年以降の小丸碗 1 点（2）、
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青磁染付小丸碗 1 点、陶胎染付碗 1 点、筒型碗 1 点、白磁貝を模した紅皿 1 点、白磁猪口 1 点、外

青磁碗 1 点、碗 14 点、望料碗蓋 2 点、半球碗 1 点、赤絵付碗 1 点、その他碗 4 点（3）（4）、貝殻

状に型押し成形する紅皿 1 点（5）、波佐見系瓶 1 点（6）、小瓶 1 点、瓶の口 1 点、青磁香炉 2 点、

陶胎染付 2 点香炉か？が、陶器には唐津灰釉碗 1 点・刷毛目皿 1 点・刷毛目鉢 1 点（7）、唐津灰釉

碗 2 点・灰釉皿 1 点・刷毛目皿 3 点・刷毛目片口鉢 1 点・呉器手碗 2 点・卵手皿か？皿 1 点・内野

山窯砂目皿 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点・壷甕 1 点、福岡向付か 1 点、備前袋物 1 点、関西系 6

点うち上絵付碗 1 点、丹波壷甕 1 点、産地不明土鍋 2 点、瀬戸美濃香炉 2 点うち御深井 1 点（9）、

瀬戸灰釉皿 1 点、鍋 5 点（8）、土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 20 点うち A

群の口縁部 4 点（10） うち内耳部分の穿孔が先すぼまりのもの 1 点、練り込み手香炉火入れ 2 点、

灯明具 1 点（11）がある。人形には大黒天 1 点（12）がある。1780 年以降の遺構である。

D-2　SK24　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-2 と D-3 の境に位置し、埋甕（1）ならびにこれを埋設した土坑からなる。甕の内面

にはカルシウム分が付着していた。D-2SK2 と切り合うが、先後関係は明確でない。土坑部の規模

ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 60㎝の不整形な長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 45

㎝の不整形な長円形である。本遺構からは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土

した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点が、陶器には唐津見込み蛇の目釉剥ぎ灰釉皿 1 点、備前

擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、埋甕として埋設されていた同一個体と思われる甕片 10

点がある。また、掘り方から陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。陶器は唐津灰釉皿 1 点、

備前擂鉢 1、土師質瓦質土器には皿 3 点、土坑内から出土した甕と同一個体と思われる甕片 1 点が

ある。本遺構は D-2SK2 の石列と隣接するが、何らかの関連が伺える。時期は不明である。

D-2　SK25
　本土坑は D-2 の南西側に位置する。北側を試掘 T5 に切られている。確認部分の規模は最大径約

50㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦、不明鉄製

品 2 点が出土した。磁器には小坏 1 点が、陶器には関西系 1 点があり、土師質瓦質土器は皿 15 点、

内耳土器 2 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK27　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-1 の中央南側に位置し、焙烙か？ 1 点（1）とこれを埋設した土坑からなる。土坑部

の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形である。この他、陶器 2 点うち唐津灰釉皿 1 点、

土師質瓦質土器 8 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK28
　本土坑は D-1 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径

約 30㎝の不整形な双円形、下端が最大径約 10㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかっ
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たため時期は明確でなく、性格は不明である。

D-1　SK29　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は D-1 の北東側に位置する。北側を D-1SK10 に切られており、これに先行する。本土坑

の規模ならびに形状は上端が最大径約 105㎝の不整形、下端が最大径約 100㎝の不整形である。本

土坑からは磁器 3 点うち青磁 2 点うち皿 1 点、唐津灰釉碗 1 点・刷毛目 1 点・溝縁皿 1 点（1）、瓦

うち三つ巴紋軒丸瓦（2）（3）ならびに一葉に唐草 2 転する軒平瓦（4）（5）、砥石 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK30
　本土坑は D-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は長径約 160㎝、短径約 95㎝不整形

である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、不明鉄製品 3 点が出土した。磁

器には端反小坏 1 点が、陶器には唐津壷か甕 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群の口縁部

1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK31・SK35・SK225・SK226　 遺物実測図  遺物写真

　これらの遺構は D-1SK517（井戸跡）関連の遺構であるため、まとめて述べる。D-1SK31 は D-1

の東側に位置する。北側を D-1KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は長径

約 165㎝である。磁器 5 点、陶器 11 点が出土した。磁器には見込み五弁花碗 1 点、青磁香炉か火

入れ 1 点が、陶器には鉄釉土瓶 1 点、土瓶蓋 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

D-1SK517 の埋土の最上部である。D-1SK31 の北側下層で確認した長径約 60㎝、短径約 50㎝の上

端を D-1SK35 として発掘した。ここからは唐津緑釉流し掛け京焼風陶器碗 1 点、土師質瓦質土器

の羽釜 3 点が出土した。D-1SK517 の井戸枠上層の埋土である。さらに、下層でこの井戸枠を確認し、

D-1SK225 とした。井戸枠に至るまでの埋土から磁器 10 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、

不明鉄製品 3 点が出土した。磁器には高台内に「宣明年製」銘がある皿 1 点、高台内無釉の碗 1 点、

高台外部鉄釉内部無釉の碗 1 点、陶胎染付皿 1 点、畳付に砂が付着する瓶 1 点、皿 1 点、大型の皿

か鉢の高台 1 点、小坏 1 点があり、陶器は唐津二彩手皿 2 点（うち 1 点が D-1SK225 出土のものと

接合）・折縁皿 1 点・見込み蛇の目釉剥ぎの灰釉皿 1 点・灰釉碗 2 点・灰釉胎土目皿 1 点・刷毛目

皿 1 点・京焼風陶器碗 1 点・呉器手 1 点・碗 1 点、信楽か？壷か甕 1 点、壷か甕 1 点、擂鉢 2 点で

あり、土師質瓦質土器には皿 5 点がある。時期は 17 世紀後半である。井戸枠内からは磁器 2 点、

陶器 8 点、瓦うちコビキ A1 点、土師質瓦質土器 4 点、不明鉄製品 10 点、砥石 1 点、木製品の両

口ないし片口箸（1）、不明板状製品（2）、栓（3）が出土した。磁器には皿 1 点が、陶器には同一

個体と思われる唐津二彩手皿 2 点うち砂目 1 点（上記の掘り方出土のものと接合）・刷毛目 1 点・

京焼風陶器碗 1 点、壷か甕 1 点、袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群の口縁

部 1 点がある。時期は 17 世紀後半である。D-1SK226 は D-1SK517 の埋土の上層である。陶器 5 点、

土師質瓦質土器 7 点、不明鉄製品 6 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉 3 点・京焼風陶器 1 点が、
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土師質瓦質土器には皿 5 点がある。本井戸跡は 17 世紀後半に廃絶したと考えられる。

D-2　SK32
　本土坑は D-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 45㎝

の不整形で、掘り方は浅い。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不

明である。

D-2　SK33　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は D-2 の中央に位置する。南側を試掘 T5 に切られている。確認部分の規模ならびに形状

は長径約 355㎝で、掘り方は全体に浅く層状である。本遺構からは磁器 21 点、陶器 32 点、土師質

瓦質土器 12 点、瓦、砥石 1 点、五輪塔 1 点（4）が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎで畳付

に砂が付着した碗 1 点、鉢 1 点、蛇の目高台の皿 1 点、外青磁内染付碗 1 点、青磁 1 点、外青磁碗

1 点（1）、陶胎染付香炉火入れ 1 点（2）、袋物 2 点、碗 5 点、皿 1 点、瀬戸薄手小坏 1 点が、陶器

には唐津刷毛目蓋物か？ 1 点・同一個体と思われる刷毛目鉢 2 点うち片口鉢 1 点・片口鉢 1 点・灰

釉壷か？ 1 点・灰釉碗 1 点・灰釉皿 1 点・灰釉 1 点・土灰釉袋物 1 点・内面に格子状の当具痕のあ

る壷甕 1 点、備前 3 点うち灯明受皿 1 点、擂鉢 2 点うち堺か明石 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点・鉢 1 点・

水甕 1 点、関西系碗 4 点うち端反碗 2 点・柄杓 1 点、関西系または中国地方の碗 1 点（3）、京焼木

瓜形の鉢 1 点、土瓶 3 点、鍋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 C 群の口縁部 1 点が

ある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格は不明である。

D-2　SK34
　本土坑は D-2 の中央北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 60㎝、短辺

約 50㎝の隅丸方形、下端が長辺約 55㎝、短辺約 45㎝の隅丸方形である。本土坑からは遺物が出土

しなかったため時期は明確でなく、性格は不明である。

D-2　SK37
　本土坑は D-2 の南端に位置する。D-2SK54 の中に掘り込まれており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝不整形な円形、下端が最大径約 45㎝の不整形な円形で

ある。本土坑からは磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 19 点、瓦が出土した。磁器には広東碗

の蓋 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、備前瓶 1 点、土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内

耳土器 17 点うち A 群の口縁部 2 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明

である。

D-1　SK38
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。北側の一部を D-1KDSK1 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は上端が長径約 120㎝、下端が長径約 110㎝である。本土坑からは陶器の碗 1 点が
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出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK39
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。東側を D-1KDSK7 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 65㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土

器 7 点が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 1 点、碗の蓋 1 点が、陶器には擂鉢 1 点が、土師質瓦

質土器には内耳土器 5 点うち A 群の口縁部 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-2　SK40　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-2 の中央から東側にかけて位置する。南側を C-2KDSV5 に切られており、これに先

行する。また、東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 3.7 ｍで、掘り方は全体に浅

く層状である。本遺構からは磁器 58 点、陶器 105 点、人形 2 点が出土した。磁器には碗 21 点うち

小広東碗 1 点、小丸碗 1 点等が、陶器には 18 世紀初めに江戸で贈答に用いられた記録が残る岩国

焼向付 1 点、唐津暗い胎土の打ち刷毛目碗 1 点、産地不明擂鉢 36 点うち 33 個は同一個体の可能性

がある。また、関西系青緑釉の燗徳利 1 点がある。人形には布袋（1）と狛犬（2）各 1 点がある。

西洋コバルト型紙擂り 1 点は混入と判断しカウントしていない。陶磁器の詳細についてはカウント

表を参照されたい。肥前陶磁では 1780 ～ 90 年が下限と考えられるが、燗徳利があることからもう

少し下がる可能性もある。性格は不明である。

D-1　SK43
　本土坑は D-1 の南側に位置する。北側を D-1KDSV3 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 100㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 7 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器

28 点が出土した。陶器には内野山窯製銅緑釉皿 2 点、白化粧土に緑釉掛け流す香炉か火入れ（東

大 TD-9- ｃ）1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、甕 25 点がある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK44
　本土坑は D-1 の北側に位置する。南側で D-1SK59 と切り合っているが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 115㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 2 点う

ち皿 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。陶器には唐津京焼風陶器 3 点、擂鉢 2 点がある。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK45　 遺物実測図

　本遺構は D-1 の北西側に位置する。南側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 60㎝である。本遺構は掘り方内に柱根を固定するための詰石を伴っているこ
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とから、柱穴であるが、他の柱穴との配置関係は不明である。本遺構からは寛永通寶 1 期 1 点（1）

が出土したのみのため時期は明確でない。

D-2　SK46　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は D-2 の北側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が北側に長さ約 60㎝の突出

部を伴う最大径約 105㎝の円形で、掘り方は円筒状に深く掘り込まれており、素掘りの井戸かとも

見られるが明確でない。本遺構からは磁器 143 点、陶器 168 点、土師質瓦質土器 97 点、軟質施釉

陶器の桃持ち猿と見られる人形 1 点、土人形 16 点、箱庭道具 1 点、瓦、瓦の転用品 3 点、不明鉄

製品 2 点、砥石 1 点、硯 1 点、臼 1 点（17）、キセル雁首 1 点（18）が出土した。磁器には高台断

面が台形で内面に降灰が見られる初期伊万里皿 1 点、高台断面が台形で畳付に砂が付着する皿 1 点、

皿 4 点うち同一個体と見られるもの 2 点、鉢 1 点、陶胎染付碗 1 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点、畳

付に砂が付着した碗 1 点、碗 13 点うち上絵付け半球碗 1 点と型紙摺り 1 点、紅皿 5 点うち貝殻状

に型押し成形したもの 2 点、青磁染付 2 点うち碗の蓋 1 点と朝顔形碗 1 点、青磁 7 点うち香炉火入

れ 5 点、袋物 3 点うち鶴頸の瓶 1 点、仏飯器 2 点、半球碗 1 点、小丸碗 1 点、鉄釉碗 1 点、口紅の

碗 2 点、コンニャク印判碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ碗 1 点、同一個体と思われる碗 2 点、端反碗

2 点うち瀬戸美濃 1 点、碗 10 点、蓋物 1 点、瓶 14 点うち鶴頸の瓶 2 点と同一個体と見られるもの

2 点、袋物 1 点、端反小坏 2 点、人形の頭部 1 点、染付碗 2 点（1）（2）、輪花の染付小鉢 1 点（3）、

猪口 2 点（4）、紅皿 1 点（5）が、陶器には唐津灰釉砂目皿 2 点・刷毛目皿 10 点うち見込み蛇の目

釉剥ぎ皿 1 点・刷毛目蓋物の蓋 1 点・灰釉碗 1 点・灰釉皿 3 点・同一個体と見られる見込み蛇の目

釉剥ぎで見込みに山水紋がある灰釉皿 5 点・底部に右回転糸切り痕がある鉄釉油受皿 1 点・内面に

格子状の当て具痕がある壷甕 3 点・灰釉袋物 1 点・京焼風陶器 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点・袋

物か壷甕 1 点、福岡擂鉢 1 点、瀬戸美濃碗 2 点・壷甕 1 点・水甕 1 点・鉢甕 1 点・貧乏徳利 1 点・

器種不明 1 点、信楽か？同一個体の可能性がある硬質な鉄釉壷甕 12 点、関西系鉄絵染付碗 4 点う

ち同一個体と見られるもの 2 点・小杉碗 1 点・鉄絵碗 1 点・平碗 5 点うち上絵付 3 点・碗 37 点・

香炉火入れ 1 点、備前擂鉢 2 点・灯明皿 1 点・灯明受皿 1 点・袋物 5 点・器種不明 2 点、同一個体

の可能性がある信楽か？甕 18 点、京土瓶 1 点（6）、産地不明壷蓋 1 点（7）、擂鉢 10 点、土瓶 4 点、

蓋物の蓋 1 点、擂鉢 3 点、土瓶 1 点、灰釉鉢 1 点、灰釉袋物 2 点が、土師質瓦質土器には皿 34 点

うち底部に穿孔があるもの 1 点、内耳土器 23 点うち A 群の口縁部 13 点うち内耳部分の穿孔が先

細りのもの 2 点と C 群の口縁部 2 点、擂鉢 1 点、火鉢 1 点が、土人形には天神 1 点、大黒 1 点、

西行（8）、狛犬（9）、扇子を持つ人（10）、正座する女性（11）、籠を持つ人（12）、馬 2 点（13）（14）、

立つ女（15）、虚無僧（16）がある。端反碗を含むことから本遺構の時期は 1810 年以降幕末までで

ある。

D-2　SK47
　本土坑は D-1 と D-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 40㎝の不整形な円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため
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時期は明確でなく、性格は不明である。

D-2　SK48
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 105㎝、短径約 65

㎝の L 字形で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 7 点、

不明鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点が、陶器には萩碗 1 点、関西系鉄絵碗 1

点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 C 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK49
　本土坑は D-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 100㎝の不整形な

円形、下端が最大径約 85㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 10 点、土師質瓦

質土器 5 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津溝縁皿 1 点・片口 1 点・刷毛目鉢 1 点、

関西系急須か土瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK50
　本土坑は D-2 と D-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約

35㎝の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の不整形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器 24 点、土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には伊万里端反碗 1 点、

蓋物 1 点が、陶器には備前灰落とし 1 点があり、土師質瓦質土器は全て内耳土器で、うち A 群の

口縁部 4 点うち内耳部分に細いがしっかり穿孔されているもの 2 点がある。本土坑の時期は幕末ま

での 19 世紀代であり、性格は不明である。

D-2　SK51
　本土坑は D-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 35㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑からは唐津

透明釉皿 1 点のみ出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK53
　本土坑は D-2 の南側に位置する。西側で D-2SK2 と接している。本土坑の規模ならびに形状は上

端が長径約 55㎝、短径約 45㎝の不整形な隅丸方形、下端が長辺約 45㎝、短辺約 40㎝の隅丸方形で

ある。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 15 点、瓦が出土した。磁器には外面亀

甲紋で内面口縁部四方襷紋の小丸碗か？ 1 点が、陶器には唐津溝縁皿 1 点が、土師質内耳土器には

皿 2 点、内耳土器 4 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK54
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　本土坑は D-2 の南側に位置する。本土坑の掘り方内には D-2SK37 が掘り込まれており、これに

先行する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 120㎝、短径約 80㎝の不整形な長円形、下端

が長径約 100㎝、短径約 60㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 9 点、陶器 13 点、軟質

施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、砥石 1 点が出土した。磁器には焼き継ぎがある端反碗 1 点が、

陶器には灰釉絵唐津皿 1 点、鍋 2 点、土瓶 1 点、蓋 1 点、柿釉片口 1 点がある。土師質瓦質土器に

は皿 1 点、D-3SK78 出土のものと同一器種の不明製品 1 点がある。本土坑の時期は幕末までの 19

世紀代であり、性格は不明である。

D-2　SK55
　本土坑は D-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 30㎝

の不整形な長方形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の不整形な長方形である。遺物が出土しなか

ったため本土坑の時期は明確でなく、性格は不明である。

D-2　SK56　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の中央南東側に位置する。北側ならびに西側を D-2KDSK11・13 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は長径約 240㎝、短径約 150㎝である。本土坑からは磁器 110 点、

陶器 145 点、軟質施釉陶器 9 点、土師質瓦質土器 172 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には端反碗

6 点（1）うち蓋 2 点（2）（3）、広東碗 12 点（4）、朝顔形碗 3 点（5）（6）、二重網目紋のくらわん

か手碗 1 点、手塩皿 1 点、紅皿 3 点（7）、小坏 5 点（8）（9）、薄手小坏 1 点、十六角と思われる角

鉢 1 点、ミニチュア紅皿 1 点（10）、水滴 1 点（11）が、陶器には関西系碗 23 点うち細かい貫入の

入る関西系端反碗 5 点（12）・小杉碗 1 点（13）・灯明皿受皿 2 点（14）・香炉火入れ 1 点（16）、明

石擂鉢 4 点（15）、丹波甕 2 点うち長谷川分類・Ｂ 1A 類 1 点（17）、唐津刷毛目鉢 1 点、備前灯明

皿か灯明受皿 6 点、瀬戸美濃馬の目皿 1 点、瓶 7 点、土瓶 18 点、鉄釉乗燭 1 点、ミニチュアの鉄

釉鍋 5 点が、軟質施釉陶器には同一個体と思われるにぶい橙色の鉛釉土瓶 8 点（18）が、土師質瓦

質土器には皿 3 点、内耳土器 26 点うち A 群の口縁部 15 点（21） うち内耳の痕跡と見られる粘土

を貼り付けたのみで穿孔のないもの 1 点と内耳部分の穿孔が弱いもの 1 点（19）、焙烙 2 点（20）、

土瓶 13 点、甕 34 点、焜炉 17 点、サナ 1 点、羽釜 1 点、内耳土器か羽釜 51 点、同一個体と見られ

る日下分類Ⅱ Ca の瓦質火鉢 6 点、同一個体と見られる日下分類ⅡＤの火鉢 3 点、同一個体と見ら

れる火消し壷の蓋 2 点等がある。鉄製品は和釘である。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照

されたい。端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。廃

棄土坑と見られる。

D-3　SK58
　本土坑は D-3 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 30㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは土師

質瓦質土器 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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D-1　SK59
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。掘り方内を D-1SV5、南西側を D-1SK8 に切られており、こ

れらに先行する。また北側で D-1SK44 と切り合っているが、先後関係は不明である。確認部分の

規模は長径約 80㎝である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 10 点うち皿 4 点、

瓦が出土した。磁器には高台高が高い蛇の目凹型高台の菊花皿 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点、

関西系色絵碗 1 点・小杉碗 1 点、線彫りに緑釉を掛けた皿 1 点がある。本土坑の時期は 19 世紀第

2 四半期であり、性格は不明である。

D-2　SK60
　本遺構は D-2 の中央に位置する。D-2KDSV5 の北側に沿う様に長径約 4.3 ｍにわたり層状に広が

っている。本遺構からは磁器 10 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 28 点、石製品 1 点、不明鉄製品

1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付香炉か火入れ 1 点、青磁香炉か火入れ 1 点、碗 3 点が、陶

器には唐津呉器手碗 1 点・二条の縄状凸帯が巡り内面に粗い格子目がある壷か甕 1 点、関西系上絵

付半筒形碗 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 15 点うち A 群の口

縁部 2 点がある。本遺構の時期は幕末までの 19 世紀代であり、性格は不明である。

D-2　SK62
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 35

㎝の不整形で、掘り方は浅い。遺物が出土しなかったため本土坑の時期は明確でなく、性格も不明

である。

D-2　SK64
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 105㎝、短径約 65

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 90㎝、短径約 55㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁

器 12 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 20 点、不明鉄製品 1 点が出土した。磁

器には小丸小碗 1 点、青磁花生 1 点、蓋物の蓋 1 点、水滴 2 点、外面貝殻状に型押し成形した紅皿

1 点、碗 6 点が、陶器には備前灯明皿 1 点、関西系鉄絵徳利 1 点、高台際にソギが入り体部面取り

する碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 5 点うち A 群の口縁部 1 点、土錘 2 点、土

瓶 1 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

D-2　SK65　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の中央に位置する。北側を D-2KDSV5 に切られており、これに先行する。また東

側で D-2SK71 と切り合っているが、先後関係は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上端

が長径約 95㎝、短径約 65㎝の不整形、下端が長径約 80㎝、短径約 55㎝の不整形である。本土坑か

らは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 30 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、碗 1 点が、
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陶器には唐津呉器手碗 1 点・刷毛目碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 14 点、内耳土器 6 点うち A

群の口縁部 3 点（1）、壺か甕 1 点、火消し壷？ 1 点（2）がある。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

　

D-2　SK66　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の南東側に位置する。東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 170㎝、短径約 150㎝である。本土坑からは磁器 64 点、陶器 71 点、土師質瓦

質土器 98 点、土人形 1 点、瓦、キセル雁首 1 点（27）、楕円形に丸められた銅線（28）、貝殻が出

土した。磁器には碗 48 点（12）（13）（14）うち広東碗 2 点（1）うち蓋 1 点（2）、小広東碗 5 点（3）

（4）（5）（6）、青磁染付朝顔形碗 3 点（7）（9）うち蓋 1 点（8）、望料碗 3 点うち蓋 2 点（10）（11）、

漳州窯皿 1 点（15）、紅皿 2 点（16）（17）が、陶器には唐津刷毛目鉢 1 点、関西系碗 5 点うち色絵

半球碗 1 点（18）・小杉碗 1 点、備前布袋徳利同一個体と思われるもの 4 点、産地不明壷甕 9 点（19）、

瀬戸美濃半胴甕 1 点（20）、堺擂鉢 9 点（21）が、軟質施釉陶器には源内の皿 1 点（22）が、土師

質瓦質土器には皿 14 点（23）（24）、内耳土器 54 点うち A 群の口縁部 10 点（25）と C 群の口縁部

4 点、甕 2 点、羽釜 1 点、焜炉 2 点、板つくり叩き成形の焼塩壷 1 点、焙烙 1 点（26）がある。陶

磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。広東碗を含むが端反碗を含まないことから、

1780 ～ 1810 年までの遺構である。廃棄土坑であろう。

D-3　SK67
　本土坑は C-3、D-2、D-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 270㎝、短

径約 145㎝の不整形、下端が長径約 220㎝、短径約 120㎝の不整形である。本土坑からは磁器 41 点、

陶器 98 点、軟質施釉陶器 2 点、軟質施釉陶器 2 点を含むままごと道具 3 点、土師質瓦質土器 135 点、

不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には陶胎染付香炉か火入れ 1 点、陶胎染付碗 1 点、青磁袋物 1 点、

青磁染付朝顔形碗の身 1 点と蓋 1 点、同一個体と思われる外青磁碗 3 点、青磁染付碗 1 点、同一個

体と思われる蓋物の蓋 4 点、瓶 4 点、小丸碗 1 点が、陶器には唐津絵唐津砂目皿 1 点・刷毛目碗 2 点・

刷毛目皿 2 点・呉器手碗 1 点、信楽 2 点、堺系擂鉢 1 点、関西系端反碗 4 点・碗 4 点・鳥の餌入れ

1 点、同一個体と思われる土瓶 21 点とその蓋 1 点、土瓶の身 2 点と蓋 1 点が、土師質瓦質土器に

は皿 21 点、内耳土器 54 点うち A 群の口縁部 3 点、甕 8 点、火鉢 2 点がある。ままごと道具のう

ち 1 点は素焼きの土器で、羽釜を模したものである。広東碗を含まないことから、本土坑の時期は

18 世紀後半から 1780 年頃までである。廃棄土坑である。

D-2　SK68・SK70　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 180㎝、短径約 110

㎝の不整形な隅丸長方形、下端が長辺約 135㎝、短辺約 100㎝の不整形な隅丸方形である。磁器 74 点、

陶器 57 点、土師質瓦質土器 145 点、サナ 1 点、土人形 3 点うち施釉の亀の土人形 1 点と大黒天の

人形 1 点（4） 、軟質施釉陶器の土人形 1 点、瓦、不明鉄製品 2 点、硯 1 点が出土した。磁器には
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碗 19 点うち広東碗蓋 1 点（1）、陶胎染付碗 7 点、小丸碗 3 点等が、陶器には志野 1 点、唐津碗 16

点うち刷毛目碗 11 点うち暗い胎土のもの 2 点・刷毛目香炉 1 点・刷毛目蓋物 1 点・絵唐津 1 点・

灰釉 1 点・鉄釉 1 点・刷毛目 5 点、唐津か福岡藁灰釉 1 点、備前灯明皿 2 点、関西系碗 7 点うち小

杉碗 2 点、袋物 2 等が、土師質瓦質土器には土師質皿 35 点（2）、内耳土器 79 点うち A 群の口縁

部 18 点（3）うち内耳部分の穿孔が先細りのもの 1 点、焼塩壷の蓋 1 点、甕 1 点等がある。陶磁器

の詳細についてはカウント表を参照されたい。広東碗が 1 点あるが、陶胎染付碗が多く小丸碗はあ

るものの朝顔形碗等はなく、広東碗は混入と判断し、18 世紀中頃の遺構とした。D-2SK70 は SK68

の深い部分に当たり、磁器 41 点、陶器 33 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 87 点、瓦転用

品 1 点（16）、不明鉄製品 3 点、銅製煙管の吸口 1 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 10 点（1）・

同じく香炉火入れ 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの波佐見系皿 1 点（2）、コンニャク印判の皿 1 点（3）、

雨降り紋仏飯器 1 点（4）が、陶器には唐津碗 7 点うち暗い胎土で白化粧土流し掛ける碗 1 点（5）・

内面打ち刷毛目碗 1 点（7）・明るい胎土の刷毛目碗 4 点、唐津皿 1 点・唐津壷 1 点（9）、瀬戸美濃

腰錆碗 1 点（6）、関西系筒形碗 1 点（8）が、軟質施釉陶器には皿 1 点、鳩笛 1 点（10）がある。

土師質瓦質土器には土師質瓦質土器 87 点うち皿 21 点（11）、内耳土器 38 点うち A 群の口縁部 21

点（13）（14）（15）うち内耳部分の穿孔が先細りのもの 6 点（12）、羽釜 2 点、内耳土器か羽釜の

体部破片 20 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。時期は享保から宝

暦年間である。これらは廃棄土坑であろう。

D-2　SK71　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の中央に位置する。南西側で D-2SK65 と切り合っているが、先後関係は不明である。

本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約 85㎝の不整形な長方形、下端が長径約

90㎝、短径約 60㎝の不整形な隅丸方形である。本土坑からは磁器 12 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器

2 点うち猿の人形 1 点、土師質瓦質土器 61 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 5 点、くらわ

んか碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目 2 点が、土師質瓦質土器には皿 35 点（1）（2）（3）、内耳土器

18 点うち A 群 3 点うち口縁部 2 点がある。本土坑の時期は 18 世紀中頃までの可能性があり、性

格は不明である。

D-1　SK72　 遺物実測図

　本土坑は D-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 100㎝の不整形、

下端が最大径約 80㎝の不整形である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦、

土人形 1 点、寛永通寶 3 期 1 点（1）、不明鉄製品 3 点が出土した。陶器には京焼鉄絵碗 3 点、萩碗

1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点うち A 群の口縁部 2 点がある。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK73　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は D-3 の南西側に位置する。西側を T5 に切られている。また、南側は調査区外のため不
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明である。T5 の東壁で断面を確認したが、掘り方を明確に確認できなかった。本土坑からは磁器

3 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、キセル雁首 1 点（1）、不明鉄製品、貝殻が出土した。

磁器には瓶 1 点が、陶器には唐津京焼風 1 点、備前灯明皿 1 点、関西系香炉か火入れ 3 点・碗 1 点、

急須の蓋か？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半の可能性が

ある。廃棄土坑であろう。

D-1　SK75　 遺物実測図

　本遺構は D-1 から D-2 にかけて位置する。北側を D-1KDSV3 に切られており、これに先行する。

確認部分では平面形状がほぼ方形の浅い掘り方が、長径約 375㎝、短径約 350㎝にわたり広がって

いた。本遺構からは磁器 90 点、陶器 143 点、軟質施釉陶器の碗のミニチュア 1 点、土師質瓦質土

器 107 点、瓦、土人形 2 点、不明鉄製品 30 点、不明青銅製品 3 点、寛永通寶 3 期 1 点（1）、が出

土した。磁器には陶胎染付碗 9 点、青磁染付碗 2 点、碗 4 点、紅皿 1 点、端反小坏 1 点が、陶器に

は唐津刷毛目 14 点うち碗 9 点うち蛍手 1 点・灰釉碗 2 点・灰釉皿 3 点、京焼鉄絵 2 点・木瓜型香

炉か火入れ 1 点、関西系碗 4 点うち端反碗 1 点・小杉碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点・横位の沈線に

縦位の鎬のある灰落としか香炉火付け 1 点・壷か甕 1 点、備前灯明皿 2 点、擂鉢 10 点、皿か鉢 5 点、

土瓶 3 点が、土師質瓦質土器には皿 20 点、内耳土器 29 点うち A 群の口縁部 9 点、同一個体と思

われる練り込み手香炉か火入れ 4 点がある。本遺構の時期は幕末までの 19 世紀代であり、性格は

不明である。

D-2　SK76
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-1KDSK8 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 80㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは陶器の瀬戸瓶 1 点、瓦、不明鉄製品

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK77
　本土坑は D-2 の南東側に位置する。北側を D-2SK56 と切り合っているが、先後関係は不明である。

確認部分の規模ならびに形状は上下端ともに長径約 95㎝、短径約 80㎝の不整形な隅丸方形で、掘

り方はほぼ垂直に立ち上がっている。底部から上面が長径約 65㎝、短径約 50㎝の巨岩が出土した。

この巨岩の性格は明確でないが、本土坑はこの巨岩を埋める目的で掘られたものである可能性があ

る。本土坑からは磁器 6 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 4 点が出土した。

磁器には蓋物の蓋 1 点がある。遺物が少ないため本土坑の時期は明確でない。

D-3　SK78　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 60㎝

の長円形、下端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の長円形である。本土坑からは磁器 15 点、陶器 26 点、

土師質瓦質土器 37 点、鉄釘 1 点、不明鉄製品、砥石 1 点、貝殻が出土した。磁器には広東碗 1 点、
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仏飯器 1 点、紅皿 1 点が、陶器には唐津擂鉢 1 点、備前灯明皿 2 点、瀬戸香炉か火入れ 2 点、関西

系碗 11 点、土瓶 4 点が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 18 点（1）、甕 1 点、不明製品 1 点

（2）がある。端反碗を含まないことから、本土坑の時期は 18 世紀末と考えられる。廃棄土坑である。

D-1　SK79
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。南側ならびに西側を D-1SK19 等の近代遺構に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは擂鉢 1 点の

み出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK80　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の中央北西側に位置する。南側を C-2KDSV5、西側を D-2KDSK8 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は上端が長径約 100㎝、短径約 80㎝、下端が長径約 65㎝、短

径約 50㎝である。本土坑からは磁器 52 点、陶器 55 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 114 点、

土人形 3 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には伊万里碗 9 点、陶胎染付碗 6 点、陶胎染付

香炉か火入れ 1 点、青磁染付碗 1 点、青磁染付蓋 2 点、半球碗 1 点、瓶 1 点が、陶器には唐津見込

み蛇の目釉剥ぎの刷毛目鉢 3 点・刷毛目皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、関西系徳利 1 点・碗 1 点、

備前擂鉢 2 点・灯明皿 2 点、土瓶 6 点うち蓋 4 点、ざっくりとした灰白色の胎土で、内外面とも菊

花状に型打ち成形され、黄と茶で花紋の上絵付けを施す皿 1 点（1）（D-2 第 1 層出土のものと接合）

が、土師質瓦質土器には皿 12 点、内耳土器 49 点うち A 群の口縁部 1 点と C 群の口縁部 8 点（2）（3）、

同一個体と思われる内耳部分が確認できない C 群内耳土器状土製品 29 点がある。C 群内耳土器状

土製品は外面に煤が付着せず、焙烙以外の用途に使用された可能性がある。土人形は女雛で、型合

わせで中実、円錐状工具で底部に穿孔がある。時期不明の廃棄土坑である。

D-1　SK81　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は D-1 の北東側に位置する。南側を D-1SK30 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 30㎝で、掘り方は浅い。

本土坑からは磁器 20 点、陶器 54 点、軟質施釉陶器 1 点、土人形 1 点、不明鉄製品 3 点が出土した。

磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点（SK82 出土のものと接合）、陶胎染付碗 2 点、碗 4 点、皿 1 点、袋

物 1 点、置物 1 点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点、備前灯明皿 1 点・壷 1 点、瀬戸美濃陶器染付碗

1 点・壷か甕 1 点、関西系小杉碗 1 点・行平鍋 3 点、擂鉢 5 点うち明石 1 点、土瓶 1 点、徳利 3 点、

灯明受皿 1 点、燗鍋 1 点（1）、鍋 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 15 点うち A 群の

口縁部 2 点、羽釜 1 点、甕 2 点がある。19 世紀代の廃棄土坑である。

D-1　SK82
　本土坑は D-1 の南東端に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 155㎝、短径約

140㎝の不整形で、下端は明確でない。本土坑からは磁器 11 点、陶器 13 点、軟質施釉陶器の不明
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品 1 点、土師質瓦質土器 16 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には青磁花生け 1 点、青磁

染付朝顔形碗 1 点（D-1SK81 出土のものと接合）、瓶の口縁部 1 点が、陶器には瀬戸美濃壷か甕 1 点、

信楽壷か甕 1 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点、羽釜 1

点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

D-1　SK83
　本遺構は D-1 の西側に位置する。東側を D-1KDSV4、西側を D-1SK19、北側中央部を D-1P43 に

切られており、これらに先行する。確認部分の規模ならびに形状は東西に長径約 135㎝、幅約 25㎝

の溝状である。本遺構はその形状と位置関係から、本来 D-1KDSV4 を挟んで東側に位置する

D-1SV202・SK232・SK234 ならびに D-1SK19・SK26 を挟んで西側に位置する E-1SK221・SK258

とともに東西に延びる同一の溝を構成していた可能性が考えられる。東端の D-1SK234 から西端の

E-1SK221 までの全長は約 9.5 ｍである。E-1SK221 の西側は E-3KDSV1 に切られ、そのさらに西側

では同様の遺構は確認できなかったが、D-1SK234 の東側では D-1SK517（井戸）へと至ることから、

そこからの導水用の溝であった可能性が想定される。本遺構からは磁器の碗 1 点、陶器 1 点が出土

した。遺物が少ないため時期は不明である。

D-2　SK85　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 に位置する。本土坑からは磁器 44 点、陶器 47 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質

土器 38 点、箱庭道具 1 点、瓦、不明青銅製品 1 点が出土した。磁器には広東碗 5 点うち蓋 2 点、

朝顔形碗 7 点うち白磁 4 点うち身 3 と点蓋 1 点・青磁染付身 3 点、焼き継ぎのある輪花皿 1 点、焼

き継ぎのある蛇の目凹型高台の皿 1 点、口縁端部が逆Ｌ字型になる八卦紋碗 1 点、碗 1 点（SK84

出土のものと接合）が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点、萩碗 1 点、関西系碗 3 点うち小杉碗 2 点・端

反碗 1 点、土瓶 1 点、鍋 1 点、瀬戸美濃壷・甕 2 点、堺明石擂り鉢 1 点、丹波壷・甕 1 点、萩碗 1 点、

備前灯明皿 1 点、東大 TD-9-C と思われる白化粧土に緑釉を流し掛ける香炉か火入れ 2 点が、土師

質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 13 点うちＣ群内耳部で穿孔はするが突き抜けないもの 1 点、菊

花の刻印のある壷口縁部 2 点（1）がある。端反碗を含まず、時期は 19 世紀初め頃である。

D-3　SK86
　本土坑は D-3 の北側に位置する。掘り方の中央から北側にかけてを D-3SK78 に切られており、

これに先行する。また東側で D-3SK67 と切りあっているが、先後関係は不明である。確認部分の

規模は長径 145㎝、短径約 100㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、

瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-3　SK88　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の北東側に位置する。西側を D-3SK86 に切られており、これに先行する。確認部
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分の規模ならびに形状は上端が長径約 250㎝、短径約 145㎝、下端が長径約 220㎝、短径約 120㎝の

不整形である。本土坑からは土師質皿 1 点（1）、雲状の花弁（2）五葉（3）をそれぞれ中心飾りに

持つ軒平瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK89
　本土坑はD-3の南東側に位置する。調査区際で底部の一部と見られる部分を確認したのみである。

本土坑からは磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦、不明鉄製品 3 点のみ出土した。陶器

には唐津刷毛目 1 点・絵唐津皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 5 点うち A 群の口

縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK201
　本土坑は D-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 45㎝

の不整形な円形、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝の不整形な円形である。本土坑からは遺物が出

土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK202
　本土坑は D-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 50㎝、短辺約 35㎝

の隅丸長方形、下端が長辺約 40㎝、短辺約 30㎝の隅丸長方形である。本土坑からは遺物が出土し

なかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK203
　本土坑は D-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 45㎝

の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは瓦が出土したのみのた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK204
　本土坑は D-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 20㎝

の不整形、下端が長径約 25㎝、短径約 10㎝の長円形である。本土坑からは不明鉄製品 1 点が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK206
　本土坑は D-1 の北側に位置する。東側に D-1P81 が掘り込まれている。本土坑の規模ならびに形

状は上端が長径約 40㎝、短径約 20㎝の長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 15㎝の長円形である。

本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK207
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　本土坑は D-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 25㎝、短辺約 15㎝

の長方形、下端が一辺約 10㎝の方形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-1　SK208
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 80㎝、

短径約 50㎝である。本土坑からは伊万里碗 1 点、陶器の碗 2 点、土師質瓦質土器 2 点、不明鉄製

品 1 点が出土した。遺物が少ないため本土坑の時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK209
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25

㎝の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 15㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿

1 点、不明鉄製品 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK212　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の北側に位置する。南側で D-2SK215 と切り合う可能性もあるが、明確でない。本

土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 165㎝、短径約 75㎝の長い長円形、下端が長径約 130㎝、

短径約 40㎝の細長い長円形である。本土坑からは磁器 19 点、陶器 64 点、軟質施釉陶器 2 点、土

師質瓦質土器 86 点、土人形 6 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。磁器には碗 5 点うち半球碗 1 点、

陶胎染付碗 4 点（1）等が、陶器には関西系碗 3 点うち刷毛目 1 点（2）、唐津碗 12 点うち刷毛目碗

2 点（3）（4）、唐津皿 21 点うち見込み蛇の目釉剥ぎで鉄釉灰釉掛け分ける皿 1 点（5）・同京焼風

皿 1 点（6）等が、軟質施釉陶器には福禄寿（7）と猿（8）の人形各 1 点がある。土師質瓦質土器

には皿 16 点（9）、内耳土器 65 点うち A 群の口縁部 15 点（10）（11）等が、土人形には手づくね

の笠かぶる人 1 点（12）と鳥 1 点（13）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照され

たい。半球碗・陶胎染付碗はあるが小丸碗・朝顔形碗等がないので時期は 18 世紀前半と見られる。

廃棄土坑であろう。

D-2　SK214
　本土坑は D-2 の北東部に位置する。西側で C-2SK264 と切り合うが、先後関係は不明である。本

土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝

である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-2　SK215
　本土坑は D-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 65㎝

の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 20㎝の不整形である。本土坑からは磁器 10 点、陶器 9 点、
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土師質瓦質土器 33 点、瓦、瓦の転用品 1 点、砥石 1 点、不明鉄製品 1 点、銭貨 1 点が出土した。

磁器には陶胎染付碗 5 点、猪口 1 点、仏飯器 1 点が、陶器には唐津灰釉碗 1 点（D-2SK212 出土の

ものと接合）・内野山窯製銅緑釉皿 1 点、備前擂鉢 1 点（D-2SK212 出土のものと接合）が、土師

質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 17 うち A 群の口縁部 3 点がある。18 世紀以降の廃棄土坑である。

D-2　SK216
　本土坑は D-2 の北東部に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 150㎝、短径約 70

㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器 4 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器に

は外面体部コンニャク印判の桐紋碗があり、陶器は関西系碗である。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-2　SK217
　本土坑は D-2 の北西部に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 65㎝、

短径約 55㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、不明鉄製品 1 点、

瓦が出土した。陶器には土瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK218
　本土坑は D-2 の北東部に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 30

㎝の不整形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形である。本土坑からは擂鉢 1 点、土師質瓦

質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK219
　本土坑は D-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模ならびに形

状は長径約 85㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、砥石 1 点の

み出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK220
　本土坑は D-3 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝の不整形、下

端が長径約 75㎝、短径約 70㎝の不整形である。本土坑からは青磁 1 点、陶器 2 点うち擂鉢 1 点、

土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

D-3　SK221
　本土坑は D-3 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 60㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、
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性格も不明である。

D-3　SK222
　本土坑は D-3 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 20㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 1 点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK227
　本土坑は D-3 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 70

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 50㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁

器 2 点うち仏飯器 1 点、陶器 3 点うち唐津灰釉碗 1 点・皿 1 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK228
　本土坑は D-2 の中央北側に位置する。東側の掘り方は不明である。D-2P219・220 と切り合うが、

先後関係は不明である。確認部分の規模ならびに形状は長径約 60㎝、短径約 50㎝である。本土坑

からは磁器 3 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 38 点、土人形 3 点、瓦、瓦転用品 1 点が出土した。

陶器には唐津刷毛目 2 点うち皿 1 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 16

点うち A 群の口縁部 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK229
　本土坑は D-2 の東側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状は長

径約 45㎝、短径約 10㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も

不明である。

　

D-2　SK230　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が一辺約 160㎝の不整形な方

形、下端が一辺約 125㎝の不整形な方形である。本土坑からは磁器 56 点、陶器 59 点、軟質施釉陶

器 1 点、土師質瓦質土器 47 点、土人形 2 点、瓦、チャート製火打石 1 点、不明鉄製品 21 点、銅製

品 2 点、銅線 1 点が出土した。磁器には碗 19 点うち端反碗 3 点うち蓋 1 点（1）、広東碗蓋 1 点（2）、

小広東碗 2 点（3）、高台がハ字状に開くうがい碗？ 1 点（4）、見込み五弁花コンニャク印判の碗 1

点（5）、白磁紅皿 1 点（6）、型押し成形の水滴 1 点（7）等が、陶器には関西系碗 2 点うち筒形碗

1 点（8）、唐津刷毛目片口鉢 1 点（9）、内面に格子状の当て具痕のある唐津壷甕 3 点（10）等が、

軟質施釉陶器には初期京焼皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 25 点、内耳土器 13 点うち A 群の口

縁部 2 点、火鉢 2 点、ままごと鍋？ 1 点（11）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参

照されたい。端反碗はあるが、深小丸碗・型皿等はないので本土坑の時期は 19 世紀第 1 四半期で
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ある。廃棄土坑である。

D-2　SK231
　本土坑は D-2 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 25

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁

器 2 点、陶器 3 点が出土した。陶器には関西系鉄絵土瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-1　SK232・SK234
　本遺構は D-1 の中央南東側に位置する。西側で D-1SV202 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模ならびに形状は東西に全長径約 150㎝、幅約 25㎝の溝状である。本遺構からは磁器

3 点うち初期伊万里碗 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津透明釉

碗 1 点、香炉か火入れ 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。性格については D-1SK83

のところで既述したとおりである。

D-1　SK233
　本土坑は D-1 の南側に位置する。西側に D-1P225 が掘り込まれており、これに先行する。本土

坑の規模ならびに形状は上端が長径約 105㎝、短径約 80㎝の不整形な長円形、下端が長径約 95㎝、

短径約 65㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 5 点う

ち皿 4 点、瓦、不明鉄製品 4 点、不明銅製品 1 点が出土した。陶器には唐津京焼風陶器碗 1 点、関

西系 3 点、擂鉢 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK235
　本土坑は D-1 の中央部に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の不整形、

下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形であり、北端にピット状の落ち込みを伴う。本土坑から

は土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK236
　本土坑は D-2 の北西端に位置する。西側を E-1SK260 と切り合うが、先後関係は不明である。確

認部分の規模は長径約 75㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質

土器 6 点、瓦が出土した。磁器には小広東碗 1 点が、陶器には関西系碗 1 点がある。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK237
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約

55㎝の不整形、下端が長径約 70㎝、短径約 40㎝の不整形である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 5 点、
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土師質瓦質土器 2 点、不明鉄製品 3 点が出土した。磁器にはくらわんか手碗 1 点が、陶器には関西

系碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK238
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 40

㎝の長円形、下端が最大径約 35㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 1 点が出したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK239
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。西側を D-2KDSK8 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 30㎝、短径約 25㎝の長

円形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土

した。磁器は高台内に「製」の 1 字のみ銘が残存する碗 1 点があり、陶器は唐津刷毛目皿と瀬戸美

濃腰錆碗であり、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK240
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。北側を D-1SK20 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 70㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは擂鉢 1 点が出土したのみのため時期は

明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK241　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 の北東側に位置する。掘り方が明確でなく、遺構と断定できない。磁器 6 点、陶器 7 点、土

師質瓦質土器 4 点、人形 1 点、ミニチュア 2 点うち羽釜蓋 1 点（2）、不明鉄製品 1 点、鉛製品 3 点

うち把手 2 点（3）（4）、硯 1 点が出土した。磁器には伊万里猿の置物 1 点が、陶器には唐津刷毛目

片口鉢 1 点・明るい胎土の刷毛目蓋物 1 点（1）（D-3 2 層出土のものと接合）、備前灯明皿 1 点、

壺か甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、焜炉 1 点、羽釜の蓋 1 点がある。

D-3　SK242
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 180㎝の不整形

である。本土坑からは磁器 7 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 21 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土し

た。磁器には伊万里碗 1 点、皿 1 点、香炉 1 点、小坏 1 点が、陶器には唐津灰釉溝縁皿 1 点・京焼

風陶器 3 点、香炉か火入れ 1 点、甕 3 点（D-3SK343 出土のものと同一固体の可能性あり）が、土

師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 2 点がある。時期は不明である。本土

坑は下層で確認した D-3SK343 の埋土の上部と考えられる。
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D-2　SK244
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-2KDSK8 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 125㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 105㎝、短径約 40㎝である。本土坑

からは磁器 3 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、鉄滓が出土した。磁器には伊万里端反小坏

2 点が、陶器には唐津灰釉碗 1 点・灰釉胎土目積み皿 1 点・絵唐津向付 1 点、備前擂鉢 1 点が、土

師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-2　SK245
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-2SKDSK8 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝、下端が最大径約 30㎝である。本土坑からは磁器

4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 12 点、土人形 1 点、瓦が出土した。磁器は伊万里の同一個体と

思われる瓶 4 点であり、陶器には唐津刷毛目瓶が、土師質瓦質土器には皿 4 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK248
　本土坑は D-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形、

下端が最大径約 30㎝の円形である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

D-1　SK249
　本土坑は D-1 の中央に位置する。南側を D-1KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 30㎝、短径約 25㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格

も不明である。

D-1　SK250
　本土坑は D-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 25㎝の円形、下

端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは唐津刷毛目 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK251
　本遺構は C-1 と D-1 の境に位置する埋甕遺構である。土坑部の規模ならびに形状は上端が長径約

65㎝、短径約 60㎝の不整形な台形、下端が長径約 50㎝、短径約 45㎝の不整形な台形である。甕は

同一個体と思われる信楽鉄釉甕 37 点である。この他、本土坑からは磁器 6 点うち陶胎染付 1 点、

陶器 3 点うち唐津灰釉皿 2 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でない。
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D-1　SK252
　本土坑は D-1 の中央南側に位置する。南側を D-1KDSV3 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 35㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 4 点、土師質瓦質土器 4 点が

出土した。磁器には皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点

がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK253
　本土坑は D-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の不整形な

隅丸方形で、下端は明確でない。本土坑からは唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器 10 点うち皿 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK255
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。東側で D-1SK260 を切っており、これより新しい。本土坑の

規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の不整形な円形、下端が最大径約 30㎝の不整形な円形で

ある。本土坑からは磁器の袋物 1 点、唐津皿 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK256
　本土坑は D-3 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径

約 40㎝の長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは陶器 4 点、土師

質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、甕 3 点（D-3SK343 出土のものと接合）

が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK257
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。北側と東側を D-1KDSV3 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 60㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 35㎝

の不整形な隅丸長方形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器の壷か甕 1 点、土師質瓦質土器 3 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK258
　本土坑は D-1 の中央に位置する。南側で D-1SK259 と切り合うが、先後関係は不明である。また、

南側を D-1KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径

約 115㎝、短径約 55㎝で不明部分を除けば概ね長方形を呈し、下端が長径約 105㎝、短径約 50㎝で

形状は上端と同様である。本土坑からは磁器 17 点、陶器 6 点、ままごと道具 1 点、土師質瓦質土

器 18 点、瓦が出土した。磁器には青磁皿 1 点、陶胎染付碗 6 点が、陶器には唐津絵唐津皿 1 点・
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刷毛目皿 1 点・京焼風陶器 1 点、関西系 2 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 10 点うち

A 群の口縁部 2 点、壷か甕 1 点がある。時期は 18 世紀以降であり、性格は不明である。

D-1　SK259
　本土坑はD-1の中央に位置する。D-1SK258の南側に掘り込まれているが、先後関係は不明である。

また、南側を D-1KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部分の規模は最大径約 45㎝である。

本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK260　 遺物実測図

　本土坑は D-1 の南東側に位置する。西側を D-1SK255 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝、下端が最大径約 35㎝である。本土坑からは伊万里

碗 1 点、陶器の甕 1 点、寛永通寶 1 期 1 点（1）、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-1　SK262　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 50㎝

の長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 1 点、土

師質瓦質土器 7 点うち皿 6 点（1）（2）（3）（4）（5）うち静止糸切り皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK264
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。東側で D-2SK214 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 25㎝、短径約 15㎝、下端が長径約 15㎝、短径約 10㎝の不整形な長円形で

ある。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK265
　本土坑は C-3 に位置する。北側と東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が東西ならびに南北ともに最大径約 65㎝、下端が同じく 50㎝である。本土坑から

は磁器 5 点、陶器 10 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。

陶器には関西系小杉碗 1 点、土瓶 1 点、土師質瓦質土器には同一個体と思われる灯明受け皿 3 点、

焜炉 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK266
　本遺構はD-1の北側に位置する。本遺構は黄褐色粘質土がほぼ均等な厚さで広がっていたもので、

整地層と考えられる。確認部分の規模は東西に最大約 420㎝、南北に最大約 345㎝である。本遺構

からは磁器 7 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄 3 点が出土した。磁器には上絵付うがい碗、
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皿 1 点、瓶 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・刷毛目 1 点・京焼風陶器 4 点、備前瓶 1 点が、土師

質瓦質土器には皿 1 点がある。本遺構の時期は 17 世紀後半である。

D-2　SK268
　本土坑は D-2 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

35㎝の不整形な円形で、下端は 2 か所の小ピット状の凹凸が見られ明瞭でない。本土坑からは磁器

1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁器は水滴、陶器は瀬戸美濃水甕である。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK270
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

35㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK271
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

50㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは唐津灰釉溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、不明鉄

製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK301
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25

㎝の不整形な円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形な円形である。遺物が出土しなかっ

たため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK302
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25

㎝の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦

質土器 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK303・C-3　SK311　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 の東側に位置する。層状を呈し明確に遺構とは判断できない。東側の C-3SK310 や南側の D

石列 302 造作時の整地層かとも想定される。磁器 3 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 24 点、瓦、不

明鉄製品 9 点、貝殻が出土した。陶器は唐津灰釉皿 1 点、皿 6 点、擂鉢 4 点うち同一個体の可能性

が大きい備前 3 点（うち 2 点は C-3 石列内堆積土、C-3SK311 出土のものと接合）であり、瓦には

鳥衾 1 点（1）がある。遺物が少ないため時期は明確でない。また、D-3 石列西側として取り上げ

られた遺物があり、本遺構と同様の遺構と思われる。ここからは火消し壷蓋 1 点（1）が出土した。
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なお、C-3SK311 は D-3SK303 の C 区側で、同層と見られる。

D-3　SK305　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 と E-3 の境に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約 6.3 ｍ

である。全体に層状に広がっているが、底部では黒色の堆積層が見られ、何らかの遺構である可能

性もある。磁器 40 点、陶器 101 点、土師質瓦質土器 201 点、瓦、不明鉄製品 57 点、銅製品 2 点、

砥石 1 点（14） 、貝殻が出土した。磁器には景徳鎮青花碗 1 点（1）・皿 2 点（3）・小坏 1 点、碗

12 点うち雲龍荒磯紋碗 1 点（2）、皿 5 点うち型打ち成形による初期伊万里菊花形皿 1 点（4）・青

磁皿 1 点（5）、肥前ないし萩の青磁香炉火入れ 1 点（6）等が、陶器には唐津碗 27 点（7）、関西系

鉄絵の小鉢 1 点（8）、備前鉢 1 点（9）・同壷甕 1 点（10）・同擂鉢 9 点（11）等が、土師質瓦質土

器には皿 136 点、内耳土器 8 点うち A 群の口縁部 4 点・B 群の口縁部 1 点（12）・C 群の口縁部 1

点（13）、羽釜 1 点、内耳土器か羽釜 11 点、十能の把手の差し込み部分 1 点等がある。瓦にはコビ

キ A の丸瓦 1 点、三つ巴紋軒丸瓦（15）（16）等が、銅製品には煙管の雁首か吸口 2 点がある。陶

磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。時期は 1700 年頃である。

D-3　SK307
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 30

㎝の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 3 点、

土師質瓦質土器の皿 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。陶器には萩 1 点、土瓶 1 点がある。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK308
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 30

㎝の不整形な円形、下端が最大径約 25㎝の円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK312
　本土坑は D-3 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 30㎝

の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 20㎝の不整形である。本土坑からは磁器 2 点、土師質瓦質

土器 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

D-3　SK313　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 に位置する。D-3 の西側から北側と東側を DSB301 に画された範囲にかけて層状に広がって

おり、このことから、DSB301 が機能していた時期の整地層とも考えられる。磁器 108 点、陶器

302 点、土師質瓦質土器 703 点、土人形 2 点、瓦転用品 3 点（15）（16）（17）、瓦、銭貨 4 点、石
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製品 5 点、不明鉄製品 203 点、鉛玉か？ 1 点、銅製品 3 点、貝製品 1 点、貝殻が出土した。磁器に

は碗 36 点うち焼成不良の染付碗 1 点（1）、景徳鎮の碗 2 点・皿 2 点・小坏 3 点、龍泉窯の青磁鉢

1 点（2）、中国の口禿げ皿 1 点等が、陶器には唐津碗 22 点（3）（4）・皿 86 点うち溝縁皿 1 点（5）・

口縁部鉄釉擂鉢 2 点（6）、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 482 点（7）（8）（9）（10）（11）、

内耳土器 16 点うち A 群の口縁部 15 点（12）（13）（14）うち内耳部分の穿孔がしっかりしたもの

4 点、羽釜 2 点、内耳土器か羽釜の体部破片 69 点、板接ぎ叩き成形の焼塩壷 6 点うち蓋 2 点、瓦

質火鉢の脚部 1 点、瓦質土瓶 1 点等がある。土人形には竈 1 点等が、銭貨には元豊通寳 1 点（24）、

□元通寳 1 点（25）、銭種不明 3 点（26）（27）（28）が、瓦には上に開く三葉を中心飾りに持つ軒

平瓦（23）、コビキ A の丸瓦 2 点、石製品には砥石 3 点、碁石 2 点（18）（19）が、銅製品には釘？

1 点、Ｌ字形製 1 点（20）、玉 1 点（21）が、貝製品にはボタン状製品 1 点（22）がある。陶磁器

の詳細についてはカウント表を参照されたい。時期は 1670 年代である。

D-2　SK315
　本土坑は D-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 50㎝

の長円形、下端が長径約 60㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK316　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 の南西側に位置する。南側は調査区外のため不明である。その形状と位置関係から

D-3SK305 と同一である可能性があるが、両者の遺物に時期差が見られるため明確でない。磁器 16

点、陶器 68 点、土師質瓦質土器 219 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 94 点、銅製煙管の火皿

1 点、鉛玉？ 1 点、銅製品 1 点、砥石 1 点、貝殻が出土した。磁器には碗 14 点（1）（2）うち天目

形碗 1 点（3）、外青磁碗 1 点（4）、景徳鎮野菜紋小坏 1 点（5）等が、陶器には唐津碗 12 点うち皮

鯨手碗 1 点（6）・皿 15 点（7）・土灰釉擂鉢 1 点（8）・壷甕 2 点（10）・器種不明土灰釉製品 1 点（11）、

備前擂鉢 2 点（9）、宜興窯蓋物蓋 1 点（12）等が、土師質瓦質土器には皿 173 点、内耳土器 25 点

うち A 群の口縁部 6 点（13）、焼塩壷 1 点（14）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を

参照されたい。時期は 1630 ～ 40 年代である。

　

D-3　SK318
　本土坑は D-3 の南側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 70㎝で

ある。本土坑からは磁器 2 点うち初期伊万里筒型碗 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK320　 遺物実測図

　本土坑は C-3 から D-3 の境に位置する。北側と東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行

する。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 200㎝、短径約 130㎝、下端が長径約 185㎝、
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短径約 90㎝である。底部では瓦片とともに礫が多く見られた。本土坑からは磁器 20 点、陶器 30 点、

土師質瓦質土器 30 点、土人形 1 点、瓦うちコビキ A 1 点、不明鉄製品 4 点、銭貨 1 点が出土した。

磁器には青磁染付碗 1 点、白磁猪口 1 点、筒形碗 1 点が、陶器には唐津高台施釉の灰釉碗 2 点・胎

土目皿 1 点・刷毛目碗 3 点・刷毛目皿か鉢 1 点・二彩手皿 1 点、瀬戸美濃壺か甕 2 点、備前擂鉢 2 点・

灯明皿 1 点、関西系上絵付半球碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 15 点、内耳土器 C 群 1 点がある。

銭貨には皇宋通寳 1 点（1）がある。18 世紀中頃の廃棄土坑である。

D-2　SK321
　本土坑は D-2 の南西側に位置する。北側を T5 に切られている。長径約 380㎝の南側の肩を確認

したが、掘り方は浅く明確でない。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、不明鉄製品 1 点

が出土した。陶器には瀬戸美濃大窯製皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

D-2　SK323　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の北東側に位置する。北東側で C-2SK363 を切っており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 120㎝、短径約 55㎝の不整形な長方形、下端が長径約 90㎝、

短径約 40㎝の不整形な長方形である。本土坑からは口縁端部に敲打痕のある唐津刷毛目灰落とし 1

点（1）土師質皿 1 点（2）、内耳土器 A 群の口縁部 1 点（3）、コビキ B の三つ巴紋軒丸瓦 1 点（4）

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK325
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。東側を C-3SK77 に切られ、これに先行する。また、北側を

トレンチに切られている。確認部分は南西側の壁の一部のみである。遺物が出土しなかったため時

期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK326
　本土坑は D-1 の西側に位置する。東側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 135㎝、短径約 75㎝、下端が最大径約 80㎝である。本土坑からは瓦、不

明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明であるが、掘り方の内部には複

数の 1 面ならびに 2 面のピットが位置しており、そのいずれかの掘り方の可能性もある。

D-1　SK327
　本土坑は D-1 の中央に位置する。北側を D-1KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 120㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、瓦が出土

した。磁器は瓶 1 点、香炉か火入れ 1 点であり、陶器には唐津灰釉碗 1 点がある。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。
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D-1　SK328
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 55

㎝の不整形な隅丸台形、下端が長径約 75㎝、短径約 40㎝の不整形な隅丸台形である。本土坑から

は唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-1　SK329
　本遺構は D-1 の南側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 30㎝

の長円形である。また、掘り方の東側では上面を平坦に据えた礎石の可能性がある石を確認した。

その上面の大きさならびに形状は最大径約 20㎝の方形である。その他の礎石や柱穴との配置関係

は不明である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。

D-1　SK330
　本土坑は D-1 の中央南側に位置する。北側を D-1SV202 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは磁器 14 点、陶器

13 点、土師質瓦質土器 16 点が出土した。磁器には皿 1 点、青磁碗 1 点、一重網目紋碗 4 点が、陶

器には唐津香炉か火入れ 1 点・刷毛目 1 点・鉄釉碗 1 点・灰釉 1 点・呉器手 2 点、備前袋物 1 点、

関西系 1 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点うち底部に穿孔があるもの 1 点、内耳土器 3 点がある。

関西系を混入とすれば、本土坑の時期は 17 世紀後半であり、性格は不明である。

D-2　SK332
　本土坑は D-2 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約

40㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。陶器は備前擂鉢 1 点、壷か甕 1 点であ

る。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK333
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。北側と西側を D-2KDSK8、南側を D-2SK239 に切られており、

これらに先行する。また、北側に D-2P313 が掘り込まれているが、関係は明確でない。確認部分

の規模は最大径約 55㎝である。本土坑からは磁器 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-2　SK335
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。南側を E-2SK244 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は最大径約 35㎝である。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、
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不明鉄製品 16 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK336
　本遺構は D-2 の中央に位置する。東側の一部をトレンチに切られている。確認部分の規模ならび

に形状は上端が長径約 55㎝、下端が最大径約 40㎝の円形である。本遺構の底部では礎石と見られ

る上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長径約 40㎝、短径約 25㎝

の不整形な長方形である。本遺構からは磁器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出

土した。磁器には口縁部が端反り畳付に砂が熔着する白磁碗 1 点、漳州窯製 1 点が、瓦にはコビキ

A1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。本遺構は上層で確認した D-2P242・P243 の掘

り方と礎石である可能性がある。

D-2　SK337
　本遺構は D-2 の北西側に位置する。D-2KDSK8 の東壁際で掘り方の痕跡を確認したのみであり、

その規模は長径約 55㎝である。本遺構からは磁器 3 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK338
　本土坑は C-1 と D-1 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 110㎝、短径約

55㎝の不整形、下端は西側が深く、長径約 50㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑か

らは磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦、不明鉄製品 3 点、不明銅製品 1 点が出土した。

磁器には陶胎染付 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点・皿 1 点、備前 1 点、関西系 1 点が、土師質瓦

質土器には皿 10 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-2　SK339
　本土坑は D-1 と D-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約

55㎝の不整形な長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは伊万里外

面鉄釉の碗 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点うち C 群の口縁部 1 瓦、不明鉄製品 2 点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK340
　本土坑は D-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 20㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 10㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。陶器には堺明石擂鉢 1 点、

関西系上絵付製品 1 点、備前灯明皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点がある。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。
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D-2　SK341
　本遺構は D-2 の北西側に位置する。D-2KDSK8 の西壁際で掘り方を確認したのみであり、その

規模は長径約 55㎝である。本遺構からは瓦、不明鉄製品 1 点が出土したのみのため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-3　SK342　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の中央に位置する。東西両側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに

形状は上端が長径約 280㎝、短径約 160㎝の不整形、北側の土坑部の下端が長径約 140㎝、短径約

90㎝の長円形である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 29 点、瓦、不明鉄製品

38 点、碁石 1 点（10）、キセル吸口 1 点（11） 、貝殻が出土した。磁器には碗 2 点、袋物 1 点等が、

陶器には福岡上野藁灰釉碗 1 点（1）、唐津灰釉皿 2 点・鉄釉溝縁皿 1 点・擂鉢 1 点、志野 1 点、備

前擂鉢 1 点、産地不明壷甕 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 27 点（5）（6）（7）、内耳土器 A 群の

口縁部 1 点等が、瓦にはコビキ A 丸瓦 1 点等がある。褐色土層からは唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦

質土器 2 点が出土した。下層黒色土からは磁器碗 3 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、瓦

の転用品 1 点、不明鉄製品 26 点が出土した。陶器には唐津灰釉溝縁皿 3 点うち砂目痕あるもの 2

点（3）（4）・灰釉皿 4 点・灰釉碗 1 点・鉄釉碗 1 点（2）等が、土師質瓦質土器には皿 15 点（9）

うち手づくね 1 点（8）等がある。この他、底部中央から長径約 60㎝の矢穴がある割石が出土した。

17 世紀前半の廃棄土坑である。

D-3　SK343
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 160㎝、短径約

115㎝の不整形、下端が長径約 145㎝、短径約 90㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器

の皿 3 点、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK344
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。北側で D-2P314、南側で D-2KDSK8 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは瓦が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK346　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は長径約 250㎝、短径約 185㎝の

不整形な長円形である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品

7 点が出土した。磁器には青磁小坏か？ 1 点・皿 1 点が、陶器には唐津灰釉溝縁皿 1 点（1）・砂目

皿 1 点・灰釉皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 7 点（2）（3）（4）（5）（6）（7）がある。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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D-3　SK347
　本土坑は C-3 と D-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝の方形、

下端が長径約 55㎝の方形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-2　SK348
　本土坑は D-2 の中央西側に位置する。西側を D-2SK80 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 80㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格も不明である。

D-1　SK349
　本土坑は D-1 の中央南西側に位置する。北側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は長径約 60㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは磁器 12 点、陶器 19 点、土師質

瓦質土器 21 点、瓦、不明鉄製品 9 点、不明銅製品 1 点が出土した。磁器には青磁香炉か火入れ 2 点、

青磁皿 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 4 点・絵唐津皿 1 点・京焼風陶器 4 点・瓶 1 点、擂鉢 2 点、壷

か甕 3 点が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 11 点うち A 群の口縁部 3 点と C 群の口縁部 1 点、

壷か甕 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK353
　本土坑は D-3 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 55㎝

の不整形、下端が長径約 70㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、

不明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK354
　本土坑は D-2 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

25㎝の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 15㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK356・SK374
　D-3SK356 は D-3 の北西側に位置する。東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端

が長径約 190㎝、短径約 170㎝、下端が長径約 175㎝、短径約 135㎝である。本土坑からは磁器 4 点、

陶器 4 点、土師質瓦質土器 25 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には漳州窯製 1 点、唐津

灰釉碗 1 点・皿 1 点、瀬戸美濃鉄釉壷か甕 1 点、土師質瓦質土器には皿 17 点がある。また、

D-3SK356 の南側の掘り方を D-3SK374 として発掘した。ここからは磁器 1 点、陶器 7 点、土師質

瓦質土器 13 点、瓦、不明鉄製品 11 点が出土した。磁器は初期伊万里鎬の天目碗 1 点（C-2SK316
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出土のものと接合）であり、陶器には唐津灰釉皿 2 点、備前瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、

板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点、外面に格子状の痕跡がある壷か甕 3 点がある。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK358　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は D-3 の中央南西側に位置する。東側と底部をトレンチに切られている。確認部分の規模

は長径約 50㎝である。本土坑からは唐津灰釉瓶 1 点、土師質瓦質土器の皿 6 点、刀子 1 点（1）、

不明鉄製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK359
　本土坑は D-3 の中央南側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が

長径約 90㎝、短径約 70㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器 1 点、陶器

3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器は端反小坏 1 点であり、陶器は唐津灰釉胎土目皿

1 点、黄瀬戸か？小皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK360
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。北側で D-2P302 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 25㎝、下端が長径約 15㎝の隅丸三角形である。本土坑からは絵唐津皿 1 点、土

師質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK361
　本土坑は D-1 の中央に位置する。西側を D-1KDSV4、南側を D-1SV202 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は長径約 140㎝である。本土坑からは磁器 2 点、唐津灰釉皿 1 点、軟

質施釉陶器か？ 1 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦、不明鉄製品 1 点、砥石 1 点が出土した。土師質瓦

質土器には皿 1 点、内耳土器 3 点うち C 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-1　SK362
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 180㎝、短径約

90㎝の不整形、下端が長径約 170㎝、短径約 80㎝の不整形である。本土坑からは磁器 8 点、陶器

14 点、土師質瓦質土器 27 点、瓦、不明鉄製品 10 点、骨 2 点、貝殻が出土した。磁器には皿 1 点、

碗 1 点、水滴置物 1 点が、陶器には唐津内野山窯製銅緑釉皿 1 点・刷毛目 1 点・京焼風陶器碗 5 点・

他 2 点が、土師質瓦質土器には皿 15 点、内耳土器 5 点うち B 群の口縁部 4 点、壷か甕 1 点がある。

本土坑の時期は 17 世紀後半であり、性格は不明である。

D-1　SK363
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　本土坑は D-1 の南側に位置する。北端の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上

端が長さ約 110㎝、最大幅約 30㎝、下端が最大幅約 20㎝の溝状である。本土坑からは瓦が出土し

たのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK367
　本土坑は D-3 の南側に位置する。北東側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状は

上端が長径約 65㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは土師質瓦

質土器の皿 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK368　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の南東側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

120㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは手づくねの土師質皿 1 点（1）（D-3 サブトレンチ出土のも

のと同一個体の可能性あり）が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK369　 遺物実測図  遺物写真

　D-3 の南西側に位置する。西側を D-3SK305 に切られている。全体に浅く層状であり、掘り方は

明確でない。磁器 3 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 4 点、土師質瓦質土器 36 点、瓦、瓦の転用品 1 点、

不明鉄製品 19 点、和釘 1 点（1）、大平通寳 1 点（2）、煙管の吸口 1 点、貝殻が出土した。磁器に

は初期伊万里碗 1 点、漳州窯製の漆継ぎ痕のある皿 1 点が、陶器には唐津灰釉碗 5 点・皿 1 点、志

野 2 点、備前壷 1 点、同一個体と思われる初期京焼 4 点が、土師質瓦質土器には皿 16 点、焼塩壷

2 点うち板接ぎ叩き成形のもの 1 点とろくろ成形のもの 1 点がある。時期は 17 世紀前半である。

D-3　SK370　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　D-3 の南西側に位置する。西側を D-3SK305 に切られている。全体に浅く層状であり、掘り方は

明確でない。唐津灰釉碗 1 点（1）・同鉄釉天目碗 1 点（2）、土師皿 6 点、瓦、不明鉄製品 6 点、□

□元寳 1 点（3） が出土した。

D-3　SK371
　本土坑は D-3 の南側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに形状

は上端が最大径約 70㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは陶器 3 点、土師質

瓦質土器 11 点、不明鉄製品 8 点が出土した。陶器は唐津灰釉碗 1 点・透明釉皿 1 点・内面に青海

波の当て具痕がある土灰釉壷か甕 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 13 点がある。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK373
　本遺構は D-3 の北側に位置する。本遺構は多量の平瓦片を、内側が平面方形となる様にそれらの
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側面をそろえて平置きで配置し、また、その中央に完形の平瓦 1 点を平置きしたものであり、この

ため全体の平面が回の字状を呈する。本遺構の規模は全体の範囲が長辺約 90㎝、短辺約 80㎝、内

法が長辺約 50㎝、短辺約 40㎝である。性格は明確でないが、庭に伴う何らかの施設とも考えられる。

D-3　SK375　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-3 の中央に位置する。東側をトレンチに切られている。掘り方は明瞭でない。角礫か

らなる集石を確認した。本土坑からは伊万里水滴 1 点、初期京焼碗の高台 1 点、土師質瓦質土器の

皿 3 点、沢潟紋鬼瓦 1 点（1）が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK377　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-3 と D-3 の境に位置する。東側を C-3SK75 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約 75㎝、下端が最大径約 40㎝の円形である。

本土坑からは磁器 4 点うち初期伊万里か？同一個体の可能性がある磁器皿 2 点、陶器 6 点、土師質

瓦質土器 16 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、不明鉄製品 6 点、木炭が出土した。陶器には唐津灰

釉砂目溝縁皿 1 点、福岡か？鉄釉片口鉢 1 点、擂り目が斜めになり間隔が開く備前擂鉢 1 点、袋物

1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 9 点うち A 群の口縁部 2 点（1）がある。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK378
　本土坑は D-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の隅丸台形、

下端が最大径約 45㎝の隅丸台形である。本土坑からは唐津 1 点が出土したのみのため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-2　SK379
　本遺構は D-2 の南側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径 55㎝、短径約 40㎝の

長円形、下端が最大径約 30㎝の円形である。本遺構の底部南側では上面を平坦に据えた礎石の可

能性がある石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長径約 25㎝、短径約 15㎝の不整形で

ある。本遺構からは伊万里外面鉄釉碗 1 点、陶器 2 点うち唐津皮鯨手藁灰釉皿 1 点、土師質瓦質土

器 5 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。本遺構

は礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は不明である。

D-2　SK380
　本土坑は D-2 と D-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径 70㎝、短径約 50

㎝の長円形、下端が長径約 60㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑の底部では長径約 30㎝の不

整形な石 3 個がコの字形に据えられていた。その用途については柱を固定するため等が想定される。

遺物が出土しなかったため時期は明確でない。本土坑は柱穴と見られる D-2SK379 の南隣に位置し



― 122 ―

ており、その控柱が据えられていた可能性が考えられる。

　なお、当初 D-2SK379 と本土坑を単一の遺構と判断し、D-3SK376 として発掘を開始した。その際、

磁器 4 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器

には見込み蛇の目釉剥ぎで釉剥ぎ部に錆釉による二重圏線がある皿 1 点が、陶器には唐津灰釉碗 1

点・灰釉皿 2 点、備前瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 A 群の内耳部がしっかり

穿孔する口縁部 1 点がある。

D-2　SK383
　本遺構は D-2 と D-3 の境に位置する。土坑の規模ならびに形状は上端が長径 55㎝、短径約 50㎝

の長円形、下端が最大径約 35㎝の円形である。また、底部では上面を平坦に据えた礎石の可能性

がある石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長径約 25㎝、短径約 20㎝の台形である。

本遺構からは磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でない。本遺構は礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は不明である。

D-2　SK384
　本土坑は D-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径 65㎝、短径約 50㎝の

長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 6 点、土

師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。唐津灰釉どら鉢（皿）1 点・唐津鉄釉皿 1 点と瓶 1 点・唐津灰

釉砂目皿 1 点が、土師質瓦質土器には羽釜 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

D-3　SK388・SK382　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の中央南側に位置する。北側で D-3SK390 を切っており、これより新しい。上端を

トレンチに切られており、確認部分の規模ならびに形状は上端が長径 195㎝、短径約 90㎝、下端が

長径約 140㎝、短径約 55㎝の不整形な長方形である。本土坑からは磁器 10 点、陶器 40 点、軟質施

釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 67 点、瓦、瓦の転用品 4 点（16）（17）（18）、不明鉄製品 50 点が出

土した。磁器には景徳鎮皿 1 点・小坏 1 点・器種不明 8 点が、陶器には唐津碗 5 点・皿 8 点うち溝

縁皿 1 点（2）・見込み胎土目痕のある皿 1 点（4）、福岡か岸岳の藁灰釉皿 1 点（1）、瀬戸美濃皿 4

点うち志野 1 点（3）、福岡か唐津の叩き成形壷 1 点（5）等が、軟質施釉陶器には初期京焼きの碗

1 点（6）が、土師質瓦質土器には皿 25 点（7）（8）（9）（10）（11）（12）、羽釜形土製品 1 点（13）、

板接ぎ叩き成形の焼塩壷 4 点（14）、焜炉火鉢 4 点、火鉢 1 点（15）、同一個体の可能性がある瓦質

甕 19 点（D-3SK382 出土のものと接合）等が、瓦には三つ巴紋軒丸瓦（19）、鳥衾（20）、コビキ

A の丸瓦（21）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。伊万里を含まな

いことから、本土坑の時期は 1610 ～ 20 年頃であろう。廃棄土坑である。

　なお、当初は D-3SK388 と D-3SK390 の上層を D-3SK382 として発掘を開始したが、下層でこれ

ら 2 基に分かれることが判明した。D-3SK382 として発掘中、磁器 3 点、陶器 27 点、軟質施釉陶
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器 2 点、土師質瓦質土器 78 点、瓦、不明鉄製品 47 点、煙管の吸口か雁首 1 点、碁石 1 点（7）が

出土した。磁器には碗 2 点等が、陶器には唐津灰釉皿 6 点うち絵唐津 2 点と砂目 1 点・灰釉碗 5 点・

袋物 1 点・灰釉浅鉢 1 点等が、岸岳か福岡の藁灰釉製品 2 点、瀬戸美濃製品 1 点、備前瓶 1 点・擂

鉢 1 点・袋物 5 点・壷 1 点（1）等が、軟質施釉陶器には同一個体の可能性がある初期京焼 2 点が、

土師質瓦質土器には皿 40 点（2）（3）、焼塩壷身 1 点（5）・蓋 1 点（4）、焜炉火鉢 1 点、同一個体

の可能性がある瓦質甕 20 点（6）（D-3SK388 出土のものと接合）等がある。時期は 17 世紀前半で

あろう。

D-3　SK390　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は D-3 の中央に位置する。南側を D-3SK388 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 110㎝、短径約 90㎝、下端が長径約 45㎝、短径約 30㎝の長円

形である。本土坑からは陶器 10 点、土師質瓦質土器 21 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉碗 2 点・

灰釉溝縁皿 1 点・灰釉皿 1 点・絵唐津皿 1 点・唐津擂鉢 1 点、碗 1 点、志野皿 1 点（1）等が、土

師質瓦質土器は皿 11 点、壷か甕 7 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

D-3　SK392　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 の南西側に位置する。西側を T5 に切られている。掘り方を明確に確認できなかった。磁器

4 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 65 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器

には皿 1 点、同一個体の可能性がある青磁碗 2 点等が、陶器には絵唐津皿 1 点・灰釉溝縁皿 1 点・

灰釉皿 3 点・土灰釉碗？ 1 点・鉄釉砂目皿 1 点・藁灰釉と鉄釉の瓶 2 点、福岡擂鉢 1 点、岸岳か福

岡藁灰釉 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 47 点（1）、内耳土器 7 点、焙烙 1 点等がある。時期は

17 世紀前半であろう。

D-3　SK394　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-2 と D-3 の境に位置する。掘り方を明確に確認できなかった。本遺構からは瓦うちコ

ビキ A1 点と飾り瓦 1 点（1） 、貝殻が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK395
　本遺構は D-3 の中央北東側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形

状は上端が長径 120㎝、短径約 60㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本遺構からは唐津灰釉 2 点うち

碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、鉄 10 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-3　SK396・SK399　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-3 の西側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が最大径約 285㎝の不整形で
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ある。このうち南西部分を D-3SK399、その他を D-3SK396 として発掘した。D-3SK396 からは磁器

16 点、陶器 40 点、土師質瓦質土器 159 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 40 点、銅製品 2 点、

魚骨 2 点、貝殻が出土した。磁器には碗 6 点、菊花形に型打ち成形された初期伊万里皿 1 点（1）、

漆継ぎの端反小坏 1 点、景徳鎮皿 2 点等が、陶器には唐津皿 10 点うち鉄釉と灰釉掛け分ける溝縁

大皿 1 点（2） ・唐津土灰釉碗か？ 1 点・口縁部のみ鉄釉掛ける擂鉢 2 点（6）、福岡藁灰釉皿 1 点・

同鉄釉擂鉢 1 点（5）、備前擂鉢 1 点・同袋物 1 点・同花生？ 1 点（3）、瀬戸美濃鉄釉袋物 1 点（4）・

志野向付 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 127 点（7）（8）（9）（10）、内耳土器 12 点うち A 群の

口縁部 2 点うち内耳部分の穿孔がしっかりしたもの 1 点、関西系焙烙 1 点（11）、輪積み成形の焼

塩壷 2 点等がある。銅製品には匙 1 点（12）、鋲 1 点（13）がある。陶磁器の詳細についてはカウ

ント表を参照されたい。時期は 17 世紀中頃であろう。D-3SK399 からは磁器 13 点、陶器 9 点、土

師質瓦質土器 100 点、不明鉄製品 28 点、鉛玉か？ 2 点、碁石 1 点、永楽通寳 1 点（8）が出土した。

磁器には漳州窯色絵碗 1 点（1）・同色絵皿 1 点（2）、同一個体の可能性がある青磁碗 5 点、初期伊

万里の畳付に砂が付着する碗 1 点等が、陶器には唐津透明釉碗 2 点・鉄釉碗 1 点・京焼風陶器碗 1 点・

灰釉溝縁皿 1 点・鉄釉砂目皿 1 点・底部に右回転糸切り痕がある胎土目積み灰釉小坏 1 点、備前瓶

1 点、関西系肩衝き茶入れ 1 点（3）等が、土師質瓦質土器には皿 97 点（4）（5）（6）（7）、板接ぎ

叩き成形の焼塩壷 1 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。時期は 17

世紀前半であろう。本遺構は下層で確認した井戸（D-3SK520）の埋土の上部と見られる。

D-2　SK3000
　本土坑は D-2 の南西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

55㎝である。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK3001
　本遺構は C-3 と D-3 の境に位置する。東側を D-3SK77 に切られており、これに先行する。また北、

南、西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 45㎝である。本遺構からは陶器 4 点、

土師質瓦質土器 17 点うち皿 14 点、瓦、鉄 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-3　SK401
　本土坑は D-3 の北側に位置する。南東側を D-3SK342 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が最大径約 60㎝の全体に丸みを帯びた方形、下端が最大径約 55㎝の円形である。

本土坑からは唐津灰釉 4 点うち端反碗 2 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 3 点、貝殻が出

土した。土師質瓦質土器には板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点、皿 1 点がある。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK403
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　本土坑は D-3 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上下端とも長辺約 75㎝、短辺

約 45㎝の長方形である。底部の四辺に木質と釘が遺存していたことから、木箱状のものが埋設さ

れていた可能性が高い。本土坑からは磁器 2 点うち鉄釉 1 点、唐津鉄釉砂目溝縁皿 1 点・灰釉皿 1 点、

土師質瓦質土器 9 点うち皿 7 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

D-1　SK405・SK407・SK410・SK411・SK416　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-1 の北側から中央にかけて位置する。当初これら 5 ヶ所のそれぞれに遺構番号を付け

て発掘を開始したが、その形状から同一の遺構である可能性が伺われるため、まとめて記述する。

本遺構全体の規模ならびに形状は上端が長辺約 545㎝、短辺約 300㎝の不整形な長方形で、掘り方

は浅く層状である。D-1SK405 は本遺構の南半部に当たる。本遺構からは磁器 3 点、陶器 7 点、土

師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。磁器には碗 1 点が、陶器には唐津灰釉薬碗 1 点・絵唐津皿 1 点・

京焼風陶器 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点、福岡か？片口 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内

耳土器 A 群の口縁部 1 点、羽釜 1 点がある。時期は 17 世紀後半である。D-1SK407 は本遺構の西

側中央部に当たる。本遺構からは磁器 8 点、陶器 2 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、

瓦が出土した。磁器には上絵付碗 1 点があり、陶器は唐津呉器手碗 1 点・擂鉢 1 点であり、土師質

瓦質土器は皿 2 点、内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、同一個体と思われる焜炉か火鉢 2 点で

ある。時期は不明である。D-1SK410 は本遺構の北西部に当たる。本遺構からは磁器 6 点、陶器 11

点、軟質施釉陶器の菊花皿 2 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦、不明鉄製品 9 点が出土した。磁器に

は伊万里の袋物 1 点が、陶器には唐津三島手皿 1 点・灰釉皿 3 点・灰釉碗 2 点・京焼風陶器碗 2 点・

呉器手腕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 3 点うち A 群内耳土器 2 点うち口縁部 1

点と C 群 2 点、火鉢か？ 1 点、羽釜 3 点がある。時期は 17 世紀代である。D-1SK411 は本遺構の

北東部に当たる。本遺構からは磁器 9 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 29 点、瓦、不明鉄製品 25

点が出土した。磁器には初期伊万里鉄釉皿 1 点・初期伊万里イゲ縁の皿 1 点、高台無釉の碗 1 点、

一重網目紋袋 1 点が、陶器は唐津砂目皿 1 点・京焼風陶器 1 点・香炉か火入れ 1 点・二彩手皿 1 点・

灰釉 6 点うち皿 1 点と壷か甕 1 点・鉄釉碗 1 点・京焼風陶器碗 2 点、備前 2 点うち擂鉢 1 点、瀬戸

美濃鉄釉碗 1 点、混入と思われる萩か？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 5 点がある。

時期は 17 世紀後半である。D-1SK416 は本遺構の東側中央部に当たる。本遺構からは磁器 3 点、

陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、煙管の吸口 1 点（1）が出土した。

磁器には伊万里碗 1 点、中国製碗 1 点が、陶器には唐津二彩手皿 1 点・京焼風陶器 2 点・備前袋物

1 点がある。時期は 17 世紀後半である。

　以上を総合すると、本遺構の時期は 17 世紀後半であり、性格は明確でないがその形状から整地

層である可能性もあろう。

D-1　SK406　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 270㎝、短径約 120
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㎝の不整形、下端が長径約 240㎝、短径約 95㎝の不整形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 9 点、

土師質瓦質土器 16 点、瓦および瓦の転用品か？ 1 点、不明鉄製品 21 点、小柄 1 点（3）が出土した。

陶器には唐津砂目溝縁皿 1 点・灰釉皿 3 点・壷か甕 1 点、備前壷か甕 1 点が、土師質瓦質土器には

皿 11 点（1）、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部で内耳の穿孔がしっかりしたもの 2 点（2）がある。

17 世紀前半の廃棄土坑である。

D-1　SK408　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、西側の掘り方も不明

である。確認部分の規模は長径約 60㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは伊万里仏飯器 1 点、唐

津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 5 点、手づくね蓋 1 点（1）、瓦、不明鉄製品 4 点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK409
　本土坑は D-1 と D-2 の境に位置する。西側の壁のみ確認した。その規模は長さ約 55㎝である。

本土坑からは土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-2　SK412
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 40

㎝の不整形な台形、下端が長径約 60㎝、短径約 30㎝の不整形な台形である。本土坑からは絵唐津

皿 1 点、不明鉄製品 18 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK413
　本土坑は D-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形、下

端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは唐津刷毛目碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点と内

耳土器 1 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

D-3　SK414
　本土坑は D-3 の南西側に位置する。南側はトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

50㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK417
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の円形、

下端が最大径約 25㎝の円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、不
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明鉄製品 16 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK418
　本土坑は D-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 50㎝

の長円形、下端が長径約 60㎝、短径約 30㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質

土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 6 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

D-3　SK419
　本土坑は D-3 の東側に位置する。西側は石で画されている。本土坑の規模は上端が長径約 40㎝、

短径約 35㎝、下端が最大径約 30㎝である。本土坑からは唐津長石釉砂目皿か？ 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK420
　本土坑は D-3 の南東側に位置する。北側と東側の壁の一部のみ確認した。その規模は長径約 40

㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦、鉄 1 点が出土した。磁

器には袋物 1 点があり、陶器は唐津灰釉 3 点・刷毛目 1 点、鉄釉碗 1 点であり、土師質瓦質土器に

は皿 3 点、内耳土器 7 点うち A 群 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

D-1　SK421
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は長径約 50㎝、短径約 15㎝の細

長い長方形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK422
　本土坑は D-1 の中央北西側に位置する。D-1SK410 の掘り方の西側に掘り込まれている。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 155㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 145㎝、短径約 35㎝の短い

溝状である。本土坑からは唐津 2 点うち京焼風陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、不明鉄

製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK423
　本遺構は D-1 と D-2 の境に位置する。北側を D-2P247 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は長さ約 170㎝、最大幅約 35㎝の溝状である。本土坑からは磁器 1 点、土

師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。
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D-3　SK424
　本遺構は D-3 の東側に位置する。東側を C-3SK16 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 105㎝、短径約 55㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本遺構からは土師質瓦質土器の

皿 3 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK425
　本遺構は D-3 の西側に位置する。北側を D-3SK396 に切られており、これに先行する。また、南

側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに形状は長径約 180㎝、短径約 75㎝の溝状で

ある。本遺構からは陶器 5 点うち唐津灰釉皿 3 点・鉄釉碗 1 点と皿 1 点、不明鉄製品 2 点、飾り瓦

を含む瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK427　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-2 の中央南東側に位置する井戸跡である。掘り方の規模ならびに形状は上層の遺構や

トレンチに切られているため明確でない部分もあるが、確認部分では長辺約 4 ｍ、短辺約 3.2 ｍの

方形であり、本遺跡で確認した井戸跡でも大規模なものである。この掘り方の中央南東側で井戸枠

を確認した。細長い板材を縦長にして円形に組んだもので、その規模は最大径約 75㎝である。本

遺構の掘り方の南辺に沿って D 石列 301、その南側に DSB301 の北側列が平行して位置しており、

こうした位置関係からこれらには関連性が伺われ、同時期に機能していた可能性がある。本遺構か

らは磁器 5 点、陶器 26 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 16 点、瓦、瓦の転用品 8 点（6）

～（12）、不明鉄製品 18 点、硯 1 点、ガラス簪 1 点（13）が出土した。磁器には景徳鎮青花鉢 1 点

（1）、青磁 1 点等が、陶器には唐津灰釉胎土目皿 6 点うち同一個体と見られるもの各 3 点うち絵唐

津 1 点・同一個体と見られる灰釉皿 2 点・鉄釉袋物 1 点・灰釉製品 3 点・D-2SK524-26 と同一個体

の可能性がある擂鉢 1 点（4）、岸岳か福岡藁灰釉 7 点うち皿 3 点と碗 1 点、瀬戸美濃 3 点うち天目

碗 1 点・志野向付 1 点、信楽 2 点うち D-2SK524-21 と同一個体と思われる水差し 1 点（2）、備前系？

瓶 1 点（3）等が、軟質施釉陶器には初期京焼皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点、板接ぎ叩

き成形の焼塩壷 2 点（5）等がある。瓦にはコビキ A の丸瓦 1 点、三つ巴紋軒丸瓦（14）、桐紋飾

り瓦（15）等がある。築造時期は明確でないが、17 世紀前半に廃絶した井戸であろう。

D-3　SK428
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長

径約 60㎝、下端が長径約 50㎝である。掘り方の南側で大きな石が出土したが、その性格は不明で

ある。本土坑からは唐津灰釉 1 点、外面に格子状の叩き目ないし当て具痕のある壷か甕 22 点、土

師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK429
　本土坑は D-2 の南側に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 45㎝で
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ある。また、掘り方内に柱痕状のピットを確認した。その規模ならびに形状は上端が最大径約 20

㎝の円形である。本土坑からは唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK430
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。東側と西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

35㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは青磁碗 1 点、唐津岸岳系碗 1 点・京焼風陶器 1 点、

軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器の外面に格子状叩き目のある壷か甕 1 点とその脚 1 点、不明鉄

製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK433
　本土坑は C-3 と D-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約

40㎝の台形、下端が長径約 60㎝、短径約 35㎝の長方形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿

1 点、不明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK435
　本土坑は D-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 45㎝

の隅丸台形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 2 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦、不明石製品 3 点が出土した。磁器には伊万里碗の蓋 1 点、碗 1 点がある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK436
　本土坑は D-2 の西側に位置する。北側を D-2SK68 に切られており、これに先行する。また、西

側で D-2SK437 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は長径約 55㎝である。本土坑か

らは唐津灰釉皿 2 点うち胎土目 1 点・灰釉碗 1 点、福岡系壷か甕か？ 1 点、土師質瓦質土器の内耳

土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK437
　本土坑は D-2 の西側に位置する。北西側を D-2SK436 に切られており、これに先行する。また、

北東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 45㎝である。本土坑からは不明鉄製

品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK438
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 30

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは唐津灰釉胎

土目皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不
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明である。

D-1　SK501
　本土坑は D-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は上端が長

径約 105㎝、下端が長径約 90㎝である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 5 点、

不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には青磁碗 1 点、染付皿 1 点が、陶器には唐津灰釉碗 3 点・灰釉

皿 2 点・同一個体と思われる高台外まで施釉した透明釉砂目端反碗、備前袋物 1 点が、土師質瓦質

土器には皿 3 点がある。本土坑の時期は 17 世紀前半であり、性格は不明である。

D-1　SK503
　本土坑は D-1 に位置する。東側を D-1SK422、西側を D-1SK45 に切られており、これらに先行す

る。確認部分の規模は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝である。

本土坑からは土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点、漆喰片 1 点が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK504
　本土坑は D-1 の西側に位置する。東側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 95㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 35㎝である。本土坑から

は瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK505
　本土坑は D-1 の中央南西側に位置する。東側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は最大径約 35㎝、下端が最大径約 25㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK506
　本土坑は D-1 の南西隅に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の不整形、

下端が最大径約 40㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器 1 点が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK508
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 95㎝の不整形

な円形、下端が最大径約 85㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 8 点、土師質

瓦質土器 7 点、土師質土鈴か？ 1 点が出土した。陶器は唐津灰釉 1 点、関西系 5 点うち白い釉が入

るもの 1 点、同一個体と思われる備前擂鉢 2 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。
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D-1　SK509
　本土坑は D-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の円形、下

端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは陶器 2 点うち唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器の皿 3

点、瓦、不明鉄製品 2 点、碁石 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

D-2　SK510　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 から D-2 にかけて位置する。西側の掘り方は一部不明である。確認部分の規模は上

端が長径約 320㎝、短径約 215㎝、下端が長径約 285㎝、短径約 205㎝である。本土坑からは陶器

25 点、土師質瓦質土器 10 点、須恵器の坏蓋 1 点、碁石か？ 1 点、羽口 1 点（4）、瓦、瓦の転用品

2 点、不明鉄製品 3 点、鉄滓が出土した。陶器には唐津岸岳系碗か皿 7 点（1）・灰釉碗 1 点・皿 9

点（2）うち端反皿 3 点・碗か皿 1 点・灰釉 1 点・壷か甕 1 点、備前 6 点うち擂鉢 3 点が、土師質

瓦質土器には皿 4 点（3）が、瓦にはコビキ A1 点がある。伊万里と唐津溝縁皿を含まないことから、

本土坑の時期は 1620 年までと考えられる。性格は不明である。

D-3　SK512　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　D-3 の中央南東側に位置する。全体に層状を呈し明確に遺構と判断できない。唐津灰釉碗 1 点、

土師質瓦質土器の皿 13 点（1）（2）うち静止糸切り底 1 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 2 点、瓦の転

用品 2 点、不明鉄製品 3 点が出土した。

D-3　SK513
　本土坑は D-3 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 45㎝

の不整形、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の不整形である。本土坑からは唐津透明釉 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK514
　本土坑は D-3 の南側に位置する。南側を D-3SK227 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は上端が長径約 135㎝、短径約 70㎝、下端が長径約 130㎝、短径約 55㎝である。本土坑から

は伊万里染付 1 点、唐津岸岳系皿 4 点・灰釉碗 1 点・透明釉 2 点うち皿 1 点・絵唐津皿 1 点・鉄釉

碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 9 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-3　SK515
　本土坑は D-3 の中央北西側に位置する。南北両側の壁ならびに底部を部分的に確認した。確認部

分の規模は長径約 165㎝、短径約 130㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、
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不明鉄製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK517　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-1 の東側に位置する井戸跡である。西側で D-1SK522、南西側で D-1SK536 を切って

おり、これらより新しい。掘り方の規模ならびに形状は上端が長辺約 450㎝、短辺約 390㎝の隅丸

方形であり、本遺跡で確認した井戸の中でも大規模なものである。その埋土上面の南東側と西側で

は石列を確認した。これらに使用されている石のうち、大きさが長径約 65㎝から 30㎝までの主要

なものは、上面を概ね平坦にそろえて据えられていた。南東側の石列は 3 個の主要な石とその詰石

が東西方向に連なっており、その長さは約 110㎝である。また、西側の石列は 4 個の主要な石とそ

の詰石が南北方向に連なっており、その長さは約 215㎝である。また、西側の石列の北側のやや離

れた位置でも石を一個確認した。これらの石列は本井戸の地表施設であり、本来は方形に巡ってい

た可能性がある。井戸枠は掘り方の中央で確認した。細長い板材を縦長にして円形に組んだもので、

その最大径は約 65㎝である。本井戸跡からは磁器 38 点、陶器 61 点、ミニチュアか？ 2 点、土師

質瓦質土器 71 点、瓦うちコビキ A4 点、瓦の転用品 2 点、不明鉄製品 37 点、不明銅製品 1 点、木

製品、獣骨が出土した。磁器には皿 10 点うち漆接ぎ痕があるもの 3 点（うち 1 点が C-1SK539 出

土のものと接合）うち漳州窯製 1 点、碗 21 点うち同一個体と思われる一重網目紋碗 4 点、高台内

に「大明成化年製」の銘がある小坏 1 点、端反小坏 1 点、青磁の香炉か火入れ 2 点が、陶器には唐

津灰釉胎土目皿 2 点・灰釉砂目皿 4 点うち二彩手 2 点（うち 1 点が D-1SK525 出土のものと接合）・

溝縁皿 2 点・灰釉皿 13 点・灰釉碗 2 点・灰釉香炉か火入れ 1 点・絵唐津 1 点・内野山窯製銅緑釉

皿 1 点・刷毛目 1 点、二彩手皿 1 点・京焼風陶器 1 点・刷毛目の上に鉄釉の壷か甕 1 点・鉄釉壷か

甕 1 点・壷か甕 1 点・鉄釉瓶 1 点・砂目香炉か火入れ 1 点・擂鉢 1 点、備前壷か甕 5 点・擂鉢 1 点、

信楽壷か甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 39 点うち静止糸切り 3 点、内耳土器 3 点うち A 群の口

縁部 2 点と C 群の口縁部 1 点、瓦質擂鉢 5 点（D-1SK536 出土のものと接合したものあり）、羽釜 2

点、菊紋がある香炉か火鉢 1 点がある。ミニチュアと思われるものは備前でうち甕のミニチュアと

思われるもの 1 点である。木製品には漆椀（1）、桶側板（2）等がある。築造された時期は明確で

ないが、17 世紀後半に廃絶している。なお、本遺跡で井戸そのものの地表施設として石列を伴っ

ていることが明確に確認された井戸跡は本井戸跡のみである。

D-1　SK518
　本土坑は D-1 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

30㎝の長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは瓦、不明鉄製品 1

点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK519　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 の北西側に位置する。南側で D-3SK520 を切っており、これより新しい。また、北

西側の掘り方上部は不明確である。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 195㎝、短径約
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165㎝、下端が長径約 165㎝、短径約 95㎝の不整形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 12 点、土

師質瓦質土器 35 点、不明鉄製品 35 点、瓦、貝殻が出土した。磁器には初期伊万里皿 1 点（1）が、

陶器には唐津灰釉溝縁皿 1 点とこれと同一個体と見られるもの 1 点・灰釉碗 1 点、志野 1 点、備前

擂鉢 1 点・袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 27 点（2）等がある。遺物は少ないが、本土坑の

時期は 17 世紀前半である可能性がある。廃棄土坑であろう。

D-3　SK520　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-3 の北西側に位置する井戸跡である。北側を D-3SK519 に切られており、これに先行

する。また、東側で D-3SK538 と切り合うが、先後関係は不明である。掘り方の確認部分の規模は

最大径約 3 ｍの不整形な円形である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円形に組み合わせたもので、

その規模は最大径約 60㎝である。井戸枠内からは青磁 1 点、瓦が出土した。埋土からは磁器 9 点、

陶器 54 点、土師質瓦質土器 102 点、瓦、不明鉄製品 40 点、瓦の転用品 1 点、碁石 4 点（3）（4）（5）

（6）、木製品、元豊通寶？（13）1 点、貝殻が出土した。磁器には景徳鎮 3 点、白磁皿 1 点等が、

陶器には唐津灰釉皿 29 点うち胎土目 1 点と絵唐津 1 点と溝縁皿 3 点うち砂目 1 点・胎土目 1 点・

絵唐津 2 点・鉄釉溝縁皿 1 点・灰釉碗 5・土灰釉碗 1 点・擂鉢 1 点・灰釉 4 点・土灰釉 1 点・鉄釉

1 点、岸岳か福岡藁灰釉製品 3 点うち皿 1 点、同一個体の可能性がある備前袋物 2 点、須恵質陶器

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 92 点（1）（2）（11）（12）等が、瓦には三つ巴紋軒丸瓦（7）等が、

木製品には楊枝（8）不明板状製品（9）（10）等がある。17 世紀前半に築造され、廃絶した井戸で

あろう。

D-3　SK521
　本土坑は D-3 の北東側に位置する。上層に D-3P338 が位置しており、これに先行する。確認部

分の規模はの規模は上端が長径約 65㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 50㎝、短径約 25㎝である。本

土坑からは伊万里半球碗 1 点、唐津透明釉皿 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製

品 9 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK522　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 の中央に位置する。北東側を D-1SK258、東側を D-1SK517 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模ならびに形状は上端が長辺約 190㎝、短辺約 150㎝の長方形、下端

が長辺約 175㎝、短辺約 130㎝の長方形である。本土坑からは唐津砂目積み灰釉皿 1 点（1）、丹波？

壷 1 点（2）、土師質皿 2 点（3）（4）、焼塩壷蓋 1 点（5）、同身 1 点（6） が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK523　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は C-2 と D-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約

80㎝の不整形な長方形、下端が長径約 100㎝、短径約 65㎝の不整形な長方形である。本土坑からは
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磁器 4 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土した。磁器には中国製端

反小坏 1 点が、陶器には関西系上絵付碗 1 点があり、軟質施釉陶器は初期京焼であり、土師質瓦質

土器には皿 1 点、内耳土器 8 点うち A 群の口縁部 1 点（1）がある。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

土師質・瓦質土器観察表
D-2　SK524・E-2　SK611・SK612・SK617・SK625　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は D-2 から E-2 にかけて位置する。これらの遺構は全体で北北西から南南東に長く延びる

幅広の大きな土坑を構成しており、同一の遺構である可能性があるためまとめて記述する。この全

体の確認部分の規模は東西に長さ約 9.3 ｍ、最大幅約 2.3 ｍである。

　D-2SK524 は本遺構の東半部に当たる。東側で D-2SK427 と連結している。また、掘り方内に試

掘 T5 が掘り込まれている。確認部分の規模は上端が長径約 450㎝、短径約 275㎝、下端が長径約

415㎝、短径約 230㎝である。本土坑の上層からは磁器 7 点、陶器 9 点、軟質施釉陶器 1 点、土師

質瓦質土器 12 点、瓦、瓦転用品 4 点（31）（32）（33）、不明鉄製品 14 点が出土した。磁器には景

徳鎮青花碗 1 点（1）、産地不明瓶の口 1 点等が、陶器には唐津灰釉皿 3 点（2）うち砂目皿 1 点、

志野向付 2 点（3）（4）、織部向付 1 点（5）、福岡？土灰釉壷 1 点（6）、擂鉢 1 点、壷か甕 1 点等が、

軟質施釉陶器には初期京焼碗 1 点（7）が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 5 点うち A 群の

口縁部 1 点、焼塩壷身 1 点（29）、甕 1 点（30）、焜炉 1 点がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦（41）等

がある。下層の炭層からは磁器 9 点、陶器 92 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦、

陶器転用品 1 点（28）、瓦転用品 7 点（39）（40）、不明鉄製品 32 点、砥石 1 点が出土した。磁器に

は景徳鎮青花碗 2 点（8）（10）・同青花皿 1 点（11）・同青花小坏 1 点（12）、漳州窯青花碗 1 点（9）

等が、陶器には唐津皮鯨手碗 1 点（13）・透明釉皿 1 点（14）・土灰釉皿 1 点（18）・片口 1 点（20）・

小坏 1 点（23）・擂鉢 1 点（26）、見込みを四角く釉剥ぎする岸岳皿屋窯の藁灰釉皿 1 点（15）、福岡？

の藁灰釉皿 2 点（16）うち皮鯨手 1 点（19）・鉄釉に飴釉流し掛ける壷 1 点（24）、瀬戸美濃灰釉皿

1 点（17）、信楽水差し 1 点（21）、備前瓶？（22）・擂鉢 1 点（25）等が、軟質施釉陶器には京の

器種不明 1 点（27）が、土師質瓦質土器には皿 5 点（34）（35）、焼塩壷 3 点（36）（37）うち蓋 1

点（38）等がある。瓦にはコビキ A の丸瓦 1 点等がある。また、上層か下層か不明の土師質瓦質

土器に皿 84 点、壷甕 7 点、焙烙 2 点がある。唐津砂目積み皿はあるが明確な伊万里はなく、1610

年代の遺構であろう。

　E-2SK611 は本遺構の西端に当たる。北東側を E-2SK277 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が一辺約 220㎝前後、下端が一辺約 190㎝前後である。須恵器 1 点、土師質瓦

質土器 2 点うち擂鉢 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

　E-2SK612 は本遺構の中央に当たる。磁器の皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

　E-2SK617 は本遺構の中央、E-2SK612 の北側に当たる。織部香炉火入れ？ 1 点（1）、瓦が出土し

た。

　E-2SK625 は E-2SK611 と E-2SK612 に挟まれた部分に当たる。内耳土器 3 点が出土した。遺物
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が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

　以上を総合すると、本遺構の時期は 1610 年代である。本遺構は西側で D-2SK427（井戸跡）に

連結しており、両遺構には何らかの関連性があったと想定される。

D-1　SK525
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。西側で D-1SK533 を切っており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝の不整形な方形、下端が長径約 80㎝、短径約 70㎝の不整

形な方形である。本土坑からは初期伊万里碗 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、鉄釘 4 点

が出土した。陶器は唐津灰釉砂目皿 2 点・灰釉皿 1 点、同一個体と思われる備前瓶 3 点である。本

土坑の時期は 17 世紀前半であり、性格は不明である。

D-1　SK529
　本土坑は D-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝

の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは備前袋物 1 点、土師質

瓦質土器 6 点うち皿 4 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-2　SK530
　本遺構は D-1 と D-2 の境に位置する。小規模な石列を確認した。この石列は長径約 30㎝と約 25

㎝の 2 個の石のみを東西方向に連ねたものである。また、これに伴う掘り方の規模は長径約 65㎝、

短径約 20㎝である。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK532
　本土坑は C-2 と D-2 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約

50㎝の長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 40㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器 1 点、

不明鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK533
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。東側を D-1SK525 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 100㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 60㎝である。本土坑

からは磁器 2 点うち端反碗？ 1 点、唐津灰釉溝縁皿 1 点・灰釉 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不

明鉄製品 1 点が出土した。土師質瓦質土器は皿 2 点、焼塩壺 1 点である。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK534
　D-2の北東側に位置する。西側をD-2SK510に切られている。形状が不明確で遺構と判断できない。
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D-1SK534 として取り上げた遺物に磁器 3 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点、

瓦、不明鉄製品 7 点がある。陶器は唐津絵唐津皿 1 点・灰釉皿 1 点・灰釉袋物 1 点、擂鉢 1 点、土

師質瓦質土器は皿 3 点、内耳土器 5 点、焼塩壷 1 点であるが、本土坑の遺物の誤りと見られるが不

明である。

D-1　SK536　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 の南側に位置する。埋土上には D-1SK509 が位置し、また、北東側を D-1SK517 に

切られており、これらに先行する。確認部分の規模は上端が長辺約 320㎝、短辺約 215㎝、下端が

長辺約 285㎝、短辺約 205㎝で、この確認部分の形状から、上下端とも当初の形状は長方形と想定

される。本土坑からは磁器 11 点、陶器 78 点、土師質瓦質土器 139 点、円盤状のままごと？ 1 点（18）、

瓦、瓦の転用品 3 点（19）（20）、碁石？ 2 点、不明鉄製品 84 点、煙管の雁首 1 点と煙管の一部と

思われる銅製品片 1 点、銅製品 2 点が出土した。磁器には景徳鎮碗 3 点（1）・皿 2 点・器種不明 2 点、

染付碗 1 点（2）等が、陶器には唐津碗 15 点・皿 26 点うち灰釉皿 5 点うち溝縁皿 1 点と胎土目 2

点（4）（6）と 3 足付き 1 点（7）、瀬戸美濃灰釉碗 1 点（3）・灰釉皿 1 点（5）・志野向付 1 点（8）、

備前壷甕 1 点（9）、袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 112 点（10）～（15）、内耳土器 14 点う

ち A 群の口縁部 5 点（16）、擂鉢 1 点（17）等が、瓦には三つ巴紋軒丸瓦（21）等がある。鍋と思

われるものが 1 点あるが、混入と判断してカウントしていない。陶磁器の詳細についてはカウント

表を参照されたい。本土坑の時期は 1620 年代であり、性格は不明である。

D-1　SK537
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。南側を D-1SK517 に切られており、これに先行する。また、

西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 40㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは唐

津灰釉 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

D-3　SK538　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は D-3 の中央北東側に位置する井戸跡である。西側で D-3SK520 と切り合うが、先後関係

は不明である。掘り方の確認部分の規模は最大径約 105㎝である。井戸枠は細長い板材を縦長にし

て円形に組んだもので、その規模は最大径約 60㎝である。本土坑からは唐津岸岳系 2 点、福岡？

陶器瓶 1 点（1）、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、不明石製品 1 点、

貝殻が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK539
　本土坑は D-1 の中央南東側に位置する。D-1SK517 の掘り方の南西側に沿って確認したもので、

その掘り方の一部である可能性もある。確認部分の規模は長径約 125㎝、短径約 50㎝である。本土

坑からは土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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D-2　SK5000　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は D-2 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約 90㎝

の不整形な円形、下端が最大径約 70㎝の円形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 11 点、土師質

瓦質土器 16 点、瓦、瓦の転用品 1 点、楊枝 1 点（1）、不明鉛製品 1 点が出土した。磁器は中国製

碗 1 点、伊万里端反小坏 1 点、瓶 2 点であり、陶器には唐津岸岳系藁灰釉碗 1 点・灰釉皿 2 点・灰

釉砂目積み皿 1 点・刷毛目皿 1 点、志野 1 点、瀬戸美濃横位の沈線に縦位の鎬の香炉か火入れ 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 6 点うち A 群の口縁部 2 点がある。本土坑の時期は 17

世紀初めであり、性格は不明である。

D-3　SK601　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-3 の西側に位置する。西側を T5 で切られている。確認部分の規模は最大径約 120㎝

である。掘り方は円筒状に深く掘り込まれており、底部からは地下水が湧出した。木枠は確認して

いないが、これらの点から本遺構は井戸と考えられる。本遺構からは陶器 13 点、土師質瓦質土器

8 点うち皿 6 点、瓦、鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉碗 1 点・同一固体の可能性が大き

い鉄釉碗 2 点（うち 1 点は D-3SK605、D-3SV601 出土のものと接合）・内面に青海波紋の当て具痕

ある土灰釉壷か甕 1 点・灰釉溝縁皿 1 点・火入れ灰落とし 1 点（1）・同一個体の可能性のある岸岳

系藁灰釉碗 4 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点（2）、板接ぎ叩き成形の焼塩壷身 1 点（3）がある。

伊万里が出土していないので 1620 年頃の遺構であろう。

D-3　SK602
　本遺構は D-3 の中央西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 55㎝、

短径約 35㎝である。本遺構では底部から獣骨が出土しており、これを埋納したものと考えられる。

この他、土師質瓦質土器 6 点うち皿 4 点、瓦、不明鉄製品 9 点、鉄滓が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でない。

D-2　SK603
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。北側を D-2SK46、南側を D-2SK333 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は上端が長径約 85㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 80㎝、短径約 30㎝

である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK605
　本土坑は D-3 の西側に位置する。南西側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状は

上端が長径約 110㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 45㎝の長円形である。本土坑から

は陶器 4 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、不明鉄製品 5 点が出土した。陶器には唐津灰釉端反碗 2 点

（D-3SV601 出土のものと接合）、鉄釉端反碗（D-3SK601、D-3SV601 出土のものと接合）、絵唐津皿
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1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK606
　本土坑は C-3 と D-3 の境に位置する。西側を D-3SK404 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 145㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 135㎝、短径約 40㎝である。本土坑

からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK607　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-2SK244 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝である。本土坑から

は福岡上野？浅鉢 1 点（1）、内耳土器 A 群 1 点（2）が出土したのみのため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-2　SK608
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 60

㎝の不整形、下端は南西側の最も深い部分で長径約 15㎝、短径約 5㎝の長円形である。本土坑から

は磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 22 点、瓦、不明鉄製品 43 点が出土した。土師質瓦質土器

には皿 2 点、内耳土器 6 点うち A 群の口縁部 3 点、羽釜 4 点がある。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

D-3　SK609
　本土坑は D-3 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 50

㎝の長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑の底部では長径約 15㎝前後

の石 3 個を確認した。それらの位置関係には規則性が見られないが、柱を固定するための詰石であ

る可能性がある。本土坑からは瀬戸黒 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でない。本土坑は D-3SK611 と同様、DSB301 の中央列の軸上に位置しているため、これ

と関連する柱穴である可能性もあるが、明確な配列関係は不明である。

D-3　SK610
　本土坑は D-3 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 85㎝、短径約

65㎝の不整形な長円形、下端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の不整形な長円形である。本土坑からは

陶器 6 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、不明鉄製品 9 点が出土した。陶器には唐津灰釉碗か皿

5 点、瀬戸美濃鉄釉瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK611
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　本土坑は D-3 の東側に位置する。北側を D-3SK345 に切られており、これに先行する。また、南

側で D-3SK632 を切っており、これより新しい。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、

短径約 55㎝、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑の南西側の壁の立ち上がり

際では長径約15㎝前後の石3個を確認した。これらは柱を固定するための詰石である可能性がある。

本土坑からは陶器 4 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点

が出土した。陶器には唐津灰釉皿 1 点、初期京焼 1 点がある。瓦には中心飾り三葉で中央が二重線

で表す軒平瓦 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。本土坑の性格については

D-3SK609 と同様である。

D-1　SK614
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、短径約 80

㎝の隅丸台形、下端が最大径約 95㎝の隅丸台形である。本土坑からは磁器 4 点うち外面鉄釉 1 点、

唐津灰釉皿 3 点・京焼風陶器 1 点、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-3　SK617　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は D-3 の東側に位置する。北側を D-3SK345 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 30㎝、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の長円形

である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、羽口 1 点（1）、瓦うちコビキ A1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でない。羽口が出土したことから炉跡と考えられる。

D-1　SK619
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。東側で D-1SK620 と切り合うが、先後関係は不明である。確

認部分から平面形状は上下端とも隅丸長方形だったと推定され、その規模は上端が長辺約 125㎝、

短辺約 90㎝、下端が長辺約 120㎝、短辺約 80㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため

時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK620
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。西側で D-1SK619 と切り合うが、先後関係は不明である。確

認部分の規模は上端が長径約 60㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 25㎝である。本遺構

からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK621　 遺物実測図

　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-2SK344、西側を D-2SK412 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は上端が最大径約 40㎝、下端が最大径約 25㎝である。本土坑から

は□元□□の銭貨 1 点（1）、不明鉄製品 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明
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である。

D-2　SK622
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 30

㎝の不整形、下端が長径約 25㎝、短径約 15㎝の不整形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 1 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には伊万里碗 1 点、袋物 2 点が、陶器には唐津灰釉皿 1

点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK623
　本土坑は D-2 の中央に位置する。北側を P604 に切られており、これに先行する。また、西側の

掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大径約 40㎝、下端が最大径約 30㎝である。本土

坑からは瓦、不明鉄製品 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK624　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　D-1 の北東側に位置する。南側を D-1SK517 に切られており、これに先行する。確認部分の規模

は最大径約 335㎝で、全体に浅く層状である。磁器 2 点うち青磁皿 1 点（1）、陶器 7 点、土師質瓦

質土器 11 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器は唐津灰釉 2 点、砂目積み

卵手の内野山窯唐津皿 1 点（2）・同線香立て 1 点（3）、内面に青海波の当て具痕のある福岡？壷甕

1 点（4）、備前擂鉢 1 点、壷か甕 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 8 点（5）（6）（7）、焼塩壷蓋

1 点（8）、羽釜 1 点が、瓦には中央の葉が二重線の三葉の中心飾りの軒平瓦（9）、沢潟紋鬼瓦（10） 

がある。遺物が少ないため時期は明確でない。整地層であろう。

D-1　SK625
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大径

約 35㎝、下端が最大径約 30㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-1　SK626
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。南側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が最

大径約 45㎝、下端が最大径約 35㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-1　SK627
　本土坑は D-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝の円形、

下端が最大径約 25㎝の円形である。土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格

も不明である。
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D-1　SK628
　本土坑は D-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の五角形、

下端が最大径約 35㎝の五角形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 2 点、不明鉄製品 2 点が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK629
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 25㎝、短径約 20

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 20㎝、短径約 15㎝の不整形な長円形である。本土坑からは遺

物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK631
　本遺構は D-3 の南東側に位置する。上層の遺構やトレンチに切られ形状は明確でない。本遺構か

らは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-3　SK632
　本土坑は D-3 の東側に位置する。北側を D-3SK611 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の長円形

である。本土坑からは志野碗か？ 1 点、瓦、鉄 5 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-1　SK633
　本土坑は C-1 と D-1 の境に位置する。西側を D-1SK620 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 25㎝、短径約 10㎝の長

円形である。本土坑からは陶器 1 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

D-2　SK634
　本土坑は D-2 の東側に位置する。南東側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約365㎝、短径約80㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿3点と焼塩壺1点、

不明鉄製品 7 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK635
　本土坑は D-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35㎝

の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかった
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ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK636
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは遺

物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK637　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は D-3 の西側に位置する。D-3SK520 の掘り方の南側に沿って確認したもので、その掘り

方の一部である可能性もある。確認部分の規模は長径約 235㎝である。本土坑は唐津灰釉皿 1 点、

瓦うちコビキ A の三つ巴紋軒丸瓦（1）とコビキの丸瓦 2 点、不明鉄製品 10 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でない。

D-2　SK638
　本土坑は D-2 の中央北東側に位置する。東西両側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならび

に形状は長径約 170㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確で

なく、性格も不明である。

D-1　SK639
　本遺構は D-1 の北側に位置する。北側が開くコの字形に組まれた小規模な石組を確認した。その

石組の内法は長径約 25㎝である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-2　SK701
　本土坑は D-2 の北側に位置する。西側を D-2SK435 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は上端が長径約 95㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは

唐津内面に青海波紋の当て具痕がある土灰釉壷か甕 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK702
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 55

㎝の長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 40㎝の長円形である。本土坑からは瓦、瓦の転用品 1 点

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

D-2　SK703　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は D-2 の南西側に位置する井戸跡である。南端部を除く上部の大部分を D-2SK524 に切ら
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れており、これに先行する。確認部分の規模ならびに形状は最大径約 115㎝の円形である。井戸枠

は細長い板材を縦長にして円形に組んだもので、その規模は最大径約 60㎝である。本井戸跡から

は磁器 4 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦、瓦の転用品 2 点、碁石か？

1 点、不明鉄製品 1 点、鉄滓、木製品、貝殻が出土した。磁器は全て中国製うち端反小坏 1 点であり、

陶器は唐津灰釉 5 点うち端反碗 2 点・藁灰釉皿 1 点、鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、焼塩

壷の蓋 1 点がある。木製品には箸（1）（2）、板状製品（3）（4）、棒状製品（5）等がある。伊万里

を含まないことから、本井戸跡は 1620 年までに廃絶している。

D-2　SK704
　本土坑は D-2 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約

60㎝の不整形であり、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格も不明である。

D-2　SK705
　本土坑は D-2 の西側に位置する。南東部を D-2SK524 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は最大径約 40㎝の円形、下端が最大径約 25㎝の円形である。本土坑からは

伊万里端反小坏 1 点、唐津灰釉皿 1 点・絵唐津皿 1 点・岸岳系と思われる藁灰釉碗 1 点、瓦、不明

鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK706　 遺物実測図

　本土坑は D-2 の中央南側に位置する。掘り方は浅く範囲も明瞭でない。本土坑からは土師質瓦質

土器 2 点うち皿 1 点、瓦、鉄釘 1 点、不明鉄製品 33 点が出土した。瓦には宝珠紋に唐草のものが

あり、E-2SK215 出土のものと同范である。洪武通寶 1 点（1）、天□□寶 1 点（2）、模鋳銭 2 点（3）

（4） が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK707　 遺物実測図

　本土坑は D-1 と D-2 の境に位置する。掘り方は浅く範囲も明瞭でない。本土坑からは磁器 2 点、

土師質瓦質土器の皿 6 点、不明鉄製品 51 点、元（豊）通寶 1 点（1）、開元通寶 1 点（2）、銭種不

明 1 点（3）が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK708
　本土坑は C-1 と D-1 の境に位置する。北側を D-1SK517、北東側を D-1P711、南側を D-1P505 に

切られており、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 185㎝、短径約 95㎝であり、掘り方は

浅い。本土坑からは瓦うちコビキ A1 点、不明鉄製品 3 点が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。
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D-1　SK709
　本土坑は D-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が直径 45㎝の不整形な

円形、下端が直径 35㎝の不整形な円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-3　SK710　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-3 から E-3 にかけて位置する。西側を E-3KDSV1 に切られており、これに先行する。

確認部分は上下端とも概ね方形状を呈し、その規模は上端が長辺約 235㎝、短辺約 220㎝、下端が

長辺約 225㎝、短辺約 205㎝である。本土坑からは中国製磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器皿

5 点（2）、瓦うちコビキ A の丸瓦 3 点、不明鉄製品 10 点が出土した。陶器は唐津灰釉皿 1 点・絵

唐津 1 点、上野灰釉碗 1 点（1）、備前 1 点、信楽壷か甕 1 点である。伊万里を含まないことから、

本土坑の時期は 1620 年までと考えられる。

D-2　SK711
　本土坑は D-2 の南西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約

80㎝である。本土坑からは唐津灰釉皿 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK712
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。北側を D-2SK608 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝、下端が最大径約 30㎝である。本土坑からは遺物が出

土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK713
　本土坑は D-1 の中央北側に位置する。南東側を D-1SK533 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が最大径約 90㎝、下端が最大径約 70㎝である。本土坑からは磁器 2 点、備前

瓶 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 8 点が出土した。磁器は漳州窯製 1 点、

畳付に砂粒が付着する碗 1 点（D-1SK533 出土のものと接合）である。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

D-1　SK714　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　D-1 の北側から中央にかけて位置する。南東側を D-1SK522・SK525・SK533 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は長径約 4.8 ｍであり、全体に浅く層状である。磁器 1 点、底

部に窯印がある備前瓶 1 点、土師質瓦質土器 46 点うち皿 42 点（1）（2）（3）、瓦、不明鉄製品 25 点、

砥石 2 点、碁石 15 点（4）～（17）、砥石 1 点（18）、□（符）通寶 1 点（19）、天（禮）通寶 1 点（20）、

咸平元寶 1 点（21）、洪武通寶 1 点（22）、銭種不明 1 点（23） が出土した。時期は明確でない。整
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地層であろう。

D-1　SK715　 遺物実測図

　本遺構は D-1 の北東側に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、南側の掘り方も不

明である。規模は長径約 205㎝、短径約 55㎝である。本遺構からは土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、

瓦うちコビキ A の大型の軒丸瓦 1 点（1）が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

D-3　SK716
　本土坑は D-3 の西側に位置する。東側を D-3SK520 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 120㎝である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK717
　本土坑は D-3 と E-3 の境に位置する。東側を D-3SK520 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 55㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-1　SK718　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は D-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 35㎝の不整形な円形である。本土坑からはコビキ A の丸瓦 1 点（1） が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK719
　本土坑は D-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25㎝

の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK720
　本土坑は D-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 30㎝の不整形な円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため

時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK721
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 60

㎝の不整形、下端が長径約 65㎝、短径約 45㎝の不整形である。本土坑からは唐津岸岳系藁灰釉 1 点・
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絵唐津 1 点・胎土目灰釉皿 1 点、瓦が出土した。本土坑の時期は 17 世紀初めの可能性があり、性

格は不明である。

D-2　SK722
　本土坑は D-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 55

㎝の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは絵唐津 3 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK723
　本土坑は D-2 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 65㎝の隅丸方形、

下端が一辺約 40㎝の隅丸方形である。本土坑からは瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

D-1　SK724
　本土坑は D-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の不整形

な円形、下端が最大径約 25㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 3 点、土師質瓦質土器の

皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK725
　本土坑は D-2 と D-3 の境に位置する。西北側を D-2SK711、同じく南側を D-3SK519 に切られて

おり、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 150㎝である。本土坑からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK727
　本土坑は D-2 の中央北側に位置する。東側を D-2SK215 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 80㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 40㎝である。本土坑か

らは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK728
　本土坑は D-2 の東側に位置する。南側を C-3KDSV2 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 80㎝、下端が長径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK801　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は D-3 の東側に位置する。南側を D-3SV601 に切られており、これに先行する。また、北

西側で D-3SK802 と切り合うが、先後関係は不明である。また、北東側の掘り方は不明である。確
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認部分の規模は上端が長径約 315㎝、短径約 230㎝、下端が長径約 310㎝、短径約 185㎝である。本

土坑からは漳州窯青花皿 1 点（1）、備前擂鉢 1 点（2）、土師質瓦質土器 1 点、瓦うち三つ巴紋軒丸

瓦（3）（4）、中央の葉が二重線の三葉を中心飾りに持つ軒平瓦（5）（7）、中心飾り宝珠の軒平瓦（6）、

コビキ A の丸瓦 1 点、鉄釘 1 点、不明鉄製品 40 点、□元□寶 1 点（8） 、貝殻が出土した。遺物

が少ないため明確ではないが、毛利期の遺構の可能性がある。性格は不明である。

D-3　SK802
　本土坑は D-3 の中央東側に位置する。東側で D-3SK801 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は上端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の隅丸台形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の

隅丸台形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK803
　D-3 の東側に位置する。西側を D-3SK801、南側を D-3SV601 に切られており、これらに先行する。

確認部分は北側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 80㎝である。本土坑からは土師質

瓦質土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

D-3　SK804
　本遺構は D-3 の西側に位置する。西側を D-3SK710 に切られており、これに先行する。確認部分

は南側の浅い掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 240㎝である。本遺構からは土師質瓦質

土器の皿 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK805
　本土坑は D-3 の南西側に位置する。西側を T5 に切られている。また、南側は調査区外のため不

明である。確認部分の規模は長径約 125㎝である。本土坑からは磁器の皿 1 点、土師質瓦質土器 2

点うち皿 1 点と板作り成形の焼塩壷 1 点、瓦、貝殻が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-3　SK806
　本土坑は D-3 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約 100

㎝の不整形、下端が長径約 105㎝、短径約 75㎝の不整形である。本土坑からは瓦が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK811
　本遺構は D-3 の北側に位置する。瓦片が集まって出土したのみである。
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D-2　SK815
　本遺構は D-2 の中央に位置する。その形状から D-2SK427 と D-2SK5000 の掘り方の一部と見ら

れる。本遺構からは絵唐津皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため本遺構

の時期は不明である。

D-3　SK818
　本遺構は C-3 と D-3 の境に位置する。掘り方は雨で崩れ確認できなかったが、最大径約 60㎝の

範囲で多数の角礫が積み重なった集石を確認した。また、その周囲にも角礫が散在していた。本遺

構からは瓦うちコビキ A の丸瓦 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

D-3　SK819
　本遺構は D-3 の南西側に位置する。瓦片が集まって出土した。

D-3　SK820
　本遺構は D-3 の北西側に位置する。瓦片が集まって出土した。その他、土師質瓦質土器 1 点が出

土した。

D-2　SK821
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 55

㎝の不整形で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でな

く、性格も不明である。

D-1　SK822
　本土坑は D-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径

約 35㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器

の皿 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格は不明である。

D-3　SK823
　本遺構は D-3 と E-3 の境に位置する。北側を D-3SK520、南側を D-3SK710 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模は最大径約 55㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本遺構からは瓦

うちコビキ A の丸瓦 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SK824
　本遺構は C-3 と D-3 の境の南端に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模

は長形約 70㎝である。また、底部では、上記のためその北側部分のみではあるが、礎石と見られ
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る石を確認した。その大きさは長径約 30㎝である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期

は明確でない。本遺構は礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は不明である。

D-2　SK902
　本土坑は D-2 の北西側に位置する。東側を D-2KDSK8 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 75㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確

でなく、性格も不明である。

D-1　SK903
　本土坑は D-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

80㎝である。本土坑からは陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1

点が出土した。陶器には備前高台高の高い鉢？ 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-1　SK904
　本土坑は D-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、下

端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-1　SK905　 遺物実測図

　本土坑は D-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50

㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点

うち皿 1 点、瓦うち C-1 サブトレンチ出土のものと接合するコビキ A の大型の軒丸瓦（1） が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SK906
　本土坑は D-2 の中央東側に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径

約 45㎝、下端が長径約 35㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

D-1　SK907
　本土坑は E-1 の北東側に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、東側を T4 に切ら

れている。確認部分の規模は上端が長径約 85㎝、下端が長径約 75㎝である。本土坑からは瓦が出

土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SK908
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　本土坑は D-1 の南東側に位置する。北側を D-1SK517、南西側を D-1SK536 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模ならびに形状は長径約 55㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 45㎝、

短径約 30㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不

明である。

D-2　SK910
　本土坑は D-2 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の円形、

下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SV
D-3　SV1
　D-3 の東側に位置する。明確な掘り方を持たず、雨落ち溝とも見られる。その長さは約 5.6 ｍで

ある。D 石列 1 や DSA4 の西側に隣接して平行しているため、この部分に存在した塀等の庇から

落ちた雨水によるものとも想定される。土師質瓦質土器の焼塩壺 1 点、陶器 1 点、瓦が出土した。

D-2　SV2
　本溝状遺構は D-2 の南側に位置する。本遺構の規模は長さ約 245㎝、最大幅約 30㎝で、掘り方は

浅い。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SV3
　D-3 の南北中軸に沿ってその西側に位置する。明確な掘り方を持たず、雨落ち溝とも見られる。

その長さは約 9 ｍであるが、D-3SV401 と同一である可能性もあり、その場合、南側の調査区外へ

も続いている。DSA6、DSA8 の東側に隣接して平行しているため、この部分に存在した塀等の庇

から落ちた雨水によるものとも想定される。磁器 4 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 8 点が出土した。

磁器には青磁袋物 2 点、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 1 点がある。

D-1　SV5
　本溝状遺構は D-1 の北東側に位置する。南側を近代遺構である D-1SK8 に切られており、これに

先行する。確認部分の規模は長さ約 75㎝、最大幅約 20㎝、下端が最大幅約 15㎝である。本遺構か

らは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-1　SV6
　本遺構は D-1 に位置する。磁器 17 点、陶器 29 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 21 点、瓦、

砥石、不明鉄製品 4 点、銅製品 3 点が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎの丸型碗 1 点、陶胎

染付碗 2 点、合子 1 点、西洋コバルトの碗・土瓶等 4 点が、陶器には関西系袋物 5 点、備前灯明皿
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3 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 C 群の口縁部 2 点うち内耳部分の穿孔が貫通しない

もの 1 点がある。本遺構の中央部は掘り方がやや深く、別土坑である可能性を想定して D-1SV6-1

として発掘した。この部分から磁器 9 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦、鉄 3 点が出土した。

磁器には西洋コバルト碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 3 点がある。時期は共に近

代初めである。

D-1　SV202
　本溝状遺構は D-1 の中央南側に位置する。西側を D-1KDSV4 に切られており、これに先行する。

確認部分の形状は東西に長さ約 150㎝延びた部分の東側から、南東に向きを変えさらに約 210㎝延

びており、東端部では掘り方がやや明確でない。本遺構と他遺構が同一の溝を構成していた可能性

があり、詳細は D-1SK83 のところで述べたとおりである。本遺構からは磁器 2 点、陶器 4 点、土

師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には型押し成形の輪花小皿 1 点が、土師質瓦質土器には内

耳土器 3 点うち A 群の口縁部 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

D-2　SV301
　本遺構は D-2 の中央南西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

3.35 ｍである。本遺構からは鼠志野向付 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

D-2　SV302
　本溝状遺構は D-2 から E-2 にかけての南側に位置する。北側中央を D-1SK1、西側を E-2SK301

に切られており、これらに先行する。また、東側の掘り方はトレンチに切られ不明瞭となっている。

本遺構は北北西から南南東に延びており、確認部分の規模は長さ約 4.65 ｍ、最大幅約 1 ｍ、深さ

は約 25㎝である。また、本遺構の北側掘り方に沿って溝本体部の北側の側壁をなしていたと見ら

れる一段の石列を確認した。この石列は確認部分の東半部で D-1SK1 に切られ、石を抜き取られた

可能性がある部分があるが、主要なもので 5 個の石が直列して残存し、全体の長さは約 2.75 ｍで

ある。これらの石は切石で、上面と南側面を整然とそろえて設置されており、上面がそろえられて

いることから当初から一段のみであったと考えられる。その大きさは最大のもので長径約 55㎝で

ある。これと対面して南側壁の石列が存在していた可能性もあるが、部分的に不整形な角石が残存

していたのみのため明確でない。本遺構からは遺物が出土していないため時期は明確でない。本遺

構は武家屋敷地の排水設備もしくは何らかの境界を示すものであろう。本遺構の南側に接して

DSB301 の北側列が平行しており、その北側を画していた可能性もある。また、E-2SV201 のとこ

ろで述べたとおり、両者に関連性があった可能性もある。

D-3　SV401
　本遺構は D-3 の中央西側に位置する。東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は長さ約
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255㎝、最大幅約 65㎝で、掘り方は浅い。また、掘り方内の東側から中央よりやや西側にかけて連

なる小規模な石列を確認した。この石列は部分的に石が途切れているが、9 個の石が残存し、長さ

は約 155㎝である。これに用いられている石は東端部の 3 個が比較的大きく、最大のもので長径約

30㎝であり、他は人頭大より小振りである。この石列の東側の延長線上に D 石列 303 が位置し、

一連の石列である可能性がある。本遺構からは陶器 8 点、土師質瓦質土器の皿 3 点、不明鉄製品 2 点、

瓦が出土した。陶器には絵唐津皿 1 点、志野 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

D-3　SV402
　D-3 の南側に位置する。南側は調査区外のため不明である。明確な掘り方を持たず、雨落ち溝と

も見られる。確認部分の長さは約 260㎝である。D-3SV3 のところで述べたとおり、これと同一で

ある可能性がある。

D-3　SV601　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本溝状遺構は D-3 の南側に位置する。西側は底部を残して T5 で切られている。また、東側の掘

り方も上部は不明だが、底部は C-3 と D-3 の境で東端部を確認したことから、その上部に設定した

トレンチでこの部分が失われたと見られる。本遺構は北北西から南南東に延びる溝であり、確認部

分の規模は底部で長さ 9.55 ｍ、上端の最大幅約 1.8 ｍ、深さは約 1.2 ｍで、断面形状は底部が湾曲

するＶ字形である。また、西側の延長線上 3.3 ｍの距離でその東端部を確認した E-3SV801 も、断

面形状から本遺構と同様な形状で、かつ本遺構の長軸と同一直線上に延びる溝であった可能性があ

り、本遺構と一連の遺構である可能性が伺われる。本遺構の底部では多量の保存状態が良好な植物

遺存体が堆積しており、本遺構は一定の期間、水を蓄えた状態で存続していたと考えられる。本遺

構からは磁器 8 点、陶器 103 点、土師質瓦質土器 126 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 6 点と、瓦の転

用品 6 点（29）～（33）、砥石 3 点、碁石 2 点（34）（35）、人頭大の塊を多数含む不明鉄製品 15 点、

鉄滓 2 点（36）（37）、植物遺存体堆積層に混じって多量の木製品、開元通寶（74）1 点、貝殻が出

土した。磁器には景徳鎮の碗 4 点（2）・小坏（3）と皿各 1 点、漳州窯の青花碗 2 点（1）が、陶器

には福岡か岸岳の藁灰釉碗 1 点（4）、瀬戸黒の茶碗 1 点（5）、福岡か唐津の灰釉掛け流す茶碗 1 点

（6）、瀬戸美濃皿 3 点うち灰釉 1 点（7）・志野皿 1 点（12）、唐津皿 19 点（8）（9）（11）（13）（14）

（15）・向付 1 点（17）、福岡？イゲ縁藁灰釉の皿 1 点（10）、華南三彩皿 1 点（16）等が、土師質瓦

質土器には皿 91 点（19）～（26）、内耳土器 A 群の口縁部 1 点、羽釜 2 点、内耳土器か羽釜 10 点、

輪積み成形の焼塩壷 3 点、十能の柄 1 点、同一個体の可能性がある瓦質皿か鉢 2 点、羽口 2 点（27）

（28）等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦（39）（40）（41）うちコビキ A ？（38）、中心飾りが下に

開く三葉の亀居城跡に同紋のある軒平瓦（42）、中心飾りが上に開く三葉で中央の葉が二重線にな

る太田川河川事務所 SK（233）と同紋の軒平瓦（43）、中心飾りが上に開く三葉の軒平瓦（44）、不

明紋様鬼瓦（45）等がある。木製品には漆椀（46）（47）（48）、箸（49）～（58）、不明板状製品（59）

（61）（62）（66）、木簡（60）（63）、不明円盤（64）、折敷底板（65）、曲げ物側板（67）（68）・底板
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（69）、人形のかしら（70）、槍先状製品（71）、コマ（72）（73）等がある。伊万里を含まないこと

から、本遺構は 1610 年代には廃絶したものと考えられる。本遺構は本遺跡で確認した素掘りの溝

としては最大規模で形状も明瞭であり、木製品を含め遺物量が豊富で、かつ時期も江戸時代初期ま

でに限定し得る。これらの点から、当時の本武家屋敷地内の状況を復元する上で重要な意味を持つ

遺構である可能性がある。しかし、調査区の南端近くに位置するため南側の状況が不明であり、現

段階ではその性格を十分検証し得ない。

D-3　SV602　 遺物実測図  遺物写真

　本溝状遺構は D-3 の中央東側に位置する。本遺構は東西両側壁に割石と見られる石や瓦を連ね、

北北東から南南西にかけて延びる小規模な溝を造作したものである。北側ではD石列303と連結し、

一連の遺構であろう。また、南側は D-3SV601 と接するが、当初から確認部分までであった可能性

がある。両側壁の石材等は溝の内側で面をそろえており、南から 3 個目の石までは長さ約 30㎝の

面を連ねて 1 対 1 で対面している。また、両側壁ともその南端部の石が他よりかなり大振りであり、

このため平面形状は南側を下にした T 字状を成す。そして、これら石列の北側は、D 石列 303 の

石の下側となっており、東側では小振りな石 1 個を挟んで凸面を上にした丸瓦 1 点が南北を長軸に

して連なり、西側では拳大前後の石や瓦片が連なるのみとなる。一方、南端は拳大前後の石が溝を

塞ぐかの様に画している。また、溝内の南側で長径約 15㎝の角礫 2 個を確認した。石列全体の確

認部分の規模は長さ約 150㎝、最大幅 70㎝、溝内の最大幅約 20㎝である。本遺構からは瓦、不明

鉄製品 1 点が出土した。瓦には三つ巴紋軒丸瓦（1）がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

本遺構は D 石列 303 から南に分岐する溝であるが、確認部分が小規模なため性格は明確でない。

D-1　SV801　
　本遺構は D-1 の西側に位置する。西側を近代遺構に切られている。確認部分の規模は長径約 4 ｍ

である。本遺構からは陶器 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

D-3　SV802　 遺物実測図

　本溝状遺構は C-3 から E-3 にかけての北側に位置する。各所を上層の遺構に切られており、これ

らに先行する。東側は C-3KDSV2 に切られ、その先ではこれに続く掘り方は確認されなかった。

また、西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長さ約 1.47 ｍ、最大幅約 1.2 ｍで、西側の土

層断面の観察ではさらに上層から掘り込まれており、断面形状は逆台形である。本遺構からは磁器

2 点うち中国製青磁 1 点、土師質瓦質土器 10 点うち皿 4 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 2 点（1）、コ

ビキ B の丸瓦（2）（3）（4）（5）が出土した。本遺構の時期は毛利期の可能性がある。本遺構の性

格は明確でないが、北側に DSB301 の北側列が平行して位置しており、これと関係する可能性があ

る。また、水路である痕跡は見られなかった。なお、上層のやや南側にずれたところに、本遺構と

形状が類似する D-3KDSV8 が平行して位置し、測量誤差等を考慮すると同一遺構である可能性が
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ある。

石列
D　石列 1
　本遺構は D-3 の東側に位置する。確認部分では処々で石が途切れており、本来完全に石が連なっ

ていたかどうかは明確でないが、全体に北北東から南南西にかけて直線的に東側で面をそろえて配

列されていた。その規模は長さ約5.6ｍである。この石列は南側へさらに延びている可能性もあるが、

調査区外のため不明である。この石列に伴う掘り方は確認できなかった。本遺構の下層で DSB301

の中央列を確認しており、本石列と何らかの関連性があった可能性がある。

D　石列 301
　本遺構は D-2 の南側に位置する。長径約 40 ～ 30㎝の板石状にそろえて成形した割石 11 個を用い、

その広い面を北側でそろえて垂直に立て、西北西から東南東にかけて長さ約 4.5 ｍにわたり連ねた

ものである。比較的大きな板石をしっかり埋め込んで用いる等、本遺跡で確認した石列の中でも最

も整然とした印象があるものである。さらに、その東側では長径約 65㎝の石 1 個が、本遺構に対

し北側に屈曲するくの字をなす位置関係で、広い面を西側に向けて垂直に立てた状態で確認された。

このことから、これらは D-2SK427（井戸）の範囲を画していた石列の一部が残存したものである

可能性がある。また、本遺構は北側の D-2SK427 と南側の DSB301 の北側列との境を成して延びて

おり、これらの境界を画すための施設とも考えられる。

D　石列 302・D-3　SK511　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は C-3 から D-3 にかけて位置する。確認部分では大きさと形状が異なる角礫が、西北西か

ら東南東にかけて長さ約 275㎝にわたり、北側で面をそろえて直線的に配列されていた。一部では

石が 2 段に積み重なっており、また、撹乱のためか西半部は配列がかなり乱れている印象がある。

本来は東西両側にさらに続いていたかどうかは不明である。本遺構からは遺物が出土しなかったた

め時期は明確でなく、性格も不明である。なお、この石列に伴うと見られる掘り方から陶器 4 点、瓦、

不明鉄製品 6 点が出土した。陶器には擂鉢 2 点うち備前 1 点（うち 1 点は C-3 石列内堆積土、

C-3SK311 と接合）がある。また、本石列と D-3SV602 の石の検出に祭し、その周囲を D-3SK511

として発掘した。ここからは岸岳なぶり口の皮鯨手皿、土師 3 点うち内耳土器 1 点、焼塩壷 1 点（1）、

瓦が出土した。

D　石列 303
　本遺構は D-3 の東側に位置する。確認部分では D 石列 302 の南側に概ね平行して、大きさと形

状が異なる角礫が、一部途切れる部分があるが長さ約 3 ｍにわたり、南側で面をそろえて直線的に

配列されていた。本来は東西両側にさらに続いていたかどうかは不明であるが、西側の延長線上に

D-3SV401 の石列が位置しており、一連の石列であった可能性がある。また、D-3SV602 の溝状遺
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構の石列は、北側で本石列と連結しており、両者は同時期に機能していた一連の遺構と見られる。

本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

P
D-1　P712　 遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本ピットは D-1 の南東側に位置する。土師質火入れ？ 1 点（1）が出土した。

KDSK
D-1　KDSK1
　本土坑は D-1 に位置する。磁器が出土した。

D-1　KDSK2　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は D-1 に位置する。陶磁器、軟質施釉陶器の人形、土師質瓦質土器、瓦、ガラス玉が出土

した。土師質瓦質土器には涼炉 1 点（1）等がある。瓦には瓦当紋様のない軒平瓦 1 点、長小判型

の枠に縦書きで「菊間西八」の刻印があるもの 1 点、長方形の枠に横書きで「若竹」の刻印のある

もの 2 点（3）があり、いずれも刻印の文字が凹である。また、不明紋様に下巻き唐草の軒平瓦（2）

がある。

D-2　KDSK4
　本土坑は D-2 に位置する。陶磁器が出土した。

D-2　KDSK5
　本土坑は D-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

D-2　KDSK6
　本土坑は D-2 に位置する。陶磁器が出土した。

D-1　KDSK7
　本遺構は D-1 に位置する。陶磁器、砥石が出土した。

D-2　KDSK8
　本遺構は D-2 に位置し、井戸跡を含む。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦の転用品が出土した。また、

井戸枠内から陶磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

KDSV
D-1　KDSV1
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　本遺構は D-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

D-1　KDSV2
　本遺構は D-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

D-1　KDSV4
　本土坑は D-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、碁石が出土した。

（5）　E 区の遺構と遺物

SB
E　SB1
　本遺構は E-2 の中央に位置する。確認部分では上面を平坦に据えた最大径約 40㎝から 25㎝まで

の石 4 個が L 字状、すなわち西北隅の石を起点として東南東側に直列して 2 個、南南西側に 1 個

配列されていた。各辺の長さは北辺で約 160㎝、西辺で約 105㎝である。各石の間隔は、北辺では

東側の石と中央の石間で約 50㎝、中央の石と西北隅の石間で約 40㎝、西辺は約 50㎝と概ね等間隔

である。確認部分が上記のみのため断定できないが、これらの石は同一の建物に伴う礎石である可

能性がある。

E　SB201
　本遺構は E-2 の中央に位置する。形状が類似した柱穴と考えられる遺構 4 基が、概ね 1 間四方の

正方形の四隅をなす位置関係で確認されたことから、同一の建物の基礎と考えられる。これを構成

する遺構は時計回りに北東側から E-2SK239、E-2SK266、E-2SK233、E-2SK249 である。これらの各々

の 間 隔 は 心 々 で E-2SK239 と E-2SK249 な ら び に E-2SK266 と E-2SK233 が 東 西 に 約 190 ㎝、

E-2SK239 と E-2SK266 ならびに E-2SK249 と E-2SK233 が南北に約 180㎝である。また、E-2SK233

を除く 3 基では底部で礎石と考えられる石を確認した。E-2SK233 も本来礎石を伴っていた可能性

がある。なお、本遺構の北側は E-2KDSV3 によって大きく掘り込まれおり、この建物が確認した 1

間四方のみのものであったのか、あるいはさらに北側にも続いていたかどうかは不明である。

　E-2SK233 は柱痕と見られるピットとその掘り方と見られる土坑からなる。ピットは土坑の中央

に位置し、上端が最大径約 20㎝の円形である。土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 75㎝の

円形、下端が最大径約 45㎝の円形である。本遺構からは土師質瓦質土器 1 点、瓦 1 点、不明鉄製

品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。なお、埋土の南側に E-2P212 が掘り込

まれているが、本遺構との関係は明確でない。

　E-2SK239 は土坑と礎石と見られる石からなる。土坑は南東側を石で画されており、規模ならび

に形状は上端が最大径約 60㎝の不整形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。土坑の

底部で確認した礎石と見られる石は、上面を平坦に据えられ、その上面の大きさならびに形状は長

径約 35㎝、短径約 25㎝の台形である。本遺構からは磁器 4 点うち鉄釉 1 点、唐津灰釉皿 3 点うち
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胎土目 1 点・京焼風陶器 1 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。土師質瓦

質土器には皿 11 点、内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確で

ない。

　E-2SK249 は土坑と礎石と見られる石からなる。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行

する。土坑の確認部分の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 30

㎝の長円形である。礎石と見られる石はレベルが異なる 2 か所で確認した。上側は土坑の埋土上部

で確認したもので、上面を平坦に据えられ、その上面の大きさならびに形状は長辺約 35㎝、短辺

約 20㎝の長方形である。下側は土坑の底部で確認したもので、4 個の石が上面を三角形状に隙間無

く組み合わせられたうえ平坦に据えられ、その全体を合わせた上面の大きさは長径約 25㎝、短径

約 20㎝である。こうした礎石の在り方の要因は不明だが、建て替え等に際して柱の高さをそろえ

るため行われた可能性もあろう。本遺構からは磁器 1 点が出土したのみのため時期は明確でない。

　E-2SK266 は土坑と礎石と見られる石からなる。E-2P219 が柱痕である可能性があるが、その位

置が土坑の西側にやや偏っているため明確でない。土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 70

㎝の不整形、下端が最大径約 35㎝の円形である .。土坑の底部で確認した礎石と見られる石は、上

面を平坦に据えられ、その上面の大きさならびに形状は長辺約 30㎝、短辺約 20㎝の長方形である。

本遺構からは土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でない。

　以上、本遺構で確認された礎石は一様に小振りであることから、上屋構造は比較的簡素なもので

あったことが想定される。遺物が少ないため本遺構の時期は明確でない。

E　SB801
　本遺構は E-1 から E-2 にかけての東側に位置する。確認部分で北北東から南南西にかけて等間隔

に直列する礎石を伴う土坑 4 基からなる。すなわち、北から E-1SK903、E-1SK805、E-1SK905、

E-1SK910 である。その長さは約 6.8 ｍ、各間隔は心々で約 2.1 ｍである。

　以下、各遺構について北から順に述べる。

　E-1SK903 の土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 75㎝の長円形である。礎石の

上面の大きさならびに形状は長径約 70㎝、短径約 35㎝の長円形であり、これと掘り方の間隙には

詰石が見られた。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でない。なお、本遺構の上層に

E-1P229、E-1P501 が位置しており、各々本遺構に伴う柱痕とその掘り方である可能性もある。

　E-1SK805 の土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 125㎝、短径約 110㎝の不整形な長円形、下

端が長径約 65㎝、短径約 55㎝の長円形である。礎石は割石で、その上面の大きさならびに形状は

一辺約 55㎝の正方形である。本遺構からは備前瓶 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でない。

　E-1SK905 は上部が大きく失われている。土坑の確認部分の規模は長径約 95㎝、短径約 75㎝であ

る。礎石は長径約 45㎝から 15㎝までの石 5 個を、上面を平坦に合わせて組んだもので、その全体

を合わせた上面の大きさは長径約 50㎝、短径約 45㎝である。本遺構からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でない。
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　E-2SK910 は上部が大きく失われており、西側の掘り方が不明確である。礎石は割石で、その上

面の大きさならびに形状は長辺約 40㎝、短辺約 30㎝の長方形である。本遺構からは遺物が出土し

なかったため時期は明確でない。

　本遺構を構成するこれらの遺構の礎石は、いずれも本遺跡では一際大きなものであり、上屋構造

が比較的堅牢なものであった可能性もある。しかし、わずかに 4 基を確認したのみであり、詳細は

不明である。

E　SA1

　本柱穴列は E-1 から E-3 にかけての中軸上に位置する。北側は調査区外のため不明であるが、さ

らに延びていると見られる。また、南側にもさらに延びていた可能性がある。本柱穴列は北北東か

ら南南西にかけて直線状に連なっており、北から E-1P207、E-1P21、E-1P23、E-1P3、E-1P39、

E-2P20、E-2P206、E-2P26、E-3P222 の 9 基で構成される。近代遺構に切られ途切れた部分があるが、

各ピットの間隔は心々で約 190㎝前後、すなわち 1 間と復元される。各ピットの概要はピット一覧

表にまとめた。

SK
E-2　SK1
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 70㎝の不整形

な隅丸五角形、下端が最大径約 45㎝の円形である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 3 点うち唐津灰

釉皿 1 点と関西系碗 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 1 点、瓦、不明鉄製品 3 点が出土した。磁器

には「太明年製」の底裏銘がある蕎麦猪口 1 点、鶴首の御神酒徳利 1 点、端反小坏 1 点が、土師質

瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

E-2　SK2
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 120㎝、短径約 90

㎝の不整形、下端が長径約 105㎝、短径約 55㎝の不整形である。本土坑からは磁器 4 点うち青磁皿

1 点、陶器 2 点うち擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち内耳土器 2 点、不明鉄製品 3 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK3
　本土坑は E-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 110㎝の不整形な

円形、下端が最大径約 90㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器 18 点、陶器 30 点、土師質

瓦質土器 9 点が出土した。磁器には端反碗 5 点うち蓋 1 点が、陶器には唐津刷毛目 1 点・京焼風陶

器碗 1 点、関西系端反碗 2 点、萩碗 2 点、土瓶 15 点うち同一個体と思われるもの 12 点が、土師質

瓦質土器には皿 1 点、焜炉か火鉢 2 点、サナ 1 点がある。幕末までの 19 世紀代の廃棄土坑である。
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E-2　SK4　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-2 の南端に位置する。上端が長辺約 165㎝、短辺約 110㎝の隅丸長方形、下端が長辺

約 150㎝、短辺約 85㎝の隅丸長方形の土坑の内面全体に、漆喰が厚さ 20㎝前後で塗り固められら

れていた。この漆喰は確認時点では橙色を呈し、その内法は上端が長辺約 145㎝、短辺約 80㎝の隅

丸長方形、下端が長辺約 130㎝、短辺約 65㎝の隅丸長方形である。また、その南西隅には焼土が見

られた。こうしたことから、本土坑は何らかの施設を廃棄土坑に転用したものである可能性がある。

磁器 44 点、陶器 52 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 133 点、人形 3 点、瓦、瓦の転用品 2

点が出土した。磁器には碗 18 点（3）うちくらわんか碗 1 点、半球碗 4 点（1）（2）、陶胎染付碗 4

点等が、陶器には関西系碗 10 点うち鉄絵染付 1 点（4）・鉄絵 1 点（5）・色絵 1 点、産地不明壷 1

点（6）、同一個体と思われる唐津刷毛目皿 3 点、瀬戸美濃片口鉢 1 点（7）、15 世紀代の備前壷甕 1

点、産地不明土瓶 1 点、擂鉢 1 点等が、軟質施釉陶器には福禄寿の人形 1 点（8）が、土師質瓦質

土器には皿 18 点、内耳土器 18 点うち A 群の口縁部 15 点（9）うち内耳部分の穿孔が先細りのも

の 3 点と C 群の口縁部 3 点、羽釜 1 点、内耳土器か羽釜 71 点、同一個体の可能性がある板作り成

形の焼塩壷 3 点がある。人形には人物（10）、僧（11）、犬（12）がある。また、漆喰の下層から内

耳土器か羽釜 13 点、瓦が出土した。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。くらわ

んか碗・半球碗はあるが、小丸碗・朝顔形碗等はなく、1750 年頃の遺構である。

E-2　SK5
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝の不整形、

下端が長径約 40㎝の不整形である。本土坑からは陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、不明鉄製

品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である

E-2　SK8
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 30㎝

の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の長円形である。本遺構からは陶器 1 点、土師質瓦質

土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格は不明である。

E-2　SK10
　本土坑は E-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の円形、下

端が最大径約 25㎝の円形である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK11　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は E-2 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 50㎝

の隅丸長方形、下端が長径約 90㎝、短径約 40㎝の隅丸長方形で、掘り方は浅く明確でない。本土

坑からは磁器 5 点うち薄手小坏 2 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 1 点、不明鉄製品 2 点が出土した。



― 160 ―

陶器には瀬戸水甕 1 点、瀬戸美濃復興織部皿 1 点（1）、関西系碗 2 点・燗徳利 1 点、土瓶の蓋 1 点、

土瓶か急須 4 点うち同一個体の可能性があるもの 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK12
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 55

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁

器 3 点うち皿 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 A 群の口縁部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK13
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40㎝

の不整形、下端が長径約 30㎝、短径約 15㎝の不整形な長円形である。本土坑からは唐津京焼風陶

器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-1　SK14
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の不整形な

円形、下端が最大径約 20㎝の不整形な円形である。本土坑からは備前袋物 1 点、瓦、不明鉄製品 2

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK15
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径

約 45㎝の長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 30㎝の長円形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器

2 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、不明鉄製品 2 点が出土した。磁器は筒形碗 1 点、皿 1 点であり、

陶器には唐津灰釉皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 2 点がある。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK16
　本土坑は E-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約

45㎝の不整形な隅丸長方形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形な隅丸長方形である。本土

坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK17
　本土坑は E-2 の南西端に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝不整形、

下端が最大径約 25㎝の不整形である。本土坑からは陶器 3 点、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器
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には蓋 1 点、壷か甕 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であるが、下層

で確認した E-2SK268-1 の埋土である可能性がある。

E-1　SK19
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25

㎝の不整形な長円形で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器 1 点、陶器 3 点、瓦が出土した。陶器に

は唐津刷毛目 1 点、関西系端反碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-1　SK20
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 70㎝の不整形

な円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 2 点、不明石製品 1 点、瓦の転

用品 1 点が出土した。陶器には唐津刷毛目碗 3 点・溝縁皿 1 点・内野山窯製銅緑釉皿 1 点、備前瓶

1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

るが、下層で確認した E-1SK701 の上部である可能性がある。

E-1　SK22
　本遺構は E-1 の西側に位置する。北側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 35㎝である。本土坑からは磁器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、不明鉄製品 6 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK23
　本遺構は E-1 の西側に位置する。北側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 50㎝である。本土坑からは陶胎染付碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK24　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は E-2 の北西側に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は最大径約 55㎝である。本土坑からは磁器 6 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦

が出土した。磁器には染付碗 1 点（1）、伊万里見込みに環状松竹梅紋の鉢 1 点が、土師質瓦質土器

には内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK25　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の中央に位置する。北側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。また、

掘り方内の北端では巨岩が出土した。確認部分の規模ならびに形状は長さ約 190㎝、最大幅約 60㎝

の溝状である。本土坑からは磁器 5 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 5 点、人形 4 点、不明鉄製品 1
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点が出土した。磁器には有田青磁染付碗 1 点（1）、陶胎染付碗 1 点（2）、鉢 1 点（3）、青磁皿 1 点

（4）、紅皿 1 点（5）が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点（6）、関西系碗 1 点（7）、木瓜形で碁笥底の

京香炉火入れ 2 点（8）（9）・灰落とし 1 点（10）が、土師質瓦質土器には皿 3 点（11）（12）（13）、

内耳土器 A 群の口縁部 2 点（14）（15）がある。人形には座る女（16）、馬（17）、鐘（18）、立つ

女（19）がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK26
　本土坑は E-2 の中央に位置する。北側を E-2KDSK10 に切られており、これに先行する。また、

中央に E-2 石列が位置するが、関係は不明である。確認部分の規模は長径約 105㎝、短径約 85㎝で、

掘り方は浅い。本土坑では下層から陶器 2 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-1　SK27　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 70㎝の不整形で、

掘り方は浅い。本土坑からは磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点うち皿 7 点（1）、瓦が出土

した。陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、堺明石擂鉢 1 点がある。本土坑の時期は幕末までの 19 世紀代

であり、性格は不明である。

E-1　SK28
　本土坑はE-1の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約35㎝の円形、

下端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK29
　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝

の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝の不整形である。遺物が出土しなかったため本土坑の

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK30
　本土坑は E-1 の中央に位置する。北側で E-1SK56 を切っており、これより新しい。本土坑の規

模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の不整形な円形、下端が最大径約 45㎝の不整形な円形であ

る。本土坑からは磁器 3 点、陶器 9 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 20 点、不明鉄製品 1 点、

銅線 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付香炉か火入れ 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点・擂

鉢 2 点、関西系碗 4 点うち上絵付 1 点、土師質瓦質土器には皿 7 点 , 内耳土器 11 点うち A 群の口

縁部 3 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。
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E-1　SK31
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約

40㎝の不整形な長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形である。本土坑からは

磁器 2 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器の漏斗のミニチュア 1 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦が出土した。

磁器には伊万里筒形碗 1 点が、陶器には関西系碗 1 点・擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器は皿 2 点、内

耳土器 4 点うち C 群の口縁部 3 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明で

ある。

E-1　SK32
　本土坑は E-1 の中央に位置する。南側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は最大径約 120㎝で、掘り方は浅い。本土坑からは磁器 6 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器

17 点、瓦、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には伊万里氷裂紋半球碗 1 点・蓋物の蓋 1 点・青磁

袋物 1 点が、陶器には唐津刷毛目鉢 2 点・刷毛目碗 1 点・碗 1 点、備前の蓋 1 点が、土師質瓦質土

器には皿 12 点、内耳土器 5 点うち A 群の口縁部 2 点がある。本土坑の時期は 18 世紀以降であり、

性格は不明である。

E-1　SK33　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 220㎝、短径約

110㎝の不整形、下端が長径約 200㎝、短径約 95㎝の不整形である。本土坑からは磁器 16 点、陶器

5 点、土師質瓦質土器 24 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。磁器には伊万里蓋物の蓋 2 点うちコンニ

ャク印判があるもの 1 点、瀬戸美濃源氏香紋端反碗 1 点が、陶器には関西系碗 1 点が、土師質瓦質

土器には皿 8 点（1）が、銭貨には寛永通寶 2 期文銭 1 点（2）がある。本土坑の時期は幕末までの

19 世紀代であり、性格は不明である

E-1　SK35
　本土坑は E-1 と F-1 の境に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 65

㎝である。本土坑からは伊万里仏飯器 2 点、志野向付 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK37　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 と F-1 の境に位置する。北側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。また、

西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 410㎝である。本土坑からは磁器 61 点、陶

器 100 点、土師質瓦質土器 87 点、陶器のミニチュア 1 点、軟質施釉陶器 1 点、軟質施釉陶器の土

人形か？ 1 点、土人形 1 点、銅製飾り金具 1 点、寛永通寶 3 期、鎺 1 点、煙管の一部と見られる銅

製品 1 点、不明鉄製品 7 点、砥石 1 点、硯か？ 1 点、瓦、ガラス 2 点が出土した。磁器には碗 11

点うち陶胎染付碗 5 点・雲竜荒磯文碗 1 点・コンニャク印判の碗 1 点（1）、見込み五弁花コンニャ
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ク印判の皿 1 点（2）等が、陶器には唐津碗 21 点うち呉器手碗 1 点（3）・明るい胎土の刷毛目碗 2 点、

唐津皿 21 点うち刷毛目 2 点（4）（5）・見込み蛇の目釉剥ぎの内野山窯の銅緑釉皿 1 点（6）・見込

み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点（7）、唐津壷甕 3 点（8）、関西系碗 14 点、中国製水注か壷（16 ～ 17 世紀）

1 点、袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点（9）（10）、内耳土器 31 点うち A 群口縁部 11 点う

ち内耳部分の穿孔が先すぼまりのもの 2 点、板作り整形の焼塩壷の蓋 1 点　甕 1 点等がある。陶磁

器の詳細についてはカウント表を参照されたい。陶胎染付碗はあるが小丸碗や朝顔形碗等はなく、

本土坑の時期は 18 世紀中頃までである。本遺構の南側の下層では E-1SK347（井戸）が確認されて

おり、これと何らかの関連性がある可能性がある。

E-1　SK38
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 110㎝、短径約 85

㎝の長円形、下端が長径約 100㎝、短径約 60㎝の長円形である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 7 点、

土師質瓦質土器 11 点、不明鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には猪口 1 点が、陶器には唐津の同

一個体と思われる京焼風陶器皿 4 点、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁

部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK39　 遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の南側に位置する。南側を E-1SK13 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約 80㎝の不整形な長円形、下端が長径約 90㎝、

短径約 55㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器 31 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 34 点、

ミニチュア 1 点、瓦うち三つ巴紋軒丸瓦 1 点（7）、不明鉄製品 4 点が出土した。磁器には染付碗 1

点（1）、波佐見青磁皿 1 点（2）、有田の青磁染付合子蓋 1 点（3）、半球碗 2 点、陶胎染付碗 1 点、

碗 3 点、鉢 2 点、皿 1 点、小坏 4 点、仏飯器 1 点が、陶器には唐津刷毛目碗 5 点・刷毛目皿鉢 1 点・

灰釉皿 1 点・灰釉 1 点・京焼風陶器 5 点、関西系 5 点、丹波甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 21

点（4）（5）、内耳土器 10 点うち A 群の口縁部 3 点、焼塩壷蓋 1 点（6）、がある。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK40
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が最大径約 80㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 1

点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器は唐津口縁部が「く」の字状に外反する刷毛目鉢である。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK41
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。西側で E-2SK78 と切り合っているが、その形状から本来

同一の溝状遺構であった可能性がある。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 110㎝、短径約
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60㎝の不整形、下端が長径約 100㎝、短径約 50㎝の不整形である。本土坑からは磁器の皿 1 点と袋

物 1 点、志野 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK42
　本土坑は E-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の円形、下

端が最大径約 50㎝の円形である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 7 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK43
　本土坑は E-2 の南東側に位置する。東側を D-2SK1 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 40㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-2　SK44
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 35

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは唐

津もしくは福岡系の碗 1 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦、不明鉄製品 1 点、砥石 1 点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK45　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 45

㎝の長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 3 点、

土師質瓦質土器 15 点、瓦、不明鉄製品 7 点、ボタン 1 点が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 12 点（1）（2）がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-2　SK46
　本土坑は E-2 と F-2 の境に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 50㎝、

短径約 25㎝である。本土坑からは初期伊万里高台無釉の青磁碗 1 点、唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦

質土器 4 点うち皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK47
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。東側は石で画されている。本土坑の規模ならびに形状は上端

が長径約 55㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは陶器 3 点、土

師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津砂目皿 1 点、備前の底部に楕円形に「伍」の窯印

がある瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-2　SK48
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25

㎝の不整形、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器 3 点

うち皿 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK49
　本土坑は E-3 の東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格

も不明である。

E-3　SK50
　本土坑は E-3 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は長径約 85㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは磁器 4 点、唐津同一個

体と思われる呉器手碗 6 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK51
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径

約 25㎝の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 15㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器

の皿 2 点、内耳土器 2 点うち C 群の菊花の刻印があり内耳部分の穿孔が先細りのもの 1 点、馬の

土人形 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK52
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。北側を E-1KDSV5 に切られており、これに先行する。また、

北側で E-1SK54、南側で E-1SK53 と切り合っているが、先後関係は不明である。確認部分の規模

は長径約 130㎝である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦、不明鉄製品

3 点が出土した。磁器には伊万里朝顔形碗の蓋 1 点が、陶器には土瓶 2 点（E-1SK53 出土のものと

接合）がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

E-1　SK53
　本土坑は E-1 と F-1 の境に位置する。西側は確認できなかった。また、南側を E-1SK35 に切ら

れており、これに先行する。また、北側で E-1SK52 と切り合っているが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 155㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは磁器 19 点、陶器 22 点、土師質

瓦質土器 65 点、土人形 1 点、不明鉄製品 9 点、砥石 2 点が出土した。磁器には伊万里菊紋コンニ

ャク印判のある朝顔形碗の蓋 1 点・碗 6 点・仏飯器 1 点・青磁香炉か火入れ 1 点・猪口 2 点が、陶
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器には堺明石擂鉢 1 点、同一個体と思われる土瓶 4 点（E-1SK52 出土のものと接合）、鍋 2 点、鍋

のミニチュア 2 点、大振りの灰釉碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 21 点うち A 群

の口縁部 4 点、焜炉 1 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

E-1　SK54
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。北側を E-1KDSV5 に切られており、これに先行する。また、

南側で E-1SK52 と切り合っているが、先後関係は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上

端が長辺約 25㎝、短辺約 25㎝の方形、下端が最大径約 20㎝の方形である。本土坑からは土師質瓦

質土器 3 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-1　SK55
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 50

㎝の不整形な隅丸台形で、下端は一部掘り過ぎたため明確でない。本土坑からは磁器 4 点、陶器 7 点、

土師質瓦質土器 7 点、瓦、銅線 1 点が出土した。陶器には唐津呉器手碗 2 点・灰釉皿 1 点が、土師

質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 4 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-3　SK56
　本土坑は E-3 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の不整形、

下端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK57
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。東側を E-2SK2、西側を E-2SK48 に切られており、これらに

先行する。確認部分の規模は上端が最大径約 55㎝の不整形で、下端は掘り過ぎたため明確でない。

遺物が出土しなかったため本土坑の時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK58　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 120㎝の不整形で

ある。本土坑からは猫に毬の人形 1 点（1） が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-1　SK59　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　E-1 の中央北側に位置する。全体にごく浅い層状で、範囲は明瞭でない。器種不明の軟質施釉陶

器 1 点（1）、土師質皿 1 点（2）、砥石 1 点（3）、寛永通寶 1 期 1 点（4） が出土した。
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E-2　SK60
　本土坑は E-2 の北側に位置する。E-2KDSV3 の下層で確認した。北側の掘り方は不明である。確

認部分の規模は長径約 105㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-2　SK61
　本土坑は E-2 の中央北西側に位置する。北側と東側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行

する。確認部分の規模は長径約 100㎝である。本土坑からは伊万里碗 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK62
　本土坑は E-2 の中央に位置する。北側を E-2KDSK10 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 50㎝の不整形で、掘り方は浅く明瞭でない。

本土坑からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器の A 群の口縁部 1 点が出土した。陶器は瀬戸

美濃鉄釉碗 1 点、備前擂鉢 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK65
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

75㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは磁器の陶胎染付 1 点と猪口 1 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK66
　本土坑は E-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35

㎝の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 30㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦

質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK67
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約

60㎝の不整形で、掘り方は浅く明確でない。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 3 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK68　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は E-1 の南側に位置する。規模ならびに形状は上端が最大径約 220㎝の円形で、下端は明

瞭でない。磁器 16 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 5 点、天神人形 1 点（1）、瓦が出土した。磁器

には陶胎染付 2 点、碗 4 点、瓶 2 点が、陶器には唐津京焼風陶器 3 点、蓋 2 点、土瓶 1 点、擂鉢 1
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点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 1 点がある。時期は 18 世紀末以降であり、性格は不

明である。

E-1　SK69
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。北側を E-1SK37 切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形

である。本土坑からは陶胎染付 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の壷か甕 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK70
　本土坑は E-1 の中央に位置する。E-1KDSV4 の下層に位置し、また、北側を E-1P23 に切られて

おり、これらに先行する。確認部分の規模は上端が長径約 50㎝、短径約 30㎝、下端が長径約 40㎝、

短径約 25㎝である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 4 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK71
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の不整形、

下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは伊万里瓶 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器の皿 1

点が出土した。陶器には唐津京焼風陶器 1 点、備前袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

E-2　SK72
　本土坑は E-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 25

㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点、土

師質瓦質土器の土瓶 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK73
　本土坑は E-2 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

30㎝の不整形な長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは

磁器 2 点、土師質瓦質土器の皿 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-2　SK74
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑から磁器

2 点うち型紙摺り西洋コバルト 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。土師質瓦質土器
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には皿 1 点、内耳土器 2 点がある。時期は近代以降である。

E-1　SK75
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。北側を E-1SK55 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整

形な長方形である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK76
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、西側を近代遺構に

切られており、これに先行する。確認部分の規模は長径約 150㎝、短径約 70㎝である。本土坑から

は磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。陶器は関西系 3 点、土瓶 1 点

である。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

E-1　SK77
　本土坑は E-1 の東側に位置する。北側を E-2KDSV1、南側を D-1KDSV3 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径約 180㎝、短径約 90㎝で、掘り方は浅く明確でない。本土坑

からは磁器 6 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 4 点、土師質ままごと道具 1 点、砥石 1 点が出土した。

磁器には瓶の口 1 点、青磁蛇の目凹形高台の香炉か火入れ 1 点が、陶器は唐津灰釉香炉か火入れ 1 点、

瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系 3 点、鍋 3 点、土瓶 6 点、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。本土坑

の時期は 18 世紀末以降であり、性格は不明である。

E-2　SK78
　本土坑は E-2 の東側に位置する。西側で E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。また、

東側で E-2SK41 と切り合うが、その形状から本来連続した溝状遺構であった可能性がある。確認

部分の規模は上端が長径約 130㎝、短径約 60㎝、下端が短径約 35㎝である。本土坑からは磁器 3 点、

唐津刷毛目碗 1 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁器には陶胎染付 1 点、蓋物 1 点等があり、

土師質瓦質土器は皿 3 点、内耳土器 2 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-2　SK79
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 220㎝、短径約 70㎝

の不整形で、全体形状は溝状に近い。本土坑からは磁器 3 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点、土師

質瓦質土器 9 点、不明鉄製品 6 点が出土した。磁器には袋物 1 点、小坏 1 点が、陶器には唐津胎土

目皿 1 点・溝縁皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 2 点、甕 1

点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。
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E-2　SK80
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40

㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは磁器 2 点、土師質瓦

質土器 8 点、不明鉄製品 1 点が出土した。磁器には雲龍荒磯紋碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、

内耳土器 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK81
　本土坑は E-3 の南端に位置する。南側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

70㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。陶器には唐津灰

釉碗 1・呉器手碗 1 点がある。なお、遺物の中には下層のものが含まれる。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK82
　本土坑は E-3 の南東端に位置する。東側はトレンチに切られ、また、南側は調査区外のため不明

である。確認部分の規模は長径約 55㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 2 点うち備前擂鉢 1 点、

土師質瓦質土器 7 点うち皿 6 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-2　SK83
　本土坑は E-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 35

㎝の不整形、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の不整形である。本土坑からは土師質瓦質土器の内

耳土器 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK85
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。北側で E-2P32、東側で D-2P38 に切られており、これらに

先行する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 120㎝、短径約 75㎝の不整形な長円形、下端

が長径約 75㎝、短径約 45㎝の長円形である。本土坑からは磁器 69 点、陶器 80 点、同一個体と思

われる軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 105 点、土人形 7 点、硯 1 点、不明鉄製品 10 点が出土

した。磁器には青磁染付碗 2 点、陶胎染付碗 3 点、端反碗の蓋 1 点、型紙摺り端反碗 1 点、瓶の口

1 点、端反小坏 1 点、御神酒徳利 2 点、皿 1 点、瓶 1 点、小坏 1 点が、陶器には唐津京焼風陶器 3 点、

瀬戸腰錆碗 2 点、京焼碗 1 点、関西系陶器 17 点うち上絵付 2 点と袋物 1 点、袋物 1 点、土瓶 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 34 点、内耳土器 17 点うち A 群 10 点うち口縁部 9 点と C 群の口縁部 2 点、

羽釜 2 点、内耳土器か羽釜 19 点、焼塩壷 1 点がある。近代初めの廃棄土坑である。

E-2　SK86
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　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。北側ならびに西側を E-2KDSV3 に切られており、これに

先行する。確認部分の規模は長径約 160㎝、短径約 90㎝である。本土坑からは陶器 4 点、土師質瓦

質土器 2 点、土人形 1 点が出土した。陶器には溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK201
　本土坑は E-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の規模は長径約

105㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したのみのため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK202　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 55

㎝の不整形で、下端は凹凸があり明確でない。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、土人

形 1 点、煙管の吸口 2 点（1）が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK203
　本土坑は E-1 の西側に位置する。西側で E-1SK204 と切り合うが、先後関係は不明である。確認

部分の規模は最大径約 25㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、土

人形が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK204
　本土坑は E-1 の西側に位置する。西側で E-1SK203 と切り合うが、先後関係は不明である。本土

坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝、下端が最大径約 15㎝の不整形な円形である。本土

坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK205
　本土坑は E-1 の中央北西側に位置する。南東側と西側を 1 面の遺構に切られている。確認部分の

規模は最大径約 70㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK206
　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 25㎝

の長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK207
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　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 35㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは遺物

が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK208
　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の円形、下

端が最大径約 25㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-1　SK209
　本土坑は E-1 の中央北側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径約

30㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

E-1　SK210　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 110㎝、短径約 50㎝

の不整形、下端も上端と同様である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、不明鉄製

品 5 点、木製品が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 2 点、焼塩壷 1 点がある。木製

品には漆椀の蓋 2 点（1）（2）、繊維製品には縄（3）がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK211
　本土坑は E-1 の南側に位置する。南側は E-1SK39 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 70㎝、短径約 60㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 9 点、

瓦が出土した。陶器には関西系せんじ碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 3 点うち B

群の口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK212
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 45㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 35㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器の内耳土器 3 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗の蓋 1 点、

色絵付の人形 1 点が、陶器には唐津灰釉碗 1 点・灰釉皿 1 点、香炉か火入れ 1 点がある。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK213
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約
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30㎝の長円形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、不明鉄製品 5 点が

出土した。陶器は唐津京焼風陶器碗 1 点・刷毛目 1 点、関西系上絵付碗 1 点、土師質瓦質土器は皿

4 点、内耳土器 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でない。本土坑は下層で確認した

E-2P734 と E-2P735 の掘り方である可能性がある。

E-2　SK214
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 120㎝の円形、下

端が最大径約 105㎝の円形である。本土坑からは磁器 31 点、陶器 48 点、土師質瓦質土器 51 点、

土人形 1 点、軟質施釉陶器の土人形 1 点、瓦が出土した。磁器には折縁の鉢 1 点、色絵小丸碗 1 点、

色絵二重網目紋碗 1 点、色絵蓋物蓋 3 点うち同一個体と思われるもの 2 点、染付蓋物蓋 1 点、蓋物

1 点、木の葉形の型押し成形の白磁手塩皿 1 点、碗 5 点、陶胎染付 6 点うち碗 5 点、紅皿 1 点が、

陶器には唐津刷毛目碗 9 点・刷毛目皿 2 点・京焼風陶器 4 点、備前灯明皿 9 点、関西系鉄絵染付皿

2 点・皿 1 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 36 点、内耳土器 5 点うち A 群の口縁部 1 点が

ある。18 世紀中頃の廃棄土坑であろう。

E-2　SK215
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 85㎝、

短径約 75㎝である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦うち

宝珠紋の軒平瓦 1 点、不明鉄製品 7 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 2 点が、陶器には唐津呉器

手碗 1 点、底部に＋＝の窯印がある備前袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。本

土坑は上層に位置する E-2SK1 の下部である可能性がある。

E-1　SK217
　本土坑は E-1 の北西端に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、西側の掘り方は不

明である。確認部分の規模は長径約 85㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点う

ち皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK218　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の南側に位置する。北側を E-1SK39 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 110㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは磁器 13 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器

26 点、土人形 1 点、不明鉄製品 1 点、砥石 1 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、梅樹紋小

碗 1 点（1）、色絵染付袋物 1 点（2）が、陶器には唐津呉器手碗 1 点（4）・刷毛目碗 1 点（3）・内

野山窯製銅緑釉皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 11 点（5）、内耳土器 12 点うち A 群の口縁部 3

点（6）、板作り成形の焼塩壷 1 点がある。土人形には荷物を背負った馬 1 点（7）がある。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK219
　本土坑は E-1 の北東側に位置する。南側を E-1KDSV6 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 55㎝、短径約 50㎝である。遺物が出土しなかったため本土坑の時期は明確で

なく、性格も不明である。

E-1　SK220
　本土坑は E-1 の東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 40㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは磁器の合子の蓋 1 点が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK221
　本遺構は E-1 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は長さ約 65㎝、最大幅約 30㎝の溝状である。本遺構からは鉄片 2 点が出

土したのみのため時期は明確でない。性格については D-1SK83 のところで述べたとおりである。

E-1　SK222
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。北西側で E-1SK276 を切っており、これより新しい。本土坑

の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の不整形、下端が長径約 35㎝、短径約 30㎝

の不整形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK223
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 55

㎝の不整形、下端が長径約 45㎝、短径約 30㎝の不整形である。また、北側に突出した部分はピッ

ト状に落ち込んでおり、その下端は長径約 20㎝、短径約 10㎝の長円形である。本土坑からは青磁

1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-2　SK224
　本土坑は E-2 と E-3 の境に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が長径約 150㎝、短径約 60㎝、下端が長径約 140㎝、短径約 50㎝である。本土

坑からは磁器 1 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津砂目皿 1 点・灰

釉碗 1 点・京焼風陶器 1 点、備前袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である

E-2　SK225
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。西側で E-2SK242、南側で E-2SK243 を切っており、これら
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より新しい。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 150㎝、短径約 120㎝の不整形、下端が長

径約 120㎝、短径約 70㎝の不整形である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 8 点、

不明鉄製品 3 点が出土した。磁器には青磁香炉か火入れ 1 点、陶胎染付 1 点が、陶器には唐津刷毛

目碗 1 点・京焼風陶器 1 点、志野 1 点があり、土師質瓦質土器は皿 7 点、内耳土器 1 点である。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK226
　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 35㎝、短辺約 25㎝

の不整形な隅丸長方形、下端が長辺約 30㎝、短辺約 20㎝の不整形な隅丸長方形である。本土坑か

らは陶器 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK228
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。東西両側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大

径約 30㎝である。本土坑からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 1 点

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK229
　本土坑はE-1の中央南側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約115㎝、

短径約 90㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 19 点、軟質施釉陶器のま

まごと道具 1 点、土人形 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、外青磁碗 1 点が、陶器に

は唐津京焼風陶器碗 1 点、関西系色絵付碗 1 点、擂鉢 1 点、香炉か火入れ 1 点が、土師質瓦質土器

には皿 5 点、内耳土器 10 点がある。本土坑の時期は 18 世紀後半以降であり、性格は不明である。

E-1　SK230
　本土坑は E-1 の中央南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約

25㎝の不整形な長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 15㎝の不整形な長円形である。遺物が出土し

なかったため本土坑の時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK231
　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 30㎝

の不整形、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の不整形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 2 点、

土師質瓦質土器 3 点が出土した。土師質瓦質土器は皿 2 点、内耳土器 1 点である。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK232
　本遺構は E-2 の南西側に位置する。北側と南側を 1 面の遺構に切られている。本遺構は柱痕とそ
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の掘り方と考えられる土坑、礎石と考えられる石からなる。柱痕は土坑の中央に位置し、上端が最

大径約 20㎝である。土師質瓦室土器 1 点が出土した。土坑の確認部分の規模ならびに形状は上端

が最大径約 50㎝の円形、下端が最大径約 30㎝の円形である。その底部で確認した礎石と考えられ

る石は上面を平坦に据えられ、その上面の大きさは長径約 30㎝、短径約 20㎝である。本遺構から

は陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。陶器

は備前袋物 1 点、関西系 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でない。本遺構は柱穴と考えら

れるが、他の柱穴との配置関係は不明である。

E-2　SK234
　本土坑は E-2 の東側に位置する。北側と西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長

径約 130㎝、短径約 110㎝、下端が最大径約 55㎝である。本土坑からは磁器 9 点、陶器 22 点、土

師質瓦質土器 37 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、青磁袋物 1 点、瓶 1 点が、陶器には唐

津京焼風陶器 3 点・灰釉 2 点うち碗 1 点、備前擂鉢 1 点・袋物 2 点、瀬戸甕 1 点、土瓶 1 点が、土

師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 18 点、板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点、焜炉か火鉢 2 点がある。

18 世紀末以降の廃棄土坑である。

E-2　SK235
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。東側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状

は上端が長さ約 75㎝、最大幅約 30㎝、下端が最大幅約 25㎝の溝状である。本土坑からは陶器 2 点、

瓦が出土した。陶器は唐津京焼風陶器 1 点、備前袋物 1 点である。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である

E-2　SK236
　本土坑は E-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 150㎝、短径約 70㎝

の長円形、下端が長径約 130㎝、短径約 50㎝の長円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津溝縁皿 1 点、擂鉢 1 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK237
　本土坑は E-1 と E-2 の境に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質

土器の内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉碗 1 点・京焼風陶

器 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK238
　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確



― 178 ―

認部分の規模は長径約 70㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは陶器 2 点うち唐津京焼風陶器 1 点、

土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である

E-1　SK239
　本遺構は E-1 の中央に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 135㎝で、

掘り方は浅く不明瞭である。本遺構からは唐津胎土目皿 1 点、土師質瓦質土器 10 点、不明鉄製品

4 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 6 点うち A 群の口縁部 3 点がある。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK240
　本土坑は E-1 の南側に位置する。東側を E-1SK218 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は長径約 75㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは陶器 2 点うち唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦

質土器 10 点、瓦 2 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 6 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK242
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。東側を E-2SK225、西側を E-2SK232 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径約 75㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは磁器の端反小坏

1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点うち C 群 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK243　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-2 に位置する。北側を E-2SK225 と E-2SK232 に切られており、これらに先行する。

確認部分の規模は長径約 55㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 6 点、土師質瓦

質土器 14 点、不明鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・

鉄釉碗 1 点・京焼風陶器 1 点、瀬戸天目碗 1 点、備前袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 7 点（1）

（2）、内耳土器 5 点うち内耳土器 A 群の口縁部 1 がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-1　SK244
　本土坑は E-1 の南側に位置する。E-2SK218 の東側でその東壁に沿って掘り方を確認したのみで

あり、同一遺構の可能性がある。本土坑からは磁器 4 点、唐津刷毛目 2 点うち碗 1 点、土師質瓦質

土器 8 点が出土した。磁器には蛇の目凹形高台の青磁鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳

土器 4 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK245
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　本土坑は E-1 の南側に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 110㎝、短径約 35㎝である。遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格

も不明である。

E-2　SK246　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-2 の西側に位置する。西側を E-2KDSK1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 35㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは皿 1 点（1） が出土したのみのため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK248
　本土坑は E-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約 110

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 60㎝の不整形な円形である。本土坑からは磁器

2 点、陶器 5 点うち唐津岸岳系碗 3 点、土師質瓦質土器 8 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK250
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 70

㎝の隅丸三角形、下端が長径約 70㎝、短径約 65㎝の隅丸三角形である。本土坑からは唐津刷毛目

1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

E-1　SK252
　本土坑は E-1 の西側に位置する。西側と南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

40㎝である。本土坑からは陶器の袋物 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK254
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。西側を E-1SK210 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は最大径約 70㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の内耳土器 1 点、瓦が出土した

のみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK255
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。南側を E-1SK40 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 40㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK256
　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 55㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 60㎝、短径約 50㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には高台無釉の見込み蛇の目釉剥ぎ皿

1 点、陶胎染付 1 点、高台内ハリ支えの皿 1 点が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点、鉄釉片口 1 点、

擂鉢 1 点、袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 2 点がある。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK257　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は E-1 の南西側に位置する。東側を E-1SK39、E-1SK218、E-1SK240、西側を E-1SK69 に

切られており、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 145㎝、短径約 100㎝である。本土坑

からは磁器 4 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 38 点、砥石 1 点が出土した。磁器には色絵碗 1 点、

瓶 1 点、端反小坏 1 点が、陶器には唐津灰釉皿 1 点・京焼風陶器 7 点うち高台内に「雲」の刻印有

するもの 1 点（1）、擂鉢 2 点うち備前 1 点が、皿 15 点、内耳土器 18 点うち A 群の口縁部 4 点が

ある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK258
　本遺構は D-1 と E-1 の境に位置する。東側を D-1SK19 と D-1SK26、西側を E-2KDSV1 に切られ

ており、これらに先行する。確認部分の規模は最大径約 85㎝である。本遺構の北側は東西に延び

る溝状となっており、その規模は長さ約 65㎝、最大幅約 25㎝である。この溝状の部分の性格につ

いては D-1SK83 のところで述べたとおりである。本遺構からは土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点と

内耳土器 A 群の口縁部 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でない。

E-2　SK259
　本土坑は E-2 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 30㎝、短径約 25

㎝の長円形、下端が長径約 15㎝、短径約 10㎝の長円形である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 3 点

うち唐津刷毛目 1 点と関西系鳥の餌入れ 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点と内耳土器 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK260
　本土坑は D-1・2 と E-1・2 の境に位置する。東側で D-2SK236 と切り合うが、先後関係は不明で

ある。確認部分の規模ならびに形状は長さ約 245㎝、最大幅約 55㎝、下端が長さ約 225㎝、幅約 40

㎝の溝状である。本土坑からは磁器 3 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦、碁石 1 点が出土

した。磁器には陶胎染付 1 点、蓋物の蓋 1 点が、陶器には唐津灰釉碗か皿 1 点・刷毛目 3 点うち碗

2 点・刷毛目香炉か火入れ 2 点・呉器手 2 点、福岡系 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土

器 3 点うち A 群の口縁部 1 点がある。本土坑の時期は 17 世紀末であり、性格は不明である。
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E-2　SK261
　本土坑は E-2 の中央西側に位置する。西側を E-2SK214 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 100㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは磁器の上絵付 1 点、唐津灰釉皿 3 点

うち砂目 1 点・刷毛目皿 1 点・京焼風陶器 1 点・灰釉 1 点、土師質瓦質土器 6 点うち皿 3 点と内耳

土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK262・SK263　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は E-2 の中央南西側に位置する井戸跡である。E-2SK262 は本体部、E-2SK263 はその掘り

方である。E-2SK262 の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝で、掘り方は深い円筒形を呈する。

磁器 14 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 14 点、人形 1 点、瓦、砥石 1 点、木製品が出土した。磁

器には陶胎染付 1 点、青磁 2 点、碗 2 点（1）、紅皿 1 点（2）、瓶 1 点が、陶器には唐津砂目灰釉皿

1 点・絵唐津 1 点・灰釉 1 点・京焼風陶器 1 点、関西系碗 8 点（5）うち上絵付 2 点うち半球碗 1

点（3）・同鉄絵半球碗 1 点（4）、瀬戸美濃水甕 1 点（6）、備前袋物 2 点うち 1 点に窯印・擂鉢 1 点、

擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、焼塩壷 2 点うち「泉湊伊織」の刻印のある身 1 点（7）、

甕 7 点がある。人形には天神 1 点（8）がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 2 点（9）（10）、木製品には

鞘状製品 1 点（11）がある。E-2SK263 の規模ならびに形状は上端が長径約 115㎝、短径約 95㎝の

長円形で、掘り方は深い円筒形を呈する。磁器 6 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 9 点うち皿 7 点、

碁石 1 点、瓦が出土した。磁器には青磁 2 点、陶胎染付 2 点が、陶器には唐津京焼風陶器 1 点、関

西系行平鍋の蓋 1 点、備前灯明皿 1 点、壷か甕 1 点がある。

E-2　SK267
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 55㎝

である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不

明である。

E-2　SK268　 遺物実測図  遺物写真

　本土坑は E-2 の南西側に位置する。当初は長径約 100㎝、短径約 55㎝の不整形な長円形の上端を

E-2SK268 として発掘を開始したが、下層で 3 基の土坑に分かれる可能性が生じたため、西側を

E-2SK268-1、南側を E-2SK268-2、東側を E-2SK268-3 とした。各々の下端の規模ならびに形状は最

大径約 35㎝の円形、不明、最大径約 25㎝の不整形な円形である。E-2SK268 として発掘していた際、

磁器の皿 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点と内耳土器 4 点、軒平瓦 1 点（1）が出

土した。また、E-2SK268-1 ならびに E-2SK268-2 からは瓦が出土した。各土坑とも遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK269　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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　本土坑は E-3 の北西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

150㎝、短径約 125㎝、下端が長径約 145㎝、短径約 95㎝である。本土坑からは磁器 12 点、陶器 87

点、土師質瓦質土器 94 点、瓦転用品 5 点（6）（7）（8）（9）（10）瓦が出土した。磁器には初期伊

万里碗 1 点（1）、外面鉄釉碗 3 点等が、陶器には唐津灰釉皿 15 点うち溝縁皿 6 点と砂目 1 点と胎

土目 1 点・灰釉碗 6 点・鉄釉碗 1 点（2）・同一個体と思われる鉄釉袋物 6 点・灰釉片口 1 点、福岡

同一個体と思われる内面が鉄釉で外面が藁灰釉の碗 3 点・藁灰釉皿 41 点、瀬戸同一個体と思われ

る鉄釉碗 6 点、備前擂鉢 1 点（3）・袋物 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 64 点、内耳土器 19 点う

ち A 群の口縁部 6 点うち内耳部分の穿孔がしっかりしているもの 3 点（4）、B 群の口縁部 1 点（5）

等がある。本土坑の時期は 17 世紀前半である。遺物の量に比べ規模が大きいが、廃棄土坑であろう。

E-3　SK271
　本土坑は E-2 と E-3 の境に位置する。北側に E-2P241 が掘り込まれているが、関係は不明である。

確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝の長円形、下端が長径約 35㎝である。

本土坑からは唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点の皿 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK272
　本土坑は E-2 の中央に位置する。南東側を E-2SK266, 西側を E-2SV201 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は長径約 85㎝、短径約 70㎝、下端は長径約 55㎝、短径約 50㎝の不整

形な隅丸三角形である。本土坑からは土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、瓦が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK273
　 本 土 坑 は E-1 と E-2 の 境 に 位 置 す る。 北 東 側 を E-1SK212、 北 西 側 を E-2P234、 南 側 を

E-2KDSV3 に切られており、これらに先行する。確認部分の規模は長径約 175㎝、短径約 100㎝で

ある。本土坑からは磁器 19 点、陶器 21 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 59 点、瓦、鉄製

品 2 点うち釘 1 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には碗 5 点、皿 5 点うち高台の断面が台形で降

灰が見られる初期伊万里 1 点と高台無釉で見込み蛇の目釉剥ぎのもの 1 点、小坏 1 点が、陶器には

唐津溝縁皿 1 点・鉄釉碗 1 点・鉄釉瓶か？ 1 点・同一個体と思われる唐津見込み蛇の目釉剥ぎの灰

釉皿 3 点・灰釉皿 1 点・透明釉碗 8 点・呉器手碗 3 点うち銅緑釉を流し掛けるもの 1 点、備前擂鉢

2 点・瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 16 点、内耳土器 A 群の口縁部 8 点、羽釜か？ 1 点、内耳

土器か羽釜 25 点、焼塩壷 1 点がある。なお、磁器の西洋コバルト 1 点と陶器の鉄釉鍋 1 点は混入

と見なしカウントしていない。陶胎染付と唐津刷毛目を含まないことから本土坑の時期は 17 世紀

後半であり、性格は不明である。

E-3　SK275　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表
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　E-2KDSV1 と T5 の間に広がる層であり、南側は調査区外に続く。整地層の可能性がある。磁器

29 点、陶器 59 点、土師質瓦質土器 92 点、軟質施釉陶器の人形の頭 1 点（1）点、瓦が出土した。

磁器には陶胎染付 1 点、青磁 1 点、皿 3 点、袋物 1 点、小坏 2 点が、陶器には唐津灰釉溝縁皿 3 点・

灰釉皿 6 点・鉄釉皿 1 点・刷毛目皿か鉢 1 点・京焼風陶器 8 点・同一個体と思われる壷か甕 5 点、

志野 2 点、備前瓶 4 点・擂鉢 5 点・擂鉢の転用品 1 点、同一個体と思われる鉄釉に緑釉を流し掛け

る壷か甕 5 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には皿 52 点、内耳土器 23 点うち A 群の口縁部 7 点、

壷か甕 3 点がある。時期は 17 世紀後半と思われる。

E-1　SK276
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1、南東側を E-1SK222 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約 85㎝、下端が長径約

115㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 2 点うち唐津碗 1 点、土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点と内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-2　SK277
　本遺構は E-2 の中央南東側に位置する井戸跡である。E-2KDSV1 に切られており、これに先行す

る。掘り方は確認部分の規模が最大径約 150㎝の円形である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円

形に組み合わせたもので、その規模は最大径約 60㎝である。本遺構からは磁器 58 点、陶器 96 点、

軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 46 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 2 点、朝顔形碗 1 点、

その他碗 10 点、碗の蓋 1 点、薄手小坏 3 点、端反小坏 2 点、中国製皿 1 点、玉縁皿 1 点、段重 2 点、

青磁猪口 1 点、青磁香炉か火入れ 1 点、外面放射線状の紅皿 1 点が、陶器には唐津京焼風陶器 7 点、

瀬戸美濃縦鎬横線香炉か火入れ 1 点、萩 2 点、志野 1 点、備前小壷 4 点・瓶 2 点・灯明皿 1 点・不

明 1 点、関西系色絵碗 3 点・端反碗等碗 11・徳利 3 点・小杉碗 2 点・灯明受け皿 1 点・合子 1 点、

急須土瓶類 14 点、土瓶蓋 2 点、擂鉢 7 点うち堺明石 1 点が、土師質瓦質土器には皿 11 点、口縁部

に菊花の刻印のある壷 1 点、蓋 3 点、焜炉 2 点、橙褐色土と白色土の練り込み手の香炉か火入れ 1

点がある。薄手小坏、急須、萩が見られることから、19 世紀初めの遺構である。

E-2　SK280
　本土坑は D2・3 と E2・3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 100㎝、

短径約 60㎝の不整形、下端が長径約 80㎝、短径約 40㎝の不整形である。本遺構からは磁器 1 点、

陶器 7 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。陶器は唐津灰釉碗 1 点・唐津灰釉皿 2 点うち溝縁

皿 1 点・灰釉袋物 1 点・呉器手碗 1 点、瀬戸美濃大窯製皿 1 点、備前瓶 1 点である。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK301
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　本土坑は E-2 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 80㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 45㎝である。また、掘

り方内で最大径約 60㎝の石が出土した。この石はその位置関係から、D-2SV302 の溝部の西側を画

すためのものである可能性がある。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点、備前擂鉢 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため本土坑の時期は明確でない。本土坑は上記のとおり D-2SV302 の一部である可能

性がある。

E-2　SK302
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。西側を E-2SK58 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 95㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 35㎝である。本土坑か

らは磁器 9 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 40 点、瓦が出土した。磁器には小坏 1 点、上絵付 1 点、

段重 1 点が、陶器には関西系徳利 1 点、鉄釉袋物 1 点、皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内

耳土器 30 点うち A 群の口縁部 5 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

E-1　SK303
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 30

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは遺

物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK304
　本土坑は E-1 の西側に位置する。西側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長径

約 120㎝、短径約 45㎝、下端が短径約 45㎝である。本土坑の掘り方内から長径約 60㎝、短径約 30

㎝の不整形な巨岩が出土したが、その性格は不明である。本土坑からは見込み荒磯紋碗 1 点、土師

質瓦質土器 3 点うち内耳土器 2 点うち A 群の口縁部 1 点、不明鉄製品 3 点が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK305
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。南東側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに

形状は上端が長径約 55㎝、短径約 20㎝の溝状である。本遺構からは磁器の端反小坏 1 点、備前擂

鉢 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

E-3　SK307
　本土坑は E-3 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の円形、下

端が最大径約 25㎝の円形である。本土坑からは瓦、貝殻が出土したのみのため時期は明確でなく、
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性格も不明である。

E-1　SK308
　本土坑は E-1 の中央東側に位置する。北東側を E-1KDSV6 に切られており、これに先行する。

また、西側で E-1SK321 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

220㎝、短径約 160㎝である。本土坑の掘り方内からは大小の巨岩、石が多数出土したが、その性

格は不明である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器の初期京焼 1 点、土師質瓦質土

器 9 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉皿 2 点、志野 1 点が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳

土器 2 点がある。遺物が少ないが本土坑の時期は 17 世紀前半と考えられる。性格は不明である。

E-2　SK310　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　E-2 の南西側に位置する層状の広がりである。磁器 12 点、陶器 31 点、土師質瓦質土器 45 点、

瓦が出土した。磁器には外面と見込みが鉄釉で高台無釉の碗 1 点、漳州窯製皿 1 点、青磁碗 1 点、

小坏 1 点が、陶器には唐津絵唐津大皿 1 点・岸岳系藁灰釉皿 1 点・藁灰釉瓶 1 点・灰釉溝縁皿 1 点・

灰釉皿 4 点うち同一個体と思われるもの 2 点うち砂目 1 点・灰釉碗 3 点・灰釉袋物 2 点・灰釉瓶 2 点・

鉄釉碗 1 点・刷毛目瓶 1 点・刷毛目灰落とし 1 点・土灰釉袋物 1 点・壷か甕 1 点・灰釉 7 点、備前

瓶・擂鉢 1 点、瀬戸美濃横位の沈線に縦位の鎬の香炉か火入れ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 31

点（1）、内耳土器 9 点うち A 群 1 点がある。瀬戸美濃を混入とすれば、時期は 17 世紀後半である。

E-1　SK312
　本土坑は E-1 の西側に位置する。南側と西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

90㎝である。本土坑からは丹波鉄釉鉢 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK313
　本土坑は E-1 の西側に位置する。南側を E-1KDSV4 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 65㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは磁器の碗 1 点、唐津京焼風陶器

1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 5 点と内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。また、E-3SK313 から出土した遺物として磁器 5 点、陶器 8 点、貝殻が

あるが、E-1SK313 の発掘時の遺物取り上げの際の誤記と思われる。このうち磁器には鉄釉 1 点、

碗 1 点、皿 2 点があり、陶器は唐津絵唐津 1 点・灰釉 6 点うち皿 1 点・京焼風陶器 1 点であり、土

師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 2 点、蓋 1 点がある。その時期は 17 世紀後半である可能性が

ある。

E-1　SK314
　本土坑は E-1 の中央に位置する。東側を E-1SK256 に切られており、これに先行する。確認部分



― 186 ―

の規模は上端が最大径約 30㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土したのみ

のため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK315
　本土坑は E-3 の北側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 65㎝、

短径約 30㎝である。本遺構からは唐津灰釉 2 点・刷毛目 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK316
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。北側を E-2SK225 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 70㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは陶器 5 点、土師質瓦質土器の皿 3 点と

内耳土器 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉溝縁皿 1 点・灰釉大皿 1 点・灰釉 1 点、外面に藁

灰釉、内面に鉄釉を掛け分けた碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E-1　SK317　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 60㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の内耳土器 A 群の口縁

部 1 点（1）、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK318
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 45㎝

の不整形な長円形、下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK319
　本土坑は E-1 の西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 45㎝、

短径約 40㎝である。本土坑からは磁器 1 点、唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 1 点が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK320
　本土坑は E-2 の東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 130㎝で

ある。本土坑からは磁器 2 点、土師質瓦質土器の皿 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

E-1　SK321
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　本土坑は E-1 の中央に位置する。東側で E-1SK308 と切り合うが、先後関係は不明である。確認

部分の規模は長径約 135㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは陶器 5 点、瓦が出土した。陶器には

唐津絵唐津大皿 1 点・灰釉碗 1 点、織部 1 点、備前擂鉢 1 点がある。本土坑の時期は 17 世紀前半

であり、性格は不明である。

E-1　SK322
　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50㎝

の不整形、下端が最大径約 45㎝の不整形である。本遺構からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土し

たのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK325　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　E-1 の南西側に位置する。底部全体に大小の石が多数散在しており、一時この面が地表であった

と見られ、本遺構はこれらを埋めて整地したところとも見られる。本遺構からは磁器 53 点、陶器

98 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 261 点、煙管の一部の銅製品 1 点、不明鉄製品 4 点、

寛永通寳 1 期 1 点（18） 、貝殻が出土した。磁器には碗 13 点うち雲龍荒磯紋鉢 1 点（1）、小坏 12

点（2）（3）（4）うち景徳鎮 5 点（5）（6）等が、陶器には唐津碗 28 点（9）うち同一個体の可能性

のある三島手 2 点（7）（8）・皿 33 点、備前擂鉢 1 点（10）等が、軟質施釉陶器には足付き鉢？ 1

点が、土師質瓦質土器には皿 102 点（11）（12）（13）、内耳土器 116 点うち A 群の口縁部 19 点（16）

うち内耳部分がしっかり穿孔されたもの 6 点（14）（15）・B 群の口縁部 3 点（17）うち内耳部分が

しっかり穿孔されたもの 1 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。時期

は 1670 年代である。

E-2　SK328　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。北側を E-2SK236 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 60㎝、短径約 40㎝である。また、南側がピット状に落ち込んでおり、その規

模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の不整形な円形、下端が最大径約 25㎝の円形である。本土

坑からは青花の景徳鎮製皿 1 点、唐津藁灰釉皿 1 点が出土した。唐津皿は胎土目を置く部分の釉を

あらかじめ四角く剥ぎ取っていることから、皿屋窯製と考えられる（1）。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK329
　本土坑は E-2 の中央西側に位置する。北側を E-2P25、東側を E-2SK249 に切られており、これら

に先行する。本土坑の掘り方内には炭混じりの焼土がつまっていた。本土坑からは瓦 1 点が出土し

たのみのため時期は明確でない。本土坑は上記の焼土を廃棄した廃棄土坑である可能性がある。

E-2　SK330
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　本土坑は E-2 の東側に位置する。E-2KDSV1 の底部で確認し、これにより上部を失っていると見

られる。確認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 30㎝の長円形、下端が長径約

45㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したのみのため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK331
　本土坑は E-2 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1、南側を E-2SK301 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径約 65㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは唐津呉器手碗 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK332
　本土坑は E-2 と E-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 145㎝の不整

形、下端が最大径約 130㎝の不整形である。本土坑からは鉄釉磁器 1 点、陶器 2 点うち唐津灰釉皿

1 点、土師質瓦質土器 9 点うち皿 3 点と内耳土器 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK333
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。北側は巨岩で画されている。本土坑の規模ならびに形状

は上端が最大径約 110㎝の円形、下端が最大径約 95㎝の円形である。本土坑からは陶器 4 点、軟質

施釉陶器のミニチュアか？ 1 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦が出土した。陶器は唐津灰釉溝縁皿 1 点・

灰釉皿 3 点であり、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 4 点がある。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK334
　本土坑は E-1 の北側に位置する。北側は調査区外のため不明である。確認部分の底部北側に

E-1P309 が掘り込まれているが、関係は不明である。確認部分の規模は上端が長径約 120㎝、短径

約 90㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 70㎝である。本土坑からは唐津岸岳系藁灰釉 1 点、瓦、不明

鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK335
　本土坑は E-1 の東側に位置する。東側を E-1P37 に切られており、これに先行する。確認部分の

規模は上端が長径約 50㎝、短径約 30㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝である。本土坑からは遺

物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK336
　本土坑は E-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 90㎝、短径約 50㎝



― 189 ―

の不整形、下端が長径約 80㎝、短径約 40㎝の不整形である。本土坑からは磁器 1 点、唐津灰釉 1 点、

土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

E-1　SK337
　本土坑は D-1 と E-1 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約

40㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは土師質瓦質土器の

内耳土器 1 点が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK339
　本土坑は D-3 の北西側に位置する。西側を E-2SK280 に切られており、これに先行する。また、

東側をトレンチに切られている。確認部分の規模は最大径約 40㎝である。本土坑からは唐津灰釉 2

点・灰釉袋物 1 点・鉄釉鉢 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK343
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径

約 50㎝の不整形な台形、下端が長辺約 40㎝、短辺約 25㎝の長方形である。本土坑からは唐津灰釉

皿 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

E-1　SK344
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 50

㎝の不整形、下端が長径約 40㎝、短径約 35㎝の不整形である。本土坑からは瓦 1 点が出土したの

みのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK345
　本土坑は D-2 に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 75㎝、短径約 45㎝の不整形、

下端が長径約 65㎝、短径約 25㎝の不整形である。本土坑からは磁器 2 点、陶器 4 点、瓦が出土した。

陶器は唐津呉器手 2 点、関西系 2 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

E-1　SK347　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

　本遺構は E-1 の南西側に位置する井戸跡である。北東側をトレンチに切られている。確認部分か

ら上端の規模ならびに形状は最大径約 95㎝の円形と見られる。井戸枠は細長い板材を縦長にして

円形に組んだもので、その規模は最大径約 50㎝である。本遺構からは磁器 38 点、陶器 19 点、瓦、
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瓦の転用品 3 点うち片面中央に凹部があるもの 1 点、菱型の不明石製品 1 点、砥石 1 点（3）が出

土した。磁器には陶胎染付 3 点、青磁 2 点うち瓶 1 点と香炉か火入れ 1 点、蛸唐草紋 2 点うち碗 1

点と瓶 1 点、染付碗の底部を丸く成形する転用品 1 点（1）が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点・灰釉

端反碗 1 点・京焼風陶器碗 3 点、備前瓶 1 点、急須か？注口部 1 点、擂鉢 7 点うち備前 1 点が、土

師質瓦質土器には皿 11 点（2）、内耳土器 15 点うち A 群の口縁部 2 点、板作り成形の焼塩壷 1 点

がある。時期は 1700 年頃である。

E-1　SK349
　本土坑は E-1 と E-2 の境に位置する。西側の掘り方はトレンチに切られ不明である。確認部分の

規模は最大径約 115㎝である。本土坑からは磁器 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、

瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK350
　本土坑は E-3 の中央北側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 65㎝、

短径約 55㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器 1 点、瓦、コンクリート片が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK3001
　本土坑は E-2 の西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 325㎝で

ある。本土坑からは唐津岸岳系同一個体と思われる藁灰釉皿 3 点・灰釉 3 点うち皿 2 点、土師質瓦

質土器 3 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物の量は少ないが、伊万里を含まない

ことから、本土坑の時期は 17 世紀初めの可能性がある。

E-2　SK402
　本土坑は E-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 35㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK403　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は E-2 の北東側に位置する。土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 55㎝

の長円形である。その底部では上面を平坦に据えた礎石の可能性がある石を確認した。その上面の

大きさは長径約 35㎝、短径約 30㎝である。本遺構からは陶器 4 点、土師質瓦質土器 23 点、鉛製錘

1 点（1）、瓦が出土した。陶器には唐津胎土目皿 1 点・福岡か？灰釉皿（ドラ鉢）1 点、備前擂鉢

1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 3 点うち A 群 2 点と C 群 1 点、羽釜 2 点がある。

本遺構の時期は 17 世紀前半である。本遺構は柱穴の可能性があるが、他の柱穴との配置関係は不

明である。
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E-2　SK404
　E-2 の中央に位置する。南側を E-2SK233、西側を E-2SK261 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は長径約 65㎝であり、掘り方は浅く明瞭でない。唐津岸岳系藁灰釉皿 1 点が出土

したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK406
　E-2 の中央南側に位置する。南側を E-2SK248 に切られており、これに先行する。確認部分の規

模は長径約 50㎝であり、掘り方は浅く明瞭でない。磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦、

瓦の転用品 1 点が出土した。磁器には陶胎染付 1 点があり、陶器は唐津三島手 1 点・壷か甕 1 点・

灰釉 1 点である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK408
　本土坑は E-2 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 25㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 20㎝の不整形な長円形である。本土坑からは唐津

灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿の転用品 1 点、瓦、瓦の転用品が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK410
　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50㎝

の円形、下端が長径約 45㎝、短径約 40㎝の円形である。本土坑の掘り方内では南北 2 ヶ所のピッ

トを確認した。その規模ならびに形状は北側のもので上端が最大径約 15㎝の円形、下端が最大径

約 10㎝の円形、南側のもので上端が最大径約 10㎝の円形、下端が最大径約 5㎝の円形である。本

土坑からは磁器の見込み五弁花の碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK411
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 55

㎝の不整形な長円形、下端が長径約 70㎝、短径約 45㎝の不整形な長円形である。本土坑からは瓦

が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK412
　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 45㎝

の長円形、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。



― 192 ―

E-1　SK413
　本土坑は D-1 と E-1 の境に位置する。東側を D-1SK19、南西側を E-1P225 に切られており、こ

れらに先行する。確認部分の規模は長径約 40㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点と

内耳土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK414
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。北側を E-1SK336 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 40㎝である。本土坑からは唐津灰釉 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK415
　本土坑は E-1 の中央に位置する。南東側を E-1SK322 に切られており、これに先行する。

E-1SK322 との境界が明確でないが、確認部分の規模は上端が長径約 115㎝、短径約 65㎝と見られ、

下端が長径約 60㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは唐津岸岳系藁灰釉碗 1 点・灰釉皿 2 点、土

師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK416
　本土坑は E-1 の中央南東側に位置する。東側で E-1P414 と切り合うが、関係は明確でない。確認

部分の規模は上端が長径約 45㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 20㎝である。本土坑か

らは土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK418
　本遺構は E-1 と E-2 の境に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が最大径約 30㎝の円形

である。また、その掘り方の中央で柱痕状の窪みを確認した。本遺構からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でない。本遺構は下層で確認した E-1SK918 の上部である可能性がある。

E-1　SK419
　本土坑は E-1 の南側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。また、

西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 55㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは土

師質瓦質土器の内耳土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK421
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。南側は巨岩で画されている。本土坑の規模は上端が長径

約 65㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは染付 1 点、鉄釉土鍋 2 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿

1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK424
　本土坑は E-1 と E-2 の境に位置する。北東側を E-2SK260 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が長径約 75㎝、短径約 45㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 35㎝である。本土坑

からは磁器の猪口 1 点、唐津灰釉 1 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦、不明鉄製品 3 点、不明銅製品 1

点が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 4 点うち A 群の口縁部 2 点がある。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK429　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

　本土坑は E-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 210㎝の円形、

下端が最大径約 175㎝の円形である。また、掘り方内では小角礫が散在していた。本土坑からは陶

器 9 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、瓦の転用品 2 点が出土した。陶器には絵唐津皿 1 点・灰釉 6

点うち皿 3 点うち砂目 1 点（E-1SK441 出土のものと接合）と胎土目 1 点、瀬戸黒か？茶碗 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 16 点うち静止糸切り 1 点、墨書があるもの 1 点、金箔皿 1 点、土師質 1 点（1）

がある。本土坑の時期は 17 世紀中頃であり、性格は不明である。

E-1　SK431
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 65㎝の円形、

下端が最大径約 50㎝の円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-1　SK432
　本遺構は E-1 の中央に位置する。上層の遺構に切られ形状は明確でないが、確認部分の規模は長

径約 360㎝、短径約 85㎝である。本遺構からは磁器の鎬を入れた碗 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土

器 9 点、瓦、瓦の転用品 1 点、不明鉄製品 4 点が出土した。陶器には唐津岸岳系藁灰釉碗 1 点・灰

釉 1 点・灰釉壷か甕 1 点、備前瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 3 点うち A 群の

口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK433
　本土坑は E-1 と E-2 の境に位置する。北側を E-1SK325、南東側を E-1SK418 に切られており、

これらに先行する。また、下端をトレンチに切られている。確認部分の規模は長径約 100㎝、短径

約 85㎝である。本土坑からは磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 15 点、瓦が出土した。磁器に

は青磁瓶 1 点があり、陶器は砂目溝縁皿 1 点・砂目灰釉皿 1 点・灰釉碗 1 点・呉器手碗 1 点、瀬戸

鉄釉碗 1 点であり、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 10 点うち A 群の口縁部 1 点、羽釜 1 点

がある。時期は 17 世紀後半の可能性があり、性格は不明である。

E-2　SK434
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　本土坑は E-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 35㎝の円形、下

端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは磁器 2 点うち陶胎染付 1 点が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK437
　本土坑は E-2 の西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 90㎝、

短径約 45㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確

でなく、性格も不明である。

E-1　SK441
　本土坑は E-1 と E-2 の境に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は上端が長径約 270㎝、短径約 240㎝、下端が長径約 260㎝、短径約 220㎝である。本

土坑からは磁器 4 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 27 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 2 点、瓦の転用

品 1 点が出土した。磁器には初期伊万里蝶紋小坏 1 点、碗 1 点があり、陶器は唐津砂目灰釉皿 1 点・

灰釉皿 6 点・灰釉碗 1 点・呉器手碗 1 点・灰釉袋物 1 点・灰釉小坏 1 点・灰釉 1 点・鉄釉 3 点、備

前擂鉢 3 点であり、土師質瓦質土器には皿 17 点、内耳土器 7 点、火鉢 1 点がある。本土坑の時期

は 17 世紀中頃であり、性格は不明である。

E-2　SK442
　本土坑は E-2 の西側に位置する。西側を E-2KDSK1、南側を E-2SK437 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は長径約 120㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器 2 点うち内耳土

器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK501　
　E-2 の北東側に位置する。南東側は石で画されている。確認部分の規模は最大径約 45㎝で、掘り

方は浅く明瞭でない。瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK502
　本遺構は E-2 の北東側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 50

㎝の長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の長円形である。また、底部の西側で上面を平坦に

据えた礎石の可能性がある石を確認した。その上面の大きさは最大径約 20㎝である。本遺構から

は唐津砂目鉄釉皿 1 点・溝縁皿 1 点・灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点と内耳土器 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK505
　本遺構は E-1 の中央北東側に位置する。北東側を E-1SK425、南東側を E-1KDSV6 に切られており、
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これらに先行する。本遺構では石組み遺構を確認した。これは確認部分の規模が長径約 180㎝、短

径約 125㎝の掘り方内に、人頭大前後以下の石を乱層積み状に最大で 3 段積んで構築したものであ

る。この石組みは確認時点では平面が東側で開くコの字状を呈していたが、上記のとおり東側を他

の遺構に切られているため本来の形状は不明である。その規模は北辺、西辺、南辺の順に長さ約

50㎝、約 100㎝、約 100㎝、内法は約 25㎝、約 75㎝、約 70㎝である。本遺構からは唐津灰釉 2 点・

擂鉢 1 点、土師質瓦質土器の皿 4 点と内耳土器 1 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK506
　本土坑は E-2 の北側に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 155㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確で

なく、性格も不明である。

E-2　SK507
　本土坑は E-2 の南東側に位置する。西側を E-2SK331 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 70㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の長円形である。本

土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK508
　本土坑は E-3 の中央南東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

65㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは磁器 1 点、唐津灰釉 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK509
　本土坑は E-3 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径

約 35㎝の不整形な長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の不整形な長円形である。本土坑から

は唐津灰釉 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK510
　本土坑は E-3 の中央北東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約

50㎝、短径約 20㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の甕 1 点が出土したのみのため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-3　SK511
　本土坑は E-3 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約 50㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の不整形な長円形である。本土坑からは遺物
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が出土していないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK512
　本土坑は E-2 の北側に位置する。北西側を E-1SK441、それ以外を E-2KDSV3 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は最大径約 35㎝、下端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑

からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK513　 遺物実測図  遺物写真

　E-2KDSV1 の西側に沿って広がる層であり、南側は調査区外に続く。整地層である可能性がある。

磁器 3 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 23 点、瓦、キセル雁首 1 点（1）、不明銅製品 1 点（2）が

出土した。陶器には唐津灰釉碗 3 点・灰釉皿 3 点（うち 1 点が E-3SK516 出土のものと接合）・灰

釉袋物 1 点・胎土目長石釉皿 1 点・鉄釉 1 点・灰釉鉄釉掛け分ける花生けか？ 1 点・灰釉袋物 1 点、

福岡か？鉄釉 2 点が、土師質瓦質土器には皿 15 点、内耳土器 3 点がある。時期は 17 世紀前半と見

られる。

E-3　SK514
　E-3 の中央南東側に位置する。東西両側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 80㎝、

短径約 70㎝であり、掘り方は浅く明瞭でない。唐津擂鉢 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK515
　本土坑は E-3 の北側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は長径約 50㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 40㎝、短径約 25㎝の不整形な長

円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK516　 遺物実測図

　E-3 の北側に位置する。E-3SK515 の北側の層状の広がりである。磁器 3 点、陶器 7 点、土師質

瓦質土器の皿 7 点、瓦うち亀井城と同紋の瓦頭部中心飾りが下に開く三葉の軒平瓦 1 点（1）、砥石

2 点が出土した。磁器は中国製 2 点うち皿 1 点と饅頭心の碗の転用品 1 点、鉄釉碗 1 点であり、陶

器には唐津灰釉溝縁皿 1 点・灰釉皿 3 点（うち 1 点が E-3SK513 出土のものと接合）、備前擂鉢 2

点がある。時期は 17 世紀中頃である。

E-2　SK517
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約

45㎝の長円形、下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は

明確でなく、性格も不明である。
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E-2　SK518
　本土坑は E-2 の西側に位置する。北西側を E-2KDSK1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 185㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格

も不明である。

E-2　SK519
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。東側を E-2SK248、西側を E-2SK225 に切られており、これ

らに先行する。確認部分の規模は長径約 110㎝、短径約 80㎝である。本土坑からは陶器 5 点、土師

質瓦質土器 3 点、瓦、砥石 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉 4 点うち皿 2 点・外面藁灰釉小坏 1 点、

備前擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。本土坑の時期は 17 世紀前半であり、性格は

不明である。また、砂部より唐津灰釉 2 点、内耳土器 1 点、瓦が出土した。

E-2　SK520
　本土坑はE-2の東側に位置する。南北両側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約115㎝、

短径約 35㎝である。本土坑からは磁器 1 点、唐津岸岳系藁灰釉 1 点、備前袋物 1 点、土師質瓦質

土器の焼塩壷の蓋 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK601
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の不整形

な円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK602
　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 25㎝の不整形で

ある。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK603
　本土坑は E-1 の中央南側に位置する。北東側を E-1SK314 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 80㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK604
　本遺構はE-1の西側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が最大径約40㎝の円形である。

また、その中央でピットを確認した。その規模ならびに形状は上端が最大径約 15㎝の円形、下端

が最大径約 10㎝の円形である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。本遺
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構は柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は不明である。

E-1　SK605
　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 40㎝、短径約 30㎝

の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみのた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK606
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 45

㎝の不整形な長円形、下端が北側の最も深い部分で長径約 35㎝、短径約 25㎝の半円形である。本

土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK607
　本遺構は E-2 の中央北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円

形である。本遺構からは磁器 1 点、唐津灰釉碗 1 点・皿 2 点うち溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器 5 点

うち皿 2 点、瓦が出土した。

E-2　SK608
　本土坑は E-2 の東側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

90㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 80㎝、短径約 55㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質

土器 4 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器は内耳土器 A 群の口縁部 2 点、皿 1 点、擂鉢 1 点である。

遺物が少ないため時期は明確でない。本土坑は下層で確認した E-2SK768 の井戸枠部分の直上に位

置しており、その埋土の上部である可能性がある。

E-1　SK609
　本土坑は E-1 の南西側に位置する。東側を E-2SK347 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 45㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 30㎝である。本土坑から

は磁器 2 点、陶器の関西系 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 1 点、内耳土器 3 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK610
　本土坑は E-1 の中央に位置する。北西側と南西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端

が長径約 65㎝、短径約 45㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本土坑からは磁器 2 点うち袋物 1 点、

陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。
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E-3　SK613
　本土坑は E-3 の北西側に位置する。南側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長

径約 55㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 50㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質

瓦質土器の皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK616
　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。北側を E-2KDSV3、東側を E-1KDSV1 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は長径約 90㎝、短径約 40㎝である。本土坑からは唐津灰釉 1 点、

土師質瓦質土器の皿 1 点と刷毛目香炉か火入れ 2 点（E-2SK915 出土のものと接合）、瓦が出土した。

刷毛目香炉か火入れは釉が掛かっていないため土師質瓦質土器としたが、唐津の可能性もある。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK618
　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 140㎝、短径約 85㎝である。本土坑からは磁器 1 点、不明鉄製品 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK619
　本土坑は D-2・3 と E-2・3 の境に位置する。北西側を E-2SK409 に切られており、これに先行する。

また、北東側の掘り方は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝、下端

が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは唐津岸岳系と思われる藁灰釉碗 1 点、土師質瓦質土

器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK621
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。東側を E-1KDSV1 と E-2P315 に切られており、これらに

先行する。確認部分の規模は長径約 75㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の内

耳土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK622
　本遺構は E-2 の南西側に位置する。南側を E-2SK225 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 65㎝、短径約 55㎝である。確認部分の中央では柱痕と見られるピットを確認した。

その規模ならびに形状は最大径約 10㎝の円形である。また、底部ではその礎石と見られる上面を

平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形状は最大径約 30㎝の台形である。本遺

構からは磁器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でない。本遺構は礎石を伴う柱穴と考えら

れるが、他の柱穴との配置関係は明確でない。
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E-2　SK624
　本土坑は E-2 と E-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 60㎝の不整形、

下端が最大径約 40㎝の円形である。本土坑からは唐津灰釉 1 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK626
　本遺構は E-2 の南東側に位置する井戸跡である。上層の遺構に切られており、確認部分の規模は

最大径約 170㎝である。井戸枠は細長い板材を縦長にして円形に組んだもので、その規模は最大径

約 80㎝である。本遺構からは磁器 2 点うち青花の景徳鎮製碗 1 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 2

点うち皿 1 点、羽口 1 点、瓦が出土した。陶器は唐津岸岳系藁灰釉皿 4 点・絵唐津皿 1 点・灰釉碗

1 点、備前擂鉢 2 点・瓶 1 点、同一個体と思われる織部向付 3 点である。織部の出現が 1610 年頃

であり、また、磁器を含まないことから、本遺構の時期は 1610 年代と考えられる

E-1　SK627
　本遺構は E-1 の東側に位置する。西側が開くコの字形に組まれた石組を確認した。その全体の規

模は長径約 100㎝、短径約 95㎝、石組の内法は長径約 60㎝、短径約 40㎝である。三方の壁とも大

きな板状の割石 1 個を用いており、南北両側の壁ではこれに併せて小型の石を用い、長さを増して

いる。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK701
　本遺構は E-1 の中央北西側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円

形である。また、掘り方の壁際に沿って長径約 20㎝前後の石が積み重なって確認された。これら

は柱を固定するための詰石と見られる。本遺構からは遺物が出土していないため時期は明確でない。

本遺構は柱穴と考えられるが、他の柱穴との配置関係は明確でない。

E-1　SK702
　本土坑は E-1 の中央西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約

35㎝の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土してい

ないため時期は明確でなく、性格も不明である

E-1　SK703
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 25㎝、短径約 20㎝

の長円形、下端が長径約 20㎝、短径約 10㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土していない

ため時期は明確でなく、性格も不明である

E-1　SK706
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　本遺構は E-1 の中央北東側に位置する。北側を E-1P703 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 70㎝、短径約 50㎝の長円形、下端が長径約 55㎝、短径約

40㎝の長円形である。また、底部中央では上面を平坦に据えた礎石の可能性がある石を確認した。

その上面の大きさは長径約 20㎝、短径約 15㎝である。本遺構からは遺物が出土していないため時

期は明確でない。本遺構は礎石状の石を確認したため柱が据えられていた可能性があるが、他の柱

穴との配置関係は明確でない。

E-1　SK707
　本土坑は E-1 の中央北東側に位置する。北側を E-1SK701 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝の長円形、下端が長径約 40㎝、短径

約 35㎝である。本土坑からは遺物が出土していないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK708
　本遺構は E-1 の西側に位置する。本遺構の規模は長径約 55㎝、短径約 35㎝である。掘り方の中

央では柱痕と見られるピットを確認した。その規模ならびに形状は上端が最大径約 20㎝の円形、

下端が最大径約 15㎝の円形である。本遺構からは遺物が出土していないため時期は明確でない。

本遺構は柱穴と考えられるが、他の柱穴との配置関係は明確でない。

E-1　SK709
　本土坑は E-1 の西側に位置する。東側は石で画されている。また、南側の掘り方は不明である。

確認部分の規模は上端が長径約 50㎝、短径約 40㎝の長円形、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝であ

る。本土坑からは遺物が出土していないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK710
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約 40

㎝の隅丸台形、下端が最大径約 30㎝の隅丸台形である。本土坑からは遺物が出土していないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK711
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。E-2KDSV2 に上部を切られている。確認部分の規模は長径

約 65㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK713
　本土坑は E-2 の中央に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模ならびに形状

は上端が長径約 50㎝、下端が最大径約 30㎝の不整形な円形である。本土坑からは唐津灰釉碗 1 点、

土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ
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る。

E-2　SK714
　本土坑は E-2 の中央北東側に位置する。北東側を E-2SK517、北西側を E-2SK239 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は上端が長径約 55㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 40㎝、短径

約 25㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK715・SK768・SK5011　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は E-2 の東側に位置する井戸跡である。このうち E-2SK715 は掘り方であり、E-2SK768

は井戸枠である。E-2SK715 は各所を上層の遺構に切られているが、確認部分の規模ならびに形状

は最大径約 225㎝の不整形な円形である。磁器 8 点うち青花 1 点、青花か？ 2 点、陶器 25 点、土

師質瓦質土器 25 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉碗 2 点・灰釉砂目皿 1 点・灰釉 6 点うち砂

目 1 点・鉄釉 1 点・京焼風陶器 2 点・刷毛目碗 1 点・砂目 1 点・不明 4 点、福岡か？灰釉碗 1 点、

福岡か？ 1 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 17 点、内耳土器 2 点がある。瓦にはコビ

キ A の大型軒丸瓦がある。明確に伊万里と思われる物はなく、関西系等を混入とすれば時期は

1620 年までの可能性がある。また、当初の発掘後の掘り残し部分から磁器 5 点うち青磁香炉か火

入れ？ 1 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。陶器には唐津絵唐津皿 1 点・灰釉

皿 5 点、関西系 2 点うち袋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 3 点うち A 群の口縁

部 1 点、甕の脚 1 点があるが、流入土の可能性があるため保留する。E-2SK768 の井戸枠は細長い

板材を縦長にして円形に組んだもので、その規模は最大径約 70㎝である。磁器 5 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器 4 点、瓦うち沢瀉紋の鬼瓦が出土した。磁器には型打ち成形の菊花皿 2 点、上絵付

大型皿か鉢 1 点（F-1SK301 出土のものと接合）が、陶器には京焼風陶器 1 点・唐津刷毛目碗 1 点・

灰釉碗 1 点があり、土師質瓦質土器は皿 4 点である。また、やはり当初の発掘後の掘り残し部分を

E-2SK5011 として発掘した。磁器 13 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦、寛永通寶 1 期？ 1

点（6）が出土した。磁器には染付碗 1 点（1）、龍泉窯青磁碗 1 点（2）、有田白磁皿 1 点（3）、有

田山辺田窯の古九谷様式鉢 1 点（4）、白土描法の白磁猪口 1 点（5）、高台無釉の鎬のある端反小坏

1 点等が、陶器には唐津 7 点うち同一個体と思われる京焼風陶器碗 4 点・透明釉碗 2 点・灰釉袋物

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 14 点、焼塩壷 2 点等がある。17 世紀後半までに廃絶した遺構で

あろう。

E-2　SK718
　本土坑は E-2 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、下

端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは磁器の鎬のあるもの 1 点、唐津灰釉 1 点と志野 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK719
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　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確

認部分の規模は長径約 100㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-2　SK720
　本土坑は E-2 の中央北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 65㎝、短径約

40㎝の長円形、下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは土師質瓦質土器の刷毛目香炉か

火入れ 1 点（E-2SK616 と接合）が出土した。釉が掛かっていないため土師質瓦質土器としたが、

唐津の可能性もある。この他、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK721
　本土坑は E-2 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 40㎝の不整形

な円形、下端が最大径約 30㎝の不整形な円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK722
　本土坑は E-2 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の円形、下

端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは磁器の香炉か火入れ 1 点、唐津 3 点うち擂鉢 1 点、

土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-1　SK724
　本遺構は E-1 の南西側に位置する。東側と南側を巨岩で画されている。本遺構の規模ならびに形

状は上端が長径約 75㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 30㎝の長円形である。また、底

部では礎石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさは長径約 25㎝、短径

約 20㎝である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でない。本遺構は礎石を伴う

柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は明確でない。

E-1　SK725
　本土坑は E-1 の西側に位置する。東側を E-1SK604、南側を E-1P707 に切られており、これらに

先行する。確認部分の規模ならびに形状は上端が最大径約 75㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 45㎝

の不整形な長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-1　SK726
　本土坑は E-1 の西側に位置する。北側を E-1SK702 に切られており、これに先行する。また、東
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側で E-1SK727 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模は上端が長径約 120㎝、短

径約 50㎝、下端が長径約 90㎝、短径約 30㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK727
　本土坑は E-1 の中央西側に位置する。西側で E-1SK726 と切り合うが、先後関係は不明である。

また、東側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 55㎝、短径約 40㎝である。本土坑か

らは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK728
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、下

端が最大径約 40㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-1　SK729
　本遺構は E-1 の南側に位置する。北側を E-1P503 に切られており、これに先行する。また、西側

の掘り方は不明である。確認部分は東側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 60㎝である。

本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK731
　本土坑は E-2 の中央北東側に位置する。東側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は最大径約 35㎝である。本土坑からは内耳土器 2 点が出土したのみのため時期は

明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK732
　本土坑は E-2 の西側に位置する。北側を E-2SK718、東側を E-2SK263 に切られており、これら

に先行する。確認部分の規模は上端が最大径約 65㎝、下端が最大径約 40㎝である。本土坑からは

唐津 2 点、軟質施釉陶器の初期京焼 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、

碁石 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK733
　本土坑は E-2 と E-3 の境に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 85㎝の不整

形な円形、下端が最大径約 65㎝の円形である。本土坑からは磁器の袋物 1 点、唐津灰釉 2 点、備

前瓶 1 点、軟質施釉陶器のミニチュア？ 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 1 点と内耳土器 1 点、瓦

うち中心飾りが三葉の飾り瓦（E-2SK774 出土のものと接合）が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK736
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長辺約 40㎝、短辺約 25㎝

の隅丸長方形、下端が長辺約 30㎝、短辺約 15㎝の隅丸長方形である。本土坑からは遺物が出土し

なかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK737
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。北側を E-1SK601 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 45㎝、短径約 30㎝の長円

形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK738
　本土坑は E-1 の中央に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝の円形、下

端が最大径約 40㎝の円形である。また、掘り方の中央でピットを確認した。その規模ならびに形

状は上端が最大径約 10㎝の円形である。このピットを本土坑に伴う柱痕部とすれば、本土坑は柱

穴と考えられるが、他の柱穴との配置関係は不明である。遺物が出土しなかったため本土坑の時期

は明確でない。

E-1　SK739
　本土坑は E-1 の中央西側に位置する。北側で E-1SK752 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は上端が長径約 110㎝、短径約 75㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 55㎝である。本

土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK740
　本土坑は E-3 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の円形、

下端が最大径約 40㎝の円形である。また、掘り方の中央でピットを確認した。その規模ならびに

形状は上端が最大径約 15㎝の円形である。このピットを本土坑に伴う柱痕部とすれば、本土坑は

柱穴と考えられるが、他の柱穴との配置関係は不明である。本土坑からは磁器 2 点、唐津灰釉皿 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため本土坑の時期は明確でない。

E-1　SK742
　本土坑はE-1の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約50㎝の円形、

下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 2 点

と内耳土器 4 点うち A 群 3 点うち口縁部 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。
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E-1　SK743
　本土坑は E-1 の中央に位置する。東西両側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大

径約 85㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 45㎝である。本土坑からは備前袋物の転用品か？ 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK744　 遺物実測図

　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 95㎝、短径約 55㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 80㎝、短径約 40㎝の不整形な長円形である。本土坑からは磁器

1 点、土師質瓦質土器 5 点、不明鉄製品 6 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 3

点がある。瓦には下に開く五葉の中心飾りを持つ軒平瓦（1）等がある。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK745
　本土坑は E-1 の中央南東側に位置する。西側で E-1SK773 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模は長径約 80㎝、短径約 70㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 45㎝の長円形である。ま

た、掘り方の西寄りには E-1P719 が位置し、その下層でこれに伴う上面を平坦に据えた礎石の可

能性がある石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長辺約 30㎝、短辺約 15㎝の長方形で

ある。E-1P719 を本土坑に伴う柱痕部とすれば、本土坑は礎石を伴う柱穴と考えられるが、他の柱

穴との配置関係は不明である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したのみのため時期は

明確でない。

E-1　SK746
　本土坑は E-1 の中央南東側に位置する。東側で E-1SK773、西側で E-1P728 と切り合うが、先後

関係は不明である。確認部分の規模は最大径約 55㎝、下端が最大径約 40㎝の不整形な円形である。

また、掘り方の中央でピットを確認した。その規模ならびに形状は上端が長辺約 20㎝、短辺約 15

㎝の長方形である。このピットを本土坑に伴う柱痕部とすれば、本土坑は柱穴と考えられるが、他

の柱穴との配置関係は不明である。本土坑からは土師質瓦質土器 1 点、不明鉄製品 1 点が出土した

のみのため時期は明確でない。

E-1　SK747
　本土坑は E-1 の東側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 90㎝、短径約 60㎝である。本土坑からは鉄滓 1 点、瓦が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK748
　本遺構は E-1 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認
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部分の規模は最大径約 50㎝、下端が最大径約 40㎝の円形である。また、底部東側で礎石と見られ

る上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさならびに形状は長径約 30㎝、短径約 15㎝

の台形である。本遺構は礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴との配置関係は不明である。本遺

構からは唐津灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため本遺

構の時期は明確でない。

E-1　SK749
　本土坑は E-1 の中央南東側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。

確認部分の規模は最大径約 55㎝である。本土坑の掘り方内では人頭大以下の石数個が確認された。

これらは柱を固定するための詰石である可能性もあることから、本土坑は柱穴である可能性がある

が、他の柱穴との配置関係は不明である。本土坑からは瓦、不明鉄製品 1 点が出土したのみのため

時期は明確でない。

E-1　SK751
　本土坑は E-1 の南側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は長径約 45㎝、短径約 35㎝、下端が最大径約 25㎝である。本土坑からは備前瓶 1 点、土

師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK752
　本土坑は E-1 の中央北東側に位置する。南側で E-1SK739 と切り合うが、先後関係は不明である。

確認部分の規模ならびに形状は長径約 80㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 25㎝の長円

形である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

E-2　SK753
　本土坑は E-2 の北東側に位置する。北側を E-2SK721 に切られており、これに先行する。また、

西側で E-2SK754 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は最大径約 35㎝である。本土坑

からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK754
　本遺構は E-2 の北東側に位置する。東側を E-2SK721 と E-2SK753、西側を E-2KDSV3 に切られ

ており、これらに先行する。確認部分の規模は最大径約 65㎝、下端が最大径約 40㎝の円形である。

また、底部西側で上面を平坦に据えた礎石の可能性がある石を確認した。その上面の大きさは長径

約 20㎝である。本遺構は礎石を伴う柱穴である可能性があるが、他の柱穴との配置関係は不明で

ある。本遺構からは土師質瓦質土器の皿 1 点と内耳土器 4 点、瓦が出土したのみのため時期は明確

でない。
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E-2　SK755
　本土坑は E-2 の中央南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径

約 35㎝の長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しな

かったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK756
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。南西側を E-2SK232 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 60㎝、短径約 45㎝、下端は長径約 40㎝、短径約 25㎝である。本土坑か

らは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK758
　本土坑は D-3 と E-3 の境に位置する。西側を E-2P237 に切られており、これに先行する。また、

北側で E-2SK778 を切っており、これより新しい。確認部分の規模は上端が最大径約 60㎝、下端が

最大径約 55㎝である。本土坑からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 2 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK759
　本遺構は D-3 と E-3 の境に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、短径約

35㎝で、掘り方は浅く明瞭でない。本遺構からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格

も不明である。

E-3　SK760
　本土坑は E-3 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 50㎝、短径約 30

㎝の隅丸台形、下端が長径約 35㎝、短径約 20㎝の隅丸台形である。本土坑からは瓦、不明鉄製品

が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK763
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 35㎝、短径約 30㎝

の長円形、下端が長径約 20㎝、短径約 15㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK765
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径約 65

㎝である。また、掘り方は中央部で一段深くなっており、その規模ならびに形状は上端が最大径約

45㎝の円形、下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは陶胎染付 1 点、瓦が出土した。遺
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物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK766
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。西側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が最大径約 70㎝、下端が長径約 55㎝、短径約 40㎝の長円形である。本土坑から

は磁器 2 点うち陶胎染付 1 点、陶器 2 点うち唐津灰釉皿 1 点と備前袋物 1 点、土師質瓦質土器 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。本土坑の性格は明確でないが、付近には本土

坑と掘り方がほぼ同形状の柱穴である可能性がある土坑が多数位置することから、柱穴と類推され

る。

E-2　SK767
　本土坑は E-2 の東側に位置する。南側を E-2SK715 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は最大径約 50㎝、下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは磁器の端反小坏 1 点、

土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK769
　本土坑は E-3 の北西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

105㎝、短径約 80㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 75㎝である。本土坑からは唐津灰釉 3 点、瓦う

ち中心飾りが三葉の飾り瓦 1 点、瓦の転用品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK770
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約

110㎝の不整形な長円形、下端が長径約 120㎝、短径約 90㎝の不整形な長円形である。本土坑から

は磁器 12 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には一重網目紋碗 1 点、陶胎

染付碗 1 点、碗 3 点、皿 2 点が、陶器には唐津灰釉皿 2 点・瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、

内耳土器 1 点がある。本土坑の時期は 17 世紀末であり、性格は不明である。

E-1　SK771
　本土坑は E-1 の北東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 30㎝、短径約 25

㎝の長円形、下端が長径約 20㎝、短径約 15㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかっ

たため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK773
　本土坑は E-1 の中央南東側に位置する。東側を E-1SK745、西側を E-1SK746 に切られており、

これらに先行する。確認部分の規模は最大径約 60㎝である。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1
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点と内耳土器 1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK774
　本土坑は E-3 の北西側に位置する。南北両側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径約

40㎝である。本土坑からは備前 2 点うち瓶 1 点、瓦うち中心飾りが三葉の飾り瓦 1 点（E-2SK733

出土のものと接合）が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK776
　本土坑は E-2 の中央北東側に位置する。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。

また、東側で E-2SK777 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上

端が最大径約 70㎝、下端が最大径約 55㎝の不整形な円形である。底部では集石を確認した。本土

坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

　なお、当初は本土坑と E-2SK777 の上部の長径約 185㎝の上端を E-2SK735 として発掘を開始し

たが、下層でこれら 2 基の土坑に分かれたため、以後は各々別土坑として発掘した。E-2SK735 と

して発掘した際、磁器 1 点、唐津灰釉 3 点、土師質瓦質土器の皿 3 点と内耳土器 3 点、瓦、瓦の転

用品 1 点、混入と思われるガラス製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

E-2　SK777
　本土坑は E-2 の中央北東側に位置する。北側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。

また、西側で E-2SK776 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模ならびに形状は上

端が最大径約 80㎝、下端が最大径約 50㎝の円形である。底部では集石を確認した。本土坑からは

唐津灰釉皿 2 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK778
　本土坑は E-3 の北東端に位置する。北側を E-3SK619、南側を E-3SK758 に切られており、これ

らに先行する。また、西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は最大径約 65㎝である。本土

坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK780
　本遺構は E-1 の南側に位置する。E-2KDSV1 の底部で底部の痕跡を確認したのみである。本遺構

からは唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器の焜炉か火鉢 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SK801　
　本土坑は E-1 の西側に位置する。北側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約
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55㎝、短径約 50㎝、下端が長径約 50㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK802
　本土坑は E-1 の中央に位置する。北側を E-1SK743 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模ならびに形状は上端が最大径約 50㎝、下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは磁

器の皿 1 点、土師質瓦質土器の内耳土器 2 点、瓦、不明鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK803
　本土坑は E-1 の中央に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

85㎝、短径約 55㎝、下端が長径約 65㎝、短径約 35㎝である。本土坑からは唐津灰釉皿 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK804
　本土坑は E-1 の東側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が長径約

100㎝、短径約 60㎝、下端が長径約 85㎝、短径約 50㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみの

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK806
　本土坑は E-1 の中央西側に位置する。南側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大

径約 40㎝、下端が最大径約 35㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、

性格も不明である。

E-1　SK807
　本土坑は E-1 の中央南側に位置する。東側は巨岩に画されている。確認部分の規模は上端が最大

径約 75㎝、また、掘り方の中央が一段深くなっており、その規模ならびに形状は上端が長径約 45㎝、

短径約 35㎝の長円形、下端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK808
　本遺構は E-1 の南東側に位置する。上端は南側の状況が明確でなく、西側と北側の一部のみ残存

していると見られる。下端の規模ならびに形状は最大径約 20㎝の円形である。また、底部では礎

石と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさは長径約 30㎝、短径約 25㎝で

ある。本遺構は礎石を伴う柱穴と考えられるが、他の柱穴や礎石との配置関係は不明である。本遺

構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK809
　本土坑は E-1 の西側に位置する。北側をトレンチに切られている。確認部分の規模は上端が長径

約 70㎝、短径約 60㎝、下端が最大径約 50㎝である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK810　 遺物実測図  陶磁器観察表

　本遺構は E-3 の南東側に位置する素掘りの井戸跡と見られる遺構である。南側は調査区外のため

不明である。確認部分の規模は上端が最大径約 230㎝、下端は砂層に突き当たり地下水が湧出した

時点で最大径約 180㎝である。確認部分のみでの観察であるが、本遺構はその規模や地下水脈にま

で達するほぼ垂直に立ち上がった深い掘り方から、素掘りの井戸と見られる。また、底部付近では

泥層を挟んで 2 層の人頭大以下の石を不規則に敷き詰めた様な層を確認した。あるいは投棄しただ

けのものである可能性もあるが、あえてその性格を想定すれば、上記の様に下部が地下水の湧出す

る砂層であり、掘り方の崩落を生じる可能性があるため埋め戻しを行った際、埋土の流出を防ぐ補

強用として施されたものとも考えられる。また、本遺構の西側には自然流路の様な凹地が見られ、

あるいはこれを流れ来た水が本遺構へと排水されていた可能性も伺われた。本遺構からは陶器 27

点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 14 点、不明鉄製品 2 点、木製品が出土した。陶器には唐

津藁灰釉碗 1 点（1）・灰釉皿 9 点（3）（5）（6）うち胎土目 1 点（4）・灰釉碗 1 点・灰釉瓶 1 点・

灰釉片口 2 点（8）・内側に青海波の当具痕がある土灰釉壷甕 1 点、藁灰釉岸岳鉢 1 点（7）、福岡か

岸岳藁灰釉皿 5 点、福岡藁灰釉と鉄釉流し掛ける皿 1 点（2）志野 1 点、備前擂鉢 1 点が、土師質

瓦質土器には皿 9 点、焼塩壷 3 点、瓦には三つ巴紋軒丸瓦（9）（10）がある。木製品には漆椀蓋（11）、

下駄（12）、箸（13）（14）（15）、板状製品（16）、「三斗入」の墨書のある木簡（17）、へら（18）

がある。伊万里を含まないことから、本遺構の時期は 1620 年までである。

E-1　SK811
　本土坑は E-1 の西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 45㎝

の長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかった

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK812
　本土坑は E-1 の東側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の円形、下

端が最大径約 40㎝の円形である。また、掘り方の東寄りで柱痕である可能性があるピットを確認

した。その規模ならびに形状は長辺約 20㎝、短辺約 10㎝の長方形である。本土坑からは遺物が出

土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK813　 遺物実測図
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　本土坑は E-1 の中央北側に位置する。北側を E-1P802、西側を E-1P801 に切られており、これら

に先行する。また、南西側で E-1SK816 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の規模な

らびに形状は上端が長径約 140㎝、短径約 110㎝の不整形、下端が長径約 110㎝、短径約 85㎝の不

整形である。本土坑からは瓦うち大型の丸瓦を半裁した棟込み瓦 1 点（1）が出土したのみのため

時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK814
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 45㎝

の不整形な長円形、下端が長径約 30㎝、短径約 25㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土した

のみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK815
　本遺構は E-3 の中央北東側に位置する。東側を E-2KDSV1 に切られており、これに先行する。

また、西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 120㎝、短径約 90㎝である。また、底

部中央から北壁が立ち上がる際にかけての東西約 70㎝、南北約 55㎝の範囲で、人頭大以下の石か

らなる集石を確認した。その性格は不明であり、投棄されたものと思われる。本遺構からは瓦が出

土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK816
　本土坑は E-1 の中央に位置する。北側で E-1SK813 と切り合うが、先後関係は不明である。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 60㎝、短径約 50㎝の長円形、下端が長径約 50㎝、短径約

40㎝の長円形である。本土坑からは唐津口紅の灰釉皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK817
　本土坑は E-1 の中央南西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径

約 40㎝の不整形な長円形、下端が長径約 45㎝、短径約 30㎝の不整形な長円形である。本土坑から

は瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK820
　本遺構は E-1 の南東側に位置する。北側を E-1SK808、東側を E-1SK765 と切り合い、本遺構自

体の掘り方の規模と形状は明瞭でない。本遺構からは土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土したのみ

のため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK822
　本土坑は E-1 の南側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約 45㎝の円形、下
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端が最大径約 30㎝の円形である。本土坑からは擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK824
　本遺構は E-1 の中央東側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が最大径約 55㎝の円形

である。また、底部では上面を平坦に据えた礎石の可能性がある石を確認した。その上面の大きさ

は長径約 25㎝、短径約 15㎝である。本遺構は礎石を伴う柱穴と考えられるが、他の柱穴や礎石と

の配置関係は不明である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明

である。

E-2　SK826
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。上端の形状は不明瞭である。確認部分の規模ならびに形状

は最大径約 45㎝、下端が最大径約 35㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK827
　本土坑は E-2 の中央東側に位置する。上端の形状は不明瞭である。確認部分の規模ならびに形状

は最大径約 45㎝、下端が最大径約 20㎝の円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK830
　本土坑は E-2 の北側に位置する。南側を E-2KDSV3 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は最大径約 55㎝、下端が最大径約 40㎝の不整形な円形である。D-2SK830

の遺物として土師質瓦質土器 2 点、瓦があるが、本土坑で発掘調査時の遺物取り上げの際の誤記と

思われる。本土坑の時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SK831
　本土坑は E-3 の南側に位置する。西側の掘り方は不明である。また、南側は調査区外のため不明

である。確認部分は北側の掘り方の一部のみであり、その規模は長径約 90㎝である。本土坑から

は遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK832
　本土坑は E-1 の西側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は上端が最大径約

60㎝、下端が最大径約 50㎝である。掘り方内では確認部分で最大径約 35㎝の石を確認した。これ

については礎石の可能性もあるが明確でない。本土坑からは土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したの

みのため時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-1　SK834
　本土坑は E-1 の南東側に位置する。掘り方の中央に E-1SK808 が位置し、明確でないがその掘り

方の可能性もあろう。また、南側で E-1SK820 と切り合うが、先後関係は不明である。確認部分の

規模は上端が長径約 85㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 70㎝、短径約 45㎝である。遺物が出土しな

かったため本土坑の時期は明確でない。

E-2　SK835
　本土坑は E-2 の南東側に位置する。北側を D-2SV302 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模ならびに形状は最大径約 40㎝、下端が長径約 25㎝、短径約 20㎝の長円形である。本土坑

からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK901
　本遺構は E-1 の北西側に位置する。北側は調査区外のため不明である。また、西側の掘り方は不

明である。確認部分の規模は長径約 60㎝である。また、底部では上面を平坦に据えた礎石の可能

性がある石を確認した。その上面の大きさは長径約 35㎝、短径約 25㎝である。本遺構からは土師

質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土したのみのため時期は不明である。

E-1　SK902
　本土坑は E-1 の北側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 130㎝、短径約 55㎝

の不整形、下端が長径約 125㎝、短径約 40㎝の不整形である。本土坑からは絵唐津皿 1 点が出土し

た。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK904
　本土坑は E-1 の中央に位置する。西側を E-1SK802 に切られており、これに先行する。確認部分

の規模は上端が長径約 65㎝、下端が長径約 50㎝である。本土坑からは瓦が出土したのみのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK906
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 55

㎝の長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 40㎝の長円形である。本土坑からは遺物が出土しなかっ

たため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK907
　本土坑は E-1 の北西側に位置する。本土坑の規模ならびに形状は上端が長径約 80㎝、短径約 50

㎝の長円形、下端が長径約 65㎝、短径約 35㎝の長円形である。本土坑からは瓦が出土したのみの
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ため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK908
　本遺構はE-1の西側に位置する。土坑の規模ならびに形状は上端が最大径約40㎝の不整形な円形、

下端が最大径約 30㎝の不整形な円形である。また、底部では礎石と見られる上面を平坦に据えた

石を確認した。その上面の大きさは最大径約 25㎝である。本遺構は礎石を伴う柱穴と見られるが、

他の柱穴や礎石との配置関係は不明である。本遺構からは遺物が出土していないため時期は明確で

ない。

E-1　SK911
　本土坑は E-1 の北側に位置する。E-1SV901 と重複し、その一部である可能性もあろう。本土坑

からは瓦が出土したのみである。

E-2　SK914
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。東側を D-1SK608 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模ならびに形状は上端が長径約 55㎝、短径約 40㎝、下端が長径約 35㎝、短径約 25㎝の長

円形である。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK917
　本土坑は E-2 の南側に位置する。南側を D-2SK733 に切られており、これに先行する。また、北

側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 80㎝、短径約 65㎝である。本土坑からは瓦が

出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-1　SK918
　本遺構は E-1 と E-2 の境に位置する。西側を E-1SK441 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は長径約 45㎝、短径約 35㎝である。また、底部では礎石と見られる上面を平坦に据え

た石を確認した。その大きさは最大径約 30㎝である。本遺構は上層の E-1SK418 の下部である可能

性があり、礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴や礎石との配置関係は不明である。本遺構から

は土師質瓦質土器 1 点が出土したのみのため時期は明確でない。

E-2　SK926
　本土坑は D-2 と E-2 の境に位置する。南側を E-3SK619 に切られており、これに先行する。確認

部分の規模は上端が長径約 80㎝、短径約 65㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 50㎝の長円形である。

本土坑からは唐津灰釉碗 2 点・皿 2 点、土師質瓦質土器の皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。
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E-2　SK927
　本土坑は E-2 の南西側に位置する。北側を E-2SK232 に切られており、これに先行する。確認部

分の規模は上端が長径約 40㎝、短径約 35㎝、下端が長径約 30㎝、短径約 20㎝である。本土坑から

は瓦が出土したのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SK928
　本遺構は E-2 の東側に位置する。東側で E-2SK715 と切り合うが、先後関係は不明である。確認

部分の規模は長径約 60㎝、下端が長径約 60㎝、短径約 35㎝の長円形である。また、底部では礎石

と見られる上面を平坦に据えた石を確認した。その上面の大きさは長径約 35㎝、短径約 30㎝である。

本遺構は礎石を伴う柱穴と見られるが、他の柱穴や礎石との配置関係は不明である。本土坑からは

土師質瓦質土器の皿 1 点が出土したたのみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

SV
E-1　SV1
　本遺構は E-1 の東側に位置する。本遺構では確認部分で 12 個の石が西側で面をそろえて北北東

から南南西にかけて連なる石列を確認した。その長さは約 210 ｍである。これに用いられていた石

は大きさと形状が不ぞろいな角礫で、その大きさは長径 30㎝以下である。この石列の北側と東西

両側では角礫が点在しており、特に南西側では、長径約 35㎝の石 2 個が約 15㎝の距離で石列と平

行して連なっていた。このため、本来は東西両側に石列を伴う溝であった可能性もある。また、下

層では石列に沿って長く延びる浅い掘り方を確認した。その北側は不明瞭である。確認部分の規模

は長さ約 250㎝、最大幅約 55㎝である。確認部分が上記のみのため、本遺構の性格は明確でない。

本遺構からは陶器 1 点、土師質瓦質土器の皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

E-1　SV2
　本遺構は E-1 の北西側に位置する。本遺構の規模ならびに形状は上端が長さ約 175㎝、最大幅約

40 の不整形、下端が最大幅約 30㎝の不整形である。本遺構からは遺物が出土していないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SV3
　本遺構は E-2 の南側に位置する。東側で E-2SK3、西側で E-2SK2 と接しているが、それらとの

関係は不明である。本遺構では 5 個の石が北側で面をそろえて直線的に連なる石列を確認した。そ

の長さは約 110㎝である。これらの石は上面も平坦にそろられており、大きさは長径約 25㎝以下で

ある。また、この石列に伴う掘り方を確認した。その規模は長さ約 125㎝、最大幅約 40㎝である。

確認部分が上記のみのため、本遺構の性格は明確でない。本遺構からは土師質瓦質土器の内耳土器

1 点、瓦が出土したのみのため時期は明確でない。
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E-1　SV4
　本遺構は D-1 と E-1 の境に位置する。北東側で D-1SK20 に切られており、これに先行する。また、

西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 240㎝、短径約 110㎝で、掘り方は浅く明瞭

でない。本遺構からは磁器 12 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器には碗 1 点が、

陶器には唐津刷毛目碗 2 点、土瓶の蓋 1 点、擂鉢 2 点が、磁器には皿 4 点、内耳土器 3 点がある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-2　SV201・SK270・SK323
　本溝状遺構は E-2 から E-3 にかけての南北中軸に沿って位置する。北側を E-2KDSV3 に切られ

ており、これに先行する。また、南側の掘り方は不明である。本遺構は概ね北北東から南南西に延

びているが、東側の壁は北から約 5 ｍ延びたところで一旦東に向きを変え、さらに再び南南西方向

に約 175㎝延びている。西側の壁は確認部分がやや不明瞭だが、東側と同様であった可能性が伺え

る。また、本遺構は掘り方内の石材の残存状況から、ここに溝本体部の東西両側壁として石列が存

在していたと見られる。これらの石列は確認部分では 1 段のみで、両石列の間隔はわずかに残存し

た部分で約 25㎝である。これに用いられた石は、残存部分では大きさと形状が不統一であり、大

きさは最大のもので長径約 50㎝である。また、上記の東側の壁の屈曲部の東側には、集石遺構で

ある D-2SK323 が位置し、この集石は本遺構の当該部分の石列の裏込め石状を呈する。しかし、さ

らにその東側には E-2KDSV1、E-2SK301 を挟んで D-2SV302 が位置し、あるいは本遺構のこの屈

曲部に接続していた可能性も想定される。しかし、先述のとおり両者の間は E-2SK323 の集石等で

遮断される形となっており、時期差によるものか、また、後世の攪乱によるものか明確でない。本

遺構からは磁器 11 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 29 点、瓦うちコビキ A の丸瓦 1 点、不明鉄製

品 3 点が出土した。磁器には青磁 3 点、香炉か火入れ 1 点が、陶器には絵唐津皿 3 点・灰釉溝縁皿

3 点・唐津灰釉京焼風陶器 5 点・刷毛目 1 点・鉄釉 1 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 13 点、

内耳土器 9 点うち A 群の口縁部 1 点、焼塩壷の蓋 1 点がある。本遺構の時期の下限は 17 世紀後半

である。本遺構は武家屋敷地内の排水設備もしくは何らかの境界を示すものであろう。D-2SK323

からは鉄釉磁器 1 点、唐津絵唐津 1 点・灰釉 3 点うち碗 1 点・鉄釉袋物 1 点、土師質瓦質土器 6 点

うち皿 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないが時期は 17 世紀前半と考えられる。

　なお、本遺構の溝本体部の上部埋土を E-2SK270 として発掘した。ここからは磁器 6 点、陶器 20

点、土師質瓦質土器 40 点、人形 1 点、箱庭道具 1 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した。磁器には

初期伊万里筒型碗 1 点、陶胎染付碗 1 点が、陶器には唐津岸岳系 2 点・刷毛目皿 1 点・京焼風陶器

3 点が、土師質瓦質土器には皿 24 点、内耳土器 A 群の口縁部 1 点がある。

E-2　SV301
　本遺構は E-2 から E-3 にかけての西側に位置する。北側を 2 面の遺構に切られており、これらに

先行する。また、南側は不明である。このことから、本来は南北両側にさらに延びていた可能性が

ある。確認部分から、当初は北北東から南南西にかけて延びる東西 2 列の石列で挟まれた溝状を呈
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していたとも想定されるが、南北両側が不明であることに加え、両石列とも石が抜き取られたため

か確認部分が断片的であるため、断定できない。東側の石列は途切れる部分があるが、長径約 20

㎝までの石 7 個が、長さ約 185㎝にわたり西側で面をそろえて直線的に配列されていた。西側の石

列は東側の石列の北側に平行して長径約 50㎝までの主要な石 2 個が連なっているのを確認したの

みである。両石列の間隔は約 10㎝以下である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-2　SV601
　本遺構は E-2 の中央南側に位置する。西側の掘り方の一部を確認したのみであり、その規模は長

さ約 200㎝である。本遺構からは土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦、瓦の転用品 1 点が出土した

のみのため時期は明確でなく、性格も不明である。

E-3　SV801　 遺物実測図  遺物写真

　本遺構は E-3 の南側に位置する。西側の掘り方は不明である。確認部分の規模は長径約 100㎝、

短径約 75㎝で、断面形状は底部が湾曲する V 字状である。この底部には粘質土の堆積が見られた。

本遺構からは唐津鉄釉天目碗 1 点、土師瓦質土器の皿 1 点、木製品うち木製の櫛（1）、瓦が出土し

た。遺物が少ないため時期は明確でない。本遺構の性格については D-3SV601 のところで述べたと

おりである。

E-2　SV802
　本溝状遺構は E-2 から E-3 にかけての南北中軸からやや東側に位置する。上層の遺構により処々

を切られており、北側は E-2KDSV3、南側は D-3SV802 に切られて途絶する。本遺構は北北東から

南南西に延びており、確認部分の規模は長さ約 8.85 ｍ、最大幅約 55㎝で、断面形状は浅い U 字状

である。本遺構からは遺物が出土していないため時期は明確でない。本遺構はその位置関係から本

来 E-1SV901 と同一の南北にさらに長く延びる溝である可能性があるが、両者の確認部分の間隔が

かなり開くことから断定できない。

E-2　SV803
　本溝状遺構は E-2 の南東側に位置する。北側を E-2SK625、南側を E-2SK409 に切られており、

これらに先行する。本遺構は北北東から南南西に延びており、確認部分の規模は長さ約 125㎝、最

大幅約 35㎝で、断面形状は浅い U 字状である。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明

確でなく、性格も不明である。

E-1　SV901
　本溝状遺構は E-1 の北側に位置する。各所を上層の遺構に切られている。本遺構は北北東から南

南西に延びており、確認部分の規模は長さ約 400㎝、最大幅約 40㎝で、掘り方は浅い。本遺構から
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は遺物が出土しなかったため時期は明確でない。本遺構はその位置関係から本来 E-2SV802 と一連

の南北に長く延びる溝である可能性があるが、両者の確認部分の間隔がかなり開くことから断定で

きない。

E-1　SV902
　本溝状遺構は E-1 の北側に位置する。各所を上層の遺構に切られている。本遺構は北北東から南

南西に延びており、確認部分の規模は長さ約 300㎝、最大幅約 25㎝で、掘り方は浅い。本遺構から

は遺物が出土しなかったため時期は明確でない。本遺構は西側に約 270㎝の距離で平行する

E-1SV901 の例から、本来 E-2SV803 と一連の南北に長く延びる溝である可能性があるが、両者の

確認部分の間隔がかなり開くことから断定できない。

　E-1SV901 と E-2SV902 は等間隔で平行する位置関係から、何らかの関連性が想定される。ある

いは両者は側溝であり、その間に道路が存在した可能性もあろう。

石列
E　石列 1
　本遺構は E-2 の中央に位置する。確認部分では 3 個の石が南北に約 50㎝の長さで直線的に配列

されていたのみである。本遺構からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

E　石列 2
　本遺構は E-2 から E-3 にかけての東側に位置する。確認部分では大きさと形状が異なる 11 個の

石が、北北東から南南西にかけて長さ約 280㎝にわたり、東側で面をそろえて直線的に配列されて

いた。本来は南北両側にさらに続いていたかどうかは不明である。本遺構からは遺物が出土しなか

ったため時期は明確でなく、性格も不明である。

KDSK
E-2　KDSK1
　本土坑は E-2 に位置する。磁器が出土した。

KDSV
E-2　KDSV1
　本遺構は E-1 から E-3 にかけて位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦、レンガが出土した。

E-2　KDSV3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本土坑は E-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。陶器には高台内に「清水」

の刻印のある京？碗 1 点（1）等がある。
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E-1　KDSV4
　本遺構は E-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器が出土した。

E-1　KDSV5
　本遺構は E-1 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、陶器製土管が出土した。

E-1　KDSV6　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

　本遺構は E-1 に位置する。陶磁器が出土した。陶器には瀬戸美濃？おろし皿 1 点（1）、関西系な

いし中国地方の蓋 1 点（2）等がある。

E-1　KDSV7
　本遺構は E-1 に位置する。磁器が出土した。

E-2　KDSV11
　本遺構は E-2 に位置する。陶磁器、土師質瓦質土器、不明金属製品が出土した。

（6） F 区の遺構と遺物

SB

F SB401　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は F-2 区から F-3 区にかけて位置する。本遺構は南東から北西に SK419・SK415・

SK418・SK417 で構成されている。柱間が約 140㎝で、規模は南北方向に 465㎝以上と推測される。

遺構の性格は下記遺構の形態より塀と考えられる。時期は下記遺構出土遺物より 17 世紀後半以降

と考えられよう。

F-3 SK415 は F-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 152㎝、短径 40㎝の長楕円

形と推定され、底部は長径 137㎝、短径 29㎝の長楕円形を呈している。深さは 54㎝である。同一

個体と思われる焼成不良の高台断面台形で端反の磁器皿 3 点、唐津灰釉皿 1 点、内耳土器 3 点、瓦

のみが出土した。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺物である。

F-2 SK417 は F-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 182㎝、短径 35㎝の楕円形、

底部は長径 162㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。深さは 60㎝である。F 区 SK505 を切っている。

磁器 1 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津鉄釉溝

縁皿 2 点、同灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

F-3SK418（＝ SK422）は F-3 区の北側に位置している。形態及び規模は現状で、上端が長径 135

㎝、短径 44㎝の不整形な楕円形、底部は長径 121㎝、短径 28㎝の不整形な楕円形を呈している。

深さは 31㎝である。磁器 3 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 9 点、
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瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、同灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 6 点うち 1

点（1）は体部が外湾し厚手で口縁部には全体にススが付着する。内耳土器 3 点等がある。鉄製品

には和釘 5 点等がある。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀後半の遺物であろう。

F-3 SK419（＝ SK424）は F-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 155㎝、短径

46㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径 143㎝、短径 32㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深

さは 46㎝である。磁器 9 点、陶器 13 点、京色絵軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製

品 4 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。陶器には内野山北窯の皿 2 点、唐津灰釉溝縁皿 2 点、同京焼風

碗 2 点、同灰釉碗 2 点、同灰釉皿 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 8 点うち A 群

口縁部 3 点等がある。17 世紀後半以降の遺物であろう。

F SB402　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は F-2 区から F-3 区にかけて位置する柱穴列である。本遺構は南から北に SK425・

SK601・SK420・P426 で構成されている。柱間が約 330㎝で、規模は南北方向に 990㎝以上と推測

される。時期は 17 世紀前半にさかのぼる可能性がある。

F-2 SK420 は F-2 ～ 3 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 64㎝の円形、

底部は長径 60㎝、短径 47㎝の円形を呈している。深さは 44㎝である。磁器 6 点、陶器 5 点、土師

質瓦質土器 7 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には備前擂鉢 2 点、唐津灰釉碗・皿 3 点が、土

師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、焼塩壷 1 点がある。遺物が少ないため時期

は不明である。

F-3 SK425 は F-3 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 66㎝、短径 37㎝の楕円形、

底部は長径 53㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 20㎝である。唐津灰釉端反碗 1 点、同

灰釉製品 1 点、土師質皿 2 点、内耳土器 1 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。

F-2 P426 は F-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 50㎝の円形、底

部は長径 48㎝、短径 45㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑内には中央を囲むよう

に石材を配置してある。遺物が出土していないので時期は不明である。

F-3 SK601 は F-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は北端を F 区 SV601 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 48㎝以上の楕円形、底部が長

径 58㎝、短径 43㎝以上の楕円形と推測される。唐津灰釉碗皿 2 点、土師質瓦質土器 11 点うち皿

10 点うち 1 点は静止糸切り底（1）、1 点は体部に径 2.5㎜の穿孔（2）、1 点は右回転糸切りのち板

目痕（3）、鉄製品 6 点うち和釘 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないため明確でないが土師質皿の形

態等から 17 世紀前半頃の遺物である。

SA
F SA1

本遺構は F-2 区から F-3 区にかけて位置する。本遺構は南から北に F 区 P21・G 区 P33・F 区
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P2・F 区 P32・F 区 P29・F 区 P28・F 区 P31 で構成されている。柱間は不規則で F 区 P21 ～ G

区 P33 間は 128㎝、G 区 P33 ～ F 区 P2 間は 205㎝、P2 ～ P32 間は 180㎝、P32 ～ P29 間は 268㎝、

P29 ～ P28 間は 100㎝、P28㎝～ P31 間が 160㎝で、P32 ～ P29 間はその柱間から間にピットが一

つ存在していた可能性がある。規模は本柵列が南側の調査区外に続いている可能性があり、南北方

向に 1054㎝以上と推測される。遺構の性格は柱穴の大きさより簡易的な柵列と考えられる。

F-3 P21 からは瓦のみが出土した。G-3 P33 からは鉄製品 1 点のみが出土した。F-3 P28 からは土

師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

SK
F-1 SK1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 36㎝の楕円形、底

部は長径 38㎝、短径 19㎝の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑は F 区 SK2 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。

陶器 12 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には 2 個体分と思われる鉄釉土

瓶 5 点、萩藁灰釉碗 1 点、瀬戸美濃の見込みに砂目積み痕のある灰釉片口鉢 1 点（1）、備前灯明皿

2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点、焜炉 2 点で他は甕・焜炉類の破片である。

瀬戸美濃鉢があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

F-1 SK2
本土坑は F-1 区と F-2 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 190㎝、短径 159㎝の不整

形な形、底部は長径 165㎝、短径 135㎝の不整形な形を呈している。深さは 22㎝である。F 区

SK1・G 区 SK75・F 区 SV2 と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） SV2 → SK75 →

本土坑→ SK1 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 51 点、土師質瓦質土器 52 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 2 点

うち蓋 1 点、小丸碗 1 点、段重 1 点等が、陶器には土瓶 24 点うち同一個体と思われる関西系灰釉

土瓶 8 点・同一個体と思われる鉄釉土瓶 16 点、萩藁灰釉碗 2 点、信楽壷甕 2 点、擂鉢 4 点うち備

前 1 点・堺明石 1 点、唐津刷毛目鉢 1 点、外面高台脇に段があり灰釉を掛ける徳利ないし壷 1 点等

がある。土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 4 点、土師質焜炉（日下分類

Ⅱ Ca 類）2 点、甕口縁部 1 点等があり他は甕類の破片が多い。広東碗があるので 1780 年以降の遺

構である。

F-1 SK3
本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を KDSV によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 205㎝、短径 54㎝以上の楕円形、底部は長径 186㎝、短径

39㎝以上の楕円形と推測される。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 22 点、陶器 43 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 54 点、人形 1 点、石製品 1 点、鉄
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製品 6 点が出土した。磁器には陶胎染付の香炉火入れ 1 点等が、陶器には土瓶か急須鉄砲口 1 点、

土瓶蓋 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同縦鎬横凹線のある香炉・火入れ 1 点等が、土師質瓦質土器に

は皿 20 点、内耳土器 8 点うち A・C 群口縁部各 1 点等がある。土瓶鉄砲口があるので 18 世紀後半

以降の遺構であろう。

F-3 SK4　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 182㎝、短径 124㎝の隅丸長方形、

底部は長径 178㎝、短径 106㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 18 点、陶器 38 点、土師質瓦質土器 65 点、人形 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器に

は同一個体と思われる焼き継ぎ痕のある中国？端反碗 2 点（1）、二重網目紋くらわんか手丸形碗 1

点等が、陶器には土瓶 6 点、関西系小杉碗 1 点、同細かい貫入の入る碗 2 点、内面灰釉・外面柿釉

で口縁下から体部に鉄釉掛け流す同一個体と思われる丹波甕 6 点、同一個体と思われる唐津刷毛目

鉢 5 点、鉄釉鍋 1 点、備前灯明受皿 1 点（2）等が、土師質瓦質土器には甕 34 点、内耳土器 8 点う

ち A 群口縁部 5 点で内耳部分 2 点あり、いずれも穿孔するが先細りになる。皿 4 点（3）（4）（5）（6）、

同一個体と思われる羽釜 14 点（7）があり外面底部には大量のススが付着する。外耳は粘土を貼り

付けるが穿孔しない。鉄製品には和釘 1 点等がある。焼き継ぎ製品があるので 19 世紀代の遺構で

ある。

F-3 SK5
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝の不整形な円形、底部は

長径 40㎝、短径 39㎝の不整形な円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 6 点、人形類 1 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器には灰釉鍋

1 点等が、人形類は鳩笛等の玉であろう。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-3 SK6
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 37㎝の楕円形、底

部は長径 50㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。本土坑は F 区 SK27・SK37

と切りあい関係にあるが、本土坑はそれらの遺構が埋没した後に作られている。遺構の性格は不明

である。

磁器 3 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 29 点、鉄製品 8 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点

等が、陶器には瀬戸美濃外面鉄釉に上野釉・内面灰釉に上野釉掛け流す手水鉢 1 点、鉄釉土瓶 3 点、

唐津刷毛目鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 16 点、内耳土器 5 点、皿 4 点等がある。鉄製品に

は和釘 3 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK37 が

19 世紀第 3 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。
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F-1 SK7
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を KDSV によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 20㎝以上の円形、底部は長径 49㎝、短径 14

㎝以上の円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。陶器には土瓶 6 点うち蓋 1 点、壷類蓋 1

点が、土師質瓦質土器には口縁端部が内側に凸出する甕口縁部 1 点、皿 2 点等がある。土瓶がある

ので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK8　 遺物実測図

本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を KDSV によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝、短径 35㎝以上の円形、底部は長径 93㎝、短径

26㎝以上の円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 14 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 8 点、寛永通寳 3 期 1 点（1）が出土

した。磁器には見込み五弁花の青磁染付丸形碗 1 点、望料碗 2 点等が、陶器には萩藁灰釉碗 1 点・

同折縁皿 1 点、鉄釉土瓶蓋 1 点、備前袋物 1 点等が、軟質施釉陶器は内面口縁部緑釉のままごと皿

である。土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。望料碗があるので 18 世

紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK9
本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 34㎝、短径 18㎝以上の楕円形、底部は長径 20㎝、短径

12㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

染付碗 1 点、内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK10
本土坑は F-2 区の北西側に位置している。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 50㎝の不整形

な隅丸方形、底部は長径 51㎝、短径 37㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 22㎝である。

遺構の性格は不明である。

線彫りに染付・口紅の端反碗 1 点、鉄釉陶器 1 点、鎹 1 点のみが出土した。端反碗があるので

1810 年以降の遺構である。

F-2 SK11
本土坑は F-2 区の北西側に位置している。形態及び規模は現状で、上端が長径 71㎝、短径 37㎝

の隅丸長方形、底部は長径 61㎝、短径 26㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。遺構

の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には土
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瓶 2 点うち蓋 1 点、萩藁灰釉製品 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。土瓶があるので

18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-2 SK12
本土坑は F-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 65㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 60㎝、短径 51㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 8 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 36 点が出土した。磁器には西洋コバルト型

紙摺り皿 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、備前灯明皿 2 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳

土器 3点うちA群口縁部1点等がある。西洋コバルト型紙摺り皿があるので近代以降の遺構である。

F-3 SK13
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 31㎝の楕円形、底

部は長径 20㎝、短径 19㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK14
本土坑は F-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 30㎝の楕円形、底部

は長径 43㎝、短径 30㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK15　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 226㎝前後、短径 118㎝の不整

形な隅丸長方形、底部は長径 183㎝、短径 86㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 42㎝

である。本土坑は G 区 SK53 を削平しており、P2・P6 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性

格は不明である。

磁器 34 点、陶器 39 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 67 点、人形 2 点、石製品 4 点、鉄

製品 10 点、鉄滓か 1 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、青磁染付蛇の目凹型高台の高台高

低い鉢 1 点、半球碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、陶胎染付碗 1 点等が、陶器には藁灰釉萩 1 点、

産地不明筒形製品（1）、同口縁端部 T 字形の鉄釉壷甕 1 点（2）、備前灯明受皿 1 点、関西系細か

い貫入の入る碗 2 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる赤泥を外面に塗った焜炉（日下

分類Ⅱ D 類）5 点、甕 6 点、皿 24 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点、C 群口縁部 2 点、羽釜凸帯 1 点

等がある。石製品には硯 1 点、緑色チャート製火打ち石 1 点等がある。広東碗があるので 1780 年

以降の遺構であるが、本土坑より新しい G 区 SV1 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した遺構なので、そ

の間の遺構であろう。
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F-3 SK16
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝以上、短径 25㎝以上の不整形な隅丸長方形、底

部は長径 77㎝以上、短径 17㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構

の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 19 点、人形 2 点、ままごと 1 点、石製品 1 点、鉄製品

5 点、瓦が出土した。磁器には鶴首瓶 1 点、広東碗 2 点うち蓋 1 点等が、陶器には土瓶 5 点うち蓋

3 点、関西系細かい貫入の入る碗 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点、

皿 4 点等がある。ままごとは竈である。広東碗があるので 1780 年以降幕末までの遺構である。

F-3 SK17　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 143㎝以上、短径 131㎝の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 125㎝以上、短径 83㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 42㎝である。本土坑は F 区

SV1・SK20・SK46・SK47・P32 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK46・SK47・

P32 → SV1 → SK20 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、遺物が大量に出土したこ

とから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 88 点、陶器 177 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 194 点、窯道具 1 点、黒碁石 1 点（21）、

鉄製品 20 点が出土した。磁器には深小丸碗 1 点（5）、端反碗 10 点うち肥前系 4 点（1）（4）瀬戸

美濃 5 点（2）・関西系 1 点（3）、広東碗 2 点、朝顔形碗 3 点（6）、蛇の目凹型高台の高台高高い皿

2 点（7）、鉢 3 点（8）、蓋物 9 点（9）、同一個体と思われる植木鉢 2 点（11）、瀬戸美濃型皿 2 点、

同土瓶 1 点（10）、薄手小坏 3 点うち瀬戸美濃 2 点等が、陶器には行平鍋 22 点、土瓶 13 点（15）、

関西系水注（G-2SV16 と接合）1 点、大谷瓶 8 点（12）（13）、瀬戸美濃手水鉢 17 点等が、軟質施

釉陶器にはミニチュア徳利 1 点（14）等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 72 点うち釣り手の取り

付け部が 4 点あり最低でも 2 個体分ある。瓦質羽釜口縁部 8 点（19）・凸帯 1 点、内耳土器 A 群口

縁部 1 点、羽釜・内耳土器 の破片 22 点、皿 22 点（16）（17）、内抱えになる甕口縁部 3 点、佐野

甕口縁部 1 点、外面赤泥塗布する焜炉（日下分類Ⅱ D 類）2 点、筒形で切り高台・正面に口が空き

内面に漏斗状施設があったと思われる涼炉 1 点（18）、内面にカルシウム分の付着する甕 9 点、甕

底部 2 点、これら甕・涼炉・焜炉類破片 19 点、内部施設のある瓦質角焜炉 1 点、焼塩壷 3 点、サ

ナ 1 点等がある。窯道具は 4 足の足付きハマ 1 点（20）で上面にはアルミナが厚く付着する。鉄製

品には和釘 2 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

深小丸碗・瀬戸美濃型皿はあるが、木型打ち込みの皿等はないので、19 世紀第 2 四半期頃の遺

構である。

F-3 SK18
本土坑は F-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 31㎝、短径 20㎝の楕円形、底部
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は長径 24㎝、短径 11㎝の楕円形を呈している。本土坑は F 区 SK41-1 埋没後に作られている。遺

構の性格は不明である。

小丸碗 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。小丸碗があるので

18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-3 SK19
本土坑は F-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 78㎝、短径 46㎝の不整形な隅丸

長方形、底部は長径 62㎝、短径 29㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。遺

構の性格は不明である。

陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 4 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK20　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等に、南側を SK17 によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 193㎝以上、短径 132㎝以上の不整

形な隅丸長方形、底部は長径 193㎝以上、短径 121㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは

26㎝である。SK17・P29・H 区 SV3 と重複しているが、構築順に整理すると（古） P29 → H 区

SV3 →本土坑→ SK17 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、遺物が大量に出土したことから

廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 76 点、陶器 120 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 84 点、人形 3 点、鉄製品 5 点が出

土した。磁器には端反碗 4 点うち瀬戸美濃 1 点、広東碗 4 点、紗綾形紋型皿 1 点、焼き継ぎ痕ある

蛇の目凹型高台の高台高の高い皿 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点、輪花口紅山水紋皿

1 点、蓋物蓋 3 点うち焼き継ぎ 1 点、高台内丸く浅く削り畳付に「只」の墨書ある仏飯器 1 点、三

足付き青磁香炉 1 点（1）等が、陶器には瀬戸美濃手水鉢 3 点、同腰錆碗 1 点、脚付灯明具 1 点（2）、

鉄釉花生 1 点、関西系鳥餌入れ 1 点、同徳利 3 点、同碗 7 点うち小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端

反碗 2 点・体部面取りする碗 1 点、同柄杓 1 点、同灯明皿 1 点、土瓶 17 点、行平鍋 8 点、鉄釉鍋

3 点、萩藁灰釉製品 1 点、口縁部が強く外反し上面は無釉で貝目痕がある唐津土灰釉壷甕 1 点（3）、

青緑釉植木鉢 1 点（4）、明石擂鉢 1 点（5）等が、土師質瓦質土器には皿 25 点（6）（7）、内耳土器

17 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない、涼炉漏斗状施設 2 点、火

鉢か 1 点（8）、瓦質土瓶 5 点うち蓋 1 点（9）、羽釜 1 点、練り込み手灰落とし 1 点、火消し壷 1 点、

甕 12 点等がある。人形には型合わせ中実台付きで底部に 3 ～ 4㎜の孔ある獅子 1 点（10）、同形態

の馬 1 点（11）等がある。三つ巴紋軒丸瓦 1 点（12）がある。型皿、蛇の目凹型高台の高台高の高

い皿はあるが木型打ち込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構である。

F-3 SK21　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は北西側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 134㎝以上、短径 98㎝の不整形な円形、底部は長径
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111㎝以上、短径 71㎝の不整形な円形と推測される。深さは 19㎝である。本土坑は F 区 SK52・

SK38・SK41-2 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK41-2 → SK52 → SK38 →本土坑 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 22 点、陶器 41 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 25 点、箱庭道具 1 点、石製品 1 点、

鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目凹型高台の高台高高い皿 2 点、同一個体と思われる広

東碗 2 点、段重・蓋物 4 点等が、陶器には土瓶 11 点、鉄釉鍋 2 点、萩碗 1 点、関西系細かい貫入

の入る碗 6 点うち端反の口縁部 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、土瓶鉄砲口 1 点、内耳土器 

C 群口縁部 1 点等が、箱庭には祠（1）がある。蛇の目凹型高台の高台高高い皿はあるが木型打ち

込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

F-1 SK22
本土坑は F-1 区の北西部に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 85㎝の楕円形、底

部は長径 77㎝、短径 76㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 9 点が出土した。磁器には見込み蛇の目釉

剥ぎしアルミナ塗布する白磁朝顔形碗蓋 1 点等が、陶器には同一個体と思われる灰釉土瓶 5 点、鉄

釉鍋 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、ミニチュア急須 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器

2 点うち C 群口縁部 1 点等がある。ミニチュア急須があるので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であ

ろう。

F-2 SK23
本土坑は F-2 区の南側に位置する埋甕遺構である。甕を除去した後の土坑の形態及び規模は上端

が長径 61㎝、短径 60㎝の円形、底部は長径 41㎝、短径 40㎝の円形を呈している。深さは 10㎝で

ある。甕は土師質である。

高台内を円錐形に削り込む小型の染付香炉火入れ 1 点、唐津鉄釉溝縁皿 1 点、土師質瓦質土器

49 点うち甕 45 点、内耳土器 3 点、皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK24
本遺構は F-2 区の南西側に位置する埋甕遺構である。甕を除去した後の土坑の形態及び規模は上

端が長径 60㎝、短径 53㎝の楕円形、底部は長径 39㎝、短径 34㎝の楕円形を呈している。深さは

17㎝である。甕は土師質である。

甕内からは磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 65 点、瓦が出土した。磁器には青磁香炉火入

れ 1 点、小型猪口 1 点等が、陶器には萩 1 点、備前灯明皿 2 点等が、土師質瓦質土器には本体の甕

の破片と思われるものが 53 点、内耳土器 10 点うち A 群口縁部しっかり穿孔するもの 1 点、瓦質

火鉢の獣足 1 点、皿 1 点がある。

甕掘り方からは磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 91 点が出土した。陶器には土瓶 1 点、備

前袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる甕 89 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿
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1 点がある。掘り方に土瓶があるので 18 世紀後半以降に築造された遺構であろう。

F-3 SK25
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 60㎝の不整形な形、

底部は長径 51㎝、短径 37㎝の不整形な形を呈している。深さは 11㎝である。F 区 SK39 埋没後に

本土坑が作られている。遺構の埋土に炭が大量に含まれていたが、火災処理による廃棄土坑にして

は出土遺物が少なく性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 13 点、硯 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質

土器には皿 1 点等がある。鉄製品には釘 3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本

遺構に先行する SK39 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、本遺構も同時期であろう。

F-3 SK26
本土坑は F-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 41㎝の楕円形、底部

は長径 45㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、碁石 1 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には内面口縁部

に四方襷紋のある碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK27
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK6 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 30㎝以上の楕円形、底部は長径 30㎝

以上、短径 25㎝以上の楕円形を呈している。深さは 52㎝である。本土坑は F 区 SK6・SK43・

SK37 と切り合い関係にあるが、構築順に整理すると（古） SK37 → SK43 → SK27 → SK6 （新）と

なる。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点うち端反皿 1 点（F-3SK28 と接合）、内抱えになり口縁端部が外面に凸出する甕 1 点、

内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK37 が

19 世紀第 3 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

F-3 SK28
本土坑は F-3 区の南側に位置している。形態及び規模は南側をトレンチ等によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝以上、短径 51㎝の楕円形、底部は長径 44㎝以上、

短径 38㎝の楕円形と推測される。深さは 56㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 12 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には色絵碗 2 点、

端反の皿 1 点（F-3SK27 と接合）等が、陶器には唐津呉器手碗 5 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK29　陶磁器観察表
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本土坑は F-1 区の北西側に位置している。形態及び規模は南側を F 区 KDSV1 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 127㎝以上、短径 50㎝の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 121㎝以上、短径 35㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構

の性格は不明であるが、大量の遺物が出土したことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 80 点、陶器 121 点、土師質瓦質土器 334 点、瓦転用品 1 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、

広東碗 6 点、小坏 1 点（F-1SK203 と接合）等が、陶器には関西系碗 12 点うち小杉碗 5 点、唐津壷

甕 9 点うち 1 点が F-1SK30、SK50、SK58、SK203 と接合した（1）。同一個体と思われる産地不明

植木鉢 3 点は F-1SK30、F-1 区 1 層と接合した。瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同水甕 3 点、同植木鉢 2 点、

行平鍋 2 点、土瓶 5 点等がある。土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）52 点があり

うち比較的薄手で内面ハケ目のちナデるもの 12 点、内面にハケ目痕が顕著なもの 40 点、その他土

師質焜炉類 14 点、瓦質角火鉢 18 点、内耳土器 A 群口縁部 22 点うち内耳部分 3 点でいずれも穿孔

するが先細りになるもの 2 点と突き抜けないもの 1 点、羽釜 2 点、内耳土器ないし羽釜の体部 79 点、

皿 4 点、内抱えになり口縁端部を外面に凸出させる土師質火鉢？、口縁部 11 点、甕口縁部 2 点、

焼塩壷 1 点、その他焜炉火鉢、甕類の体部が大部分である。陶磁器の詳細についてはカウント表を

参照されたい。端反碗はあるが深小丸碗等はないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

F-1 SK30　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 114㎝、短径 60㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 75㎝、短径 41㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 25㎝である。

遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が出土したことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 76 点、陶器 102 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 81 点、人形 1 点、石製品 1 点、鉄

製品 3 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃碗 1 点、広東碗 2 点、小広東碗 1 点、小丸碗 2 点、朝

顔形碗 2 点うち蓋 1 点、くらわんか手丸形碗 2 点うち見込み蛇の目釉剥ぎ 1 点、陶胎染付碗 6 点、

蛇の目凹型高台の高台高高い皿と低い皿各 1 点、猪口 2 点等が、陶器には擂鉢 16 点うち堺明石 3 点、

備前灯明皿 3 点、同壷 2 点、同袋物 4 点、同灰落とし 1 点、唐津刷毛目碗 1 点・皿 6 点、同壷甕

11 点うち口縁部 2 点で鉄釉を掛け口縁上面を釉剥ぎし口縁端部は内側へ大きく下がる。1 点は縄状

凸帯の巡る体部であり、内面に粗い格子状の当具痕のある 5 点は F-1SK29、SK50、SK58、SK203

と接合した。土瓶 6 点、瀬戸美濃石粒混じりの鉄釉に上野釉うのふ釉流し掛ける手水鉢 2 点、同体

部は内抱えになり口縁端部が内側へ凸出し緑釉・印花・穿孔のある火鉢 1 点、口縁端部は敲打痕に

より釉が剥げる。瀬戸美濃水甕 1 点、同鉄釉壷甕類 1 点、同腰錆碗 1 点、関西系小杉碗 1 点、体部

面取り高台脇鎬碗 1 点、同細かい貫入の入る碗 2 点うち端反碗 1 点、同一個体と思われる植木鉢 3

点あり F 区 SK29 と接合した。砥部と思われる鉢 1 点（1）等がある。土師質瓦質土器には内面に

カルシウム分の付着した甕 15 点と甕口縁 2 点、皿 2 点、内耳土器 13 点うち A 群口縁部 1 点、羽

釜 1 点、瓦質土瓶蓋 2 点、太田川河川事務所地点出土のものと同種の盥状製品 1 点、瓦質角火鉢 5 点、

その他甕・焜炉類の破片が多くある。瓦には菊間Ⅰ類変形の刻印を有する軒平ないし軒桟瓦（2）、「小

」（3）「洋□」（4）の刻印を持つ桟瓦各 1 点等がある。平瓦・桟瓦の厚さの平均は 17.6㎜であるが、
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15.5㎜、18.5㎜、21.5㎜と 3 カ所にピークがあり、ばらつきが大きい。

蛇の目凹型高台の高台高高い皿はあるが、木型打ち込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃

の遺構である。

F-2 SK31　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 48㎝の楕円形、底

部は長径 45㎝、短径 36㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には近代以降の

印刷する碗 1 点、焼き継ぎ痕のある高台高高い薄手小坏 1 点（1）、高台内を浅く丸く削る仏飯器 1

点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 2 点、同灯明受皿 1 点、同土瓶 3 点、瀬戸美濃水

甕 1 点、同内面底部に鉄分が付着しお歯黒壷として転用された可能性のある練り込み手の油入れ 1

点（2）等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、火消壷 2 点等がある。近代のものは 1 点のみで混入と

考えれば、焼き継ぎ製品があるので 19 世紀代幕末までの遺構の可能性もある。

F-2 SK32
本土坑は F-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 47㎝、短径 45㎝の不整形な円形、

底部は長径 40㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明

である。

陶器 4 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。軟質施釉陶器には緑釉を

掛けたままごと皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないた

め時期は不明である。

F-1 SK33　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でない。磁器 37 点、陶器 111 点、土師質瓦質土器 106 点、ままごと 1 点、

鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には外面に圏線の巡る砥部端反碗 1 点、高台幅広の碗 1 点、蝶紋

広東碗 1 点、小広東碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 2 点、くらわんか手見込み蛇の目釉剥ぎ皿 2 点等が、

陶器には土瓶 23 点うち蓋 2 点、擂鉢 10 点うち堺明石 3 点・転用品 1 点、口縁部断面 T 字形にな

り内面に格子状の当具痕のある唐津鉄釉壷甕 11 点（1）、備前灰落とし 4 点、同布袋徳利 4 点、同

灯明皿 3 点、同瓶・壷類 6 点、関西系行平鍋 3 点、同柄杓 1 点、同蓋物 1 点、同碗 8 点うち小杉碗

2 点・体部面取りし高台脇鎬碗 2 点・色絵碗 2 点・細かい貫入の入る端反碗 1 点・「清水」の刻印

を有するもの 1 点、同灯明皿 2 点、同徳利 2 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同緑釉袋もの 1 点、同鉄絵皿

1 点、唐津刷毛目鉢 2 点、砥部皿 1 点、萩藁灰釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思わ

れる土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）14 点、同（日下分類Ⅱ Ga 類か）1 点、同（日下分類Ⅱ D 類）

3 点、内面にカルシウム分付着する甕 9 点、外面にスス付着する甕 2 点、内耳土器 37 点うち A 群

口縁部 8 点うち穿孔が先細りになる内耳部分 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 4 点、練り込み手で口縁端

部に敲打痕のある灰落とし 1 点、窯道具 1 点（2）等がある。その他は甕・焜炉類の破片である。
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ままごとは羽釜蓋である。遺物は、砥部多重圏線紋端反碗があるので 19 世紀第 3 四半期頃までで

ある。

F-1 SK34
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は北側が調査区外となっているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 39㎝以上の不整形な円形、底部は長径 46㎝、短

径 31㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶器には備前

壷等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

F-1 SK35
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 45㎝の不整形

な楕円形、底部は長径 59㎝、短径 36㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構

の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉土

瓶 1 点等が、土師質瓦質土器にはたがを表現した瓦質火鉢 2 点等がある。瓦質火鉢は F-1SK295 と

接合した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK36
本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 49㎝の隅丸方形、

底部は長径 44㎝、短径 40㎝の隅丸方形を呈している。深さは 11㎝である。本土坑は F 区 SK59 埋

没後に作られている。遺構の性格は不明である。磁器碗 1 点、土師質甕 1 点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

F-3 SK37
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 196㎝、短径 70㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 193㎝、短径 61㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 16㎝である。

本土坑は SK6・SK27・P21・P26・P27 と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） 

P21 → P26・P27 → SK37 → SK27 → SK6 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 20 点、土師質瓦質土器点 30 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には瀬戸美濃の

源氏香紋で器高の低い端反碗 1 点、鉛ガラスに呉須を混ぜて上絵付けた薄手小坏 1 点、小広東碗 1

点等が、土師質瓦質土器には甕 12 点、内耳土器 6 点、皿 8 点等がある。瀬戸美濃の器高の低い端

反碗があるので 19 世紀第 3 四半期頃の遺構である。

F-3 SK38
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 61㎝、短径 28㎝の不整

形な楕円形、底部は長径 51㎝、短径 21㎝の不整形な楕円形と推測される。形態は切られているた
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め不明である。深さは 8㎝である。F 区 SV1・SK21 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格

は不明である。

関西系色絵碗 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 4 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

F-3 SK39　 遺物実測図  遺物写真   土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 76㎝の不整形な円形、

底部は長径 72㎝、短径 65㎝の不整形な円形を呈している。深さは 20㎝である。F 区 SK25 は本土

坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 11 点、人形 2 点、石製品 1 点、鉄製品 7 点が出土した。

陶器には土瓶 2 点うち落とし蓋 1 点、唐津刷毛目皿 1 点、同見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目鉢 1 点、関

西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、同色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。関西

系陶器端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

SK39-1 は SK39 の一部と判断した。磁器 2 点、陶器 4 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。SK39-2

も SK39 の一部と判断した。磁器 7 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 19 点、硯

1 点、鉄製品 14 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、仏飯器 2 点うち外面体部蛸唐草紋 1 点、

体部の立ち上がりが急で高台内を丸く浅く削るもの 1 点等が、陶器には関西系色絵碗 1 点、内面に

粗い格子状の当具痕のある唐津壷甕 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点、甕 2 点、内耳土器 2 点、

ままごと羽釜蓋 1 点、ひょうそく 1 点（1）等がある。

F-3 SK40
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 35㎝の楕円形、底部

は長径 24㎝、短径 23㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には関西系半球碗 1 点、

土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK41-1
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 101㎝、短径 49㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 88㎝、短径 41㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 31㎝である。本土坑埋没後

に F 区 SK18 が作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に貝殻が大量に含まれていた。遺

物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SK41-2
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 80㎝以上、短径 36㎝以

上の不整形な楕円形、底部は長径 59㎝以上、短径 6㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは
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22㎝である。本土坑埋没後に F 区 SK21 は作られている。埋土が SK41-3 の埋土と類似しており、

本土坑を作るときに SK41-3 の一部を破壊したものと考えられる。土師質皿 2 点、内耳土器 A 群内

耳部 2 点でいずれもしっかり穿孔するもの、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

F-3 SK41-3
本土坑は F-3 区の中央に位置する。本土坑は北側、東側と西側に石組を行っている土坑である。

南側に石組は検出されなかった。残存している石組の大きさは長さ 170㎝、幅 120㎝で、北側と東

側の石組が比較的残存状況が良いものと考えられる。掘り方の形態と規模は西側の上端を F 区

SK407 によって切られているため不明な部分があるが、現状では掘り方の上端が長径 141㎝前後、

短径 121㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 134㎝前後、短径 101㎝の不整形な方形と推測される。

深さは 62㎝である。本土坑は F 区 SK407 に切られ、F 区 SK288、SK414、SK412 を切っているこ

とから、構築順としては（古） SK414・SK412 → SK288 →本土坑→ SK407 （新）と考えられる。

遺構から牛と思われる骨が出土している。この骨は F 区 SK288 から出土している骨と同一と考

えられ、本遺構を作るときに SK288 の一部を掘り込んだときに混入したものであると考えられる。

「コ」の字状の石積みがあり、集石ますの可能性がある。

磁器 4 点、陶器 5 点、土師質皿 1 点、鉄製品点 10 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思わ

れる端反の白磁深皿 2 点等が、陶器には土瓶と思われる内面無釉のもの 1 点等がある。

石積み掘り方からは岸岳系唐津碗 1 点、内面に青海波紋の当て具痕のある唐津壷甕 1 点が出土、

石列裏込めからは唐津灰釉溝縁皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK43
本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK27 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は長径 34㎝以上、

短径 33㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は SK27 によって削平を受けている

ため SK27 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、

本土坑に先行する SK37 が 19 世紀第 3 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺

構であろう。

F-3 SK44　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

遺物は大量に出土しており時期的にもまとまっているが、遺構かどうか明確でなかった。F-3 区

SK41 の可能性もある。磁器 135 点、陶器 262 点、軟質施釉陶器 12 点、土師質瓦質土器 219 点、

人形 7 点、硯 1 点（10）、瓦転用品 1 点、鉄製品 80 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には筒

形碗 1 点、半球碗 6 点、くらわんか碗 2 点、陶胎染付碗 9 点（1）等が、陶器には関西系碗 65 点う

ち鉄絵碗 5 点（3）・色絵 6 点うち高台内に「寶山」の刻印のあるもの 1 点（2）・染付 1 点・鉄絵染

付 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 3 点、同灰釉丸碗 1 点（4）等が、軟質施釉陶器には源内？鉢 3 点、同一
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個体と思われるひょうそく 2 点、人形 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 61 点（5）（6）、内耳土器

65 点うち A 群口縁部 13 点うち内耳部分 3 点で 2 点はしっかり穿孔、1 点は先細り、C 群口縁部 5

点でうち 1 点は内耳部分で先細りの穿孔、ラッパ形の燭台（東大 DZ-52-a）1 点（7）、瓦質角火鉢

3 点、焼塩壷 1 点、瓦質壷 2 点、土師質擂鉢 1 点等がある。人形には天神（8）、鳥（9）等がある。

硯の裏面には釘書きがあるが判読できない。鉄製品は大部分が和釘と思われるが錆が著しく明確で

ない。瓦には瓦当高の高い軒平瓦（11）、菊間Ⅱ類半菊紋の軒平ないし軒桟瓦 2 点（12）（13）等が

ある。

底部からは唐津灰釉皿 2 点、織部？皿 1 点、土師質皿 6 点、和釘 1 点、瓦が出土した。

上層には瀬戸美濃端反碗 1 点、広東碗 1 点、口縁部緑釉流し掛ける関西系端反碗 1 点があったが、

出土遺物の様相から考えて混入と判断しカウントしていない。半球碗・陶胎染付碗が中心で小丸碗・

朝顔形碗はないが筒形碗があることから、18 世紀中頃の遺物と思われる。

F-3 SK44-1
遺構かどうか明確でなかった。F-3 区 SK41-1 の可能性もある。磁器 7 点、陶器 21 点、軟質施釉

陶器 5 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品 4 点、鉛製品 1 点、瓦が出土した。磁器には初期伊万里

青磁皿 1 点、瓶 1 点、青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には口縁部のみ鉄釉掛ける唐津擂鉢 1 点、関

西系小杉碗 1 点、同土瓶 1 点、鉄釉鍋 1 点等が、軟質施釉陶器には源内か屋島皿底部 1 点（I-1SK80

に類似品あり）と、同一個体と思われる持ち手 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 4

点うち A 群口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。

貝層からは染付碗 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

F-3 SK44-2
遺構かどうか明確でなかった。F-3 区 SK41-2 の可能性もある。磁器 20 点、陶器 37 点、軟質施

釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品 6 点、青銅製吊り鍵 1 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。

陶器には萩碗 1 点、同鉢類 2 点、関西系蓋物 1 点、土瓶 S 字注口等が、土師質瓦質土器には内耳

土器 5 点うち A 群口縁部 1 点、皿 10 点、内抱えになり口縁端部外面に凸出する壷甕類口縁部 1 点

等がある。鉄製品には和釘 5 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-3 SK45　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北西側に位置している。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝、短径 20㎝以上の楕円形、底部は長径 60㎝、

短径 13㎝以上の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。陶器には関西系土瓶 2 点、同細か

い貫入の入る端反碗 4 点、同蓋物 1 点、鉄釉鍋ミニチュア 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点（1）

等がある。関西系細かい貫入の入る端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。



― 237 ―

F-3 SK46
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は北側を F 区 SK17 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝以上、短径 30㎝の隅丸長方形、底部は長径 70㎝以上、

短径 15㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 4㎝である。本土坑は SK17・G 区 SV1 によって削平

を受けているため、SK17・G 区 SV1 に先行する。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 A 群口縁部 1 点、青銅製品 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

F-3 SK47
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 91㎝以上、短径 25㎝の

隅丸長方形、底部は長径 86㎝以上、短径 17㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 4㎝である。本

土坑は SK17・G 区 SV1 によって削平を受けているため、SK17・G 区 SV1 に先行する。遺構の性

格は不明である。磁器碗 1 点、土師質瓦質土器 3 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

F-2 SK48
本土坑は F-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 KDSV2 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 100㎝、短径 70㎝以上の不整形な円形、底部は長径

72㎝、短径 51㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、内耳土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK49　 遺物実測図

本土坑は F-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 KDSV2 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 81㎝、短径 35㎝以上の楕円形、底部は長径 66㎝、

短径 20㎝以上の楕円形と推測される。遺構の性格は不明である。

打ち刷毛目碗 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 4 点、鉄製品 6 点、嘉祐通寳 1 点（1）が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK50　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 329㎝、短径 251㎝の不整形な

長方形、底部は長径 295㎝、短径 221㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 128㎝である。

P1・P12・P13 は本土坑埋没後に作られている。西側面と東側面に石積みが検出されており、集水

や排水施設の一部の可能性があり、使用期間中や廃絶期に廃棄土坑として利用された可能性がある。

磁器 545 点、陶器 651 点、軟質施釉陶器 10 点、土師質瓦質土器 639 点、人形類 18 点、瓦、瓦

転用品 1 点（55）、砥石 2 点（70）、ガラス製品 4 点、鉄製品 23 点、キセル吸口 1 点が出土した。
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磁器には瀬戸美濃製品 14 点うち西洋コバルトによる型紙摺り 2 点・手書き碗蓋 2 点、同端反碗 5 点、

同ミニチュア碗 1 点（9）、肥前には印刷 1 点、西洋コバルトと緑で絵付けした皿 1 点、西洋コバル

トによる型紙摺り皿 2 点、碗 199 点うち西洋コバルトによる型紙摺り 4 点・同手書き 1 点・深小丸

碗 1 点（4）、端反碗 18 点（1）（2）（3）、広東碗 15 点（6）うち外青磁 1 点（5）、小坏 16 点（7）

うち蛇の目高台の色絵 1 点（8）、合子 1 点（12）、瓶 44 点うち笹絵徳利 4 点（11）・小型鶴首瓶 6

点（10）、見込み蛇の目釉剥ぎ高台径小さい皿 2 点（14）、蛇の目凹型高台の高台高低い皿 4 点、蛇

の目凹型高台の高台高の高い皿 2 点うち白磁菊花皿 1 点（15）、手塩皿 7 点うち白磁菊花の型打ち

2 点（18）（19）・見込み蛇の目釉剥ぎの端反皿 2 点（16）（17）・糸切り細工成形貼り付け高台 1 点

（20）、白磁不明筒形製品 1 点（13）等が、陶器には関西系碗 99 点うち細かい貫入の入る端反碗 6 点・

口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 2 点・小杉碗 9 点・半筒碗 1 点、同香炉火入れ 2 点うち鉄釉 1 点（21）、

同蓋物 8 点（22）、同カンテラ 1 点（23）、瀬戸美濃灰釉瓶（通い徳利）1 点（25）、同御深井鬢水

入れ 1 点（24）、丹波瓶 18 点（27）、同壷甕 9 点（32）、備前瓶 16 点（29）、同獅子置物 1 点（30）、

同ミニチュア擂鉢 1 点（31）、大谷瓶 3 点（26）、砥部瓶 1 点（28）、急須 1 点（33）、土瓶蓋 1 点（34）、

壷蓋 1 点（35）、不明製品（36）等がある。唐津壷には F1SK29、SK30、SK58、SK203 と接合する

ものがある。軟質施釉陶器には同一個体と思われる鍋 2 点、ミニチュア鉢 1 点（37）、蓋 2 点（38）

（39）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 16 点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜

けない、B 群口縁部 1 点、羽釜 13 点（52）、内耳土器または羽釜の体部 29 点、皿 42 点（40）、（41）、

（42）、（43）、（44）、（45）、（46）、（47）、（48）、（49）、瓦質土瓶 31 点、瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）

4 点、同（日下分類Ⅱ D 類）2 点、瓦質火鉢 8 点うちたがを表現したもの 4 点・日下分類Ⅰ B 類 3 点・

円筒状で脚を付けるもので灰落としに転用したもの 1 点（51）、土師質焜炉 39 点うち日下分類Ⅱ

Ca 類 37 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 14 点、内面にカルシウム分の付着する甕 53 点、

佐野甕 10 点（54）うち口縁部 9 点、板接ぎ叩き成形焼塩壷 1 点、火消壷蓋 2 点、瓦質火鉢（日下

分類Ⅱ D 類）6 点、鍔付き角火鉢 9 点、同一個体と思われる竈（日下分類Ⅲ A 類）6 点（53）、植

木鉢（50）、その他は甕の体部破片等が大部分である。人形には型合わせ中実の布袋 1 点（68）、成

形不明中実の亀 1 点（69）等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 4 点（57）（58）（59）（60）、軒桟ない

し軒平瓦には中心飾りが半菊紋 2 点（63）（64）・達磨状 4 点（65）・達磨状とその下に半円 2 点（66）、

瓦当紋様がなく不明刻印持つもの 1 点（67）、端部に「米幸」の刻印を持つ桟瓦、「菊□」の刻印を

持つ桟ないし平瓦（61）（62）、丸瓦（56）等がある。キセル吸口には肩がない。

下層からは磁器 22 点、陶器 30 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 40 点、鉄製品 1 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ碗 1 点、陶胎染付碗 1 点等が、陶器には

瀬戸美濃甕鉢類 2 点、堺明石擂鉢 2 点、土瓶 4 点うち蓋 2 点、関西系体部面取りする端反碗 1 点等

が、軟質施釉陶器には植木鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点うち A 群口縁部 2 点で

1 点はしっかり穿孔、他は先細りの穿孔、B 群口縁部 1 点でしっかり穿孔、皿 3 点、羽釜 2 点うち

1 点は上層と接合、土師質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）5 点、佐野甕口縁部 3 点、甕類 10 点等がある。

西洋コバルト製品を初めとして近代以降の遺物もあるが、大部分は近世のものであることから、

本遺構は近世に築造され近代になって埋め戻されたものと考えられる。
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石積み裏込め西からは磁器 16 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 32 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

磁器には鉛ガラスに呉須を入れて絵を書いた薄手小坏 1 点、青磁染付小丸碗 1 点等が、陶器には土

瓶 2 点うち蓋 1 点、植木鉢 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、甕 7 点、

瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点、羽釜 1 点、瓦質焜炉火

鉢 3 点、瓦質炉形土器底部 1 点、瓦質角火鉢 2 点等がある。瓦には八弁の半菊紋を中心飾りとする

軒桟瓦 2 点（2）（3）等がある。

石積み裏込め東からは磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には西洋

コバルトによる手書き染付端反碗 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、関西系

白化粧土で梅紋を描く端反碗 1 点（1）、鉄釉土瓶 1 点、擂鉢 2 点うち堺明石 1 点が、土師質瓦質土

器には内面に青海波紋の当て具痕のある甕 1 点があり SK50 上層と接合、内面にカルシウム分の付

着する甕 1 点、内耳土器 1 点がある。西洋コバルトによる手書き染付端反碗があるので本石積み

は近代初めのものである。

F-3 SK52
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態と規模は南西側をトレンチ等で切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 26㎝以上、底部は長径 39㎝以上、短径 15㎝以

上と推測される。形態は多くが削平を受けているため不明である。深さは 31㎝である。本土坑埋

没後に F 区 SK21 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、

蓋物 1 点等が、陶器には瀬戸美濃の鉄・緑釉流し掛けの内面無釉鉢甕類 1 点、関西系長筒形ちろり

と思われる口縁部 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部 2 点でうち 1 点は

内耳部分があり穿孔するが突き抜けない。瀬戸美濃鉢甕類があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺

構であるが、本土坑より新しい SK21 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、その間の遺構であろう。

F-2 SK53
本土坑は F-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 61㎝の隅丸方形、

底部は長径 61㎝、短径 53㎝の隅丸方形を呈している。深さは 31㎝である。F 区 SV2 を削平してい

ることから SV2 より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器は西洋コバルト型紙摺

り碗等が、陶器には関西系色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点、

瓦質土瓶 1 点等がある。西洋コバルト型紙摺り碗があるので近代の遺構である。

F-3 SK54
本土坑は F-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 105㎝、短径 60㎝の隅丸長方形、

底部は長径 81㎝、短径 50㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明で

あるが、底部に一個の礫を検出している。
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磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には蓋物蓋 1 点

等が、陶器には唐津灰釉皿 2 点、内外面に粗い格子状の当具痕のある唐津壷甕 1 点が、土師質瓦質

土器には皿 9 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK55
本土坑は F-1 区の南西部に位置する。形態及び規模は上端が長径 98㎝、短径 81㎝の隅丸方形、

底部は長径 85㎝、短径 68㎝の隅丸方形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SK56
本土坑は F-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 26㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 50㎝、短径 20㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SK57
本土坑は F-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 30㎝の円形、底部は

長径 26㎝、短径 21㎝の不整形な円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK58　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

遺構として掘りあげたが、土層の一部である可能性が高い。ただし遺物は以下の通り大量に出土

している。磁器 136 点、陶器 191 点、軟質施釉陶器 4 点、土師質瓦質土器 232 点、人形類 7 点、鉄

製品 6 点、瓦、碁石 1 点（12）が出土した。磁器には瀬戸美濃 3 点うち端反碗 1 点・麦藁手 1 点、

広東碗 1 点、小丸碗 1 点、望料碗蓋 1 点、青磁染付上絵筒形碗 1 点（1）、同一個体と思われる梵字

紋小広東碗 4 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、陶胎染付碗 5 点、笹紋紅皿 1 点、糸切り細工成形菊紋の

陽刻水滴 1 点、焼き継ぎ痕のある碗皿類 3 点等が、陶器には関西系行平鍋 4 点、同灯明皿 1 点、同

碗 13 点うち小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 5 点・上絵碗 1 点、同植木鉢 1 点（2）、土瓶 20

点うち蓋 3 点、鉄釉鍋 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 3 点、灰釉練鉢 3 点うち口縁部 1 点は端部の折り返し

が体部に接着し、底部 1 点は高台内を削らず 11 小期の特徴を有する。同一個体と思われる唐津壷

甕 2 点は耳を持ち内面には格子目の当具痕を持つ。F-1SK29、SK30、SK50、SK203 と接合した。

唐津見込み蛇の目釉剥ぎし真っ直ぐに削り出された高台で高台内はより深く削る鉢 1 点、擂鉢 9 点

うち明石 1 点・堺明石 2 点、擂鉢ままごと 1 点、備前灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点等がある。軟質

施釉陶器は灯明具 1 点（3）、ままごと 2 点か。土師質瓦質土器に瓦質土瓶 14 点、内面にカルシウ

ム分の付着する同一個体と思われる灰白色の胎土の甕 26 点、肌色の胎土の甕 7 点でうち 2 点は外

面体部に凸帯が巡り、底部にはススが付着する。皿 33 点（4）（5）、内面に同心円の凹凸が著しい

日下分類Ⅱ Ca 類土師質焜炉 7 点、瓦質角火鉢 3 点、瓦質丸火鉢 5 点、内耳土器 22 点うち A 群口
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縁部 4 点（6）で 1 点はしっかり穿孔・C 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で突き抜けない、羽釜 4

点うち 1 点は凸帯上部に 2 カ所に穿孔するが突き抜けない外耳が付く（7）。土瓶 2 点（8）（9）、内

耳土器または羽釜体部破片 6 点がある。人形には僧（10）、虚無僧、狐（11）、魚等がある。瀬戸美

濃練鉢の特徴から 19 世紀第 3 四半期頃までの遺物が見られる。

F-1 SK59　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北東側と南西側を F 区 KDSV 等によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 180㎝以上、短径 140㎝以上の隅丸方形、

底部は長径 180㎝以上、短径 86㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格

は不明であるが、本土坑内部より並列する石列を 2 列検出した。石列はそれぞれが長さ 150 ～ 160

㎝を測る。本土坑埋没後に F 区 SK36 が作られている。

磁器 30 点、陶器 56 点、土師質瓦質土器 32 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には朝顔形碗

蓋 1 点、菊花紋半球碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの碗 1 点、へら彫りの青磁鉢、口縁端部が開く鶴

首瓶等が、陶器には備前瓶 4 点、同灯明受皿 2 点、同灯明皿 1 点、関西系碗 8 点うち色絵 3 点・小

杉碗 3 点・鉄絵染付 1 点、外面底部に「ハマ」の墨書のある関西系植木鉢 1 点（1）、唐津刷毛目鉢

2 点、同刷毛目皿 2 点、同内野山銅緑釉皿 2 点、土瓶 4 点うち蓋 1 点、行平鍋蓋？ 1 点、擂鉢 4 点

うち扇形に「上長」の刻印を有する堺 1 点（2）等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅱ

Ca 類）3 点、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 2 点、内面にカルシウム分付着する甕 8 点、皿 1 点等

がある。行平鍋蓋と思われるものがあるので 19 世紀代の遺構の可能性があるが、広東碗等が見ら

れず明確でない。

F-1 SK60　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-1 区の東側に位置する。規模は東側を調査区畔としたため不明な部分があるが、現状

では上端が長径 275㎝以上、短径 90㎝以上、底部は長径 115㎝以上、短径 43㎝以上と推測される。

形態は推測不明である。深さは 46㎝である。本土坑床面より F 区 P44・P45 を検出した。遺構の

性格は不明である。

磁器 30 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 19 点、人形 1 点、火打ち石 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出

土した。磁器には笹絵徳利 1 点、広東碗 1 点、小丸碗 1 点等が、陶器には土瓶 3 点等が、土師質瓦

質土器には甕口縁部 1 点、皿 3 点、内耳土器 4 点等がある。人形は型合わせ・中実の馬（1）で、

火打ち石は緑色チャート製である。鉄製品には和釘 1 点等がある。笹絵徳利があるので 19 世紀第

2 四半期以降の遺構であろう。

F-2 SK61
本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝、短径 42㎝以上の不整形な円形、底部は長径 38㎝、

短径 29㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。
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陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦転用品 1 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土

器 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK62　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 143㎝、短径 122㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 96㎝、短径 66㎝の楕円形を呈している。深さは 39㎝である。本土坑は F 区

SK63・SK64 を削平しているため、両遺構より新しい。遺構の性格は不明であるが、埋土は炭化物

を多く含んだ黒褐色で底部より二個の礫を検出している。

磁器 40 点、陶器 53 点、軟質施釉陶器 9 点、土師質瓦質土器 57 点、人形 1 点、鉄製品 23 点、青

銅製針金 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点うち器高の低い瀬戸美濃 1 点、瀬戸美濃陶器染

付蛇の目凹型高台皿 1 点（1）、端反の薄手小坏 2 点、色絵小坏高台 1 点、広東碗 1 点等が、陶器に

は土瓶 12 点、関西系灯明受皿 1 点、同灯明皿 1 点、同碗 4 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、

同行平鍋 2 点うち蓋 1 点、唐津刷毛目鉢 2 点、同皿 1 点、備前灯明皿 4 点等が、土師質瓦質土器に

は皿 15 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、瓦質焜炉 2 点、外耳の付く羽釜 1 点、ままごと 2

点あり 1 点は植木鉢、坩堝 1 点（2）等がある。鉄製品には和釘 9 点等がある。器高の低い瀬戸美

濃端反碗があるので 19 世紀第 3 四半期の遺構である。

F-3 SK63
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK62 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝、短径 31㎝以上の不整形な円形、底部は長径 24㎝、

短径 19㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は SK62 によって削平を

受けているため、SK62 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、朝顔形碗 1 点、

高台内をほとんど削らず無釉で坏部はほぼ垂直に立ち上がる仏飯器 1 点等がある。小丸碗等がある

ので 18 世紀後半以降の遺構である。

F-3 SK64　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 164㎝、短径 141㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 141㎝、短径 124㎝の隅丸方形と推測される。深さは 51㎝である。本土坑は

F 区 SK62 によって削平を受けているため SK62 に先行する。磁器 103 点、陶器 99 点、軟質施釉

陶器 16 点、土師質瓦質土器 76 点、人形類 6 点、鉄製品 12 点、ガラス簪 1 点、青銅製品 1 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗 1 点、焼き継ぎ痕のある漳州窯碗 1 点、広東碗 3 点うち蓋 2 点、小広

東碗 1 点、色絵小碗 1 点（1）、小丸碗 5 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、瓶 8 点うち口縁端部開く器高

6㎝ほどの小型のもの 3 点（2）、笹絵徳利 1 点、筒形碗 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点、

同高い皿 1 点、くらわんか手鉢 1 点等が、陶器には土瓶 20 点うち蓋 4 点うち鉄釉落とし蓋 1 点（3）・

鉄砲口 1 点、鉄釉鍋 2 点、関西系同一個体と思われる片口？ 10 点、同小杉碗 2 点、同細かい貫入
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の入る端反碗 2 点、同口縁部に緑釉掛け流す端反碗 1 点、瀬戸美濃うのふ釉掛け流す手水鉢 1 点、

擂鉢 6 点うち堺明石 1 点、備前 1 点、焼き締め植木鉢 1 点（4）、萩藁灰釉碗 1 点等が、軟質施釉陶

器は橙褐色の胎土の同一個体と思われる鍋類 14 点、人形 1 点等である。土師質瓦質土器には皿 28

点（6）（7）うち底部に穿孔するもの 1 点（5）、焼塩壷 2 点、内耳土器 10 点うち A 群口縁部 3 点、

瓦質焜炉火鉢 9 点、瓦質口縁部 L 字形製品 3 点、練り込み手灰落とし 1 点等がある。鉄製品には

和釘 1 点等がある。端反碗があるが深小丸碗等がないので 19 世紀第 1 四半期の遺構であろう。

F-1 SK201
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 154㎝、短径 100㎝の隅丸長方形、

底部は長径 140㎝、短径 78㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。本土坑は F 区

SK226・SK227・SK255・SK260・SK267 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SK255・SK267・SK260 → SK226・SK227 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 32 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 25 点、キセル吸口 1 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。陶器には土瓶 3 点、京木瓜形香炉火入れ 2 点、関西系碗 3 点うち小杉碗 1 点・細か

い貫入の入る碗 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、瀬戸美濃手水鉢 1 点、堺明石擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土

器には皿 7 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、羽釜 1 点等がある。瀬戸美濃手水鉢があるの

で 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。

F-1 SK202　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 84㎝、短径 43㎝の長方形、底部

は長径 75㎝、短径 29㎝の長方形を呈している。深さは 10㎝である。本土坑は SK216・SK228 と重

複している。構築順に整理すると（古） SK216・SK228 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明

である。

磁器 10 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1

点等が、陶器には土瓶 2 点うち鉄釉蓋 1 点（2）、関西系段重 2 点（1）、同蓋物（東大 TD-13-d か）

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK203　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 117㎝、短径 81㎝の楕円形、底

部は長径 103㎝、短径 75㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。

磁器 117 点、陶器 182 点、軟質施釉陶器 8 点、土師質瓦質土器 177 点、鉄製品 7 点、キセル 1 点

が出土した。磁器には同一個体と思われる瀬戸美濃端反碗 2 点、端反薄手小坏 1 点（F-1SK29 と接

合）、広東碗 7 点等が、陶器には行平鍋 2 点、土瓶 29 点、関西系碗 46 点うち細かい貫入の入る端

反碗 2 点・小杉碗 1 点・色絵碗 4 点、丹波 3 点うち 18 世紀末以降の瓶 1 点（1）、唐津壷甕で内面

には格子目の当具痕を持つもの 1 点（F-1SK29、SK30、SK50、SK58 と接合）等が、軟質施釉陶器

には橙褐色の胎土の土瓶 4 点等が、土師質瓦質土器には皿 20 点（2）、内耳土器 A 群口縁部 12 点
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うち内耳部分 2 点で 1 点はしっかり穿孔、1 点は先細りになる。C 群口縁部 1 点、羽釜凸帯 2 点、

内耳土器 ないし羽釜の体部破片 30 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）7 点（3）、甕口縁部 5 点

うち内抱えになり外へ凸出するもの 2 点・佐野 3 点、瓦質土瓶・火鉢類 5 点、その他には甕・焜炉

類の体部破片が多い。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。端反碗、焼き継ぎ痕の

ある磁器もあるが、型皿・蛇の目凹型高台の高台高高い皿等はなく 19 世紀第 1 四半期頃の遺構と

思われる。

F-2 SK204
本土坑は F-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 48㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 34㎝、

短径 31㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 32㎝である。本土坑は F 区 SV203・SV207 と重

複しているが、本土坑は両遺構埋没後に作られたものである。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。陶器には唐津刷毛目皿 2 点等が、土師質

瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に先行する F 区

SV207 が 1770 年以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

（F-1 SK205 ＝ SK211）

F-1 SK206
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 34㎝、短径 17㎝の隅丸方形、底

部は長径 25㎝、短径 14㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 3㎝である。本土坑は F 区 SK228 と

重複しているが、SK228 は本土坑床面直下から検出された。遺構の性格は不明である。染付 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK207
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 56㎝の不整形な円形、

底部は長径 49㎝、短径 39㎝の不整形な円形を呈している。深さは 4㎝である。本土坑は F 区

SK214・SK2014 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点

等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK208
本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 56㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 41㎝の不整形な円形を呈している。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には

皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。
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F-1 SK209
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 26㎝の不整形な長

楕円形、底部は長径 49㎝、短径 21㎝の不整形な長楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。

内耳土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK210
本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 43㎝以上、短径 29㎝以上の不整形な長方形、底部は長径

36㎝以上、短径 23㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。本土坑は F 区 SK211 と隣接している。

SK211 との前後関係は不明である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は

不明である。

F-1 SK211 ＝ SK205 ＝ SK322
本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 25㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な円形、底部は長径 14

㎝以上、短径 10㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 28㎝である。本土坑は F 区 SK210 と

隣接している。SK210 との前後関係は不明である。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 15 点が出土した。磁器には小丸碗 1 点等が、陶器には

鉄釉鍋 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点うち A・C 群口縁部各 1 点、皿 2 点等がある。

鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-2 SK（211）　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-2 区の北西側に位置している。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 68㎝の不整形

な円形、底部は長径 61㎝、短径 57㎝の不整形な円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性

格は不明である。

磁器 26 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 26 点、人形 2 点、瓦、ガラス 1 点、鉄製品 4 点が出土

した。磁器には簡略化された雨龍紋小広東碗 1 点（1）、半球碗 2 点うち色絵 1 点（2）、小丸碗 3 点、

筒形碗 1 点、見込み環状松竹梅紋の鉢 1 点（3）、段重 2 点、猪口 2 点等が、陶器には瀬戸美濃腰錆

碗 1 点、関西系色絵碗 1 点、鉄釉土瓶 1 点、備前灯明皿 1 点、同灰落とし 1 点、擂鉢 4 点等が、土

師質瓦質土器には内耳土器 15 点うち A 群口縁部 5 点・C 群口縁部 3 点、甕 3 点等がある。人形に

は坊主頭で正座した人物像 1 点（4）がある。瓦には沢潟紋の鬼瓦 1 点がある。ガラスは混入と判

断した。小広東碗、明石の可能性がある檑鉢があり、18 世紀第 3 四半期から 19 世紀初め頃の遺構

である可能性が高い。

F-2 SK212　 遺物実測図  陶磁器観察表
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本土坑は F-1 区と F-2 区の境に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK12 に、東側をトレンチ

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 200㎝以上、短径 107㎝以上

の不整形な方形、底部は長径 170㎝、短径 95㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 21㎝で

ある。本土坑は F 区 SK217 埋没後に作られている。構築順は（古）SK217 → SK212 → SK12（新）

になる。遺構の性格は不明である。

磁器 115 点、陶器 100 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 135 点、人形 6 点、石製品 3 点、

鉄製品 7 点、瓦が出土した。磁器は端反碗 3 点、広東碗 10 点うち 9 点は同一個体と思われる。望

料碗蓋 1 点、朝顔形碗 1 点、青磁染付丸形碗 2 点、菊花散らし紋半球碗 1 点、陶胎染付碗 2 点・香

炉火入れ 2 点、見込み蛇の目釉剥ぎし釉剥ぎ部に色絵装飾する碗（1）等が、陶器には土瓶 12 点、

鉄釉鍋 1 点、関西系碗 22 点うち小杉碗 1 点・色絵碗 4 点、唐津刷毛目碗・皿等 12 点、瀬戸美濃灰

釉植木鉢 1 点、同腰錆碗 2 点、擂鉢 5 点等が、軟質施釉陶器はままごと皿 1 点、天神人形 1 点（2）、

灯明皿 1 点（3）等が、土師質瓦質土器には皿 41 点、内耳土器 A 群口縁部 7 点・C 群口縁部 1 点、

羽釜 1 点、いずれかの体部破片 10 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 3 点等がある。石製品

には碁石 1 点（4）、砥石 1 点、チャート製火打ち石 1 点がある。

端反碗はあるが深小丸碗等がなく、19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

F-1 SK213
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 47㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 36㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は F

区 SK246・SK279 と重複しているが、両遺構埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器には関西系細かい

貫入の入る端反碗 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。本遺構に先行する

SK246 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した遺構であるから、それと同時期ないしそれ以後の遺構であ

ろう。

F-1 SK214
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 136㎝、短径 25㎝の不整形な楕円

形、底部は長径 112㎝、短径 16㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は

F 区 SK207 床面直下より検出した。遺構の性格は不明である。染付 2 点のみが出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

F-1 SK215
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 131㎝、短径 55㎝の不整形な長方

形、底部は長径 111㎝、短径 44㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 26㎝である。本土坑は

F 区 SV202 と切りあい関係にあるが、新旧関係は不明である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器には筒形碗 1 点が、陶器には鉄釉鍋
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1 点、唐津刷毛目蓋物蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち C 群口縁部 1 点等がある。

鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK216
本土坑は F-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 158㎝、短径 32㎝の楕円形を呈し、

底部は現状で、長径 133㎝、短径 18㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は

SK227 を切っており、SK202・SV201 と重複している。構築順としては（古） SK227 →本土坑→

SK202・SV201 （新）と考えられる。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 11 点、石製品 1 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には同

一個体と思われる端反碗 3 点等が、陶器には関西系平碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点等が、土師質瓦

質土器には皿 6 点、内耳土器 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

F-1 SK217
本土坑は F-1 区の南西側に位置している。形態及び規模は北側を F 区 KDSV1 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 207㎝以上、短径 60㎝以上の不整形な長方形、

底部は長径 196㎝、短径 52㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は

F 区 SK212 に削平を受けていることから SK212 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、人形 2 点、ままごと 2 点、鉄製品 2 点が出土した。

磁器には見込み五弁花内面口縁部四方襷紋の碗 1 点、鶴首瓶 1 点等が、陶器には瀬戸美濃の灰釉に

鉄釉流し掛ける甕・鉢類 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、甕 5 点がある。人形はいずれも型

合わせ中実、底部より三角錐の孔のある女性像である。瀬戸美濃甕・鉢類があるので 18 世紀第 4

四半期以降の遺構であろう。

F-1 SK218　 遺物実測図

本土坑は F-1 区の南西側に位置している。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 38㎝以上の不整形な円形、底部は長径

42㎝、短径 41㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は F 区 SK285 埋没

後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、元豊通寳 1 点（1）、瓦が出土した。磁器には陶胎染

付碗 1 点等が、陶器には備前壷 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点がある。遺物が少ないため時

期は不明である。

F-2 SK219　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 83㎝、短径 52㎝の不整

形な長方形、底部は長径 65㎝、短径 26㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 34㎝である。本

土坑は F 区 SK261 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土は焼土を多く含んで
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いた。

上層からは磁器 16 点、陶器 20 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 43 点、瓦転用品 1 点、

鉄製品 8 点、瓦が出土した。磁器には熨斗状つまみの蓋物蓋 1 点等が、陶器には土瓶 1 点、関西系

碗 4 点うち色絵 1 点・鉄絵染付 1 点、備前瓶 1 点、同灯明皿 1 点、唐津砂目皿 1 点、青海波紋の当

て具痕のある唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 14 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点・

C 群口縁部 1 点、焼塩壷蓋 1 点（1）等がある。下層からは土師質皿 2 点、鉄製品 2 点のみが出土

した。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-2 SK220
本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 43㎝の不整形な円形、

底部は長径 51㎝、短径 31㎝の不整形な円形を呈している。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SK221
本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 38㎝の楕円形、底部

は長径 30㎝、短径 24㎝の楕円形を呈している。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明である。青

花碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

 

F-2 SK222
本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 29㎝以上の楕円形、底部は長径 38㎝以上、

短径 17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK223
本土坑は F-2 区の北西側に位置している。形態及び規模は上端が長径 106㎝、短径 84㎝の不整形

な長方形、底部は長径 82㎝、短径 50㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 62㎝である。遺構

の性格は不明であるが、本遺構の埋土は焼土と炭を多く含んでいた。陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、

鉄製品 1 点のみが出土した。陶器には備前瓶 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK224
本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝、短径 45㎝の楕円形、底部は長径 35㎝、短径 30㎝の

楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

内耳土器 1 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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F-1 SK225　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 165㎝、短径 116㎝の不整形な円

形を呈し、底部は長径 100㎝、短径 85㎝の不整形な円形を呈している。深さは 50㎝である。本土

坑は F 区 SK2008 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、本遺構の埋土は炭を多く含

んでいる。

磁器 58 点、陶器 76 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 68 点、人形 6 点、砥石 1 点、鉄製

品 2 点、瓦が出土した。磁器には半球碗 7 点うち同一個体と思われる菊紋 6 点、小丸碗 1 点、同一

個体と思われる青磁染付朝顔形碗 6 点、陶胎染付碗 3 点・同香炉火入れ 2 点、くらわんか手見込み

蛇の目釉剥ぎ丸形碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、白磁猪口 1 点等が、陶器には土瓶 8 点うち

同一個体と思われる S 字形注口の鉄絵土瓶 3 点（1）、関西系碗 13 点うち鉄絵染付 4 点・高台内に「う」

の墨書のあるもの 1 点・色絵碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 2 点、瀬戸美濃灰釉で高台無釉の甕

鉢類 1 点、同腰錆碗 2 点、同外面八卦紋陽刻の碗 1 点、唐津刷毛目皿・鉢 4 点うち見込み蛇の目釉

剥ぎ 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 34 点うち A 群 15 点うち口縁部 3 点・C 群 19 点うち

口縁部 8 点で 2 点は内耳部分で 1 点は穿孔は先細り 1 点は突き抜けない（2）。皿 11 点がある。人

形は松の箱庭 1 点（3）、猿の頭部のみ 1 点等がある。広東碗を含まないが瀬戸美濃の甕鉢類があり

18 世紀第 4 四半期頃の遺構と思われる。

F-1 SK226
本土坑は F-1 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK201 に、東側を F 区 KDSV3

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 82㎝以上、短径 40㎝以上の

不整形な方形、底部は長径 52㎝以上、短径 23㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 14㎝で

ある。本土坑は SK201 によって削平を受け、SK267 と重複している。構築順に整理すると（古） 

SK267 →本土坑→ SK201 （新）と考えられる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないた

め時期は明確でないが、本遺構に先行する SK267 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期

ないしそれ以後の遺構であろう。

F-1 SK227
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK201 に、南側を F 区 SK216

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 143㎝以上、短径 125㎝以上

の L 字状方形、底部は長径 132㎝以上、短径 111㎝以上の L 字状方形と推測される。深さは 11㎝で

ある。本土坑は F 区 SV201・SK201・SK216 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本

土坑→ SK216 → SK201・SV201 （新）となる。遺構の性格は不明である。

関西系陶器碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK228
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 151㎝、短径 41㎝の不整
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形な溝状、底部は長径 125㎝、短径 6㎝の不整形な溝状を呈している。深さは 12㎝である。本土坑

は F 区 SV202・SK206 と重複している。新旧関係は（古） 本土坑→ SV202・SK206 （新）となる。

遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。陶器には京木瓜形碗 1 点、関西系色絵碗

1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、備前壷 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構

より新しい F 区 SV202 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺

構であろう。

F-2 SK229
本土坑は F-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 42㎝、短径 36㎝の不整形な円形、

底部は長径 29㎝、短径 24㎝の不整形な円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明

である。擂鉢 1 点、土瓶 1 点、土師質甕 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

F 区 SK230
本土坑は E-1 区の南西側に位置する。E 区に存在するが調査時誤って F 区で遺構番号を取った。

形態及び規模は東側に調査区畔が存在するため不明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝以

上、短径 24㎝以上の楕円形、底部は長径 25㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは

58㎝である。遺構の性格は不明である。

F-2 SK（230）
本土坑は F-2 区の北側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK50 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 62㎝の隅丸長方形、底部は長径 49㎝以上、

短径 45㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 58㎝である。本土坑は F 区 SK232 を削平しているた

め SK232 より新しい。遺構の性格は不明である。

陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には擂鉢 1 点、内面に粗い格子目

の当具痕のある唐津壷甕 1 点、内面に赤泥を塗る備前壷甕 1 点が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉火

鉢 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK231　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 149㎝、短径 135㎝の不整形な

円形、底部は長径 107㎝、短径 100㎝の不整形な円形を呈している。深さは 34㎝である。本土坑は

F 区 P207 と重複しているが、本土坑埋没後に P207 が作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 42 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 50 点、人形類 3 点、鉄製品 32 点、瓦が出土した。磁器

には小広東碗 2 点、小丸碗 2 点、高台脇が 2 段になる朝顔形碗 1 点、筒形碗 2 点、半球碗 1 点、口

縁端部が T 字形になる碗 1 点（SK231-2 に同一個体と思われるものがある）等が、陶器には土瓶
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蓋 1 点、関西系碗 2 点うち鉄絵染付小杉碗 1 点、同香炉火入れ 1 点、唐津刷毛目香炉火入れ 1 点、

同皿 2 点、同呉器手碗 1 点、同灰釉皿 3 点うち溝縁皿 2 点、同内野山北窯皿 1 点、備前灯明皿 1 点

等が、土師質瓦質土器には内耳土器 11 点うち A 群口縁部 3 点、皿 14 点、土師質焜炉口縁部（日

下分類Ⅱ C 類）3 点、佐野甕口縁部 3 点、その体部と思われる破片 15 点等がある。口縁部 3 点は

SK231-2 と接合した。人形類のうち 2 点はままごと竈であろう。

SK231 の底部は 2 つに分かれていたため一部を SK231-2 として遺物を取り上げた。SK231-2 から

は磁器 16 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 35 点、鉄製品 3 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁

器には高台脇が 2 段になる朝顔形碗 1 点、望料碗蓋 1 点、八卦紋と稲藁紋の広東碗？ 2 点、口縁端

部が T 字形になる碗 3 点（F 区 SK231 に同一個体と思われるものがある）、陶器には鉄釉土瓶 4 点

うち蓋 1 点、鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 13 点うち A 群口縁部 3 点・

C 群口縁部 2 点、サナ 1 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点（1）、佐野甕口縁部 3 点はいずれ

も SK231 と接合した。鉄製品には和釘 1 点等がある。

SK231-2 には広東碗と思われる碗があるので 1780 年以降の遺構である。

F-2 SK232
本土坑は F-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 39㎝以上、短径 28㎝

以上の楕円形、底部は長径 65㎝以上、短径 58㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。

本土坑は F 区 SK230 により削平を受けていることから SK230 に先行する。遺構の性格は不明であ

る。

唐津刷毛目皿 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK233
本土坑は F-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 111㎝以上、短径 63㎝の不整形な長方形、底部は長径

95㎝以上、短径 32㎝の長楕円形と推測される。深さは 11㎝である。本土坑床面より F 区 SK247 を

検出した。切り合い関係より本遺構が新しい。遺構の性格は不明である。

染付碗 1 点、京焼風陶器碗 1 点、土師質皿 1 点、内耳土器 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK236　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 51㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 25㎝、

短径 17㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 4 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、青銅灰匙 1 点（1）が出土した。陶器には唐津京焼風陶器

皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。
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（F-1 SK237 ＝ SK293）

F-1 SK238
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は中央をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 90㎝、短径 67㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 56㎝、短径 33㎝の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑床面直下より F 区 P246 を

検出した。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 15 点、人形 1 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には型打

ち成形で菊花状になる色絵口紅ミニチュア鉢 1 点等が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 2 点、鉄釉鍋 1 点

等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、板作り焼塩壷 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK239
本土坑は F-1 区の北側に位置している。形態及び規模は北側、西側をトレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 32㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 29㎝以上、短径 14㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は

SK267・SK299 と重複しているが、両遺構埋没後に作られている。遺物が出土していないため時期

は明確でないが、本遺構に先行する SK299 が 18 世紀第 3 四半期の遺構なので、それと同時期ない

しそれ以降であろう。

F-1 SK240　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本遺構は F-1 区の東側に位置する井戸である。形態及び規模は東側が調査区畔となることから不

明な部分があるが現状では上端が長径 147㎝、短径 124㎝の不整形な円形、底部は長径 93㎝、短径

74㎝の不整形と推測される。深さは 132㎝以上である。本遺構内から木製の井戸枠が検出された。

井戸枠の径は約 58㎝である。本遺構は F 区 SK294・SK296・SK286 を削平していることからこれ

らの遺構より新しい。

磁器 49 点、陶器 70 点、土師質瓦質土器 79 点、人形 2 点、石製品 1 点、青銅製品 3 点、鉄製品

35 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、青磁染付丸形碗 2 点、陶胎染付碗 2 点・香炉火入れ 1

点等が、陶器には関西系土瓶 4 点うち蓋 1 点、同碗 11 点うち小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反

碗 2 点・色絵碗 1 点、同蓋物 2 点、関西系同一個体と思われる水滴 4 点（東大 TD-19）（1）、鉄釉

鍋 2 点、羽釜土瓶 3 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、同腰錆碗 1 点、萩藁灰釉碗 2 点、唐津呉器手碗 1 点、

同内野山銅緑釉皿 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 19 点、内耳土器 C 群口縁部 5 点、羽釜 2 点、

内耳土器 または羽釜の体部破片 17 点、瓦質角火鉢 2 点等がある。鉄製品は大部分が和釘と思われ

るが錆がひどく明確でない。青銅製品にはキセル吸口 1 点、飾り金具 1 点等がある。

掘り方からは磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には備前擂鉢 1 点、

同袋物 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 1 点がある。
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築造時期は明確でないが、埋土には広東碗を含み端反碗がないことから 1780 年以降に使用され

1810 年までに廃絶している。

F-2 SK241　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

F 区 SK24 の下層の可能性がある。磁器 17 点、陶器 10 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器

28 点、人形 1 点、ままごと 3 点、瓦が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、猪口 2 点、

碗 7 点うち梵字紋小広東碗 1 点、青磁染付 1 点、内面口縁部に四方襷紋 1 点等が、陶器には瀬戸美

濃？灰釉壷蓋 1 点（1）、土瓶蓋 1 点等が、軟質施釉陶器には灯明具 1 点（2）、京木の葉形皿 1 点等

が、土師質瓦質土器には皿 9 点（3）、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 3 点、土師質焜炉（日下分類

Ⅱ Ca 類）口縁部 1 点、甕 9 点、練り込み手灰落とし 1 点、サナ 1 点等がある。人形は型合わせ中

空の亀（4）、ままごとはすべて竈である。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。

F-2 SK243
本土坑は F-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 37㎝、短径 31㎝の不整形な円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質皿 6 点が出土した。磁器には染付碗 2 点等が、陶器には唐津

灰釉皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK244
本土坑は F-2 区の北東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は北側をトレンチによって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は

長径 35㎝以上、短径 25㎝の楕円形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 2 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器に

は高台脇に平らな部分を作る唐津鉄釉碗 1 点（天目碗の可能性も）、外面体部八卦紋の瀬戸美濃？

碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿・内耳土器各 1 点、内面にカルシウム分の付着する甕 2 点がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK246 ＝ SK279
本土坑は F-1 区の北西側に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 80㎝、短径 69㎝の

円形、底部は長径 53㎝、短径 50㎝の円形を呈している。深さは 119㎝以上である。本遺構は F 区

SK213 と重複しているが、本土坑が先行する。

磁器 96 点、陶器 120 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 123 点、人形 2 点、鉄製品 6 点、

青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点・蓋 1 点、広東碗 7 点うち蓋

2 点、朝顔形碗 7 点うち青磁染付 6 点、口縁部が開く青磁仏花瓶や蛸唐草鶴首瓶等の瓶類 16 点、

蓋物 3 点うち蓋 2 点、青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には擂鉢 13 点うち堺明石 4 点、関西系碗 19

点うち小杉碗 3 点・細かい貫入の入る端反碗 12 点、同蓋物 2 点、同徳利 1 点、土瓶 27 点、備前灰
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落とし 2 点、同瓶 1 点、同壷 1 点、同灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同蓋 1 点、口縁端部が T 字

形になり外面肩部から鉄釉を流し掛ける丹波甕 5 点、瀬戸美濃水甕 1 点、萩藁灰釉碗 1 点等が、軟

質施釉陶器には源内焼と思われるものがある。土師質瓦質土器には土師質焜炉 8 点、内抱えになり

口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 4 点、凸帯の巡る甕 2 点、内面にカルシウム分の付着する甕

13 点、内耳土器 24 点うち A 群口縁部 6 点うち 1 点は内耳部があり穿孔するが突き抜けない。瓦

質角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）4 点、瓦質丸火鉢（日下分類Ⅰ B 類）口縁部 1 点、瓦質羽釜 1 点、

皿 7 点、その他は土師質甕焜炉類破片が多い。人形は型合わせ・中実・底部から円錐形の孔のある

天神 1 点、馬 1 点である。鉄製品には和釘 2 点等がある。

掘り方からは瓦のみが出土した。

F-1 SK279 は本井戸の一部で磁器 4 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。土師質

瓦質土器には内耳土器 4 点のうち A 群口縁部 1 点、羽釜 1 点、皿 1 点がある。

築造年代は明確でないが、埋土に端反碗はあるが深小丸碗等はないので、本井戸は 19 世紀第 1

四半期に廃絶している。

F-2 SK247　 遺物実測図

本土坑は F-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 45㎝の楕円形、底

部は長径 35㎝、短径 34㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は F 区 SK233 床面よ

り検出されたことより SK233 に先行する。遺構の性格は不明である。

鉄製品 1 点、丸瓦 1 点、平瓦 1 点のみが出土した。丸瓦はコビキ A（1）である。遺物が少ない

ため時期は不明である。

F-2 SK248　 遺物実測図

本土坑は F-2 区の南東部に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 29㎝の隅丸長方形、

底部は長径 34㎝、短径 21㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 11㎝である。本土坑は SV208 を

削平していることから SV208 より新しい。遺構の性格は不明である。

寛永通寶 1 期 1 点（1）が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK249
本土坑は F-2 区の南東部に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 46㎝の隅丸方形、

底部は長径 35㎝、短径 30㎝の隅丸方形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SK250
本土坑は F-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 67㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 67㎝、短径 55㎝の不整形な円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点、銭貨 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉端反



― 255 ―

碗 1 点、同京焼風陶器 3 点、備前瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 4 点がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK251
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。規模は西側を F 区 SK50 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 68㎝以上、短径 60㎝以上、底部は長径 61㎝以上、短径 60㎝以

上と推測される。深さは 32㎝である。形態は不明である。F 区 P210 は本土坑埋没後に、F 区

P244 は本土坑床面より検出された。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 3 点、鉄滓？ 2 点、瓦が出土した。磁器

には青磁香炉火入れ 2 点、陶胎染付碗 1 点、梅樹紋碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉香炉火入れ 1 点、

同三島手碗 1 点、同灰釉砂胎土目大皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁

部 1 点、皿 10 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK（251）
本土坑は F-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 36㎝の楕円形、底

部は長径 30㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK252
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 61㎝の楕円形、底

部は長径 45㎝、短径 41㎝の楕円形を呈している。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK253　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を F 区 KDSV1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 105㎝以上、短径 40㎝以上の円形、底部は長径 103㎝、

短径 30㎝の円形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑は F 区 P254・SK271・SK2004 と重複

すると考えられるが、本土坑はこれらの埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 10 点、人形 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器に

は広東碗蓋 1 点、陶胎染付碗 2 点等が、陶器には同一個体と思われる外面体部下半にトビガンナを

施し他は鉄釉の関西系筒形碗 3 点（1）、同鉄絵染付半球碗 1 点（2）、唐津刷毛目碗 1 点、同皿 4 点、

岸岳系唐津碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、瓦質袋物 1 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁

部 2 点でいずれもしっかり穿孔する。鉄製品には和釘 3 点等がある。広東碗蓋があるので 1780 年

以降の遺構である。

F-1 SK254
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本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は北側をトレンチに、西側を F 区 SK50

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 40㎝以上の

不整形な方形、底部は長径 46㎝以上、短径 32㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 10㎝で

ある。本土坑は F 区 SK274・SK2006・SK270 と重複しているが、構築順に整理すると（古） 

SK2006 → SK270・SK274 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、本遺構の埋土には

炭が大量に含まれていた。

本遺構からは陶器 4 点のみが出土した。萩藁灰釉製品 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確

でないが、本遺構に先行する SK2006 が 18 世紀前半以前に築造されたものであるから、それと同

時期ないしそれ以後の遺構であろう。

F-1 SK255　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 76㎝、短径 55㎝の隅丸長方形、

底部は長径 140㎝、短径 78㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 50㎝である。本土坑は SK201 と

重複しているが、本土坑は SK201 床面直下から検出されている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。

磁器には高台内滑らかな湾曲の削りで焼成不良の皿 1 点、青海波紋の当て具痕のある唐津壷甕底部

1 点等が、軟質施釉陶器はすべて平面四角形を呈すると思われる京向付で最低 2 個体ある（1）。被

熱のためか釉が飛ぶ。土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点がある。鉄製品には

和釘 2 点等がある。瓦には中心飾り上に開く三葉で中央の葉のみ二重線となり、瓦当上縁面取りす

る軒平瓦（2）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK256
本土坑は E-2 区の南西側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は東側を調査区畔が存在する

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝前後、短径 53㎝以上の楕円形、底部は長径 48㎝、

短径 47㎝以上の楕円形と推測される。深さは 31㎝である。

磁器 2 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 42 点、鉄製品 4 点、瓦転用品 1 点、

瓦が出土した。陶器には鉄釉鍋 1 点等が、軟質施釉陶器は源内か、土師質瓦質土器には皿 3 点、甕

35 点うち佐野甕口縁部 4 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、他はいずれかの体部破片

であろう。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK257
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 107㎝以上、短径 40㎝以上の不整形な長方形、底部は長径

96㎝以上、短径 26㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明

である。

内耳土器 A 群口縁部 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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F-1 SK258
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 30㎝、底部は長径

18㎝、短径 16㎝を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、土師質 1 点、鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK259
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 43㎝の不整形な円形、

底部は長径 34㎝、短径 31㎝の不整形な円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明

である。

同一個体と思われる福岡鉄釉壷甕 2 点、土師質皿 1 点が出土した。福岡鉄釉壷甕は F-1SK260、

F-1SK2011 と接合した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK260
本土坑は F-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 78㎝、短径 68㎝の不整形な方形、

底部は長径 56㎝、短径 50㎝の不整形な円形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は F 区

SK201 と重複しているが、本土坑は SK201 床面直下から検出されている。本土坑内から P220 が検

出されている。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質皿 6 点、碁石 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器は筒形碗か蓋

物と思われる。陶器は唐津灰釉皿 3 点でうち 1 点は溝縁皿、福岡鉄釉壷甕 1 点で F-1SK259、

F-1SK2011 と接合した。鉄製品には和釘 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK261　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-2 区の中央に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK219 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 35㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 33㎝、短径 17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は F 区 SK219 によっ

て削平を受けており、SK219 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 60 点、陶器 71 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 20 点、鉄製品 4 点、人形類 2 点が

出土した。磁器には碗 32 点うち大振りな小丸碗（東大 JB-1-h）5 点（1）・半球碗 7 点・雑なつく

りの碗 2 点・望料碗 2 点・陶胎染付碗 1 点、蛇の目釉剥ぎ高台無釉皿 1 点等が、陶器には関西系碗

20 点うち鉄絵染付 3 点（2）うち 1 点は D-2SK46 と接合（3）・色絵 2 点、唐津刷毛目鉢 10 点、土

瓶 10 点うち関西系 4 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、同手水鉢 1 点、同半胴甕 1 点、丹波甕 1 点等が、

軟質施釉陶器は魚の人形か。土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 4 点、板

作り焼塩壷 1 点等がある。人形には型合わせ中実底部に円錐形の孔のある半跏の人物像（4）がある。

陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。朝顔形碗やいわゆる小丸碗はないが、望料碗

があるので 18 世紀中頃の遺構であろう。
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F-1 SK262
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 36㎝のゆがんだ楕

円形、底部は長径 25㎝、短径 15㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性

格は不明である。

土師質皿 1 点、和釘 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK263　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を F 区 SK279 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 90㎝以上、短径 29㎝の不整形な楕円形、底部は長

径 80㎝以上、短径 19㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は F 区

SK279・SK280 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK280 →本土坑→ SK279 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、寛永通寶 3 期 1 点が出土した。

陶器には萩碗 1 点、土瓶 1 点、唐津京焼風陶器碗 1 点、蓋 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には皿

1 点、内耳土器 1 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK264
本土坑は F-1 区の南東部に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 55㎝の不整形な方形、

底部は長径 51㎝、短径 41㎝の不整形な方形を呈している。深さは 5㎝である。本土坑は F 区

SK2005 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、陶器 2 点、土師質 2 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確で

ないが、本遺構に先行する F 区 SK2005 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、それと同時期で

あろう。

F-1 SK265
本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 KDSV2 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 50㎝の不整形な方形、底部は長径

50㎝以上、短径 46㎝の不整形な方形と推測される。深さは 7㎝である。本土坑は F 区 SK2006・

SK2011・SK296 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK2011 → SK2006 → SK296 →

本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 C 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。青磁染付朝顔形碗があ

るので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK266
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本土坑は F-1 区の南西部に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 53㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 38㎝の不整形な円形を呈している。深さは 26㎝である。本土坑は F 区

SV202 の床面直下から検出した。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 19 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。

磁器には小丸碗 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、同小杉碗 2 点、備前壷 1

点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 2 点、皿 3 点、土師質焜炉 2 点等がある。鉄製品には和釘 1

点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK267　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の中央に位置している。形態及び規模は上端が長径 140㎝、短径 95㎝、底部は長

径 120㎝、短径 69㎝を呈している。形態は隅丸長方形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑

は F 区 SK239・SK226・SK201・P239 と重複しているが、構築順に整理すると（古） P239 →本土

坑→ SK239 → SK226 → SK201 （新）となる。本遺構の埋土上層は、橙褐色土で瓦が大量に詰まっ

ている状態であった。火災処理土坑と考えられる。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 12 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には染付小丸碗 1 点、

白磁端反小坏 1 点が、陶器には同一個体と思われる備前擂鉢 2 点（1）が、土師質瓦質土器には土

師質皿 2 点、内耳土器 10 点うち B 群口縁部 3 点が出土した。備前擂鉢は外面口縁下端が尖り、擂

り目は底部から口縁部へ間隔を空けて引き内面底部にはない。F-1 区 3 層と接合した。瓦には宝珠

に毛が生えたような中心飾りの軒平瓦 1 点（2）がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構

である。

F 区 SK268
本土坑は E-1 区の北西側に位置する。E 区に存在するが調査時誤って F 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は西側を F 区 P44 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が

長径 36㎝、短径 17㎝以上の楕円形、底部は長径 29㎝、短径 14㎝以上の楕円形と推測される。深さ

は 13㎝である。本土坑は SK292 を切っていることから、SK292 より後に作られている。本遺構の

性格は不明であるが、埋土には炭が多く含まれていた。絵唐津皿 1 点、土師質皿 2 点のみが出土し

た。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK269
本土坑は F-1 区の北東端に位置する。形態及び規模は上端が長径 35㎝、短径 31㎝の不整形な円形、

底部は長径 21㎝、短径 20㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は F 区 SK2001 と重

複しているが、本土坑は SK2001 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。
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F-1 SK270
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は北側と南側をトレンチによって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝以上、短径 38㎝の不整形な長方形、底

部は長径 60㎝以上、短径 14㎝の不整形な長方形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑は F 区

SK254・SK2006 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK2006 →本土坑→ SK254 （新）と

なる。遺構の性格は不明である。

陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

いが本遺構に先行する SK2006 が 18 世紀前半以前に築造されているから、それと同時期ないしそ

れ以後の遺構であろう。

F-1 SK271
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を F 区 KDSV1 に、南側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 86㎝以上、短径 65㎝の隅丸長

方形、底部は長径 62㎝以上、短径 49㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。本土坑は

F 区 SK2010・SK253・P261 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK2010・P261 →本土

坑→ SK253 （新）となる。遺構の性格は不明である。磁器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

F-1 SK272
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は北側を F 区 SK274 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝以上、短径 40㎝の長方形、底部は長径 31

㎝以上、短径 30㎝の長方形と推測される。深さは 23㎝である。本土坑は F 区 SK2006 と重複して

いるが、本土坑は SK2006 埋没後に作られている。また、本土坑は F 区 SK274 に切られているため、

これより先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦転用品 3 点、和釘 3 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、本遺構に先行する SK2006 が 18 世紀前半以前に築造されたものである

から、それと同時期ないしそれ以後の遺構であろう。

F-2 SK273
本土坑は F-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 36㎝以上、短径 33㎝の楕円形、底部は長径 28㎝以上、

短径 26㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK274
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は上端が長径 101㎝、短径 53㎝の不整形
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な隅丸長方形、底部は長径 83㎝、短径 63㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 33㎝である。本土

坑は F 区 SK2006・SK272・SK254・P230 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SK2006 → SK272 →本土坑→ SK254・P230 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 4 点

うち A 群口縁部 1 点、皿 3 点がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。遺物が少ないため時期は明

確でないが、本遺構に先行する SK2006 が 18 世紀前半以前に築造されたものであるから、それと

同時期ないしそれ以後の遺構であろう。

F-1 SK275
本土坑は F-1 区の北西部に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝以上、短径 47㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 80㎝以上、短径 36㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 4 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉鍋 1 点、関西系碗 3

点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、備前灯明皿 1 点、同受皿 2 点等が、土師質瓦質土器には土師

質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点、皿 1 点、火消し壷蓋 1 点等がある。関西系陶器端反碗があるの

で 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

F-1 SK276
本土坑は F-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 37㎝の不整形な長方

形と推測され、底部は長径 55㎝、短径 30㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 9㎝である。

本土坑は F 区 SV202 床面直下から検出されたことから SV202 に先行する。遺構の性格は不明であ

る。

土師質皿 2 点、瓦、鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構

より新しい SV202 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であるので、それと同時期ないしそれ以前の遺

構であろう。

F-1 SK277 ＝ SK314
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 44㎝、短径 30㎝の不整形な長

楕円形、底部は長径 32㎝、短径 21㎝の不整形な長楕円形を呈している。深さは 20㎝である。本土

坑は F 区 P203 と重複しているが、本土坑埋没後に P203 が作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には青花？小坏 1 点等が、陶器

には唐津灰釉大皿 1 点、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明

である。

F-1 SK278
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本土坑は F-1 区に位置する。測量前に雨で崩れてしまい図面はない。陶器 1 点、内耳土器 1 点、

人形 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK279 ＝ F-1 SK246

F-1 SK280　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-1 区の北西側に位置する井戸である。形態及び規模は西側を F 区 SK279 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 132㎝、短径 90㎝以上の不整形な円形、

底部は長径 100㎝、短径 77㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 154㎝である。本土坑は F

区 SK263・SK246 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK263 → SK246 （新）

となる。

磁器 77 点、陶器 58 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 78 点、ままごと 1 点、人形 1 点、

石製品 2 点、鉄製品 4 点、瓦転用品 1 点（21）、瓦、木製品が出土した。磁器には小坏 4 点うち同

一個体と思われる景徳鎮野菜紋高台内無釉小坏 2 点（3）（1610 ～ 40 年）、肥前端反小坏 2 点（4）、

猪口 3 点（5）、碗 27 点うち高台内崩れ「大明年製」の大振りな碗（東大 JB-1-d）1 点（1）・外面

体部にコンニャク印判の染付と色絵の印判を施す碗 1 点（2）、有田南川原の白磁角皿（1670 ～

1700）1 点（7）、瓶 5 点うち型押し成形 1 点（6）、糸切り細工成形の内面体部に桐紋のコンニャク

印判を押す手塩皿 1 点、獅子の置物 1 点（8）等が、陶器には関西系碗 6 点うち色絵 5 点・杉なり

形で体部面取りするもの 1 点（11）、唐津刷毛目碗 4 点うち胎土が暗い色で内面打ち刷毛目（1690

～ 18C 初め）2 点（10）、同京焼風陶器皿 5 点うち見込み山水紋高台内円刻と不明刻印あるもの 1

点（9）、外面に円環貼り付け外面体部に青海波状の凹凸が顕著な丹波壷甕 6 点等が、軟質施釉陶器

には橙褐色の胎土の鬢水入れ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 44 点（12）（13）（14）（15）、内耳土

器 34 点うち A 群口縁部 14 点（16）（17）（18）（19）で内耳部分 2 点はしっかり穿孔する。人形は

型合わせ中実孔のない布袋か（20）。石製品は硯ないし砥石であろう。木製品には箸（22）～（28）、

荷札（29）、円盤状製品（30）、下駄歯（31）、曲物（32）等がある。土瓶 1 点と細かい貫入の入る

関西系端反碗 1 点は混入と判断しカウントしていない。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照

されたい。

1700 ～ 1730 年頃の遺構である。

F-1 SK282
本土坑は F-1 区の中央部に位置している。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 38㎝の隅丸長

方形、底部は長径 50㎝、短径 27㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は

不明である。磁器 1 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK283
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝、短径 24㎝以上の不整形な円形、底部は長径 21㎝、

短径 16㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。内耳土

器 1 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK284
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を F 区 SV206 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 23㎝の楕円形、底部は長径 40㎝以上、

短径 16㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は SV206 に削平を受けていることか

ら SV206 より先に作られている。遺構の性格は不明である。

土師質 1 点と瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい

SV206 が 19 世紀代の遺構であるので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

F-1 SK285
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 43㎝、短径 34㎝の楕円形、底

部は長径 26㎝、短径 24㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。本土坑は F 区 SK218

と切りあい関係にあるが、SK218 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

陶器 4 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。陶器には擂鉢 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

F-1 SK286
本土坑は F-1 区の東側に位置する。形態及び規模は北側を F 区 SK240 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 36㎝、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 25㎝、短

径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは 13㎝である。本土坑は F 区 SK240 に削平を受けている

ことから SK240 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 5 点が出土した。磁器には青

磁染付碗 1 点等が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 5 点、皿 2 点等

がある。青磁染付碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-3 SK287　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外に延び、東側を F 区

KDSK16 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 376㎝以上、短径

155㎝以上の不整形な長方形、底部は長径 348㎝以上、短径 146㎝以上の不整形な長方形と推測され

る。深さは 66㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 56 点、陶器 107 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 63 点、人形類 4 点、鉄製品 19 点、

石製品 3 点、瓦が出土した。磁器には外面円に菊紋、高台内一重枠に渦福の碗 10 点（1）（2）、梅

樹紋くらわんか手碗 1 点（3）、陶胎染付碗 3 点、見込み蛇の目釉剥ぎ碗 1 点・同皿 1 点、蛇の目凹
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型高台の高台高の低い青磁皿 1 点等が、陶器には擂鉢 5 点、唐津刷毛目製品 9 点、同鉄釉壷甕 1 点

（4）、志野向付 2 点、関西系色絵碗 3 点、京鉄絵染付皿 1 点、土瓶 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同

壷蓋 1 点（6）、同横位の凹線に縦位の鎬のある灰落とし 1 点（5）、備前袋物 7 点、同灯明皿 2 点等

が、土師質瓦質土器には内耳土器 17 点うち A 群口縁部 6 点うち内耳部分 2 点でいずれもしっかり

穿孔、C 群口縁部 2 点、皿 23 点（7）、甕 8 点うち内抱えになり端部が外面に凸出する口縁部 1 点、

不明製品 1 点（8）等が出土した。人形は型合わせ中実で扇子を持った女性の立像で底部に円錐形

の孔があるもの 1 点、同様の形態の天神 1 点（9）等がある。鉄製品には鉄玉 1 点（10）等がある。

石製品には砥石 2 点（11）（12）、硯 1 点（13）がある。丸瓦にはコビキ A1 点がある。

宝暦の大火に伴う処理土坑であろう。

F-3 SK288　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の中央に位置する。規模は南側を F 区 SK41 と SK407 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 134㎝、短径 13㎝、底部は長径 113㎝、短径 7㎝である。

形態は切られている部分が多く不明である。深さは 16㎝である。本土坑は F 区 SK41 と SK407・

SK44-2 によって削平を受けているため両遺構に先行する。また本土坑は SK44-3 を切っている。遺

構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 17 点、砥石 1 点、瓦転用品 2 点うち 1 点は大型（1）、鉄

製品 26 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部 2 点、皿 8 点、瓦等

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK289　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 206㎝、短径 71㎝の楕円形、底部は長径 190㎝、短径 65㎝の楕円形と推測

される。深さは 55㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 211 点、陶器 255 点、土師質瓦質土器 269 点、人形類 6 点、硯 1 点、鉄製品 32 点、砥石 1

点（7）、鉄滓 3 点、青銅製品 2 点、寛永通寶 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 4 点うち瀬戸美

濃 1 点、広東碗 7 点、厚手の半球碗 1 点（2）、仏飯器 8 点（3）、香炉火入れ 3 点うち青磁 2 点（1）・

陶胎染付 1 点、紅皿 7 点うち「大坂新町お笹紅」と染付するもの 1 点・外面に赤で文字を描くもの

1 点（4）等が、陶器には行平鍋 3 点、関西系碗 38 点うち端反碗 4 点・小杉碗 4 点・色絵碗 3 点、

瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同水甕 1 点、同植木鉢 1 点、同片口鉢 1 点、鉄釉の上に白化粧土掛ける産地

不明植木鉢 1 点（5）、土瓶 52 点うち薩摩 2 点・北部九州 2 点、口縁端部を玉縁状にし鉄釉掛ける

擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内面に内面にカルシウム分の付着する甕 30 点うち 1 点は内面

に青海波紋の当て具痕のある大型製品で体部は内抱えになり口縁部は立ち上がる（6）、佐野甕口縁

部 6 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 8 点、皿 21 点、練り込み手香炉火入れ 6 点、土師質

焜炉 26 点うち日下分類Ⅰ Ca 類 12 点、日下分類Ⅱ D 類 3 点、内耳土器 37 点うち A 群口縁部 9 点

うち内耳部分 3 点でいずれも穿孔するが突き抜けない、C 群口縁部 3 点、瓦質火鉢 8 点うち日下分
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類Ⅰ D 類 1 点・口縁部 L 字形になるもの 2 点・丸火鉢 3 点、瓦質土瓶 6 点、羽釜 4 点、灯明具 1

点等が、人形類には狛犬 1 点、箱庭の灯籠 1 点等がある。鉄製品には和釘 27 点等がある。陶磁器

の詳細についてはカウント表を参照されたい。

端反碗はあるが深小丸碗・型皿等はなく 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。行平鍋が見られる。

F-1 SK290　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

遺構であるかどうか明確でない。陶器 6 点うち同一個体と思われる内野山見込み蛇の目釉剥ぎす

る銅緑釉皿 4 点（1）、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK291　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 209㎝、短径 97㎝の隅丸長方形、

底部は長径 186㎝、短径 87㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 60㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 147 点、陶器 231 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 196 点、人形類 4 点、鉄製品 28 点、

青銅製品 4 点、瓦、瓦転用品 1 点（19）が出土した。磁器には端反碗 1 点、瀬戸美濃陶器染付広東

碗 1 点、広東碗 5 点うち蓋 4 点、小広東碗 1 点、見込み丸紋の大皿 1 点（1）、青磁染付朝顔形碗 3

点うち蓋 1 点、陶胎染付碗 2 点・香炉 1 点、仏飯器 3 点うち高台内の削りが浅いもの 2 点、瑠璃釉

小丸碗 1 点、瓶 5 点うち鶴首の口縁部の開くもの 1 点、漳州窯焼き継ぎ痕のある碗 1 点・皿 1 点、

紅皿 1 点等が、陶器には土瓶 74 点うち関西系灰釉土瓶 67 点うち蓋 3 点、同碗 26 点うち小杉碗 4 点・

細かい貫入の入る端反碗 8 点、同蓋物 1 点（2）、鉄釉鍋 6 点（4）、行平鍋 3 点うち蓋 1 点、擂鉢

11 点うち明石 1 点・堺明石 1 点・備前 2 点、口縁部 T 字で灰釉流し掛ける丹波か壷甕 4 点、鉄釉

掛けで底部には錆釉をハケ塗りする瀬戸美濃半胴甕 1 点（3）、同植木鉢 3 点、唐津刷毛目皿鉢 5 点、

萩碗 1 点、同袋物 1 点、備前灯明受皿 2 点、同灯明皿 5 点（5）（6）、同壷蓋 1 点、ミニチュア鉄釉

鍋 1 点等が、軟質施釉陶器には源内 1 点、灯明具 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 41 点うち

A 群口縁部 11 点うち内耳部分 3 点（17）でいずれも穿孔するが突き抜けない・B 群口縁部 1 点・

C 群口縁部 1 点、羽釜 2 点、皿 39 点（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）（14）（15）（16）、甕口縁

部 6 点うち内抱えになり口縁端部凸出する甕口縁部 4 点・佐野 1 点、壷甕類の体部破片 61 点、土

師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）10 点、サナ 1 点、練り込み手香炉火入れ 2 点、焼塩壷身（18）蓋各

1 点等が出土した。青銅製品には針金 3 点、簪か 1 点がある。瓦には菊間Ⅱ類軒平ないし軒桟瓦 2

点（21）（22）、Ⅱ類類似軒平ないし軒桟瓦 1 点（23）、中心飾りに半円に雲状の花弁を配する本丸

Ⅴ類の軒平ないし軒桟瓦 4 点（24）、三つ巴紋軒丸瓦 1 点（20）、三葉紋の飾り瓦 1 点等がある。平

瓦・桟瓦の厚さの平均は 15.9㎜で、15㎜ 11 点、16㎜ 7 点、14㎜が 5 点と 15㎜前後が多くなっている。

明石擂鉢があるが端反碗は 1 点しかなく深小丸碗等はない。19 世第 1 四半期の遺構であろう。

行平鍋がある。

F-1 SK292
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本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK268・P44 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝、短径 30㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 28㎝、短径 25㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は F 区 SK268・P44

によって削平を受けていることから SK268・P44 に先行する。遺構の性格は不明である。

陶器碗 1 点、土師質 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK293 ＝ SK237
本土坑は F-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK62 及び SK63 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 89㎝以上、短径 75㎝の不整形な方形、底部

は長径 66㎝以上、短径 53㎝の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 15 点、瓦が出土した。陶器には唐津刷毛目碗 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 2 点、C 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。遺物

が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい F 区 SK63 が 18 世紀後半以降の遺構なので、

それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

F-1 SK294
本土坑は F-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側に調査区畔が存在することから不明な部

分があるが、現状では上端が長径 31㎝、短径 28㎝の不整形な L 字形、底部は長径 26㎝、短径 14

㎝の不整形な L 字形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は F 区 SK240 に削平を受けている

ことから SK240 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 8 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には唐津壷甕 7 点でいず

れも内面青海波紋の当て具痕があり、うちこげ茶色の胎土で鉄釉掛けるもの 2 点、薄手で灰釉掛け

るもの 5 点である。他は備前壷である。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい

F 区 SK240 が 1780 年以降に使用されている井戸であることから、それと同時期ないしそれ以前の

遺構であろう。

F-1 SK295　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-1 区の北東部に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 154㎝以上、短径 114㎝の不整形な楕円形、底部は長径

142㎝以上、短径 91㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 44㎝である。本土坑は SK299・

SK2006・P248 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK2006 → SK299 →本土坑→

P248 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 17 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 16 点、鉄製品 7 点、青銅製簪 1 点

が出土した。磁器には瀬戸美濃碗 1 点、白磁猪口 1 点、青磁染付朝顔形碗蓋 1 点、青磁香炉火入れ

1 点等が、陶器には備前布袋徳利 3 点、同灯明皿 1 点、関西系上絵碗 1 点等が、軟質施釉陶器には

植木鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には桶のたがを表現した瓦質火鉢 2 点、内耳土器 4 点うち A 群
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口縁部 3 点・C 群口縁部 1 点で穿孔は先細りになる。瓦質火鉢は F-1SK35 と接合した。簪には耳

かきが付く（1）。磁器瀬戸美濃碗があるので 19 世紀代の遺構である。しかしながら、F 区 KDSK8

と重なった位置に存在するため、同遺構の掘削後、ここへ流れ込んだ遺物群の可能性も高い。

F-1 SK296
本土坑は F-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK240 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 125㎝以上、短径 105㎝前後の不整形な方形、底部は

長径 87㎝以上、短径 84㎝前後の方形と推測される。深さは 23㎝である。本土坑は F 区 SK240・

SK265・P245 と切り合い関係にあるが、全ての遺構に先行する。遺構の性格は不明である。

唐津灰釉折縁皿 1 点、土師質瓦質土器 11 点うち皿 6 点、鉄製品 6 点、青銅製鋲？ 1 点、木瓜紋

状中心飾りの軒平瓦等が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい

SK265 が 18 世紀後半以降の遺構であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

F-3 SK297
本土坑は F-3 区の北東側に位置している。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 42㎝以上の隅丸長方形、底部は長

径 36㎝以上、短径 15㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 19㎝である。本土坑は F 区 SK298

を削平する形で作られていることから SK298 より新しい。遺構の性格は不明であるが、本遺構の

埋土は炭を多量に含んでいた。

磁器 4 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。

磁器には色絵碗 1 点、内面口縁部に四方襷紋のある碗 1 点等が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点、同京

焼風陶器碗 3 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。遺物が少な

いため時期は不明である。

F-3 SK298
本土坑は F-3 区の北東側に位置している。規模は西側を F 区 SK62 に、北側をトレンチによって

切られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 47㎝、短径 40㎝以上、底部は長径 44㎝、

短径 34㎝以上と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 23㎝である。本土坑は

F 区 SK297、 F 区 SK62 に削平を受けているため、両遺構に先行する。遺構の性格は不明であるが、

本遺構の埋土は炭を大量に含んでいた。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本遺構よ

り新しい F 区 SK62 が 19 世紀第 3 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であ

ろう。

F-1 SK299　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本遺構は F-1 区の北東側に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 146㎝、短径 135㎝

の円形、底部は長径 120㎝、短径 112㎝の円形を呈している。深さは 144㎝である。本遺構の内部
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は木製の井戸枠を 2 重にして構築している。外枠径は 95㎝、内枠径は 54㎝である。本遺構は F 区

SK239・SK295・P248 と重複しているが、これらの遺構に先行する。

磁器 19 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 7 点、硯 1 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には小広東

碗 1 点、紅皿か 1 点、端反の猪口 1 点等が、陶器には関西系土瓶 2 点、同碗高台 1 点、唐津見込み

蛇の目釉剥ぎ灰釉皿 1 点、唐津呉器手碗 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等

がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。

井戸枠内からは氷裂紋小丸碗 1 点等磁器 2 点、唐津呉器手碗 1 点（1）等陶器 2 点、瓦、寸胴箸

2 点（2）（3）が出土した。

井戸掘り方からは磁器 9 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器には胎土灰色

の碗 1 点、菊唐草紋端反小坏？ 1 点、高台内側裾滑らかな湾曲削りの碗 2 点、氷裂紋小丸碗 1 点、

端反小坏 1 点、青磁鎬碗か香炉 1 点等が、陶器には絵唐津向付 1 点、唐津灰釉皿 3 点、同呉器手 1

点等がある。土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。瓦にはコビキ A の丸瓦 2 点がある。

掘り方から出土した氷裂紋小丸碗は枠内出土の氷裂紋小丸碗と同一個体で、混入の可能性もある。

もしそうであれば遺物量が少ないものの、18 世紀前半頃に築造され、18 世紀第 3 四半期頃に廃絶

したものとも考えられる。

F-1 SK2001
本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 78㎝以上、短径 73㎝の隅丸長方形、底部は長径 57㎝以上、

短径 54㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は F 区 SK2006・SK269 と重複

しているが、構築順に整理すると（古） SK2006 →本土坑→ SK269 （新）となる。遺構の性格は不

明である。

土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 17 点、瓦のみが出土した。皿 4 点、内耳土器 2 点がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

F-1 SK2002
遺構かどうか明確でなく図面もない。磁器 3 点、土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 6 点、瓦が出土

した。磁器にはくらわんか手の碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 2 点・

C 群口縁部 1 点があり A 群の 1 点と C 群に内耳部がありいずれもしっかり穿孔する。皿 4 点等が

ある。くらわんか手碗があり 18 世紀以降の遺構である。

F-1 SK2003
遺構かどうか明確でなく図面もない。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 2 点が

出土した。磁器には青磁仏花瓶 2 点、陶器には刷毛目碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内

耳土器 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。
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F-1 SK2004
本土坑は F-1 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 112㎝以上、短径 93㎝以上の楕円形、底部は長径 76㎝以

上の楕円形と推測される。深さは 44㎝である。本土坑埋没後に P252 が作られている。遺構の性格

は不明である。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 18 点、鉄滓、瓦が出土した。陶器には唐津

刷毛目鉢 1 点、擂鉢 2 点うち備前 1 点、唐津刷毛目碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等があ

る。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい F 区 SK253 が 1780 年以降の遺構な

ので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

F-1 SK2005
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南東側を F 区 SK264 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝前後の不整形な円形、底部は長径 47㎝、短

径 46㎝の不整形な円形と推測される。深さは 25㎝である。本土坑は F 区 SK264 に削平を受けてい

ることから SK264 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 2 点が出土した。磁器には青磁香炉火入れ 1 点、内面口縁部四方襷紋小丸碗？ 1 点、

蛸唐草紋仏飯器 1 点、陶器には唐津刷毛目碗 1 点、関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点がある。関

西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

F-1 SK2006 ＝ SK409　 遺物実測図

本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は現状で、上端が長径 242㎝、短径 236

㎝の不整形な方形、底部は長径 215㎝、短径 196 ㎝の不整形な方形と推測される。深さは 59㎝で

ある。本土坑は F 区 SK254・SK265・SK270・SK272・SK274・SK2001・SK2011・P230 と重複し

ているが、F 区 SK2011 を本土坑床面から検出した以外は、本土坑埋没後に作られたものである。

遺構の性格は不明である。

磁器 16 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 25 点、瓦転用品 2 点、瓦、鉄製品 2 点が出土した。陶

器には志野 1 点、備前袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 9 点うち A 群口縁部

1 点等がある。瓦には上に開く三葉で中央の葉のみ二重線の中心飾りで下巻き、上巻きの唐草が 2

転する瓦当紋様の軒平瓦が 7 点（1）、三つ巴紋軒丸瓦 4 点（2）（3）等がある。平・桟瓦の厚さの

平均は 17.4㎜、18㎜が 4 点、17㎜、18.5㎜が各 3 点と 18㎜前後が多い。丸瓦（4）は 12 点の平均湾

曲比がほぼ 49.97％と高く、コビキ A が 2 点ある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構

より新しい L 区 SK299 が 18 世紀前半に築造されたものであるから、それと同時期ないしそれ以前

の遺構である。

F-2 SK2007
本土坑は F-2 区と G-2 区の境に位置する。形態及び規模は西側を F 区 KDSK11 等によって切ら
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れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 195㎝、短径 102㎝以上の隅丸長方形、底

部は長径 145㎝、短径 91㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝である。本土坑は G 区

SK202 と重複しているが、本土坑は G 区 SK202 床面直下からの検出で G 区 SK202 に先行する。本

土坑床面より F 区 P260 を検出した。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、土師器 1 点、砥石 1 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点、蓋物蓋 1 点等が

ある。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構である。

F-1 SK2008
本土坑は F-2 区の北側、F-1 区との境に位置している。形態及び規模は北側を F 区 SK225 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 81㎝、短径 80㎝前後の不整形な

円形、底部は長径 72㎝、短径 58㎝前後の不整形な円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑

は SK225 に削平を受けていることから SK225 に先行する。遺構の性格は不明である。

陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少

ないため時期は不明である。

F-1 SK2009
本土坑は F-1 区の東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 44㎝の楕円形、底部は長径 60㎝以上、短

径 33㎝の楕円形と推測される。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器には備前瓶、唐津灰釉碗、内野山銅緑釉皿各 1 点があり、内耳土器 1 点、砥石 1 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK2010
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 30㎝のゆがんだ楕

円形、底部は長径 43㎝、短径 14㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は

F 区 SK271 と重複しているが、本土坑は SK271 床面直下より検出された。切り合い関係より本遺

構が先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK2011
本土坑は F-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 46㎝、短径 41㎝の円形、底部

は長径 27㎝、短径 25㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は切り合い関係より F 区

SK2006・SK265 に先行する。遺構の性格は不明である。

福岡の鉄釉壷甕 1 点のみが出土した。これは F-1SK259、F-1SK260 と接合した。遺物が少ないた

め時期は明確でないが、本遺構より新しい SK2006 が 18 世紀前半以前の遺構であるから、それと

同時期ないしそれ以前の遺構であろう。
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F-1 SK2013
本土坑は F-1 区の西側に位置する。形態及び規模は東側に調査区畔が存在することから不明な部

分があるが、現状では上端が長径 37㎝、短径 34㎝以上の楕円形、底部は長径 27㎝、短径 24㎝以上

の楕円形と推測される。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK2014
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 168㎝、短径 64㎝の不整形な形、

底部は長径 148㎝、短径 24㎝の不整形な形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑は切り合い関

係より F 区 SK207 に先行する。遺構の性格は不明である。遺構の時期は出土遺物がないため不明

である。

F-1 SK301　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は F-1 区の南東側に位置する井戸である。井戸掘り方の形態及び規模は上端が長径 232㎝、

短径 204㎝の円形、底部は長径 176㎝、短径 173㎝の不整形な円形を呈している。深さは 49㎝である。

井戸としての形態及び規模は上端が長径 86㎝、短径 60㎝の円形、底部は長径 81㎝、短径 62㎝の円

形を呈している。本遺構内より木製の井戸枠を検出した。

井戸内より磁器 4 点、陶器 7 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津京焼風陶器碗 2 点、

同見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、同内野山銅緑釉皿 1 点、同刷毛目皿 1 点、同縄状凸帯で内面に粗い

格子状の当具痕のある壷甕 1 点等がある。17 世紀後半頃の遺物である。

F-1SK302 と SK303 はいずれも本井戸の掘り方である。F-1 SK302 からは鉄製品 3 点、瓦 2 点の

みが出土した。F-1 SK303 からは磁器 4 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 17 点、瓦、

木製品が出土した。磁器には一重網目紋瓶 1 点、青花小坏 1 点等が、陶器は唐津 14 点うち京焼風

陶器 3 点、灰釉碗・皿 9 点、岸岳系藁灰釉碗 1 点、鉄釉瓶 1 点がある。土師質瓦質土器には皿 5 点

でうち 2 点は底部糸切り後板目圧痕が付く（1）。木製品には寸胴箸 1 点（2）等がある。17 世紀第

3 四半期頃の遺物である。

本井戸は 17 世紀第 3 四半期に築造され、17 世紀代には廃絶したものと思われる。

F-1 SK304
本土坑は F-1 区の北西部に位置する。形態及び規模は上端が長径 35㎝、短径 27㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 25㎝、短径 18㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 17㎝である。本土坑は

F 区 SK330 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 17 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 45 点、人形 1 点、和釘 3 点、瓦が出土した。磁器には

染付碗 6 点等が、陶器には唐津 9 点でうち呉器手碗 3 点、絵唐津皿 1 点、唐津鉄釉砂目皿 1 点、岸

岳系藁灰釉碗 1 点等、備前 5 点で擂鉢 1 点、瓶 4 点である。土師質瓦質土器は内耳土器 26 点うち

A 群口縁部 6 点・C 群口縁部 1 点、皿 19 点がある。人形は型合わせ中実の騎馬である。17 世紀後
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半の遺構であろう。

F-3 SK（304）
本土坑は F-3 区と E-3 区の境に位置する。形態及び規模は東側を調査区畔に、南側を KDSK15

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 166㎝以上、短径 47㎝以上の

不整形な長方形、底部は長径 96㎝以上、短径 21㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 43

㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SK305　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 128㎝、短径 102㎝の不整形な

方形、底部は長径 102㎝、短径 86㎝の不整形な方形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は

F 区 SK307 を削平している。遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 8 点、土師質瓦質土器 30 点、和釘 1 点が出土した。軟質施

釉陶器は同一個体と思われる京の木の葉形をした皿（1）である。土師質瓦質土器には内耳土器 19

点うち A 群口縁部 7 点内耳部 3 点（2）でいずれもしっかり穿孔する。皿 8 点である。遺物が少な

いため時期は不明である。

F-3 SK306
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝以上、短径 27㎝の円形、底部は長径 18㎝、短径 14㎝

の円形と推測される。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SK307
本土坑は F-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は西側を F 区 SK305 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝、短径 36㎝の不整形な円形、底部は長径 41㎝、

短径 26㎝の不整形な円形と推測される。深さは 28㎝である。本土坑は F 区 SK305 によって削平を

受け、かつ SV311 と SV312 を切っていることから、構築順に整理すると（古） SV311・SV312 →

本土坑→ SK305 （新）となる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

F-3 SK308
本土坑は F-3 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 37㎝、短径 30㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 24㎝、

短径 22㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明であるが、本遺

構の埋土は炭・焼土を多く含んでいた。遺物が出土していないため時期は不明である。
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F-3 SK309　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の南西側に位置する。形態及び規模はトレンチによって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 189㎝、短径 116㎝の隅丸方形、底部は長径 167㎝、短径 105㎝

の隅丸方形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 15 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 50 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には青磁碗 3 点

うち 2 点には外面口縁部に 2 本、体部に 1 本の線彫りが巡り高台内側裾をなめらかに湾曲して削る。

染付碗 6 点、皿 3 点うち初期伊万里 1 点・口紅陽刻皿 2 点、胎土灰色の油壷 1 点等が、陶器には織

部？鉢 1 点（F-3P303 と接合）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 16 点うち A 群口縁部 6 点うち

内耳部分 3 点で 2 点はしっかり穿孔（2）、1 点は先細りになる（1）。しっかり穿孔する 1 点は

F-3SK312 と接合した。皿 25 点（3）等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

F-3 SK310
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側と西北側をトレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 309㎝、短径 181㎝の不整形な隅丸長方形、底

部は長径 281㎝、短径 157㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格

は不明である。

磁器 7 点、陶器 27 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 15 点、瓦が出土した。

磁器には外面から内面口縁部鉄釉で内面染付の鉢 1 点、高台無釉の青花小坏 1 点、雲龍荒磯紋碗？

1 点、窯道具 1 点等が、陶器には同一個体と思われる内面に青海波紋の当て具痕のある平底の唐津

鉄釉瓶 7 点、内面に青海波紋の当て具痕のある薄手の唐津土灰釉壷甕 1 点、唐津卵手端反碗 4 点、

同皿 1 点、同呉器手碗 2 点、同灰釉碗 3 点、同灰釉皿 3 点、同藁灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器

には皿 13 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 6 点等がある。

雲龍荒磯紋碗らしき破片と呉器手碗破片があり、17 世紀後半の遺構であろう。

F-3 SK311
本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 51㎝、短径 37㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 26㎝、短

径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 5

点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点でしっかり穿孔する。皿 7 点等がある。遺物が少ないた

め時期は不明である。

F-3 SK312　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 4 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 5 点、

キセル吸口 1 点、瓦が出土した。陶器には同一個体と思われる備前花生 2 点、唐津灰釉皿 2 点、同
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灰釉端反碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 9 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部 3 点でい

ずれもしっかり穿孔し、同一個体と思われる 2 点はいずれも SK309 と接合した。B ないし C 群口

縁部 1 点がある（1）。皿 8 点、瓦質丸火鉢 4 点がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物は 17

世紀後半頃である。

F-1 SK313　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は F-1 区の中央部に位置している。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 38㎝の隅丸長

方形、底部は長径 58㎝、短径 24㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 32㎝である。本土坑は

F 区 SK316 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器管状製品 1 点（1）、唐津灰釉胎土目皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。

（F1 SK314 ＝ SK277）

F-1 SK315
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。規模は北側が調査区外に延び、南側をトレンチに、東側を

F 区 SK202 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 114㎝以上、短径

42㎝以上、底部は長径 112㎝以上、短径 30㎝以上と推測される。形態は切られているため不明であ

る。深さは 14㎝である。本土坑は F 区 SK330 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土した。陶器には絵唐津皿 1 点、

土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK316　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-1 区の中央部に位置している。形態及び規模は南側を F 区 SK313 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 88㎝以上、短径 42㎝の隅丸長方形、底部は長

径 72㎝以上、短径 27㎝の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

岸岳系唐津藁灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 2 点、碁石 1 点（1）、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

F-1 SK317
本土坑は F-1 区の西側に位置している。形態及び規模は上端が長径 29㎝、短径 22㎝の不整形な

円形、底部は長径 17㎝、短径 15㎝の不整形な円形を呈している。深さは 11㎝である。土坑という

よりは柱穴と考えられる。陶器土瓶 1 点のみが出土した。18 世紀後半以降の遺構であろう。

F-1 SK318
本土坑は F-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK50 によって切られているた
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め不明な部分があるが、現状では上端が長径 67㎝、短径 48㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 42㎝、

短径 36㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。

唐津土灰釉流し掛けする壷甕 1 点、同透明釉皿 1 点、鉄製品 3 点のみが出土した。鉄製品には和

釘 2 点等がある。遺物が少ないものの 17 世紀代の遺構の可能性もある。

F-1 SK319
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南北をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝以上、短径 82㎝の隅丸長方形、底部は長径 120㎝

以上、短径 62㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、和釘 1 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点があり内耳部はしっかり穿孔する。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK320
本土坑は F-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝、短径 38㎝の不整形な楕円形、底部は長径 50㎝、

短径 21㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

関西系細かい貫入の入る製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK321
本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 37㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 41㎝、短径 30㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

（F SK322 ＝ SK211）

F-2 SK323　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は中央をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 180㎝、短径 102㎝以上の不整形な方形、底部は長径 180㎝、

短径 163㎝の不整形な方形と推測される。深さは 88㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦転用品 1 点（4）、鉄製品 10 点、瓦が出土した。

磁器には見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点等が、陶器には唐津灰釉碗 5 点、同灰釉皿 5 点、同鉄釉瓶 1 点、

外面底部に「○」の刻印ある備前壷 1 点、丹波擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点うち静止

糸切り底 1 点（1）、しっかり穿孔する内耳土器 A 群口縁部 1 点、ろくろ成形で静止糸切り底の焼

塩壷身 1 点（2）・蓋 1 点（3）等がある。鉄製品には和釘 6 点等がある。最下層からは丹波？甕 1

点が出土した。

また、F-2 SK328 は本土坑の一部である。SK328 部分からは土師質瓦質土器 6 点うち皿 3 点、内
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耳土器 1 点、羽釜 1 点（1）、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

17 世紀前半の遺構と思われる。

F-1 SK324
本土坑は F-1 区の中央部に位置している。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 41㎝の不整形

な円形、底部は長径 33㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK325
本土坑は F-1 区の南側に位置している。形態及び規模は上端が長径 41㎝、短径 14㎝の不整形な

楕円形、底部は長径 35㎝、短径 8㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SK326
本土坑は F-1 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 41㎝、短径 17㎝の楕円形、底部

は長径 32㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。深さは 9㎝である。染付 1 点のみが出土した。遺

構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK329 ＝ P250
鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK330
本土坑は F-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 29㎝の楕円形、底

部は長径 22㎝、短径 18㎝の楕円形と推測される。深さは 19㎝である。本土坑埋没後に F 区

SK304・SK315 は作られている。遺構の性格は不明である。

唐津京焼風陶器 1 点、土師質 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土

坑より新しい SK304 が 17 世紀後半の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

F-2 SK331
本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 23㎝の隅丸長方形、底部は長径 20㎝以上、

短径 13㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は F 区 SK333・SK334 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SK332
本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 25㎝、短径 24㎝の円形、底部は
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長径 13㎝、短径 11㎝の楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。瓦の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK333
本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 32㎝以上の楕円形、底部は長径 30㎝以上、

短径 9㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は SK334 を削平しているため

SK334 より新しい。F 区 SK331 は本土坑と SK334 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器は端反小坏、陶器には見込みを釉剥

ぎする産地不明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

F-2 SK334
本土坑は F-2 区の東側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK333 に、北側を F 区 SK50 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 31㎝の隅丸長

方形、底部は長径 57㎝以上、短径 13㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 10㎝である。SK333 に

削平を受けているため SK333 に先行する。F 区 SK331 は本土坑と SK333 が埋没後に作られている。

遺構の性格は不明である。染付 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-1 SK335
本土坑は F-1 区の中央部に位置している。形態及び規模は上端が長径 54㎝、短径 38㎝の隅丸長

方形、底部は長径 35㎝、短径 24㎝の楕円形を呈している。深さは 50㎝である。遺構の性格は不明

である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK336
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側と西側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 104㎝以上、短径 51㎝以上の隅丸方形と推測され

る。底部の形態及び規模は不明である。深さ 15㎝である。遺構の性格は不明であるが、本土坑か

ら礫を検出した。土師質皿 1 点、瓦が出土した。瓦には沢潟紋の鬼瓦の一部がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

F 区 SK337
本土坑は F-1 区の北東側に位置している。形態及び規模は上端が長径 26㎝、短径 22㎝の円形、

底部は長径 15㎝、短径 14 ㎝の円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。
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F-3 SK401
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 112㎝、短径 102㎝の隅丸長方形、

底部は長径 98㎝、短径 82㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 36㎝である。陶器 16 点、土師質

瓦質土器 32 点、鉄製品 19 点、瓦が出土した。遺構の性格は不明である。

唐津灰釉碗 2 点、同灰釉皿 1 点、同岸岳系藁灰釉皿 1 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、備前擂鉢 1 点等

が、土師質瓦質土器には皿 15 点、内耳土器 2 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が

少ないため時期は不明である。

F-3 SK402
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。本土坑は湧水が激しいため井戸と考えられる。井戸枠等は

湧水が激しく図化できなかった。形態と規模は上端が長径 212㎝、短径 196㎝の不整形な円形、底

部は長径 146㎝、短径 144㎝の円形を呈している。深さは 98㎝である。本土坑は F 区 SK410、

SK411、G 区 SK422 を切り、F 区 P401 に切られていることから（古） G 区 SK422・F 区 SK410・

SK411 →本土坑→ P401 （新）の構築順が考えられる。

陶器 5 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦のみが出土した。陶器には唐津灰釉碗 1 点、同灰釉皿 1 点、

備前擂鉢 1 点、同不明製品 2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点がある。本遺構に先行する G 区

SK422 が伊万里を含まず 1620 年頃の遺構と思われるから、本遺構は同時期かそれ以降である。

 

F-3 SK403
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は中央を南北にトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 160㎝、短径 145㎝前後の不整形な円形、底部は

長径 123㎝、短径 99㎝前後の円形と推測される。深さは 46㎝である。本土坑は F 区 SK431 と

SK406 と切りあい関係にあり、構築順に整理すると（古） SK431 → SK406 →本土坑 （新）となる。

遺構の性格は不明である。

陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、同灰

釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ない

ため明確でないが 17 世紀後半の遺構の可能性がある。

F-3 SK404
本土坑は F-3 区の北側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 84㎝、短径 68㎝の不整

形な円形と推定され、底部は長径 68㎝、短径 50㎝の楕円形を呈している。深さは 54㎝である。遺

構の性格は不明である。備前擂鉢 1 点、内面に青海波紋の当て具痕のある唐津鉄釉壷甕 1 点、瓦の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK405
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北西側をトレンチによって切られているた
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め不明な部分があるが、現状では上端が長径 167㎝、短径 134㎝前後の楕円形、底部は長径 104㎝、

短径 94㎝の不整形な円形と推定される。深さは 52㎝である。遺構の性格は不明である。

同一個体と思われる唐津灰釉碗 2 点、同藁灰釉皿 1 点、板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点、土師質皿

1 点、瓦が出土した。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

F-3 SK406
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を F 区 SK291 に、北東側を F 区

SK403 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 29㎝、短径 5㎝の不

整形な円形、底部は長径 28㎝、短径 4㎝の不整形な楕円形と推定される。深さは 29㎝である。本

土坑は SK403 に切られていることから SK403 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないので時期は不明である。

F-3 SK407
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形態と規模は西側をトレンチ等によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 137㎝以上、短径 39㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 126㎝以上、短径 27㎝以上の不整形な隅丸長方形と推定される。深さは 28㎝である。本土坑

は F 区 SK41-3・SK288 を切っており、両遺構より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津京焼風碗

1 点、絵唐津皿 1 点、唐津擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 1 点がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

F-2 SK408　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

遺構かどうか明確でない。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質皿 4 点（2）、瓦が出土した。磁器には高

台内に兜巾があり、高台断面が薄い長台形の碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる内野山北窯

の精良な胎土を用いた見込みに段のある卵手皿 2 点（1）がある。遺物は 17 世紀中頃である。

（F-2SK409 ＝ SK2006）

F-3 SK410
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態と規模は西側を F 区 SK402 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝以上、短径 113㎝の隅丸長方形、底部は長径

120㎝以上、短径 80㎝の隅丸長方形と推定される。本土坑は F 区 SK402 に切られていることから

SK402 に先行する。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK411
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本土坑は F-3 区の西側に位置する。形態と規模は北側を F 区 SK402 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 90㎝以上、短径 45㎝のゆがんだ楕円形、底部は長径 84

㎝以上、短径 30㎝のゆがんだ楕円形と推定される。深さは 17㎝である。本土坑は F 区 SK402 に切

られていることから SK402 に先行する。遺構の性格は不明である。

陶器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、和釘 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津灰釉皿 1 点、関西系灯

明皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 2 点がある。瓦には蓮紋の飾り瓦 1 点等がある。

関西系灯明皿は混入と考えれば、遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性もあ

る。

F-3 SK412
本土坑は F-3 区の南東側に位置する。形態と規模は北西側を F 区 SK41 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝以上、短径 70㎝の楕円形、底部は長径 68㎝以上、

短径 55㎝の楕円形と推定される。深さは 23㎝である。本土坑は F 区 SK41-3 に切られているため、

SK41-3 に先行する。遺構の性格は不明である。

唐津灰釉碗皿 3 点、同青海波紋の当て具痕のある土灰釉壷甕 1 点、土師質皿 1 点、和釘 2 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

F-3 SK413
本土坑は F-3 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 80㎝、短径 52㎝の楕円形、底部

は長径 52㎝、短径 38㎝の楕円形を呈している。深さは 34㎝である。瀬戸美濃灰釉皿 1 点、瓦のみ

が出土した。遺構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK414 ＝ SK423
本土坑は F-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は西側を F 区 SK41 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝以上、短径 60㎝の楕円形、底部は長径 55㎝以上、

短径 52㎝の楕円形と推定される。深さは 16㎝である。本土坑は SK41-3 に切られていることから

SK41-3 に先行する。遺構の性格は不明である。染付端反小坏 1 点、岸岳系藁灰釉皿 1 点、土師質

皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点しっかり穿孔するもの、瓦が出土した。遺物が少ないため明確

でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

F-3 SK416　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 162㎝、短径 115㎝の不整形な

円形、底部は長径 143㎝、短径 76㎝の不整形な円形を呈している。深さは 53㎝である。遺構の性

格は不明である。

瀬戸美濃天目碗？ 1 点、土師質皿 2 点うち静止糸切り底 1 点（1）、回転糸切り後板目痕 1 点（2）、

和釘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。
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F-2 SK421
本土坑は F-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 54㎝、短径 37㎝の楕円形、底

部は長径 34㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

（F-3 SK422 ＝ SK418 ＝ F SB401）

（F-3 SK423 ＝ SK414）

（F-3 SK424 ＝ SK419 ＝ F SB401）

F-3 SK427
本土坑は F-3 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 52㎝、短径 38㎝の楕円形と推定

され、底部は長径 34㎝、短径 14㎝の楕円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明

である。土師質皿 3 点、瓦、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK428
本土坑は F-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 84㎝、短径 65㎝の不整形な円形、

底部は長径 69㎝、短径 54㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

である。練り込み手？唐津呉器手碗 1 点（F-2SV402 と接合）、備前擂鉢 1 点、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

F-3 SK429
本土坑は F-3 区と G-3 区の境に位置する井戸と思われる遺構である。形態及び規模は南東側をト

レンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 108㎝、短径 83㎝以上

の楕円形、底部は湧水のため不明である。本土坑は F 区 SK423 を切っており、SK423 より新しい。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK430　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は F-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 202㎝、短径 185㎝の楕円形、

底部が長径 178㎝、短径 166㎝の楕円形を呈している。

磁器 3 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 18 点、鉄製品 15 点、瓦が出土した。磁器には高台内に「□

明」の銘を持ち高台裾が角張った碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉端反碗 1 点、同灰釉皿 2 点うち体

部と口縁部の境に段を有し口縁部は内湾し端部が立ち上がる皿 1 点、京焼風碗 1 点、鼠志野碗 1 点

（1）等が、土師質瓦質土器には皿 10 点うち静止糸切り底 2 点、焼塩壷 2 点うちろくろ成形 1 点（2）、
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板接ぎ叩き成形 1 点等がある。遺物が少ないので明確でないが京焼風碗があり 17 世紀後半の遺構

である。

F-2 SK431　 遺物実測図

本土坑は F-2 ～ 3 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 105㎝、短径 76㎝の楕円形、底

部は長径 89㎝、短径 68 ㎝の楕円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 3 点うち唐津灰釉碗 1 点、口縁部が輪花になる唐津灰釉皿 1 点等が、土師質皿 1 点、焼塩壷

1 点、瓦が出土した。瓦には上に開く三葉に下巻き、上巻きの唐草の軒平瓦（1）1 点、丸瓦（2）（3）

（4）（5）（6）等がある。平瓦の厚さの平均は 19.4㎜、17㎜が 9 点、21.5㎜が 7 点、19㎜が 6 点ある。

遺物が少ないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

F-3 SK（431）
本土坑は F-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 325㎝、短径 262㎝の不整形な

楕円形、底部は長径 255㎝、短径 230㎝の楕円形を呈している。深さは 94㎝である。本土坑は

SK403、SK406、P421、P422、P423、P424 と重複しているが、全て本土坑埋没後に作られている。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SK501
本土坑は F-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は南側の多くを F 区 SK416 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端は一辺 79㎝、底部は一辺 73㎝が残存しているが、

形状は方形と推測される。唐津灰釉碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK502
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端は長径 67㎝、短径 47㎝の楕円形、底部

は長径 37㎝、短径 35㎝の円形と推測される。軟質施釉陶器 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK503
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端は長径 43㎝、短径 41㎝の円形、底部は

長径 28㎝、短径 26㎝の円形を呈している。染付碗 1 点、土師質皿 4 点、鉄製品 4 点、瓦のみが出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SK504
本土坑は F-3 区の中央に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝前後、短径 55㎝の楕円形、底部が長径 57㎝、短径 43

㎝の楕円形と推測される。染付 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。



― 283 ―

F-2 SK505
本土坑は F-2 区の北側に位置する。形状及び規模は南側を F 区 SK417・P504 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 103㎝、短径 56㎝以上の長方形、底部が長径

85㎝、短径 50㎝以上の不整形な方形と推測される。本土坑は P504 に切られているため P504 より

先に作られている。練り込み手？唐津京焼風碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土し

た。遺物が少ないため時期は不明である。

F-2 SK506　 遺物実測図

本土坑は F-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 38㎝、短径 33㎝の楕円形、底

部が長径 18㎝、短径 15㎝の楕円形を呈している。

陶器 4 点うち織部向付 1 点、唐津鉄釉碗 2 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。瓦には丸瓦を半裁

したと思われる熨斗瓦 1 点（1）等がある。平瓦の厚さの平均は約 18.8㎜、17.5㎜と 20.0㎜が各 6 点、

20.5㎜が 5 点ある。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

（F SK507 ＝ F P415）

SV
F-3 SV1

本溝状遺構は F-3 区の中央部に位置する。現状で南北方向に長さ 3.12m にわたって検出した。幅

は 25 ～ 31㎝、深さ 8㎝である。SK38 埋没後に本溝状遺構は作られている。

磁器 1 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶

器には唐津砂目灰釉皿 1 点、同京焼風陶器碗 1 点等が、軟質施釉陶器には京の緑釉で上絵付けする

木の葉形の皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時

期は明確でないが、本遺構より新しい SK20 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期な

いしそれ以前の遺構であろう。

F-2 SV2
本溝状遺構は F-1 区と F-2 区の境に位置している。現状では南北方向に長さ 3.06m にわたって検

出した。幅は 47㎝～ 64㎝以上、深さは 24㎝である。P40・SK2・SK53 と切りあい関係にあり、全

て本溝状遺構埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 23 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 66 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。陶器には行平鍋 1 点、

土瓶蓋 1 点、鉄釉鍋 1 点、堺明石擂鉢 2 点、関西系色絵碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、

内耳土器 A 群口縁部 2 点、内抱えになり口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点等がある。他は

大部分が甕類の体部破片である。鉄製品には和釘 5 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺

構であろう。



― 284 ―

F-2 SV3
本溝状遺構は F-2 区の北西側に位置する。現状で東西方向に長さ 0.68m にわたって検出した。幅

は 36㎝～ 38㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-1 SV201
本溝状遺構は F-1 区の中央部に位置する。規模は南北方向に長さ 1.25m にわたって検出した。幅

は 18㎝～ 20㎝である。本溝状遺構は F 区 SK216・SK227・SK206 と重複しているが、それらが埋

没後に作られたものである。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等

が、陶器には土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。遺

物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に先行する SK216 が 1810 年以降の遺構なので、それ

と同時期の遺構であろう。

F-1 SV202　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は F-1 区の西側に位置する。規模は北側が調査区外に延び、南側をトレンチによって

切られているため不明な部分があるが、南北方向に長さ6.55mにわたって検出した。幅は43～83㎝、

深さは 23㎝である。本溝状遺構は F 区 SK215・SK228・SK266・SK276・P216 と重複しているが、

本溝状遺構はそれらの埋没後に作られている。ただし、SK215 との前後関係は不明である。

磁器 28 点、陶器 36 点、土師質瓦質土器 47 点、人形 2 点、瓦、鉄製品 2 点が出土した。磁器に

は型打ち成形白磁鉢 1 点（1）、半球碗 1 点、陶胎染付碗 1 点等が、陶器には関西系碗 11 点、土瓶

4 点うち蓋 1 点、備前灰落とし 2 点、同灯明受皿 1 点、同瓶 1 点、瀬戸美濃植木鉢 2 点、同灰釉皿

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 13 点うち A 群口縁部 2 点・C 群口縁部 2 点、皿 14 点、

土師質焜炉 2 点、内抱えになる甕口縁部 1 点等がある。人形はいずれも型合わせ中実で西行（2）

は底部より円錐形の孔が、天神（3）にも底部より径 4㎜の小孔がある。いずれも頭部が欠損する。

瀬戸美濃植木鉢があるので 18 世紀第 4 四半期以降に廃絶したのであろう。

F-2 SV203
本溝状遺構は F-2 区の北側に位置する。規模は西側を F 区 SK204 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 3.30m にわたって検出した。幅は 33 ～ 55㎝、深さは

25㎝である。本溝状遺構は F 区 SV207 と同一遺構であった可能性がある。切り合い関係は本溝状

遺構が SK204 に先行する。

磁器 12 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器には土瓶

2 点等が、土師質瓦質土器には焼塩壷蓋 1 点等がある。人形は獅子頭か。土瓶があるので 18 世紀

後半以降の遺構であろう。
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F-1 SV204
本遺構は F-1 区から F-2 区にかけて F 区 SK50 の内側に位置する。本遺構は SK50 の掘り方にそ

って配置されていることから SK50 に伴うものと考えられる。規模は現状で南北方向に長さ 8.06m

にわたって検出した。幅は 154 ～ 406㎝である。F-1 区北寄りに位置する 2 列は南側にあるものと

比べて比較的小さめの石を多く積み重ねている。それに比べて南側のものは大振りの石を使用して

いることが傾向として見られる。本遺構は P12 と重複しているが、P12 は本遺構・SK50 が埋没し

た後に作られている。

埋土からは磁器 41 点、陶器 59 点、軟質施釉陶器 1 点、人形 3 点、土師質瓦質土器 57 点、瓦転

用品 1 点、鉄製品 15 点が出土した。磁器には望料碗蓋 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎの皿 1 点、陶胎

染付碗 2 点、高台内の削り浅い仏飯器 1 点等が、陶器には口縁端部に敲打痕のある京木瓜形灰落と

し 1 点、行平鍋か鍋底部 3 点、鍋口縁部 1 点、土瓶 5 点、関西系皿 1 点、同小杉碗 3 点、同細かい

貫入の入る碗 1 点、同色絵碗 1 点、萩藁灰釉皿 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、備前壷 1 点等が、土師

質瓦質土器には内耳土器 24 点うち A 群口縁部 3 点うち 1 点は内耳部分があり穿孔するが先細りに

なる。C 群口縁部が 2 点ある。赤泥塗る土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）2 点、皿 12 点、甕類 9 点

等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。

掘り方からは磁器 49 点、陶器 57 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 47 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。磁器には端反碗 4 点うち蓋 1 点、広東碗蓋 1 点、白磁朝顔形碗 1 点、くらわんか手

丸形碗 1 点、外面貝殻状に型押し成形された紅皿 1 点、薄手小坏 1 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕

3 点、同植木鉢 1 点、同緑釉掛け流す練鉢 1 点、その他瀬戸美濃甕鉢類 3 点、擂鉢 5 点うち堺明石

1 点、関西系碗 4 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・小杉碗 2 点、同行平鍋 1 点、土瓶 2 点等が、

軟質施釉陶器はままごと緑釉徳利、土師質瓦質土器には皿 11 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）

7 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 2 点・C 群口縁部 1 点、内面にカルシウム分の付着する甕 2 点、

内抱えになる甕口縁部 2 点、太田川河川事務所地点に類似品のある盥状製品口縁部 1 点、瓦質土瓶

鉄砲口 1 点等がある。

掘り方に端反碗はあるが深小丸碗等はないので、19 世紀第 1 四半期に築造された遺構であろう。

（F-1 SV205 ＝ SV204）

F-1 SV206　 遺物実測図  遺物写真

本溝状遺構は F-1 区の西側に位置する。本溝状遺構は北側で西へ折れ、G-1 区へ続いている。規

模は北側を F 区 KDSK1 に、南側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状

では南北方向に長さ 5.00m にわたって検出した。幅は 35 ～ 66㎝、深さは 30㎝である。本溝状遺

構は F 区 SK284 を削平している。本溝状遺構は F 区 P202・P253 と重複しているが、P202 は本遺

構が埋没後に、P253 は本遺構床面直下に検出されている。

磁器 39 点、陶器 36 点、土師質瓦質土器 117 点、人形 2 点、ままごと 1 点、寛永通寳 3 期 2 点（2）

（3）、鉄製品 23 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、小型白磁猪口 2 点等が、
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陶器には行平鍋 4 点、土瓶 11 点、鍋 3 点、備前灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点、

内耳土器 11 点うち A 群口縁部 3 点でうち内耳部分 1 点は穿孔するが突き抜けない。内抱えになり

口縁端部が外に凸出する甕 1 点、内面にカルシウム分が付着する甕 15 点、口縁部肥厚する甕口縁

部 1 点、その他甕類の破片が大部分である。ままごとは鉢、人形には猿の頭だけ 1 点等がある。鉄

製品には和釘 2 点等が、青銅製品にはキセル吸口 1 点（1）等がある。

行平鍋があるので 19 世紀代になって廃絶している。

F-2 SV207
本溝状遺構は F-2 区の北西側に位置する。規模は東側を F 区 SK204 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.72m にわたって検出した。幅は 39 ～ 65㎝、深さ

は 10㎝である。本溝状遺構は F 区 SK203 と同一遺構であった可能性がある。

磁器 10 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。磁器には梵字紋小広東碗 1 点、見

込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁

部 1 点等がある。小広東碗があるので 1770 年以降に廃絶した遺構である。

F-2 SV208
本溝状遺構は F-2 区の南東側に位置する。規模は現状で東西方向に長さ 3.48m にわたって検出し

た。幅は 21 ～ 26㎝、深さは 11㎝である。本溝状遺構は F 区 SK248 と重複しているが、本溝状遺

構は SK248 に削平を受けているため SK248 に先行する。唐津京焼風陶器碗 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SV301
本溝状遺構は F-3 区の東側に位置する。規模は南側を調査畔等の存在により不明な部分があるが、

現状で南北方向に長さ 2.20m にわたって検出した。幅は 24㎝～ 42㎝、深さは 6㎝である。F 区

SV301・SV302・SV303 は隣接しており、並行関係にあると思われる。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SV302
本溝状遺構は F-3 区の東側に位置する。規模は南側を調査畔等の存在により不明な部分があるが、

現状で南北方向に長さ 0.96m にわたって検出した。幅は 25 ～ 36㎝、深さは 6㎝である。F 区

SV301・SV302・SV303 は隣接しており、並行関係にあると思われる。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SV303
本溝状遺構は F-3 区の東側に位置する。規模は南側を調査畔等の存在により不明な部分があるが、

現状で南北方向に長さ 0.76m にわたって検出した。幅は 32 ～ 39㎝、深さは 6㎝である。F 区
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SV301・SV302・SV303 は隣接しており、並行関係にあると思われる。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SV304
本溝状遺構は F-3 区の北側に位置する。規模は南側を F 区 SV305 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.72m にわたって検出した。幅は 31㎝以上である。

本溝状遺構は SV305 に削平を受けているため、SV305 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。

磁器には色絵碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉碗 1 点、同刷毛目製品 1 点、同京焼風碗 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 4 点、焼塩壷 1 点等がある。唐津刷毛目製品があるので 17 世

紀第 4 四半期以降に廃絶した遺構である。

F-3 SV305
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は南側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.72m にわたって検出した。幅は 35㎝以上、深さは 4

㎝である。本溝状遺構は SV304 を切っていることから SV304 より後に作られている。本溝状遺構

を含めて F 区 SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられる。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SV306
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.87m にわたって検出した。幅は 29㎝以上、深さは 8

㎝である。本溝状遺構を含めて F 区 SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられる。

遺構の性格は不明である。

陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、

土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SV307
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は東西方向に長さ 2.02m にわたって検出した。幅

は 26 ～ 31㎝、深さは 9㎝である。本溝状遺構を含めて F 区 SV305 ～ SV313 はその形態から並行

関係にあると考えられる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-3 SV308
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。現状で東西方向に長さ 1.94m にわたって検出した。幅

は 29 ～ 46㎝、深さは 10㎝である。本溝状遺構を含めて F 区 SV305 ～ SV313 はその形態から並行

関係にあると考えられる。遺構の性格は不明である。遺物については SV308 ～ 311 でまとめて後
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述する。

F-3 SV309
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は西側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.14m にわたって検出した。幅は 19 ～ 27㎝、深さは 8

㎝である。本溝状遺構を含めて F 区 SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられる。

遺構の性格は不明である。遺物については SV308 ～ 311 でまとめて後述する。

F-3 SV310
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は東西方向に長さ 2.39m にわたって検出した。幅

は 23 ～ 31㎝、深さは 12㎝である。本溝状遺構を含めて SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係

にあると考えられる。遺構の性格は不明である。遺物については SV308 ～ 311 でまとめて後述する。

F-3 SV311
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置している。規模は南西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 2.21m にわたって検出した。幅は 21 ～ 27㎝、深

さは 11㎝である。本溝状遺構を含めて SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられ

る。遺構の性格は不明である。遺物については SV308 ～ 311 でまとめて後述する。

F-3 SV308 ～ 311
鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

F-3 SV312
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は北西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 2.09m にわたって検出した。幅は 31 ～ 39㎝である。

本溝状遺構を含めて SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられる。SK307 は本溝

状遺構埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

F-3 SV313
本溝状遺構は F-3 区の北東側に位置する。規模は東側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.44m にわたって検出した。幅は 16 ～ 25㎝である。本

溝状遺構を含めて SV305 ～ SV313 はその形態から並行関係にあると考えられる。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

F-2 SV401　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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本溝状遺構は F-2 区の南西側に位置する石組の溝状遺構である。現状で東西方向に長さ 3.46m に

わたって検出した。幅は 100㎝で、深さは 13㎝である。SV401 と F 区 SV402 は隣接しており、並

行関係にあると考えられる。

溝内からは磁器 18 点、陶器 46 点、土師質瓦質土器 79 点、鉄製品 19 点、瓦が出土した。磁器に

は高台断面台形の初期伊万里碗 3 点（1）、高台径が小さく高台内に砂粒が熔着する初期伊万里皿 1

点（2）、漳州窯青花皿 1 点、染付碗 11 点等が、陶器には唐津灰釉皿 21 点うち溝縁皿 13 点（5）（6）

（8）（9）・端反皿 4 点（3）・折縁皿 1 点（7）・体部から口縁部まで内湾する皿 1 点（4）、同灰釉碗

6 点、同京焼風碗 4 点うち体部に緑釉掛け流すもの 2 点、同鉄釉片口 1 点（掘り方と接合）（10）、

備前擂鉢 1 点、関西系土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 53 点、内耳土器 11 点うち A 群口縁

部 2 点（11）うち内耳部分 1 点でしっかり穿孔する（12）。甕 2 点等がある。関西系土瓶は混入と

判断した。鉄製品には鉄玉 1 点等がある。

掘り方からは磁器 6 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 37 点、硯ないし砥石 1 点、鉄製品 2 点、瓦

が出土した。磁器には高台が薄く縦長の碗 1 点等が、陶器には唐津鉄釉片口（溝内と接合）1 点、

同溝縁皿 4 点、同擂鉢 1 点、備前擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 24 点、内耳土器 6 点うち 

A 群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点でしっかり穿孔する。焼塩壷蓋 1 点等がある。出土平瓦の厚さ

平均は 19.25㎜で 16.5㎜、17.5㎜、21.0㎜が各 2 点ずつある。溝内・掘り方ともに遺物に時期差は感

じられず、唐津片口は接合した。高台が薄く縦長になる碗があるので 17 世紀中頃に造られ比較的

短期間で廃絶したものと思われる。

F-2 SV402　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は F-2 区の南側に位置する石組の溝状遺構である。現状で東西方向に長さ 3.45m にわ

たって検出した。幅は 140㎝前後で、深さは 6㎝である。F 区 SV401 と SV402 は隣接しており、並

行関係にあると考えられる。東側の延長線上に F 区 SV403 があり、つながっていた可能性がある。

溝内からは磁器 5 点、陶器 48 点、土師質瓦質土器 64 点、瓦転用品 1 点（6）、硯 1 点（7）、鉄製

品 35 点、寛永通寶 1 点、瓦が出土した。磁器には端反皿 2 点、端反小坏 1 点、内面に色絵の端反皿？

1 点等が、陶器には備前擂鉢 6 点、同瓶 1 点、唐津皿 28 点うち刷毛目二彩手皿 1 点、溝縁皿 12 点

うち灰釉 11 点（うち 1 点 SV401 と接合）・鉄釉 1 点、同端反皿 3 点、体部と口縁部の境に段を有

し口縁部はやや内湾する灰釉皿 3 点、灰釉胎土目皿 1 点、内野山北窯の端反碗 1 点、呉器手碗 2 点

等が、土師質瓦質土器には皿 48 点（1）（2）（3）（4）（5）、内耳土器 8 点、焼塩壷蓋 2 点等がある。

下層からは高台内側裾をなめらかな湾曲に削る磁器皿 1 点が出土した。

掘り方からは磁器 4 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器に

は唐津灰釉溝縁皿 1 点、同練り込み手？京焼風碗 2 点（うち 1 点は F-2SK428 と接合）等が、土師

質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 3 点、土師質焜炉 1 点等がある。

溝内・掘り方ともに遺物に時期差は感じられず、刷毛目二彩手皿があるので 17 世紀中頃に造ら

れ比較的短期間で廃絶したものと思われる。
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F-2 SV403
本溝状遺構は F-2 区の南東側に位置する石組の溝状遺構である。F-2 区東側（調査区 1）へひろ

がっている。F 区 SV402 の東側に位置し、SV402 とつながっていた可能性がある。現状で東西方

向に長さ 2.11m にわたって検出した。幅は 65 ～ 105㎝で、深さは 20㎝である。

溝内からは磁器 5 点、陶器 8 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。陶器には備前擂鉢 2 点、絵唐津

灰釉皿 1 点、唐津京焼風碗 2 点、織部鉢 1 点等がある。

掘り方からは磁器 7 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 12 点、砥石 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土し

た。磁器には高台内の削りが外面より深く、内面高台裾の削りが角張る皿 1 点等が、陶器には同一

個体と思われる絵唐津皿 3 点、唐津溝縁皿 3 点、同刷毛目香炉火入れ 2 点、同藁灰釉皿 1 点、同灰

釉碗・皿 5 点、擂鉢 4 点うち唐津 1 点・備前 3 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉

1 点、皿 7 点、内耳土器 1 点等がある。関西系碗は混入と判断した。

溝内・掘り方ともに遺物に時期差は感じられず、刷毛目香炉火入れがあるので 17 世紀中頃に造

られ比較的短期間で廃絶したものと思われる。

F-3 SV501　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は F-3 区南西側に位置する。長さは西側をトレンチ等に、東側を現代の攪乱よって切

られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.65m にわたって検出した。幅は

65㎝～ 83㎝、深さは 20㎝である。

磁器 5 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には一重網目紋初期伊万里碗

1 点、折縁で端部が立ち上がる皿 1 点、漳州窯碗 1 点等が、陶器には唐津呉器手碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には皿 10 点うち 1 点は右回転糸切り後板目痕 1 点（1）、瓦質丸火鉢 1 点がある。唐津

呉器手碗があり 17 世紀後半の遺構であろう。

F-3 SV601　 遺物実測図  遺物写真

本溝状遺構は F-3 区北東側に位置し、北東－南西方向に長さ 5.80m にわたって検出した。幅は

40㎝～ 48㎝、深さは 19㎝で、中から 3.4m 程の木材を検出した。南西端をトレンチ等によって切

られているため不明な部分があるが、本溝状遺構は溝として機能していたというよりは木材を埋設

して使用した土坑と推測される。

F 区 SK601・SV602 が重複しているが、切り合い関係から本溝状遺構は SK601・SV602 より新

しい。土師質皿 3 点、鉄製品点 2 点、瓦が出土した。掘り方からは備前 3 点うち擂鉢 2 点、唐津灰

釉碗 1 点、瓦が出土した。瓦には上に開く三葉を中心飾りとする軒平瓦 1 点（1）、三葉の飾り瓦 1 点、

コビキ A の丸瓦 2 点等がある。切り合い関係より本遺構が SK601 より新しいから 17 世紀前半な

いしそれ以降の遺構であろう。

F-3 SV602
本溝状遺構は F-3 北東側に位置し、南北方向に長さ 2.3m にわたって検出した。幅は 45㎝～ 110㎝。
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北側をトレンチに、南側は現代の攪乱によって調査できなかったため不明な部分があるが、本溝状

遺構は南側の標高が低く、北側の標高が高いことから、北端に接するトレンチあたりで収束してい

ると推測する。本溝状遺構は切り合い関係より F 区 SV601 より先に作られている。瓦のみが出土

した。遺物が少ないため時期は不明である。

P
F-1 P254　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。陶器には唐津京焼風陶器 2 点、鍋？

1 点、土師質瓦質土器には赤泥塗る十能 1 点（1）、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点がある。鍋

らしきものがあるので 18 世紀後半以降の遺構の可能性がある。

F-2 P256
磁器 7 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、硯 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には蓋物

1 点等が、陶器には唐津見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目皿 1 点、擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿

2 点がある。唐津刷毛目皿は高台内は兜巾にならず底部は薄手で高台断面は台形状でありⅣ期以降

の特徴を持つことから 18 世紀以降の遺構であろう。

F-3 P431　 遺物実測図  陶磁器観察表

全体に施釉する絵唐津碗 1 点（1）、板接ぎ叩き成形の焼塩壷蓋 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土し

た。瓦には蓮花状の飾り瓦 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

KDSK
F-1 KDSK1

本土坑は F-1 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

F-1 KDSK2
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

F-1 KDSK3
本土坑は F-1 区の東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。 

F-1 KDSK4
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

F-1 KDSK5　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。陶器には関西系の体部中位に大きな凹みのあ
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る碗 1 点（1）がある。

F-1 KDSK6
本土坑は F-1 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

F-1 KDSK7
本土坑は F-1 区の北側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

F-1 KDSK8　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は F-1 区の北側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、キセル吸口（1）が

出土した。

F-1 KDSK9
本土坑は F-1 区の西側に位置する。陶器、土師質瓦質土器が出土した。

F-2 KDSK10
本土坑は F-2 区の南西側に位置する。遺物は出土していない。

F-1 KDSK11
本土坑は F-1 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。土師

質瓦質土器には皿等がある。

F-1 KDSK12　 遺物実測図

本土坑は F-1 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、砥石、鉄製品、青銅製品、

瓦が出土した。瓦には長小判形の枠に文字部凹で「菊□」の刻印を持つ軒平瓦 1 点（1）がある。 

F-2 KDSK13
本土坑は F-2 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

F-2 KDSK14
本土坑は F-2 区の東側に位置する。遺物は出土していない。

F-3 KDSK15
本土坑は E-3 区から F-3 区にかけて位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

F-3 KDSK16
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本土坑は F-3 区の南東側に位置する。遺物は出土していない。

F-2 KDSK25
本土坑は F-2 区の南西側に位置する。遺物は出土していない。

F-1 KDSK26
本土坑は F-1 区の北側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

KDSV
F-1 KDSV1

本溝状遺構は F-1 区から H-1 区にかけて位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が

出土した。

F-1 KDSV2
本溝状遺構は F-1 区の北東側に位置する。遺物は出土していない。

F-2 KDSV（2）
本溝状遺構は F-2 区から H-2 区にかけて位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が

出土した。

F-1 KDSV3
本溝状遺構は F-1 区の北側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

F-1 KDSV4
本溝状遺構は F-1 区の北東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

F-1 KDSV5
本溝状遺構は F-1 区の東側に位置する。陶器、土師質瓦質土器が出土した。

（7）G 区の遺構と遺物

SK
G-1 SK1

本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外となっているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 60㎝以上、短径

21㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、瓦が出土した。磁器には口縁が端反の深い染付皿 1 点、蓋物蓋の熨斗形のつまみ 1 点
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がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK2
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 48㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 74㎝、短径 39㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK3　
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 48㎝、短径 39㎝の不整形な円形、

底部は長径 40㎝、短径 29㎝の不整形な円形を呈している。深さは 11㎝である。重複している

SK112・P41 埋没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

産地不明の軟質施釉陶器の行平鍋 1 点、土師質 1 点が出土した。行平鍋があるので 19 世紀代の

遺構であろう。

G-2 SK4　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区の南西側から G-3 区の北西側にかけて位置する。形態及び規模は上端が長径 788

㎝以上、短径 132㎝の隅丸長方形、底部は長径 781㎝以上、短径 111㎝の隅丸長方形と推測される。

深さは 29㎝である。G 区 SV17、SK36、SK88 埋没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明

であるが、大量の遺物が出土したことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 156 点、陶器 190 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 159 点、鉄製品 2 点、青銅製品 2 点、

瓦が出土した。磁器には紗綾形紋の型皿 1 点、端反碗 18 点うち蓋 5 点、身 13 点うち瀬戸美濃 4 点

うち麦藁手 1 点、広東碗 3 点、筒形碗 1 点、ハリ支え痕のある皿 1 点、小広東碗 1 点、くらわんか

手皿 2 点、輪花手塩皿 1 点、蓋物蓋 3 点うち色絵 1 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕 4 点、同灰釉植

木鉢 2 点、同外面鉄釉内面上野釉手水鉢 1 点、関西系碗 13 点うち小杉碗 2 点・端反碗 5 点・体部

面取り高台脇鎬碗 1 点、同行平鍋 10 点うち蓋 4 点、同灯明皿 2 点、同脚付き灯明受皿 1 点、同徳

利 6 点、鉄釉鍋 2 点、土瓶 27 点うち蓋 6 点、唐津刷毛目鉢 3 点、瓶 3 点、擂鉢 13 点うち明石 3 点・

堺明石 5 点等が、軟質施釉陶器には口縁端部に敲打痕のある灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器に

は瓦質焜炉 1 点、土師質焜炉 4 点（日下分類Ⅱ Ca）、筒形で高台に深いアーチ状の削りのある二重

構造になる涼炉 6 点、内面にカルシウム分の付着する甕 16 点、内耳土器 14 点うち A 群口縁部 1 点・

C 群口縁部 1 点、皿 10 点、羽釜 2 点（1）、焼塩壷蓋 1 点等が出土した。瓦には軒平・軒桟瓦菊間

Ⅰ類 b2 点等がある。

瀬戸美濃型皿があるが、木型打ち込み皿等がないので 19 世紀第 2 四半期の遺構であろう。

G-3 SK5　 遺物実測図  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の北側に位置する。形態及び規模は北側に調査区畔が存在していたため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 293㎝、短径 194㎝以上の隅丸方形、底部は長径 276㎝、短径 191
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㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 18㎝である。SK15・SK40・SK47・SK50・P23 と切りあ

い関係にある。構築順に整理すると（古） SK47・SK50 → SK40 → SK15 → P23 →本土坑 （新）と

なる。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が出土したことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 180 点、陶器 176 点、土師質瓦質土器 183 点、人形類 4 点、石製品 3 点、鉄製品 25 点、瓦、

ガラス 1 点が出土した。磁器には端反碗 20 点うち瀬戸美濃 11 点、深小丸碗 1 点、瀬戸美濃型皿 3

点、植木鉢 1 点（1）等が、陶器には瀬戸美濃火鉢 7 点うち角火鉢 5 点、同手水鉢 11 点、同水甕 2 点、

同風炉 4 点、同瓶掛け 1 点、関西系碗 28 点うち口縁部緑釉掛け流し端反碗 1 点・細かい貫入の入

る端反碗 2 点・木瓜形碗 1 点・体部面取り高台脇鎬碗 2 点・色絵碗 1 点・小杉碗 1 点、急須 5 点う

ちつまみが動物になる蓋 1 点（2）等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉火鉢 6 点、内耳土器 26 点う

ち A 群口縁部 7 点で内耳部分 2 点がありいずれも粘土の貼り付けは少ないが 1 点はしっかり穿孔

する。C 群口縁部 3 点がある。瓦質土瓶 5 点、皿 12 点、羽釜 1 点がある。外面に赤泥を塗る土師

質焜炉 3 点、内面にカルシウム分の付着する甕 26 点、サナ 1 点等がある。人形には武者か（3）、

等がある。石製品には軽石 1 点（4）、砥石ないし硯 2 点がある。瓦には菊間Ⅰ類 b の軒平または

軒桟瓦 4 点がある。うち 1 点は長方形枠に「小」の文字部凸の刻印を持つ（5）。1 点は小型である（6）。

ガラスは混入と判断した。深小丸碗・瀬戸美濃型皿はあるが、木型打ち込みの皿等がないので 19

世紀第 2 四半期の遺構であろう。

G-3 SK6
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 56㎝の不整形な円形、

底部は長径 52㎝、短径 50㎝の不整形な円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は G 区

SK41 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が検出されている。

磁器 6 点、陶器 23 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、高

台の高い小碗 1 点等、陶器には土瓶 1 点、萩 1 点、唐津壷甕 3 点等、土師質瓦質土器にはカルシウ

ム分の付着した甕 3 点、その他壷甕 13 点、皿 1 点、羽釜凸帯 1 点等がある。端反碗があるので

1810 年以降の遺構である。

G-3 SK7　
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 184㎝、短径 51㎝の楕

円形、底部は長径 167㎝、短径 40㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は G 区

SK49・SK50 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は

不明である。

G-3 SK8　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 91㎝、短径 55㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 77㎝、短径 44㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。

本土坑は SK26・SK28 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が出土し
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たことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 132 点、陶器 273 点、土師質瓦質土器 193 点、瓦、硯 1 点（30）が出土した。磁器には端反

碗 32 点うち肥前系 6 点（4）（6）（7）、瀬戸美濃 20 点（1）（2）、関西系 6 点（3）（5）、瀬戸美濃型

皿 9 点（14）（15）（16）、深小丸碗 2 点うち吉田窯 1 点（8）、関西系小坏 1 点（10）、同燗徳利 1 点

（18）、鉢 15 点（9）うち同一個体と思われる青磁イゲ縁 9 点（17）、手塩皿 13 点うち型紙摺りの糸

切り細工成形 1 点（11）・輪花口紅 11 点（12）・輪花口紅なし 1 点（13）等が、陶器には急須 92 点

で三彩 2 個体・白土描法 1 個体・把手の裏面に亀甲に「清」の刻印のあるもの 1 点（23）等最低で

も 5 個体ある。土瓶 55 点あり体部の横幅が狭くなり縦長になるものが目立つ。関西系片口鉢 19 点

うち鉄釉 1 点（22）、同端反碗 3 点うち外面錆釉にイッチン掛けと白化粧土で梅花を描くもの 2 点（20）

（21）・瀬戸美濃の外面に白化粧土で梅花を描くもの 1 点（19）、擂鉢 8 点うち明石 1 点（24）・明石

又は堺 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 69 点（25）（26）、瓦質胞衣容器 2 点、内耳土器 A

群口縁部 6 点、羽釜口縁部凸帯 9 点、内耳土器・羽釜破片 43 点、羽釜には深く凸帯の幅が広いも

のと、浅く凸帯の幅が狭く凸帯上部に粘土貼り付けの把手が付くものがある。涼炉 12 点、赤泥塗

る土師質筒形焜炉 5 点（日下分類Ⅱ D）、火消し壷 1 点、同一個体と思われる練り込み手香炉火入

れ 30 点、甕 2 点等がある。瓦には菊間Ⅰ類 b 軒桟瓦の無刻印 1 点（27）、菊間Ⅱ類変形無刻印の

もの 1 点（28）、完形丸瓦 1 点（29）等がある。 

瀬戸美濃型皿や深小丸碗はあるが木型打ち込みの皿がないので 19 世紀第 2 四半期の遺構であろ

う。

G-3 SK9
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 54㎝の円形、底部

は長径 40㎝、短径 39㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。G 区 SK26 埋没後に本土坑は作

られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑に

先行する SK26 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-3 SK10
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 37㎝、短径 35㎝の円形、底部

は長径 26㎝、短径 21㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。SK26 埋没後に本土坑は作られ

ている。磁器 1 点のみが出土した。遺構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は明確でない

が、本土坑に先行する SK26 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の

遺構であろう。

G-3 SK11
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 23㎝、短径 18㎝の不整形な円形、

底部は長径 17㎝、短径 14㎝の不整形な円形を呈している。深さは 11㎝である。G 区 SK26 埋没後

に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土



― 297 ―

坑に先行する SK26 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であ

ろう。

G-3 SK12　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 102㎝、短径 65㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 84㎝、短径 56㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 22㎝である。SV9 埋没

後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には氷裂紋の碗 1 点、

陶器には関西系行平鍋蓋 1 点、関西系鉄絵染付碗 1 点、鉄釉鍋 1 点、備前灯明皿 1 点、丹波植木鉢

1 点（1）、丹波壷甕 1 点、土師質瓦質土器には内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。行平

鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

G-3 SK13　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は G-3 区の北側に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 130㎝、短径 113㎝の

楕円形、底部は長径 123㎝、短径 107㎝の楕円形を呈している。本土坑からは湧水とともに井戸の

枠と考えられる木製品が検出された。西側に少しゆがんだ形で 1 つ、それを切る形で中央に 1 つ検

出した。西側の井戸枠は上端が長径 66㎝、短径 49㎝の楕円形、底部は長径 63㎝、短径 48㎝の楕円

形と推測される。中央の井戸枠は上端が長径 57㎝、短径 56㎝の円形、底部は長径 55㎝、短径 52㎝

の円形を呈している。本井戸の深さは 66㎝である。本遺構は SK224 を切っていることから SK224

埋没後に作られている。

磁器 36 点、陶器 71 点、土師質瓦質土器 44 点、石製品 2 点、鉄製品 9 点、瓦、木製品が出土した。

磁器には端反碗 6 点うち瀬戸美濃 4 点でうち麦藁手 1 点、篆書紋（遺伝子状）1 点、鶴首瓶 1 点、

蛇の目凹型高台の高台高の低い鉢 1 点、同じ高台の皿 1 点、望料碗蓋 1 点、蓋物蓋 2 点うち熨斗形

のつまみの大型品 1 点、高台内ハリ支え 3 点ある皿 1 点、広東碗蓋 2 点等が、陶器には唐津刷毛目

鉢 1 点、同壷甕 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同外面緑釉内面と高台錆釉ハケ塗りの植木鉢 1 点、同外

面灰釉にうのふ釉流し掛け、内面と外面底部に錆釉をハケ塗りし底部に丸い足を貼り付ける角形の

甕鉢類 1 点、擂鉢 9 点うち堺 1 点、堺明石 3 点、備前 3 点、鉄釉瓶 8 点、関西系行平鍋 3 点、同蓋

物蓋 1 点、同体部面取りし高台脇鎬碗 1 点、土瓶 3 点うち蓋 1 点、信楽壷甕 1 点等がある。土師質

瓦質土器には甕 31 点で内面にカルシウム分が付着するものもある。内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿

5 点（1）、瓦質土瓶 1 点（2）、羽釜 1 点、瓦質焜炉火鉢 3 点、土師質焜炉火鉢 5 点等がある。石製

品は砥石 1 点、硯 1 点である。瓦には菊間Ⅰ類 b 軒平・軒桟瓦 5 点（3）～（7）がありうち 1 点

に「小」（3）、1 点に「喜」（5）の刻印がある。いずれも文字部凸である。木製品には下駄（8）、

曲物側板（9）、同底板（10）等がある。

掘り方からは磁器 16 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 11 点、窯道具 1 点、瓦が出土した。磁器

には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ五弁花コンニャク印判のくらわんか手皿 1

点、陶器には関西系徳利 1 点、備前擂鉢 1 点、土瓶 2 点、窯道具は両面にアルミナを塗ったハマで
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ある。土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。

本井戸が築造されたのは掘り方に端反碗があり深小丸碗等がないことから 19 世紀第 1 四半期頃

で、廃絶したのは埋土に瀬戸美濃篆書紋端反碗があるので 19 世紀第 3 四半期であろう。

G-3 SK14　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側に調査区畔が位置していたため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 115㎝、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 104㎝、短径 22㎝

以上の楕円形と推測される。深さは 10㎝である。本土坑は G 区 SK85・SV1 と切りあい関係にある。

構築順に整理すると（古） SK85 → SV1 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 54 点、陶器 76 点、土師質瓦質土器 75 点、箱庭 2 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出

土した。磁器には高台が高く内面に段の付く小坏 1 点（7）、端反碗 10 点うち蓋 3 点うち高台内に「成

化年製」の銘のあるもの 1 点（5）、身 7 点には瀬戸美濃 1 点・焼き継ぎ痕あるもの 2 点（3）（4）、

広東碗 1 点、焼き継ぎ痕のある網干紋端反の大皿 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の高い八角鉢 1 点

（2）、輪花の手塩皿 1 点（6）、燗徳利 2 点うち一重網目紋 1 点（1）、蛇の目凹型高台の高台高の低

い皿 1 点、蛸唐草紋の段重 2 点等がある。陶器には関西系碗 7 点うち細かい貫入の入るもの 5 点・

体部面取りし高台脇鎬 1 点（9）、同燗徳利 10 点、同蓋物 2 点うち蓋 1 点（10）、同一個体と思われ

る灰釉に青緑釉流し掛ける鍋 3 点、行平鍋 6 点うち蓋 4 点（8）・把手 1 点、同土瓶 9 点、同香炉火

入れ 3 点でうち白化粧土に緑釉流し掛けるもの 2 点・細かい貫入入るもの 1 点、萩 4 点うち碗 1 点・

皿 3 点、備前灰落とし 1 点、瀬戸美濃うのふ釉の甕鉢類 2 点、擂鉢 5 点うち堺明石 2 点等がある。

土師質瓦質土器には内耳土器 12 点うち A 群口縁部 4 点、瓦質土瓶 19 点、五角形の脚を貼り付け

る涼炉 5 点、火消壷蓋 2 点、瓦質角火鉢 7 点等がある。蛇の目凹型高台の高台高の高い八角鉢があ

り木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期の遺構であろう。

G-3 SK15　 遺物実測図

本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 256㎝以上、短径 135㎝の不整形な楕円形、底部は長径

245㎝以上、短径 115㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は G 区 SK5・SK40・

SK41・SV13・P32 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） P32 → SK40・SK41 →本土

坑→ SV13 → SK5 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 29 点、人形 1 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器に

はくらわんか手皿 1 点、焼き継ぎ痕のある三田青磁？箱形製品 1 点等が、陶器には瀬戸美濃の上野

釉の甕鉢類 1 点、擂鉢 2 点うち備前 1 点、備前灯明皿 1 点、唐津壷甕 2 点等が、土師質瓦質土器に

は皿 3 点、甕 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、練り込み手の香炉火入れ 1 点、瓦質角火鉢 8 点、

ひょうそく 1 点等がある。人形はえびすと大黒天が並んでいる中実のものである。不明紋軒平瓦 1

点（1）がある。焼き継ぎ痕のある製品があるので 19 世紀代の遺構である。
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G-3 SK16　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 46㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 51㎝、短径 29㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。

G 区 SK26 埋没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

陶器土瓶 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦転用品 1 点（1）のみが出土した。土瓶があるので 18 世

紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK26 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと

同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-3 SK17　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 91㎝、短径 80㎝の円形、底部は

長径 84㎝、短径 73 ㎝の円形を呈している。深さは 30㎝である。本土坑は G 区 SV3 埋没後に作ら

れている。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 9 点、人形 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には

端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、同一個体と思われる型皿 2 点（1）、外面鉄釉碗 1 点、口縁部と底部

が広がり胴部がすぼまった同一個体と思われる蛸唐草紋仏花瓶 2 点等が、陶器には同一個体と思わ

れる瀬戸美濃の浅形水甕 3 点、同外面緑釉内面錆釉をハケ塗りし貼花する植木鉢 1 点、体部に三段

の凹凸があり（東大 TD-1-K に類似）口縁部に緑釉を流し掛けする関西系碗 1 点（2）等がある。

型皿があるので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構である。

G-3 SK18
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 42㎝、短径 27㎝の隅丸長方形、

底部は長径 35㎝、短径 22㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明で

ある。上層からは磁器 1 点、陶器 1 点のみが出土した。掘り方からは磁器 2 点、陶器 6 点、土師質

瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津皿 1 点、関西系色絵碗 1 点、同細かい貫

入の入る端反碗 1 点等が、土師質瓦質土器には土師質皿 2 点、内耳土器 2 点等がある。遺物が少な

いため時期は不明である。

掘り方に関西系細かい貫入の入る端反碗があるため 18 世紀第 4 四半期以降に築造された井戸で

あろう。

G-2 SK19
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 42㎝、短径 40㎝の不整形な方形、

底部は長径 30㎝、短径 26㎝の不整形な方形を呈している。深さは 22㎝である。H 区 SV2 埋没後

に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でない

が、本土坑に先行する H 区 SV2 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期

ないしそれ以降の遺構であろう。
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G-3 SK21
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 54㎝の隅丸長方形、

底部は長径 70㎝、短径 45㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 8㎝である。G 区 SK31・SK66 埋

没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

型打ち成形で花弁形にする白磁碗 1 点と関西系陶器端反碗 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK31 が 1810 年以降の遺構なので、それと同

時期であろう。

G-3 SK22　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 255㎝、短径 192㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 240㎝、短径 160㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 26㎝である。G

区 SK80・SK28・SK26 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK80 → SK26 → SK28

→本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 41 点、陶器 68 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 99 点、人形 2 点、鉄製品 16 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗 3 点うち関西系蓋 1 点、広東碗 2 点、小広東碗 1 点（G-3SK26 と接合）、

くらわんか手丸形碗 2 点うち外面コンニャク印判 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎするもの 1 点、青磁染

付朝顔形碗 2 点うち蓋 1 点、高台内を円柱状に削る仏飯器 1 点、色絵蓋物 1 点等がある。陶器には

瀬戸美濃水甕 1 点、同うのふ釉と上野釉を掛け分ける鉢類 2 点、同小杉碗 1 点（1）、関西系碗 4 点

うち外面面取り高台脇鎬 1 点、体部が段になり口縁部から緑釉を流し掛けするもの 1 点、同灯明皿

2 点、同蓋物 1 点、同行平鍋 5 点うち蓋 3 点、同筒形で口縁部から緑釉を掛け流す同一個体と思わ

れる香炉火入れ 3 点、唐津刷毛目鉢 3 点、大谷甕 7 点、擂鉢 3 点うち堺明石 1 点、土瓶 2 点等があ

る。軟質施釉陶器には土瓶注口 1 点、土瓶ミニチュア 1 点がある。土師質瓦質土器には内耳土器

29 点うち A 群口縁部 10 点、C 群口縁部 1 点がある。A 群口縁部のうち内耳部分が 5 点ありうち 4

点は突き抜けず（6）（7）、1 点は穿孔しない。皿 15 点（2）（3）（4）（5）、内面に青海波紋の当て

具痕がありカルシウム分の付着する甕が 22 点ある。把手付き焙烙 1 点（8）がある。

端反碗があるが深小丸碗等がないので 19 世紀第 1 四半期の遺構であろう。

G-3 SK23
本土坑は G-3 区の東側に位置する。規模は現状で、上端が長径 40㎝、短径 22㎝、底部は長径 38㎝、

短径 18㎝と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 8㎝である。遺構の性格は不

明である。磁器 1 点、陶器 3 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK24　 遺物実測図

本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 204㎝、短径 62㎝の隅丸長方形、

底部は長径 186㎝、短径 50㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 27㎝である。本土坑埋没後に
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SK31 が作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 5 点、永楽通寳 1 点（1）、瓦が出土した。陶

器には行平鍋の底部 1 点等がある。行平鍋があることから 19 世紀代の遺構であろう。

G-3 SK25
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 18㎝の楕円形、底

部は長径 44㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は SK29・P21 と重

複しているが、構築順に整理すると（古） SK29 →本土坑→ P21 （新）となる。遺構の性格は不明

である。

土師質皿 1 点、石製品 1 点のみが出土した。石製品は元々は球形であったと思われ据える部分が

平らに削ってあり、中央に穿孔した痕跡がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に

先行する SK29 が 1780 年以降の遺構なのでそれと同時期であろう。

G-3 SK26　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 420㎝、短径 391㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 311㎝、短径 288㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 70㎝である。本

土坑は様々な遺構と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK80 → SK47 → P12 → SV9・

SK36 →本土坑→ SK27・SK28 → SK22 → SK8・SK11・SK16 → SK9・SK10 （新）となる。遺構の

性格は不明であるが、大量の遺物が出土していることから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 127 点、陶器 237 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 285 点、人形類 2 点、鉄製品 14 点、

硯 2 点、黒碁石 1 点、砥石 1 点（17）、瓦が出土した。磁器には端反碗 9 点うち瀬戸美濃 3 点、広

東碗 9 点、小広東碗 3 点（1）、G-3SK22 サブ T と接合する小碗 1 点（2）、香炉火入れ 1 点（I-22

層と接合、H-2SK208 と同一個体か）、蓋物 11 点うち蓋 2 点（3）等が、陶器には関西系碗 49 点う

ち小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 3 点・色絵碗 2 点・体部中位に大きな凹みのある碗（東大

TD-K-1）1 点、同香炉火入れ 3 点（8）、土瓶 45 点うち蓋 4 点、備前植木鉢 1 点（4）、同壷甕 1 点（5）、

丹波 2 個体分と思われる植木鉢 6 点（6）（7）、産地不明鉄釉ひょうそく 1 点（9）、窯道具？ 1 点（10）

等が、軟質施釉陶器には胎土が橙褐色の土瓶蓋 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 46 点うち A

群口縁部 18 点（14）・C 群口縁部 2 点、土師質焜炉火鉢 22 点うち日下分類Ⅱ Ca 口縁部 4 点、瓦

質土瓶 5 点、皿 44 点（11）（12）（13）、竹にたがを表現した瓦質土器 2 点、瓦質角火鉢 3 点、長方

形の板を接合し L 字形にした瓦質製品（焜炉類オプションか）7 点、内面に青海波紋の当て具痕あ

る甕 47 点うち凸帯を持ち底部にススが付着するもの 4 点、サナ 1 点、焼塩壷 1 点、灯火具 1 点（15）

等がある。鉄製品には和釘 1 点等が、瓦には半菊紋を中心飾りにする菊間Ⅱ類の類似紋様の軒桟瓦

1 点（16）、三葉紋の飾り瓦 1 点等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

また、G-3SV12 は本土坑の一部である可能性が高い。SV12 からは磁器 2 点、陶器 1 点、土師質

瓦質土器 3 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等がある。なお、SV12 出土分はカウント表に

含んでいない。
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端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がなく 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

G-3 SK27　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝前後、短径 65㎝の不整形な円形、底部は長径

40㎝前後、短径 34㎝の不整形な円形と推測される。深さは 21㎝である。SK26・SK36 と切りあい

関係にある。構築順に整理すると（古） SK36 → SK26 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明

であるが、こぶし大の礫がつまっていた。

磁器 5 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、青銅製灰匙 1 点、瓦が出土した。青

磁染付の朝顔形碗 1 点、赤上絵付け製品 1 点、皿 2 点うち 1 点は口紅装飾等、陶器には関西系灯明

皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同一個体と思われる関西系土瓶 4 点等が、土師質瓦質土器には完形の皿

1 点（1）等がある。関西系灯明皿が見られることから 19 世紀代の遺構であるが、本土坑に先行す

る SK36・SK26 がいずれも 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-3 SK28
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 116㎝、短径 105㎝の円形、底

部は長径 62㎝、短径 60㎝の円形を呈している。深さは 64㎝である。SK8・SK22・SK26 と切りあ

い関係にある。構築順に整理すると（古） SK26 →本土坑→ SK22 → SK8（新）となる。遺構の性

格は不明である。

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には稲束紋小丸碗 1 点、陶器に

は関西系端反碗 1 点、瓶 1 点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土

坑に先行する SK26、本土坑より新しい SK22 がいずれも 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、本土坑

も同時期の遺構である。

G-3 SK29
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SV8 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 234㎝、短径 231㎝の不整形な長方形、底部は長

径 220㎝、短径 216㎝の不整形な長方形と推測される。深さは 25㎝である。SK66・SV8・SK25・

P21・P29 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK66 ・P29 → P21 →本土坑→

SK25・SV8 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 34 点、人形 2 点、鉄製品 7 点が出土した。梵字紋広東

碗 1 点、蛇の目凹型高台の高台高低い皿 2 点、同一個体と思われる初期伊万里福寿紋鎬天目碗 2 点

等が、陶器には関西系端反碗 2 点、鉄釉鍋 1 点、産地不明徳利 1 点、備前擂鉢 1 点、ミニチュア鉄

釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 26 点、瓦質焜炉火鉢 3 点等がある。広東碗があるので 1780

年以降の遺構である。
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G-2 SK30 ＝ SK37　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 96㎝、短径 60㎝以上の不整形な円形、底部は長径 47㎝

以上、短径 16㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 21 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 28 点、瓦、石製品 3 点が出土した。磁器には端反碗 5 点

うち関西系と思われるもの 3 点（1）（2）で 1 点には焼き継ぎ痕がある。他の 2 点は多重圏線紋 1 点、

雨龍紋 1 点（3）である。また、焼き継ぎ痕のある稲束紋の小丸碗 1 点（7），手塩皿 2 点（4）うち

1 点は輪花（5）、初期伊万里皿 1 点，端反の小坏 1 点（6）、外面鉄釉で刳り高台、高台内角福の袋

物 1 点（8）等がある。西洋コバルト型紙摺り碗は混入と判断した。陶器には堺・明石擂鉢 1 点、

土瓶 2 点うちトビガンナ 1 点等がある。土師質瓦質土器には瓦質焜炉 1 点、瓦質火鉢 3 点、内耳土

器 4 点うち A 群口縁部 3 点、皿 2 点、涼炉 1 点（9）等がある。石製品には砥石 2 点（10）（11）

等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

G-3 SK31　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形態と規模は南側を G 区 SV8 によって削平を受けている

ことから不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝、短径 58㎝の隅丸方形、底部は長径 65㎝、

短径 44㎝の隅丸方形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 30 点、陶器 55 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 39 点、人形 1 点、鉄製品 14 点、ガ

ラス製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 2 点、碗 2 点、小坏 1 点、赤絵の具で上絵文字を

書いた碗 1 点等が、陶器には萩碗 2 点、土瓶 5 点、行平鍋 5 点、関西系貫入入る碗 4 点うち端反碗

1 点、鉄釉鍋 1 点、口縁部に雷紋を染付する京皿 1 点、唐津溝縁皿 2 点、瀬戸美濃の外面石粒含む

鉄釉を掛け、高台脇と底部外面に錆釉ハケ塗りする火鉢か 1 点、内面に青海波紋の当て具痕のある

炻器質のもの 1 点、鉄釉ミニチュア鍋か 1 点等が、軟質施釉陶器には外面緑釉内面黄釉の初期京焼

碗 1 点等が、土師質瓦質土器には板作り成形焼塩壷身 1 点、内耳土器 11 点うち A 群口縁部 4 点、

C 群口縁部 1 点、皿 7 点（1）等がある。端反碗があることから 1810 年以降の遺構である。

G-3 SK35
本土坑は G-3 区の北西側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 73

㎝の円形、底部は長径 66㎝、短径 65㎝の円形を呈している。深さは 14㎝である。甕は土師質で底

が破損しており、破損した底部に漆喰をはっている。

磁器 2 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 83 点が出土した。磁器には白磁猪口 1 点等、陶器には行

平鍋 3 点うちイッチン掛けの蓋 1 点、青緑釉燗徳利 2 点、堺・明石の擂鉢 1 点、瀬戸美濃の水甕 1 点、

同壷甕 1 点、関西系柄杓 1 点等、土師質瓦質土器には内面に青海波紋の当て具痕のある同一個体と

思われる壷甕 70 点、内面にカルシウム分の付着する甕 10 点、板目とたがを表現した瓦質樽状製品

1 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。
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G-3 SK36　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を G 区 SK26 に、北側をトレンチ等に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 249㎝、短径 200㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 215㎝、短径 180㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 48㎝である。

SK4・SK26・SK27・SK38 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK38 →本土坑→

SK26・SK27 → SK4 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 52 点、陶器 79 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 89 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦

転用品 1 点（11）、瓦、砥石 1 点（12）、ガラス 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 2 点、広

東碗 1 点、小広東碗 2 点、青磁染付朝顔形碗 2 点等が、陶器には関西系灰釉鉄砲口土瓶 1 点（1）、

同小杉碗 1 点、鉄釉鍋 2 点（2）、唐津呉器手碗 1 点、同灰釉片口 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同上

野釉うのふ釉流し掛ける壷甕鉢類 1 点、同水甕 1 点、萩碗 1 点、擂鉢 5 点等がある。土師質瓦質土

器には皿 37 点（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 2 点、C 群口

縁部 1 点、瓦質角火鉢 9 点等がある。ガラスは混入と判断した。端反碗はあるが深小丸碗等がない

ので 19 世紀第 1 四半期の遺構であろう。

（G-2 SK37 ＝ GSK30）

G-3 SK38 ＝ SK62
本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、南側を G 区 SK36 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 32㎝以上、底部

は長径 48㎝以上、短径 21㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 36㎝である。本土坑は

G 区 SK36・SV20 と隣接しているが、構築順に整理すると（古） SV20 →本土坑→ SK36 （新）とな

る。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、

唐子紋様の染付瓶 1 点等が、陶器には鍋 1 点、関西系徳利 2 点、同端反碗 1 点、イッチン掛け土瓶

1 点、擂鉢 2 点、備前灯明皿 1 点等ある。瓦には半菊紋軒平瓦がある。広東碗があるので 1780 年

以降の遺構であるが、本土坑より新しい SK36 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、その間の遺構

であろう。

G-3 SK39
本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 14㎝以上、底部は長径 39㎝以上、短径

9㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 43 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目凹型高台の高台高

の高い皿 1 点、同高台の焼き継ぎ痕のある八角鉢 1 点、端反碗 1 点、高台内に鉛釉で朱筆した皿 1

点等が、陶器には瀬戸美濃の外面砂粒混じりの鉄釉に上野釉うのふ釉を掛け流した甕鉢類 3 点、関
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西系行平鍋蓋 2 点、土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には内面にカルシウム分の付着した甕 41 点、火

消し壷 1 点等がある。蛇の目凹型高台の高台高の高い皿・鉢があるので 19 世紀第 2 四半期頃の遺

構である。

G-3 SK40　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側に調査畔が存在していたため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 286㎝、短径 107㎝以上の不整形な長方形、底部は長径 195㎝、

短径 96㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 32㎝である。G 区 SK5・SK15・SK85・P5

と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK85 →本土坑→ SK15 → SK5・P5 （新）となる。

遺構の性格は不明であるが、埋土に焼土が大量に含まれていた。

磁器 4 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 18 点、鉄製品 6 点、砥石 1 点（1）、碁石 1 点（2）、瓦が

出土した。磁器には皿 1 点、三足付き高台無釉で高台内を削り出さない青磁香炉火入れ 1 点が、陶

器には関西系小杉碗 1 点、土瓶 2 点、瀬戸美濃摺絵鬢水入れ 1 点、同上野釉甕鉢類 3 点、萩碗 1 点、

行平鍋蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 7 点、皿 3 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、サナ 1 点等

がある。行平鍋蓋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

G-3 SK41
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 KDSK6 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 169㎝以上、短径 127㎝以上の方形、底部は長径

161㎝以上、短径 120㎝以上の方形と推測される。深さは 25㎝である。本土坑は G 区 SK6・SK15・

SK58・SK72 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK72 → SK58 →本土坑→ SK15・

SK6 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 13 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。

磁器には広東碗 1 点、赤絵で圏線を上絵付けした碗 1 点、陶器には瀬戸美濃の緑釉を流し掛けした

甕鉢類 1 点、土瓶 2 点、行平鍋蓋 1 点等、軟質施釉陶器には人形の笠 1 点、ままごと 1 点が、土師

質瓦質土器には土瓶 4 点うち 3 点は同一個体と思われる蓋、皿 6 点、甕 1 点等がある。行平鍋蓋が

あるので 19 世紀代の遺構であろう。

G-2 SK42　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるか明確でなかった。磁器 9 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 78 点、鉄製品 1 点、瓦が

出土した。磁器には一重網目紋徳利 1 点、ハリ支え痕のある皿 1 点、焼き継ぎ痕のある製品 1 点等

が、陶器には行平鍋蓋 1 点、土瓶 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同うのふ釉甕鉢類 1 点等が、土師質瓦

質土器には同一個体と思われる内面に青海波紋の当て具痕のある甕 65 点、板作り成形で底部に粘

土塊を詰め周囲から押圧する焼塩壷 1 点（2）、皿 2 点（1）等がある。焼き継ぎ痕のある製品、行

平鍋蓋があり、19 世紀代の遺物である。
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G-2 SK43
本土坑は G-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝、短径 37㎝以上の円形、底部は長径 49㎝、短径 29

㎝以上の円形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑は G 区 SK48・H 区 SV3 埋没後に作られ

ている。遺構の性格は不明である。

磁器 33 点、陶器 40 点、土師質瓦質土器 33 点、瓦、人形 1 点、鉄製品 1 点、青銅製品 2 点が出

土した。磁器には端反碗 6 点うち身 3 点、蓋 3 点で、身の 2 点は瀬戸美濃、1 点は多重圏線が巡る

砥部の可能性があるもの、蓋 3 点はいずれも内面口縁部に雷紋帯を持ち、うち 1 点は焼き継ぎ痕が

ある。広東碗蓋 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 2 点、瓶 2 点でうち笹紋 1 点・蛸唐草 1 点、

笹紋紅皿 1 点、「小」かと思われる上絵のある染付 1 点、染付の段重 1 点、青磁染付の丸碗 1 点、

くらわんか手の蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点、瀬戸美濃 2 点うち碗 1 点等がある。陶器に

は土瓶 14 点うち 13 点は同一個体と思われるもの、唐津ハンズー甕口縁部で内側に肥厚するもの 1

点、唐津刷毛目蓋物蓋 1 点、瀬戸美濃鉢甕類 4 点、同鉄釉碗 1 点、トビガンナの行平鍋 3 点、関西

系香炉火入れ 1 点、同碗 1 点、備前灯明皿 1 点、同灰落とし 1 点等がある。土師質瓦質土器には涼

炉 12 点、瓦質焜炉火鉢 5 点、土師質焜炉火鉢 4 点、内耳土器 3 点，内面にカルシウム分の着いた

甕 6 点等がある。青銅製品は簪か。

砥部の多重圏線端反碗と思われるものがあるので 19 世紀第 3 四半期頃の遺構と思われる。周辺

の遺構の構築順及び年代は切り合い関係ない層序から（古） SK48 → SV16（19 世紀第 2 四半期廃絶）

→ SK55（19 世紀第 2 四半期）→ SK43（19 世紀第 3 四半期） （新）と考えられ、いずれも遺物も多

く出土しており、この時期この周辺に連続して廃棄土坑が作られたものと思われる。

G-2 SK44　 遺物実測図  遺物写真

遺構であるかどうか明確でなく、自然の凹みの可能性がある。磁器 11 点、陶器 10 点、土師質瓦

質土器 41 点、瓦、青銅製品 3 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎし釉剥ぎ

部にアルミナをハケで粗く塗る見込み五弁花こんにゃく印判のくらわんか手皿 1 点、型押しにより

外面に縦筋を表した白磁合子蓋 1 点、寿字紋鎬小坏 1 点等が、陶器には瀬戸美濃灰釉瓶（通い徳利）

1 点、唐津呉器手碗 1 点等が、土師質瓦質土器には外面に赤泥を塗る筒形で日下分類Ⅱ D 類の同一

個体と思われる焜炉 7 点、皿 7 点、甕 10 点等が出土した。青銅製品は把手か（1）。瓦には三葉の

飾り瓦がある。

G-3 SK45
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を G 区 SV3 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 86㎝、短径 36㎝以上の楕円形、底部は長径 51㎝、

短径 25㎝以上の楕円形と推測される。深さは 30㎝である。本土坑埋没後に SV3 は作られている。

遺構の性格は不明であるが、埋土に多量に炭化物が含まれていた。

磁器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、和釘 1 点のみが出土した。磁器には外面鉄釉の瀬戸美濃碗 1 点
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等が、土師質瓦質土器には底部へら切り皿 1 点等がある。19 世紀以降の遺構である。

G-3 SK46
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 54㎝の楕円形、底

部は長径 32㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 28㎝である。SK49・P5 と切りあい関係

にある。構築順に整理すると（古） SK49 →本土坑→ P5 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 9 点、人形 2 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器には深

小丸碗 1 点、望料碗蓋 1 点、紅皿 1 点等が、陶器には擂鉢 2 点うち備前 1 点、内面に粗い格子状の

当て具痕のある唐津壷甕 1 点、備前灯明皿 1 点等がある。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期

頃の遺構である。

G-3 SK47
本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 231㎝以上、短径 52㎝、

底部は長径 231㎝以上、短径 25㎝と推測される。形態は土坑というよりも溝状を呈している。深さ

は 18㎝である。SK5・SK26・SK49・P12 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本土

坑→ SK49 → SK26 → P12 → SK5 （新）となる。本土坑埋土には焼土状の土が含まれていた。陶器

9 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉碗 1 点、擂鉢 1 点等、土師

質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK48
本土坑は G-2 区の南東側に位置する。規模は北側を G 区 KDSV10 に、南側を G 区 SK55 によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 194㎝以上、短径 25㎝以上、底部は

長径 165㎝以上、短径 10㎝以上である。形態は不明である。深さは 10㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は G 区 SK43・SK55・SK58・H 区 SV3 と切りあい関係にある。構築順に整理す

ると（古） 本土坑→ H 区 SV3 → SK55・SK58 → SK43 （新）となる。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SV16 が 19 世紀第 2 四半期に廃

絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK（48）
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を G 区 SV1 に、南側を G 区 SV3・

SV14 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 308㎝以上、短径 184

㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 292㎝以上、短径 171㎝以上不整形な楕円形と推測される。

深さは 38㎝である。本土坑埋没後に SV1・SV3・SV14 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 14 点、人形 1 点、鉄製品 16 点、瓦が出土した。磁器に

は瓶 1 点等が、陶器には唐津京焼風碗 2 点、志野碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、体部が

内抱えになり口縁部が短く立ち上がり端部が外面に凸出する同一個体と思われる壷甕 4 点等があ



― 308 ―

る。コビキ A の丸瓦 3 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SV1

が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK49　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を G 区 SV1 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 433㎝以上、短径 88㎝、底部は長径 395㎝以上、短径 45

㎝と推測される。形態は土坑というよりも溝状を呈している。深さは 33㎝である。G 区 SK26・

SK46・SK47・SK50・SK61・SK7・SV11・SV1・P5・P6・SK222 と切りあい関係にある。構築順

に整理すると（古） SK222 → SK61 → SK47・SK50 →本土坑→ SK46 → SK26 → SV1・P6 → SV11・

P5 → SK7 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 26 点、陶器 42 点、土師質瓦質土器 38 点、人形 2 点、鉄製品 8 点、瓦が出土した。磁器に

は小広東碗 1 点、朝顔形碗 2 点うち青磁染付蓋 1 点、小丸碗 1 点、くらわんか手碗 1 点（1）、同皿

1 点等が、陶器には見込み蛇の目釉剥ぎで畳付にアルミナを塗り高台内の削りが高台脇より深い鉢

2 点うち高台無釉 1 点、瀬戸美濃見込み釉剥ぎし花状刻印押す黄瀬戸丸皿 1 点（2）、同灰釉片口 1

点（3）、関西系鉄釉と呉須を体部に掛け流す碗 1 点、同内面に鉄絵で菊花に型打ち成形した皿 1 点、

土瓶 3 点、擂鉢 6 点うち堺明石 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 7 点うち A 群口

縁部 1 点・しっかり穿孔する C 群口縁部 1 点、土師質甕体部破片 12 点、内抱えになり口縁端部が

外面に凸出する甕口縁部 1 点等がある。人形には型合わせ中実底部に径 5㎜の孔がある天神 1 点（4）

等がある。

底部からは関西系陶器 2 点、土師質皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、羽釜 1 点、瓦が出土した。

遺物自体は小広東碗はあるが広東碗はないので 1770 年代くらいである。しかし、本土坑に先行

する SK50 が 1810 年以降の遺構であり、本土坑より新しい SV1 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した

遺構なので、その間の遺構であろう。

G-3 SK50　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SK5 に、南側を G 区 SK49 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 270㎝以上、短径は 171㎝以上の

方形、底部は長径 257㎝以上、短径 135㎝以上の方形と推測される。深さは 17㎝である。SK5・

SK7・SK49・SK61 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK61 →本土坑→ SK49 →

SK7 → SK5 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 26 点、陶器 36 点、土師質瓦質土器 93 点、鈴形土製品 1 点、鉄製品 4 点、青銅製品 1 点、

硯 1 点（5）、瓦が出土した。磁器には端反碗 4 点うち関西系身 1 点・蓋 1 点と瀬戸美濃外面鉄釉 1 点、

端反小坏 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎするくらわんか手碗 1 点、高台の作りが薄くなる 17 世紀中頃

の碗 1 点、雲龍荒磯紋碗 1 点等が、陶器には唐津京焼風碗 9 点、見込みに窯道具の足の熔着痕のあ

る鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 53 点うち A 群口縁部 16 点（3）うち内耳部分 3

点でいずれもしっかり穿孔する。B 群・C 群口縁部各 1 点がある。皿 21 点（1）（2）、羽釜 4 点、
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焼塩壷身 1 点（4）等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

G-3 SK51
本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 33㎝の楕円形、底

部は長径 36㎝、短径 29㎝の楕円形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器鉄釉袋物 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK52
遺構かどうか明確でなかった。関西系？染付深小丸碗 1 点、外面体部緑釉外面高台と内面錆釉ハ

ケ塗りする瀬戸美濃甕鉢類 1 点、唐津刷毛目鉢 1 点、内耳土器 6 点うち 3 点は A 群口縁部、が出

土した。深小丸碗があり 19 世紀第 2 四半期頃までの遺物である。

G-3 SK53　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側を G 区 SV1 に北側を F 区 SK15 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 138㎝以上、短径 120㎝以上の隅

丸方形、底部は長径 117㎝以上、短径 92㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 27㎝である。

G 区 P8 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には糸切り細工

の貼り付け高台皿 1 点等が、陶器には関西系色絵碗 1 点、擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内面

に青海波紋の当て具痕のある甕 2 点、皿 1 点等がある。

下層からは磁器 4 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 12 点、人形 1 点（1）、瓦転用品 1 点、瓦、鉄

製品 2 点が出土した。磁器には見込み五弁花こんにゃく印判の皿 1 点、青花皿 1 点等が、陶器には

備前灯明皿 1 点、唐津京焼風陶器 1 点、土瓶釣り手掛け部 1 点等が、土師質瓦質土器には内面青海

波紋の当て具痕の甕 5 点、皿 4 点等がある。コビキ A の丸瓦 1 点がある。

土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑より新しい SV1 が 19 世紀第 2 四半期

に廃絶した溝状遺構であるから、その間の遺構であろう。

G-2 SK55　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区から F-2 区にかけて位置する。形態及び規模は東西をトレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 113㎝前後、短径 80㎝の不整形な円形、底部は

長径 91㎝、短径 59㎝の不整形な円形と推測される。深さは 36㎝である。G 区 SK43・SK48・H 区

SV3 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK48 → H 区 SV3 →本土坑→ SK43 （新）

となる。遺構の性格は不明であるが、遺物が大量に出土したことから廃棄土坑だった可能性がある。

磁器 89 点、陶器 96 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 117 点、土錘 1 点（4）、人形 1 点、

鉄製品 27 点、青銅製簪 1 点（5）、瓦が出土した。磁器には端反碗 5 点うち瀬戸美濃 2 点、広東碗

蓋 1 点、透かし彫りのある青磁染付香炉か 1 点（1）、外面鉄釉の瀬戸美濃深小丸碗 1 点、同一個体
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と思われる青磁瓶 4 点、焼き継ぎ痕のある碗・碗蓋各 1 点、瀬戸美濃陶器染付皿 1 点等が、陶器に

は行平鍋 7 点、土瓶 11 点、急須 2 点、関西系徳利 10 点、同木瓜形皿 1 点、同細かい貫入の入る端

反碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同手水鉢 3 点、同水甕 1 点、同灰釉植木鉢 1 点、同風炉 1 点、同

筒形で外面に線彫りし全面施釉、内面には錆釉ハケ塗りする火鉢 1 点、萩碗 1 点、擂鉢 8 点うち明

石 2 点（2）等がある。軟質施釉陶器には橙褐色の胎土に透明釉の土瓶 4 点、緑釉を掛けた箱庭か

1 点が、土師質瓦質土器には甕 35 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 4 点でうち 1 点は穿孔するが

突き抜けない、C 群口縁部 1 点、皿 5 点、涼炉 8 点、瓦質焜炉 5 点、火消し壷 34 点（3）うち蓋 1

点等がある。鉄製品には和釘（6）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

深小丸碗はあるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構である。

G-3 SK56　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構かどうか明確でなかった。上層焼土からは唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 3 点

が出土した。黒色土からは磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁器には一重網

目紋碗 3 点、陶器には唐津京焼風 1 点、同溝縁皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点うち

A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 1 点がある。

埋土からは磁器 7 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 4 点、キセル 2 点、瓦が出土した。

磁器には高台内面を滑らかな湾曲削りする 17 世紀後半の碗 1 点、焼成不良の一重網目紋碗 1 点等が、

陶器には見込み蛇の目釉剥ぎする灰釉皿 1 点、唐津京焼風 1 点、備前擂目が斜めの擂鉢 1 点等があ

る。土師質瓦質土器には内耳土器 16 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 2 点でいずれもしっかり

穿孔する。B 群口縁部が 1 点（2）ある。皿 7 点（1）、羽釜 2 点等が出土した。遺物が少ないが、

一重網目紋碗・唐津京焼風陶器等があり、17 世紀後半の遺物である。

G-3 SK57
本土坑は G-3 区南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 67㎝以上、短径 50㎝の不整形な隅丸方形、底部は長径 48

㎝以上、短径 37㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。

唐津灰釉砂目皿 1 点、同一個体と思われる土師質羽釜 8 点、内耳土器 1 点、鉄製品 1 点、キセル

雁首 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK58　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区から G-3 区に位置する。形態及び規模は上端が長径 121㎝、短径 103㎝の不整形

な隅丸方形、底部は長径 96㎝、短径 82㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 64㎝である。

SK41・SK48・H 区 SV3 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK48 →本土坑→ H 区

SV3 → SK41 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 26 点、陶器 47 点、軟質施釉陶器 14 点、ままごと 1 点、人形 2 点、土師質瓦質土器 68 点、

鉄製品 2 点、ガラス 13 点、骨角器 1 点（6）、瓦が出土した。磁器には薄手小坏 2 点うち高台の高
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い成瀬分類 A 類 1 点（1）・極く薄手で端反の成瀬分類 B 類 1 点（2）、蛇の目凹型高台の高台高低

く見込み周縁を絵付けしない皿 1 点、端反碗 1 点、植木鉢 1 点等が、陶器には関西系行平鍋 1 点、

同灯明受皿 1 点、瀬戸美濃緑釉植木鉢 1 点、同水甕 3 点、土瓶 3 点、軟質施釉陶器はすべて同一個

体と思われる土瓶、ままごとは陶器の鉄釉行平鍋（3）、土師質瓦質土器には内耳土器 39 点うち A

群口縁部 10 点、涼炉 1 点、皿 3 点（4）等がある。ガラスには瓶 1 点（5）等がある。瓦には菊間

Ⅰ b 類軒平ないし軒桟瓦 1 点がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

G-2 SK59
本土坑は G-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 82㎝、短径 56㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 60㎝、短径 36㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性

格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器には細かい貫入の

入る関西系碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK60　 遺物実測図  陶磁器観察表

本土坑は G-1 区から G-2 区に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SV3 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 808㎝以上、短径 210㎝の不整形な隅丸長方形、底

部は長径 770㎝以上、短径 131㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 58㎝である。G 区

SK102・SK84・SK78・SK64・P36・SK310 と 重 複 し て い る が、 構 築 順 に 整 理 す る と（ 古 ） 

SK310 → SK102 → SK78 → SK84・SK64 →本土坑→ P36 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、

大量の遺物が出土したことから廃棄土坑だった可能性がある。

磁器 267 点、陶器 411 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 250 点、人形類 9 点、瓦、ガラス

9 点、鉄製品 3 点、石製品 3 点が出土した。磁器には近代製品 7 点うち西洋コバルトによる手書き

の絵付け碗 3 点、印刷製品 2 点等が、端反碗 21 点うち瀬戸美濃 18 点・砥部 1 点等が、陶器には

関西系碗 49 点うち細かい貫入の入る端反碗 3 点・小杉碗 4 点・色絵碗 3 点、瀬戸美濃腰錆碗 3 点、

同鎧茶碗 1 点、同灰落とし 1 点、同瓶掛け 1 点、行平鍋 37 点、土瓶 87 点、白化粧土に染付した急

須 9 点（1）、幅広の畳付に「犬山」の刻印を有する犬山焼の碗 1 点等が、土師質瓦質土器には太田

川河川事務所地点出土と同類の盥形製品 3 点（G-2SK64 と接合）、口縁端部が内側に凸出する甕口

縁部 7 点、皿 28 点、内耳土器 24 点うち A 群口縁部 11 点、瓦質土瓶鉄砲口部 1 点等がある。瓦に

は端部に文字部凸、長方形枠に「小」の刻印のある平瓦ないし桟瓦 1 点がある（2）。陶磁器の詳細

についてはカウント表を参照されたい。

近代以降の製品があるが数は少なく、なおかつ木型打ち込み皿・型皿・深小丸碗等 19 世紀第 2・

3 四半期の指標遺物が見られず、蛇の目凹型高台の高台高高い皿が 1 点あるのみである。よって近

代の遺物は混入と判断し、19 世紀第 2 四半期初め頃の遺構と考えられる。 

G-3 SK61
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本土坑は G-3 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SK49 に、西側を G 区 SK50 によ

って削平を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝以上、短径 50㎝以上の

楕円形、底部は長径 71㎝、短径 40㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑埋没後に

SK49・SK50 は作られている。遺構の性格は不明である。

底部の SK61-1 からは、陶器 2 点、土師質皿 6 点、鉄製品 21 点、瓦が出土した。土師質皿のう

ち 2 点は外面底部に板目状圧痕がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

（G-3 SK62 ＝ SK38）

G-3 SK63
遺構かどうか明確でなかった。磁器 19 点、陶器 26 点、土師質瓦質土器 7 点、人形 2 点、鉄製品

18 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には紗綾形紋型皿 1 点、瀬戸美濃深小丸碗 1 点、端反碗蓋 1

点、広東碗 3 点、焼き継ぎ痕のある碗蓋 1 点等が、陶器には関西系土瓶 10 点、同土瓶か急須 2 点、

トビガンナの関西系行平鍋蓋 1 点、同青緑釉徳利 1 点、同灯明皿 1 点、瀬戸美濃鉄絵皿 1 点、同鉄

釉に石粒を含むうのふ釉と上野釉を流し掛けた甕鉢類 4 点、擂鉢 2 点うち明石 1 点等がある。土師

質瓦質土器には内面にカルシウム分の付着する甕 9 点、皿 16 点、羽釜 1 点、瓦質焜炉 1 点等がある。

人形には中実の猫等がある。型皿・深小丸碗があるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2

四半期頃の遺物である。

G-2 SK64
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 55㎝の不整形な円形、底部は長径 50㎝、

短径 35㎝の不整形な円形と推測される。深さは 6㎝である。H 区 SV3・G 区 SK89・G 区 SK60 と

切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK89 →本土坑→ H 区 SV3 → SK60 （新）となる。

遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 48 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器に

は端反碗 7 点うち蓋 1 点、身 6 点には瀬戸美濃 3 点・焼き継ぎ痕のある関西系 1 点、蛇の目凹型高

台の高台高高い鉢 1 点、陽刻輪花皿 2 点が、陶器には瀬戸美濃の高台内に錆釉ハケ塗りし、他には

灰釉を施す手水鉢？ 1 点、土瓶 5 点、急須 6 点、行平鍋 1 点、萩碗 1 点等が、土師質瓦質土器には

太田川河川事務所地点出土と同類の盥状製品 2 点（G-2SK60 と接合）、火消壷 1 点、サナ 1 点、多

数は壷甕類の破片である。蛇の目凹型高台の高台高高い鉢、急須があるので 19 世紀第 2 四半期頃

の遺構であろう。

G-3 SK65
本土坑は G-3 区と F-3 区の境に位置する。形態及び規模は西側と北側が G 区 SV1 によって削平
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を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 100㎝以上、短径 95㎝以上の隅丸方形、

底部は長径 60㎝以上、短径 51㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑埋没後に

P32 は作られている。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が二つ検出されている。

磁器 4 点、陶器 11 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 20 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦が

出土した。陶器には関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁

部 2 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい SV1 が 19 世紀第 2 四

半期に廃絶した溝状遺構であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK66　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の南西側外に位置する。形態及び規模は南側が調査区外となるため不明な部分が

あるが、現状では上端が長径 228㎝、短径 172㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 160㎝以上、

短径 154㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 42㎝である。本土坑埋没後に SK21・SK29・H

区 SK40 が作られている。また、本土坑は G-3 区 SK81 の中に位置していたため調査時掘りすぎに

より同遺構の遺物が一部混入していた。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が出土しているこ

とから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 102 点、陶器 164 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 255 点、硯 1 点、瓦転用品 3 点（33）

（34）（35）（このうち（35）は G-3SK81 との判別がつかない）、鉄製品 38 点、キセル 2 点、銭貨 1 点、

瓦が出土した。磁器には広東碗 12 点うち蓋 3 点、鉢 2 点うち青磁輪花 1 点（1）・染付輪花小鉢 1

点（2）、猪口 2 点うちイゲ縁白磁 1 点（3）、高台径が小さく体部が開く碗 1 点（4）、蛇の目高台で

口縁端部が平らになる碗 1 点（5）等が、陶器には関西系碗 25 点うち小杉碗 2 点（7）・細かい貫入

の入る端反碗 4 点（6）、同柄杓 2 点（8）、備前瓶 5 点うち体部を窪ませるもの 1 点（9）、同灯明皿

ないし灯明受皿 12 点（10）、同壷甕 1 点（13）、堺擂鉢 3 点（12）、土瓶 36 点うち外面底部に「音羽」

の刻印を有するもの 1 点（14）等が、軟質施釉陶器には橙褐色の胎土の口縁端部に敲打痕のある灰

落とし 1 点（11）、ままごと 2 点うち碗 1 点（15）が、土師質瓦質土器には内耳土器 96 点うち A

群口縁部 26 点うち内耳部分 6 点でしっかり穿孔するもの 3 点、先細りになるもの 1 点、突き抜け

ないもの 2 点（37）、C 群口縁部 2 点、皿 66 点（16）～（30）（このうち G-3SK81 との判別のつか

ないものも含む（23）～（30））、瓦質火鉢 13 点（日下分類Ⅰ B 類）、瓦質角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）

1 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ G 類）1 点（32）、鍔付き角火鉢（東大 DZ-31-C）3 点（31）、外面

に菊紋の刻印を有する羽釜 2 点、焼塩壷蓋 1 点、土師質丸火鉢 1 点、内抱えになり口縁端部が外面

へ凸出する甕口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。銭貨は「紹聖元寶」1 点（36）

である。平瓦の厚さの平均は 18.2㎜、18.0㎜・18.5㎜・19.5㎜が各 4 点ある。

広東碗はあるが端反碗を含まないので 1780 年から 1810 年までの遺構である。

黄色土層以下の出土遺物はこれより上層の埋土出土の遺物とは明らかに生産年代が異なる。その

ため前述のように重複している G-3 SK81 を掘ってしまったものと考えられる。よって SK81 に記

述する。
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（G-3 SK67 ＝ SK239）

G-1 SK68
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を F 区 KDSV1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 125㎝、短径 96㎝の不整形な円形、底部は長径 110㎝、

短径 85㎝の不整形な円形と推測される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器は体部が丸くなり壷状になる竹垣文の段重 1 点、

猪口 1 点、碗 1 点、土師質瓦質土器には甕 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK69
本土坑は G-1 区の南側に位置する。形態及び規模は中央を近代建物基礎によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 141㎝、短径 140㎝の不整形な円形、底部は長径 118㎝、

短径 114㎝の不整形な円形と推測される。深さは 48㎝である。本土坑は SK212 を切っていること

から SK212 より後に作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に礫を多く含んでいた。

磁器 11 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦が出土した。磁器には焼き継ぎ痕ある端反碗 1 点、

色絵端反小坏 1 点等が、陶器には透明釉行平鍋 1 点、鉄釉土瓶 1 点、関西系細かい貫入の入る碗 1 点、

外面体部に白土で文字を描く端反碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点、羽

釜 1 点、内耳土器 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本遺構に先行す

る G 区 SK212 が 19 世紀第 2 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以後の遺構であろう。

G-1 SK70
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は西側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 100㎝、短径 56㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 81㎝、短径 56㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 12㎝である。G 区 SK90 埋没

後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に小礫を多く含んでいた。

磁器 3 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。磁器には外面貝殻状に型押し成形

された紅皿 1 点、陶器には土瓶 8 点、行平鍋 3 点、備前灯明皿 1 点等、土師質瓦質土器には皿 2 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

G-3 SK71
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝、短径 36㎝以上の楕円形、底部は長径 58㎝、短径

32㎝以上の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。P7 は本土坑埋没後に作られている。遺構の

性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、チャート製火打ち石 1 点が出土した。磁器は薄手小

坏、陶器には関西系燗徳利 1 点、同土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器は皿 1 点、瓦質土瓶 1 点である。
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燗徳利があるので 19 世紀代の遺構であろう。

G-3 SK72
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 52㎝以上、短径 26㎝

以上の不整形な隅丸長方形、底部は長径 49㎝以上、短径 16㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測さ

れる。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に G 区 SK41 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、二彩手刷毛目唐津大皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK73
遺構の範囲が明確でなかったが、石が点在していた。性格も不明である。唐津焼成不良碗 1 点、

唐津皿 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち皿 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

G-3 SK74
本土坑は G-3 区の南側に位置する石垣状遺構である。形態は L 字形を呈している。規模は長径

153㎝、短径 138㎝の隅丸方形を呈している。高さは 44㎝である。土坑の壁面にそって石組みが構

築されていた。G 区 SV3・SV2 は本遺構埋没後に作られている。

染付碗 1 点、唐津刷毛目皿 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。コビキ A の丸瓦 2 点がある。掘

り方からはしっかり穿孔する内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でないが、本土坑より新しい SV3 が 1810 年以降 19 世紀第 2 四半期までの遺構なので、それ

と同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-2 SK75
本土坑は G-2 区の北東側から F-2 区にかけて位置する。形態及び規模は南西側を G 区 KDSK11

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 230㎝、短径 209㎝の不整形

な隅丸長方形、底部は長径 206㎝、短径 185 ㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝

である。本土坑は SV22・F 区 SK2 と重複している。構築順に整理すると（古） SV22 →本土坑→

F 区 SK2 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 17 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 37 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 2

点うち焼き継ぎ 1 点、仏飯器 1 点、段重 2 点うち 1 点は体部が丸くなり G-3SK68 出土のものと同

一個体の可能性が高い、等がある。陶器には同一個体と思われる関西系土瓶 4 点、同小杉碗 2 点、

同燗徳利 1 点、同端反碗 1 点、擂鉢 2 点うち堺・明石 1 点、唐津壷甕類 2 点、同刷毛目皿 1 点、瀬

戸美濃緑釉の袋物 1 点等がある。また、唐津灰釉皿 2 点が G-2SK76 と接合した。土師質瓦質土器

には瓦質角火鉢 1 点、甕 10 点、皿 6 点、内耳土器 2 点、焜炉 1 点等がある。焼き継ぎ製品がある

ので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑に先行する SV22 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構

なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。
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G-2 SK76
本土坑は G-2 区の東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 37㎝以上の円形、底部は長径 49㎝以上、

短径 25㎝以上の円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には景徳鎮皿 1 点、

朝顔形碗 1 点、猪口 1 点、皿 1 点、蓋物 1 点等がある。陶器には備前袋物 1 点、唐津刷毛目皿 1 点

があり、唐津灰釉皿 2 点は G-2SK75 と接合した。土師質瓦質土器には同一個体と思われる内耳土

器 4 点、土師質皿 1 点がある。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構である。

G-2 SK77
本土坑は G-2 区の東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝前後、短径 50㎝の不整形な楕円形、底部は長径 31㎝

以上、短径 21㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 17㎝である。H 区 SV3 は本土坑埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑

より新しい SV16 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前

の遺構であろう。

G-2 SK78
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝前後、短径 51㎝の楕円形、底部は長径 31㎝前後、

短径 21㎝の楕円形と推測される。深さは 36㎝である。本土坑は H 区 SV3 に削平を受け、SK89 を

切っている。構築順に整理すると（古） SK89 →本土坑→ H 区 SV3 （新）となる。遺構の性格は不

明である。

磁器 9 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器には 4 点、瓦が出土した。磁器には白磁の朝顔形碗 1 点、

仏飯器 1 点、蓋物身 1 点等がある。陶器には土瓶 2 点うち天井内面に重ね積みの熔着痕のある鉄釉

土瓶の蓋 1 点、関西系小杉碗 1 点、擂鉢 1 点等がある。土師質瓦質土器には甕 2 点等がある。朝顔

形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本遺構に先行する SV16 が 19 世紀第 2 四半期に

廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-2 SK79　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を G 区 KDSK14 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 131㎝、短径 95㎝の隅丸長方形、底部は長径 111㎝、

短径 78㎝の隅丸方形と推測される。深さは 26㎝である。H 区 SV3 埋没後に作られている。遺構の

性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃碗 1 点、袋物 1 点
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がある。陶器には関西系香炉火入れ 1 点、関西系灯明皿 1 点、鍋 1 点がある。土師質瓦質土器には

甕 1 点、火鉢 1 点、皿 1 点、外面にススの付着する不明製品 1 点（1）がある。瀬戸美濃磁器碗が

あるので 19 世紀代の遺構であるが、本遺構に先行する SV16 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状

遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-3 SK80
本土坑は G-3 区の西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって削平を受けているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝以上、短径 66㎝の不整形な円形、底部は長径 56

㎝以上、短径 50㎝の不整形な円形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑埋没後に G 区 SK22・

SK26 は作られている。遺構の性格は不明であるが、底部は炭層であった。

備前擂鉢 1 点と瓦のみが出土した。擂鉢は斜めと上下方向に擂目が施される。遺物が少ないため

時期は明確でないが、本土坑より新しい SK22・SK26 がいずれも 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、

それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK81　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区から H-3 区にかけての南側に位置する。形状及び規模は南側が調査区外のため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 641㎝以上、短径 147㎝の隅丸長方形、底部が長径 605㎝、

短径 98㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 75㎝である。遺構の性格は土層の観察等から池だっ

た可能性がある。本土坑は H 区 SK660 に切られている。よって本土坑は H 区 SK660 に先行する。

また、G-3 区 SK66 と切り合っており、本遺構が先行する。上層からは磁器 16 点、陶器 27 点、土

師質瓦質土器 25 点、鉄製品 5 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付香炉火入れ 1 点、

へら彫り青磁袋物 1 点、端反小坏 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点うち端反碗 1 点、同一個体と思

われる志野 4 点、唐津刷毛目皿 2 点、同溝縁皿 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 14 点（2）、焼塩

壷 1 点（3）等がある。青銅製品には刀子の鞘？ 1 点、瓦には軒丸瓦（18）がある。

炭層からは磁器 1 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 27 点、土錘 1 点（7）、鉄製品 11 点、瓦が出

土した。陶器には底部と体部の境に稜のある体部がやや外湾気味の唐津灰釉碗 1 点、体部の先が立

ち上がり口縁部は溝縁になる唐津灰釉皿 3 点、唐津刷毛目碗 1 点、同内面に青海波紋の当て具痕の

ある鉄釉壷甕 1 点、丹波擂鉢 1 点、外面に縦方向の筋状の櫛掻き痕のある丹波壷甕 2 点（1）等が、

土師質瓦質土器には皿 25 点うち静止糸切り痕 3 点・回転糸切りのち板目痕 4 点（4）（5）・右回転

糸切り底 1 点（6）、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。

最下層からは瓦のみが出土した。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（8）がある。

また、本遺構は SK66 と切り合っており、その下層は本遺構を掘り込んだものと判断し、そこか

らの出土遺物をここで述べる。SK66 黄色土層 1 からは唐津灰釉碗 1 点、同内面に青海波紋の当て

具痕のある鉄釉袋物 1 点、備前袋物 1 点、土師質皿 2 点うちへら切り底 1 点、内耳土器 1 点、瓦が

出土した。黄色土層 2 からは土師質皿 3 点、瓦が出土した。西部黄色土下層からは鉄製品 1 点が出

土した。炭層 1・炭層 2 からは瓦 1 点ずつのみが出土した。炭層 3 からは唐津藁灰釉皮鯨手碗 1 点（9）、
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同藁灰釉皿 2 点、同灰釉碗 2 点、土師質皿 3 点うちへら切り底 1 点（10）が出土した。炭層からは

陶器碗 1 点、備前袋物 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。炭層 1 礫群下からは土師質皿 1 点のみ

が出土した。底部炭層からは青花皿 1 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 32 点、砥石 1 点、鉄製品

14 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津京焼風碗 1 点、同じく内面底部と口縁部の境

に段を有し口縁端部が立ち上がる砂目灰釉大皿 1 点（G-3SK81 炭層と接合）、同じく内面底部と口

縁部の境に段を有する灰釉皿 2 点、同灰釉碗 2 点、同鉄釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 29

点うち静止糸切り底 6 点（11）（12）、へら切り底 1 点（13）、回転糸切り底 7 点でのち板目痕 3 点（14）

（15）である。内耳土器 1 点、甕 1 点、内抱えになる壷甕口縁部 1 点（16）がある。底部からは静

止糸切り底の土師質皿 1 点（17）が出土した。下層からは銭貨 1 点が出土した。黄色土層以下は

17 世紀中頃までの遺構である。

遺構全体として見れば関西系陶器端反碗を混入とすれば、上層には陶胎染付があり、17 世紀末

頃の遺構である。

G 区 SK82
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は上端が長径 99㎝、短径 51㎝の隅丸長方形、底部は長径 70㎝、短径 32㎝の隅丸長方

形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期

は不明である。

G 区 SK83
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長

径 68㎝以上、短径 25㎝の楕円形、底部は長径 55㎝以上、短径 16㎝の楕円形と推測される。深さは

20㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK84
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を G 区 SK60 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 86㎝、短径 70㎝の不整形な楕円形、底部は長径 68㎝、

短径 32㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に SK60 は作られて

いる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新し

い SK60 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK85
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 136㎝、短径 104㎝の不整形な

長楕円形、底部は長径 112㎝、短径 76㎝の長楕円形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は

SK14・SK40・H 区 SV3 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK40 →
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SK14 → H 区 SV3 （新）となる。遺構の性格は不明である。

G-3 SK85-1 の部分からは磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には

被熱したと見られる青磁袋物 1 点、口縁部に鉄釉を流し掛けた碗 1 点等が、陶器には唐津透明釉碗

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点等がある。

G-3 SK85-2 の部分からは絵唐津皿 2 点、内面青海波紋の当て具痕のある唐津土灰釉壷甕 1 点、

土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK86　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-3 区の南東側に位置する。規模は東側をトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 166㎝以上、短径 73㎝、底部は長径 166㎝以上、短径は不明である。

形態は不明である。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

上層からは磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 5 点、寛永通寳 1 期 2 点（2）（3）が出土した。

陶器には鉄釉鍋 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。

中層からは磁器 48 点、陶器 55 点、土師質瓦質土器 141 点、砥石 1 点、瓦転用品 1 点、鉄製品

27 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。磁器には内面体部二重斜格子紋で見込み蛇の目釉剥ぎする皿 1 点、

初期伊万里皿 2 点うちへら彫りする発色の悪い青磁 1 点・見込みに鷺を描きその部分のみ青磁釉を

抜くもの 1 点、碗 8 点うち雲龍荒磯紋碗 2 点、鉢の高台 1 点等が、陶器には唐津京焼風陶器碗・呉

器手碗 10 点、同灰釉皿 8 点うち溝縁皿 1 点、同刷毛目皿 2 点、同内面に粗い格子状当て具痕のあ

る壷甕 4 点、同藁灰釉の瓶 1 点、関西系錆絵碗 1 点、同関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、鉄釉

土瓶 1 点、把手のある瓶 1 点（1）等がある。土師質瓦質土器には皿 65 点、焼塩壷 3 点うち蓋 1 点、

内耳土器 49 点うち A 群口縁部 6 点・B 群口縁部 2 点等がある。鉄製品には直径 1.2㎝の鉄玉 1 点、

和釘 1 点等がある。銭貨は寛永通寶 1 期 1 点である。瓦には鳥衾 1 点がある。

青灰色層からは磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。

中層に関西系細かい貫入の入る端反碗があることから 18 世紀第 4 四半期以降の遺構と思われる。

G-3 SK87　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

範囲が明確でなく遺構であるかも不明である。磁器 1 点、へら切り底の土師質土器 1 点（1）、鉄

製品 1 点、鉄滓 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK88
本土坑は G-2 区から G-3 区に位置する。形態及び規模は上端が長径 247㎝、短径 55㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 218㎝、短径 21㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 50㎝である。

本土坑埋没後に G 区 SK4 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には関西系端反碗 1 点、饅頭

心で見込み釉剥ぎし蛇の目凹型高台の高台高が高い皿 1 点、色絵碗 1 点、蓋物蓋 1 点、瀬戸美濃陶

器染付皿 1 点等がある。陶器には瀬戸美濃の緑釉の植木鉢 1 点、同風炉 1 点、唐津刷毛目皿 1 点、
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同刷毛目碗 1 点、天目釉碗 1 点等がある。土師質瓦質土器には甕 1 点、内耳土器 1 点、皿 1 点があ

る。蛇の目凹型高台の高台高が高い皿があるので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構である。

G-2 SK89
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝前後、短径 51㎝以上の楕円形、底部は長径 31㎝

前後、短径 23㎝の楕円形と推測される。深さ 6㎝である。H 区 SV3・G 区 SK64・G 区 SK78 に削

平を受けているため本土坑はそれらより先に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には蓋物の身 1 点、碗

1 点等がある。土師質瓦質土器には火消壷蓋 1 点、皿 1 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、本土坑より新しい SK64 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同

時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-1 SK90　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は北側を G 区 KDSK15 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 540㎝以上、短径 219㎝の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 253㎝、短径 101㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 69㎝である。G 区

SK111・SK70 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK111 →本土坑→ SK70 （新）となる。

遺構の性格は不明であるが南側の遺構際に 3 個の礫が並べてあった。

磁器 156 点、陶器 234 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 169 点、人形類 5 点、石製品 5 点、

鉄製品 19 点、青銅製品 2 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 9 点うち瀬戸美濃 6 点（1）

（2）、広東碗 2 点（3）、小丸碗 3 点（4）、くらわんか碗 1 点、青磁染付丸形碗 1 点（5）、青磁染付

朝顔形碗 1 点、手塩皿 1 点（7）、紅皿 3 点（8）、蓋物 4 点うち蓋 3 点（6）、同一個体と思われる水

滴 2 点、見込み蛇の目釉剥ぎ高台径小さい皿 1 点等が、陶器には急須 19 点（10）（11）、行平鍋 11 点、

土瓶 71 点、関西系碗 32 点うち小杉碗 4 点・緑釉掛け流す端反碗 1 点・色絵碗 1 点、同燗徳利 7 点

（12）、瀬戸美濃瓶（通い徳利）1 点（9）、同風炉 1 点、同鳥餌入れ 1 点、大谷壷 1 点（14）、備前

灯明受皿 1 点、産地不明水注 1 点（13）等が、軟質施釉陶器には灯明皿 1 点（15）、ままごと七輪

1 点（16）、蛙 1 点（17）等が、土師質瓦質土器には体部が内抱えになり口縁端部が内側に凸出す

る土師質甕の口縁部 5 点、四角柱状の鍋置き部を内面に貼り付ける土師質焜炉または涼炉口縁部 1

点、赤泥塗る日下分類Ⅱ Ca 類土師質焜炉口縁部 1 点、土師質甕口縁部 4 点、そしてこれらのいず

れかの体部と思われる破片が 36 点、瓦質土瓶 9 点、瓦質角火鉢 4 点、瓦質丸火鉢 6 点、サナ 1 点、

内耳土器 A 群口縁部 8 点うち内耳部分 2 点で粘土量少なく穿孔も細く 1 点は突き抜けない。C 群

口縁部 1 点、羽釜凸帯 1 点、内耳土器・羽釜体部 14 点、十能 1 点、皿 26 点（18）（19）、焼塩壷蓋

1 点（20）、灯火具 1 点（21）がある。人形類には鳩笛 1 点、ままごとの土鍋蓋 1 点、仏花瓶？ 1

点（22）等がある。石製品には硯 2 点、砥石 3 点（23）、碁石 1 点（24）等が、瓦には半菊紋軒平

瓦 2 点がある。青銅製品には簪 1 点等がある。銭貨は新寛永 1 点である。陶磁器の詳細については
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カウント表を参照されたい。

端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第 1 四半期の遺構であろう。急須・行平鍋

がすでに出現している。

G-1 SK91
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を G 区 KDSK15 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝、短径 19㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 56㎝、

短径 13㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は G 区 SK3・SK90・

SK110・SK109・SK112 と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） SK112 → SK109・

SK110 → SK90 →本土坑→ SK3 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 2 点が出土した。瓦質焜炉 1 点がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

G-1 SK92
遺構の位置・範囲が明確でない。磁器 10 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 6 点が出土した。磁器

には広東碗蓋 1 点、陶胎染付碗 1 点、関西系染付 1 点、高台厚く作る赤絵の碗 1 点等、陶器には土

瓶 2 点うち S 字注口の鉄釉土瓶 1 点、擂鉢 2 点うち 1 点は堺・明石、砥部の皿 1 点等が、土師質

瓦質土器には皿 1 点、羽釜の凸帯 1 点等がある。関西系磁器があるので 19 世紀代の遺構である。

G-1 SK93
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝以上、短径 99㎝以上の不整形な方形、底部は長径

65㎝以上、短径 61㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 56㎝である。G 区 SV23 と切りあ

い関係にあるが、本土坑は SV23 を削平して作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器には広東碗 2 点、陶器には関西系碗

1 点、備前灯明皿 1 点、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 C 群の口縁部 1 点等がある。広東碗

があるので 1780 年以降の遺構であるが、本土坑に先行する G 区 SV23 が 19 世紀代の遺構なので、

それと同時期であろう。

G-1 SK94　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-1 区の西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 136㎝、短径 95㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 125㎝、短径 90㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は

不明である。

磁器 18 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には端反碗 2 点があ

りうち 1 点は関西系、1 点が色絵、玉縁になる深皿 1 点、くらわんか手の皿 1 点、染付小坏 1 点、
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御神酒徳利 1 点、赤絵端反小坏 1 点、色絵蓋付き壷 1 点（1）等がある。陶器には唐津刷毛目鉢 1 点、

土瓶 5 点うち蓋 1 点、関西系行平鍋 2 点、イッチン掛けの急須か土瓶 1 点等がある。土師質瓦質土

器には甕 2 点、内耳土器 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

G-1 SK95　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を近代遺構に、西側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形、

底部は長径 44㎝以上、短径 6㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 21 点、陶器 46 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 23 点、人形類 4 点、硯 1 点（3）、

瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 2 点、同陶器染付広東碗 1 点、内面口縁部四方襷紋の筒形

碗 1 点、鶴首瓶 1 点等が、陶器には行平鍋 5 点、土瓶 11 点、関西系細かい貫入の入る碗 1 点等が、

軟質施釉陶器には橙褐色の胎土の土瓶 2 点、脚付き灯明皿 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には瓦

質焜炉火鉢 3 点、土師質焜炉 1 点、皿 5 点（2）、瓦質土瓶 1 点等がある。人形には中に玉の入る型

合わせ中空の犬を抱いた人物像 1 点等がある。端反碗があるため 1810 年以降の遺構である。

G-3 SK97
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外になるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 35㎝、短径 20㎝以上の円形、底部は長径 17㎝、短径 13㎝以上の円形と

推測される。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点と瓦のみが出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK98
本遺構は G-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 110㎝、短径 103㎝の円形、底

部は長径 99㎝、短径 98㎝の円形を呈している。深さは 130㎝である。本遺構は内側より湧水とと

もに井戸枠が検出されたことから井戸と考えられる。井戸枠の規模は上端が径 83㎝、底部は径 74

㎝ を 測 る。G 区 SK107・SK112 と 切 り あ い 関 係 に あ る。 構 築 順 に 整 理 す る と（ 古 ） 

SK112 → SK107 →本土坑 （新）となる。

埋土上層からは磁器 15 点、陶器 23 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 4 点、

瓦が出土した。磁器には高台内「大明年製」銘の猪口 1 点等が、陶器には同一個体と思われる京鉄

絵土瓶 4 点、唐津刷毛目碗 2 点、同刷毛目皿 3 点、萩藁灰釉香炉火入れ 2 点等が、軟質施釉陶器は

鬢盥か、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点、皿 11 点等が出土した。鉄製品には和釘 2 点等がある。

井戸枠内からは磁器 15 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には氷裂紋

半球碗 1 点、小丸碗 1 点、「太神□」等の文字入り糸切り細工成形の瓶 1 点等が、陶器には土瓶釣

り手掛け部 1 点、瀬戸美濃外面雷文灰釉の甕鉢類 1 点、備前瓶 2 点、唐津刷毛目碗 2 点、同三島手

皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点、皿 3 点、板作り成形焼塩壷 1 点等が出土した。
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井戸掘り方からは瓦のみが出土した。

築造年代は明確でなく、井戸枠内に瀬戸美濃甕鉢類があるので 18 世紀第 4 四半期頃に使用され

ていた可能性がある。

G-1 SK100
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 45㎝隅丸長方形、

底部は長径 51㎝、短径 36㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。G 区 SK101 を削平し

ていることから SK101 より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 10 点が出土した。磁器

には陶胎染付香炉火入れ 1 点等が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点が、軟質施釉陶器はままごと碗か、

土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK101
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 11㎝以上の隅丸長方形、底部は長径

55㎝以上、短径 5㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。G 区 SK100 によって削

平を受けているため本土坑は SK100 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 15 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 10 点、人形 1 点、青銅飾り金具 1 点、

鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には関西系碗 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗

1 点、同灯明皿 1 点、土瓶 3 点うち三彩土瓶 1 点、萩藁灰釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、

焼塩壷 1 点等がある。関西系磁器碗があるので 19 世紀代の遺構である。

G-1 SK102
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 76㎝、短径 60㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 61㎝、短径 49㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 18㎝である。本土

坑埋没後に G 区 SK60 は作られている。遺構の性格は不明である。

陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、人形 1 点が出土した。陶器には唐津京焼風碗 1 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK105
本土坑は G-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 43㎝前後、短径 38㎝の楕円形、底部は長径 35㎝前後、

短径 31㎝の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。染付捻花紋端反

碗 1 点、陶器擂鉢 1 点、土師質皿 9 点が出土した。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

G-1 SK106
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本土坑は G-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 55㎝、短径 36㎝の隅

丸長方形、底部は長径 51㎝、短径 31㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性

格は不明であるが、底部に 2 個の礫が検出されている。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

G-1 SK107
本土坑は G-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を G 区 SK98 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 74㎝以上、短径 30㎝以上の楕円形、底部は長径 49㎝

以上、短径 20㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は SK98・SK112 と切り

あい関係にある。構築順に整理すると（古） SK112 →本土坑→ SK98 （新）となる。遺構の性格は

不明である。唐津灰釉碗 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK108
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 53㎝の不整形な隅丸

方形、底部は長径 46㎝、短径 43㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 7㎝である。本土坑

は SK112 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不

明である。

G-1 SK109
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を近現代遺構に、東側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝以上、短径 12㎝以上の隅丸長

方形、底部は長径 86㎝以上、短径 6㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 27㎝である。

SK91・SK112 と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） SK112 →本土坑→ SK91 （新）

となる。遺構の性格は不明である。内耳土器 2 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

G-1 SK110
本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 28㎝、短径 21㎝の長方形、底部

は長径 19㎝、短径 16㎝の長方形を呈している。本土坑は G 区 SK91 と切りあい関係にあるが、新

旧関係は不明である。本土坑埋没後に SK91 は作られている。遺構の性格は不明である。

内面口縁部に四方襷紋の染付 1 点、外面体部に緑釉掛ける唐津京焼風陶器碗 1 点、同刷毛目碗 1 点、

土師質甕 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK111
本土坑は G-1 区の中央に位置する。南北をトレンチによって切られているため不明な部分がある

が、現状では規模は上端が長径 91㎝以上、短径 29㎝以上、底部は長径 91㎝以上、短径 14 ㎝以上



― 325 ―

と推測される。本土坑埋没後に G 区 SK90 は作られている。遺構の性格は不明である。

内耳土器 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でない

が、本土坑より新しい G 区 SK90 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以

前の遺構であろう。

G-1 SK112　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-1 区の中央に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 165㎝、短径 153㎝の円形、

底部は長径 150㎝、短径 133㎝の円形と推測される。深さは 124㎝である。本土坑は内側より湧水

とともに井戸枠が検出したれたことから井戸と考えられる。井戸枠の規模は上端が径 76㎝、底部

は径 71㎝の円形を測る。G 区 SK3・SK91・SK98・SK107・SK108・SK109・P41 と重複しているが、

構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK107・SK108・SK109・P41 → SK98 → SK91 → SK3 （新）と

なる。

磁器 5 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 32 点、鉄製品 96 点、瓦、木製品が出土した。磁器は輪花

に型打ち成形した白磁小坏 1 点、吹き墨の皿 1 点等が、陶器には唐津呉器手碗 1 点等が、土師質瓦

質土器は皿 15 点（1）等がある。磨滅しているものが多い。鉄製品はいずれも錆が著しく中央に孔

の開いた土錘状になっているものが多い。木製品には寸胴箸（2）、曲物底板（3）等がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

G-1 SK113
本土坑は G-1 区の西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 27㎝以上、短径 11㎝以上の楕円形、底部は長径 20㎝以上、

短径 3㎝以上の楕円形と推測される。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土し

ていないため時期は不明である。

G-1 SK201
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 174㎝以上、短径 48㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 167㎝以上、短径 34㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 19㎝である。本土坑床面より G 区

P257 が検出された。本遺構は G 区 SV201 と同一の可能性がある。

磁器 10 点、陶器 28 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 1 点、鉄製品 4 点がある。磁器には端反碗

4 点でうち 1 点は瀬戸美濃の陶器染付、捻花紋の広東碗 1 点等がある。陶器には関西系口縁部緑釉

掛け流しの端反碗 1 点、関西系透明釉燗徳利 3 点、鉄釉徳利 2 点、土瓶 5 点、灰釉同心円状沈線行

平鍋の蓋 2 点，関西系灯明皿 1 点、瀬戸美濃の水瓶 2 点、内面に格子状の叩き目のある唐津壷甕の

底部 1 点等がある。土師質瓦質土器には土師質焜炉・火鉢 2 点、土師質甕 1 点、皿 4 点、内耳土器

2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。
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G-2 SK202　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-2 区の東側に位置し、F-2 区にひろがっている。規模は現状で、上端が長径 204㎝、

短径 68㎝、底部は長径 165㎝、短径 12㎝と推測される。形態は溝状を呈している。深さは 4㎝であ

る。本土坑は G 区 P201・P202・F 区 SK2007・P258・P259 と重複している。構築順に整理すると（古） 

本土坑・P201・P202 → SK2007 → P258・P259 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 22 点、陶器 26 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には紗綾形紋型皿

1 点（1）、瀬戸美濃端反碗 1 点、同線彫りの大型香炉火入れ 1 点（G-2SV16 と接合）、広東碗 1 点、

高台内「富貴長春」見込み環状松竹梅紋の望料碗蓋 1 点（2）、不明蓋 1 点（3）等が、陶器には瀬

戸美濃の砂粒の入った鉄釉に上野釉うのふ釉流し掛ける手水鉢 2 点、関西系色絵碗 2 点、同体部面

取り高台脇鎬碗 1 点、同土瓶 1 点、鉄釉脚付き灯明受皿 1 点（4）、擂鉢 2 点うち堺明石 1 点、備前

瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点、瓦質土瓶 1 点等が

ある。型皿があるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

G-1 SK203　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-1 区と G-2 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 215㎝、短径 155㎝の不整

形な円形、底部は長径 178㎝、短径 105㎝の不整形な円形を呈している。深さは 21㎝である。本土

坑は G 区 SK212・SK213 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK213 → SK212 →本土坑 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 23 点、陶器 54 点、土師質瓦質土器 59 点、瓦、碁石 1 点、鉄製品 6 点、青銅製品 1 点が出

土した。磁器には外面二重網目紋見込み菊紋の碗 1 点、青磁染付の朝顔形碗 1 点、海浜紋端反碗 1 点、

袋物 1 点、「二軒」の銘がある器種不明破片 1 点、一重網目紋の燗徳利 1 点、陶胎染付碗 1 点、瀬

戸美濃の線彫り端反碗 1 点等がある。陶器には関西系行平鍋 1 点、土瓶 7 点、鉄釉鍋 3 点、関西系

碗 5 点うち体部に大きな凹みがあり灰釉に口縁から緑釉掛け流すもの 1 点、瀬戸美濃の水甕 1 点、

備前灰落とし 2 点、備前灯明皿 2 点、萩藁灰釉の碗 1 点等がある。土師質瓦質土器には甕 19 点う

ち佐野口縁部 1 点、皿 11 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、土師質焜炉（日

下分類Ⅱ Ca 類）1 点等がある。青銅製品にはボタン 1 点（1）がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本遺構に先行する SK212 が 19 世紀第 2 四半期

頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

G-1 SK204
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチに、南側を G 区 KDSV1 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 33㎝以上の隅丸

長方形、底部は長径 50㎝以上、短径 25㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 13㎝である。遺

構の性格は不明である。染付 1 点、陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち甕 3 点、鉄製品 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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G-1 SK205
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。本土坑は周囲をトレンチ等によって切られているため不明

な部分が多いが、現状では規模は上端が長径 105㎝以上、短径 16㎝以上、底部は長径 98㎝以上、

短径 9㎝以上と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 6㎝である。遺構の性格

は不明である。菊紋の半球碗 1 点、萩 1 点、土師質瓦質土器 4 点でうち皿 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

G-1 SK206
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 48㎝、短径 22㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 31㎝、短径 13㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性

格は不明である。唐津溝縁皿 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

G-1 SK207
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 42㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 61㎝、短径 26 ㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は

不明である。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、ガラス 1 点、鉄製品 12 点が出土した。

磁器には筒形碗 1 点、陶器には関西系碗 1 点がある。筒形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構で

あろう。

G-1 SK208
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 93㎝、短径 15㎝の楕円形、底

部は長径 78㎝、短径 10㎝の楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

産地不明の袋物陶器 1 点、土師質瓦質火鉢 2 点、鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

G-1 SK209
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 32㎝、短径 31㎝の円形、底部は

長径 25㎝、短径 20㎝の円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

土師質瓦質土器 2 点、人形またはままごと 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK210 ＝ SK231
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 29㎝の楕円形、底

部は長径 42㎝、短径 19㎝の楕円形を呈している。深さは 17㎝である。本土坑は SV201 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。

イッチン掛けの陶器土瓶 1 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土
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器 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に先行する G 区 SV201 が 18 世紀第

4 四半期以降の遺構であるので、それと同時期の遺構であろう。

G-2 SK211
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 136㎝、短径 55㎝の隅丸長方形、

底部は長径 126㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 31㎝である。本土坑は G 区

SK233 と重複しているが、SK233 は本土坑床面からの検出で本土坑に先行する。遺構の性格は不

明である。陶器 3 点うち唐津灰釉溝縁皿 1 点、同内面に青海波紋の当て具痕のある土灰釉壷甕 1 点

等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK212
本土坑は G-1 区の南側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ及び G 区 SK69 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 99㎝以上、短径 51㎝以上の隅丸長方形、

底部は長径 84㎝以上、短径 40㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は G 区

SK213・SK203 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK213 →本土坑→ SK203（新）とな

る。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目凹型

高台の高台高の高い端反皿 1 点等が、陶器には土瓶 3 点等が、土師質瓦質土器には火消し壷蓋 1 点

等がある。蛇の目凹型高台の高台高の高い端反皿があるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構である。

G-1 SK213
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 194㎝以上、短径 94㎝の隅丸長方形、底部は長径 184㎝

以上、短径 73㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は G 区 SK212・SK203 と

重複しているが、構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK212 → SK203（新）となる。遺構の性格

は不明である。

磁器 21 点、陶器 38 点、土師質瓦質土器 43 点、人形 2 点、石製品 1 点、鉄製品 6 点、瓦が出土

した。磁器には端反碗蓋 1 点、広東碗 1 点、人物に笹紋の小丸碗 1 点、外面体部中位に錆釉を巡ら

した筒形碗 1 点、猪口 1 点等が、陶器には口縁端部が内傾する唐津壷甕 2 点、土瓶 10 点、関西系

徳利 2 点、同細かい貫入の端反碗 1 点、備前 4 点うち恵比寿貼り付けの瓶 1 点、灯明皿 2 点、袋物

1 点、唐津刷毛目皿 2 点等が、土師質瓦質土器には内面にカルシウム分の付着する甕 6 点、外面に

ススが付着する凸帯巡らす甕 1 点、皿 5 点、赤土塗る土師質焜炉 1 点等が出土した。端反碗がある

ので 1810 年以降の遺構である。

G-1 SK214
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 37㎝の楕円形、底部は長径 35㎝、短径 34 

㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑床面より G 区 P208 を検出した。遺構の性

格は不明である。白磁鉢 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK215
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北西をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 40㎝の不整形な楕円形と推測され、底

部は長径 30㎝、短径 19㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

唐津京焼風陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

G-3 SK216　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は G 区 SV20 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝、短径 41㎝以上の不整形な隅丸方形、底部は長径 81㎝、

短径 35㎝以上の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦転用品 3 点、鉄製品 1 点、砥石 1 点（1）が出土

した。磁器には朝顔形碗 1 点、くらわんか手皿 1 点、端反小坏 1 点がある。陶器は唐津刷毛目鉢で

ある。土師質瓦質土器には火鉢の足 1 点、火消壷の蓋 1 点、皿 6 点がある。朝顔形碗があるので

18 世紀後半以降の遺構である。

G-2 SK217
本土坑は G-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 104㎝前後、短径 76㎝前後の長楕円形、底部は長径 51㎝、

短径 42㎝の長楕円形と推測される。深さは 48㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器には端反小坏が 2 点ありうち染付 1 点，白

磁 1 点、染付鉢 1 点、青花碗 1 点、外面雨龍文の関西系深小丸碗 1 点がある。土師質瓦質土器には

板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点、皿 2 点がある。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構

である。

G-2 SK218
本土坑は H-2 区から H-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 134㎝、短径 130㎝の

隅丸方形、底部は長径 118㎝、短径 114㎝の隅丸方形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性

格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 17 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器にはくらわんか手

梅樹紋碗 1 点等が、陶器には内野山銅緑釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 12 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。
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G-3 SK219
本土坑は G-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SK88 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝以上、短径 94㎝の不整形な隅丸方形、底部は長

径 90㎝、短径 62㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい G

区 SK88 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-2 SK220　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 49㎝の楕円形、底

部は長径 49㎝、短径 34㎝の楕円形を呈している。深さは 41㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 22 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点等が、土師質瓦

質土器には皿 15 点（1）等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構である。

G 区 SK221
本土坑は H-2 区の南東端に位置する。調査時誤って G 区で遺構番号をとった。形態及び規模は

上端が長径 74㎝、短径 45㎝の不整形な方形、底部は長径 60㎝、短径 38㎝の不整形な方形を呈して

いる。遺構の性格は不明である。唐津呉器手碗 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

G-3 SK222
本土坑は G-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を G 区 SK49 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 229㎝以上、短径 111㎝の隅丸長方形、底部は長径 221

㎝以上、短径 79㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、和釘 2 点、鉄滓 1 点が出土した。磁器には染付一重

網目紋碗 1 点、陶器には唐津灰釉皿 1 点、土師質には皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確

でないが、本遺構より新しい G 区 SK49 が 1770 年代の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前

の遺構であろう。

G-3 SK223
本土坑は G-3 区の北東側に位置している。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 30㎝の楕円形、

底部は長径 31㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。土師質皿 1 点が出土した

のみである。遺構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK224　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-2 区から G-3 区の境に位置する。形態及び規模は南西側を G 区 SK13 に、他をトレン
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チによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 280㎝以上、短径 253㎝以

上の不整形な円形、底部は長径 245㎝、短径 211㎝の不整形な円形を呈している。深さは 56㎝以上

である。本土坑は G 区 SK235 を切っていることから SK235 より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 144 点、陶器 167 点、軟質施釉陶器皿 1 点、土師質瓦質土器 444 点、石製品 4 点、鉄製品

67 点、青銅製品 4 点、銭貨 2 点、瓦、木製品が出土した。磁器には肥前碗 79 点うち高台の特徴か

ら初期伊万里であるもの 8 点・高台無釉のもの 6 点・高台内側裾が滑らかな湾曲削りのもの（断面

三角）3 点（2）（5）・荒磯紋碗 1 点、小坏 6 点うち初期伊万里 1 点（3）・高台無釉 1 点、同一個体

と思われる波佐見足付き青磁皿（1630 ～ 40）2 点（4）、景徳鎮 13 点（1）（6）等が、陶器には唐

津碗 53 点うち朝鮮の影響を受けた三島手碗（1630 ～ 40 年代、百間窯の辻窯）1 点（7）、外面体部

下半に鉄釉その他は青み掛かった藁灰釉の同一個体と思われる碗 3 点（9）、呉器手碗 15 点（8）、

福岡の藁灰釉瓶 3 点（15）、同皿 3 点（14）、福岡か山口の錆釉不明製品 3 点（13）、福岡か在地の

壷蓋 3 点（11）、瀬戸美濃碗 6 点（10）、同皿 6 点うち折縁そぎ皿 1 点、備前擂鉢 9 点（12）等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 79 点うち A 群口縁部 19 点で内耳部分のある 7 点（28）（30）はいず

れもしっかり穿孔する、C 群口縁部 1 点、皿 287 点（17）（18）（19）（21）（23）（25）（26）（27）

うち静止糸切り底 2 点（24）、回転糸切り後板目痕 3 点（16）（20）（22）、胎土が橙褐色の関西系焙

烙 6 点（29）、焼塩壷 1 点、瓦質角火鉢 1 点、瓦質丸火鉢 1 点等がある。石製品には碁石 2 点（31）、

硯 1 点（32）（33）、砥石 1 点がある。鉄製品には和釘 34 点（34）（35）（36）（37）（38）（39）（40）

（41）、玉 1 点等が、青銅製品にはキセル 2 点、鍍金した飾り金具 1 点等が、銭貨は寛永通寶 1 期 2

点（61）（62）がある。平瓦の厚さの平均は 17.7㎜、17.5㎜が 15 点、18㎜・18.5㎜が各 7 個ある。

木製品には金蒔絵の櫛 1 点（42）、箸（43）～（55）、荷札？（56）、下駄歯（57）（58）、箱物側板（59）、

不明部材（60）等がある。

掘り方からは唐津鉄釉碗 1 点、瓦質土瓶 1 点、瓦が出土した。陶磁器の詳細についてはカウント

表を参照されたい。

高台内側裾を滑らかな湾曲削りする碗や荒磯紋碗があるので 1670 年代頃の遺構である。

G-2 SK225
本土坑は G-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は長径 61㎝前後、短径 40㎝の不整形な長方形、

底部は長径 45㎝、短径 24㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 4 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 33 点、人形 2 点、瓦、青銅製品 1 点、鉄製品 5 点が出土

した。陶器には瀬戸美濃灰釉盤 1 点、同一個体と思われる唐津呉器手碗 7 点、関西系色絵碗 2 点、

土師質瓦質土器には皿 25 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK226
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 76㎝、短径 56㎝の隅丸方形、

底部は長径 55㎝、短径 44㎝の隅丸方形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。
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羽釜の凸帯 1 点と瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK227
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 34㎝の隅丸長方形、

底部は長径 19㎝、短径 13㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 1 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点、青銅製鋲 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

G-3 SK228
本土坑は G-3 区と F-3 区の境に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 93㎝、短径 73㎝

の不整形な円形、底部は長径 75㎝、短径 60㎝の隅丸方形と推測される。深さは 17㎝である。遺構

の性格は不明である。染付碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

G-1 SK229
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。規模は北側が調査区外に、東側を G 区 SV206 に、南側を

トレンチによって切られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 273㎝以上、短径 50

㎝以上、底部は長径 264㎝以上、短径 28㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 22㎝で

ある。本土坑は SV206 と重複しているが、SV206 に削平を受けているので SV206 より先に作られ

ている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には猪口 1 点、鶴首瓶 1 点等が、

陶器には体部に緑釉掛ける唐津京焼風碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK230
本土坑はG-3区の南側に位置する石組土坑である。形態及び規模は石組除去後の上端が長径68㎝、

短径 57㎝の円形、底部は長径 69㎝、短径 60㎝の円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性

格は不明である。染付碗 1 点、和釘 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（G-1 SK231 ＝ SK210）

G-2 SK233
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 57㎝、短径 39㎝の長楕円形、

底部は長径 45㎝、短径 26㎝の長楕円形を呈している。深さは 5㎝である。本土坑は G 区 SK211 と

重複しているが、本土坑は SK211 内からの検出で、SK211 に先行する。遺構の性格は不明である。

備前製品 1 点、内耳土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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G-2 SK234
本土坑は G-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 25㎝の楕円形、底

部は長径 24㎝、短径 10㎝の楕円形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、陶器 2 点、鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK235
本土坑は G-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 118㎝以上、短径 70㎝以上の楕円形、底部は長径 91㎝以上、

短径 37㎝以上の楕円形と推測される。深さは 24㎝である。本土坑は G 区 SK224 に削平を受けてい

るため SK224 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でな

いが、本遺構より新しい G 区 SK224 が 1670 年代の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺

構であろう。

G-2 SK236
本土坑は G-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 40㎝の不整形な方形、

底部は長径 54㎝、短径 29㎝の不整形な方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-3 SK237
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を G 区 SK15 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 27㎝以上、短径 26㎝以上の円形、底部は長径 16㎝以上、

短径 15㎝以上の円形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑は G 区 SK239・SK15 に削平を受

けているため両遺構に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が少ないため時期は明確でないが、

本遺構より新しい G 区 SK239 が 17 世紀前半に築造された井戸であるから、それと同時期ないしそ

れ以前の遺構であろう。

G-3 SK238
本土坑は G-3 区の南東側に位置している。形態及び規模は西側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 98㎝以上、短径 31㎝以上の楕円形、底部は長径 76

㎝以上、短径 6㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は G 区 SK239 に削平を受

けていることから SK239 に先行する。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、陶器 3 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構

より新しい G 区 SK239 が 17 世紀前半に築造された井戸であるから、それと同時期ないしそれ以前

の遺構であろう。

G-3 SK239 ＝ SK67　 遺物実測図  遺物写真
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本遺構は G-3 区の東側に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 260㎝、短径 241㎝の

不整形な円形、底部は長径 225㎝、短径 197㎝の不整形な円形を呈している。本土坑は SK237・

SK238・SK425・SK514 を切っているためそれらの遺構より新しい。

上層からは磁器 4 点、陶器 9 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 1 点、瓦が出

土した。磁器にはへら彫り紋のある青磁皿 1 点、色絵碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉皿 2 点、同灰

釉碗 1 点、同京焼風碗 1 点、擂鉢 1 点等が、軟質施釉陶器には皿 2 点うち緑釉の上絵 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 5 点、焼塩壷蓋 1 点等がある。

枠内からは磁器 7 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦、木製品が出土した。磁器には高台

内側裾の削りがなめらかに湾曲する碗 1 点等が、陶器には唐津呉器手碗 1 点、同京焼風碗 11 点で

底部が 2 点あり 1 点には高台内に「清水」の刻印がある。土師質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 

7 点うち A 群口縁部 3 点である。木製品には底板（2）、桶側板（3）、栓（4）等がある。

掘り方からは磁器 2 点うち染付一重網目紋碗 1 点、陶器 3 点うち唐津灰釉碗 1 点、同灰釉皿 1 点、

備前製品 1 点、土師質皿 4 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦が出土した。瓦にはコビキ A の軒丸

瓦 1 点（1）がある。

遺物が少ないため明確でないが、17 世紀前半に築造され後半に廃絶した井戸である可能性があ

る。しかし、本遺構に先行する SK514 は 17 世紀後半と思われる遺物も含んでおり、そこまで下る

可能性もある。

G-1 SK301
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 26㎝、短径 22㎝の楕円形、底部

は長径 17㎝、短径 12 ㎝の楕円形を呈している。深さは 11㎝である。性格としては土坑というよ

りは柱穴かと考えられる。陶器土瓶底部か 1 点のみが出土した。器種が明確でなく時期も不明であ

る。

G-1 SK302
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 23㎝、短径 22㎝の円形、底部は

長径 17㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。性格としては土坑というよりは

柱穴かと考えられる。瀬戸美濃水甕 1 点、土師質 1 点のみが出土した。水甕の口縁部は内面体部に

凸帯が巡り、その特徴から幕末頃の遺構と思われる。

（G-1 SK303 ＝ P204）

G-1 SK304
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外に、東側を G 区 SV206 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 44㎝以上の隅

丸方形、底部は長径 53㎝以上、短径 36㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構
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の性格は不明である。

陶胎染付碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点うちしっかり穿孔する内耳土器 A 群口縁部 1 点、鉄製品

1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK305　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 23㎝、短径 19㎝の楕円形、底

部は長径 11㎝、短径 10㎝の不整形な円形を呈している。深さは 26㎝である。本土坑は G 区 SK311

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

染付端反小坏 1 点、唐津灰釉皿 1 点、鉄釉土瓶 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、青銅玉 1

点（1）が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK306
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝、短径 39㎝以上の不整形な方形、底部は長径 47㎝、

短径 20 ㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 10㎝である。本土坑は G 区 SK311 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、瓦 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

G-2 SK308
本土坑は G-2 区の北側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 57㎝、短径 34㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 43㎝、短

径 27㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿

1 点、鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-2 SK309
本土坑は G-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 47㎝、短径 12㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 32㎝、短径 6㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性格は不

明である。土師質 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK310
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を G 区 SK60 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 183㎝以上、短径 142㎝以上の隅丸長方形、底部は長

径 178㎝以上、短径 137㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 2 点、陶器 2 点、内耳土器 2 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には鍋 1 点等がある。18 世

紀後半以降の遺構であろう。
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G-1 SK311
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を G 区 SV206 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 42㎝以上の不整形な方形、底部は

長径 40㎝以上、短径 37㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 10㎝である。G 区 SK305・

SK306 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦転用品 1 点が出土した。磁器には梅樹紋碗 1 点等

が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点、同刷毛目皿 1 点、同京焼風碗 1 点がある。遺物が少ないため時期

は不明である。

G-1 SK312
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 21㎝、短径 14㎝の楕円形、底

部は長径 12㎝、短径 7㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は柱穴と考えたほう

がよいと思われる。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK313
本土坑は G-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 28㎝、短径 10㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 21㎝、短径 6㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK401
本土坑は G-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 135㎝、短径 15㎝の溝状、底部は

長径 126㎝、短径 8㎝の溝状を呈しており、主軸は東西方向である。深さは 6㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK402
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 19㎝、底部は長径 67㎝以上、短径 14㎝

の溝状を呈しており、主軸は南北方向である。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK403
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 17㎝、短径 15㎝の円形、底部

は長径 10㎝、短径 8㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。土瓶 1

点、瓦が出土した。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。
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G-1 SK404
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 137㎝、短径 21㎝、底部は長径

115㎝、短径 10㎝の溝状を呈しており、主軸は南北方向である。深さは 10㎝である。遺構の性格は

不明である。唐津京焼風碗 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

G-1 SK405
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 176㎝、短径 24㎝、底部は長径

161㎝、短径 14㎝の溝状を呈しており、主軸は南北方向である。深さは 11㎝である。遺構の性格は

不明である。鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK406
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 73㎝以上、短径 25㎝の不整形な楕円形、底部は長径 68

㎝以上、短径 17㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK407
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝以上、短径 17㎝、底部は長径 80㎝以上、短径 8㎝

の溝状と推定される。主軸は南北方向である。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。和釘

2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK408
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側と南側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝以上、短径 75㎝の不整形な長方形、底部は

長径 96㎝以上、短径 55㎝の長方形と推定される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK409
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側を G 区 SK90 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 18㎝以上の楕円形と推定され、底部

は長径 35㎝以上、短径は 2㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは 20㎝である。切りあい

関係より G 区 SK90 に先行する。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点のみが出土した。G 区

SK90 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なのでそれと同時期ないしそれ以前の遺構である。
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G-1 SK410
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 10㎝、底部が長径

45㎝、短径 5㎝の溝状を呈している。深さは 3㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK411
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 106㎝、短径 15㎝の、底部は長

径 90㎝、短径 7㎝の溝状を呈しており、主軸は南北方向である。深さは 7㎝である。遺構の性格は

不明である。瀬戸美濃陶器染付碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。陶器染付があるので

18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

G-1 SK412
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 29㎝、短径 28㎝の不整形な円形、

底部は長径 17㎝、短径 16 ㎝の不整形な円形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明

である。土師質瓦質土器 5 点うち皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-1 SK413
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 31㎝以上、短径 24㎝の楕円形、底部は長径 24㎝以上、

短径 13㎝の楕円形と推定される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

G-3 SK414
本土坑は G-3 区の中央に位置する。形態と規模は上端が長径 60㎝、短径 26㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 46㎝、短径 11㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-3 SK415
本土坑は G-3 区の中央に位置する。形態と規模は上端が長径 39㎝、短径 38㎝の円形、底部は長

径 23㎝、短径 22㎝の円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

G-3 SK416
本土坑は G-3 区の中央に位置する。形態と規模は上端が長径 43㎝、短径 42㎝の円形、底部は長

径 28㎝、短径 25㎝の円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。
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唐津灰釉折縁砂目皿 1 点、同鉄釉碗 1 点、備前擂鉢 1 点、静止糸切り底の土師質皿 1 点、内耳土

器 1 点、鉄製品 9 点、瓦が出土した。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため明確でない

が 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

G-1 SK417
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝、短径 34㎝楕円形、底部は長径 22㎝、短径 20 ㎝

の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため

時期は不明である。

G-1 SK418
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 23㎝のゆがんだ楕

円形、底部は長径 49㎝、短径 10㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK419
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 88㎝、短径 17㎝、底部は長径

59㎝、短径 10㎝の溝状を呈しており、主軸は南北方向である。深さは 3㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK420
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝以上、短径 25㎝以上の不整形な円形、底部は長径

29㎝以上、短径 5㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明であ

る。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-1 SK421
本土坑は G-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 34㎝、短径 20㎝の不整形な円形、

底部が長径 23㎝、短径 14㎝の不整形な円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないため時期は不明である。

G-3 SK422
本土坑は G-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を F 区 SK402 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 182㎝、短径 167㎝以上の不整形な円形、底部は長

径 159㎝、短径 128㎝以上の不整形な円形と推定される。深さは 40㎝である。本土坑は F 区の

SK402、P401 と切りあい関係にあり、構築順に整理すると（古） 本土坑→ F 区 SK402 → F 区 P401 
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（新）となる。遺構の性格は不明である。

陶器 7 点、土師質瓦質土器 8 点、和釘 2 点、瓦が出土した。陶器には岸岳系唐津皿 3 点、絵唐津

皿 1 点、唐津灰釉碗皿 2 点、同内面に青海波紋の当て具痕ある壷甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿

7 点で体部が外反ないし外反気味なものが 3 点ある。伊万里が含まれず 1620 年頃までの遺構であ

ろう。

G-3 SK423
本土坑は F-3 区と G-3 区の境に位置する。本土坑は湧水とともに井戸枠を検出したため井戸と考

えられる。形態と規模は南西側を F 区 SK237・SK239 に、西側と南側をトレンチによって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 198㎝、短径 169㎝以上の楕円形、底部は長

径 133㎝、短径 132㎝以上の楕円形と推測される。深さは 129㎝である。井戸枠の径は約 62㎝である。

本土坑は G 区 SK429 に削平を受けており、SK429 より古い。

唐津透明釉皿 1 点、備前擂鉢 2 点、同袋物 2 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

G-3 SK424
本土坑は G-3 区の東側に位置する。形態と規模は東側と西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 64㎝、短径 45㎝以上の楕円形、底部は長径 46㎝、短

径 34㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が検

出されている。

陶器 2 点うち唐津灰釉皿 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質皿 4 点、和釘 1 点、瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい G 区 SK239 が 17 世紀前半に築造された

井戸であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

G-3 SK425
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形態と規模はその多くが SK239 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 175㎝以上、短径 64㎝以上の不整形な円形、底部は長

径 122㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 107㎝である。遺構の性格は不

明である。

鉄釉碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、

本遺構より新しい G 区 SK239 が 17 世紀前半に築造された井戸であるから、それと同時期ないしそ

れ以前の遺構であろう。

G-3 SK501
本土坑は G-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 80㎝、短径 68㎝の楕円形、底部

が長径 67㎝、短径 57㎝の楕円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。瓦
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のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK502
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は西側を G 区 P505 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 72㎝、短径 40㎝のゆがんだ長方形、底部は長径 63㎝、

短径 23㎝のゆがんだ長方形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑

は G 区 P505 に切られていることから P505 に先行する。染付碗 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 4 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK503
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 168㎝、短径 95㎝の不整形な方

形、底部が長径 155㎝、短径 80㎝の不整形な方形を呈している。深さは 25㎝である。遺構の性格

は不明であるが、土坑内に多量の礫が検出された。本土坑は G 区 SK522 を切っていることから

SK522 より新しい。磁器 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

G 区 SK504
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長

径 58㎝、短径 37㎝の不整形な方形、底部は長径 45㎝、短径 25㎝の隅丸長方形と推測される。深さ

は 23㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点うち白磁碗 2 点、白磁端反小坏 1 点等が、唐津灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土し

た。遺物が少ないため時期は不明である。備前袋物 1 点、瓦が出土した。瓦にはコビキ A 軒丸瓦

1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

（G-3 SK505 ＝ GP409）

G 区 SK506
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は中央をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長

径 216㎝、短径 62㎝の隅丸長方形、底部は長径 201㎝、短径 53㎝の隅丸長方形を呈している。深さ

は 27㎝である。遺構の性格は不明であるが、南側の底部から多数の礫が検出されている。遺物が

出土していないため時期は不明である。

G-3 SK507
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は中央を G 区 P408 に、東側をトレンチによ
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って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝、短径 30㎝以上のゆがんだ

長方形、底部が長径 81㎝、短径 24㎝以上のゆがんだ方形と推測される。深さは 22㎝である。切り

合い関係より G 区 P408 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は

不明である。

G-3 SK508
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 90㎝、短径 72㎝前後のゆがん

だ長方形、底部が長径 82㎝、短径 69㎝前後のゆがんだ長方形を呈している。深さは 36㎝である。

本土坑は G 区 SK509 を切っていることから SK509 より新しい。遺構の性格は不明である。遺物が

出土していないため時期は不明である。

G-3 SK509
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側を G 区 SK508 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端は長径 66㎝以上、短径 40㎝の不整形な方形、底部は長径

61㎝以上、短径 32㎝の不整形な方形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は G 区 SK508 に切

られていることから SK508 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時

期は不明である。

G-3 SK510
本土坑は G-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 22㎝、短径 20㎝の楕円形、底部

が長径 18㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。漳

州窯碗 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G 区 SK511
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は上端が長径 76㎝、短径 60㎝のゆがんだ円形、底部が長径 70㎝、短径 54㎝のゆがん

だ円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に大きな礫を検出し

ている。遺物が出土していないため時期は不明である。

G 区 SK512
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は上端が長径 35㎝、短径 29㎝の楕円形、底部が長径 32㎝、短径 27㎝の楕円形を呈し

ている。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に一個の礫を検出している。遺物

が出土していないため時期は不明である。

G 区 SK513
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本土坑は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長

径 45㎝前後、短径 34㎝の楕円形、底部は長径 35㎝前後、短径 27㎝の楕円形と推測される。遺構の

性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-3 SK514
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側を G 区 SK239 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 156㎝前後、短径 105㎝の隅丸長方形、底部が長径

140㎝、短径 83㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 61㎝である。本土坑は G 区 SV501 と重複し

ているが、本土坑床面直下より SV501 を検出したため、SV501 より後に作られている。また、切

りあい関係より G 区 SK239 に先行する。遺構の性格は不明である。

陶器 4 点うち唐津刷毛目皿 1 点、同灰釉皿 1 点、備前袋物 1 点等が、土師質瓦質土器 3 点うち皿

2 点、内耳土器 1 点、瓦が出土した。平瓦の厚さの平均は 19.9㎜、19.5㎜が 5 点、22㎜が 3 点ある。

遺物が少ないため時期は明確でないが、17 世紀後半の遺構であろう。

G-3 SK515
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 56㎝以上、短径 39㎝の楕円形、底部は長径 48㎝以上、

短径 20㎝の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は G 区 SV501 と重複しているが、本

土坑床面直下より SV501 を検出したため、SV501 より後に作られている。遺構の性格は不明である。

岸岳系唐津皿 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK516　 遺物実測図

本土坑は G-3 区の中央に位置する。形状及び規模は北東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 68㎝、短径 45㎝以上の不整形な円形、底部は長径 45㎝、

短径 35㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。軒平瓦 1 点（1）、コビキ A が 3 点ある。平瓦の厚さの平均が 19.5㎜、19.5㎜

が 8 個、18.8㎜、19.0㎜が各 7 個ある。陶磁器が出土していないので明確でないが、平瓦の厚さの

平均は G 区 SK514 に近く、遺構面も同じことから同時期の遺構の可能性がある。

G 区 SK519
本土坑は H-3 区の南側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は上端が長径 158㎝、短径 103㎝のゆがんだ隅丸長方形、底部が長径 151㎝、短径 88

㎝のゆがんだ隅丸長方形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期

は不明である。
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G-3 SK（522）
本土坑は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は北側を G 区 SK503 に、西側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 42㎝以上の隅

丸長方形、底部が長径 42㎝以上、短径 36㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は G 区 SK503 に切られていることから SK503 に先行する。遺物

が出土していないため時期は不明である。

G-3 SK523
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北西側を G 区 SK226 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 45㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は長径 31㎝

以上、短径 22㎝の楕円形と推測される。深さは 32㎝である。本土坑床面直下より G 区 SV501 が検

出されたため、構築順に整理すると（古） SV501 →本土坑→ SK226 （新）となる。遺構の性格は不

明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK524
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 69㎝以上、短径 51㎝前後の楕円形、底部は長径 57㎝以上、

短径 34㎝の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点、瓦

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK525
本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側と東側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 41㎝以上、短径 37㎝以上の隅丸方形、底部は長

径 32㎝以上、短径 29㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

G-3 SK526　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は G-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 200㎝前後、短径 151㎝の隅丸三角形、底部が長径 68㎝、

短径 62㎝の不整形な三角形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 27 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には一重網目紋

碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉皿 3 点うち溝縁皿 1 点、同刷毛目碗 1 点、同京焼風碗 1 点、同内面

に青海波紋の当て具痕のある土灰釉壷甕 1 点、土師質瓦質土器には内耳土器 8 点うち A 群口縁部

2 点でいずれもしっかり穿孔、B 群口縁部 1 点（1）、皿 19 点がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。

瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（2）等がある。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀後半の遺構の可

能性がある。
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G-3 SK601
本土坑は G-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 211㎝、短径 125㎝の不整形な方形、

底部が長径 185㎝、短径 110㎝の不整形な方形を呈している。深さは 53㎝である。遺構の性格は不

明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

SV
G-3 SV1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は G-3 区の東側に位置する。規模は北側を G 区 SK14・SK17 等に削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 5.75m にわたって検出した。幅は 45㎝～ 82㎝、

深さは 46㎝である。北端で H 区 SV3 と接続していた可能性も考えられる。本溝状遺構は G 区

SV7・SV14・SK53・SK14・SK17・SK（48）・SK65・SK49・F 区 SK15 埋没後に作られている。

磁器 37 点、陶器 69 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 85 点、鉄製品 8 点が出土した。磁

器には高台脇に面のある吉田窯深小丸碗 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の高い志田皿 1 点、端反碗

2 点うち 1 点は焼き継ぎ痕があり他の 1 点は瀬戸美濃、小丸碗 2 点、見込み蛇の目釉剥ぎくらわん

か手皿 1 点、青磁仏花瓶 1 点、外面を貝殻状に型押し成形した紅皿 1 点等が、陶器には関西系細か

い貫入の入る碗 9 点、同鳥餌入れ 1 点、同色絵碗 1 点、同行平鍋 5 点、鉄釉鍋 5 点、土瓶 6 点うち

蓋 1 点、備前灯明皿 3 点、同灰落とし 1 点、鉄釉ひょうそく 1 点（1）、唐津刷毛目鉢 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 9 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、瓦質焜炉火鉢 7 点、

火消し壷蓋 2 点等がある。

下層からは磁器 15 点、陶器 28 点、土師質瓦質土器 21 点、硯 1 点、鉄製品 14 点、瓦が出土した。

磁器には外面を貝殻状に型押し成形した紅皿 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1

点、土瓶 1 点、土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。硯には底部に不明釘書きがある。

深小丸碗、蛇の目凹型高台の高台高の高い皿があるので 19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺

構である。

G-3 SV2　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する。規模は西側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 2.05m にわたって検出した。幅は 16 ～ 40㎝、深さは 14

㎝である。G 区 SK74 埋没後につくられている。

磁器 6 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 1 点、ガラス 1 点が出土した。磁器には広東

碗 1 点、陶器には擂鉢 2 点、土師質瓦質土器には甕 3 点、皿 2 点、焼塩壷 1 点等がある。

SV4 は SV2 と一体と考えられ、SV4 の部分からは磁器 12 点、陶器 10 点、軟質施釉陶器 2 点、

土師質瓦質土器 40 点、人形 1 点、石製品 3 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器には亀甲繋ぎ紋

に羊歯紋の大型の広東碗 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 2 点、関西系色絵半球碗 1 点、備前灰落とし

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点で 1 点は内耳部分があり穿孔す



― 346 ―

るが突き抜けない。皿 4 点、把手付き焙烙 19 点（1）等がある。

行平鍋蓋があるので 19 世紀代に廃絶した溝状遺構であろう。

G-3 SV3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は G-3 区の南側に位置する。規模は東西方向に長さ 5.78m にわたって検出した。幅は

33㎝～ 90㎝、深さは 10㎝である。SV7・SV9・SV14・SK17・SK45・SK（48）・SK74 と切りあい

関係にある。構築順に整理すると（古） SK74 → SK45・SK（48）→ SV9 → SV14 → SV7 →本溝状

遺構→ SK17 （新）となる。

磁器 7 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 8 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、小

広東碗 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る碗 3 点、同徳利 1 点、土瓶ないし急須 1 点、備

前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。陶器の土管は混入であろう。

SV5 は SV3 と一体と考えられ、SV5 の部分からは磁器 14 点、陶器 18 点、軟質施釉陶器 1 点、

土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 12 点、ガラス 1 点、瓦が出土した。磁器には藁束紋の小丸碗 1 点、

瀬戸美濃 1 点等が、陶器には関西系ちろり 1 点（2）、同行平鍋 1 点、鉄釉香炉火入れ 1 点（3）、萩

碗 1 点、ミニチュアの布袋貼り付けの備前瓶 1 点（1）等が、軟質施釉陶器には外面緑釉を掛ける

初期京焼碗 1 点が、土師質瓦質土器には甕 4 点、皿 7 点がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（4）

がある。

端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構より新しい SK17 が 19 世紀

第 2 四半期の遺構なので、その間の遺構であろう。

（G-3 SV4 ＝ SV2）

（G-3 SV5 ＝ SV3）

G-3 SV6
本溝状遺構は G-3 区の南西部に位置する。規模は南北方向に長さ 2.06m にわたって検出した。幅

は 16 ～ 34㎝、深さは 13㎝である。本溝状遺構は P58・SV8 埋没後に作られている。遺物が出土し

ていないため時期は明確でないが、本遺構に先行する SV8 が 1810 年以降の遺構であるから、同時

期の遺構であろう。

G-3 SV7
本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する。規模は東側を SV1 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.20m にわたって検出した。幅は 26㎝～ 33㎝、深さは 18

㎝である。SV1・SV3・SV14 と切り合い関係にあるが、構築順に整理すると（古） SV14 →本溝状

遺構→ SV1・SV3 （新）となる。

磁器 1 点、陶器 4 点うち関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、備前灰落とし 1 点、同擂鉢 1 点等
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が、土師質瓦質土器 9 点うち皿 1 点、瓦質火鉢 1 点、内耳土器 2 点等、人形 1 点、瓦が出土した。

関西系細かい貫入の入る端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降に廃絶した溝状遺構であるが、

本遺構より新しい SV1 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、その間の遺構であろう。

G-3 SV8 ＝ H-3 SV6　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-3 区の南西部に位置する。規模は東西方向に長さ 5.72m にわたって検出した。幅

は 70 ～ 44㎝、深さは 32㎝である。本溝状遺構は G 区 SK31・SK29・SV6・P58・H 区 SK38 と切

り合い関係にある。構築順に整理すると（古） P58 → SK31・SK29 →本溝状遺構→ F 区 SV6・H

区 SK38 （新）となる。

磁器 14 点、陶器 16 点、初期京焼軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 6 点、瓦が

出土した。磁器には青磁染付の丸形碗 1 点、京木瓜形香炉火入れ 1 点、土瓶 4 点等が、土師質瓦質

土器には内耳土器 1 点、皿 6 点うち 1 点には見込みに「ウス」という墨書がある（1）。青磁染付碗

があるので 18 世紀後半以降に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構に先行する SK31 が 1810 年以降

の遺構なので、それと同時期であろう。

G-3 SV9　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-3 区の南西側に位置する。規模は現状で東西方向に長さ 2.98m にわたって検出し

た。幅は 80㎝～ 110㎝、深さは 22㎝である。本溝状遺構埋没後に SK12・SK26・SV3 は作られて

いる。

磁器 54 点、陶器 71 点、土師質瓦質土器 111 点、鉄製品 49 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。

磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 1 点、小坏 2 点うち端反一重網目紋 1 点・碁笥底 1 点、瓶 11 点、

白磁の小型猪口 1 点、段重 2 点、鳥餌入れ 1 点等が、陶器には瀬戸美濃灰釉に上野釉うのふ釉掛け

流す手水鉢 3 点、同一個体と思われる丹波植木鉢 3 点（1）、備前灯明受皿 2 点、同灯明皿 4 点、同

壷 1 点、同瓶 2 点、擂鉢 5 点うち堺明石 2 点、土瓶 8 点、鍋 3 点、関西系細かい貫入の入る端反碗

2 点、同体部に凹凸がある緑釉を掛け流す碗 1 点、同徳利 1 点、同内面に 4 条の線書きのある灯明

皿 1 点、同灯明受皿 2 点、萩碗 2 点、唐津見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目鉢 1 点等が、土師質瓦質土器

には内耳土器 41 点うち A 群口縁部 7 点（2）でうち 1 点には内耳部分があり穿孔はするものの突

き抜けない（3）。瓦質角火鉢 8 点、瓦質丸火鉢 1 点、体部上部に穿孔のある涼炉 1 点、サナ 1 点等

がある。鉄製品はほとんど釘であるがいずれも錆がひどく遺存しない。青銅製品も釘ないし鋲 1 点

（4）、引き出しの把手 1 点であろう。端反碗があるが深小丸碗等がないので 19 世紀第 1 四半期に廃

絶した溝状遺構であろう。

G-3 SV10
本溝状遺構は G-3 区の南東部に位置する。規模は現状で南北方向に長さ 1.56m にわたって検出し

た。幅は 14 ～ 25㎝、深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 2 点、土師質皿 1 点、鉄

製品 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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G-3 SV11
本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する。規模は現状で南北方向に長さ 0.72m にわたって検出し

た。幅は 13㎝～ 14㎝、深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。SK49 埋没後に本溝状遺構は

作られている。本遺構に先行する SK49 が 1810 年以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

（G-3 SV12 ＝ SK26）

G-3 SV13
本溝状遺構は G-3 区の北東側に位置する。規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.19m にわたって検出した。幅は削平を受けているた

め不明である。深さは 9㎝である。G 区 SV19・SK41 埋没後に本溝状遺構は作られている。

磁器 10 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 11 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。端反碗

3 点うち蓋 2 点うち関西系 1 点、陶器には急須鉄砲口 1 点、備前灯明皿 2 点等が、土師質瓦質土器

には内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点で穿孔するが突き抜けない。火消し壷 1 点、皿 1 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構に先行する SV19 が 19 世紀第

2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以降幕末までに廃絶したものであろ

う。

G-3 SV14
本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する。規模は現状で東西方向に長さ 2.00m にわたって検出し

た。幅は 47 ～ 100㎝、深さは 31㎝である。本溝状遺構は SV1・SV3・SK（48）・SV7 と切り合い

関係にある。構築順に整理すると（古） SK（48）→本溝状遺構→ SV7 → SV1・SV3 （新）となる。

磁器 8 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 19 点、鉄製品 6 点が出土した。陶器には鉄釉土瓶 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 6 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降に廃絶した

溝状遺構であるが、本遺構より新しい SV1 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、その

間の遺構であろう。

G-2 SV15　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-2 区の東側に位置する。規模は現状で南北方向に長さ 0.84m にわたって検出した。

幅は 28 ～ 61㎝、深さは 23㎝である。溝状遺構というよりは土坑というべきか。

磁器 17 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 37 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、

望料碗蓋 1 点、白磁朝顔形碗 1 点、見込み松竹梅紋の皿 1 点（1）等が、陶器には瀬戸美濃水甕 3

点でうち 1 点は内面口縁下に断面三角形の凸帯を貼り付ける 11 小期の特徴を有する（2）。長筒形

で横手の付く関西系ちろりと思われる製品 1 点、土瓶ないし急須 1 点、見込みにハマ熔着痕のある

関西系灰釉皿 1 点、灰釉片口 1 点、行平鍋 1 点等がある。土師質瓦質土器には内耳土器 17 点うち
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A 群口縁部 3 点・C 群口縁部 1 点、火消壷口縁部 1 点、焼塩壷 2 点うち蓋 1 点（3）、瓦質焜炉火鉢

3 点等がある。瀬戸美濃の水甕の特徴から幕末に廃絶した溝状遺構であろう。

（G-2 SV16 ＝ H 区 SV3）

G-2 SV17　土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は H-2 区から F-2 区にかけて G 区 KDSV2 底から検出した。本溝状遺構内には小ぶり

の礫が充填してある。現状で東西方向に長さ 15.07m にわたって検出した。幅は 45㎝～ 90㎝、深

さは 63㎝である。本溝状遺構は G 区 SV18・H 区 SK61 埋没後に作られ、H 区 SV3 は本溝状遺構

埋没後に作られている。

磁器 11 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 2 点、ボタン 1 点、瓦

が出土した。磁器には西洋コバルトの手書き製品 1 点、瀬戸美濃製品 1 点等が、陶器には関西系細

かい貫入の入る端反碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点（1）等がある。

玉砂利部分からは磁器 8 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。陶

器には行平鍋蓋 1 点が、軟質施釉陶器はままごと擂鉢である。

西洋コバルトの手書き製品があるので近代初めに廃絶した溝状遺構である。

G-2 SV18
本溝状遺構は G-2 区の中央に位置する。規模は北側を H 区 SV3 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.09m にわたって検出した。幅は 35 ～ 45㎝、深さは 14

㎝である。本溝状遺構埋没後に SV17・H 区 SV3 は作られている。

磁器 5 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 6 点、人形 1 点が出土した。磁器には輪花手塩皿 1 点等が、

陶器には関西系灯明皿 1 点、行平鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部

1 点、皿 2 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構の上層

にある SV16 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、19 世紀第 1・第 2 四半期に廃絶し

た遺構であろう。

G-2 SV19　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-2 区から G-3 区に位置している。規模は北側を G 区 SK59 に、南側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.01m にわたって検出した。

幅は 27㎝～ 29㎝、深さは 11㎝である。本溝状遺構埋没後に G 区 SV13 は作られている。

磁器 57 点、陶器 102 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 131 点、人形 1 点、鉄製品 16 点、

瓦が出土した。磁器には紗綾形紋型皿 2 点、端反碗 5 点うち蓋 2 点、身 3 点うち瀬戸美濃 1 点、端

反薄手小坏 1 点、広東碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕 2 点、瓶掛け 1 点、灰釉にうのふ釉上野

釉流し掛ける手水鉢 4 点、同灰釉植木鉢 1 点、関西系碗 10 点うち細かい貫入の入る端反碗 6 点・

小杉碗 1 点、同行平鍋 6 点、土瓶 4 点、急須 4 点、擂鉢 3 点うち堺明石 1 点、備前灯明皿 1 点、同
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灰落とし 1 点、唐津刷毛目鉢 2 点、ままごと用の片口 1 点（2）等が、軟質施釉陶器には底部右回

転糸切り底で墨書のあるままごと用の鉢？ 1 点（1）、土師質瓦質土器には太田川河川事務所地点出

土と同類の盥状製品 5 点、火消し壷 6 点、土師質焜炉 4 点、瓦質焜炉火鉢 1 点、皿 31 点（3）（4）、

内耳土器 18 点うち A 群口縁部 6 点うち 1 点はしっかり穿孔（5）・C 群口縁部 2 点等が出土した。

型皿があるので 19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

G-3 SV20　 遺物実測図  遺物写真

本溝状遺構は G-3 区から H-3 区に位置する。規模は西側を H 区 SK18 に、東側を G 区 SK38 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.92m にわたって検出した。

幅は 29 ～ 35㎝、深さは 17㎝である。本溝状遺構は SK216 を切っており、本遺構埋没後に SK18・

SK38 は作られている。

磁器 9 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 4 点、土師質瓦質土器 14 点、ままごと 1 点、鉄製品 7 点、

青銅製品 1 点（1）、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点・同香炉火入れ 2 点、体部に三葉のコ

ンニャク印判の碗 1 点等が、陶器には唐津刷毛目鉢 1 点、土瓶蓋 1 点、箱庭 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 9 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点が出土した。ままごとは竈か。遺物が少ないため時期

は明確でないが、本遺構に先行する G 区 SK216 が 18 世紀後半以降の遺構であり、本遺構より新し

い H 区 SK18 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、そのあいだの遺構であろう。

G 区 SV21
本溝状遺構は H-1 区の南東部に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付

けた。規模は東側を G 区 KDSK8 に、西側を G 区 KDSV1 によって切られているため不明な部分が

あるが、現状では南北方向に長さ 1.34m にわたって検出した。幅は 70 ～ 66㎝、深さは 19㎝である。

本溝状遺構は H 区 SK31 埋没後に作られている。遺物が出土していないため時期は明確でない。

G-2 SV22　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-2 区の北東側に位置する。規模は現状で東側を G 区 SK75 に、西をトレンチによ

って切られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 5.09m にわたって検出した。

幅は 73㎝～ 105㎝、深さは 42㎝である。本溝状遺構埋没後に G 区 SK75 は作られている。

磁器 43 点、陶器 67 点、土師質瓦質土器 82 点、鉄製品 9 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃

端反碗 1 点、深小丸碗 1 点、一重網目紋の同一個体と思われる燗徳利 6 点、青磁染付朝顔形碗 2 点

うち蓋 1 点、菊紋半球碗 1 点、体部が丸くなる段重 1 点、袋物 5 点、焼き継ぎ痕のある製品 1 点等

がある。陶器には瀬戸美濃の水甕 4 点、同外面緑釉内面錆釉をハケ塗りする植木鉢 1 点、同外面鉄

釉内面錆釉ハケ塗りする鉢甕類 1 点、関西系灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同碗 5 点うち上絵付 1 点・

鉄絵 1 点、備前擂鉢 1 点、同灯明受皿 3 点、明石擂鉢 1 点、行平鍋 5 点うち蓋 1 点、土瓶 4 点、萩

2 点等がある。土師質瓦質土器には青海波紋の当て具痕のある甕 14 点、内耳土器 24 点うち A 群

口縁部 4 点うち 1 点は内耳部分があり穿孔するが突き抜けない。C 群口縁部が 3 点ある。火消壷口
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縁部 1 点、皿 16 点（1）（2）（3）等がある。軒平瓦には子葉と珠の一体化したⅠ類菊間瓦がある。

刻印は不明である。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

G-1 SV23　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は G-1 区の北東側に位置する。規模は現状で西側を SK93 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.34m にわたって検出した。幅は 15㎝以上。本溝

状遺構埋没後に G 区 P204・P205・SV206 は作られている。

磁器 11 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 38 点、人形 2 点、瓦、鉄製品 15 点が出土した。磁器に

は碗 2 点うち外面体部中央に錆釉の帯を巡らすもの 1 点、碗蓋 1 点、輪花皿 1 点等が、陶器には関

西系行平鍋 3 点うち蓋 2 点、同小杉碗 2 点、土瓶 4 点、鉄釉燗徳利 1 点、備前灯明受皿 1 点、炻器

質の急須ないし土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点、

外面に赤泥塗布する焜炉 1 点、不明製品 1 点（1）等がある。行平鍋があるので 19 世紀代に廃絶し

た溝状遺構であろう。

G-1 SV201
本溝状遺構は G-1 区の南東側に位置する。規模は現状で西側を SK213、北側を近現代建物基礎に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ約 4.0m、南北方向に約 1m

にわたって検出した。幅は 40㎝～ 60㎝。本溝状遺構埋没後に SK210 は作られている。本溝状遺構

は SK201 と同一の可能性がある。

磁器 8 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には青花 1 点、白磁

猪口 1 点、陶器には京木瓜型香炉・火入れ 3 点、土瓶 6 点、鉄釉鍋 1 点、鉄釉燗徳利 1 点、唐津刷

毛目鉢 1 点、瀬戸美濃の外面緑釉内面錆釉ハケ塗りの甕鉢類 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土

器 5 点うち A 群口縁部 1 点、C 群口縁部 1 点、甕 6 点、瓦質角火鉢 5 点等がある。瀬戸美濃甕鉢

類があることから 18 世紀第 4 四半期以降に廃絶した溝状遺構であろう。

G-3 SV205
本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する石組みである。現状で南北方向に長さ 1.58m にわたって

検出した。幅は約 30㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-3 SV206
本溝状遺構は G-3 区の南東側に位置する石組である。現状で南北方向に長さ 1.41m にわたって検

出した。幅は約 25㎝で、高さは 44㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

G-3 SV207
本溝状遺構は G-3 区から F-3 区の南側に位置する石組みである。現状で南北方向に長さ 3.1m に

わたって検出した。幅は約 33㎝である。



― 352 ―

埋土からは唐津鉄釉小坏 1 点、同灰釉碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。裏込めから

は陶器 4 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。陶器には備前擂鉢 1 点、唐津鉄釉碗 1 点、同

灰釉皿 1 点、口縁端部が内側に凸出する鉄釉信楽？壷甕 1 点、土師質瓦質土器には同一個体と思わ

れる瓦質丸火鉢 5 点、土師質焜炉 3 点、皿 1 点、内耳土器 2 点うち C 群口縁部 1 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

G-2 SV401　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構の位置は不明である。染付碗 1 点、板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点（1）のみが出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

G-3 SV501
本溝状遺構は G-3 ～ F-3 区南側に位置する。長さは西側を G 区 SK514・トレンチに、東側を現

代の攪乱よって切られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 5.65m にわたっ

て検出した。幅は 56㎝～ 68㎝、深さは 25㎝である。本溝状遺構は G 区 SK523・SK514・SK515 と

重複しているが、それらは全て SV501 を切っていることから本溝状遺構は SK523・SK514・SK515

に先行する。

瀬戸美濃灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。瓦には下に開く三葉の中心飾りに上巻

き、下巻きの唐草で、上巻きが下巻きの上に乗る紋様の軒平瓦 1 点等がある。遺物が少ないため時

期は不明である。

G-2 SV603　 遺物実測図  陶磁器観察表

本遺構は J 区 SV701 ～ SV708 と同様の畝状地形の一部である。景徳鎮の白磁端反皿 1 点（1）

のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、自然堆積層に存在し出土遺物も古いこと

から中世遺構の可能性もある。

KDSK
G-1 KDSK1

本土坑は G-1 区の北東側に位置する。遺物は出土していない。

G-1 KDSK2
本土坑は G-1 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

G-2 KDSK3　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は G-2 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、硯（2）、靴底が出土し

た。人形には壷の横に人物が立つもの（1）等がある。掘り方からは磁器、陶器、土師質瓦質土器

が出土した。
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G-1 KDSK4
本土坑は G-1 区の北東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

G-2 KDSK5　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-2 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、キセル吸口（2）、瓦が出土

した。陶器には萩の鉢？ 1 点（1）がある。

G-2 KDSK6
本土坑は G-2 区から F-3 区に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

G-2 KDSK7　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は G-2 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。陶器には窯

道具 1 点（1）がある。両面に右回転糸切り痕のある円盤の片面に足を 4 つ付け、もう片面にはア

ルミナを塗布する。

G-2 KDSK8
本土坑は G-2 区の北東側に位置する。遺物は出土していない。

G-2 KDSK9
本土坑は G-2 区の北側に位置する。遺物は出土していない。

G-2 KDSK10
本土坑は G-2 区の北側に位置する。遺物は出土していない。

G-2 KDSK11
本土坑は G-2 区の北側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、ガラス、碍子、瓦が

出土した。

G-1 KDSK12
本土坑は G-1 区の南側に位置する。遺物は出土していない。

G-1 KDSK13
本土坑は G-1 区の南西側に位置する。磁器、陶器が出土した。

G-2 KDSK14
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本土坑は G-2 区の西側に位置する。遺物は出土していない。

G-1 KDSK15
本土坑は G-1 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、青銅製品が出土した。

G-1 KDSK16
本土坑は G-1 区の北西側に位置する。磁器、陶器、瓦、ガラス、タイルが出土した。

KDSV
G-1 KDSV1　 遺物実測図  陶磁器観察表

本溝状遺構は F-1 区から G-1 区にかけて位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土

した。磁器には体部内面に「坂東」、見込みに「市」と鉛ガラスに呉須を混ぜて書く薄手小坏（1）

がある。

G-2 KDSV2　 遺物実測図  遺物写真

本溝状遺構は G-2 区から H-2 区にかけて位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、鉄製品、

青銅製品、硯（1）、瓦が出土した。

G-3 KDSV3
本溝状遺構は G-3 区の南側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、キセルが出土した。

（8）H 区の遺構と遺物

SB
H SB601

本遺構は I-3 区から H-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に I 区 SK525・H 区 SK610・H

区 SK608・H 区 SK612・H 区 P659 で構成されている。柱間が約 198㎝で、規模は西側が調査区外

に続くと考えられることから東西方向に 840㎝以上と推測される。遺構の性格は礎石建物跡と考え

られる。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK525 は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 62㎝、短径 58㎝のゆがんだ

方形、底部が長径 53㎝、短径 48㎝のゆがんだ方形を呈している。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

H-3 SK610 は H-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は、南側は調査区外で、東側をトレンチ

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 92㎝、短径 61㎝の隅丸長方形、

底部は長径 86㎝、短径 55㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 28㎝である。底部から 1 個の大き

な礫を検出している。瓦のみが出土した。

H-3 SK608 は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 91㎝、短径 75㎝のゆがんだ

円形、底部が長径 62㎝、短径 60㎝の円形を呈している。深さは 46㎝である。底部から一個の大き
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な礫が検出されている。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

H-3 SK612 は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 69㎝、短径 52㎝の楕円形、

底部が長径 38㎝、短径 33㎝の円形を呈している。深さは 19㎝である。本柱穴は H 区 SK609 によ

って切られている。よって SK609 に先行する。唐津灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。

H-1P523 （ ＝ HP659）からは染付碗 1 点のみが出土した。

H SB602　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は I-3 区から G-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に I 区 P625 ・I 区 SK604・I 区

SK620・I 区 SK619・I 区 SK625・I 区 SK602・H 区 SK611・H 区 SK626・H 区 SK625・H 区

SK624・G 区 SK520・G 区 SK521・G 区 SK522 で 構 成 さ れ て い る。 ま た、G 区 SK521 と G 区

SK522 の間に SK が本来であれば存在すると考えられ、それは SK503 に削平を受けていると考え

られる。上記の条件での柱間は約 171㎝で、規模は東西方向に 2270㎝である。遺構の性格は塀と考

えられる。時期は下記柱穴出土遺物より 17 世紀後半と考えられる。

I-3 SK604 は I-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 80㎝、短径 72㎝の円形、底

部が長径 62㎝、短径 53㎝の円形を呈している。深さは 60㎝である。土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、

瓦、漆椀（1）が出土した。漆椀は外面黒漆で朱漆で三つ巴紋を描く。

I-3 SK619 は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は東側が I 区 SK526 によって、南側をトレ

ンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 114㎝以上、短径 60㎝の

隅丸長方形、底部は長径 85㎝、短径 40㎝の隅丸理長方形と推測される。深さは 46㎝である。底部

に礫が多数出土している。I 区 P636 は本柱穴検出面より上層で検出したもので、切り合い関係は

ない。よって本柱穴は P636 に先行する。土師質皿 5 点うち静止糸切り底 1 点、瓦のみが出土した。

I-3 SK620 は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 97㎝、短径 74㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 62㎝、短径 50㎝の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。本柱穴は I 区 SV601 床面

直下より検出され、切り合い関係はない。よって本柱穴は SV601 に先行する。瓦のみが出土した。

I-3 SK625 は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模はトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 74㎝以上、短径 69㎝の楕円形、底部は長径 63㎝、短径 44

㎝の楕円形と推測される。深さは 53㎝である。遺物は出土していない。

I-3 SK602 は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側を P6002 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 107㎝前後、短径 60㎝の隅丸長方形、底部は長径 96㎝、

短径 47㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器

46 点、青銅製品 1 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には高台内側裾を滑らかな湾曲削りした碗 1 点、

高台脇を�状のカンナで削り込んだ碗 1 点、高台内の削り込みは浅い円錐形で無釉の仏飯器 1 点、

白磁端反小坏 1 点等が、陶器には唐津呉器手碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 25 点（1）（2）（3）

（4）（5）（6）等がある。青銅製品は木製の把手に先の尖った銅線を差し込んだ物で何らかの工具と

思われる。鉄製品には和釘 3 点等がある。呉器手碗があり 17 世紀後半の遺物と思われる。

H-3 SK611 は H-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 130㎝、短径 73㎝のゆがんだ
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楕円形、底部が長径 117㎝、短径 63㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 22㎝である。底部

から二個の礫を検出している。和釘 1 点、瓦のみが出土した。

H-3 SK624 は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 122㎝、短径 71㎝の楕円形、

底部が長径 107㎝、短径 57㎝の楕円形を呈している。深さは 36㎝である。瓦のみが出土した。

H-3 SK625 は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模が上端は長径 163㎝、短径 125㎝の楕円形、

底部が長径 138㎝、短径 55㎝の楕円形を呈している。深さは 50㎝である。底部中央から一個の大

きな礫が検出されている。本柱穴は H 区 SK619 によって切られている。よって本柱穴は SK619 に

先行する。木製の栓 1 点（1）、瓦のみが出土した。

H-3 SK626 は H-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端は長径 154㎝、短径 58㎝の隅丸長

方形、底部は長径 142㎝、短径 41㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 43㎝である。本柱穴は H

区 SK620 によって切られている。よって SK620 に先行する。唐津灰釉端反碗 1 点、同透明釉碗 1 点、

土師質皿 1 点、土錘 1 点（1）、和釘 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀

前半の遺物の可能性がある。

G 区 SK520 は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付

けた。形状及び規模は上端が長径 131㎝、短径 85㎝の楕円形、底部は長径 97㎝、短径 73㎝の楕円

形を呈している。深さは 39㎝である。唐津透明釉皿 1 点、土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。

G 区 SK521 は H-3 区の南東側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って G 区の遺構番号を付

けた。形状及び規模は上端が長径 130㎝、短径 65㎝の楕円形、底部が長径 90㎝、短径 50㎝の楕円

形を呈している。深さは 35㎝である。志野向付 1 点、瓦のみが出土した。

G-3 SK522 は G-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 108㎝、短径 65㎝の不整形

な方形、底部が長径 85㎝、短径 52㎝の不整形な方形を呈している。深さは 43㎝である。瓦のみが

出土した。

SA
H SA1

本遺構は H-3 区から I-3 区にかけて位置する。本遺構は東から西に H 区 P46・H 区 P316・H 区

P60・H 区 P38 もしくは H 区 P44・I 区 P6002・I 区 P18・I 区 P19・I 区 P20・I 区 P25 で構成され

ている。柱間は H 区 P46 ～ H 区 P60 間が各 100㎝、H 区 P60 から I 区 P6002 間が各 170㎝、I 区

P6002 から I 区 P18 間が 130㎝、I 区 P18 から I 区 P25 間が 80 ～ 90㎝で、H 区 P60 から H 区 P38

間ならびに H 区 P44 から I 区 P6002 間は、その柱間から間にピットが一基存在していた可能性が

ある。規模は東西方向に約 10 ｍであるが、双方にさらに延びていた可能性もある。

H 区 P46 から瓦が、H 区 P38 から磁器 2 点うち内面口縁部に四方襷紋のある碗蓋 1 点、和釘 1

点が、I 区 P18 から磁器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。ともに遺物が少ないため時期は不

明である。

遺構の性格は柱穴の大きさから簡易的な柵列と考えられるが、H-3SV10 の北壁に沿って位置す

ることから、これらに何らかの関係があったことが想定される。
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なお、付近ではこの他にも多数のピットを確認した。

SK
H-3 SK1

本土坑はH-3区の北西側に位置するである。形態及び規模は上端が長径58㎝の円形を呈している。

深さは 10㎝である。遺構の性格については不明である。

口縁端部が外面に凸になる同一個体と思われる土師質甕 15 点、寛永通寳 2 期文銭 1 点（1）、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK2
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 41㎝の楕円形、底部

は長径 43㎝、短径 37㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。本土坑は H 区 SK65・SK95

埋没後に作られている。遺構の性格については不明である。

染付 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先

行する SK65 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

H-3 SK3
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 83㎝、短径 50㎝の不整形な隅丸

長方形、底部は長径 70㎝、短径 39㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 14㎝である。本

土坑は H 区 SK89・SK57 埋没後に作られている。遺構の性格については不明である。

陶器 3 点うち外面緑釉・内面錆釉ハケ塗りで体部下方に印花の瀬戸美濃火鉢 1 点、灰釉土瓶 1 点

等と土師質瓦質土器 1 点がある。瀬戸美濃火鉢があるので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。

H-3 SK4　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 42㎝の隅丸長方形、

底部は長径 49㎝、短径 33㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 16㎝である。H 区 SK12 埋没後に

本土坑は作られている。遺構の性格については不明である。

磁器 6 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 30 点、人形 2 点、瓦が出土した。磁

器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器には竹に梅を表現した京筆立て 1 点（1）等が、土師質瓦質土器

には皿 1 点（2）等がある。人形には同一個体と思われる型合わせ中実台付きの馬 2 点がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK5
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 40㎝の隅丸方形、

底部は長径 36㎝、短径 33㎝の隅丸方形を呈している。深さは 10㎝である。SK16 埋没後に本土坑

は作られている。遺構の性格については不明である。
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磁器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先

行する SK16 が近代の遺構なのでそれと同時期であろう。

H-2 SK6　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 43㎝、短径 35㎝の楕円形、底

部は長径 34㎝、短径 27㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格については不明

である。

磁器 15 点、陶器 18 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 21 点、瓦が出土した。磁器には焼

き継ぎ痕のある碗か蓋物 1 点、広東碗蓋 1 点、白磁朝顔形碗 1 点、外面体部に菊紋コンニャク印判

のある碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃鉢甕類 1 点、関西系碗 8 点うち小杉碗 1 点、土瓶 1 点、唐津

刷毛目皿 1 点、備前灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には見込みに「八□」の墨書のある皿 1 点

（1）、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点・日下分類Ⅱ D 類 1 点等がある。焼き継ぎ痕のある製

品があるので 19 世紀代の遺構である。

H-2 SK7
遺構であるかどうか明確でなかった。性格も不明であるが、埋土には焼土が多く含まれている。

磁器 10 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 2 点、砥石 2 点、寛永通寳 3 期 1 点（1）、瓦が出土した。

磁器には青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には透明釉鍋 1 点、萩藁灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器

には皿 1 点、口縁端部が外面に凸出する甕 1 点等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構で

あろう。

H-2 SK8
本土坑は H-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 30㎝、短径 26㎝の円形、底部

は長径 22㎝、短径 17㎝の円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格については不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK9
本土坑は H-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 27㎝、短径 22㎝の不整形な円形、

底部は長径 19㎝、短径 15㎝の不整形な円形を呈している。本土坑は H 区 SK53・SK66 埋没後に作

られている。遺構の性格については不明である。

遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK53 が 18 世紀第 4 四半期

から 19 世紀第 1 四半期までの遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

H-3 SK10
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 39㎝の楕円形、底部

は長径 54㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。深さは 9㎝である。本土坑は H 区 SK53 埋没後に
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作られている。遺構の性格については不明である。

備前灯明受皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する

SK53 が 18 世紀第 4 四半期から 19 世紀第 1 四半期までの遺構なので、それと同時期ないしそれ以

降の遺構であろう。

H-3 SK11
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 72㎝、短径 39㎝の隅丸長方形、

底部は長径 59㎝、短径 30㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 15㎝である。本土坑は H 区 SK25

埋没後に作られている。遺構の性格については不明である。

陶器土瓶蓋 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、内耳土器 1 点、瓦が出土した。土瓶があるの

で 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK25 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なのでそ

れと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

H-3 SK12
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 120㎝、短径 111㎝の楕円形、

底部は長径 91㎝、短径 83㎝の楕円形を呈している。深さは 52㎝である。本土坑埋没後に SK4 は

作られている。遺構の性格については不明である。

磁器 7 点、陶器 16 点、硯 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関

西系色絵碗 1 点等が、瓦には達磨状の花弁の花紋を中心飾りに持つ軒平瓦 1 点等がある。土師質瓦

質土器には同一個体と思われる佐野甕の破片が大量にあり、その他皿 4 点等 10 点がある。遺物が

少ないため時期は不明である。

H-3 SK13　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の北東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が直径 67㎝の円形、

底部は長径 41㎝、短径 40㎝の円形を呈している。深さは 21㎝である。SK16 埋没後に本土坑は作

られている。

甕は土師質で、内面に付着物は見られなかった。外面体部中央に凸帯が巡り、口縁部には 3 本の

凹線のある底部に大量のススが付着する甕（1）が出土した。甕内からは磁器 9 点、陶器 1 点、土

師質瓦質土器 63 点、鉄釘 1 点、寛永通寳 3 期 1 点（2）、瓦が出土した。磁器には一重網目紋碗 1 点、

同一個体と思われる二重網目紋碗 3 点等が、土師質瓦質土器には外面にススが大量に付着した甕

58 点、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK16 が近代

の遺構なのでそれと同時期であろう。

H-3 SK14
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が 105㎝、短径 45㎝の不整形な隅丸長

方形、底部は長径 45㎝、短径 30㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性
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格は不明である。

H-3 SK（14）
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 71㎝、短径 55㎝の隅丸長方形、

底部は長径 57㎝、短径 35㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑は SK47 埋没

後に作られている。遺構の性格は不明である。

H-3SK14 ないし H-3SK（14）から陶器 2 点うち関西系端反碗 1 点、土師質皿 4 点、鉄製品 1 点

が出土した。

H-1 SK15　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 138㎝、短径 49㎝の隅丸長方形、

底部は長径 116㎝、短径 34㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 28㎝である。本遺構にはしっく

いが張られていたことから、水場に関連する遺構の可能性がある。本土坑は H 区 SK52・SV9 埋没

後に作られている。

陶器 3 点うち瀬戸美濃鳥餌入れ 1 点（1）等と瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

いが、本土坑に先行する H 区 SK52 が 1810 年以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

H-3 SK（15）
本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 43㎝の隅丸長方形、

底部は長径 41㎝、短径 27㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明で

ある。陶器壷甕 1 点、土師質甕 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

H-3 SK16 ＝ KDSK26　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を H 区 SK13 に、南側を KDSK1 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 55㎝以上、底部

は長径 60㎝以上、短径 35㎝以上と推測される。深さは 10㎝である。本土坑埋没後に SK5・SK13

は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 137 点、陶器 101 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 51 点、人形 1 点、砥石または硯

9 点、ガラス 1 点、鉄製品 6 点うち丸釘 1 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には印刷 4 点、

西洋コバルト型紙摺り 5 点、内面無釉で漆を塗る小坏 1 点（1）、端反碗 7 点うち瀬戸美濃 6 点・砥

部 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、関西系色絵碗 2 点、同鉄絵燗徳利 1 点、

唐津刷毛目蓋物蓋 1 点、擂鉢 6 点うち備前 1 点・高台付き 1 点、備前灯明受皿 1 点、同壷 2 点、口

縁部 T 字形で外面体部に縄状凸帯が巡る唐津壷甕 1 点、萩藁灰釉製品 5 点うち碗 1 点・同高台内

に貝目痕ある皿 1 点（H-2SK208 と接合）等が、軟質施釉陶器には鳥の人形 2 点等が、土師質瓦質

土器には皿 9 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、口縁端部が外面に凸出する甕 1 点等がある。
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印刷磁器があるので近代遺構である。

H-1 SK17
遺構かどうか明確でなかった。磁器 29 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 20 点、鉄製品 8 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃線彫りの端反碗 1 点、望料碗 1 点、青磁染付朝顔形

碗 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点等が、陶器には土瓶 5 点うち蓋 1 点、瀬戸美濃甕鉢

類 2 点、関西系鉄絵染付碗 1 点、同体部面取りする碗 1 点、萩藁灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器

には同一個体と思われる瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）4 点、内耳土器 4 点うち A 群内耳部分 1 点

で穿孔するが突き抜けない、C 群口縁部 2 点、皿 3 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。関

西系体部面取りする碗があり 19 世紀第 2 四半期頃までの遺物である。

H-3 SK18　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 127㎝、短径 115㎝の

不整形な隅丸方形、底部は長径 109㎝、短径 99㎝の隅丸方形を呈している。深さは 35㎝である。

SK39・G 区 SV20・SV302 埋没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 26 点、陶器 35 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 50 点、ガラスが出土した。磁器には瀬戸

美濃碗 2 点うち線彫りに染付し畳付外側を大きく面取りする端反碗 1 点、色絵で畳付外側を大きく

面取りする小坏 1 点（1）、端反薄手小坏 1 点、広東碗 3 点、見込み蛇の目釉剥ぎし内外面に朱書き

する紅皿 1 点（2）等が、陶器には関西系灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同碗 3 点うち細かい貫入

の入る端反碗 1 点・体部面取りする碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、行平鍋 3 点うち蓋 2 点、土瓶 3 点、

鉄釉鍋 1 点、擂鉢 3 点うち堺明石 1 点、明石 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 3 点、

甕体部破片 12 点、口縁上面外傾し端部外面に凸出する甕口縁部 1 点等がある。鉄製品は大部分が

和釘と思われるが錆が著しく明確でない。関西系体部面取りする碗があるので 19 世紀第 2 四半期

頃の遺構であろう。

H-3 SK19
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 135㎝、短径 101㎝の隅丸長方形、

底部は長径 90㎝、短径 77㎝の隅丸長方形を呈している。本土坑は H 区 SK54・SK56・SK90 埋没

後に作られている。遺構の性格は不明である。

染付広東碗蓋 1 点、陶器 6 点うち急須 1 点、関西系細かい貫入の入る端反碗 2 点等が、土師質瓦

質土器 4 点うち皿 2 点、内耳土器 1 点等がある。急須があるので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構で

あろう。

H-2 SK20
本土坑は H-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 91㎝、短径 87㎝の円形、底部

は長径 76㎝、短径 75㎝の円形を呈している。深さは 108㎝である。H 区 SK77・SV3 と切りあい関
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係にある。本土坑埋没後に SK77・SV3 は作られている。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SV3 が 19 世紀第 1 四半期に

廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-2 SK（20）
本土坑は H-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 94㎝、短径 71㎝の隅丸長方形、

底部は長径 71㎝、短径 42㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 44㎝である。本土坑埋没

後に H 区 SV5 は作られている。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SV5 は 19 世紀第 2 四半期に

廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-3 SK［20］
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 95㎝、短径 81㎝の不整形な円形、

底部は長径 80㎝、短径 60㎝の不整形な円形を呈している。深さは 28㎝である。本土坑は SK54・

SK84 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には関西系小杉碗 1 点

等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK54 が 18 世紀後半以降の

遺構なので、それと同時期であろう。

H-2 SK22
本土坑は H-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 44㎝の楕円形、底部

は長径 60㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には広東碗

1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、鉄釉燗徳利 1 点等がある。広東碗がある

ので 1780 年以降の遺構である。

H-2 SK23　 遺物実測図

本土坑は H-2 区の中央部に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 50

㎝の円形、底部は長径 31㎝、短径 30㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。甕は土師質で内

面にカルシウム分の付着が見られ、トイレとして使用されていたと考えられる。

磁器 6 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 75 点、石製品 1 点、瓦が出土した。磁器には菊花散らし

紋半球碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる関西系灯明受皿 2 点、同土瓶 1 点、堺明石擂鉢 1

点等が、土師質瓦質土器には内面に青海波紋の当て具痕のある佐野甕 57 点、内面にカルシウム分

の付着する佐野甕 12 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、皿 1 点等がある。瓦には「小」の刻印

のある軒桟瓦 1 点（1）等がある。関西系灯明受皿があるので 19 世紀代の遺構であろう。
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H-2 SK24
本土坑は H-2 区の中央部に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 35㎝、短径 31

㎝の円形、底部は長径 21㎝、短径 19㎝の円形を呈している。深さは 13㎝である。甕は土師質で、

内面にカルシウム分の付着が見られ、トイレとして使用されていたと考えられる。

磁器 1 点、陶器 2 点、瓦等が出土した。磁器は青磁染付朝顔形碗 1 点、陶器は灰釉土瓶蓋 1 点、

関西系碗 1 点である。土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点と甕の破片が多数ある。おそらく

2 個体分ありいずれも佐野と思われるが 1 点は内面に青海波紋の当て具痕のち内外面とも丁寧なナ

デ、1 点は内面にカルシウム分が付着する。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構である。

H-3 SK25　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 444㎝、短径 385㎝の不整形な L

字状、底部は長径 383㎝、短径 360㎝の不整形な L 字状を呈している。南端で H 区 SV10 と接続し

ている。深さは 32㎝である。本土坑は H 区 SK29・SV302 を削平し作られ、H 区 SK37・SK11・

SK27 は本土坑埋没後に作られている。H 区 SK44・SK33・SK81 は本土坑床面で検出されたもので

ある。SK33・SK44・SK81 は「魚溜まり」と思われ、本土坑は池であった可能性が高い。重複し

ている H 区 P58 は本土坑構築以前のものと考えられる。

磁器 73 点、陶器 95 点、土師質瓦質土器 139 点、人形 1 点、鉄製品 19 点、石製品 2 点、青銅製

品 2 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、広東碗 2 点、小広東碗 1 点、同一個体と思われる望料碗

2 点（H-3SK25-1 と接合）、小丸碗 1 点、朝顔形白磁碗蓋 1 点、段重 1 点、蓋物蓋 1 点、金彩瑠璃

釉小坏 1 点（1）、白磁猪口 1 点等が、陶器には擂鉢 7 点うち堺明石 3 点、土瓶 10 点うち蓋 1 点、

同一個体と思われる瀬戸美濃緑釉植木鉢 3 点、同灰釉盤類か 2 点、関西系碗 13 点うち色絵半球碗

2 点・細かい貫入の入る碗 3 点・鉄絵碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎし畳付にアルミナで高台内の削

り深い唐津刷毛目鉢 1 点、同見込み蛇の目釉剥ぎ山水紋で高台内の削りの深い皿 1 点等が、土師質

瓦質土器には内耳土器 35 点うち A 群口縁部 6 点内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない・C 群口

縁部 2 点内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない。鉢 1 点（2）、皿 26 点（3）、口縁部肥厚し外面

に凹線が 2 本巡り佐野と思われるが堅く焼き締まり上面楕円形の甕 3 点、焼塩壷蓋 1 点、瓦質火鉢

類 8 点、甕体部破片 21 点、練り込み手の壷 1 点（4）等がある。鉄製品には釘 3 点等がある。石製

品には硯 3 点がある。

底部灰色土からは磁器 9 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 33 点、石製品 1 点、和釘 1 点、瓦が出

土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手皿 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る

端反碗 1 点、備前灯明受皿 1 点・同灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 7 点うち上層の楕円形

の甕の体部と思われる破片 4 点、皿 5 点、内耳土器 10 点うち A 群口縁部 1 点、同一個体と思われ

る瓦質焜炉火鉢 6 点（底部と接合）等がある。石製品は硯ないし砥石である。

底部からは磁器 9 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 24 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器には

同一個体と思われる蛇の目凹型高台香炉 2 点、内面口縁部に丁寧な四方襷紋を描く碗 1 点等が、陶

器には関西系色絵碗 3 点、耳の付く壷 1 点等が、土師質瓦質土器には上層の楕円形の甕の体部と思
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われる破片 4 点、皿 2 点、内耳土器 3 点、同一個体と思われる瓦質焜炉火鉢 7 点（底部灰色土と接

合）等がある。

上層から底部まで大きな遺物の時期差は見られず、上層には端反碗があるが 1 点のみであり深小

丸碗等はなく、19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

H-3 SK（25）
本土坑は H-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 40㎝の楕円形、底部

は長径 40㎝、短径 31㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

H-3 SK25-1　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

磁器 24 点、陶器 38 点、土師質瓦質土器 41 点、鉄製品 11 点、石製品 1 点、瓦転用品 1 点（2）、

瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点、広東碗蓋 1 点、望料碗 1 点（H-3SK25 上層と接合）、香炉 2

点うち蛇の目凹型高台 1 点、端反小坏 1 点、鶴首瓶 1 点等が、陶器には土瓶 10 点、京木瓜形香炉

火入れ 1 点、同灰落とし 1 点（1）、関西系碗 5 点うち色絵 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 13 点、

甕 6 点、内耳土器 8 点うち C 群口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。端反碗があ

るので 1810 年以降の遺構である。

H-3 SK25-2
磁器 9 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には望料碗蓋 1 点で

H-3SK25 上層のものとセットになる。高台内浅く削る赤絵仏飯器 1 点等が、陶器には土瓶 2 点う

ち蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 1 点等がある。鉄製品には釘 1

点等がある。望料碗蓋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-3 SK26
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 43㎝の長方形、底

部は長径 54㎝、短径 32㎝の長方形を呈している。深さは 8㎝である。H 区 P58 埋没後に本土坑は

作られている。遺構の性格は不明である。染付 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK27
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 79㎝、短径 52㎝の隅丸長方形、

底部は長径 61㎝、短径 34㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。本土坑は H 区 SK25

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、和釘 1 点が出土した。遺物が少ないため

時期は明確でないが、本土坑に先行する SK25 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期
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ないしそれ以降の遺構であろう。

H-3 SK28
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 KDSK26 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 100㎝、短径 60㎝以上の隅丸長方形、底部は長径

49㎝、短径 46㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 3 点、土師質甕 5 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK29
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側を SK25 によって削平を受けているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝以上、短径 44㎝の隅丸長方形、底部は長径 43㎝

以上、短径 27㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑埋没後に H 区 SK22 は作

られている。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。磁

器には外青磁碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK30
本土坑は H-1 区の南東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は北側を H 区 KDSK8 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝、短径 23㎝の円形、底部は

長径 19㎝、短径 14㎝の円形と推測される。深さは 10㎝である。甕は土師質で、内面に付着物は見

られない。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK31
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SV21 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝以上、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 48㎝、

短径 12㎝以上の楕円形と推測される。深さは 17㎝である。本土坑埋没後に G 区 SV21 は作られて

いる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK32
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 KDSV によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 112㎝、短径 51㎝以上の楕円形、底部は長径 95㎝、

短径 35㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないため時期は不明である。

H-3 SK33
本土坑は H-3 区の南東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 41㎝の円形、

底部は長径 21㎝、短径 20㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。甕は土師質で、H 区 SK25
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構築後に作られている。磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため

時期は明確でないが、本土坑に先行する H 区 SK25 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同

時期ないしそれ以降の遺構であろう。

H-3 SK34
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 110㎝、短径 106㎝の不整形な

円形、底部は長径 70㎝、短径 67㎝の円形と推測される。深さは 31㎝である。H 区 SK63・SV4 と

重複しているが、構築順に整理すると（古） SK63 →本土坑→ SV4 （新）となる。遺構の性格は不

明である。

磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には蓋物 1 点等が、陶

器には擂鉢 2 点、土師質瓦質土器には外面底部に大量のススが付着した甕 2 点等がある。遺物が少

ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK47 が 1810 年以降の遺構なので、それと同時

期であろう。

H-3 SK36
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態は土坑というよりも溝状を呈しており、南北方向にの

びている。また、本土坑中央部で東へ向い東西方向にものびている。規模は現状で、上端が南北に

長径 436㎝、短径 20㎝、東西に 236㎝、短径 33㎝、底部は南北に長径 411㎝、短径 6㎝、東西に長

径 233㎝、短径 13㎝である。深さは 13㎝である。SK43 埋没後に本土坑は作られている。

磁器 1 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、和釘 2 点、瓦が出土した。陶

器には関西系碗 2 点うち色絵 1 点、備前灯明皿 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 8 点うち 

A 群口縁部 4 点、皿 1 点等がある。

SK36 の一部である SK36-1 からは磁器 4 点、陶器擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 12 点、砥石 1 点、

瓦が出土した。土師質瓦質土器には口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、甕体部破片 4 点、内

耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点、皿 2 点がある。同じく SK36-3 からは、磁器 1 点、陶器 6 点、内

耳土器 A 群口縁部 1 点が出土した。陶器には同一個体と思われる唐津壷甕 4 点等がある。同じく

SK36-5 からは磁器 10 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には陶

胎染付碗 1 点等が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点・同皿 1 点、信楽壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器に

は内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、皿 1 点等がある。同じく SK36-6 からは染付 1 点、陶器 3 点

が出土した。同じく SK36-7 からは磁器 1 点、陶器 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は不明である。

H-3 SK37
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 53㎝以上の不整形な円形、底部は長径 31㎝、

短径 27㎝の不整形な円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は H 区 SK25 埋没後に作られ
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ている。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には同一個体と思われ

る鉛ガラスに呉須を混ぜて紋様を描く薄手小坏 2 点、陶器には白化粧土に口縁部緑釉流し掛け口縁

端部に敲打痕のある灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 1 点、皿 1 点等がある。白玉による

紋様のある薄手小坏があるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構であろう。

H-3 SK38
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 46㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 50㎝、短径 25㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は

G 区 SV8 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には備前擂鉢 1 点、同灯明皿

1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK39
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 SK18 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 39㎝の隅丸長方形、底部は長径 50㎝、

短径 25㎝の隅丸長方形を呈している。本土坑埋没後に SK18 は作られている。遺構の性格は不明

である。

備前擂鉢 1 点、関西系ままごと灰釉半球碗 1 点、鉄製品 1 点が出土した。碗には高台内に「カ」

と思われる墨書がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SK18 が 19 世

紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前であろう。

H-3 SK40　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 173㎝、短径 70㎝の隅丸長方形、

底部は長径 150㎝、短径 51㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 28㎝である。本土坑は G 区 SK66

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

上層からは磁器 7 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 35 点、砥石 1 点、鉄製品 13 点、瓦が出土した。

陶器には土瓶 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 23 点 うち A 群口縁部 4

点うち内耳部分 2 点でいずれも粘土の貼り付けは少なく 1 点は穿孔せず、1 点は穿孔するが突き抜

けない。皿 5 点等がある。下層からは磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 23 点、瓦が出土した。

磁器には蛇の目凹型高台の高台高の高い鉢 1 点（1）、高台内の削りの深い初期伊万里皿 1 点等が、

陶器にはイッチン掛け・飛びガンナの行平鍋蓋 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦

質土器には内耳土器 20 点 うち A 群口縁部 2 点等がある。上下層で遺物の時期差は見られず、行

平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

H-3 SK41　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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遺構かどうか明確でなかった。しかし、以下のように遺物は多く出土し、時期的にもまとまりが

見られた。磁器 21 点、陶器 56 点、土師質瓦質土器 94 点、人形類 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。

磁器には内外面体部捻花紋で高台内に「□玉□豊」？の銘を持ち高台外面にも丁寧な紋様を描く同

一個体と思われる広東碗 2 点（2）、望料碗 3 点（4）うち蓋 2 点（5）、白磁朝顔形碗 1 点（1）、見

込み五弁花コンニャク印判内面口縁部四方襷紋の大振りな碗 1 点（3）、高台外側面の内傾強い端反

の皿 1 点（H-3SK78-1、SK78-2 と接合）（6）等が、陶器には羽釜土瓶 1 点（H-3SK78-2 と接合）（7）、

鉄釉鍋 3 点、土瓶 23 点、関西系鉄絵筒形碗 1 点、瀬戸美濃か鉄釉溲瓶 1 点（8）、同一個体と思わ

れる唐津刷毛目鉢 6 点・同皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 33 点（10）、内耳土器 13 点、板接

ぎ叩き成形の焼塩壷身 1 点（9）、羽釜 1 点（11）、土師質丸火鉢（日下分類Ⅰ E1 類）で切れ込み

のあるもの 23 点、甕 8 点等がある。鉄製品には釘 1 点等がある。丁寧な紋様の広東碗があり 1780

年頃までの遺物である。

H-1 SK42
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 75㎝、短径 42㎝の楕円形、底部

は長径 60㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土に炭が多く含まれていた。

磁器 8 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器多数、鉄製品 8 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器には

白磁小型猪口 1 点、染付半球碗 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、内野山北

窯の卵手碗 1 点、同一個体と思われる土瓶 8 点、関西系色絵碗 1 点、鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 6 点、その他に佐野甕の破片が大量にある。関西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半

期以降の遺構であろう。

H-3 SK43
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 75㎝、短径 50㎝の隅丸長方形、

底部は長径 61㎝、短径 35㎝の隅丸長方形である。深さは 25㎝である。本土坑埋没後に G 区

SV20・SK36 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 7 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点・同香炉火入れ 1 点、

瓶 1 点等が、陶器には瀬戸美濃鉄釉瓶 1 点、同碗 1 点、備前袋物 2 点、関西系碗 2 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK44
本土坑は H-3 区の南東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 47

㎝の円形、底部は長径 20㎝、短径 18㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。甕は土師質で、

H 区 SK25 構築後に作られている。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑に先行

する H 区 SK25 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。
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H-3 SK45
遺構であるかどうか明確でなかった。広く薄く異なった土が入っていた。磁器 18 点、陶器 58 点、

土師質瓦質土器 88 点、砥石 1 点、鉄製品 8 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、

玉縁になる小皿 1 点等が、陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃水甕 3 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶 21 点、

萩藁灰釉碗 1 点、関西系色絵碗 1 点、備前灯明受皿 1 点、同灯明皿 4 点等が、土師質瓦質土器には

外面に赤泥を塗り高台に花状の透かし彫りのある土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）41 点、甕 11 点、

皿 10 点等がある。関西系灯明皿があるので遺物は 19 世紀代に入る。

H-3 SK46
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外となっているため不明な部

分があるが、現状では上端が 66㎝以上、短径 31㎝以上の円形、底部は長径 46㎝以上、短径 20㎝以

上の円形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は H 区 SK74・SV4 と重複しているが、構築順

に整理すると（古） SK74 →本土坑→ SV4 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、埋土に焼土

が多く含まれている。遺物が出土していないため明確でないが、本土坑に先行する SK74 が 18 世

紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。

H-3 SK47　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 200㎝、短径 110㎝の隅丸長方形、

底部は長径 95㎝、短径 72㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 58㎝である。SK(14)・SK62・

SK63・SK74・SV7・SV11 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SV11 → SK74 → SK62・

SK63 → SV7 →本土坑→ SK（14）（新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 36 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 1 点、窯道具 1 点（1）、瓦が出土した。

磁器には色絵端反碗 1 点、蓋物 2 点うち蓋 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 7 点、土瓶 12 点、備前灯明

皿 2 点（2）、関西系碗 3 点、外面に格子目状の当具痕のある唐津鉄釉壷甕 1 点等が、土師質瓦質土

器には皿 1 点、内耳土器 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

H-2 SK48　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 46㎝の楕円形、底部

は長径 60㎝、短径 41㎝の楕円形を呈している。深さは 20㎝である。土坑には土師質の甕が口縁を

下に向けた状態で埋まっていた。甕は、外面には大量にススが付着し黒色化しており、かなり使用

したあとに転用されたものと思われる。

磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 31 点、石製品 1 点、瓦が出土した。磁器には寿字紋小広

東碗 1 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点等が、陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃水甕 5 点、関西系

鉄絵蓋物蓋 1 点、同碗 1 点が、土師質瓦質土器には外面中央に凸帯が巡り凸帯以下にはススが付着

する本体の甕 24 点（1）、別個体の甕 3 点、皿 1 点、焼塩壷 1 点、サナ 1 点、内耳土器 1 点が出土

した。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。
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H-2 SK49
本土坑は H-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で上端が長径 55㎝以上、短径 44㎝の

隅丸長方形、底部は長径 36㎝以上、短径 35㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 44㎝である。遺

構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が大量に含まれていた。

磁器 4 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には同一個体と思われ

る線彫りの瀬戸美濃端反碗 2 点等が、陶器には関西系灰釉土瓶 1 点、同外面面取りし高台脇鎬碗 1 点、

備前蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点、桶のたがを表現した瓦質火鉢 1 点

等がある。鉄製品には釘 3 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

H-1 SK52　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は H-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 108㎝、短径 105㎝の円形、底

部は長径 92㎝、短径 90㎝の円形を呈している。深さは 178㎝である。内部からは湧水があり、木

製の井戸枠を検出した。井戸枠の規模は上端が長径 62㎝、短径 58㎝の円形、底部は長径 51㎝、短

径 46㎝の円形を呈している。本遺構埋没後に H 区 SK15 は作られている。

磁器 31 点、陶器 45 点、土師質瓦質土器 24 点、硯 3 点（2）、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁

器には端反碗 2 点うち稲束紋端反碗 1 点・蓋 1 点、広東碗 3 点、小丸碗 1 点、外面赤で文字を書く

紅皿 1 点等が、陶器には土瓶 16 点うち蓋 2 点、鉄釉鍋 1 点、ミニチュア鉄釉鍋 2 点、信楽壷甕 1

点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 13 点うち A 群口縁部 6 点うち内耳部分 2 点（1）

でいずれも穿孔するが突き抜けない。瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）3 点、口縁端部が外面に凸出す

る甕口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した井戸である。

H-3 SK53　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 175㎝、短径 133㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 125㎝、短径 100㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 74㎝である。

H 区 SK9・SK66・SK57・SK10 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK66 → SK57 →本

土坑→ SK10・SK9 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれている。

磁器 30 点、陶器 34 点、土師質瓦質土器 21 点、石製品 2 点、鉄製品 23 点、キセル火皿 1 点、瓦

が出土した。磁器にはくらわんか手碗 1 点、端反小坏 1 点、蛇の目凹型高台釉剥ぎ部錆釉の青磁香

炉火入れ 1 点等が、陶器には萩藁灰釉碗 1 点、京土瓶 2 点うち S 字形注口 1 点、産地不明土瓶 S

字注口 1 点、関西系色絵碗 2 点、外傾する T 字形口縁で内面に粗い格子目の当て具痕のある唐津

壷甕 2 点、T 字形口縁部で上面に凹線の 3 本巡る丹波壷甕 1 点、口縁部 T 字形で口縁上面及び外

面体部に凹線が巡り外面鉄釉・内面ドべの丹波壷甕 2 点（1）、外面体部に凹線が巡り円環の付く壷

甕 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 3 点うち C 群口縁部 1 点等がある。石製品は

碁石 1 点、チャート製の火打ち石 1 点である。鉄製品には同一個体と思われる包丁 2 点、釘 3 点等

がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK57 が 18 世紀第 4
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四半期以降で、本土坑の上層にある SK3 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、その間の遺構であろ

う。

H-3 SK54
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 SK57 に、東側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝以上、短径 49㎝以上の不

整形な方形、底部は長径 80㎝以上、短径 40㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 5㎝である。

本 土 坑 は H 区 SK57・SK［20］・SK84 と 重 複 し て い る が、 構 築 順 に 整 理 す る と（ 古 ） 

SK84 → SK57 →本土坑→ SK［20］（新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点が出土した。陶器には T 字形で内傾する唐津壷甕の口

縁部 1 点、鉄釉土瓶 1 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-3 SK55
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 63㎝、短径 35㎝以上の不整形な円形、底部は長径 42㎝、

短径 26㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は H 区 SK65 埋没後に作

られている。又、本土坑埋没後に I 区 SK35 によって削平を受けている可能性がある。遺構の性格

は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、鉄製品 5 点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でないが、本土坑に先行する SK65 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期ない

しそれ以降の遺構であろう。

H-3 SK56
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 133㎝、短径 78㎝の不整形な円

形、底部は長径 102㎝、短径 34㎝の不整形な円形を呈している。深さは 24㎝である。本土坑は

SK95・SK19・P8 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK95 →本土坑→ SK19・P8 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 5 点、内耳土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には青花碗 1 点、陶胎染付碗

1 点、梵字紋小広東碗 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 1 点、内面粗い格子目状当具痕のある唐津壷甕

1 点等がある。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構であろう。

H-3 SK57
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を SK53 に、中央をトレンチによって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 252㎝、短径 212㎝以上の不整形な楕

円形、底部は長径 194㎝、短径 150㎝以上の不整形な長楕円形と推測される。深さは 29㎝である。

SK3・SK53・SK85・SK54・SK89・P40・P5 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK89・
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SK85・P40 →本土坑→ SK54 → SK53 → SK3・P5 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 18 点、天神人形 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁

器には高台内を浅く円形に削る仏飯器 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点うち細かい貫入の入る端反

碗 1 点、鉄釉土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点等が

ある。鉄製品には和釘 2 点等がある。関西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であ

ろう。

H-2 SK58
本土坑は H-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は西側を H 区 SV12 に、東側を H 区 KDSK5

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 155㎝、短径 31㎝以上の楕円

形、底部は長径 104㎝、短径 16㎝以上の楕円形と推測される。深さは 3㎝である。本土坑埋没後に

SV2 は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、

本土坑に先行する SV2 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ

以降の遺構であろう。

H-2 SK60
本土坑は H-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝以上、短径 52㎝の隅丸長方形、底部は長径 51㎝以上、

短径 38㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないため時期は不明である。

H-2 SK61
本土坑は H-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を G 区 SV17 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 46㎝の隅丸長方形、底部は長径 36㎝

以上、短径 27㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑埋没後に G 区 SV17 は作られ

ている。遺構の性格は不明である。陶器 3 点、和釘 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

H-3 SK62
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外に、中央を H 区 SK47 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 248㎝以上、短径 90㎝の不整形

な隅丸長方形、底部は長径 236㎝以上、短径 70㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 38

㎝である。本土坑は H 区 SK47・SK74・SV4・SV11 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SV11 → SK74 →本土坑→ SK47 → SV4 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、埋土に大量に

焼土が含まれていた。

磁器 3 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。陶器には関西系色絵碗 2 点、萩藁灰釉
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製品 1 点、土瓶 1 点、萩藁灰釉製品 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等があ

る。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する H 区 SK74 が 18 世紀後半以降の遺

構なので、それと同時期の遺構であろう。

H-3 SK63　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 SV7 に、西側を H 区 SK47 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が南北に長径 169㎝以上、短径 86㎝の

隅丸長方形、底部は長径 158㎝以上、短径 65㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 27㎝である。

本土坑は H 区 SV7・SK47・SK74・SK34 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK74

→本土坑→ SV7 → SK47 → SK34 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 25 点、陶器 39 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 166 点、人形 1 点、鉄製品 4 点、瓦

が出土した。磁器には小丸碗 2 点、筒形碗 1 点（1）、青磁香炉火入れ 2 点等が、陶器には同一個体

と思われる鉄釉鍋 7 点、土瓶 6 点、唐津刷毛目皿 3 点・同香炉火入れ 1 点、萩皿 1 点、同一個体と

思われる萩？杉なり碗 2 点（2）、瀬戸美濃灰釉甕鉢類 1 点等が、軟質施釉陶器はままごと皿 1 点（3）、

土師質瓦質土器には内耳土器 36 点（5）、皿 13 点（4）、甕 113 点、練り込み手香炉火入れ 1 点、

土師質焜炉 2 点がある。甕は細かい薄片に割れており大部分は佐野（6）であるが、端部が外面に

凸出する甕口縁部も 1 点ある。人形は鞠と猫である。瓦には三つ巴軒丸瓦 2 点、軒平瓦 1 点（7）

等がある。小丸碗・筒形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構である。

（H-3 SK64 ＝ SK62）

H-3 SK65
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 155㎝、短径 140㎝の不整形な

円形、底部は長径 140㎝、短径 120㎝の不整形な円形を呈している。深さは 56㎝である。本土坑は

H 区 SK2・SK55・SK95・I 区 SK35 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK95 →本土坑

→ SK55 → I 区 SK35 → SK2 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 5 点、人形 1 点、鉄製品 9 点が出土した。磁器には香炉

2 点うち蛇の目凹型高台の染付 1 点・同一個体と思われる青磁 4 点等が、陶器には関西系鉄絵半筒

碗 1 点、同小杉碗 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には土師質皿 2 点がある。人形は型合わせ

中実の釈迦如来像である。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-3 SK66
本土坑は H-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 37㎝、短径 18㎝の楕円形、底

部は長径 20㎝、短径 11㎝の楕円形を呈している。深さは 7㎝である。本土坑埋没後に H 区 SK9・

SK53 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津灰釉碗 1 点・
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同皿 2 点、外面に縦方向の線状当具痕のある焼締め壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等が

ある。鉄製品には和釘 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

H-1 SK67
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 161㎝、短径 94㎝の不整形な長

楕円形、底部は長径 115㎝、短径 71㎝の不整形な長楕円形を呈している。深さは 23㎝である。遺

構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系土瓶 1

点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-1 SK68　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 185㎝、短径 85㎝の不整形な楕円

形、底部は長径 115㎝、短径 79㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 26㎝である。本土

坑は SK205・SK210 を削平している。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を若干含んでいた。

磁器 33 点、陶器 42 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 64 点、人形 4 点、ままごと 1 点、

鉄製品 6 点、石製品 3 点、青銅製品 2 点、瓦転用品 1 点（3）、瓦が出土した。磁器には深小丸碗 1 点、

広東碗 1 点、小広東碗 1 点、体部中央を釉剥ぎしアルミナを塗布した同一個体と思われる鉢 2 点、

瓶 1 点、蓋物蓋 2 点等が、陶器には鉄釉鍋 3 点、土瓶 7 点うち蓋 1 点、関西系碗 13 点うち細かい

貫入の入る端反碗 2 点・同色絵碗 1 点・同口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 2 点、萩藁灰釉碗 3 点等

が、土師質瓦質土器には内耳土器 40 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 3 点でいずれも穿孔する

が 2 点は突き抜けない（1）。皿 9 点、口縁部が輪花になる瓦質火鉢 1 点（2）等が、人形には型合

わせ中実で底部に径 2.5㎝の孔のある俵を負った牛 1 点等が、鉄製品には和釘 2 点等がある。石製

品にはチャート製火打ち石 2 点、砥石 1 点がある。青銅製品には不明製品 2 点がある。深小丸碗が

あるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

H 区 SK69
本土坑は I-1 区の北東側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 56㎝の隅丸方形、底部は長径 51㎝、短径 45㎝の隅丸方形を

呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土が白黄色粘質土である。陶器 2

点、和釘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK70
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝、短径 106㎝前後の楕円形、底部は長径 112㎝、

短径 77㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶器
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には同一個体と思われる関西系灯明受皿 3 点、同碗 4 点うち色絵 1 点、同土瓶 1 点、同一個体と思

われる薄手鉄釉壷甕 5 点、転用品 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 2 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

H-2 SK71
本土坑は H-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 116㎝、短径 109㎝の不整形な円形、

底部は長径 101㎝、短径 89㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土に炭化物が層になっていた。

磁器 10 点、陶器 2 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点が出土した。土師質瓦質土器に

は瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）1 点・日下分類Ⅰ D 類 1 点、皿 2 点、内耳土器 2 点うち C 群口縁

部 1 点、甕 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK73
本土坑は H-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 51㎝、短径 46㎝の不整形な円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 1 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、和釘 1 点が出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK74　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本遺構は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外となっているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 133㎝以上、短径 104㎝の円形、底部は長径 105㎝以上、短径 80

㎝の円形を呈している。深さは 90㎝である。本土坑内より湧水と共に井戸枠を検出した。井戸枠

の規模は上端が長径 74㎝、短径 72㎝の円形、底部は長径 66㎝、短径 65㎝の円形を呈している。本

土坑埋没後に SK46・SK47・SK62・SK63・SV4 は作られている。

磁器 2 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器には高台無釉の青

磁染付碗 1 点（1）等が、陶器には灰釉鍋類 1 点、土瓶 1 点、備前灯明皿 1 点、唐津灰釉碗 1 点・

同皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 6 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。

枠上層からは磁器 5 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。陶器に

は呉器手碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。枠内からは呉器手碗 1 点が出土した。

土瓶・鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-3 SK75　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SV7 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 92㎝、短径 60㎝以上の隅丸方形、底部は長径 72㎝、

短径 36㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 31㎝である。本土坑は H 区 SV11・SV7 と重複し

ているが、構築順に整理すると（古） SV11 →本土坑→ SV7 （新）となる。遺構の性格は不明である。
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磁器 6 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には高台内無銘の広

東碗 1 点、朝顔形白磁碗 1 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 2 点、鉄釉土瓶 1 点、

同一個体と思われる鉄釉に口縁部藁灰釉流し掛けの福岡壷甕 3 点（H-3SV11、H-3 サブ T と接合）、

関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、同小杉碗 1 点、萩藁灰釉皿 2 点（1）、備前灯明皿 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、皿 1 点等がある。広東碗があるので 1780

年以降の遺構であるが、本土坑に先行する SV11 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、

それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

H-2 SK76
本土坑は H-2 区の中央に位置する。形態及び規模は西側を H 区 KDSK14 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 210㎝、短径 120㎝の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 137㎝、短径 104㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明であるが、埋土は灰褐色で炭化物を多く含んでいる。

磁器 5 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 5 点、ガラス 1 点、瓦が出土した。磁器には外面・見込

み亀紋端反碗 1 点、広東碗 1 点、焼き継ぎ痕のある瓶 1 点等が、陶器には関西系灰釉土瓶 2 点、瀬

戸美濃灰釉植木鉢 1 点、堺明石擂鉢 2 点、備前擂鉢ミニチュア 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳

土器 3 点うち A 群口縁部 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

H-2 SK77
本土坑は H-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 150㎝、短径 76㎝の楕

円形、底部は長径 144㎝、短径 22㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は H 区

SK20・SV3 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK20 →本土坑→ SV3 （新）となる。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SV3

が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-3 SK78-1
遺構の範囲が明確でなかった。青磁香炉火入れ 1 点（H-3SK41 トレンチと接合）、高台の外側面

の内傾の強い染付端反皿 1 点（H-3SK41、H-3SK78-2 と接合）、朝顔形碗蓋 1 点、青磁染付丸形碗 1

点、陶器 2 点うち鉄釉土瓶 1 点、土師質焜炉火鉢 1 点がある。朝顔形碗蓋があるので 18 世紀後半

以降の遺構であろう。

H-3 SK78-2
遺構の範囲が明確でなかった。磁器 4 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 37 点が出土した。磁器に

は H-3SK41、H-3SK78-1 と接合する端反皿 1 点、瓶 1 点等が、陶器には鉄釉羽釜土瓶 1 点（H-3SK41

と接合）、同一個体と思われる鉄釉土瓶 5 点、瀬戸美濃鉄釉袴腰形碗 1 点、備前灯明皿 1 点等が、

土師質瓦質土器には皿 19 点、土師質脚付き丸形火鉢 6 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ C かⅡＤ類）
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5 点、やや焼き締まった同一個体と思われる佐野甕口縁部 4 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1

点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-1 SK79
本土坑は H-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 KDSK26 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝以上、短径 39㎝の楕円形、底部は長径 30㎝、

短径 24㎝の円形と推測される。深さは 23㎝である。本土坑は I 区 SK81 を削平している。遺構の

性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H 区 SK80
本土坑は I-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を I 区 SK81 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は長径 35㎝

以上、短径 30㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑埋没後に I 区 SK81 は作られ

ている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK81
本土坑は H-3 区の南東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 34㎝、短径 31

㎝の円形、底部は長径 18㎝、短径 17㎝の円形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑は SK25

構築後に作られている。池と思われる SK25 の床面に位置しており、「魚溜まり」であったと思わ

れる。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄滓か 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内

耳土器 2 点うち C 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より先

に作られている SK25 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構で

あろう。

H-3 SK82
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 116㎝、短径 28㎝の隅丸長方形、

底部は長径 96㎝、短径 27㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には青磁香炉 1 点等が、陶

器には備前壷 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK83
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 55㎝、短径 31㎝の隅丸長方形、

底部は長径 44㎝、短径 25㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は P4・SK87

と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK87 →本土坑→ P4 （新）となる。遺構の性格は不

明である。
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土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK84
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 50㎝、短径 45㎝の不整形な円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑埋没後に H 区 SK57・SK54・SK20 は作られている。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。鉄製品には和釘 1 点等

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK85
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 44㎝の不整形な円形、

底部は長径 35㎝、短径 30㎝の不整形な円形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑埋没後に H

区 SK57・SK54 は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不

明である。

H-3 SK86
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 25㎝以上の不整形な円形、底部は長径

40㎝以上、短径 14㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 16㎝である。H 区 P56 埋没後に本

土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には蓋物 1 点等が、陶器には唐

津溝縁皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK87
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 73㎝、短径 65㎝の不整形な円形、

底部は長径 35㎝、短径 34㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。本土坑埋没後に H

区 SK83・P43 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK88　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

遺構かどうか明確でなかった。磁器 15 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 17 点、和釘 1 点、瓦、

瓦転用品 1 点（2）が出土した。磁器にはへら彫り青磁皿 1 点、端反小坏 1 点等が、陶器には関西

系小杉碗 1 点、瀬戸美濃鉄釉壷 2 点、関西系ままごと蓋物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点、

内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点（1）等がある。

H-3 SK89
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本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を H 区 KDSK26 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝以上、短径 38㎝の不整形な隅丸長方形、底部

は長径 132㎝以上、短径 25㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑埋

没後に H 区 SK3・SK57・P5 は作られている。遺構の性格は不明である。鉄製品 5 点、瓦のみが出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK90
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北東側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 44㎝、短径 34㎝以上の楕円形、底部は長径 24㎝、短

径 21㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑埋没後に H 区 SK19 は作られている。

遺構の性格は不明である。

染付蓋物 1 点、蛇の目凹型高台の染付香炉火入れ 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品

1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK92
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SV10 によって削平を受けて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 18㎝の楕円形、底部は長径 52

㎝以上、短径 8㎝の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に H 区 P48・SV10 は

作られている。遺構の性格は不明である。

H-3 SK93
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 20㎝、短径 15㎝の楕円形、底

部は長径 11㎝、短径 6㎝の楕円形を呈している。深さは 5㎝である。本土坑は H 区 SV11 床面から

の検出である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK94
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝、短径 44㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 34㎝、

短径 28㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK95
本土坑は H-3 区南西部に位置する。SK2・SK56 に切られているため不明な部分が多い。遺構の

性格は不明である。染付 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、和釘 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。
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H-3 SK96
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 147㎝、短径 31㎝前後の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 116㎝、短径 16㎝前後の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

（H-2 SK201 ＝ I 区 SK68）

H-1 SK202　
本土坑は H-1 区の西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 KDSK26 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 275㎝以上、短径 68㎝以上、底部は長径 267㎝以上、

短径 48㎝以上である。深さは 48㎝である。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が出土してい

ることや埋土に大量に焼土が含まれていることから、火災後の処理土坑であった可能性がある。

磁器 84 点、陶器 62 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 22 点、砥石 5 点、鉄製品 7 点、銭

貨 2 点、が出土した。磁器には菊花形皿 4 点、糸切り細工成形型紙摺り皿 4 点、外面体部に太湖石

に草花紋見込みに二重圏線と手書き五弁花で内面口縁部に四方襷紋のある同一個体と思われる碗

11 点うち蓋 1 点、高台の外側面の内傾が強い竹紋皿 1 点（H-2SK208 と接合）、段重 2 点（いずれ

も H-2SK208 と接合）、蓋物 2 点うち身 1 点（H-2SK208 と接合）・蓋 1 点、瓶 3 点（H-2SK208 と接

合）、端反小坏 1 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点（I-3SK201

下層焼土、I-3SK205 下層焼土、I-3SK210、H-2SK208）と接合）、鉄釉土瓶 7 点、関西系碗 5 点うち

色絵 2 点・鉄絵 1 点、見込みに鉄絵染付の京菊花形鉢 1 点、萩藁灰釉製品 2 点うち皿 1 点等が、土

師質瓦質土器には内耳土器 12 点うち C 群口縁部 3 点、皿 7 点、甕 4 点等がある。銭貨には寛永通

寳 1 期 1 点、寛永通寶 3 期 1 点（1）がある。遺物特に陶器にはススが付着したり被熱痕のあるも

のが多い。H-2SK208 と接合するものが多く 1780 年頃の同じ火災の処理土坑と思われる。

H-1 SK203　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は H-1 区の西側に位置する。湧水が激しく、木製の井戸枠を検出したことから井戸と考え

られる。形態及び規模は上端が長径 131㎝、短径 119㎝の円形、底部は長径 116㎝、短径 106㎝の円

形を呈している。井戸枠の径は 60㎝から 72㎝を測る。深さは 190㎝である。本遺構は H 区

SK202・SV501 を切っていることから SK202 より新しい。

磁器 36 点、陶器 52 点、土師質瓦質土器 43 点、砥石 1 点、和釘 1 点、銭貨 4 点、瓦が出土した。

磁器には糸切り細工成形で型紙摺りの小皿 1 点（1）、端反碗 3 点うち同一個体と思われる瀬戸美濃

2 点、小広東碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 2 点等が、陶器には急須把手 1 点、土瓶 16 点、関西系碗 8

点うち細かい貫入の入る碗 2 点・端反碗 3 点・色絵碗 2 点・小杉碗 1 点、萩藁灰釉皿 1 点、同碗 1 点、

備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 17 点（2）、内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦質火鉢 4 点

等がある。銭貨には寛永通寳 2 点等がある。
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木枠内からは磁器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、砥石 1 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器には小

広東碗 1 点等がある。

掘り方からは磁器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。

裏込めからは信楽壷甕 1 点、瓦が出土した。

築造年代は明確でないが埋土には急須があるので 19 世紀第 1 四半期頃に廃絶した井戸であろう。

H 区 SK204　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-2 区の北東側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って H 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は東側を H 区 SK68 に、中央を H 区 KDSK16 によって切られているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 616㎝前後、短径 158㎝の隅丸長方形、底部は長径 593㎝前後、短

径 131㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 46㎝である。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物

が出土していることや埋土に大量に焼土が含まれていることから、火災後の処理土坑であった可能

性がある。

磁器 148 点、陶器 117 点、土師質瓦質土器 58 点、石製品 3 点、鉄製品 5 点、青銅製品 2 点、キ

セル 1 点（7）、瓦が出土した。磁器には外面体部に太湖石に草花紋、見込みに二重圏線と手書き五

弁花で内面口縁部に四方襷紋、高台内に二重枠に渦福の碗 12 点うち蓋 6 点（H-2SK208 と接合）、

青磁染付朝顔形碗 2 点、寿字紋小広東碗 3 点、糸切り細工成形型紙摺り皿 7 点（H-2SK201、

H-2SK208 と接合）、白磁菊花皿 1 点、白磁輪花猪口 2 点（1）、蛇の目凹型高台の青磁香炉 2 点

（H-2SK201 と接合）、白磁に渦紋のある不明製品 1 点（H-2SK201 に同一個体あり）、段重（H-2SK208

と接合）1 点、瓶 14 点うち油壷 1 点（H-2SK208 と接合）・体部筒形のもの 1 点（2）、壷 4 点うち

蓋 1 点、内面無釉口縁部内面に強く内反する同一個体と思われる角形製品 5 点、紅皿 5 点うち貝殻

状に型打ち成形したもの 1 点、白磁端反小坏 2 点、蘇鉄を模した置物 4 点（H-2SK208 と接合）等

がある。陶器には鉄釉鍋 1 点、土瓶 11 点（H-2SK208 と接合）うち蓋 2 点、備前袋物 25 点、同灰

落とし 1 点（H-2SK208 と接合）、同ミニチュア擂鉢 2 点、外面鉄釉内面錆釉で口縁部に藁灰釉流

し掛けた同一個体と思われる壷甕 7 点、関西系碗 5 点うち細かい貫入の入る碗 3 点うち端反碗 1 点・

色絵碗 1 点・外面体部面取りする端反碗 1 点、同蓋物 3 点、同灯明皿 3 点、同鉄絵徳利 2 点、同筒

状花生か 3 点、内面に格子状の当具痕のある唐津壷甕 5 点、同刷毛目鉢皿 5 点うち 2 点が

H-2SK208 と接合、萩藁灰釉 20 点うち碗 1 点・皿 19 点等がある。土師質瓦質土器には皿 13 点（3）

（4）、内耳土器 9 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で工具で突くだけ・C 群口縁部 2 点で内

耳部分 1 点で先細りの穿孔、甕 10 点うち口縁端部外面に凸出する口縁部 4 点、瓦質火鉢 11 点、瓦

質焜炉 2 点、瓦質胞衣容器 2 点、土師質胞衣容器 1 点等がある。石製品には砥石 1 点、硯 2 点があ

る。青銅製品には自在鈎 1 点（5）、引き手 1 点（6）がある。

H-2SK208 と同一製品が多く見られ同一火災の処理土坑であるが、関西系体部面取りする碗等が

一定量見られ、後世の重複遺構を同時に掘った可能性が高い。

H-1 SK205
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本土坑は H-1 区の西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SK68 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 113㎝、短径 65㎝の円形、底部は長径 94㎝、短径 52

㎝の円形と推測される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 17 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には

小丸碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 3 点等が、陶器には土瓶 5 点、関西系口縁部に緑釉流し掛ける端反

碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、甕 4 点等がある。人形は型合わせ中実台付きで底部に径

1.5㎜の孔のある馬である。小丸碗等があるので 18 世紀後半以降、なおかつ H 区 SK68 が 19 世紀

第 2 四半期の遺構なのでその間の時期の遺構であろう。

H-3 SK206
本遺構は H-3 区の北西側に位置する漆喰である。本遺構は南側を H 区 KDSK26 によって切られ

ている。規模は現状で長径 181㎝、短径 52㎝の範囲が残存している。漆喰の高低差は 12㎝である。

本遺構は南側が削平を受けているので、断言できないが、園池であった可能性をあげておく。

磁器 8 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点、石製品 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には

瀬戸美濃端反碗 1 点等が、陶器には外面底部に菱形状の窯印のある大型袋物 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 4 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

H-3 SK207
本土坑は H-3 区の北部に位置する。形態及び規模は東側と南側を H 区 KDSK26 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が 89㎝以上、短径 33㎝以上の円形、底部は長径 79

㎝以上、短径 26㎝以上の円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明であるが、土坑

を囲うように礫が検出され、埋土には炭化物が多量に含まれていた。

磁器碗 1 点、軟質施釉陶器人形 1 点、土師質甕 4 点、鉄製品 2 点、青銅製品 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-2 SK208　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 KDSK26 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 246㎝、短径 116㎝以上の隅丸長方形、底部は長

径 196㎝、短径 95㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 57㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、大量の遺物が出土していることや埋土に大量に焼土が含まれていることから、火災後の処理

土坑であった可能性がある。本土坑より礫が出土している。

磁器 492 点、陶器 146 点、土師質瓦質土器 116 点、人形 1 点、石製品 6 点、鉄製品 1 点、青銅製

品 8 点、瓦が出土した。磁器には八卦（震）紋広東碗 7 点うち蓋 4 点、小広東碗 50 点最低でも寿

字紋 4 個体（1）うち 1 点は I-2 区トレンチと接合（2）・見込み昆虫紋 1 個体（3）、外面太湖石に

草花紋見込み手書き五弁花高台内二重枠に渦福の蓋付き碗が 103 点最低でも 6 セット（6）あり蓋（7）

には I-2 区トレンチ、H-2SK204 と接合するもの（8）がある。高台脇にも紋様のある筒形碗 1 点（4）、
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大振りで雑なつくり絵付けの碗 2 点（9）うち見込み五弁花コンニャク印判 1 点（10）、くらわんか

手碗 4 点、青磁染付見込み五弁花コンニャク印判高台内二重枠に渦福 1 点（5）、皿には蛇の目凹型

高台の高台高低い皿 6 点、同一個体と思われる高台外側面の内傾が強い 18 世紀末の竹紋皿 6 点（12）、

型打ち成形白磁菊花皿 19 点うち I-2 区 1 層と接合するもの 1 点があり最低でも 3 個体（11）、型紙

摺り糸切り細工成形手塩皿 25 点最低でも 3 個体（13）（14）、蓋物 33 点うち蔓草紋の身（H-2SK202、

H-2SK204、H 区 SV5 と接合）（17）と蓋（18）のセット・桐紋 1 点（19）・竹紋の身（H-2SK202

と接合）（15）と蓋（16）のセット・外面口縁部輪宝紋 1 点（20）、油壷 1 点（23）、瓶 24 点うち同

一個体と思われる雪の輪紋 4 点（I-3SK210、H-2SK204 と接合）（21）・扇面紋 1 点（I-2 区トレンチ

と接合）（22）、輪花白磁猪口 13 点（24）（25）、小坏 5 点（26）（27）、香炉火入れ 6 点うち平面が

多角形の同一個体と思われるもの 2 点（1680 ～ 1710、H-2SK204、H-SV1、I-2KDSK2 と接合）（28）、

ヨーロッパ輸出用の蘇鉄の置物ないし花瓶 2 点うち 1 点（29）は H-2SK204 と接合した。陶器には

関西系碗 22 点うち色絵 6 点、唐津刷毛目鉢 6 点うち 1 点は H-2SK204 と接合（30）、萩藁灰釉で高

台内貝目皿 9 点うち 1 点は H-2KDSK26 と接合（31）、備前瓶 40 点うち同一個体と思われる大型の

もの20点（32）・布袋徳利1点、同灰落とし3点うち1点はH-2SK204と接合（33）、鉄釉鍋1点（I-3SK205

下層焼土、I-3SK201 下層焼土、I-3SK210、H-2SK202 と接合）（34）、瀬戸美濃鉄釉ひょうそく 1 点（35）、

同壷蓋 1 点（36）、同瓶（通い徳利）3 点、福岡か九州壷蓋 1 点（37）、福岡擂鉢 1 点（38）、同

H-3SK75 と同型の壷 5 点、外面底部に「市」の刻印のある産地不明鉄釉瓶 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 19 点（39）（40）（41）（42）（43）（44）（45）（46）（47）（48）、内耳土器 41 点うち A

群口縁部 1 点でしっかり穿孔・C 群口縁部 9 点うち内耳部分 2 点で先細りの穿孔する（49）。甕 30

点で口縁端部を外面に凸出させる口縁部 2 点、他は体部及び底部の破片で外面にススが付着するも

のが多い。瓦質火鉢（日下分類Ⅰ E 類）8 点、練り込み手の香炉火入れ 2 点（50）等がある。人形

は手びねりの鳥（51）で底部に径 8㎜の孔がある。石製品には砥石 4 点、硯 2 点（52）（53）が、

青銅製品には引き出しの把手 1 点、吊り鍵 1 点、簪 2 点、襖の引き手 1 点等がある。平・桟瓦の厚

さの平均は 15.0㎜で 14.0㎜、15.5㎜、16.0㎜が各 6 点ある。桟瓦が出現している。陶磁器の詳細に

ついてはカウント表を参照されたい。

広東碗や 18 世紀末の皿があることから 1780 年頃の遺構と思われる。H-2SK202、H-2SK204 と接

合するものが多く、これらも同じ火災の処理土坑であろう。

H-1 SK209
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 104㎝、短径 72㎝の不整形な方

形、底部は長径 94㎝、短径 69㎝と不整形な方形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は

不明である。

磁器 11 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。磁器には青磁

染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点うち口縁部緑釉流し掛ける端反碗 1 点、土瓶 1 点等

が、土師質瓦質土器には皿 7 点、外面にススが大量に付着する甕 2 点等がある。青磁染付朝顔形碗

があるので 18 世紀後半以降の遺構である。
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H-1 SK210
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南西側を H 区 SK68 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 186㎝以上、短径 123㎝の不整形な方形、底部は

長径 150㎝、短径 100㎝の不整形な方形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と

思われる青磁染付碗 5 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 2 点で

うち 1 点はしっかり穿孔する。瓦には菱形の三弁の中心飾りの軒平瓦 1 点等がある。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、H 区 SK68 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそ

れ以前の遺構であろう。

H-1 SK211
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 104㎝、短径 55㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 90㎝、短径 40㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性

格は不明である。

磁器 7 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点等が、

陶器には羽釜土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。朝顔形碗があるので 18 世紀後

半以降の遺構であろう。

H-1 SK212
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 64㎝、短径 48㎝の隅丸方形、

底部は長径 54㎝、短径 38㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明であるが、

漆喰がはられていたことや溝状遺構の SV201 と同時に機能していたと推測されることから、排水

施設や排水ますといった機能が考えられる。本土坑は H 区 SV201 を切るかたちで隣接しており、

SV201 より新しい。

磁器 1 点、内面に青海波紋の当具痕のある唐津壷甕 1 点、土師質甕 5 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でないが、H 区 SV201 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、それと同時期の

遺構であろう。

H-2 SK213
本土坑は H-2 区の南側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は東側をトレンチに、南側を H

区 KDSK26 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 38㎝前後、短径

30㎝前後の円形、底部は長径 30㎝、短径 22㎝の円形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は

H 区 P206 に切られているため、P206 に先行する。

磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 12 点、人形 1 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器には陶

胎染付碗 1 点等が、陶器には擂鉢 2 点、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点、皿 2 点、甕 7 点がある。
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人形は天神で頭部が欠損する。遺物が少ないため時期は不明である。

H-2 SK214
本土坑は H-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 KDSK26 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 112㎝以上、短径 36㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 106㎝以上、短径 31㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明で

あるが、底部から礫が多量に検出されている。堺明石擂鉢 1 点のみが出土した。18 世紀以降の遺

構である。

H-2 SK215　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

範囲が明確でなく、遺構かどうか不明である。同一個体と思われる瓦質甕 2 点（1）、瓦のみが出

土した。瓦質甕は内抱えになり口縁端部は外面に凸出する。

H-3 SK216
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を H 区 KDSK26 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 39㎝以上、短径 35㎝の隅丸長方形、底部は長径

25㎝以上、短径 20㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土に焼土が多く含まれていた。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK217
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 64㎝、短径 58㎝の円形、底部

は長径 52㎝、短径 39㎝の楕円形を呈している。深さは 44㎝である。遺構の性格は不明である。

H-1SK420 を切っている。内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

H-1 SK218
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 103㎝、短径 55㎝の不整形な長

方形、底部は長径 89㎝、短径 29㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK219
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 114㎝以上、短径 84㎝の不整形な方形、底部は長径 96

㎝以上、短径 38㎝の不整形な方形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦、鉄滓？ 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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H-1 SK220
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 71㎝、短径 42㎝の不整形な円形、

底部は長径 53㎝、短径 26㎝の不整形な円形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明

である。瀬戸美濃腰錆碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

H-1 SK221　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外となっていることから不明

な部分があるが、現状では上端が長径 508㎝、短径 277㎝以上の不整形な方形、底部は長径 363㎝、

短径 260㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 122㎝である。本土坑は H 区 P205 と切りあ

い関係にあるが、P205 が SK221 を切っており、P205 が新しい。また SK315 は本土坑によって削

平を受けている。本土坑からは木製品の出土が多く、遺構の性格として廃棄土坑として最終的に機

能した可能性がある。

磁器 217 点、陶器 384 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 224 点、人形 9 点、硯 1 点、鉄製

品 5 点うち鉄火箸 1 点、青銅製品 2 点（27）、鉛製把手 1 点（28）、寛永通寶 1 期 1 点（35）、瓦、

筵状製品 1 点、木製品が出土した。磁器には端反碗 4 点うち瀬戸美濃 1 点、広東碗 8 点、小広東碗

5 点（2）、朝顔形碗 6 点うち白磁 5 点（3）・青磁染付 1 点、小丸碗 2 点うち大振りなもの（東大

JB-1-h）1 点（1）、紅皿 5 点（6）（7）、蓋物 7 点うち合子蓋 2 点（4）（5）、紅葉紋に吹き墨の手塩

皿 1 点（8）等が、陶器には関西系碗 91 点うち細かい貫入の入る端反碗 4 点（18）・口縁部に緑釉

流し掛ける端反碗 5 点・小杉碗 6 点・色絵碗 4 点、体部中位に凹みのある碗（東大 TD-1-K）1 点（15）、

同ミニチュア碗 2 点（16）、行平鍋 9 点、土瓶 51 点（9）（10）うち 3 点（蓋 2 点）は薩摩？（11）、

擂鉢 27 点うち備前 4 点・明石 3 点（12）・堺ないし明石 6 点、萩 12 点うち皿 3 点（14）・碗 6 点、

瀬戸美濃鳥餌入れ 2 点（17）、備前壷 3 点（19）、同瓶 7 点等が、軟質施釉陶器には緑釉ままごとひ

ょうたん 1 点（13）等が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢 7 点、瓦質焜炉 3 点、皿 44 点（20）（21）（22）、

佐野甕口縁部 7 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 2 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）9 点、

灯火具 1 点、土師質焜炉火鉢体部破片 38 点、外面にキラコ付着する同一個体と思われる土師質羽

釜 3 点（24）、内耳土器 60 点うち A 群口縁部 23 点うち内耳部分 6 点で 5 点は突き抜けず（23）・1

点は先細り・C 群口縁部 1 点、練り込み手火入れ 1 点、瓦質鍔付き角火鉢（東大 DZ-31-C 類）1 点

（25）等が、人形には型合わせ中実底部円錐形の孔のある大黒天 1 点、型合わせ中実台付き孔なし

の狛犬 1 点（26）等がある。瓦には三巴紋軒丸瓦（29）、軒平瓦（30）がある。木製品には漆椀の

蓋（31）（32）、寸胴箸（33）、襖の敷居状に断面長方形の刳り込みが 2 本ある部材（34）等がある。

陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

端反碗はあるが深小丸碗・瀬戸美濃型皿等はなく 19 世紀第 1 四半期の遺構であろう。

H-2 SK222
本土坑は H-2 区の北部に位置する。形態及び規模は南西側を H 区 SV5 によって切られているた
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め不明な部分があるが、現状では上端が長径 90㎝以上、短径 60㎝以上の円形、底部は長径 55㎝以上、

短径 35㎝以上の円形と推測される。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には外面体部菊花紋の絵付け作

りの粗雑な碗（東大分類 JB-1-g）1 点等が、陶器には同一個体と思われる信楽腰白茶壺 2 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、H 区 SV5 が

19 世紀第 2 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-2 SK223　 遺物実測図

本土坑は H-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 185㎝、短径 129㎝の不整形な

楕円形、底部は長径 115㎝、短径 103㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構

の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、青銅製飾り金具 1 点（1）が出土した。磁器に

は外面体部桐紋コンニャク印判の碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、甕 3 点等がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

H-1 SK224
遺構かどうか明確でなかった。内面口縁部四方襷紋の染付碗 1 点、内面色絵の関西系皿 1 点、瓦

が出土した。

H-2 SK225　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は H-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 100㎝以上、短径 94㎝の不整形

な方形、底部は長径 83㎝、短径 72㎝の不整形な方形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性

格は不明である。

磁器 14 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 21 点、砥石 1 点、鉄製品 9 点が出土した。磁器には畳付

の幅広な小広東碗 1 点、熨斗形摘みの蓋物蓋 1 点等が、陶器には土瓶か壷蓋 1 点、備前灯明受皿 1

点等が、土師質瓦質土器には長方形の板の長辺を接合し断面 L 地形にした瓦質製品 1 点等がある。

鉄製品には糸切り鋏 1 点（1）等がある。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構であろう。

H-2 SK226　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 48㎝の楕円形、底

部は長径 45㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。

染付 1 点、外面鉄釉内面錆釉の壷甕 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点（1）、人形 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-2 SK227
本土坑は H-2 区の南側に位置する礫群である。北東側を H 区 KDSV2 によって切られているた
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め不明な部分がある。本来は土坑状の遺構であった可能性があるが、調査時に掘り方は検出できな

かった。規模は長径 268㎝、短径 120㎝の範囲と考えられる。

磁器 6 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。磁器には見込み五弁花コンニャク印

判の皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明

である。

H-3 SK228
本土坑は H-3 区の北部に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 44㎝の不整形な円形と推測され、底部は

長径 36㎝以上、短径 30㎝の不整形な円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明で

ある。

土師質瓦質土器 3 点、和釘 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H 区 SK301 
本土坑は I-1 区の東側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。形

態及び規模は上端が長径 106㎝、短径 80㎝の不整形な方形、底部は長径 89㎝、短径 54㎝の不整形

な方形を呈している。遺構の性格は不明である。

磁器 20 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器人形 1 点、土師質瓦質土器 29 点、瓦、和釘 2 点が出土した。

磁器には広東碗 1 点、蓋物蓋 2 点等が、陶器には土瓶 4 点うち蓋 2 点、関西系灯明皿 1 点、擂鉢 2

点うち明石 1 点、備前灯明皿 4 点等が、土師質瓦質土器には外面体部中央に凸帯が巡り凸帯より下

に大量のススの付着する甕 25 点等がある。明石擂鉢があるので 19 世紀代の遺構である。

H-1 SK302
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 76㎝、短径 65㎝の不整形な方形、

底部は長径 51㎝、短径 45㎝の不整形な方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明

である。H 区 SK303 を削平していることから SK303 より新しい。磁器 1 点、土師質瓦質土器 6 点

が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK303
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を H 区 SK302 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 126㎝、短径 51㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部

は長径 60㎝、短径 20㎝の長方形を呈している。深さは 18㎝である。SK302 に削平を受けているた

め SK302 に先行する。遺構の性格は不明である。陶器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

H 区 SK304
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本土坑は I-1 区の東側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。形

態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 80㎝の円形、底部は長径 55㎝、短径 39㎝の不整形な楕円形を

呈している。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶器土瓶蓋 1 点、土師質皿 3 点、内耳土器 C

群口縁部 1 点、青銅製品 1 点、鉛か 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK305
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 78㎝前後、短径 63㎝の不整形な円形、底部は長径 41㎝、

短径 39㎝の不整形な円形と推測される。遺構の性格は不明である。陶器碗 1 点、土師質皿 1 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK（305）
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝、短径 33㎝の隅丸長方形、底部は長径 30㎝、短径

21㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。唐津灰釉皿 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK306
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 55㎝、短径 42㎝の隅丸長方形、

底部は長径 47㎝、短径 34㎝の隅丸長方形を呈している。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、唐

津壷甕 1 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。土師質瓦質土器には焼塩壷 1 点、皿 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK307　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区と I-3 区の境の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 44㎝

の不整形な隅丸方形、底部は上端が長径 39㎝、短径は 18㎝の不整形な楕円形を呈している。深さ

は 13㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質皿 3 点（1）、人形 1 点が

出土した。人形は白色胎土の手びねりである。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK308
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 135㎝、短径 131㎝の不整形な

方形、底部は長径 104㎝、短径 96㎝の不整形な方形を呈している。深さは 41㎝である。本土坑は

SK430 を削平している。遺構の性格は不明である。

陶器 6 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗 1 点、同透明釉碗 1 点、

同壷甕 1 点、同灰釉袋物 1 点、関西系鉄絵染付ミニチュア燗徳利？ 1 点等がある。ミニチュアの燗

徳利らしきものがあるので 19 世紀代の遺構の可能性がある。
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H-1 SK309
本土坑は H-1 区の南西側に位置している。形態及び規模は北側を H 区 KDSK26 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝以上、短径 75㎝の不整形な円形、底部

は長径 75㎝以上、短径 68㎝の不整形な円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

である。

陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、和釘 1 点のみが出土した。陶器には鉄釉土瓶 1 点等がある。土

瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-1 SK310
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 32㎝の不整形な方形、

底部は長径 21㎝、短径 20㎝の不整形な円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明

である。小丸碗 1 点、陶器擂鉢 1 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。小丸碗があるので 18 世紀後

半以降の遺構であろう。

H-2 SK311
本土坑は H-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 36㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 46㎝、短径 31㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不

明である。土師質皿 1 点、青銅製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-2 SK312
本土坑は H-2 区の東側に位置している。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 48㎝の不整形な

楕円形、底部は長径 30㎝、短径 29㎝の楕円形を呈している。深さは 57㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には陶

胎染付碗 1 点、青磁袋物 1 点等が、陶器には唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳

土器 1 点等が、人形には型合わせ中実で底部に円錐形の孔のある猿があり頭部は欠損する。鉄製

品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK313
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を H 区 KDSK8 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝、短径 69㎝の隅丸長方形、底部は長径 81㎝、

短径 26㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 53㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 13 点、同一個体と思われる石臼 3 点、鉄製品 2 点が出土

した。磁器には染付碗 1 点、型押し成形の合子蓋 1 点等が、陶器には丹波擂鉢 1 点等が、土師質瓦

質土器には 10 点、内耳土器 1 点等が、鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不
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明である。

H-1 SK314
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 105㎝、短径 49㎝の隅丸長方形、

底部は長径 85㎝、短径 25㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明で

ある。

磁器 4 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器ままごと擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 4 点、和釘 2 点、鉄滓？

1 点、瓦が出土した。陶器には信楽壷甕 2 点、関西系鉄絵皿 1 点、土師質瓦質土器には皿 2 点等が

ある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK315
本土坑は H-1 区の東側に位置する。形態及び規模は北側を H 区 SK221 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 133㎝、短径 20㎝の楕円形、底部は長径 45㎝、短径 8

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑より新しい

SK221 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H 区 SK（315）
本土坑は G-1 区南西側に位置する。G 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は上端が長径 92㎝、短径 81㎝の不整形な円形、底部は長径 66㎝、短径 53㎝の不整形

な円形を呈している。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明である。

H-1 SK315 から唐津刷毛目皿 1 点、土師質皿 1 点が出土しているが上記のいずれのものか不明で

ある。

H 区 SK316　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は G-1 区南西側に位置する。G 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は上端が長径 124㎝、短径 117㎝の円形、底部は長径 99㎝、短径 98㎝の円形を呈して

いる。遺構内から木製の井戸枠を検出した。湧水が一定水位まであることから本土坑は井戸と考え

られる。深さは 176㎝以上である。

埋土上層からは鉄釉陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。井戸枠内からは磁器 1 点、

陶器鉄釉袋物 1 点（ミニチュアか）1 点、土師質瓦質土器 13 点うち皿 9 点（1）（2）（3）（4）、人

形 2 点、瓦、漆椀蓋（5）等が出土した。掘り方からは染付碗 1 点、内耳土器 B 群口縁部 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため築造及び廃絶時期は不明である。

H-3 SK318　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 115㎝、短径 51㎝の隅丸長方形、
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底部は長径 104㎝、短径 39㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 25 点、陶器 35 点、土師質瓦質土器 33 点、人形 1 点、鉄製品 11 点、瓦が出土した。磁器に

は青磁染付丸形碗 2 点、陶胎染付碗 1 点等が、陶器には関西系鉄絵染付蓋物 1 点（1）、同鉄絵染付

製品 2 点、同碗 10 点うち色絵 3 点、唐津呉器手碗 6 点、同灰釉皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同

鉄釉瓶 3 点、同口縁部が強く内反する甕鉢類 1 点、信楽腰白茶壷（H-2SK322、H-2 区 4 層と接合）

2 点（2）等が、土師質瓦質土器には皿 29 点（3）（4）（5）、内耳土器 9 点うち C 群口縁部 2 点（6）

（7）でいずれも先細りの穿孔をする。人形は型合わせ中実で底部に 3㎜の孔のある人物像である。

鉄製品には和釘 2 点等がある。青磁染付丸形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-3 SK319
本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 42㎝、短径 32㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 26㎝、短径 19㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明である。

陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。陶器には同一個体と思われる堺明石擂鉢 2 点等が、

土師質瓦質土器には板接ぎ叩き成形焼塩壷 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK320
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側と南側を H 区 KDSK26 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 32㎝以上、短径 30㎝以上の不整形な方形、

底部は長径 27㎝以上、短径 4㎝以上の長楕円形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は

不明である。染付 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK321
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 KDSK26 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 44㎝以上、短径 15㎝の楕円形、底部は長径 30㎝

以上、短径 27㎝の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

H-3 SK322
本土坑は H-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は西側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 195㎝、短径 98㎝の隅丸長方形、底部は長径 175㎝、

短径 79㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 55㎝である。遺構の性格は不明である。

信楽腰白茶壷（H-2SK318、H-2 区 4 層と接合）2 点、唐津刷毛目皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1

点、和釘 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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H 区 SK323
本土坑は I-1 区の北東側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って H 区で遺構番号を付けた。

形態及び規模は北側と東側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上

端が長径 115㎝以上、短径 88㎝の楕円形、底部は長径 98㎝以上、短径 68㎝の楕円形と推測される。

深さは 35㎝である。I 区 P302 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

H-3 SK324　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 50㎝の円形、底部

は長径 42㎝、短径 38㎝の円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、関西系陶器 1 点、土師質皿 7 点（2）、瓦が出土した。土師質皿には左回転糸切り底 1

点（1）がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK325
本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 66㎝、短径 41㎝の楕円形、

底部は長径 42㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、人形 2 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には関

西系碗 3 点うち色絵 1 点、擂鉢の転用品 1 点、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。人形は型合わ

せ中実で底部に円錐形の孔のある天神 1 点、同底部に径 4㎜の孔のある鳥 1 点でいずれも頭部が欠

損する。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK326
本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 100㎝、短径 96㎝の円形、底部は

長径 75㎝、短径 72㎝の円形を呈している。深さは 45㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

陶器 8 点、土師質皿 13 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。磁器には天目形碗 1 点等が、陶器には関

西系端反碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK327
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 65㎝、短径 45㎝の楕

円形、底部は長径 50㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は H 区 SK328 を削平しているので SK328 より新しい。磁器 3 点、土師質瓦質土器

9 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 8 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK328
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 46㎝以上、短径 45㎝

の楕円形、底部は長径 35㎝以上、短径 30㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。H 区

SK327 に削平を受けていることから本土坑は SK327 に先行する。遺構の性格は不明である。唐津
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呉器手碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK329
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、東側を H 区 SV302 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 35㎝以上の隅

丸長方形、底部は上端が長径 41㎝以上、短径は 29㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 8㎝

である。遺構の性格は不明であるが、埋土に大量に焼土が含まれていた。SV302 に削平を受けて

いるため SV302 に先行する。天目形染付碗 1 点、陶器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

H-3 SK（329）
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SK25 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 175㎝以上、短径 82㎝の楕円形、底部は長径 154㎝以上、

短径 58㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は H 区

SK330 を削平し、H 区 SK331 に削平を受けているため構築順として（古） SK330 →本土坑→

SK331 （新）となる。遺物が出土していないため時期は不明である。本土坑より新しい H 区 SV302

が 18 世紀後半から 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-3 SK330
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は南側を SK25 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が 159㎝以上、短径 26㎝の楕円形、底部は長径 126㎝以上、短径 19

㎝の楕円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は SK（329）と

SK331 に削平を受けていることから両遺構に先行する。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

H-3 SK331
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 68㎝、短径 67㎝の楕円形、底部

は長径 50㎝、短径 41㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は SK（329）と SK330 を削平して作られているので、両遺構より新しい。

磁器 6 点、陶器 4 点、土師質皿 3 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には蓋物 1 点、香炉火入

れ 1 点、瓶 1 点、青磁碗 1 点等が、陶器には鉄釉溝縁皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

H-3 SK401
本土坑は H-3 区の南側に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SV10、西側をトレンチによって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 274㎝以上、短径 26㎝以上の隅丸方形、
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底部は長径 254㎝以上、短径 13㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格

は不明であるが、底部から多数の礫が検出されている。切り合い関係より H 区 SV10 に先行する。

磁器 4 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 8 点、瓦が出土した。陶

器には口縁端部を平らにおさめ内面口縁部を窪ませる 17 世紀初め頃の丹波擂鉢 1 点、唐津呉器手

碗 1 点、同藁灰釉瓶 1 点等が、土師質皿 3 点等がある。平瓦の厚さの平均は 18.6㎜で 19.0㎜、19.5㎜、

20.0㎜が各 14 点ある。桟瓦はなかった。呉器手碗があり 17 世紀後半の遺構であろう。

H-3 SK402
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は H 区 SV1 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 57㎝以上、短径 22㎝の隅丸方形、底部は長径 50㎝以上、短径

13㎝の隅丸方形と推測される。深さは 62㎝である。遺構の性格は不明である。切り合い関係より

H 区 SV1 に先行する。瓦のみが出土した。H 区 SV1 は近代の遺構であり、遺物が少ないため時期

は不明である。

H-1 SK403
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 161㎝、短径 126㎝の不整形な

方形、底部は長径 131㎝、短径 100㎝の不整形な方形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性

格は不明である。本土坑は H 区 SK408、SK409、P408、P409 と重複しているが、構築順に整理す

ると（古） SK408・SK409 →本土坑・P408・P409 （新）となる。遺物が出土していないため時期は

不明である。

H-1 SK404
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 38㎝の不整形な方形、

底部は長径 52㎝、短径 24㎝の不整形な方円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不

明であるが、底部から二個の礫が検出されている。本土坑は H 区 SV401 と重複しているが、切り

合い関係より SV401 より新しい。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK405
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 27㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 56㎝、短径 18㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性

格は不明である。磁器 1 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK406
本土坑は H-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 83㎝、短径 64㎝の楕円形、底部

は長径 664㎝、短径 52㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明で

あるが、底部から多数の礫が検出されている。磁器鎬小坏 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ない
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ため時期は不明である。

H-1 SK407
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側を H 区 KDSK11・P30 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 53㎝以上、短径 32㎝の楕円形、底部は長

径 46㎝以上、短径 24㎝と楕円形と推定される。深さは 16㎝である。本土坑は H 区 SK412 を切っ

ていることから SK412 より新しく、H 区 KDSK11・P30 に切られていることからこれに先行する。

遺構の性格は不明である。

外青磁内外面に紋様のある碗 1 点、唐津呉器手碗 1 点、土師質皿 1 点、内耳土器 1 点、板接ぎ叩

き成形焼塩壷 1 点、砥石 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK408
本土坑は H-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 68㎝、短径 58㎝の隅丸長方形、

底部は長径 54㎝、短径 38㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は H 区 SK403 と P409 と重複しているが、両者は本土坑より後に作られている。磁

器 1 点、和釘 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK409
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 56㎝の楕円形、底

部は長径 51㎝、短径 45㎝の楕円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は H 区 SK403 と重複しているが、切り合い関係より SK403 に先行する。瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK410
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 79㎝以上、短径 67㎝の楕円形、底部は長径 60㎝以上、

短径 52㎝の楕円形と推定される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明であるが、側面に沿って

3 個の礫が検出されている。内面口縁部に四方襷紋のある染付碗 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK411
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 145㎝、短径 50㎝の不整形の隅

丸長方形、底部は長径 131㎝、短径 35㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の

性格は不明である。陶器 3 点うち唐津刷毛目香炉火入れ 1 点等が、内耳土器 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。
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H-1 SK412
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝、短径 76㎝以上の不整形の円形、底部は長径 90㎝、

短径 64㎝以上の円形と推定される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は H 区

SK407 に切られていることから SK407 に先行する。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK413
本土坑は H-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 42㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 60㎝、短径 33㎝の長楕円形を呈している。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK414
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 43㎝、短径 22㎝以上の円形、底部は長径 31㎝、短径 12㎝

の円形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため

時期は不明である。

H-3 SK415
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 34㎝の円形、底部

は長径 23㎝、短径 22㎝の円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。同一

個体と思われる唐津刷毛目鉢 3 点のみが出土した。鉢は口縁端部が水平に外反し立ち上がりは急で

ある。高台内の削りは高台脇と同じくらいでⅣ期の古い時期のものであろう。遺物が少ないため時

期は不明である。

H-2 SK416
本土坑は H-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を H 区 SK208 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 80㎝以上、短径 69㎝以上の隅丸方形、底部は長径

53㎝以上、短径 50㎝以上の隅丸方形と推定される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。

切り合い関係より H 区 SK208 に先行する。土師質皿 1 点、和釘 1 点のみが出土した。遺物は少な

いが、1780 年頃の H 区 SK208 に先行するから、同時期かそれ以前の遺構である。

H-2 SK417
本土坑は H-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 57㎝、短径 42㎝以上の楕円形、底部は長径 41㎝、短径 31

㎝以上の楕円形と推定される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。
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H-2 SK418
本土坑は H-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 86㎝、短径 56㎝の楕円形、底

部は長径 68㎝、短径 30㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-2 SK419　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は南側を H 区 KDSV6 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝以上、短径 58㎝の隅丸長方形、底部は長径

45㎝以上、短径 18㎝の隅丸長方形と推定される。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には同一個体と思われる灰釉の

袋物 3 点（1）、備前瓶 1 点、土師質瓦質土器は板作り成形の焼塩壷（2）で「サカイ／泉州磨生／

御塩所」の刻印を持つ。焼塩壷が 1720 年代～ 1750 年代であり、それ以降の遺構である。

H-1 SK420 ＝ H P601
本土坑は H-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側を SK217 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では長径 44㎝以上、短径 36㎝の楕円形、底部は長径 35㎝以上、短径 30

㎝の楕円形と推定される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないた

め時期は不明である。

H-3 SK421
本土坑は H-3 区の北側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝前後、短径 69㎝の不整形な円形と推測され、底部は

長径 62㎝、短径 55㎝の楕円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には

皿 9 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK422
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で上端が最大径 62㎝以上の楕円形、

底部は長径 45㎝、短径 41㎝の円形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 1 点、土師質皿 8 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器には初期伊万里の天目形碗

1 点、鎬端反小坏 1 点、外青磁碗 1 点等が、陶器には唐津透明釉端反碗 1 点がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

H-3 SK423
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 104㎝、短径 52㎝の楕円形、底
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部は長径 58㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は H 区 SV402 を切っているため SV402 より新しい。遺物が出土していないため時期は不明

である。

H-2 SK424
本土坑は H-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 122㎝、短径 56㎝以上の楕円形、底部は長径 110㎝、短径

42㎝以上の楕円形と推定される。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部から数個

の礫が検出されている。

埋土からは陶器 3 点、軟質施釉陶器人形 1 点、内耳土器 50 点、人形 1 点、和釘 1 点、瓦転用品

1 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉鍋 1 点、備前袋物 1 点等が、内耳土器には A 群口縁部 2 点で

うち内耳部分 1 点は穿孔するが先細りになる。

掘り方からは磁器 6 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質皿 8 点、鉄製品 7 点、瓦が出土し

た。磁器には小坏 4 点うち端反 3 点うち鎬 1 点、糸切り細工鶏形色絵水滴（H-2SK514 と接合）1

点等が、陶器には唐津呉器手碗 2 点、同灰釉胎土目皿 1 点、同土灰釉瓶 1 点がある。鉄製品には和

釘 1 点等がある。

遺物の量が少ないため明確でないが掘り方に呉器手碗があり 17 世紀後半に築造され、埋土に鉄

釉鍋があるので 18 世紀後半になって廃絶した可能性がある。

H-1 SK425
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 163㎝、短径 66㎝以上の不整形な方形、底部は長径 54㎝、

短径 38㎝以上の不整形な円形と推定される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明であるが、底

部から礫が検出されている。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 7 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器に

は端反小坏 1 点等が、陶器には唐津碗 3 点等が、土師質瓦質土器には 4 点、内耳土器 1 点等がある。

鉄製品には和釘 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK426
本土坑は H-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 184㎝、短径 37㎝の不整形な楕円

形、底部は長径 167㎝、短径 27㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 36㎝である。遺構の性

格は不明であるが、底部に 3 個の礫が等間隔で検出されている。

土師質瓦質土器 6 点うち内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点、皿 1 点、和釘 5 点、瓦等が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK427
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本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 132㎝、短径 95㎝前後の不整形な楕円形と推測され、底

部は長径 115㎝、短径 74㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 48㎝である。遺構の性格は不

明である。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、和釘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

H-3 SK428
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 49㎝の隅丸長方形、

底部は長径 48㎝、短径 31㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明で

ある。備前袋物 1 点、土師質瓦質土器 1 点、和釘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。

H-3 SK429　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は H-3 区の中央に位置する。形態及び規模は南側を H 区 SK（329）・SK330 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝以上、短径 58㎝以上の楕円形と推測

され、底部は長径 70㎝以上、短径 37㎝以上の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。遺構の性

格は不明である。切り合い関係より H 区 SK（329）・SK330 に先行する。

磁器 5 点、陶器 4 点、土師質皿 10 点（1）、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器手碗

1 点等がある。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀後半の遺構の可能性がある。

H-3 SK430
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は中央を H 区 SK308 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 140㎝、短径 59㎝の隅丸方形、底部は長径 107㎝、

短径 35㎝の隅丸方形と推定される。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明である。切り合い関係

より H 区 SK308 に先行する。

磁器 3 点、陶器 2 点が出土した。磁器には蓋物蓋 1 点等が、陶器には関西系灰釉皿 1 点、備前袋

物 1 点がある。遺物は少ないが H 区 SK308 が 19 世紀代の遺構であるから同時期かそれ以前の遺

構である。

H-1 SK502
本土坑は H-1 区の西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているので不

明な部分があるが、現状では上端が長径 44㎝以上、短径 42㎝の楕円形、底部が長径 23㎝、短径 18

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、北側面に礫が検

出されている。鉄製品 3 点うち和釘 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK503 ＝ H P607
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本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 45㎝、短径 38㎝の楕円形、底部

が長径 38㎝、短径 33㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が検出され

ている。鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK505
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 59㎝以上、短径 46㎝の隅丸長方形、底部は長径 39㎝以上、

短径 31㎝の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 2 点、

和釘 5 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK506
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端は長径 98㎝、短径 49㎝の楕円形、底部

は長径 77㎝、短径 25㎝の楕円形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK508 ＝ H SK604
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 70㎝、短径 66㎝の円形、底部は

長径 50㎝、短径 42㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK509
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 50㎝、短径 43㎝の楕円形、底部

が長径 38㎝、短径 34㎝の楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK510
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 35㎝の円形、底部が長径 23㎝の

円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時

期は不明である。

H-1 SK511
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 45㎝、短径 43㎝の隅丸三角形、

底部が長径 35㎝、短径 28㎝の隅丸三角形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK512　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表
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本土坑は H-3 区の西側に位置する。形状及び規模は中央をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 84㎝、短径 75㎝前後のゆがんだ円形、底部は長径 57㎝、

短径 52㎝の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

不明陶器 1 点、和釘 1 点、瓦のみが出土した。陶器は手づくねの碗か鉢で藁灰釉と銅緑釉が掛け

られる（1）。18 ～ 19 世紀代の在地産の可能性がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK513
本土坑は H-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 112㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、

底部が長径 97㎝、短径 29㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、和釘 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には

皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-2 SK514　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は H-2 ～ 3 区の区境に位置する。形状及び規模は上端が長径 454㎝、短径 348㎝の隅丸長

方形、底部が長径 378㎝、短径 293㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 100㎝である。遺構の性

格は、たがを検出していないので確実ではないが、水が多量にわき出ること等を考慮しても井戸と

考えられる。H 区 SK518 を切っているため、これより新しい。

磁器 45 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 66 点、鉄製品 6 点、瓦、木製品が出土した。磁器には

景徳鎮小坏 4 点、一重網目紋碗 1 点（2）、高台内「大明」碗 1 点（1）、高台無釉碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 2 点（5）、皿 37 点（4）、焼塩壷 2 点等が出土した。瓦には巴

の頭部が尖る三つ巴紋軒丸瓦 1 点（11）等がある。鉄製品には和釘 2 点等が、木製品には寸胴箸（6）

等がある。

下層からは磁器 32 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 8 点、木製品が出土した。磁器には高台無釉

碗 2 点（3）等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、焼塩壷 1 点がある。木製品には外面黒漆に朱漆で

草紋を描く漆椀（7）、「大むぎ志いら」の墨書のある荷札（8）、中央に瓢箪形の穴のある刀の鍔状

製品（9）、曲物底板（10）等がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

上下層とも遺物の年代には違いはない。築造年代は明確でないが、1650 年代に廃絶した井戸で

あろう。

H-3 SK516
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 40㎝以上、短径 30㎝の楕円形、底部は長径 28㎝以上、

短径 18㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。鉄滓の付着した

羽口？ 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

 

H-3 SK517
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本土坑は H-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は H 区 SK430 と西側をトレンチによって切

られているため不明な部分が多いが、現状では上端は長径 62㎝以上、短径 53㎝以上の楕円形、底

部は長径 48㎝以上、短径 43㎝以上の楕円形と推測される。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK518
本土坑は H-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は西側 H 区 SK514 に切られているので不明

な部分が多いが、現状では上端が長径 223㎝以上、短径 145㎝の隅丸長方形、底部が長径 165㎝以上、

短径 125㎝の不整形な円形と推測される。深さは 72㎝である。遺構の性格は不明である。切り合い

関係から H 区 SK514 に先行する。本遺構からは遺物が出土していないが、SK514 が 1650 年代に

廃絶した井戸であるから、同時期ないしはそれ以前の遺構である。

H-1 SK528
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 41㎝の円形、底部が

長径 28㎝、短径 26㎝の円形を呈している。遺物が出土していないため時期は不明である。

H-1 SK601
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模はトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端は長径 94㎝、短径 50㎝のゆがんだ楕円形、底部は長径 83㎝、短径 46㎝

のゆがんだ楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部中央から

礫が一個検出されている。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SK602
本土坑は H-1 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 84㎝、短径 54㎝の楕円形、底部

が長径 52㎝、短径 38㎝の楕円形を呈している。深さは 31㎝である。瓦のみが出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

H-1 SK603
本土坑は H-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 103㎝、短径 91㎝の隅丸方形、底

部が長径 73㎝、短径 56㎝の隅丸方形を呈している。深さは 13㎝である。唐津灰釉製品 1 点、鉄滓

か 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（H SK604 ＝ H SK508）

H-1 SK605
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 122㎝、短径 106㎝の L 字形、



― 404 ―

底部が長径 83㎝、短径 72㎝の L 字形を呈している。遺構の性格は不明である。染付 1 点、土師質

皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK607
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 79㎝、短径 32㎝の円形、底部は長径 68㎝、短径 26㎝の円

形と推測される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので時期

は不明である。

H-3 SK609
本土坑は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 43㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、底部は長径 37㎝、短径 29

㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は H 区

SK612 を切っている。よって本土坑は SK612 より新しい。瓦のみが出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

H-3 SK613　 遺物実測図

遺構かどうか明確でなかった。瓦のみが出土した。瓦にはコビキ A の三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）

等がある。

H-3 SK614
本土坑は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模はその多くがトレンチによって切られているた

め不明な部分が多いが、現状では上端は 45㎝、底部は 36㎝が残存するのみである。深さは 10㎝で

ある。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点、コビキ A 丸瓦 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK616
SK401 の下層の瓦の集積した場所である。遺構かどうか明確でなかった。備前製品 1 点、瓦転

用品 1 点、瓦が出土した。瓦にはコビキ A の丸瓦 1 点がある。

H-3 SK619
本土坑は H-3 区の南側に位置する。形状及び規模は南側と西側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端は長径 41㎝以上、短径 34㎝以上の隅丸方形、底部は長径

34㎝以上、短径 26㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部から一個の大きな礫が検出されている。本土坑は H 区 SK625 を切っている。よって本土坑は
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SK625 より新しい。遺物が出土していないので時期は不明である。

H-3 SK620
本土坑は H-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 73㎝、短径 55㎝の隅丸方形、底

部が長径 38㎝の円形を呈している。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は H 区

SK626 を切っている。よって SK626 より新しい。

鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。切り合い関係より本土坑は SK626 より新しいので 17 世紀前半

ないしそれ以前の遺構の可能性がある。

H-3 SK621
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 33㎝、短径 25㎝の楕円形、底部

が長径 25㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は H 区 SK629 を切っている。よって SK629 より新しい。瓦のみが出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

H-3 SK622
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 117㎝、短径 82㎝の隅丸方形、底

部が長径 89㎝、短径 70㎝の隅丸方形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部から小礫が多数検出されている。

磁器 10 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 63 点、鉄製品 12 点が出土した。磁器には同一個体と思

われる色絵碗 4 点、高台脇に�形のカンナ削り込みがあり高台外面が丸い碗 1 点、景徳鎮折縁皿 1

点等が、陶器には唐津呉器手碗 4 点、同灰釉皿 1 点、同灰釉端反碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿

52 点、内耳土器 2 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。呉器手碗があり 17 世紀後半の遺構

であろう。

H-3 SK623
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は西側を一部トレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 140㎝前後、短径 76㎝の隅丸長方形、底部は長径 123

㎝前後、短径 59㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は H 区 SK628 を切っていることから、SK628 より新しい。内耳土器 A 群口縁部 1 点、土師質

皿 1 点、鉄製品 3 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK627
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を H 区 SK628 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 68㎝以上、短径 67㎝の楕円形、底部は長径 62㎝以上、

短径 56㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は SK628
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によって切られており、SK628 に先行する。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

H-3 SK628
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を H 区 SK623 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 49㎝以上、短径 29㎝の円形、底部は長径 38㎝以上、

短径 25㎝の円形と推測される。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は SK623 に

よって切られており、H 区 SK627 を切っている。よって SK623 に先行し、SK627 より新しい。遺

物が出土していないため時期は不明である。

H-3 SK629
本土坑は H-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 138㎝、短径 98㎝の隅丸方形、底

部が長径 128㎝、短径 85㎝の隅丸方形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は H 区 SK621 に切られている。よって SK621 に先行する。瓦のみが出土した。コビキ A

の丸瓦 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-3 SK660
本土坑は H-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 96㎝、短径 51㎝のゆがんだ楕

円形、底部が長径 73㎝、短径 38㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性

格は不明であるが、底部から多数礫を検出している。本土坑は G 区 SK81 を切っている。よって本

土坑は G 区 SK81 より後に作られている。

SV
（H-3 SV1 ＝ K 区 KDSK26）

H-2 SV2　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は H-2 区から G-2 区かけて位置する。形態は長方形で輪状になっており、規模は東西

4.35m、南北 3.30m にわたって検出した。幅は 30 ～ 50㎝、深さは 27㎝である。本溝状遺構埋没後

に H 区 SK58・P11 ・G 区 SK20・G 区 SK19 は作られている。

磁器 202 点、陶器 353 点、土師質瓦質土器 503 点、人形 3 点、石製品 6 点、ガラス 1 点、鉄製品

7 点、瓦転用品 1 点（37）、瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 1 点、広東碗 11 点（2）

（3）うち高台内に二重枠と不明銘があり外面高台、内面全体にも紋様のあるもの 1 点（1）と蓋 3 点、

小広東碗 7 点（4）、朝顔形碗 7 点うち青磁染付 5 点（7）うち蓋 3 点（8）・白磁蓋 2 点、小丸碗 11

点（9）（10）（11）、筒形碗 3 点（5）（6）、見込み環状松竹梅紋高台内「太明年製」の望料碗 1 点、

青磁染付丸形碗 5 点、半球碗 1 点、上絵が遺存しない色絵碗 1 点（12）、くらわんか手碗 5 点うち

見込み蛇の目釉剥ぎ 3 点（13）（14）・見込み五弁花コンニャク印判外面菊紋コンニャク印判 1 点、
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くらわんか手見込み蛇の目釉剥ぎ皿 3 点・同見込み五弁花コンニャク印判深皿 1 点（20）、くらわ

んか手鉢 1 点（15）、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 6 点（16）（18）うち見込みに蛇の目状に絵

付けをしないもの 2 点（17）、高台内の削り深い初期伊万里端反皿 3 点（19）、仏飯器 5 点（22）（23）

うち体部が立ち上がるもの 2 点（21）、猪口 2 点（24）、紅皿 2 点うち型押し成形貝殻状のもの 1 点・

外面体部桐紋コンニャク印判 1 点（25）、瓶 17 点、蓋物 2 点（26）、大型の獣面三足付き青磁香炉・

火入れ 1 点（27）等がある。陶器には外面鉄釉内面錆釉で口縁部が T 字形になり上面に 3 本・外

面体部には多数の凹線を巡らす同一個体と思われる丹波壷甕 36 点、前述の壷甕と同様な形状であ

るがやや硬質な同一個体と思われる別個体丹波 11 点、擂鉢 34 点うち備前 4 点・堺明石 4 点・明石

1 点・内面に鉄釉掛けるもの 1 点・口縁部を外面に折り返し玉縁状にする福岡？ 1 点（31）、外面

体部に凹線を多数巡らし布を結んだ紋様を貼り付ける同一個体と思われる備前火鉢？ 4 点、備前袋

物 15 点うち油壷 1 点、同灯明受皿 5 点、同全体に赤泥塗った盤 1 点（28）、同灰落とし 1 点（29）、

内面に粗い格子目痕のある唐津壷甕 12 点、同鉢 4 点、光沢のある鉄釉の羽釜土瓶 10 点、土瓶 40

点うち鉄釉土瓶 31 点うち S 字注口 3 点・鉄砲口 1 点、白色の胎土に透明釉断面八角形に面取りし

た S 字注口のもの 3 点、灰釉鉄砲口のもの 1 点、鉄釉鍋 7 点、関西系碗 29 点うち小杉碗 6 点うち

鉄絵染付 2 点（30）・色絵 7 点、同菊花状見込みに鉄絵染付の鉢 1 点、同花生？ 1 点、萩 13 点うち

胎土が橙褐色のもの 2 点で他は藁灰釉、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同見込み釉剥ぎし印花の灰釉皿 1 点、

同灰釉植木鉢 1 点、唐津見込み蛇の目釉剥ぎの刷毛目鉢 5 点うち高台 2 点でいずれも畳付にアルミ

ナ塗布、同高台内の削りの深い見込み鉄絵山水紋皿1点、同内野山見込み蛇の目釉剥ぎ銅緑釉皿1点、

同呉器手碗 1 点、鉄釉脚付き灯明受皿 2 点（32）（33）、鉄釉鍋ミニチュア 1 点等がある。土師質瓦

質土器は佐野甕口縁部 10 点、口縁端部外面に凸出する甕口縁部 15 点、甕体部破片 140 点、炻器質

の甕 4 点うち外面に凸出する口縁端部 1 点、内耳土器 A 群口縁部 40 点うち内耳部分 6 点でしっか

り穿孔するもの 1 点、先細りになるもの 2 点、突き抜けないもの 3 点・C 群口縁部 11 点内耳部分

3 点でいずれも突き抜けない、羽釜 18 点、内耳土器 または羽釜体部破片 101 点、土師質焜炉（日

下分類Ⅱ Ca 類）10 点、土師質平底火消壷？ 13 点、土師質角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）7 点、皿 21

点（34）（35）（36）、焼塩壷 2 点うち蓋 1 点、サナ 1 点、十能 9 点等が、人形にはままごと擂鉢 1 点、

型合わせ中実底部から円錐形の孔ある鳥 1 点等がある。石製品のうち 2 点は砥石で他の 4 点も砥石

の可能性が高い。ガラス製品は断面楕円形で水色に青・赤・白等で円形や流線等の紋様を描き 5㎜

ほどの孔があるものの潰れて貫通していない。

端反碗があるものの全体量の中では少量で 19 世紀の第 1 四半期に廃絶したものと思われる。

H-2 SV3 ＝ G-2 SV16　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は F・G-3 区から始まり H-2 区を経由し、I・J-2 区まで続いている。規模は確認でき

た範囲で、現状で東西方向に長さ 38.00m にわたって検出した。幅は 45 ～ 160㎝、深さは 20㎝で

ある。溝の始まりは F 区 SK17・SK20 あたりと推測されるが、その西に位置する G 区 SV1 と接続

していた可能性もある。本溝状遺構の西端は J-2 区東端までしか確認できなかった。本溝状遺構は

さらに西に延びていた可能性がある。本溝状遺構は F 区 SK20・G 区 SK58・SK55・SK79 によっ
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て 削 平 を 受 け、G 区 SK85・SK48・SK77・SV18・SV17・SK78・SK89・SK60・SK64・H 区

SK77・H 区 SK20・I 区 SK68・I 区 SK83・I 区 SK77・I 区 SV5 を削平している。

上層からは磁器 90 点、陶器 120 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 109 点、鉄製品 6 点、

キセル雁首 1 点（3）、瓦が出土した。磁器には端反碗 6 点うち瀬戸美濃 1 点、その他瀬戸美濃碗 6 点、

広東碗 1 点、小型白磁猪口 1 点、上質の香炉火入れ 1 点（H-2SK208 と同一個体と思われる）、蓋

物 1 点（H-2SK208 と同一個体と思われる）等が、陶器には行平鍋 7 点、土瓶 12 点うち蓋 2 点、

関西系碗 24 点うち外面体部面取りし高台脇鎬碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 7 点・口縁部緑釉

流し掛ける端反碗 2 点・色絵碗 1 点、瀬戸美濃鉢甕類 5 点、萩藁灰釉碗 2 点・同皿 1 点、堺明石擂

鉢 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 15 点（1）（2）、内耳土器 A 群口縁部 3 点・C 群口縁部 1 点、

羽釜凸帯 1 点、サナ 2 点等がある。

下層からは磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には小型の白磁猪口

1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、志野皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿

2 点等がある。

G-2SV16 は本遺構の一部と思われる。SV16 からは磁器 293 点、陶器 385 点、軟質施釉陶器 3 点、

土師質瓦質土器 455 点、人形類 10 点、石製品 5 点、鉄製品 53 点、青銅製品 2 点、寛永通寳 1 期 1

点（36）、瓦等が出土した。磁器には深小丸碗 2 点（9）うち瀬戸美濃 1 点（8）、端反碗 24 点（1）（2）

（3）（4）うち瀬戸美濃 18 点（5）（6）うち蛇の目高台のもの 1 点（7）、広東碗 8 点（10）（11）、

小広東碗 6 点（13）（14）、朝顔形碗 9 点うち白磁 2 点（12）・青磁染付 7 点、皿 19 点、手塩皿 10

点（15）、紅皿 8 点（16）、植木鉢 1 点（18）、瀬戸美濃大型香炉火入れ（17）（G-2SK202 と接合）

等が、陶器には関西系碗 78 点うち端反碗 11 点うち細かい貫入の入る端反碗 6 点・色絵碗 1 点・外

面体部面取りし高台脇鎬碗 2 点、同水注 2 点（20）うち 1 点は F-3SK17 と接合（21）、同不明製品

1 点（24）、瀬戸美濃瓶（通い徳利）5 点（19）、同植木鉢 2 点（22）、同碗 3 点うち腰錆碗 2 点・鉄

絵染付半筒形碗 1 点、備前壷 6 点（23）等が、土師質瓦質土器には土師質焜炉 25 点うち赤泥塗っ

た日下分類Ⅱ D 類 3 点・Ⅱ Ca 類 22 点、土師質角火鉢 1 点、火消壷蓋 5 点、皿 72 点（26）～（31）、

サナ 1 点、土錘 1 点、十能 1 点、練り込み手香炉火入れ 1 点、擂鉢 1 点、甕 49 点（32）で内面に

カルシウム分の付着するものもある、瓦質角火鉢 17 点、瓦質丸火鉢 8 点、瓦質焜炉日下分類Ⅱ Ca

類 5 点、瓦質土瓶 2 点、内耳土器 102 点、A 群口縁部 29 点・C 群口縁部 9 点、涼炉 1 点（33）、甕・

焜炉火鉢類体部破片が多くある。人形類には大黒天の大型品 1 点（25）や騎馬武者 1 点（35）、ミ

ニチュア瓶 1 点（34）等がある。石製品にはチャート製火打ち石 1 点等がある。平瓦・桟瓦のうち

端部が遺存するものは合計 236 点で厚さの平均は 15.4㎜である。最も多いのは 15.0㎜で 15.5㎜、

16.9㎜の順に多い。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。カウント表には SV16 の

ものしか含んでいない。

I 区部分（I 区 SV3 と誤って記録）からは磁器 49 点、陶器 72 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦

質土器 57 点、人形 1 点、鉄製品 10 点、下臼未製品 1 点、瓦が出土した。磁器には深小丸碗 1 点、

蛇の目凹型高台の高台高高い皿 1 点、瀬戸美濃端反碗 3 点うち麦藁手 1 点、薄手小坏 3 点、見込み

に目痕のある広東碗 1 点（胎土分析用）（2）、小広東碗 1 点、見込み環状松竹梅紋焼き継ぎ痕のあ
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る大皿 1 点、輪花口紅の小皿 1 点、「大坂新町お笹紅」の文字が書かれると思われる紅皿 1 点、合

子蓋 1 点、色絵碗 1 点（I-2SK71 と接合）等が、陶器には関西系行平鍋 6 点、同碗 11 点うち細か

い貫入の入る端反碗 3 点・外面体部面取りし高台脇鎬碗 3 点、同灯明皿 2 点、同鉄絵染付香炉火入

れ 1 点、同燗徳利 3 点、鍋 4 点、土瓶 7 点うち蓋 1 点、六角形の枠に「清」の刻印のある製品 1 点、

高台脇に工具による削りの段を有する大振りの藁灰釉萩碗 1 点、瀬戸美濃緑釉水甕 1 点、同腰錆碗

1 点等が、軟質施釉陶器にはままごとの徳利 1 点（1）等がある。土師質瓦質土器には甕 17 点、瓦

質焜炉 8 点うち日下分類Ⅱ C 類 7 点、皿 9 点（4）、内耳土器 11 点うち A 群口縁部 1 点、ままご

と竈 1 点等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。下臼未製品は中央の芯棒孔が両側から穿孔する

が貫通していない（3）。広東碗は胎土分析の結果江波の可能性が高い。深小丸碗、蛇の目凹型高台

の高台高高い皿、蛇の目高台（高台幅広）端反碗があるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀

第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

H-3 SV4
本溝状遺構は H-3 区の南西側に位置する。規模は南側が調査区外となっているため不明な部分が

あるが、現状では東西方向に 6.55m、幅は 15 ～ 30㎝、深さは 18㎝である。本溝状遺構は SK34・

SK46・SK62・SK74 埋没後に作られている。

磁器 10 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 13 点、砥石 1 点、鉄製品 2 点、寛永通寳 1 点が出土した。

陶器には土瓶 2 点、瀬戸美濃緑釉鉢甕類 1 点、備前灯明受皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降に廃絶した溝状遺構である。

H-2 SV5　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は H-2 区の北西側に位置する。規模は西側を H 区 KDSK26 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 5.80m にわたって検出した。幅は 166㎝～ 175㎝、

深さは 40㎝である。本溝状遺構は SK68、SK（20）埋没後に作られている。

磁器 71 点、陶器 85 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 53 点、人形 1 点、瓦が出土した。

磁器には型皿 1 点、端反碗 1 点、梵字紋小広東碗 2 点、染付に赤で「小町」等と書かれた紅皿 1 点

（3）、焼き継ぎ痕のある段重 1 点（1）、高台高の高い雲龍紋深小丸碗 1 点（2）、焼き継ぎ痕のある

高台径の小さい碗 1 点、同一個体と思われる色絵端反小坏 4 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕 2 点、

行平鍋 5 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶 27 点うち三彩 1 点、関西系碗 4 点うち端反碗 1 点・鉄絵染付 1 点、

同灯明受皿 1 点、鉄釉油差し 1 点（4）等が、土師質瓦質土器には佐野甕 29 点、皿 8 点、瓦質焜炉

（日下分類Ⅱ C 類）2 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ E1 類）1 点、練り込み手香炉火入れ 1 点等がある。

型皿はあるが木型打ち込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

（H-3 SV6 ＝ G-3 SV8）

H-3 SV7
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本溝状遺構は H-3 区の南西側に位置する。規模は西側を H 区 SK47 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.91m にわたって検出した。幅は 46㎝～ 63㎝、深

さは 32㎝である。形態から推測すると溝状遺構というよりは土坑と考えられる。本遺構は H 区

SK47・SK63・SK75 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK63・SK75 →本遺構→

SK47 （新）となる。

磁器 9 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 4 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、

蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手碗 1 点、小丸碗 1 点等が、

陶器には行平鍋 1 点、同一個体と思われる鉄釉鍋 3 点、土瓶 3 点等が、土師質瓦質土器には内耳土

器 A 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降に廃絶している。

H-1 SV8
本溝状遺構は H-1 区の南側に位置する。規模は西側を H 区 KDSK26 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.60m にわたって検出した。幅は 50㎝前後、深さ

は 47㎝である。

磁器 6 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 14 点、碁石 1 点、瓦が出土した。磁器には外面体部に菊

紋コンニャク印判の碗 1 点等が、陶器には土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には甕 3 点、皿 3 点等が

ある。遺物が少ないため時期は不明である。

H-1 SV9
本溝状遺構は H-1 区の南西側に位置する。規模は北側を H 区 KDSK26 に、南側をトレンチによ

って切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.80m にわたって検出した。

幅は 48㎝～ 69㎝、深さは 16㎝である。H 区 SK15・SK52 と切りあい関係にある。構築順に整理す

ると（古） SK52 →本溝状遺構→ SK15 （新）となる。

磁器 3 点、陶器 7 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 1 点等が、陶器には関西系小杉碗

1 点等がある。瀬戸美濃端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した溝状遺構である。

H-3 SV10　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は H-3 区から I-3 区にかけて位置する。規模は西側が調査区外となっているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 8.60m にわたって検出した。幅は 36 ～ 85㎝、深さは 30

㎝である。東側は H 区 SK25 の南端と交わっており、西側では H 区 SV11 と交わっている。本溝

状遺構は H 区 P38・P44・P46・P48・P52・P53・P55・P57・P59・P60・SK92・I 区 P15・I 区 P16

埋没後に作られている。又、本溝状遺構は SK401 を削平している。SK25 は同時期に存在していた

可能性が高い。

磁器 47 点、陶器 38 点、土師質瓦質土器 62 点、人形 1 点、石製品 8 点、鉄製品 2 点、瓦が出土

した。磁器には小広東碗 1 点、望料碗 2 点うち蓋 1 点、半球碗 1 点、小丸碗 2 点、見込み蛇の目釉

剥ぎし釉剥ぎ部にアルミナ塗布する外青磁碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 2 点、鉄釉土瓶蓋 3 点、見
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込み蛇の目釉剥ぎし山水紋描く唐津碗 2 点、関西系小杉碗 1 点、瀬戸美濃植木鉢 1 点、口縁端部に

敲打痕のある八角鉄釉灰落とし 1 点（I-3SK48 と接合）等が、土師質瓦質土器には皿 14 点（1）、

内耳土器 10 点うち A 群口縁部 3 点、同一個体と思われる瓦質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）6 点、甕

23 点等がある。人形は型合わせ中実の頭部の欠損する猫に鞠である。石製品は硯または砥石の薄

片である。鉄製品には和釘 1 点等がある。広東碗は含まないが、瀬戸美濃植木鉢は広東碗から端反

碗の間に出現する可能性があるので、1780 年以降に廃絶した溝状遺構であるが、19 世紀第 1 四半

期の SK25 と同時に存在していた可能性が高いので、それと同時期に廃絶した溝状遺構であろう。

H-3 SV11　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構はH-3区の南側に位置する。規模は西側が調査区外になっており不明な部分があるが、

現状では東西方向に長さ 9.60m にわたって検出した。幅は 64㎝～ 110㎝、深さは 26㎝である。

SK98・SK93・SK47・SK62・SK75・P53・P55・P54・SV12 と切りあい関係にある。構築順に整理

すると（古） P53・P55・P54・SK93 → SK98 →本溝状遺構→ SV12・SK75・SK62 → SK47 （新）と

なる。

磁器 96 点、陶器 98 点、軟質施釉陶器 4 点、土師質瓦質土器 204 点、人形類 4 点、鉄製品 9 点、

チャート製火打ち石 4 点、瓦転用品 1 点（14）、寛永通寶 1 期 1 点が出土した。磁器には端反碗蓋

1 点、広東碗 2 点うち蓋 1 点、小広東碗 2 点、菊花散らし紋の半球碗 1 点、望料碗蓋 1 点、小丸碗

2 点（1）（2）、見込み蛇の目釉剥ぎで五弁花コンニャク印判のくらわんか手皿 2 点、青磁染付朝顔

形碗蓋 3 点、青磁染付丸形碗 4 点、蛇の目凹型高台の高台高の低い皿 1 点、鶴首瓶 1 点（3）、瀬戸

美濃陶器染付碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 5 点、土瓶 5 点うち蓋 2 点、関西系碗 8 点うち色絵 2 点・

鉄絵染付 2 点、同ままごと碗 1 点、萩 3 点うち杉なり碗 2 点（4）、同一個体と思われる鉄釉に口縁

部藁灰釉の壷甕 4 点（H-3SK75、H-3 サブ T と接合）（5）、瀬戸美濃灰釉鉢甕類 3 点、備前袋物 4

点うち布袋徳利 1 点、同灯明皿 1 点、同受皿 3 点、唐津刷毛目皿 3 点・同内面打ち刷毛目碗 1 点、

同内野山銅緑釉見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 48 点 A 群口縁部 9

点うち内耳部分 3 点でいずれも穿孔するが 2 点は突き抜けず 1 点は先細りになる。皿 65 点（6）（7）

（8）（9）（10）（11）（12）（13）、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）8 点、佐野甕口縁部 3 点、口縁端

部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、甕類体部破片 31 点、羽釜 2 点等がある。人形類には型合わせ

中実底部円錐形の孔ある鳥 1 点等がある。

SV11-1 は SV11 の一部である。ここからは磁器 14 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 36 点、瓦が

出土した。磁器には青磁染付碗 7 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点等が、

土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）12 点、佐野甕 8 点、内耳土器 3 点うち A 群

口縁部 1 点、皿 10 点（1）、土師質角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）1 点等がある。

端反碗はあるが深小丸碗等がないので、19 世紀第 1 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

H-3 SV12　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は H-3 区の南東側に位置する。規模は北側をトレンチ等に、南側を SV4 によって切
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られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.93m にわたって検出した。幅は

80 ～ 90㎝、深さは 26㎝である。本溝状遺構は H 区 SV11 埋没後に作られている。

磁器 29 点、陶器 33 点、土師質瓦質土器 46 点、鉄製品 2 点、チャート製火打ち石 1 点、瓦が出

土した。磁器には見込み染付体部青磁の皿 1 点、筒形碗 1 点、青磁染付朝顔形碗蓋 1 点等が、陶器

には同一個体と思われる関西系色絵紅葉紋碗 7 点、同鉄絵染付碗 1 点（1）、同体部は凹凸を繰り返

し指頭により凹ませる同一個体と思われる鉄絵染付碗 4 点（2）、瀬戸美濃鉄釉袴腰形で外面体部を

摘んで凹ませる碗 1 点（3）、藁灰釉萩碗 3 点うち端反碗 1 点、土瓶蓋 1 点等が、土師質瓦質土器に

は羽釜 2 点、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 1 点、皿 7 点、甕 21 点等がある。朝顔形碗があるので

18 世紀後半以降の遺構であろう。

H-1 SV201
本溝状遺構は H-1 区の中央部に位置し、規模は中央を H 区 KDSK26 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では南北方向に 3.75m にわたって検出した。幅は 21㎝～ 43㎝、深さは

15㎝である。本溝状遺構は H 区 SK212 に削平を受ける形で隣接している。

瀬戸美濃水甕 1 点、軟質施釉陶器型押し成形で外面貝殻状の紅皿か 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品

1 点、瓦が出土した。瀬戸美濃水甕があるので 18 世紀第 4 四半期以降に廃絶した溝状遺構であろう。

H-3 SV302
本溝状遺構は H-3 区の東側に位置する。規模は南側を H 区 SK25 に、北側を H 区 SK18 によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に 3.31m にわたって検出した。幅は

21㎝～ 38㎝、深さは 30㎝である。本土坑は H 区 SK（329）を削平していることから SK（329）よ

り新しい。

磁器 9 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、和釘 1 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗蓋

1 点・同丸碗 1 点、青磁袋物 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 2 点、皿 1 点等が出土した。

朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構より新しい H 区 SK25

が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、18 世紀後半から 19 世紀第 1 四半期までの遺構であろう。

H-1 SV401
本溝状遺構は H-1 区の中央部に位置し、南北方向に長さ 2.36m にわたって検出した。幅は 25㎝

～ 35㎝、深さは 8㎝である。本溝状遺構は H 区 SK404 と重複しているが、SK404 床面直下より本

遺構が検出されたため、SK404 に先行する。瓦転用品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

H-3 SV402
本溝状遺構は H-3 区の北東側に位置する。西側を H 区 SV1 によって切られているため不明な部

分があるが、現状では東西方向に長さ 1.37m にわたって検出した。幅は 26㎝～ 34㎝、深さは 11㎝
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である。本溝状遺構は H 区 SK423 によって切られており、SK423 に先行する。遺物が出土してい

ないので時期は不明である。

H-1 SV501
本溝状遺構は H-1 区西側に位置する。長さは西側を H 区 SK203 とトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 2.45m にわたって検出した。幅は 53㎝～ 88㎝、

深さは 9㎝である。本遺構は溝状というよりは土坑という性質のものと推測される。

内耳土器 A 群口縁部 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、H 区 SK203

が 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であるので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

H-1 SV602
本溝状遺構は H-1 区中央に位置し、南北方向に長さ 2.28m にわたって検出した。幅は東側がト

レンチによって切られているため不明な部分である。

磁器 1 点、陶器 2 点うち刷毛目碗 1 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

H-1 SV603
本溝状遺構は H-1 区東側に位置し、南北方向に長さ 1.83m にわたって検出した。現状では幅は

30 ～ 52 ㎝、深さは 16㎝である。北側を H 区 SK221 に、南側をトレンチ（H 区 P644 の北側）に

よって切られているため不明な部分が多いが、本溝状遺構は H 区の北側調査区外から伸びてきて

P644 周辺で収束するものと推定される。P644 は本溝状遺構床面直下より検出されたため切り合い

関係はなく、本溝状遺構より先に作られている。

染付碗 3 点、土師質皿 8 点、瓦が出土した。切り合い関係より本土坑が SK221 に先行すること

から 19 世紀第 1 四半期かそれ以前の遺構であろう。

H-1 SV604
本溝状遺構は H-1 区の北側に位置し、東西方向に長さ 88㎝にわたって検出した。現状では幅は

18 ～ 23㎝、深さは 14㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

H 区 SV605
本溝状遺構は G-1 区西側に位置し、東西方向に長さ 63㎝にわたって検出した。現状では幅は 35

～ 45 ㎝、深さは 44㎝である。南側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現

状では溝状というよりは土坑という性質のものと推測される。

関西系碗 1 点、鉄製品 2 点うち和釘 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。
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KDSK
H-3 KDSK1

本土坑は H-3 区の中央に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

H-3 KDSK2
本土坑は H-3 区の南側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

H-3 KDSK3
鉄製品のみが出土した。

H-1 KDSK4
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、青銅製品が出土した。

H-2 KDSK5
本土坑は H-2 区の東側に位置する。遺物は出土していない。

H-3 KDSK6
本土坑は H-3 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、砥石、寛永通寳 3 期 1 点、

瓦が出土した。

H-3 KDSK7
本土坑は H-3 区の西側に位置する。磁器、外面体部に断面方形の凸帯を巡らし外面底部に大量の

ススが付着する甕底部及びこれらの破片、瓦が出土した。

H-1 KDSK8
本土坑は H-1 区の南東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、ボタン、鉄製品が出土

した。

H-1 KDSK9
本土坑は H-1 区の東側に位置する。遺物は出土していない。

H-1 KDSK10
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、青銅製品 1 点が出土した。

H-1 KDSK11
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。
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H-2 KDSK12
本土坑は H-2 区の南東側に位置する。磁器、土師質瓦質土器が出土した。

H-2 KDSK13
本土坑は H-2 区の南東側に位置する。磁器、陶器が出土した。陶器には口縁端部が内傾する唐津

壷甕の破片が多数ある。

H-2 KDSK14
本土坑は H-2 区の西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

H-2 KDSK15
本土坑は H-2 区の東側に位置する。磁器、陶器が出土した。

H-1 KDSK16
本土坑は H-1 区から I-1 区にかけて位置する。

H-2 KDSK（16）
本土坑は H-2 区の東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

H-1 KDSK17
本土坑は H-1 区の北西側に位置する。遺物は出土していない。

H-1 KDSK18
本土坑は H-1 区の南側に位置する。遺物は出土していない。

H-1 KDSK19
本土坑は H-1 区の南側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

H-2 KDSK20
本土坑は H-2 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、ガラス瓶が出土した。

H-2 KDSK21
本土坑は H-2 区の北側に位置する。遺物は出土していない。

H-2 KDSK22
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本土坑は H-2 区の中央に位置する。陶器のみが出土した。

H-2 KDSK23
本土坑は H-2 区の西側に位置する。磁器、陶器が出土した。

H-2 KDSK25
磁器、土師質瓦質土器が出土した。

（H-2 KDSK26 ＝ SK16）

H-2 KDSK27
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、鉄製品、青銅製品、瓦、板ガラスが出土した。

H-2 KDSK28
本土坑は H-2 区の南側に位置する。遺物は出土していない。

H-1 KDSK29
本土坑は H-1 区の北東側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、土管が出土した。

KDSV
H-2 KDSV1

本溝状遺構は H-1 区から H-2 区にかけて位置する。磁器、陶器、瓦が出土した。

H-1 KDSV2
本溝状遺構は H-1 区の北側に位置する。磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、

瓦が出土した。

H-1 KDSV3
本溝状遺構は F-1 区から H-1 区にかけて位置する。

H-1 KDSV（3）　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は H-1 区から H-2 区にかけて位置する。磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、

鉄製品、瓦が出土した。土師質瓦質土器には焼塩壷 1 点（1）等がある。

H-1 KDSV4
本溝状遺構は H-1 区の北西側に位置する。磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。
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（H-1 KDSV5 ＝ KDSV6）

H-2 KDSV6
本溝状遺構は H-1 区から H-3 区にかけて位置する。H 区 KDSV5 と同一と考えられる。磁器、陶

器、土師質瓦質土器が出土した。

（9）I 区の遺構と遺物

SB
I SB501

本遺構は I-3 区の東側に位置する。本遺構は東西 2 列の南北に延びる礎石状の石を伴う柱穴列か

らなり、東側列は北から H 区 P619・H 区 P651・I 区 SK90、西側列は I 区 P525・I 区 SK515・I 区

P545・I 区 P556、計 7 基の柱穴で構成されている。このうち、H 区 P619 と I 区 SK515、H 区 P651

と I 区 P545、I 区 SK90 と I 区 P556 は、その位置関係から同一の建物の東西両壁に対置された柱

の基礎である可能性がある。本来東側列の北側にも I 区 P525 に対応する柱穴が存在した可能性が

あるが、I 区 SK210 に掘り込まれたためか確認できなかった。各柱間は南北が約 160 ～ 180㎝、東

西約 380㎝である。規模は南北に東側列が長さ 4 ｍ、西側列が長さ 5.5 ｍである。

I-3SK90 は I-3 区の東側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 27㎝以上の円形、底部が長径 44㎝、短径 18

㎝以上の円形と推測される。深さは 23㎝である。本土坑埋没後に I 区 SK22・SK41 は作られている。

埋土に漆喰を多く含んでいた。染付碗 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、キセル火皿 1 点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本柱穴より新しい SK41 が 19 世紀第 2 四半期の

遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

I-3SK515 は I-3 区の中央に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって欠いているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 63㎝前後、短径 49㎝前後の楕円形、底部が長径 47㎝以上、

短径 35㎝の楕円形と推測される。本柱穴は SK514 を切っていることから、SK514 より新しく作ら

れている。備前袋物 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

本遺構は上記のとおり礎石建物跡である可能性があるが、その場合礎石の大きさから簡易な建物

であったことが想定される。なお、東西柱穴列の間に挟まる様に I-3SK41 が位置しており、何らか

の関係が想定される。

I SB601
本遺構は I-1 区から I-2 区にかけて位置する。本遺構は南から北に SK517・SK409・P647・

P607・P610・P641 も し く は P642・P612 も し く は P669・P658 も し く は P673・P659・P697・

P613・P614 で構成されている。柱間は SK517 ～ P607 間が 170㎝前後、P659 ～ P614 間が 150㎝前

後で、その間の柱穴の配列はやや不明確である。また、P607 と P610 の間の 343㎝は両ピットの中
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間を KDSK2 によって削平を受けているため本来はもうひとつピットが存在していたと考えられ

る。規模は現状では南北方向に 20m 以上と考えられる。遺構の性格は建物跡と推測される。

I-3 SK517 は I-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 112㎝、短径 48㎝以上の不整

形な方形、底部が長径 98㎝、短径 32㎝以上の不整形な方形を呈している。陶器 1 点、土師質皿 2

点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK409 は I-2 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を I 区 KDSK9 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 39㎝以上の円形、底部が長径 48㎝、短

径 22㎝以上の円形と推測される。深さは 37㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部から一個

の礫を検出している。遺物が出土していないので時期は不明である。

I-2 P610 からは瓦のみが出土した。I-1P612（＝ P696）からは鉄釉磁器製品 1 点、備前瓶 1 点、

土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、瓦が出土した。I-1 P613 からは備前擂鉢 1 点が出土した。I-2 

P641 からは瓦のみが出土した。I-2 P647 からは瓦のみが出土した。I-1 P658 からは瓦のみが出土

した。I-1P697（ ＝ P305 ＝ SK422）からは土師質瓦質土器 4 点うち内耳土器 2 点うちしっかり穿

孔する A 群口縁部 1 点、皿 1 点等が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I SB602
本遺構は I-1 区から I-2 区にかけて位置する。本遺構は南から北に P634・P649・P6016・P650・

P677・P678・P6018・P674 で構成されている。柱間は P634 と P649 間が約 240㎝、P6018 と P674

間が約 100㎝であるのを除き約 150cm である。規模は南北方向に 1135㎝と考えられる。遺構の性

格は建物跡と推測される。柱穴出土遺物より遺構の時期は 17 世紀前半の可能性がある。

I-3 P635 からは瓦のみが出土した。I-2 P649 からは唐津灰釉皿 1 点、岸岳ないし福岡藁灰釉皿 1 点、

土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀前半の遺構の可能性がある。

I-1 P674 からは土師質皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦が出土した。I-2 P677 からは瓦の

みが出土した。

I SB603
本遺構は I-3 区に位置する。本遺構は南北 4 間×東西 2 間の柱穴列で構成される建物跡である。

東側は北から P6004・P627・P6008・P628・P6014、中央は同じく P686・P6009・P605・SK613・P617、

西側は同じく P688・P692 で構成されている。柱間隔は東西方向に約 196㎝、南北方向で約 145㎝。

規模は現状で東西方向 445㎝、南北方向 645㎝であるが、調査区外である南側に柱穴が続く可能性

があり、南北方向はさらに長い可能性がある。南西側の柱穴は中央（P605・SK613 ・P617 ）・東側

（P608・P628・P6014）に対応するものが検出できなかった。時期は I-3 SK613 の切り合い関係よ

り近代初めないしそれ以前のものと考えられる。

I-3 SK613 は I-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は南東側が I 区 SK27 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 52㎝前後の円形、底部は長径 40㎝前後、短径 37

㎝と推測される。深さは 56㎝である。遺物は出土していないが、切り合い関係より本土坑が SK27
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に先行するので近代初めないしそれ以前である。

I-3 P617 からは鉄製品 3 点、瓦のみが出土した。I-3 P627 からは土師質瓦質土器 1 点、瓦のみが

出土した。I-3P688 からは陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。I-3P6009 からは瓦のみ

が出土した。I-3 P6014 からは瓦のみが出土した。

I SB604
本遺構は I-3 区に位置する。本遺構は南から北にかけて P622・SK622・P638・SK522 で構成され

る。柱間隔は 130㎝・150㎝・160㎝となる。北側は P548・P687 と続く可能性があるが、柱間隔が

さらに狭くなるため、ここでは続く可能性があるということにとどめておく。遺構の性格は建物跡

と推測される。遺構の時期は不明である。

I-3SK522 は I-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 48m、短径 47㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 39㎝、短径 36㎝の円形を呈している。I-3SK622 は I-3 区の西側に位置する。形状及び

規模は上端が長径 45㎝、短径 36㎝の楕円形、底部が長径 35㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。

深さは 23㎝である。底部に一個の礫が検出されている。関西系陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 3 点

うち内耳土器 2 点が出土した。I-3 P622 からは鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。I-3 P638 からは瓦

のみが出土した。

I SB605
本遺構は I-3 区に位置する。本遺構は南から北に SK615・P626・P533 で構成されている。柱間

が約 165㎝で、規模は南北方向に 372㎝以上と推測される。遺構の性格は建物跡と推測される。時

期は不明である。I-3 SK615 は I-3 区の南西側に位置する。形状及び規模はトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 53㎝、短径 27㎝以上の円形、底部は長径

42㎝、短径 18㎝以上の円形と推測される。深さは 27㎝である。I-3 P533 からは鉄製品 1 点、瓦の

みが出土した。I-3 P626 からは土師質瓦質土器 1 点、和釘 1 点、瓦が出土した。

なお、本遺構の柱穴を結ぶ線の北側延長線上には L 区に至るまで多数の柱穴が位置し、その一

部が本遺構に伴うものである可能性がある。

SA
I SA301

本遺構は I-2 区から H-2 区にかけて位置する。本遺構は西から東に I 区 P434・I 区 P432・I 区

P416・H 区 P323・H 区 P325・H 区 P326・H 区 P329 で構成されているが、東西両側にはその位置

関係から本遺構に伴うものである可能性がある柱穴が多数存在する。柱間が約 192㎝で、規模は東

西方向に 1365㎝と考えられる。遺構の性格はその柱穴の大きさから簡易的な柵列と考えられる。

I-1P432 からは外面体部中央に錆釉の帯が巡る筒形碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。
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SK
I-3 SK1

近代遺構である。染付碗 1 点のみが出土した。

I-3 SK2
近代遺構である。磁器 3 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には袋物 2 点、白磁猪口 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 1 点がある。

I-3 SK3
近代遺構である。関西系陶器碗 1 点のみが出土した。

I-1 SK5
近代遺構である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には手塩皿 1 点等

が、土師質瓦質土器には甕 2 点がある。

I-3 SK6
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は東側に調査畔があるため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 288㎝以上、短径 280㎝の不整形な方形、底部は長径 272㎝以上、短径 271㎝の

不整形な方形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑は SK41・SK34・SK40・P22・P50 と重複

しているが、それらの遺構の埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 38 点、陶器 54 点、土師質瓦質土器 81 点、人形 2 点、石製品 2 点、鉄製品 9 点、瓦が出土

した。磁器には端反碗 1 点、瀬戸美濃陶器染付広東碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には

関西系碗 10 点うち色絵平碗 1 点、行平鍋 2 点うち蓋 1 点、土瓶 4 点、瀬戸美濃上野釉火鉢 2 点、

萩ピラ掛け碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土器 19 点うち A 群口縁部 4 点・C 群

口縁部 5 点等が、石製品には黒碁石 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、

本遺構に先行する SK15 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構

であろう。

I-3 SK7　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 111㎝、短径 110㎝の円形、底

部は長径 95㎝、短径 94㎝の円形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑は SK39・SK113・

SK38・SK106・P53 埋没後に作られている。また、本土坑は SK223 を削平している。本遺構は円

形の漆喰でつくられた井戸枠があり、人頭大の礫がつまっていた。

磁器 22 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 27 点、窯道具 1 点（2）、ガラス 1 点、鉄製品 67 点、青

銅製品 1 点、寛永通寳 3 期 1 点（4）、瓦が出土した。磁器には西洋コバルトによる型紙摺り蛇の目

凹型高台の高台高高い皿 1 点、瀬戸美濃端反碗 1 点、同畳付幅広の碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃
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手水鉢 1 点、同鉄釉壷 1 点、同一個体と思われる獣足付き鉄釉植木鉢 2 点（I-3SK39 と接合）、土

瓶 4 点、萩ピラ掛け碗 1 点（1）（I-3SK8 と接合）等が、土師質瓦質土器には内面にカルシウム分

の付着した甕 11 点、皿 4 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点等がある。青銅製品は薬莢 1 点で

ある。瓦には菊間Ⅰ類及びこれの変化した瓦当紋様の軒桟瓦（3）がある。

漆喰枠内からは磁器 5 点、関西系平碗 1 点、寛永通寳 3 期 1 点が出土した。

西洋コバルトによる型紙摺りの皿があるので近代以降に廃絶している。

I-3 SK8
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。SK13 の下層に位置していた。磁器 18 点、陶器 38 点、軟

質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 20 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美

濃碗蓋 1 点、その他瀬戸美濃製品 1 点、色絵製品 2 点等が、陶器には行平鍋 6 点、土瓶 5 点、関西

系碗 3 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、同脚付き灯明受皿 1 点、同燗徳利 2 点、萩ピラ掛け碗

（I-3SK7 と接合）1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点うち C 群口縁部 1 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-3 SK10
遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 11 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 10 点

が出土した。磁器には端反碗 2 点うち関西系 1 点・瀬戸美濃 1 点、端反薄手小坏 1 点、広東碗蓋 1 点、

同一個体と思われる熨斗状摘みのある色絵染付蓋物蓋 2 点等が、陶器には瀬戸美濃手水鉢 1 点、同

植木鉢 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には甕口縁部 1 点、皿 2 点等がある。端反碗があり

1810 年以降の遺物である。

I-3 SK11
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 82㎝、短径 40㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 73㎝、短径 33㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 6㎝である。J

区 SV1 埋没後に本土坑は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端

反碗 1 点、焼き継ぎ痕のある蛇の目凹型高台の高台高高い志田窯皿 1 点等が、陶器には土瓶 19 点、

備前瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点うち A 群口縁部 2 点等がある。蛇の目凹型高

台の高台高高い皿があるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構であるが、本土坑に先行する J 区 SV1

が近代初めに廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-3 SK12　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 145㎝、短径 135㎝の不整形な方形、

底部は長径 120㎝、短径 106㎝の不整形な方形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は SK64

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。
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磁器 31 点、陶器 47 点、土師質瓦質土器 25 点、鉄製品 25 点、石製品 1 点、瓦が出土した。磁器

には端反碗 8 点うち瀬戸美濃 3 点、口縁端部釉剥げの徳化窯？端反碗 1 点、型皿 2 点、焼き継ぎ痕

のある深小丸碗 1 点等が、陶器には関西系燗徳利 2 点（1）（2）、行平鍋 12 点、土瓶 5 点、関西系

碗 3 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・小杉碗 1 点、同灯明皿 1 点（3）、瀬戸美濃鉢甕類 2 点、

唐津刷毛目鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）4 点、涼炉 2 点、皿 2 点

等がある。鉄製品は大部分が和釘と思われるが錆が著しいため明確でない。石製品には上臼 1 点（4）

がある。型皿、深小丸碗はあるが木型打ち込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であ

ろう。

I-3 SK13
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 440㎝、短径 106㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 420㎝、短径 94㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 24㎝である。

本土坑は SK36・SK75・SK58・P1 と重複している。構築順に整理すると（古） SK75 → SK58 →

SK36 →本土坑→ P1 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 36 点、人形 1 点、黒碁石 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土

した。磁器には焼き継ぎ痕のある瀬戸美濃碗 2 点等が、陶器には横位の凹線に縦位の鎬のある瀬戸

美濃香炉火入れ 1 点、同腰錆碗 1 点、関西系碗 2 点、外面白化粧土に口縁部緑釉流し掛ける関西系

香炉火入れ 1 点、土瓶 3 点、萩ピラ掛け碗 1 点等が、土師質瓦質土器には樹皮を表現した瓦質製品

14 点、皿 4 点、内耳土器 4 点うち C 群口縁部 1 点等がある。焼き継ぎ痕のある瀬戸美濃磁器があ

るので 19 世紀代の遺構である。

I-3 SK14
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 52㎝、短径 34㎝の隅丸長方形、

底部は長径 40㎝、短径 25㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶

器には堺明石擂鉢 1 点、備前灯明受皿 1 点等がある。土師質瓦質土器には甕 7 点、内耳土器 A 群

口縁部 2 点うち 1 点は穿孔するが突き抜けない。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-3 SK15　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 221㎝、短径 161㎝の不整形な方形、底部は長径 195㎝、

短径 150㎝の不整形な方形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑は I 区 SK32・SK101・

SK110・SK108・SK27・SK31 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 27 点、陶器 36 点、土師質瓦質土器 27 点、青銅製品 1 点、鉄製品 9 点、瓦が出土した。磁

器には瀬戸美濃陽刻型皿 1 点、同碗 2 点、小丸碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には行平

鍋 2 点うちイッチン掛け蓋 1 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶 4 点うち蓋 2 点、関西系碗 3 点うち細かい貫入
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の入る端反碗 1 点・小杉碗 1 点、同徳利 2 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 4 点うち見込み墨書あるもの 1 点（1）、内耳土器 A 群口縁部 1 点、瓦質土瓶 1 点等が

ある。型皿があるが、木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

I-3 SK16
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 51㎝以上、短径 37㎝の不整形な方形、底部は長径 41㎝

以上、短径 32㎝の不整形な方形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は SK75 埋没後に作ら

れている。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、

本土坑に先行する SK75 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。

I-3 SK17　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の南西側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 55㎝、短径 54

㎝の円形、底部は長径 45㎝、短径 42㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。本土坑は I 区

P42・P30 埋没後に作られている。甕は陶器である。

埋土からは磁器輪花皿 1 点、関西系細かい貫入の入る端反陶器碗 1 点、瀬戸美濃緑釉甕鉢類 1 点、

同灰釉二耳小壷 1 点（1）、唐津壷甕 2 点（2）、内耳土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。甕内からは

唐津壷甕 1 点、瓦が出土した。掘り方からは磁器 18 点、陶器 31 点、土師質瓦質土器 18 点、鉄製

品 9 点、キセル雁首 1 点が出土した。磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 2 点、焼き継ぎ痕のある口

紅輪花皿 1 点等が、陶器には唐津壷甕 13 点、瀬戸美濃鉄釉壷甕類 3 点、同緑釉植木鉢 1 点、土瓶

2 点、関西系碗 3 点うち口縁部に緑釉掛け流す端反碗 1 点、備前灯明受皿 1 点等が、土師質瓦質土

器には十能 1 点、皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。

掘り方に端反碗があるので 1810 年以降に埋置された埋甕遺構である。

I-1 SK18
本土坑は I-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 37㎝の楕円形、底

部は長径 27㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 44 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶器には

瀬戸美濃水甕 1 点、土瓶蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる佐野甕 38 点、瓦質

火鉢（日下分類Ⅰ B 類）1 点、皿 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-1 SK19　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 158㎝、短径 122㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 150㎝、短径 116㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 40㎝である。

遺構の性格は不明である。

磁器 35 点、陶器 78 点、土師質瓦質土器 77 点、人形類 3 点、石製品 2 点、鉄製品 4 点、瓦が出
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土した。磁器には端反碗蓋 1 点、高台内に「富貴長春」の銘のある望料碗蓋 1 点、白磁朝顔形碗 1 点、

蛇の目凹型高台の高台高低い皿 1 点、菊花散らし紋熨斗状の摘みのある蓋物蓋 1 点、紅皿 2 点うち

外面貝殻状に型押し成形したもの 1 点等が、陶器には行平鍋 3 点、関西系灰釉鍋 1 点、同灯明皿 1 点、

同碗 10 点うち細かい貫入の入る端反碗 4 点、同皿 4 点うち色絵 2 点・鉄絵 1 点、同把手付き灰釉

の袋物 2 点、瀬戸美濃瓶掛け 1 点、同水甕 4 点、同鉄釉鉢甕類 1 点、同鳥餌入れ 1 点（1）、ミニチ

ュア鉄釉鍋 1 点、土瓶 13 点等が、土師質瓦質土器には佐野甕口縁部 1 点、端部が外面に凸出する

甕口縁部 3 点、これらの体部破片 17 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）2 点、瓦質火鉢（日下分

類Ⅰ B 類）5 点、皿 7 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、焼塩壷 1 点（2）等が、人形類には箱庭祠 1

点（3）等がある。石製品にはチャート製火打ち石 1 点、砥石 1 点がある。端反碗があるので 1810

年以降の遺構である。

I-2 SK21　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-2 区の北西側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 46

㎝の不整形な円形、底部は長径 25㎝、短径 25㎝の円形を呈している。深さは 23㎝である。本遺構

は I 区 SK71 埋没後に作られている。

本体の甕は内面に粗い格子状の当具痕があり、内面口縁部が肥厚する 18 世紀以降の唐津ハンズ

ー甕（1）である。本体を含めて破片が 25 点ある。磁器 10 点、陶器 26 点、土師質瓦質土器 26 点、

和釘 1 点、瓦が出土した。磁器は西洋コバルトの手書き染付皿、端反碗蓋 2 点、小型鶴首瓶 1 点等

が、陶器には同一個体と思われる三彩土瓶 9 点、関西系灯明皿 3 点、同細かい貫入の入る端反碗 2 点、

同柄杓 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 18 点、内耳土器 4 点、皿 1 点等がある。遺物が少

ないため明確でないが、本遺構に先行する SK71 は 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時

期ないしそれ以降に築造され西洋コバルトの手書き染付皿があるので近代になって廃絶した遺構で

あろう。

I-3 SK22
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 63㎝以上、短径 40㎝以上の不整形な円形、底部は長径 42

㎝以上、短径 31㎝以上の不整形な円形である。深さは 12㎝である。本土坑は I 区 SK90 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。磁器 5 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土し

た。磁器には焼き継ぎ痕のある製品 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点うち細かい貫入の入る碗 2 点、

土瓶 2 点うち蓋 1 点等がある。焼き継ぎ製品があるので 19 世紀代の遺構である。

I-3 SK23　 遺物実測図

本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 79㎝、短径 70㎝の隅丸方形、

底部は長径 65㎝、短径 54㎝の隅丸方形を呈している。深さは 38㎝である。本土坑は SK45・SK99

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。
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磁器 7 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、寛永

通寳 3 期 1 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃深小丸碗？ 1 点等が、陶器には行平鍋 1 点、土瓶

2 点、関西系色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる涼炉（日下分類Ⅱ B 類）2 点、

皿 1 点、内耳土器 2 点等がある。瓦には「菊間久」（5）「森貞」（1）「久」（2）の刻印を有する菊間

Ⅰ類軒桟瓦各 1 点、「松善」（4）「久」（3）の刻印を有する菊間Ⅰ類軒平ないし軒桟瓦各 1 点、「菊

間若竹」（7）「喜」（6）の刻印を凸面に有する丸瓦各 1 点、三つ巴紋軒丸瓦 3 点（8）等がある。鉄

製品には木質の多く付着した鎹 1 点等がある。瀬戸美濃深小丸碗と思われるものがあるので 19 世

紀第 2 四半期以降の遺構と思われる。

I-3 SK24
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 57㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 44㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は I 区 SK99 埋没後に作られている。粗い格子目の当具痕のある唐津壷甕 1 点のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK99 が 18 世紀後半以降

の遺構なので、それと同時期であろう。

I-3 SK25
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 32㎝の楕円形、底部

は長径 35㎝、短径 24㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は I 区 SK69 埋没後に作られている。土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

I-3 SK26
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 KDSK26 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 64㎝の隅丸長方形、底部は長径 54㎝

以上、短径 41㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は I 区 SK49 埋没後に作

られている。遺構の性格は不明である。

陶器 7 点うち土瓶 4 点うち蓋 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、型合わせ中実で底部に円錐状の孔のあ

る虚無僧の人形 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先

行する SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-3 SK27　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 190㎝、短径 168㎝の円形、底

部は長径 116㎝、短径 112㎝の円形を呈している。深さは 143㎝である。内部より漆喰製の井戸枠

を検出した。井戸枠の形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 59㎝の円形、底部は長径 44㎝、短径

40㎝の円形を呈している。本土坑は SK74・SK15・SK108・SK101・SK105・SK223・SK308 と重
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複している。構築順に整理すると（古） SK308 → SK223 → SK108 → SK105 → SK101 → SK74 →本

土坑→ SK15 （新）となる。

磁器 80 点、陶器 83 点、軟質施釉陶器蓋 1 点、土師質瓦質土器 144 点、瓦質土管 4 点（4）（5）（6）、

人形 2 点、鉄製品 14 点、石製品 2 点、陶器転用品 1 点（8）、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃と

思われる西洋コバルトによる手書きの絵付けのある碗 2 点、瀬戸美濃端反碗 3 点、関西系碗 1 点、

広東碗 5 点うち蓋 2 点、笹紋に竹の節を表現した筒状製品 1 点、高台内浅く丸く削る仏飯器 1 点、

白磁猪口 1 点、陶胎染付碗 5 点等が、陶器には関西系碗 8 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、同

外面白化粧土に緑釉掛け流す口縁端部に敲打痕のある灰落とし 2 点、土瓶 10 点うち白化粧土に染

付するもの 1 点、蓋 1 点、備前灯明皿 2 点、同蓋 1 点、擂鉢 6 点うち口縁端部に扇形に不明文字の

刻印のある堺 1 点・堺明石 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、同甕鉢類 2 点、唐津甕 4 点等が、土師質瓦

質土器には内面にカルシウム分の付着する甕 29 点（3）、壷 1 点（2）、内耳土器 18 点うち A 群口

縁部 9 点、皿 10 点（1）等がある。人形には型合わせ中実で底部に円錐状の孔のある頭部の欠損す

る天神 1 点、ままごとの竈 1 点がある。石製品は直径 5㎜、長さ 1.8㎝で両端が尖る棒状製品で石

墨かと思われるもの 1 点、大型の砥石 1 点（7）がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。瓦には菊

間Ⅰ類の軒桟瓦 1 点、「小」の刻印のある桟瓦 1 点がある。西洋コバルトによる手書きの絵付け製

品があるので近代初めの遺構の可能性があるが、本土坑より新しい SK15 が 19 世紀第 2 四半期の

遺構であり、SK6 にも近代の遺物がないので、混入の可能性もある。

I-3 SK28
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 80㎝、短径 73㎝の不整形な円形、

底部は長径 65㎝、短径 60㎝の不整形な円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器には関西系

細かい貫入の入る碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。関西系細かい貫入の入る碗が

あるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

I-3 SK29
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 39㎝の不整形な円形、

底部は長径 39㎝、短径 26㎝の不整形な円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 8 点が出土した。磁器には端反小碗 1

点等がある。端反小碗があるので 1810 年以降の遺構である。

（I-3 SK30 ＝ I 区 SK57 ）

I-3 SK31　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 5 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 10 点、石製品 2 点、

瓦が出土した。磁器には鶴首瓶 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土
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器 3 点うち A 群口縁部 1 点で内耳部分はわずかに突き抜ける。皿 1 点、端部が外面に凸出する甕

口縁部 1 点、焼塩壷蓋 1 点（1）等がある。石製品はチャート製火打ち石 1 点等がある。

I-3 SK32
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 355㎝、短径 127㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 325㎝、短径 100㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 34㎝である。

SK6・SK41・SK15・SK307 と重複している。構築順に整理すると（古） SK307 → SK41 →本土坑

→ SK15 → SK6 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 35 点、陶器 53 点、土師質瓦質土器 49 点、硯 1 点、チャート製火打ち石 1 点、砥石 2 点、

鉄製品 18 点、瓦が出土した。端反碗蓋 1 点、瀬戸美濃碗蓋 1 点、玉縁になる蛇の目凹型高台の高

台高の低い皿 1 点、焼き継ぎ痕のある色絵深小丸碗 1 点等が、陶器には行平鍋 1 点、瀬戸美濃内面

錆釉の植木鉢 4 点、同火鉢 3 点、関西系碗 4 点うち端反碗 1 点・小杉碗 1 点、同燗徳利 1 点、同灯

明皿 1 点、土瓶 6 点、備前灯明皿 2 点、備前瓶 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 

A 群口縁部 3 点、羽釜 1 点、いずれかの体部 5 点等がある。端反碗はあり深小丸碗等はないが、本

土坑に先行する SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構で

あろう。

I-3 SK33
本土坑は I-3 区の西側に位置する。規模は北側をトレンチ等によって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 115㎝、短径 57㎝、底部は長径 85㎝、短径 24㎝と推測される。

形態は不明である。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶器 6 点、土師質

瓦質土器 8 点、鉄製品 4 点、青銅製品 1 点、鉛？ 1 点が出土した。磁器には広東碗 1 点、高台無釉

見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 C 群口縁部 1 点でしっかり穿孔する。

広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

I-3 SK34
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 81㎝の不整形な円形、

底部は長径 37㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明

である。I 区 SK41・SK6 と重複している。構築順に整理すると（古） SK41 →本土坑→ SK6 （新）

となる。染付碗 1 点、陶器 4 点うち関西系碗 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でないが、本土坑に先行する SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期な

いしそれ以降の遺構であろう。

I 区 SK35
 本土坑は H-3 区の南西側に位置する。H 区に位置するが調査時誤って I 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は上端が長径 146㎝、短径 38㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径 101㎝、短径 15㎝
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の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は H 区 SK65 埋没後に作られて

いる。遺構の性格は不明である。

磁器碗 1 点、関西系陶器碗 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない

が、本土坑に先行する H 区 SK65 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

I-3 SK36
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 44㎝の隅丸長方形、

底部は長径 57㎝、短径 34㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑埋没後に

SK13 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 30 点が出土した。磁器には瓶 4 点等が、陶器には関西系

細かい貫入の入る端反碗 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅱ G 類）18 点、内耳

土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、涼炉（日下分類Ⅲ A 類）9 点等がある。関西系細かい貫入の入る

端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

I-3 SK37
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 48㎝以上、短径 42㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 25㎝以上、短径 19㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は I 区 P55 埋没後に作

られている。遺構の性格は不明である。内面底部に格子状の当具痕のある肥前鉄釉大甕の体部下半

1 点、備前灯明受皿 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK38
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。規模は東側をトレンチ等によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 228㎝以上、短径 170㎝以上、底部は長径 219㎝以上、短径 135

㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 12㎝である。本土坑は I 区 SK113・SK106・

SK7・P53 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK113 → P53 → SK106 →本土坑→

SK7 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 45 点、陶器 76 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 137 点、人形 1 点、砥石 1 点、鉄製

品 3 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点うち蓋 1 点等が、陶器には筒形で口縁端部が内面に凸

出 し 外 面 体 部 に U 字 形 の 持 ち 手 を 貼 り 付 け る 甕 1 点（I-3SK106、I-3SK107 東 炭 混 じ り 層、

J-3SK206 と接合）、関西系碗 18 点うち色絵 1 点、同口縁端部に敲打痕のある灰落とし 1 点、同蓋

物 1 点、土瓶 4 点、鍋類 2 点、同一個体と思われる瀬戸美濃鉄釉長石釉散らし拳骨碗 4 点、同腰錆

碗 1 点、同灰釉皿 4 点、同手水鉢 1 点、備前油壷 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 23 点う

ち A 群口縁部 5 点・C 群口縁部 2 点、皿 13 点、瓦質土瓶 61 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 2

点、焼塩壷蓋 1 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）1 点等がある。人形は型合わせ中実で底部に円錐

状の孔のある西行である。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。
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I-3 SK39
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SV4 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 115㎝以上、短径 80㎝の隅丸長方形、底部は長径 65

㎝以上、短径 60㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 33㎝である。本土坑は I 区 SK7・SK56・J

区 SV1 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK56 →本土坑→ J 区 SV1 → SK7 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 19 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 1 点、鉄製品 11 点、瓦が出土した。磁器に

は端反碗 5 点うち関西系 1 点・瀬戸美濃 3 点うち色絵 1 点、広東碗 2 点、輪花手塩皿 1 点、色絵蓋

物蓋 1 点等が、陶器には 13 点うち鉄釉植木鉢 1 点（I-3SK7 と接合）、鉄釉鍋 1 点、瀬戸美濃黄瀬

戸釉皿 1 点、土瓶 2 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる

佐野甕 10 点、皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構

である。

I-3 SK40
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 76㎝、短径 71㎝の不整形な円形、

底部は長径 50㎝、短径 25㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 90㎝である。本土坑は I 区

SK41 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 5 点、

瓦が出土した。磁器には寿字紋小広東碗 1 点が、陶器には同一個体と思われる行平鍋蓋 3 点、土瓶

1 点、唐津刷毛目碗 1 点、擂鉢 2 点が、土師質瓦質土器には佐野甕口縁部 1 点等が、瓦には菊間 I

類軒桟瓦 1 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑に先行する SK41 が

19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-3 SK41　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 403㎝、短径 359㎝の不整形な円形、

底部は長径 301㎝、短径 198㎝の不整形な円形を呈している。深さは 113㎝である。本土坑内には

杭と考えられる木材が壁際に打ち込んであった。中央には隅丸方形の長径 58㎝、短径 42㎝の穴を

検 出 し た。 本 土 坑 は I 区 SK111・P51・P50・P46・P22・SK93・SK90・SK6・SK40・SK32・

SK34・SK49 と重複している。SK41 構築以前に作られていたものは SK111・SK93・SK90・

SK49・P51・P50・P46 で、SK41 構築後に作られたものは P22・SK6・SK40・SK32・SK34 である。

遺構の性格は不明である。

上層からは磁器 83 点、陶器 150 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 102 点、人形 7 点、ま

まごと 3 点、鉄製品 11 点、瓦が出土した。磁器には深小丸碗 2 点（1）うち高台脇が平らになる吉

田窯製品 1 点（2）、端反碗 4 点うち瀬戸美濃 1 点・砥部 2 点、関西系碗 2 点、瀬戸美濃型皿 2 点、

くらわんか手深皿 2 点でうち 1 点は下層と接合（3）、見込み環状松竹梅紋皿 1 点（4）等が、陶器

には土瓶 21 点うち産地不明の 1 点は下層と接合、胎土が粗く外面底部に圏線状の削り痕の顕著な



― 430 ―

薩摩 3 点（5）、行平鍋 7 点うち 1 点は下層と接合、急須把手 1 点、鉄釉鍋（下層と接合）1 点、唐

津刷毛目小鉢（下層と接合）1 点（39）、丹波植木鉢（下層と接合 1 点）（37）、関西系蓋物（下層

と接合）1 点（35）、瀬戸美濃風炉 3 点、同植木鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 19 点、皿 25

点うち底部に最低でも 2 カ所穿孔するもの 1 点（51）、羽釜 1 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点・C 群

口縁部 2 点、いずれかの体部 12 点、鍔付き角火鉢 2 点、角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）1 点等がある。

鉄製品には鎹 1 点（90）等がある。

下層からは磁器 182 点、陶器 208 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 264 点、人形 66 点、

瓦転用品 2 点、鉄製品 13 点、寛永通寳 3 期 1 点（99）、銅線 1 点、石製品 6 点、ガラス製品 1 点、

瓦が出土した。磁器には碗 73 点うち漳州窯 1 点（27）・瀬戸美濃 1 点・肥前 70 点うち広東碗 40 点・

小広東碗 3 点うち蛇の目高台 1 点（7）・小丸碗 5 点（6）・望料碗 3 点・朝顔形碗 7 点・くらわんか

碗 4 点（8）、紅皿 7 点（9）（10）、合子蓋 2 点（11）、小坏 5 点（13）（14）うち景徳鎮色絵 1 点（12）、

瓶 16 点（26）、等がある。特に仏飯器が 15 点もあり（15）～（25）個体数でも最低 11 点あること

が目立つ。陶器には関西系碗 35 点うち細かい貫入の入る端反碗 8 点（28）～（33）・小杉碗 2 点（34）・

色絵碗 4 点うち平碗 1 点、土瓶 38 点（41）（42）（43）、擂鉢 10 点うち堺 1 点（40）、唐津鉢 5 点（36）、

同壷 6 点（38）、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、口縁端部がほぼ水平な同水甕 1 点（44）、半胴甕 1 点、備前

灯明皿 2 点（47）（48）、同灯明受皿 1 点（49）等が、軟質施釉陶器には源内屋島鉢 1 点（45）、胎

土が橙褐色の皿 1 点（50）、不明製品把手 1 点（46）が、土師質瓦質土器には皿 79 点（53）～（62）、

（66）～（77）うち見込み及び外面底部黒変する上製かわらけ 4 点（78）、内耳土器 38 点うち A 群

口縁部 7 点うち内耳部分 4 点でいずれも穿孔し 2 点は先細り、2 点は突き抜けない（81）、C 群口

縁部 1 点で先細りの穿孔、外面底部に菊花の刻印のある持ち手付き土瓶 1 点（82）、十能 7 点（63）

（64）（65）（84）、甕 1 点（80）、佐野甕口縁部 4 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 3 点、甕底部

1 点、内面体部中央に凸帯が巡る焜炉類 1 点（83）、鍔付き角火鉢 3 点、口縁部から切れ込みのあ

る火鉢？ 1 点（52）、長方形の板 2 枚の長辺を接合し断面 L 字形にした製品 4 点、ひょうそく 1 点（79）

等がある。人形には型合わせ中空の人物像が大部分で（85）（86）、型合わせ中実の底部に 3㎜の孔

のある武者 1 点（87）・狛犬 1 点（88）等が、ままごとには竈 2 点（89）等がある。鉄製品には切

羽 2 点（91）（92）、和釘 7 点等がある。石製品には砥石 2 点（95）（96）、碁石 2 点（93）（94）、チ

ャート製火打ち石 1 点がある。瓦には桟瓦（97）が多いが平瓦、軒平瓦（98）、丸瓦、軒丸瓦もある。

ガラス製品はボールペンの内側のインク入れに似る。混入であろう。

上層からは深小丸碗・瀬戸美濃型皿が出土しており 19 世紀第 2 四半期の様相であるが、下層に

は端反碗は若干見られるもののこれらの製品がなく、第 1 四半期までにおさまっており、上下層で

時間差が感じられる。

I-2 SK43
本土坑は I-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 KDP5 に、東側を H 区 KDSK26

によって削平を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 102㎝以上、短径 35㎝以

上の楕円形、底部は長径 55㎝以上、短径 17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。本
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土坑は H 区 SV3 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため明

確でないが、本土坑に先行する H 区 SV3 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それ

と同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-3 SK44
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外に、東側がトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 155㎝、短径 71㎝の不整形な方形、

底部は長径 115㎝、短径 71㎝の不整形な方形と推測される。深さは 45㎝である。遺構の性格は不

明である。磁器 10 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 43 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には小丸

碗 1 点等が、陶器には関西系碗 10 点うちせんじ碗 1 点・色絵碗 2 点、萩藁灰釉碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には佐野甕 28 点、内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。鉄製品には和

釘 3 点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK45
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 99㎝、短径 80㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 76㎝、短径 60㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 25㎝である。

本土坑は I 区 SK23・SK99 と重複している。構築順に整理すると（古） SK99 →本土坑→ SK23 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器には蓋物 1 点等が、陶器には関西系

色絵碗 1 点、同袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK99

が 18 世紀後半以降の遺構で、本土坑より新しい SK23 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、その間

であろう。

I-3 SK46
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 144㎝、短径 40㎝の不整形な円形、

底部は長径 126㎝、短径 125㎝の不整形な円形を呈している。深さは 26㎝である。本土坑は I 区

SK92・SK99 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。磁器 6 点、陶器 8 点、土師質瓦質

土器 9 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。磁器には瓶 1 点、大皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳

土器 4 点、皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK99 が

18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。

I-3 SK47
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 62㎝の長方形、底部

は長径 59㎝、短径 40㎝の長方形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。染

付皿 1 点、瀬戸美濃灰釉植木鉢 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。
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I-3 SK48　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 29㎝以上の楕円形、底部は長径 49㎝、短径

26㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、大量の遺物が

出土していることから廃棄土坑の可能性がある。

磁器 373 点、陶器 331 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 531 点、人形類 5 点、瓦転用品 3

点（22）（23）、石製品 6 点、鉄製品 36 点、キセル 2 点うち吸口 1 点（24）、青銅製引き手 1 点（25）、

瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃陽刻型皿 1 点、同碗 2 点、広東碗 3 点うち内外面捻花紋高台内に

「□□天堂？」の銘のあるもの 1 点・龍紋 1 点（1）・船紋蓋 1 点（2）、小広東碗 1 点、小丸碗 14 点

（3）（4）、望料碗 3 点うち蓋 1 点、朝顔形碗 4 点うち青磁染付 3 点・コンニャク印判の蓋 1 点（5）、

青磁染付丸形碗 4 点うち胎土灰白色で稚拙な絵付けのもの 1 点（6）、筒形碗 2 点、陶胎染付碗 5 点、

同皿 1 点？、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手丸形碗 1 点、糸切り細工成形色絵手塩皿 10 点（7）、

見込み五弁花で高台内「富貴長春」銘の端反の皿 1 点（8）、見込み蛇の目釉剥ぎし高台径小さい高

台施釉する斜格子紋皿 1 点（9）、小丸碗形蓋物 1 点（12）、輪花で高台内「成化年製」銘の深皿 1

点（10）、外面体部不明紋の紅皿 1 点（11）、等がある。陶器には関西系碗 74 点うち小杉碗 4 点・

色絵半球碗 6 点・色絵平碗 3 点、同灯明皿 1 点、同燗徳利 3 点、同蓋物 1 点、同外面白化粧土口縁

部緑釉流し掛ける火入れ灰落とし 1 点、鍋 3 点、土瓶 28 点うち蓋 3 点、備前灯明皿ないし灯明受

皿 15 点、唐津刷毛目鉢 26 点うち底部 3 点でいずれも見込み蛇の目釉剥ぎで高台無釉、畳付にアル

ミナ塗布する。同碗 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 4 点、同鉄釉碗 3 点、同灰釉皿 3 点、同灰釉鉢甕類 4 点、

萩藁灰釉小杉碗 1 点、同皿 1 点、同不明製品 1 点、擂鉢 9 点うち堺明石 2 点、鉄釉九角形の香炉火

入れ 1 点（H-3SV10 と接合）（13）、内面無釉で漆を塗布する製品 1 点等がある。土師質瓦質土器

には内耳土器 144 点うち A 群口縁部 45 点うち内耳部分 9 点でしっかり穿孔するもの 1 点、先細り

になるもの 5 点（21）、突き抜けないもの 3 点・C 群口縁部 10 点、皿 96 点（14）（15）（16）（17）（18）

（19）、佐野甕口縁部 9 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 7 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）

4 点、瓦質火鉢 5 点、羽釜（20）等がある。瓦転用品は平面台形で端部も含めて全ての面が研磨さ

れる。鉄製品点には和釘 6 点等がある。

瀬戸美濃陽刻型皿があるが木型打ち込みの皿はなく、19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

I-3 SK49　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 SK41 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 160㎝以上、短径 145㎝以上の不整形な円形、底部は長

径 130㎝以上、短径 125㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 31㎝である。本土坑は I 区

SK26・SK41・SK69・SK70 と重複している。構築順に整理すると（古） SK69・SK70 →本土坑→

SK41 → SK26 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 26 点、土師質瓦質土器 29 点、人形 2 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には瀬



― 433 ―

戸美濃端反碗 1 点等が、陶器にはイッチン掛けする急須？ 1 点、行平鍋蓋 1 点、土瓶 1 点、萩藁灰

釉イゲ縁皿 1 点、同藁灰釉碗 1 点、関西系碗 9 点うち細かい貫入の入る端反碗 2 点、割り高台の碗

1 点（1）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 8 点うち A 群口縁部 2 点、皿 2 点等がある。鉄製品

には和釘 4 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本土坑より新しい SK41

が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、その間の遺構であろう。

I-2 SK50
本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を I 区 KDSK2 によって削平を受けて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 330㎝、短径 27㎝以上の不整形な長方形、底部

は長径 77㎝、短径 18㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 21㎝である。本土坑埋没後に

I 区 SK53 は作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に多数の貝殻を含んでいた。

磁器 7 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 3

点うち瀬戸美濃 1 点等が、陶器には関西系碗 5 点うち細かい貫入の入る端反碗 2 点・小杉碗 2 点、

同行平鍋 2 点うち蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢 3 点、皿 1 点、十能 3 点うち把手 1 点

等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本土坑より新しい SK53 が 19 世紀第 2

四半期の遺構なので、その間の遺構であろう。

I-2 SK51
本土坑は I-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 127㎝、短径 72㎝の不整形な隅丸

長方形、底部は長径 112㎝、短径 63㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 14㎝である。

内部からは礫を検出した。磁器 7 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

磁器には蛸唐草紋端反碗 1 点、口縁部輪花で口紅の皿 1 点、白磁端反小坏 1 点等が、陶器には関西

系細かい貫入の入る端反碗 1 点、土瓶蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 6 点うち 

A 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-2 SK52
本土坑は I-2 区の中央に位置する。形態及び規模は東側を I 区 KDSK26 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 227㎝以上、短径 188㎝の不整形な楕円形、底部

は長径 216㎝以上、短径 155㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構底部に礫

を並べていた。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土

器 8 点、チャート製の火打ち石 1 点、鉄製品 6 点、青銅製品 2 点が出土した。陶器には関西系行平

鍋 2 点、同小杉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 3 点等がある。行平鍋があるの

で 19 世紀代の遺構であろう。

I-2 SK53　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を I 区 KDSK2 によって削平を受けてい
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るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝、短径 42㎝以上の不整形な円形、底部は長

径 61㎝、短径 37㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑は I 区 SK50 埋

没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 18 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 30 点、人形 1 点、鉄製品 4 点、ガラス製簪 1 点（6）、青

銅製簪 1 点（7）、瓦が出土した。磁器には薄手小坏 4 点、端反碗 6 点うち蓋 4 点で瀬戸美濃が身蓋

各 1 点含まれる。広東碗蓋 1 点、関西系小坏 1 点、三田と思われる青磁皿 1 点等がある。三田の皿

は I3 サブ T 出土のものと同一個体と思われる。陶器には関西系体部面取りし高台脇鎬の碗 1 点、

同細かい貫入の入る端反碗 2 点、同灯明皿 1 点等がある。土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁

部 7 点（1）（2）（3）（4）、羽釜 2 点、皿 2 点、サナ 3 点、瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点等が

ある。人形は亀の甲（5）である。関西系体部面取り高台脇鎬の碗があるので 19 世紀第 2 四半期頃

の遺構であろう。

I-2 SK54
本土坑は I-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 KDSK26 に、西側を I 区 KDSV

によって削平を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 118㎝、短径 70㎝以上の

隅丸長方形、底部は長径 99㎝、短径 70㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 18㎝である。遺

構の性格は不明である。

磁器 19 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 6 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には鉛ガラスに呉

須を混ぜて「□菊」と書いた湯飲み碗ないし深小丸碗 1 点、端反碗 2 点うち蛸唐草紋蓋 1 点、輪花

の手塩皿 1 点、見込み窯道具の足の熔着痕のある広東碗 1 点等が、陶器には関西系行平鍋 2 点うち

蓋 1 点、同碗 3 点うち端反碗 1 点、同土瓶 3 点うち蓋 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳

土器 1 点等がある。青銅製品は簪 1 点である。湯飲み碗ないし深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四

半期以降の遺構である。

I-2 SK55
本土坑は I-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 KDSK2 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝、短径 17㎝以上の円形、底部は長径 16㎝、

短径 7㎝以上の円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は明確でない。

I-3 SK56　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区から J-3 区に位置する。形態及び規模は上端が長径 142㎝、短径 102㎝の隅丸長方

形、底部は長径 129㎝、短径 85㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 30㎝である。本土坑埋没後

に I 区 SK39 ・J 区 SV1 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 33 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 44 点、人形 10 点、鉄製品 34 点、青銅製品 1 点、瓦が

出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、瀬戸美濃麦藁手碗 1 点、薄手小坏 2 点、広東碗
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2 点うち蓋 1 点、同一個体と思われる初期伊万里碗 2 点（1）等が、陶器には土瓶 10 点、備前油壷

1 点、ミニチュア鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には外面に赤泥塗る土師質焜炉 12 点、皿 11 点、

内耳土器 3 点うち A 群口縁部 2 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）1 点（2）、瓦質火鉢（日下分類

Ⅰ D 類）2 点、焼塩壷蓋 1 点（3）等がある。鉄製品は錆がひどく不明な物が多いが大部分は和釘

であろう。木質が多く付着するものもある。青銅製品は鍋類の持ち手か。端反碗があるので 1810

年以降の遺構である。

I-3 SK57　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、西側を L 区 SV4 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 224㎝以上、短径 218㎝以上の不

整形な形、底部は長径 224㎝以上の不整形な形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑下層より

I 区 SK63・SK59・SK60 を検出した。これらは本来は本土坑の一部と考えられる。また、I-3 

SK30、I-3SK61 も本土坑の一部である。本土坑埋没後に L 区 SV4 は作られている。遺構の性格は

不明である。

遺構上層にあたる SK57 からは磁器 19 点、陶器 49 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 29 点、

鉄製品 5 点が出土した。磁器には瀬戸美濃碗 1 点、小丸碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器

には行平鍋 3 点、土瓶 6 点、同一個体と思われる関西系柄杓 2 点、同銅緑釉徳利 3 点、同一個体と

思われる唐津刷毛目鉢 3 点、関西系細かい貫入の入る碗 1 点、同灯明皿 1 点、備前灯明皿 1 点、同

灯明受皿 2 点、擂鉢 3 点うち堺明石 2 点、瀬戸美濃馬の目皿 1 点等が、軟質施釉陶器には同一個体

と思われる鍋 5 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 11 点うち A 群口縁部 1 点、皿 6 点等がある。

SK30 部分からは磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、

瓶 1 点が、陶器には土瓶 5 点、関西系燗徳利 1 点等がある。

SK61 部分からは磁器 30 点、陶器 68 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 77 点、人形 1 点、

石製品 2 点、鉄製品 27 点、青銅の針金を通し捻られた土製品 1 点、瓦が出土した。磁器には同一

個体と思われる焼き継ぎ痕のある瀬戸美濃端反碗 3 点、高台内に「太明年製」の銘のある広東碗蓋

1 点、小丸碗 2 点、青磁染付朝顔形碗 3 点うち蓋 2 点、蓋物 2 点うち色絵 1 点、外面体部菊紋コン

ニャク印判碗 1 点、型打ち成形による青磁皿 1 点等が、陶器には瀬戸美濃鉄釉半胴甕 1 点、関西系

碗 8 点、外面白化粧土に鉄絵染付の関西系香炉火入れ 1 点、土瓶 9 点、同一個体と思われる無釉急

須、備前灯明皿 2 点、同灯明受皿 1 点、いずれかの体部 3 点、同壷蓋 1 点、萩藁灰釉碗 2 点等が、

軟質施釉陶器には同一個体と思われるひょうそく 2 点（1）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 19

点うち A 群口縁部 7 点（2）うち内耳部分 2 点でいずれも穿孔するが突き抜けない・C 群口縁部 1 点、

皿 8 点（3）、端部が外面に凸出する甕口縁部 2 点等がある。人形は型合わせ中実台付で底部に径 4

㎜の孔のある荷を負った馬で頭部が欠損する。石製品にはチャート製火打ち石 1 点等がある。

遺構下層の SK59 の形態及び規模は上端が長径 29㎝の円形、底部は長径 20㎝、短径 18㎝の円形

を呈している。深さは 12㎝である。高台脇にカンナによる削り込みのある染付皿 1 点、備前灯明

皿 4 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点が出土した。
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同じく SK60 の形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 48㎝、短径 26㎝以上の不整形な長方形、底部は長径 20㎝、短径 19㎝以上の不

整形な長方形と推測される。深さは 6㎝である。磁器 3 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄

製品 3 点、瓦が出土した。磁器には高台脇が厚く器高の低い瀬戸美濃端反碗 1 点等が、陶器には行

平鍋 2 点、土瓶 4 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 3 点等がある。

同じく SK63 の形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 105㎝以上、短径 83㎝以上の不整形な長方形、底部は長径 92㎝以上、短径 36

㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 3㎝である。北側にトレンチが設けられていたため

不明であるが、本土坑は SK213・SK214 を削平している可能性がある。

磁器 6 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には高台無釉見込み

蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、半球碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃馬の目皿 1 点、急須 1 点、唐津刷毛目鉢

1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 4 点うち

内耳部分 2 点でいずれも穿孔するが突き抜けない。鉄製品には和釘 3 点がある。

下層の SK63 部分から急須や馬の目皿が出土しているので、19 世紀第 2 四半期以降の遺構であ

ろう。

I-3 SK58
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 53㎝の不整形な方形、

底部は長径 44㎝、短径 36㎝の不整形な方形と推測される。深さは 30㎝である。本土坑埋没後に

SK13 は作られている。遺構の性格は不明である。染付皿 1 点のみは出土した。遺物が少ないため

時期は明確でないが、層序的には本土坑の下層にある SK75 が 18 世紀後半以降の遺構なので、そ

れと同時期であろう。

（I-3 SK61 ＝ I-3 SK57）

I-3 SK62　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は I-3 区の北西側に位置する土師質の埋甕遺構（1）である。掘り方の形態及び規模は上

端が長径 45㎝、短径 35㎝の楕円形、底部は長径 28㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは

16㎝である。遺構の性格は不明である。甕内からは明石擂鉢 1 点、灰釉土瓶 1 点、土師質瓦質土器

3 点うち埋甕の破片が 2 点、瓦が出土した。明石擂鉢があるので 19 世紀代に廃絶している。

I-3 SK64　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、西側を L 区 SV4 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 206㎝以上、短径 68㎝以上の不整

形な形、底部は長径 206㎝以上、短径 59㎝以上の不整形な形を呈している。本土坑はその位置・形

態から本来は SK57 と同一であった可能性がある。本土坑は SK12・L 区 SV4 と重複している。構
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築順に整理すると（古） 本土坑→ L 区 SV4 → SK12 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 31 点、人形 1 点、ガラス 1 点、石製品 1 点、鉄製品 7 点、

瓦転用品 1 点（2）が出土した。磁器には蓋物蓋 1 点、紅皿 1 点、体部下半が膨らむ瓶 1 点（1）等

が、陶器には瀬戸美濃瓶掛け 1 点、土瓶 2 点、関西系鉄絵染付小杉碗 2 点、同灯明皿 1 点、萩藁灰

釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）5 点・日下分類Ⅱ D 類 2 点、

内耳土器 9 点、皿 3 点等がある。関西系灯明皿があるので 19 世紀代の遺構であろう。

I-3 SK66
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 34㎝の不整形な円形、

底部は長径 27㎝、短径 23㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-3 SK67
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 21㎝の楕円形、底部

は長径 50㎝、短径 11㎝の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。陶

器 2 点うち鉄釉瓶 1 点、関西系碗 1 点、内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

I 区 SK68 ＝ H-2 SK201　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-2 区から H-2 区に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 219㎝、短径 193

㎝の楕円形、底部は長径 128㎝、短径 125㎝の楕円形を呈している。深さは 123㎝である。木製井

戸枠の大きさは上端が径 60㎝、下端が径 48㎝を測る。本遺構は H 区 SV3・H 区 SV5 と重複して

いるが、本遺構埋没後にこれらの遺構は作られている。

磁器 71 点、陶器 106 点、土師質瓦質土器 64 点、人形 1 点、石製品 6 点、寛永通寶 3 期 1 点（11）、

鉄製品 4 点、銅線 1 点、木製品が出土した。磁器には深小丸碗 1 点、端反碗 6 点うち瀬戸美濃 2 点・

関西系 2 点、同一個体と思われる大皿 4 点、菊散らし紋半球碗 1 点、蓋物 1 点、青磁染付朝顔形碗

1 点、環状松竹梅紋の望料碗蓋 1 点、糸切り細工成形型紙摺り皿 1 点（H-2SK204 と接合）、赤絵小

坏 1 点、蛇の目凹型高台の青磁香炉 1 点（H-2SK204 と接合）、白磁に渦紋のある不明製品 1 点

（H-2SK204 に同一個体あり）等が、陶器には行平鍋 3 点うち蓋 1 点、土瓶 12 点うち蓋 1 点、急須

3 点、関西系碗 11 点うち細かい貫入の入る端反碗 5 点・同口縁部緑釉流し掛ける碗 2 点、萩藁灰

釉皿 4 点うち貝目痕のあるもの 1 点、備前袋物 7 点うち布袋徳利 1 点（1）、同擂鉢ミニチュア 9 点、

堺明石擂鉢 2 点、瀬戸美濃鉄釉壷 1 点、同口縁端部の釉が剥げる緑釉瓶掛 1 点、口縁端部に敲打痕

のある外面白化粧土に灰釉の関西系灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類

Ⅱ Ca 類）13 点、凸帯の上部に把手の付く羽釜 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿 11 点、関西系

焙烙 1 点、練り込み手香炉火入れ 1 点、佐野甕口縁部 2 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 1

点等がある。石製品には砥石 2 点、チャート製火打ち石 3 点がある。鉄製品 4 点には完形の簪 3 点
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がありいずれも頭部に耳掻きがあり二股に分かれる。1点には金メッキが施される。和釘1点がある。

木製品には外面黒漆に黄漆？による草花紋を描く漆椀（5）、曲物側板（8）、柄杓（9）、栓（10）、

板状製品 2 点（6）でうち 1 点には墨書と押印があるもの（7）等がある。

木枠内からは磁器 7 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、

陶器には同一個体と思われる急須 2 点、行平鍋 2 点、土瓶 2 点、関西系碗 3 点うち細かい貫入の入

る碗 2 点・同口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 1 点等がある。

掘り方からは磁器 70 点、陶器 74 点、土師質瓦質土器 45 点、瓦、鉄製品 3 点、石製品 1 点が出

土した。磁器には端反碗 2 点うち関西系端反碗蓋 1 点、広東碗 1 点、型押し成形の木の葉形小皿 1 点、

青磁染付丸形碗 1 点、壷 1 点、糸切り細工成形型紙摺り皿 1 点、上層出土の皿と同一個体と思われ

るもの 2 点等が、陶器には関西系碗 10 点うち細かい貫入の入る端反碗 4 点・色絵碗 1 点、擂鉢 4

点うち明石 1 点、萩藁灰釉皿 6 点、土瓶 12 点うち S 字注口 1 点、口縁端部の釉が剥げる瀬戸美濃

緑釉瓶掛 1 点、外面底部に「井」の窯印のある備前瓶 1 点、同灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器

には羽釜 1 点、皿 9 点（2）（3）（4）、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、甕 5 点等がある。鉄製

品には和釘 1 点、包丁？ 2 点がある。

掘り方に端反碗があることから 1810 年以降に築造され、埋土に深小丸碗があるが木型打ち込み

の皿等がなく、19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した井戸であろう。

I-3 SK69
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を SK49 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では現状で、上端が長径 100㎝、短径 25㎝以上の隅丸長方形、底部は長径

91㎝、短径 16㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。I 区 P52・SK25・SK49 と重

複する。構築順に整理すると（古） P52 →本土坑→ SK49 → SK25 （新） となる。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器にはコンニャク印判碗 2 点が、

陶器には関西系碗 1 点、備前袋物 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK70
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝、短径 24㎝以上の楕円形、底部は長径 13㎝、短径 12

㎝以上の楕円形と推測される。本土坑埋没後に I 区 SK49 は作られている。

染付 1 点、関西系碗 2 点、鉄釉土瓶 1 点、和釘 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

I-2 SK71　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 KDSK2 によって削平を受けて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 229㎝、短径 84㎝以上の不整形な隅丸方形、底
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部は長径 156㎝、短径 60㎝以上の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は I

区 SV5・SK21 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SV5 →本土坑→ SK21 （新）となる。

遺構の性格は不明であるが、底部に集石があった。

磁器 73 点、陶器 84 点、土師質瓦質土器 166 点、石製品 2 点、鉄製品 9 点、寛永通寳 2 期文銭 1

点（9）、貝製？玉 1 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃型皿 1 点、端反碗 3 点うち瀬戸美濃 1 点・

関西系蓋 1 点、瀬戸美濃麦藁手碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 2 点、広東碗 2 点うち焼き継ぎ痕あるも

の 1 点、白磁朝顔形碗蓋 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手碗 2 点、見込み釉剥ぎし饅頭心に

なる蛇の目凹型高台の高台高が高い皿 1 点（1）、見込み蛇の目釉剥ぎしアルミナ塗布するイゲ縁皿

1 点（2）、筒形火入れ灰落とし 1 点（3）、蓋物蓋 2 点（4）うち焼き継ぎ痕あるもの 1 点（5）、外

面体部に赤絵を施す碗 2 点（6）等が、陶器には関西系碗 11 点うち細かい貫入の入る端反碗 3 点・

口縁部に緑釉掛け流す端反碗 2 点・色絵せんじ碗 1 点、同灯明皿 3 点、同行平鍋 5 点、土瓶 12 点、

備前灯明皿 2 点、同灯明受皿 2 点、同瓶 1 点、瀬戸美濃瓶掛 2 点、擂鉢 6 点うち堺明石 2 点、藁灰

釉萩皿 1 点、急須 5 点うち蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には佐野甕口縁部 3 点うち 1 点はスス付着、

口縁端部が外面に凸出する口縁部 4 点、これらの甕の体部底部破片 104 点、涼炉（日下分類Ⅲ A 類）

4 点、皿 6 点（7）（10）、内耳土器 A 群口縁部 1 点で穿孔するが突き抜けない、瓦質土瓶 1 点、火

消壷 1 点、瓦質角火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点等がある。石製品には碁石黒 1 点、砥石 1 点が、鉄

製品には包丁か 1 点、和釘 3 点等が、瓦には半菊紋を中心飾りとする軒平瓦 2 点（8）等がある。

瀬戸美濃型皿があるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期の遺構であろう。

I-1 SK72
本土坑は I-1 区の南東側に位置する漆喰である。規模は現状で長径 190㎝、短径 83㎝が残存して

いた。高低差は 10㎝である。本遺構は SK81 埋没後に作られている。漆喰がはられており、水た

め等の水場にかかわる遺構の可能性がある。遺物が出土していないため明確でないが、層序より本

土坑に先行する SK79 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構で

あろう。

I-1 SK73
本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 249㎝、短径 95㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 226㎝、短径 73㎝の不整形な楕円形と推測される。本土坑は I 区 SK80・SK88・

P9・SV7 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古）SK88 → SK80 → P9 →本土坑→ SV7 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 22 点、陶器 85 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 70 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗 2 点うち葵紋源氏香紋の瀬戸美濃 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、

陶器には関西系行平鍋 2 点うち蓋 1 点、灰釉鍋 1 点、土瓶 42 点うち蓋 2 点で最低 4 個体分あり、

鉄砲口が 3 点ある。同一個体と思われる鉄釉で鉄砲口のものが 6 点で他の 3 個体は灰釉である。関

西系碗 6 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・小杉碗 1 点、同合子 1 点、同口縁部に緑釉掛かる徳
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利 1 点、ミニチュア鉄釉鍋 1 点、萩藁灰釉碗 2 点、擂鉢 4 点うち堺明石 2 点等が、土師質瓦質土器

には内耳土器 17 点うち A 群口縁部 4 点うち内耳部分 2 点で 1 点は穿孔するが先細り、1 点は突き

抜けない。皿 4 点、土師質焜炉火鉢 2 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）3 点、同（日下分類Ⅰ D 類）

1 点、十能 1 点、内面に指頭圧痕が顕著な不明製品 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降

の遺構であるが、本土坑に先行する SK80 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期の遺

構であろう。

I-3 SK74
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。規模は南側を I 区 SK27 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 88㎝、短径 20㎝以上の円形、底部は長径 79㎝、短径 7㎝以上

の円形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑埋没後に SK27 は作られている。遺構の性格は

不明である。青磁染付朝顔形碗 1 点のみが出土した。 18 世紀後半以降の遺構である。

I-3 SK75
本土坑は I-3 区の中央に位置する。規模は南北をトレンチによって切られているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 215㎝、短径 119㎝以上、底部は長径 188㎝、短径 119㎝以上と推測

される。形態は不整形な形と推測される。深さは 14㎝である。I 区 SK13・SK16・P52・P50・

P51・P47・P54・SK111 と重複している。構築順に整理すると（古） P52・P50・P51・P54・P47

→ SK111 →本土坑→ SK16・SK13 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 33 点、陶器 23 点、土師質瓦質土器 16 点、人形 1 点、鉄製品 4 点、青銅鋲 1 点、瓦が出土

した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎしアルミナ塗布する皿 13 点、小丸碗 1 点、青磁染付朝顔形碗

1 点等が、陶器には備前灯明皿 2 点、同灯明受皿 2 点、いずれか 3 点、関西系碗 7 点うち色絵 2 点

等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。朝顔形碗があるので 18 世

紀後半以降の遺構であるが、本土坑より新しい SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、その間

であろう。

I-2 SK77
本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SV3 に、北側を I 区 SV3 によ

って削平を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 20㎝以上の

楕円形、底部は長径 51㎝以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑

埋没後に I 区 SV3 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 27 点、陶器 35 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 47 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。

磁器には端反碗 1 点、朝顔形碗 2 点うち蓋 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手碗 1 点等が、陶

器には関西系細かい貫入の入る端反碗 6 点、瀬戸美濃腰錆碗 2 点、備前灯明皿 3 点、同灯明受皿 1

点等が、軟質施釉陶器にはままごと碗 1 点等が、土師質瓦質土器には太田川河川事務所地点出土と

同類の盥状製品 1 点、口縁端部が外面に凸出する甕 1 点、皿 7 点、瓦質焜炉 1 点、練り込み手灰落
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とし 1 点、竈のままごと 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本土坑よ

り新しい SV3 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した溝状遺構なので、その間の遺構であろう。

I-1 SK79　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 318㎝、短径 98㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 252㎝、短径 44㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 40㎝である。

本土坑は I 区 SK80・SV7 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK80 → SV7 →本土坑 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 75 点、陶器 122 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 61 点、人形類 7 点、鉄製品 4 点が

出土した。磁器には端反碗 5 点うち蓋 1 点、身の 2 点には焼き継ぎ痕がある。広東碗 6 点うち瀬戸

美濃陶器染付 1 点、小丸碗 1 点、瓶 13 点、白磁猪口 1 点、紅皿 1 点、ミニチュア白磁碗 1 点、お

そらく端反碗と思われるが著しく変形し高台脇に窯道具が熔着する碗 1 点（1）等が、陶器には土

瓶 37 点うち蓋 4 点、鉄釉鍋 6 点、ミニチュア鉄釉鍋 1 点、関西系碗 12 点うち細かい貫入の入る端

反碗 3 点、同燗徳利 6 点、同灯明皿 1 点、内面白化粧土、外面錆釉にイッチン掛けする端反碗 1 点、

萩藁灰釉碗 3 点、備前灯明皿 4 点、擂鉢 5 点うち明石 1 点、瀬戸美濃の外面錆釉に長石釉ちらしの

碗 1 点等が、軟質施釉陶器には箱庭灯籠 1 点、ままごと土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土

器 7 点うち A 群口縁部 4 点うち内耳部分 2 点でいずれも穿孔するが突き抜けない。皿 16 点、十能

1 点、サナ 1 点、灯火具 1 点、佐野甕口縁部 1 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 3 点、甕体部底

部破片 10 点、土錘 1 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）3 点等が、人形類には鳩笛 1 点、型合わ

せ中実の大黒天 1 点、型合わせ中実台付きの狛犬 1 点等がある。

端反碗はあるが深小丸碗や蛇の目凹型高台の高台高の高い皿等がないが、本土坑に先行する

SK80 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-1 SK80　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 343㎝、短径 203㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 291㎝、短径 139㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 63㎝である。

本土坑は SK73・SK79・SK86・SK88・SV7・P9 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SK86 → SK88 →本土坑・P9 → SV7 → SK79・SK73 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、大

量の遺物が出土していることから、廃棄土坑の可能性がある。

磁器 231 点、陶器 355 点、軟質施釉陶器 9 点、土師質瓦質土器 188 点、人形類 12 点、鉄製品 10 点、

寛永通寶 3 期 1 点（39）が出土した。磁器には瀬戸美濃 13 点うち端反碗 5 点（1）（2）、陶器染付

広東碗 1 点（3）、肥前碗 55 点うち端反碗 4 点・広東碗 9 点でうち同一紋様 2 点（4）（5）、皿 16 点

うち蛇の目凹型高台の高台高高い皿 3 点うち輪花で芙蓉手の同一紋様のセット 2 点（6）（7）・くら

わんか手 3 点（8）、セットの鮑形の手塩皿 4 点（9）（10）（11）（12）、紅皿 5 点（13）、小坏 11 点

うち色絵 1 点（14）、蓋物 6 点（15）、また瓶類が 33 点と目立って多い。陶器には関西系碗 41 点う

ち小杉碗 4 点・細かい貫入の入る端反碗 3 点、鉄釉鍋 18 点（16）（17）、土瓶 71 点（18）（19）う
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ち薩摩 2 点、瀬戸美濃壷甕 6 点うち同一個体と思われる半胴甕 3 点（20）、同練鉢 1 点（21）、丹波

9 点うち壷甕 9 点でうち 17 世紀初めの壷 1 点（23）、同植木鉢 1 点（22）等が、軟質施釉陶器には

源内屋島鉢 1 点（24）、ミニチュア緑釉布袋徳利 1 点、橙褐色の胎土の鍋 2 点等が、土師質瓦質土

器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）3 点、瓦質火鉢 4 点うち日下分類Ⅰ B 類 2 点、佐野甕口縁

部 3 点（38）、端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、これらの体部破片 27 点、皿 42 点（25）（26）（27）

（28）（29）（30）（31）（32）（33）、羽釜 2 点、内耳土器 22 点うち A 群口縁部 5 点で内耳部分 3 点（34）

（35）でいずれも穿孔するが突き抜けない・C 群口縁部 1 点、十能 4 点、把手付き土師質土瓶 11 点、

火消し壷 1 点（36）、練り込み手香炉火入れ 1 点（37）等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。

広東碗・皿・手塩皿に同一紋様・同一形状の明らかなセットが見られ広島城跡の調査では珍しい。

蛇の目凹型高台の高台高高い皿が 3 点あるが木型打ち込みの皿等はないので 19 世紀第 2 四半期頃

の遺構であろう。

I-1 SK81
本土坑は I-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 324㎝、短径 120㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 125㎝、短径 90㎝の長楕円形を呈している。深さは 46㎝である。本土坑

は I 区 SK72・SK79・H 区 SK80 と重複している。構築順に整理すると（古） H 区 SK80 →本土坑

→ SK79 → SK72 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 25 点、陶器 43 点、土師質瓦質土器 19 点、人形 3 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器には

青磁染付朝顔形碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎする皿 1 点、瓶 4 点等が、陶器には関西系碗 8 点うち

端反碗 2 点・小杉碗 1 点、同燗徳利 1 点、土瓶 7 点、瀬戸美濃鳥餌入れ 1 点、備前灯明皿 2 点、同

袋物 4 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 3 点で内耳部分 1 点は先細りの

穿孔をする、皿 6 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）2 点等がある。関西系陶器端反碗があるの

で 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK80 が 19 世紀第 2 四半期の遺構な

ので、それ以降の遺構であろう。

I-2 SK82　 遺物実測図

本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SV4 によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 41㎝の隅丸長方形、底部は長径

28㎝以上、短径 22㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 17 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 33 点、砥石 1 点、寛永通寶 3 期 1 点

（1）、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点、色絵小坏 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、同一個体

と思われる燗徳利 8 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 19 点うち A 群口縁部

4 点、皿 8 点、土師質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降

の遺構である。

I-2 SK83
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本土坑は I-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 52㎝、短径 48㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 39㎝の不整形な円形を呈している。本土坑埋没後に H 区 SV3 は作られて

いる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新し

い H 区 SV3 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺

構であろう。

I-1 SK84
本土坑は I-1 区の南側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 KDSK26・P1 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝、短径 91㎝の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 101㎝、短径 50㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 44㎝である。本土坑は I 区 P14

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、

青磁染付朝顔形碗蓋 1 点、イゲ縁皿 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、鉄釉鍋 2 点、土瓶 1 点、擂

鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。I-1 SK84-2 は I-1 SK84 の一部である。磁器 2 点、

陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 2 点が出土した。陶器には関西系碗 1 点等がある。遺物が

少ないため時期は不明である。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、層序から本土坑に先行する I 区 SK88 が 19 世紀

第 1 ないし第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-1 SK86　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-1 区の南側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 SK84 に、西側を I 区 SK80・SK88

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 161㎝、短径 136㎝の不整形

な隅丸方形、底部は長径 134㎝、短径 110㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 21㎝である。

本土坑は I 区 SK89・SK80・SK88・SK84 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK89

→本土坑→ SK88 → SK80・SK84 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 30 点、陶器 46 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 46 点、人形 3 点、窯道具 1 点、瓦

が出土した。磁器には高台内にも体部から連続して紋様を描く広東碗蓋 1 点、小広東碗 1 点、青磁

染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には土瓶 19 点、鍋 2 点、関西系碗 2 点うち小杉碗 1 点、同燗徳利 1 点、

瀬戸美濃水甕 2 点、備前灯明受皿 1 点、同袋物 3 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 7 点うち 

A 群口縁部 2 点、皿 18 点、甕 13 点うち端部が外面に凸出する口縁部 1 点、内面に強い指頭圧痕

の残る不明製品 6 点等がある。窯道具は足付きハマで上面にはアルミナが大量に塗布される。足も

含めて全体が磁器質である（1）。端反碗はないが燗徳利があるので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構で

あろう。

I 区 SK87
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。J 区に位置するが調査時に誤って I 区の遺構番号を付けた。
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形態及び規模は上端が長径 88㎝、短径 71㎝の不整形な円形、底部は長径 39㎝、短径 35㎝の不整形

な円形を呈している。本土坑埋没後に L 区 SV4 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器

4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 1 点等が、陶器に

は土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には端部が外面に凸出する口縁部 1 点等がある。端反碗があるの

で 1810 年以降の遺構である。

I-1 SK88
本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を I 区 SK80 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では現状で、上端が長径 222㎝前後、短径 72㎝の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 168㎝、短径 54㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 29㎝である。本土坑は I

区 SK80・SK73・SK86 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK86 →本土坑→ SK80

→ SK73 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、埋土に漆喰を多く含んでいた。

磁器 7 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。磁器には外面貝殻状に型押し成形

した紅皿 1 点、糸切り細工成形型紙摺りの手塩皿 1 点等が、陶器には土瓶 6 点等が、土師質瓦質土

器には内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿 3 点等が出土した。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構で

あるが、本土坑に先行する SK86 が 19 世紀第 1 四半期の遺構で、本土坑より新しい SK80 が 19 世

紀第 2 四半期の遺構なので、その間の遺構であろう。

I-1 SK89
本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝以上、短径 45㎝以上の不整形な隅丸方形、底部は

長径 89㎝以上、短径 32㎝以上の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 8㎝である。I 区 SV7・

SK86 は本土坑埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点、窯道具 1 点、チャート製火打

ち石 1 点が出土した。陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、同甕鉢類 1 点、土瓶 2 点、関西系燗徳利 2 点等

が、軟質施釉陶器には緑釉の布袋徳利 1 点が、土師質瓦質土器には灯火具 1 点、皿 4 点等がある。

窯道具は磁器質の円盤状で両面にアルミナが塗布される。端反碗はないが、燗徳利があるので 19

世紀第 1 四半期以降の遺構であるが、層序より本土坑より新しい I 区 SK80 が 19 世紀第 2 四半期

の遺構なので、その間の遺構であろう。

I-3 SK91　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は I-3 区の北東側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は上端が長径 67㎝、短径 65

㎝の円形、底部は長径 21㎝、短径 20㎝の円形を呈している。深さは 29㎝である。本遺構は I 区

SK92 埋没後に作られている。甕は土師質である。

甕本体（1）以外に以下のものが出土した。磁器 20 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 64 点、人形

2 点、石製品 4 点、鉄製品 7 点、青銅釘 1 点、チャート製火打ち石 19 点、瓦が出土した。磁器に
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は白磁菊花皿 1 点、陶胎染付碗 3 点、糸切り細工成形型紙摺りの皿 1 点、仏飯器 1 点等が、陶器に

は瀬戸美濃碗 3 点うち腰錆碗 1 点・長石釉ちらし碗 1 点、同鉄釉袋物 1 点、備前灯明皿 2 点等が、

土師質瓦質土器には佐野甕口縁部 5 点、口縁端部が外面に凸出する甕口縁部 2 点、これらの甕体部

底部破片 31 点、皿 7 点、内耳土器 14 点うち A 群口縁部 3 点等がある。人形には型合わせ中実で

底部から円錐形の大きめの孔がある天神 1 点がある。表面には大量のキラコが付着し胎土も一般的

な同形の人形とは異なり灰白色で頭部が欠損する。石製品には硯背に「本高嶋青□」（2）と彫られ

た硯 1 点、砥石 3 点がある。掘り方からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK92　 遺物実測図

本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 39㎝の不整形な長

方形、底部は長径 46㎝、短径 21㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 36㎝である。本土坑埋

没後に SK91・SK46 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器 7 点、陶器 2 点、土師質瓦

質土器 17 点、硯 1 点（1）が出土した。土師質瓦質土器には皿 7 点、甕 8 点うち佐野口縁部 1 点、

端部が凸出する甕口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK93
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は西側を I 区 SK41 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 89㎝、短径 81㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 65㎝、

短径 62㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑埋没後に I 区 SK41・

SK6 は作られている。遺構の性格は不明である。陶器蓋 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土

器 4 点うち皿 2 点、鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑よ

り新しい SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

I-3 SK94
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、底部は長径 32㎝、短径 21

㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を

多量に含んでいた。磁器 19 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 9 点が出土した。磁器には蓋物 4 点う

ち蓋 2 点等が、陶器には関西系平碗 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部

1 点で突き抜けないもの等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK95
本遺構は I-3 区の南東側に位置する礎石の可能性のある石である。この石に伴う土坑は検出され

なかった。大きさは 25㎝× 14㎝を測る。本石は SK22 より先に置かれている。

石の下より染付碗 1 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため
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時期は不明である。

I-3 SK96
本遺構は I-3 区の南東側に位置する礎石の可能性のある石である。この石に伴う土坑は検出され

なかった。大きさは 30㎝× 24㎝を測る。

I-3 SK97
本遺構は I-3 区の南東側に位置する礎石の可能性のある石である。この石に伴う土坑は検出され

なかった。大きさは 30㎝× 28㎝を測る。

I-3 SK98　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外に、東側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 16㎝の不整形な隅丸長

方形、底部は長径 55㎝、短径 5㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 29㎝である。本土

坑埋没後に H 区 SV11 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 7 点、土師質土器転用品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶

胎染付碗 1 点、瓶 2 点、蓋物 1 点等が、陶器には関西系色絵碗 1 点、備前灯明皿 2 点、外面底部に

「九」の窯印のある備前瓶 1 点、鉄釉土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、佐野甕 1 点等が

ある。土師質土器転用品は平面台形で端部も含めて全ての面を研磨している（1）。土瓶があるので

18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK99
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を I 区 SK45・SK46 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 204㎝以上、短径 88㎝の隅丸長方形、底部は長

径 204㎝以上、短径 72㎝の隅丸長方形不明と推測される。深さは 10㎝である。本土坑埋没後に

SK45・SK46・SK24・SK23・P1 に作られている。石列を伴う溝状の遺構と考えられる。

磁器 3 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 11 点、黒碁石 1 点、瓦、鉄製品 2 点が出土した。磁器に

は見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手丸形碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 2 点、唐津呉器手碗 1 点、同

刷毛目碗 1 点・皿 1 点、瀬戸美濃碗 1 点、関西系碗 3 点等が、土師質瓦質土器には甕 4 点、皿 4 点、

練り込み手の香炉火入れ 1 点等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑よ

り新しい SK23 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、その間であろう。

I-3 SK100
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 70㎝以上、短径 52㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は



― 447 ―

I 区 P40・P25・P41 と重複すると推測される。構築順に整理すると（古） P40・P41 → P25 →本土

坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。薄手小坏 1 点、唐津刷毛目碗 1 点が出土した。薄手小

坏があるので 19 世紀代の遺構であろう。

I-3 SK101
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝以上、短径 139㎝以上の不整形な円形と推測され、

底部は長径 77㎝以上、短径 72㎝以上の円形を呈している。本土坑は I 区 SK15・SK108・SK110 と

重複している。構築順に整理すると（古） SK110 → SK108 →本土坑→ SK15 （新）となる。遺構の

性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器には鉄釉鍋 1 点、関西

系灰釉土瓶 1 点、唐津刷毛目碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 2 点うち A 群口

縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、

本土坑に先行する SK110 が 19 世紀代の遺構で、本土坑より新しい SK15 が 19 世紀第 2 四半期の

遺構なので、19 世紀第 1・第 2 四半期の遺構であろう。

I-3 SK102
I-3SK74 の下層に位置する。遺構であるかどうか明確でなかった。備前袋物 1 点、土師質瓦質土

器 2 点、瓦が出土した。

I-3 SK103
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模南側が調査区外となっているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 36㎝、短径 30㎝の不整形な楕円形、底部は長径 30㎝、短径 22㎝の

不整形な楕円形と推測される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。瓦質胞衣容器 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK104
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。誤って I 区で遺構番号を取った。形態及び規模は上端が長

径 139㎝、短径 59㎝の長楕円形、底部は長径 126㎝、短径 37㎝の長楕円形を呈している。深さは

31㎝である。本土坑埋没後に J 区 SK4 は作られている。礫を検出した。遺構の性格は不明であるが、

礫が底部に検出されたことから、建物に関連する柱穴の可能性がある。

磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 12 点、和釘 1 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には矢

羽紋小広東碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる鉄釉土瓶蓋 2 点、扇の枠に「上」の刻印を持

つ堺擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で穿

孔するが突き抜けない、皿 3 点等がある。底部からは鉄釉土瓶 2 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。

小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。
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I-3 SK105
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東西をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝以上、短径 75㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部

は長径 85㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。本土坑

は I 区 SK27・SK110 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK110 →本土坑→ SK27 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 1 点、石製品 2 点が出土した。磁器には青

磁染付朝顔形碗蓋 1 点、くらわんか手丸形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点、鉄釉土瓶 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 20 点うち A 群口縁部 3 点・C 群口縁部 3 点、皿 1 点がある。石製品

にはチャート製火打ち石 1 点、硯 1 点がある。

I-3 SK105-2 も SK105 の一部である。ここからは内面に粗い格子目の当具痕があり口縁端部が T

字状になる唐津壷甕 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

青磁染付朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、層序より本土坑に先行する

SK101 が 19 世紀第 1・第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

I-3 SK106　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 70㎝の隅丸方形、

底部は長径 66㎝、短径 50㎝の隅丸方形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑埋没後に SK38・

SK7 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 31 点、人形 2 点、和釘 1 点、チャート製火打ち石 1 点、

瓦が出土した。陶器には筒形で口縁端部が内面に凸出し外面体部に U 字形の持ち手を貼り付ける

同一個体と思われる甕 5 点がある（I-3SK38、I-3SK107 東炭混じり層、J-3SK206 と接合）（1）。外

面底部は無釉で不明墨書がありそれ以外には鉄釉を掛ける。その他備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦

質土器には口縁端部が外面に凸出する同一個体と思われる甕 22 点、その他甕 1 点、内耳土器 A 群

口縁部 2 点・C 群口縁部 1 点、皿 1 点、焼塩壷 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK107　 遺物実測図

本土坑は I-3 区から J-3 区にかけて位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 67㎝の不整

形な形、底部は長径 59㎝、短径 54㎝の不整形な形を呈している。深さは 26㎝である。本土坑埋没

後に I 区 SV1 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 15 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 68 点、石製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付

香炉火入れ 1 点、蛇の目凹型高台の青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 3 点、関西系碗 3

点うち色絵 1 点、瀬戸美濃長石釉ちらし碗 1 点、同鉄釉壷 3 点、備前灯明皿 1 点、口縁端部 T 字

形で上面に 3 本の凹線が巡る壷甕 1 点（H-3SK53 と接合）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 42

点うち A 群口縁部 8 点うち内耳部分穿孔するが突き抜けないもの 1 点・C 群口縁部 2 点でしっか
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り穿孔する内耳部分 1 点、皿 14 点等がある。

東炭混じり層からは鉄 6 点、キセル吸口 1 点（1）が出土した。

土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK108
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を I 区 SK27 に、東側を I 区 SK101 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 81㎝、短径 65㎝の楕円形、底

部は長径 65㎝、短径 63㎝の楕円形と推測される。深さは 33㎝である。本土坑は I 区 SK15・

SK101・SK110・SK27 と重複している。構築順に整理すると（古） SK110 →本土坑→ SK101 →

SK27 → SK15 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 8 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、

広東碗蓋 1 点、小丸碗 1 点、くらわんか手碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系碗 2

点うち色絵 1 点、備前壷 1 点、同灰落とし 1 点、同灯明皿 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 

6 点うち A 群口縁部 1 点、皿 3 点、佐野甕口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-3 SK109　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 45 点、陶器 57 点、土師質瓦質土器 173 点、人形類

20 点、鉄製品 35 点、石製品 7 点、寛永通寶 3 期 1 点（16）、瓦が出土した。磁器には小丸碗 2 点、

つくり絵付けの雑な見込み五弁花コンニャク印判高台内渦福の皿 1 点（3）、同じく見込み蛇の目釉

剥ぎ梅樹紋碗 1 点（1）、青磁染付丸形碗 1 点（2）、三田青磁皿 1 点（I-3SK211 と接合）（4）、高台

無釉で胎土も灰黄色を呈する仏飯器 2 点（5）（6）、陶胎染付碗 3 点、同香炉火入れ 1 点等が、陶器

には鉄釉土瓶 5 点うち蓋 1 点、関西系木瓜形香炉火入れ 2 点うち鉄絵 1 点・色絵 1 点、同碗 11 点

うち鉄絵 5 点・鉄絵染付 2 点・色絵 1 点、擂鉢 4 点うち堺 1 点・堺明石 1 点、瀬戸美濃灰釉碗 3 点、

同鉄釉壷 1 点、体部底部に多くの穿孔がある不明製品 1 点（7）、低い高台を持つ擂鉢 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 26 点（8）（9）（10）、内耳土器 116 点うち A 群口縁部 22 点うち内耳部分 5 点

でいずれも先細りになる（11）（12）（13）（14）、C 群口縁部 7 点等がある。人形類には型合わせ中

実で底部に円錐状の孔がある頭部の欠損する猿 1 点、型合わせ中実で底部に径 3㎜の孔のある富士

見西行 1 点（15）、女性像の頭部のみがある。鉄製品には和釘 15 点等がある。

SK109-1 は SK109 の一部である。土師質甕 1 点のみが出土した。

小丸碗はあるが小広東碗・広東碗はないので 18 世紀中頃の遺構であろう。

I-3 SK110　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 144㎝の不整形な円形、底部は

長径 74㎝、短径 71㎝の円形を呈している。内部より漆喰製の井戸枠を検出した。井戸枠の形態及

び規模は上端が長径 60㎝、短径 58㎝の円形、底部は長径 50㎝の円形を呈している。本土坑埋没後
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に SK101・SK15・SK27・SK108・SK105 は作られている。

埋土からは磁器 9 点、陶器 8 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、簪 1 点、木製品が出

土した。磁器には外面が貝殻状に型押し成形された紅皿 1 点等が、陶器には瀬戸美濃甕鉢類 1 点、

関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。簪は頭部に

耳掻きが付き羽子板状の飾りのあるもので金メッキが施される。木製品は桶底板 1 枚（1）とその

側板 13 枚（2 ～ 14）で、側板のうち 2 枚は他より長く上端に径 2.5㎝ほどの穿孔がある。組み合わ

せると一個体の桶になる。

枠内からは磁器 7 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 2 点、石臼 1 点、瓦が出土した。磁器には高台

内に銘、見込み二重圏線に花状の紋様のある広東碗 1 点、碁笥底の青磁皿 1 点（15）等が、陶器に

は鉄絵碗 1 点、同燗徳利 1 点、備前灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。

礫群中からは磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津

刷毛目線香立て 1 点、関西系色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部

1 点がある。

枠内に燗徳利があるので 19 世紀代に廃絶した井戸である。

I-3 SK111
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を SK41 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝、短径 34㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 90㎝、短

径 26㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。I 区 SK75・SK6・SK41・P51・P46・

P50 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） P51・P46・P50 →本土坑→ SK75 → SK41

→ SK6 （新）となる。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、内耳土器 1 点、瓦が出土した。

SK111-1 は SK111 の一部である。陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、和釘 4 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK112
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側と東側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝以上、短径 53㎝以上、底部は長径 40㎝以上、

短径 27㎝以上と推測される。深さは 9㎝である。本土坑は I 区 SK113・P38 と切りあい関係にある。

構築順に整理すると（古） SK113 →本土坑→ P38 （新）となる。遺構の性格は不明であるが、底部

には瓦片を検出した。

磁器 3 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦、鉄製品 1 点が出土した。磁器には外面矢羽根紋、

内面口縁部四方襷紋碗 1 点、瓶 1 点等が、陶器には関西系鉄絵せんじ碗 1 点、唐津高台無釉畳付に

アルミナ塗布する見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 5 点うち 

A 群口縁部 2 点、皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK113

が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。
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I-3 SK113
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 80㎝以上、短径 17㎝以上の楕円形、底部は長径 64㎝

以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 7㎝である。本土坑埋没後に SK7・SK38・

SK112 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には外面体部コンニャ

ク印判碗 1 点、瓶 1 点が、陶器には鉄釉鍋 1 点、瀬戸美濃灰釉鉢甕類 1 点が、土師質瓦質土器には

「織」の刻印のある焼塩壷 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、羽釜 1 点等がある。鉄製品には和釘 1

点等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK114
遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。磁器には外面体部鎬小坏 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 1 点等が

ある。

I-1 SK201　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 166㎝、短径 76㎝の隅丸方形、底

部は長径 148㎝、短径 66㎝の隅丸方形を呈している。深さは 46㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は I 区 SK217 を切っているため SK217 より新しい。

磁器 32 点、陶器 51 点、土師質瓦質土器 75 点、硯 3 点、瓦転用品 1 点、和釘 1 点、青銅製品 12 点、

瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、小広東碗 4 点うち寿字紋 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、蛇の

目凹型高台の青磁香炉火入れ 1 点、紅皿 3 点うち見込み丸く釉剥ぎし色絵を施し外面に赤で文字を

書くもの 1 点（1）、内外面に赤で文字を書くもの 1 点、外面型押し貝殻状のもの 1 点等が、陶器に

は関西系碗 9 点うち色絵碗 2 点・小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 1 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶

17 点うち蓋 1 点、萩藁灰釉碗 2 点、備前瓶 2 点、同灯明皿 3 点、同灰落とし 2 点、内外面鉄釉の

口縁部 T 字形になる同一個体と思われる壷甕 4 点、唐津刷毛目片口鉢 1 点、瀬戸美濃灰釉植木鉢 1

点等が、土師質瓦質土器には甕 31 点うち端部が外面に凸出する甕口縁部 3 点、皿 16 点（2）（3）（4）、

内耳土器 12 点うち A 群口縁部 8 点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない、土師質焜炉 6 点、

瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）1 点、外面底部に「下久」の刻印のあるひょうそく 1 点（5）、土師質

土瓶 2 点（うち 1 点は I-1KDSK11 と接合）（6）等が出土した。硯は硯背に「上々高嶋石」と書か

れたもの 1 点（7）、灰赤色を呈するもの 1 点（8）がある。青銅製品には鋲 1 点、針金 11 点がある。

下層焼土からは磁器 5 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 1 点、砥石 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土し

た。磁器には陶胎染付香炉火入れ 1 点、見込み五弁花コンニャク印判青磁染付丸形碗 1 点等が、陶

器には土瓶 2 点うち蓋 1 点、口縁端部が T 字状になり内傾する同一個体と思われる唐津壷甕 2 点、

備前灯明受皿 1 点、関西系色絵碗 1 点等がある。瓦が大量に出土し、大部分は桟瓦である。

上層には広東碗はあるが端反碗はなく 1780 年～ 1810 年の遺構であろう。
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I-1 SK202
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 65㎝、短径 48㎝の方形、底部は

長径 60㎝、短径 45㎝の方形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明であるが、漆喰

がはられていたことから水場に関係する可能性がある。本土坑は I 区 SK217・SK203 と重複してい

るが、切り合い関係よりこれらより新しい。陶器 2 点、土師質甕 39 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、I 区 SK217 が 1780 ～ 1810 年の遺構であるから、それと同時期ないしそ

れ以後の遺構であろう。

I-1 SK203
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 SK202 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝、短径 56㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径 65㎝、

短径 52㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に貝殻

が多く含まれていた。本土坑は I 区 SK202・SK217 と重複しているが、構築順に整理すると（古） 

SK217 →本土坑→ SK202 （新）となる。

磁器 6 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には外面貝殻状型押し成形紅皿 1 点、

端反小坏 1 点、瓶 2 点等が、陶器には土瓶 1 点、関西系碗 1 点等がある。I 区 SK217 が 1780 ～

1810 年の遺構であるから、それと同時期ないしそれ以後の遺構であろう。

I-3 SK204
遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 197 点、人形 2 点、

瓦が出土した。土師質瓦質土器には内面にカルシウム分の付着する甕 177 点、皿 2 点、内耳土器 C

群口縁部 1 点等がある。

I-3 SK205　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 278㎝、短径 158㎝の楕円形、

底部は長径 251㎝、短径 120㎝の楕円形を呈している。深さは 54㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土が焼土であったことから、火災後の処理土坑であった可能性がある。本土坑は I 区

SK210 と重複しているが、切り合い関係より SK210 より新しい。

上層からは磁器 6 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 9 点、人形類 1 点が出土した。磁器には見込み

蛇の目釉剥ぎし高台径の小さい斜格子紋皿 1 点等が、陶器には土瓶 4 点、備前灯明皿 1 点等が、土

師質瓦質土器には内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。

下層焼土からは磁器 19 点、陶器 38 点、土師質瓦質土器 44 点、石製品 4 点、鉄製品 2 点、瓦が

出土した。磁器には見込み五弁花コンニャク印判の青磁染付朝顔形碗 2 点、同丸形碗 1 点、同一個

体と思われる陶胎染付碗 2 点・同香炉火入れ 1 点、桐紋蓋物蓋 1 点、笹紋蓋物（H-2SK208 と接合）

2 点、若松紋半球碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋（I-3SK201 下層焼土、H-2SK202、H-2SK208、
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I-3SK210 と接合）1 点、鉄釉土瓶 1 点、萩貝目積み藁灰釉皿 2 点、同藁灰釉碗（I-3SK205 と接合）

1 点、関西系色絵碗 1 点、唐津見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目 1 点、同高台内の削りが深い京焼き風陶

器皿 1 点、同一個体と思われる内面に粗い格子状の当具痕のある壷甕（I-3SK210 と接合）11 点、

備前瓶 6 点（うち 1 点は H-2SK208 と接合）、同灯明皿 1 点、同灰落とし 1 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、

擂鉢 6 点（うち 2 点は堺で I-3SK210 と接合）（1）（2）等が、土師質瓦質土器には獣足付き土師質

火鉢（日下分類Ⅰ E2 類）13 点、瓦質焜炉火鉢 7 点、内耳土器 9 点うち C 群口縁部 2 点、甕 9 点、

皿 1 点等がある。石製品には硯 1 点等が、鉄製品には鎹 1 点等がある。瓦は大部分が桟瓦で厚さの

平均は 15.4㎜、16.0㎜が 31 点、15.0㎜が 28 点、15.5㎜が 27 点ある。

H-2SK208 と接合する遺物があり、同遺構と同じ 1780 年代の火災処理土坑である。

I-3 SK206　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 81㎝、短径 70㎝以上の楕円形、底部は長径 67㎝、短径 58

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 13 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 12 点、人形類 2 点、和釘 11 点、青

銅製品 1 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、広東碗 2 点等が、陶器には関西系灯明皿 1 点、同脚

付き灯明受皿 1 点、唐津刷毛目鉢 1 点、関西系ミニチュア碗 1 点、瀬戸美濃緑釉植木鉢 1 点等が、

土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点で穿孔は先細り・C 群口縁部 1 点

等がある。青銅製品は火箸か（1）。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-3 SK207
本土坑は I-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 252㎝、短径 130㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 239㎝、短径 114㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 16㎝である。

本土坑は SK323 を削平している。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土

器 3 点が出土した。磁器には青磁袋物 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、唐津皿 1 点等が、土師質

瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK208
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 46㎝、短径 44㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 36㎝の不整形な円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明

であるが、本土坑内には礫・遺物が充填されていた。磁器 7 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 2 点が

出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手丸形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 4 点等が、

土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK209
本土坑は I-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端が長径 85㎝、短径 74㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 46㎝、

短径 35㎝以上の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶

器 8 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には土瓶 5 点、萩藁灰釉碗 1 点等があ

る。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK210　 遺物実測図

本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 126㎝、短径 102㎝前後の楕円形、

底部は長径 92㎝、短径 74㎝前後の楕円形を呈している。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は I 区 SK205 と重複しているが、SK205 は本土坑埋没後に構築されていることから

SK205 は本土坑より新しい。

磁器 6 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には底部と体部の境に段のあ

る朝顔形碗 1 点、雪の輪紋瓶（H-2SK208 と接合）1 点等が、陶器には鉄釉鍋（I-3SK205 下層焼土、

I-3SK201 下層焼土、H-2SK202、H-2SK208 と接合）1 点、萩？藁灰釉碗（I-3SK205 と接合）1 点、

波状の口縁部の唐津刷毛目皿 1 点、同壷甕 7 点（いずれも I-3SK205 と接合）、不明壷甕（I-3SK205

と接合）1 点、擂鉢 3 点うち 2 点は堺（I-3SK205 と接合）が、土師質瓦質土器には獣足付き火鉢 1

点（その形状から I-3SK205 のものと同一個体と思われる）等がある。瓦には半菊紋を中心飾りと

する軒平瓦 1 点（2）、三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）等がある。ほぼすべてが桟瓦で厚さの平均は 15.5㎜、

15.0㎜が 43 個、16.5㎜が 34 個、17.0㎜が 32 個ある。大量の瓦が廃棄されており、H-2SK208 と同

一個体の瓶があることから同遺構と同じ 1780 年代の火災の処理土坑と思われる。

I-3 SK211　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 236㎝前後、短径 148㎝の不整形

な楕円形、底部は長径 204㎝、短径 91㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 75㎝である。遺

構の性格は不明である。

磁器 36 点、陶器 31 点、土師質瓦質土器 33 点、黒碁石 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器

には寿字紋小広東碗 1 点、三田青磁皿（I-3SK109 と接合）1 点、青磁染付朝顔形碗 6 点うち蓋 1 点

等が、陶器には鉄釉鍋 2 点（1）、土瓶 4 点、関西系碗 5 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・鉄絵

染付ミニチュア 1 点、備前灯明皿 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、甕 11 点、内耳土器 10

点うち A 群口縁部 1 点等がある。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。

I-3 SK213
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチ及び I 区 SK63 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 27㎝以上の円形、底部は長

径 43㎝、短径 23㎝以上の円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。土師

質瓦質土器 2 点うち土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、I 区 SK63

が 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。
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I-3 SK214
本土坑は I-3 区の北西部に位置する。形態及び規模は南側をトレンチ及び I 区 SK63 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 41㎝、短径 14㎝以上の楕円形、底部は

長径 20㎝、短径 6㎝以上の円形と推測される。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明である。染

付端反小坏 1 点、鉄釉土瓶 1 点、備前灯明皿 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、鉄製品 1 点が

出土した。切り合い関係より本遺構より新しい I 区 SK63 が 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であるから、

それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

I-2 SK215
本土坑は I-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 64㎝、短径 50㎝の不整形な円形、

底部は長径 50㎝、短径 40㎝の不整形な円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出

土した。磁器には半球碗 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明

である。

I-1 SK216
本土坑は I-1 区から J-1 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 149㎝、短径 91㎝の隅丸

方形、底部は長径 123㎝、短径 72㎝の隅丸方形を呈している。深さは 76㎝である。遺構の性格は

不明である。本土坑は I 区 SK217 を切っているため SK217 より新しい。

磁器 31 点、陶器 15 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 24 点、瓦が出土した。磁器には外

面体部に圏線の巡る砥部端反碗 1 点、小丸碗 1 点、見込み五弁花コンニャク印判高台内渦福のくら

わんか手丸形碗 1 点、ミニチュア白磁型押し成形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 5 点うち色絵碗 2

点うち平碗 1 点・小杉碗 1 点、同灯明受皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、萩藁灰釉碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 2 点うち C 群口縁部 1 点等がある。砥部多重圏線紋端反碗があ

るので 19 世紀第 3 四半期の遺構であろう。

I-3 SK（216）
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 22㎝、短径 21㎝の円形、底部

は長径 10㎝、短径 8㎝の円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

I-1 SK217
本土坑は I-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 110㎝、短径 84㎝前後

の隅丸方形、底部は長径 62㎝、短径 43㎝前後の隅丸方形と推測される。深さは 36㎝である。遺構

の性格は不明である。本土坑埋没後に I 区 SK201・SK203・SK216 は作られている。

磁器 31 点、陶器 31 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 109 点、チャート製火打ち石 1 点、
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鉄製品 11 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 3 点うち外面体部に寿字紋・高台内異体字銘のもの

1 点、外面体部寿字紋小広東碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ端反のくらわん

か手丸形碗 1 点、外面体部菊紋の小丸碗 1 点等が、陶器には鍋 1 点、土瓶 2 点、関西系碗 4 点うち

色絵 1 点・鉄絵 2 点・緑釉掛けるもの 1 点、瀬戸美濃碗 6 点うち腰錆碗 2 点・鉄釉長石釉ちらし拳

骨碗 2 点、萩藁灰釉碗 2 点うち杉なり碗 1 点、唐津刷毛目鉢 2 点、擂鉢 5 点うち備前 1 点・扇形に

「上」の刻印を口縁部に有する堺 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 54 点うち A 群口縁部 7

点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない、C 群口縁部 5 点、皿 15 点、端部が外面に凸出す

る甕口縁部 2 点、甕体部 16 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）5 点等がある。広東碗はあるが端

反碗はないので 1780 年～ 1810 年の遺構である。

I 区 SK218
本土坑は J-2 区の東側に位置する。J 区に位置するが調査時に誤って I 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長

径 49㎝、短径 24㎝以上、底部は長径 30㎝、短径 15㎝以上の楕円形と推測される。遺構の性格は不

明である。陶器土瓶 1 点、鉄製品 11 点のみが出土した。 土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構

であろう。

I 区 SK219
本土坑は J-2 区の東側に位置する。J 区に位置するが調査時に誤って I 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長

径 84㎝、短径 67㎝以上の方形、底部は長径 42㎝、短径 28㎝以上の方形と推測される。遺構の性格

は不明である。磁器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端

反碗 1 点等がある。1810 年以降の遺構である。

I-3 SK220
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 47㎝、短径 41㎝の不整形な方形、

底部は長径 36㎝、短径 27㎝の不整形の方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 6 点、砥石 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器

には瀬戸美濃緑釉植木鉢 2 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、皿 1 点等が出土した。鉄製品

には和釘 1 点等がある。瀬戸美濃植木鉢があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

I-3 SK221
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SV4 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 136㎝以上、短径 46㎝の不整形な方形、底部は長径

108㎝以上、短径 18㎝の不整形な方形と推測される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である

が、埋土に瓦片と礫が多く含まれていた。
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磁器 16 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 1 点、チャート製火打ち石 1 点、鉄製品 3 点、

瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる素描きの端反碗 2 点、瀬戸美濃碗 1 点、小広東碗 2 点、

朝顔形碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃植木鉢 4 点、同一個体と思われる関西系鉄釉燗徳利 3 点、同

一個体と思われる同灰釉燗徳利 6 点、同土瓶 6 点うち同一個体と思われる蓋 4 点等が、土師質瓦質

土器には甕 12 点、皿 4 点等がある。人形は型合わせ中実で彩色を施している頭部の欠損する天神

である。切り合い関係より本遺構より新しい L 区 SV4 は 1810 年以降の遺構であり、本遺構も端反

碗があるので同時期の遺構である。

I-2 SK222
本土坑は I-2 区の南側に位置する。形態及び規模は西側を I 区 KDSK8 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 63㎝、短径 29㎝以上の不整形な円形、底部は長径 51㎝、

短径 26㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、底

部に礫が検出されている。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-3 SK223
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。規模は現状で北東側を I 区 SK27 に、南西側を I 区 SK7 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では長径 70㎝以上、短径 65㎝以上の不整形な

方形、底部は長径 59㎝以上、短径 58㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 18㎝である。遺

構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、和釘 5 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点等が、

陶器には関西系碗 1 点等がある。I 区 SK7・SK27 はいずれも近代の遺構であり、本遺構は小丸碗

があるので 18 世紀後半以降幕末までの遺構であろう。

I-3 SK224
本土坑は I-3 区の北側に位置する。本土坑は湧水が激しいため井戸と考えられるが、湧水のため

井戸枠を検出できなかった。形態及び規模は上端が長径 119㎝、短径 117㎝の円形、底部は長径 95㎝、

短径 94㎝の円形を呈している。調査できた深さは 59㎝である。本土坑は SK410 を削平している。

磁器 15 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 2 点、陶

胎染付碗 1 点、青磁香炉火入れ 1 点、蓋物 1 点等が、陶器には唐津刷毛目碗 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 2 点、内耳土器 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

I-3 SK225　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でなかった。土師質皿 2 点、内耳土器 A 群 1 点（1）、鉄製品 15 点のみ

が出土した。内耳土器 の内耳部分は穿孔するものの突き抜けない。鉄製品には和釘 2 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。
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I-3 SK301
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 36㎝の円形、底部

は長径 25㎝の円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

I-3 SK302
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝、短径 75㎝の楕円形、底部は長径 51㎝、短径 43㎝

の楕円形と推測される。深さは 41㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないた

め時期は不明である。

I-3 SK303
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 80㎝、短径 69㎝の不整形な方形、

底部は長径 65㎝、短径 51㎝の不整形な方形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質皿 1 点、手づくね人形 1 点が出土した。陶器には鉄釉土瓶蓋

1 点がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

I-3 SK304
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 29㎝の楕円形、底

部は長径 31㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 3 点のみが出土した。内外面鉄釉で外面掻き落としにより紋様を描く同一個体と思われる壷甕

2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK305
遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 7 点、砥石 1 点、瓦

が出土した。陶器には口縁部が強く内反し上面が平らになる瀬戸美濃灰釉鉢甕類 1 点が、土師質瓦

質土器には内耳土器 1 点、甕 2 点等がある。瀬戸美濃鉢甕類があり 18 世紀第 4 四半期頃までの遺

物である。

I-1 SK306
本土坑は I-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 88㎝、短径 45㎝の不整形な隅丸

長方形、底部は長径 68㎝、短径 34㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 11㎝である。遺

構の性格は不明である。本土坑内から I 区 P306、P307 を検出した。遺物が出土していないため時

期は不明である。

I-3 SK（306）　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表
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本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 103㎝、短径 51㎝の隅丸長方形、

底部は長径 92㎝、短径 36㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 4 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 13 点、瓦が出土した。磁器には

瀬戸美濃深小丸碗 1 点、広東碗 1 点等が、陶器には土瓶 1 点、関西系碗 4 点うち外面体部面取りし

高台脇鎬の碗 1 点、備前袋物 1 点が、土師質瓦質土器には端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、内

耳土器 2 点、皿 2 点（1）（2）等がある。瀬戸美濃深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺

構であろう。

I-3 SK307
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 SK32 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝以上、短径 25㎝の隅丸長方形、底部は長径 86㎝以上、

短径 15㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦、鉄製品 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃碗 1 点等がある。

瀬戸美濃磁器があるので 19 世紀代の遺構であるが、本遺構より新しい SK32 が 19 世紀第 2 四半期

頃の土坑なので、19 世紀前半の遺構であろう。

I-3 SK308
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は南西側を SK27 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 40㎝以上の楕円形、底部は長径 40㎝以上、

短径 35㎝以上の楕円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。染付袋物 1

点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK309
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 40㎝の楕円形、底部

は長径 41㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には染付皿 2 点等が、土師

質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK310
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 39㎝、短径 22㎝の楕円形、底部は長径 27㎝、短径 16㎝の

楕円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。陶器壷甕 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-1 SK311
本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 129㎝、短径 126㎝前



― 460 ―

後の楕円形、底部は長径 116㎝、短径 111㎝前後の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構

の性格は不明であるが、底部から二個の礫が検出されている。磁器 1 点、陶器 5 点、土師質皿 2 点

が出土した。磁器には鉄釉碗 1 点が、陶器には同一個体と思われる関西系端反小坏？ 3 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK312
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 39㎝の円形、底部は長径 30㎝の

円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれ

ていた。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-1 SK313　 遺物実測図

遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 1 点、陶器 7 点、土師質皿 3 点、瓦、鉄製品 1 点が出

土した。陶器には唐津灰釉皿 1 点等が、瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）等がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

I-1 SK314
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 21㎝、短径 12㎝以上の円形、底部は長径 15㎝、短径 3㎝

以上の円形と推測される。深さは 24㎝である。土坑というよりは柱穴と考えられる。遺物が出土

していないため時期は不明である。

I-1 SK315
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 65㎝の楕円形、底部は長径 55㎝以上、短

径 50㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を

多く含んでいた。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-3 SK321　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は I-3 区の西側に位置する埋甕遺構である。形態及び規模は東側をトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 55㎝以上の不整形な方形、

底部は長径 51㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 17㎝である。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、人形 1 点、石製印 1 点（1）、鉄製品 6 点が出土した。

磁器には小丸碗 1 点等が、陶器には色絵碗 2 点等が、土師質瓦質土器には端部が外面に凸出する甕

口縁部 1 点、甕体部下半 1 点、内耳土器 1 点等がある。鉄製品には和釘 6 点、包丁？ 1 点等が、小

丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。
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I-3 SK322
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形態及び規模は西側を I 区 SV4 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 111㎝、短径 71㎝以上の不整形な方形、底部は長径 76㎝、

短径 50㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。磁器

12 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 49 点、和釘 4 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点、広東碗

1 点、焼き継ぎ痕のある色絵蓋物 1 点等が、陶器には福岡？鉄釉油差し（H-2SV5 と同一個体と思

われる）1 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点、唐津京焼風陶器碗 1 点等が、土師質瓦質土器には佐野

甕 30 点、皿 5 点、内耳土器 8 点うち C 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の

遺構である。

I-3 SK323
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 SK207 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝以上、短径 31㎝の隅丸長方形、底部は長径 62㎝

以上、短径 22㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 13 ㎝である。遺構の性格は不明である。陶器

2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK324
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 30㎝の隅丸長方形、

底部は長径 31㎝、短径 24㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-3 SK325
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 56㎝の楕円形、底

部は長径 51㎝、短径 40㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

P309 は本土坑埋没後に作られている。青磁碗 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 1 点、

人形 1 点が出土した。黄色土からは内耳土器 5 点うち A 群口縁部 2 点・C 群口縁部 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I 区 SK326
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。J 区に位置するが調査時に誤って I 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長

径 56㎝以上、短径 30㎝以上の円形、底部は長径 40㎝以上、短径 20㎝以上の円形と推測される。深

さは 15㎝である。陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

I-3 SK401
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本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 148㎝、短径 63㎝の不整形な長方形、

底部が長径 124㎝、短径 41㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 38㎝である。遺構の性格は

不明である。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、人形 1 点が出土した。磁器には陶胎染付

碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等が、人形には型合わせ中空のものがある（I-2SV302 と

接合）。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK402
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 54㎝以上、短径 13㎝以上の楕円形、底部が長径 46㎝以上、

短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、

陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、青磁袋物 1 点が、陶器には

備前袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK405
本土坑は I-3 区の南部に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 39㎝の長楕円形、底

部が長径 46㎝、短径 22㎝の長楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

染付碗 1 点、陶器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK406
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝以上、短径 11㎝以上の楕円形、底部が長径 34㎝以上、

短径 9㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、軟

質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、人形 1 点、瓦が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎ皿

1 点等がある。人形は狛犬で型合わせ中実の台付きで彩色される。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

I-3 SK（406）
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 72㎝、短径 68㎝円形、底部が長

径 60㎝、短径 57㎝の円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

I-1 SK407
本土坑は I-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 553㎝前後、短径 123㎝の不整形

な長方形、底部が長径 541㎝前後、短径 105㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 27㎝である。

遺構の性格は不明であるが、底部から礫を多数検出している。本土坑を掘り上げてP428を検出した。

磁器 1 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には端反小坏 1 点
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が、陶器には福岡藁灰釉碗 1 点、唐津碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 1 点等が

ある。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK（407）
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 15㎝以上の不整形な円形、底部が長径

62㎝以上、短径 8㎝以上の不整形の円形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明であ

る。磁器 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少な

いため時期は不明である。

I-3 SK408
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は西側を I 区 SK304 に、東側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 47㎝以上の円形、

底部が長径 51㎝以上、短径 37㎝の円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

切り合い関係より I 区 SK304 に先行する。

磁器 2 点、陶器 1 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

I-2 SK410
本土坑は I-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側を I 区 SK224 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝以上、短径 37㎝の楕円形、底部が長径 28㎝以上、

短径 22㎝の楕円形と推測される。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。切り合い関係より

I 区 SK224 に先行する。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、砥石 1 点、瓦が出

土した。磁器には皿 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点、唐津刷毛目袋物 1 点等が、土師質瓦質土器

には火消壷 1 点、皿 1 点、内耳土器 1 点等がある。遺物は少ないが、I 区 SK224 が 1810 年以降の

遺構であるから、これと同時期ないしそれ以前の遺構である。

I-3 SK411
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態と規模は東側を H 区 SV1 に、南側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 54㎝以上、短径 33㎝以上の L 字状、

底部が長径 52㎝以上、短径 19㎝以上の L 字状と推測される。深さは 16㎝である。切り合い関係か

ら H 区 SV1 に先行する。土坑というよりは溝状遺構という性質のものと推測される。瓦のみが出

土した。H 区 SV1 は近代の遺構であり、遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK412
本土坑は I-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 42㎝の長方形、底
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部が長径 34㎝、短径 24㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、底部から礫を検している。関西系陶器碗 1 点、鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

I-2 SK413
本土坑は I-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝以上、短径 55㎝の楕円形、底部が長径 41㎝以上、

短径 39㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

I-2 SK414
本土坑は I-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で上端が長径 90㎝、短径 72㎝の不整

形な方形、底部が長径 78㎝、短径 60㎝の不整形な方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の

性格は不明である。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器には墨弾き皿 1 点

が、陶器には関西系製品 2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

I-3 SK415
磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、土鈴 1 点、瓦が出土した。磁器には見込み手書き五

弁花外面体部唐草紋内面口縁部四方襷紋高台内二重枠に渦福の碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目香炉

火入れ 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

I-3 SK416
本土坑は I-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 37㎝、短径 36㎝の円形、底部が

長径 33㎝、短径 30㎝の円形を呈している。深さは 3㎝である。礫を検出した。陶器壷甕口縁部 1

点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK418
本土坑は I-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を I 区 KDSK2 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 232㎝以上、短径 98㎝の隅丸長方形、底部が長径 228

㎝以上、短径 75㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部に石列が検出されている。本土坑は I 区 SV403、SV406 と重複しているが、SV403、SV406 床

面直下より本土坑が検出されたため、両者に先行する。

磁器 6 点、陶器 5 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には一重網目紋碗 2 点等が、陶器には唐

津灰釉碗 1 点、同皿 1 点、備前灯明皿 1 点等がある。遺物が少ないので明確でないが 17 世紀代の



― 465 ―

遺構の可能性がある。

I-2 SK419
本土坑は I-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 30㎝以上の円形、底部が長径 46㎝、短径 22

㎝以上の円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。染付 1 点、内耳土器 1

点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-1 SK420
本土坑は I-1 区の南側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では現状で上端が長径 144㎝、短径 48㎝以上の隅丸方形、底部が長径 26㎝、

短径 6㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 3 点、陶器転用品 1 点、和釘 2 点、瓦が出土した。陶器に

は唐津鉄釉碗 3 点、同胎土浅黄橙で外面鉄絵の碗 2 点、藁灰釉碗 2 点、関西系袋物 1 点等が、土師

質瓦質土器には皿 2 点等がある。関西系の袋物を混入と見れば 17 世紀代の遺構の可能性がある。

I-1 SK421
本土坑は I-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では現状で上端が長径 92㎝、短径 50㎝以上の円形、底部が長径 56㎝、

短径 25㎝以上の円形と推測される。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶

器 2 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には一重網目紋碗 1 点等が、陶器には唐津刷

毛目皿 1 点、同灰釉碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

（I-1 SK422 ＝ P697 ＝ P305）

I-1 SK423 ＝ L-3 SK604　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-1 区の北側から中央にかけて位置している。形態及び規模は上端が長径 583㎝、短径

400㎝の不整形な方形、底部が長径 567㎝、短径 357㎝の不整形な方形を呈している。深さは 20㎝

である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 4 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 22 点、瓦が出土した。

磁器には内面陽刻白磁端反皿 1 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕 1 点等が、土師質瓦質土器には焼塩

壷 2 点（1）うち蓋 1 点（2）、皿 5 点等がある。鉄製品には釘 9 点等がある。瀬戸美濃水甕がある

ので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

I-3 SK501　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は I-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 45㎝前後の楕円形、
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底部が長径 42㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 14 点、

人形 1 点、瓦が出土した。磁器には高台内に渦福の銘のある碗 1 点、外面若松紋などの半球碗 1 点

などが、土師質瓦質土器には内耳土器 10 点うち A 群口縁部 3 点、皿 3 点などがある。人形は手づ

くねの蓑を着た子供か（1）。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK502
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 88㎝、短径 83㎝の円形、底部

が長径 75㎝、短径 67㎝の円形を呈している。三つ巴紋軒丸瓦 1 点が出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

I-3 SK503
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 75㎝、短径 58㎝の隅丸長方形、

底部が長径 55㎝、短径 37㎝の楕円形を呈している。絵付け、つくりの粗雑な染付碗 1 点、土師質

皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK504
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 95㎝、短径 86㎝の円形、底部

が長径 86㎝、短径 72㎝の円形を呈している。磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 11 点、和釘 1

点が出土した。陶器には唐津灰釉皿 2 点うち溝縁皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群

口縁部 2 点で 1 点はしっかり穿孔する、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK505
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 48㎝、短径 45㎝前後の円形、底

部が長径 35㎝、短径 31㎝の円形を呈している。

I-3 SK（505）＝ P553
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分が多いが、現状では上端は長径 68㎝、短径 33㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 68㎝、短

径 28㎝以上の隅丸長方形を呈している。

I-3 SK506
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側を SK41 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 74㎝以上、短径 45㎝の楕円形、底部は長径 55㎝、短径 37

㎝の楕円形と推測される。土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でないが、本遺構より新しい SK41 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なのでそれと同時期

ないしそれ以前であろう。
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I-3 SK507
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチに、北側を SK41 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 68㎝以上、短径 36㎝以上の楕円形、

底部は長径 57㎝、短径 25㎝以上の楕円形と推測される。

大振りな磁器色絵碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、鉄製品 8 点うち和釘 4 点、瓦のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい SK41 が 19 世紀第 2 四半期

の遺構なのでそれと同時期ないしそれ以前であろう。

I-2 SK510　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 76㎝、短径 52㎝の隅丸長方形、

底部が長径 62㎝、短径 41㎝の隅丸長方形を呈している。

底部に穿孔のある陶器鉢形製品 1 点（1）、土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点（2）、瓦が出土した。

鉢形製品は窯道具の可能性もある。土師質皿には見込みに明瞭な渦巻きがあるものがある。遺物が

少ないため時期は不明である。

I-2 SK511
本土坑は I-2 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 69㎝前後、短径 52㎝の隅丸長

方形、底部が長径 52㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。瓦のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

I-3 SK514　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は I-3 区の中央に位置する。形状及び規模は北西を SK516 に、南東を SK515 によって切

られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 42㎝の不整形な方形、

底部が長径 30㎝、短径 20㎝の不整形な方形を呈している。本土坑は SK515・SK516 によって切ら

れている。土師質皿 7 点、瓦のみが出土した。皿のうち口縁部が外湾するものが 1 点（1）ある。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK516
本土坑は I-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 58㎝、短径 51㎝の楕円形、底部

が長径 35㎝、短径 30㎝の円形を呈している。本土坑は SK514 を切っていることから、SK514 より

新しく作られている。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-1 SK518
本土坑は I-1 区の南側に位置する。形状及び規模は北側と南東側がトレンチによって切られてい

るので不明な部分があるが、上端が長径 125㎝前後、短径 71㎝前後の楕円形、底部が長径 72㎝、
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短径 51㎝の楕円形と推測される。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-1 SK519
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 47㎝の不整形な円形、底部が長径

40㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。本土坑は I 区 SK530 と重複しているが、本土坑床

面直下より SK530 が検出されたため、本土坑は SK530 より後に作られている。瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK520
本土坑は I-2 区の中央に位置する。形状及び規模は西側を SK418 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端は長径 95㎝以上、短径 55㎝の不整形な円形、底部は長径 43㎝以上、

短径 40㎝以上の楕円形と推測される。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK521
本土坑は I-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 75㎝、短径 47㎝の楕円形、底部

が長径 58㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。関西系色絵碗 1 点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

I-3 SK524
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 101㎝、短径 66㎝の楕円形、底

部が長径 86㎝、短径 55㎝の楕円形を呈している。口縁部の肥厚する土師質鍋？ 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK526
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は北側がトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝前後、短径 67㎝の楕円形、底部が長径 53㎝、短径 51

㎝の円形を呈している。染付端反小坏 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

I-3 SK527
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 82㎝以上、短径 65㎝以上の円形、

底部が長径 59㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な円形を呈している。遺物が出土していないため時

期は不明である。

I-3 SK528
本土坑は I-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は南側が調査区外になるため不明な部分があ
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るが、現状では上端は長径 85㎝以上、短径 73㎝の楕円形、底部は長径 74㎝以上、短径 51㎝の楕円

形と推測される。土師質皿 3 点、鉄製品 6 点うち和釘 4 点、鉄滓 1 点、瓦のみが出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

I-1 SK530
本土坑は I-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 131㎝、短径 101㎝のゆがんだ楕

円形、底部が長径 121㎝、短径 82㎝のゆがんだ楕円形を呈している。本土坑は I 区 SK519 と重複

しているが、本土坑は SK519 床面直下より検出されたため、本土坑は SK519 より先に作られている。

土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 2 点うち和釘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

I-1 SK531　 遺物実測図

遺構であるかどうか明確でなかった。陶胎染付碗 1 点（I-1SK537 と接合）、寛永通寶 1 点（1）、

瓦のみが出土した。

I-1 SK537　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 11 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土し

た。磁器には高台内二重枠に巻き込みが多い渦福でハリ支え痕のある大皿 1 点、陶胎染付碗

（I-1SK531 と接合）1 点、白磁蓋物 1 点等が、陶器には唐津灰釉溝縁皿 1 点、同見込み蛇の目釉剥

ぎ皿 1 点、同刷毛目鉢 2 点、同明るい胎土の刷毛目碗 1 点、同香炉火入れ 1 点、関西系鉄絵染付皿

1 点、備前灯明皿 1 点等が出土した。土師質瓦質土器には皿 4 点（1）、内耳土器 B 群口縁部 2 点（2）

等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 2 点（3）（4）等がある。陶胎染付碗があり 1700 年前後の遺物で

ある。

I-2 SK601　
本土坑は I-2 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 79㎝、短径 39㎝の楕円形、底部

が長径 46㎝、短径 24㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 114 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 2 点、唐津二彩手刷

毛目大皿 1 点、備前擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 88 点うち A 群口縁部 8 点、

佐野甕 18 点がある。陶磁器が少ないため時期は不明である。

I-3 SK606
本土坑は I-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 39㎝の楕円形、底

部が長径 42㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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I-1 SK607
本土坑は I-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 177㎝、短径 166㎝の円形、底部

が長径 157㎝、短径 145㎝の円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。土

師質皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK609
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は南側が調査区外で未調査のため不明な部分が

あるが、現状では上端は長径 40㎝以上、短径 23㎝以上の半楕円形、底部は長径 28㎝以上、短径 15

㎝以上の半楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点、中心のみ二重線で表す三葉紋を中心飾りに持つ軒平瓦 1 点が出土した。底石下から

は瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK610
本土坑は I-2 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 103㎝、短径 93㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 84㎝、短径 65㎝の楕円形を呈している。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK611
本土坑は I-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 35㎝、短径 33㎝の円形、底部

が長径 16㎝、短径 14㎝の円形であると思われる。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は I 区 SK612 を切っており、SK612 より新しい。染付碗 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SK612
本土坑は I-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側を I 区 SK611 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 43㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は長径 28㎝以上、

短径 18㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。唐津溝縁皿 1 点、

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SK614
本土坑は I-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 54㎝、短径 40㎝の楕円形、底部

が長径 41㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

I-3 SK617
本土坑は I-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 17㎝、短径 16㎝のゆがんだ円形、
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底部が長径 13㎝、短径 12㎝の円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

I-3 SK618
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 35㎝前後、短径 27㎝の楕円形、底部は長径 18㎝前後、短

径 16㎝の楕円形と推測される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土してい

ないので時期は不明である。

I-3 SK623
本土坑は I-3 区の南西側に位置する。形状及び規模はトレンチによって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 68㎝、短径 39㎝以上のゆがんだ楕円形、底部が長径 55㎝、短

径 25㎝前後のゆがんだ楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。遺物

が出土していないので時期は不明である。

I-3 SK624
本土坑は I-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 48㎝、短径 46㎝の円形、底部が

長径 33㎝、短径 32㎝の円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部

から礫が検出されている。I 区 P624 は本土坑検出面より上層で検出したもので、切り合い関係は

ない。よって本土坑は P624 に先行する。陶器碗 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少な

いため時期は不明である。

SV
（I-3 SV1 ＝ L 区 SV4）

（I-2 SV2 ＝ I 区 KDSV8）

（I-2 SV3 ＝ H 区 SV3 の I 区部分）

I-2 SV4
遺構かどうか明確でなかった。磁器 9 点、陶器 15 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 11 点、

鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 2 点等が、陶器には関西系碗 5 点うち体部面取り

高台脇鎬碗 1 点、細かい貫入の入る端反碗 1 点、鉄絵染付 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点等が、土師質瓦

質土器には皿 5 点、箱庭の橋 1 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。関西系体部面取りする

高台脇鎬碗があるので 19 世紀第 2 四半期頃までの遺物である。
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I-2 SV5
本溝状遺構は I-2 区の北西側に位置する。規模は北側を H 区 SV3 に、南側を I 区 SK71 によって

削平を受けているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.88m にわたって検出した。

幅は 71 ～ 89㎝、深さは 10㎝である。本溝状遺構埋没後に SK71・H 区 SV3 は作られている。

磁器 55 点、陶器 83 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 130 点、人形 2 点、砥石 1 点が出土

した。磁器には端反碗 1 点、梵字紋小広東碗 1 点、蓋物 3 点うち 1 点は I-2SV1 と接合し SK208 出

土分と同一個体と思われる、蛇の目凹型高台の青磁香炉 1 点等が、陶器には鍋類 6 点、土瓶 6 点、

燗徳利 5 点、関西系碗 11 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、色絵碗 3 点、萩藁灰釉貝目積み皿

3 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同植木鉢？ 2 点、備前袋物 7 点、同灯明皿 1 点、同擂鉢ミニチュア 3 点

等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 8 点、佐野甕

口縁部 1 点、火消し壷 1 点、他は大部分が甕壷類の体部破片である。端反碗はあるが深小丸碗や型

皿等がないので 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構であろう。

I-1 SV6
本溝状遺構は I-1 区から I-2 区にかけて位置する。規模は東西方向に長さ 1.00m にわたって検出

した。幅は 17㎝～ 25㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-1 SV7
本溝状遺構は I-1 区の南側に位置する。規模は東側を H 区 KDSK26 によって削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 5.56m にわたって検出した。幅は 29㎝～ 49㎝、

深さは 32㎝である。I 区 SK89・SK79・P9・SK73・SK80 と重複している。構築順に整理すると（古） 

SK89 → SK80・P9 →本溝状遺構→ SK79・SK73 （新）となる。

磁器 21 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器には関西系端反碗蓋 1 点、青磁染

付朝顔形碗 1 点等が、陶器には関西系口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 1 点、同小杉碗 1 点、同色絵

碗 1 点、同灯明皿 1 点、土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、

端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した溝状遺構

である。

I-2 SV302
本溝状遺構は H-2 区から J-2 区にかけて位置する。規模は東側を H 区 KDSK26 やトレンチによ

って削平を受けている不明な部分があるが、現状では現状で東西方向に 17.18m にわたって検出し

た。幅は 26㎝～ 65㎝、深さは 6㎝である。西端は調査区外に続くものと考えられる。本溝状遺構

は J 区 SK316・SK318・SK（309）・P353・SK357・SK306 と重複すると考えられるが、全て本溝

状遺構埋没後に作られている。

磁器 3 点、陶器 8 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 143 点、人形 2 点、鉄製品 2 点、瓦が

出土した。陶器には関西系碗 4 点、唐津刷毛目皿 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 13 点、内耳土
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器 125 点うち A 群口縁部 9 点うち内耳部分 2 点で穿孔するが突き抜けない。人形には型合わせ中

空の人物 1 点（I-3SK401 と接合）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

I-3 SV303
本溝状遺構は I-2・3 区から J-3 区にかけて位置する。規模は東側を I 区 KDSK7 に、中央を J 区

SK21・L 区 SV4・I 区 SK221 に、西側を J 区 SV5 やトレンチ等によって削平を受けている不明な

部分があるが、現状では現状で東西方向に 7.5m にわたって検出した。幅は 15㎝～ 31㎝、深さは 6

㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

I-3 SV401
本溝状遺構は I-3 区の北西側に位置する。南側を I 区 SK214 によって切られているため不明な部

分があるが、現状では南北方向に長さ 2.65m にわたって検出した。幅は 28㎝～ 50㎝、深さは 10㎝

である。磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点、人形 1 点、瓦が出土した。磁器には染付碗 2

点が、陶器には唐津刷毛目皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時

期は不明である。

I-2 SV402
本溝状遺構は I-2 区の南側に位置する。北側を I 区 SK52 に、南側を I 区 SK92 等によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.26m にわたって検出した。幅は 21㎝

～ 40㎝、深さは 4㎝である。遺物が出土していないので時期は不明である。

I-2 SV403
本溝状遺構は I-2 区の中央部に位置する。西側をトレンチによって切られているため不明な部分

があるが、現状では東西方向に長さ 1.15m にわたって検出した。幅は 20㎝～ 34㎝、深さは 21㎝で

ある。I 区 SV406 の南側に隣接し、向きは並行している。本溝状遺構は I 区 SK418 と重複してい

るが、本遺構は SK418 が埋没してから作られている。遺物が出土していないので時期は不明である。

I-2 SV404
本溝状遺構は I-2 区の南西側に位置する。土坑状のものを 2 つで SV404 とする。現状で東西方向

に長さ 2.17m にわたって検出した。幅は 30㎝～ 34㎝、深さは 9㎝である。磁器 3 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付香炉火入れ 1 点等が、陶器には関西系鉄絵

せんじ碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点があり先細りの穿孔をする。遺

物が少ないため時期は不明である。

I-2 SV406
本溝状遺構は I-2 区の中央部に位置する。西側をトレンチによって切られているため不明な部分
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があるが、現状では東西方向に長さ 0.41m にわたって検出した。幅は 10㎝～ 25㎝、深さは 6㎝で

ある。本溝状遺構は I 区 SK418 と重複しているが、本遺構は SK418 が埋没してから作られている。

本遺構は位置や形状から溝状遺構というよりは土坑というほうがよいと考えられる。磁器 1 点のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SV407
本溝状遺構は I-2 区の中央部に位置する。北側を I 区 KDSK2 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.44m にわたって検出した。幅は 28㎝～ 35㎝、深さは 16

㎝である。関西系陶器 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

I-2 SV601　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は I-2 ～ 3 区に位置し、南北方向に長さ 20.0m にわたって検出した。幅は 120㎝～

145 ㎝、深さは 38㎝である。I-2 区の東側を南北方向のトレンチに、中央を I 区 KDSK2 に、南部

を I 区 KDSK8 よって切られているため不明な部分があるが、本溝状遺構は I 区南側の調査区外よ

りはじまり、I-2 区の北端でその末端に到達するものと考えられる。標高は北側が高く、南側にな

るにつれ低くなっている。J 区 SV601 の東にあり向きはほぼ並行している。本溝状遺構にかかる遺

構は遺構床面直下からの検出で、その多くを本溝状遺構が切っていると考えられることから、その

他の溝状遺構にかかる遺構より本溝状遺構の方が新しい。

磁器 10 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 47 点、砥石 1 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出

土した。磁器には景徳鎮碗 2 点、同端反小坏 1 点、高台無釉小坏 1 点、一重網目紋碗 1 点等が、陶

器には唐津灰釉溝縁皿 1 点、同灰釉碗 5 点うち端反碗 1 点、同外面鉄釉碗 1 点、岸岳ないし福岡の

藁灰釉皿 1 点、備前擂鉢 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 29 点（1）、内耳土器 4 点うち A 群口縁

部 2 点うち内耳部分 1 点（2）は厚手でしっかり穿孔する、擂鉢 1 点等がある。鉄製品には和釘 1 点、

刃物？ 1 点等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 2 点がありうち 1 点は巴尾が細く長く圏線となり珠紋

は小さい（3）。17 世紀前半の遺構である。

（I-1 SV606 ＝ J SV601）

KDSK
I-2 KDSK1

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

I-2 KDSK2
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦、ガラスが出土した。

I-3 KDSK3
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磁器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

I-2 KDSK7
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

I-2 KDSK8　 遺物実測図  遺物写真

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、軽石 1 点（1）、瓦が出土した。

I-1 KDSK9
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

I-1 KDSK10
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

I-1 KDSK11　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器うちひょうそく（1）、鉄製品、硯（2）、瓦が出土した。

I-1 KDSK12
磁器、陶器、スレートが出土した。

I-1 KDSK13
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、コンクリート片が出土した。

I-1 KDSK15
磁器、陶器、土師質瓦質土器、板ガラスが出土した。

I-1 KDSK16
磁器、陶器が出土した。

I-2 KDSK17
磁器のみが出土した。

I-2 KDSK19
陶器、土師質瓦質土器が出土した。

I-2 KDSK20　 遺物実測図  遺物写真
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磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、ガラス簪（1）、瓦が出土した。

I-1 KDSK21
磁器、陶器、土師質瓦質土器、青銅製品、瓦、コンクリート片、スレートが出土した。

I-2 KDSK26
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

I-1 KDSK32
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

KDSV
I-2 KDSV1

磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。 H2SK208 と同一個体と思われる蘇鉄の葉の一部が出

土した。

I-1 KDSV4
磁器、陶器、土師質瓦質土器、スレートが出土した。

I-1 KDSV5
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、スレート、コンクリート片、丸釘が出土した。

I-2 KDSV8 ＝ I-2 SV2
唐津碗 1 点のみが出土した。

（10）J 区の遺構と遺物

SB
J SB501　 遺物実測図  遺物写真

本遺構は J-3 区から I-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東にかけて J 区 SK459 と J 区

P504・J 区 SK424・J 区 SK458・J 区 SK503・J 区 SK(455) と J 区 SK462・J 区 SK504・I 区 SK523・

I 区 P517・I 区 SK513・I 区 P501 で構成されている。確認部分ではこれらの柱穴と見られる遺構の

うち、主柱穴と見られるもので 10 基が東西に各約 160㎝間隔で並んでおり、この主柱穴に対し一

基ずつ間を開けてその北側に約 50 ～ 60㎝の距離で控柱のものと見られる柱穴が位置する。規模は

調査区外である西側にさらに続くと考えられ、東西方向に 15 ｍ以上と推測される。遺構の性格は

上記のとおり南側を表とした塀跡と考えられる。時期は下記柱穴出土遺物から 18 世紀後半以降の

遺構と推測される。
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J-3 P504 からは陶器 4 点うち土瓶 2 点うち蓋 1 点等が出土した。土瓶があるので 18 世紀後半以

降の遺物である。

J-3 SK459 の形状及び規模は上端が長径 67㎝、短径 32㎝の楕円形、底部が長径 45㎝、短径 24㎝

の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。J-3 P504 に伴う控柱の柱穴と見られる。埋土に炭化

物が多く含まれていた。本柱穴は J-3 SK469 を切っており、SK469 より新しい。磁器 2 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には土瓶蓋 1 点等がある。土瓶があるので 18

世紀後半以降の遺構であろう。

J-3 SK424 の形状及び規模は上端が長径 47㎝、短径 46㎝の円形、底部が長径 40㎝、短径 38㎝の

円形を呈している。深さは 32㎝である。埋土に炭化物が多く含まれていた。磁器 1 点、陶器 2 点、

土師質皿 2 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には景徳鎮青花 1 点が、陶器には絵唐津皿 1 点、唐津

皿か 1 点がある。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀前半の遺物である。

J-3 SK458 の形状及び規模は上端が長径 100㎝、短径 47㎝の隅丸長方形、底部が長径 86㎝、短径

29㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 22㎝である。磁器 3 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 7 点、

鉄製品 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 1 点等がある。

J-3 SK503 の形状及び規模は上端が長径 41㎝、短径 39㎝の円形、底部が長径 32㎝、短径 29㎝の

円形を呈している。深さは 60㎝である。本柱穴は J 区 SK559 埋没後に作られている。陶器 2 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 1 点等がある。

J-3 SK462 の形状及び規模は上端が長径 112㎝、短径 36㎝の楕円形、底部が長径 86㎝、短径 25

㎝の楕円形を呈している。深さは 58㎝である。本柱穴は P407 と重複しているが、構築順に整理す

ると（古）本土坑→ P407（新）となる。磁器碗 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

J-3 SK（455）の形状及び規模は上端が長径 66㎝、短径 61㎝の円形、底部が長径 55㎝、短径 44

㎝の円形を呈している。深さは 14㎝である。J-3 SK462 に伴う控柱の柱穴と見られる。本柱穴は中

央に柱痕を伴う。

J-3 SK504 の形状及び規模は上端が長径 57㎝、短径 49㎝の方形、底部が長径 40㎝、短径 34㎝の

方形を呈している。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津呉器

手碗 1 点等がある。

I-3 SK523 の形状及び規模は西側を L 区 SV1 に切られているため不明な部分があるが、現状では

上端が長径 135㎝、短径 43㎝の楕円形、底部が長径 113㎝、短径 37㎝の楕円形と推測される。染付

碗 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。底部の北側にあるピットからは外面型押し成形の貝殻状紅

皿 1 点が出土した。本遺構の掘り方内で確認した I-3 P534 と I-3 P541 はそれぞれ主柱穴とその控

柱の柱穴と見られる。I-3 P534 からは唐津京焼風陶器碗 1 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、

瓦が出土した。

I-3 P517・P547 は同一の柱穴のそれぞれ掘り方と柱痕である。瓦のみが出土した。

I-3 SK513 の形状及び規模は南側を SK302 によって切られているため不明な部分が多いが、現状

では上端が長径 95㎝以上、短径 68㎝のゆがんだ楕円形、底部が長径 88㎝以上、短径 55㎝以上のゆ

がんだ楕円形と推測される。唐津灰釉碗 2 点、土師質瓦質土器 1 点、砥石 1 点、鉄製品 2 点、瓦が
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出土した。本遺構の掘り方内で確認した I-3 P527 と I-3 P526 はそれぞれ主柱穴とその控柱の柱穴

と見られる。I-3 P526 からは磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

磁器には染付碗 1 点等が、陶器には内外面鉄釉で外面釉掻き取りの壷甕 1 点、備前灯明皿 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。I-3 P527 からは土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。なお、

I-3 P424 は I-3 P527 に伴う柱痕である。

I-3 P501 の形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 45㎝前後の楕円形、底部が長径 42㎝、短径 35

㎝の楕円形を呈している。土師質皿 1 点、瓦が出土した。

なお、I-3 P501 のさらに東側に南北に並ぶ I-3P57 と I-3P58 は、柱痕部のみを確認し得たもので

あるが、その位置関係から本遺構に伴う遺構である可能性がある。

本遺構は北に約 12 ｍの距離で並行する J SB601 と形状が類似する。

J SB502
本遺構は J-1 区から J-3 区にかけて位置する。本遺構は南から北に SK556・SK555・SK559・

SK558・SK554・SK553・SK540・SK510・SK536・SK514・SK539・SK635・SK625・SK637・

SK636 で構成されている。J-2 区 SK539 より南の遺構間隔は 150㎝間隔が多く、160 ～ 170㎝のも

のが散見される。J-2 区 SK539 より北の遺構間隔は SK539 より SK636 にかけて 300㎝・210㎝・

260㎝・140㎝となり、間隔としてまとまりがない。規模は北側が調査区外となり、さらに続く可能

性があるため南北方向に 2500㎝以上と考えられる。遺構の性格は塀と考えられる。時期は不明で

ある。

J-2 SK510はJ-2区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径243㎝、短径103㎝の隅丸長方形、

底部が長径 223㎝、短径 41㎝の隅丸長方形を呈している。内耳土器 2 点、鉄製品 1 点、瓦のみが出

土した。

J-2 SK514 は J-2 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 210㎝、短径 42㎝の隅丸長方形、

底部が長径 192㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。土師質皿 1 点、鉄製品 2 点、瓦のみが出

土した。

J-2 SK536 は J-2 区の中央に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 208㎝前後、短径 55㎝の隅丸長方形、底部は長径 192

㎝前後、短径 40㎝の隅丸長方形と推測される。磁器 1 点、鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

J-2 SK539 は J-2 区の北側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 247㎝、短径 58㎝の隅丸長方形、底部は長径 235㎝、

短径 39㎝の隅丸長方形と推測される。土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。

J-2 SK540 （＝ SV402）は J-2 区の南側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 243㎝前後、短径 58㎝の隅丸長方形、底部

は長径 230㎝前後、短径 41㎝の隅丸長方形と推測される。鉄製品 2 点、瓦のみが出土した。

J-2 SK553 は J-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 268㎝、短径 47㎝の隅丸長方形、

底部が長径 235㎝、短径 28㎝の隅丸長方形を呈している。内耳土器 A 群口縁部 1 点、土師質皿 1 点、
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鉄製品 6 点、瓦のみが出土した。

J-2 SK554 は J-2・3 区の区境に位置する。形状及び規模は上端が長径 240㎝、短径 51㎝の隅丸長

方形、底部が長径 216㎝、短径 29㎝の隅丸長方形を呈している。唐津灰釉碗 1 点、瓦のみが出土し

た。

J-3 SK555 は J-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 195㎝、短径 53㎝の隅丸長方形、

底部が長径 176㎝、短径 36㎝の隅丸長方形を呈している。染付皿 1 点、備前平鉢 1 点、瓦が出土し

た。

J-3 SK556 （＝ SK652）は J-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 74㎝、短径 58㎝の隅丸長方形、底部は長

径 68㎝、短径 46㎝の隅丸長方形と推測される。遺物は出土していない。

J-3 SK558 は J-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 227㎝、短径 44㎝の隅丸長方形、

底部が長径 210㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。本柱穴は J 区 SK534 と重複しているが、

本柱穴は SK534 床面直下より検出されたため、SK534 の後に作られている。瓦のみが出土した。

J-3 SK559 は J-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 176㎝、短径 49㎝の隅丸長方形、

底部が長径 165㎝、短径 35㎝の隅丸長方形を呈している。本柱穴は J 区 SK503 と重複しているが、

SK503 床面直下より本柱穴が検出されたため、SK503 より先に作られている。陶器 1 点、瓦が出

土した。

J-1SK625 は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 202㎝以上、短径 48㎝の隅丸長方形、底部は長径 187㎝

以上、短径 33㎝の隅丸長方形と推測される。福岡か藁灰釉皿 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 3 点、

青銅製品 1 点、瓦のみが出土した。

J-1 SK635 は J-1 区の南側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 239㎝以上、短径 54㎝の隅丸長方形、底部は長径 232

㎝以上、短径 37㎝の隅丸長方形と推測される。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

J-1 SK636 は J-1 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 265㎝、短径 47㎝の隅丸長方形、

底部が長径 250㎝、短径 37㎝の隅丸長方形を呈している。瓦のみが出土した。

J-1 SK637 は J-1 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 180㎝前後、短径 47㎝の隅丸

長方形、底部が長径 169㎝、短径 29㎝の隅丸長方形を呈している。鉄製品 2 点うち和釘 1 点、瓦の

みが出土した。

J SB503
本遺構は J-2 区に位置する。本遺構は南から北に SK508・SK509・P502 で構成されている。柱間

が約 170㎝で、規模は現状では南北方向に 380㎝と考えられるが、西側が調査区外に隣接するため

調査区外である西に柱穴列が続く可能性がある。遺構の性格は建物跡と推測される。時期は不明で

ある。

J-2 SK508 は J-2 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 54㎝、短径 46㎝の楕円形、底
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部が長径 39㎝、短径 33㎝の楕円形を呈している。本柱穴は SK557 と重複しているが、本柱穴床面

直下より SK557 が検出されたため、SK557 より後に作られている。磁器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、

鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

J-2 SK509はJ-2区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径69㎝、短径49㎝の不整形な方形、

底部が長径 54㎝、短径 37㎝の不整形な方形を呈している。磁器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製

品 2 点が出土した。磁器には瓶 1 点等がある。

J-2 P502 からは磁器 1 点、関西系碗 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点が出土した。

J SB601
本遺構は I-1 区と 2 区、J-1 区と 2 区の境に沿って位置する。本遺構は西から東にかけて J 区

SK370 と J 区 SK444・J 区 P608・J 区 SK640 と J 区 P625・J 区 SK613 もしくは J 区 SK632・J 区

SK628 と J 区 SK627・I 区 P646 と I 区 P654・I 区 P644 で構成されている。確認部分ではこれらの

柱穴と見られる遺構のうち主柱穴と見られるもので 7 基が、I 区 P646 と J 区 SK628 間が約 3 ｍで

あるのを除いて東西に各 1.5 ｍ前後の間隔で並んでおり、この主柱穴に対し一基ずつ間を開けてそ

の北側に約 70㎝の距離で控柱のものと見られる柱穴が位置する。I 区 P646 と J 区 SK628 間の I 区

SK87 が位置する辺りに本来もう 1 基の柱穴が存在していた可能性があり、I 区 SK87 もその形状か

ら同一の塀跡の柱穴である可能性がある。規模は調査区外である西側にさらに続くと考えられ、東

西方向に 11 ｍ以上と推測される。遺構の性格は上記のとおり南側を表とした塀跡と考えられる。

時期は下記柱穴出土遺物から 18 世紀後半以降の遺構と推測される。

J 区 SK370 の形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、現

状では上端が長径 43㎝、短径 16㎝以上の不整形な円形、底部が長径 34㎝、短径 13㎝以上の不整形

な円形と推測される。深さは 16㎝である。また、底部では礎石状の石を確認した。本柱穴は J 区

SK334 床面直下からの検出であることから SK334 に先行する。磁器 1 点、陶器 2 点、鉄製品 3 点、

瓦が出土した。

J 区 SK444 の形状及び規模は上端が長径 50㎝、短径 45㎝不整形な円形、底部が長径 37㎝、短径

32㎝の不整形な円形を呈している。深さは 34㎝である。J-1 SK370 に伴う控柱の柱穴と見られる。

J 区 SK406 と重複しているが、本柱穴は SK406 の床面より検出されたもので、ほぼ SK406 と同じ

時期に作られたものと考えられる。磁器 3 点うち染付皿 1 点、猪口 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土し

た。

J 区 SK640 ＝ SK442 は、形状及び規模は上端が長径 57㎝、短径 46㎝の楕円形、底部が長径 35㎝、

短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 29㎝である。内耳土器 A 群口縁部 1 点、黒碁石 1 点、鉄

製品 4 点、瓦が出土した。

J-1 SK613・J-1 SK632 はその形状から同一の柱穴である可能性がある。J-1 SK613 の形状及び規

模は上端が直径 63㎝の円形、底部が直径 47㎝の円形を呈している。深さは 34㎝である。本遺構は

J 区 SK626・SK632・SK644 を切っていることから、これらの遺構より新しい。鉄製品 1 点、瓦の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。J-1 SK632 はその大部分を J 区 SK613 によっ
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て切られている。現状では形状及び規模は上端が直径 55㎝以上、底部が直径 50㎝以上の円形と推

測される。深さは 26㎝である。底部に礫が検出されている。土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J 区 SK628 の形状及び規模は上端が長径 58㎝、短径 44㎝の楕円形、底部が長径 43㎝、短径 28㎝

の楕円形を呈している。深さは 19㎝である。20㎝大の礫が検出されている。鉄製品 2 点、瓦のみ

が出土した。

J 区 SK627 の形状及び規模は上端が長径 41㎝、短径 40㎝の円形、底部が長径 27㎝、短径 22㎝の

円形を呈している。深さは 16㎝である。J 区 SK628 に伴う控柱の柱穴と見られる。遺物は出土し

ていない。

I 区 P654 は I 区 P646 に伴う控柱の柱穴と見られる。備前瓶 1 点、瓦のみが出土した。

I 区 P644 からは磁器碗皿 1 点、瓦のみが出土した。

本遺構は南に約 12 ｍの距離で並行する J SB501 と形状が類似する。

SA
J SA301

本遺構は J-2 区に位置する。本遺構は南から北に SK318・P306・SK324・P405・P355 で構成さ

れている。柱間が約 160㎝で、規模は南北方向に 650㎝である。遺構の性格は柵列と考えられる。

下記柱穴出土遺物より時期は 18 世紀後半以降と推測される。

J-2 SK318はJ-2区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径37㎝、短径35㎝の不整形な円形、

底部は長径 23㎝の不整形な円形を呈している。深さは 8㎝である。I 区 SV302・J 区 SK（309）と

重複しているが、構築順に整理すると（古） I 区 SV302 →本土坑→ J 区 SK（309） （新）となる。

瓦のみが出土した。

J-2 SK324 は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 22㎝、短径 20㎝の円形、底部

は長径 10㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。本柱穴は J 区 SK313 の床面より検出された。

よって SK313 より先に作られている。磁器 1 点、陶器 2 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 1

点等がある。

J-2 P306 からは磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には外

面体部に菊紋コンニャク印判の雑なつくりの碗 1 点が、陶器には外面体部に凹線の巡る丹波壷甕 1

点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点がある。

J-1 P355 （＝ SK431）からは磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 6 点、天神人形 1 点が出土した。

磁器には見込み五弁花コンニャク印判くらわんか手丸形碗 2 点等が、陶器には土瓶 3 点、関西系碗

2 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺物であろう。

SK
J-2 SK1

本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 89㎝、短径 88㎝の円形、底部
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は長径 65㎝、短径 64㎝の円形を呈している。深さは 13㎝である。本土坑は J 区 SK3 埋没後に作ら

れている。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 14 点、人形 2 点、鉄製品 4 点が出土した。陶器には行平

鍋蓋 1 点、関西系碗 3 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・色絵碗 1 点、灰釉土瓶 8 点等が、土師

質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点等がある。切り合い関係より本遺構に

先行する J 区 SK3 が 19 世紀第 2 四半期の遺構であるから、それと同時期ないしはそれ以降の遺構

である。

J-2 SK2
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を J 区 KDSK9 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 112㎝以上、短径 93㎝の不整形な隅丸長方形、底部

は長径 61㎝以上、短径 55㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 25㎝である。遺構の性格

は不明である。

磁器 4 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 2 点、瓦、板ガラスが出土した。磁器には

西洋コバルトの型紙摺り 1 点等が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点等がある。西洋コバルトの型紙摺り

製品があるので近代以降の遺構である。

J-3 SK（2）
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 74㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 82㎝、短径 69㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 23㎝である。遺構

の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 194㎝、短径 159㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 166㎝、短径 139㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 54㎝である。

本土坑は J 区 SK1 によって削平を受けている。また、本土坑は SK201 を削平している。遺構の性

格は不明である。

磁器 67 点、陶器 72 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 3 点、硯 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。

磁器には瀬戸美濃白磁型皿 2 点、端反碗 2 点、高台脇に段のある朝顔形碗 1 点等が、陶器には行平

鍋蓋 1 点、土瓶 10 点、急須 1 点、関西系燗徳利 4 点うち銅緑釉 3 点、同灯明皿 4 点、同碗 7 点、

砥部皿 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には浅く凸帯上方に把手が付くタイプの羽釜 1 点、内耳土

器 4 点うち A 群口縁部 3 点うち先細りの穿孔の内耳部分 1 点等がある。瓦には半菊紋軒平ないし

軒桟瓦 1 点（2）等がある。瀬戸美濃型皿はあるが木型打ち込みの皿はないので 19 世紀第 2 四半期

頃の遺構であろう。



― 483 ―

J-3 SK（3）
本土坑は J-3 区の南側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 98㎝、短径 55㎝以上の不整形な円形、底部は長径 59㎝、短径 41㎝以上の

楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は SK34 埋没後に作られている。遺構の性格は

不明である。磁器 9 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 3 点、砥石 1 点、キセル 1 点、瓦

が出土した。磁器には同一個体と思われる西洋コバルトによる手書きの碗 3 点等がある。近代以降

の遺構である。

J-3 SK4
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側が調査区外となるため不明な部分があ

るが現状では上端が長径 146㎝、短径 90㎝以上の不整形な隅丸方形、底部は長径 122㎝、短径 80㎝

以上の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑は I 区 SK104 埋没後に作られ

ている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 10 点が出土した。磁器には筒形で腰を折った花唐草紋蓋

物 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑

に先行する I 区 SK104 が 1770 年以降の遺構なので、それと同時期であろう。

J-2 SK5
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 36㎝の隅丸長方形、

底部は長径 48㎝、短径 30㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明で

あるが、底部に礫を検出したことから、柱穴の可能性がある。寿字紋染付碗 1 点、陶器 1 点、人形

類 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK6　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の北側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 121㎝、短径 95㎝以上の不整形な方形、底部は長径 80㎝、

短径 60㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 72㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 29 点、陶器 25 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 40 点、砥石 1 点、鉄製品 20 点、瓦

が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点、焼き継ぎ痕のある蓋物蓋 1 点、広東碗 2 点、小広東碗 1 点等

が、陶器には行平鍋蓋 1 点、鉄釉土瓶 2 点、鉄釉羽釜土瓶 1 点（1）、関西系端反碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には皿 10 点（2）（3）（4）（5）（6）（7）、内耳土器 23 点うち A 群口縁部 1 点、羽釜（8）

等がある。瓦には菊間Ⅰ類の不明刻印を有する軒桟瓦 1 点（9）、凸面に「作製」の刻印のある丸瓦

2 点（10）、三つ巴紋軒丸瓦 1 点（11）、桟部が丸くなる桟瓦（12）、端部に長方形枠に「小」の刻

印のある桟瓦 1 点（13）等がある。端反碗はあるが深小丸碗等がないので 19 世紀第 1 四半期頃の

遺構であろう。
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J-2 SK7
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 131㎝、短径 116㎝の隅丸長方形、

底部は長径 55㎝、短径 44㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 28㎝である。本土坑は SK31・SK（25）

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 4 点、鉄製品 1 点、瓦が出土し

た。磁器には焼き継ぎ痕のある瀬戸美濃麦藁手碗 1 点等が、陶器には土瓶 1 点、関西系菊花皿 1 点

等がある。瀬戸美濃磁器碗があるので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑に先行する SK31 が 19 世

紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

J-2 SK8
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 48㎝の不整形な円形、

底部は長径 38㎝、短径 33㎝の不整形な円形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑は J 区

SK18 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

J-2 SK9
本土坑は J-2 区の北東側に位置する埋甕遺構である。深さは 14㎝である。甕は土師質で内面に漆

喰があった。3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 5 点が出土した。陶器には関西系土

瓶鉄砲口 1 点が、土師質瓦質土器には甕 18 点、涼炉 3 点等がある。鉄砲口土瓶があるので 18 世紀

第 4 四半期以降の遺構であろう。

J-1 SK10　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 100㎝、短径 56㎝以上の円形、底部は長径 62㎝、短径 35㎝の不整形な円

形と推測される。深さは 46㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 69 点、陶器 89 点、軟質施

釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 41 点、鳩笛 1 点、人形 2 点、碁石 1 点、砥石 1 点、硯 1 点（3）、瓦

が出土した。磁器には西洋コバルトで紋様を手書きした碗 1 点、瀬戸美濃碗 4 点うち端反碗 2 点、

肥前系端反碗 1 点、望料碗 1 点、蓋物 1 点（H-SV3 と接合）等が、陶器には関西系碗 12 点うち鉄

絵染付小杉碗 1 点、同燗徳利 2 点、同皿 2 点うち内面色絵の腰折れ溝縁になる皿 1 点・菊花皿 1 点、

同灯明皿 2 点、備前灯明皿 2 点、同灯明受皿 2 点、同一個体と思われる瀬戸美濃灰釉皿 4 点、行平

鍋 1 点、鉄釉鍋 3 点、土瓶 22 点うち蓋 3 点、青緑釉徳利 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点（2）、

内耳土器 A 群口縁部 2 点、羽釜 1 点、いずれかの体部 5 点、ミニチュア羽釜 1 点等がある。瓦に

は中心飾り三葉の軒平瓦 1 点（1）がある。西洋コバルトで紋様を手書きした碗があるので近代初

めの遺構である。

J-1 SK11
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側と北側が調査区外となるため不明な部
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分があるが、現状では上端が長径 95㎝以上、短径 38㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は長径 64

㎝以上、短径 25㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明

である。鉄釉土瓶 2 点を含む土瓶 4 点のみが出土した。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構で

あろう。

J-2 SK（11）　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 KDSK7 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 45㎝の隅丸方形、底部は長径 51㎝

以上、短径 39㎝の隅丸方形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には寿字紋小広東碗 1 点、青磁染付

朝顔形碗蓋 1 点等が、陶器には唐津刷毛目皿 2 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点

うち A 群口縁部 1 点（2）・C 群口縁部 1 点、皿 1 点（1）がある。小広東碗があるので 1770 年代

以降の遺構である。

J-2 SK12
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 KDSV3 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 84㎝、短径 43㎝の不整形な円形、底部は長径 60㎝、

短径 34㎝の不整形な円形である。本土坑は SK（26）・P2 と切りあい関係にある。構築順に整理す

ると（古） SK（26）→本土坑→ P2 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 9 点が出土した。磁器には小坏 1 点が、陶器

には関西系土瓶 1 点、備前灯明受皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 2 点等がある。

土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK（26）が 1780 年以降の遺

構なので、それと同時期であろう。

J-3 SK13　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は J-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 251㎝、短径 134㎝の隅丸長方形、

底部は長径 228㎝、短径 113㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 48㎝である。本土坑は SK438・

SK456・SK457・SV501 を削平している。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 11 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁

器には瀬戸美濃端反碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃鉢甕類 5 点、行平鍋 2 点、関西系灯明皿 1 点、

同口縁部に緑釉流し掛ける燗徳利 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、サナ 1 点等がある。瓦に

は三つ巴紋軒丸瓦 1 点、文字部凸で長方形の枠に「小」の刻印を有する菊間Ⅰ類軒桟瓦 1 点（1）

等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。青銅製品には火箸 1 点（2）がある。行平鍋・燗徳利が

あるので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。

J-1 SK14
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本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 KDSV3 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 41㎝以上の隅丸方形、底部は長径 43㎝、

短径 26㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

J-3 SK15
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 35㎝、短径 34㎝の円形、底部

は長径 26㎝、短径 24㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。陶器

3 点、瓦が出土した。陶器には唐津刷毛目鉢 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK16
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 53㎝の隅丸方形、

底部は長径 55㎝、短径 39㎝の隅丸方形を呈している。深さは 6㎝である。本土坑は J 区 SK31 埋没

後に作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に大量の貝殻が含まれていた。磁器 8 点、陶

器 5 点、土師質瓦質土器 12 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には輪花深皿 1 点、高台内側裾

が滑らかな湾曲削りの皿 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器

には皿 3 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑に先行する SK31 が 19

世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

J-2 SK17
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 39㎝の隅丸方形、

底部は長径 28㎝、短径 26㎝の隅丸方形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑は J 区 SK31 埋没

後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本

土坑に先行する SK31 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構で

あろう。

J-2 SK18
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 56㎝の隅丸長方形、

底部は長径 55㎝、短径 29㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 15㎝である。本土坑埋没後に J 区

SK8 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器碗 2 点うち見込み蛇の目釉剥ぎのもの 1 点

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK19
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 84㎝、短径 74㎝の不整形な円形、

底部は長径 67㎝、短径 63㎝の不整形な円形を呈している。本土坑は J 区 SK28 埋没後に作られて

いる。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。磁
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器には焼き継ぎ痕のある輪花皿 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点うち小杉碗 1 点、土瓶 1 点、鍋類

1 点等がある。焼き継ぎ痕のある皿があるので 19 世紀代の遺構である。

J-1 SK20
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を J 区 KDSK5 に、東側を J 区 KDSV3

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝、短径 36㎝の楕円形、

底部は長径 73㎝、短径 24㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点う

ち関西系 1 点等が、陶器には土瓶 7 点、鉄釉鍋 1 点、関西系燗徳利 1 点等が、土師質瓦質土器には

内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

J-2 SK21
本土坑は J-2 区から J-3 区にかけて位置する。形態及び規模は上端が長径 96㎝、短径 68㎝の隅丸

長方形、底部は長径 82㎝、短径 53㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格

は不明であるが、底部に礫が検出された。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦、鉄製品 1 点、砥石 1 点が出土した。磁器には碗

2 点うち素描きの深小丸碗？ 1 点が、陶器には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、土瓶 2 点うち

蓋 1 点がある。深小丸碗と思われるものがあるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構であろう。

J-3 SK22
本土坑は J-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 120㎝、短径 39㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 94㎝、短径 30㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 13㎝である。

本土坑は L 区 SV4 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土にこぶし大の礫が多

数含まれていた。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑に先行する L 区 SV4 が

19 世紀第 2 四半期以降に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期であろう。

J-3 SK23
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 120㎝、短径 55㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 98㎝、短径 26㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 13㎝である。

本土坑は L 区 SV4 埋没後に作られている。また、SK401 を削平している。遺構の性格は不明であ

るが、埋土にこぶし大の礫が多数含まれていた。陶器壷蓋 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する L 区 SV4 が 19 世紀第 2 四半期以降に廃絶

した溝状遺構なので、それと同時期であろう。

J-1 SK24
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 46㎝の楕円形、底
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部は長径 34㎝、短径 33㎝の楕円形を呈している。深さは 15㎝である。本土坑埋没後に J 区 P21 は

作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK25
本土坑は J-1 区の南西側に位置する。規模は南側を J 区 SK29 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 270㎝以上、短径 15㎝以上、底部は長径 253㎝以上、短径 5㎝

以上と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 12㎝である。J 区 SV5・SK29 と

切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SV5 → SK29 （新）となる。遺構の性格

は不明である。磁器 4 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 3 点、

備前灯明皿 4 点、丹波甕 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点がある。遺物が少ないため時

期は明確でないが、本土坑より新しい SV5 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それ

と同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-2 SK（25）　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側を J 区 SK7 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 82㎝、短径 47㎝の隅丸長方形、底部は長径 71㎝、短径

36㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 28㎝である。本土坑は J 区 SK7・SK31・SK32 と切りあ

い関係にある。構築順に整理すると（古） SK32 → SK31 →本土坑→ SK7 （新）となる。遺構の性

格は不明であるが、20 ～ 30㎝大の礫と瓦片が多数検出された。

磁器 5 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 7 点、砥石 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には瀬

戸美濃端反碗蓋 1 点（J-2SK31 と接合）等が、陶器には同一個体と思われる口縁部が強く外反する

瀬戸美濃鉄絵染付大皿 2 点（J-2SK31、J-2SK32、J-3KDSK36 と接合）（1）、関西系小杉碗 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 14 点うち A 群口縁部 3 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降

の遺構であるが、本土坑に先行する SK31 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ない

しそれ以降の遺構であろう。

J-1 SK26
本土坑は J-1 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を SK29 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 219㎝、短径 35㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 209㎝、短

径 30㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。SV5・SK29 と切りあい関係にある。

構築順に整理すると（古） 本土坑→ SV5 → SK29 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 11 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 14 点、人形？ 1 点、鉄滓？ 1 点が出

土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点等が、陶器には土瓶 3 点、関西系碗 2 点、同燗徳利

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、

本土坑より新しい SV5 が 19 世紀第 1 四半期に廃絶した溝状遺構なので、それと同時期ないしそれ

以前の遺構であろう。
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J-2 SK（26）
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 35㎝の楕円形、底部

は長径 25㎝、短径 21㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑埋没後に J 区 SK12 は

作られている。遺構の性格は不明である。磁器 5 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦、石製

品 2 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には広東碗 1 点等が、陶器には備前袋物 3 点、岸岳ないし

福岡の藁灰釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。石製品には水晶の火打ち石の可能

性があるもの 1 点がある。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

J-2 SK27　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 KDSV3 に、南側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 150㎝前後、短径 85㎝以上の隅

丸長方形、底部は長径 130㎝前後、短径 73㎝以上の隅丸長方形を呈している。深さは 42㎝である。

本土坑は J 区 SK28 埋没後に作られている。遺構の性格は不明であるが、埋土に大量の貝殻が含ま

れていた。

磁器 47 点、陶器 112 点、軟質施釉陶器鍋 2 点、土師質瓦質土器 58 点、チャート製火打ち石 1 点、

鉄製品 1 点、寛永通寶 1 点（5）、瓦が出土した。磁器には西洋コバルトの型紙摺り製品 1 点、深小

丸碗 4 点うち 3 点は同一個体と思われる、端反碗 6 点うち瀬戸美濃 1 点・亀甲紋の同一個体と思わ

れるもの 3 点、関西系燗徳利？ 1 点、広東碗 3 点うち蓋 1 点、白磁輪花菊花皿 1 点、焼き継ぎ痕の

ある笹絵徳利 1 点等が、陶器には行平鍋 14 点うち蓋 2 点、鍋 4 点、関西系燗徳利 31 点、同碗 3 点

うち細かい貫入の入る端反碗 2 点、同灯明皿 2 点、同見込み鉄絵菊花皿 1 点、土瓶 20 点うち蓋 2 点、

瀬戸美濃水甕 1 点、同上野釉流し掛ける角火鉢か 1 点、中空の玉縁で灰釉にイッチン掛けする同一

個体と思われる片口？ 4 点、ドーム状で上部に三対の穿孔と窓のある蓋 1 点（1）等が、土師質瓦

質土器には内耳土器 9 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 2 点で 1 点は先細りの穿孔、1 点は穿

孔するが突き抜けない、皿 3 点（2）、内面に内面にカルシウム分の付着する甕 5 点、「松湯聯泉」

の「聯」と思われる銘がある涼炉 1 点、瓦質土瓶 3 点、サナ 1 点等がある。瓦には J2SK38 と同紋

の軒桟瓦 2 点（3）、Y 字状の子葉を持つ軒桟瓦 1 点（4）等がある。西洋コバルトの製品は 1 点し

かなく、これを混入と考えれば、深小丸碗はあるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四

半期頃の遺構であろう。

J-2 SK28
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 152㎝、短径 140㎝の不整形な

方形、底部は長径 114㎝、短径 113㎝の不整形な方形を呈している。深さは 37㎝である。本土坑埋

没後に SK19・SK27・P9・P10 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 19 点、陶器 34 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 21 点、人形 3 点、鉄製品 1 点、瓦

が出土した。磁器には瀬戸美濃ないしは関西系製品 1 点等が、陶器には行平鍋 4 点うち蓋 1 点、土
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瓶 9 点、関西系碗 4 点うち端反碗 3 点うち細かい貫入の入るもの 2 点、関西系燗徳利 5 点等が、土

師質瓦質土器には涼炉 2 点、甕 8 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。瀬戸

美濃ないしは関西系磁器があるので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑より新しい SK27 が 19 世紀

第 2 四半期の遺構なので、19 世紀第 1・第 2 四半期の遺構であろう。

J-1 SK29 ＝ SV4　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の南側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 686㎝以上、短径 265㎝の隅丸長方形、底部は長径 645㎝以上、短径 237㎝

の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 60㎝である。本土坑の上場周辺に P24 ～ P35・P208

があるが、これらの柱穴は本土坑床面からの検出で、本土坑に伴うものと考えられる。本土坑は

SK25・SK26・SV5・SV9 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SV9 → SK25・SK26

→ SV5 →本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 227 点、陶器 322 点、軟質施釉陶器 14 点、土師質瓦質土器 247 点、人形 2 点、石製品 5 点、

鉄製品 21 点、寛永通寳 1 期 1 点（2）、瓦が出土した。磁器には西洋コバルトの手書き紋様端反碗

3 点、西洋コバルト手書き紋様急須 1 点、木型打ち込み皿 1 点、瀬戸美濃型皿 3 点、染付急須 1 点、

関西系燗徳利 2 点、端反碗 16 点うち瀬戸美濃 10 点、広東碗 3 点うち蓋 1 点、蓋物 9 点うち蓋 2 点、

薄手小坏 2 点うち色絵 1 点、朝顔形碗 4 点うち青磁染付 3 点等が、陶器には関西系碗 66 点うち色

絵 6 点・細かい貫入の入る端反碗 3 点・小杉碗 2 点うち鉄絵染付 1 点、同灯明皿 3 点、同燗徳利

14 点、土瓶 66 点（1）、急須か土瓶 4 点、行平鍋 4 点、鉄釉鍋 4 点、丹波甕 9 点、擂鉢 10 点うち

堺明石 1 点、備前灯明皿又は灯明受皿 8 点、萩藁灰釉碗 1 点、同一個体と思われる大谷徳利 2 点等

が、軟質施釉陶器には明赤褐色 5YR5/8 の鍋・土瓶 8 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 54 点

うち A 群口縁部 11 点・C 群口縁部 2 点、皿 31 点、甕 44 点うち端部が外面に凸出する口縁部 2 点、

瓦質土瓶 4 点、涼炉 2 点等が、石製品にはチャート製火打ち石 1 点等がある。鉄製品には蹄鉄 1 点、

鎹 1 点等がある。

元の SV4 の部分からは磁器 84 点、陶器 90 点、土師質瓦質土器 72 点、人形類 3 点、石製品 5 点、

ガラス 1 点、鉄製品 24 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃型皿 1 点、端反碗 4 点うち瀬戸美濃

2 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点、薄手小坏 2 点等が、陶器には関西系灯明皿 3 点、同碗 14 点うち

小杉碗 1 点・細かい貫入の入る端反碗 1 点、同内面色絵の腰折れ溝縁になる皿 1 点、同燗徳利 4 点、

行平鍋 2 点、土瓶 16 点うち蓋 2 点、瀬戸美濃水甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土

器 18 点うち A 群口縁部 4 点、瓦質土瓶 2 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点等がある。石製

品には砥石 1 点、硯 1 点等がある。ガラスは銀化したボトルの底部である。

西洋コバルト製品があるので近代初めの遺構である。

J-1 SK30　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 25㎝の隅丸長方形、

底部は長径 30㎝、短径 16㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明で
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あるが、埋土に焼土が多く含まれていた。陶器 6 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。陶器には萩

藁灰釉鍋 1 点（1）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK31　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 180㎝、短径 99㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 152㎝、短径 76㎝の不整形な隅丸長方形である。深さは 63㎝である。本土

坑は J 区 SK16・SK17・SK（25）・SK7・SK32 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SK32 →本土坑→ SK（25）→ SK17・SK16 → SK7 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 26 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 44 点、石製品 3 点、鉄製品 9 点、寛永通寶 1 点、瓦が

出土した。磁器には見込み釉剥ぎで釉剥ぎ部が饅頭心になる蛇の目凹型高台の高台高高い皿 1 点

（1）、蓋物 1 点（2）、端反碗 5 点うち瀬戸美濃 2 点うち蓋 1 点（J-2SK25 と接合）、瀬戸美濃麦藁手

碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、関西系碗 4 点うち端反碗 2 点うち細かい貫入の入るもの 1 点・

口縁部緑釉流し掛けるもの 1 点、同蓋物 1 点、同灯明受皿 1 点、土瓶 8 点、瀬戸美濃鉄絵染付大皿

2 点（J-2SK25、J-2SK32、J-3KDSK36）等が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）7 点、

瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）2 点、内耳土器 11 点うち A 群口縁部 2 点、長方形の板 2 枚の長辺を

接合し断面 L 字形にした製品 1 点（4）等がある。石製品には硯 1 点、砥石 2 点が、瓦には

J-2SK27、J-2SK38 と同紋の軒桟瓦 1 点等がある。

土坑中には明石擂鉢（3）があり、その中からは磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦

が出土した。磁器には青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には土瓶 3 点等が、土師質瓦質土器には土師

質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）2 点が出土した。

蛇の目凹型高台の高台高高い皿はあるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の

遺構であろう。

J-2 SK32
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は現状で上端が長径 67㎝、短径 31㎝の隅丸

長方形、底部は長径 58㎝、短径 27㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 36㎝である。本土坑埋没

後に J 区 SK31・SK（25）は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 25 点、陶器 23 点、土師質瓦質土器 37 点、硯 1 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には

端反碗 4 点うち瀬戸美濃麦藁手 1 点・焼き継ぎ痕のある蛸唐草紋 1 点、蛇の目凹型高台の高台高高

い志田皿 1 点、薄手小坏 1 点、輪花手塩皿 1 点、油壷 1 点、笹紋紅皿 1 点、白磁朝顔形碗 1 点等が、

陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、同鉄絵染付大皿 1 点（J2SK（25）、J2SK31、J3KDSK36 と接合）、関

西系土瓶 10 点、同細かい貫入の入る端反碗 1 点、同灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土

器 20 点うち A 群口縁部 2 点、皿 2 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点等がある。蛇の目凹型高

台の高台高高い皿があるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろう。

J-3 SK33　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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磁器 84 点、陶器 115 点、土師質瓦質土器 110 点、瓦転用品 1 点、人形類 2 点、砥石 2 点、鉄製

品 3 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 6 点うち瀬戸美濃 1 点・関西系 1 点、瓶 6 点、壷 2 点うち

蓋 1 点等が、陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃水甕 8 点、行平鍋 5 点、いずれも外面に赤泥を

塗る備前瓶 8 点、関西系燗徳利 6 点うち鉄釉 4 点、同碗 12 点うち色絵 1 点、土瓶 9 点、同一個体

と思われる全面に鉄釉掛ける片口擂鉢 2 点（1）、外面鉄釉内面錆釉の同一個体と思われる壷甕 8 点、

唐津刷毛目鉢 4 点、擂鉢 4 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 4 点うち内耳部分 1

点で先細りの穿孔、羽釜 3 点、いずれかの体部 16 点、皿 34 点（2）（3）、瓦質土瓶 12 点、瓦質焜

炉火鉢 4 点、甕 13 点うち佐野口縁部 3 点、端部が外面に凸出する鉢か口縁部 4 点等がある。端反

碗はあるが深小丸碗等がないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

J-3 SK34
本土坑は J-3 区の南側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝、短径 25㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 34㎝、短

径 20㎝以上の楕円形と推測される。本土坑埋没後に J 区 SK（3）は作られている。遺構の性格は

不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK37 ＝ L-3SK27
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外となるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 133㎝、短径 90㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 104㎝、短径 80㎝以上

の隅丸長方形と推測される。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 3 点、石墨 1 点（1）、砥石 1 点が出土した。磁器には寿

字紋広東碗蓋 1 点等が、陶器には関西系碗 6 点うち色絵 1 点、同灯明皿 1 点、丹波甕 1 点、坩堝 1

点等がある。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

J-2 SK38　 遺物実測図

J-2SK28 と間違って記録した可能性がある。磁器 37 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 41 点、瓦、

鉄製品 4 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃白磁型皿 1 点、端反碗 4 点うち瀬戸美濃

2 点等が、陶器には行平鍋蓋 2 点、関西系燗徳利 5 点、同碗 3 点うち色絵 1 点、土瓶 7 点等が、土

師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点、浅く凸帯の上に把手が付くタイプの羽釜口縁部 1 点、

いずれかの破片 8 点、皿 3 点、サナ 2 点等がある。瓦には不明中心飾りの軒平ないし軒桟瓦 1 点（1）、

桟瓦（2）等がある。瀬戸美濃型皿はあるが木型打ち込みの皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の

遺構であろう。

J-2 SK201　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 SK1 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 241㎝以上、短径 60㎝の隅丸長方形、底部は長径 222㎝
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以上、短径 38㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 41 点、陶器 40 点、土師質瓦質土器 44 点、人形 3 点、土師質土器転用品 1 点、半球形の鉛

1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には高台内「○玉珍元」銘の大振りの広東碗 1 点、菊花散

らし紋の半球碗 1 点、朝顔形碗 1 点、青磁染付丸形碗蓋 2 点等が、陶器には萩藁灰釉碗 1 点、土瓶

15 点うち蓋 2 点、関西系碗 14 点うち色絵 2 点、同燗徳利 1 点、同外面白化粧土に緑釉流し掛ける

ミニチュア製品 2 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、同灰釉甕鉢類 1 点、備前灯明皿 4 点、鉄釉ひょうそく

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点（1）、内耳土器 21 点うち A 群口縁部 4 点（2）、等がある。

古手の広東碗 1 点があるのみであるが燗徳利があり 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

J-2 SK202　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 594㎝、短径 92㎝の隅丸長方形、

底部は長径 570㎝、短径 70㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑内から P201・P202 が検出された。

磁器 30 点、陶器 48 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 156 点、人形類 1 点、鉄製品 19 点、

瓦が出土した。磁器には外面体部及び内面口縁部梵字紋小広東碗 1 点、望料碗蓋のセット（1）（2）、

竹紋蓋物セット（3）（4）、口径 15.2㎝見込み環状松竹梅紋の鉢 1 点（5）、青磁染付碗 1 点等が、陶

器には萩藁灰釉碗 1 点、関西系碗 13 点うち色絵 1 点・見込み鉄絵の平碗 1 点、土瓶 2 点、唐津刷

毛目鉢 6 点、擂鉢 6 点うち堺明石 1 点・鉄釉掛ける片口擂鉢 1 点（J-3SK33 と接合）、鉄釉ひょう

そく 1 点、同一個体と思われる土灰釉壷甕 4 点等が、土師質瓦質土器には皿 57 点（6）（7）（8）（9）、

内耳土器 63 点うち A 群口縁部 7 点うち穿孔先細りになるもの 1 点・C 群口縁部 4 点、瓦質羽釜 4 点、

練り込み手香炉火入れ 3 点、火消し壷 1 点、端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点、土師質焜炉火鉢

4 点等がある。小広東碗はあるが広東碗はなく 1770 年代の遺構であろう。

J-1 SK203　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は J-1 区の北側に位置する埋甕遺構である。上端が長径 56㎝、短径 48㎝の不整形な方形、

底部は長径 37㎝、短径 30㎝の不整形な円形、深さは 25㎝の土坑内に埋甕（1）が置かれていた。

甕の内面にはカルシウム分が付着しており便槽に使用されたと思われる。甕の上部 1 ／ 3 ほどは内

外面ともにススが付着しておりまた剥離が著しい。皿が 2 点、鉄製品 1 点がある以外はこの本体の

甕の剥離片と思われる。時期は不明である。

J-1 SK204
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 33㎝の円形、底部は

長径 27㎝、短径 23㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明であるが、埋土に礫が多く含まれて

いた。磁器 2 点、関西系陶器碗 5 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。
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J-3 SK205　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、西側を J 区 KDSV3 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 217㎝以上、短径 98㎝の隅丸方

形、底部は長径 206㎝以上、短径 86㎝の隅丸方形と推測される。本土坑は SK206 と同一の可能性

がある。遺構の性格は不明である。

磁器 25 点、陶器 35 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 85 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 4 点、

瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点、蛸唐草紋筒形碗 1 点、蛇の目凹型高台の青磁香炉火入れ 1 点、

高台内全釉剥ぎの青磁香炉火入れ 1 点、蛇の目凹型碁笥底の削り低い皿 1 点、H-2SK204 と同一個

体と思われる蘇鉄の置物 1 点、高台内「崩れ大明年製」の猪口 1 点（1）等が、陶器には土瓶 2 点

うち S 字形注口 1 点、内面に格子状の当具痕のある唐津壷甕 2 点、関西系碗 5 点うち色絵 2 点・鉄

絵染付 1 点・端反碗 1 点、同菊花形鉄絵染付皿 4 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、備前灯明皿 3 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 45 点うち A 群口縁部 10 点うち内耳部分 5 点でいずれも先細りの穿

孔（2）（3）、皿 23 点（4）（5）等がある。端反碗があるので 1810 年以降である。

J-3 SK206　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の南東側に位置する。規模は南側と北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 210㎝以上、短径 32㎝以上、底部は長径 202㎝以上、短径

26㎝以上と推測される。形態は不明である。本土坑床面から P215 を検出した。本土坑は SK205 と

同一の可能性がある。遺構の性格は不明である。

磁器 62 点、陶器 87 点、土師質瓦質土器 58 点、人形 1 点、鉄製品 16 点が出土した。磁器には 

同一個体と思われる大振り碗 3 点、同一個体と思われる稲束紋の広東碗 2 点、蛇の目凹型高台の高

台高低い端反深皿 1 点（1）、型打ち成形の菊花皿 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、朝顔形碗蓋 1 点、

三田青磁？皿 2 点等が、陶器には同一個体と思われる行平鍋 6 点（2）、萩藁灰釉碗 1 点、同皿 1 点、

関西系碗 11 点うち色絵 2 点・端反碗 1 点、土瓶 15 点うち蓋 1 点、筒形で口縁端部が内面に凸出し

外面体部に U 字形の持ち手を貼り付ける甕 1 点（I-3SK38、I-1SK108、I-3SK107 東炭混じり層と接

合）、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、同馬の目皿 1 点（3）、丹波甕 1 点、同一個体と思われる唐津刷毛目片

口鉢 3 点（4）、備前大型のサヤ形製品 2 点（5）（6）等が、土師質瓦質土器には皿 16 点、内耳土器

12 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で穿孔される、土師質の内抱えになる浅い鉢 1 点（7）

等がある。人形は型合わせ中実底部に 1.4㎝の孔のある富士見西行 1 点である。端反碗はないが行

平鍋があるので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

J-2 SK207 ＝ SK305
本土坑は J-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 204㎝、短径 29㎝の溝状、底部は

長径 193㎝、短径 20㎝の溝状を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3

点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 12 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器には内面に粗い格子状当具痕

のある同一個体と思われる壷甕 7 点、同刷毛目皿 1 点、関西系陶器碗 1 点等が、土師質瓦質土器に



― 495 ―

は皿 4 点、土師質焜炉火鉢 4 点、内耳土器 3 点うち C 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

J-3 SK（207）
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。規模は南側をトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 155㎝、短径 82㎝、底部は長径 100㎝、短径 17㎝と推測される。

形態は不明である。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。本遺構内より本土坑の一部と

みられる J 区 SK209 が検出された。磁器 10 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 2 点が

出土した。陶器には内面に格子状の当具痕のある同一個体と思われる唐津壷甕 14 点等が、土師質

瓦質土器には皿 8 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK209
本土坑は J-3 区の南東側 J 区 SK207 内に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 49㎝

の不整形な円形、底部は長径 36㎝、短径 33㎝の不整形な円形を呈している。深さは 18㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は SK（207）床面より検出され、埋土も同一のため、SK（207）

の一部と考えられる。磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点、青銅製品 1 点が出

土した。磁器には青磁染付製品 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点、備前灯明皿 1 点が、土師質瓦質

土器には皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK210　 遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 163㎝、短径 160㎝の不整形な

円形、底部は長径 123㎝、短径 120㎝の不整形な円形を呈している。深さは 44㎝である。遺構の性

格は不明である。本土坑床面より SK219 を検出した。

磁器 53 点、陶器 68 点、土師質瓦質土器 63 点、人形 3 点、チャート製火打ち石 1 点、砥石 1 点、

鉄製品 7 点、上臼 1 点、瓦が出土した。磁器には寿字紋小広東碗 2 点、青磁染付碗 3 点うち朝顔形

碗 2 点、瓶 4 点、猪口 2 点、体部が直立する仏飯器 2 点等が、陶器には擂鉢 10 点うち堺明石 3 点、

内面に粗い格子目状の当具痕のある同一個体と思われる唐津壷甕 12 点、土瓶 3 点うち蓋 1 点、外

面に多数の凹線・円環貼り付けの丹波甕 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 4 点、同灰釉碗 1 点、関西系碗 7 点

うち色絵 1 点、同菊花形皿 1 点、萩藁灰釉碗 2 点、備前灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同灰落とし

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 31 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 2 点でいずれも穿

孔するが 1 点は突き抜けず、1 点は先細りになる。C 群口縁部 5 点うち内耳部分 2 点で穿孔するが

突き抜けるものと突き抜けないものがある（1）。皿 16 点等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。

小広東碗はあるが広東碗はないので 1770 年代の遺構であろう。

J-1 SK211　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 KDSV によって切られているた
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め不明な部分があるが、現状では上端が長径 106㎝以上、短径 65㎝の隅丸方形、底部は長径 100㎝

以上、短径 52㎝の隅丸方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。本遺構

内に不整形な楕円形の掘り込みがある。

磁器 8 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 14 点、人形 2 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には寿字

紋小広東碗 1 点、小型白磁猪口 1 点等が、陶器には萩藁灰釉碗 5 点、土瓶 5 点、関西系色絵平碗 1 点、

同ミニチュア色絵半球碗 1 点（1）、鉄釉ミニチュア鍋 1 点、備前瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には

皿 6 点（2）（3）、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、瓦質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）1 点等がある。

小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。

J-1 SK212　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 239㎝、短径 46㎝の隅丸長方形、

底部は長径 200㎝、短径 19㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 16 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 2 点、青銅製品 1 点が出土した。

磁器には青磁染付碗 2 点等が、陶器には瀬戸美濃灰釉皿 3 点、関西系色絵碗 1 点、備前灯明皿 2 点、

擂鉢 2 点うち堺明石 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 11 点（1）、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、

焙烙（2）等がある。青磁染付碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-1 SK213
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は中央をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝、短径 47㎝前後の隅丸方形、底部は長径 47㎝、短径

27㎝前後の隅丸方形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 29 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には外面体部桐

紋コンニャク印判の碗 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点うち鉄絵染付で枝が 1 組 3 本が 3 組の小杉

碗 1 点、土瓶 2 点、羽釜土瓶？ 1 点、萩藁灰釉皿 1 点、備前瓶 1 点等が、土師質焜炉（日下分類Ⅱ

C 類）2 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、皿 6 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以

降の遺構であろう。

J-2 SK214
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 20㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 47㎝、短径 15㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性

格は不明である。明るい色の胎土の唐津刷毛目碗 1 点、寛永通寶 3 期 1 点のみが出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

J-2 SK215
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 25㎝、短径 24㎝の円形、底部は

長径 17㎝、短径 15㎝の円形を呈している。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 2
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点うち備前袋もの 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK216
本土坑は J-2 区と 3 区の境に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝以上、短径 32㎝、底部は長径 22㎝以上、短径 18

㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

J-2 SK217
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 44㎝の円形、底部は

長径 17㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

J-2 SK218
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 21㎝の長方形、底部は長径 49㎝以上、短径 9㎝の長方形

と推定される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 2 点が出土した。磁

器には蓋物蓋 1 点等が、陶器には萩藁灰釉碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK（218）
本土坑は J-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 68㎝、短径 48㎝の楕円形、底

部は長径 46㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

J-3 SK219
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 82㎝、短径 26㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 68㎝、短径 15㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性

格は不明である。外青磁碗 1 点、鉄製品 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK301
磁器 6 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 13 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目高台の碗 1 点等が、

陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、鉄釉鍋 1 点、備前灰落とし 1 点、関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器

には練り込み手の香炉火入れ 2 点、皿 4 点、内耳土器 4 点等がある。瀬戸美濃の水甕口縁部は内

側にやや下垂しており 1800 年前後のものと思われるから、19 世紀代の遺構であろう。

J-3 SK302　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 SK6 によって切られているため不
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明な部分があるが、現状では上端が長径 103㎝以上、短径 80㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径

89㎝以上、短径 62㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明

である。J 区 SK362 埋没後に本土坑は作られている。

上層からは磁器 3 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。土師質瓦

質土器には皿 3 点、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点等がある。下層からは磁器 5 点、陶器 13 点、

土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 7 点が出土した。磁器には瓶 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 2 点うち鉄

砲口 1 点、瀬戸美濃灰釉染付碗 1 点（1）、羽釜土瓶 1 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点、唐津刷毛目

鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点（2）（3）（4）等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。

鉄砲口土瓶があるので 18 世紀第 4 四半期以降で、本土坑より新しい SK6 が 19 世紀第 1 四半期頃

の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-3 SK303
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南北端をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 106㎝以上、短径 81㎝の不整形な長方形、底部は長径

103㎝以上、短径 56㎝の不整形な長方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明であ

る。陶器 3 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 3 点瓦が出土した。陶器には内面に粗い格子状当具痕

のある唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

J-2 SK304
本土坑は J-2 区と J-3 区の境に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝以上、短径 20㎝以上の楕円形、底部は長径 20

㎝以上、短径 13㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK306
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 48㎝の不整形な円形、

底部は長径 44㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明

である。I 区 SV302 と重複しているが、SV302 埋没後に本土坑は作られている。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

J-3 SK307
本土坑は J-3 区の中央に位置する。規模は南北端をトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 396㎝以上、短径 46㎝、底部は長径 390㎝以上、短径 15㎝と推測

される。形態は溝状である。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。
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J-1 SK309
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 40㎝以上の不整形な円形、底部は長径 40㎝以上、

短径 32㎝以上の不整形な円形と推測される。遺構の性格は不明である。磁器 5 点、陶器 7 点、土

師質瓦質土器 3 点、石製品 1 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には焼き継ぎ痕のある端反碗 1 点、

蛇の目凹型高台の高台高低い皿 1 点等が、陶器には関西系燗徳利 2 点、備前灯明皿 1 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

J-2 SK（309）
本土坑は J-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチに、西側を SV5 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 140㎝以上、短径 38㎝以上の楕円形、底部

は長径 127㎝以上、短径 28㎝以上の楕円形と推測される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明で

ある。I 区 SV302・J 区 SK318 と重複しているが、全て本土坑に先行する。染付 1 点、関西系陶器

碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK310
遺構であるかどうか明確でなかった。磁器 106 点、陶器 128 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質

土器 175 点、人形類 8 点、鉄製品 4 点、石製品 3 点、ガラス製品 2 点、鉄製品 7 点、青銅製品 3 点、

瓦が出土した。磁器には西洋コバルト型紙摺り碗 1 点、端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、青磁染付朝

顔形碗蓋 1 点、陶胎染付碗 7 点等が、陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、同腰錆碗 2 点、土瓶 8 点、擂鉢

11 点うち堺明石 2 点、唐津壷甕 2 点うち T 字形の口縁部 1 点、同明るい胎土の刷毛目碗 2 点、同

皿 2 点、同瓶 1 点、備前灯明皿 8 点、同瓶 3 点、同灰落とし 3 点、関西系碗 19 点、丹波壷甕 3 点

等が、軟質施釉陶器には鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 36 点、内耳土器 59 点うち A 群口縁

部 12 点・C 群口縁部 2 点、焼塩壷 3 点等が、人形類には箱庭石灯籠 1 点等がある。ガラス製品は

簪かと思われる。鉄製品には釘 1 点があある。青銅製品には同一個体と思われるキセル吸口 2 点等

がある。西洋コバルト製品 1 点・ガラス 2 点があるが、端反碗より新しい近世遺物は見られずこれ

を混入とすれば、端反碗はあるが深小丸碗等はないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺物である。

J-2 SK311　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は J-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 145㎝、短径 115㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 124㎝、短径 81㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 20㎝である。遺

構の性格は不明である。本土坑は J 区 SK321・SK325・P318・P354・P355 と重複しているが、構

築順に整理すると（古） P354・P355 → SK325・P318 → SK321 →本土坑 （新）となる。

磁器 14 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 24 点、鉄製品 1 点、キセル雁首 1 点（1）、瓦が出土した。

磁器には深小丸碗 1 点、くらわんか手丸形碗 1 点、蓋物蓋 1 点等が、陶器には行平鍋 2 点、土瓶 8 点、
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関西系碗 3 点、備前灯明皿 2 点、丹波壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 3 点う

ち A 群口縁部 1 点、長方形の板の長辺同士を接合し断面 L 字形の製品 1 点等がある。深小丸碗が

あるので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構である。

J-2 SK312
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 56㎝の不整形な方形、

底部は長径 47㎝、短径 46㎝の不整形な方形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明

である。J 区 SK313 を削平していることから SK313 より新しい。磁器 5 点、土師質瓦質土器 5 点、

鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には端反小坏 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。遺

物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK（312）
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 27㎝、短径 21㎝以上の円形、底部は長径 17㎝、短径 14㎝

以上の円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SK351 は本土坑床

面直下からの検出で SK351 は本土坑より先に作られている。遺物が出土していないため時期は不

明である。

J-2 SK313
本土坑は J-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 100㎝、短径 28㎝の不整形な L 字

形、底部は長径 89㎝、短径 16㎝の不整形な L 字形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格

は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK（313）
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は南西側を J 区 SK312 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝、短径 38㎝の円形、底部は長径 34㎝、短径 28㎝

の円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区 SK312・SK324

と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） SK324 →本土坑→ SK312 （新）となる。遺物

が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK314
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SV4 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝以上、短径 86㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径

77㎝以上、短径 65㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明

であるが、底部に小礫を検出した。

磁器 6 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 7 点が出土した。磁器には瀬戸美濃深小丸
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碗 1 点、同端反碗 2 点うち焼き継ぎ痕 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点、瀬戸美濃外面鉄釉内面錆

釉火鉢？ 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 5 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点・C 群

口縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 5 点等がある。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期以降

の遺構である。

J-2 SK315
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 51㎝、短径 36㎝、底

部は長径 30㎝、短径 24㎝の不整形な円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明で

ある。関西系碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK316　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SV4 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 135㎝、短径 68㎝以上の不整形な長楕円形、底部は長径

120㎝、短径 62㎝以上の不整形な長楕円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明で

ある。

磁器 5 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品 22 点、寛永通寶 1 点、鉛玉 1 点、砥石 2

点（2）（3）、瓦が出土した。陶器には灰釉土瓶 1 点、青緑釉獣足付き製品 1 点、瀬戸美濃染付大皿

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 5 点うち A 群口縁部 3 点、皿 3 点、瓦質火鉢（日下分類

Ⅰ D 類）1 点等がある。瓦には文字部凸長方形枠に「澤堺」？と横書きする刻印を有する桟瓦 1 点

（1）がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-1 SK317　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は J-1 区と J-2 区の境に位置する。形態及び規模は上端が長径 43㎝、短径 36㎝の不整形な

円形、底部は長径 30㎝、短径 25㎝の不整形な円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格

は不明である。本土坑は J 区 SK329 と重複しているが、SK329 埋没後に本土坑は作られている。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、石製品 1 点、瓦が出土した。磁器には外面体部中央

に鉄釉による帯が巡る筒形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、被熱の著しいイゲ縁皿 1 点が、土

師質瓦質土器には皿 1 点等が、石製品には「□頭王蓮？井」と逆向きに彫り込まれた砥石を転用し

た印と思われるもの 1 点（1）がある。筒形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-1 SK319
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SK327 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝以上、短径 80㎝の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 80㎝以上、短径 75㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は

不明である。J 区 SK327 によって削平を受けていることから SK327 に先行する。

磁器 5 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には外面体部に縄
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状凸帯の巡る唐津壷甕 1 点、同刷毛目皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 2 点等が

ある。瓦には菊間Ⅰ類軒平瓦 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK（319）　 遺物実測図

本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝、短径 60㎝以上の不整形な円形、底部は長径 51㎝、

短径 50㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。磁器

4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には瓶 1 点、碗 1 点等が、陶器には同

一個体と思われる丹波植木鉢 2 点が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる涼炉 2 点、皿 2 点等

がある。瓦には菊間Ⅰ b 類の軒桟瓦 1 点（1）がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK320
本土坑は J-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を J 区 SK29 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝以上、短径 45㎝の楕円形、底部は長径 50㎝以上、

短径 33㎝の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK378・P356・SK29 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK378 → P356 →本土坑→

SK29 （新）となる。

磁器 3 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 2 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。陶器に

は関西系碗 2 点、体部に凹線の巡る丹波壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には火消壷 1 点、内耳土器

1 点、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK321
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチに、西側を J 区 SK311 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝前後、短径 56㎝の不整形な

隅丸方形、底部は長径 44㎝前後、短径 40㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 11㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は J 区 SK311・SK325 と重複しているが、構築順に整理すると（古） 

SK325 →本土坑→ SK311 （新）となる。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑よ

り新しい SK311 が 19 世紀第 2 四半期以降の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であ

ろう。

J-3 SK322
本土坑は J-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 46㎝、短径 32㎝、底部は長径 36㎝、

短径 23㎝の長楕円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明であるが、こぶし大の

礫が多数投棄されていた。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK323
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本土坑は J-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 47㎝、短径 31㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 20㎝、短径 19㎝の円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK325
本土坑は J-1 区と J-2 区の境に位置する。形態及び規模は西側を J 区 SK311 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 140㎝、短径 119㎝の不整形な隅丸方形、底部は

長径 101㎝、短径 89㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は SK311・SK321 と重複しているが、構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK321

→ SK311 （新）となる。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 9 点が出土した。磁器には染付香炉火入れ 1 点等が、陶器

には堺明石擂鉢 1 点、明るい胎土の唐津刷毛目碗 2 点、関西系碗 1 点、丹波壷甕 1 点等が、土師質

瓦質土器には内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明

である。

J-2 SK326
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SV4 に、南側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 133㎝以上、短径 86㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 125㎝以上、短径 61㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝で

ある。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 2 点が出土した。磁器には広東碗蓋 1 点、小

丸碗 1 点が、陶器には関西系灰釉土瓶 1 点、明石擂鉢 1 点、備前灰落とし 1 点が、土師質瓦質土器

には甕 1 点、皿 1 点等がある。明石擂鉢があるので 19 世紀代の遺構であるが、本土坑より新しい

SV4 が 19 世紀第 2 四半期に廃絶した遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-1 SK327
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝以上、短径 84㎝前後の円形、底部は長径 76㎝以上、

短径 82㎝前後の円形と推測される。深さは 18㎝である。J 区 SK319 を切る。遺構の性格は不明で

ある。

磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には素描きの端反

碗 1 点、広東碗 1 点が、陶器には行平鍋蓋 1 点、関西系碗 2 点、堺明石擂鉢 1 点、内面鉄釉の無高

台製品（ミニチュアか）1 点、唐津刷毛目鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には羽釜 1 点、皿 2 点等が

ある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

J-1 SK328　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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本土坑は J-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を J 区 SK29 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 114㎝、短径 111㎝前後の不整形な円形、底部は長径

101㎝、短径 90㎝前後の不整形な円形を呈している。深さは 48㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は J 区 SK365 を一部削平しているため SK365 より新しい。よって（古）SK365 →本土坑→

SK29（新）の順になる。

磁器 40 点、陶器 59 点、土師質瓦質土器 73 点、人形 6 点、瓦転用品 4 点（6）（7）（8）（9）、鉄

製品 13 点、青銅製品 2 点うちキセル 1 点が出土した。磁器には広東碗 2 点うち蓋 1 点、朝顔形碗

2 点、青磁染付丸形碗 2 点等が、陶器には鉄釉鍋 2 点、土瓶 25 点うち鉄釉 22 点、瀬戸美濃水甕 1 点、

備前灯明皿 7 点、同灯明受皿 1 点、同ミニチュア壷 1 点（1）、関西系碗 9 点うち小杉碗 1 点、内面

に粗い格子状当具痕のある唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 21 点うち転用品 1 点（2）、

内耳土器 28 点うち A 群口縁部 12 点うち内耳部分 2 点でいずれも穿孔するが突き抜けない、うち

体部転用品 1 点（3）、練り込み手製品転用品（4）、口縁端部が T 字状になり内面にハケ目痕のあ

る同一個体と思われる甕 5 点（5）等がある。人形には型合わせ中実底部に径 3㎜の孔のある僧 1

点（10）等がある。広東碗はあるが端反碗はないので 1780 年から 1810 年までの遺構である。

J-1 SK329　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の南側に位置している。形態及び規模は上端が長径 53㎝、短径 31㎝の不整形な

楕円形、底部は長径 20㎝、短径 19㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 17㎝である。遺構の

性格は不明である。J 区 SK317 と重複しているが、本土坑埋没後に SK317 は作られている。磁器

3 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点、人形 2 点、和釘 3 点、瓦が出土した。

磁器には蛇の目凹型高台の高台高低い深皿 1 点等が、軟質施釉陶器にはミニチュア不明製品 1 点（1）

が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 4 点等がある。蛇の目凹型高台の高台高低い皿があるの

で 18 世紀第 2 四半期以降の遺構であろう。

J-2 SK330
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SK3 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 43㎝の隅丸長方形、底部は長径 43㎝、短径

26㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土

器 2 点うち皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい

SK3 が 19 世紀第 2 四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-2 SK331
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 28㎝の不整形な方形、

底部は長径 25㎝、短径 22㎝の不整形な円形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 3 点のみが出土した。磁器には半球碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明であ

る。
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J-2 SK332
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 36㎝の隅丸方形、

底部は長径 32㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

J 区 SK350 埋没後に作られている。磁器 2 点、陶器 2 点が出土した。磁器には香炉火入れ 1 点等が、

陶器には擂鉢 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK350 が

18 世紀前半までの遺構であるので、それと同時期ないしそれ以後の遺構であろう。

J-1 SK333
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 49㎝の不整形な円形、

底部は長径 37㎝、短径 29㎝の不整形な円形を呈している。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は J 区 SK319 床面直下より検出されたため SK319 に先行する。土師質皿 1 点、内

耳土器 1 点、鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK334
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 45㎝の不整形な円形、底部は長径 44㎝、短

径 35㎝の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK370 埋没後に作られている。瓦破片のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK335
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 83㎝、短径 69㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 64㎝、

短径 50㎝以上の楕円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、黒碁石 1 点、鉄製品 7 点が出土した。陶器には関西系碗 2 点が、

土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK（335）　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 135㎝以上、短径 43㎝の長楕円形、底部は長径 120㎝以上、

短径 29㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 20 点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 18 点が出土した。磁器には端反碗 2 点、広東碗蓋 1 点、

望料碗蓋 3 点（1）（2）、高台脇に段を有する朝顔形碗 2 点、半球碗 2 点うち色絵 1 点等が、陶器に

は鉄釉土瓶 8 点、関西系碗 6 点うち色絵 1 点、萩藁灰釉皿 2 点（3）、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器

には内耳土器 7 点うち A 群口縁部 2 点（9）（10）、C 群口縁部 1 点、皿 6 点（4）（5）（6）（7）（8）

等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。
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J-2 SK350
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 291㎝、短径 80㎝の不

整形な長楕円形、底部は長径 285㎝、短径 56㎝の不整形な長楕円形と推測される。深さは 36㎝で

ある。遺構の性格は不明である。J 区 SK332 は本土坑埋没後に作られ、J 区 SK375 は本土坑構築以

前に作られている。

磁器 16 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 20 点、人形 1 点、黒碁石 1 点、鉄

製品 11 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には蓋物蓋 1 点、猪口 3 点、初期伊万里碗 1 点等が、

陶器には関西系碗 6 点うち色絵平碗 1 点、内面打ち刷毛目の唐津碗 2 点、同刷毛目皿 1 点、薄手焼

き締め不明製品 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 4 点うち A・C 群口縁部各 1 点

等がある。遺物が少ないため明確でないが朝顔形碗、小丸碗等を含まず 18 世紀前半までの遺構で

ある可能性がある。

J-2 SK351
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 122㎝、短径 50㎝以上の不整形な円形、底部は長径 41㎝、

短径 21㎝以上窪みが 3 つ存在していると推測される。深さは約 8㎝である。遺構の性格は不明であ

る。J 区 SK（312）は本土坑埋没後に作られている。磁器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 3 点

が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

J-2 SK352
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側をトレンチに、西側を J 区 SV5 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝以上、短径 40㎝以上の長方形、

底部は長径 128㎝以上、短径 23㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性

格は不明である。P353 に削平を受けているため P353 より先に作られている。

磁器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、陶器転用品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

J-2 SK353
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 SK31 に、南側を J 区 KDSK7

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 111㎝、短径 85㎝以上の楕円

形、底部は長径 70㎝、短径 54㎝以上の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不

明である。磁器には高台内裾を滑らかな湾曲削りし畳付き外はやや角張る皿 1 点、明るい胎土の唐

津刷毛目碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑

より新しい SK31 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。
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J-3 SK354
本土坑は J-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 37㎝の隅丸長方形、底部は長径 47㎝以上、

短径 24㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SK355 を削

平していることから SK355 より新しい。磁器 1 点、陶器 3 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1

点が、陶器には丹波甕 1 点、堺明石擂鉢 1 点、関西系碗 1 点がある。小丸碗があるので 18 世紀後

半以降の遺構であろう。

J-3 SK355
本土坑は J-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側・西側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 140㎝以上、短径 108㎝の楕円形、底部は長径

102㎝以上、短径 80㎝の楕円形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明である。J 区

SK354 によって削平を受けていることから SK354 に先行する。磁器 1 点、陶器 4 点、土師質瓦質

土器 3 点が出土した。陶器には関西系鉄絵碗 1 点、唐津灰釉碗 1 点等がある。遺物が少ないため時

期は明確でないが、本土坑より新しい SK354 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期ない

しそれ以前の遺構であろう。

J-2 SK357
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SV1 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 45㎝以上の楕円形、底部は長径 30㎝以上の

円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は I 区 SV302 を削平し

ていることから SV302 より新しい。陶器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK358
本土坑は J-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝以上、短径 60㎝の不整形

な隅丸方形、底部は長径 51㎝、短径 37㎝の長楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性

格は不明である。備前瓶 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK359
本土坑は J-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 59㎝、短径 36㎝以上の円形、底部は長径 33㎝、短径 19㎝

以上の円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SV301 床面直下か

らの検出で SV301 に先行する。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新し

い SV301 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。
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J-2 SK360
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。規模は西側を J 区 SK3 に、南側をトレンチによって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では長径 80㎝以上、短径 6㎝以上、底部は長径 80㎝以上と

推測され、短径は不明である。形態も不明である。深さは 26㎝である。本土坑は SK408 を削平し

ており、構築順に整理すると（古） SK408 → SK360 → SK3 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点

等が、鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK361　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 55㎝、短径 41㎝の楕円形、底

部は長径 37㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 46㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 3 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 26 点が出土した。陶器には鉄砲口灰釉土瓶 1 点（1）、

堺明石擂鉢 1 点、備前灯明皿 1 点が、軟質施釉陶器には鍋 2 点が、土師質瓦質土器には甕 23 点、

内耳土器 2 点、土師質皿 1 点が出土した。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-3 SK362
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 285㎝、短径 103㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 250㎝、短径 82㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。

遺構の性格は不明である。J 区 SK302・P361・P363 は本土坑埋没後に作られている。磁器 5 点、

陶器 6 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、土師質瓦

質土器には皿 2 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、

本土坑より新しい SK302 が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の

遺構であろう。

J-3 SK363
本土坑は J-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 49㎝の隅丸方形、

底部は長径 45㎝、短径 35㎝の隅丸方形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK364
本土坑は J-2 区の中央に位置する。規模は東側を J 区 SV1 に、南側をトレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 15㎝以上、底部は長径 30㎝以

上と推測されるが、短径は不明である。形態も不明である。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明である。青磁鉢 1 点、関西系陶器碗 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。
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J-1 SK365
本土坑は J-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SK328 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 36㎝、短径 20㎝以上の円形、底部は長径 29㎝、短径

13㎝以上の円形と推測される。深さは 50㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SK328 に削平

を受けて、SK448 を切っていることから構築順に整理すると（古） SK448 →本土坑→ SK328 （新）

となる。関西系色絵平碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

いが、本土坑より新しい SK328 が 1780 ～ 1810 年の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の

遺構である。

J-1 SK366
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 KDSV4 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 36㎝以上の楕円形、底部は長径 30㎝、

短径 23㎝以上の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SV351

は本土坑床面から検出された。よって本土坑は SV351 埋没後に作られている。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

J-1 SK367　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 146㎝、短径 136㎝の円形、底部

は長径 121㎝、短径 113㎝の円形を呈している。深さは 200㎝である。埋土は焼土であった。内部

からは木製の井戸枠が検出された。湧水が一定水位まであることから井戸と考えられる。本井戸は

J 区 SV352 を一部削平していることから SV352 より新しい。

磁器 29 点、陶器 41 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 94 点、石製品 3 点、鉄製品 4 点、瓦、

木製品が出土した。磁器には壁掛け花生 1 点（J-1SK380 と接合）（1）、青磁香炉火入れ 4 点、外面

コンニャク印判見込み蛇の目釉剥ぎしアルミナ塗布する碗 1 点（J-1SK380 と接合）、見込み手書き

五弁花の雑なつくりの皿 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点（J-1SK380 と接合）、内面に粗い格子状当

具痕のある唐津壷甕 1 点、丹波体部に凹線の巡る甕 3 点（J-1SK380 と接合）（2）、擂鉢 2 点、関西

系碗 11 点うち内面色絵平碗 1 点・外面色絵 1 点、同色絵花生 1 点、外面底部以外鉄釉で口縁部が

内反する同一個体と思われる甕鉢類 3 点、被熱の著しいイゲ縁の皿 1 点、同じく口縁部が強く外反

したのち端部が立ち上がる同一個体と思われる皿 2 点、備前瓶 3 点、羽釜土瓶 1 点（J-1SK380 と

接合）等が、軟質施釉陶器には外面に貝殻状に型押し成形された紅皿か 1 点（3）が、土師質瓦質

土器には内耳土器 7 点うち A 群口縁部 4 点うち内耳部分 1 点で先細りの穿孔、皿 7 点（4）（5）、

土師質火鉢（日下分類・E2 類）獣足 1 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）8 点、端部が外面に凸

出する甕鉢類 4 点（6）（7）、外面体部指頭圧痕のある甕鉢類 1 点、壷口縁部 1 点、皿 3 点、涼炉 1 点、

佐野と思われる平面形の大きく歪んだ同一個体と思われる甕 3 点、焙烙（8）等がある。石製品に

は硯 1 点、砥石 2 点がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（9）、雲状

中心飾りの軒平瓦 1 点（10）等がある。木製品は栓（11）である。
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広東碗が含まれておらず、J-1SK380 と接合ないし同一個体と思われる遺物や被熱した遺物が多

いことから J-1SK380 と同時期の 1780 年以前に廃絶した井戸と思われる。

J-1 SK368　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 116㎝、短径 68㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は長径

93㎝、短径 47㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 5 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 6 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器には梅樹紋の

つくりの雑な碗 1 点（1）等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、唐津刷毛目大皿 2 点、関西系碗 3 点うち色

絵 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-1 SK369
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 44㎝の不整形な円形、底部は長径 54㎝、短径

39㎝の不整形な円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土には貝

殻が多く含まれていた。磁器 2 点、関西系鉄絵陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 22 点、鉄製品 1 点が

出土した。土師質瓦質土器には皿 6 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK371
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 KDSK20 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝、短径 28㎝以上の楕円形、底部は長径 48㎝、

短径 19㎝以上の楕円形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J

区 SV352 を削平していることから SV352 より新しい。磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点

が出土した。陶器には体部に凹線の巡る丹波甕 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、

本遺構に先行する J 区 SV352 が 18 世紀中頃に廃絶した遺構なので、それと同時期ないしそれ以後

の遺構であろう。

J-1 SK372
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を J 区 KDSV4 に、南側を J 区

KDSK20 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 39㎝、短径 22㎝以

上の楕円形、底部は長径 24㎝、短径 22㎝以上の楕円形と推測される。深さは 13㎝である。遺構の

性格は不明である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点、和釘 2 点が出土した。土師質瓦質

土器には皿 2 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK（372）
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は南北端をトレンチによって切られているた
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め不明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝、短径 60㎝以上の不整形な円形、底部は長径 56㎝、

短径50㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは8㎝である。遺構の性格は不明である。磁器2点、

陶器 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津二彩手刷毛目皿 1 点等がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-2 SK373
本土坑は J-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 40㎝、短径 38㎝の円形、底部は

長径 30㎝の円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。陶器擂鉢 1 点、和

釘 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK374
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側を I 区 SK56 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 43㎝以上の不整形な方形、底部は長径 46㎝、

短径 36㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。磁器

2 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時

期は不明である。

J-2 SK375
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を J 区 SK350 に、東側を J 区 SV1 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 146㎝以上、短径 20㎝以上の不整

形な楕円形、底部は長径 136㎝以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。

遺構の性格は不明である。J 区 SK332 に削平を受けているため SK332 に先行する。磁器 1 点、陶

器 4 点、土師質皿 2 点が出土した。陶器には唐津灰釉端反碗 1 点、同明るい胎土の刷毛目碗 1 点等

がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SK350 が 18 世紀前半までの遺

構であるので、それと同時期の遺構であろう。

J-3 SK376
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 62㎝の不整形な円形、

底部は長径 35㎝、短径 33㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土が焼土であった。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK377
本土坑は J-1 区の SK367 の下層に位置する。遺構かどうか明確でない。磁器 8 点、陶器 10 点、

土師質瓦質土器 3 点、石製品 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われるコン

ニャク印判の蓋物蓋 2 点、青磁皿 1 点、碗 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、同香炉火入れ 1 点等

が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。石製品には硯 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不



― 512 ―

明である。

J-1 SK378
本土坑は J-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を J 区 SK29 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 103㎝以上、短径 35㎝前後の楕円形、底部は長径 95

㎝以上、短径 17㎝前後の楕円形と推測される。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。本土

坑埋没後に J 区 SK320・P356 が作られていることから、両遺構に先行する。

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質皿 1 点、人形 1 点が出土した。磁器には染付皿 1 点が、陶器には唐

津胎土の暗い刷毛目碗 1 点、備前灯明皿 1 点、堺明石擂鉢 1 点が出土した。人形は型合わせ中実で

底部に円錐形の孔のある人物像で頭部が欠損する。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK379
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 226㎝、短径 70㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 150㎝、短径 39㎝以

上の楕円形と推測される。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 36 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 16 点、人形 1 点、鉄製品 2 点が出

土した。陶器には関西系碗 8 点うち色絵 1 点・鉄絵染付 1 点、行平鍋 1 点、土瓶 4 点、堺明石擂鉢

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点で内耳部分 1 点は穿孔するが突

き抜けない。人形は型合わせ中実底部に円錐形の孔のある恵比寿 1 点である。鉄製品には和釘 1 点

等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

J-1 SK380　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 132㎝、短径 55㎝の円形、底部は

長径 107㎝、短径 35㎝の円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋

土に礫を多数含んでいた。

磁器 32 点、陶器 82 点、土師質瓦質土器 104 点、人形 1 点、土錘 1 点（3）、硯 2 点、瓦転用品 1 点、

鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には見込み五弁花コンニャク印判の雑なつくりの大皿 1 点、外面

体部コンニャク印判見込み蛇の目釉剥ぎしアルミナ塗布する雑なつくりの碗 1 点（J-1SK367 と接

合）、青磁香炉火入れ 6 点うち蛇の目凹型高台の高台高低いもの 2 点、蓋物蓋 1 点、陶胎染付碗 1 点、

瓶 2 点、壁掛け花生け？ 1 点（J-1SK367 と接合）、被熱の著しい同一個体と思われる壷 4 点等が、

陶器には丹波甕 8 点うち口縁部は 3 点（J-1SK367 と接合）あり、いずれも口縁部は断面 T 字状で

短く立ち上がる頚部があり体部上半には凹線が巡る長谷川分類Ⅳ A2a 類と思われる。同一個体と

思われる口縁部の折り返しが水平に近い瀬戸美濃水甕 3 点、擂鉢 18 点うち堺 2 点、同一個体と思

われる鉄釉鍋 2 点（J-1SK367 と接合）、産地不明瓶 10 点、備前灰落とし 2 点、外面へら彫りのち

鉄釉筒形で外面に把手の付く産地不明鉢甕類 3 点、備前油壷 1 点、同瓶 4 点、被熱の著しい同一個

体と思われる関西系色絵香炉火入れ 2 点、内面粗い格子状当具痕のある唐津壷甕 4 点、羽釜土瓶 1
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点（J-1SK367 と接合）等が、土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ G 類）4 点、獣足の付

く土師質火鉢（日下分類Ⅰ E2 類）3 点、その他土師質焜炉火鉢類 3 点、焼塩壷 2 点うち「鷺坂」

の刻印のある蓋 1 点（1）・板作り成形で蓋受けのない身 1 点（2）、内耳土器 8 点うち A 群口縁部

3 点うち内耳部分は 1 点でしっかり穿孔、皿 16 点等がある。人形は型合わせ中実で底部に径 4㎜の

孔のある恵比寿 1 点がある。被熱した遺物が多いことから火災処理土坑の可能性がある。

広東碗がないことや瀬戸美濃の水甕の口縁部の特徴、J-1SK367 と接合ないし同一個体と思われ

る遺物や被熱した遺物が多いことから J-1SK367 と同時期の 1780 年以前の火災処理土坑と思われ

る。

J-3 SK401
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は南側を J 区 SK23 に、東側を J 区 SV1 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝以上、短径 28㎝以上の方形、

底部が長径 26㎝以上、短径 18㎝以上の方形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明

である。切り合い関係より J 区 SK23・SV1 に先行する。

磁器 8 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 3 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器に

は高台無釉砂目積み皿 1 点、高台外側面の内傾の強い皿 1 点、斜格子紋皿 2 点、小坏 1 点等が、陶

器には同一個体と思われる唐津刷毛目皿 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 A 群口

縁部 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK402
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は上端が長径 74㎝、短径 57㎝の楕円形、

底部が長径 54㎝、短径 42㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 8 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器には明

るい胎土の唐津刷毛目碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不

明である。

J-3 SK403
本土坑は J-3 区の西側に位置している。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 115㎝、短径 96㎝以上の円形、底部が長径 96㎝、短径

86㎝以上の円形と推測される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

J-3 SK404
本土坑は J-3 区の北西側に位置している。形態と規模は西側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な円形、底部が長

径 42㎝以上、短径 15㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明
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である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK405
本土坑は J-2 区の南東側に位置している。形態と規模は上端が長径 35㎝、短径 34㎝の円形、底

部が長径 26㎝、短径 25㎝の円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。

唐津袋物 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

J-2 SK406 ＝ J-2 SK407　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態と規模は上端が長径 646㎝の隅丸長方形、短径 406㎝、

底部が長径 626㎝、短径 335㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は J 区 SK444・SK443・SK408・P403・SV502 と重複しているが、構築順に整理す

ると（古） SV502 → SK443・SK444 →本土坑→ SK408・P403 （新）となる。J-2SK407 も同一遺構

である。

磁器 56 点、陶器 54 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 62 点、石製品 5 点、鉄製品 25 点、

銭貨 11 点、瓦が出土した。磁器には芙蓉手景徳鎮鉢 1 点、景徳鎮碗 1 点、雑なつくりの皿 1 点等が、

陶器には唐津刷毛目明るい胎土の碗 4 点、同皿 3 点、同暗い胎土の内面打ち刷毛目の碗 2 点、同京

焼風陶器碗 2 点、関西系碗 10 点うち見込み鉄絵染付平碗 2 点、口縁端部に敲打痕のある京鉄絵灰

落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 29 点（1）、内耳土器 14 点うち C 群口縁部 1 点、端部が

外面に凸出する甕 5 点等が、石製品には砥石ないし硯 4 点、黒碁石 1 点、鉄製品には和釘 13 点等

がある。銭貨は 11 点が積み重なって溶着し、1 点は 1 ／ 4 ほどがその塊の横に溶着している。一

番上は寛永通寳であるが他は不明である（2）。

J-2SK407 部分からは磁器 126 点、陶器 105 点、土師質瓦質土器 85 点、石製品 14 点、瓦転用品 1

点、鉄製品 68 点、青銅製品 4 点が出土した。磁器はすべて肥前で小丸碗 3 点、くらわんか手碗 1 点、

半球碗 2 点（2）うち色絵染付 1 点（J-2 区サブトレンチと接合）（1）、陶胎染付碗 1 点（3）、見込

み蛇の目釉剥ぎ高台無釉皿 6 点最低 2 個体分（4）、灰落とし 1 点（5）、蓋物 5 点（6）（7）うち蓋

3 点（8）等が、陶器には関西系碗 21 点うち色絵 2 点・鉄絵染付 2 点、唐津碗 19 点うち刷毛目碗

15 点（9）うち暗い胎土で内面打ち刷毛目のもの 5 点（11）うち蛍手 2 点（10）、外面体部緑釉掛

ける呉器手碗 1 点（12）、唐津皿 5 点うち見込み蛇の目釉剥ぎするもの 1 点（13）、刷毛目鉢 1 点（14）、

備前擂鉢 5 点（15）、信楽蓋 2 点（16）等が、土師質瓦質土器には皿 37 点（17）（18）（19）、焼塩

壷 8 点、内耳土器 16 点うち A 群口縁部 6 点（20）（21）うち内耳部分 1 点で先細りの穿孔、平面

円形で口縁部内抱えになる脚付き土師質火鉢 7 点（22）等が、石製品には黒碁石 1 点、硯 1 点、砥

石 5 点等がある。鉄製品は大部分が和釘と思われるが錆がひどく明確でない。瓦には三つ巴紋軒丸

瓦 3 点（23）、三葉の下に珠の中心飾りから唐草二転する軒平瓦 1 点（24）、丸瓦（25）、左右両側

が立ち上がり凹面に 5 条 2 組の流水状凹線のある平瓦（26）が数十点ある。青銅製品にはキセル雁

首 1 点（27）等がある。平瓦の厚さの平均は 18.9㎜で、19.5㎜が 11 個、17.5㎜、18.0㎜、18.5㎜、
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19.0㎜が各 8 個ある。桟瓦は含まれていなかった。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照され

たい。カウント表には SK406 分は含まれていない。

小丸碗はあるが朝顔形碗はなく 18 世紀中頃の遺構であろう。

（J-2 SK407 ＝ J-2 SK406）

J-2 SK408
本土坑は J-2 区の北西側に位置する。形態と規模は西側を J 区 SK360 に、南側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 96㎝以上、短径 43㎝以上の隅丸長

方形、底部が長径 84㎝以上、短径 37㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構

の性格は不明である。本土坑は J 区 SK406 と重複しているが、本土坑は SK406 が埋没後に作られ

たものであり、J 区 SK360 に先行する。磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 12 点、石製品 1 点、

鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には内面打ち刷毛目の唐津碗 1 点、同鉄釉袋物 1 点、藁灰釉の岸

岳ないし福岡皿 1 点等が、土師質瓦質土器には口縁端部が外面に凸出する甕 4 点、皿 2 点、内耳土

器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK409　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 170㎝、短径 152㎝の不整形な方形、

底部が長径 144㎝、短径 132㎝の不整形な方形を呈している。深さは 66㎝である。遺構の性格は不

明である。

磁器 61 点、陶器 64 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 49 点、寛永通寶 3 期 1 点（5）、鉄

製品 3 点、青銅製品 2 点、石製品 1 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 2 点、見込み蛇の目

釉剥ぎくらわんか手碗 1 点（1）、見込み蛇の目釉剥ぎ高台径小さい皿 4 点（2）（3）等が、陶器に

は関西系碗 9 点うち鉄絵染付 1 点（4）、瀬戸美濃腰錆碗 3 点、唐津暗い胎土の内面打ち刷毛目碗 2

点等が、軟質施釉陶器には橙褐色の胎土の鍋 1 点、土師質瓦質土器には皿 13 点（6）、内耳土器 A

群口縁部 2 点、外面に菊花の刻印のある焜炉火鉢 5 点、焼塩壷 1 点等がある。また、行平鍋 1 点は

混入と判断しカウントしていない。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

朝顔形碗はあるが小丸碗・小広東碗はなく 18 世紀中頃の遺構と思われる。

J-2 SK410
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形態と規模は東側を J 区 SV1、トレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝以上、短径 36㎝の隅丸長方形、底部が長径

61㎝以上、短径 24㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

切り合い関係より J 区 SV1 に先行する。

磁器 12 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 3 点、鉛 1 点が出土した。磁器には雨降り

紋仏飯器 1 点等が、陶器には唐津刷毛目碗 2 点うち 1 点は明るい色の胎土、関西系色絵袋物 1 点等
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が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点うち C 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

J-2 SK411
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態と規模は東側を J 区 SV1、トレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 38㎝以上の不整形な円形、底部が

長径 36㎝、短径 29㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は J 区 SK416 と重複しているが、本土坑は SK416 埋没後に作られており、これより

新しい。染付 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、J 区 SK416 が 18 世紀

前半、J 区 SV1 が近代初めに廃絶した遺構であるからその間の遺構である。

J-1 SK412
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態と規模は上端が長径 107㎝、短径 100㎝の円形、底部

が長径 88㎝、短径 70㎝の不整形な円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は J 区 SK419 を切っていることから SK419 より新しい。本土坑と J 区 P401 との関係は本

土坑床面より P401 を検出したため、ほぼ同時期に作られたものと考えられる。磁器 5 点、陶器 7 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には朝顔形碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋ないし土瓶 1 点、

関西系碗 2 点うち見込み鉄絵染付平碗 1 点等がある。J 区 SK419 が 1780 ～ 1810 年頃の遺構である

から、それと同時期ないしそれ以降の遺構である。

J-2 SK413　 遺物実測図

本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態と規模は東側を L 区 SV4 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 123㎝以上、短径 84㎝以上の長方形、底部が長径 111㎝以上、

短径 68㎝以上の長方形と推測される。深さは 54㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J

区 SK438・SK466 を切っているため両者より新しい。

磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には鉛ガラスに呉

須を混ぜたもので絵付けした薄手小坏 1 点、焼き継ぎ痕のある角鉢 1 点、小丸碗 1 点等が、陶器に

は土瓶蓋 1 点、関西系色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 1 点がある。瓦には

三つ巴紋軒丸瓦 2 点（1）（2）等がある。焼き継ぎ痕のある鉢があるので 19 世紀の遺構である。

J-1 SK414
本土坑は J-1 区の東側に位置する埋甕遺構である。形態と規模は上端が長径 50㎝、短径 47㎝の

ゆがんだ隅丸方形、底部が長径 37㎝、短径 30㎝のゆがんだ隅丸方形を呈している。深さは 20㎝で

ある。磁器 1 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 20 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には擂鉢 6 点、

関西系色絵碗 1 点、内面に青海波状の当具痕のある唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には内面に

青海波の当具痕のある同一個体と思われる 甕 13 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。
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J-2 SK415
本土坑は J-2 区の南東側に位置している。形態と規模は上端が長径 95㎝、短径 33㎝の楕円形、

底部が長径 76㎝、短径 23㎝の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

陶器 3 点、土師質皿 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 1 点、明るい色の胎土の

唐津刷毛目碗 1 点等がある。鉄製品には和釘 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK416　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-2 区の南側に位置する。形態と規模は上端が長径 650㎝、短径 324㎝の隅丸長方形、

底部が長径 630㎝、短径 305㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明

であるが、遺物が大量に出土していることから廃棄土坑であった可能性がある。本土坑は SK411・

SK440・SK441・SK455・SK463・P406・P418 と重複しているが、構築順に整理すると（古） 

SK455 →本土坑→ SK440・SK463・SK441・P418 → SK411・P406 （新）となる。

磁器 135 点、陶器 126 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 232 点、人形類 10 点、硯 1 点、

瓦転用品 3 点、鉄製品 45 点、鉄滓？ 1 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には雑なつくり絵

付けの碗 9 点うち高台内「崩し大明年製」1 点・見込み蛇の目釉剥ぎ 1 点、同皿 3 点うち高台内「崩

し大明年製」1 点、二重網目紋碗 3 点うち高台内二重方形枠に「渦福」1 点、陶胎染付碗 5 点、同

香炉火入れ 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ高台無釉の皿 2 点、アーモンド形の型押し成形小皿 1 点（1）、

畳付き釉剥ぎしない袋物 1 点、小型白磁猪口 1 点、型押し成形白磁紅皿 1 点、外面体部中央に四方

襷紋の巡る蓋物 1 点等が、陶器には関西系碗 28 点うち半筒碗 3 点で鉄絵白化粧土 2 点（2）・筒形

碗 1 点・平碗 2 点うち色絵 1 点鉄絵染付 1 点・色絵半球碗 1 点、同柄杓 1 点、同合子 1 点（3）、明

るい胎土の唐津刷毛目碗 5 点、同刷毛目袋物 1 点、同刷毛目皿 1 点、同刷毛目片口 2 点、暗い胎土

で内面打ち唐津刷毛目碗 2 点、口縁部 T 字形の唐津壷甕 1 点、内野山銅緑釉見込み蛇の目釉剥ぎ

皿 1 点、唐津呉器手碗 3 点、同京焼風陶器碗 4 点、同一個体と思われる鉄釉に灰釉流し掛ける渦巻

き高台碗 2 点（4）、備前灯明皿・灯明受皿 6 点、同瓶 11 点、同一個体と思われる瀬戸美濃長石釉

ちらし碗 4 点（5）、同御深井鬢水入れ 1 点（6）、擂鉢 9 点うち備前 4 点等が、土師質瓦質土器には

内耳土器 78 点 A 群口縁部 15 点・C 群口縁部 2 点、皿 100 点（7）（8）等が、人形には型合わせ中

実の馬 1 点、型合わせ中実で底部に 5㎜の孔のある頭部欠損する猿 1 点等がある。瓦転用品には丸

く成形するもの 1 点（10）と薄い不整台形に研磨するもの 1 点（9）がある。鉄製品には和釘 10 点

等がある。

雑なつくり絵付けの碗皿類が多く、朝顔形碗や小丸碗がないので 18 世紀前半の遺構であろう。

J-3 SK417
本土坑は J-3 区の北東側に位置している。形態と規模は上端が長径 108㎝、短径 72㎝前後の隅丸

長方形、底部が長径 93㎝、短径 57㎝前後の隅丸長方形を呈している。深さは 52㎝である。遺構の

性格は不明である。磁器 8 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 1 点、
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瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、

瓦質火鉢（日下分類Ⅱ D 類）2 点、内面に青海波の当具痕のある佐野甕 3 点等がある。端反碗があ

るので 1810 年以降の遺構である。

J-3 SK418 ＝ J-3 SK461
本土坑は J-3 区の北西側に位置している。形態と規模は上端が長径 61㎝、短径 37㎝の楕円形、

底部が長径 32㎝、短径 24㎝の楕円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK419　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態と規模は上端が長径 250㎝、短径 139㎝の楕円形、底

部が長径 226 ㎝、短径 100㎝の楕円形を呈している。深さは 57㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑の可能性がある。本土坑は J 区 SK412・

P401 に切られていることから SK412・P401 に先行する。

磁器 36 点、陶器 51 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質皿 34 点、チャート製火打ち石 1 点、鉄製品

8 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎのくらわんか手碗 1 点、蛇の目凹

型高台の高台高の低い青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には土瓶 2 点、関西系碗 12 点うち色絵 1 点、

備前灯明皿 1 点、同一個体と思われる唐津壷甕 11 点、同内野山銅緑釉皿 1 点、頚部から灰釉流し

掛ける丹波長谷川分類Ⅳ B1b 類甕 2 点等が、軟質施釉陶器には灯火具 1 点が、土師質瓦質土器に

は皿 26 点（1）（2）（3）（4）（5）、内耳土器 A 群口縁部 1 点、焼塩壷 1 点等がある。広東碗はある

が端反碗はないので 1780 年から 1810 年の遺構である。

J-1 SK420
本土坑は J-1 区の西側に位置する。規模は西側が調査区外となるため不明な部分があるが、現状

では上端が長径 115㎝以上、短径 32㎝以上、底部が長径 86㎝以上、短径 8㎝以上である。深さは

12㎝である。形態は不明である。遺構の性格は不明である。青磁皿 1 点、関西系陶器碗 1 点、土師

質瓦質土器 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK421
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 10㎝以上の楕円形、底部が長径 13㎝以上、

短径 5㎝以上の楕円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶

器 4 点が出土した。磁器には瓶 1 点が、陶器には関西系鉄絵碗 1 点等がある。遺物が少ないため時

期は不明である。

J-1 SK422
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本土坑は J-1 区の北側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝、短径 26㎝以上の円形、底部が長径 43㎝、短径 22㎝の

円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK423
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形態と規模は西側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 95㎝、短径 69㎝以上の隅丸方形、底部が長径 62㎝、短径 60

㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK450 を切っており SK450 より新しい。

磁器 9 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 28 点が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器に

は同一個体と思われる関西系碗 3 点でうち高台内に「金」の墨書あるもの 1 点等が、土師質瓦質土

器には皿 8 点、内耳土器 15 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 4 点うち内耳部分 1 点でしっかり

穿孔する。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK425
本土坑は J-3 区の北側に位置している。形態と規模は西側を J 区 SK302 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 48㎝以上の隅丸長方形、底部が長径

68㎝以上、短径 42㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土に炭化物が含まれていた。本土坑は J 区 SK455 と重複しているが、SK455 は本土坑床

面直下から検出されたもので、本土坑が新しい。よって（古）SK455 → SK425 → SK302（新）の

順となる。唐津鉄釉溝縁皿 1 点が、内耳土器 A 群口縁部 1 点、土師質皿 2 点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でないが、SK455 が 1700 年前後、SK302 が 18 世紀第 4 四半期頃と思われ

るから、本遺構はその間の時期の遺構であろう。

J-3 SK426
本土坑は J-3 区の北側に位置している。形態と規模は上端が長径 89㎝前後、短径 72㎝前後の不

整形な方形、底部が長径 72㎝前後、短径 62㎝前後の不整形な方形を呈している。深さは 8㎝である。

遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を多く含んでいた。本土坑は J 区 SK455・SK452 埋没

後に作られている。遺物が出土していないので時期は明確でないが、SK455 が 1700 年前後、

SK452 は 1810 年以降であるから、本遺構も 1810 年以降幕末までの遺構であろう。

J-3 SK427
本土坑は J-3 区の中央に位置している。形態と規模は上端が長径 53㎝、短径 43㎝の不整形な方形、

底部が長径 32㎝、短径 28㎝の不整形な円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明

である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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J-3 SK（427）
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は上端が長径 76㎝、短径 34㎝の楕円形、

底部が長径 48㎝、短径 24㎝の楕円形を呈している。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は SK457 と重複しているが、本土坑は SK457 が埋没後に作ったものである。遺物が出土し

ていないため時期は不明である。

J-2 SK428
本土坑は J-2 区の中央部に位置する。形態と規模は上端が長径 62㎝、短径 57㎝の円形、底部が

長径 48㎝、短径 44㎝の円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が

出土していないため時期は不明である。

J-2 SK429　 遺物実測図  陶磁器観察表

本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 42㎝、短径 35㎝の円形、底部が

長径 37㎝、短径 32㎝の円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

陶器 4 点、土師質瓦質土器 17 点、瓦が出土した。磁器には端反小坏 1 点が、陶器には関西系鉄絵

半筒碗 1 点（1）、外面体部に凹線の巡る丹波甕 3 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち C

群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点でしっかり穿孔する、皿 6 点、ままごと鉢か 1 点等がある。遺物が

少ないため時期は不明である。

J-2 SK430
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 44㎝、短径 33㎝の円形、底部が

長径 32㎝、短径 28㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 2 点うち色絵 1 点が、土師質瓦

質土器には内耳土器 3 点うち C 群口縁部 1 点、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

（J-2 SK431 ＝ P355）

（J-2 SK432 ＝ P354）

J-1 SK433
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形態と規模は西側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 110㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な方形、底部が長径 90

㎝以上、短径 35㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 8 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 19 点、鉄製品 11 点、瓦、ガラス 1 点が
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出土した。磁器には見込み手書き五弁花高台内二重枠に渦福の青磁染付丸形碗 1 点、氷裂紋碗 1 点

等が、陶器には関西系灯明皿 1 点、同碗 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 11 点、内耳土器 3 点等

がある。ガラスは暗オリーブ色（7.5Y4/3）で混入の可能性が高い。関西系灯明皿があるので 19 世

紀代の遺構である。

J-1 SK434
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態と規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 64㎝、短径 39㎝以上の隅丸長方形、底部が長径 49㎝、短

径 26㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器には外面コンニャク印判碗 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK435
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 54㎝、短径 34㎝前後、底部が長

径 32㎝、短径 16㎝前後の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。

陶器には関西系碗 2 点、擂鉢 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点がある。人形は型合わせ中実で底

部に円錐形の孔があり上半部欠損する人物像である。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK436
本土坑は J-1 区の中央付近に位置する。形態と規模は上端が長径 60㎝、短径 24㎝のゆがんだ楕

円形、底部が長径 50㎝、短径 16㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

J-2 SK437
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 95㎝、短径 28㎝の不整形な楕円形、

底部が長径 80㎝、短径 14㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は J 区 SK465 と重複しているが、SK465 は本土坑床面直下から検出されている

ため、本土坑は SK465 より新しい。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 1 点が出

土した。土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点がある。遺物が少ないため時期は

不明である。

J-2 SK438
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態と規模は上端が長径 34㎝以上、短径 26㎝の隅丸長方形、

底部が長径 28㎝以上、短径 13㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は J 区 SK413 に切られているため SK413 に先行する。磁器 2 点、陶器 2 点、土
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師質皿 1 点が出土した。磁器には斜格子紋皿 1 点等が、陶器には備前壷 1 点、鉄釉鍋？ 1 点等があ

る。鍋らしきものがあるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-3 SK（438）
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は東側を SK13 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝、短径 28㎝以上の不整形な方形、底部が長径 23㎝、

短径 20㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

J-1 SK439
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 56㎝、短径 30㎝のゆがんだ楕円、

底部が長径 47㎝、短径 20㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK440
本土坑は J-2 区の南側に位置している。形態と規模は上端が長径 52㎝、短径 22㎝長方形、底部

が長径 40㎝、短径 12㎝の長方形を呈している。深さは 6㎝である。本土坑は SK416 内にあり、

SK416 構築後に作られている。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺構の性格は不明である。

J-2 SK441
本土坑は J-2 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 55㎝前後の不整形な円形、底部が

長径 46㎝、短径 44㎝前後の不整形な円形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は J 区 SK416

と重複しているが、本土坑は SK416 を削平しているため、SK416 より後に作られている。遺物が

出土していないため時期は不明である。

（J-1 SK442 ＝ SK640）

J-1 SK443
本土坑は J-1 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 48㎝、短径 45㎝の円形、底部が

長径 33㎝、短径 32㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 8 点、土師

質瓦質土器 17 点、陶器転用品 1 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 7 点うち色絵

1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少な

いため時期は不明である。

J-3 SK445 ＝ J-3 P625
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は上端が長径 47㎝、短径 29㎝のゆがんだ

楕円形、底部が長径 38㎝、短径 22㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の



― 523 ―

性格は不明である。本土坑は P420 と重複しているが、P420 は本土坑埋没後に作られたものである。

遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK446
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 57㎝、短径 25㎝の隅丸長方形、

底部が長径 49㎝、短径 18㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 3 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK447
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 78㎝、短径 37㎝の楕円形、底部

が長径 62㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。陶

器 3 点、土師質瓦質土器 11 点、砥石 1 点、瓦が出土した。陶器には外面体部に凹線の巡る丹波甕

1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点

等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK448
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態と規模は北側を J 区 SK365 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 23㎝、短径 13㎝以上の円形、底部が長径 14㎝、短径 6㎝

以上の円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 1 点、

土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK449　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 45㎝、短径 37㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 47㎝、短径 30㎝のゆがんだ円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎの碗 1 点

（1）、高台内「崩れ大明年製」のつくり絵付けの雑な碗 1 点が、陶器には唐津刷毛目口縁部外反し

端部が立ち上がる大皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK450
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形態と規模は南側を J 区 SK423 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 39㎝、短径 25㎝以上の隅丸方形、底部が長径 22㎝、短径

21㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK423 に切られており、SK423 に先行する。土師質皿 6 点が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

J-1 SK451
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本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態と規模は南側を J 区 SK29 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 93㎝以上、短径 36㎝の長楕円形、底部が長径 84㎝以上、

短径 22㎝の長楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK468 と重複しているが、SK468 を切っているため SK468 新しく、また J 区 SK29 に先行する。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 1 点

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK452　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-3 区の北側に位置している。形態と規模は上端が長径 96㎝、短径 75㎝の楕円形、底

部が長径 61㎝、短径 59㎝の円形を呈している。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑埋没後に J 区 SK426 は作られている。

磁器 15 点、陶器 28 点、土師質瓦質土器 20 点、硯 1 点、鉄製品 14 点、瓦が出土した。磁器には

端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、関西系雲龍紋小坏 1 点（1）、瓶 6 点等が、陶器には土瓶 7 点うち同

一個体と思われる三彩土瓶 2 点、関西系碗 5 点うち細かい貫入の入る端反碗 2 点（2）、同白化粧土

に口縁部緑釉流し掛ける香炉火入れ 1 点、瀬戸美濃鉄釉に上野釉流し掛ける手水鉢 1 点、備前灯明

皿 9 点（3）（4）（5）（6）等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）10 点、瓦質土瓶

3 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点、皿 1 点（7）、サナ 1 点等がある。鉄製品には和釘 3

点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

J-3 SK453
本土坑は J-3 区の北西側に位置している。形態と規模は上端が長径 56㎝、短径 42㎝の不整形な

円形、底部が長径 39㎝、短径 27㎝の不整形な円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格

は不明である。磁器 2 点、陶器 11 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。陶器

には土瓶蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 1 点、皿 4 点等がある。土瓶があるので 18 世

紀後半以降の遺構であろう。

J-2 SK454
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は南東側をトレンチ等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 280㎝以上、短径 270㎝の隅丸長方形、底部が長径

235㎝、短径 118㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。本土

坑は J 区 P413・P424 と重複しているが、全て本土坑が埋没後に作られたものである。磁器 4 点、

陶器 4 点、土師質皿 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には景徳鎮芙蓉手鉢 1 点、内面口縁部

に四方襷紋を描く碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、備前瓶 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

J-3 SK455
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本土坑は J-3 区の北側に位置している。形態と規模は上端が長径 224㎝以上、短径 91 ～ 155㎝の

不整形な長方形、底部が長径 218㎝以上、短径 65 ～ 130㎝の不整形な長方形を呈している。深さは

27㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区 SK416 に切られていることから SK416 に先

行する。SK425 と SK426 に関しても本土坑埋没後に作られたものであるのでこれらにも先行する。

磁器 13 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 2 点、砥石 1 点、鉄製品 17 点、瓦が出土した。磁器に

は二重網目紋碗 1 点、一重網目紋碗 1 点、芙蓉手鉢 1 点、初期伊万里白磁端反小坏 1 点、景徳鎮小

坏 1 点等が、陶器には関西系碗 4 点うち見込み鉄絵染付平碗 1 点、内野山銅緑釉皿 1 点、唐津香炉

火入れ 1 点、福岡か藁灰釉壷 1 点、同碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点

等がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。磁器にはつくり絵付けの雑なものが含まれておらず

1700 年前後の遺構の可能性がある。

J-3 SK456
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は北側を J 区 SK13 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝、短径 19㎝以上の楕円形、底部が長径 43㎝、

短径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。土師質甕 2 点、

内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、J 区 SK13 が 19 世紀第 1 四

半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-3 SK457
本土坑は J-3 区の南東側に位置している。形態と規模は北側を J 区 SK13 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 44㎝以上、短径 39㎝の楕円形、底部が長径 35㎝以上、

短径 30㎝の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J 区

SK427 と重複しているが、SK427 に先行する。磁器 2 点、陶器 3 点、土師質皿 1 点、鉄釘 1 点が

出土した。磁器には青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

J-3 SK460
本土坑は J-3 区の西側に位置している。形態と規模は上端が長径 81㎝、短径 35㎝の不整形な方形、

底部が長径 61㎝、短径 26㎝の不整形な方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明

であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。遺物が出土してため時期は不明である。

（J-3 SK461 ＝ SK418）

J-2 SK463
本土坑は J-2 区の南側に位置している。形態と規模は上端が長径 36㎝、短径 14㎝の不整形な楕

円形、底部が長径 25㎝、短径 8㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性
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格は不明である。本土坑は J 区 SK416 内にあり、SK416 構築後に作られている。磁器 1 点、陶器

1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には唐津鉄釉碗 1 点がある。遺物が少な

いため時期は明確でないが、J 区 SK416 が 18 世紀前半の遺構であるので、それと同時期かそれ以

降の遺構である。

J-1 SK464
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態と規模は北側を J 区 SK328・SK365 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 152㎝以上、短径 95㎝以上の楕円形、底部が長径

126㎝以上、短径 86㎝以上の楕円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は SK328・SK365・SK448・P417 に切られていることからこれらの遺構より先に作られて

いる。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK465
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 69㎝、短径 29㎝のゆがんだ楕円形、

底部が長径 58㎝、短径 18㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は J 区 SK437 と重複しているが、本土坑は SK437 床面直下から検出されている

ため、SK437 に先行する。磁器 2 点、瓦が出土した。青磁瓶 1 点がある。遺物が少ないため時期

は不明である。

J-2 SK466
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形態と規模は東側を J 区 SK413 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 32㎝以上、短径 24㎝以上の楕円形、底部が長径 28㎝以上、

短径 13㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16 ㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は J

区 SK413 に切られていることから SK413 に先行する。鉄製品 3 点、瓦のみが出土した。遺物は少

ないが J 区 SK413 には焼き継ぎの製品があるので、19 世紀代ないしそれ以前の遺構であろう。

J-3 SK467
本土坑は J-3 区の北西側に位置している。形態と規模は上端が長径 42㎝、短径 40㎝の円形、底

部が長径 30㎝、短径 28㎝の円形を呈している。深さは 57 ㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には碗 1 点、皿 1 点がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-1 SK468
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 82㎝、短径 35㎝の楕円形、底部

が長径 66㎝、短径 16㎝の楕円形を呈している。深さは 20 ㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は J 区 SK451 と重複しているが、本土坑は SK451 床面直下からの検出で、SK451 に先行する。
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陶器 2 点うち唐津鉄釉碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

J-3 SK469
本土坑は J-3 区の北西側に位置している。形態と規模は上端が長径 45㎝、短径 35㎝以上の円形、

底部が長径 30㎝、短径 24㎝以上の円形と推測される。深さは 24 ㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は J 区 SK459 に切られていることから SK459 に先行する。土師質皿 1 点、瓦が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でないが、SK459 が 18 世紀後半の遺構と思われるので、それ

と同時期ないしはそれ以前の遺構であろう。

J-3 SK501
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 98㎝、短径 69㎝の不整形な方形、

底部が長径 88㎝、短径 56㎝の不整形な方形を呈している。磁器 11 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器

6 点、鉄製品 2 点、青銅製品 3 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる斜格子紋皿 4 点、

青磁染付碗 1 点等が、陶器には関西系土瓶 1 点、同碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等があ

る。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

（J-3 SK502 ＝ P635）

J-3 SK505
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 59㎝、短径 14㎝のゆがんだ楕円形、

底部が長径 51㎝、短径 8㎝のゆがんだ楕円形を呈している。遺物が出土していないため時期は不明

である。

J-3 SK506
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 52㎝、短径 34㎝の不整形な方形、

底部が長径 46㎝、短径 26㎝の不整形な方形を呈している。本土坑は SK537・SK538・SK546 と重

複しているが、新旧関係は切り合いより（古）SK546 → SK537・SK538 →本土坑（新）となる。

鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK507
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 31㎝の楕円形、底部

が長径 45㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。土師質瓦質土器 4 点うち皿 1 点、水晶火打ち石？

1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK511
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本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形状及び規模は北側を SK409 に、西側を SK28 に切られて

いるため不明な部分が多いが、上端は長径 55㎝以上、短径 27㎝以上の方形、底部は長径 45㎝以上、

短径 17㎝の方形と推測される。備前袋物 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK512
本土坑は J-1 区の南側に位置する。形状及び規模は西側を SK406 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端は長径 52㎝、短径 38㎝の楕円形、底部は長径 32㎝、短径 27㎝の楕

円形と推測される。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK513
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 50㎝、短径 39㎝の楕円形、底

部が長径 38㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-1 SK515
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 86㎝、短径 54㎝の楕円形、底部

が長径 66㎝、短径 34㎝のゆがんだ楕円形を呈している。磁器 1 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品

2 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付香炉火入れ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 11 点等が出土

した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK516
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 29㎝の楕円形、底部

が長径 28㎝、短径 21㎝の楕円形を呈している。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK517　 遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 73㎝、短径 55㎝の楕円形、底部

が長径 52㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製

品 1 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる青磁袋物 3 点等が、陶器には内面から口縁部

に錆釉、外面に灰釉を掛ける丹波桶 1 点（J-1 区 5 層と接合）（1）、明るい胎土の唐津刷毛目皿 1 点

等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないた

め時期は不明である。

J-1 SK518
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 37㎝、短径 23㎝の楕円形、底部

が長径 27㎝、短径 15㎝の楕円形と推測される。内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。
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J-1 SK519
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 57㎝、短径 27㎝の方形、底部が

長径 42㎝、短径 18㎝の方形を呈している。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK520　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 42㎝、短径 15㎝以上の不整形な円形、底部は長径 22㎝、

短径 4㎝以上の不整形な円形と推測される。磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点、

青銅製切羽 1 点が出土した。陶器には鉄釉壷蓋 1 点がある。土師質瓦質土器には皿（1）、内耳土器

A 群口縁部（2）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK521　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は北側と東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端は長径 45㎝以上、短径 40㎝以上の楕円形、底部は長径 29

㎝以上、短径 27㎝以上の楕円形と推測される。

磁器 8 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 13 点、瓦転用品 1 点（4）、瓦が出土した。

磁器には合子蓋 1 点等が、陶器には唐津三島手大皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点（1）（2）

（3）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK522
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は南側を SK367 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端は長径 75㎝、短径 34㎝の円形、底部は長径 59㎝、短径 27㎝の円形

と推測される。陶器鉄釉製品 1 点、土師質皿 5 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

J-1 SK523
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 106㎝、短径 78㎝の隅丸長方形、

底部が長径 80㎝、短径 52㎝の不整形な方形を呈している。本土坑は SK637 と重複しているが、

SK637 は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑は SK637 より後に作られている。

磁器 6 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には口縁部が外

反したのち端部が立ち上がる唐津刷毛目大皿 1 点、明瞭な頚部を持ち口縁部上面を釉剥ぎする唐津

鉄釉壷 1 点が、土師質瓦質土器には皿 12 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK524
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端は長径 25㎝、短径 14㎝の円形、底部は長径 17㎝、短径 9㎝の

円と推測される。土師質瓦質土器 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK525　 遺物実測図  遺物写真  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 74㎝、短径 46㎝の楕円形、底部は長径 58㎝、短径 40㎝の

楕円形と推測される。

磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 21 点、石製品 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器に

は暗い胎土で内面打ち刷毛目の唐津刷毛目碗 1 点、明るい胎土に刷毛目の唐津皿 1 点、関西系碗 1

点が、土師質瓦質土器には内耳土器 11 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 2 点で 1 点はしっかり

穿孔し 1 点は先細り（4）、皿 7 点（1）（2）（3）等が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK526　 遺物実測図

本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 39㎝以上、短径 25㎝の楕円形、底部は長径 21㎝以上、短

径 18㎝の楕円形と推測される。磁器 4 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 4 点、硯 1 点（1）、

瓦が出土した。磁器には氷裂紋に菊花散らしの半球碗 1 点等が、陶器には唐津天目碗 1 点が、土師

質瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK528
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 41㎝の円形、底部が

長径 28㎝、短径 26㎝の円形を呈している。関西系平碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

J-1 SK529
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 52㎝、短径 15㎝以上の楕円形、底部は長径 41㎝、短径 9

㎝以上の楕円形と推測される。陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には関西系灯

明皿 1 点等がある。19 世紀代の遺構であろう。

J-1 SK530
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は西側が調査区外であるため不明な部分がある

が、現状では上端は長径 178㎝、短径 29㎝以上の不整形な方形、底部は長径 105㎝、短径 12㎝の不

整形な方形と推測される。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-2 SK531



― 531 ―

本土坑は J-2 区の東側に位置する。形状及び規模は東側を SK413 によって切られているため不明

な部分が多いが、上端は長径 75㎝、短径 55㎝の楕円形、底部は長径 70㎝、短径 45㎝の楕円形と推

測される。遺構の切り合い関係よりわかる構築順は（古）SK547 →本土坑→（新）SK413 となる。

関西系色絵製品 1 点、瓦、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK532
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 122㎝、短径 121㎝の不整形な方形、

底部が長径 111㎝、短径 109㎝の不整形な方形を呈している。本土坑は SK612 と重複しているが、

本土坑床面より SK612 が検出されたため、本土坑は SK612 より後に作られていることがわかる。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK533　 遺物実測図

本土坑は J-2 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 116㎝、短径 86㎝の不整形な方形、

底部が長径 95㎝、短径 70㎝の不整形な方形を呈している。本土坑は SK547 を切っており、SK547

より新しい。磁器 7 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 38 点、坩堝 1 点、鉄製品 17 点、瓦が出土した。

陶器には唐津透明釉大振りな碗 1 点、同鉄釉碗 1 点、同皿 4 点うち砂目積み 1 点・絵唐津 1 点、瀬

戸美濃灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 22 点等がある。瓦には三巴紋軒丸瓦 1 点（1）等が

ある。遺物が少ないため明確でないが 17 世紀代の遺構の可能性がある。

J-2 SK534
本土坑は J-2・3 区にまたがって位置する。形状及び規模は上端は長径 327㎝、短径 224㎝の不整

形な方形、底部は長径 296㎝、短径 239㎝の不整形な方形と推測される。本土坑は SK623・SK622・

SK545・SK543・SK558・P503・SV501 と重複しているが、新旧関係は切り合いより（古） SK545・

SK558・SK622・SK623 →本土坑→ SK543 → SV501・P503 （新）となる。

磁器 9 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦、石製品 5 点、鉄製品 24 点、青銅製品 1 点が出

土した。磁器には口紅皿 2 点等が、陶器には内野山銅緑釉皿 1 点、関西系鉄絵染付平碗 1 点、唐津

刷毛目皿 1 点、備前袋物 5 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。石製品には黒碁石 2 点等

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK535
本土坑は J-2 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 51㎝、短径 29㎝の楕円形、底

部が長径 40㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。磁器うがい碗か 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK537
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 52㎝の不整形な方形、
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底部が長径 39㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。本土坑は SK546・SK506 と重複しているが、

新旧関係は切り合いより（古）SK546 →本土坑→ SK506（新）となる。遺物が出土していないた

め時期は不明である。

J-3 SK538
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は北側を SK457 によって切られているため不明

な部分があるが、上端は長径 60㎝前後、短径 55㎝の楕円形、底部は長径 43㎝、短径 42㎝の楕円形

と推測される。本土坑は SK506・SK546 と重複しているが、新旧関係は切り合いより（古）

SK546 →本土坑→ SK506（新）となる。磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。

陶器には土瓶？ 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 1 点が出土した。土瓶らしきものが

あるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-3 SK541
本土坑は J-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 47㎝、短径 35㎝の楕円形、底

部が長径 38㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-3 SK542
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 55㎝の不整形な方形、

底部が長径 45㎝、短径 42㎝の不整形な方形を呈している。備前瓶 1 点、鉄製品 2 点、瓦のみが出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK543
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形状及び規模は西側を SK455 によって切られているため不明

な部分が多いが、上端は長径 35㎝以上、短径 28㎝以上の楕円形、底部は長径 25㎝以上、短径 12㎝

の楕円形と推測される。本土坑は SK534 を切っており、SK534 より後に作られている。遺物が出

土していないため時期は不明である。

J-3 SK544
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 47㎝、短径 44㎝の円形、底部

が長径 34㎝、短径 32㎝の円形を呈している。本土坑は SK549 と一部重複しているが、本土坑を掘

り下げた後に SK549 が検出されたため、本土坑は SK549 より後に作られていることがわかる。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には斜格子紋皿 1 点等が、陶器

には関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点、瀬戸美濃鉄釉壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、

内耳土器 1 点等がある。関西系細かい貫入の入る端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構

であろう。
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J-3 SK545
本土坑は J-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 55㎝、短径 40㎝の楕円形、底

部が長径 35㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。本土坑は SK534 と重複しているが、SK534 床面

より本土坑が検出されたため、本土坑は SK534 より先に作られている。唐津呉器手碗 1 点、土師

質皿 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK546
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 48㎝の円形、底部が長径 32㎝の

円形を呈している。本土坑は SK506・SK537・SK538 と重複しているが、新旧関係は切り合いより

（古）本土坑→ SK537・SK538 → SK506（新）となる。土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

J-2 SK547
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形状及び規模は東側を SK533 に、南側を SK531 によって切

られているため、不明な部分が多いが、上端は長径 48㎝以上、短径 45㎝以上の楕円形、底部は長

径 16㎝、短径 14㎝の円形と推測される。本土坑は SK533 と SK531 によって切られていることから、

本土坑はそれらより先に作られている。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

J-1 SK548
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は中央をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 110㎝、短径 72㎝前後の楕円形、底部は長径 68㎝、短径

35㎝の楕円形と推測される。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 12 点、ボルトのナット 1 点、

瓦が出土した。陶器には関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1

点等がある。近代以降の遺構である。

J-3 SK549
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模が上端は長径 53㎝、短径 46㎝の円形、底部

が長径 37㎝、短径 31㎝の円形を呈している。本土坑は SK544 と一部重複しているが、SK544 を掘

り下げた後に本土坑が検出されたため、本土坑は SK544 より先に作られている。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

J-2 SK550
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 41㎝、短径 27㎝の楕円形、底

部が長径 23㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。小丸碗 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。18

世紀後半以降の遺構であろう。
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J-2 SK551
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形状及び規模が上端は長径 33㎝、短径 30㎝の円形、底部

が長径 22㎝、短径 19㎝の円形を呈している。陶胎染付碗 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-1 SK552
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 42㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形、底部は長径 23㎝以上、

短径 5㎝以上の楕円形と推測される。唐津胎土目灰釉大皿 1 点、唐津折縁灰釉皿 1 点、土師質皿 2

点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK557
本土坑は J-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端は長径 147㎝、短径 137㎝の方形、底部

は長径 147㎝、短径 133㎝の方形と推測される。本土坑は西側を一部 P504 に切られており、本土

坑構築後に P504 が構築されたことが考えられる。磁器 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。土

師質瓦質土器には板接ぎ叩き成形の焼塩壷 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK557
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形状及び規模は西側が調査区外のため不明な部分があるが、

上端は長径 361㎝以上、短径 194㎝以上の方形、底部は長径 302㎝、短径 181㎝以上の方形と推測さ

れる。土師皿 62 点、鉄製品 14 点、瓦のみが出土した。土師質皿のうち静止糸切り底 1 点がある。

遺物が少ないため時期は明確でないが、層序より本遺構より新しい SV502 が 18 世紀前半以前の遺

構であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-3 SK560
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、上端は長径 39㎝以上、短径 31㎝の楕円形、底部は長径 32㎝以上、短径 21㎝

の楕円形と推測される。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK601　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は北西側を J 区 SK419 に、南東側を J 区 SV352

に一部切られているために不明な部分があるが、現状では上端は長径 335㎝、短径 126㎝前後の楕

円形、底部は長径 276㎝、短径 105㎝前後の不整形な楕円形と推測される。深さは 22 ㎝である。

遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を多く含まれていた。

磁器 45 点、陶器 52 点、軟質施釉陶器 6 点、土師質瓦質土器 216 点、人形 1 点、土錘 1 点（15）、
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硯 2 点、鉄製品 17 点、銭貨 3 点、瓦が出土した。磁器は肥前のみでつくり絵付けの雑な碗が 6 点（1）

（2）、陶胎染付碗 3 点、香炉火入れ 9 点うち陶胎染付 4 点・同一個体と思われる青磁 5 点、猪口 2

点（3）、口縁端部に敲打痕のある青磁染付灰落とし 1 点（J-ISK606 と接合）（4）、アーモンド形型

押し輪花手塩皿 1 点（5）、蓋物蓋 2 点うちコンニャク印判の桐紋 1 点（6）等が、陶器には同一個

体と思われる唐津刷毛目蓋物 4 点とそれと組合わさる蓋 1 点、同一個体と思われる丹波桶 2 点（7）、

同一個体と思われる内面口縁部に扇形に「上長」の刻印のある堺擂鉢 3 点（8）等が、軟質施釉陶

器のうち鳩笛 2 点（9）等が、土師質瓦質土器には皿 161 点（10）（11）（12）（13）、うち明瞭に底

部切り離し痕が確認できる 22 点はすべて回転糸切りでうち回転方向の明確な 10 点はすべて右回転

である。161 点のうち胎土が灰白のものが 43 点、橙のものが 116 点、中間的にものが 2 点ある。

内耳土器 20 点うち A 群口縁部 6 点うち内耳部分 4 点（14）でいずれもしっかり穿孔する。銭貨に

は寛永通寶 2 期 1 点（17）、寛永通寶 3 期 2 点（16）（18）がある。陶磁器の詳細についてはカウン

ト表を参照されたい。

つくりの雑な碗皿類が中心であり小丸碗・朝顔形碗等がないことから 18 世紀前半の遺構である。

J-1 SK602
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 40㎝の円形、底部が

長径 29㎝、短径 26㎝の円形を呈している。深さは 30 ㎝である。遺構の性格は不明である。高台

内「崩れ大明年製」の雑なつくりの碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK603
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 25㎝の不整形な楕円形、

底部が長径 25㎝、短径 15㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 29 ㎝である。遺構の性格は

不明である。土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK604
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 70㎝、短径 47㎝の楕円形、底部

が長径 53㎝、短径 29㎝の楕円形を呈している。深さは 44㎝である。遺構の性格は不明である。J

区 SK618 は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑が新しい。陶胎染付香炉火入れ 2 点、

明るい胎土の唐津刷毛目碗 1 点、土師質瓦質土器 7 点うち皿 6 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、鉄

製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK605
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は西側を J 区 SK515 に切られているため不明な

部分があるが、現状では上端は長径 56㎝以上、短径 37㎝以上の楕円形、底部は長径 38㎝以上、短

径 29㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。J 区 SK619・SK643

は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑は両者より新しい。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質
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瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には唐津二彩手刷毛目大皿 1 点、同刷毛目碗 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 1 点等が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK606
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 103㎝、短径 93㎝の円形、底部

が長径 90㎝、短径 68㎝の円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。磁器

1 点、陶器 3 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。磁器には口縁端部に敲打痕のある青磁染付灰落と

し 1 点（J-1SK601 と接合）が、陶器には唐津胎土目灰釉皿 1 点、丹波灰釉桶 1 点、擂鉢 1 点が出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK607
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチ等によって削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では上端は長径 79㎝、短径 46㎝の隅丸長方形、底部は長径 71㎝、

短径 34㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。J 区 SK617 は本土坑によって削平を受

けている。遺構の性格は不明である。高台内「崩れ大明年製」の雑なつくりの碗 1 点、陶器 1 点、

土師質皿 5 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK608
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 35㎝、短径 33㎝の円形、底部

が長径 22㎝、短径 19㎝の円形を呈している。深さは 8 ㎝である。遺構の性格は不明である。J 区

SK628 は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑が新しい。唐津灰釉大振りな端反碗 1 点、

鉄製品 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK609
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 106㎝、短径 62㎝以上の崩れた円形、底部は長径 89㎝、

短径 54㎝以上の崩れた円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。J 区

SK617 は本土坑によって削平を受けている。SK638 は床面直下よりの検出であるため本土坑によ

る削平は受けていない。唐津灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は不明である。

（J-1 SK610 ＝ J SV601）

J-2 SK611
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形状及び規模は北西部を J 区 SK508 やトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝以上、短径 49㎝以上のゆがんだ円形、
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底部が長径 42㎝のゆがんだ円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部付近に二個礫が検出された。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK612
本土坑は J-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 80㎝、短径 78㎝の円形、底部が

長径 62㎝、短径 59㎝の円形を呈している。本土坑は J 区 SK532 と重複しているが、SK532 床面よ

り本土坑が検出されたため、本土坑は SK532 より先に作られていることがわかる。須恵器？ 1 点、

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK615
本土坑は J-2 区の西側に位置する。形状及び規模は J 区 SK416 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端は長径 34㎝以上の楕円形、底部は長径 28㎝以上、短径 20㎝の楕円形

と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物は出土していないが、切り合

い関係より本土坑は SK416 に先行するので 18 世紀前半ないしそれ以前の遺構であろう。

J-1 SK616
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 68㎝、短径 28㎝の楕円形、底部

が長径 52㎝、短径 15㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。J

区 P613・P614 は本土坑床面直下より検出され、切り合い関係はない。よって本土坑は P613・

P614 より新しい。陶胎染付香炉火入れ 1 点、陶器 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK617
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 150㎝、短径 138㎝の円形、底部

が長径 125㎝、短径 102㎝の円形を呈している。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土に炭化物を多く含んでいる。本土坑は J 区 SK607・SK609 によって削平を受けている。切り

合い関係から本土坑は両者に先行する。

磁器 9 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には外面体部に菊花

のコンニャク印判の碗 1 点、外青磁碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる唐津鉄釉鉢 5 点、同

二彩手刷毛目大皿 2 点、同明るい胎土の刷毛目皿 2 点、関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿

24 点、焼塩壷 2 点がある。コンニャク印判の碗があり暗い胎土の刷毛目製品がないので 1700 年前

後の遺構の可能性がある。

J-1 SK618
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 134㎝、短径 77㎝のゆがんだ方形、

底部が長径 119㎝、短径 59㎝のゆがんだ方形を呈している。深さは 36㎝である。遺構の性格は不
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明である。磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器には土

灰釉の唐津壷甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 5 点 A 群口縁内耳部分 1 点でしっ

かり穿孔する、板接ぎ叩き成形焼塩壷 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK619
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 187㎝、短径 87㎝の楕円形、底部

が長径 154㎝、短径 68㎝の楕円形であると思われる。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土に炭化物を多く含んでいる。備前袋物 1 点、土師質皿 3 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK620
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は北側が調査区外で未調査のため不明な部分

があるが、現状では上端は長径 75㎝以上、短径 47㎝の楕円形、底部は長径 52㎝以上、短径 23㎝の

楕円形と推測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。染付広東碗 1 点、備前保命

酒瓶 1 点、擂鉢転用品 1 点、内耳土器 1 点が出土した。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

J-2 SK622
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分が多いが、上端は長径 142㎝、短径 39㎝のゆがんだ楕円形、底部は長径 127㎝、短径 25

㎝のゆがんだ楕円形と推測される。本土坑は J 区 SK534 と重複しているが、SK534 床面直下より

本土坑が検出されたため、本土坑は SK534 より先に作られている。染付碗 1 点、土師質皿 1 点、

鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK623
本土坑は J-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 39㎝の楕円形、底

部が長径 38㎝、短径 23㎝の楕円形を呈している。本土坑は J 区 SK534 と重複しているが、SK534

床面直下より本土坑が検出されたため、本土坑は SK534 より先に作られている。染付端反小坏 1 点、

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK624
本土坑は J-1 区の中央に位置する。形状及び規模は東側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 44㎝以上、短径 28㎝の楕円形、底部は長径 37㎝以上、

短径 12㎝の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に焼土が含

まれていた。内野山銅緑釉皿 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。
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J-1 SK626
本土坑は J-1 区の南側に位置する。形状及び規模は東側を J 区 SK613 によって切られているため

不明な部分があるが現状では上端は長径 105㎝、短径 48㎝の隅丸長方形、底部は長径 98㎝、短径

32㎝の隅丸長方形と推測される。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

J-1 SK629
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 38㎝の円形、底部

が長径 26㎝、短径 24㎝の円形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明である。J 区

SV606 は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑が新しい。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK631
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 135㎝、短径 81㎝の楕円形、底部

が長径 111㎝、短径 61㎝の楕円形であると思われる。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は J 区 SK630 の床面より検出したため、上半を SK630 に切られている可能性がある。瓦の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK633
本土坑は J-2 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 54㎝、短径 48㎝の楕円形、底部

が長径 38㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は J 区 SK630 の床面より検出したため、上半を SK630 に切られている可能性がある。瓦のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK634
本土坑は J-1 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 36㎝、短径 35㎝の円形、底部が

長径 25㎝、短径 23㎝の円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK638
本土坑は J-1 区の東側に位置する。形状及び規模が上端は長径 44㎝、短径 43㎝の円形、底部が

長径 24㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器 2

点うち皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK639
本土坑は J-1 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 62㎝、短径 48㎝の楕円形、底部
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が長径 42㎝、短径 33㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。鉄

製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SK641
本土坑は J-1 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端は長径 43㎝、短径 38㎝の楕円形、底

部は長径 25㎝、短径 19㎝の楕円形であると思われる。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。

J 区 SV606 は本土坑の床面直下より検出されたため、本土坑が新しい。遺物が出土していないので

時期は不明である。

J-1 SK642
本土坑は J-1 区の西側に位置する。形状及び規模は東側を J 区 SK367 に切られているため不明な

部分があるが、現状では上端は長径 100㎝以上、短径 63㎝の楕円形、底部は長径 94㎝以上、短径

53㎝の楕円形と推測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。遺物は出土していな

いが、切り合い関係より本土坑が SK367 に先行するので 1780 年以前の遺構であろう。

J-1 SK643
本土坑はJ-1区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径113㎝、短径53㎝の不整形な楕円形、

底部が長径 100㎝、短径 37㎝の不整形な楕円形であると思われる。深さは 22㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SK644
本土坑は J-1 区の南側に位置する。形状及び規模は東側を J 区 SK613 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 78㎝、短径 45㎝の隅丸長方形、底部は長径 75㎝、短径

25㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は切り合

い関係より SK613 に先行する。土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK645
本土坑は J-3 の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 68㎝、短径 56㎝の楕円形、底部

が長径 50㎝、短径 41㎝の円形であると思われる。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は J 区 P629 を切っている。よって P629 より新しい。磁器 2 点、瓦が出土した。磁器には

青磁染付碗 1 点、袋物 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SK646
本土坑は J-2 区の東北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 27㎝の楕円形、底

部が長径 34㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

備前袋物 1 点、内耳土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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J-3 SK647
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 62㎝、短径 30㎝の隅丸長方形、

底部が長径 51㎝、短径 20㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明で

ある。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK648
本土坑は J-3 区の西側に位置する。形状及び規模はトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端は長径 60㎝、短径 26㎝以上のゆがんだ円形、底部は長径 38㎝、短径 17

㎝以上のゆがんだ円形と推測される。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK649
本土坑は J-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 407㎝、短径 71㎝の溝状、底部が

長径 388㎝、短径 41㎝の溝状を呈している。深さは 30㎝である。本土坑は J 区 SV601 を切っており、

SV601 より新しい。唐津胎土目灰釉端反皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-3 SK650
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模が上端は長径 87㎝、短径 35㎝の楕円形、底

部が長径 78㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK651
本土坑は J-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を J 区 SK555 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 85㎝、短径 63㎝のゆがんだ楕円形、底部は長径 99㎝、

短径 71㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が

出土していないので時期は不明である。

（J SK652 ＝ SK556）

J-2 SK653
本土坑は J-2 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 60㎝、短径 57㎝の円形、底部が

長径 46㎝、短径 45㎝の円形を呈している。深さは 41㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部

に 2 個の礫が検出されている。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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J-3 SK654
本土坑は J-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 44㎝の楕円形、底

部が長径 40㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑はその上半を J 区 SV601 に切られた可能性があり、SV601 に先行する。鉄製品 2 点、瓦の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK655
本土坑は J-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 37㎝の楕円形、底部

が長径 41㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 2 点、

土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器に

は皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK656
本土坑は J-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は南側を J 区 SK554 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 40㎝以上、短径 37㎝の円形、底部は長径 32㎝の円形

と推測される。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-3 SK657
本土坑は J-3 区の西側に位置する。西側が調査区外となっており不明な部分があるが、形状及び

規模は上端は長径 87㎝、短径 50㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 63㎝、短径 39㎝以上の楕円形と

推測される。竹製のたがが検出されていることから井戸枠として桶が使用されていたものと思われ

る。遺物が出土していないので時期は不明である。

SV
J-2 SV1　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は J-2 区の中央部に位置する。現状で南北方向に上端が長さ 8.25m、幅 1.85m、底部

は長さ 7.73m、幅 1.38m を測る。深さは 61㎝である。溝状というよりは土坑と考えられる。本遺

構 は SV2・SV5・P8・P213・P214・SK357・SK（309）・SK352・SK364・SK375・SK350・

SK410・SK411 埋没後に作られている。

上層からは磁器 66 点、陶器 83 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 94 点、人形類 2 点、鉄

製品 135 点、石製品 3 点、青銅製品 1 点が出土した。磁器には端反碗 4 点うち瀬戸美濃 3 点うち焼

き継ぎ痕のある篆書体異形字紋のもの 1 点（J-2SV2 と接合）・圏線の巡る砥部 1 点、呉須を混ぜた

鉛ガラスで絵付けする薄手小坏 1 点、燗徳利 4 点うち関西系 2 点等が、陶器には行平鍋 4 点、鉄釉

鍋 1 点、土瓶 4 点、関西系灯明皿 1 点、同碗 3 点うち色絵 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、瀬戸美濃鉄釉に

うのふ釉流し掛ける甕鉢類 12 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる浅く外面口縁部に

把手の付く羽釜 6 点（青灰色土と接合）、深めの羽釜 1 点、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 2 点、皿
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22 点（3）（4）、土瓶蓋 1 点（5）、焼塩壷蓋 1 点（6）、香炉火入れ 1 点（7）、碁石 1 点（8）、涼炉 3

点等がある。人形類にはコマ 1 点（9）、箱庭 1 点がある。鉄製品のうち和釘 46 点等がある。石製

品には硯 1 点（10）、碁石 2 点（11）（12）等がある。

青灰色土からは磁器 55 点、陶器 51 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 45 点、人形 1 点、

石製品 4 点、鉄製品 44 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には西洋コバルトによる手書きの

絵付け碗 1 点、関西系碗 1 点、端反碗 2 点、蛇の目凹型高台の高台高高い菊花皿 1 点等が、陶器に

は行平鍋 3 点うち蓋 2 点、関西系灯明受皿 3 点、同碗 3 点、土瓶 1 点、瀬戸美濃灰釉鉢甕類 10 点、

備前灯明皿 3 点、同受皿 1 点、堺明石擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる浅く

外面口縁部に把手の付く羽釜 4 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点、いずれかの体部 8 点等が、瓦には

達磨状の花弁の中心飾りを持つ軒平瓦 1 点（14）等がある。石製品には砥石 2 点、チャート製火打

ち石 2 点がある。

橙褐色土からは磁器 70 点、陶器 66 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 91 点、人形 4 点、

硯 1 点、鉄製品 88 点、銭貨 4 点、瓦が出土した。磁器には薄手小坏 2 点、端反碗 2 点、笹絵徳利

口縁部 1 点、笹紋紅皿 1 点、蓋物 3 点うち色絵 1 点・蓋 1 点、手塩皿 2 点うち口紅菊花皿 1 点（2）・

海浜紋 1 点（1）等が、陶器には関西系碗 12 点うち小杉碗 3 点、同灯明皿 1 点、土瓶 6 点、萩藁灰

釉碗 2 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる火消し壷 5 点、外面に赤泥塗る土師質焜炉

（日下分類Ⅱ D 類）1 点、内耳土器 15 点うち A 群口縁部 3 点、皿 15 点、瓦質土瓶 4 点等がある。

人形には型合わせ中実で底部に径 3㎜の孔のある恵比寿 1 点等がある。銭貨には寛永通寳 4 点うち

3 期 1 点（17）がある。瓦には「作製」と思われる刻印の菊間Ⅰ類の軒平ないし軒桟瓦 1 点（13）、

菊間Ⅰ類軒桟瓦 1 点（15）、菊間Ⅱ類の変形した半菊紋軒平ないし軒桟瓦 1 点（16）等がある。

埋土下層からは鉄製品 22 点うち和釘 3 点、寛永通寳 1 点等が出土した。

西洋コバルトによる手書きの絵付け碗があるので近代初めに廃絶した溝状遺構である。

J-2 SV2
本溝状遺構は J-2 区の北側に位置する。規模は現状で南北方向に長さ 1.17m にわたって検出した。

幅は 69 ～ 95㎝、深さは 15㎝である。溝状というよりは土坑と考えられる。本遺構は SV1・SV5

と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SV5 →本溝状遺構→ SV1 （新）となる。

磁器 17 点、陶器 20 点、土師質瓦質土器 26 点、碁石 1 点、瓦、瓦転用品 1 点、鉄製品 1 点が出

土した。磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 2 点うち篆書体異形字紋で焼き継ぎ痕のあるもの 1 点

（J-2SV1 と接合）、高台内「太明年製」の銘があり、見込みや高台外面にも紋様のある広東碗 1 点、

白磁の置物？ 1 点（J-2 区 2 層と接合）等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、灰釉鍋 1 点、土瓶 5 点、関

西系碗 3 点うち口縁部に緑釉流し掛ける碗 1 点等が、土師質瓦質土器には涼炉 4 点、火消し壷蓋 1 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点、皿 1 点等がある。篆書体異形字紋端反碗があるので 19 世紀第 3 四半期

頃に廃絶した溝状遺構である。

J-1 SV3 ＝ SV6
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本溝状遺構は J-1 区から J-2 区にかけて位置する。規模は北側を J 区 KDSK20 に、J-1 区で SK29

によって削平を受けているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 16.65m にわたって

検出した。幅は 49 ～ 23㎝、深さは 20㎝である。本溝状遺構は P24・SK29 と重複している。構築

順に整理すると（古） SK29 →本溝状遺構→ P24 （新）となる。磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質

土器 2 点が出土した。陶器には鉄釉土瓶 2 点、備前灯明皿 2 点、関西系碗 2 点が、土師質瓦質土器

には内耳土器 1 点、皿 1 点がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

（J-2 SV4 ＝ SK29）

J-3 SV5 ＝ SV7　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は J-1 区から J-3 区に位置する。規模は北側を I 区 KDSV4 に、J-1 区で SK29 によっ

て削平を受けているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 21.97m にわたって検出し

た。幅は 54㎝～ 22㎝、深さは 20㎝である。SK25・SK26 埋没後に本遺構は作られ、本遺構埋没後

に P22・SK29・SV2・SV1 は作られている。

磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 10 点、石墨？ 1 点、鉄製品 5 点、青銅製品 1 点が出土した。

磁器には寿字紋広東碗 1 点等が、陶器には急須 1 点、関西系燗徳利 1 点、志野皿 1 点、唐津壷甕 1

点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内耳土器 1 点等がある。

元の SV7 からは磁器 36 点、陶器 30 点、土師質瓦質土器 36 点、水晶火打ち石 1 点、鉄製品 2 点、

青銅製簪 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 4 点うち西洋コバルトによる手書き紋様 1 点、外面

体部に圏線の巡る砥部と思われるもの 1 点（1）、蛇の目凹型高台の高台高高い皿 1 点、段重 1 点、

小坏 1 点、燗徳利 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、土瓶 4 点、瀬戸美濃うのふ釉上野釉掛ける火鉢

3 点、同手水鉢 2 点、関西系色絵半球碗 1 点等が、土師質瓦質土器には佐野甕 18 点、皿 2 点、羽

釜 1 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点、いずれかの体部 3 点等がある。西洋コバルトによる手書き紋

様端反碗があるので近代初めに廃絶した溝状遺構である。

（J-1 SV6 ＝ SV3）

（J-1 SV7 ＝ SV5）　

J-1 SV8
本溝状遺構は J-1 区の北西側に位置する。規模は北側を J 区 KDSK22 によって削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.29m にわたって検出した。幅は 22㎝～ 30㎝、

深さは 8㎝である。関西系色絵碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

J-1 SV9
本溝状遺構は J-1 区の南東側に位置する。規模は東側を J 区 KDSV3 に、西側を J 区 SK29 によ
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って削平を受けているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.94m にわたって検出

した。幅は 19㎝～ 25㎝、深さは 13㎝である。本溝状遺構埋没後に SK29 は作られている。陶器 2 点、

土師質瓦質土器 2 点が出土した。陶器には関西系灰釉土瓶 1 点、同碗 1 点がある。土瓶があるので

18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-2 SV201
本溝状遺構は J-2 区の西側に位置する。規模は南側を J 区 KDSK8 に、北側を J 区 SK29 によっ

て削平を受けているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 6.41m にわたって検出した。

幅は 25 ～ 42㎝である。磁器 5 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点が出土した。土師

質瓦質土器には皿 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

J-2 SV301
本溝状遺構は J-2 区の北側に位置する。形態及び規模は西を SV201 に、東を SV5 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.90m、幅 0.43m、底部は長さ 1.90m、

幅 0.29m を測る。深さは 30㎝である。本溝状遺構は SK359 埋没後に作られている。

磁器 2 点、陶器 5 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 1 点、関

西系碗 2 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

J-1 SV302
本溝状遺構は J-1 区の南東側に位置する。現状で東西方向に長さ 1.97m にわたって検出した。幅

は 30㎝～ 35㎝、深さは 18㎝である。磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。

陶器には関西系碗 3 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少な

いため時期は不明である。

J-3 SV303
本溝状遺構は J-3 区の北東側に位置する。現状で東西方向に長さ 2.26m にわたって検出した。幅

は 16 ～ 20㎝、深さは 6㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

J-1 SV351
本土坑は J-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 14㎝の隅丸方形、

底部は長径 53㎝、短径 8㎝の隅丸方形を呈している。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 2 点が出土した。陶器には関西系碗 1 点、備

前灰落とし 1 点、産地不明鉄釉鶴首瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少ない

ため時期は不明である。

J-1 SV352　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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本土坑は J-1 区の西側に位置する。形態及び規模は東側を J 区 SK367 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 401㎝、短径 385㎝の不整形な長方形、底部は長径 127㎝、

短径 120㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 24㎝である。本遺構はどちらかというと溝とい

うよりは土坑としての性格の方が強いと考えられるが、詳細な遺構の性格は不明である。

磁器 45 点、陶器 50 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 120 点、人形 2 点、瓦転用品 1 点、

鉄製品 13 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器には矢羽根紋筒形碗 1 点、半球碗 2 点、青磁香

炉火入れ 2 点、陶胎染付香炉火入れ 2 点、つくり絵付けの雑な碗 7 点等が、陶器には外面に「條」

の字を鉄絵で描く京香炉火入れ 1 点、関西系碗 9 点、灰釉土瓶 3 点、擂鉢 3 点うち堺明石 2 点、内

面打ち刷毛目唐津碗 1 点、同三島手鉢 2 点、同京焼風碗 3 点（1）、外面灰釉の丹波甕 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 60 点、内耳土器 40 点うち A 群口縁部 8 点（3）うち内耳部分 2 点でいずれも

しっかり穿孔する、同一個体と思われる甕 6 点、内面に青海波状の当具痕のある平面の大きく歪む

甕 1 点等がある。青銅製品にはキセル吸口 1 点（2）等がある。筒形碗・半球碗はあるが小丸碗・

朝顔形碗等がないので 18 世紀中頃に廃絶した溝状遺構であろう。

J-1 SV401
本溝状遺構は J-1 区の南東部に位置する。西側と東側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.76m にわたって検出した。幅は 17㎝前後、深さは 16

㎝である。関西系陶器碗 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（J-2 SV402 ＝ SK540）

J-2 SV501
本溝状遺構は J-2 ～ 3 区東側に位置する。長さは北端を J 区 SK31 に、真ん中を J 区 SK534 に、

南端を J 区 SK13 によって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 5.95m

にわたって検出した。現状では幅は 28 ～ 33 ㎝、深さは 6㎝である。J-2 区に位置する SV501 はい

ったんその南端で収束しており、J-3 区に位置する SV501 も同様にその北端はいったん SK534 の

あたりで収束していたものと考えられる。備前瓶 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でないが、J 区 SK31 が 19 世紀第 2 四半期、J 区 SK13 が 19 世紀第 1 四半期の遺

構なので、19 世紀第 1 四半期ないしそれ以前の遺構であろう。

J-2 SV502
本溝状遺構は J-2 区西側に位置する。長さは北端を J 区 SK406 に、南端を J 区 SK416 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.60m にわたって検出した。幅

は 58㎝～ 72㎝、深さは 32㎝である。J 区 SK557 と重複しているが、SK557 は本溝状遺構床面直下

より検出されたもので、本溝状遺構は SK557 より新しい。陶器 2 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製

品 5 点、瓦が出土した。陶器には唐津透明釉端反の大振りの碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、
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内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、J 区 SK406・SK416 がいずれも

18 世紀前半の遺構であるから、それと同時期ないしそれ以前に廃絶した遺構であろう。

J-3 SV601 ＝ J -1 SK610 、J 区 SK630、I -1 SV606
本溝状遺構は J-1 ～ 3 区・I-1 区・H-1 区に位置し、南北方向に長さ約 24m、東西方向に 12m、

計 36m にわたって検出した。幅は 80㎝～ 170㎝、深さは 27㎝である。本溝状遺構は J 区南側の調

査区外よりはじまり、J-1 区で東に折れる格好で H-1 区でその末端に到達する。傾向として J-3 区

から H-1 区に向かって次第に溝の幅が狭くなっている。I 区 SV601 の西にあり向きはほぼ並行して

いる。本溝状遺構は J 区 P626・P634 が本溝状遺構を切っているため、本溝状遺構は J 区 P626・

P634 に先行する。その他の溝状遺構にかかる遺構は本溝状遺構床面直下からの検出で、その多く

を本溝状遺構が切っていると考えられることから、その他の溝状遺構にかかる遺構より本溝状遺構

の方が新しい。瓦のみが出土した。

J-1SK610 部分からは磁器 1 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 3 点が出土した。陶器

には唐津灰釉小坏 1 点、同灰釉溝縁皿 1 点、同刷毛目大皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内

耳土器 1 点等がある。

I-1SV606 部分からは青花？ 1 点、陶器 3 点うち緑釉流し掛ける呉器手碗 1 点、備前瓶 1 点等が、

土師質皿 9 点、鉄製品 5 点うち和釘 1 点、鉛玉 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

J 区畝状遺構
J 区では北西から南東にかけて並行に伸びるいくつもの溝状遺構が出土した。これらの性格につ

いては明確にできなかったがいくつかの可能性が残った。以下、これらの溝状遺構について述べる。

SV701
本溝状遺構は J-1 区と J-2 ～ 3 区に位置し、J-1 区のものは現状で南北方向に長さ 9.1m、J-2 ～ 3

区にあるものは南北両端をトレンチによって切られているため正確な全長が不明であるが、現状で

は南北方向に長さ 17.4m にわたって検出した。本溝状遺構は J-1 ～ 2 区境周辺で一旦途切れるもの

の両者は後述する SV 等の配置状況を考慮しても同一の性格をもつものと考えられることから一つ

の遺構として記述する。溝状遺構の幅は 55㎝～ 36㎝である。本溝状遺構の向きは SV702 ～ 708 と

ほぼ並行している。遺物は出土していない。

SV702
本溝状遺構は J-1 ～ 3 区に位置し、J-1 区北端に南北方向に現状で長さ 1.35m、J-1 ～ 3 区にある

ものはその南端が J 区 SV601 によって切られているため全長が不明であるが、現状では南北方向

に長さ 21.15m にわたって検出した。本溝状遺構は J-1 区北西で一旦途切れるものの両者は後述す

る SV 等の配置状況を考慮しても同一の性格をもつものと考えられることから一つの遺構として記
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述する。幅は 63㎝～ 38㎝である。本溝状遺構の向きは SV701、SV703 ～ 708 とほぼ並行している。

SV703
本溝状遺構は J-1 ～ 3 区に位置し、南端が J 区 SV601 によって切られているため不明な部分があ

るが、現状では南北方向に長さ 20.3m にわたって検出した。本溝状遺構の幅は 68㎝～ 30㎝である。

本溝状遺構の向きは SV701 ～ 702、SV704 ～ 708 とほぼ並行している。

SV704
本溝状遺構は J-1 ～ 2 区に位置する。途中 J-1 区南部で途切れて箇所が 2 箇所あり、真ん中にあ

る溝状遺構はその両端をトレンチで切られているため正確な長さが不明である。南側に位置する溝

状遺構もその南側を J 区 SV601 によって切られているため正確な長さが不明である。本溝状遺構

の長さは現状では南北方向に北に位置するものから長さ 6.1m、1.6m 前後、7.1m にわたって検出し

た。幅は 53㎝～ 22㎝である。本溝状遺構の向きは SV701 ～ 703、SV705 ～ 708 とほぼ並行している。

磁器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

SV705
本溝状遺構は J-1 ～ 2 区に位置する。南端をトレンチによって切られているため全長は不明であ

る。現状では南北方向に長さ 10.1m にわたって検出した。幅は 70㎝～ 36㎝である。本溝状遺構の

向きは SV701 ～ 704、SV706 ～ 708 とほぼ並行している。

SV706
本溝状遺構は J-1 位置する。南端を J 区 SV601 によって切られているため全長は不明であるが、

現状では南北方向に長さ 7.9m にわたって検出した。幅は 53㎝～ 36㎝である。本溝状遺構の向き

は SV701 ～ 705、SV707 ～ 708 とほぼ並行している。

SV707
本溝状遺構は J-2 ～ 3 区に位置する。南端が調査区外にまで伸びると考えられ、現状では南北方

向に長さ 17.8m にわたって検出された。本溝状遺構は南端から約 6.5m のところで西に分岐して溝

が 2 条になって伸びている。分枝した溝は北に約 6.8m 伸びている。幅は 57㎝～ 29㎝である。本

溝状遺構の向きは SV701 ～ 706、SV708 とほぼ並行している。唐津灰釉端反碗 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

SV708
本溝状遺構は J-1 区に位置する。南端をトレンチによって切られているため全長は不明であるが、

現状では南北方向に長さ 1.85m を検出した。幅は 38㎝～ 33㎝である。本溝状遺構の向きは SV701

～ 706、SV708 とほぼ並行している。
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KDSK
J-1 KDSK1

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

J-1 KDSK5
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

J-2 KDSK6
磁器、陶器が出土した。

J-2 KDSK7
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-2 KDSK8
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

J-2 KDSK9
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、瓦が出土した。

J-3 KDSK10
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

J-3 KDSK11
磁器、土師質瓦質土器が出土した。

J-3 KDSK13　 遺物実測図

磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、硯、鉄製品、瓦、板ガラスが出土した。長小判形の枠に「菊

間若竹」の刻印のある丸瓦 1 点（1）がある。

J-3 KDSK15
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形が出土した。

J-3 KDSK16
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、寛永通寳 3 期 1 点、スレート、碍子が出土した。
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J-3 KDSK17
磁器、土師質瓦質土器が出土した。

J-2 KDSK18
陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-3 KDSK19
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-1 KDSK20
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。掘り方からは磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

裏込めからは陶器、瓦が出土した。

J-3 KDSK（20）
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

J-1 KDSK21
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-3 KDSK22
磁器が出土した。

J-1 KDSK23
磁器、陶器が出土した。

J-3 KDSK（23）
磁器が出土した。

J-1 KDSK26
位置は不明である。磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

J-3 KDSK26
陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-3 KDSK28
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。
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J-3 KDSK29
磁器、陶器、土師質瓦質土器、砥石、瓦が出土した。

J-2 KDSK30
磁器が出土した。

J-1 KDSK32
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

J-3 KDSK35
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、青銅製品が出土した。

J-3 KDSK36　 遺物実測図

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、青銅製品、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃大皿があり

J2SK25、J2SK31、J2SK32 と接合した。瓦には文字部凸、長方形枠に「小」の刻印が端部にある桟

瓦 4 点（1）、同じく文字部凸、長方形枠に横書きする不明銘の桟瓦 1 点（2）等がある。

J-1 KDSK37
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

KDSV
J-2 KDSV1

磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、人形、寛永通寳 3 期 1 点、瓦が出土した。

J-1 KDSV2
磁器、陶器が出土した。

J-1 KDSV3
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

（11）K 区の遺構と遺物

SB
K SB301

本遺構は K-1 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は南から北に SK5003・SK417・SK322・

SK326・SK320・SK583・P607・P614・P605 で構成されている。柱間は平均して約 162㎝である。



― 552 ―

規模は 13m 以上と推測される。遺構の性格は建物跡と推測される。時期は不明である。

K-3 SK5003 は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 50㎝、短径 45㎝の楕円形、

底部が長径 40㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部に 1 個の礫が検出されている。本土坑は K 区 SK516 と重複しているが、SK516 床面直下より

検出のため、SK516 に先行する。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-2 SK320 は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 61㎝の不整形

な楕円形、底部は長径 48㎝、短径 40㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 57㎝である。瓦が

出土した。

K-3 SK322 は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝以上、短径 56㎝の隅丸長方形、底部は長径 54㎝

以上、短径 40㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 18㎝である。埋土に焼土が多く含まれていた。

本柱穴の床面から K 区 P326 を、床面直下より K 区 P333 を検出した。初期伊万里皿 1 点、瓦が出

土した。

K-2 SK326 は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 92㎝以上、短径 40㎝の不整形な楕円形、底部は長

径 86㎝以上、短径 25㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本柱穴は K 区 SK314

と重複しているが、本柱穴は SK314 床面直下からの検出で、SK314 に先行する。遺物は出土して

いない。

K-3 SK417 は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 71㎝、短径 54㎝の不整形

な方形、底部は長径 56㎝、短径 41㎝と不整形な方形を呈している。深さは 8㎝である。K 区 P408

と重複している。P408 が新しい。染付皿 1 点、備前袋物 1 点、土師質皿 3 点、人形 1 点、瓦が出

土した。

K-2 SK583 は K-2 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 47㎝、短径 34㎝の楕円形、

底部が長径 26㎝、短径 24㎝の円形を呈している。深さは 58㎝である。瓦のみが出土した。

K-1 P605、K-2 P607、K-2P614 からは瓦のみが出土した。

K SB401
本遺構は K-1 区に位置する。本遺構は南から北に P424・P425・P426・P427・P428・P429・

P430 で構成されている。柱間が南から 217㎝・153㎝・145㎝・160㎝・167㎝・82㎝と、不規則で

はあるが全ピットより礎石を検出した。並行して存在するはずの礎石列を検出できなかったため東

西方向の規模は不明である。南北方向の規模は北側が調査区外となっているため 999㎝以上と推測

される。遺構の性格は礎石建物跡と考えられる。遺構の時期はどの柱穴からも遺物が検出されなか

ったので、具体的な時期は不明である。

K SB501
本遺構は L-3 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東にかけて L 区 P516・K 区
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SK598・K 区 SK525・K 区 SK5001・K 区 SK559・K 区 SK5010・K 区 SK505・K 区 SK504 で構成

されている。L 区 P516 と K 区 P598 の間は L 区 SK420 に削平を受けており、柱穴一基が消滅して

いる可能性がある。柱間は西より 300㎝・130㎝・150㎝・150㎝・180㎝・180㎝・130㎝で柱間隔は

一定ではない。規模は東側が調査区外に続くと考えられ、東西方向に 13 ｍ以上と推測される。遺

構の性格は建物跡と推測され、後述する K SB502 と同一の可能性もある。時期は不明である。

K-3 SK504（＝ SK543 ＝ SK5011）は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、

短径 37㎝の楕円形、底部が長径 45㎝、短径 26㎝の楕円形を呈している。深さは 10㎝である。底部

に 2 個の礫を検出している。遺物は出土していない。

K-3 SK505 は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝、短径 25㎝以上の楕円形、底部が長径 39㎝、

短径 20㎝以上の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。本柱穴は隣接する K 区 SK544 と重複

すると考えられるが、SK544 は本柱穴床面直下からの検出で、本柱穴は SK544 より新しい。瓦の

みが出土した。

K-3 SK525 は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 39㎝の円形、

底部が長径 32㎝、短径 30㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

本柱穴は K 区 SK599 と重複しているが、SK599 が本柱穴床面直下より検出されたもので、本柱穴

は SK599 より新しい。土錘 1 点、瓦が出土した。

K-3 SK559 は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が径 58㎝の円形、底部が長径 50㎝、

短径 47㎝の円形を呈している。深さは 25㎝である。底部から 2 個の礫を検出している。本柱穴は

K 区 SK508・SV501 と重複しているが、本柱穴は SK508・SV501 床面より検出されたもので、本

柱穴は両遺構に先行する。遺物は出土していない。

K-3 SK598 は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 46㎝、短径 43㎝の円形、

底部が長径 33㎝、短径 28㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。遺物は出土していない。

K-3 SK5001 は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 34㎝、短径 32㎝の円形、

底部が長径 26㎝、短径 24㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。本柱穴埋没後に K 区 SV501

は作られている。遺物は出土していない。

K-3 SK5010 は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 39㎝の円形、底

が長径 35㎝、短径 27㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺物は出土していない。

K SB502
本遺構は K-3 区に位置する。本遺構は北から南にかけて K 区 SK504・K 区 SK545・K 区 SK547

で構成されている。柱間隔は北から約 150 ～ 170㎝で、規模は 3.7 ｍ以上と推測される。遺構の性

格は建物跡と推測される。本遺構は前述の KSB501 と同一であった可能性があり、K 区 SK504 は

両遺構に含まれる。時期は不明である。

K-3 SK545 は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 67㎝、短径 52㎝の楕円形、

底部が長径 52㎝前後、短径 39㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。底部に礫を検出して
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いる。本柱穴は K 区 SV501 の床面直下より検出されたことから、SV501 に先行する。染付碗 2 点、

土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 6 点が出土した。

K-3 SK547 は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 86㎝前後、短径 78㎝の円形、

底部が長径 68㎝前後、短径 62㎝の円形と推測される。深さは 71㎝である。底部に 1 個の礫を検出

している。遺物は出土していない。

なお、本遺構の柱穴を結んだ線を南に延長した位置にある H-1 P205 の南側で確認した石は、そ

の位置関係から本遺構に伴う礎石である可能性がある。その場合、K-3 SK547 と H-1 P205 間の I-1 

KDSV4 が位置する辺りに、本遺構に伴う柱穴一基が存在していたことが想定される。

K SB503　 
本遺構は H-1 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は南から北にかけて H 区 P612・K 区

SK551 礎石・K 区 SK546・K 区 SK505・K 区 SK409 で構成されている。各柱間隔は約 2 ｍである。

規模は現状では南北方向で約 8.5 ｍを測る。遺構の性格としては建物跡と推測される。時期は不明

である。

K-3 SK409 は K-3 区の東側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 88㎝以上、短径 51㎝以上の不整形な方形、底部が長

径 78㎝以上、短径 42㎝以上の不整形な方形と推定される。深さは 21㎝である。底部に一個の礫を

検出した。磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 13 点、人形 1 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉

土瓶 1 点、関西系碗 3 点、唐津刷毛目皿 1 点が、土師質瓦質土器には皿 6 点、内耳土器 3 点うち C

群口縁部 1 点等がある。

K-3 SK546 は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 40㎝の楕円形、

底部が長径 40㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。底部に小礫を検出している。

本柱穴は K 区 SV501 の床面直下より検出されたことから、SV501 に先行する。鉄製品 4 点、瓦が

出土した。

K-3 SK551 は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 160㎝以上、短径 137㎝の

不整形な方形、底部が長径 140㎝以上、短径 127㎝の不整形な方形を呈している。深さは 35㎝である。

底部から二個の礫を検出している。瓦のみが出土した。

H-1 P612 からは染付碗 1 点のみが出土した。

K SB504
本遺構は K-3 区に位置する。本遺構は北から南にかけて K 区 SK5010・K 区 SK569・K 区 P520・

K 区 SK555 で構成されている。柱間隔は K 区 SK5010 ～ K 区 P520 間は 130㎝、K 区 P520 と K 区

SK555 間は 150㎝で、規模は 4.5 ｍ以上と推測される。遺構の性格は建物跡と推測される。時期は

不明である。

K-3 区 SK555 の形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 53㎝、短径 39㎝の不整形な方形、底部が長径 33㎝、短径 26㎝の円形と推測さ
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れる。深さは 22㎝である。底部から一個の礫を検出している。本柱穴は K 区 SK529 と重複してい

るが、SK529 床面直下より検出されたため、SK529 に先行する。遺物は出土していない。

K-3 区 SK569 の形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 40㎝以上、短径 25㎝の楕円形、底部が長径 25㎝以上、短径 15㎝の楕円形を呈

している。深さは 25㎝である。底部から一個の礫を検出している。本柱穴は K 区 SV501 と重複し

ているが、本土坑は SV501 床面直下より検出されたもので、本柱穴は SV501 に先行する。遺物は

出土していない。

K 区 SK5010 は K 区 SB501 で既述した。

K 区 P520 からは遺物は出土していない。

SA
K SA301

本遺構は K-2 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東にかけて P318・P309・P317・

P339 で構成されている。各柱間隔は約 2 ｍである。規模は東側が調査区外に続くと考えられ、東

西方向に 6.5 ｍ以上と推測される。遺構の性格は柵列と推測される。時期は不明である。

K SA302
本遺構は K-2 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は南から北に P305・P528・P523・P537・

P302・P611 で構成されている。柱間が 120㎝・110㎝・128㎝・95㎝・108㎝と不規則である。規模

は現状で 583㎝以上と推測される。遺構の性格は柵列と推測される。時期は不明である。

K-2 P302 （＝ P411）からは磁器碗 1 点、型合わせ中実で底部に径 6㎜の孔がある台付き人形 1 点、

鉄製品 1 点、瓦が出土した。

K-2 P305 からは土師質皿 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

K-2 P537 からは土師質瓦質土器 4 点うち内耳土器 2 点、皿 2 点が出土した。掘り方からは関西

系碗 1 点のみが出土した。

SK
K-2 SK1　陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 122㎝、短径 120㎝の円形、底部

は長径 101㎝、短径 93㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。K 区 SK92 埋没後に本土坑は

作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる紅皿 2

点等が、陶器には堺擂鉢 1 点（1）、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器に

は同一個体と思われる土瓶 3 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK2
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本土坑は K-3 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 34㎝、短径 33㎝の円形、底部は

長径 19㎝、短径 16㎝の円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 17 点、陶器 43 点、土師質瓦質土器 64 点、人形 1 点、鉄製品 12 点、古寛永 1 点、瓦が出土

した。磁器には広東碗 2 点うち蓋 1 点、蓋物蓋 2 点等が、陶器には口縁端部が T 字形になる大谷

甕 19 点、土瓶 3 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 14 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 2 点、

皿 6 点等がある。広東碗があるので 1780 年代以降の遺構である。

K-2 SK3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 208㎝、短径 124㎝の隅丸長方形、

底部は長径 199㎝、短径 102㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 51㎝である。本土坑は SK46・

SK73・P6 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK73 → SK46 →本土坑→ P6 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 56 点、陶器 89 点、軟質施釉陶器人形 1 点、土師質瓦質土器 104 点、人形類 4 点、鉄製品

21 点、寛永通寶 3 期 1 点（15）、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗蓋 1 点（1）、広東碗 3 点、

朝顔形碗 3 点うち蓋 1 点（K-1 の 2 層と接合）（2）、望料碗蓋 1 点、鉢 2 点うち 1 点には焼き継ぎ痕、

「日本大坂新町お笹紅」と染付された紅皿 1 点（3）、笹紋で端反の猪口 1 点（4）等が、陶器には行

平鍋 3 点、関西系灯明皿 5 点、土瓶 16 点うち蓋 1 点、鍋 2 点、関西系碗 8 点うち細かい貫入の入

る端反碗 1 点、同白化粧土に口縁部緑釉の香炉火入れ 1 点、燗徳利 4 点うち関西系鉄絵 2 点、瀬戸

美濃手水鉢 2 点、同水甕 1 点、同植木鉢 1 点、同染付丸碗 1 点（5）備前布袋徳利 1 点、丹波桶 1 点、

産地不明三足付き鉄釉香炉火入れ 1 点（K-2 トレンチと接合）（6）、同壷 1 点（7）等が、土師質瓦

質土器には内耳土器 23 点うち A 群口縁部 8 点・C 群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点で先細りの穿孔、

瓦質土瓶 25 点で最低 2 個体、羽釜 5 点、甕 18 点うち端部が外面に凸出する口縁部 4 点・外面に凹

線が巡る口縁部 2 点、長方形の板の長辺を接合し断面 L 字にした製品 1 点（9）、皿 1 点、火消し

壷 1 点、羽をかたどった不明製品 1 点（8）、釜形土製品 1 点（10）等が、人形類には型合わせ中実

で底部に円錐形の孔のある人物像 1 点（11）等がある。鉄製品は最低 10 点が和釘と思われるが錆

がひどく明確でない。瓦には裁断して丸瓦にする前の円筒形のものが 1 点（12）、丸瓦（13）、平瓦

（14）等がある。平瓦の平均の厚さは 16.1㎜で 15.5㎜が 17 点、15.0㎜が 15 点、14.5㎜と 16.0㎜が 14

点ある。端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

K-2 SK4　 遺物実測図  土師質・瓦質土器観察表

遺構かどうか明確でなかった。磁器 4 点、陶器 2 点、土師質皿 3 点（1）、人形 1 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点等がある。端反碗蓋があるので 1810 年以降の遺物である。

K-3 SK5
本土坑は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 241㎝、短径 70㎝の不整形な隅丸

長方形、底部は長径 70㎝、短径 58㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。遺
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構の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃ミニチ

ュア碗 1 点等が、陶器には関西系灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 2 点うち C 群口

縁部 1 点等がある。瀬戸美濃磁器があるので 19 世紀代の遺構である。

K-2 SK6
本土坑は K-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 45㎝以上の不整形な円形、底部

は長径 52㎝以上、短径 39㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は

不明である。

磁器 8 点、陶器 10 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 18 点、瓦、コンクリート片が出土し

た。陶器には関西系碗 5 点うち色絵 2 点・鉄絵染付 1 点等が、軟質施釉陶器にはキセルミニチュア

1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 11 点等がある。

コンクリート片があるので近代以降の遺構である。

K-3 SK7
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 KDSV1 等によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝、短径 14㎝以上、底部は長径 52㎝、短径

8㎝以上と推測される。深さは 3㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、陶器 1 点、土師

質瓦質土器 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には内耳

土器 3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

K-3 SK9
本土坑は K-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 338㎝、短径 116㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 242㎝、短径 69㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 22㎝である。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-3 SK10
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 264㎝、短径 141㎝の不整形な方形、

底部は長径 239㎝、短径 115㎝の不整形な方形を呈している。遺構の性格は不明である。磁器 6 点、

陶器 21 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。磁器には広東碗 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、

土瓶 7 点、関西系灯明受皿 1 点、瀬戸美濃水甕 1 点、関西系碗 7 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、

内耳土器 1 点等がある。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK11　 遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV4 によって切られてい
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るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝以上、短径 106㎝、底部は長径 120㎝以上、

短径 56㎝と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は K 区 SK87・SK88・SK61・SK68 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 20 点、陶器 28 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 60 点、鉄製品 5 点、瓦が出土した。

磁器には瀬戸美濃端反碗蓋 1 点、同一個体と思われる小広東碗 2 点、朝顔形碗 2 点、半球碗 1 点、

小丸碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃灰釉植木鉢 3 点、同手水鉢 1 点、関西系碗

11 点うち鉄絵染付 2 点うち小杉碗 1 点、同灯明皿 1 点、同白化粧土に緑釉流し掛ける土瓶蓋 1 点、

植木鉢 2 点、萩藁灰釉碗 1 点、産地不明鉄釉皿 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には内耳土器 28 点

うち A 群口縁部 13 点うち内耳部分 2 点で 1 点は先細り・1 点は突き抜けない。口縁端部を断面三

角形にし外面に凹線 1 本巡る同一個体と思われる甕 10 点（2）、口縁端部平らにおさめ外面凹線 1

本巡る佐野甕口縁部 2 点、皿 2 点が出土した。端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世

紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

K-1 SK12
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 136㎝、短径 51㎝の不整形な隅

丸方形、底部は長径 108㎝、短径 40㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 12㎝である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

K-2 SK13　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 235㎝、短径 168㎝以上の隅丸方形、底部は長径 171㎝、短径 124㎝以上の

隅丸方形と推測される。深さは 50㎝である。本土坑は SK（79）・SK104・SK45・P33 埋没後に作

られている。遺構の性格は不明である。

磁器 37 点、陶器 57 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 28 点、鉄製品 4 点が出土した。磁

器には深小丸碗 2 点うち 1 点は焼き継ぎ痕、広東碗蓋 1 点、望料碗 2 点うち蓋 1 点、筒形碗 1 点、

同一個体と思われる色絵段重 3 点、瑠璃釉瓶 1 点等が、陶器には土瓶 8 点うち蓋 6 点 2 個体分、関

西系碗 21 点うち色絵 5 点・鉄絵 5 点、瀬戸美濃同一個体と思われる腰錆碗 2 点、同植木鉢 1 点、

備前灯明皿 2 点、同灯明受皿 1 点、同瓶 1 点、丹波壷甕 1 点、同一個体と思われる唐津見込み蛇の

目釉剥ぎ鉄釉灰釉掛け分け皿 2 点、唐津壷甕 13 点 2 個体分うち 1 点は内傾する口縁部、人形型水

滴 1 点（1）等が、軟質施釉陶器には福禄寿人形 1 点（2）、橙褐色の胎土のミニチュア碗 1 点が、

土師質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 8 点 A 群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点でしっかり穿孔、羽

釜 1 点、サナ 1 点、焼塩壷蓋 1 点（3）等がある。瓦には軒桟瓦 4 点・軒桟ないし軒平瓦 1 点うち

中心飾り半菊紋 4 点があるがすべて紋様が異なっている（4）（5）（6）（7）。また、丸瓦（8）、桟瓦

（9）がある。深小丸碗があるので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構であろうが、端反碗がなく混入の可

能性もある。
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K-2 SK14　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 KDSK4・KDSK12 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 148㎝以上、短径 50㎝以上の隅丸方形、

底部は長径 135㎝以上、短径 46㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 13㎝である。遺構の性格

は不明であるが、「コ」の字状に石が積まれていた。

磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点、和釘 1 点、瓦が出土した。磁器に景徳鎮 1 点等が、

陶器には関西系碗 3 点等がある。

掘り方からは磁器 16 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目凹型

高台の高台高低い皿で見込みには中央にのみ丸く紋様を描くもの 13 点で最低 4 個体（1）（2）、仏

飯器 1 点（K-2SK69 と接合）（3）、猪口 1 点、碗 1 点が、陶器には関西系碗 3 点、唐津刷毛目製品

1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。

漆喰床下からは磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 7 点、瓦が出土した。磁器には掘り方出土

のものと同様の蛇の目凹型高台の高台高低い皿 2 点等が、陶器には行平鍋 1 点等が、土師質瓦質土

器には皿 2 点、内耳土器 C 群口縁部 2 点うち 1 点は内耳部分でしっかり穿孔する。

磁器皿の特徴より 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK15
本土坑は K-1 区の東側に位置する。規模は東側が調査区外に、南側をトレンチによって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 53㎝以上、底部は長径 42㎝以上、

短径 33㎝以上と推測される。形態は不明である。本土坑は K 区 SK35 埋没後に作られている。遺

構の性格は不明である。

陶器 3 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には関西系碗 2 点等が、土師質瓦

質土器には皿 2 点、内面にカルシウム分の付着する甕 4 点等がある。遺物が少ないため時期は明確

でないが、本土坑に先行する SK35 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。

K-1 SK16
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外になっているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 57㎝、短径 39㎝の楕円形、底部は長径 47㎝、短径 15㎝の楕円形と

推測される。深さは 14㎝である。本土坑は K 区 SK23・SK66 埋没後に作られている。遺構の性格

は不明である。

陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 3 点うち細かい

貫入の入る同一個体と思われる端反碗 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 2 点、

皿 1 点がある。関西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-1 SK17
本土坑は K-1 区の東側に位置する。規模は東側を K 区 KDSK7 によって切られているため不明
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な部分があるが、現状では上端が長径 126㎝以上、短径 120㎝以上の不整形な方形、底部は長径

111㎝以上、短径 77㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は K 区

SK21・SK62 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 15 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 42 点が出土した。磁器には端反碗 1 点、朝顔形碗 2 点

うち蓋 1 点、筒形碗 1 点、薄手小坏 1 点等が、陶器には関西系碗 10 点、土瓶 2 点うち蓋 1 点、同

一個体と思われる口縁端部が内傾する唐津壷甕 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 5

点うち A 群口縁部 2 点、甕 11 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）1 点等がある。端反碗があるの

で 1810 年以降の遺構である。

K-1 SK20　 遺物実測図  陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態帯び規模は東側を K 区 KDSV3・KDSK21 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 193㎝、短径 112㎝以上の不整形、底部

は長径 113、短径 81㎝以上の不整形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑は K 区 SK57・

SK80・SK32・SK47・SK59 と切り合い関係にある。構築順に整理すると（古） SK80 → SK57・

SK59 →本土坑→ SK47・SK32 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 43 点、陶器 55 点、土師質瓦質土器 72 点、人形 3 点、黒碁石 1 点、鉄製品 25 点、瓦が出土

した。磁器には端反碗 1 点、広東碗 3 点うち外面に白化粧土ハケ塗りするもの 1 点（K-1SK32 と

接合）（1）・蓋 1 点（K-1SK32 と接合）（2）、小広東碗 1 点、燗徳利 2 点うち焼き継ぎ痕 1 点、同

一個体と思われる八角鉢 2 点うち焼き継ぎ痕 1 点等が、陶器には関西系碗 18 点、萩藁灰釉碗 3 点、

関西系燗徳利 4 点、土瓶 3 点、急須 2 点、植木鉢 3 点、瀬戸美濃甕鉢類 1 点等が、土師質瓦質土器

には皿 12 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点、羽釜 1 点、いずれかの体部 17 点、甕 15 点うち端部が外

面に凸出する甕口縁部 1 点・外面に凹線 1 本が巡る口縁部 1 点等がある。瓦には半菊紋が中心飾り

の軒平瓦 2 点（3）（4）等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構であるが、本遺構より新し

い SK32 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なのでそれと同時期であろう。

K-1 SK21　 遺物実測図  遺物写真

本土坑は K-1 区の東側に位置する。規模は東側を K 区 KDSV3 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 192㎝、短径 94㎝以上の不整形な円形、底部は長径 168㎝、

短径 79㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 100㎝である。本土坑は K 区 SK17・SK60・

SK62・SK56 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK62・SK60 → SK56 →本土坑→

SK17 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 6 点、人形 1 点、瓦、鉄製品 3 点が出土した。磁器には仏

飯器 1 点等が、陶器には備前灰落とし 1 点、関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には外面に凹線が

1 本巡る佐野甕 5 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点がある。人形は型合わせ中実の天守閣と門の箱庭？

1 点（1）がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK62 が 18 世紀後半

以降の遺構なので、それと同時期であろう。
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K-1 SK22　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 234㎝、短径 93㎝の隅丸方形、

底部は長径 202㎝、短径 98㎝の隅丸方形を呈している。深さは 118㎝である。本土坑は K 区 SK33

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 56 点、陶器 88 点、土師質瓦質土器 78 点、人形 8 点、砥石 3 点、鉄製品 28 点、板ガラス 5 点、

ボタン 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 5 点うち瀬戸美濃 3 点、広東碗蓋 1 点、菊花手塩皿 1

点（1）、型押し成形玉縁の製品（ミニチュアか）1 点（2）等が、陶器には関西系碗 9 点（3）（4）、

同燗徳利 4 点、同水注 1 点、同灯明皿 2 点、同格子状鎬の蓋物（東大 TD-13-d）3 点、土瓶 8 点う

ち蓋 1 点、鉄釉鍋 5 点（5）、鉄釉片口 1 点、ミニチュア鉄釉鍋 1 点、備前灯明皿 2 点、瀬戸美濃同

一個体と思われる長石釉火鉢 5 点（6）、同一個体と思われる緑釉瓶掛 2 点（7）、植木鉢 4 点、擂鉢

7 点うち明石 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）14 点、皿 28 点うち内

曇りの磨きかわらけ 1 点、内耳土器 12 点うち A 群口縁部 3 点うち粘土を貼り付けるが穿孔しない

もの 1 点（8）等がある。人形には同一個体と思われる型合わせ中空の大型品 5 点、手づくね 1 点（9）

等がある。瓦には花弁が達磨状になる中心飾りの軒平瓦 1 点等がある。板ガラス・ボタンは混入と

判断した。

端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第 2 四半期頃の遺構である。

K-1 SK23　陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は西側を K 区 KDSV3 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 126㎝以上、短径 63㎝以上、底部は長径 79㎝以上、

短径 42㎝以上と推測される。形態は不明である。K 区 KDSV3 を挟んで K 区 SK21 と同一の遺構

であった可能性がある。本土坑は SK66・SK16・SK35 と切りあい関係にある。構築順に整理する

と（古） SK66 → SK35 →本土坑→ SK16 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 5 点、寛永通寶 1 期 1 点、瓦が出土した。陶器には外面錆

釉内面灰釉の関西系猪口 1 点（K-1 区 2 層と接合）（1）等がある。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

K-1 SK24
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 228㎝、短径 73㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 202㎝、短径 56㎝と不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 84㎝である。

本土坑は K 区 SK31・SK210・SK211 を削平している。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 11 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 22 点、人形 1 点が出土した。磁器に

は仏飯器 1 点等が、陶器には土瓶 3 点うち蓋 1 点、関西系碗 2 点、口縁端部が内傾する唐津壷 1 点

等が、土師質瓦質土器には羽釜 8 点、内耳土器 C 群 4 点うち穿孔するが突き抜けない口縁部 2 点、

皿 3 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK31 が 19
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世紀代の遺構なのでそれと同時期であろう。

K-1 SK25
本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 71㎝、短径 49㎝の隅丸長方形、

底部は長径 51㎝、短径 30㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質皿 1 点が出土した。陶器には鉄釉鍋 1 点、唐津明るい胎土の刷

毛目瓶 1 点がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK26　 遺物実測図  陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝以上、短径 16㎝以上の楕円形、底部は長径 30㎝以上、

短径 6㎝以上の楕円形と推測される。深さは 21㎝である。本土坑は L 区 SK96 埋没後に作られてい

る。遺構の性格は不明である。瀬戸美濃陶器壷蓋 1 点（1）、関西系陶器碗 2 点、内耳土器 A 群口

縁部 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、層序から本土坑に先行する L 区

SK28 が 1850 年以降の遺構なので、それと同時期であろう。

K-1 SK27
本土坑は K-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 184㎝以上、短径 32㎝の不整形な長方形、底部は長径 175

㎝以上、短径 12㎝の不整形な長方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 16 点、人形 1 点、砥石 2 点、土師質瓦質土器 105 点、瓦が出土した。磁器には

蛇の目凹型高台の高台高低い皿で見込みに丸く紋様を描くもの 1 点、広東碗蓋 2 点、青磁染付朝顔

形碗 1 点等が、陶器には関西系灯明皿 1 点、同碗 5 点うち色絵 1 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶 3 点うち蓋

1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、口縁端部が内傾する唐津壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器

29 点うち A 群口縁部 2 点・C 群口縁部 1 点、皿 5 点、外面口縁部に凹線 2 本巡り口縁部が内抱え

になる同一個体と思われる甕 55 点等がある。蛇の目凹型高台の高台高低い皿で見込みに丸く紋様

を描くものがあるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK28　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 104㎝、短径 33㎝の隅丸方形、

底部は長径 85㎝、短径 17㎝の隅丸方形を呈している。深さは 34㎝である。本土坑は K 区 SK29 埋

没後に作られている。遺構の性格は不明である。小丸碗 1 点、萩ピラ掛け碗 1 点（1）、同藁灰釉皿

1 点、唐津刷毛目碗 1 点、関西系碗 1 点、鉄釉瓶 1 点が出土した。萩ピラ掛け碗があるので 19 世

紀代の遺構であろう。

K-1 SK29
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本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は西側を K 区 KDSK22 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 64㎝、短径 47㎝以上の隅丸方形、底部は長径 51㎝、

短径 28㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK28 は作られ

ている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、土師質瓦質土器 113 点が出土した。磁器には薄手色絵小坏 1 点、梵字紋碗 1 点が、土

師質瓦質土器には同一個体と思われる外面体部凹線 1 本巡る佐野甕 107 点、内耳土器 2 点、皿 1 点

等がある。薄手小坏があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK30
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 39㎝、短径 36㎝の円形、底部

は長径 28㎝、短径 26㎝と円形を呈している。深さは 9㎝である。本土坑は K 区 SK34・SK101 埋

没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 30 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 1 点、

瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃灰釉植木鉢 1 点が、軟質施釉陶器には鳥の人形 1 点が、土師質瓦

質土器には同一個体と思われる内耳土器 29 点うち A 群口縁部 3 点、皿 1 点がある。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、内耳土器の形状から 19 世紀代の遺構と思われる。

K-1 SK31
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK24、南側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 92㎝前後、短径 61㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 79㎝前後、短径 48㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 42㎝である。

本土坑は SK24・SK210・SK213 と切り合い関係にある。構築順に整理すると（古） SK210・SK213

→本土坑→ SK24 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器には鉛ガラスに呉須を混ぜ絵付けし

た薄手小坏等が、陶器には行平鍋 3 点、関西系灯明皿 1 点、鉄釉土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器に

は内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 3 点等がある。薄手小坏があるので 19

世紀代の遺構であろう。

K-1 SK32　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 36㎝の隅丸長方形、

底部は長径 48㎝、短径 26㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑は K 区

SK101・SK20 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK101 → SK20 →本土坑 （新）と

なる。遺構の性格は不明である。

磁器 40 点、陶器 27 点、土師質瓦質土器 79 点、人形 2 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器に

は端反碗 1 点、広東碗 6 点（1）うち蓋 1 点で身には外面に白化粧土をハケ塗りする同一個体と思

われるものが 4 点ありうち 1 点は K-1SK20 と接合した。また、蓋も K-1SK20 と接合した。朝顔形
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碗 2 点うち蓋 1 点等がある。また、碗の 1 点は K-1SK20・SK47 と接合した。陶器には行平鍋蓋 5 点、

擂鉢 4 点うち明石 1 点、筒形で端反る碗 1 点（2）、灰釉鉄絵小碗 1 点（3）、関西系灯明皿 1 点、萩

藁灰釉碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 15 点、内耳土器 42 点うち A 群

口縁部 3 点うち内耳部分 1 点はしっかり穿孔する・C 群口縁部 6 点うち内耳部分 1 点は穿孔するが

突き抜けない、端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点（4）等がある。K-1SK20 と接合するものが 3

点もあり、同時期の遺構の可能性が高い。端反碗はあるが小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第 1

四半期頃の遺構である。

K-1 SK33　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北西側に位置する井戸である。形態及び規模は上端が長径 183㎝、短径 148㎝

の不整形な円形、底部は長径 107㎝、短径 106㎝の不整形な円形を呈している。深さは 96㎝である。

湧水の中、内部より木製の井戸枠を検出した。井戸枠の形態及び規模は上端が長径 54㎝、短径 51

㎝の円形、底部は長径 48㎝、短径 45㎝の円形を呈している。本遺構は K 区 SK22・SK432 と切り

合い関係にある。構築順に整理すると（古） SK432 →本土坑→ SK22 （新）となる。

埋土からは磁器 20 点、陶器 20 点、土師質瓦質土器 29 点、人形 2 点、鉄製品 11 点、砥石 1 点、

瓦が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎし釉剥ぎ部に絵付けした色絵うがい碗 1 点（1）、紅皿

1 点等が、陶器には土瓶蓋 2 点、関西系碗 2 点、備前灯明受皿 1 点、同灯明皿 2 点、唐津刷毛目皿

2 点、同鉢 2 点、堺明石擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 14 点、内耳土器 3 点、焼塩壷 1 点

等がある。人形には馬 2 点がありうち 1 点は台付きで底部に径 3㎜の孔がある。瓦には桟瓦（4）

等がある。

井戸枠内からは磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、石臼上石 1 点、瓦、木製品が出土し

た。磁器には色絵染付の御神酒徳利 1 点（2）等が、陶器には丹波甕 1 点がある。木製品には栓な

いし栓状製品（6）（7）（8）（9）（10）（11）等がある。

掘り方からは磁器 29 点、陶器 42 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 56 点、人形 2 点、鉄

製品 4 点、青銅製品 2 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗 16 点うち色絵 4 点、同白

化粧土及び鉄絵染付による絵付けの瓶 1 点（3）、同一個体と思われる灰釉土瓶 6 点、同一個体と思

われる鉄釉鍋 2 点、唐津刷毛目瓶 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、軟質施釉陶器にはままごと擂鉢

1 点、灯明具 1 点が、土師質瓦質土器には皿 38 点（5）、内耳土器 3 点、焼塩壷 1 点等がある。人

形には型合わせ中実で底部に円錐形の孔がある頭部欠損する西行 1 点、体部下半欠損する唐人 1 点

がある。

掘り方に土瓶・鍋があるので 18 世紀後半以降に築造され、使用された井戸であるが、本井戸よ

り新しい SK22 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前に廃絶したので

あろう。

K-1 SK34　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北側に位置する。形態帯び規模は北側を K 区 KDSK22 によって切られている
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ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 243㎝、短径 157㎝の隅丸方形、底部は長径 226㎝、

短径 138㎝の隅丸方形と推測される。深さは 50㎝である。本土坑は K 区 SK30・SK101 と切りあい

関係にある。構築順に整理すると（古） SK101 →本土坑→ SK30 （新）となる。遺構の性格は不明

であるが、遺物が大量に出土していることから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 84 点、陶器 128 点、軟質施釉陶器 8 点、土師質瓦質土器 404 点、人形 13 点、鉄製品 51 点、

青銅製品 1 点（68）、石製品 4 点、不明銭貨 1 点、瓦が出土した。広東碗 3 点でうち蓋 1 点、身の

2 点はいずれも高台内に銘があり内面口縁部に圏線、見込みに圏線と紋様の古いタイプである（1）

（2）。小広東碗 6 点のうち蝶と不明植物紋のセットが最低 2 個体（5）、見込み昆虫紋が 4 個体（3）（4）

ある。望料碗身 1 点・蓋 1 点（6）、半球碗 3 点うち亀甲紋と羊歯紋 2 点（7）、朝顔形碗 5 点うち白

磁 1 点（8）・同一個体と思われる菊唐草紋 3 点、猪口 3 点（9）、蓋物 2 点（10）うち蓋 1 点、仏飯

器 3 点うち体部が立ち上がるもの 2 点（11）、皿 3 点うち蛇の目凹型高台の高台高低い皿 1 点（12）、

糸切り細工の手塩皿 1 点、紅皿 2 点（13）うち貝殻状に型押し成形されたもの 1 点（14）、水滴 1

点（15）等がある。

陶器には関西系碗 37 点うち色絵半球碗 1 点（18）・小杉碗 4 点（16）（17）・細かい貫入の入る端

反碗 1 点、鉄釉鍋 7 点（19）、瀬戸美濃灰釉染付丸形碗 3 点（20）、丹波壷甕 5 点（21）、備前灯明

受皿 2 点（22）（23）、白化粧土に緑釉の同一個体と思われるミニチュア土瓶 2 点（24）等が、軟質

施釉陶器には灯火具 6 点（25）（26）（27）（28）（29）（30）、皿 1 点（31）、人形 1 点がある。

土師質瓦質土器には内耳土器 179 点うち A 群口縁部 26 点うち内耳部分 14 点うちしっかり穿孔

するもの 1 点・先細りになるもの 6 点（58）（60）・突き抜けないもの 7 点（55）（56）（57）（59）（61）

（62）・C 群口縁部 4 点、皿 145 点うち灰白色の胎土のもの 5 点、中間的な胎土のもの 4 点で残りは

橙褐色である（32）～（53）。墨書あるものが 2 点あり 1 点は見込み及び外面、1 点は見込みのみ

である。1 点は鉄製の灯火具に置かれ錆びて溶着している（54）。火消壷 1 点（66）、同一個体と思

われるミニチュア焜炉 2 点、瓦質火鉢 1 点、土師質火鉢 1 点（63）、同一個体と思われる不明鉢形

製品 2 点（64）、不明外面菊花形製品 2 点、同一個体と思われる練り込み手香炉火入れ 4 点（65）

等がある。鉄製品には（54）の乗る灯火具 1 点（69）等がある。石製品には軽石 1 点（67）等があ

る。

陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。古いタイプの広東碗があり、端反碗がない

ので、18 世紀末頃の遺構であろう。

K-1 SK35　 遺物実測図

本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外に、北側をトレンチによって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝以上、短径 87㎝以上の隅丸長方形、

底部は長径 84㎝以上、短径 72㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 60㎝である。本土坑は

SK66・SK23・SK15 と切り合い関係にある。構築順に整理すると（古） SK66 →本土坑→ SK23 →

SK15 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 14 点、陶器 27 点、土師質瓦質土器 93 点、鉄製品 4 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器に
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は青磁染付碗 1 点等が、陶器には土瓶 2 点、備前灰落とし 1 点、植木鉢 2 点、丹波瓶 1 点等が、土

師質瓦質土器には内面に青海波紋の当具痕がありカルシウム分の付着する同一個体と思われる甕

74 点、皿 9 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 2 点等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）等

がある。青磁染付碗・土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK36
本土坑は K-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 26㎝、短径 24㎝の円形、底部は

長径 16㎝、短径 15㎝の円形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明である。広東碗

蓋 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 2 点等がある。

広東碗蓋があるので 1780 年以降の遺構である。

K-1 SK37
本土坑は K-1 区の西側に位置する。形態帯び規模は上端が長径 26㎝、短径 22㎝の楕円形、底部

は長径 16㎝、短径 14㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。土

坑というよりは柱穴かと考えられる。外面口縁部に凹線の巡るタイプの佐野甕口縁部 1 点のみが出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK38
本土坑は K-1 区の西側に位置する。規模は北側と西側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 56㎝以上の不整形な形、底部は長径 48㎝以上、

短径 42㎝以上の不整形な形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。磁器碗

1 点、瀬戸美濃灰釉鉢甕類 1 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 2

点うち A 群口縁部 1 点等がある。瀬戸美濃鉢甕類があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろ

う。

K-1 SK39
本土坑は K-1 区の西側に位置する。規模は北側を K 区 SK7 によって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 18㎝以上、底部は長径 49㎝以上、短径 12㎝以上

と推測される。形態は不明である。深さは 14㎝である。本土坑は K 区 SK61 埋没後に作られている。

遺構の性格は不明である。染付 2 点、唐津刷毛目碗 1 点、型合わせ中実で底部に円錐形の孔がある

人形 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

K-1 SK40
本土坑は K-1 区の西側に位置する。規模は東側をトレンチ等によって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 169㎝以上、短径 46㎝以上、底部は長径 164㎝以上、短径 38㎝以

上と推測される。形態は不明である。深さは 4㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK12 は作られてい
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る。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦転用品 1 点が出土した。陶器には関西系碗 2 点、

唐津刷毛目碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK（40）
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV2 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 122㎝、短径 45㎝以上の楕円形、底部は長径 86㎝、

短径 44㎝以上の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。本土坑は K 区 SK41 埋没後に作られて

いる。遺構の性格は不明であるが、埋土に焼土と炭化物が含まれていた。陶器 4 点、土師質皿 1 点、

チャート製火打ち石 1 点（1）、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には堺明石擂鉢 1 点等がある。遺

物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK41 が近代の遺構なので、それと同時期

であろう。

K-2 SK41
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 144㎝、短径 96㎝の不整形な円形、

底部は長径 119㎝、短径 79㎝の不整形な円形を呈している。深さは 32㎝である。本土坑埋没後に

K 区 SK（40）は作られている。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器

2 点、鉄製品 1 点、スレートが出土した。近代以降の遺構であろう。

K-2 SK42　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 244㎝、短径 179㎝の不整形な

方形、底部は長径 228㎝、短径 167㎝の不整形な方形を呈している。深さは 62㎝である。本土坑は

SK74・SK69・SK312・SV302 と切り合い関係にあるが、全てそれらの遺構の埋没後に作られている。

遺構の性格は不明であるが、埋土に焼土が大量に含まれていた。

磁器 19 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 3 点、鉄製品 39 点、瓦が出土した。磁器に

は蛇の目凹型高台の高台高低く見込み中央のみ丸く紋様を描く皿 1 点（1）、半球碗 1 点、段重 1 点、

水滴 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 5 点、関西系碗 11 点うち色絵 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、

土師質瓦質土器には皿 14 点（3）（4）、内耳土器 5 点うち A 群口縁部 1 点等が、人形には型合わせ

中実で底部に円錐形の孔があり頭部欠損する女性座像 1 点（5）等が、鉄製品には和釘 1 点等が、

瓦には半菊紋の軒平ないし軒桟瓦（6）（7）（8）、桟瓦（9）には端部に「利」の刻印のあるもの（10）

等がある。

 黄色土層からは磁器 10 点、陶器 24 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 61 点、人形類 6 点、

硯 1 点（11）、鉄製品 17 点が出土した。陶器には鉄釉土瓶 5 点、鉄釉鍋 2 点、関西系碗 10 点うち

色絵 2 点・鉄絵染付 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、唐津見込み蛇の目釉剥ぎで釉剥ぎ部に錆釉塗る刷

毛目皿 1 点、福岡鉄釉壷 1 点等が、軟質施釉陶器には土瓶蓋 1 点（2）が、土師質瓦質土器には皿
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29 点、内耳土器 18 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で突き抜けない C 群口縁部 2 点等が

ある。人形類には型合わせ中実で底部に径 15㎜の円形の筒状の孔のある馬 1 点や犬の頭部 1 点等

がある。

蛇の目凹型高台の高台高低く見込み中央に丸紋を描く皿があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK43
本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 50㎝、短径 27㎝の不整形な円形、

底部は長径 48㎝、短径 21㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。関西系碗 1 点、人

形 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK44
本土坑は K-2 区の北側に位置する。規模は北側を K 区 SK48 に、南側を K 区 KDSK5 等によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 222㎝以上、短径 90㎝、底部は長径

230㎝以上、短径 18㎝と推測される。形態は土坑というよりも溝状を呈している。深さは 17㎝であ

る。本土坑は SV4・SK48・P20 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） P20 →本遺構→

SV4 → SK48 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には青磁染付碗 1 点等が、陶

器には鉄釉土瓶 2 点、堺擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、

皿 3 点等がある。質の悪い青磁染付碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK44-1
磁器 3 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 2 点、黒碁石 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には

青磁染付朝顔形碗 1 点、氷裂紋小丸碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃灰釉植木鉢 3 点、土瓶 2 点等が

ある。朝顔形碗・小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK45
本土坑は K-2 区の東側に位置する。形態及び規模は北側・西側をトレンチ等によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝以上、短径 49㎝以上、底部は長径 53㎝以上、

短径 43㎝以上と推測される。深さは 10㎝である。本土坑は K 区 SK6 と重複すると推測されるが、

SK6 より先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 5 点が出土した。陶器には関西系碗 3 点うち

色絵平碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、焜炉 1 点（日下分類Ⅱ D 類）等がある。遺物が

少ないため時期は明確でないが、層序より本土坑より新しい SK13 が 19 世紀第 2 四半期の遺構な

のでそれと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-2 SK46
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本土坑は K-2 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK3 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 24㎝以上、底部は長径 47㎝、短径 19㎝以上

と推測される。本土坑は K 区 SK3・P27 と切り合い関係にあるが、構築順に整理すると（古） P27

→本土坑→ SK3 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗

1 点等が、陶器には行平鍋 1 点、土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には羽釜 7 点、皿 2 点等がある。

行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろうが、本土坑より新しい SK3 が 19 世紀第 1 四半期の遺

構なのでそれと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-1 SK47
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 34㎝、短径 16㎝以上の楕円形、底部は長径 26㎝、短径 12

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は K 区 SK20・SK59 と切り合い関係に

ある。構築順に整理すると（古） SK59 →本土坑→ SK20 （新）となる。遺構の性格は不明である。

明石擂鉢 1 点のみが出土した。19 世紀代の遺構である。

K-2 SK48
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 KDSV7 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝以上、短径 24㎝以上の楕円形、底部は長径 63

㎝以上、短径 16㎝以上の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は K 区 SK44・SV4 埋

没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 6 点、青銅製簪 1 点、瓦が出土した。磁器

には青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には土瓶 3 点、関西系碗 6 点うち小杉碗 2 点、瀬戸美濃灰釉

植木鉢 1 点同灰釉鉢類 1 点、唐津刷毛目皿 1 点、同壷甕 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、人形 1 点等が、土

師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 2 点等がある。瀬戸美濃植木鉢があるの

で 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-2 SK49　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外となるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 154㎝、短径 19㎝以上の楕円形、底部は長径 146㎝、短径 10㎝以上の楕

円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に貝殻が含まれていた。

磁器 3 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 48 点、人形 4 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器には香

炉火入れ 1 点等が、陶器には行平鍋 1 点、瀬戸美濃鉄釉壷 1 点、関西系碗 4 点等が、土師質瓦質土

器には内耳土器 17 点うち A 群口縁部 1 点、皿 27 点（1）、焼塩壷 1 点等がある。人形はいずれも

型合わせ中実でうち 2 点は底部に円錐形の孔がある頭部欠損の西行と完形の天神、底部欠損の虚無

僧 1 点である。行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。
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（K-2 SK50 ＝ K-2 SK73）

K-2 SK51
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を近現代建物基礎等によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 26㎝以上、底部は長径 38㎝、短径

16㎝以上と推測される。深さは 18㎝である。本土坑は K 区 SK95・SK69・P3 と重複している。構

築順に整理すると（古） SK95 → SK69 →本土坑→ P3 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でないが、本土坑に先行する SK69 が 1770 年以降の遺構なので、それと同時期であろう。

K-2 SK52
本土坑は K-2 区から K-3 区にかけて位置する。形態及び規模は上端が長径 67㎝、短径 46㎝の不

整形な円形、底部は長径 52㎝、短径 36㎝の楕円形を呈している。深さは 50㎝である。遺構の性格

は不明であるが、底部に一個の礫が検出された。青磁染付朝顔形碗 1 点、陶器 1 点、鉄製品 6 点、

瓦が出土した。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK53
本土坑は K-2 区南側に位置する。形態及び規模は南側を近現代建物基礎によって削平を受けてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝以上、短径 13㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 26㎝以上、短径 9㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していない時期は不明である。

K-2 SK54
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。規模は北側を近現代建物基礎によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 34㎝以上、短径 10㎝以上、底部は長径 26㎝以上、短径 5

㎝以上と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-2 SK55
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を近現代建物基礎等によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 21㎝、短径 18㎝の隅丸長方形、底部は長径 14㎝、

短径 8㎝の隅丸長方形と推測される。本土坑は K 区 P28・P29 埋没後に作られている。遺構の性格

は不明であるが、瓦を南北方向に 7 列並べていた。瓦下より磁器が 2 点出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。
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K-1 SK56
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を K 区 KDSV3 に、南側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 33㎝、短径 4㎝、底部は不明で

ある。形態は不明である。深さは 38㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK21 は作られている。遺構

の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-1 SK57
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 79㎝、短径 32㎝の隅丸長方形、

底部は長径 69㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 16㎝である。本土坑は K 区

SK101・SK20 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK101 →本土坑→ SK20 （新）と

なる。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 15 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉鍋 2 点、

土瓶 1 点、関西系碗 1 点、同蓋物 1 点、備前灯明受皿 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、唐津明るい胎土の刷

毛目製品 1 点、同灰釉砂目皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 6 点、甕 5 点、内耳土器 2 点等があ

る。鍋・土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本土坑に先行する SK101 が 1770 年以

降の遺構なのでそれと同時期であろう。

K-1 SK59
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 42㎝、短径 19㎝の楕円形、底

部は長径 32㎝、短径 12㎝の楕円形を呈している。深さは 9㎝である。本土坑埋没後に SK20・

SK47 は作られている。遺構の性格は不明である。陶胎染付碗 1 点、鉄釉鍋 2 点、土師質瓦質土器

8 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 4 点、甕 3 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点がある。鍋が

あるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK60
本土坑は K-1 区の東側に位置する。規模は南側をトレンチによって切られているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 78㎝、短径 39㎝以上の隅丸方形、底部は長径 63㎝、短径 24㎝以上

の隅丸方形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK21 は作られている。遺構の

性格は不明である。

鉄釉陶器袋物 1 点、土師質瓦質土器 23 点が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 C

群口縁部 1 点、甕 20 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK61
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。規模は北側を K 区 SK7 によって切られているため不明な

部分があるが、現状では上端が長径 225㎝以上、短径 16㎝以上、底部は長径 152㎝以上、短径 11㎝

以上と推測される。形態は不明である。深さは 33㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK39 が作られ
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ている。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 12 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 57 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器

には関西系碗 8 点うち小杉碗 1 点、白化粧土に西洋コバルトによる絵付けの土瓶 1 点等が、土師質

瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 11 点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない、内耳土器 C

群口縁部 2 点、羽釜 1 点、いずれかの体部 27 点、皿 8 点、焼塩壷 1 点等がある。西洋コバルトに

よる絵付けの土瓶があるが、層序より本土坑より新しい SK11 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、

混入の可能性もある。

K-1 SK62
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側と南側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 51㎝以上、短径 36㎝以上の隅丸長方形、底部は長

径 28㎝以上、短径 23㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 19㎝である。本土坑埋没後に

SK17・SK21 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 1 点、人形 1 点が出土した。磁器には小丸碗 1 点、菊花散

らし紋半球碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる備前灰落とし 2 点、唐津刷毛目皿 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 1 点がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK63
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV7 に、西側を K 区 SK63-1

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 38㎝以上、短径 36㎝以上の

隅丸方形、底部は長径 35㎝以上、短径 27㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 6㎝である。本

土坑埋没後に SK63-1 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。磁器には小丸碗 1 点等

が、陶器には鉄釉鍋 1 点、土瓶 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 C

群口縁部 1 点、皿 2 点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK63-1
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV7 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 54㎝の隅丸長方形、底部は長径 56

㎝以上、短径 44㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑は K 区 SK63 埋没後に

作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 22 点、陶器 21 点、軟質施釉陶器土瓶 2 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品点 4 点、ガラス

1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点うち関西系 1 点、広東碗 1 点、薄手小坏 1 点等が、陶器

には行平鍋 2 点、鉄釉鍋 1 点、土瓶 5 点、関西系灯明受皿 1 点、同一個体と思われる備前壷 1 点、

同瓶 2 点、擂鉢 3 点うち明石 2 点、大谷瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち C 群

口縁部 1 点で先細りの穿孔、同一個体と思われる「長左□」の刻印有する焜炉火鉢 11 点、甕 4 点
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うち端部が外面に凸出する口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

K-2 SK64
遺構かどうか明確でなかった。磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 24 点、人形 1 点、瓦が出

土した。陶器には鉄釉土瓶 1 点、唐津刷毛目皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 12 点うち 

A 群口縁部 1 点、皿 10 点等がある。人形は型合わせ中実で底部に円錐形の孔がある子供を伴った

人物像で頭部が欠損する。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺物である。

K-2 SK65
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。規模は北側を近現代建物基礎に、西側をトレンチ等によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 20㎝以上、短径 16㎝以上の円形、

底部は長径 16㎝以上、短径 11㎝以上の円形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は K 区

SK95 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

K-1 SK66　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外に、北側を K 区 KDSV6 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝以上、短径 32㎝以上の不

整形な円形、底部は長径 38㎝以上、短径 28㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 17㎝である。

本土坑埋没後に SK35・SK23・SK16 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 8 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器

には白磁猪口 1 点（1）、仏飯器 1 点等が、陶器には土瓶 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系碗 2 点

うち色絵 1 点、口縁部玉縁にする鉄釉擂鉢 1 点（2）等が、軟質施釉陶器は内面のみ施釉し口縁部

全体にスス付着する灯明皿 1 点（K-1SK86 と接合）（3）が、土師質瓦質土器には端部が外面に凸

出する同一個体と思われる甕 6 点、内耳土器 8 点うち A 群口縁部 1 点で穿孔するが突き抜けない、

皿 7 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK67
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外に、北側を K 区 KDSK21 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 19㎝以上の隅

丸長方形、底部は長径 40㎝以上、短径 13㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 12㎝である。

本土坑は SK77 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 2 点、内耳土器

1 点、瓦が出土した。磁器には輪花深皿 1 点（K-1SK77 と接合）等が、陶器には関西系碗 1 点、備

前灯明受皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK68
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本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 31㎝の楕円形、底

部は長径 79㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 17㎝である。本土坑は K 区 SK88・SK11

と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK88 →本土坑→ SK11 （新）となる。遺構の性

格は不明である。

青磁香炉火入れ 1 点、関西系碗 1 点、土師質皿 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

ないが、本土坑より新しい SK11 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以

前の遺構であろう。

K-2 SK69
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を近現代建物基礎等によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 136㎝、短径 94㎝以上の隅丸方形、底部は長径

117㎝、短径 86㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 27㎝である。本土坑は SK95・SK51・P3・

P8 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK95 →本土坑→ SK51・P8 → P3 （新）とな

る。遺構の性格は不明である。

磁器 39 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 61 点、人形 4 点、碁石 1 点、鉄製品 20 点、瓦が出土し

た。磁器には小広東碗 11 点うち寿字紋 5 点最低 5 個体、青磁染付朝顔形碗 1 点、小丸碗 4 点、半

球碗 2 点、仏飯器 2 点うち 1 点は K-2SK14 掘り方と接合、紅皿 3 点等が、陶器には関西系小杉碗

3 点、瀬戸美濃水甕 1 点、同鉢類 1 点、土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 35 点うち A

群口縁部 9 点・C 群口縁部 4 点、皿 9 点等がある。人形はいずれも中空のものである。小広東碗が

あるが広東碗がなく、1770 年代の遺構であろう。

K-2 SK70
本土坑は K-2 区から K-3 区にかけて位置する。形態及び規模は北側を近現代建物基礎に、東側を

K 区 KDSV3 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 51㎝以上、短

径 48㎝以上、底部は長径 42㎝以上、短径 38㎝以上と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は K

区 P30・P26・P31 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。陶胎染付碗 1 点、唐津刷毛

目蓋物蓋 1 点、関西系色絵碗 1 点、虚無僧人形頭部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

K-2 SK71
本土坑は K-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 99㎝、短径 49㎝以上の隅丸長方形、底部は長径

83㎝、短径 43㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思

われる小丸碗 2 点等が、陶器には瀬戸美濃灰釉鉢類 1 点、関西系碗 1 点、同色絵袋物 1 点、唐津見

込み蛇の目釉剥ぎ鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点等がある。小丸碗があるので 18
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世紀後半以降の遺構であろう。

K-2 SK72　 遺物実測図  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 107㎝以上、短径 97㎝以上、底部

は長径 98㎝、短径 85㎝と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、瓦が大量

に検出された。磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には

鉄釉水注 1 点（1）、瀬戸美濃水甕 1 点等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる土師質焜炉（日

下分類Ⅱ Ca 類）6 点（2）、皿 1 点がある。瓦には丸瓦（3）等がある。瀬戸美濃水甕があるので

18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-2 SK73 ＝ K-2 SK50
本土坑は K-2 区の南側に位置する。形態及び規模は西側を K 区 SK3 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 41㎝の不整形な方形、底部は長径 33㎝

以上、短径 29㎝の不整形な方形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑埋没後に SK3・P21 は作

られている。遺構の性格は不明である。軟質施釉陶器人形 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でないが、本土坑より新しい SK3 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なのでそれと同時期

ないしそれ以前の遺構であろう。

K-2 SK74
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 79㎝、短径 62㎝の不整形な方形、

底部は長径 56㎝、短径 49㎝の不整形な方形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑埋没後に K

区 SK42 は作られている。遺構の性格は不明であるが、底部から 1 個の礫が検出されている。

磁器 1 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 18 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。

陶器には関西系碗 6 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点等が、軟質施釉陶器にはミニチュア碗 1 点

が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 2 点、甕 11 点でうち 1 点には外面底部にススが大量に

付着する。関西系陶器端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-2 SK75
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝、短径 49㎝以上の不整形な円形、底部は長径 54㎝、

短径 45㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋

土に炭化物が含まれている。

磁器 3 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁器には瓶 2 点、外面二重網目内面一重

網目紋碗 1 点が、陶器には唐津壷甕 1 点、同香炉火入れ 1 点、備前灯明皿 1 点、関西系燗徳利 1 点、

同碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。燗徳利があるので 19 世紀代の遺構であろう。
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K-1 SK76
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSK21 に、西側をトレンチ

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 23㎝以上、短径 17㎝以上、

底部は長径 22㎝以上、短径 3㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 54㎝である。遺構

の性格は不明である。関西系燗徳利 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。燗徳

利があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-1 SK77
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側を K 区 KDSV6・SK67 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 26㎝、短径 20㎝以上の楕円形、底部は長径

17㎝、短径 14㎝以上の楕円形と推測される。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。染付輪

花深皿 1 点（K-1SK67 と接合）、関西系碗 2 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

K-1 SK78
本土坑は K-1 区の南側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 107㎝、短径 18㎝以上、底部は長径 51㎝、短径 12㎝以上

と推測される。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器

1 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 6 点が出土した。磁器には朝顔形碗 1 点等が、陶器には唐津呉

器手碗 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、堺明石擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 2

点うち A 群口縁部 1 点等が出土した。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK79
本土坑は K-1 区の南側に位置する。規模は東側をトレンチによって切られているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 42㎝、短径 11㎝以上、底部は長径 34㎝、短径 6㎝以上と推測される。

形態は不明である。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。水晶の火打石 1 点（1）のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、層序より本土坑より新しい K 区 SK13 が 19 世

紀第 2 四半期の遺構なのでそれと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-2 SK（79）　 遺物実測図

本土坑は K-2 区の北東部に位置する。形態及び規模は上端が長径 199㎝、短径 198㎝の不整形な形、

底部は長径 138㎝、短径 76㎝の不整形な形を呈している。深さは 62㎝である。本土坑は SK104・

P33 埋没後に作られている。礫が出土した。遺構の性格は不明である。

磁器 40 点、陶器 61 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 148 点、人形 2 点、銭貨 2 点、鉄製

品 8 点、青銅製品 3 点、石製品 2 点、瓦が出土した。磁器には望料碗蓋 1 点、小丸碗 1 点、陶胎染

付碗 2 点、蓋物 3 点うち蓋 1 点、端反小坏 2 点、瓶 3 点等が、陶器には関西系碗 26 点うち色絵 5 点・
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鉄絵 3 点・鉄絵染付 2 点、同灯明皿 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、鉄釉鍋 1 点、備前灯明皿 4 点、唐

津刷毛目製品 4 点等が、土師質瓦質土器には皿 60 点、内耳土器 43 点うち A 群口縁部 10 点うち内

耳部分 1 点で先細りの穿孔、焼塩壷 4 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅱ D 類）9 点等がある。銭貨には寛

永通寶 1 期 1 点（1）、寛永通寶 3 期 1 点（2）がある。石製品は石英火打ち石 1 点等がある。

石の下からは磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗

1 点、端反小坏 1 点等が、陶器には唐津内面打ち刷毛目碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 1 点等が

ある。小丸碗があるが小広東碗がないので 18 世紀中頃の遺構であろう。

K-3 SK［79］
本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側を近代基礎に、南側を K 区 SV2 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 25㎝以上、短径 24㎝以上、底部

は長径 20㎝以上、短径 17㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 14㎝である。本土坑埋

没後に SV2 は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

K-1 SK80
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。規模は北側をトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 63㎝以上、短径 22㎝以上、底部は長径 33㎝以上、短径 12㎝以上

と推測される。形態は不明である。遺構の性格も不明である。深さは 28㎝である。本土坑埋没後

に K 区 SK20 は作られている。陶胎染付碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

K-2 SK（80）
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 24㎝以上の隅丸方形、底部は長径 53㎝以上、

短径 16㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

K-1 SK81
K-1 区に位置するが、範囲が明確でなく、遺構かどうか判断できなかった。磁器 16 点、陶器 15 点、

土師質瓦質土器 20 点、石製品 4 点、鉄製品 13 点、キセル雁首 1 点（1）、瓦が出土した。磁器には

小丸碗 1 点等が、陶器には同一個体と思われる明るい胎土の唐津刷毛目碗 2 点、関西系碗 3 点、瀬

戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 8 点うち A 群口縁部 4 点うち内耳部分 1 点

で先細りの穿孔、皿 10 点等がある。石製品には硯 1 点等がある。小丸碗があるので 18 世紀後半以

降の遺物である。
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K-1 SK82
本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 45㎝の不整形な円形、

底部は長径 42㎝、短径 32㎝と不整形な円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 4 点が出土した。陶器には関西系碗 2 点、

備前灯明受皿 1 点、土瓶？ 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。土瓶様のものがあるの

で 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK86
K-1 区に位置するが、遺構かどうか明確でなかった。磁器 1 点、陶器 1 点、軟質施釉陶器 1 点、

土師質瓦質土器 3 点、キセル雁首 1 点が出土した。磁器には仏飯器 1 点が、陶器にはイッチン掛け

筒形碗 1 点が、軟質施釉陶器には灯明皿 1 点（K-1SK66 と接合）が、土師質瓦質土器には皿 1 点、

甕 1 点、内耳土器 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK87
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 26㎝前後、短径 22㎝前後の隅

丸方形、底部は長径 27㎝前後、短径 13㎝の隅丸方形を呈している。本土坑埋没後に K 区 SK11 は

作られている。遺構の性格は不明である。陶器 3 点、土師質皿 2 点、鉄製品 4 点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい SK11 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、

それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-1 SK88
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が一辺の長さ 46 ㎝前後の隅丸方形、

底部は同じく 37㎝の隅丸方形を呈している。本土坑は SK11・SK68 と切りあい関係にある。構築

順に整理すると（古） 本土坑→ SK68 → SK11 （新）となる。遺構の性格は不明である。関西系陶

器碗 1 点、土師質皿 4 点が出土した。調査の段階で遺物が混入した。そのため遺構の時期は明確で

ないが、本土坑より新しい SK11 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以

前の遺構であろう。

K-1 SK89
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV4 に、北側をトレンチ

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 48㎝以上、短径 42㎝以上の

不整形な形、底部は長径 42㎝以上、短径 37㎝以上の不整形な形を呈している。遺構の性格は不明

である。染付皿 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK90
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は北側を KDSK5 によって切られているため不
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明な部分があるが、現状では上端が長径 233㎝、短径 101㎝の隅丸長方形、底部は長径 190㎝、短

径 72㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。本土坑埋没後に K 区 SK（40）・SK41・SK72 は作ら

れている。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。磁器には蓋物蓋 1 点、瓶 1 点、端反

小坏 1 点等が、陶器には瀬戸美濃腰錆碗 1 点、関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等が

ある。遺物が少ないため時期は不明である。

（K-2 SK91 ＝ K-2 SK306）

K-3 SK92　 遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 SK1 等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 219㎝、短径 43㎝の隅丸長方形、底部は長径 197㎝、

短径 32㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑埋没後に K 区 SK1 は作られて

いる。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 16 点、瓦が出土した。磁器には朝顔形碗 1 点、陶器には

鉄釉土瓶 2 点、関西系碗 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、ミニチュア土瓶蓋 1 点（1）等が、土師質瓦質土

器には内耳土器 13 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない（2）、皿 3

点がある。朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-3 SK93
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 25㎝の楕円形、底

部は長径 24㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑は K 区 SK95・P9 と

切りあい関係にある。遺構の性格は不明である。構築順に整理すると（古） SK95 →本土坑→ P9 （新）

となる。遺物が出土していないため時期は不明である。磁器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK94
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側と東側を K 区 KDSV1 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 146㎝以上、短径 110㎝以上の楕円形、底

部は長径 141㎝以上、短径 103㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は K 区

SK95・SK105 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には高台内崩れ「大

明年製」のくらわんか手碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃鉢類 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点

等がある。瀬戸美濃鉢類があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-2 SK95　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表
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本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外となるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 262㎝以上、短径 215㎝の不整形な形、底部は長径 202㎝以上、短径 176

㎝の不整形な形を呈している。深さは 56㎝である。P31 は本土坑床面直下より、P28・P29・P30

は本土坑床面より検出された。重複しているそれら以外の遺構は本土坑埋没後に作られている。遺

構の性格は不明である。

磁器 58 点、陶器 61 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 186 点、人形 1 点、瓦転用品 9 点（19）

（20）（21）（22）、鉄製品 13 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器には二重網目紋高台内二重枠に渦

福の碗 1 点（1）、つくり絵付けの雑な碗 3 点、陶胎染付碗 3 点、見込み五弁花コンニャク印判で高

台内「大明年製」の皿 1 点（2）、小坏 3 点（3）等が、陶器には唐津京焼風陶器皿 1 点（4）、同鉢

1 点、同刷毛目碗 5 点うち暗い胎土のもの 3 点でうち蛍手 1 点・打ち刷毛目 1 点、唐津壷甕転用品

1 点（7）、擂鉢転用品 4 点（5）（6）（8）等が、土師質瓦質土器には皿 148 点うち橙褐色の胎土の

もの 138 点（13）～（19）（21）、灰白色の胎土のもの 10 点（20）、内耳土器 27 点うち A 群口縁部

12 点うち内耳部分 3 点（22）でいずれも先細りの穿孔、等がある。人形には型合わせ中実で底部

に円錐形の孔のある大黒天 1 点がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。

陶胎染付碗はあるが小丸碗・朝顔形碗等はなく、18 世紀前半の遺構であろう。

K-2 SK96
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 102㎝、短径 59㎝の隅丸方形、底

部は長径 86㎝、短径 39㎝の楕円形を呈している。深さは 42㎝である。本土坑は K 区 SK106 埋没

後に作られている。

磁器 3 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 17 点、人形 1 点、瓦が出土した。磁器にはくらわんか手

碗 1 点、陶胎染付碗 1 点、関西系碗 3 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点、内耳土器 A 群口縁部

3 点等がある。人形には犬の頭部のみが 1 点ある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK98
本土坑は K-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 126㎝、短径 52㎝の隅丸長方形、

底部は長径 106㎝、短径 44㎝の楕円形を呈している。深さは 7㎝である。本土坑は SK108 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器に

は菊花散らし紋半球碗 1 点、深皿 1 点等が、陶器には備前灯明皿 4 点、関西系碗 1 点等が、軟質施

釉陶器には橙褐色の胎土の鬢水入れ 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK100
本土坑は K-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 KDSV7 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 81㎝以上、短径 14㎝以上の楕円形、底部は長径

64㎝以上、短径 11㎝以上の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。
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陶器 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK101　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が現状で、長径 165㎝、短径 146㎝の

不整形な円形と推測され、底部は長径 87㎝、短径 84㎝の円形を呈している。深さは 54㎝である。

本土坑埋没後に SK34・SK57・SK32・SK30 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 19 点が出土した。磁器には望料碗蓋 1 点、小広東碗 1 点、

陶胎染付碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 15 点（1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）

等がある。小広東碗があるので 1770 年代以降の遺構である。

K-2 SK104
本土坑は K-2 区の北東部に位置する。形態及び規模は上端が長径 184㎝、短径 110㎝の隅丸長方形、

底部は長径 139㎝、短径 75㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 66㎝である。本土坑は K 区 SK（79）・

P33・SV303 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SV303 → P33 →本土坑→ SK（79） 

（新）となる。遺構の性格は不明であるが、底部に一個の礫を検出している。染付皿 2 点、陶器鉄

釉碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK105
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。規模は南側を K 区 KDSV1 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 180㎝、短径 8㎝以上、底部は長径 180㎝、短径 4㎝以上と

推測される。形態は不明である。深さは 16㎝である。本土坑は K 区 SK94 に切られているため

SK94 より先に作られている。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

K-1 SK106
本土坑は K-2 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK96 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 54㎝、短径 49㎝の楕円形、底部は長径 41㎝、短径 32

㎝の楕円形と推測される。深さは 23㎝である。本土坑埋没後に SK96 は作られている。また、本

土坑は SV303 を削平している。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

K-2 SK108
本土坑は K-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK98 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 31㎝以上、短径 26㎝の楕円形、底部は長径 25㎝以上、

短径 12㎝の楕円形と推測される。深さは 24㎝である。本土坑埋没後に SK98 は作られている。遺

構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。
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K-2 SK110
本土坑は K-2 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SV3 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 80㎝以上、短径 63㎝の隅丸長方形、底部は長径 74㎝、

短径 53㎝の隅丸長方形と推測される。本土坑埋没後に SV3 が作られている。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-3 SK201
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 57㎝の楕円形、底部

は長径 46㎝、短径 40㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。本土

坑は K 区 SK206 を切っており、SK206 より新しい。

細かい貫入の入る関西系陶器端反碗 1 点、明石擂鉢 1 点、瓦が出土した。明石擂鉢があるので

19 世紀代の遺構である。

K-3 SK202
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 SV204 によって若干削平を受

けているが、現状では上端が長径 52㎝、短径 46㎝の楕円形、底部が長径 40㎝、短径 37㎝の円形を

呈している。遺構の性格は不明である。SV204 に削平を受けていることから SV204 に先行する。

染付瓶 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

K-3 SK203
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SV1 に、南側を K 区 SK204

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 56㎝の隅丸

長方形、底部は長径 66㎝以上、短径 56㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の

性格は不明である。本土坑は K 区 SK204 によって削平を受けていることから SK204 に先行する。

磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、

くらわんか手碗 1 点、瓶 1 点が、土師質瓦質土器には穿孔するが突き抜けない内耳土器 A 群口縁

部 1 点、土師質甕 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、K 区 SK204 が 1810 年

以降であるので、それと同時期かそれ以前の遺構であろう。

K-3 SK204
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 222㎝、短径 75㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 208㎝、短径 57㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 32㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は K 区 SK203 を切っており、SK203 より新しい。

磁器 13 点、陶器 22 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 47 点、人形 4 点、鉄製品 18 点、青
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銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、外面体部中央に錆釉の帯が巡

る同一個体と思われる筒形碗 2 点、白化粧土を塗り見込み蛇の目釉剥ぎする白磁朝顔形碗蓋 1 点等

が、陶器には関西系燗徳利 4 点、同碗 2 点、同外面と見込み色絵の小坏 2 点、土瓶 2 点等が、土師

質瓦質土器には皿 20 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 1 点、同一個体と思われる把手付き羽釜土

瓶 10 点、土師質フライパン状胞衣容器の把手 1 点、火消し壷 1 点等がある。端反碗があるので

1810 年以降の遺構である。

K-3 SK205
本土坑は K-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV8 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な円形、底部

は長径 39㎝以上、短径 13㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明で

ある。染付矢羽根紋碗 1 点、土師質皿 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK206　陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の東側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 KDSV8 に、北側を K 区 SV202

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 139㎝、短径 70㎝以上の不整

形な隅丸長方形、底部は長径 125㎝、短径 61㎝以上と不整形な隅丸長方形と推測される。深さは

16㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に 2 個の礫を検出している。本土坑は SV202 に北

側を少し削平されているため、SV202 に先行する。

K-3 SK（206）
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は南西側を SK10 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 295㎝、短径 209㎝の不整形な方形、底部は長径 286㎝、

短径 193㎝の不整形な方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は

K 区 SK201 に削平を受けていることから SK201 に先行する。SK201 が 19 世紀代の遺構なので、

それと同時期かそれ以前である。

上記いずれかの遺構から以下の遺物が出土している。磁器 21 点、陶器 29 点、軟質施釉陶器 1 点、

土師質瓦質土器 53 点、石製品 2 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点、

碗・猪口のミニチュア各 1 点等が、陶器には関西系碗 5 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・小杉

碗 1 点、土瓶 4 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、鉄釉鍋 1 点、褐色と橙色で内面に縞紋様を描く端反鉢 1

点（混入か）等が、軟質施釉陶器はミニチュア茶卓 1 点（1）が、土師質瓦質土器には甕 25 点、土

師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）3 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点、十能 1 点、皿 7 点、内耳

土器 6 点うち A 群口縁部 1 点等がある。石製品には黒碁石 1 点、砥石 1 点がある。細かい貫入の

入る関西系陶器端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺物である。
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K-3 SK207
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 KDSV8 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝以上、短径 31㎝以上の楕円形、底部は長径

51㎝以上、短径 18㎝以上の楕円形と推測される。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。磁

器 2 点、陶器 7 点、土師質皿 3 点、瓦が出土した。陶器には同一個体と思われる鉄釉土瓶 3 点、瀬

戸美濃灰釉皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK208　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区に位置する。K-3 区 SK207 の下層にあったが、範囲は明確でなかった。磁器 11 点、

陶器 11 点、土師質瓦質土器 21 点、人形 1 点、チャート製火打ち石 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土し

た。磁器には青磁染付望料碗蓋 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手碗 1 点等が、陶器には関西

系碗 4 点、土瓶 2 点、唐津刷毛目片口鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点（1）（2）（3）、同一

個体と思われる土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）3 点等がある。人形は型合わせ中空の人物像 1 点

である。望料碗蓋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-1 SK209
本土坑は L-1 区と K-1 区の境に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 36㎝以上、短径 30㎝の楕円形、底部は長径 23㎝以上、

短径 18㎝の楕円形と推測される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点うち陶胎

染付碗 1 点、堺明石擂鉢 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

K-3 SK（209）
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 193㎝、短径 76㎝の楕円形、底

部は長径 177㎝、短径 64㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SK（210）に切られていることから SK（210）に先行する。磁器 1 点、陶器 4 点、

土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期

は不明である。

K-1 SK210
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態と規模は北側を K 区 SK24、西側を K 区 SK31 によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 78㎝以上、短径 75㎝以上の不整形

な方形、底部は長径 69㎝以上、短径 64㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 16㎝である。

遺構の性格は不明である。

陶器 4 点、軟質施釉陶器灯明具 1 点、土師質瓦質土器 34 点、寛永通寶 1 期 1 点、瓦が出土した。

陶器には同一個体と思われる鉄釉土瓶 3 点、関西系鉢か 1 点が、土師質瓦質土器には同一個体と思
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われる内耳土器 C 群口縁部 10 点、同一個体と思われる羽釜 20 点、皿 4 点等がある。土瓶がある

ので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-3 SK（210）
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が径 53㎝の円形、底部が径 42㎝の円

形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑は SK（209）を切っていることから SK（209）より

新しい。磁器 3 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 115 点、人形類 5 点、瓦が出土した。陶器には同

一個体と思われる口縁端部が T 字になる鉄釉壷 6 点、堺明石擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には

外面口縁部に凹線 1 本あり内面に青海波の当具痕のある同一個体と思われる甕 105 点、皿 2 点、内

耳土器 5 点うち C 群口縁部 1 点等がある。人形類には同一個体と思われる竈 3 点等がある。時期

は不明である。

K-1 SK211
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。規模は東側が調査区外に、北側を K 区 SK24 によって切

られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 31㎝以上、短径 28㎝以上、底部は長径

20㎝以上、短径 17㎝以上のである。形態は不明である。深さは 73㎝である。本土坑は SV401 を削

平している。遺構の性格は不明である。

人形 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に先行する K 区

SV401、本遺構より新しい K 区 SK24 ともに 18 世紀後半以降の遺構であるから、本遺構も同時期

の遺構である。

K-3 SK（211）
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 53㎝の不整形な円形、

底部は長径 48㎝、短径 41㎝の不整形な円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 2 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃水甕 1 点、

同鉄釉火鉢 1 点、瓢箪形ミニチュア瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。瀬戸美濃水

甕があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-1 SK212
本土坑はK-1区の北東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外となり不明な部分があるが、

現状では上端が長径 58㎝、短径 37㎝以上の不整形な楕円形、底部は長径 59㎝、短径 14㎝以上の不

整形な楕円形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器 3 点

うち皿 2 点、人形類 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK213
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側を K 区 SK31 に、南側をトレンチに
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よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 43㎝以上、短径 30㎝以上の隅

丸方形、底部は長径 34㎝以上、短径 21㎝以上と隅丸方形と推測される。深さは 23㎝である。遺構

の性格は不明である。関西系陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち皿 1 点、人形 1 点、瓦が出土し

た。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい K 区 SK31 が 19 世紀代の遺構であ

るので、同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-1 SK214 陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 83㎝以上、短径 56㎝の不整形な楕円形と推測され、底

部は長径 63㎝以上、短径 23㎝と不整形な楕円形と推測される。深さは 60㎝である。遺物とともに

礫を検出した。

磁器 13 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 12 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器に

は同一個体と思われる広東碗蓋 3 点、朝顔形碗 1 点、蓋物蓋 1 点等が、陶器には鉄釉土瓶 1 点、鉄

釉鍋 1 点、高台無釉唐津鉄釉碗 1 点、関西系小杉碗 1 点、萩藁灰釉碗 1 点（1）等が、土師質瓦質

土器には皿 5 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、口縁端部が外傾する甕 1 点（K-1SK215 と接

合）（2）、火鉢獣足 1 点等がある。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

K-1 SK215　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側が調査区外に伸び、北側をトレンチに

よって切られているため不明な部分がある。遺物とともに礫を検出した。

磁器 6 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には貝殻状に型

押し成形した端反小坏 1 点（1）等が、陶器には萩藁灰釉碗（K-1SK214 と接合）1 点、鉄釉小型鉢

形製品 1 点（2）、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、口縁端部が外傾する甕 2

点（K-1SK214 と接合）等がある。萩藁灰釉開口碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

K-3 SK301
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 56㎝の不整形な円形、

底部は長径 43㎝、短径 31㎝の長楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には碗蓋 1 点が、陶器には萩藁灰

釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は

不明である。

K-3 SK302
磁器 25 点、陶器 31 点、土師質瓦質土器 72 点、人形類 2 点、砥石 1 点、鉄製品 15 点、キセル雁

首 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 2 点で 1 点には焼き継ぎ痕、広東碗 2 点、

青磁染付朝顔形碗蓋 1 点等が、陶器には関西系碗 9 点うち色絵 1 点、同燗徳利 3 点、同灯明受皿 1 点、
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行平鍋蓋 1 点、土瓶 2 点、萩藁灰釉碗 1 点、備前灯明皿 2 点、丹波壷甕 1 点等が、土師質瓦質土器

には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）4 点、内耳土器 10 点うち A 群口縁部 3 点、皿 4 点、外面口

縁部に凹線 1 本ある佐野甕 44 点等がある。端反碗はあるが深小丸碗・型皿等がないので 19 世紀第

1 四半期頃の遺構であろう。

K-1 SK303
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は東西をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 12㎝以上、短径 8㎝以上の楕円形、底部は長径 20㎝以上、

短径 4㎝以上の楕円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。口縁端部が外

傾し内面にカルシウム分の付着する甕 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

K-2 SK305
本土坑は K-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 72㎝、短径 65㎝の楕円形、底

部は長径 57㎝、短径 51㎝の楕円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土に焼土が多く含まれていた。染付碗 1 点、土師質甕 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

K-2 SK306 ＝ K-2 SK91
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 100㎝、短径 84㎝の隅丸方形、底

部は長径 86㎝、短径 65㎝の隅丸方形を呈している。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 9 点、瓦が出土した。磁器には見込み手書き五

弁花外面輪宝紋碗 1 点等が、陶器には瀬戸美濃甕鉢類 1 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点等が、磁器

には見込み手書き五弁花外面輪宝紋碗 1 点等がある。瀬戸美濃甕鉢類があるので 18 世紀第 4 四半

期以降の遺構であろう。

K-2 SK307　 遺物実測図

本土坑は K-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 32㎝、短径 30㎝の楕円形、底

部は長径 24㎝、短径 21㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

鉄製品 1 点、瓦うち三巴紋軒丸瓦 1 点（1）が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK309
本土坑は K-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 110㎝、短径 55㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 98㎝、短径 44㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。

遺構の性格は不明である。磁器端反小坏 1 点、土師質瓦質土器 3 点うち内耳土器 2 点うち A 群口

縁部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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K-2 SK310
本土坑は K-2 区と K-3 区の境に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝以上、短径 34㎝の隅丸長方形、底部は長径 48

㎝以上、短径 25㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は K 区 SK314・P312・P313・P335 と重複しているが、構築順に整理すると（古） P335 →

P312・P313 → SK314 →本土坑 （新）となる。土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

K-2 SK311　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 32㎝、短径 25㎝以上の円形、底部は長径 23㎝、短径 18㎝

以上の円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。備前菊花を貼り付けた

甕 1 点（1）が出土した。甕の中からは土師質皿 1 点が出土した。掘り方からは瀬戸美濃腰錆碗 1 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK312
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK42 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝、短径 36㎝以上の不整形な隅丸方形、底部は

長径 45㎝、短径 30㎝以上の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明である。切り合い関係より K 区 SK42 に先行する。磁器 8 点、陶器 3 点、土師質皿 2 点、瓦が

出土した。磁器には小広東碗 2 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には関西系小杉碗 1 点等が出

土した。小広東碗があるので 1770 年以降の遺構である。

K-2 SK313
本土坑は K-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝、短径 35㎝以上の楕円形、底部は長径 36㎝、短径

24㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、土師

質瓦質土器 13 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 11 点等がある。

K-2 SK314
本土坑は K-2 区と K-3 区の境に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 162㎝以上、短径 40㎝以上の不整形な円形、底部は

長径 118㎝以上、短径 32㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 31㎝である。遺構の性格は

不明である。K 区 SK310・SK326・P304・P312・P313・P335 と重複しているが、構築順に整理す

ると（古）SK326 → P335 → P312・P313 →本土坑→ SK310 → P304 （新）となる。染付碗 1 点、暗
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い胎土の唐津刷毛目碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

K-2 SK315
本土坑は K-2 区と K-3 区の境に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 35㎝以上の不整形な方形、底部は

長径 35㎝以上、短径 20㎝以上の不整形な方形と推測される。遺構の性格は不明である。本土坑の

床面直下から K 区 SK308 が検出されたため、SK308 埋没後に作られている。染付碗 1 点、土師質

瓦質土器 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK316　 遺物実測図

本土坑は K-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチに、北側を K 区 KDSK7

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 35㎝以上の

楕円形、底部は長径 66㎝以上、短径 28㎝以上の楕円形と推測される。深さは 38㎝である。遺構の

性格は不明であるが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑の可能性がある。

磁器 23 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 19 点、銭貨 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗蓋 1 点、

朝顔形碗蓋 1 点、陶胎染付碗 2 点、香炉火入れ 1 点、同一個体と思われる型打ち成形の皿 3 点、瓶

5 点等が、陶器には行平鍋 2 点、関西系灯明皿 1 点、同碗 3 点、同白化粧土に口縁部緑釉掛け流す

香炉火入れ 1 点、土瓶 3 点、半菊鎬の香炉火入れ 1 点、ひょうそく 1 点、口縁端部が内傾する唐津

壷甕 7 点等が、土師質瓦質土器には甕 7 点、皿 3 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点、土師質角火鉢（日

下分類Ⅰ D 類）1 点等がある。瓦には半菊紋の軒平ないし軒桟瓦（1）（2）、端部に「松七」の刻印

のある平瓦ないし桟瓦（3）、桟瓦（4）等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

K-2 SK319
本土坑は K-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 39㎝、短径 27㎝の楕円形、底部

は長径 26㎝、短径 18㎝と楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は K 区 SV301 床面直下より検出されたため、SV301 に先行する。磁器色絵染付半球碗 1 点が

出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK321
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側と南側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 50㎝以上の隅丸方形、底部は長

径 50㎝以上、短径 32㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

K 区 P323・P324 直下より本土坑を検出したことから両遺構に先行する。染付皿 1 点、土師質皿 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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K-2 SK323
本土坑は K-2 区の東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝以上、短径 57㎝の楕円形、底部は長径 59㎝以上、短

径 30㎝の楕円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。K 区 SV302・

P321・P331 と切りあい関係にあるが、構築順に整理すると（古） P331 →本土坑→ P321 → SV302 （新）

となる。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-2 SK324
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 32㎝以上、短径 26㎝以上、底部は長径 25㎝以上、短径

17㎝以上と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区 SV302 床面

直下から検出されたことから SV302 に先行する。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。

K-2 SK325
本土坑は K-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝、短径 19㎝以上の楕円形、底部は長径 47㎝、短径

10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

K 区 SK336 ＝ L 区 SK336　 遺物実測図

本土坑は K-1 区から L-1 区にかけて位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝以上、短径 113㎝の不整形な長方形、

底部は長径 130㎝以上、短径 66㎝の不整形な長楕円形と推測される。深さは 32㎝である。石垣の

下に石が詰まっている穴があり、これを撤去したところさし銭が出土した。寛永通寶 7 枚が溶着し

た状態で出土した。1 枚目は 1 期（1）、2 枚目～ 5 枚目は 2 期（2）～（5）、6 枚目は 1 期ないし 3

期（6）、7 枚目は 2 期（7）である。2 期が多く、明確な 3 期がないので 17 世紀後半の遺構であろう。

K-3 SK403
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 87㎝、短径 52㎝の楕円形、底

部は長径 70㎝、短径 39㎝と楕円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部に多数の礫を検出している。陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

K-3 SK404
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため不
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明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 43㎝の隅丸方形、底部は長径 38㎝以上、

短径 36㎝の隅丸方形と推定される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に四個の

礫を検出している。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-3 SK405
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側と北側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 89㎝前後、短径 59㎝前後の不整形な円形、底部

は長径 87㎝前後、短径 45㎝前後と不整形な円形と推定される。遺構の性格は不明である。

K-3 SK406　陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝、短径 95㎝以上の円形、底部が長径 143㎝、短径

90㎝以上の円形と推定される。深さは 6㎝である。底部から多数の礫を検出している。磁器 10 点、

陶器 20 点、土師質瓦質土器 12 点、鉄製品 1 点、人形 1 点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃焼継

痕のある碗 1 点、同一個体と思われる瓶 3 点、青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器には行平鍋 2 点、関

西系燗徳利 3 点、同碗 2 点、同灯明皿 1 点、土瓶 2 点、萩藁灰釉碗 1 点、内面青海波の当具痕のあ

る同一個体と思われる口縁部 D タイプの唐津壷甕 3 点（K-3 区 5 層と接合）（1）等がある。瀬戸美

濃磁器碗があるので 19 世紀代の遺物である。

K-3 SK407　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は現状で、上端が長径 150㎝、短径 67㎝の不整

形な方形、底部は長径 134㎝、短径 55㎝と不整形な方形を呈している。遺構の性格は不明である。

磁器 13 点、陶器 21 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 39 点、人形 9 点、鉄製品 13 点、瓦

が出土した。磁器には青磁香炉火入れ 5 点、陶胎染付碗 1 点、端反小坏 1 点等が、陶器には関西系

碗 9 点、同一個体と思われる灰落とし 4 点、同一個体と思われる萩藁灰釉碗 3 点、備前灯明受皿 1

点等が、軟質施釉陶器にはミニチュア皿 1 点（1）、土師質瓦質土器には皿 26 点、内耳土器 10 点う

ち先細りの穿孔する C 群口縁部 1 点、同一個体と思われる碗形灯火具 3 点等がある。人形には型

合わせ中実で底部に円錐形の孔がある人物像 1 点（2）、型合わせ中実で底部に 5㎜の孔がある仏像

1 点、同一個体と思われる型合わせ中空のもの 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK408
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 25㎝、短径 24㎝の円形、底部

は長径 18㎝、短径 15㎝の円形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明である。鉄釉

陶器鍋 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構で

あろう。
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K-3 SK410
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝以上、短径 17㎝以上の円形、底部は長径 34㎝以上、

短径 10㎝以上と円形と推定される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土し

ていないため時期は不明である。

K-3 SK412
本土坑は K-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 41㎝、短径 36㎝の楕円形、底

部は長径 24㎝、短径 22㎝の円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、関西系陶器碗 2 点、備前壷甕 1 点、軟質施釉陶器人形 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち

皿 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK414　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は K-2 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 98㎝、短径 81㎝の不整形な方形、

底部は長径 68㎝、短径 48㎝と隅丸方形を呈している。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、底部から小礫を検出している。

磁器 8 点、陶器 8 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 6 点、砥石 2 点、瓦が出土した。磁器

には仏飯器 2 点うち高台内を円形に削るもの 1 点（1）、貝殻状に型押し成形する紅皿 1 点（2）等が、

陶器には関西系柄杓 1 点（3）、同碗 3 点うち同一個体と思われる色絵半球碗 2 点、同一個体と思わ

れる口縁断面三角形で頚部は短く立ち上がり体部に条線の巡る長谷川分類Ⅳ A2a 類丹波甕 2 点（4）

等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK415
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SV202 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 27㎝以上、短径 23㎝の隅丸方形、底部は長径 23㎝以上、

短径 22㎝の隅丸方形と推定される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。和釘 1 点のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、K 区 SV202 が 19 世紀代の遺構なので、それと

同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-3 SK416 ＝ K-3 SK565　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 152㎝、短径 92㎝の楕円形、底部

は長径 119㎝、短径 69㎝と楕円形を呈している。深さは 37㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 39 点、陶器 35 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 148 点、人形 9 点、砥石 1 点、瓦転

用品 2 点、鉄製品 16 点、瓦が出土した。磁器には半球碗 2 点（1）、陶胎染付碗 4 点、陶胎染付香

炉火入れ 1 点、貝殻状型押し成形紅皿 1 点、見込みに菊紋コンニャク印判の同一個体と思われる手

塩皿 2 点、猪口 4 点、つくりの雑な碗 1 点等が、陶器には関西系碗 14 点うち色絵 2 点、唐津見込
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み山水紋京焼風陶器皿 1 点、同内野山銅緑釉の見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、唐津刷毛目製品 4 点う

ち暗い胎土の打ち刷毛目碗 1 点・明るい胎土の刷毛目瓶 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点等が、軟質施釉

陶器には手づくね人形 1 点（2）等が、土師質瓦質土器には皿 65 点うち橙褐色 53 点（4）（5）・灰

白色 12 点、内耳土器 61 点うち A 群口縁部 10 点・C 群口縁部 8 点うちしっかり穿孔する内耳 1 点（3）

等がある。人形には型合わせ中空が 7 点・型合わせ中実で底部に径 3㎜の孔がある犬と鞠 1 点（6）、

手づくね人物 1 点がある。

磁器には小広東碗ないし広東碗 1 点があるが、他に 18 世紀後半以降の遺物がみられないため混

入と判断しカウントしていない。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。18 世紀前

半の遺構であろうと思われる。

K-3 SK419　陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側に調査壁があり不明な部分があるが、

現状では上端が長径 39㎝、短径 23㎝以上の円形、底部は長径 28㎝、短径 16㎝以上の円形と推定さ

れる。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、人形 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には雨

降り紋碗 1 点等が、陶器には関西系碗 3 点うち 2 点は同一個体と思われる（K-3 区 4 層と接合）（1）。

土師質瓦質土器には内耳土器 2 点、土師質皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK420
本土坑は K-3 区の北西側に位置する。規模は現状で北側と西側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 82㎝以上、短径 35㎝以上の不整形な方形、底部は

長径 74㎝以上、短径 28㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK421
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 36㎝、短径 34㎝の円形、底部は

長径 24㎝、短径 22㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶器 1 点、土師

質瓦質土器 5 点、人形類 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、土師質

瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK422
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 51㎝、短径 42㎝の不整形な円形、

底部は長径 44㎝、短径 26㎝の不整形な円形と推定される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明

であるが、底部から二個の礫を検出している。本土坑は P412 に切られていることから P412 に先

行する。青磁染付朝顔形碗 1 点、瓦が出土した。18 世紀後半以降の遺構であろう。
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K-3 SK423
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 32㎝の楕円形、底部

は長径 31㎝、短径 27㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明であるが底

部に三個の礫が検出されている。石が配置されている。外面コンニャク印判の染付碗 1 点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK424
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 35㎝、短径 30㎝の楕円形、底部

は長径 27㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

K-3 SK425
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 64㎝、短径 39㎝の不整形な円形、

底部は長径 46㎝、短径 24㎝の不整形な円形と推定される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-3 SK426
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝以上、短径 20㎝の長楕円形、底部は長径 53㎝以上、

短径13㎝の長楕円形と推定される。深さは6㎝である。遺構の性格は不明である。信楽腰白茶壷1点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK427
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 56㎝、短径 44㎝以上の不整形な方形、底部は長径 45㎝、

短径 31㎝以上の不整形な方形と推定される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。ミニ

チュア磁器皿 1 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不

明である。

K-1 SK428
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は南側を K 区 SK429 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 128㎝以上、短径 105㎝の不整形な方形、底部は長径

91㎝以上、短径 90㎝の不整形な方形と推定される。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SK429 に切られていることから、SK429 に先行する。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質

瓦質土器 5 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器には備前瓶 1 点、

同灯明受皿 1 点、関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期
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は不明である。

K-3 SK（428）
本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 98㎝、短径 61㎝の不整形な方形、

底部は長径 87㎝、短径 34㎝のゆがんだ楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

K-1 SK429
本土坑は K-1 区の東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチ及び調査区外となることで不

明な部分があるが、現状では上端が長径 209㎝以上、短径 98㎝の不整形な方形、底部は長径 197㎝、

短径 82㎝の不整形な方形と推定される。深さは 56㎝である。本土坑は SK428・P420 と切り合い関

係にあり、構築順に整理すると（古） SK428 →本土坑→ P420 （新）となる。遺構の性格は不明で

ある。関西系陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

K-2 SK（429）
本土坑は K-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 28㎝の楕円形、底部は長径 25㎝以上、

短径 20㎝の楕円形と推定される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないため時期は不明である。

K-2 SK430
本土坑は K-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 44㎝、短径 31㎝の楕円形、底

部は長径 32㎝、短径 20㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

K-1 SK431
本土坑は K-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 P543 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝以上、短径 37㎝の楕円形、底部は長径 34㎝以上、

短径 16㎝の楕円形と推定される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 3 点が出土

した。瀬戸美濃水甕 1 点、関西系碗 1 点、唐津灰釉碗 1 点がある。瀬戸美濃水甕があるので 18 世

紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-1 SK432
本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を K 区 SK33 に、西側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝、短径 26㎝の長楕円形、
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底部は長径 82㎝、短径 23㎝の長楕円形と推定される。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。

染付輪花皿 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK501
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 107㎝、短径 102㎝の不整形な方形、

底部が長径 90㎝、短径 86㎝の不整形な方形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明

である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK502
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 58㎝、短径 55㎝の円形、底部が

長径 40㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。土師質甕 1 点、瓦

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK503
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 38㎝の円形、底部が

長径 27㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。本土

坑は K 区 SK529 と重複しているが、SK529 は本土坑床面直下より検出されたため、SK529 より新

しい。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK506 ＝ SK554
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 27㎝の円形、底部が長径 20㎝

の円形を呈している。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区 SV501 を切っており、SV501 より

新しい。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK507
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側が調査区外で不明な点があるが、現状

では上端は長径 68㎝、短径 16㎝以上の楕円形、底部は長径 45㎝、短径 13㎝以上の楕円形と推測さ

れる。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。染付碗 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

K-3 SK508
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 68㎝、短径 47㎝の不整形な楕円形、

底部が長径 55㎝、短径 37㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は K 区 SK559 と重複しているが、SK559 は本土坑床面直下より検出されたもので、

本土坑は SK559 より新しい。遺物が出土していないので時期は不明である。
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K-3 SK509
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 70㎝、短径 57㎝の隅丸長方形、

底部が長径 58㎝、短径 44㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は K 区 SK536 と重複しているが、SK536 は本土坑床面直下からの検出で、本土坑は

SK536 より新しい。関西系端反碗 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

K-3 SK510
本土坑は K-3 区の北側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 57㎝、短径 53㎝の不整形な三角形、底部は長径 47㎝、短

径 38㎝の不整形な三角形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。染付 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK511
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 29㎝の楕円形、底部

が長径 33㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK512
本土坑は K-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 50㎝、短径 45㎝の楕円形、底部

が長径 30㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

K-2 SK513
本土坑は K-2 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 63㎝、短径 45㎝の楕円形、底部

が長径 40㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。関

西系碗 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK514　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 168㎝、短径 128㎝の方形、底

部が長径 111㎝、短径 100㎝の方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は L 区 SK504・K 区 SK5006 を切り、K 区 SK515・K 区 SK526・SK539 と重複している。

切り合い関係より SK5006 → SK539 → SK526 → L 区 SK504 →本土坑→ SK515 の順で作られている。

磁器 17 点、陶器 30 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 122 点、人形 1 点、硯 1 点、鉄製品

17 点、青銅製品 3 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる陶胎染付香炉火入れ 2 点、高

台高の低い碗 1 点（1）、外面菊唐草紋高台内「大明年製」口紅猪口 1 点（K-3SK515 と接合）（2）、
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蓋物蓋 1 点等が、陶器には唐津明るい胎土の同一個体と思われる刷毛目碗 3 点（3）・同皿 1 点、同

暗い胎土の内面打ち刷毛目碗 2 点・同刷毛目皿 2 点、同一個体と思われる呉器手碗 5 点、同内野山

銅緑釉見込み蛇の目釉剥ぎ皿 1 点、同見込み蛇の目釉剥ぎ鉢 1 点、関西系碗 5 点うち注連縄紋 1 点

（4）、瀬戸美濃天目碗 1 点（K-3SK515 と接合）（5）、備前瓶 1 点（6）、同灰落とし 1 点、丹波甕 1

点等が、土師質瓦質土器には皿 59 点うち橙褐色 50 点（7）・灰白色 9 点、内耳土器 49 点うち A 群

口縁部 18 点うち内耳部分 2 点で 1 点はしっかり穿孔・1 点は先細り、C 群口縁部 1 点、焜炉火鉢

13 点等がある。鉄製品には和釘 1 点等が、青銅製品にはキセル雁首 1 点、火箸 1 点（8）、鎖状製

品 1 点（9）がある。陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。K-3SK515 と接合する

ものについては両遺構が切りあっていることからいずれかからの混入の可能性があるがそのままカ

ウントしている。

陶胎染付や暗い胎土の刷毛目碗はあるが、つくり絵付けの雑な碗がなく 1700 年前後の遺構であ

ろう。

K-3 SK515　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 179㎝、短径 63㎝の隅丸長方形、

底部が長径 157㎝、短径 47㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は SK5006・SK514 を切り、SK526・L 区 SK504・L 区 SK519 と重複していると考

えられる。切り合い関係より SK5006 → SK526 → L 区 SK504 → SK514・L 区 SK519 →本土坑の順

で作られている。

磁器 7 点、陶器 15 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 87 点、鉄製品 21 点、青銅製品 2 点（4）、

瓦が出土した。磁器には初期伊万里皿 1 点、陶胎染付香炉火入れ 1 点等が、陶器には唐津刷毛目碗

6 点うち明るい胎土 1 点・暗い胎土打ち刷毛目 1 点、同一個体と思われる暗い胎土刷毛目皿 2 点、

瀬戸美濃天目碗 1 点（K-3SK514 と接合）等が、軟質施釉陶器には同一個体と思われる外面にスス

の付着する鍋か 3 点が、土師質瓦質土器には皿 42 点うち橙褐色～黄白色 29 点（3）・灰白色 13 点（1）

（2）、内耳土器 42 点うち A 群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点はしっかり穿孔する。瀬戸美濃灰釉大

皿 1 点は混入と思われる。K-3SK514 と接合するものについては両遺構が切りあっていることから

いずれかからの混入の可能性があるがそのままカウントしている。暗い胎土の刷毛目皿があるので

18 世紀初めの遺構であろう。

K-3 SK516
本柱穴は K-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 73㎝、短径 47㎝の楕円形、底部

が長径 57㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 15㎝である。本柱穴は K 区 SK5003 と重複

しているが、SK5003 より新しい。遺物は出土していない。

K-3 SK517
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 62㎝、短径 60㎝の円形、底部が
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長径 52㎝、短径 51㎝の円形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。鉄製品

1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK518
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側と北側を近現代の建物基礎によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 41㎝以上、短径 17㎝以上の楕円形、底

部は長径 35㎝以上、短径 13㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SV501 を切っていることより SV501 より新しい。土師質皿 1 点、瓦が出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK521
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 73㎝、短径 30㎝の隅丸長方形、底部は長径 57㎝、短径

18㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないので時期は不明である。

K-3 SK522
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側・北側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 30㎝以上、短径 20㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 26㎝、短径 15㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK523　陶磁器観察表

本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 108㎝以上、短径 55㎝以上の楕円形、底部は長径 60㎝

以上、短径 38㎝以上の楕円形と推測される。深さは 39㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SK563・SK564・SK586・SK587 と重複しているが、層序・切り合い関係より

SK586 → SK587 → SK563 → SK564 →本土坑の順で作られている。

外面藁灰釉内面鉄釉掛け分ける碗 1 点（K-3 区 6 層と接合）（1）、瓦が出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

K-3 SK524
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 247㎝、短径 92㎝の不整形な長方

形、底部が長径 230㎝、短径 82㎝の不整形な長方形を呈している。深さは 27㎝である。遺構の性

格は不明である。本土坑は K 区 SK531 と重複しているが、SK531 は本土坑床面直下より検出され

たもので、本土坑は SK531 より新しい。
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陶器急須 1 点、土師質瓦質土器うち皿 1 点、瓦が出土した。急須があるので 19 世紀第 1 四半期

以降の遺構であろう。

K-3 SK526
本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 175㎝、短径 95㎝の隅丸長方形、

底部が長径 140㎝、短径 54㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は SK5006・SK515・SK514・L 区 SK504 と重複している。切り合い関係より構築

順に整理すると（古） SK5006 →本土坑→ L 区 SK504 → SK514 → SK515（新）となる。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。磁器には雑な絵付けつくりの碗 1 点、同

一個体と思われる蓋物 2 点が、陶器には備前擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点うち静止糸

切り底 1 点等がある。遺物が少ないため明確でないが、切りあい関係より本土坑は SK514 に先行

するので 17 世紀代の遺構であろう。

K-3 SK527　 遺物実測図

本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は南側を近現代の建物基礎によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端は長径 176㎝、短径 96㎝の不整形な円形、底部は長径

133㎝、短径 82㎝の楕円形と推測される。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は

L 区 SK504・P549・P516・P515 と重複しているが、切り合い関係より P549 →本土坑→ P515・

P516・L 区 SK504 の順で作られている。

染付蓋物蓋 1 点、絵唐津皿 1 点、三巴紋軒丸瓦 1 点（1）、鉄製品 3 点が出土した。切り合い関係

より本土坑は L 区 SK504 に先行するので 18 世紀第 2 四半期以前の遺構であろう。

（K-3 SK528 ＝ K-3 SK529）

K-3 SK529
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端は長径 272㎝、短径 241㎝の不整形な方形、

底部は長径 197㎝、短径 188㎝の不整形な方形を呈している。深さは 69㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は K 区 SK503・SK530・SK555・SK552・SK556・P520・P521 と重複しているが、

層序・切り合い関係より SK552・SK555・SK556 →本土坑・P520・P521 → SK530 → SK503 の順

に作られている。

暗い胎土で内面打ち刷毛目の唐津碗 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

K-3 SK530
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 44㎝、短径 20㎝以上の楕円形、底部は長径 34㎝、短径 13
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㎝以上の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区

SK529・SK524 と重複しているが、両遺構を切っていることから、両遺構より新しい。遺物は出土

していないが切り合い関係より SK524 より新しいので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。

K-3 SK531
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 51㎝、短径 37㎝の隅丸長方形、

底部が長径 39㎝、短径 27㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は K 区 SK524 と重複しているが、本土坑は SK524 床面直下より検出されたため、本

土坑は SK524 に先行する。土師質皿 1 点、和釘 1 点、瓦が出土した。本土坑は SK524 に先行する

ので 19 世紀第 1 四半期以前の遺構であろう。

K-3 SK533
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は近現代の建物基礎によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 108㎝以上、短径 45㎝の隅丸長方形、底部は長径 100㎝、

短径 41㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は K

区 P408 ＝ P519 によって切られている。よって本土坑は K 区 P408 ＝ P519 より先に作られている。

遺物が出土していないため時期は不明である。

K-2 SK534
本土坑は K-2 区の南側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 78㎝以上、短径 60㎝以上の不整形な方形、底部は長径 58

㎝以上、短径 52㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK535
本土坑は K-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 41㎝の円形、底部が

長径 36㎝、短径 35㎝の円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部

に 1 個の礫が検出されている。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK536　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を K 区 SK568 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 125㎝以上のゆがんだ方形、底部は長径 95㎝以上、短

径 92㎝前後のゆがんだ方形と推測される。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は

K 区 SK509 と重複しているが、本土坑は SK509 床面直下からの検出で、本土坑は SK509 に先行す

る。

染付 1 点、唐津灰釉皿 1 点、土師質皿 5 点、土師質皿転用品 1 点、鉄製品 1 点、軽石 1 点、瓦が
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出土した。土師質皿には手づくねの大型製品が 2 点、うち 1 点は K-3 SK576 と接合（1）した。遺

物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK537 ＝ SK5009
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 60㎝、短径 51㎝の楕円形、底部

が長径 52㎝、短径 37㎝の楕円形を呈している。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は K 区 SK577 と一部重複しているが、SK577 は本土坑床面直下よりの検出のため、本土坑は

SK577 より新しい。磁器 3 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 10 点、

内耳土器 2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK538
本土坑は K-2 区西側に位置する。形状及び規模は西側を SK90 に、北側をトレンチによって削平

を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 73㎝以上、短径 54㎝以上の隅丸長方形、

底部が長径 63㎝以上、短径 37㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格

は不明である。本土坑は K 区 P545 と重複しているが、P545 は本土坑床面からの検出のため、本

土坑は P545 より新しい。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、土師質皿 3 点、瓦が出土した。磁

器には水滴 1 点、鶴首瓶 1 点、碗 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK539
本土坑は K-3 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 140㎝、短径 105㎝のゆがんだ方形、

底部が長径 115㎝、短径 83㎝のゆがんだ方形を呈している。深さは 38㎝である。遺構の性格は不

明である。本土坑は K 区 SK514 と重複しているが、切り合い関係から本土坑は SK514 より先に作

られている。土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

K-1 SK540
本土坑は K-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端は長径 258㎝、短径 109㎝の不整形な方形、

底部は長径 205㎝、短径 92㎝の不整形な方形を呈している。深さは 47㎝である。遺構の性格は不

明である。つくり絵付けの雑な梅樹紋碗 1 点、唐津呉器手碗 1 点、関西系碗 1 点、瓦が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

K-1 SK541
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は南側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 103㎝、短径 69㎝の五角形、底部は長径 82㎝、

短径 60㎝の五角形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が検

出されている。内耳土器 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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（KSK543 ＝ SK504 ＝ SK5011）

K-3 SK544
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 49㎝、短径 35㎝のゆがんだ方形、

底部が長径 38㎝、短径 25㎝のゆがんだ方形を呈している。深さは 25㎝である。底部に礫を検出し

ている。本土坑は K 区 SK505・P509 の床面直下からの検出で、本土坑は両遺構に先行する。鉄製

品 3 点が出土したのみのため時期は不明である。

K-3 SK548
本土坑は K-3 区の 南東側に位置する。形状及び規模は東側が調査区外で不明な部分があるが、

現状では上端は長径 48㎝、短径 32㎝の隅丸長方形、底部は長径 37㎝、短径 25㎝の隅丸長方形と推

測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に礫を検出している。遺物が出

土していないので時期は不明である。

K-3 SK549
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端は長径 51㎝、短径 44㎝の楕円形、底

部は長径 35㎝、短径 31㎝の円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK550
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側が調査区外で不明な部分があるが、現

状では上端が長径 59㎝、短径 52㎝の不整形な円形、底部が長径 42㎝、短径 39㎝の円形と推測され

る。深さは 19㎝である。底部に礫を多数検出している。瓦のみが出土した。遺物が出土していな

いので時期は不明である。

K-3 SK552
本土坑は K-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 49㎝、短径 38㎝の楕円形、底

部が長径 32㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SK529 と重複しているが、SK529 床面直下より検出されたため、SK529 に先行する。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK553
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 35㎝の不整形な円形、

底部が長径 25㎝、短径 23㎝の不整形な円形を呈している。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないので時期は不明である。
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（KSK554 ＝ SK506）

K-3 SK556
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が一辺の長さ 40㎝の方形、底部が同じ

く 31㎝の方形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部から一個の礫

を検出している。本土坑は K 区 SK529 と重複しているが、SK529 床面直下より検出されたため、

SK529 に先行する。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK558
本土坑は H-1 区と K-3 区の境に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 48㎝の不整形

な円形、底部が長径 38㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性

格は不明であるが、底部から礫が一個検出されている。遺物が出土していないので時期は不明であ

る。

K-3 SK560
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 63㎝、短径 45㎝の不整形な楕円形、

底部が長径 55㎝、短径 35㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不

明であるが、底部から一個の礫を検出している。本土坑は K 区 SV501 と重複しているが、本土坑

は SV501 床面直下より検出されたもので、本土坑は SV501 に先行する。遺物が出土していないの

で時期は不明である。

K-3 SK561
本土坑は K-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 48㎝、短径 45㎝の円形、底部が

長径 37㎝、短径 37㎝前後の円形を呈している。深さは 32㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部から大小二個の礫を検出している。本土坑は K 区 SV501 と重複しているが、本土坑は SV501

床面直下より検出されたもので、本土坑は SV501 に先行する。遺物が出土していないので時期は

不明である。

K-3 SK562
本遺構は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 55㎝、短径 46㎝の楕円形、底

部が長径 45㎝、短径 38㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。底部から一個の礫を検出し

ている。鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK563
本遺構は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 82㎝、短径 72㎝のゆがんだ方形、
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底部が長径 72㎝、短径 35㎝のゆがんだ方形を呈している。底部から一個の礫を検出している。本

遺構は K 区 SK523・SK587・SK568 と重複しているが、層序・切り合い関係より SK586 → SK587 →

本土坑→ SK564 → SK523 の順で作られている。遺物が出土していない。

K-3 SK564
本遺構は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 32㎝の隅丸長方形、

底部が長径 37㎝、短径 25㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 7㎝である。底部から一個の礫を

検出している。本柱穴は SK523・SK586 と重複しているが、層序・切り合い関係より SK586 →本

土坑→ SK523 の順で作られている。遺物は出土していない。

（K-3 SK565 ＝ SK416）

K-3 SK566
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 47㎝以上、短径 26㎝以上の円形、底部は長径 36㎝以上、

短径 22㎝以上の円形と推測される。深さは 27㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区

SK567 と一部重複しているが、切り合い関係より本土坑が新しい。遺物が出土していないので時

期は不明である。

K-3 SK567
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 53㎝の円形、底部が

長径 38㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区 SK566 と一部重複してい

るが、切り合い関係より本土坑が先行する。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK568
本土坑は K-3 区の中央側に位置する。形状及び規模は上端が長径 118㎝前後、短径 98㎝の楕円形、

底部が長径 94㎝、短径 73㎝の楕円形と推測される。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は K 区 SK576 と重複しているが、SK576 は本土坑床面直下より検出のため、本土坑は

SK576 より新しい。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-1 SK570
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 75㎝、短径 45㎝の不整形な方形、

底部が長径 47㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部から多数の礫が検出されている。本土坑は焼土が充填しており、石とともに瓦が出土している。

内耳土器 1 点、鉄製品 15 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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K-3 SK572
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチに、南側を K 区 SK413 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 85㎝以上、短径 35㎝以上の不

整形な方形、底部は長径 35㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格

は不明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK573
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 37㎝の円形、底部

が長径 30㎝、短径 25㎝の円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。遺物

が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK574
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 38㎝の楕円形、底

部が長径 28㎝、短径 23㎝の円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK576
本土坑は K-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 47㎝の楕円形、底部

が長径 40㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。土

師質瓦質土器 2 点、瓦のみが出土した。土師質瓦質土器には手づくねの大型皿 1 点（K-3SK536 と

接合）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SK577
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 130㎝、短径 96㎝の隅丸三角形、

底部が長径 112㎝、短径 82㎝の隅丸三角形を呈している。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は K 区 SK537・SK567・SK566・P539 と重複しているが、切り合い関係より本土

坑→ SK567・P539 → SK566 → SK537 という順で作られている。瓦のみが出土した。遺物が少な

いため時期は不明である。

K-3 SK578
本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は北側が L 区 SK504 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端は長径 75㎝以上、短径 64㎝の隅丸長方形、底部は長径 58㎝、

短径 53㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は

SK5007 より上層にあり、L 区 SK504 に切られていることから、構築順に整理すると（古） SK5007

→本土坑→ L 区 SK504 （新）となる。遺物は出土していないが切り合い関係より本土坑が L 区

SK504 に先行するので 18 世紀第 2 四半期頃以前の遺構である。
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K-3 SK579
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 34㎝、短径 28㎝の楕円形、底部

が長径 24㎝、短径 20㎝の楕円形を呈している。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK580
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模が上端は長径 35㎝、短径 28㎝の楕円形、底部

が長径 23㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。本

土坑は K 区 SK533・P519 と重複しているが、本土坑は K 区 SK533 床面直下より検出されたもの

でそれらの遺構より先に作られている。遺物が出土していないので時期は不明である。

K 区 SK581
本土坑は L-1 区の南東側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 117㎝、短径 51㎝以上の楕円形、底部は長径 100㎝、短

径 44㎝の楕円形であると思われる。深さは 31㎝である。遺構の性格は不明である。染付碗 1 点、

関西系鉄絵碗 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK582
本土坑は K-2 区の中央に位置する。形状及び規模は本土坑内にあるトレンチによって不明な部分

があるが、現状では上端は長径 122㎝のゆがんだ円形、底部は長径 75㎝以上、短径 58㎝の楕円形

と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

K-1 SK584
本土坑は K-1 区の北東側に位置する。形状及び規模が上端は長径 58㎝、短径 51㎝の方形、底部

が長径 42㎝、短径 33㎝の方形を呈している。深さは 64㎝である。遺構の性格は不明である。染付

1 点、関西系碗 1 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

K-3 SK585
本土坑は L・K・I 区の境に位置する。形状及び規模は北側を KDSK14 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 101㎝以上、短径 76㎝の楕円形、底部は長径 95㎝以上、

短径 66㎝の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器

1 点、人形？ 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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K-3 SK586
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 213㎝、短径 154㎝のゆがんだ方形、底部は長径 194㎝、

短径 135㎝のゆがんだ方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は

K 区 SK563・SK587・SK523・SK564 と重複しているが、層序・切り合い関係より本土坑→ SK587

→ SK563 → SK564 → SK523 の順で作られている。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK587
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 58㎝、短径 45㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 51㎝、

短径 40㎝以上の隅丸長方形と推測される。遺構の性格は不明である。本土坑は K 区 SK563・

SK523・SK586 と重複しているが、層序・切り合い関係より SK586 →本土坑→ SK563 → SK523 の

順で作られている。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK589
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 44㎝、短径 30㎝の楕円形、底

部が長径 33㎝、短径 20㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK590
本土坑は I-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 39㎝、短径 25㎝の楕円形、底

部が長径 27㎝、短径 15㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK591
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 45㎝、短径 32㎝の楕円形、底

部が長径 37㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK592
本土坑は I-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 36㎝、短径 27㎝の楕円形、底

部が長径 23㎝、短径 19㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK593
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 46㎝、短径 44㎝の円形、底部が
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長径 36㎝、短径 35㎝の円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が

出土していないので時期は不明である。

K-1 SK595
本土坑は K-1・2 区の西側の境に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 102㎝、短径 94㎝の不整形な円形、底部は長径

95㎝、短径 76㎝の不整形な円形と推測される。深さは 50㎝である。遺構の性格は不明である。青

磁碗 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（K SK597 ＝ P424）

K-3 SK599
本土坑は K-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 58㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、

底部が長径 39㎝、短径 31㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 6㎝である。本土坑は K 区 SK525

の床面直下より検出されたもので、SK525 に先行する。遺物が出土していないので時期は不明で

ある。

K-3 SK5002
本土坑は K-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 58㎝、短径 47㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 47㎝、短径 32㎝のゆがんだ円形を呈している。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明

である。鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（KSK5004 ＝ P550）

K-3 SK5005
本土坑は K-3 区の北に位置する。形状及び規模は上端が長径 62㎝、短径 52㎝の楕円形、底部が

長径 48㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。遺物

が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK5006
本土坑は K-3 区北西側に位置する。形状及び規模は北側を SK515 に、東側を SK514 によって削

平を受けているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝以上、短径 30㎝以上の隅丸方形、

底部が長径 25㎝以上、短径 20㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は

不明であるが、底部に 1 個の礫が検出されている。遺物が出土していないので時期は不明である。

K-3 SK5007
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本土坑は K-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は上端は長径 60㎝、短径 41㎝の隅丸長方形、

底部は長径 45㎝、短径 32㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明で

あるが、底部に一個の礫が検出されている。本土坑は SK578・L 区 SK504 と重複しているが、切

り合い関係より構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK578 → L 区 SK504 （新）となる。

遺物は出土していないが切り合い関係より本土坑が L 区 SK504 に先行するので 18 世紀第 2 四半

期頃以前の遺構である。

K-3 SK5008
本土坑は K-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 45㎝、短径 42㎝の円形、底部が

長径 35㎝、短径 25㎝の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。遺物

が出土していないので時期は不明である。

（K-3 SK5009 ＝ SK537）

（KSK5011 ＝ SK504 ＝ SK543）

K-1 SK5014
本土坑は K-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって削平を受けている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 107㎝以上、短径 92㎝の楕円形、底部が長径 86㎝

以上、短径 68㎝以上の楕円形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。

鉄製品 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SK601
本土坑は K-2 区の西側に位置する。形状及び規模は南側と北側をトレンチで削られているため不

明な部分が多いが、現状では上端が長径 143㎝以上、短径 47㎝以上の隅丸方形、底部は長径 130㎝

以上、短径 22㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。土師

質皿 2 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

SV
K-3 SV1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は K-3 区の中央部から、L-3 区の中央部に位置する。東側が調査区外に、西側を近現

代建物基礎によって切られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 13.35m にわ

たって検出した。幅は 29 ～ 106㎝、深さは 21㎝である。本土坑は SK203 を削平している。

磁器 95 点、陶器 154 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 70 点、人形 2 点、鉄製品 14 点、

青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には西洋コバルトによる松葉紋の湯飲み碗 1 点（2）、端反碗

10 点うち梵字紋瀬戸美濃 2 点・多重圏紋砥部 1 点（1）、広東碗 1 点、薄手小坏 7 点、瀬戸美濃蛇
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の目凹型高台の高台高低い陶器染付皿 2 点（3）、その他瀬戸美濃磁器 2 点等が、陶器には行平鍋 4 点、

鉄釉鍋 1 点、燗徳利 20 点、土瓶 28 点、関西系碗 9 点、同灯明皿 4 点、同一個体と思われる白化粧

土に染付の香炉火入れ 7 点、瀬戸美濃水甕 6 点、同瓶（通い徳利）3 点、同腰錆碗 1 点、同緑釉火

入れか 2 点、備前瓶 5 点、同灯明皿 3 点、大谷瓶 1 点等が、軟質施釉陶器には橙褐色の胎土の鍋 2 点、

ミニチュア土瓶 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 2 点、焼塩壷

蓋 1 点等がある。

西洋コバルトによる染付湯飲み碗があるので近代初めに廃絶した遺構である。

K-3 SV2 ＝ L 区 SV3
本溝状遺構は K-3 区の北西側から L-3 北部に位置する。規模は西側を K 区 KDSV2 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 6.35m にわたって検出した。幅は 26

～ 42㎝、深さは 36㎝である。本溝状遺構は K 区 SK[79] 埋没後に作られている。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、人形 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。陶器には土

瓶 1 点、備前布袋徳利 1 点がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、本遺構に先

行する I 区 SK77 が 1810 年から 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の

遺構であろう。

K-2 SV3
本溝状遺構は K-2 区の中央部に位置する。規模は北側を K 区 KDSK5 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.20m にわたって検出した。幅は 43 ～ 47㎝、深

さは 39㎝である。本土坑は K 区 SK110 埋没後に作られている。

磁器 17 点、陶器 29 点、土師質瓦質土器 36 点、鉄製品 13 点、瓦が出土した。陶器には関西系碗

17 点、同灯明皿 1 点、唐津鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 19 点、内耳土器 11 点うち C 群口

縁部 1 点等がある。

K-2SV3-1 は SV3 の一部である。ここからは磁器 21 点、陶器 16 点、人形 2 点、土師質瓦質土器

33 点、砥石 2 点、鉄製品 14 点、瓦が出土した。磁器には同一個体と思われる陶胎染付碗 4 点、見

込み五弁花コンニャク印判のくらわんか手皿 1 点等が、陶器には行平鍋 1 点、関西系碗 6 点、瀬戸

美濃腰錆碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 17 点うち A 群口縁部 2 点・C 群口縁

部 3 点、焼塩壷 1 点等がある。

関西系灯明皿・行平鍋があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-2 SV4
本溝状遺構は K-2 区の北側に位置し、現状で南北方向に長さ 1.89m にわたって検出した。幅は

21 ～ 57㎝、深さは 20㎝である。本溝状遺構埋没後に K 区 SK44・SK48・P18 は作られている。遺

物が出土していないため時期は明確でないが、本遺構より新しい SK44 が 18 世紀後半以降の遺構

であるから、それ以前であろう。
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K-2 SV5　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は K-2 区の北西側に位置する。規模は北側を K 区 KDSV7 に、南側を K 区 KDSK5

によって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.50m にわたって検出

した。幅は 85 ～ 100㎝である。磁器 95 点、陶器 184 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 433 点、

人形類 24 点、鉄製品 137 点、鉄滓 1 点、瓦が出土した。

磁器はすべて肥前で、小広東碗と思われる梵字紋破片 4 点、望料碗蓋 2 点（1）、小丸碗 1 点（2）、

半球碗 1 点（3）等が、陶器には関西系碗 71 点うち色絵 8 点（4）・小杉碗 6 点（5）、鉄絵染付 2 点

（6）・平碗が最低 3 個体（7）、同蓋物 7 点うち同一個体と思われる格子状鎬の蓋物（東大 TD-13-d）

4 点・鉄絵白化粧土に染付の蓋物蓋 1 点（8）、同鉄釉瑠璃釉塗り分けた鉢 1 点（L-1 表採と接合）（9）、

信楽腰白茶壷 3 点（10）、瀬戸美濃半菊鎬の香炉火入れ（東大 TC-9-d）に類似するが胎土が異なる

もの 1 点（11）、備前灯明皿・灯明受皿 18 点（12）等が、軟質施釉陶器には同一個体と思われる箱

庭石灯籠 2 点、灯火具 1 点（13）等が、土師質瓦質土器には皿 267 点うち灰白色の胎土のもの 4 点・

灰色の胎土のもの 1 点・その他は橙褐色～黄橙色である（14）～（33）。内曇りの磨きかわらけ 1

点がある。焼塩壷 6 点、内耳土器 98 点うち A 群口縁部 12 点うち内耳部分 2 点で 1 点は先細り（35）・

1 点はしっかり穿孔（34）・C 群口縁部 4 点うち内耳部分 3 点でいずれも先細りの穿孔（47）、練り

込み手香炉火入れ 6 点等がある。人形類には型合わせ中実で底部に円錐形の孔があるもの 4 点うち

頭部欠損の天神 1 点（38）・体部中央で割れる女性立像 1 点（39）・頭部で割れる桃持ち猿 1 点（41）・

女性座像 1 点（40）、型合わせ中実で底部に 2㎜程度の孔がある小型製品 4 点うち大黒天 1 点（42）・

猫 2 点（43）（44）・狛犬 1 点（46）・頭部欠損する布袋 1 点（45）、釜形土製品 1 点（36）・土鈴 1

点（37）、同一個体と思われるままごと竈 3 点等がある。鉄製品は大部分が和釘と思われるが錆が

著しく明確でない。

小広東碗と思われる破片はあるが広東碗はなく、1770 年代に廃絶した溝状遺構である。

K-3 SV201　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は K-3 区の中央部に位置する。規模は東側が調査区外に、西側はトレンチによって切

られているため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 8.31m にわたって検出した。幅は

48 ～ 64㎝、深さは 17㎝である。K 区 P201 ～ P205・P207 は本溝状遺構床面にて検出されたもの

である。

磁器 31 点、陶器 40 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 155 点、人形 6 点、鉄製品 8 点、青

銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器には蛇の目凹型高台の高台高高い皿で釉剥ぎしないもの 1 点、端

反薄手小坏 1 点、端反碗 2 点うち瀬戸美濃蓋 1 点、広東碗 2 点うち焼き継ぎ痕 1 点等が、陶器には

関西系燗徳利 3 点うち 1 点は K-3SK204 と接合、同碗 3 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、行平

鍋 1 点、土瓶 3 点、急須 1 点、鉄釉鍋 1 点、備前瓶 2 点、同灯明皿 2 点、同灰落とし 1 点、瀬戸美

濃鉄釉甕鉢類 1 点、丹波瓶 2 点、玉縁になる灰釉片口鉢 1 点、萩藁灰釉碗 1 点（1）、擂鉢 4 点うち

備前 1 点・堺明石 3 点等が、土師質瓦質土器には外面口縁部に凹線 1 本あり内面には青海波の当具
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痕や内面にカルシウム分の付着する佐野甕 122 点、皿 13 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点、

内耳土器 5 点うち A・C 群口縁部各 1 点、練り込み手蓋 1 点等がある。蛇の目凹型高台の高台高高

い皿があるので 19 世紀第 2 四半期頃に廃絶した溝状遺構であろう。

K-3 SV202
本溝状遺構は K-3 区の東側に位置する。規模は東側が調査区外となるため不明な部分があるが、

現状では東西方向に長さ 4.82m にわたって検出した。幅は 36 ～ 69㎝、深さは 22㎝である。本溝

状遺構は K 区 SK206 の北側を少し削平していることから SK206 より新しい。

磁器 5 点、陶器 12 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 1 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土した。磁器

には燗徳利 1 点、朝顔形碗 2 点、貝殻状に型押し成形した紅皿 1 点等が、陶器には土瓶 2 点、関西

系燗徳利 2 点等が、土師質瓦質土器には土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点等がある。磁器燗徳

利があるので 19 世紀代の遺構であろう。

K-3 SV203
本溝状遺構は K-3 区の西側に位置する。規模は現状で東西方向に長さ 0.75m にわたって検出した。

幅は 24 ～ 55㎝、深さは 23㎝である。本遺構は形態から土坑という性格の方が強いと考えられる。

磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点が出土した。陶器には関西系碗 1 点等が、土師質瓦質

土器には皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SV204
本溝状遺構は K-3 区の東側に位置する。規模は西側をトレンチによって切られているため不明な

部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.47m にわたって検出した。幅は 15 ～ 32㎝、深さは 28

㎝である。本溝状遺構は K 区 SK202 を一部削平していることから SK202 より新しい。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には同一個体と思

われる甕 8 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SV301
本溝状遺構は K-2 区の中央に位置する。規模は南側を K 区 SV301-1 に、北側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.00m にわたって検出した。幅

は 35 ～ 47㎝、深さは 48㎝である。K 区 SK319 は本溝状遺構床面直下からの検出である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には青磁染付碗 1 点

等が、陶器には備前灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、関西系碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内面に

青海波の当具痕のある甕 9 点、皿 3 点等がある。青磁染付碗があるので 18 世紀後半以降に廃絶し

た溝状遺構である。

K-2 SV301-1 土師質・瓦質土器観察表



― 614 ―

本溝状遺構は K-2 区の南西側に位置し、現状で南北方向に長さ 1.11m にわたって検出した。幅

は 55 ～ 65㎝、深さは 18㎝である。K 区 SV301 を削平していることから SV301 より新しい。P322

は本溝状遺構の床面直下からの検出である。

磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃水

甕 1 点、関西系碗 2 点うち色絵半球碗 1 点、備前灯明皿 2 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点（1）（2）

（3）（4）（5）、内面青海波の当具痕外面に凹線 1 本が巡る甕 4 点等が出土した。底部から瓦が出土

した。瀬戸美濃水甕があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

K-2 SV302
本溝状遺構は K-2 区の南東側に位置する。規模は北側を K 区 KDSK1 に、南側を K 区 SK69 に、

西側を K 区 SK42 によって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.11m

にわたって検出した。幅は 65 ～ 73㎝、深さは 14㎝である。本溝状遺構は K 区 SK323・SK324・

P331・P334 と重複しているが、全て本溝状遺構の床面直下からの検出である。遺物が出土してい

ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい K 区 SK69 が 1770 年代の遺構なのでそれと同時

期ないしそれ以前の遺構であろう。

K-2 SV303
本溝状遺構は K-2 区の北側に位置する。規模は南側を K 区 SK104 に、北側を K 区 SK106 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 1.40m にわたって検出した。

幅は 36 ～ 60㎝、深さは 6㎝である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-2 SV305
遺構かどうか明確でなかった。磁器 11 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 19 点、鉄製品 3 点、瓦

が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点、見込み五弁花コンニャク印判の皿 1 点等が、陶器に

は関西系碗 13 点うち色絵 7 点、高台内の削りが高台脇より深い唐津皿 1 点、蛇の目高台の萩藁灰

釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 12 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 1 点等がある。朝顔形

碗があるので 18 世紀後半以降の遺物である。

K-3 SV401
本溝状遺構は K-3 区の北東側に位置する。南側 K 区 SK211 に、北側を K 区 KDSV1 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.83m にわたって検出した。幅は

54㎝前後、深さは 10㎝である。切りあい関係より本遺構が K 区 SK211・KDSV1 に先行する。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 6 点が出土した。磁器には青磁染付朝顔形碗 1 点等が、土

師質瓦質土器には内耳土器 5 点等がある。青磁染付朝顔形碗があるので 18 世紀後半以降に廃絶し

た溝状遺構である。
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K-2 SV402
本溝状遺構は K-2 区の北西側に位置する。東側をトレンチによって切られているため不明な部分

があるが、現状では南北方向に長さ 2.85m にわたって検出した。幅は不明であるがトレンチの東

端までには本遺構の東端が収まると考えられることから 100㎝以内と推測される。深さは 34㎝であ

る。本溝状遺構は K 区 SK429 に切られていることから SK429 に先行する。瓦のみが出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

K-3 SV501
本溝状遺構は K-3 区東側に位置し、東西方向に長さ 6.93m にわたって検出した。幅は 42 ～ 86 ㎝、

深 さ は 53 ㎝ で あ る。 本 溝 状 遺 構 は K 区 SK506・SK545・SK546・SK569・SK560・SK561・

SK559・SK5001・SK518 と重複しているが、遺構の前後関係を整理すると（古）SK545・SK546・

SK559・SK560・SK561・SK569・SK5001 →本溝状遺構→（新） SK506・SK518 となる。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

K-3 SV502　 遺物実測図

本溝状遺構は K-3 区北西側に位置する。西側を P206 に、東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.45m にわたって検出した。幅は 28 ～ 32 ㎝、

深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。備前袋物 1 点、瓦が出土した。瓦には三つ巴紋軒丸

瓦 1 点（1）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

KDSK
K-2 KDSK1

磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、青銅製品が出土した。

K-2 KDSK2
磁器、陶器が出土した。

K-2 KDSK3
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形が出土した。

K-2 KDSK4
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-2 KDSK5
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。
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K-1 KDSK6
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、スレートが出土した。

K-2 KDSK7
磁器、コンクリート片が出土した。

K-1 KDSK8
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-3 KDSK9
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形が出土した。

K-1 KDSK10
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-1 KDSK11
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-2 KDSK12
磁器、陶器、鉄製品が出土した。

K-1 KDSK13
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

K-1 KDSK14
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-1 KDSK15
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

K-1 KDSK16
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

K-3 KDSK17
陶器が出土した。
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K-1 KDSK22　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。陶器に瀬戸美濃灰釉丸碗（1）がある。

K-1 KDSK23
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。内面にカルシウム分の付着する大甕が最低 2 個体分、

大谷大甕 2 個体分ある。便所甕か。

K-1 KDSK24
陶器、土師質瓦質土器、ガラス、歯ブラシが出土した。

K-2 KDSK25
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、瓦が出土した。

K-2 KDSK26 ＝ H-3 SV1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

遺物はすべて H-3 区 SV1 部分出土のものである。

磁器 534 点、陶器 613 点、軟質施釉陶器 23 点、土師質瓦質土器 356 点、人形 4 点、石製品 20 点、

金属製品 51 点、ガラス 3 点、銭貨 2 点、瓦が出土した。磁器にはクロム青磁碗 1 点、深小丸碗 2 点、

端反碗 26 点うち瀬戸美濃 13 点うち篆書体異形字紋 1 点麦藁手 1 点・砥部 3 点うち焼き継ぎ痕 1 点・

関西系蓋 1 点、関西系碗 2 点、薄手小坏 3 点うち白玉 2 点で見込みに山水紋 1 点、広東碗 1 点、小

丸碗 1 点、青磁染付朝顔形碗 4 点うち蓋 1 点、瀬戸美濃碗 3 点、外面貝殻状に型押し成形した白磁

紅皿 3 点、蛇の目凹型高台の高台高の高い焼き継ぎ痕のある皿 1 点、上質の香炉火入れ 1 点

（H-2SK204、SK208 と接合）、同一個体と思われる被熱した矢羽紋碗 7 点（SK208 と接合）等がある。

陶器には行平鍋 14 点うち蓋 2 点、土瓶・急須 83 点、瀬戸美濃甕鉢類 10 点、底部に焼成後の穿孔

がある同半胴 1 点（H-3 区 1 層と接合）（1）、鉄釉鍋 2 点、関西系灯明皿または受皿 8 点、同燗徳

利 29 点、同碗 63 点うち体部に緑釉流し掛ける同一個体と思われる端反碗 3 点・細かい貫入の入る

端反碗口縁部 8 点・鉄絵半筒碗 1 点・色絵 7 点、同柄杓 1 点、同鳥餌入れ 1 点、萩藁灰釉碗 2 点・

同皿 6 点等が、軟質施釉陶器には色絵人形 1 点、行平鍋 2 点等が、土師質瓦質土器には内面にカル

シウム分の付着するもの等甕 45 点、涼炉 2 点、皿 60 点、内耳土器 48 点うち A 群口縁部 11 点う

ち内耳部分 1 点で穿孔するが突き抜けない・C 群口縁部 5 点うち内耳部分 1 点で先細りの穿孔、板

作り成形焼塩壷 3 点、サナ 1 点等がある。人形には型合わせ中実で台付きの馬 1 点等が、石製品に

は硯 10 点、砥石 3 点（3）、チャート製火打ち石 2 点、碁石 1 点が、金属製品は大部分が和釘と思

われるが錆が著しく明確でない。青銅製砲弾型製品がある。銭貨には寛永通寶 3 期 1 点（6）、背に

「元」の字のある 2 期 1 点（5）がある。

下層からは磁器 75 点、陶器 88 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 98 点、砥石 1 点、鉄製

品 24 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 6 点うち瀬戸美濃 1 点・砥部 1 点、その他瀬戸美濃製品

3 点、広東碗 1 点、縦方向のへら彫りをする同一個体と思われる青磁香炉火入れ 3 点、薄手小坏 3
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点うち鉛ガラスに呉須を混ぜて絵を描いたもの 2 点・色絵 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、瀬戸

美濃緑釉瓶掛 1 点、同灰釉植木鉢 1 点、土瓶 4 点、関西系灯明皿 1 点、同灯明受皿 1 点、同蓋物 1 点、

同一個体と思われる高台内に貝目痕ある萩藁灰釉皿 3 点・同碗 1 点、口縁部が広がる錆釉皿 1 点（2）

等が、軟質施釉陶器には土瓶釣り手掛け部 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 8 点、内耳土器 6 点

うち A 群口縁部 1 点、皿 23 点等がある。

最下層からは磁器 53 点、陶器 40 点、土師質瓦質土器 46 点、鉄製品 5 点、寛永通寶 3 期 1 点（4）、

瓦が出土した。磁器には深小丸碗 1 点、紗綾形紋型皿 1 点、端反碗 5 点うち瀬戸美濃 2 点、広東碗

2 点うち蓋 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には鉄釉鍋 3 点、土瓶 6 点、関西系碗 4 点うち

口縁部に緑釉掛け流す同一個体と思われる端反碗 2 点、体部面取りする端反碗 1 点等が、土師質瓦

質土器には内耳土器 10 点うち A 群口縁部 3 点・C 群口縁部 1 点、皿 13 点等がある。鉄製品点に

は包丁？ 1 点、和釘 2 点がある。

掘り方からは磁器 7 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 6 点、硯 1 点、瓦が出土した。磁器には西洋

コバルトの手書き碗 1 点、関西系碗蓋 1 点等が、陶器には行平鍋 2 点、土瓶 2 点等がある。

掘り方に西洋コバルトの手書き碗があり、埋土にクロム青磁碗があることから近代の遺構である。

K-2 KDSK27
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、碁石、砥石、鉄製品点、ガラス、瓦が出土した。

K-3 KDSK28
鉛の塊状のものが出土した。

KDSV
K-3 KDSV1

磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

K-2 KDSV2
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、寛永通寳 3 期 1 点、瓦が出土した。

K-1 KDSV3
磁器、陶器、土師質瓦質土器、青銅製品、瓦が出土した。

K-2 KDSV4　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。陶器には関西系筒形碗 1 点（1）等がある。

K-1 KDSV7
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。
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K-3 KDSV8
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

（12）L 区の遺構と遺物

SA
L SA201

本遺構は L-3 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に L 区 P528・L 区 P529・L 区

P531・L 区 P214・L 区 P213・L 区 P222・K 区 P206・K 区 P205・K 区 P204・K 区 P203・K 区

P202・K 区 P201・K 区 P207 で構成されている。柱間隔は西より 200㎝・160㎝・153㎝・138㎝・

170㎝・150㎝・154㎝・144㎝・147㎝・141㎝・156㎝・137㎝となり、柱間隔は一定ではない。規模

は東西ともさらに調査区外に延びる可能性があり 1875㎝以上と推測される。遺構の性格としては

柵列の可能性がある。柱穴出土遺物より時期は 19 世紀代と考えられる。

L-3 P213 からは磁器 9 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 19 点、ガラス棒 1 点、鉄製品 1 点、瓦

が出土した。磁器には同一個体と思われる染付薄手小坏 4 点、鉄釉天目形碗 1 点等が、陶器には備

前擂鉢 1 点、同灯明受皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 11 点、内耳土器 4 点等がある。薄手小

坏があるので 19 世紀代の遺物であろう。

L-3 P214 からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。磁器には焼き継ぎ痕の

ある輪花皿 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点等がある。焼き継ぎ痕のある皿があるので 19 世紀代

の遺物であろう。

L-3 P222 からは磁器 3 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。

磁器には雑なつくり絵付けの碗 1 点、八卦紋碗 1 点等が、陶器には明るい胎土の唐津刷毛目碗 1 点、

同じ特徴の瓶 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 9 点うち C 群口縁部 2 点等がある。

土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺物であろう。

L-3 P531 （＝ P603 ＝ P642）からは遺物が出土していない。

K-3 P201 からは青磁染付碗 1 点、土師質瓦質土器 2 点うち土師質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点、

鉄製品 1 点、瓦が出土した。

K-3 P202 からは磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 10 点、鉄製品 3 点が出土した。磁器には

青磁染付丸形碗 1 点、蓋物蓋 1 点が、陶器には関西系灯明皿 1 点、備前灯明皿 2 点、関西系碗 3 点

が、土師質瓦質土器には皿 1 点、甕 8 点、瓦質土瓶 1 点がある。関西系灯明皿があるので 19 世紀

代の遺物であろう。

K-3 P203 からは磁器 1 点、陶器 2 点、土師質甕 17 点、瓦が出土した。陶器には土瓶 1 点、瀬戸

美濃腰錆碗 1 点がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺物であろう。

K-3 P204 からは瓦のみが出土した。

K-3 P205 からは磁器 1 点、関西系色絵陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。土師質瓦

質土器には外面口縁部に凹線が 1 本巡る佐野甕口縁部 1 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。
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K-3 P206 からは磁器 1 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 13 点、人形類 1 点、瓦が出土した。陶器

には同一個体と思われる関西系蓋物 2 点、同燗徳利 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土

器 C 群口縁部 2 点等がある。

K-3 P207 からは軟質施釉陶器箱庭 1 点、土師質皿 1 点が出土した。

L SA301　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本遺構は L-3 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に L 区 SK462・L 区 P621・L

区 P305・L 区 SK317・L 区 SK419・L 区 SK435・K 区 SK304・K 区 SK322・K 区 P323 で構成され

ている。柱間は西より 153㎝・152㎝・263㎝・170㎝・163㎝・404㎝・372㎝・188㎝となり、L 区

SK435 と K 区 SK304 の間と K 区 SK304 と K 区 SK322 の間は K 区 SK92 等によって削平を受けて

いることから、それらの間に一つずつピットが存在していた可能性がある。規模は東西の調査区外

にさらに続く可能性があり、1885㎝以上と推測される。遺構の性格としては柵列と推測される。下

記柱穴出土遺物より時期は 1780 ～ 1810 年と推測される。

L-3 SK317 は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 56㎝の円形、

底部は長径 42㎝、短径 40㎝の円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。

若松紋の染付小碗 1 点（1）、唐津二彩手刷毛目大皿 1 点（2）が出土した。

L-3 SK419 は L-3 区の北東側に位置する。規模は上端が長径 37㎝、短径 36㎝の不整形な円形、

底部は長径 23㎝、短径 22㎝の不整形な円形を呈している。深さは 11㎝である。瓦のみが出土した。

L-3 SK435 は L-3 区の北東側に位置する。形態と規模は東側を L 区 KDSV1 より派生する溝によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝前後、短径 50㎝前後の不整

形な円形、底部は長径 40㎝、短径 36㎝の不整形な円形と推測される。深さは 38㎝である。遺物は

出土していない。

L-2 SK462 は L-3 区の北西側に位置する。形態と規模は上端が長径 53㎝、短径 28㎝の楕円形、

底部は長径 42㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 15㎝である。本柱穴は L 区 SK463 と

切りあい関係にあり、SK463 より新しい。瓦のみが出土した。

K-3 SK304 は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 42㎝以上の不整形な隅丸長方形、底

部は長径 39㎝以上、短径 26㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 13㎝である。磁器

28 点、陶器 19 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 30 点、人形類 5 点、砥石 2 点、鉄製品 6 点、

瓦が出土した。磁器には広東碗蓋 2 点、小広東碗 1 点、朝顔形碗蓋 2 点、望料碗蓋 1 点、半球碗 1 点、

陶胎染付碗 1 点、蛇の目凹型高台の高台高低い皿 1 点等が、陶器には関西系碗 8 点、関西系色絵香

炉火入れ 1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、内面に粗い格子状の当具痕のある同一個体と思われる唐津壷

甕 3 点、粗い胎土の薩摩？土瓶 1 点、福岡鉄釉壷甕 1 点、外面体部に菊花紋の刻印のある備前瓶 1

点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 18 点うち A 群口縁部 3 点・C 群口縁部 6 点うち 4 点は端部

が T 字形になる、皿 1 点、甕 9 点うち端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点・外面にススが付着す

る底部 1 点等がある。広東碗はあるが端反碗はないので 1780 年～ 1810 年の遺物であろう。
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L-2 P305 からは土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。

L SA302
本遺構は L-2 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に L 区 SK337・L 区 P619・L

区 P587・L 区 SK523・L 区 SK609・K 区 SK308・K 区 P332 で構成されている。柱間が西より 255㎝・

304㎝・304㎝・304㎝・304㎝・268㎝で、規模は西側の調査区外に続く可能性があり、東西方向に

1744㎝以上と推測される。遺構の性格としては柵列および建物跡が考えられるが、どちらかは特定

できない。下記柱穴出土遺物より時期は 1650 年以降の年代が考えられる。

L-2 SK337 は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK3 に、南側をトレンチ

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 24㎝以上、短径 15㎝以上、

底部は長径 15㎝以上、短径 11㎝以上と推測される。遺物は出土していない。

L-2 SK523 は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 49㎝のゆがん

だ方形、底部が長径 35㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。本柱穴は L 区 SK550 と一部重複して

いるが、切り合い関係より本柱穴は SK550 より新しい。埋土に若干炭化物が含まれていた。土師

質皿 1 点、瓦、鉄製品 1 点が出土した。SK550 より新しいので 1650 年以降の柱穴であろう。

L 区 SK609 は K-2・3 区の西側に位置する。K 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付

けた。形状及び規模は西側と南側をトレンチで削られているため不明な部分が多いが、現状では上

端が長径 68㎝以上、短径 63㎝の隅丸方形、底部は長径 41㎝、短径 28㎝以上の隅丸方形と推測され

る。瓦のみが出土した。

L-2 P587 からは陶器 2 点のみが出土した。

L-2 P619 からは瓦のみが出土した。

K-2 SK308 は K-2 区と K-3 区の境に位置する。形状及び規模は上端が長径 45㎝、短径 38㎝の楕

円形、底部が長径 35㎝、短径 29㎝の楕円形を呈している。深さは 40㎝である。内部には杭を立て

ていたと考えられる小穴を検出した。本柱穴は K 区 SK315・P309 の床面直下から検出されている

ため両遺構に先行する。染付蓋物 1 点、外面口縁部に凹線 1 本巡り厚手で器壁の内側が黒灰色にサ

ンドイッチ状になる同一個体と思われる土師質甕 27 点、瓦が出土した。柱痕部からは同じ甕の破

片 3 点が出土した。

K-2 P332 からは柱痕から瓦のみが、掘り方から軟質施釉陶器皿 1 点、瓦が出土した。

L SA401
本遺構は L-3 区から K-3 区にかけて位置する。本遺構は西から東に L 区 P640・L 区 P638・L 区

P641・L 区 P604・K 区 P620・K 区 SK411・K 区 SK413 で構成されている。柱間は西より 188㎝・

183㎝・221㎝・368㎝・448㎝・203㎝で、柱間に規則性は見られない。ただし、L 区 P604 と K 区

P620 の間、K 区 P620 と K 区 SK411 の間はそれぞれ柱間が 369㎝、448㎝で、L 区 SK332 や K 区

SK527 によって削平され、間に 1 つずつピットが存在していた可能性がある。本遺構は東側を K

区 SV401 によって削平を受け、西側は調査区外となりさらに続いている可能性がある。規模は東
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西方向に 1650㎝以上と推測される。遺構の性格としては柵列と推測される。時期は不明である。

K-3 SK411 は K-3 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 44㎝の円形、底

部は長径 32㎝、短径 9㎝の円形を呈している。深さは 22㎝である。瓦のみが出土した。

K-3 SK413 は K-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 46㎝、短径 41㎝の楕円形、

底部は長径 36㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。深さは 26㎝である。遺物は出土していない。

L-3 P604 からは人形 1 点のみが出土した。

SK
L-2 SK2

本土坑は L-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 63㎝、短径 42㎝の不整形な円形、

底部は長径 57㎝、短径 32㎝の不整形な円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明

である。陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、人形 2 点、硯 1 点、瓦が出土した。陶器には関西系色絵

碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少

ないため時期は不明である。

L-3 SK（2）　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区に位置するが、実測できておらず、正確な位置が不明である。磁器 19 点、陶器

21 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 54 点、人形類 3 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器

には陶胎染付碗 5 点、蓋物蓋 1 点、外面菊唐草紋内面にも半菊紋を描く碗 1 点（1）等が、陶器に

は鉄釉鍋 1 点、同一個体と思われる土瓶 3 点、関西系碗 4 点、見込み蛇の目釉剥ぎする唐津刷毛目

皿 1 点、備前瓶 4 点、同擂鉢 1 点、福岡か鉄釉藁灰釉掛け分ける碗 1 点等が、軟質施釉陶器には橙

褐色の胎土の鬢盥 1 点が、土師質瓦質土器には皿 30 点うち橙褐色 15 点・灰白色 15 点、内耳土器

11 点うち A 群口縁部 6 点うち内耳部分 3 点でいずれもしっかり穿孔する・C 群口縁部 1 点、甕 10

点等がある。鍋・土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-2 SK3　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外になるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 112㎝、短径 104㎝以上の不整形な円形、底部は長径 69㎝、短径 58㎝以

上の不整形な円形と推測される。深さは 48㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 27 点、陶器 54 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 26 点、鉄製品 3 点、深緑色のボト

ル瓶口縁部 1 点（7）、瓦が出土した。磁器には端反碗 4 点うち焼き継ぎ痕ある中国？ 1 点、広東碗

2 点うち蓋 1 点、望料碗蓋 1 点、瀬戸美濃薄手小坏 1 点、同燗徳利 1 点、ミニチュア碗 1 点（1）

等が、陶器には行平鍋 2 点、関西系灯明受皿 2 点、同一個体と思われる燗徳利 14 点、同碗 7 点う

ち細かい貫入の入る端反碗 2 点・色絵碗 1 点、土瓶 11 点うち羽釜土瓶 1 点、擂鉢 2 点うち明石 1

点（2）、同一個体と思われる備前花生け 2 点（3）、唐津見込み蛇の目釉剥ぎしアルミナ塗布する鉢

1 点等が、軟質施釉陶器には箱庭石灯籠 1 点が、土師質瓦質土器には皿 5 点うち静止糸切り底 1 点、
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羽釜 4 点、サナ 4 点（4）、目皿 2 点（5）、切れ込みがあり平面丸形で三足付きの同一個体と思われ

る焜炉 2 点、瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）1 点等がある。瓶の時期が明確でないが端反碗があり

西洋コバルトによる製品が見られないので 1810 年以降幕末までの遺構であろう。

L-3 SK（3）　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区に位置したと思われるが実測できておらず明確でない。実測図もない。上述の

L-2SK3 と同一遺構の可能性もあるが、遺物の時期が異なっており別遺構である可能性が高い。磁

器 25 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 75 点、人形 2 点、砥石 1 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。

磁器には陶胎染付碗 4 点、見込み五弁花コンニャク印判の作り絵付けの雑な皿 1 点等が、陶器には

関西系碗 5 点、唐津刷毛目大皿 3 点、同刷毛目蓋物蓋 1 点、擂鉢 4 点等が、土師質瓦質土器には皿

34 点うち橙褐色 29 点（1）・灰白色 4 点・黒灰色 1 点、内耳土器 28 点うち A 群口縁部 5 点うちし

っかり穿孔する内耳部分 1 点・B 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点等が出土した。朝顔形碗・小丸碗

等がなく 18 世紀前半の遺構の可能性がある。

L-2 SK4
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となり、北側は調査畔等の

設置により不明な部分があるが、現状では上端が長径 79㎝以上、短径 50㎝以上の楕円形、底部は

長径 72㎝以上、短径 44㎝以上の楕円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、土師質皿 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK5
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 59㎝の不整形な円形、

底部は長径 51㎝、短径 45㎝の不整形な円形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないが、出土状況より近代以降の遺構である。

L-1 SK6
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側を L 区 KDSK36 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 106㎝以上、短径 56㎝不整形な隅丸長方形、底部

は長径 93㎝以上、短径 29㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 46㎝である。本土坑は

SK39・SK76 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 21 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には広東碗蓋

1 点等が、陶器には擂鉢 9 点うち明石 1 点・堺明石 4 点、同一個体と思われる備前灰落とし 4 点、

萩藁灰釉鉢 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）9 点、内耳土

器 7 点、皿 2 点等がある。明石擂鉢があるので 19 世紀代の遺構である。

L-1 SK9
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本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 37㎝以上の不整形な形、底部は長径

18㎝以上、短径 16㎝以上の不整形な形と推測される。本土坑は L 区 SK69・SK70 埋没後に作られ

ている。遺構の性格は不明である。陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。陶器には土瓶 2 点

等が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点等がある。土瓶が

あるので 18 世紀後半以降の遺構であるが、層序より本土坑に先行する L 区 SK21 が 1780 年以降の

遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

L-1 SK10
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 47㎝、短径 42㎝の不整形な円形、

底部は長径 37㎝、短径 33㎝の不整形な円形を呈している。本土坑埋没後に L 区 SK71・SK30 は作

られている。遺構の性格は不明である。関西系陶器燗徳利 1 点、土師質皿 1 点が出土した。燗徳利

があるので 19 世紀代以降の遺構であろう。

L-1 SK11
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 62㎝、短径 46㎝の不整形な円形、

底部は長径 44㎝、短径 36㎝の不整形な円形と推測される。深さは 5㎝である。本土坑は L 区 SK34

埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。鉄製品 5 点、砥石 1 点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK34 が、1810 年以降の遺構なので、それと同時

期であろう。

L 区  SK12
本土坑は K-1 区の西側に位置する。K 区に位置するが調査時に誤って L 区の遺構番号を付けた。

形態及び規模は東側をトレンチ等によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が

長径 92㎝以上、短径 58㎝の楕円形、底部は長径 76㎝以上、短径 36㎝の楕円形と推測される。深さ

は 40㎝である。本土坑は K 区 SK40 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 16 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 29 点、ミニチュア 1 点が出土した。磁器には青磁染付

丸形碗 1 点、外面コンニャク印判の碗 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、同水滴 1 点、瀬戸美濃口

縁部が内抱えになる灰釉水盤 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 20 点、皿 4 点、内耳土器 C 群口縁

部 1 点等がある。青磁染付碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-1 SK13
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外に、東側を L 区 KDSV1 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 272㎝以上、短径 80㎝以上の隅

丸長方形、底部は長径 262㎝以上、短径 74㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 10㎝である。

本土坑は SK23・SK24 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。
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磁器 16 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品 5 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。陶

器には瀬戸美濃水甕 2 点、鉄釉鍋 3 点、備前灯明皿 4 点、関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器には

皿 9 点等がある。瀬戸美濃水甕があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

L-1 SK14　陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 105㎝、短径 96㎝の不整形な方

形、底部は長径 55㎝、短径 51㎝の不整形な方形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑は L 区

SK61 埋没後に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦転用品 1 点が出土した。磁器には望料碗蓋 5 点

3 個体分、見込み蛇の目釉剥ぎくらわんか手丸形碗 1 点等が、陶器には土瓶 2 点うち薩摩？（L1SK88、

L1KDSK8 と接合）1 点（1）、関西系碗 3 点うち色絵碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 5 点、内

耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。望料碗蓋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-1 SK15
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 72㎝、短径 47㎝の不整形な円形、

底部は長径 60㎝、短径 39㎝の不整形な円形を呈している。深さは 7㎝である。L 区 SV2 と切りあ

い関係にある。本土坑埋没後に SV2 は作られている。遺構の性格は不明である。

L-2 SK16
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV7 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 141㎝以上、短径 55㎝以上の楕円形、底部は長径

106㎝以上、短径 35㎝以上の楕円形と推測される。深さは 37㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK17
本土坑は L-1 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV6 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝、短径 32㎝以上の不整形な方形、底部は長径 51㎝、

短径23㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは6㎝である。遺構の性格は不明である。磁器2点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には関西系燗徳利 1 点等がある。燗

徳利があるので 19 世紀代の遺構であろう。

L-2 SK18
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 203㎝、短径 75㎝の不整形、底

部は長径 186㎝、短径 58㎝の不整形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。陶器

には関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。



― 626 ―

L-1 SK19
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 72㎝、短径 58㎝の不整形な円形、

底部は長径 36㎝、短径 32㎝の円形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 9 点、瓦が出土した。磁器には屈曲部が 2 段になる朝顔形碗

1 点等が、陶器には関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点、皿 3 点等がある。朝顔形

碗があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-1 SK20
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 38㎝の不整形な円形、

底部は長径 35㎝、短径 28㎝の不整形な円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は L 区 SK90・P10 埋没後に作られている。関西系碗 1 点、土師質皿 2 点が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK21
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側と東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 138㎝以上、短径 122㎝以上の不整形な楕円形、底

部は長径 99㎝以上、短径 76㎝以上の不整形な楕円形と推測される。深さは 32㎝である。遺構の性

格は不明である。本土坑は SK35・SK68・SK69・SK83・P4 埋没後に作られている。

磁器 2 点、陶器 10 点、土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 4 点が出土した。磁器には染付碗 1 点等が、

陶器には鉄釉鍋 1 点、堺明石擂鉢 1 点、唐津呉器手碗 1 点等がある。土師質瓦質土器には皿 4 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する

SK35 が 1780 年以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

L-1 SK22　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 116㎝、短径 94㎝の不整形な円

形、底部は長径 48㎝、短径 46㎝の円形を呈している。深さは 31㎝である。本土坑は SK81 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 37 点、鉄製品 9 点、砥石 1 点、瓦が出土した。磁器に

は見込み蛇の目釉剥ぎ外青磁丸形碗 1 点等が、陶器には土瓶 2 点うち三彩土瓶 1 点、鉄釉鍋 1 点、

関西系碗 8 点うち色絵 1 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、同壷甕 4 点等が、土師質瓦質土器には皿 16 点（1）、

内耳土器 7 点うち A 群口縁部 5 点うち内耳部分 1 点で工具で突いただけである。三彩土瓶がある

ので 19 世紀第 2 四半期以降の遺構であろう。

L-1 SK23
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 77㎝、短径 66㎝の不整形な円形、
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底部は長径 46㎝、短径 37㎝の不整形な円形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑は L 区

SK41・SK13 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK41 →本土坑→ SK13 （新）となる。

遺構の性格は不明である。磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 1 点が出土した。磁

器には内面口縁部四方襷紋の碗蓋 2 点等が、陶器には土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK24
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 74㎝、短径 59㎝の不整形な円形、

底部は長径 53㎝、短径 37㎝の不整形な円形を呈している。深さは 4㎝である。本土坑埋没後に L

区 SK13 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 7 点、

人形 1 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。磁器には内面口縁部四方襷紋碗 1 点等が、陶器には関西系

碗 5 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点等が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK25
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 183㎝、短径 100㎝の隅丸長方形、

底部は長径 145㎝、短径 59㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 50㎝である。本土坑は

SK211 を削平している。磁器 10 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 6 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。

磁器には西洋コバルトの手書き製品 1 点、瀬戸美濃端反碗蓋 1 点等が、陶器には関西系碗 6 点、同

柄杓 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。西洋コバルト製

品があるので近代の遺構である。

（L-3SK27 ＝ J-1 SK37）

L-1 SK28
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝以上、短径 26㎝以上、底部は長径 46㎝以上、短径

20㎝以上と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は L 区 SK96 埋没後に作られている。遺構の

性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 2 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器に

は端反碗 3 点うち砥部多重圏線碗 1 点、同一個体と思われる蛇の目凹型高台の高台高高い皿 2 点、

蓋物蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。砥部多重圏線端反碗があるので 1850 年以

降の遺構であろう。

L-1 SK29
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。規模は南側をトレンチによって切られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 112㎝以上、短径 21㎝以上、底部は長径 106㎝以上、短径 12㎝以
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上と推測される。形態は不明である。深さは 20㎝である。本土坑は SK92 埋没後に作られている。

磁器 8 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK（29）
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 100㎝、短径 93㎝の楕円形、底

部は長径 79㎝、短径 72㎝の楕円形を呈している。深さは 59㎝である。本土坑は P8 埋没後に作ら

れている。遺構の性格は不明である。歯ブラシが出土しており近代遺構である。

L-1 SK30 ＝ SK72
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝以上、短径 50㎝の不整形、底部は長径 54㎝以上、

短径 39㎝の不整形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は L 区 P10・SK39・SK10・SK71・

SK84 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK71・SK84 → SK39 →本土坑→ P10 →

SK10 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。陶器には同一個体と思われる関西系

碗 4 点、堺明石擂鉢 1 点、土師質皿 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK31
L-1 区に位置するが、遺構かどうか明確でなかった。磁器 19 点、陶器 23 点、軟質施釉陶器皿 2 点、

土師質瓦質土器 17 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には朝顔形碗 2 点うち高台脇に段を有す

る身 1 点・白磁蓋 1 点、半球碗 2 点、同一個体と思われる輪花深皿 3 点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点、

鉄釉羽釜土瓶 1 点、土瓶 5 点、関西系碗 4 点うち色絵 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、備前灯明受皿 2 点、

同灯明皿 1 点等が、軟質施釉陶器には橙褐色の胎土の同一個体と思われる灯明皿 2 点が、土師質瓦

質土器には皿 8 点、内耳土器 9 点うち A 群口縁部 3 点うち内耳部分 1 点は穿孔するが突き抜けない・

C 群口縁部 2 点がある。朝顔形碗があり 18 世紀後半以降の遺物である。

L-1 SK32
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 41㎝、短径 40㎝の円形、底部は

長径 33㎝、短径 32㎝の円形を呈している。深さは 11㎝である。本土坑は L 区 SK45・SK88 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。瓦質土瓶 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期

は明確でないが、本土坑に先行する SK45 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ない

しそれ以降の遺構であろう。

L-1 SK33
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 15㎝、短径 13㎝の楕円形、底部
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は長径 10㎝、短径 6㎝の楕円形を呈している。深さは 4㎝である。形態から柱穴の跡と考えられる。

遺構の性格は不明である。蓋物熨斗状摘み 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でな

いが、層序より本土坑に先行する SK88 が 18 世紀後半以降の遺構なので、それと同時期であろう。

L-1 SK34
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態と規模は北側を L 区 SK37 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 104㎝以上、短径 92㎝の不整形な円形、底部は長径 56㎝、

短径 20㎝の不整形な円形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に L 区 SK11 は作られ

ている。遺構の性格は不明である。陶器 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない

が、層序より本土坑に先行する L 区 SK60 が 1810 年以降の遺構なので、それと同時期であろう。

L-1 SK35　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSK35 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 92㎝、短径 36㎝以上の楕円形、底部は長径 68㎝、

短径 19㎝以上の楕円形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑埋没後に L 区 SK21 は作られて

いる。遺構の性格は不明であるが、埋土に貝殻が多く含まれていた。

磁器 4 点、陶器 28 点、土師質瓦質土器 68 点が出土した。磁器には広東碗 3 点、青磁染付朝顔形

碗 1 点が、陶器には同一個体と思われる鉄釉土瓶 25 点うち蓋 1 点、唐津灰釉胎土目皿 1 点、擂鉢

2 点が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）61 点、端部が外傾し外面に凸出する同

一個体と思われる甕 7 点（1）がある。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

L-1 SK36
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 SV2 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝以上、短径 66㎝の不整形な円形、底部は長径 76㎝

以上、短径 41㎝の不整形な円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑埋没後に SV2 は作られ

ている。遺構の性格は不明であるが、埋土は橙褐色で焼土の可能性がある。鉄製品 2 点のみが出土

した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK37
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSK18 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 90㎝以上、短径 67㎝の隅丸長方形、底部は長径

74㎝以上、短径 50㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 55㎝である。本土坑は L 区 SK80・

SK34・SK60 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK80 → SK60 → SK34 →本土坑 （新）

となる。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 2 点が出土

した。陶器には鉄釉鍋 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。ガラスがあるの

で近代の遺構であろう。
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L-1 SK38
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝、短径 36㎝以上の楕円形、底部は長径 42㎝、短径

26㎝以上の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、土師

質皿 2 点が出土した。磁器には近代の印刷のものがある。近代の遺構であろう。

L-1 SK39
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SK30 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 39㎝、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 27㎝、短

径 20㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は L 区

SK30・SK84・SK6 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK84 →本土坑→ SK30 →

SK6 （新）となる。土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK40
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 33㎝の楕円形、底部

は長径 25㎝、短径 20㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。本土坑は SK64・SK45 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。土師質甕 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でないが、本土坑に先行する SK45 が 19 世紀第 2 四半期の遺構なのでそれと同時期ないし

それ以降の遺構であろう。

L-1 SK41
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 58㎝の不整形な円

形と推測され、底部は長径 53㎝、短径 32㎝の楕円形を呈している。深さは 32㎝である。本土坑埋

没後に P2・P1・SK23・SK13 は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

L-1 SK42
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 82㎝以上、短径 77㎝の不整形な円形、底部は長径 73㎝以上、短径 52㎝

の不整形な円形と推測される。深さは 9㎝である。本土坑は L 区 SK75 埋没後に作られている。遺

構の性格は不明である。土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿

2 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK43
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分があ
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るが、現状では上端が長径 82㎝以上、短径 42㎝以上の楕円形、底部は長径 66㎝以上、短径 32㎝以

上の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、土師質皿 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

（L-1SK44 ＝ SK87）

L-1 SK45　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本遺構は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 154㎝、短径 152㎝の円形、底部

は長径 138㎝、短径 136㎝の円形を呈している。深さは 142㎝である。本遺構内より井戸枠を湧水

の中で検出した。井戸枠は三重に作られており、一番外側に漆喰の枠があり、その内側に径が大き

い木製の井戸枠（径 138㎝）、さらにその内側に径の小さい木製の井戸枠（径 44㎝）があった。本

遺構構築後に SK40・SK64・SK32 は作られている。また本遺構は SK482 を削平している。

埋土中からは磁器 9 点、陶器 26 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 21 点、青銅製品 3 点、

瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃深小丸碗 1 点、素描きの端反碗 1 点、朝顔形碗 1 点、猪口 1 点等

が、陶器には行平鍋蓋 1 点、土瓶 2 点うち鉄砲口 1 点、関西系碗 2 点うち色絵 1 点、同燗徳利 3 点、

同格子状鎬の蓋物蓋（東大 TD-00-h）1 点、同白土描法の水滴（東大 TD-19）1 点、同白化粧土に

口縁部緑釉掛け流す香炉火入れ 2 点、瀬戸美濃長石釉甕鉢類 2 点、明石擂鉢 1 点、鉄釉鍋 1 点等が、

土師質瓦質土器には瓦質焜炉（日下分類Ⅰ B 類）2 点、練り込み手香炉火入れ 1 点、内耳土器 C

群口縁部 1 点、鍔付き角火鉢 12 点（1）、皿 1 点等がある。瓦には軒平ないし軒桟瓦 2 点（2）等が

ある。青銅製品には剣状製品 1 点等がある。

内枠内からは磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点等

が、陶器には行平鍋蓋 1 点（4）、関西系色絵碗 1 点がある。

内木枠と外木枠の間からは磁器 1 点、陶器 6 点、軟質施釉陶器 1 点、瓦が出土した。磁器には貝

殻状に型押し成形した白磁紅皿 1 点が、陶器には灰釉に緑釉を流し掛け内面体部に波状櫛描き紋、

見込みに重ね焼きの無釉部分のある瀬戸美濃鉢（東大 TC-5-I）1 点（3）、関西系碗筆立て 1 点等が

ある。

外木枠と漆喰枠の間からは瓦のみが出土した。

掘り方からは磁器 8 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 14 点、瓦が出土した。磁器には素描きの碗

1 点等が、陶器には瀬戸美濃長石釉火鉢 1 点、植木鉢 1 点、関西系碗 6 点等が、土師質瓦質土器に

は内耳土器 5 点うち A 群口縁部 2 点、皿 5 点等がある。

掘り方には植木鉢があるので 18 世紀第 4 四半期以降に築造され、埋め土に深小丸碗があるので

19 世紀第 2 四半期以降に廃絶したものと思われる。

L-2 SK46
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。規模は南側を L 区 KDSV7 によって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 92㎝、短径 24㎝以上、底部は長径 81㎝、短径 9㎝以上と推
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測される。形態は不明である。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、土師質

皿 2 点、丸釘 1 点が出土した。丸釘があるので近代の遺構である。

L-1 SK47
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 127㎝、短径 90㎝の不整形な方

形、底部は長径 114㎝、短径 76㎝の不整形な方形と推測される。深さは 40㎝である。本土坑は

SK48・P423・P5 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK48 →本土坑→ P5 → P423 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 1 点が出土した。磁器には染付皿 1 点が、陶

器には内面粗い格子状当具痕の唐津壷甕 1 点、暗い胎土で内面打ち刷毛目唐津刷毛目碗 1 点が、土

師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK48
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は南側を SK47・P5 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 96㎝、短径 41㎝以上の不整形な方形、底部は長径 85㎝、

短径 49㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は SK47・P5・P423 と切

りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK47 → P5 → P423 （新）となる。遺構の

性格は不明である。関西系陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 5 点うち土師質皿 4 点、鉄製品 2 点が出土

した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK50
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 183㎝、短径 104㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 121㎝、短径 52㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 54㎝である。遺構

の性格は不明である。磁器 13 点、陶器 9 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 13 点、人形か 1 点、

鉄製品 13 点が出土した。陶器には土瓶 1 点、関西系碗 3 点、鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器に

は皿 7 点等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-3 SK51　陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 69㎝、短径 55㎝の不整形な円形、

底部は長径 49㎝、短径 38㎝の不整形な円形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 10 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 15 点、人形 1 点、鉄製品点 3 点、青銅製飾り金具 1 点が

出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 3 点うち色絵 2 点（1）・線彫り 1 点、瓶 2 点、菊花皿 1 点等が、

陶器には土瓶 2 点うち三彩 1 点、関西系碗 1 点、唐津刷毛目溝縁大皿 1 点等が、土師質瓦質土器に

は土瓶 13 点うち瓦質 12 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点等がある。端反碗があるので 1810

年以降の遺構である。
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L-3 SK52
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 68㎝、短径 58㎝の不整形な円形、

底部は長径 53㎝、短径 45㎝の不整形な円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 3 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶器に

は関西系灯明皿 1 点、萩藁灰釉 1 点がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

L-3 SK53
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSV3 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝以上、短径 38㎝以上の円形、底部は長径 41㎝

以上、短径 32㎝以上の円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 5 点、

陶器 4 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質羽釜 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃端反碗 2 点、同幅広

高台碗 1 点等が、陶器には土瓶蓋 1 点、関西系細かい貫入の入る端反碗 1 点等が、軟質施釉陶器に

は橙褐色の胎土の同一個体と思われる鍋 2 点がある。瀬戸美濃高台幅広の碗があるので 19 世紀第

2 四半期以降の遺構であろう。

L-3 SK54　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南側に位置する。形態及び規模は東側を近現代建物基礎によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 17㎝以上の円形、底部は長径 47㎝

以上、短径 13㎝以上の円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。型押し成

形型紙摺り手塩皿 1 点（1）のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK55
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 48㎝、短径 26㎝以上の楕円形、底部は長径 27㎝、

短径 18㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。陶器には土瓶 1 点、高台内の削りが高台脇より深い唐

津皿 1 点が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 1 点、皿 1 点、十能 1 点がある。土瓶があるので 18 世

紀後半以降の遺構であろう。

L-3 SK56
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は北側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝、短径 41㎝以上、底部は長径 87㎝、短径 37

㎝以上と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。同一個体と思われる陶器灰

釉瓶 5 点うち 1 点は L-3 区トレンチと接合、土瓶 1 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 2 点が出土し

た。遺物が少ないため時期は不明である。
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L-3 SK57
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を KDSV3 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝、短径 26㎝以上の楕円形、底部は長径 57㎝、短径

17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。広東碗 1 点、明

石擂鉢 1 点、陶器土瓶 1 点、同一個体と思われる瓦質土瓶 7 点うち鉄砲口 1 点、内耳土器 A 群口

縁部 1 点で穿孔は工具で突いただけ、鉄製品 1 点、瓦が出土した。明石擂鉢があるので 19 世紀代

の遺構である。

L-3 SK58
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。規模は北側を近現代建物基礎によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 42㎝以上、短径 22㎝以上、底部は長径 34㎝以上、短径 16

㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。染付碗 1 点、

備前擂鉢 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK59
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は北側を近現代建物基礎によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 58㎝、短径 28㎝以上の楕円形、底部は長径 46㎝、

短径 20㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 3 点、

陶器 6 点、土師質瓦質土器 11 点が出土した。陶器には行平鍋？ 1 点、関西系碗 2 点うち細かい貫

入の入る端反碗 1 点、大谷製品 1 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 9 点等がある。行平鍋と思

われるものがあるので 19 世紀代の遺構であろう。

L-1 SK60
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 193㎝前後、短径 130㎝の不整

形な形、底部は長径 166㎝、短径 84㎝の不整形な形と推測される。深さは 35㎝である。本土坑は

L 区 SK96・SK79・SK37・SK63・SK93・SK80 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） 

SK93 → SK96 → SK80・SK79 → SK63 →本土坑→ SK37 （新）となる。磁器 14 点、陶器 9 点、土

師質瓦質土器 20 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、陶胎染付碗 2 点等が、陶

器には関西系蓋物蓋 1 点、同碗 1 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点、内耳土器 3 点う

ち A 群口縁部 2 点・C 群口縁部 1 点、サナ 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構で

ある。

L-1 SK61
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 45㎝、短径 24㎝の隅丸長方形、

底部は長径 22㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。



― 635 ―

本土坑埋没後に SK14 は作られている。青磁染付丸形碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

L-1 SK63
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 56㎝、短径 27㎝の楕円形、底

部は長径 45㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 5㎝である。本土坑は L 区 SK93・SK60

と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK93 →本土坑→ SK60 （新）となる。遺構の性

格は不明である。土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

L-1 SK64
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝以上、短径 48㎝の楕円形、底部は長径 62㎝以上、短

径 32㎝の楕円形と推測される。深さは 15㎝である。本土坑は L 区 SK40・SK45 と切りあい関係に

ある。構築順に整理すると（古） SK45 →本土坑→ SK40 （新）となる。遺構の性格は不明である。

鉄製品 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK45 が

19 世紀第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

L-1 SK65
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 39㎝の楕円形、底部

は長径 27㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。深さは 9㎝である。遺構の性格は不明である。同

一個体と思われる鉄釉鍋 3 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

L-1 SK66
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分があ

るが、現状では上端が長径 69㎝、短径 17㎝以上、底部は長径 57㎝、短径 11㎝以上の楕円形と推測

される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。関西系陶器碗 1 点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

L-1 SK68
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 42㎝の隅丸長方形、底部は長径 36㎝以上、

短径 19㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は SK21・SK69 と重複している。

構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK69 → SK21 （新）となる。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

備前擂鉢 1 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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L-1 SK69
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 40㎝の不整形な円形

と推測され、底部は長径 37㎝、短径 22㎝の不整形な円形を呈している。深さは 20㎝である。本土

坑は SK21・SK68・SK9 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK68 →本土坑→ SK21

→ SK9 （新）となる。遺構の性格は不明である。磁器 2 点うち梅樹紋の絵付けつくり雑な碗 1 点、

備前瓶 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK70
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 24㎝、短径 22㎝の不整形な円形、

底部は長径 13㎝、短径 12㎝の不整形な円形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑埋没後に L

区 SK9 は作られている。遺構の性格は不明である。関西系碗 1 点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

L-1 SK71
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 22㎝以上の楕円形、底部は長径 22㎝

以上、短径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑埋没後 SK10・SK30 は作

られている。遺構の性格は不明である。陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。陶器には

関西系平碗 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

（L-1SK72 ＝ SK30）
 
L-1 SK73

本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 24㎝、短径 17㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 14㎝、短径 9㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK74
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 44㎝、短径 40㎝の不整形な方形、

底部は長径 36㎝、短径 31㎝の不整形な方形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明

である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK75
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 21㎝、短径 20㎝の円形、底部

は長径 15㎝、短径 14㎝の円形を呈している。深さは 8㎝である。本土坑埋没後に SK42 は作られ
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ている。遺構の性格は不明である。内耳土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

L-1 SK76
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側を L 区 KDSK36 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 87㎝以上、短径 32㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 87㎝以上、短径 18㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑埋没後に L

区 SK6 は作られている。染付鉢 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK79
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 84㎝、短径 73㎝の不整形な円形、

底部は長径 62㎝、短径 52㎝の不整形な円形を呈している。深さは 29㎝である。本土坑埋没後に

SK60 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器 4 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 1 点が出

土した。磁器には染付碗 1 点等が、陶器には関西系碗 1 点、瀬戸美濃灰釉鉄釉掛け分け長石釉ちら

し碗 1 点等が、土師質瓦質土器には甕 11 点、皿 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK80　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 SK37 に、東側を L 区 SK60 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝以上、短径 68㎝以上の隅

丸方形、底部は長径 67㎝以上、短径 23㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 28㎝である。本土

坑埋没後に SK60・SK37 は作られている。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器土瓶 1 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 2 点、瓦転用品 1 点、

ガラス 2 点が出土した。磁器には高台内「大」の銘のくらわんか手雪輪梅樹紋丸形碗 1 点（1）、陶

胎染付碗 1 点、菊花散らし氷裂紋蓋物 1 点（2）が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口

縁部 2 点等がある。ガラスのうち 1 点は透明板ガラスであり混入であろう。くらわんか手碗がある

ので 18 世紀以降の遺構であろう。

L-1 SK81　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 129㎝、短径 125㎝の円形、底

部は長径 112㎝、短径 106㎝の円形を呈している。深さは 110㎝である。内部から湧水を伴い、木

製の井戸枠を検出した。井戸枠の形態及び規模は上端が長径 66㎝、短径 65㎝の円形、底部は湧水

が激しいため不明であった。本遺構埋没後に L 区 SK22 は作られている。

埋土上層からは磁器 5 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 20 点、人形 2 点、鉄製品 3 点が出土した。

磁器には灰落とし 1 点、壷口縁部 1 点、矢羽紋半球碗 1 点、青磁染付碗蓋 1 点等が、陶器には関西

系碗 3 点、擂鉢 4 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 11 点うち A 群口縁部 2 点、皿 6 点、焼塩

壷 1 点等がある。人形には型合わせ中実で底部に円錐形の孔がある鷹 1 点（19）等がある。
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井戸枠内からは磁器 103 点、陶器 110 点、軟質施釉陶器 3 点、土師質瓦質土器 239 点、人形類 6 点、

瓦転用品 2 点、鉄製品 11 点、瓦、木製品が出土した。磁器はすべて肥前である。小広東碗 1 点（1）、

望料碗 9 点うち輪宝紋身 6 点・蓋 2 点・梅樹紋身 1 点（2）、小丸碗 3 点（3）、同一個体と思われる

筒形碗 2 点、半球碗 8 点（4）（5）（6）、同一個体と思われる菊唐草紋筒形碗 2 点（7）、仏飯器 7 点

（8）（9）、蛇の目凹型高台の高台高低い皿 2 点うち高台内「富貴長春」の銘のある皿 1 点、糸切り

細工成形型紙摺りの手塩皿 3 点、口縁端部が一旦外反 したのち直立する鉢 5 点（10）等が、陶器

には関西系碗 44 点うち色絵半球碗 4 点・色絵平碗 5 点・鉄絵染付平碗 3 点（11）・小杉碗 2 点・鉄

絵染付筒形碗 1 点（12）、同鉄絵染付格子状鎬蓋物蓋 1 点（13）、同水滴 1 点（14）、信楽水差し蓋

1 点（15）、備前灯明皿 13 点うち 1 点は掘り方分と接合（16）（18）、同灯明受皿 2 点、瀬戸美濃腰

錆碗 2 点等がある。丹波甕 3 点うち甕口縁部 1 点（17）には釉が見られないが、同一個体と思われ

る他の破片には釉が掛け流されており長谷川分類Ⅳ B1b 類と思われる。軟質施釉陶器には船の箱

庭 1 点、碗形ミニチュア 1 点、灯明具 1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 129 点うち A 群口縁

部 42 点（1 点は上層と接合）うち内耳部分 10 点で先細り 7 点（36）・突き抜けないもの 3 点（35）・

C 群口縁部 3 点うち内耳部分 2 点で 1 点はしっかり穿孔・1 点は先細りになる（37）。1770 年代に

は穿孔するが突き抜けないものが一定量出現している。皿は 67 点うち橙褐色～黄白色 62 点・灰白

色 5 点で径 2 寸のものは周縁のみ窪み底部全体が饅頭心状に盛り上がるものも見られ（40）（41）（42）

（43）、2 寸半のものは中央と周縁が窪む（38）（39）。磨きかわらけ 1 点・手づくね 1 点が含まれる。

瓦質焜炉・火鉢 2 個体分 15 点、うち 1 点は掘り方分と接合、がある。木製品には金蒔絵の櫛（20）、

草履下駄（21）、箸（22）～（27）、墨書痕が多数ある板状製品（29）（30）、桶側板（31）、首長鳥

の頭部を表現したと思われる不明製品（28）、「氷砂唐」等の墨書のある曲物蓋（32）、栓ないし栓

状製品（33）（34）等がある。

掘り方からは磁器 4 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 5 点、鉄製品 8 点が出土した。磁器には蓋物

蓋 1 点等が、陶器には関西系碗点 6 点うち色絵半球碗 2 点・鉄絵染付平碗 1 点、備前灯明皿 1 点は

井戸枠内分と接合した。土師質瓦質土器には皿 3 点（44）（45）、井戸枠内分と接合する瓦質焜炉火

鉢 1 点等がある。

砂利層からは磁器 2 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。

井戸枠内出土の陶磁器の詳細についてはカウント表を参照されたい。磁器碗は陶胎染付碗と小広

東碗の間に集中していることから、本井戸は 18 世紀中頃に機能し、1770 年代に廃絶したものと思

われる。

L-1 SK82
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 107㎝、短径 91㎝の楕円形、底部

は長径 94㎝、短径 69㎝の楕円形と推測される。深さは 31㎝である。関西系碗 2 点うち色絵 1 点、

内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK83
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本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は北側と東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 42㎝以上、短径 38㎝以上の隅丸長方形、底部は長

径 36㎝以上、短径 32㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に L 区

SK21 は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK84
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は東側を L 区 KDSK36 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝以上、短径 21㎝の楕円形、底部は長径 42㎝

以上、短径 17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑埋没後に L 区 SK39 は作ら

れている。遺構の性格は不明である。関西系碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。

L-1 SK85　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は上端が長径 54㎝、短径 47㎝の楕円形、底

部は長径 34㎝、短径 26㎝の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は L 区 SK90 埋没後

に作られている。遺構の性格は不明である。外面桐紋コンニャク印判高台内「馬福」のくらわんか

手丸形碗 1 点（1）、鉄製品 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK87 ＝ SK44
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となっているため不明な部分

があるが、現状では上端が長径 67㎝、短径 51㎝の隅丸長方形、底部は長径 54㎝、短径 22㎝の隅丸

長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。土師質甕 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK88
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 186㎝以上、短径 118㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 140㎝以上、短径 86㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑埋没後

に SK32・SK33 は作られている。遺構の性格は不明である。磁器 12 点、陶器 9 点、土師質瓦質土

器 6 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には望料碗 1 点等が、陶器には土瓶 2 点うち薩摩か 1 点

（L-1SK14、L-1KDSK8 と接合）、唐津刷毛目鉢 1 点が出土した。望料碗があるので 18 世紀後半以

降の遺構であろう。

L-1 SK89
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 29㎝、短径 16㎝の楕円形、底

部は長径 20㎝、短径 9㎝の楕円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。遺
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物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK90
本土坑は L-1 区の中央部に位置する。形態及び規模は南側を L 区 SK85 とトレンチによって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 68㎝、短径 36㎝以上の隅丸方形、底部は

長径 46㎝、短径 25㎝以上の楕円形と推測される。深さは 5㎝である。本土坑埋没後に L 区 SK20

は作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK91
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。規模は東側と北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 25㎝以上、底部は長径 46㎝、短径 2㎝以

上と推測される。形態は不明である。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 6 点、

陶器 1 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK92　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-1 区の北東側に位置する。規模は西側、南側をトレンチによって削平を受けているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 33㎝以上、短径 23㎝以上の楕円形、底部は現状で長

径 22㎝、短径 11㎝以上の楕円形と推測される。本土坑埋没後に L 区 SK29 は作られている。

磁器 3 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 11 点が出土した。磁器には端反小坏 1 点等が、陶器には

鉄釉鍋 1 点、高台内楕円形の枠に「寶」の刻印のある関西系染付碗 1 点（1）等が、土師質瓦質土

器には皿 6 点、口縁端部をナデることによって外面にはみ出した粘土を下に巻き込む甕口縁部 1 点

（L-1SK243 と接合）（2）等がある。鍋があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-1 SK93
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。規模は北側をトレンチに、南側を SK96 によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 98㎝以上、短径 32㎝以上、底部は現状で長径

97㎝、短径 28㎝以上と推測される。形態は不明である。深さは 18㎝である。本土坑埋没後に L 区

SK60・SK63 は作られている。遺構の性格は不明である。陶器 2 点うち関西系碗 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK96　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 165㎝、短径 143㎝の円形、底

部は長径 139㎝、短径 121㎝の円形を呈している。深さは 70㎝である。本土坑は SK28・SK60・

SK93・K 区 SK26 と切りあい関係にある。構築順に整理すると（古） SK93 →本土坑→ SK60 →

SK28 → K 区 SK26 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 11 点、陶器 22 点、土師質瓦質土器 20 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には碗 7 点う
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ち高台内「太明成化年製」の銘のある唐草紋碗 1 点、猪口 1 点等が、陶器には明るい胎土の唐津碗

2 個体分 6 点、唐津刷毛目溝縁大皿 3 点、同呉器手碗 1 点（1）、同高台に錆釉を塗る同一個体と思

われる碗 2 点（2）、同内野山銅緑釉皿 2 点、関西系碗香炉火入れ 1 点（3）、信楽腰白茶壷 1 点（4）、

備前灯明受皿 1 点等がある。土師質瓦質土器には皿 12 点、内耳土器 4 点うち A 群口縁部 1 点、瓦

質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）2 点等がある。遺物が少ないので明確でないが半球碗や雑な絵付けつく

りの製品がなく 17 世紀代の遺構である可能性がある。

L-1 SK98
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 32㎝、短径 22㎝の楕円形、底

部は長径 23㎝、短径 13㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK99
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となるため不明な部分がある

が、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 30㎝の隅丸長方形、底部は長径 52㎝以上、短径 26㎝の隅

丸長方形と推測される。深さは 8㎝である。内部に石がある。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないため時期は不明である。

L-2 SK201
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態及び規模は上端が長径 99㎝、短径 45㎝の長楕円形、底

部は長径 86㎝、短径 29㎝の長楕円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 1 点、丸釘 1 点が出土した。丸釘があるので近代以降の遺構

である。

L-2 SK202　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となり不明な部分があるが、

現状では上端が長径 109㎝、短径 85㎝の円形、底部は長径 87㎝、短径 73㎝の円形と推測される。

遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 121 点が出土した。陶器には萩藁灰釉製品 1 点が、土師質

瓦質土器には甕 3 個体があり口縁端部が外面に凸出し外面が橙褐色から肌色のもの 11 点（1）、口

縁端部が外面に凸出し黄灰色のもの 51 点、内面にカルシウム分の付着する外面口縁端部を下に巻

き込む甕 51 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK203
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 49㎝の楕円形、底

部が現状で長径 42㎝、短径 32㎝の不整形な円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は
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不明である。土師質皿 4 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK204
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSV3 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 182㎝以上、短径 156㎝の不整形な長方形、底部は長

径 171㎝以上、短径 124㎝の不整形な長方形と推測される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明

である。本土坑は SK247・SK241・SK215 と重複しているが、全て本土坑床面直下より検出された

もので、本土坑に先行する。磁器 12 点、陶器 16 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 28 点、

鉄製品 7 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、猪口 2 点、蓋物蓋 1 点等が、陶器には関西

系碗 5 点うち色絵 2 点、明るい胎土の唐津刷毛目製品 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等があ

る。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK205
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 34㎝、短径 30㎝の円形、底部は

長径 24㎝、短径 20㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため

時期は不明である。

L-2 SK206
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV3 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝以上、短径 28㎝の楕円形、底部は長径 39㎝以上、

短径 21㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が一

個検出されている。備前瓶 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK208
本土坑は K-1 区の南西側に位置する。形態及び規模はその多くを北側にある L 区 KDSV6 によっ

て切られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 20㎝以上、短径 11㎝以上の楕円形、

底部は長径 25㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。染付

端反碗蓋 1 点、備前灯明受皿 1 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦が出土した。端反碗蓋があるので

1810 年以降の遺構である。

L-2 SK（208）
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 94㎝以上、短径 78㎝の不整形な長楕円形と推測され、底

部は長径 74㎝以上、短径 62㎝の不整形な長楕円形を呈している。深さは 24㎝である。遺構の性格

は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。
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L-2 SK209
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 34㎝、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 19㎝、短径 17

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。

L-2 SK210　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 176㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形、底部は長径 156㎝

以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 40㎝である。本土坑は SK244 を削平している。

遺構の性格は不明である。

磁器 12 点、陶器 15 点、土師質瓦質土器 91 点、人形 1 点、瓦が出土した。磁器には朝顔形碗 1 点、

くらわんか手丸紋丸形碗 1 点、蓋物身と蓋のセット各 1 点等が、陶器には明石擂鉢 2 点（1）（2）、

土瓶 1 点、同一個体と思われる備前壷 4 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 68 点うち A 群口縁

部 4 点うち内耳部分 1 点で 1 つの孔は突き抜け他の孔は突き抜けない（3）・C 群口縁部 5 点で内耳

部分は 1 点で先細りの穿孔のもの（4）、皿 1 点等がある。人形には型合わせ中実で底部に円錐形の

孔がある恵比寿 1 点（5）がある。明石擂鉢があるので 19 世紀代の遺構であろう。

L-3 SK211　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-2 区の北側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK25 に、西側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 27㎝以上の円形、

底部は長径 25㎝、短径 20㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は L 区 SK248 と

重複しているが、本土坑は SK248 埋没後に作られている。よって SK248 → SK211 → SK25 の順に

つくられたことになる。遺構の性格は不明であるが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土

坑であった可能性がある。

磁器 12 点、陶器 15 点、人形 1 点、土師質瓦質土器 37 点、鉄製品 6 点、青銅製品 1 点が出土した。

磁器には端反碗 2 点うち焼き継ぎ痕のある瀬戸美濃麦藁手 1 点（1）、小丸碗 1 点、瓶 4 点、型押し

成形型紙摺り手塩皿 1 点等が、陶器には行平鍋蓋 1 点、同脚付き灯明皿 1 点、関西系碗 3 点うち細

かい貫入の入る端反碗 1 点・小杉碗 1 点、同燗徳利 1 点、同蓋物 3 点うち蓋 2 点等が、土師質瓦質

土器には外面口縁部に凹線が 1 本巡り内面にカルシウム分の付着する佐野甕 4 点、瓦質火鉢 4 点、

瓦質土瓶 4 点、皿 4 点、内耳土器 2 点うち A 群口縁部 1 点、サナ 2 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ

C 類）5 点、焼塩壷蓋 1 点等がある。人形には型合わせ中空の船 1 点（2）がある。

端反碗があるので 1810 年以降の遺構である。

L-2 SK213
本土坑は L-2 区の南東に位置する。形態と規模は上端が長径 36㎝、短径 35㎝の円形、底部は長

径 24㎝、短径 22㎝の円形を呈している。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土が
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黒灰色であった。関西系碗 1 点、土師質瓦質土器 3 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

L-2 SK214　陶磁器観察表

本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形態と規模は北側を L 区 KDSK15 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 28㎝の楕円形、底部は長径 36㎝以上、

短径 21㎝の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。窯道具 1 点、土

師質瓦質土器 2 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。窯道具は 4 足付きハマで上面にはアルミナが厚く

塗布される（1）。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK215　 遺物実測図

本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK204 に、南側をトレンチに

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 106㎝以上、短径 56㎝の長方形、

底部は長径 105㎝以上、短径 44㎝の長方形と推測される。深さは 21㎝である。本土坑は L 区

SK204・SK241・SK247 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK247 → SK241 →本土坑→

SK204 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 25 点、瓦が出土した。陶器には細かい貫入の入る関西系

端反碗 1 点、体部から口縁部に鉄釉を掛ける擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には外面に赤泥塗布す

る同一個体と思われる土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）4 点、瓦質土瓶 4 点、内面にカルシウム分の

付着する甕 13 点、先細りの穿孔の内耳土器 C 群口縁部 1 点等がある。瓦には半菊紋の軒平ないし

軒桟瓦 1 点（1）等がある。関西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

L-3 SK217
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外となり不明な部分があるが、

現状では上端が長径 102㎝、短径 78㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は長径 86㎝、短径 70㎝以

上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、

陶器 4 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦が出土した。陶器には土瓶 1 点、同一個体と思われる藁灰釉碗

2 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。土瓶があるので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-3 SK218　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本遺構は L-3 区の中央部に位置する。内部より木製の井戸枠を検出した。形態及び規模は上端が

長径 163㎝、短径 124㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長径 121㎝、短径 109㎝の楕円形を呈してい

る。深さは 142㎝である。

埋土からは磁器 2 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 7 点、簪 1 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。

陶器には行平鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には土瓶注口 1 点等がある。簪は金メッキが施され二股

に分かれている。
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井戸枠内からは磁器 48 点、陶器 44 点、軟質施釉陶器鍋 1 点、土師質瓦質土器 58 点、人形 2 点、

瓦転用品 1 点、鉄製品 8 点、深緑色ガラス瓶底部 1 点が出土した。磁器には端反碗 11 点うち瀬戸

美濃 3 点・砥部多重圏線 2 点、その他瀬戸美濃 4 点うち外面瑠璃釉瓶 1 点・深小丸碗？ 1 点・薄手

小坏 1 点、蛇の目凹型高台の高台高高い志田皿 1 点等が、陶器には急須把手 1 点、行平鍋 5 点、灰

釉鍋 1 点、関西系燗徳利 5 点、同灯明皿 1 点、同碗 2 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点、土瓶 4 点、

萩藁灰釉碗 1 点、瀬戸美濃灰釉瓶（通い徳利）2 点、擂鉢 4 点うち明石 2 点等が、土師質瓦質土器

には瓦質土瓶 10 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、焜炉 5 点、竈 4 点、灯明具 1 点、皿 2 点

等がある。

掘り方からは磁器 30 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 25 点、人形 1 点、瓦転用品 1 点、鉄製品

3 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 2 点うち瀬戸美濃 1 点、同一個体と思われる青磁輪花小鉢 3

点（1）、外面貝殻状に型押し成形する紅皿 1 点、呉須を混ぜた鉛ガラスで紋様を描く薄手小坏 1 点

等が、陶器には行平鍋 3 点、土瓶 3 点、関西系碗 2 点うち口縁部に緑釉流し掛ける端反碗 1 点、同

燗徳利 1 点、同合子蓋 1 点（2）、瀬戸美濃水甕 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち

A 群口縁部 4 点うち内耳部分 2 点でいずれも穿孔するが突き抜けない、皿 4 点等がある。

掘り方には端反碗があり井戸枠内には砥部多重圏線端反碗があるので、1810 年以降に築造され

幕末に廃絶した井戸であろう。

L-3 SK219
本土坑は L-3 区の南側に位置する。形態及び規模は東側と北側を L 区 KDSV によって切られて

いるため不明な部分があるが、現状では上端が長径 114㎝以上、短径 48㎝以上の隅丸長方形と推測

され、底部は長径 100㎝、短径 38㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 29㎝である。遺構の性格

は不明である。磁器 5 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。陶器には同一個体と思

われる燗徳利 2 点等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 1 点等がある。燗徳利があるので 19 世紀代

の遺構であろう。

L-3 SK220　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形態と規模は北側を L 区 KDSV8 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 113㎝以上、短径 73㎝の隅丸長方形、底部は長径 106

㎝以上、短径 60㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 8 点、ガラス 1 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。陶器に

は関西系灯明皿 1 点、同碗 2 点、土瓶 2 点等が、土師質瓦質土器には瓦質火鉢（日下分類Ⅰ D 類）

1 点（1）、皿 5 点等がある。鉄製品には丸釘 3 点、和釘 1 点等がある。ガラスは白色である。丸釘、

ガラスがあるので近代以降の遺構である。

L-3 SK221　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 333㎝、短径 124㎝の不整形な隅
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丸長方形、底部は長径 315㎝、短径 107㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 32㎝である。

本土坑は L 区 SK235 を切っていることから、SK235 より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 10 点、陶器 18 点、土師質瓦質土器 29 点、人形類 3 点、砥石 1 点、鉄製品 2 点、鉄滓 1 点、

瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点、高台畳付に砂粒が多数付着する初期伊万里碗 1 点、小型

白磁猪口 1 点（1）等が、陶器には土瓶 3 点、関西系燗徳利 1 点（2）、同灯明皿 2 点、同蓋物 1 点、

同碗 2 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点（3）、備前壷 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 8

点うち A 群口縁部 1 点で口縁部は完形であるが内耳は消滅している（4）。皿 3 点、瓦質土瓶 2 点、

瓦質羽釜 1 点、瓦質火鉢 6 点等がある。人形類はすべて型合わせ中空である。また、厚さ 3.6㎝も

ある磚状の瓦質製品もある。

本遺構に先行する L 区 SK235 が 19 世紀初めの遺構なので、それと同時期かそれ以降の遺構であ

る。

L-3 SK222
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 59㎝、短径 44㎝の不整形な円形、

底部は長径 46㎝、短径 35㎝の不整形な円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は L 区

SK223・SK234 と重複しているが、SK234 は本土坑床面直下からの検出で、本土坑は両遺構より新

しい。遺構の性格は不明である。

陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 C

群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に先行する L-3SK223 が

1810 年以降の遺構であるので、それと同時期の遺構である。

L-3 SK223
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 SK222 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 62㎝以上、短径 34㎝の不整形な円形、底部は長径

52㎝以上、短径 29㎝の不整形な円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は L 区 SK234 と重

複しているが、SK234 は本土坑床面直下からの検出で、SK234 は本土坑に先行する。遺構の性格

は不明である。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点等が、陶器には萩藁灰

釉碗 1 点、行平鍋 1 点、瀬戸美濃鉄釉火鉢 1 点等がある。端反碗があるので 1810 年以降の遺構で

ある。

L 区  SK224
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。J 区に位置するが調査時誤って L 区で遺構番号を付けた。

形態と規模は上端が長径 48㎝、短径 40㎝の不整形な円形、底部は長径 42㎝、短径 34㎝の不整形な

円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 8 点が出土した。陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃瓶
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（通い徳利）3 点（うち 1 点は L-3SK228 と接合）等が、土師質瓦質土器には同一個体と思われる瓦

質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）4 点（うち 1 点は L-3SK228 と接合）等がある。L-3SK228 と接合する

ものが 2 点もあり同時期の遺構と考えられるため 1810 年以降の遺構と思われる。

L-3 SK225
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 27㎝、短径 12㎝の楕円形、底部

は長径 20㎝、短径 10㎝の楕円形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK226
本土坑は L-3 区の南西端に位置する。形態と規模は北側を L 区 P211 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝以上、短径 31㎝の楕円形、底部は長径 35㎝以上、

短径 20㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

L-3 SK227
本土坑は L-3 区の南東端に位置する。形態と規模は上端が長径 46㎝、短径 23㎝の楕円形、底部

は長径 42㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。陶

器土瓶か 1 点、関西系燗徳利 1 点、土師質羽釜 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。燗徳利があるの

で 19 世紀代の遺構であろう。

L-3 SK228　陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は南側を KDSV 等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 91㎝、短径 66㎝以上の不整形な円形、底部は長径 58㎝、

短径 49㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は L 区 SK229 と重複関係

にあると推測されるが、SV1 床面からの検出で、SK229 に先行すると思われる。遺構の性格は不

明である。

磁器 11 点、陶器 29 点、軟質施釉陶器 4 点、土師質瓦質土器 92 点、土錘 1 点（3）が出土した。

磁器には瀬戸美濃 4 点うち端反碗 2 点、焼き継ぎ痕のある氷裂紋皿 1 点等が、陶器には行平鍋 2 点、

同一個体と思われる関西系灯明受皿 2 点、同燗徳利 5 点、土瓶蓋 3 点、鉄釉急須ないし土瓶 1 点、

備前瓶 4 点、瀬戸美濃瓶（通い徳利）4 点（うち 1 点は L-3SK224 と接合）等が、軟質施釉陶器に

は脚付き灯明皿 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には瓦質土瓶 36 点、瓦質焜炉（日下分類Ⅱ Ca 類）

12 点（4）（うち 1 点は L-3SK224 と接合）、同一個体と思われる外面ミガキの瓦質焜炉 6 点、内耳

土器 4 点、皿 2 点（2）、同一個体と思われる火消し壷 12 点等がある。端反碗があるので 1810 年以

降の遺構である。
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L-3 SK229
本土坑は L-3 区の中央部に位置する。形態及び規模は南側を L 区 SV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 97㎝以上、短径 74㎝の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 86㎝以上、短径 60㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 47㎝である。本土坑は L 区

SK228 と重複していると予測されるが、SK228 は SV1 床面からの検出で、本土坑に先行するもの

と思われる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本遺構に

先行する L 区 SK228 が 1810 年以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

L-3 SK230　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 61㎝、短径 50㎝の不整形な円形、

底部は長径 48㎝、短径 36㎝の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 3 点、軟質施釉陶器ミニチュア瓶 1 点（1）、土師質瓦質土器 7 点が出土した。磁器

には同一個体と思われる焼き継ぎ痕のある色絵段重 2 点等が、陶器には関西系碗 2 点うち色絵 1 点

等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、凸帯の上に横長の把手の付く浅い羽釜 1 点等がある。焼き継ぎ

痕のある段重があるので 19 世紀以降の遺構であろう。

L-3 SK231
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 83㎝以上、短径 68㎝の不整形な円形と推測され、底

部は長径 53㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 7 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1

点等が、陶器には関西系灯明皿 1 点、同碗 1 点、土瓶 1 点、備前袋物 2 点等が、土師質瓦質土器に

は内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点等がある。関西系灯明皿があるので 19 世紀代の遺構であろう。

L-1 SK232
本土坑は L-1 区から L-2 区の境に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSK10 に、南側を L

区 KDSV7 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 74㎝以上、短径

56㎝の不整形な長方形、底部は長径 76㎝以上、短径 40㎝の不整形な長方形と推測される。深さは

30㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑であった

可能性がある。磁器碗 1 点、関西系色絵碗 2 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

L-1 SK233
本土坑は L-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を SK47 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝以上、短径 46㎝以上の楕円形、底部は長径 76㎝以上、

短径 39㎝以上の楕円形と推測される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に焼
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土が多く含まれていた。陶器 2 点、土師質瓦質土器 4 点、鉄製品 1 点が出土した。陶器には備前袋

物 2 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK234
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 86㎝、短径 65㎝の不整形な円形、

底部は長径 72㎝、短径 56㎝の不整形な円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は L 区

SK222・SK223・SK235 と 重 複 し て い る が、 構 築 順 に 整 理 す る と（ 古 ） SK235 → 本 土 坑

→ SK223 → SK222（新）となる。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、陶器 15 点、土師質瓦質土

器 10 点、瓦が出土した。陶器には灰釉土瓶 1 点、鉄釉で外面体部の釉を上下左右に掻き取り紋様

とする同一個体と思われる唐津鉢 3 点、唐津壷甕 2 点、瀬戸美濃灰釉鉢甕類 1 点等が、土師質瓦質

土器には把手付き瓦質土瓶 3 点等がある。本遺構に先行する L 区 SK235 が 19 世紀初めの遺構であ

るから、それと同時期ないしそれ以降の遺構である。

L-3 SK235　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の南西に位置する。形態と規模は東側を L 区 SV4 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 222㎝以上、短径 144㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長

径 215㎝以上、短径 135㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 36㎝である。本土坑は L 区

SK234・SK221 に切られていることから両遺構に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 91 点、陶器 147 点、軟質施釉陶器 2 点、土師質瓦質土器 273 点、人形類 14 点、鉄製品 39 点、

銅線 3 点、硯転用品 1 点、瓦が出土した。磁器には端反碗 1 点、広東碗 5 点うち蓋 3 点、望料碗 3

点うち亀甲紋のセット（2）（3）・蓋 1 点（1）、小丸碗 3 点（4）、半球碗 2 点（5）、白磁の端反る碗

1 点（6）、外面中央に鉄釉の帯の巡る同一個体と思われる筒形碗 5 点（7）、蓋物 3 点うち見込み丸

く釉剥ぎする色絵蓋物 1 点（8）、見込み五弁花コンニャク印判で蛇の目釉剥ぎし高台径の大きいつ

くりの雑な皿 1 点（9）、紅皿 3 点（10）等が、陶器には関西系碗 29 点うち色絵半球碗 7 点・小杉

碗 2 点うち色絵 1 点・平碗 1 点（11）・色絵深小丸形碗 1 点（12）、鉄釉鍋 5 点、瀬戸美濃灰釉片口

鉢 2 点（13）、同腰錆碗 2 点（14）、絵唐津瓶 1 点（15）、口縁部が T 字形になる産地不明鉄釉に飴

釉掛ける同一個体と思われる壷 14 点（16）、萩藁灰釉碗 3 点うち開口碗 1 点、同皿 4 点等が、土師

質瓦質土器には皿 51 点うち橙褐色 47 点（17）（18）（19）（20）（22）うち底部中央に焼成前の穿孔

があるもの 1 点（21）・灰白色 4 点、内耳土器 92 点うち A 群口縁部 27 点うち内耳部分 5 点で 4 点

は穿孔するが突き抜けない（23）・1 点は先細り・C 群口縁部 6 点（24）うち内耳部分 1 点で穿孔

するが突き抜けない、甕 63 点うち端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点・外面体部に凹線が 1 本巡

る口縁部・2 本巡る口縁部各 2 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）19 点、羽釜 3 点等がある。鉄

製品には和釘 2 点等がある。硯転用品（25）は工具により削り解体された痕跡が見られ、硯面に「大」、

硯背に「七川」、側面に「木天（又は太）萃」の刻みが見られる。陶磁器の詳細についてはカウン

ト表を参照されたい。端反碗が 1 点しかないので 19 世紀初め頃の遺構であろう。
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L-3 SK236
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 150㎝以上、短径 108㎝の隅丸長方形、底部は長径

138㎝以上、短径 95㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑内には P222 があるが、P222 は本土坑より新しい。遺物が出土していないため時期は不明で

ある。

L-3 SK237
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 70㎝、短径 49㎝の楕円形、底

部は長径 56㎝、短径 35㎝の楕円形を呈している。深さは 29㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK238　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 130㎝、短径 95㎝の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 113㎝、短径 58㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 45㎝である。

遺構の性格は不明である。

磁器 43 点、陶器 37 点、土師質瓦質土器 62 点、人形 6 点、鉄製品 2 点、土錘 1 点、砥石 1 点、

瓦が出土した。磁器には端反碗 3 点うち蓋 1 点、広東碗 3 点うち蓋 1 点、小丸碗 6 点（1）、青磁染

付朝顔形碗 1 点、陶胎染付碗 1 点、見込み蛇の目釉剥ぎ外青磁丸形碗 1 点（2）、型打ち成形アーモ

ンド形手塩皿 1 点（3）、青磁香炉 1 点、蛇の目凹型高台の高台高低い青磁染付鉢 1 点、蓋物 2 点（4）、

外面貝殻状型押し成形紅皿 1 点等が、陶器には土瓶 9 点、関西系燗徳利 3 点、同碗 4 点うち細かい

貫入の入る端反碗 2 点、同合子蓋 1 点、丹波甕 1 点、口縁部 T 字形になる同一個体と思われる産

地不明壷 4 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 9 点うち A 群口縁部 2 点うち内耳部分 1 点は穿

孔するが突き抜けない、皿 3 点、外面に花を墨書した同一個体と思われる涼炉 7 点、甕 21 点うち

端部が外面に凸出する甕口縁部 1 点・外面体部に凹線 2 本が巡る口縁部 1 点、土師質焜炉（日下分

類Ⅱ Ca 類）1 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ B 類）1 点等がある。端反碗はあるが深小丸碗や型皿等

がないので 19 世紀第 1 四半期頃の遺構であろう。

L-1 SK239　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 57㎝、短径 53㎝の不整形な円形、

底部は長径 40㎝、短径 34㎝の不整形な方形を呈している。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 8 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 42 点、人形 1 点、軽石 1 点、鉄製品 2 点が出土した。

磁器には寿字紋広東碗蓋 1 点、口縁部が大きく開く仏花瓶 1 点（1）、白磁猪口 1 点（2）等が、陶

器には関西系色絵半球碗 1 点（3）、備前布袋徳利 1 点（4）等が、土師質瓦質土器には外面に赤泥

塗布する土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類） 27 点、皿 8 点、内耳土器 4 点等がある。広東碗蓋がある

ので 1780 年以降の遺構である。
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L-3 SK（239）　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

L-3 区に位置するが遺構かどうか明確でなかった。磁器 8 点、陶器 7 点、軟質施釉陶器 1 点、土

師質瓦質土器 54 点、陶器転用品 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 2 点、白

磁小坏 1 点、ミニチュア碗 1 点等が、陶器には油徳利 1 点（1）、明るい胎土の唐津刷毛目碗 1 点、

関西系平碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 24 点、内耳土器 11 点うち A 群口縁部 2 点等がある。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK240
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 104㎝、短径 35㎝の楕円形、底部

は長径 86㎝、短径 22㎝の楕円形を呈している。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

関西系碗 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK（240）
本土坑は L-3 区の西側に位置する。形態及び規模は南側に L 区 KDSK27・SK241 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 200㎝以上、短径 71㎝の隅丸長方形、底部

は長径 170㎝以上、短径 35㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 26㎝である。本土坑は L 区 SK（241）

によって切られていることから、SK（241）に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 11 点、人形類 2 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器に

は細かい貫入の入る関西系端反碗 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 4 点、

皿 3 点、甕 2 点等がある。関西系端反碗があるので 18 世紀第 4 四半期以降の遺構であろう。

L-2 SK241
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 34㎝以上の不整形な長方形、底部は長

径 61㎝以上、短径 25㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は

SK247・SK204・SK215・SK446 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK446 → SK247 →

本土坑→ SK215 → SK204 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 8 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 9 点が出土した。磁器には仏飯器 1 点、青磁香炉火入れ 1

点等が、陶器には鉄釉鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点、瓦質土瓶蓋 1 点等がある。鍋があ

るので 18 世紀後半以降の遺構であろう。

L-3 SK（241）　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 59㎝、底部は長径 75㎝、

短径 46㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 11㎝である。本土坑は L 区 SK（240）を切

っていることから、SK（240）より新しい。遺構の性格は不明である。
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磁器 2 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 28 点、キセル雁首 1 点、鉄製品 15 点、瓦が出土した。陶

器には同一個体と思われる藁灰釉碗 3 点、関西系碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 7 点うち底部

と口縁部の屈曲部に径 0.25㎝の穿孔が 3 カ所あるもの 1 点（1）、内耳土器 20 点うち A 群口縁部 4

点うちしっかり穿孔する内耳部分 1 点等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構に

先行する SK（240）が 18 世紀第 4 四半期以降の遺構なので、それと同時期の遺構であろう。

L-2 SK242
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 55㎝の円形、底部

は長径 37㎝、短径 30㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 1 点、陶器 2 点、瓦が出土した。陶器には土管がある。近代以降の遺構である。

L-1 SK243
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 158㎝、短径 31㎝の楕円形、底

部は長径 138㎝、短径 20㎝の楕円形を呈している。深さは 89㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 10 点、瓦が出土した。磁器には青磁染付丸形碗 1 点、色

絵蓋物蓋 1 点等が、土師質瓦質土器には口縁端部を外面下に巻き込む同一個体と思われる甕 2 点（1

点は L-1SK92 と接合）、皿 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK244
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外に、北側を L 区 SK210 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 43㎝以上、短径 31㎝以上の隅

丸長方形、底部は長径 30㎝以上、短径 23㎝以上の隅丸長方形と推測される。遺構の性格は不明で

ある。土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本

遺構より新しい L 区 SK210 が 19 世紀代の遺構なので、それと同時期かそれ以前の遺構であろう。

L-2 SK245
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSK1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 99㎝以上、短径 14㎝以上の不整形な方形、底部は

長径 84㎝以上、短径 6㎝以上の不整形な方形を呈している。深さは 11㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK246
本土坑は L-2 区の北側に位置する。形態と規模は現状で北側を L 区 KDSV7、東側を L 区

KDSV2 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 128㎝以上、短径 21

㎝以上の不整形な方形、底部は長径 128㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 40㎝である。

本土坑は P224 に切られていることから P224 に先行する。遺構の性格は不明である。陶器 2 点、
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土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。瓦には胎土が橙褐色の近代以降のものがある。

その頃の遺構である。

L-2 SK247
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 57㎝、短径 32㎝の不整形な楕

円形、底部は長径 46㎝、短径 23㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 23㎝である。本土坑は

SK204・SK241・SK215 と重複しているが、構築順に整理すると、（古） 本土坑→ SK241 → SK215

→ SK204 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点が出土した。磁器には青磁香炉火入れ 1 点等が、陶器

には暗い胎土の唐津刷毛目碗 1 点が、土師質瓦質土器には穿孔するが突き抜けない内耳土器 A 群

口縁部 1 点、皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区

SK241 が 18 世紀後半以降であるから、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-2 SK248
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形態及び規模は西側をトレンチに、東側を L 区 KDSV2 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 77㎝以上、短径 61㎝の不整形な

長方形、底部は長径 77㎝以上、短径 43㎝の不整形な長方形と推測される。本土坑は L 区 SK211・

P244 と重複しているが、両遺構は本土坑埋没後につくられたものである。遺構の性格は不明であ

るが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑であった可能性がある。

磁器 1 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 2 点、人形 1 点、鉄製品 2 点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区 SK211 が 1810 年以降の遺構であるから、それと同

時期かそれ以前である。

L-3 SK301　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は J-1 区と L-3 区の境に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSK9・SV4 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 360㎝、短径 160㎝の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 332㎝、短径 140㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 36㎝である。本土坑は

L 区 SK307・SK315 埋没後に作られている。構築順は（古）SK307・SK315 →本土坑→ SV4（新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 32 点、陶器 52 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 23 点、鉄製品 8 点、青銅製品 1 点、

銭貨 1 点が出土した。磁器には青磁香炉火入れ 5 点、陶胎染付碗 1 点、同香炉火入れ 2 点、壁掛け

花生け 2 点等が、陶器には被熱し釉が泡だった瀬戸美濃製品 9 点があり、うち折縁鉄絵皿 4 点（1）・

灰釉イゲ縁皿 3 点、同一個体と思われる瀬戸美濃鉄釉火鉢 6 点、同腰錆碗 1 点、丹波甕 4 点、被熱

した信楽腰白茶壷 1 点（接合しないが L-3SK314 と同一個体と思われる）（2）、関西系碗 9 点、同

木瓜形香炉火入れ 1 点、鉄釉鍋 3 点うち被熱 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 12 点等がある。陶

胎染付碗はあるが小丸碗・朝顔形碗等がないので 18 世紀前半頃の遺物である。しかし、本土坑に
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先行する SK307・SK315 がいずれも 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であり、それと同時期まで下る

可能性がある。

L-1 SK302
本土坑は L-1 区と 2 区の境に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSK10 に、南側を L 区

KDSV7 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 216㎝以上、短径

130㎝の不整形な方形、底部は長径 200㎝以上、短径 130㎝の不整形な方形と推測される。深さは

23㎝である。本土坑は L 区 SK344 と重複しているが、本土坑は SK344 埋没後に作られているため

SK344 より新しい。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 29 点、鉄製品 4 点、瓦転用品 1 点、砥石 1 点、寛永通寶

1 点が出土した。磁器には陶胎染付香炉火入れ 1 点、蛇の目凹型高台の青磁鉢 2 点等が、陶器には

丹波甕 1 点、関西系碗 5 点、土瓶鉄砲口 1 点、備前灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 16 点、

内耳土器 7 点うち A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 2 点等がある。土瓶の鉄砲口があるので 18 世紀第

4 四半期以降の遺構であろう。

L-3 SK303
本土坑は L-3 区から K-3 区にかけて位置する。形態及び規模は上端が長径 85㎝、短径 75㎝の不

整形な隅丸方形、底部は長径 60㎝、短径 52㎝の不整形な隅丸方形を呈している。深さは 18㎝である。

本土坑は SK312 の床面より検出されたため、SK312 に先行する。遺構の性格は不明である。

磁器 9 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗

1 点、同香炉火入れ 2 点、猪口 1 点、外面鎬の小坏 1 点等が、陶器には唐津灰釉小坏 1 点、同砂目

積み皿 1 点、同京焼風皿 1 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質土器には皿 8 点、内耳土器 2 点うちし

っかり穿孔する A 群口縁部 1 点、把手付き胞衣容器？ 1 点等がある。遺物が少ないので明確でな

いが 17 世紀代の遺構の可能性がある。

L-3 SK（303）　陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 180㎝、短径 132㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 152㎝、短径 90㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 26㎝である。

本土坑は L 区 SK316・P303 と重複しているが、それらが埋没後に本土坑は作られている。遺構の

性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 4 点、青銅製品 2 点、瓦が出土した。磁器

には陶胎染付碗 2 点等が、陶器には瀬戸美濃鉄釉火鉢 1 点、同瓶（通い徳利）1 点（L-3P211 と接合）

（1）、見込みに窯道具の痕跡 5 カ所のある灰釉鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器

5 点うち先細りの穿孔する A 群口縁部 1 点がある。鉄製品には丸釘 1 点等がある。他に近代遺物

がないので丸釘は混入と思われ、瀬戸美濃火鉢があるので 19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。



― 655 ―

L-3 SK304 ＝ L-3SK305
本土坑は L-3 区の南側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 345㎝以上、短径 124㎝の隅丸長方形、底部は長径 337

㎝以上、短径 108㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 21 点、陶器 33 点、土師質瓦質土器 35 点、鉄製品 4 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁

器には足付き青磁香炉火入れ 1 点、陶胎染付碗 1 点、つくり絵付けの雑な丸形碗 1 点等が、陶器に

は関西系碗 14 点うち色絵半球碗 5 点・平碗 2 点うち色絵 1 点、被熱した瀬戸美濃灰釉イゲ縁皿 1 点、

同腰錆碗 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 23 点、内耳土器 6 点うち A 群口縁部 1 点等がある。陶

胎染付碗・つくり絵付けの雑な丸形碗はあるが小丸碗・朝顔形碗等がないので 18 世紀前半頃の遺

構であろう。

（L-3SK305 ＝ L-3SK304）

L-3 SK307
本土坑は J-1 区と L-3 区の境に位置する。形態及び規模は西側が調査区外に、東側を L 区 SK301

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 140㎝、短径 135㎝以上の不

整形な隅丸長方形、底部は長径 135㎝、短径 125㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さ

は 20㎝である。本土坑は SK301 と切りあい関係にあるが、SK301 は本土坑埋没後に作られている。

遺構の性格は不明である。

磁器 3 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 10 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗

1 点等が、陶器には関西系鉄絵白土描法による皿 1 点、同碗 1 点、瀬戸美濃鉄釉火鉢 1 点が、土師

質瓦質土器には皿4点等がある。瀬戸美濃火鉢があるので19世紀第1四半期以降の遺構であろうが、

本遺構より新しい SK301 が 18 世紀前半の遺物であり、混入の可能性もある。

L-3 SK308
本土坑は I-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 78㎝、短径 74㎝の隅丸方形、底

部は長径 65㎝、短径 60㎝の隅丸方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

唐津二彩手鉢 1 点、内耳土器 1 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

L-1 SK309
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK333 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 66㎝、短径 56㎝の不整形な楕円形、底部は長径 56㎝、

短径 41㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 34㎝である。本土坑は L 区 SK333・SK342・

SK343 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK342・SK343 →本土坑→ SK333 （新）となる。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい
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SK333 が 17 世紀代の遺構の可能性があるので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-3 SK310
本土坑は L-3 区の中央に位置する。形態及び規模は上端が長径 135㎝、短径 75㎝の隅丸長方形、

底部は長径 119㎝、短径 60㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 14 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器点が出土した。磁器には広東碗 1 点、小丸碗 1 点

等が、陶器には関西系碗 3 点、土瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、瓦質火鉢（日下分類Ⅰ

B 類）1 点等がある。広東碗があるので 1780 年以降の遺構である。

L-3 SK311 ＝ SK314　 遺物実測図  

本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 219㎝、短径 151㎝の不整形な

隅丸長方形、底部は長径 205㎝、短径 136㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 34㎝である。

本土坑は L 区 SK315・SK316 と切りあい関係にあるが、両遺構とも本土坑に先行する。遺構の性

格は不明である。

磁器 19 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 26 点、人形 1 点、鉄製品 10 点、瓦が出土した。磁器に

は小丸碗 3 点、二重網目紋くらわんか手碗 2 点、青磁染付朝顔形碗 1 点等が、陶器には関西系碗 2 点、

被熱した信楽腰白茶壷 1 点（接合はしないが L-3SK301 と同一個体）、鉄釉鍋ないし土瓶 1 点等が、

土師質瓦質土器には内耳土器 11 点うち A 群口縁部 4 点・C 群口縁部 1 点、皿 10 点がある。瓦に

は丸瓦（1）、平瓦（2）がある。本土坑に先行する SK315 が 19 世紀第 1 四半期の遺構なので、そ

れ以降の遺構であろう。

L-3 SK312　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV1 に、東側をトレンチ等

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 370㎝以上、短径 96㎝以上の

不整形な長方形、底部は長径 352㎝以上、短径 90㎝以上の不整形な長方形と推測される。深さは

16㎝である。本土坑は L 区 SK326・SK327・SK332・SK333 と重複しているが、すべて本土坑床面

よりの検出で、本土坑に先行する。また本土坑は SK423 を削平している。遺構の性格は不明であ

るが、遺物が大量に出土したことから廃棄土坑であった可能性がある。

磁器 77 点、陶器 66 点、軟質施釉陶器 5 点、土師質瓦質土器 305 点、人形 4 点、砥石 2 点（11）、

鉄製品 7 点、青銅製品 3 点うち銅線 2 点、瓦が出土した。磁器はすべて肥前である。碗には陶胎染

付 10 点・半球碗 4 点・つくり絵付けの雑なもの 2 点、外面二重網目紋内面一重網目見込み菊紋碗

1 点（1）、合子 2 点うち型押し成形の身 1 点（2）等が、陶器には関西系碗 7 点うち色絵 2 点うち

平碗 1 点、瀬戸美濃碗 6 点うち同一個体と思われる長石散らし碗 3 点（3）・天目碗 1 点・灰釉碗 2 点、

唐津碗 9 点うち暗い胎土の外面蛍手内面打ち刷毛目碗 1 点、同皿 7 点うち見込み山水紋の京焼風 4

点で高台内に「木下弥」刻印 1 点・不明刻印 1 点等が、軟質施釉陶器には人形 3 点うち型合わせ中

実の狛犬 2 点（4）（5）・型合わせ中空の亀 1 点（6）、鳩笛 1 点、橙色の胎土の鬢盥 1 点が、土師質
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瓦質土器には皿 133 点うち橙色 114 点（8）（9）・灰白色 10 点・黒灰色 9 点、内耳土器 108 点うち

A 群口縁部 26 点うち内耳部分 9 点でしっかり穿孔するもの 1 点（10）・先細りの穿孔 8 点、B 群口

縁部 1 点、C 群口縁部 3 点、サナ 1 点（L-3SK332 と接合）、瓦質火鉢（日下分類Ⅱ D 類）3 点等が

ある。人形には型合わせ中実で底部に円錐形の孔がある頬被りをし馬？を抱いた人物像 1 点（7）

等がある。なお、陶器に行平鍋 1 点があるが混入と判断しカウントしていない。陶磁器の詳細につ

いてはカウント表を参照されたい。

小丸碗・朝顔形碗等がないので 18 世紀前半の遺構であろう。

L-2 SK313
本土坑は L-2 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV7 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 60㎝、短径 34㎝の不整形な楕円形、底部は長径 45㎝、

短径 10㎝の不整形な楕円形と推測される。深さは 14㎝である。本土坑は L 区 SK334 と重複してい

るが、本土坑床面より SK334 を検出したため、SK334 は本土坑に先行する。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

（L-3SK314 ＝ SK311）

L-3 SK315
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は北西側を L 区 SK311 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 130㎝以上、短径 81㎝の不整形な隅丸長方形、底

部は長径 118㎝以上、短径 72㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 11㎝である。本土坑

は L 区 SK301・SK311 と切りあい関係にあるが、両遺構とも本土坑埋没後に作られている。遺構

の性格は不明である。磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。陶器には瀬戸美濃鉄

釉火鉢 1 点等がある。19 世紀第 1 四半期以降の遺構であろう。

L-3 SK316
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形態及び規模は南西側を L 区 SK311 によって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 111㎝以上、短径 104㎝の不整形な隅丸長方形、

底部は長径 110㎝以上、短径 86㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 14㎝である。本土

坑は L 区 SK（303）・SK311・P303 と重複している。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK311・

P303 → SK（303） （新）となる。遺構の性格は不明である。土師質皿 2 点のみが出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

L-3 SK318
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 78㎝、短径 63㎝の不整形な隅丸長方形、底部は長
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径 71㎝、短径 35㎝の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK319
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV3 に、西側を L 区

KDSV2 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝以上、短径 24

㎝以上の楕円形、底部は長径 29㎝以上、短径 16㎝以上の楕円形と推測される。深さは 9㎝である。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK320
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 49㎝、短径 43㎝の隅丸方形、

底部は長径 25㎝、短径 24㎝の隅丸方形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明であ

るが、埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑であった可能性がある。遺物が出土していな

いため時期は不明である。

L-2 SK321
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 60㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、

底部は長径 40㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明であるが、埋土に瓦片と小

礫が多数含まれていた。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK322
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 31㎝以上の隅丸方形、底部は長径 57㎝、

短径 28㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部か

ら三個の礫が検出されている。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK323
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 58㎝、短径 49㎝の楕円形、底

部は長径 50㎝、短径 41㎝の楕円形を呈している。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、

底部から一個の礫が検出されている。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK324
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 31㎝、短径 25㎝の隅丸方形、

底部は長径 20㎝、短径 15㎝の円形を呈している。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。
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L-3 SK325
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 82㎝、短径 80㎝の不整形な円形、

底部は長径 65㎝、短径 57㎝の不整形な円形を呈している。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明

である。磁器 6 点、陶器 5 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。陶器には関西

系碗 3 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 8 点うち A 群口縁部 2 点うち先細りの穿孔の内耳部

分 1 点、皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK326
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 KDSK18 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝、短径 25㎝の楕円形、底部は長径 49㎝、短径

19㎝の楕円形と推測される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していな

いため時期は不明である。

L-3 SK（326）
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV1 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 51㎝以上、短径 48㎝の隅丸長方形、底部は長径 42㎝、

短径 30㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は L 区 SK312・SK327 と重

複しているが、構築順に整理すると（古） SK327 →本土坑→ SK312 （新）となる。遺構の性格は不

明である。

備前・堺明石擂鉢各 1 点、土師質瓦質土器 16 点、人形 1 点、鉄製品 2 点、瓦転用品 1 点、瓦が

出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 6 点、皿 3 点等がある。人形は手づくねの頬被りした人物

の頭部のみ 1 点である。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK327
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は上端が長径 41㎝、短径 40㎝の不整形な円形、

底部は長径 30㎝、短径 29㎝の不整形な円形を呈している。本土坑は L 区 SK312・SK326 と重複し

ている。構築順に整理すると（古） 本土坑→ SK326 → SK312 （新）となる。遺構の性格は不明で

ある。つくり絵付けの雑な丸形碗 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため明確でない

が、本土坑より新しい SK312 が 18 世紀前半の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構で

あろう。

L-2 SK328
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 44㎝以上、短径 23㎝以上の円形、底部は長径 23㎝以上、

短径 15㎝以上の円形と推測される。遺構の性格は不明であるが、埋土が黒色で炭化物が大量に含

まれていた。遺物が出土していないため時期は不明である。
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L-3 SK329
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 64㎝の長楕円形、

底部は長径 76㎝、短径 45㎝の長楕円形を呈している。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 11 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器にはつくり絵付け

の雑な丸形碗 1 点、色絵置物ないし水滴 1 点等が、陶器には暗い胎土の唐津蛍手碗 1 点、同灰釉碗

1 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 3 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK330　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 SV4 に、南側を L 区 KDSV3

によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 46㎝以上、短径 43㎝以上、

底部は長径 37㎝以上、短径 23㎝以上と推測される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。

高台内側裾が滑らかな湾曲削りの染付碗 1 点（1）、槌の人形類 1 点（2）等が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

L-2 SK331
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側を L 区 SV4 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 69㎝、短径 21㎝以上の楕円形、底部は長径 55㎝、短

径 9㎝以上の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土が焼土で

あった。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK332
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側を KDSV1 に、南側をトレンチによっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 116㎝、短径 75㎝以上の不整形な隅

丸長方形、底部は長径 90㎝、短径 76㎝以上の不整形な隅丸長方形と推測される。深さは 30㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は L 区 SK312 床面より検出されたため SK312 に先行する。磁器

2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 12 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。磁器には陶

胎染付碗 1 点等が、陶器には唐津灰釉胎土目皿 1 点、同暗い胎土の打ち刷毛目碗 1 点が、土師質瓦

質土器には内耳土器 4 点うち先細りの穿孔の A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点、皿 6 点、サナ 1

点（L-3SK312 と接合）等がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑より新しい

SK312 が 18 世紀前半の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK333
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 90㎝、短径 66㎝の不整形な楕円形、

底部は長径 65㎝、短径 43㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑は L 区

SK309・SK342・SK343 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK342・SK343 → SK309 →
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本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK334
本土坑は L-2 区の北側に位置する。形態及び規模は東西を L 区 KDSV7 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 129㎝前後、短径 92㎝の楕円形、底部は長径 90㎝、

短径 69㎝の不整形な隅丸方形と推測される。深さは 66㎝である。遺構の性格は不明である。本土

坑は L 区 SK313 と重複しているが、本土坑は SK313 床面より検出されたため、SK313 に先行する。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK335
本土坑は L-2 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 105㎝、短径 69㎝の隅丸長方形、

底部は長径 79㎝、短径 46㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は不明である。

（L-1SK336 ＝ K 区 SK336）

L-2 SK338
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外に、南側を L 区 KDSV3 に

よって切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 45㎝以上、短径 19㎝以上の不

整形な円形、底部は長径 34㎝以上、短径 12㎝以上の不整形な円形と推測される。遺構の性格は不

明である。内面は無釉で漆を塗布した陶器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

L-2 SK339
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 101㎝、短径 40㎝の楕円形、底

部は長径 82㎝、短径 27㎝の楕円形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、

埋土が焼土であったことから火災後の処理土坑であった可能性がある。遺物が出土していないため

時期は不明である。

L-1 SK342
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 SK309・SK333 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 55㎝以上、短径 22㎝以上、底部は長径 30㎝

以上、短径 4㎝以上の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は SK309・SK333・SK343

と重複しているが、構築順に整理すると（古） 本土坑・SK343 → SK309 → SK333 （新）となる。

遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい

SK333 が 17 世紀代の遺構の可能性があるので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。
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L-1 SK343
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK309 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形、底部は長径 55㎝

以上、短径 7㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。本土坑は L 区 SK309・SK342・

SK333 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK342・本土坑→ SK309 → SK333 （新）とな

る。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本土坑より新しい

SK333 が 17 世紀代の遺構の可能性があるので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK344
本土坑は L-1 区の南東側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 KDSV6 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 83㎝以上、短径 24㎝以上の楕円形、底部は長径 70

㎝以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。形態は切られているため不明である。深さは 43㎝

である。本土坑は L 区 SK302 床面直下より検出されたことより SK302 に先行する。遺構の性格は

不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK347
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 65㎝以上、短径 30㎝以上の円形、底部は長径 53㎝以上、

短径 20㎝以上の円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土し

ていないため時期は不明である。

L-2 SK348
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 100㎝、短径 34㎝以上の楕円形、底部は長径 82㎝、短

径 25㎝以上の楕円形と推測される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土し

ていないため時期は不明である。

L-2 SK349　 遺物写真

本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態及び規模は北東側と南西側をトレンチによって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 101㎝、短径 69㎝の楕円形、底部は長径 56㎝、

短径 50㎝の不整形な円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は L 区 SV302・SK478 と切り

あい関係にある。構築順に整理すると（古） SK478 →本土坑→ SV302 （新）となる。遺構の性格は

不明である。栓状製品（1）のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK350
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本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態及び規模は北側を L 区 SK3 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 15㎝以上の楕円形、底部は長径 19㎝

以上、短径 10㎝以上の楕円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋

土が焼土であったことから火災後の処理土坑であった可能性がある。遺物が出土していないため時

期は不明である。

L-1 SK401
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 36㎝、短径 32㎝の不整形な円形

と推定され、底部は長径 23㎝、短径 22㎝の不整形な円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構

の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK405
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は東側を L 区 KDSV6 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 103㎝、短径 52㎝以上の不整形な隅丸長方形、底部は

長径 72㎝、短径 34㎝以上の隅丸長方形と推定される。深さは 44㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK406
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 193㎝、短径 93㎝の隅丸長方形と

推定され、底部は長径 172㎝、短径 77㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 37㎝である。本土坑

の内に L 区 P425 が位置しているが、本土坑床面直下より検出したもので、本土坑に先行する。遺

構の性格は不明である。磁器 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 14 点、瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は不明である。

L-1 SK407
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 25㎝、短径 14㎝の楕円形、底部

は長径 15㎝、短径 10㎝の楕円形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。陶

胎染付碗 1 点、染付合子蓋 1 点、土師質皿 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK408
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 38㎝、短径 28㎝の不整形の方形、

底部は長径 26㎝、短径 18㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。本土坑は L 区 SV403 の

範囲内に位置しているが、本土坑の床面直下より SV403 が検出されたことから、本土坑は SV403

より新しい。遺構の性格は不明である。見込み五弁花コンニャク印判の碗 1 点のみが出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。
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L-1 SK409
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝以上、短径 16㎝以上の楕円形、底部は長径 34㎝以上、

短径 13㎝以上の楕円形と推定される。深さは 34㎝である。遺構の性格は不明である。磁器碗 1 点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK410
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態と規模は上端が長径 64㎝、短径 39㎝の楕円形、底部は

長径 45㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋

土に炭化物が多く含まれていた。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK411
本土坑は L-2 区の中央部に位置する。形態と規模は上端が長径 58㎝、短径 54㎝の円形、底部は

長径 48㎝、短径 42㎝の円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 1 点、

土師質瓦質土器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK412
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態と規模は東側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 50㎝、短径 30㎝以上の円形、底部は長径 35㎝、短径 18㎝以

上の円形と推測される。深さは 13㎝である。本土坑は L 区 SK413 と切りあい関係にあり、SK413

より新しい。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK413
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態と規模は東側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 33㎝以上、短径 29㎝以上の楕円形、底部は長径 24㎝以上、

短径 19㎝以上の円形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑は L 区 SK412 と切りあい関係にあ

り、SK412 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK414
本土坑は L-3 区の東側に位置する。形態と規模は上端が長径 27㎝、短径 20㎝の円形、底部は長

径 27㎝、短径 20㎝の円形を呈している。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 3 点、

土師質皿 1 点、人形 1 点、瓦、板ガラス 1 点が出土した。ガラスは周縁を削り丸く整えられている。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK415
本土坑は L-3 区の東側に位置する。形態と規模は上端が長径 29㎝、短径 19㎝の円形、底部は長
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径 29㎝、短径 19㎝以上の円形を呈している。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。唐津

明るい胎土の刷毛目碗 1 点と同じ特徴の片口 1 点、内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、土師質皿

1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK416
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態と規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 18㎝以上、短径 14㎝の楕円形、底部は長径 13㎝以上、短

径 7㎝の楕円形と推測される。深さは 2㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していな

いため時期は不明である。

L-2 SK417
本土坑は L-2 区の北側に位置する。形態と規模は上端が長径 92㎝、短径 36㎝の不整形な方形、

底部は長径 80㎝、短径 26㎝の不整形な方形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は L 区

SK458 と切りあっているが、新旧関係では SK458 より新しい。遺構の性格は不明である。鉄製品

1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK418
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 48㎝以上、短径 30㎝の長楕円形、底部は長径 39㎝以上、短

径 17㎝の長楕円形と推測される。深さは 16㎝である。L 区 P415 が本土坑内に位置している。遺構

の性格は不明である。土師質皿 2 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK420
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形態と規模は北側を L 区 KDSV8 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 131㎝、短径 127㎝前後の不整形な円形、底部は長径

93㎝、短径 85㎝の円形を呈している。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明である。磁器 5 点、

陶器 12 点、土師質瓦質土器 11 点、瓦が出土した。磁器には端反薄手小坏 1 点等が、陶器には鉄釉

鍋 1 点、鉄釉土瓶 2 点、萩藁灰釉碗 1 点、関西系燗徳利 2 点等が、土師質瓦質土器には皿 4 点等が

ある。端反薄手小坏があるので 19 世紀代の遺構であろう。

L-3 SK421　 遺物写真

本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形態と規模は上端が長径 142㎝、短径 116㎝の不整形な円形、

底部は長径 104㎝、短径 97㎝の不整形な円形を呈している。深さは 216㎝である。本土坑は中から

井戸枠である箍が検出され、水が湧き出ることから井戸として使用されていたと考えられる。井戸

枠の径は約 55㎝である。

上層からは磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 7 点、鉄製品 3 点、鉄滓 1 点、瓦が出土した。
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土師質瓦質土器には内耳土器5点うちA群口縁部2点うち内耳部分1点で穿孔するが突き抜けない、

土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）1 点等がある。井戸枠内からは磁器 8 点、陶器 8 点、土師質瓦質土

器 17 点、人形 1 点、瓦、縄（1）が出土した。陶器には関西系灯明皿 1 点、土瓶 4 点うち落とし蓋

1 点、瀬戸美濃腰錆碗 1 点、唐津灰釉碗 1 点等が、土師質瓦質土器には内耳土器 6 点うち A 群口

縁部 1 点、皿 4 点、土師質焜炉（日下分類Ⅱ D 類）1 点、瓦等がある。人形は型合わせ中実の台付

き狛犬 1 点である。掘り方からは磁器 1 点のみが出土した。関西系灯明皿があるので 19 世紀代の

遺構であろう。

L-3 SK422
本土坑は L-3 ～ K-3 区に位置する。形態と規模は上端が現状で、長径 300㎝、短径 81㎝の不整形

な隅丸長方形、底部は長径 281㎝、短径 62㎝の不整形な隅丸長方形を呈している。深さは 32㎝で

ある。本土坑は L 区 P410・L 区 P409 に切られている。よって本土坑はそれらに先行する。遺構の

性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土した。陶器には唐津内野山銅緑釉皿 1 点、

丹波甕 1 点が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 4 点等がある。遺物が少ないため時期は不明

である。

L-3 SK423
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態と規模は北側を L 区 SK312 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 89㎝以上、短径 62㎝の隅丸方形、底部は長径 84㎝、

短径 42㎝の隅丸方形と推定される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 6 点、陶器 8 点、土師質瓦質土器 13 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗

2 点、内外面氷裂紋高台内二重方形枠に渦福の高台高の低い碗 1 点、端反小坏 1 点等が、陶器には

唐津暗い胎土の蛍手碗 1 点、同暗い胎土の内面打ち刷毛目碗 1 点、同京焼風陶器碗 1 点、備前・堺

擂鉢各 1 点、備前灰落とし 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 9 点、内耳土器 3 点うちしっかり穿孔

する A 群口縁部 1 点・C 群口縁部 1 点等がある。陶胎染付碗や暗い胎土の刷毛目碗はあるが、小

丸碗・朝顔形碗等がないので 18 世紀前半までの遺構であろう。

L-1 SK424
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は西側が調査区外、南側をトレンチによって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 40㎝以上、短径 25㎝以上の楕円形、

底部は長径 30㎝以上、短径 20㎝以上の楕円形と推定される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK425
本土坑は L-3 区の北側に位置する。形態と規模は南側を L 区 SK229・P308 によって切られてい
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るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 400㎝前後、短径 98㎝の長楕円形、底部は長径

373㎝前後、短径 83㎝の長楕円形と推定される。深さは 22㎝である。本土坑は L 区 SK443 と切り

あい関係にあるが、SK443 は本土坑床面直下より検出されたため SK443 より新しい。遺構の性格

は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK426
本土坑は L-2 区の東側に位置する。形態と規模は現状で、上端が長径 43㎝以上、短径 38㎝の楕

円形、底部は長径 38㎝以上、短径 26㎝の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は

不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK427
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 43㎝、短径 39㎝の楕円形、底部

は長径 34㎝、短径 28㎝の楕円形を呈している。深さは 17㎝である。本土坑は L 区 SV401・SK468 

と切りあい関係にある。新旧関係は （古） SK468 → SV401 →本土坑 （新）である。遺構の性格は不

明である。鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK428
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は西側を L 区 SV2 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 27㎝以上の楕円形、底部は長径 53㎝以上、

短径 19㎝以上の楕円形と推定される。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないので明確でないが、本遺構より新しい L 区 SV2 が 19 世紀代の遺構なので、それと同時

期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK429
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 17㎝以上の円形、底部は長径 40㎝以上、

短径 13㎝以上の円形と推定される。深さは 36㎝である。L 区 SK470 と切りあい関係にあり、新旧

関係は（古）SK470 → SK429（新）である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないた

め時期は不明である。

L-1 SK430
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形態と規模は南側を L 区 SK336 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 118㎝以上、短径 74㎝の隅丸方形、底部は長径 113㎝以上、

短径 69㎝の隅丸方形と推定される。深さは 35㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土

した。コビキ A 丸瓦 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。
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L-3 SK431　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 115㎝、短径 62㎝の不整形な方形、

底部は長径 94㎝、短径 48㎝の不整形な方形を呈している。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明

である。

磁器 19 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 45 点、人形 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器に

はつくり絵付けの雑な鉢 1 点（1）、陶胎染付碗 1 点、見込み手書き五弁花内面体部墨弾きの皿 1 点、

コンニャク印判の蓋物蓋 1 点等が、陶器には同一個体と思われる唐津呉器手碗 2 点、唐津暗い胎土

打ち刷毛目の碗 1 点、関西系碗 2 点うちせんじ碗 1 点（2）、丹波甕 1 点、産地不明壷甕 1 点（3）

等が、土師質瓦質土器には皿 23 点はすべて橙色の胎土（4）（5）、内耳土器 17 点うち A 群口縁部

5 点うち内耳部分 4 点はいずれも先細りの穿孔（6）である。つくり絵付けの雑な鉢・陶胎染付碗

はあるが、小丸碗・朝顔形碗等がなく 18 世紀前半頃の遺構と思われる。

L-3 SK432
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形態と規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 200㎝以上、短径 76㎝以上の隅丸方形、底部は長径 182㎝

以上、短径 67㎝以上の隅丸方形と推測される。遺構の性格は不明である。土師質皿 2 点、鉄製品 2

点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK433
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形態と規模は北側が調査の過程で不明であるが、現状では

上端が長径 91㎝以上、短径 17㎝の不整形な方形、底部は長径 80㎝以上、短径 10㎝の不整形な方形

と推測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は

不明である。

L-3 SK436　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形態と規模は上端が長径 58㎝、短径 43㎝の隅丸長方形、

底部は長径 36㎝、短径 32㎝の隅丸方形を呈している。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 7 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 7 点、人形 2 点、瓦が出土した。磁器にはつくり絵付けの

雑な丸形碗 1 点、猪口 1 点、油壷 1 点、瓶 1 点等が、陶器には関西系鉄絵染付平碗 1 点等が、土師

質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 2 点等がある。人形には型合わせ中実の天神 1 点（1）、手づくね

の鳥 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

直下のピットからは高台内に「清水」の刻印のある碗 1 点（2）が出土した。遺物が少ないため

時期は不明である。

L-3 SK437　土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の東側に位置する。形態と規模は上端が長径 169㎝、短径 57㎝の不整形な楕円形、
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底部は長径 153㎝、短径 39㎝の不整形な楕円形を呈している。深さは 34㎝である。遺構の性格は

不明である。

磁器 9 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 50 点、人形 3 点、鉄製品 8 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土

した。磁器には輪花の小鉢 1 点、体部無染付の高台欠損する碗 1 点等が、陶器には唐津明るい胎土

の刷毛目碗 1 点、同明るい胎土の刷毛目鉢 1 点、同暗い胎土の刷毛目碗 2 点、関西系碗 6 点うち色

絵 1 点、備前擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 39 点うち橙色 36 点・灰白色 3 点、内耳土器

10 点うち C 群口縁部 4 点うち内耳部分 1 点で先細りの穿孔をする（1）。人形はすべて手づくねで

ある。遺物が少ないため明確でないが、18 世紀前半の遺構の可能性がある。

L-2 SK438
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 42㎝、短径 34㎝の楕円形、底部

は長径 31㎝、短径 25㎝の楕円形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK439
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態と規模は西側を L 区 SV4 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 26㎝以上、短径 25㎝の楕円形、底部は長径 16㎝、短径

15㎝の楕円形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していな

いため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区 SV4 が 1810 年以降の遺構であるから、それと

同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-3 SK440
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態と規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 108㎝以上、短径 21㎝以上、底部は長径 67㎝以上、短径 6

㎝以上である。深さは 42㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK441
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態と規模は北西をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 37㎝、短径 9㎝の円形、底部は長径 24㎝、短径 6㎝の円形と

推定される。深さは 6㎝である。本土坑は L 区 SK480 と重複しているが、新旧関係としては（古）

SK480 → P416・本土坑（新）となる。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、内耳土器 1 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK442
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側がトレンチによって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端が長径 191㎝以上、短径 32㎝以上の不整形な方形、底部は長径

188㎝以上、短径 26㎝以上の不整形な方形と推定される。深さは 23㎝である。遺構の性格は不明で

ある。土師質瓦質土器 2 点うち土師質焜炉（日下分類Ⅱ C 類）1 点、瓦が出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

L-3 SK443
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態と規模は南をトレンチに、東を L 区 SK425 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 71㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な

円形、底部は長径 56㎝以上、短径 23㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 22㎝である。本

土坑は L 区 SK425 と切りあい関係にあるが、本土坑は SK425 床面直下より検出されたため SK425

に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK444
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形態と規模は南側と東側をトレンチによって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 172㎝以上、短径 54㎝以上の隅丸方形、底部は長径

166㎝以上、短径 38㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK445
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 48㎝以上、短径 23㎝以上の楕円形、底部は長径 41㎝以上、

短径 14㎝以上の楕円形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土

していないため時期は不明である。

L-2 SK446
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は西側を L 区 SK336・SK241・SK247 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 151㎝以上、短径 51㎝以上の楕円形、

底部は長径 125㎝以上、短径 39㎝以上の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は

不明である。

磁器 2 点、陶器 6 点、土師質瓦質土器 9 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。陶器には唐津刷毛目大

皿 1 点、同明るい胎土の刷毛目片口 1 点、関西系碗 1 点、備前灯明皿 1 点等が、土師質瓦質土器に

は同一個体と思われる土師質焜炉（日下分類Ⅱ G 類）3 点等がある。遺物が少ないため時期は明確

でないが、本遺構より新しい L 区 SK336 が 17 世紀後半であるので、それと同時期ないしそれ以前

の遺構であろう。

L-1 SK447
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本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外のため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 95㎝、短径 27㎝以上の不整形の楕円形、底部は長径 78㎝、短径 26㎝以上の不

整形な楕円形と推定される。深さは 8㎝である。本土坑は L 区 SV403 の範囲内に位置しているが、

本土坑の床面直下より SV403 が検出されたことから、本土坑は SV403 より新しい。遺構の性格は

不明である。土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明であ

る。

L-2 SK448
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形態と規模は西側を L 区 SV2 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝、短径 14㎝以上の隅丸方形、底部は長径 63㎝、短

径 8㎝以上の隅丸方形と推定される。深さは 40㎝である。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土

器 2 点うち皿 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L

区 SV2 が 19 世紀代の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-2 SK449
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では上端が長径 49㎝以上、短径 34㎝の長楕円形、底部は長径 42㎝以上、短

径 14㎝の長楕円形と推測される。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不

明である。

L-1 SK450
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 52㎝、短径 48㎝の不整形の円形、

底部は長径 32㎝、短径 24㎝の不整形な円形を呈している。深さは 14㎝である。本土坑は L 区

SV403 の範囲内に位置しているが、本土坑の床面直下より SV403 が検出されたことから、本土坑

は SV403 より新しい。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器 1 点、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

L-1 SK451
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 89㎝以上、短径 48㎝の隅丸方形、底部は長径 83㎝以上、

短径 22㎝の隅丸方形と推定される。深さは 6㎝である。SV403 と P430 と切りあい関係にあり、構

築順に整理すると（古）本土坑→ SV403 → P430 （新）となる。遺構の性格は不明である。土師質

皿 1 点、鉄滓 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK452
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は東側を L 区 SV1 によって切られているため
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不明な部分があるが、現状では上端が長径 128㎝以上、短径 73㎝以上の不整形な方形、底部は長径

89㎝以上、短径 58㎝以上の不整形な方形と推測されるが、L 区 SK465 と同一であった可能性がある。

深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

関西系陶器 1 点、土師質瓦質土器 17 点、人形 1 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。土師質瓦質土

器には内耳土器 15 点うち A 群口縁部 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK453
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 56㎝、短径 45㎝の不整形な円形、

底部は長径 45㎝、短径 38㎝の不整形な円形と推測される。深さは 7㎝である。本土坑は L 区

SV402 と重複しているが、本土坑は SV402 床面直下より検出したため、SV402 に先行する。遺構

の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。土師質瓦質土器 4 点のみが出土した。

内耳土器 3 点うち A 群口縁部 1 点、皿 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK454
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は西側が調査区外に当たるため不明な部分が多

いが、現状では上端が長径 36㎝以上、短径 32㎝の楕円形、底部は長径 29㎝以上、短径 16㎝の楕円

形と推測される。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。

磁器 2 点、陶器 1 点、土師質瓦質土器 7 点、人形 1 点、鉄製品 3 点、瓦が出土した。磁器には外

面口縁部に四方襷紋のある碗 1 点、外面コンニャク印判の蓋物 1 点が、土師質瓦質土器には皿 4 点

等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK456
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は西側が調査区外にあたるため不明な部分が多

いが、現状では上端が長径 44㎝以上、短径 29㎝の楕円形、底部は長径 22㎝以上、短径 19㎝の楕円

形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は L 区 SV402 と重複しているが、本土坑は SV402 床

面直下より検出したため、SV402 に先行する。遺構の性格は不明である。磁器 1 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK457
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 105㎝、短径 30㎝の楕円形、底部

は長径 74㎝、短径 12㎝の楕円形を呈している。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK458
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は東側を L 区 KDSV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 76㎝以上、短径 19㎝以上の不整形な方形、底部は長
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径 62㎝以上、短径 16㎝以上の不整形な方形と推定される。深さは 10㎝である。本土坑は L 区

SK417 と切りあい関係にあるが、新旧関係では SK417 に先行する。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK459
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 SK81 と KDSV1 によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝以上、短径 21㎝以上の楕円形、底部

は長径 58㎝以上、短径 12㎝以上の楕円形と推定される。深さは 10㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区 SK81 が 18 世紀中

頃から機能した井戸なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK460
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は南側を L 区 KDSV1 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 52㎝、短径 47㎝以上の円形、底部は長径 41㎝、短径

34㎝以上の円形と推定される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明であるが、底部より一個の

礫が検出されている。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK461
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 70㎝以上、短径 50㎝以上の不整形な方形、底部は長径 28㎝、

短径 20㎝以上の不整形な円形と推定される。深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。関西

系碗 1 点、土師質皿 1 点、内耳土器 1 点が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK463
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形態と規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝、短径 47㎝以上の楕円形、底部は長径 56㎝、短径 34

㎝以上の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は L 区 SK462 と切りあい関係にあり、

SK462 に先行する。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

L-1 SK464
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 97㎝、短径 25㎝の楕円形、底部

は長径 94㎝、短径 10 ㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

L-2 SK465
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本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は西側を SK215 と SV1・P206 によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 148㎝、短径 102㎝以上の楕円形、底部は長

径 125㎝、短径 53㎝以上の楕円形と推測されるが、L 区 SK452 と同一であった可能性がある。深

さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に小礫が多く含まれていた。染付碗 1 点のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK466
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は南側をトレンチに、西側を L 区 SV1 によっ

て切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 145㎝以上、短径 92㎝以上の不整形

な方形、底部は長径 113㎝、短径 75㎝以上の不整形な方形と推測される。深さは 18㎝である。遺

構の性格は不明であるが、埋土に小礫を多く含んでいた。唐津暗い胎土の刷毛目碗 1 点、土師質瓦

質土器 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK467
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 42㎝、短径 40㎝の円形、底部は

長径 28㎝、短径 22㎝の円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため

時期は不明である。

L-1 SK468
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は南側がトレンチ等によって切られているため

不明な部分があるが、現状では一辺の長さが 466㎝以上、幅は 49㎝以上である。深さは 36㎝であり、

形態は不明である。本土坑は L 区 SV401・SK427・SK476・SK448 と重複しているが、新旧関係は

（古）本土坑→ SK476 → SV401・SK448 → SK427（新）と考えられる。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 1 点、鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK469
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態と規模は北側が L 区 SK22 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 75㎝以上、短径 40㎝以上の楕円形、底部は長径 73㎝以上、

短径 31㎝以上の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出

土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区 SK22 が 19 世紀第 2 四半

期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK470
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端が長径 47㎝、短径 30㎝以上の隅丸方形、底部は長径 31㎝、短

径 20㎝以上の隅丸方形と推定される。深さは 6㎝である。L 区 SK429 と切りあい関係にあり、新
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旧関係は（古）SK470 → SK429（新）である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

L-1 SK471
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側、西側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端が長径 30㎝以上、短径 20㎝以上の方形、底部は長径 30

㎝以上、短径 15㎝以上の方形と推定される。深さは 17㎝である。遺構の性格は不明である。遺物

が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK472
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は上端が長径 86㎝、短径 40㎝の不整形な円形、

底部は長径 66㎝、短径 25㎝の不整形な円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK473
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 KDSK36 によって切られている

ため不明な部分があるが、現状では上端が長径 115㎝、短径 33㎝以上の隅丸方形、底部は長径 103㎝、

短径 27㎝以上の隅丸方形と推定される。深さは 56㎝である。本土坑内にピットが 2 基検出されて

いる。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SK474
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態と規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 72㎝以上、短径 33㎝以上の楕円形、底部は長径 53㎝以上、

短径 21㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。関西系陶器

碗 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK475
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は北側が調査区外のため不明な部分があるが、

現状では上端が長径 65㎝、短径 16㎝以上の長楕円形、底部は長径 48㎝、短径 12㎝以上の長楕円形

と推定される。深さは 44㎝である。本土坑は SV403 と重複しているが、本土坑の床面直下より

SV403 が検出されたことから、本土坑は SV403 より新しい。本土坑は SK447・SK450・SK451 よ

りも先に作られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK476
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形態と規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 125㎝以上、短径 29㎝以上の楕円形、底部は長径 112㎝以上、
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短径 17㎝以上の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。本土坑は L 区 SK468・SV401 と切りあ

い関係にある。構築順に整理すると（古） SK468 →本土坑→ SV401 （新）となる。遺構の性格は不

明である。鉄製品 2 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK477
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態と規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 376㎝以上、短径 87㎝以上の不整形な方形、底部は長径

354㎝以上、短径 37㎝以上の不整形な方形である。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK478
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形態と規模は南側をトレンチに、東側を L 区 SK349 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 61㎝以上、短径 54㎝以上の不整

形な円形、底部は長径 52㎝、短径 44㎝以上の不整形な円形と推測される。深さは 6㎝である。遺

構の性格は不明である。土師質瓦質土器 3 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土

器 1 点がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK479
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形態と規模は上端が長径 65㎝、短径 44㎝の楕円形、底部

は長径 43㎝、短径 39㎝の楕円形を呈している。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。陶

器 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK480
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形態と規模は北側を L 区 KDSV1、SK22、SK81 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端が長径 366㎝、短径 111㎝以上の楕円形、底部

は長径 340㎝以上、短径 64㎝以上の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。本土坑は P416・

SK441 と重複しているが、新旧関係としては（古）本土坑→ SK22・SK81・P416・SK441（新）と

なる。遺構の性格は不明である。

鉄製品 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区

SK81 が 18 世紀中頃から機能した井戸なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK481
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形態及び規模は上端が長径 39㎝、短径 26㎝の楕円形、底部

は長径 26㎝、短径 14㎝の楕円形を呈している。深さは 118㎝である。遺構の性格は不明である。瓦、

鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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L-1 SK482
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形態及び規模は東側を L 区 SK45 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端が長径 36㎝以上、短径 14㎝以上の楕円形、底部は長径 12㎝

以上、短径 6㎝以上の楕円形と推定される。深さは 25㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、本遺構より新しい L 区 SK45 が 19 世紀第 2

四半期頃の遺構なので、それと同時期ないしそれ以前の遺構であろう。

L-1 SK501
本土坑は L-1 区の中央に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 126㎝以上、短径 60㎝のゆがんだ長方形、底部は長径 118

㎝以上、短径 55㎝のゆがんだ長方形と推測される。深さは 29 ㎝である。遺構の性格は不明である

が、土坑内に礫が詰まった状態であった。本土坑は L 区 SV501 を切っていることから、SV501 よ

り新しい。鉄製品 1 点、瓦が出土した。SV501 より新しいことから 17 世紀末以降の遺構であろう。

L-3 SK（501）
本土坑は L-3 区の西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 74㎝以上、短径 25㎝以上の楕円形、底部は長径 43㎝、短

径 15㎝以上の楕円形と推測される。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないので時期は不明である。

L-3 SK502
本土坑は L-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 120㎝、短径 84㎝のゆがんだ楕円

形、底部が長径 70㎝、短径 52㎝の楕円形を呈している。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-3 SK503
本土坑は L-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 120㎝、短径 84㎝のゆがんだ楕円

形、底部が長径 70㎝、短径 52㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明で

ある。磁器 1 点、土師質瓦質土器 3 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 2 点等

がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK504　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K・L-3 区の境に位置する。形状及び規模は北側を KDSV1 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 372㎝、短径 112㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 338㎝、

短径 99㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 40㎝である。本土坑は K 区 SK514・SK515・

SK526・SK527・SK5007・SK578・P548・P549 と重複しているが、切り合い関係より構築順に整
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理すると（古） SK5007 → SK578・P548・P549 → SK526・SK527 →本土坑→ SK514 → SK515 （新）

となる。遺構の性格は不明である。

磁器 73 点、陶器 84 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 345 点、人形 1 点、砥石 1 点、瓦転

用品 1 点（25）、鉄製品 96 点、鉄滓 5 点、青銅製品 1 点、瓦が出土した。磁器はすべて肥前である。

碗 22 点うち陶胎染付碗 5 点、体部外面にコンニャク印判高台内に「大明年製」の銘のある高台高

の高い碗 1 点（1）、つくり絵付けが雑で高台内崩れ「大明□□」の銘のある高台高の高い碗 1 点（2）、

高台内「大明年製」の銘があり高台高の低い小碗 1 点（3）、外面コンニャク印判の手塩皿 1 点、小

坏 3 点うち外面コンニャク印判の端反小坏 1 点（4）、猪口 2 点うち高台内「大明年製」の銘のある

もの 1 点（5）、香炉火入れ 3 点うち陶胎染付 1 点、ミニチュア 5 点（6）（7）（8）等が、陶器には

関西系碗 19 点うち高台内に「朝」の一文字のみ遺存する碗 1 点（9）、唐津碗 10 点うち明るい胎土

の刷毛目碗 1 点・暗い胎土の刷毛目碗 6 点・灰釉碗 3 点（14）、同一個体と思われる唐津刷毛目鉢

4 点（10）、唐津皿 16 点うち同一個体と思われる三島手皿 13 点・明るい胎土の刷毛目皿 1 点（11）、

産地不明鉄釉擂鉢 1 点（12）、備前鉢 1 点（13）、萩藁灰釉碗 1 点、丹波甕 5 点、同桶 1 点、土瓶 2

点等がある。丹波甕には口縁部 1 点があり土部を塗り口縁部上端に凹線の巡る長谷川分類Ⅳ A1a

類（17 世紀後半）である。土師質瓦質土器には皿 153 点うち橙色 102 点（18）（19）（20）（21）・

灰白色 51 点（15）（16）（17）（22）（23）、同一個体と思われる焼塩壷身 5 点、焼塩壷蓋 4 点（24）、

内耳土器 97 点うち A 群口縁部 17 点うち内耳部分 3 点でいずれもしっかり穿孔する、土師質焜炉（日

下分類Ⅱ D 類）10 点、瓦質土瓶 1 点、内面にカルシウム分の付着する同一個体と思われる瓦質甕

27 点等がある。鉄製品には和釘 71 点等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（26）、軒平瓦等がある。

陶胎染付碗・つくり絵付けの雑な碗はあるが、小丸碗・朝顔形碗等がなく 18 世紀前半の遺構で

あろう。土瓶は京焼ではなく、混入の可能性もある。

L-3 SK505
本土坑は L-3 区の中央に位置する。形状及び規模は北側を L 区 SK508 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 126㎝以上、短径 75㎝の不整形な方形、底部は長径

118㎝以上、短径 51㎝の不整形な方形であると思われる。深さは 22㎝である。本土坑は SK508 に

よって北側を切られていることから、本土坑は SK508 より古い。遺構の性格は不明である。

L-3 SK（505）　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 193㎝、短径 158㎝の不整形な

方形、底部が長径 170㎝、短径 130㎝の不整形な方形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性

格は不明である。

以下は上記のいずれかの遺物であるが不明である。

磁器 7 点、陶器 9 点、土師質瓦質土器 42 点、人形 4 点、鉄製品 4 点、砥石 2 点（4）（5）、瓦が

出土した。磁器には見込み五弁花高台内二重方形枠の青磁染付半球碗 1 点、青花碗 1 点（1）、白磁

菊花皿 1 点、同一個体と思われる唐草紋碗 2 点等が、陶器には唐津灰釉皿 1 点、同刷毛目皿 1 点、
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関西系碗 1 点、備前瓶 1 点、擂鉢 3 点うち備前 1 点、L-3SK431 と同一個体と思われる産地不明壷

甕 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 18 点（2）、内耳土器 18 点うち A 群口縁部 6 点うち内耳部分

1 点でしっかり穿孔する、焼塩壷蓋 1 点等がある。人形には型合わせ中空の尺八吹く人 1 点（3）、

手づくねの子供像 2 点等がある。江戸遺跡では青磁染付半球碗は 1730 年代から出現するとされて

おり、それ以降の遺物である。

L-3 SK506
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 91㎝以上、短径 40㎝の楕円形、底部は長径 63㎝以上、

短径 30㎝の楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK507
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 120㎝、短径 75㎝の不整形な方

形、底部が長径 99㎝、短径 59㎝の不整形な方形を呈している。深さは 16㎝である。遺構の性格は

不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK508
本土坑は L-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 130㎝、短径 115㎝の隅丸三角形、

底部が長径 110㎝、短径 88㎝の隅丸三角形を呈している。深さは 40㎝である。本土坑は L 区

SK505 を切っていることから、本土坑は SK505 より新しい。遺構の性格は不明である。磁器 1 点、

内耳土器 A 群口縁部 1 点、人形類 1 点、鉄製品 3 点、瓦転用品 1 点、瓦が出土した。遺物が少な

いので時期は不明である。

L-1 SK509　陶磁器観察表

本土坑は L-1 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 208㎝、短径 138㎝の隅丸長方形、

底部が長径 175㎝、短径 114㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明

であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2 点、砥石 1 点、

鉄製品 1 点が出土した。磁器には火鉢 1 点（1）等が、陶器には同一個体と思われる明るい胎土の

唐津刷毛目碗 2 点、瀬戸美濃長石釉散らし碗 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 1 点等がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

L-2 SK511
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 89㎝、短径 63㎝のゆがんだ隅

丸三角形、底部が長径 82㎝、短径 45㎝のゆがんだ隅丸三角形を呈している。L 区 SK540・SK550・

SK562 と重複しているが、切り合い関係より構築順に整理すると（古）SK550 → SK562 → SK540
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→本土坑 （新）となる。遺構の性格は不明である。

磁器 5 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 6 点、瓦が出土した。磁器には陶胎染付碗 1 点等が、陶器

には備前袋物等が、土師質瓦質土器には皿 2 点等がある。切り合い関係は 1650 年頃の SK550 に先

行するものの陶胎染付碗が見られ混入の可能性がある。

L-2 SK512
本土坑は L-2 区の西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 60㎝以上、短径 35㎝の楕円形、底部は長径 41㎝以上、短

径 26㎝の楕円形と推測される。深さは 6㎝である。遺構の性格は不明である。

関西系香炉火入れ 1 点、土師質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期

は不明である。

L-2 SK（512）
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 118㎝、短径 87㎝の隅丸三角形、

底部が長径 77㎝、短径 67㎝の円形を呈している。深さは 22㎝である。本土坑は SK511 に切られ、

SK562・SK550 と重複しているが、切り合い関係より SK511 →本土坑→ SK562 → SK550 の順で作

られている。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK513
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は西側を L 区 SK405 に、東側をトレンチよ

って切られているため不明な部分が多いが、現状では上端は長径 75㎝、短径 35㎝のゆがんだ方形、

底部は長径 57㎝、短径 18㎝のゆがんだ方形と推測される。SK405 に切られていることから SK405

に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

L 区  SK514
本土坑は J-1 区の北側に位置する。J 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。形

状及び規模は南側を KDSV4 等によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長

径 202㎝、短径 47㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 180㎝、短径 38㎝以上の隅丸長方形と推測され

る。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。陶器 3 点うち岸岳系唐津ないし福岡の藁灰釉

皿 1 点、唐津灰釉皿 1 点等が、鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L 区  SK515
本土坑は I-1 区の北側に位置する。I 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。形

状及び規模は南側を KDSV4 によって切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径

59㎝、短径 16㎝以上の隅丸長方形、底部は長径 45㎝、短径 8㎝以上の隅丸長方形と推測される。

深さは 32㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明
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である。

L-3 SK516
本土坑は L-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 239㎝、短径 132㎝の方形、底部

が長径 216㎝、短径 105㎝の方形を呈している。深さは 33㎝である。磁器 1 点、陶器 2 点、土師質

瓦質土器 7 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。陶器には備前擂鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3

点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK517
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形状及び規模は南東側が不明なものの、現状では上端は長径

45㎝以上、短径 42㎝の隅丸長方形、底部は長径 41㎝、短径 30㎝の隅丸長方形と推測される。深さ

は 6㎝である。本土坑は L 区 SK539 と近接しているが、SK539 は本土坑床面直下より検出された

もので、切り合い関係はない。遺構の性格は不明である。内耳土器 A 群口縁部 2 点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK518
本土坑は L-3 区の北側に位置する。形状及び規模は北側を近代以降の建物の基礎によって切られ

ているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 88㎝前後、短径 68㎝の楕円形、底部は長径

60㎝前後、短径 48㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。本土坑は L 区 SK522 を切り、

SK519 に切られていることから、SK522 →本土坑→ SK519 の順で作られている。遺構の性格は不

明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-3 SK519
本土坑は L-3 区の北側に位置する。形状及び規模は南側を KDSV1 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 652㎝、短径 69㎝以上の長方形、底部は長径 560㎝、短径

33㎝以上の長方形と推測される。深さは 33㎝である。本土坑は西側を L 区 SK528 によって切られ

ていることから、本土坑は SK528 に先行する。遺構の性格は不明である。土師質皿 9 点、鉄製品

2 点、鉄滓 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L 区  SK520　陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は K-2 区の南西側に位置する。K 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は南側を近代以降の建物の基礎によって切られているため不明な部分があるが、現状

では上端は長径 75㎝以上、短径 68㎝の楕円形、底部は長径 55㎝、短径 44㎝の楕円形と推測される。

深さは 30㎝である。本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り合い関係より本土坑が新しい。

遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。

磁器 4 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 18 点、鉄製品 2 点、瓦が出土した。磁器には高台断面内
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側裾が滑らかな湾曲削りで畳付は内外から面取りし丸みのある削りの高台径小さい皿 1 点（1）、陶

胎染付香炉火入れ 1 点（2）等が、陶器には京焼風陶器鉢 1 点、明るい胎土の唐津刷毛目碗 1 点、

高台無釉唐津鉄釉碗 2 点が、土師質瓦質土器には内耳土器 9 点うち A 群口縁部 2 点うち内耳部分

1 点はしっかり穿孔する（3）、皿 6 点等がある。陶胎染付香炉火入れは染付の丁寧なもので、刷毛

目碗も明るい胎土のものであるから 17 世紀末頃の遺構であろう。

L-2 SK521
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 76㎝、短径 72㎝のゆがんだ円形、

底部が長径 53㎝の円形を呈している。本土坑は L 区 SK562・SK550 と重複しているが、切り合い

関係より本土坑→ SK562 → SK550 の順で作られている。遺構の性格は不明である。磁器 2 点、陶

器 2 点、軟質施釉陶器 1 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。SK550 に先行するので 1650 年

以前の遺構であろう。

L-3 SK522
本土坑は L-3 区の北東側に位置する。形状及び規模は北側を近代以降の建物の基礎によって切ら

れているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 210㎝、短径 34㎝以上の隅丸長方形、底部

は長径 194㎝、短径 25㎝以上の隅丸長方形と推測される。深さは 50㎝である。遺構の性格は不明

である。陶器 1 点、鉄製品 9 点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK524
本遺構は L-1 区 SK464 の下層に位置した。土師質皿 2 点のみが出土した。遺物が少ないため時

期は不明である。

L-2 SK525
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形状及び規模は南側を KDSV7 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 120㎝以上、短径 35㎝以上の楕円形、底部は長径 83㎝

以上、短径 25㎝以上のゆがんだ楕円形と推測される。深さは 40㎝である。KDSV7 に切られてい

るので KDSV7 に先行する。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので時期は不明であ

る。

L-1 SK527
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形状及び規模は西側を KDSK18、南側を KDSV6 によって切

られているため不明な部分があるが、現状では上端と底部が 155㎝ほど残存しているのみである。

深さは 36㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明

である。
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L-3 SK528
本土坑は L-3 区の北側に位置する。形状及び規模は南側を KDSV1 によって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 135㎝以上、短径 45㎝のゆがんだ長方形、底部は長径 127

㎝以上、短径 33㎝のゆがんだ長方形と推測される。深さは 13㎝である。本土坑は東側の L 区

SK519 を切っていることから、本土坑は SK519 より新しい。遺構の性格は不明である。土師質皿

1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK529
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 75㎝、短径 67㎝の楕円形、底部

が長径 67㎝、短径 41㎝の楕円形を呈している。深さは 19㎝である。遺構の性格は不明である。瓦

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L 区  SK530 

本土坑は K-2 区の南西側に位置する。K 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は南側を近代以降の建物の基礎によって切られているため不明な部分があるが、現状

では上端は長径 101㎝、短径 55㎝のゆがんだ長方形、底部は長径 88㎝、短径 49㎝のゆがんだ長方

形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り合い関係より

本土坑が新しい。遺構の性格は不明である。磁器碗 1 点、土師質皿 1 点、瓦が出土した。SK550

より新しいことから 1650 年以降の遺構であろう。

L-2 SK531
本土坑は L-2 区の北西側に位置する。形状及び規模は北側と東側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分が多いが、現状では上端は長径 70㎝以上、短径 38㎝以上の隅丸長方形、底部は

長径 60㎝以上、短径 25㎝以上のゆがんだ隅丸長方形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性

格は不明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-2 SK532
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 46㎝以上、短径 34㎝の楕円形、底部は長径 29㎝以上、短

径 28㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り

合い関係より SK550 より新しい。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物が多く含まれていた。

土師質皿 1 点、瓦のみが出土した。SK550 より新しいことから 1650 年以降の遺構であろう。

L-2 SK533
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 50㎝の円形、底部

が長径 40㎝、短径 37㎝の円形を呈している。深さは 20㎝である。本土坑は L 区 SK562・SK550 と
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重複しているが、切り合い関係より本土坑→ SK562 → SK550 の順で作られている。遺構の性格は

不明である。土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。切り合い関係より SK550 に先行するた

め 1650 年以前の遺構であろう。

L 区  SK534
本土坑は K-2 区の南西側に位置する。K 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は東側をトレンチに、南側をL区SK530よって切られているため不明な部分があるが、

現状では上端は長径 47㎝以上、短径 45㎝以上の円形、底部は長径 40㎝以上、短径 37㎝以上の円形

と推測される。深さは 6㎝である。本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り合い関係より本

土坑が新しい。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。SK550 より新しいの

で 1650 年以降の遺構であろう。

L-1 SK535
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は東側、南側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 50㎝以上、短径 45㎝以上の楕円形、底部は長径

44㎝以上、短径 42㎝以上の楕円形と推測される。深さは 11㎝である。本土坑は隣接する L 区

SK551 を切っていることから、SK551 より新しい。遺構の性格は不明である。陶器 1 点、鉄製品 1

点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK536
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形状及び規模は西側を L 区 SV501 によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では上端は長径 60㎝、短径 27㎝以上の楕円形、底部は長径 34㎝、短

径 16㎝の楕円形と推測される。深さは 16㎝である。本土坑は SV501・SV502 と切り合い関係にあ

るが、構築順に整理すると（古） SV502 →本土坑→ SV501 （新）となる。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。SV501 に先行することから 17 世紀末以前の遺構であろう。

L-2 SK537
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 54㎝以上、短径 38㎝の不整形な方形、底部は長径 49㎝、

短径 23㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。京？ S 字形

土瓶注口 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK538
本土坑は L-2 区の西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 50㎝以上、短径 34㎝の楕円形、底部は長径 43㎝以上、短

径 20㎝の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。本土坑は L 区 P570・P581 と重複しているが、
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これらは本土坑床面直下より検出したもので、本土坑に先行する。遺構の性格は不明であるが、埋

土に炭化物が多く含まれていた。遺物が出土していないので時期は不明である。

鉄製品 6 点、瓦が出土した。鉄製品には和釘 1 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK539 ＝ P534 ＝ P664
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 38㎝の隅丸長方形、

底部が長径 28㎝、短径 26㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明で

ある。景徳鎮端反小坏 1 点、鉄製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK540
本土坑は L-2 区の南東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 56㎝、短径 37㎝の楕円形、底

部が長径 40㎝、短径 21㎝の楕円形を呈している。深さは 21㎝である。本土坑は SK（512）・

SK511・SK562・SK550 と重複しているが、構築順に整理すると（古） SK550 → SK562 →本土坑→

SK（512）→ K511 （新）となる。遺構の性格は不明である。土師質瓦質土器 5 点、人形 1 点、鉄

製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK541
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 81㎝、短径 36㎝の楕円形、底

部は長径 65㎝、短径 24㎝の楕円形であると思われる。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り合い関係より本土坑が新しい。よって、遺物は出土

していないが 1650 年以降の遺構であろう。

L-1 SK542
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端が長径 35㎝、短径 30㎝の楕円形、底部が長径 28㎝、短径 17㎝と

推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。唐津灰釉碗 1 点、鉄製品 1 点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK（542）
本土坑は L-2 区の北東側に位置する。形状及び規模は南西側が不明であるが、現状では上端は長

径 137㎝、短径 51㎝のゆがんだ楕円形、底部は長径 113㎝前後、短径 34㎝の楕円形と推測される。

深さは 13㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は L 区 SK550 と重複しているが、切り合い

関係より本土坑が新しい。よって遺物は出土していないが、1650 年以降の遺構であろう。

L-1 SK543
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形状及び規模は南側をトレンチによって切られているため不
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明な部分が多く、現状では上端は 105㎝しか残存していない。深さは 20㎝である。本土坑は L 区

SK544 によって切られているため SK544 に先行する。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK544　 遺物実測図

本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 245㎝前後、短径 185㎝のゆが

んだ方形、底部が長径 213㎝前後、短径 152㎝のゆがんだ方形と推測される。深さは 23㎝である。

遺構の性格は不明である。本土坑は L 区 SK543 を切っているため SK543 より新しい。唐津灰釉胎

土目皿 1 点、瀬戸美濃灰釉皿 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 12 点、瓦うち三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）

が出土した。三つ巴は尾どうしが接合し圏線となり、珠紋は小さく古相を示す。遺物が少ないため

時期は不明である。

L-2 SK546
本土坑は L-2 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 80㎝、短径 34㎝の楕円形、底部

が長径 66㎝、短径 23㎝の楕円形を呈している。深さは 13㎝である。本土坑は L 区 P570 と重複し

ているが、本土坑床面直下より P570 を検出したため、本土坑は P570 より新しい。遺構の性格は

不明であるが、埋土に炭化物が若干含まれていた。土師質皿 1 点、鉄製品 1 点が出土した。遺物が

少ないため時期は不明である。

L-1 SK547
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は北側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 67㎝以上、短径 64㎝以上の不整形な隅丸方形、底部は

長径 52㎝以上、短径 50㎝以上の隅丸方形と推測される。遺構の性格は不明である。唐津灰釉製品

1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK548
本土坑は L-1 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 47㎝、短径 35㎝の楕円形、底部

が長径 28㎝、短径 15㎝の楕円形を呈している。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないので時期は不明である。

L-2 SK550　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-2 区から K-2 区にまたがって位置する。形状及び規模は上端が長径 858㎝、短径 638

㎝の隅丸長方形、底部が長径 831㎝、短径 532㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 88㎝である。

本土坑は SK541・SK（542）・P548・SK532・P547・P535・SK562・SK533・SK540・SK（512）・

SK511・P536・SK521・SK523・P588・L 区 SK561・SK534・SK530・SK520 と重複または切り合

い関係にあるが、全て本土坑埋没後に作られたものである。ただし、L 区 SK562 については本土
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坑の一部である可能性がある。

本土坑の底部に近い部分の埋土は暗灰青色から黒灰色の粘質の強いもので植物遺体のようなもの

も観察できた。埋土上半部分は明黄灰色の砂質土であったことから、遺構の廃絶期に一気に埋めら

れたものと思われる。遺構の規模や形状等から、池であったことが推測される。

磁器 89 点、陶器 102 点、軟質施釉陶器碗 1 点、土師質瓦質土器 444 点、碁石 1 点（128）、砥石

1 点（127）、銭貨 3 点、鉄製品 99 点、鉄滓 1 点、キセル 4 点、瓦、木製品が出土した。磁器には

高台の特徴から初期伊万里と思われる碗が 8 点でうち外面山水楼閣紋高台内「大明成化年製」の銘

のある碗 1 点（1）・芙蓉手で端反の碗 1 点（2）・漆継ぎ痕のある白磁碗 1 点（3）、青磁碗 1 点（4）、

また 8 点のうち高台無釉のものが 3 点あり 2 点は同一個体と思われる見込みに鳥紋の碗（5）・1 点

は区画紋碗（6）である。また、端反になる碗 3 点（7）、筒形になる碗 1 点（8）、景徳鎮碗 3 点、

漳州窯碗 2 点（9）等もある。小坏 7 点で高台内に砂粒熔着し端反のもの 1 点（10）・同じく白磁の

もの 1 点（11）、無釉蛇の目高台で端反の野菜紋の同一個体と思われる景徳鎮小坏 2 点（12）、初期

伊万里菊花形皿 1 点（13）等がある。陶器には唐津碗 22 点うち呉器手碗 1 点・高台無釉鉄釉碗 1

点（14）・灰釉天目形碗 1 点（15）、唐津皿 31 点うち溝縁皿 6 点（16）（17）・内面口縁部と底体の

境に圏線を巡らせるもの 7 点（18）・卵手 4 点、唐津瓶 4 点うち藁灰釉 1 点（19）・底部糸切り痕灰

釉 1 点（20）、瀬戸美濃鉄釉碗 1 点、同灰釉皿 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 316 点うち浅黄橙

色～灰黄褐色 175 点（21）～（40）（42）～（51）、全体が黒変したもの 51 点（52）（53）（54）（55）、

灰白色～灰黄色 90 点（41）がある。灰黄褐色～灰黄色の中間的な色合いのものも多くあり峻別は

困難である。内耳土器74点うちA群口縁部20点うち内耳部分5点でいずれもしっかり穿孔する（56）

（57）（58）。羽釜 1 点、焼塩壷 4 点いずれも板接ぎ叩き成形で 1 点は完形で外面に墨書がある（59）。

キセル 4 点うち雁首 3 点うち火皿 2 点（126）がある。鉄製品には和釘 1 点等がある。銭貨には寛

永通寶 1 期（古寛永）2 点（123）（124）、永楽通寳 1 点（125）がある。瓦には軒平瓦 4 点うち亀

居城と同紋の中心飾りが下に開く三葉のもの 1 点（60）等が、三つ巴紋軒丸瓦 6 点、鬼瓦 3 点、丸

瓦（61）、平瓦等がある。平瓦の平均の厚さは 18.5㎜で、18.0㎜、18.5㎜が 6 点、17.5㎜が 5 点、

17.0㎜が 4 点ある。木製品には外面黒漆に朱漆・黄漆で草紋と花紋描く漆椀（62）、櫛（63）、下駄（64）

～（67）、箸（68）～（105）、折敷底板（121）、へら（106）（107）、下駄歯（109）（110）、箱型製

品の側板（111）（113）、不明板状製品（108）（112）、曲物底板（114）（116）、柄杓側板（115）、マ

コ状製品（122）、男雛・女雛のものと思われる人形の頭部（117）（118）、鋸による切れ込みのある

もの等不明部材（119）（120）等がある。高台内側裾が滑らかな湾曲削りする碗・皿がなく、呉器

手碗があるので 1650 年代頃に廃絶した遺構であろう。

L-1 SK551
本土坑は L-1 区の北西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 93㎝以上、短径 55㎝以上の不整形な楕円形、底部は長

径 76㎝、短径 44㎝以上の楕円形と推測される。深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。鉄

製品 1 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。
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L-1 SK552
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチに、北側を L 区 SK480 に、

南側を L 区 SK544 によって切られているため不明な部分が多く、80㎝しか残存していない。深さ

は 27㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、鉄製品 1 点、瓦が出土した。SK480・

SK544 に切られているので両遺構に先行する。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK553
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は東西をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 43㎝以上、短径 23㎝の長方形、底部は短径 12㎝の長方

形と推測される。深さは 8㎝である。本土坑は L 区 SV503 の直上にあり、SV503 より新しい。遺

構の性格は不明である。見込み蛇の目釉剥ぎ唐津灰釉皿 1 点、土師質瓦質土器 1 点が出土した。遺

物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK554
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 95㎝、短径 70㎝の隅丸長方形、

底部が長径 73㎝、短径 46㎝の隅丸長方形を呈している。深さは 15㎝である。本土坑は L 区 SK537

によって北側を切られている。よって本土坑は SK537 に先行する。瓦のみが出土した。遺構の性

格は不明である。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK555
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 33㎝、短径 27㎝の楕円形、底

部が長径 24㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。本土坑は L 区 P582 と重複しているが、P582 は

本土坑床面直下より検出したもので、切り合い関係はない。瓦のみが出土した。遺構の性格は不明

である。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK556 ＝ L-2 SK562　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本土坑は L-2 区の南東部に位置する。形状及び規模が上端は長径 400㎝、短径 383㎝の不整形な

方形、底部が長径 310㎝、短径 296㎝の不整形な方形を呈している。深さは 54㎝である。本土坑は

L 区 SK550・SK540・SK（512）・SK511・SK533・SK521・SK523・P547・P535・P536・P588 と

重複または切り合い関係にあるが、SK550・P588 を除いてすべて本土坑埋没後に作られている。

本土坑は SK550 の一部であった可能性がある。また、P588 は本土坑によって削平を受けている。

磁器 10 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 60 点、鉄製品 44 点、瓦が出土した。磁器には景徳鎮青

花 3 点うち同一個体と思われる碗 2 点（1）、初期伊万里碗 1 点、同皿 1 点等が、陶器には唐津溝縁

皿 4 点、同灰釉砂目積み皿 1 点、同土灰釉袋物 1 点、福岡藁灰釉皿 1 点、瀬戸美濃天目碗？ 1 点等

が、土師質瓦質土器には皿 41 点うち橙色 17 点（2）・灰白色 24 点、内耳土器 A 群口縁部 1 点（3）、
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板接ぎ叩き成形焼塩壷 1 点等がある。

陶磁器は 17 世紀前半におさまっていると思われその頃の遺構であろう。

L-1 SK558
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチに、西側を P569 によって

切られているため不明な部分があるが、現状では上端は長径 35㎝以上、短径 20㎝の長方形、底部

は短径 8㎝の長方形と推測される。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑は P569

によって切られているため P569 に先行する。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明で

ある。

L-2 SK560
本土坑は L-2 区の西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため不

明な部分があるが、現状では上端は長径 45㎝、短径 38㎝の楕円形、底部は長径 42㎝、短径 28㎝の

楕円形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので

時期は不明である。

L 区  SK561 
本土坑は K-2 区の北西側に位置する。K 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模が上端は長径 55㎝、短径 49㎝の円形、底部が長径 49㎝、短径 47㎝の円形を呈してい

る。底部に礫が検出された。他の礎石の配置状況より本土坑は礎石列の一部と考えられる。本土坑

は L 区 SK550 と一部重複しているが、切り合い関係より本土坑は SK550 より新しい。よって 1650

年以降の遺構であろう。

（L-2SK562 ＝ L-2SK556）

L-2 SK563 ＝ P583
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 35㎝、短径 25㎝の楕円形、底

部は長径 27㎝、短径 17㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明であるが、底部に礫が検出さ

れている。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-2 SK（563）
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は西側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 32㎝以上、短径 25㎝の円形、底部は長径 18㎝以上、短

径 16㎝の楕円形と推測される。深さは 12㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土してい

ないので時期は不明である。
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L-1 SK564
本土坑は L-1 区の南西側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチによって切られているため

不明な部分があるが、現状では上端は長径 45㎝、短径 40㎝の隅丸長方形、底部は長径 35㎝、短径

28㎝の隅丸長方形と推測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土して

いないので時期は不明である。

L-2 SK565
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 42㎝、短径 24㎝の楕円形、底部

が長径 24㎝、短径 15㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ので時期は不明である。

L-1 SK566
本土坑は L-1 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 53㎝、短径 20㎝の楕円形、底部

が長径 25㎝、短径 11㎝の楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。瓦、鉄滓 1 点が出土した。

遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK567 ＝ P551
本土坑は L-2 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 28㎝、短径 19㎝の楕円形、底

部が長径 17㎝、短径 12㎝の楕円形を呈している。深さは 4㎝である。遺構の性格は不明である。

瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SK568
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 40㎝、短径 38㎝の円形、底部が

長径 35㎝、短径 30㎝の円形を呈している。深さは 41㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が

出土していないので時期は不明である。

L-2 SK569
本土坑は L-2 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 60㎝、短径 40㎝の楕円形、底部

が長径 40㎝、短径 20㎝の楕円形であると思われる。深さは 7㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は L 区 P546 と重複しているが、P546 床面直下より本土坑は検出されたことより、P546 に

先行する。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-1 SK577
本土坑は L-1 区の東北側に位置する。形状及び規模は東側、北側をトレンチによって切られてい

るため不明な部分があるが、現状では上端は長径 90㎝、短径 20㎝の楕円形、底部は長径 81㎝、短

径 14㎝の楕円形と推測される。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していな
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いので時期は不明である。

L-3 SK601
本土坑は L-3 区の南西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 174㎝、短径 121㎝の不定形な

円形、底部は長径 141㎝、短径 96㎝の楕円形である。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。

本土坑は L 区 SK602 を切っており、SK602 より新しい。

唐津陶器碗 3 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、鉄製品 10 点、瓦が出土した。遺物が少ない

ため時期は不明である。

L-3 SK602　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本土坑は L-3 区の南側に位置する。形状及び規模は西側を L 区 SK311 に、南側を L 区 P505 に

削られているため不明な部分があるが、上端が長径 310㎝、短径 253㎝の不定形な方形、底部は長

径 290㎝、短径 236㎝の不定形な方形を呈している。深さは 33㎝である。遺構の性格は不明であるが、

遺構内より拳大の礫が多く出土している。SK311・P505 に切られていることから両遺構に先行する。

陶器 5 点、土師質瓦質土器 14 点、鉄製品 17 点、瓦が出土した。陶器には鉄釉土瓶 1 点、唐津

灰釉皿 1 点、暗い胎土の唐津刷毛目皿 1 点、産地不明蓋 1 点（1）等が、土師質瓦質土器には皿 8 点、

焼塩壷蓋 1 点等がある。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（2）、鬼瓦 2 点（3）、コビキ A 丸瓦 1 点等が

ある。瓦は古く 17 世紀前半の特徴が見えるが、土瓶・暗い胎土の唐津刷毛目皿等があり混入の可

能性もある。

L-3 SK603　 遺物実測図

本土坑は L-3 区の東側に位置する。L 区 KDSK14 に南側を切られている。形状及び規模は上端

が長径 155㎝以上、短径 148㎝の隅丸長方形、底部は長径 150㎝以上、短径 133㎝の隅丸長方形と推

測される。深さは 16㎝である。遺構の性格は不明であるが、本土坑内から拳大の礫が多数、瓦と

ともに検出された。関西系碗 1 点、土師質皿 1 点、鉄製品 7 点、瓦が出土した。瓦には粗いコビキ

B 丸瓦 2 点（1）（2）、鬼瓦宝珠部分 1 点（3）等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

（L-3SK604 ＝ I-1 SK423）

L-3 SK605
本土坑は L-3 区の東側に位置する。形状及び規模は上端が長径 153㎝、短径 131㎝の不定形な円形、

底部は長径 138㎝、短径 116㎝の不定形な円形である。深さは 38㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質瓦質土器 8 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には土師質 1 点等がある。遺物が少ないため

時期は不明である。

L-3 SK606
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本土坑は L-3 区の東側に位置する。形状及び規模はトレンチで東側が削られており不明な部分が

あるが、上端が長径 75㎝以上、短径 50㎝以上の楕円形、底部は長径 38㎝以上、短径 33㎝以上の楕

円形と推測される。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。染付碗 1 点、関西系せんじ碗 1

点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK607
本土坑は L-3 区の南側に位置する。形状及び規模は上端が長径 63㎝、短径 50㎝の楕円形、底部

は長径 47㎝、短径 34㎝の楕円形である。深さは 22㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出

土していないので時期は不明である。

L-1 SK608
本土坑は L-1 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を L 区 KDSK18 に、南側を KDSK9 に

よって削られているため大部分が不明であるが、上端が長径 68㎝以上、短径 65㎝の不定形な円形、

底部は長径 65㎝、短径 50㎝の不定形な円形と思われる。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明で

ある。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-3 SK610
本土坑は L-3 区の西側に位置する。L 区 P633 を切っており、本土坑は P633 より後に作られてい

る。形状及び規模は上端が長径 102㎝、短径 98㎝の円形、底部は長径 76㎝、短径 72㎝の円形である。

深さは 20㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、鉄滓 1 点が出土した。遺物が少な

いため時期は不明である。

L-3 SK611
本土坑は L-3 区の西側に位置する。形状及び規模は上端が長径 202㎝、短径 155㎝の隅丸方形、

底部は長径 176㎝、短径 134㎝の隅丸方形を呈している。深さは 43㎝である。遺構の性格は不明で

ある。本土坑は南側を一部 L 区 SK602 に切られている。よって本土坑は SK602 に先行する。L 区

P609 は本土坑検出面より上層で検出した。L 区 P634・P648 は本土坑の床面直下で検出した。よっ

て P634・P648 は本土坑と同時期に構築された可能性がある。遺物が出土していないので時期は不

明である。

L-3 SK612
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。東側を L 区 KDSK14 に切られている。形状及び規模は上

端が長径 180㎝、短径 130㎝以上の不整形な円形、底部は長径 164㎝、短径 113㎝以上の不整形な円

形であると思われる。深さは 28㎝である。遺構の性格は不明である。L 区 SK625・SK626・SK627

は本土坑の床面直下より検出されたもので、本土坑と切り合い関係はない。磁器 2 点、土師質瓦質

土器 4 点、鉄製品点 9 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点うち静止糸切り底 1 点等があ
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る。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK613
本土坑は L-1 区の西側に位置する。層序より本土坑は L 区 P659 より新しい。形状及び規模は上

端が長径 50㎝、短径 43㎝の楕円形、底部は長径 33㎝、短径 28㎝の楕円形である。深さは 13㎝で

ある。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を多く含んでいた。瓦のみが出土した。遺物が少

ないため時期は不明である。

L-1 SK614
本土坑は L-1 区の中央に位置する。形状及び規模は北側を L 区 SK29 に、南側をトレンチによっ

て削られているため大部分が不明である。上端は 25㎝、底部は 24㎝ラインがのこるのみである。

深さは 14㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物を多く含んでいた。鉄製品 3 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK615
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形状及び規模は東側を L 区 SK461 により切られているため

上端が長径 42㎝以上、短径 33㎝以上の楕円形、底部は長径 33㎝以上、短径 19㎝以上の楕円形と推

測される。深さは 14㎝である。遺構の性格は不明である。鉄製品 1 点、瓦のみが出土した。遺物

が少ないため時期は不明である。

L-1 SK617
本土坑は L-1 区の南側に位置する。形状及び規模は本土坑の中央を南北にトレンチが設定してあ

るため南側が一部不明な個所があるが、上端は長径 218㎝以上、短径 94㎝の不定型な方形、底部は

長径 195㎝以上、短径 77㎝の不定型な方形であると思われる。深さは 30㎝である。遺構の性格は

不明である。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-3 SK618
本土坑は L-3 区の北西側に位置する。形状及び規模は西側がトレンチにより削られているため全

体像が不明であるが、上端は長径 55㎝以上、短径 44㎝以上の半楕円形、底部は長径 34㎝、短径 31

㎝の半楕円形を呈している。深さは 3㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していない

ので時期は不明である。

L-3 SK619
本土坑は L-3 区の北側に位置する。形状及び規模はトレンチにより南側が削られ全体像は不明で

あるが、上端は長径 70㎝以上、短径 60㎝の楕円形、底部は長径 55㎝以上、短径 53㎝の楕円形であ

ると思われる。深さは 11㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので時期は
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不明である。

L 区  SK620
本土坑は J-1 区の北東側に位置する。J 区に位置するが調査時誤って L 区の遺構番号を付けた。

形状及び規模は南側・東側を KDSV4・KDSK9 に削られているため全体像は不明であるが、上端

は長径 100㎝以上、短径 85㎝以上の半楕円形、底部は長径 88㎝以上、短径 53㎝以上の楕円形と推

測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないので時期は不明

である。

L-1 SK621
本土坑は L-1 区の中央に位置する。形状及び規模は東側を KDSK18 が、南側を KDSK9 によっ

て削られているため大部分が不明であるが、上端が長径 90㎝以上、短径 80㎝以上の不定形な方形、

底部は長径 80㎝、短径 72㎝の不定形な方形と推測される。深さは 26㎝である。遺構の性格は不明

である。遺物が出土していないので時期は不明である。

L-1 SK623
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形状及び規模は上端が長径 33㎝、短径 32㎝の円形、底部は

長径 22㎝、短径 19㎝の円形であると思われる。深さは 21㎝である。遺構の性格は不明である。瓦

のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK624
本土坑は L-1 区の北側に位置する。形状及び規模は北側を L 区 SK45 に、東側を L 区 SK83 に、

西側をトレンチに切られており全体像がつかみにくい。上端は 64㎝、短径 63㎝のラインしか残存

していない。深さは 30㎝である。遺構の性格は不明である。遺物が出土していないが、切り合い

関係より SK45 に先行しており 18 世紀第 4 四半期以前の遺構であろう。

L-3 SK625
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側を L 区 KDSK14 と SK626 に切られて

いるため不明な部分が多いが、上端が長径 113㎝以上、短径 97㎝の不整形な円形、底部は長径 90

㎝以上、短径 81㎝の楕円形を呈している。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。本土坑

は L 区 SK627 を切り、SK626 に切られている。切り合い関係から SK627 →本土坑→ SK626 の順

で作られている。なお、L 区 SK612 とは切り合い関係はない。初期伊万里碗 1 点、土師質皿 5 点、

鉄製品 9 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK626
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は東側が L 区 KDSK14 により切られている
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ので不明な部分が多いが、現状では上端が長径 40㎝、短径 20㎝の半楕円形、底部は長径 32㎝、短

径 14㎝の半楕円形を呈している。遺構の性格は不明である。本土坑は L 区 SK612 の床面直下より

検出されたもので、SK612 と切り合い関係はない。土師質瓦質土器 2 点うち皿 1 点、鉄製品 1 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK627
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は南東側が L 区 KDSK14 により切られ、ま

た西側を一部 L 区 SK625 に切られているため不明な部分が多いが、現状では上端が長径 95㎝、短

径 15㎝以上の方形、底部は長径 60㎝、短径 10㎝以上の楕円形であると思われる。遺構の性格は不

明である。本土坑は SK625 に切られているため SK625 に先行する。なお、本土坑は SK612・

SK603 の床面直下より検出されたもので、SK612・SK603 と切り合い関係はない。鉄製品 2 点のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-3 SK628
本土坑は L-3 区の東側に位置する。形状及び規模はトレンチにより東西端が削られているため全

貌が不明であるが、上端が長径 65㎝以上、短径 45㎝の方形、底部は長径 65㎝以上、短径 35㎝の方

形と推測される。深さは 3㎝である。遺構の性格は不明である。瀬戸美濃大窯折縁そぎ皿 1 点、瓦

が出土した。瓦には中心飾り上に開く三葉で中央の葉のみ二重線で表す軒平瓦 1 点等がある。遺物

が少ないため時期は不明である。

L-3 SK629
本土坑は L-3 区の南東側に位置する。形状及び規模は西側と南側をトレンチで削られているため

不明な部分が多いが、現状では上端が長径 66㎝以上、短径 45㎝以上の隅丸方形、底部は長径 55㎝

以上、短径 33㎝以上の隅丸方形と推測される。深さは 24㎝である。遺構の性格は不明である。遺

物が出土していないため時期は不明である。

L-3 SK630
本土坑は L-3 区の中央に位置する。形状及び規模は上端が長径 43㎝、短径 32㎝の不定形な方形、

底部は長径 25㎝、短径 23㎝の円形であると思われる。深さは 8㎝である。遺構の性格は不明である。

遺物が出土していないため時期は不明である。

L-1 SK631
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形状及び規模はトレンチにより西側・南側を削られているた

め全体像が不明であるが、上端は長径 122㎝、短径 85㎝の不定形な方形、底部は長径 88㎝、短径

63㎝の楕円形であると思われる。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明であるが、埋土に炭化物

が若干含まれていた。
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鉄製品 5 点のみが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK633
本土坑は L-1 区の東側に位置する。形状及び規模は東側をトレンチで削られているため不明な部

分があるが、現状では上端が長径 176㎝以上、短径 82㎝以上の半楕円形、底部は長径 131㎝以上、

短径 66㎝以上の半楕円形をしている。深さは 15㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点、

鉄製品 3 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK634
本土坑は L-1 区の北東側に位置する。形状及び規模は東側・西側・南側をトレンチで削られてい

るため全体像が不明であるが、上端は長径 127㎝以上、短径 85㎝以上、底部は長径 127㎝、短径 77

㎝の不整形な溝形と推測される。深さは 18㎝である。遺構の性格は不明である。土師質皿 1 点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SK635
本土坑は L-1 区の西側に位置する。調査区の際にあり西側半分を調査できなかった。形状及び規

模は上端が長径 14㎝以上、短径 10㎝の楕円形、底部は長径 7㎝、短径 5㎝の楕円形であると推測さ

れる。深さは 5㎝である。遺構の性格は不明である。瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は

不明である。

L-2 SK636
本土坑は L-2 区の南側に位置する。形状及び規模は北東部が L 区 SK550 により切られているた

め不明な部分が多いが、上端は長径 149㎝以上、短径 146㎝以上の不定形な方形、底部は長径 128

㎝以上、短径 102㎝の不定形な方形と推測される。深さは 73㎝である。遺構の性格は不明である。

土師質皿 1 点、土錘 1 点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、切り合い関係よ

り SK550 に先行するから、1650 年以前の遺構であろう。

SV
L-3 SV1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は L-3 区の中央に位置する。規模は西側が調査区外に延び、東側を L 区 KDSV8 によ

って切られているため不明な部分があるが、現状では北西から南東方向に斜めに長さ 9.60m にわ

たって検出した。幅は 42 ～ 59㎝である。金属管が埋設されていた。砥部多重圏線紋端反碗（1）、

陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。西洋コバルトの印刷製品があり近代の遺構である。

（L-1 SV2 ＝ L-1 SV4）
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（L 区 SV3 ＝ K 区 SV2）

L-1 SV4 ＝ L-1 SV2 ＝ I-3 SV1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は L-1 区の南側から I・J-3 区にかけて位置する。規模は南側が調査区外に、北東端が

L 区 KDSV6 によって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 52.80m、東

西方向に 1.30m にわたって検出した。幅は 31㎝～ 47㎝、深さは 45㎝である。本溝状遺構は L 区

SK15・L 区 SK36・L 区 SK2・L 区 SK428・L 区 SK448・L 区 SK439・L 区 SK452・L 区 SK465・

L 区 SK466・L 区 SK331・L 区 SK330・J 区 SK326・J 区 SK314・J 区 SK413・J 区 SK316・I 区

SK221・I 区 SK322・I 区 SK87・I 区 SK82・I 区 SK57・I 区 SK64・I 区 SK56・I 区 SK39・I 区

SK107・I 区 P31・I 区 P32（前者）と J 区 SK22・J 区 SK23・I 区 SK11（後者）と切り合い関係、

もしくは重複関係にあるが、本溝状遺構は前者を削平している。後者は本溝状遺構埋没後に作られ

ているものである。

磁器 45 点、陶器 42 点、土師質瓦質土器 53 点、人形類 3 点、鉄製品 30 点、砥石 1 点、瓦が出土

した。磁器には端反碗 3 点うち瀬戸美濃 1 点、陶胎染付碗 2 点、瓶 5 点等が、陶器には関西系碗

13 点うち細かい貫入の入る端反碗 1 点・色絵 2 点、同灯明皿 2 点、同燗徳利 3 点、同格子状鎬蓋

物 1 点、萩藁灰釉碗 1 点、備前瓶 6 点うち同一個体と思われるもの 5 点、唐津灰釉胎土目皿 1 点、

瀬戸美濃灰釉皿 2 点、同甕鉢類 1 点、擂鉢 3 点うち備前 1 点・堺明石 1 点、丹波甕 1 点、大谷灯明

具 1 点、行平鍋 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 10 点、内耳土器 12 点うち A 群口縁部 2 点・C

群口縁部 2 点、甕 16 点うち外面体部に凹線 1 本が巡る佐野口縁部 1 点等がある。

I-3SV1 は本遺構の一部である。この部分からは磁器 49 点、陶器 54 点、土師質瓦質土器 61 点、

人形 1 点、瓦転用品 1 点、鉄製品 16 点、青銅製品 3 点、上臼 1 点が出土した。磁器には瀬戸美濃

端反碗 1 点、口紅輪花山水楼閣紋皿 1 点、青磁染付朝顔形碗 1 点、戸車 1 点（1）、蓋物蓋 2 点等が、

陶器には同一個体と思われる瀬戸美濃緑釉植木鉢 5 点、同一個体と思われる同緑釉瓶掛け 2 点、土

瓶 8 点うち蓋 1 点、羽釜土瓶 2 点、関西系碗 8 点うち高台内に「朝日」の銘と渦巻き状の削り痕あ

るもの 1 点（2）・同鉄絵染付碗 1 点、同燗徳利 3 点、擂鉢 4 点うち備前 1 点・明石 1 点・堺明石 2 点、

備前灯明受皿 1 点、同灯明皿 1 点等が、内面にカルシウム分の付着するもの等甕 34 点、土師質焜

炉（日下分類Ⅱ Ca 類）6 点、皿 4 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点うち 1 点はしっかり穿孔する、獣

足の土師質火鉢 2 点等がある。鉄製品には和釘 3 点等がある。

端反碗があるので 1810 年以降に廃絶した溝状遺構であるが、本遺構に先行する SK57 が 19 世紀

第 2 四半期の遺構なので、それと同時期ないしそれ以降の遺構であろう。

L-3 SV5
本溝状遺構は L-3 区の北東側に位置する。規模は西側を L 区 KDSV2 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.88m にわたって検出した。幅は 20 ～ 26㎝である。

磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 11 点、人形類 1 点、瓦が出土した。磁器には外面体部コン

ニャク印判の碗 1 点等が、陶器には備前瓶 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 2 点、内耳土器 3 点等
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がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-2 SV201
本溝状遺構は L-2 区の西側に位置する。規模は東側をトレンチによって切られているため不明な

部分があるが、現状では東西方向に長さ 0.71m にわたって検出した。幅は 24 ～ 27㎝、深さは 14

㎝である。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SV301
本溝状遺構は L-2 区の南西側に位置する。規模は東側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.57m にわたって検出した。幅は 45㎝～ 65㎝、深さは

14㎝である。本溝状遺構は西側の調査区外に続いているものと考えられる。遺物が出土していない

ため時期は不明である。

L-2 SV302
本溝状遺構は L-2 区の北東側に位置する。規模は南側を KDSK1 やトレンチ等に、北側を L 区

KDSV7 によって切られているため不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.31m にわたっ

て検出した。幅は 11㎝～ 13㎝、深さは 11㎝である。L 区 SV302・SV303・SV304・SV305・SV306

は並行している。遺物が出土していないため時期は不明である。

L-2 SV303
本溝状遺構は L-2 区の北東側に位置する。規模は北側を L 区 KDSV7 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.56m にわたって検出した。幅は 14 ～ 16㎝、深さ

は 10㎝である。L 区 SV302・SV303・SV304・SV305・SV306 は並行している。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

L-2 SV304
本溝状遺構は L-2 区の北東側に位置する。規模は北側を L 区 KDSV7 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.35m にわたって検出した。幅は 16 ～ 17㎝、深さ

は 8㎝である。L 区 SV302・SV303・SV304・SV305・SV306 は並行している。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

L-2 SV305
本溝状遺構は L-2 区の北東側に位置する。規模は北側を L 区 KDSV7 によって切られているため

不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ 0.70m にわたって検出した。幅は 14 ～ 16㎝、深さ

は 87㎝である。L 区 SV302・SV303・SV304・SV305・SV306 は並行している。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。
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L-2 SV306
本溝状遺構は L-2 区の北東側に位置する。規模は北側を L 区 KDSV7 等によって切られているた

め不明な部分があるが、現状では南北方向に長さ1.06mにわたって検出した。幅は16～24㎝である。

L 区 SV302・SV303・SV304・SV305・SV306 は並行している。遺物が出土していないため時期は

不明である。

L-1 SV401
本溝状遺構は L-1 区の南西側に位置する。北側と南側をトレンチによって切られているため不明

な部分があるが、現状では南北方向に長さ 2.28m にわたって検出した。幅は 25㎝～ 30㎝、深さは

10㎝である。本溝状遺構は土坑 L 区 SK427 と SK476、SK468 と重複しているが構築順に整理する

と（古） SK468 → SK476 →本溝状遺構→ SK427（新）となる。遺物が出土していないので時期は

不明である。

L-2 SV402
本溝状遺構は L-2 区の南西側に位置している。東側をトレンチによって切られているため不明な

部分があるが、現状では東西方向に長さ 1.82m にわたって検出した。幅は 64㎝～ 80㎝、深さは 24

㎝である。本溝状遺構は L 区 SK456・SK453 と重複しているが、両遺構は本溝状遺構床面直下よ

り検出されたことから本溝状遺構は両遺構より新しい。陶器 2 点、土師質瓦質土器 8 点、鉄製品 1 点、

砥石 1 点、瓦が出土した。陶器には明るい胎土の唐津刷毛目瓶 1 点、関西系碗 1 点が、土師質瓦質

土器には内耳土器 5 点うち A 群口縁部 2 点、皿 2 点等がある。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SV403　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表  土師質・瓦質土器観察表

本溝状遺構は L-1 区の北西側に位置する。東側を L 区 SK45、トレンチによって切られているた

め不明な部分があるが、現状では東西方向に長さ 3.96m にわたって検出した。幅は 95㎝前後、深

さは 55㎝である。本溝状遺構は L 区 SK408、SK447、SK450、SK451、SK475、P430 と重複して

いるが、構築順に整理すると（古） P430 →本溝状遺構→ SK475 → SK447・SK450・SK451 →

SK408 （新）となる。

染付碗（1）、景徳鎮白磁皿（2）、備前擂鉢（3）、土師質皿（4）、軒丸瓦（5）、蓮弁紋の軒丸瓦（6）、

軒平瓦（7）（8）が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

L-1 SV501
本溝状遺構は L-1 区北側に位置する。長さは北側が調査区外になるため不明な部分があるが、現

状では南北方向に 4.1m にわたって検出した。幅は 132㎝～ 200 ㎝前後、深さは 105㎝である。本

溝状遺構は L 区 SK501 と重複しているが、本土坑は SK501 の床面直下より検出されたため、切り

合い関係はない。また、本溝状遺構は SK536・SV502 と切り合い関係にある。構築順に整理する
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と（古） SV502 → SK536 →本溝状遺構 （新）となる。

磁器 11 点、陶器 12 点、土師質皿 3 点、鉄製品 6 点、瓦が出土した。磁器には高台断面三角形の

色絵皿 1 点、初期伊万里碗 1 点、青花端反小坏 1 点、高台断面 U 字形の浅めの中皿 1 点等が、陶

器には唐津灰釉胎土目皿 1 点、絵唐津向付 1 点、唐津内野山銅緑釉皿 1 点等がある。遺物が少ない

ため明確でないが、陶胎染付碗や半球碗が見られず、17 世紀末頃の遺構であろう。

L-1 SV502　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

本溝状遺構は K-1 ～ L-1 区の北側に位置し、長さは東西が調査区外となるため全貌は不明である

が、現状では東西 18.2m にわたって検出した。幅は北側が調査区外となるため不明であるが、現

状では調査区北壁から 65㎝～ 125㎝を測る。深さは 35㎝である。本溝状遺構は SV501・SK536 が

本溝状遺構を切っているため、本溝状遺構は SV501・SK536 に先行する。

整地層と思われる上層からは染付 1 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 5 点、瓦が出土した。陶器に

は唐津刷毛目砂目積み鉢 1 点等が、土師質瓦質土器には皿 3 点、内耳土器 A 群口縁部 2 点うち内

耳部分 1 点はしっかり穿孔する。瓦には三つ巴紋軒丸瓦 1 点（1）等がある。埋土からは土師質瓦

質土器 8 点、鉄製品 4 点、瓦が出土した。土師質瓦質土器には皿 3 点等がある。最下層からは磁器

3 点うち景徳鎮鉢 1 点（2）、同皿 1 点（3）、同皿か 1 点、土師質皿 2 点、鉄製品 1 点、鉄滓 1 点、

瓦が出土した。

遺物が少ないため明確でないが毛利期に機能していた溝状遺構である可能性がある。

L-1 SV503
本溝状遺構は L-1 区北東側に位置する。長さは東西方向に長さ 1.4m にわたって検出した。幅は

52㎝である。深さは深いところで 15㎝である。本土坑は L 区 SK553 と重複しているが、本溝状遺

構は SK553 床面直下より検出されたため、切り合い関係になく、SK553 に先行する。陶器 2 点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は不明である。

KDSK
L-2 KDSK1　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、鉄製品が出土した。磁器にはクローム青磁碗 1 点（1）がある。

L-2 KDSK2
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-2 KDSK3
磁器、陶器が出土した。

L-2 KDSK5
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磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-1 KDSK6
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-1 KDSK7
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形、寛永通寳 3 期 2 点、瓦が出土した。

L-1 KDSK8
磁器、陶器、土師質瓦質土器、人形が出土した。陶器には薩摩 ? 土瓶があり L-1SK14、L-1SK88

と接合した。

L-1 KDSK9
磁器、陶器、砥石が出土した。

L-3 KDSK13
磁器、陶器、土師質瓦質土器、土管が出土した。

L-3 KDSK14
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、砥石、スレートが出土した。

L-2 KDSK15
磁器、陶器が出土した。

L-2 KDSK16
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-2 KDSK17
磁器、鉄製品が出土した。

L-1 KDSK18
磁器、陶器が出土した。

L-2 KDSK19
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。



― 702 ―

L-3 KDSK20
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-3 KDSK21
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-3 KDSK22
磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-3 KDSK23
磁器、ガラスが出土した。

L-3 KDSK24　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品 2 点が出土した。磁器には大振りな瀬戸美濃端反碗 2 点（1）

（2）等がある。

L-2 KDSK25
磁器、陶器、鉄製品、瓦が出土した。

L-3 KDSK26
磁器、土師質瓦質土器が出土した。

L-3 KDSK28
磁器のみが出土した。

L-3 KDSK29
磁器、陶器が出土した。

L-1 KDSK30
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、歯ブラシが出土した。陶器には内面にカルシウム分の付

着する大甕が最低 2 個体分あり、うち 1 体は口縁部が内巻きになり、K-1KDSK23 と同種、1 点は

大谷である。便槽であろう。歯ブラシには「ライオン歯刷一號形」と書かれる。

L-1 KDSK31
磁器、陶器、土師質瓦質土器、硯が出土した。
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L-3 KDSK32
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

L-3 KDSK33
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-1 KDSK35
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

L-1 KDSK36
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

L-1 KDSK37
磁器、鉄製品が出土した。

L-1 KDSK38
磁器、土師質瓦質土器が出土した。

L-2 KDSK40　陶磁器観察表

磁器、陶器、瓦が出土した。陶器には高台内に楕円形に「相馬」の刻印のある外面下半鉄釉外面

上半から内面灰釉の湯飲み碗 1 点（1）等がある。

L-1 KDSK41
瓦、黒碁石が出土した。

L-2 KDSK43
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦、ガラス、歯ブラシが出土した。

L-2 KDSK44
磁器、陶器、鉄製品、ガラスのコップが出土した。

L-1 KDSK45
陶器、土師質瓦質土器、レンガ、コンクリート片が出土した。

L-3 KDSK46
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。
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L-1 KDSK47
陶器、土師質瓦質土器、鉄製品が出土した。

L-3 KDSK48
陶器のみが出土した。

L-3 KDSK 三角塔
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

KDSV
L-1 KDSV1　土師質・瓦質土器観察表

磁器、陶器、軟質施釉陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、キセル、寛永通寳 3 期 1 点が出土した。

径 2㎜の孔が 4 対空けられた土師質皿 1 点（1）がある。

L-3 KDSV2
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-2 KDSV3
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-2 KDSV4
磁器、陶器、土師質瓦質土器、瓦が出土した。

L-3 KDSV4
磁器、陶器、瓦が出土した。

L-3 KDSV5
磁器、陶器、土師質瓦質土器が出土した。

L-1 KDSV6　 遺物実測図  遺物写真  陶磁器観察表

磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、青銅製品、瓦が出土した。磁器には西洋コバルト皿（1）

等がある。

L-2 KDSV7　陶磁器観察表

磁器、陶器、軟質施釉陶器人形、土師質瓦質土器、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系筆立
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て（東大 TD-14）1 点（1）がある。

L-3 KDSV8
磁器、陶器、土師質瓦質土器、鉄製品、瓦が出土した。

L-3 KDSV28
鉄製品、青銅製品が出土した。
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第１表　主要遺構別出土陶磁器等分類表
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Ⅳ　まとめ 1（基本層序）

　今回の調査では、近世の遺構として広島城の東側の外堀の西岸側根石、武家屋敷地に伴う建物跡

や塀跡、40 基を越える井戸跡、石垣や石列、多数の土坑やピットを確認し、遺物をコンテナ 400

箱分検出した。これらは、近代以降の様々な構築物等により部分的に削平されており、近世の遺構

も重複が激しく全体像の概要を把握するのにも大きな困難を感じる点が多々あるのが現状である。

一応、近世の遺構面として当初とらえていた面を第 � 面として、以後分層しつつ自然堆積層まで

掘り下げ、全体で 7 面の遺構面を確認している。ただ、これらは 3,800 ㎡という広範囲にわたる

調査であり、調査区内においても場所によっては 7 面の遺構面を確認し得なかった調査地点があ

るなど、全体像の把握には困難を感じる点も少なからず存在している。そのため、基本層序（第 3・

4 図）及び確認しえた遺構面との関係についても個々の対照関係を明確にするのは難しく、屋敷割

の変更等に伴い形成された堆積層を基本となる層として捉え、おおよその年代的な目安及びそれに

伴う遺構面との関係を提示することで、まとめに代えたいと考える。

　最初に、本遺跡の基本層序を考える上で重要な点は、やはり �758( 宝暦 8) 年の「宝暦の大火」

である。その被災範囲は本遺跡一帯に及んだとされ、その火災処理の痕跡は層序の年代を探る大き

な手がかりとなる。

　本遺跡の調査区 2 から調査区 3 にかけての西半部は、東半部に比べはっきり黒ずんでおり、炭

化物や焼土が顕著に遺存していた上、その範囲内では多数の火災処理関連遺構を検出した。こうし

た遺構は出土遺物の年代から「宝暦の大火」に伴うものと見て良い。そのいくつかは調査区端の壁

に断面が捉えられ、これらが掘り込まれた層は火災後の屋敷替えによる堆積層と捉えられる。こう

した視点と併せ、本遺跡の西隣で実施された広島城跡裁判所地点の調査成果も参照しつつ、以下、

基本層序を 5 層として捉え概観したい。

� 層 ( 広島城跡裁判所地点の第Ⅰ遺構面を形成する堆積層に相当 )

　明治期の印判手を含んでいたことから、近代以降に形成された層と考えられる。土層観察から 2

層を削り込んでいると考えられる。

2 層 ( 広島城跡裁判所地点の第Ⅱ遺構面を形成する堆積層に相当 )

　炭化物や焼土を多く含んでいる点や「宝暦の大火」時の火災処理関連遺構が掘り込まれているこ

とから、火災処理時に形成された層と捉えられる。本遺跡の � 面はこの層上に相当する。2 層以降

から幕末までの層が存在したとすれば、� 層によって失われたと考えられる。

3 層 ( 広島城跡裁判所地点の第Ⅲ・Ⅳ遺構面を形成する堆積層に相当 )

　�6�9( 元和 5) 年の浅野氏入国以降、「宝暦の大火」までに形成された層である。本遺跡の 2 〜 4

面に相当する。

4 層 ( 広島城跡裁判所地点の第Ⅴ遺構面を形成する堆積層に相当 )

　�60�( 慶長 6) 年から �6�9( 元和 5) 年までの福島氏時代に形成された層である。本遺跡の 5・6

面に相当する。
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5 層 ( 広島城跡裁判所地点の第Ⅵ遺構面を形成する堆積層に相当 )

　自然堆積層と考えられる。�6 世紀末の毛利氏時代の遺構面である。本遺跡の 7 面に相当する。

　なお、本遺跡の 8・9 面は上層遺構の未完掘部分を確認したものであり、遺構面ではないと考え

られる。
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土層説明
表土層
 1 　色調下層より明るい　幕末～明治期の遺物含む　明治以降の整地層?　
 2 　下層への掘り込み
 3 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　しまり弱い　炭2％、礫(径1㎝～)2％、明黄褐色(10YR7/6)ブロック10％含む

G-3南側整地層
 1 　黒褐色(10YR3/2)砂質土　下半は黒褐色(2.5Y3/2)　粘性有り　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%、小石
　　 (石英)(径0.2～0.5㎝)5％含む
 2 　黒褐色(2.5Y3/2)砂質土　1と同じ　粘性有り　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%より多く、上部に焼土ブロ
 　　ック(径1～8㎝)5％含む　壁土?
 3 　2と同じ　炭・焼土2～3%より多く、焼土ブロック3％含む
 4 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%より多く、炭(径1～3㎝)
　　 5％含む

G-3 SK66他埋土
 1 　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　粒子粗い　炭・焼土1%、小石(径1～3㎝)少量、白色
 　　粒子(径0.1～0.5㎝)5％含む
 2 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%、灰黄褐色(10YR4/2)粘
 　　土ブロック30％レンズ状に含む
 3 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂　灰黄褐色(10YR4/2)粘土ブロック20％含む
 4 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%、焼土ブロック(径0.5～5㎝)
　　 30％含む
 5 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土1%、焼土ブロック含む
 6 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
 7 　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性強い　しまりやや強い　粒子細かい　柱痕
 8 　灰黄褐色(10YR3/2)砂質土　炭・焼土2～3%より多く、焼土(径0.5～2㎝)40％含む
 9 　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性強い　粒子細かく密　炭・焼土2～3%より多く含む
10　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性強い　しまりやや弱い　粒子細かい　炭・焼土2～3%より多く含む

宝暦の大火関連遺構
 1 　暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%より多く、焼土ブロック(径0.5
 　　～5㎝)20％含む　土壁と見られる木質と焼土
 2 　炭60%　暗褐色(7.5YR3/4)と明赤褐色(2.5YR5/6)焼土ブロック40％
 3 　極暗褐色(7.5YR2/3)砂質土　しまり弱い　炭30％、焼土ブロック2％、粘質土ブロック2％含む
 4 　3と同じ　炭、焼土ブロックの径大きく含む割合さらに高い
 5 　黒褐色(2.5Y3/2)砂質土　しまり弱い　炭7％、焼土ブロック20％、礫(径0.3㎝～)5％含む
 6 　5と同じ　焼土ブロックの割合低い
 7 　4と同様

H-3 SK74他埋土
 1 　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭(径2㎝)・焼土(径3㎝)2～3%含む
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土と黄褐色(2.5Y5/6)ブロックの混合　粒子やや粗い
 3 　黄灰色(2.5Y4/1)粘土ブロック（径1～3㎝)とオリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土ブロック(径2～5㎝)と白色粒子の混合
　　 炭・焼土1%含む
 4 　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　粘性強い　しまりやや強い　粒子細かい　炭・焼土1%、オリーブ褐色(2.5Y4/4)粘土
 　　ブロック(径3～30㎝)50％含む
 5 　黒褐色(2.5Y3/2)粘土　炭・焼土1%、黄褐色(2.5Y5/4)砂質土ブロック(径0.5～15㎝)20％含む
 6 　黄褐色(2.5Y5/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む　上層の土が落ち込ん
　　 だもの?

 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%含む
 8 　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%含む
 9 　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%含む
10　オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土　砂均質に含む
11　オリーブ褐色(2.5Y4/4)粘質土　粘性強い　しまりやや強い　粒子細かい　砂10より多く含む
12　灰オリーブ色(5Y4/2)粘土
13　灰オリーブ色(5Y4/2)砂質土　しまり弱い　炭少々、礫(径0.1㎝～)1％含む
14　灰オリーブ色(5Y4/2)よりやや暗い砂質土　しまりやや強い
15　灰オリーブ色(5Y4/2)よりやや暗い砂質土　しまりやや強い　炭少々、礫(径1㎝～)5％含む
16　灰オリーブ色(5Y4/2)砂質土　しまり有り　炭・礫(径0.1㎝～)少々含む
17　灰オリーブ色(5Y4/2)よりやや暗い砂質土　しまりやや強い　炭少々、礫(径1㎝～)5％含む　15と似る
18　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂　しまり無し　礫(径1㎝～)70％含む　埋甕?底部に溜まる
19　オリーブ黒色(5Y3/1)砂質土　上部は黒褐色(2.5Y3/2)　しまり弱い　炭少々、礫(径1.5㎝～)1％含む
20　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　しまり無し　焼土少々含む

宝暦の大火時の表土層
 1 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%含む
 2 　灰黄褐色(10YR4/2)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土2～3%含む
 3 　1と同じ
 4 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　炭・焼土2～3%、炭(径3㎝)含む
 5 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粘土ブロック10％含む
 6 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%含む　
 8 　褐色(10YR4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土2～3%含む
 9 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　しまり有り　炭1％、礫(径0.5㎝～)5％含む

H-3南側中央遺構埋土
 1 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　色調2よりやや明るい　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%、白
 　　色粒子(径0.1～0.5㎝)少量含む
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%含む
 3 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
 4 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%、白色粒子少量含む
 5 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%、炭(径2㎝)1粒含む
 6 　7と同じ　色調やや明るい　炭・焼土1%含む
 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや細かい　炭・焼土1%、瓦含む
 8 　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子細かい　炭・焼土1%含む
 9 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子キメ細かい　炭・焼土1%含む
10　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%、下部に鉄分塊(径0.1～
　　 0.2㎝)5％含む
11　橙色(7.5YR6/8)焼土ブロック80%　炭・焼土1%含む
12　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　炭ごく少量含む
13　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%、黄褐色(2.5Y5/6)ブロッ
 　　ク(径0.1～1㎝)5％含む
14　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや細かい　炭・焼土1%、鉄分塊5％含む
15　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや細かい　炭ごく少量含む

H-3 SK62下層他埋土
 1 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　炭・焼土1%含む
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1%含む
 3 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1%、瓦含む
 4 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　色調3よりやや暗い　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1%含む
 5 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性強い　しまりやや弱い
 6 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1%、灰黄褐色(10YR5/2)粘土ブロック10％含
　　 む
 7 　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1%、焼土ブロック(径3㎝)含む

I-3南側同質層
1・2　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　しまりやや強い　炭少々、礫(径0.5㎝～)1％含む　1上部はH-3 SK62下層他埋土8
 　　に似る
3～9　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　礫(径1㎝～)3％含む
10　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　炭・焼土、東側に粘質土多く含む
11　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　礫(径0.3㎝～)2％含む
12～15　灰オリーブ色(5Y4/2)砂質土　炭1％、礫(径0.7㎝～)2％含む
16　6に似る　黒色粒子やや少ない

J-3 SV601埋土
 1 　I-3南側同質層10と同じ土
 2 　黄褐色(2.5Y5/3)粘質土　砂粒20％含む
 3 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘質土　焼土60％、砂粒含む

I SB603関連遺構?埋土
 1 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　 
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　礫(径0.5㎝～)1％含む　上下層に比べ粒子キメ細かい
 3 　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　炭所々に有り
 4 　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　粘性有り　瓦含む

 5 　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　4より均質
 6 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性強い　鉄分まだらに含む
 7 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性有り　礫少なく均質
 8 　6と同じ
 9 　5に似る　粘土成分含む

H SB602・I SB603関連遺構埋土
 1 　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　炭少々、明赤褐色(2.5YR5/8)焼土10％、礫(径0.7㎝～)5％含む
 2 　1と同様　炭・焼土少々、礫(径0.1㎝～)5％含む
3～5　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　4は瓦含む
 6 　砂質土と粘質土の混合
 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)よりやや橙色砂質土
 8 　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　炭少々含む　柱痕
 9 　7と同様
10・11　8と同様 
12　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　粘性有り
13　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性強い
14　13と同様　鉄分まだらに含む
15　14と同様　粒子やや細かく均一
16　砂質土と粘質土の混合
17　I SB603関連遺構?埋土5と同様　粘土成分含む
18　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　粘質土ブロック含む
19　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　中層以下粘土に変化

G-3 SK81埋土
 1 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土2～3%、小石(径0.1～2㎝)5％含む
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
 3 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性やや強い　しまりやや弱い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%、焼土ブロック
　　 やや多く含む
 4 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
 5 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性やや強い　しまりやや弱い　粒子やや細かい　炭・焼土2～3%、初期伊万
 　　里含む
 6 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1%含む
 7 　黒褐色(2.5Y3/2)砂質土　粘性強い　しまり弱い　粒子細かい　炭化物・焼土2％、有機質多く含む
 8 　暗褐色(10YR3/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土1%含む
 9 　褐色(10YR4/4)　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　炭10％、焼土2～3%より多く、焼土ブロック50％含む　焼
　　 土層　火災処理層?
10　黒褐色(10YR3/1)炭化物　粘性やや強い　しまりやや強い　粒子細かい　炭・焼土2～3%より多く、焼土ブロ
 　　ック2％含む
11　黒色炭　大部分炭
12　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子密　炭・焼土2～3%より多く、黄褐砂ブロック(径1
　　 ～5㎝)1％含む
13　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性やや強い　しまり弱い　粒子やや粗い　炭・焼土1%、砂粒14より多く含む
14　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　 粘性やや強い　しまりやや弱い　粒子細かい　炭・焼土1%含む　オリーブ褐色(2.5Y
 　　4/3)混じる(根?)　 緻密な堆積
15　にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭少量、粘土ブロック30％まだらに含
　　 む
16　黒褐色(2.5Y3/2)　粘性強い　しまり弱い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%より多く、有機質多く含む
17　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性強い　しまりやや弱い　粒子やや粗い　炭・焼土2～3%含む
18　オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘質土　炭・焼土2～3%含む
19　 17と同質
20・21　15と同質
22　黒褐色(2.5Y3/2)有機質　焼土ブロック1％、有機質50％(23より少ない)含む
23　黒色(2.5Y2/1)有機質　焼土ブロック1％、オリーブ褐色(2.5Y4/4)ブロック(径0.5～3㎝)3％、有機質80％含む
24　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　粒子やや粗い
25　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性やや弱い　しまりやや強い　粒子細かく密　鉄分多く含む
26　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　混合土　炭ごく少量含む　水流による堆積層
27　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや細かい　水流による堆積層
28　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂質土　粘性強い　しまり弱い　粒子細かい　瓦含む
29　暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)粘土　粘性強い　しまり強い　粒子細かい　炭、砂粒含む
30　黒色炭　石含む

上層と自然堆積層の中間層
 1 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　7より粘性やや強い　炭・焼土1％、上層に色調暗い層縞状にぼんやり含む
 2 　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性やや強い　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％含む
 3 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子粗い　炭・焼土1％、白色粒子(径0.1㎝)1％、下半
 　　に炭・焼土2～3％より多く、焼土ブロック(径0.5～2㎝)50％含む
 4 　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％含む
 5 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％、にぶい黄色(2.5Y6/3)ブ
　　 ロック(径0.5～1㎝)5％含む
 6 　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　粘性やや強い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％含む
 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　1と同じ　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％含む
 8 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％、焼土ブロック(径0.5～1㎝)
 　　含む
 9 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　炭・焼土1％含む　8より焼土少ない

10　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性有り　しまり強い　炭・焼土1％含む
11　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性やや弱い　しまり強い　炭・焼土1％含む
12　灰色(5YR5/1)粘質土　炭少々、礫(径0.1㎝～)1％含む
13　12と同様　礫やや多い
14　I-3南側同質層1の土に粘質土80％含む
15　暗灰黄色(2.5Y5/2)粘質土　礫(径0.1㎝～)20％、瓦含む　北側はI-3南側同質層の土混じる
16・17　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土
18　黄褐色(2.4Y5/3)砂質土 
19　18の土に粘質土多く含む
20　18と同様
21　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　20と36の中間層
22　H SB602・I SB603関連遺構埋土9と23の中間層
23　暗灰黄色(2.5Y5/2)　粘質土60％と砂質土40％混じる
24　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　周囲より色調やや明るく粘質土成分多く礫少ない
25　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　粘性強い
26　16と同様　色調やや暗い　瓦含む
27　14と同様
28　13と同様　瓦含む
29　上層砂質土と下層粘質土混じる
30　にぶい黄色(2.5Y6/4)粘質土ブロック
31　オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂質土　粘性やや強い　しまり強い　粒子11よりやや粗い　炭・焼土1％、瓦含む
32　オリーブ褐色(2.5Y4/6)砂質土　炭ごく少量含む
33　オリーブ褐色(2.5Y4/4)砂質土　粘性有り　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％含む
34　黄褐色(2.5Y5/3)砂質土　粘質土混じる
35～37　暗灰黄色(2.5Y5/2)　砂質土と粘質土の混合　礫(径0.3㎝～)含む　34と同層?
38　黄褐色(2.5Y5/6)　粘性弱い　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％、黄褐色(2.5Y5/4)ブロック(径0.5～
　　 1.5㎝)10％含む
39　黄褐色(2.5Y5/4)　粘性有り　しまりやや強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％、瓦含む 
40　上層よりかなり砂粒多く、瓦含む
41　暗灰黄色(2.5Y5/2)粘質土　周囲よりかなり色調明るい
42　黄褐色(2.5Y5/3)粘質土　41と同層だが色調明るい
43　黄褐色(10YR5/6)砂質土　粘性弱い　しまり強い　粒子やや細かい　炭ごく少量、鉄分含む　堆積緻密
44　黄褐色(2.5Y5/4)砂質土　43と同様
45　黄褐色(10YR5/6)砂質土　粘性有り　しまり強い　粒子やや粗い　炭・焼土1％、褐色(10YR4/4)ブロック(径0.5
 　　～3㎝)まだらに含む

自然堆積層
 1 　暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土　粘性弱い　しまりやや強い　炭1％以下、瓦含む　水流による堆積層
 2 　オリーブ褐色(2.5Y4/4)粘土
 3 　砂
 4 　暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土　均質　鉄分含む　無遺物層
 5 　4と同層　
 6 　黄褐色(2.5Y5/3)粘質土　均質　穴プツプツとあく(葦等の跡?)　鉄分縦縞状に沈着
 7 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)粘質土　混じり無し　鉄分縦縞状に沈着
 8 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)粘質土　7と同じだが粒子流れ異なる
 9 　オリーブ褐色(2.5Y4/6)粘性有り　しまりやや強い　粒子細かい　砂互層状に含む　西半側砂やや多い
10　オリーブ褐色(2.5Y4/4)粘質土　大部分粘土　砂均質に含む
11　暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土
12　暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土
13　オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土　灰色(5Y4/1)粘土ブロック(径1～5㎝)20％まだらに含む
14　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂　均質
15　暗灰黄色(2.5Y4/2)粘土　下部に行くにつれ黄灰色(2.5Y4/1)に近付く
16　オリーブ褐色(2.5Y4/3)　粘性やや強い　しまりやや弱い　粒子細かい　鉄分含む　水流による堆積層
17　暗灰黄色(2.5Y4/2)砂　粘土縞状に入る　粘性有り　しまりやや弱い　粒子細かい　水流による堆積層
18　黒褐色(2.5Y3/2)粘土　キメ細かい　畝状地形の続き

L＝2.0mA A’

L＝2.0mB B’ L＝2.0mC C’
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Ⅳ　まとめ 2（遺構と遺物）

　

　発掘面積が広島城関連のものでは過去最大の 3,800 ㎡にも及ぶ本遺跡では、広島城の東側の外

堀跡やこれまで全く知られていなかった当該地点の近世の建物跡等、膨大かつ多様な調査成果が得

られた。貯水池状の大型土坑や近世の大規模な火災処理の痕跡等、広島城関連遺跡としては初とな

る確認事例も多い。加えてこの一帯は上級武士の屋敷地、政庁、火災、区画変更といった様々な変

遷を遂げたところとしても興味深い地点である。こうした本遺跡における発掘調査は、広島の往時

の営みの一端をより鮮明に甦らせると同時に、今後の研究に向けた多くの新視点を提供するものと

いえる。

　さて、本遺跡と同様の広島城跡における近世の武家屋敷地関連遺跡で、発掘調査報告書が刊行さ

れているものは 4 例ある。すなわち基町高校グラウンド地点 (�997)、太田川河川事務所地点 (2003

～ 2004)、司法書士会館新築地点 (2006)、国保会館地点 (2006) である。この他、県庁前地点でも

武家屋敷地関連の遺構が確認されている。また、各所で櫓台、堀等の発掘調査が行われている。

　以下、本発掘調査成果の中からいくつかの項目を挙げ、これまでの調査における関連事例を参照

しつつ検討する。

1　遺構

⑴　外堀跡

　A 区の東半で確認した近代溝の西岸側根石は、八丁堀と呼ばれた広島城の東側外堀の西岸側根石

の一部をそのまま利用したものである可能性がある。Ⅰ章でも述べたとおり、「広島城之図」と現

在の地図との照合からもその蓋然性は高いと見られる。これが正しければ、発掘調査によって同堀

の位置の一端を確認した初の事例となる。ただし、根石等を確認したのみであると同時に、墨書や

刻印を持つ石材も溝内の転石等を含め全く確認できなかったため、他の調査事例との比較による構

造や構築年代の検討は難しい。

⑵　道路跡

　B 区において土塁の西側に沿って南北に延びていた道路跡を確認した。その幅は約 6 ｍ＝約 3

間で、断面の土層は版築状を呈していた。また、両側には側溝が設けられており、東側の側溝は幕

末に近い時期に整備されたと見られ、本遺跡では例が少ない切石の石材を使用している。

　また、「宝暦の大火」以降に新設された路が調査区 3 の南側を東西に横切っていたであろうこと

はⅠ章で述べた。実際、当該箇所では版築状の土層が部分的に見られ、加えて東西方向に横断する

柱穴列を 5 列ほど確認した。すなわち、北から KSA30� と LSA302、LSA30�、LSA40�、LSA20�、

KSB50� である。このうち KSB50� は礎石が残存する柱穴を含むことから除外するとして、他はそ

の全てではないにせよ、この路に沿う塀や柵といった施設の遺構であることは十分に考えられる。

しかし、一帯は近代遺構による撹乱が特に激しかったため、道幅等の詳細な検討はし得なかった。
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⑶　礎石建物跡

　本遺跡では多数の礎石を確認した。このうち⑷塀跡に伴うもの以外の礎石を特に集中して確認し

た地点は E-� ～ 2、H-� と 3、I-� ～ 3、K-� ～ 3 各区である。これらの配列関係はほとんどが直列

状であり、そこから屋舎の存在を想定し得た例は総数からすれば僅かである。その理由は後世の撹

乱による喪失もあろうが、建物の主要部分が調査区外に存在していた可能性も考えられる。また、

配列関係が明確でない礎石も多い。

　次に本遺跡の各礎石建物の時期を推定すると、ESB80� はこれに後出すると見られる E-2SK260

と E-�SK770 が、遺物は少ないものの共に �7 世紀末の時期のものである可能性があるため、それ

以前の遺構と見られる。HSB60� は H-3SK63、H-3SK74 等 �8 世紀後半以降の遺構に先行する時

期のものである。本遺跡で最も屋舎のものとしてのまとまった礎石の配列関係が確認できた遺構で

ある ISB603 は、�770 年代以降の遺構である I-3SK2�� に先行するが、第 3 図のとおり「宝暦の

大火」以前の時期のものと考えられ、周囲の他の礎石建物の時期を推定する上で一定の参考となる。

他、第 2 表に掲げた時期不明の遺構も、多くは後出する近世のものと見られる遺構の下層に位置

している。しかし、具体的に照合可能な絵図等の資料が皆無であり、それらの年代をどこまで遡ら

せ得るか検討し得ない。

　第 2 表は、これまでの広島城関連遺跡で報告された近世のものと見られる主要な礎石建物の時

系列概要表である。データは各報告書に基づく。礎石間の心々距離 ( 礎石が残存していない場合も

ある ) は 2 ｍ＝約 6 尺 5 寸前後と �.5 ｍ＝約 5 尺前後のものが多く、礎石の大きさも遺構により

第 2表　広島城関連遺跡の近世の主要礎石建物跡

( 以下の表では、基：基町高校グラウンド地点、太：太田川河川事務所地点、司：司法書士会館新

築地点、国：国保会館地点、法：法務総合庁舎地点 )

年代 遺跡 遺構 性格
礎石間の心々距離 ( ｍ ) 礎石最大

径 ( ㎝ )
備考

縦 横
�7C 前半 太 SB4 不明。 �.4 �.8 人頭大 6 間× � 間分確認。
�720 以前 太 SB5 不明。 �.9 5.8 - 3 間× � 間分確認。
�7C 代 国 SA� 報告書では柵列。 �.5 - 30 ～ �5 直列状に確認。
�7C 代？ 法 ESB80� 不明。 2.� - 70 ～ 40 直列状に確認。
�770 年代以前？ 法 ISB603 5 間以上× 2 間の建物跡？ �.96 �.45 30
�8C 後以前 法 HSB60� 不明。 �.98 - 40 ～ 35 直列状に確認。
�9C 初～幕末 国 SB5 不明。 �.5 �.5 55 ～ 35 5 間× 5 尺分確認。
�9C 初～幕末 国 SB6 不明。 �.5 �.5 50 ～ 20 5 間× 5 尺分確認。
不明 基 SX3 不明。 �.8 - 20 ～ �5 直列状に確認。
不明 太 SB2 不明。 2.9 2 人頭大 3 間× 2 間分確認。
不明 太 SB3 3 間× 2 間の建物跡？ �.� �.05 人頭大
不明 法 ESB20� � 間× � 間の建物跡？ �.9 �.8 35 ～ 25
不明 法 ISB50� 不明。 �.66 3.8 20 I-3SK4� 関連？
不明 法 ISB60� 不明。 不規則 - 40 ～ 30 直列状に確認。
不明 法 KSB40� 不明。 �.6 前後他 - 45 ～ 35 直列状に確認。
不明 法 KSB502 不明。 �.52 ～ �.77 他 - 30 ～ 20 直列状に確認。
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大小がある。また、本遺跡で確認した礎石の多くが円筒状の掘り方の底部に設置されており、上屋

を保つために柱を礎石で支えるのみならず、柱根を埋めて固定する手法が取られていた。これらの

点は建物の構造や性格、年代を反映したものであると考えられ、今後の研究課題である。

⑷　塀跡

　本遺跡では、第 3 表のとおり塀跡と考えられる形態が類似する遺構を確認した。すなわち、細

部まで一様ではないが、各々塀本体の柱と控柱のそれぞれを据えた掘り方がセットとなった遺構が

直列するものである。これらは大別すれば CSB30� グループ �、DSB30� 北側列、DSB30� 中央列、

HSB602 のタイプと、平行関係にある JSB50� と JSB60� のタイプとに分けられ、前者の方が掘り

方の規模が大きく、後者には見られない詰め石を多く有する。

　これらの年代については、そのいずれも出土遺物が少ないため確定は難しいものの、第 3 図の

とおり HSB602 は「宝暦の大火」以前の時期のものと考えられ、かつ前者のグループからの出土

遺物は �7 世紀代のものの占める割合が高い。また、DSB30� は �6�0 年代までに廃絶した

D-3SV60� に後出し、D-3SK63、D-3SK67 といった �8 世紀後半の遺構に先行する。さらに、

DSB30� 北側列と JSB50� ならびに遺構の種類は異なるが D-3SV60� と HSB602 は、各々東西に距

離を置いて位置するものの同一線上に直列して延びており、これらには互いに共通する境界意識が

働いていることが想定される。

　また、各塀跡を構成する遺構の心々間の距離は、CSB30� グループ � が 3 ｍである以外は �.5 ～

�.7 ｍの範囲である。

　これらの塀跡はいずれも調査区外に続いていると見られ、全容の解明はならなかったが、本武家

屋敷地内の土地区画を考える上で重要な遺構といえよう。

第 3表　広島城跡法務総合庁舎地点の塀跡

⑸　柱穴列

　礎石を伴わない小規模なピットが等間隔で直列するものを柱穴列とした。本遺跡では多数のピッ

トを確認し、その一部は配列関係が明らかとなった。第 4 表は、本遺跡の柱穴列とこれまでの広

島城関連遺跡で報告された近世のものと見られる柱穴列の概要表である。

　本遺跡において特に注意を引くのは C 区西側から E 区にかけて位置する南北に直列する一群と、

⑵でも述べた調査区 3 の南部を東西に横切る一群である。後者は既にその性格に触れたところで

推定年代 遺構 性格 心々の柱間距離 ( ｍ ) 備考

�7C 初？ CSB30� グループ � 道路と武家屋敷地境。 3 東面。詰め石出土。
�8 世紀後半以前 DSB30� 北側列 武家屋敷地内の境？ �.5 北面。礎石、詰め石出土。
�8 世紀後半以前 DSB30� 中央列 武家屋敷地内の境？ �.6 東面。礎石、詰め石出土。
�7C 後半？ HSB602 武家屋敷地内の境？ �.7 表面不明。礎石、詰め石出土。
�8C 後半以降？ JSB50� 武家屋敷地内の境？ �.6 南面。
�8C 中頃以前 JSB60� 武家屋敷地内の境？ �.5 南面。
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あり、一部判明したその推定年代にも齟齬は無い。前者は概ね当該地点の最上面で確認したため、

本遺跡でも新しい時期のものであると考えられるが、絵図等の資料上で管見のところこれに対応す

るものが無く、近代の遺構である可能性も想定される。その特徴を述べると、①東端の CSA� と

DSA9 は約 �0.8 ｍ＝約 6 間の距離で平行しており、柱間距離が共に約 90 ㎝である。② DSA3 は

CSA� の最大約 2.7 ｍ西側に、DSA5、DSA6、DSA7、DSA8 は DSA9 の最大約 2.5 ｍ東側に互いに

平行している。これらにはこうした位置関係から強い関連性が想定される。③ DSA5 と DSA7、

DSA6 と DSA8 は互いに重なる様に延びていることから、同一場所で立て替えがなされたものと考

えられる、等である。

　上記のとおり、これらの柱穴列は多くが新しい時期のものであると考えられ、近世の遺構であれ

ば「宝暦の大火」後の区画変更に伴う遺構であることが想定される。

第 4表　広島城関連遺跡の近世の主要柱穴列

年代 遺跡 遺構 性格 心々の柱間距離 ( ｍ ) 方向 備考

不明 法 BSA30� 不明。 2 南北 B 区道路跡上に位置。
不明 法 BSA50� 不明。 2.8 ～ 3.� 南北 B 区道路跡上に位置。
不明 法 CSA� 敷地境？ 0.9 南北
不明 法 CSA30� 不明。 �.8 南北
不明 法 DSA� 敷地境？ �.9 南北
不明 法 DSA2 敷地境？ �.9 南北
不明 法 DSA3 敷地境？ �.6 南北
不明 法 DSA4 敷地境？ �.6 ～ �.75 南北
不明 法 DSA5 敷地境？ �.8 ～ �.9 南北
不明 法 DSA6 敷地境？ �.6 南北
不明 法 DSA7 敷地境？ �.55 南北
不明 法 DSA8 敷地境？ �.8 南北
不明 法 DSA9 敷地境？ 0.9 南北
不明 法 ESA� 敷地境？ �.9 南北
不明 法 FSA� 不明。 不規則？ 南北
不明 法 HSA� 不明。 � ～ �.3 東西 H-3SV�0 関連？
不明 法 ISA30� 敷地境？ �.92 東西
�8C 後半以降 法 JSA30� 不明。 �.6 南北
不明 法 KSA30� 道路境？ 2 東西
不明 法 KSA302 不明。 0.95 ～ �.2 南北
�9C 代 法 LSA20� 道路境？ 概ね �.5 東西
�780 ～ �8�0 法 LSA30� 道路境？ �.5 ～ �.88 東西 遺存状況不良。
不明 法 LSB302 道路境？ 3.04 他 東西 遺存状況不良。
不明 法 LSA40� 道路境？ �.83 ～ 2.2� 東西
近代に廃絶 太 SA� 不明。 �.34 -
近代に廃絶 太 SA2 不明。 �.9 - 詰め石あり。

⑹　井戸跡

　本遺跡では多数の井戸跡を確認した。本遺跡の位置する地点は本遺跡の基底層である粘土層下の
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砂層が水脈を含んでおり、井戸造りは比較的容易であったと見られる。

　第 5 表は本遺跡で確認した総計 47 基 ( 井戸と推定されるものも若干含む ) を、調査区ごとに時

系列にまとめたものである。時期については本表の区分に合わせて一部操作しているが、各井戸跡

の推定廃絶時とした。多少のばらつきは認められるが、ほぼ調査範囲全体にわたって井戸跡を確認

したことが分かる。また、近世を通じ平均して約 6 年に � 基の割りで井戸が造られていたことと

なる。

　しかし、年代別では �8 世紀以前、G 区以西には少数しか造られていないことが見て取れる。す

なわち、御用屋敷以前は本遺跡の西寄り一帯が建物敷地となっていたためではないかと推測される。

これは、そこが⑺火災処理関連遺構の分布域とも重なっていることと符号する。また、�8 世紀後

半以降から井戸の数が増加傾向にある。これは「宝暦の大火」後に土地区画が細分され、複数の世

帯が居住することとなったためとも見られる。

第 5表　広島城跡法務総合庁舎地点の井戸跡 ( アミ掛けは礎石を多く確認した調査区 )

調査区
�7 世紀 �8 世紀 �9 世紀 数

～第 � ～第 2 ～第 3 ～第 4 ～第 � ～第 2 ～第 3 ～第 4 ～第 � ～第 2 ～幕末 ～近代 / 不明 計 47
C-� SK6�3 SK534 SK5�3 3
D-� SK5�7 �
D-2 SK703 SK427 SK46 3
D-3 SK60� SK520 SK538 3
E-� SK347 �
E-2 SK626 SK7�5 SK277 SK262 4
E-3 SK8�0 �

F-� SK30� SK280
SK240
SK246
SK279

SK299 6

F-3 SK402 SK429 2

G-�
SK98 SK��2

HSK3�6
3

G-3 SK239 SK�8 SK�3 SK423 4
H-� SK52 �
H-2 SK5�4 SK203 2
H-3 SK74 �
I-2 SK68 �

I-3 SK224
SK7

SK27
SK��0

4

J-� SK367 �
J-3 SK657 �
K-� SK33 �
L-� SK8� SK45 2

L-3
SK2�8
 SK42�

2
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　さて、D-1SK517、D-2SK427、D-3SK520 等、本遺跡でも古い時期のものと見られる井戸跡の中

に、規模の大きな掘り方を有するものが目立つ。D-�SK5�7、D-2SK427 は確認部分の掘り方の径

が 4 ｍを超え、さらに、本遺跡の井戸跡ではこの 2 基にのみ地表施設として付随する可能性があ

る石列が見られる。他の �7 世紀代にさかのぼると見られる井戸跡も、同じく概ね径 2 ｍを超える。

これらに比して �8 世紀以降の井戸跡は、同じく概ね径 �.5 ｍ以下と小規模なものになる。この様に、

本遺跡の範囲における近世の井戸構築方法の変遷が伺われる。加えて、E-3SK8�0、H-2SK5�4 といっ

た素掘りの可能性がある井戸跡は �7 世紀代に集中している。また、I-3SK7 等、井戸枠が漆喰で作

られた井戸跡は幕末頃に集中している。漆喰製の井戸枠を持つ井戸跡は、広島城跡関連遺跡では基

町高校グラウンド地点における SE3 も �9 世紀代のものとされ、今のところ近世でも新しい時期の

もので占められる。

　また、本遺跡では井戸枠を板材で組んだ井戸跡が大多数を占める一方、これまでの広島城関連遺

跡と同様に石組井戸は全く確認できず、その背景にある技術面や生産面の事情を考える上で興味深

い。

　廃絶の際、廃棄物処理用に転用された井戸も多い。中でも J-�SK367 では「宝暦の大火」に伴う

廃棄物の処理がなされたと見られる。同じく、埋め石で塞がれた井戸跡も多く見られた。

　なお、理由は明確でないが I-2SK��0 等、櫛、簪といった女性の髪飾りを井戸枠内底部から検出

した井戸跡が複数ある。

⑺　火災処理関連遺構

　既に度々述べたが、本遺跡の地点に所在した「御用屋敷」は ｢ 宝暦の大火 ｣ という広島の近世史

上最悪の被害をもたらした火災で類焼した。実際、H ～ L 区一帯では、分厚い焼土と炭化物混じり

の火災処理層が広範に広がっているのを確認した。また、焼土や炭化物と被熱した瓦や陶磁器類を

大量に廃棄した大型の土坑を多々確認した。その主なものが F-�SK267、F-3SK287、H-�SK202、

H-SK204、H-2SK208、I-3SK20�、I-3SK205、I-3SK2�0、J-�SK367、J-�SK380、J-�SK4�9、

K-2SK42 である。このうち H-�SK202、H-SK204、H-2SK208、I-�SK20�、I-3SK205、I-3SK2�0

の各遺構出土遺物についてはお互いに接合するものが多数あり、同一の火災の処理土坑である可能

性が高い。さらにこれらの土坑群の出土遺物を見ると、H-SK204 に小広東碗、H-2SK208 に広東

碗と �8 世紀末の皿が、I-3SK20� にも広東碗が含まれていることから、これらの土坑は �8 世紀末

頃の火災の処理土坑と思われる。それに加えて J-�SK4�9 にも広東碗が、K-2SK42 には中央に丸紋

を描く皿が含まれている。一方、F-�SK267、F-3SK287、J-�SK367、J-�SK380 には小広東碗・広

東碗を初めとした �770 年以降の遺物は見られず、また、J-�SK367 と J-�SK380 にはお互いに接

合する遺物が含まれる。

　こうしたことから、F-�SK267、F-3SK287、J-�SK367、J-�SK380 については「宝暦の大火」に

伴う処理土坑である可能性が高い一方、H-�SK202、H-SK204、H-2SK208、I-3SK20�、I-3SK205、

I-3SK2�0 については �8 世紀末頃に起こった別の火災に伴う処理土坑である可能性が高く、

J-�SK4�9 と K-2SK42 についてもその可能性があろう。
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　「宝暦の大火」については、大火災であったため資料上でその状況は確認できる。大火後はⅡ章

で述べた様に、町割りの改正が行われ当該地点も細かい屋敷割りが行われた。その後、一軒ないし

数軒の屋敷を焼く程度の、文献上に現れない小規模な火災が起こった可能性は十分あろう。

2　陶磁器の各器種の出現時期と飲酒・喫茶習慣との関連について

⑴　�7 世紀代から �8 世紀前半の様相

　第 6 表は主な遺構について、出土陶磁器を産地・器種別にカウントしたものから遺構ごとに存

在する器種についてまとめたものである。ここからこれまで広島城跡の調査では不明確であった各

器種の出現時期について探ってみたい。

　D-3SK388、D-3SV60�、D-2SK524( 土坑群の一部 ) は磁器についてはいずれも青花のみで伊万

里を含まず、陶器は唐津が中心を占め �6�0 年代の遺構と思われる。磁器は碗・皿・小坏の食膳具

のみで、陶器は碗・皿・壺甕・瓶・擂鉢・鉢の食膳具・貯蔵具・調理具がすべて見られ、その他向

付・水差し・花生等の茶道具が散見される。この傾向は �7 世紀前半においては伊万里が出現する

�620 年代以降も変わらない。�7 世紀中頃になると �650 年代の H-2SK5�4、L-2SK550 で磁器で

は瓶・香炉火入れ・鉢等の器種が出現するが、陶器は茶道具関係はなくなり前代からの引き続きの

生活用具のみになる。そして �7 世紀後半まで推移する。

　器種が大きく増えるのは �8 世紀に入ってからである。�700 年頃の D-3SK305、K-3SK5�4 では

磁器では灰落としや猪口・蓋物段重が見られるようになる。陶器にも香炉火入れ・灰落とし等の喫

煙具が現れる。その後 �8 世紀の前半を通じて磁器では手塩皿・紅皿が現れ、仏飯器は享保から宝

暦の D-2SK68 の一部である D-2SK70 で初めて見られる。このように �8 世紀前半には磁器におけ

る主たる器種が揃ってくる。

⑵　�8 世紀後半から �9 世紀代の様相

　�8 世紀中頃から後半にかけては陶器の土瓶・鍋が出現する。土瓶・鍋の初現は大阪府・堂島蔵

屋敷跡の調査で確認された �7�6 年の火災以前に操業していた連房式登窯の物原資料とされ、江戸

では �8 世紀第 2 四半期頃から見られる ( 注 �)。陶器の土瓶・鍋については �8 世紀前半の 8 遺構

では �8 世紀第 2 四半期と思われる L-3SK504 で土瓶が 2 点見られるのみである。ただし、東大Ⅴ

b 期 (�730 ～ 40 年代 ) においては「この段階の土瓶・燗鍋等の製品に関しては胎土・施文法・釉

調等の特徴から京焼系と推定される」( 注 2) とされており、この 2 点については京焼ではないた

め混入の可能性がある。また、�8 世紀中頃の 6 遺構 (F-3SK44 は参考 ) については F-3SK44、

E-�SK37 に両者とも存在、E-2SK4、F-�SK26� には土瓶のみ存在するが、他の 2 遺構にはいずれ

も存在しない。こうした状況から本遺跡においては土瓶・鍋は �8 世紀中頃以降に主として出現す

るものと考えられる。

　�9 世紀代になると磁器ではいずれも量は少ないものの第 � 四半期に燗徳利、第 2 四半期に急須・

土瓶・植木鉢が見られる。陶器では、行平鍋・燗徳利・急須等が出現してくる。陶器行平鍋につい

ては江戸遺跡では「�8 世紀末頃から」( 注 3) 現れる。本遺跡では �780 ～ �8�0 年の G-3SK66、
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D-2SK66、18 世紀末のH-SK208、K-1SK34、D-2SK40、1800 年代の D-3SK16 という端反碗を含

まない遺構には存在しない。しかし、端反碗は含むが深小丸碗・高台高の高い蛇の目凹型高台の皿

や瀬戸美濃型皿等を含まない �9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構のうち 7 つに含まれており、端反碗

に若干遅れて出現した可能性が高い。

　急須については陶器のものは �9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構のうち G-3SK26、G-�SK90 の 2 つ

にしか含まれていない。よって急須は �9 世紀第 � 四半期の終わり頃に後述する燗徳利よりやや遅

れて出現したものと思われる。磁器製品はたいへん少ないが �9 世紀第 2 四半期初め頃と思われる

G-2SK60 に見られる。

　また、瀬戸美濃製品については、水甕を含むが広東碗を含まない �770 年代の K-�SV5 が初出に

なる。ところがその後の �8 世紀末から �9 世紀初めの遺構群には見られず、次に確認されるのは

�9 世紀第 � 四半期の遺構群で、�2 のうち 6 つの遺構で見られる。植木鉢は広東碗を含むが端反

碗を含まない G-3SK66 で初出する。しかし、その他の �8 世紀末から �9 世紀初めの遺構群には見

られず、多く確認されるようになるのはやはり �9 世紀第 � 四半期の遺構群で、�2 のうち 4 つの

遺構で見られる。ただし、瀬戸美濃以外の植木鉢のみが出土している遺構が I-3SK4� 下層と

G-3SK26 の 2 つある。手水鉢は �9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構群のうち F-�SK203、G-3SK26 の

みにしか見られず、多く出土するのは第 2 四半期に入ってからである。ただし、�9 世紀第 � 四半

期の遺構群には L-3SK235 を初め鉢甕類の破片がある遺構が 3 つある。火鉢・瓶掛けについては

�9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構には全く見られず、風炉もわずかに G-�SK90 で見られるのみである。

以上のようなことから、瀬戸美濃の鉢甕類については、水甕・植木鉢が �8 世紀第 4 四半期には移

入され始めていた可能性があり、いずれも �9 世紀第 � 四半期には一般的となる。手水鉢はこれに

遅れて第 � 四半期末頃に移入され始め、第 2 四半期には普及したようである。火鉢・風炉・瓶掛

けについては第 2 四半期になって見られるようである。

⑶　燗徳利の出現と飲酒習慣の変化

　陶器燗徳利についても行平鍋と同じく �780 年から �9 世紀初めの端反碗を含まない遺構には存

在しない。しかし、同じく端反碗を含み深小丸碗等を含まない �9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構の

うち 6 つに存在しており、行平鍋同様端反碗にやや遅れて出現したものと思われる。磁器につい

ても端反碗を含まない遺構には見られず、�9 世紀第 � 四半期の �2 の遺構のうち F-�SK203、

H-�SK22� の 2 つにしか見られない。このことは必ずしも磁器の方が出現時期が遅いということを

意味しているのではなく、絶対量の差によるものと考えられる。なお、江戸遺跡では「陶製の燗鍋・

チロリの検出例が、�7 世紀末～ �8 世紀前葉頃の武家屋敷地遺跡にかたよる傾向があ」り「燗酒

に耐えるような清酒は、江戸時代中期までは限られた範囲にのみ流布していた」との説もある。そ

して陶磁器の燗徳利が「遺構一括資料中に一定の頻度で認められるようになるのは、やや下って

�9 世紀中葉以降であ」り、このことは「酒類総体の中に占める清酒の割合等に関わる事象」( 注 4)

という。広島城跡では燗鍋・チロリの出土例自体が極めて少なく、本遺跡でも遺構の年代がわかる

ものでは �9 世紀第 � 四半期の F-�SK289 の燗鍋くらいである。�8 世紀代までは燗酒に耐える清
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酒は流通していなかったということであろうか。しかし一方、江戸時代の清酒は精米歩合が低く劣

化しやすいのに加えて蔵元から消費者の口に入るまでかなりの日数を経ているので「燗をつけた方

がおいしく飲め」たため「酒は四季を問わず燗をして飲むのが普通になって」おり、「燗徳利が現

れるまで、酒は燗鍋・ちろりで温められていた」( 注 5) との指摘もある。その際燗鍋やチロリの出

土量が極めて少ないのは ( 注 6)『守貞漫稿』に「燗鍋　中古迄ハ、酒ノ燗ニ、此燗鍋ヲ用。銅制ニ

テ、火上ニ掛ケ、燗メシ也。近世、チロリニテ、湯燗ニセシ也。チロリ、銅製 ( 後略 )」( 注 7) と

見られるように銅製の燗鍋やチロリが主として使用されていたためではなかろうか。それが陶器の

燗徳利が現れたことにより「銅鉄器ヲ用ヒザル故ニ味美也。又、不移故ニ冷ヘズ」( 注 8) という利

点から一気に転換が行われた可能性があろう。本遺跡でも前述のように 19世紀代になると陶器の

ものを中心に燗徳利が急激に普及しており、飲酒習慣やその形態の変化を考える上でたいへん興味

深い。

⑷　小型碗の出現と喫茶習慣について

　第 7表は調査区 2・3の主な遺構における特定の産地の特定の器形の碗及び関西系灯明皿の有無

についてまとめたものである。

　まず瀬戸美濃の腰錆碗 ( 東大分類 TC-1-u) であるが朝顔形碗・小丸碗・筒形碗等を含まない 18

世紀前半の 6遺構のうち 2つに見られる。また、望料碗のみ含む F-2SKSK261、朝顔形碗のみ含

む J-2SK409 等 18 世紀中頃の 7遺構のうちの 4遺構にも含まれており、18世紀中頃には出現し

ていたことは間違いなく、第 2四半期に遡る可能性が高い。その後も大量ではないものの幕末の

遺構まで途切れることなく出土している。関西系小杉碗 ( 東大分類 TD-1-d) は前述の 18世紀中頃

と思われる 7遺構には含まれない。そして小広東碗を含むが広東碗を含まない 4つの遺構のうち

L-1SK81、K-1SV5 の 2つには含まれる。よって 1770 年代頃に小広東碗とほぼ同時期に出現した

ものと思われる。また、関西系の細かい貫入の入る端反碗 ( 東大分類 TD-1-g) は小広東碗を含まな

い遺構には存在せず、小広東碗を含むが広東碗を含まない4つの遺構のうち3つには存在しないが、

I-3SK211 には含まれる。よってこちらも関西系小杉碗とほぼ同じ時期に出現したのであろう。両

者はその後幕末まで途切れること無く大量に出土し、主要な陶器碗の地位を占める。

　口縁部に緑釉を流し掛けする関西系端反碗 ( 東大分類 TD-1-e) は磁器端反碗を含むが深小丸碗等

を含まない 19世紀第 1四半期の遺構 21のうち 3遺構で、体部面取りし高台脇鎬の関西系端反碗

は同じく 21遺構中わずかに 1遺構で見られるのみである。よってこれらは 19世紀第 1四半期の

終わり頃に出現したものであろう。これらの碗も幕末まで途切れること無く出土するが、量的には

小杉碗や細かい貫入の入る端反碗ほど多くはない。

　長佐古真也氏は 17世紀から 1780 年頃まで「点てる煎じ茶」が広く普及するとともに、17世

紀末には「点てない煎じ茶」が始まり 18世紀代には両者が共存していたことを明らかにされた。

そして 19世紀第 3四半期頃の遺構から急須が多く出土するようになることから、「現在行われて

いるような淹し茶が江戸市中において一般化したのは、考古遺物から見る限り、幕末頃とするのが

妥当であろう」とされた ( 注 9)。このように考えてみると、この「点てない煎じ茶」の流行に対応
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する小法量の陶器碗として瀬戸美濃の腰錆碗が 18世紀中頃から見られ、さらに 1770 年代頃から

関西系小杉碗、同細かい貫入の入る端反碗が大量に移入されていることがわかる。前述のように土

瓶の普及が 18世紀後半になってからであるからほぼこれに対応する形で小法量の陶器碗も増加し

ていることになる。よって、少なくとも土瓶を使用しての「点てない煎じ茶」の普及は 18世紀後

半以降であったといえよう。ただ、腰錆碗については土瓶よりもやや早く出現した可能性もあり、

その際には土瓶以外のもので湯を沸かした可能性や、腰錆碗は次第に小型化することが知られてい

るので、出現当初は「点てる煎じ茶」に使用されていた可能性もあろう。

　長佐古氏は前述のように �9 世紀第 3 四半期頃の遺構から急須が多く出土し、「淹し茶が江戸市

中において一般化したのは、( 中略 ) 幕末頃」とされた。しかし、東大編年では �820 ～ 30 年代

の東大Ⅷ b 期では急須が見られるようになるとされており ( 注 �0)、本遺跡でも前述のように �9

世紀第 � 四半期の遺構にもすでに急須が見られ、�9 世紀第 2 四半期の 9 つの遺構では 7 つの遺構

で確認されている。よって第 2四半期には淹し茶が広まっていたと考えてよかろう。そしてこれ

に対応するのが、19世紀第 1四半期の終わり頃から第 2四半期の遺構で出現するようになる口縁

部に緑釉を流し掛けする関西系端反碗や体部面取りし高台脇鎬の関西系端反碗ということになる。

すなわちこれらの碗が淹し茶用の碗と考えられるのである。さらにいえば、前述のように瀬戸美濃

の風炉・瓶掛け・火鉢が出現し始めるのが 19世紀第 1四半期末で多く見られるのは第 2四半期で

ある。このことも淹し茶の流行とまさに関連しているといえよう。

( 注 �) 堀内秀樹「器種と分類 �� 土瓶」『図説江戸考古学研究事典』江戸遺跡研究会編 200�

( 注 2) 堀内秀樹「東京大学本郷構内の遺跡出土陶磁器の編年的考察」『シンポジウム江戸出土陶

　　　磁器土器の諸問題Ⅱ』江戸陶磁土器研究グループ �996

( 注 3) 堀内秀樹「器種と分類 �4 土鍋」『図説江戸考古学研究事典』江戸遺跡研究会編 200�

( 注 4) 長佐古真也「飲酒 5 燗徳利と酒燗器」『図説江戸考古学研究事典』江戸遺跡研究会編 200�

( 注 5) 菅間誠之助「江戸の酒」『江戸文化の考古学』江戸遺跡研究会 2000

( 注 6) 成瀬晃司「江戸における日本酒流通と飲酒習慣の変遷」『江戸文化の考古学』江戸遺跡研

　　　究会 2000

( 注 7) 朝倉治彦・柏川修一編『守貞漫稿』第 5 巻 �992

( 注 8) 7 と同

( 注 9) 長佐古真也「日常茶飯事のことー近世における喫茶習慣素描の試みー」『江戸文化の考古

　　　学』江戸遺跡研究会 2000

( 注 �0) 2 と同

3　広島城跡出土の江波焼について

　江波焼は安芸国沼田郡江波村 (現在の広島市中区江波二本松 )に所在する窯で焼かれたとされる。

これまでの先学の研究により 1828( 文政 11) 年に操業を開始し、1872( 明治 6) 年頃に終焉したと

考えられる (注 1)。これまでの江波焼研究の流れや現状については村上勇氏がまとめておられるの
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第 7表　腰錆碗等出土遺構一覧

遺構名 時期
瀬戸美濃
腰錆碗

関西系　
小杉碗

細かい貫入の入
る関西系端反碗

関西系口縁部緑釉
掛け流す端反碗

関西系体部面取
りし高台脇鎬碗

関西系灯
明皿

F-2SV40� �7 世紀中
L-2SK550 �650 年代
H-2SK5�4 �650 年代井戸、廃絶時
G-2SK224 �670 年代
F-�SK280 �700 ～ �730
K-3SK5�4 �700 前後
J-�SK60� �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし
J-2SK4�6 �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし
K-2SK95 �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし
L-3SK504 �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし
K-3SK4�6 �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし ◯
L-3SK3�2 �8 世紀前半 , 朝顔小丸なし ◯
J-�SV352 �8 世紀中、朝顔小丸なし筒あり
J-2SK406SK407 �8 世紀中、朝顔なし小丸あり
F-2SK26� �8 世紀中、望料碗 ◯
J-2SK409 �8 世紀中、朝顔あり ◯
F-3SK287 宝暦大火 �758 か、土瓶あり ◯
I-3SK�09 �8 世紀中、小丸あり
K-2SK(79) �8 世紀中、小丸あり ◯ ？
J-3SK2�0 �770 年代 ◯
L-�SK8� �8 世紀後半機能 �770 年代廃絶井戸 ◯ ◯
K-�SV5 �770 年代 ◯
I-3SK2�� �770 年代 ◯
F-�SK225 �8 世紀第 4、小丸、朝顔、瀬戸甕鉢あり ◯ ◯
H-2SK202 �780 頃火災
I-3SK205 �780 頃火災
H-2SK208 �780 頃火災広東あり
K-�SK34 �8 世紀末古い広東 ◯ ◯
F-2SK23� �780 ～ �8�0 ◯
G-3SK66 �780 ～ �8�0 ◯ ◯
I-�SK2�7 �780 ～ �8�0 ◯
I-3SK20� �780 ～ �8�0 ◯ ◯
J-�SK328 �780 ～ �8�0 ◯
F-�SK240 �780 ～ �8�0 機能井戸 ◯ ◯ ◯
L-3SK235 �9 世紀第１ ◯ ◯
F-�SK203 �9 世紀第１ ◯ ◯
F-�SK289 �9 世紀第１ ◯ ◯
F-�SK29 �9 世紀第１ ◯ ◯
F-2SK2�2 �9 世紀第１ ◯ ◯
F-3SK29� �9 世紀第１ ◯ ◯
G-3SK26 �9 世紀第１ ◯ ◯
G-3SK36 �9 世紀第１ ◯ ◯
H-2SV2 �9 世紀第１ ◯ ◯
H-3SK25 �9 世紀第１、池 ◯



─　�3　─

で ( 注 2) ここでは詳しく触れないが、特にそれまで江波焼と考えられていた製品が佐賀県塩田町

の志田窯の製品であることが判明して以来、その製品の実体については全くの白紙に戻ってしまっ

たといってよかろう。正に「幻の焼き物」になってしまったのである。しかし、その実体を解明す

る手掛かりが全く失われてしまったわけではない。それはわずかに存在する窯跡出土資料である。

筆者は広島県立美術館が保管しているこの窯跡資料を実見する機会を得た ( 注 3)。その内訳につい

遺構名 時期
瀬戸美濃
腰錆碗

関西系　
小杉碗

細かい貫入の入
る関西系端反碗

関西系口縁部緑釉
掛け流す端反碗

関西系体部面取
りし高台脇鎬碗

関西系灯
明皿

H-3SK25 �9 世紀第１、池 ◯
H-3SV�� �9 世紀第１
I-2SV5 �9 世紀第１ ◯
J-�SK3�0 �9 世紀第１ ◯
J-3SK206 �9 世紀第１、端反なし行平鍋あり ◯ ◯
I-3SK4� 下層 �9 世紀第１ ◯ ◯ ◯
F-�SK246 �9 世紀第１井戸廃絶時 ◯ ◯
F-3SK64 �9 世紀第１ ◯ ◯ ◯
G-�SK90 �9 世紀第１ ◯ ◯
H-�SK22� �9 世紀第１ ◯ ◯ ◯
G-3SK22 �9 世紀第１ 瀬戸◯ ◯
K-2SK3 �9 世紀第１ ◯
G-2SK60 �9 世紀第２初 ◯ ◯ ◯
I-�SK79 �9 世紀第２ ◯ ◯
H-2SV3 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
J-2SK27 �9 世紀第２ ◯ ◯
J-2SK3 �9 世紀第２ ◯
K-�SK22 �9 世紀第２ ◯
F-�SK30 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯ ◯
F-2SK20 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯
F-3SK�7 �9 世紀第２
G-2SK55 �9 世紀第２ ◯ ◯
G-2SV�9 �9 世紀第２ ◯ ◯
G-2SV22 �9 世紀第２ ◯
G-3SK�4 �9 世紀第２ ◯ ◯
G-3SK4 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯
G-3SK5 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯ ◯
G-3SK8 �9 世紀第２
H-2SV5 �9 世紀第２ ◯
I-3SK4� 上層 �9 世紀第２
I-�SK80 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯
I-2SK7� �9 世紀第２ ◯ ◯
I-3SK48 �9 世紀第２ ◯ ◯ ◯
F-�SK33 �9 世紀第３ ◯ ◯ ◯ ◯
F-3SK62 �9 世紀第３ ◯ ◯
G-3SK�3 �9 第１～第３、井戸 ◯
F-2SK50 近代初め ◯ ◯ ◯ ◯
J-2SK29 近代初め ◯ ◯ ◯
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てはかつて述べたことがあるが ( 注 4)、広東碗 �� 点、端反碗 2 点、皿 �3 点、角鉢 3 点、袋物 2

点の計 3� 点である。そしてこれらのうち主たる製品である広東碗には以下のような特徴が見られ

た。

(�) 見込みに窯道具の熔着痕のあるものが 2 点ある。

(2) 外面には太い楕円形状に水辺を表現し、線描きで葦を表現した同じモチーフのものが最低 5 点

　  ある。

(3) �� 点すべてに見込みには一重圏線と紋様を有し、紋様には崩れ千鳥紋 4 点、寿字紋 3 点、水   

　  辺に葦紋 � 点、不明 3 点がある。

(4) 外面高台の上部にはすべて圏線が巡り、一重圏線のものが 6 点、二重圏線のものが 5 点ある。

(5) 高台内には紋様は無い。

(6) 畳付にアルミナが厚く付着するものが目立つ。

　しかし、これらの特徴はそれだけで産地を特定できるものではない。そこでその後、広島城跡太

田川河川事務所地点の報告書をまとめるにあたり、波長分散型蛍光 X 線分析装置による元素分析

を試みることとした。前述のように江波焼の窯跡資料を実見した際に畳付にアルミナが付着する碗・

皿が多かったことから、その特徴の目立つ遺跡出土の広東碗 5 点と、これまで江波焼の特徴と考

えられていた氷裂紋の大皿 � 点の計 6 点、そして比較資料として広島県立美術館のご厚意により

提供いただいた江波焼の窯跡資料 3 点、表面観察より伊万里・瀬戸美濃と思われる各 3 点の計 �5

点の分析を行った。これにより、比較した元素のうち「Y( イットリウム・・筆者注 ) においては生

産地ごとに数値が非常によくまとまっており、特に江波焼においては他より明らかに高い値」であ

ることが判明し、「これについては、江波焼の胎土の化学組成上のひとつの特徴である」( 注 5) と

の分析結果を得た。すなわちイットリウムの組成が伊万里の 3 点が 32 ～ 35ppm、瀬戸美濃の 3

点が 43 ～ 46ppm であるのに対し、江波焼の窯跡資料は �00ppm が 2 点、��0ppm が � 点と 2

～ 3 倍の値を示したのである。しかし、残念ながら出土資料の 6 点はいずれもイットリウムの値

は低く、江波焼の可能性は否定された。

　そこで本報告書の作成にあたっても引き続き分析を行い資料の蓄積を期することとした。一年次

分析分遺物については、江波焼の窯跡資料に多く見られる広東碗で、なおかつ見込みに窯道具の熔

着痕のあるものや畳付にアルミナが目立つもの �0 点を選択した。分析内容については巻末の遺物

科学分析内の胎土分析のとおりである。その結果、�0 点のうち 4 点が江波焼の窯跡資料と同様に

イットリウムの値が高かった。一年次分析分の No.3(D3-� 層 -2) が �0�ppm、No.6( 外堀 -2) が 89

ｐｐｍ、No.8(C2KDSK�9-�) が 80 ｐｐｍ、No.�0(C3KDSV2-�) が 95ppm である。そしてこれら 4

点は「他の元素においても江波焼の試料とよく似た値を示しており、江波焼である可能性が高いと

考えられ」( 注 6) た。これらの 4 点の共通点としては、(�) いずれも見込みに窯道具の熔着痕があ

ること、(2) 見込みの紋様は一重圏線内に 2 点 (No.3、No.8) は崩れ千鳥紋、他の 2 点 (No.6、

No.�0) は水辺に葦紋といういずれも伊万里には見られない紋様 ( 注 7) を有していること、(3) 高台

と体部の境から高台上部に二重圏線が巡ること、(4) 高台内には紋様が無いこと、等である。これ

らは前述の江波焼の窯跡資料と共通するものであった。しかし、見込みに窯道具の熔着痕のある広



─　�5　─

東碗は肥前でも多く存在し、砥部焼でも少量ではあるが確認されている ( 注 8)。また、崩れ千鳥紋

は砥部焼では一般的な紋様である ( 注 9)。そこで二年次分析分については砥部町のご厚意により砥

部焼の上原窯跡資料をご提供いただき、これと併せて分析を行うこととした。

　二年次分析分は、砥部焼の見込みに窯道具の熔着痕のある広東碗 4 点と遺跡出土の広東碗 6 点

で行った。遺跡出土の広東碗については見込みに窯道具の熔着痕のあるものや、畳付にアルミナの

付着が目立つものを選択した。分析内容については巻末の遺物科学分析内の胎土分析のとおりであ

る。二年次分析分の No.5(I2SV3-2) についてはイットリウムの値が 84 ppm と高く、「比較的江波

焼の試料に近い組成をしていると考えられ」( 注 �0) た。No.5 は見込みには 4 か所の窯道具の熔

着痕を有し、見込みには一重圏線に寿字紋、高台上部には二重圏線が巡り高台内には紋様を持たな

い。畳付からその内側にかけてはアルミナが比較的明瞭に残る。また、砥部焼の試料についてはイッ

トリウムの値は �7 ～ 20ppm と低く明らかに江波の試料とは異なっており、また、その他の組成

でも大きな差異が見られ、伊万里や瀬戸美濃とも「識別できそうである」( 注 ��) との結果を得た。

　以上のような 3 回の分析結果から、およそ江波焼の特徴として以下のような点が考えられる。

(�) 胎土にはイットリウムを他産地の 2 ～ 3 倍含む。

(2) 広東碗については見込みに窯道具の熔着痕のあるものが多い。

(3) 広東碗の見込みには一重圏線に崩れ千鳥紋、水辺に葦紋等伊万里に見られない紋様を有するも

　  のがある。

(4) 広東碗の高台内には紋様は無い。

(5) 広東碗の高台外面上部から高台と体部の境には一重ないし二重の圏線が巡る。

(6) 畳付にはアルミナが厚く付着するものが多い。

　ただ、これらの個別の特徴だけを以って江波焼であると断定することは早計である。前述のよう

に見込みに窯道具の熔着痕のある広東碗は伊万里にも砥部にもある。また、崩れ千鳥紋は砥部焼で

は一般的である。その他の (4) ～ (6) の特徴も他産地でもごく一般的に見られるものである。しかし、

胎土に含まれるイットリウムの割合が高いことは他産地と識別する重要な要素になる可能性があ

る。また、広島城跡で出土した広東碗を見ると、見込みに窯道具の熔着痕のあるものはそれほど多

くはない。おそらく数十個に一個であろう。江波焼の場合もすべての製品に目痕があるわけではな

いが、その頻度は明らかに高いと思われる。以上のようなことから、現段階では、これらの特徴を

複数持つもの、特に (�)(2)(3) を併せもつ広東碗については江波焼である可能性を指摘することは

許されよう。

( 注 �) 藤葉平造「新芸州江波皿考」『ふるさと広島』広島郷土史研究会 �98�、村上正名『広島のやきもの』国書
　　　刊行会 �989、村上勇「江戸時代後期の磁器窯—江波焼研究の現況を中心にしてー」『広島県文化財ニュー
　　　ス第 �38 号』広島県文化財協会 �993 等
( 注 2) 村上勇「江戸時代後期の磁器窯—江波焼研究の現況を中心にしてー」『広島県文化財ニュース第 �38 号』広
　　　島県文化財協会 �993
( 注 3) 村上勇氏 ( 現奥田元宋・小由女美術館館長 ) のご配慮による。
( 注 4) 福原茂樹「広島・岡山地域の生産と流通」『江戸後期における庶民向け陶磁器の生産と流通、中国・四国・
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　　　関西編』九州近世陶磁学会 2007
( 注 5) 竹原弘展「広島城跡太田川河川事務所地点出土磁器の胎土分析」『広島城跡太田川河川事務所地点』財団法
　　　人広島市文化財団 2006
( 注 6) 竹原弘展「広島城遺跡法務総合庁舎地点出土磁器の胎土分析」( 本報告書巻末 )
( 注 7) 佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二氏よりご教授いただいた。
( 注 8) 愛媛県歴史文化博物館石岡ひとみ氏よりご教授いただいた。
( 注 9) 石岡ひとみ「近世砥部焼磁器碗に関する基礎的研究－上原窯跡採集資料を中心として－」『研究紀要第 �2 号』
　　　愛媛県歴史文化博物館、平成 �9 年
( 注 �0) 竹原弘展「広島城跡法務総合庁舎地点出土磁器の胎土分析」( 本報告書巻末 )
( 注 ��) 注 �0 と同
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第 8 表　遺構一覧表 ( ピットを除く )
区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

A SK� A-3 土坑 近代 � 面 　

SV� A-� ～ 3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSK� A-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 A-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 A-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK4 A-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 A-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 A-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 A-3 ～ B-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 A-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�7 A-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�9 A-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK20 A-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK2� A-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK22 A-2 • 3 ～ B-2 • 3 土坑 近代 � 面 　

KDSV� A-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 A-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 A-� ～ B-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV6 A-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV7 A-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV8 A-3 溝状遺構 近代 � 面 　

近代溝跡 ( 外

堀跡 )

A-� ～ 3 外堀跡 ? 近世～近代 � 面 広島城の東側外堀の根石 ?

B KDSK� B-2 ～ 3 • C-2 ～ 3 土坑 近代 � 面

KDSK3 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK4 B-2 ～ C-2 土坑 近代 � 面

KDSK6 B-2 ～ C-2 土坑 近代 � 面

KDSK8 B-2 土坑 近代 � 面

KDSK9 B-2 土坑 近代 � 面

KDSK�0 B-2 土坑 近代 � 面

KDSK�� B-2 土坑 近代 � 面

KDSK�3 B-2 土坑 近代 � 面

KDSK�4 B-� 土坑 近代 � 面

KDSK�5 B-� 土坑 近代 � 面

KDSK�6 B-� 土坑 近代 � 面

KDSK�8 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK�9 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK20 B-2 ～ 3 土坑 近代 � 面
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

B KDSK22 B-� 土坑 近代 � 面

KDSK23 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK24 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK25 B-3 土坑 近代 � 面

KDSK26 B-� 土坑 近代 � 面

KDSK27 B-� 土坑 近代 � 面

KDSV� B-� ～ 2 • C-� ～ 2 土坑 近代 � 面

KDSV2 A-2 ～ B-2 溝状遺構 近代 � 面

KDSV3 B-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV5 B-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV7 A-� ～ 2 • B-� ～ 2 溝状遺構 近代 � 面 　

道路跡 B-� ～ 3 道路跡 近世～近代 � 面 「栗林」と称された道路跡。

SA30� B-� ～ 2 柱穴列 近世 3 面 ピット一覧表参照。

SK302 B-� 西側 柱穴 近世 3 面 BSA30�。

SA50� B-2 ～ 3 柱穴列 近世 5 面 ピット一覧表参照。

SK� B-3 北西側 土坑 近世 � 面 B-3KDSK� に切られる。

SK2 B-2 南側 土坑 近世 � 面 B-2SV2 を切る。

SK5 C-2 東側 土坑 近世 � 面 E-2KDSK4 に切られる。

SK7 B-2 南側 土坑 近世 � 面 B-2KDSK8 • KDSK9 に切られ

る。

SK30� B-� 北側 土坑 近世 3 面 BSV2 に切られる。

SK303 B-� 中央 土坑 近世 3 面

SK306 B-2 北西側 土坑 近世 3 面

SK40� B-2 西側 土坑 近世 4 面

SK504 B-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 5 面

SK60� B-2 西側 土坑 近世 6 面 B-2KDSK5 に切られる。

SK602 B-3 北西側 土坑 近世 6 面 B-3SK� に切られる。

SK70� B-2 西側 土坑 近世 7 面

SK702 B-2 西側 土坑 近世 7 面

SK804 B-� 西側 土坑 近世 8 面

SV� B-� 溝状遺構 近代 � 面

SV2 • SV3 B-� ～ 3 溝状遺構 近世～近代 � 面

C KDSK2 C-3 土坑 近代 � 面

KDSK4 C-3 土坑 近代 � 面

KDSK5 C-3 土坑 近代 � 面

KDSK6 C-3 土坑 近代 � 面

KDSK�0 C-� 土坑 近代 � 面

KDSK�3 B-� ～ C-� 土坑 近代 � 面

KDSK�4 C-� 土坑 近代 � 面

KDSK�5 C-2 土坑 近代 � 面

KDSK�7 B-2 ～ C-2 土坑 近代 � 面

KDSK�8 C-2 土坑 近代 � 面

KDSK�9 C-2 土坑 近代 � 面

KDSK20 C-3 土坑 近代 � 面

KDSK22 C-2 土坑 近代 � 面

KDSK23 C-� 土坑 近代 � 面
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

 C KDSK25 C-� 土坑 近代 � 面

KDSK�00 C-� 土坑 近代 � 面

KDSV� •

KDSV7 •

SK305

C-� ～ 3 溝状遺構 近代 � 面

KDSV2 •

D-2SK52

B-3 ～ C-2 ～ 3 ～

D-2 ～ 3

溝状遺構 近代 � 面

KDSV3 C-� ～ D-� ～ E-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV4 •

KDSK8

C-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV5 C-2 ～ D-2 ～ E-2 溝状遺構 近代 � 面

KDSV6 C-� ～ 2 溝状遺構 近代 � 面

KDSV8 C-3 溝状遺構 近代 � 面

SB30� C-� ～ 3 土塀跡 近世 3 面 武家屋敷地の東側を画す土

塀跡。ピット一覧表参照。

SK32� C-� 北側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。

SK332 C-� 中央 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。

SK629 C-� 南側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。

SK6�9 C-2 北側 土塀基礎 ～ �620 年 ? 3 面 CSB30� グループ �。

SK4�9 •

SK429

C-2 南側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。 C-3KDSV� に切られる。

SK426 C-3 北東側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。 C-3KDSV� に切られる。

SK724 •

KDSK24

C-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。 C-3KDSV� • KDSV2 に切られ

る。

SK423 •

SK902

C-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 CSB30� グループ �。

SK342 C-2 ～ 3 土塀基礎 ? 近世 3 面 CSB30� グループ 2。 C-3KDSV� に切られる。

SK430 C-3 北東 土塀基礎 ? �7 世紀初め ? 3 面 CSB30� グループ 2。 C-3KDSV� に切られる。

SA� C-� ～ 3 柱穴列 �9 世紀～ ? � 面 ピット一覧表参照。

SA30� C-3 柱穴列 近世 3 面 ピット一覧表参照。

SK4 C-3 西側 廃棄土坑 近代 � 面 　 C-3SK55 を切り、C-3SK6 と

切り合う。

SK5 C-3 西側 廃棄土坑 �8 世紀後半～ � 面 C-3SK55 を切り、C-3SK�6 と

切り合う。

SK6 C-3 西側 土坑 近世 � 面 C-3SK�6 を切り、C-3SK4 と

切り合う。

SK7 C-� 中央 廃棄土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK9 • SK�3 C-� 西側 廃棄土坑 近世 � 面

SK�� C-3 南側 土坑 近世 � 面

SK�4 C-3 南側 土坑 �8�0 ～幕末まで � 面

SK�5 C-3 南西側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面 C-3SK349 埋土 ?

SK�6 C-3 西側 廃棄土坑 �8 世紀後半～ � 面 C-3SK6 に切られ、C-3SK5 と

切り合う。

SK�8 C-2 中央 土坑 近世 � 面 C-2KDSK�9 に切られる。

SK2� C-2 北側 廃棄土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK22 C-3 西側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面 C-3SK55 を切る。
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

C SK23 C-3 中央 焼土塊 近世 � 面

SK24 C-2 • 3 境 土坑 近世 � 面 C-3KDSV� に切られる。

SK25 C-� 中央 廃棄土坑 �8 世紀末～ � 面

SK26 C-� 南側 土坑 近世 � 面 C-3KDSV� と切り合う。

SK27 C-� 中央 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面

SK28 C-2 北側 土坑 �9 世紀 � 面

SK29 C-3 西側 土坑 近世 � 面 D 石列 302 埋土 ? C-3KDSK20 • SK�6 に切られ

る。

SK30 C-3 南側 廃棄土坑 �8�0 ～幕末まで � 面

SK3� C-3 南側 土坑 近世 � 面 C-3SK�4 と切り合う。

SK32 C-3 北西側 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面

SK33 C-� 北西側 廃棄土坑 幕末までの �9 世紀 � 面 D-�KDSK7 に切られる。

SK34 C-� 中央 土坑 近代 � 面 　 C-3KDSK� に切られる。

SK35 C-� 西側 廃棄土坑 �8 世紀後半 ? � 面

SK36 C-� • 2 境 廃棄土坑 �800 年頃 � 面 C-�SK26 と切り合う。

SK37 C-2 中央 土坑 近世 � 面 C-2KDSK�9 • SK�8 に切られ

る。

SK39 C-3 中央 土坑 近代 � 面 　 C-3KDSV2 に切られる。

SK4� C-2 北東 土坑 �8 世紀後半 � 面

SK43 C-3 中央 廃棄土坑 �9 世紀 � 面 C-3SK49 埋土 ? C-3KDSV� に切られる。

SK45 C-2 北東 土坑 近世 � 面

SK46 C-2 中央 土坑 近世 � 面 C-2SK4� と切り合う。

SK47 C-3 中央 土坑 近世 � 面 C-3KDSV� • KDSV2 に切られ

る。

SK48 C-3 南西側 土坑 近世 � 面

SK49 C-3 中央 廃棄土坑 �9 世紀初め � 面 C-3KDSV� • SK43 に切られる。

SK50 C-3 西側 土坑 近世 � 面 C-3SK4 に切られる。

SK5� C-3 南側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK52 C-3 西側 土坑 近世 � 面 C-3SK4 に切られる。

SK53 C-3 南西側 土坑 近世 � 面

SK54 C-3 南西側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK55 C-3 西側 廃棄土坑 �8 世紀後半 � 面 C-3SK4 • SK5 • SK22 に切られ

る。

SK56 C-3 南西側 土坑 近世 � 面 C-3SK48 に切られ、C-3SK55

を切る。

SK58 C-3 南側 土坑 近世 � 面

SK59 C-3 南側 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 C-3KDSV� に切られる。

SK60 C-3 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面 C-3KDSV� に切られ、

C-3SK59 と切り合う。

SK63 C-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面 C-�KDSV4 に切られる。

SK64 • SK7�

• SK77

C-3 南西側 廃棄土坑 �8 世紀後半～幕末

まで

� 面 C-3SSK72 に切られ、C-3SK80

を切る。

SK65 C-3 中央 土坑 近世 � 面 C-3KDSV2 • SK39 に切られる。

SK66 C-3 西側 土坑 近世 � 面 C-3SK4 に切られる。

SK67 C-3 南西側 土坑 近世 � 面

SK68 C-3 土坑 �8 世紀末～ � 面
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

C SK69 C-3 西側 土坑 近世 � 面 C-3SK4 • SK50 に切られる。

SK70 C-3 西側 不明 近世 � 面

SK72 C-3 南側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 C-3SK77 を切り、C-3P26 に

切られる。

SK75 C-3 南側 土坑 �8�0 年～ � 面

SK76 C-3 土坑 近世 � 面

SK79 C-3 南側 土坑 近世 � 面 C-3SK59 に切られる。

SK80 C-3 南側 廃棄土坑 近世 � 面 C-3SK75 • SK77 に切られる。

SK8� C-3 土坑 近世 � 面 C-3SK59 • SK79 に切られる。

SK82 D-3 南東側 土坑 近世 � 面

SK�000 C-3 中央 土坑 近世 � 面 貝殻を主に廃棄した遺構。 C-3P334 • KDSV� に切られる。

SK20� C-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面

SK202 C-� 中央 土坑 近世 2 面

SK203 C-� 中央 土坑 近世 2 面

SK206 C-� 南西側 土坑 �9 世紀 2 面

SK207 C-� 南側 土坑 近世 2 面

SK2�� C-2 土坑 �8 世紀後半 ? 2 面

SK2�2 C-2 北西側 土坑 近世 2 面

SK2�3 C-2 北西側 土坑 �780 年代～ 2 面

SK2�4 C-2 北西側 土坑 近世 2 面

SK2�5 •

SK232

C-� • 2 境 廃棄土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 C-2SK2� に切られる。

SK2�6 C-� 南西側 土坑 近世 2 面 C-�P5 に切られる。

SK2�7 C-� • 2 境 土坑 �8 世紀後半 2 面 C-2SK2�9 と切り合う。

SK2�8 C-� • 2 境 廃棄土坑 �8 世紀後半 2 面

SK2�9 C-2 北西側 廃棄土坑 �8 世紀後半 2 面

SK220 C-2 西側 廃棄土坑 �800 年頃 2 面 C-3KDSV2 に切られ、

C-2SK223 と切り合う。

SK222 C-2 北側 土坑 近世 2 面

SK223 C-2 南西側 土坑 近世 2 面 CSA� を構成するピット ? C-3KDSV2 に切られ、

C-2SK220 と切り合う。

SK224 C-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面

SK226 C-� 東側 土坑 近代 � 面 　

SK227 C-� 東側 土坑 近世 2 面 C-�SK236 と同一 ? C-�SK236 と切り合う。

SK228 C-� 東側 土坑 近世 2 面

SK229 C-� 南東側 土坑 近代 � 面 　

SK23� C-� 中央 土坑 近世 2 面 C-�SK34 • SK202 に切られる。

SK233 C-2 東側 土坑 �8 世紀末～ 2 面

SK234 C-2 南側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面

SK235 C-� 西側 土坑 近世 2 面

SK236 C-� 南東側 土坑 近世 2 面 C-�SK227 と同一 ? C-�SK227 に切られ、C-�P2�4

と切り合う。

SK237 C-� 中央 土坑 近世 2 面

SK238 C-2 • D-2 境 土坑 近世 2 面

SK239 C-2 北側 土坑 近世 2 面

SK240 C-2 南西側 土坑 近世 2 面
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C SK24� •

SK308

C-� ～ 2 溝状遺構 近世 2 面

SK242 C-2 南西側 不明 近世 2 面

SK243 •

SK535

C-2 ～ 3 不明 �8 世紀後半～ 2 面 C-3SK338 と同一 ? C-2KDSK�9 • KDSV� に切られ

る。

SK244 C-� 南西側 土坑 近世 2 面

SK245 C-2 北西側 土坑 �8 世紀前半 2 面 C-2SK2�8 • SK2�9 に切られ

る。

SK246 •

SK3�4

C-2 北側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 C-2SK2�� • C-3KDSV� に切ら

れる。

SK247 C-3 中央 不明 �620 年まで ? 2 面

SK248 C-2 南側 土坑 近世 2 面 石を主に廃棄した土坑。 C-3KDSV� に切られる。

SK249 C-� 南西側 土坑 近世 2 面 C-�P6 に切られる。

SK250 C-� 西側 土坑 近世 2 面 C-�SK204 に切られる。

SK252 C-� 中央 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 C-3KDSV� に切られる。

SK253 C-� 中央 土坑 近世 2 面 C-�SK332 の埋土 ?

SK254 C-� • 2 境 土坑 近世 2 面 C-2SK24� と切り合う。

SK255 C-2 南西側 瓦組 近世 2 面 C-2SK26� • C-3KDSV2 に切ら

れる。

SK257 C-2 北側 土坑 近世 2 面 C-2SK2�9 に切られる。

SK257 C-3 北西側 土坑 近世 2 面 C-3KDSV� に切られる。

SK259 C-� 北側 土坑 �780 ～ �8�0 年 2 面 C-�KDSV4 に切られる。

SK26� C-2 南西側 土坑 �9 世紀初め ? 2 面 C-2KDSK�9 • C-3KDSV2 に切

られる。

SK262 C-2 北西側 土坑 近世 2 面 C-2SK2�2 に切られ、

C-2SK264 を切る。

SK263 C-2 • 3 境 瓦組•石列 近世 2 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK264 C-2 北西側 廃棄土坑 �8 世紀前半 ? 2 面 C-2SK262 に切られる。

SK265 C-3 西側 土坑 近世 2 面

SK266 C-2 不明 近世 2 面

SK30� C-� 南西側 土坑 �7 世紀後半 3 面

SK302 •

SK326

C-� 南西側 井戸跡の埋

土

�8 世紀 3 面 C-�SK534 埋土 ?

SK303 C-� 南西側 土坑 �800 年頃 3 面 C-�SK36 に切られる。

SK306 C-� 中央 土坑 近世 3 面

SK3�0 C-3 北西側 石列 近世 3 面

SK3�2 C-� 南側 土坑 近世 3 面 C-3KDSV� に切られる。

SK3�3 C-2 北側 土坑 近世 3 面 C-3KDSV� に切られる。

SK3�5 C-2 北西側 土坑 近世 3 面 C-2KDSK�9 に切られる。

SK3�6 C-2 北側 土坑 �7 世紀前半 3 面

SK3�7 C-� 中央 廃棄土坑 幕末 3 面 C-3KDSV� に切られ、

C-�SK320 を切る。

SK3�8 C-� 西側 土坑 �7 世紀後半 ? 3 面 C-�SK330 を切り、C-�SK322

と切り合う。

SK3�9 C-3 西側 土坑 �7 世紀中頃 3 面

SK320 C-� 中央 土坑 近世 3 面 C-�SK3�7 に切られる。
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C SK322 C-� 西側 土坑 近世 3 面 C-�SK3�8 と切り合う。

SK323 C-� 北側 土坑 近世 3 面

SK324 C-3 南西側 土坑 �7 世紀後半 ? 3 面

SK325 C-� 南西側 土坑 近世 3 面

SK327 C-3 ～ D-3 土坑 近世 3 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK328 C-3 南側 土坑 近世 3 面

SK329 C-� 西側 土坑 近世 3 面

SK330 C-� 西側 土坑 近世 3 面 C-�SK3�8 に切られる。

SK33� C-� 西側 土坑 近世 3 面

SK333 C-� 中央 土坑 近世 3 面

SK334 C-� 南側 土坑 近世 3 面

SK335 C-� 南側 土坑 近世 3 面

SK337 C-� 南西側 不明 �7 世紀後半 3 面

SK338 C-2 ～ 3 不明 �7 世紀前半 ? 2 面 C-3SK243 • SK535 と同一 ?

SK339 C-2 南東側 土坑 近世 3 面

SK34� C-2 南側 土坑 近世 3 面 C-2KDSK�9 に切られる。

SK343 C-� 南西側 土坑 近世 3 面

SK344 C-� 西側 土坑 近世 3 面

SK345 C-3 北側 土坑 近世 3 面

SK346 C-2 ～ 3 土坑 近世 3 面

SK347 C-2 北東側 土坑 近世 3 面 C-2SK37 に切られる。

SK348 C-2 東側 土坑 近世 3 面 CSB30� を構成する遺構 ?

SK349 C-3 南側 土坑 �7 世紀後半 3 面 箱状のものを埋納めたも

の ?

SK350 C-2 南西側 土坑 �7 世紀前半 ? 3 面 C-2KDSK�9 に切られる。

SK352 C-2 南側 土坑 近世 3 面 大量の瓦出土。 C-2KDSK�9 • C-3KDSV� に切

られる。

SK353 C-3 北側 土坑 近世 3 面 C-3KDSV� に切られる。

SK356 C-3 東側 土坑 近世 3 面

SK357 C-3 中央 土坑 近世 3 面 C-3KDSV� に切られる。

SK358 C-3 中央 土坑 近世 3 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK359 C-3 南西側 柱穴 近世 3 面 C-3SK77 に切られる。

SK360 C-3 南西側 土坑 近世 3 面

SK36� C-3 中央 土坑 �7 世紀初め ? 3 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK362 C-3 中央 土坑 近世 3 面

SK363 C-2 • D-2 境 土坑 近世 3 面 C-�SK2�7 • D-2SK323 に切ら

れる。

SK364 C-� 中央 土坑 近世 3 面 C-3KDSV3 に切られる。

SK365 C-2 北東側 土坑 近世 3 面

SK366 C-2 南側 土坑 近世 3 面 C-2SK34� に切られる。

SK368 C-3 北側 土坑 近世 3 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK370 C-3 北側 土坑 �7 世紀前半 ? 3 面 C-3KDSV� に切られる。

SK372 C-2 南側 土坑 近世 3 面 C-3SK24 • C-2KDSK�9 •

C-3KDSV� に切られる。

SK374 C-2 東側 土坑 近世 3 面

SK402 C-3 北側 土坑 近世 4 面
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C SK403 C-� • D-� 境 土坑 近世 4 面 D-�SK338 に切られる。

SK404 C-� 西側 土坑 近世 4 面 C-�SK420 を切る。

SK405 C-� 西側 土坑 近世 4 面 C-�SK25� と同一 ? C-�KDSK25 に切られる。

SK406 C-� 中央 土坑 近世 4 面

SK407 C-� 中央 土坑 近世 4 面 C-�SK27 • SK3�7 に切られる。

SK408 C-� 中央 土坑 近世 4 面 C-�SK7 に切られる。

SK4�0 C-� 南側 土坑 近世 4 面 C-�SK3�7 • C-3KDSV� に切ら

れる。

SK4�� C-� 中央 土坑 近世 4 面

SK4�2 C-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 C-�SK32� • C-3KDSV� に切ら

れる。

SK4�3 C-� 北側 土坑 近世 4 面

SK4�4 C-� 南西側 土坑 近世 4 面

SK4�5 C-� 北側 土坑 近世 4 面 C-�SV304 • KDSV4 に切られ

る。

SK4�6 C-2 中央 土坑 近世 4 面 C-2KDSK�8 に切られる。

SK4�7 C-2 北側 土坑 幕末までの �9 世紀 4 面 C-�SK36 に切られる。

SK4�8 C-2 北西側 土坑 近世 4 面

SK420 C-� 西側 土坑 近世 4 面

SK42� C-3 南西側 土坑 近世 4 面

SK422 C-3 西側 土坑 近世 4 面

SK424 C-3 中央 土坑 �7 世紀初め ? 4 面

SK425 C-� 北東側 土坑 近世 4 面

SK427 C-3 北側 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 C-3SK428 の掘り方 ? C-3KDSV2 に切られる。

SK428 C-3 北側 柱の基礎 ? �7 世紀前半 ? 4 面 礎石を伴う。

SK502 C-� 南西側 土坑 近世 5 面

SK503 C-� 中央 土坑 近世 5 面

SK504 C-� 中央 土坑 近世 5 面 C-�SK508 を切る。

SK506 C-2 北東側 土坑 近世 5 面

SK507 C-3 南側 土坑 近世 5 面

SK508 C-� 西側 土坑 近世 5 面 C-�SK504 に切られる。

SK509 C-� 南側 土坑 近世 5 面

SK5�0 C-� 中央 土坑 �7 世紀後半 ? 5 面

SK5�� C-� 南西側 土坑 近世 5 面

SK5�2 C-� 中央 土坑 近代 ? 5 面 　 C-�SK25 に切られる。

SK5�3 •

SK522

C-� 中央 井戸跡 近代 ? � 面

SK5�6 C-� 北東側 土坑 近世 5 面

SK5�7 C-� 北東側 土坑 近世 5 面 C-�KDSK�0 に切られる。

SK5�9 C-� 西側 土坑 近世 5 面

SK520 C-� 中央 土坑 近世 5 面

SK523 C-2 北側 土坑 近世 5 面 C-2SK3�3 に切られる。

SK524 C-3 中央 不明 近世 5 面

SK528 C-� 西側 土坑 近世 5 面

SK530 C-2 北西側 土坑 近世 5 面 C-2KDSK�9 に切られる。

SK534 C-� 南西側 井戸跡 �8 世紀以前 5 面
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C SK540 •

SK624 •

SK738

C-� 西側 井戸掘り方 ? �7 世紀前半 5 面 D-�SK5�7 の掘り方 ?

SK60� C-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK602 C-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK603 •

SK604

C-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK605 C-� ～ 2 石垣 �7 世紀中頃 ? 6 面

SK606 C-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK607 C-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK608 C-3 中央 石列 近世 6 面 C-3KDSV� • KDSV2 に切られ

る。

SK6�0 C-� 中央 土坑 近世 6 面

SK6�3 C-� 南側 井戸跡 �8 世紀前半以前 6 面

SK6�5 C-� • 2 境 廃棄土坑 �7 世紀後半 ? 6 面

SK6�6 C-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK6�7 C-� 南西側 土坑 �7 世紀前半 6 面

SK620 C-3 北側 土坑 近世 6 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK622 C-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK623 C-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK625 B-2 • C-2 境 土坑 近世 6 面

SK626 B-2 • C-2 境 土坑 近世 6 面 B-2KDSK6 に切られる。

SK627 C-� 北東側 土坑 近世 6 面

SK633 C-3 西側 土坑 �8 世紀後半～ 6 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK70� C-2 西側 土坑 近世 7 面 C-2SK530 • KDSK�9 に切られ

る。

SK704 •

SK705 •

SK706

C-� 北西側 土坑 �7 世紀前半 ? 7 面

SK707 C-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 7 面 C-3KDSV2 に切られ、

C-3SK708 と切り合う。

SK708 C-3 北西側 土坑 近世 7 面 C-3KDSV2 に切られ、

C-3SK707 と切り合う。

SK7�0 C-� 中央 廃棄土坑 �7 世紀後半 7 面 C-�SK7�� と切り合う。

SK7�� C-� 中央 土坑 近世 7 面 C-�SK7�0 と切り合う。

SK7�4 C-� 中央 廃棄土坑 �8 世紀中頃 7 面 C-�SK727 と切り合う。

SK7�5 C-� 北側 土坑 近世 7 面

SK7�7 C-� 中央 土坑 近世 7 面 C-�SK5�3 に切られる。

SK7�8 C-2 北西側 土坑 近世 7 面

SK7�9 C-� ～ 2 ～ D-2 土坑 近世 7 面

SK72� C-3 南東側 整地層 ? 近世 7 面 C-3KDSV� • KDSV2 に切られ

る。

SK722 C-� 西側 土坑 近世 7 面

SK725 C-� 中央 土坑 近世 7 面

SK727 C-� 北西側 土坑 近世 7 面 C-�SK7�4 と切り合う。

SK728 C-� 北側 廃棄遺構 ? �9 世紀 7 面 C-�KDSV4 に切られる。
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C SK730 C-� • 2 境 廃棄遺構 近世 7 面 瓦を主に廃棄した遺構。

SK73� C-3 北側 土坑 近世 7 面 C-3SK368 • SK428 に切られ

る。

SK732 C-3 東側 柱穴 ? 近世 7 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK733 C-3 東側 柱穴 ? 近世 7 面

SK735 C-� 中央 土坑 近世 7 面 C-�SK706 • 7�0 • 726 に切ら

れる。

SK736 C-� 南西側 土坑 近世 7 面

SK737 C-2 北西側 土坑 近世 7 面

SK740 C-3 中央 土坑 近世 7 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK74� •

SV70�

B3 • C-3 境 不明 �9 世紀 7 面 C-3SK72� と切り合う。

SK742 C-2 北西側 土坑 近世 7 面

SK80� C-� 中央 土坑 近世 8 面 C-3KDSV� に切られる。

SK802 C-2 北西側 土坑 近世 8 面

SK804 C-� 南西側 土坑 近世 8 面

SK805 C-� 南西側 土坑 近世 8 面

SK807 C-2 西側 不明 近世 8 面

SK808 C-3 • D-3 境 石列を伴う

溝状遺構

近世 8 面 C-2SK77 に切られる ?

SK809 C-� 北西側 土坑 近世 8 面

SK8�5 C-2 西側 土坑 近世 8 面

SK90� C-3 南側 土坑 �6 世紀末 9 面

SK903 C-3 中央 土坑 近世 9 面 C-3SK909 掘り方 ? C-3SK907 を切る。

SK904 C-3 南西側 土坑 近世 9 面

SK905 C-3 北側 土坑 近世 9 面 C-3SK428 • SK73� に切られ

る。

SK907 C-3 中央 土坑 近世 9 面 C-3SK903 に切られ、

C-3SK909 を切る。

SK908 C-3 南側 柱穴 ? 近世 9 面 C-3P337 掘り方 ?

SK909 C-3 中央 建物基礎 近世 9 面 礎石を伴う。 C-3SK907 • SV90� に切られ

る。

SK9�� C-3 南側 土坑 近世 9 面

SK9�2 C-3 南側 土坑 近世 9 面

SV� C-3 南側 不明 近世 � 面

SV2 C-� ～ 2 東側 溝状遺構 �8 世紀後半～近代 � 面 C-2KDSK�8 に切られる。

SV4 C-2 北側 溝状遺構 �8 世紀末 � 面 C-2SK24� と一連。 C-2KDSK�9 に切られる。

SV5 C-3 中央 溝状遺構 近世 � 面 C-3SK47 に切られる。

SV6 C-3 南側 溝状遺構 近世 � 面

SV30� C-� ～ 2 溝状遺構 �8 世紀末～ 3 面 道路跡と武家屋敷地跡の

境。

SV303 C-� 南側 溝状遺構 �7 世紀後半 3 面

SV304 C-� 北側 溝状遺構 近世 3 面 C-�KDSK�0 に切られる。

SV60� C-� 北側～中央 溝状遺構 �7 世紀後半 6 面

SV80� C-� ～ 2 西側 溝状遺構 �7 世紀前半 8 面 C-3KDSV2 に切られる。

SV90� C-3 中央～南側 溝状遺構 ? 近世 9 面
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D KDSK� D-� 土坑 近代 � 面

KDSK2 D-� 土坑 近代 � 面

KDSK4 D-2 土坑 近代 � 面

KDSK5 D-2 土坑 近代 � 面

KDSK6 D-2 土坑 近代 � 面

KDSK7 D-� 土坑 近代 � 面

KDSK8 D-2 井戸跡 近代 � 面

KDSV� D-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV2 D-� 溝状遺構 近代 � 面

KDSV4 D-� 溝状遺構 近代 � 面

SB30� C ～ D ～ E 土塀基礎 近世 3 面 ピット一覧表参照。

SK38� D-2 南東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。 C-3KDSV2 に切られる。

SK364 D-2 ～ 3 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。 D-2SK230 に切られる。

SK365 D-2 ～ 3 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。

SK385 •

SK398

D-2 ～ 3 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。

SK389 D-2 南西側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。

SK3002 D-2 南西側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。

SK409 E-2 南東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 北側列。

SK808 D-3 北東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。

SK404 D-3 北東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。

SK402 D-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。 D-3SK63 に切られる。

SK3�9 D-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。

SK5�6 D-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。

SK432 D-3 東側 土塀基礎 近世 3 面 DSB30� 中央列。

SK37� C-3 南側 建物基礎 近世 3 面 DSB30� 南側列。 C-3SK349 に切られる。

SK360 C-3 南西側 建物基礎 近世 3 面 DSB30� 南側列。

SK906 C-3 南西側 建物基礎 近世 3 面 DSB30� 南側列。

SA� D-� ～ 2 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA2 D-3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA3 D-� ～ 2 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK254 D-2 北東側 柱穴 近世 � 面 DSA3。

SA4 D-3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA5 D-� 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA6 D-3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA7 D-� ～ 2 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK205 D-� 西側 柱穴 近世 � 面 DSA7。 D-�KDSV4 に切られる。

SA8 D-2 ～ 3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SA9 D-� ～ 3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK� D-2 南西側 廃棄土坑 幕末までの �9 世紀 � 面 D-2P58 と切り合う。

SK2 D-2 南端 石列 �8 世紀後半～ � 面

SK3 D-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK4 D-� 中央 土坑 近世 � 面

SK5 D-� 東側 土坑 近世 � 面

SK6 D-� 南西側 土坑 近世 � 面

SK7 D-� 北西側 土坑 近世 � 面
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D SK8 D-� 土坑 近代 ? � 面

SK9 D-� 北側 建物基礎 ? �8 世紀後半～ � 面

SK�0 D-� 北東側 土坑 近世 � 面 D-�SK29 を切る。

SK�� D-� 中央 土坑 近世 � 面 D-�SK30 を切る。

SK�2 D-2 中央 土坑 近世 � 面

SK�3 D-2 南東側 土坑 �9 世紀初め � 面

SK�4-� D-� 北側 土坑 �9 世紀～ � 面

SK�4-2 D-� 北側 土坑 近世 � 面

SK�4-3 D-� 北側 土坑 近世 � 面

SK�5 D-� 土坑 近代 � 面

SK�6 D-� 東側 廃棄土坑 �800 ～ �0 年 � 面

SK�8 D-� 中央 土坑 近世 � 面

SK�9 D-� 土坑 近代 � 面

SK20 D-� 南西側 土坑 近世 � 面 D-�SK�9 に切られる。

SK2� D-2 南側 柱穴 ? 近世 � 面

SK22 D-3 北側 土坑 近世 � 面

SK23 D-3 中央 土坑 近世 � 面 D-3SK63 埋土。

SK57 D-3 中央 石列 近世 � 面 D-3SK63 の範囲を示すも

の ?

SK63 D-3 中央 廃棄土坑 �780 年～ � 面

SK24 D-2 • 3 境 埋甕 近世 � 面 D-2SK2 と切り合う。

SK25 D-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK27 D-� 中央 土坑 近世 � 面

SK28 D-� 中央 土坑 近世 � 面

SK29 D-� 北東側 土坑 近世 � 面 D-�SK�0 に切られる。

SK30 D-� 東側 土坑 近世 � 面 　

SK3� D-� 東側 土坑 近世 � 面 D-�SK5�7( 井戸跡 ) 埋土。 D-�KDSV� に切られる。

SK35 D-� 東側 土坑 近世 � 面 D-�SK5�7( 井戸跡 ) 井戸枠

上層埋土。

SK225 D-� 東側 土坑 �7 世紀後半 � 面 D-�SK5�7( 井戸跡 ) 井戸枠。

SK226 D-� 東側 土坑 �7 世紀後半 5 面 D-�SK5�7( 井戸跡 ) 埋土。

SK32 D-2 西側 土坑 近世 � 面

SK33 D-2 中央 不明 近世 � 面

SK34 D-2 中央 土坑 近世 � 面

SK37 D-2 南端 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK38 D-� 中央 土坑 近世 � 面 D-�KDSK� に切られる。

SK39 D-� 北東側 土坑 近世 � 面 D-�KDSK7 に切られる。

SK40 D-2 中央～東側 土坑 �780 ～ 90? � 面 C-2KDSV5 に切られる。

SK43 D-� 南側 土坑 近世 � 面 D-�KDSV3 に切られる。

SK44 D-� 北側 土坑 近世 � 面 D-�SK59 と切り合う。

SK45 D-� 北西側 柱穴 近世 � 面 D-�KDSV4 に切られる。

SK46 D-2 北側 井戸跡 ? �8�0 年～幕末 � 面

SK47 D-� • 2 境 土坑 近世 � 面

SK48 D-2 北東側 土坑 近世 � 面

SK49 D-2 南側 土坑 近世 � 面

SK50 D-2 • 3 境 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面
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D SK5� D-2 南側 土坑 近世 � 面

SK53 D-2 南側 土坑 近世 � 面

SK54 D-2 南側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK55 D-2 南側 土坑 近世 � 面

SK56 D-2 中央 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期

頃

� 面 D-2KDSK�� • KDSK�3 に切ら

れる。

SK58 D-3 東側 土坑 近世 � 面

SK59 D-� 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 D-�SK8 • SV5 に切られ SK44

と切り合う。

SK60 D-2 中央 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK62 D-2 北東側 土坑 近世 � 面

SK64 D-2 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK65 D-2 中央 土坑 近世 � 面 D-2KDSV5 に切られ、

D-2SK7� と切り合う。

SK66 D-2 南東側 廃棄土坑 �780 ～ �8�0 年 � 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK67 C-3 • D-2 • 3 境 廃棄土坑 �8 世紀後半～

�780 年頃

� 面

SK68 • SK70 D-2 西側 廃棄土坑 近世 � 面

SK7� D-2 中央 土坑 ～ �8 世紀中頃 ? � 面 D-2SK65 と切り合う。

SK72 D-� 北東側 土坑 近世 � 面

SK73 D-3 南西側 廃棄土坑 �8 世紀後半 ? � 面

SK75 D-� ～ 2 不明 幕末までの �9 世紀 � 面 D-�KDSV3 に切られる。

SK76 D-2 北西側 土坑 近世 � 面 D-�KDSK8 に切られる。

SK77 D-2 南東側 土坑 近世 � 面 D-2SK56 と切り合う。

SK78 D-3 北側 廃棄土坑 �8 世紀末 � 面

SK79 D-� 南西側 土坑 近世 � 面 D-�SK�9 等に切られる。

SK80 D-2 中央 廃棄土坑 近世 � 面 D-2KDSK8 • C-2KDSV5 に切ら

れる。

SK8� D-� 北東側 廃棄土坑 �9 世紀 � 面 D-�SK30 に切られる。

SK82 D-� 南東端 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK83 D-� 西側 溝状遺構 近世 � 面 D-�SV202 他と一連の溝と

考えられる。

D-�SK�9 • P43 • KDSV4 に切

られる。

SK85 D-2 土坑 �9 世紀初め � 面

SK86 D-3 北側 土坑 近世 � 面 D-3SK78 に切られ、D-3SK67

と切り合う。

SK88 D-3 北東側 土坑 近世 � 面 D-3SK86 に切られる。

SK89 D-3 南東側 土坑 近世 � 面

SK20� D-� 北側 土坑 近世 2 面

SK202 D-� 西側 土坑 近世 2 面

SK203 D-� 西側 土坑 近世 2 面

SK204 D-� 西側 土坑 近世 2 面

SK206 D-� 北側 土坑 近世 2 面

SK207 D-� 中央 土坑 近世 2 面

SK208 D-� 南西側 土坑 近世 2 面

SK209 D-� 南西側 土坑 近世 2 面

SK2�2 D-2 北側 廃棄土坑 �8 世紀前半 2 面 D-2SK2�5 と切り合う ?
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D SK2�4 D-2 北東側 土坑 近世 2 面 C-2SK264 と切り合う。

SK2�5 D-2 北側 廃棄土坑 �8 世紀～ 2 面

SK2�6 D-2 北東側 土坑 近世 2 面

SK2�7 D-2 北西側 土坑 近世 2 面

SK2�8 D-2 北東側 土坑 近世 2 面

SK2�9 D-� 北側 土坑 近世 2 面

SK220 D-3 南側 土坑 近世 2 面

SK22� D-3 西側 土坑 近世 2 面

SK222 D-3 中央 土坑 近世 2 面

SK227 D-3 南西側 土坑 近世 2 面

SK228 D-2 中央 土坑 近世 2 面 D-2P2�9 • P220 と切り合う。

SK229 D-2 東側 土坑 近世 2 面

SK230 D-2 南側 廃棄土坑 近世 � 面

SK23� D-2 南側 土坑 近世 � 面

SK232 •

SK234

D-� 中央 土坑 近世 2 面 D-�SK83 他と一連の溝と考

えられる。

D-�SV202 と切り合う。

SK233 D-� 南側 土坑 近世 2 面

SK235 D-� 中央 土坑 近世 2 面

SK236 D-2 北西端 土坑 近世 2 面 E-�SK260 と切り合う。

SK237 D-2 • E-2 境 土坑 近世 2 面

SK238 D-2 北西側 土坑 近世 2 面

SK239 D-2 北西側 土坑 近世 2 面 D-2KDSK8 に切られる。

SK240 D-� 南西側 土坑 近世 2 面 D-�SK20 に切られる。

SK24� D-3 北東側 不明 近世 2 面

SK242 D-3 南東側 土坑 近世 2 面 D-3SK343 埋土。

SK244 D-2 北西側 土坑 近世 2 面 D-2KDSK8 に切られる。

SK245 D-2 北西側 土坑 近世 2 面 D-2KDSK8 に切られる。

SK248 D-� 北西側 土坑 近世 2 面

SK249 D-� 中央 土坑 近世 2 面 D-�KDSV2 に切られる。

SK250 D-� 中央 土坑 近世 2 面

SK25� C-� • D-� 境 埋甕 近世 2 面

SK252 D-� 中央 土坑 近世 2 面 D-�KDSV3 に切られる。

SK253 D-� 南側 土坑 近世 2 面

SK255 D-� 南東側 土坑 近世 2 面 D-�SK260 を切る。

SK256 D-3 中央 土坑 近世 2 面

SK257 D-� 南東側 土坑 近世 2 面 D-�KDSV3 に切られる。

SK258 D-� 中央 土坑 �8 世紀～ 2 面 D-�KDSV2 に切られ、

D-�SK259 と切り合う。

SK259 D-� 中央 土坑 近世 2 面 D-�KDSV2 に切られる。

SK260 D-� 南東側 土坑 近世 2 面 D-�SK255 に切られる。

SK262 D-� 南側 土坑 近世 2 面

SK264 D-2 北東側 土坑 近世 2 面 D-2SK2�4 に切られる。

SK265 C-3 北西側 土坑 近世 2 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK266 D-� 北側 整地層 �7 世紀後半 2 面

SK268 D-2 中央 土坑 近世 2 面

SK270 D-� 南東側 土坑 近世 2 面
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D SK27� D-� 南東側 土坑 近世 2 面

SK30� D-3 南東側 土坑 近世 3 面

SK302 D-3 南東側 土坑 近世 3 面

SK303 •

SK3��

D-3 東側 不明 近世 3 面

SK305 D-3 • E-3 境 不明 �700 年頃 3 面

SK307 D-3 北西側 土坑 近世 3 面

SK308 D-2 北東側 土坑 近世 3 面

SK3�2 D-3 西側 土坑 近世 3 面

SK3�3 D-3 整地層 ? �670 年代 3 面

SK3�5 D-2 東側 土坑 近世 3 面

SK3�6 D-3 南西側 不明 �630 ～ 40 年代 3 面

SK3�8 D-3 南側 土坑 近世 3 面

SK320 C-3 • D-3 境 廃棄土坑 �8 世紀中頃 3 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK32� D-2 南西側 土坑 近世 3 面

SK323 D-2 北東側 土坑 近世 3 面 C-2SK363 を切る。

SK325 D-3 南東側 土坑 近世 3 面 C-3SK77 に切られる。

SK326 D-� 西側 土坑 近世 3 面 D-�KDSV4 に切られる。

SK327 D-� 中央 土坑 近世 3 面 D-�KDSV2 に切られる。

SK328 D-� 南西側 土坑 近世 3 面

SK329 D-� 南側 柱穴 ? 近世 3 面 礎石 ? を伴う。

SK330 D-� 中央 土坑 �7 世紀後半 3 面 D-�SV202 に切られる。

SK332 D-2 中央 土坑 近世 3 面

SK333 D-2 北西側 土坑 近世 3 面 D-2SK239 • KDSK8 に切られ

る。

SK335 D-2 北西側 土坑 近世 3 面 E-2SK244 に切られる。

SK336 D-2 中央 柱穴 近世 3 面 礎石を伴う。

SK337 D-2 北西側 不明 近世 3 面

SK338 C-� • D-� 境 土坑 近世 3 面

SK339 D-� • 2 境 土坑 近世 3 面

SK340 D-2 北側 土坑 近世 3 面

SK34� D-2 北西側 不明 近世 3 面

SK342 D-3 中央 廃棄土坑 �7 世紀前半 3 面

SK343 D-3 南東側 土坑 近世 3 面

SK344 D-2 北西側 土坑 近世 3 面 D-2P3�4 • KDSK8 に切られる。

SK346 D-3 北東側 土坑 近世 3 面

SK347 C-3 • D-3 境 土坑 近世 3 面

SK348 D-2 中央 土坑 近世 3 面 D-2SK80 に切られる。

SK349 D-� 中央 土坑 近世 3 面 D-�KDSV4 に切られる。

SK353 D-3 西側 土坑 近世 3 面

SK354 D-2 中央 土坑 近世 3 面

SK356 •

SK374

D-3 北西側 土坑 近世 3 面

SK358 D-3 中央 土坑 近世 3 面

SK359 D-3 中央 土坑 近世 3 面

SK360 D-2 北東側 土坑 近世 3 面 D-2P302 に切られる。
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D SK36� D-� 中央 土坑 近世 3 面 D-�SV202 • KDSV4 に切られ

る。

SK362 D-� 北側 土坑 �7 世紀後半 3 面

SK363 D-� 南側 土坑 近世 3 面

SK367 D-3 南側 土坑 近世 3 面

SK368 D-3 南東側 土坑 近世 3 面

SK369 D-3 南西側 不明 �7 世紀前半 3 面 D-3SK305 に切られる。

SK370 D-3 南西側 不明 近世 3 面 D-3SK305 に切られる。

SK37� D-3 南側 土坑 近世 3 面

SK373 D-3 北側 瓦組遺構 近世 3 面

SK375 D-3 中央 不明 近世 3 面

SK377 C-3 • D-3 境 土坑 近世 3 面 C-3SK75 に切られる。

SK378 D-� 東側 土坑 近世 3 面

SK379 D-2 南側 柱穴 近世 3 面 礎石を伴う。

SK380 D-2 • D-3 境 柱穴 近世 3 面

SK382 D-3 中央 土坑 �7 世紀前半 3 面 D-3SK388 • 390 上層。

SK383 D-2 • D-3 境 柱穴 近世 3 面 礎石を伴う。

SK384 D-2 西側 土坑 近世 3 面

SK388 D-3 中央 廃棄土坑 �6�0 ～ 20 年 3 面 D-3SK390 を切る。

SK390 D-3 中央 土坑 近世 3 面 D-3SK388 に切られる。

SK392 D-3 南西側 不明 �7 世紀前半 3 面

SK394 D-2 • D-3 境 不明 近世 3 面

SK395 D-3 中央 不明 近世 3 面

SK396 D-3 西側 井戸埋土 �7 世紀中頃 3 面 D-3SK520( 井戸跡 ) 埋土。

SK399 D-3 西側 井戸埋土 �7 世紀前半 3 面 D-3SK520( 井戸跡 ) 埋土。

SK3000 D-2 南西側 土坑 近世 3 面

SK300� C-3 • D-3 境 土坑 近世 3 面 D-3SK77 に切られる。

SK40� D-3 北側 土坑 近世 4 面 D-3SK342 に切られる。

SK403 D-3 南東側 土坑 近世 4 面 木箱状のものを埋設 ?

SK405 •

SK407 •

SK4�0 •

SK4�� •

SK4�6

D-� 北側～中央 整地層 ? �7 世紀後半 4 面

SK406 D-� 南側 廃棄土坑 �7 世紀前半 4 面

SK408 D-� 北側 土坑 近世 4 面

SK409 D-� • 2 境 土坑 近世 4 面

SK4�2 D-2 北西側 土坑 近世 4 面

SK4�3 D-2 西側 土坑 近世 4 面

SK4�4 D-3 南西側 土坑 近世 4 面

SK4�7 D-2 北西側 土坑 近世 4 面

SK4�8 D-2 北側 土坑 近世 4 面

SK4�9 D-3 東側 土坑 近世 4 面

SK420 D-3 南東側 土坑 近世 4 面

SK42� D-� 南西側 土坑 近世 4 面

SK422 D-� 中央 土坑 近世 4 面
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D SK423 D-� • 2 境 土坑 近世 4 面 D-2P247 に切られる。

SK424 D-3 東側 不明 近世 4 面 C-3SK�6 に切られる。

SK425 D-3 西側 土坑 近世 4 面 D-3SK396 に切られる。

SK427 D-2 中央 井戸跡 ～ �7 世紀前半 4 面 D 石列 30� を伴う ?

SK428 D-3 北西側 土坑 近世 4 面

SK429 D-2 南側 土坑 近世 4 面

SK430 D-3 北西側 土坑 近世 4 面

SK433 C-3 • D-3 境 土坑 近世 4 面

SK435 D-2 北側 土坑 近世 4 面

SK436 D-2 西側 土坑 近世 4 面 D-2SK68 に切られ、

D-2SK437 を切る。

SK437 D-2 西側 土坑 近世 4 面 D-2SK436 に切られる。

SK438 D-3 北西側 土坑 近世 4 面

SK50� D-� 北側 土坑 �7 世紀前半 5 面

SK503 D-� 土坑 近世 5 面 D-�SK45 • SK422 に切られる。

SK504 D-� 西側 土坑 近世 5 面 D-�KDSV4 に切られる。

SK505 D-� 中央 土坑 近世 5 面 D-�KDSV4 に切られる。

SK506 D-� 南西隅 土坑 近世 5 面

SK508 D-� 北東側 土坑 近世 5 面

SK509 D-� 東側 土坑 近世 5 面

SK5�0 D-� ～ 2 土坑 ～ �620 年 5 面

SK5�2 D-3 中央 層状 近世 5 面

SK5�3 D-3 南側 土坑 近世 5 面

SK5�4 D-3 南側 土坑 近世 5 面 D-3SK227 に切られる。

SK5�5 D-3 中央 土坑 近世 5 面

SK5�7 D-� 東側 井戸跡 ～ �7 世紀後半 5 面 石列を伴う。 D-�SK522 • SK536 を切る。

SK5�8 D-� 中央 土坑 近世 5 面

SK5�9 D-3 北西側 廃棄土坑 �7 世紀前半 ? 5 面 D-3SK520 を切る。

SK520 D-3 北西側 井戸跡 �7 世紀前半 5 面 D-3SK5�9 を切り、D-3SK538

と切り合う。

SK52� D-3 北東側 土坑 近世 5 面

SK522 D-� 中央 土坑 近世 5 面 D-�SK5�7 • SK258 に切られ

る。

SK523 C-2 • D-2 境 土坑 近世 5 面

SK524 •

E-2SK6�� •

SK6�2 •

SK6�7 •

SK625

D-2 ～ E-2 土坑 �6�0 年代 5 面 E-2SK277 に切られる。

SK525 D-� 中央 土坑 �7 世紀前半 5 面 D-�SK533 を切る。

SK529 D-� 北側 土坑 近世 5 面

SK530 D-� • 2 境 石列 近世 5 面

SK532 C-2 • D-2 境 土坑 近世 5 面

SK533 D-� 中央 土坑 近世 5 面 D-�SK525 に切られる。

SK534 D-2 北東側 不明 近世 5 面 D-2SK5�0 に切られる。

SK536 D-� 南側 土坑 �620 年代 5 面 D-�SK5�7 に切られる。
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D SK537 D-� 北東側 土坑 近世 5 面 D-�SK5�7 に切られる。

SK538 D-3 中央 井戸跡 近世 5 面 D-3SK520 と切り合う。

SK539 D-� 中央 土坑 近世 5 面

SK5000 D-2 中央 土坑 �7 世紀初め 2 面

SK60� D-3 西側 井戸跡 ? �620 年頃 6 面

SK602 D-3 中央 獣骨 近世 6 面

SK603 D-2 北東側 土坑 近世 6 面 D-2SK46 • SK333 に切られる。

SK605 D-3 西側 土坑 近世 6 面

SK606 C-3 • D-3 境 土坑 近世 6 面 D-3SK404 に切られる。

SK607 D-2 北西側 土坑 近世 6 面 D-2SK244 に切られる。

SK608 D-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK609 D-3 北東側 柱穴 ? 近世 6 面

SK6�0 D-3 中央 土坑 近世 6 面

SK6�� D-3 東側 柱穴 ? 近世 6 面 D-3SK345 に切られ、

D-3SK632 を切る。

SK6�4 D-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK6�7 D-3 東側 炉跡 近世 6 面 D-3SK345 に切られる。

SK6�9 D-� 南東側 土坑 近世 6 面 D-�SK620 と切り合う。

SK620 D-� 南東側 土坑 近世 6 面 D-�SK6�9 と切り合う。

SK62� D-2 北西側 土坑 近世 6 面 D-2SK344 • SK4�2 に切られ

る。

SK622 D-2 北西側 土坑 近世 6 面

SK623 D-2 中央 土坑 近世 6 面 D-2P604 に切られる。

SK624 D-� 北東側 整地層 ? 近世 6 面 D-�SK5�7 に切られる。

SK625 D-� 北東側 土坑 近世 6 面

SK626 D-� 北東側 土坑 近世 6 面

SK627 D-� 北東側 土坑 近世 6 面

SK628 D-� 南東側 土坑 近世 6 面

SK629 D-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK63� D-3 南東側 不明 近世 6 面

SK632 D-3 東側 土坑 近世 6 面 D-3SK6�� に切られる。

SK633 C-� • D-� 境 土坑 近世 6 面 D-�SK620 に切られる。

SK634 D-2 東側 土坑 近世 6 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK635 D-� 北側 土坑 近世 6 面

SK636 D-� 南西側 土坑 近世 6 面

SK637 D-3 西側 土坑 近世 6 面

SK638 D-2 中央 土坑 近世 6 面

SK639 D-� 北側 石組遺構 近世 6 面

SK70� D-2 北側 土坑 近世 7 面 D-2SK435 に切られる。

SK702 D-2 北東側 土坑 近世 7 面

SK703 D-2 南西側 井戸跡 ～ �620 年 7 面 D-2SK524 に切られる。

SK704 D-2 中央 土坑 近世 7 面

SK705 D-2 西側 土坑 近世 7 面 D-2SK524 に切られる。

SK706 D-2 中央 土坑 近世 7 面

SK707 D-� • 2 境 土坑 近世 7 面
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D SK708 C-� • D-� 境 土坑 近世 7 面 D-�SK5�7 • P7�� • P505 に

切られる。

SK709 D-� 中央 土坑 近世 7 面

SK7�0 D-3 ～ E-3 土坑 ～ �620 年 7 面 E-3KDSV� に切られる。

SK7�� D-2 南西側 土坑 近世 7 面

SK7�2 D-2 北西側 土坑 近世 7 面 D-2SK608 に切られる。

SK7�3 D-� 中央 土坑 近世 7 面 D-�SK533 に切られる。

SK7�4 D-� 北側～中央 整地層 ? 近世 7 面 D-�SK522 • SK525 • SK533

に切られる。

SK7�5 D-� 北東側 不明 近世 7 面

SK7�6 D-3 西側 土坑 近世 7 面 D-3SK520 に切られる。

SK7�7 D-3 • E-3 境 土坑 近世 7 面 D-3SK520 に切られる。

SK7�8 D-� 中央 土坑 近世 7 面

SK7�9 D-� 南側 土坑 近世 7 面

SK720 D-� 中央 土坑 近世 7 面

SK72� D-2 北東側 土坑 �7 世紀初め ? 7 面

SK722 D-2 北東側 土坑 近世 7 面

SK723 D-2 北側 土坑 近世 7 面

SK724 D-� 南西側 土坑 近世 7 面

SK725 D-2 • 3 境 土坑 近世 7 面 D-3SK5�9、D-2SK7�� に切ら

れる。

SK727 D-2 中央 土坑 近世 7 面 D-2SK2�5 に切られる。

SK728 D-2 東側 土坑 近世 7 面 C-3KDSV2 に切られる。

SK80� D-3 東側 土坑 �6 世紀末 ? 8 面 D-3SV60� に切られ、

D-3SK802 と切り合う。

SK802 D-3 中央 土坑 近世 8 面 D-3SK80� と切り合う。

SK803 D-3 東側 土坑 近世 8 面 D-3SK80� • SV60� に切られ

る。

SK804 D-3 西側 不明 近世 8 面 D-3SK7�0 に切られる。

SK805 D-3 南西側 土坑 近世 8 面

SK806 D-3 中央 土坑 近世 8 面

SK8�� D-3 北側 不明 近世 8 面

SK8�5 D-2 中央 土坑 近世 8 面

SK8�8 C-3 • D-3 境 土坑 近世 8 面 集石を伴う。

SK8�9 D-3 南西側 不明 近世 8 面

SK820 D-3 北西側 不明 近世 8 面

SK82� D-2 北西側 土坑 近世 8 面

SK822 D-� 中央 土坑 近世 8 面

SK823 D-3 • E-3 境 不明 近世 8 面 D-3SK520 • SK7�0 に切られ

る。

SK824 C-3 • D-3 境 柱穴 近世 8 面 礎石を伴う。

SK902 D-2 北西側 土坑 近世 9 面 D-2KDSK8 に切られる。

SK903 D-� 北側 土坑 近世 9 面

SK904 D-� 北側 土坑 近世 9 面

SK905 D-� 南東側 土坑 近世 9 面

SK906 D-2 中央 土坑 近世 9 面
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D SK907 E-� 北東側 土坑 近世 9 面

SK908 D-� 南東側 土坑 近世 9 面 D-�SK5�7 • SK536 に切られ

る。

SK9�0 D-2 中央 土坑 近世 9 面

SV� D-3 東側 雨落ち溝 ? 近世 � 面

SV2 D-2 南側 溝状遺構 近世 � 面

SV3 D-3 中央 雨落ち溝 ? 近世 � 面 D-3SV40� と同一 ?

SV5 D-� 北東 溝状遺構 近世 � 面 D-�SK8 に切られる。

SV6 D-� 不明 近代 � 面

SV202 D-� 中央 溝状遺構 近世 2 面 D-�SK83 • SK232 • 234 •

E�SK22� • 258 と一連の溝

と考えられる。

D-�KDSV4 に切られる。

SV30� D-2 中央 溝状遺構 近世 3 面 　

SV302 D-2 ～ E-2 南側 溝状遺構 近世 3 面 側壁として石列を伴う。 D-�SK�、E-2SK30� に切られ

る。

SV40� D-3 中央 溝状遺構 近世 4 面 石列を伴う。

SV402 D-3 南側 雨落ち溝 ? 近世 4 面 D-3SV3 と同一 ?

SV60� D-3 南側 溝状遺構 ～ �6�0 年代 6 面 本遺跡における大規模な素

掘りの溝。

SV602 D-3 中央 溝状遺構 近世 6 面 側壁として石列を伴う小規

模な溝。

SV80� D-� 西側 不明 近世 8 面

SV802 D-3 ～ E-3 北側 溝状遺構 近世 8 面 D-3KDSV8 と同一 ? C-3KDSV2 に切られる。

石列 � D-3 東側 石列 近世 � 面

石列 30� D-2 南側 石列 近世 3 面

石列 302 •

SK5��

C-3 ～ D-3 石列 近世 3 面

石列 303 D-3 東側 石列 近世 3 面 D-3SV40� と一連 ?

E KDSK� E-2 土坑 近代 � 面 　

KDSV� E-� ～ 3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 E-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 E-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV5 E-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV6 E-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV7 E-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV�� E-2 溝状遺構 近代 � 面 　

SB� E-2 建物跡 ? 近世 � 面 礎石 4 個が L 字状に残存。

SB20� E-2 中央 建物跡 近世 2 面 柱穴 4 基が正方形に残存。

うち 3 基に礎石残存。

SK233 E-2 中央 柱穴 近世 2 面 SB20�。

SK239 E-2 中央 柱穴 近世 2 面 SB20�。礎石を伴う。

SK249 E-2 中央 柱穴 近世 2 面 SB20�。礎石を伴う。 E-2KDSV3 に切られる。

SK266 E-2 中央 柱穴 近世 2 面 SB20�。礎石を伴う。

SB80� E-� ～ 2 建物跡 近世 8 面 礎石を伴う柱穴 4 基が直線

状に残存。

SK903 E-� 東側 柱穴 近世 8 面 SB80�。礎石を伴う。
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E SK805 E-� 南東側 柱穴 近世 8 面 SB80�。礎石を伴う。

SK905 E-� • 2 境 柱穴 近世 8 面 SB80�。礎石を伴う。

SK9�0 E-2 北東側 柱穴 近世 8 面 SB80�。礎石を伴う。

SA� E-� ～ 3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK� E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK2 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK3 E-2 南側 廃棄土坑 �9 世紀 � 面

SK4 E-2 南端 廃棄土坑に

転用 ?

�750 年頃 � 面 内面に漆喰。

SK5 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK8 E-2 西側 土坑 近世 � 面

SK�0 E-2 南側 土坑 近世 � 面

SK�� E-2 中央 土坑 近世 � 面

SK�2 E-� 南西側 土坑 近世 � 面

SK�3 E-� 南側 土坑 近世 � 面

SK�4 E-� 南側 土坑 近世 � 面

SK�5 E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK�6 E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK�7 E-2 南西端 土坑 近世 � 面

SK�9 E-� 北西側 土坑 近世 � 面

SK20 E-� 北西側 土坑 近世 � 面 E-�SK70� の上部 ?

SK22 E-� 西側 土坑 近世 � 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK23 E-� 西側 土坑 近世 � 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK24 E-2 北西側 土坑 近世 � 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK25 E-� 中央 土坑 近世 � 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK26 E-2 中央 土坑 近世 � 面 　 E-2KDSK�0 に切られる。

SK27 E-� 中央 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK28 E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK29 E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK30 E-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面 E-�SK56 を切る。

SK3� E-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK32 E-� 中央 土坑 �8 世紀～ � 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK33 E-� 北東側 土坑 幕末までの �9 世紀 � 面

SK35 E-� • F-� 境 土坑 近世 � 面

SK37 E-� • F-� 境 土坑 ～ �8 世紀中頃 � 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK38 E-� 南西側 土坑 近世 � 面

SK39 E-� 南側 土坑 近世 � 面 E-�SK�3 に切られる。

SK40 E-� 中央 土坑 近世 � 面 E-2KDSV� に切られる。

SK4� D-2 • E-2 境 土坑 近世 � 面 E-2SK78 と同一の溝状遺

構 ?

E-2SK78 と切り合う。

SK42 E-2 東側 土坑 近世 � 面

SK43 E-2 南東側 土坑 近世 � 面 D-2SK� に切られる。

SK44 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK45 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK46 E-2 • F-2 境 土坑 近世 � 面

SK47 E-2 南西側 土坑 近世 � 面
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E SK48 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK49 E-3 東側 土坑 近世 � 面 E-2KDSV� に切られる。

SK49 E-3 東側 土坑 近世 � 面

SK50 E-3 南東側 土坑 近世 � 面 E-2KDSV� に切られる。

SK5� E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK52 E-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 E-�KDSV5 に切られ、E-�SK53

• SK54 と切り合う。

SK53 E-� • F-� 境 土坑 �8 世紀後半～ � 面 E-�SK35 に切られ、E-�SK52

と切り合う。

SK54 E-� 北西側 土坑 近世 � 面 E-�KDSV5 に切られ、E-�SK52

と切り合う。

SK55 E-� 南西側 土坑 近世 � 面

SK56 E-3 東側 土坑 近世 � 面

SK57 E-2 南西側 土坑 近世 � 面 E-2SK2 • SK48 に切られる。

SK58 E-� 西側 土坑 近世 � 面

SK59 E-� 中央 不明 近世 � 面

SK60 E-2 北側 土坑 近世 � 面

SK6� E-2 中央 土坑 近世 � 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK62 E-2 中央 土坑 近世 � 面 E-2KDSK�0 に切られる。

SK65 E-� 北西側 土坑 近世 � 面

SK66 E-� 北東側 土坑 近世 � 面

SK67 E-� 中央 土坑 近世 � 面

SK68 E-� 南側 土坑 �8 世紀末～ � 面

SK69 E-� 南西側 土坑 近世 � 面 E-�SK37 に切られる。

SK70 E-� 中央 土坑 近世 � 面 E-�P23 • KDSV4 に切られる。

SK7� E-2 西側 土坑 近世 � 面

SK72 E-2 北西側 土坑 近世 � 面

SK73 E-2 中央 土坑 近世 � 面

SK74 E-2 南西側 土坑 近代 � 面

SK75 E-� 南西側 土坑 近世 � 面 E-�SK55 に切られる。

SK76 E-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK77 E-� 東側 土坑 �8 世紀末～ � 面 E-2KDSV�、D-�KDSV3 に切ら

れる。

SK78 E-2 東側 溝状遺構 ? 近世 � 面 E-2SK4� と同一 ? E-2KDSV� に切られ、E-2SK4�

と切り合う。

SK79 E-2 西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面

SK80 E-2 南西側 土坑 近世 � 面

SK8� E-3 南端 土坑 近世 � 面

SK82 E-3 南東端 土坑 近世 � 面

SK83 E-2 北東側 土坑 近世 � 面

SK85 D-2 • E-2 境 廃棄土坑 近代初め � 面 E-2P32、D-2P38 に切られる。

SK86 E-2 中央 土坑 近世 � 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK20� E-� 北側 土坑 近世 2 面

SK202 E-� 北西側 土坑 近世 2 面

SK203 E-� 西側 土坑 近世 2 面 E-�SK204 と切り合う。

SK204 E-� 西側 土坑 近世 2 面 E-�SK203 と切り合う。
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E SK205 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK206 E-� 北側 土坑 近世 2 面

SK207 E-� 北側 土坑 近世 2 面

SK208 E-� 北側 土坑 近世 2 面

SK209 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK2�0 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK2�� E-� 南側 土坑 近世 2 面 E-�SK39 に切られる。

SK2�2 E-� 南側 土坑 近世 2 面

SK2�3 E-2 中央 柱穴 ? 近世 2 面 E-2P734 ･ P735 掘り方 ?

SK2�4 E-2 西側 廃棄土坑 �8 世紀中頃 2 面

SK2�5 E-2 南西側 土坑 近世 2 面 E-2SK� 下部 ?

SK2�7 E-� 北西側 土坑 近世 2 面

SK2�8 E-� 南側 土坑 近世 2 面 E-�SK39 に切られる。

SK2�9 E-� 北東側 土坑 近世 2 面 E-�KDSV6 に切られる。

SK220 E-� 東側 土坑 近世 2 面 E-2KDSV� に切られる。

SK22� E-� 南東側 土坑 近世 2 面 D-�SK83 ･ SV202 • SK232

• 234 • E�SK258 と一連の

溝と考えられる。

E-2KDSV� に切られる。

SK222 E-� 南東側 土坑 近世 2 面 E-�SK276 を切る。

SK223 E-� 南東側 土坑 近世 2 面

SK224 E-2 ･ E-3 境 土坑 近世 2 面 E-2KDSV� に切られる。

SK225 E-2 南西側 土坑 近世 2 面 E-2SK242 • SK243 を切る。

SK226 E-� 西側 土坑 近世 2 面

SK228 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK229 E-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面

SK230 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK23� E-� 西側 土坑 近世 2 面

SK232 E-2 南西側 柱穴 近世 2 面 礎石を伴う。

SK234 E-2 東側 廃棄土坑 �8 世紀末～ 2 面

SK235 D-2 ･ E-2 境 土坑 近世 2 面

SK236 E-2 東側 土坑 近世 2 面

SK237 E-� ･ 2 境 土坑 近世 2 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK238 E-2 中央 土坑 近世 2 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK239 E-� 中央 土坑 近世 2 面

SK240 E-� 南側 土坑 近世 2 面 E-�SK2�8 に切られる。

SK242 E-2 南西側 土坑 近世 2 面 E-2SK225 • SK232 に切られ

る。

SK243 E-2 土坑 近世 2 面 E-2SK225 • SK232 に切られ

る。

SK244 E-� 南側 土坑 近世 2 面 　

SK245 E-� 南側 土坑 近世 2 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK246 E-2 西側 土坑 近世 2 面 E-2KDSK� に切られる。

SK248 E-2 南側 土坑 近世 2 面 　

SK250 E-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK252 E-� 西側 土坑 近世 2 面 　

SK254 E-� 中央 土坑 近世 2 面 E-�SK2�0 に切られる。
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E SK255 E-� 中央 土坑 近世 2 面 E-�SK40 に切られる。

SK256 E-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK257 E-� 南西側 土坑 近世 2 面 E-�SK39 • SK69 • SK2�8 •

SK240 に切られる。

SK258 D-� ･ E-� 境 溝状遺構 近世 2 面 D-�SK83 ･ SV202 • SK232

• 234 • E�SK22� と一連の

溝と考えられる。

D-�SK�9 • SK26、E-2KDSV�

に切られる。

SK259 E-2 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK260 D-� ･ 2 ･ E-� ･ 2

境

土坑 �7 世紀末 2 面 D-2SK236 と切り合う。

SK26� E-2 中央 土坑 近世 2 面 E-2SK2�4 に切られる。

E-2 中央 井戸跡 近世 2 面 　

SK267 E-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK268 E-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK269 E-3 北西側 廃棄土坑 �7 世紀前半 2 面 　

SK27� E-2 ･ 3 境 土坑 近世 2 面 　

SK272 E-2 中央 土坑 近世 2 面 E-2SK266 • SV20� に切られ

る。

SK273 E-� ･ 2 境 土坑 �7 世紀後半 2 面  E-�SK2�2、E-2P234 • KDSV3

に切られる。

SK275 E-2 土坑 �7 世紀後半 2 面 　

SK276 E-� 南東側 土坑 近世 2 面 E-�SK222、E-2KDSV� に切ら

れる。

SK277 E-2 中央 井戸跡 �9 世紀初 2 面 E-2KDSV� に切られる。

SK280 D2 ･ 3 ･ E2 ･ 3 境 土坑 近世 2 面 　

SK30� E-2 南東側 土坑 近世 3 面 D-2SV302 と同一 ? E-2KDSV� に切られる。

SK302 D-2 ･ E-2 境 土坑 近世 3 面 E-2SK58 に切られる。

SK303 E-� 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK304 E-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK305 D-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK307 E-3 東側 土坑 近世 3 面 　

SK308 E-� 中央 土坑 �7 世紀前半 3 面 E-�KDSV6 に切られ、

E-�SK32� と切り合う。

SK3�0 E-2 南西側 土坑 �7 世紀後半 3 面 　

SK3�2 E-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�3 E-� 西側 土坑 近世 3 面 E-�KDSV4 に切られる。

SK3�4 E-� 中央 土坑 近世 3 面 E-�SK256 に切られる。

SK3�5 E-3 北側 土坑 近世 3 面 　

SK3�6 E-2 南西側 土坑 近世 3 面 E-2SK225 に切られる。

SK3�7 E-� 東側 土坑 近世 3 面 E-2KDSV� に切られる。

SK3�8 E-2 西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�9 E-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK320 E-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK32� E-� 中央 土坑 �7 世紀前半 3 面 E-�SK308 と切り合う。

SK322 E-� 中央 土坑 近世 3 面 　

SK325 E-� 南西側 整地層 ? �670 年代 3 面 　
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E SK328 D-2 ･ E-2 境 土坑 近世 3 面 E-2SK236 に切られる。

SK329 E-2 中央 土坑 近世 3 面 E-2SK249 • P25 に切られる。

SK330 E-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK33� E-2 南東側 土坑 近世 3 面 E-2SK30� • KDSV� に切られ

る。

SK332 E-2 ･ 3 境 土坑 近世 3 面 　

SK333 E-� 中央 土坑 近世 3 面 　

SK334 E-� 北側 土坑 近世 3 面 　

SK335 E-� 東側 土坑 近世 3 面 E-�P37 に切られる。

SK336 E-� 東側 土坑 近世 3 面 　

SK337 D-� ･ E-� 境 土坑 近世 3 面 　

SK339 D-3 北西側 土坑 近世 3 面 E-2SK280 に切られる。

SK343 E-� 中央 土坑 近世 3 面 　

SK344 E-� 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK345 D-2 西側 土坑 近世 3 面 　

SK347 E-� 南西側 井戸跡 �700 年頃 3 面 　

SK349 E-� ･ 2 境 土坑 近世 3 面 　

SK350 E-3 中央 土坑 近代 � 面 　

SK300� E-2 西側 土坑 �7 世紀初め ? 3 面 　

SK402 E-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK403 E-2 北東側 柱穴 ? �7 世紀前半 4 面 礎石 ? を伴う。 　

SK404 E-2 中央 土坑 近世 4 面 E-2SK233 • SK26� に切られ

る。

SK406 E-2 中央 土坑 近世 4 面 E-2SK248 に切られる。

SK408 E-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK4�0 E-� 西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�� E-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�2 E-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK4�3 D-� ･ E-� 境 土坑 近世 4 面 D-�SK�9、E-�P225 に切られ

る。

SK4�4 E-� 南東側 土坑 近世 4 面 E-�SK336 に切られる。

SK4�5 E-� 中央 土坑 近世 4 面 E-�SK322 に切られる。

SK4�6 E-� 中央 土坑 近世 4 面 E-�P4�4 と切り合う。

SK4�8 E-� ･ 2 境 土坑 近世 4 面 E-�SK9�8 上部 ? 　

SK4�9 E-� 南側 土坑 近世 4 面 E-2KDSV� に切られる。

SK42� E-� 中央 土坑 近世 4 面 　

SK424 E-� ･ 2 境 土坑 近世 4 面 E-2SK260 に切られる。

SK429 E-� 北東側 土坑 �7 世紀中頃 4 面 　

SK43� E-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK432 E-� 中央 不明 近世 4 面 　

SK433 E-� ･ 2 境 土坑 �7 世紀後半 ? 4 面 E-�SK325 • SK4�8 に切られ

る。

SK434 E-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK437 E-2 西側 土坑 近世 4 面 　

SK44� E-� ･ 2 境 土坑 �7 世紀中頃 4 面 E-2KDSV3 に切られる。
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E SK442 E-2 西側 土坑 近世 4 面 E-2SK437 • KDSK� に切られ

る。

SK50� E-2 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK502 E-2 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK505 E-� 中央 石組遺構 近世 5 面 E-�SK425 • KDSV6 に切られ

る。

SK506 E-2 北側 土坑 近世 5 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK507 E-2 南東側 土坑 近世 5 面 E-2SK33� に切られる。

SK508 E-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK509 E-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�0 E-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�� E-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5�2 E-2 北側 土坑 近世 5 面 E-�SK44�、E-2KDSV3 に切ら

れる。

SK5�3 E-3 西側 整地層 ? �7 世紀前半 5 面 　

SK5�4 E-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�5 E-3 北側 土坑 近世 5 面 E-2KDSV� に切られる。

SK5�6 E-3 北側 土坑 �7 世紀中頃 5 面 　

SK5�7 E-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�8 E-2 西側 土坑 近世 5 面 E-2KDSK� に切られる。

SK5�9 E-2 南西側 土坑 �7 世紀前半 5 面 E-2SK225 • SK248 に切られ

る。

SK520 E-2 東側 土坑 近世 5 面 　

SK60� E-� 北西側 土坑 近世 6 面 　

SK602 E-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK603 E-� 中央 土坑 近世 6 面 E-�SK3�4 に切られる。

SK604 E-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK605 E-� 北側 土坑 近世 6 面 　

SK606 E-� 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK607 E-2 中央 土坑 近世 6 面 　

SK608 E-2 東側 土坑 近世 6 面 E-2SK768 の井戸枠埋土上

部 ?

　

SK609 E-� 南西側 土坑 近世 6 面 E-2SK347 に切られる。

SK6�0 E-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK6�3 E-3 北西側 土坑 近世 6 面 　

SK6�6 E-2 中央 土坑 近世 6 面 E-�KDSV�、E-2KDSV3 に切ら

れる。

SK6�8 E-2 中央 土坑 近世 6 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK6�9 D-2 ･ 3 ･ E-2 ･ 3

境

土坑 近世 6 面 E-2SK409 に切られる。

SK62� E-2 中央 土坑 近世 6 面 E-2P3�5、E-�KDSV� に切ら

れる。

SK622 E-2 南西側 土坑 近世 6 面 E-2SK225 に切られる。

SK624 E-2 ･ 3 境 土坑 近世 6 面 　

SK626 E-2 南東側 井戸跡 �6�0 年代 6 面 　

SK627 E-� 東側 石組遺構 近世 6 面 　
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E SK70� E-� 中央 柱穴 近世 6 面 　

SK702 E-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK703 E-� 南側 土坑 近世 6 面 　

SK706 E-� 中央 柱穴 近世 6 面 礎石を伴う。 E-�P703 に切られる。

SK707 E-� 中央 土坑 近世 6 面 E-�SK70� に切られる。

SK708 E-� 西側 柱穴 近世 6 面 　

SK709 E-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK7�0 E-� 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK7�� E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2KDSV2 に切られる。

SK7�3 E-2 中央 土坑 近世 7 面 　

SK7�4 E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2SK239 • SK5�7 に切られ

る。

SK7�5 •

SK768 •

SK50��

E-2 東側 井戸跡 �7 世紀後半 7 面

SK7�8 E-2 西側 土坑 近世 7 面 　

SK7�9 E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK720 E-2 中央 土坑 近世 7 面 　

SK72� E-2 北東側 土坑 近世 7 面 　

SK722 E-2 東側 土坑 近世 7 面 　

SK724 E-� 南西側 柱穴 近世 7 面 礎石を伴う。 　

SK725 E-� 西側 土坑 近世 7 面 E-�SK604 • P707 に切られる。

SK726 E-� 西側 土坑 近世 7 面 E-�SK702 に切られる。

E-�SK727 と切り合う。

SK727 E-� 中央 土坑 近世 7 面 E-�SK726 と切り合う。

SK728 E-� 南側 土坑 近世 7 面 　

SK729 E-� 南側 土坑 近世 7 面 E-�P503 に切られる。

SK73� E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK732 E-2 西側 土坑 近世 7 面 E-2SK263 • SK7�8 に切られ

る。

SK733 E-2 ･ 3 境 土坑 近世 7 面 　

SK736 E-� 南側 土坑 近世 7 面 　

SK737 E-� 北西側 土坑 近世 7 面 E-�SK60� に切られる。

SK738 E-� 中央 柱穴 ? 近世 7 面 　

SK739 E-� 中央 土坑 近世 7 面 E-�SK752 と切り合う。

SK740 E-3 北東側 柱穴 ? 近世 7 面 　

SK742 E-� 中央 土坑 近世 7 面 　

SK743 E-� 中央 土坑 近世 7 面 　

SK744 E-� 南側 土坑 近世 7 面 　

SK745 E-� 中央 柱穴 近世 7 面 礎石を伴う。 E-�SK773 と切り合う。

SK746 E-� 中央 柱穴 ? 近世 7 面 E-�SK773 • P728 と切り合う。

SK747 E-� 東側 土坑 近世 7 面 E-2KDSV� に切られる。

SK748 E-� 南東側 柱穴 近世 7 面 礎石を伴う。 E-2KDSV� に切られる。

SK749 E-� 中央 柱穴 ? 近世 7 面 E-2KDSV� に切られる。

SK75� E-� 南側 土坑 近世 7 面 E-2KDSV� に切られる。

SK752 E-� 中央 土坑 近世 7 面 E-�SK739 と切り合う。
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E SK753 E-2 北東側 土坑 近世 7 面 E-2SK72� に切られ、

E-2SK754 を切る。

SK754 E-2 北東側 柱穴 近世 7 面 礎石を伴う。 E-2SK72� • SK753 • KDSV3

に切られる。

SK755 E-2 中央 土坑 近世 7 面 　

SK756 E-2 南西側 土坑 近世 7 面 E-2SK232 に切られる。

SK758 D-3 ･ E-3 境 土坑 近世 7 面 E-2P237 に切られ、E-2SK778

を切る。

SK759 D-3 ･ E-3 境 土坑 近世 7 面 　

SK760 E-3 北東側 土坑 近世 7 面 　

SK763 E-� 南側 土坑 近世 7 面 　

SK765 E-� 南東側 土坑 近世 7 面 　

SK766 E-� 南東側 柱穴 ? 近世 7 面 E-2KDSV� に切られる。

SK767 E-2 東側 土坑 近世 7 面 E-2SK7�5 に切られる。

SK769 E-3 北西側 土坑 近世 7 面 　

SK770 E-� 南東側 土坑 �7 世紀末 7 面 　

SK77� E-� 北東側 土坑 近世 7 面 　

SK773 E-� 中央 土坑 近世 7 面 E-�SK745 • SK746 に切られ

る。

SK774 E-3 北西側 土坑 近世 7 面 　

SK776 E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2KDSV3 に切られ、

E-2SK777 と切り合う。

SK777 E-2 中央 土坑 近世 7 面 E-2KDSV3 に切られ、

E-2SK776 と切り合う。

SK778 E-3 北東側 土坑 近世 7 面 E-3SK6�9 • SK758 に切られ

る。

SK780 E-� 南側 不明 近世 7 面 　

SK80� E-� 西側 土坑 近世 8 面 　

SK802 E-� 中央 土坑 近世 8 面 E-�SK743 に切られる。

SK803 E-� 中央 土坑 近世 8 面 　

SK804 E-� 東側 土坑 近世 8 面 　

SK806 E-� 中央 土坑 近世 8 面 　

SK807 E-� 中央 土坑 近世 8 面 　

SK808 E-� 南東側 柱穴 近世 8 面 礎石を伴う。 　

SK809 E-� 西側 土坑 近世 8 面 　

SK8�0 E-3 南東側 井戸跡 ～ �620 年 8 面 　

SK8�� E-� 西側 土坑 近世 8 面 　

SK8�2 E-� 東側 土坑 近世 8 面 　

SK8�3 E-� 中央 土坑 近世 8 面 E-�P80� • P802 に切られ、

E-�SK8�6 と切り合う。

SK8�4 E-� 南側 土坑 近世 8 面 　

SK8�5 E-3 中央 土坑 近世 8 面 集石を伴う。 E-2KDSV� に切られる。

SK8�6 E-� 中央 土坑 近世 8 面 E-�SK8�3 と切り合う。

SK8�7 E-� 中央 土坑 近世 8 面 　

SK820 E-� 南東側 土坑 近世 8 面 E-�SK765 • SK808 と切り合

う。
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E SK822 E-� 南側 土坑 近世 8 面 　

SK824 E-� 中央 柱穴 近世 8 面 礎石を伴う。 　

SK826 E-2 中央 土坑 近世 8 面 　

SK827 E-2 中央 土坑 近世 8 面 　

SK830 E-2 北側 土坑 近世 8 面 E-2KDSV3 に切られる。

SK83� E-3 南側 土坑 近世 8 面 　

SK832 E-� 西側 土坑 近世 8 面 　

SK834 E-� 南東側 土坑 近世 8 面 E-�SK808 掘り方 ? E-�SK820 と切り合う。

SK835 E-2 南東側 土坑 近世 8 面 D-2SV302 に切られる。

SK90� E-� 北西側 柱穴 ? 近世 9 面 礎石 ? を伴う。 　

SK902 E-� 北側 土坑 近世 9 面 　

SK904 E-� 中央 土坑 近世 9 面 E-�SK802 に切られる。

SK906 E-� 北西側 土坑 近世 9 面 　

SK907 E-� 北西側 土坑 近世 9 面 　

SK908 E-� 西側 柱穴 近世 9 面 礎石を伴う。 　

SK9�� E-� 北側 土坑 近世 9 面 E-�SV90� と同一 ? 　

SK9�4 D-2 ･ E-2 境 土坑 近世 9 面 D-�SK608 に切られる。

SK9�7 E-2 南側 土坑 近世 9 面 D-2SK733 に切られる。

SK9�8 E-� ･ 2 境 柱穴 近世 9 面 礎石を伴う。E-�SK4�8 下

部 ?

E-�SK44� に切られる。

SK926 D-2 ･ E-2 境 土坑 近世 9 面 E-3SK6�9 に切られる。

SK927 E-2 南西側 土坑 近世 9 面 E-2SK232 に切られる。

SK928 E-2 東側 柱穴 近世 9 面 礎石を伴う。 E-2SK7�5 と切り合う。

SV� E-� 東側 溝状遺構 近世 � 面 石列を伴う。 　

SV2 E-� 北西側 溝状遺構 近世 � 面 　

SV3 E-2 南側 溝状遺構 近世 � 面 石列を伴う。 　

SV4 D-� ･ E-� 境 不明 近世 � 面 D-�SK20 に切られる。

SV20� •

SK270 •

SK323

E-2 ～ 3 溝状遺構 �7 世紀前半 ? 2 面 石列を伴う。 E-2KDSV3 に切られる。

SV30� E-2 ～ 3 西側 溝状遺構 近世 3 面 石列 ? 残存。 　

SV60� E-2 中央 不明 近世 6 面 　

SV80� E-3 南側 溝状遺構 ? 近世 8 面 D-3SV60� と関連 ? 　

SV802 E-2 ～ 3 溝状遺構 近世 8 面 E-�SV90� と関連 ? D-3SV802、E-2KDSV3 に切ら

れる。

SV803 E-2 南東側 溝状遺構 近世 8 面 E-2SK409 • SK625 に切られ

る。

SV90� E-� 北側 溝状遺構 近世 9 面 E-2SV802 と関連 ? 　

SV902 E-� 北側 溝状遺構 近世 9 面 E-2SV803 と関連 ? 　

石列 � E-2 中央 石列 近世 � 面 　

石列 2 E-2 ～ 3 東側 石列 近世 � 面 　

F KDSK� F-� 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 F-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 F-� 東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK4 F-� 土坑 近代 � 面 KDSK7 • 8 の上部。 　

KDSK5 F-� 土坑 近代 � 面 　
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F KDSK6 F-� 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 F-� 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 F-� 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 F-� 西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 F-2 南西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� F-� 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 F-� 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 F-2 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 F-2 東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 E-3 ～ F-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 F-3 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK25 F-2 南西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 F-� 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSV� F-� ～ H-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 F-� 北東側 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV(2) F-2 ～ H-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 F-� 北側 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 F-� 北東側 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV5 F-� 東側 溝状遺構 近代 � 面 　

SB40� F-2 ～ 3 塀跡 �7 世紀後半～ 4 面 　

SK4�5 F-3 北東側 塀基礎 �7 世紀前半 ? 4 面 FSB40�。

SK4�7 F-2 南東側 塀基礎 近世 4 面 FSB40�。 F 区 SK505 を切る。

SK4�8 F-3 北側 塀基礎 �7 世紀後半 ? 4 面 FSB40�。

SK4�9 F-3 北東側 塀基礎 �7 世紀後半～ 4 面 FSB40�。

SB402 F-2 ～ 3 建物跡 ? �7 世紀前半 ? 4 面 ピット一覧表参照。 　

SK420 F-2 ～ 3 柱穴 近世 4 面 FSB402。

SK425 F-3 南東側 柱穴 近世 4 面 FSB402。

SK60� F-3 北西側 柱穴 �7 世紀前半 4 面 FSB402。 F 区 SV60� に切られる。

SA� F-2 ～ 3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK� F-� 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 F-�SK2 を切る。

SK2 F-� ･ 2 境 土坑 �780 年～ � 面 FSV2、GSK75 を切り、

F-�SK� に切られる。

SK3 F-� 南側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK4 F-3 南東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK5 F-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK6 F-3 南西側 土坑 �9 世紀第 3 四半期

～

� 面 FSK27 • SK37 を切る。

SK7 F-� 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK8 F-� 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK9 F-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK�0 F-2 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK�� F-2 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK�2 F-2 北側 土坑 近代 � 面 　

SK�3 F-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK�4 F-3 南側 土坑 近世 � 面 　
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F SK�5 F-3 南西側 土坑 �780 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 GSK53 を切る。

SK�6 F-3 北西側 土坑 �780 年～幕末 � 面 　

SK�7 F-3 西側 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 FSK20 • SK47 • SK46 • SV� を

切る。

SK�8 F-3 南側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK�9 F-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK20 F-3 北西側 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 FP29 • HSV3 を切り、FSK�7

に切られる。

SK2� F-3 西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 FSK38 • 4�-2 • 52 を切る。

SK22 F-� 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 　

SK23 F-2 南側 埋甕 近世 � 面 　

SK24 F-2 南西側 埋甕 �8 世紀後半～ � 面 　

SK25 F-3 中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期 � 面 FSK39 を切る。

SK26 F-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK27 F-3 南西側 土坑 �9 世紀第 3 四半期

～

� 面 FSK37 • SK43 を切り、FSK6

に切られる。

SK28 F-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK29 F-� 北西側 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 FKDSV� に切られる。

SK30 F-� 南西側 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK3� F-2 北西側 土坑 �9 世紀～幕末 � 面 　

SK32 F-2 南側 土坑 近世 � 面 　

SK33 F-� 不明 ～ �9 世紀第 3 四

半期

� 面 　

SK34 F-� 北東側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK35 F-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK36 F-� 北東側 土坑 近世 � 面 FSK59 を切る。

SK37 F-3 南西側 土坑 �9 世紀第 3 四半期

～

� 面 FP2� • P26 • P27 を切り、

FSK6,SK27 に切られる。

SK38 F-3 中央 土坑 近世 � 面 FSK2� • SV� に切られる。

SK39 F-3 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 FSK25 に切られる。

SK40 F-3 西側 土坑 近世 � 面 　

SK4�-� F-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK4�-2 F-3 中央 土坑 近世 � 面

SK4�-3 F-3 中央 石組遺構 近世 3 面 牛 ? 骨出土。 FSK288 • SK4�2 • SK4�4 を

切り、FSK407 に切られる。

SK43 F-3 南西側 土坑 �9 世紀第 3 四半期

～

� 面 FSK27 に切られる。

SK44 F-3 土坑 �8 世紀中頃 � 面 FSK4� の誤記 ? 　

SK44-� F-3 土坑 近世 � 面 FSK�8 に切られる。

SK44-2 F-3 土坑 �8 世紀後半～ � 面 FSK2� に切られる。

SK45 F-3 北西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK46 F-3 西側 土坑 近世 � 面 FSK�7、GSV� に切られる。
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F SK47 F-3 西側 土坑 近世 � 面 FSK�7、GSV� に切られる。

SK48 F-2 北西側 土坑 近世 � 面 FKDSV2 に切られる。

SK49 F-2 北西側 土坑 近世 � 面 FKDSV2 に切られる。

SK50 F-2 北東側 集水•配水施

設跡 ? →廃

棄遺構

近世～近代 � 面 　

SK52 F-3 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 FSK2� に切られる。

SK53 F-2 北西側 土坑 近代 � 面 FSV2 を切る。

SK54 F-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK55 F-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK56 F-2 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK57 F-2 西側 土坑 近世 � 面 　

SK58 F-� 層 ? ～ �9 世紀第 3 四

半期

� 面 　

SK59 F-� 北東側 石列遺構 �9 世紀 ? � 面 石列 2 列。 FSK36 に切られる。

SK60 F-� 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 　

SK6� F-2 中央 土坑 近世 � 面 　

SK62 F-3 北側 土坑 �9 世紀第 3 四半期 � 面 F-2SK63 • SK64 を切る。

SK63 F-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 F-3SK62 に切られる。

SK64 F-3 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 FSK62 に切られる。

SK20� F-� 中央 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 FSK226 • SK227 • SK255 •

SK260 • SK267 を切る。

SK202 F-� 西側 土坑 近世 2 面 FSK2�6 • SK228 を切る。

SK203 F-� 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 　

SK204 F-2 北西側 土坑 �770 年～ 2 面 FSV203 • SV207 を切る。

SK206 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK207 F-� 中央 土坑 近世 2 面 FSK2�4 • SK20�4 を切る。

SK208 F-� 南側 土坑 近世 2 面 　

SK209 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK2�0 F-� 南側 土坑 近世 2 面 　

SK2�� F-� 南側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK(2��) F-2 北西側 土坑 �8 世紀第 3 四半期

～ �9 世紀初め

2 面

SK2�2 F-� • 2 境 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 FSK2�7 を切り、SK�2 に切ら

れる。

SK2�3 F-� 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 FSK246 • SK279 を切る。

SK2�4 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK2�5 F-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 FSV202 と切り合う。

SK2�6 F-� 西側 土坑 �8�0 年～ 2 面 FSK227 を切り、FSK202 •

SV20� に切られる。

SK2�7 F-� 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 FSK2�2 • KDSV� に切られる。

SK2�8 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 FSK285 を切る。
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F SK2�9 F-2 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 埋土に焼土を多く含む。 FSK26� を切る。

SK220 F-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK22� F-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK222 F-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK223 F-2 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK224 F-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK225 F-� 南側 土坑 �8 世紀第 4 四半期 2 面 FSK2008 を切る。

SK226 F-� 北側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 FSK267 を切り、FSK20� •

KDSV3 に切られる。

SK227 F-� 北西側 土坑 近世 2 面 FSK20� • SK2�6 • SV20� に

切られる。

SK228 F-� 中央 土坑 ～ �8 世紀第 4 四

半期

2 面 FSK206 • SV202 に切られる。

SK229 F-2 北側 土坑 近世 2 面 　

SK230 E-� 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK(230) F-2 北側 土坑 近世 2 面 FSK232 を切り、FSK50 に切

られる。

SK23� F-2 南西側 土坑 �780 年～ 2 面 　

SK232 F-2 北東側 土坑 近世 2 面 FSK230 に切られる。

SK233 F-2 北東側 土坑 近世 2 面 FSK247 を切る。

SK236 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK238 F-� 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK239 F-� 北側 土坑 �8 世紀第 3 四半期

～

2 面 FSK267 • SK299 を切る。

SK240 F-� 東側 井戸跡 �780 ～ �8�0 年 2 面 FSK286 • SK294 • SK296 を

切る。

SK24� F-2 南西側 土坑 �770 年～ � 面 FSK24 下層 ? 　

SK243 F-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK244 F-2 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK246 F-� 北西側 井戸跡 ～ �9 世紀第 � 四

半期

2 面 　 FSK2�3 に切られる。

SK247 F-2 北東側 土坑 近世 2 面

SK248 F-2 南東側 土坑 近世 2 面 FSV208 を切る。

SK249 F-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK250 F-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK25� F-� 南東側 土坑 近世 2 面 FSK50 に切られる。

SK(25�) F-3 北東側 土坑 近世 2 面

SK252 F-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK253 F-� 南東側 土坑 �780 年～ 2 面 FSK27� • SK2004 を切る。

SK254 F-� 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 2 面 FSK270 • SK274 • SK2006 を

切る。

SK255 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK256 E-2 南西側 埋甕 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK257 F-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK258 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK259 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 　
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F SK260 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK26� F-2 中央 土坑 �8 世紀中頃 2 面 FSK2�9 に切られる。

SK262 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK263 F-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 FSK280 を切り、FSK279 に切

られる。

SK264 F-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 FSK2005 を切る。

SK265 F-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 FSK296 • 2006 • 20�� を切る。

SK266 F-� 南西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK267 F-� 中央 火災処理土

坑

�8 世紀後半～ 2 面 FSK20� • SK226 • SK239 に

切られる。

SK268 E-� 北西側 土坑 近世 2 面 FSK292 を切る。

SK269 F-� 北東側 土坑 近世 2 面 FSK200� を切る。

SK270 F-� 北東側 土坑 �8 世紀前半～ 2 面 FSK2006 を切り、FSK254 に

切られる。

SK27� F-� 南東側 土坑 近世 2 面 FSK20�0 を切り、FSK253 に

切られる。

SK272 F-� 北東側 土坑 �8 世紀前半～ 2 面 FSK2006 を切り、FSK274 に

切られる。

SK273 F-2 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK274 F-� 北東側 土坑 �8 世紀前半～ 2 面 FSK272 • SK2006 を切り、

FSK254 に切られる。

SK275 F-� 北西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 　

SK276 F-� 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 　

SK277 F-� 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK278 F-� 土坑 近世 2 面 　

SK280 F-� 北西側 井戸跡 �700 ～ �730 年 2 面 FSK246 • SK263 • SK279 に

切られる。

SK282 F-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK283 F-� 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK284 F-� 北西側 土坑 ～ �9 世紀 2 面 FSV206 に切られる。

SK285 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 FSK2�8 に切られる。

SK286 F-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 FSK240 に切られる。

SK287 F-3 南西側 火災処理土

坑

�8 世紀中頃 2 面 宝暦の大火に伴う。 　

SK288 F-3 中央 土坑 近世 4 面 FSK4� • SK407 に切られる。

SK289 F-� 北側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 　

SK290 F-� 不明 近世 2 面 　

SK29� F-3 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 　

SK292 F-� 北西側 土坑 近世 2 面 FSK268 に切られる。

SK293 F-3 北側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK294 E-� 西側 土坑 �780 年～ 2 面 FSK240 に切られる。

SK295 F-� 北東側 土坑 �9 世紀 2 面 FSK299 • SK2006 を切る。

SK296 F-� 東側 土坑 ～ �8 世紀後半 2 面 FSK240 • SK265 に切られる。
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F SK297 F-3 北東側 土坑 近世 2 面 FSK298 を切る。

SK298 F-3 北東側 土坑 ～ �9 世紀第 3 四

半期

2 面 FSK62 • SK297 に切られる。

SK299 F-� 北東側 井戸跡 �8 世紀前半～ �8

世紀第 3 四半期 ?

2 面 FSK239 • SK295 に切られる。

SK200� F-� 北東側 土坑 近世 2 面 FSK2006 を切り、FSK269 に

切られる。

SK2002 F-� 不明 �8 世紀～ 2 面 　

SK2003 F-� 不明 近世 2 面 　

SK2004 F-� 東側 土坑 ～ �780 年 2 面 　

SK2005 F-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 FSK264 に切られる。

SK2006 F-� 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 2 面 FSK20�� を切り、FSK254 •

SK265 • SK270 • SK272 •

SK274 • SK200�、LSK299 に

切られる。

SK2007 F-2 • G-2 境 土坑 近世 2 面 GSK202 に切られる。

SK2008 F-� • 2 境 土坑 近世 2 面 FSK225 に切られる。

SK2009 F-� 東側 土坑 近世 2 面 　

SK20�0 F-� 南東側 土坑 近世 2 面 FSK27� に切られる。

SK20�� F-� 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 2 面 FSK265 • SK2006 に切られる。

SK20�3 F-� 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK20�4 F-� 南西側 土坑 近世 2 面 FSK207 に切られる。

SK30� F-� 南東側 井戸跡 �7 世紀第 3 四半期

～ �7 世紀

3 面 　

SK304 F-� 北西側 土坑 �7 世紀後半 3 面 FSK330 を切る。

SK(304) F-3 • E-3 境 土坑 近世 3 面

SK305 F-3 中央 土坑 近世 3 面 FSK307 を切る。

SK306 F-3 西側 土坑 近世 3 面 　

SK307 F-3 中央 土坑 近世 3 面 FSV3�� • SV3�2 を切り、

FSK305 に切られる。

SK308 F-3 東側 土坑 近世 3 面 　

SK309 F-3 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�0 F-3 北西側 土坑 �7 世紀後半 3 面 　

SK3�� F-3 西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�2 F-3 不明 �7 世紀後半 3 面 　

SK3�3 F-� 中央 土坑 近世 3 面 FSK3�6 を切る。

SK3�5 F-� 北西側 土坑 近世 3 面 FSK330 を切る。

SK3�6 F-� 中央 土坑 近世 3 面 FSK3�3 に切られる。

SK3�7 F-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�8 F-� 南東側 土坑 �7 世紀 ? 3 面 　

SK3�9 F-� 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK320 F-� 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK32� F-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK323 F-2 東側 土坑 �7 世紀前半 3 面 　

SK324 F-� 中央 土坑 近世 3 面 　
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F SK325 F-� 南側 土坑 近世 3 面 　

SK326 F-� 東側 土坑 近世 3 面 　

SK329 F-� 不明 近世 3 面 　

SK330 F-� 北西側 土坑 ～ �7 世紀後半 3 面 FSK304,SK3�5 に切られる。

SK33� F-2 東側 土坑 近世 3 面 FSK333 • SK334 を切る。

SK332 F-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK333 F-2 東側 土坑 近世 3 面 FSK334 を切り、FSK33� に切

られる。

SK334 F-2 東側 土坑 近世 3 面 FSK33� • SK333 に切られる。

SK335 F-� 中央 土坑 近世 3 面 　

SK336 F-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK337 F-� 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK40� F-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK402 F-3 北西側 井戸跡 �620 年～ 4 面 FSK4�0 • SK4��、GSK422 を

切る。

SK403 F-3 北西側 土坑 �7 世紀後半 ? 4 面 FSK406 • SK43� を切る。

SK404 F-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK405 F-3 北西側 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 　

SK406 F-3 北西側 土坑 近世 4 面 FSK403 に切られる。

SK407 F-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK408 F-2 不明 �7 世紀中頃 4 面 　

SK4�0 F-3 北西側 土坑 近世 4 面 FSK402 に切られる。

SK4�� F-3 西側 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 FSK402 に切られる。

SK4�2 F-3 南東側 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 FSK4� に切られる。

SK4�3 F-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�4 F-3 中央 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 　

SK4�6 F-3 北東側 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 　

SK42� F-2 中央 土坑 近世 4 面 　

SK427 F-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK428 F-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK429 F-3 点 G-3 境 井戸跡 近世 4 面 FSK423 を切る。

SK430 F-2 南東側 土坑 �7 世紀後半 4 面 　

SK43� F-2 • 3 境 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 　

SK(43�) F-3 北西側 土坑 近世 4 面 FSK403 • SK406 に切られる。

SK50� F-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK502 F-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK503 F-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK504 F-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK505 F-2 北側 土坑 近世 5 面 FSK4�7 に切られる。

SK506 F-2 南東側 土坑 �7 世紀前半 ? 5 面 　

SV� F-3 中央 溝状遺構 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 FSK38 を切る。

SV2 F-� • 2 境 溝状遺構 �9 世紀 � 面 FSK2 • SK53 を切る。

SV3 F-2 北西側 溝状遺構 近世 � 面 　

SV20� F-� 中央 溝状遺構 �8�0 年～ 2 面 FSK206 • SK2�6 • SK227 を

切る。
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F SV202 F-� 西側 溝状遺構 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 FSK228 • SK266 • SK276 を

切り、FSK2�5 に切られる。

SV203 F-2 北側 溝状遺構 �8 世紀後半～ 2 面 FSV207 と同一 ? FSK204 に切られる。

SV204 F-� ～ 2 石積み遺構 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　

SV206 F-� 西側 溝状遺構 ～ �9 世紀 2 面 FSK284 を切る。

SV207 F-2 北西側 溝状遺構 �770 年～ 2 面  

SV208 F-2 南東側 溝状遺構 近世 2 面 FSK248 に切られる。

SV30� F-3 東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV302 F-3 東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV303 F-3 東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV304 F-3 北側 溝状遺構 �7 世紀第 4 四半期

～

3 面 FSV305 に切られる。

SV305 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 FSV304 を切る。

SV306 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV307 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV308 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV309 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV3�0 F-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV3�� F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV3�2 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 FSK307 に切られる。

SV3�3 F-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV40� F-2 南西側 溝状遺構 �7 世紀中頃 4 面 石組を伴う。 　

SV402 F-2 南側 溝状遺構 �7 世紀中頃 4 面 石組を伴う。 　

SV403 F-2 南東側 溝状遺構 �7 世紀中頃 4 面 石組を伴う。 　

SV50� F-3 南西側 溝状遺構 �7 世紀後半 5 面 　

SV60� F-3 北東側 溝状遺構 �7 世紀前半～ 6 面 FSK60� • SV602 を切る。

SV602 F-3 北東側 溝状遺構 近世 6 面 FSV60� に切られる。

G KDSK� G-� 北東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 G-� 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 G-2 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK4 G-� 北東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 G-2 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 F-3 ～ G-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 G-2 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 G-2 北東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 G-2 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 G-2 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� G-2 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 G-� 南側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 G-� 南西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 G-2 西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 G-� 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 G-� 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSV� F-� ～ G-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 G-2 ～ H-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 G-3 南側 溝状遺構 近代 � 面 　
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G SK� G-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK2 G-� 東側 土坑 近世 � 面 　

SK3 G-� 中央 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK4 G-2 ～ 3 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK5 G-3 北側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK�5 • SK40 • SK47 • SK50

を切る。

SK6 G-3 北東側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK7 G-3 北東側 土坑 近世 � 面 GSK49 • SK50 を切る。

SK8 G-3 南西側 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK26 • SK28 を切る。

SK9 G-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 GSK26 を切る。

SK�0 G-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 GSK26 を切る。

SK�� G-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 　

SK�2 G-3 南西側 土坑 �9 世紀 � 面 GSV9 を切る。

SK�3 G-3 北側 井戸跡 �9 世紀第 � 四半期

～第 3 四半期

� 面 GSK224 を切る。

SK�4 G-3 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK85 • SV� を切る。

SK�5 G-3 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 GSK40 • SK4� を切り、GSK5

• SV�3 に切られる。

SK�6 G-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 GSK26 を切る。

SK�7 G-3 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSV3 を切る。

SK�8 G-3 北東側 井戸跡 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK�9 G-2 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSV2 を切る。

SK2� G-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 GSK3� • SK66 を切る。

SK22 G-3 西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　

SK23 G-3 東側 土坑 近世 � 面 　

SK24 G-3 南西側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK25 G-3 南西側 土坑 �780 年～ � 面 　

SK26 G-3 西側 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　

SK27 G-3 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 集石を伴う。 GSK26 • SK36 を切る。

SK28 G-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 GSK26 を切り、GSK8 • SK22

に切られる。

SK29 G-3 南西側 土坑 �780 年～ � 面 GSK66 を切り、GSK25 • SV8

に切られる。

SK30 G-2 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK3� G-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK35 G-3 北西側 埋甕 �9 世紀 � 面 　

SK36 G-3 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 GSK38 を切り、GSK4 • SK26

• SK27 に切られる。

SK38 G-3 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

G SK39 G-3 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK40 G-3 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 GSK85 を切り、GSK5 • SK�5

に切られる。

SK4� G-3 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 GSK58 • SK72 を切り、GSK6

• SK�5 に切られる。

SK42 G-2 不明 �9 世紀 � 面 　

SK43 G-2 南東側 廃棄土坑 �9 世紀第 3 四半期 � 面 GSK48、HSV3 を切る。

SK44 G-2 不明 近世 � 面 　

SK45 G-3 南東側 土坑 �9 世紀～ � 面 埋土に多量の炭化物。 GSV3 に切られる。

SK46 G-3 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK49 を切る。

SK47 G-3 北西側 土坑 近世 � 面 GSK5 • SK26 • SK49 に切られ

る。

SK48 G-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK43 • SK55 • SK58、HSV3

に切られる。

SK(48) G-3 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSV� • SV3 • SV�4 に切られ

る。

SK49 G-3 東側 土坑 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 GSK47 • SK50 • SK6� • SK222

を切り、GSK7 • SK26 • SK46

• SV� • SV�� に切られる。

SK50 G-3 北側 土坑 �8�0 年～ � 面 SK6� を切り、SK5 • SK7 •

SK49 に切られる。

SK5� G-3 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK52 G-3 不明 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 　

SK53 G-3 南東側 土坑 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 FSK�5、GSV� に切られる。

SK55 F-2 ～ G-2 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK48、HSV3 を切り、

GSK43 に切られる。

SK56 G-3 不明 �7 世紀後半 � 面 　

SK57 G-3 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK58 G-2 ～ 3 土坑 �8�0 年～ � 面 GSK48 を切り、GSK4�、

HSV3 に切られる。

SK59 G-2 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK60 G-� ～ 2 廃棄土坑 �9 世紀第 2 四半期

初め

� 面 GSK64 • SK78 • SK84 • SK�02

• SK3�0 を切る。

SK6� G-3 中央 土坑 近世 � 面 GSK49 • SK50 に切られる。

SK63 G-3 不明 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK64 G-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK89 を切り、GSK60、

HSV3 に切られる。

SK65 F-3 • G-3 境 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSV� に切られる。

SK66 G-3 南西側外 廃棄土坑 �780 ～ �8�0 年 � 面 GSK8� を切り、GSK2� •

SK29、HSK40 に切られる。

SK68 G-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK69 G-� 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 GSK2�2 を切る。
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

G SK70 G-� 中央 土坑 �9 世紀 � 面 GSK90 を切る。

SK7� G-3 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK72 G-3 北東側 土坑 近世 � 面 GSK4� に切られる。

SK73 G-3 不明 近世 � 面

SK74 G-3 南側 石組遺構 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSV2 • SV3 に切られる。

SK75 F-2 ～ G-2 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 GSV22 を切り、FSK2 に切ら

れる。

SK76 G-2 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK77 G-2 東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 HSV3 に切られる。

SK78 G-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 GSK89 を切り、HSV3 に切ら

れる。

SK79 G-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 HSV3 を切る。

SK80 G-3 西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 GSK22 • SK26 に切られる。

SK8� G-3 ～ H-3 土坑 �7 世紀末 6 面 貯水池 ? G-3SK66 に切られる。

SK82 H-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK83 H-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK84 G-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSK60 に切られる。

SK85 G-3 北東側 土坑 近世 � 面 GSK�4 • SK40、HSV3 に切ら

れる。

SK86 G-3 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK87 G-3 不明 近世 � 面 　

SK88 G-2 ～ 3 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK4 に切られる。

SK89 G-2 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSK64 • SK78、HSV3 に切ら

れる。

SK90 G-� 中央 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 GSK��� を切り、GSK70 に切

られる。

SK9� G-� 中央 土坑 近世 � 面 GSK90 • SK�09 • SK��0 •

SK��2 を切り、GSK3 に切ら

れる。

SK92 G-� 不明 �9 世紀 � 面 　

SK93 G-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 GSV23 を切る。

SK94 G-� 西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK95 G-� 北東側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK97 G-3 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK98 G-� 北西側 井戸跡 �8 世紀第 4 四半期 � 面 GSK�07 • SK��2 を切る。

SK�00 G-� 南西側 土坑 近世 � 面 GSK�0� を切る。

SK�0� G-� 南西側 土坑 �9 世紀 � 面 GSK�00 に切られる。

SK�02 G-� 南西側 土坑 近世 � 面 GSK60 に切られる。

SK�05 G-� 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK�06 G-� 北西側 土坑 近世 � 面 　
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

G SK�07 G-� 北西側 土坑 近世 � 面 GSK��2 を切り、GSK98 に切

られる。

SK�08 G-� 中央 土坑 近世 � 面 GSK��2 を切る。

SK�09 G-� 中央 土坑 近世 � 面 GSK��2 を切り、GSK9� に切

られる。

SK��0 G-� 中央 土坑 近世 � 面 GSK9� に切られる。

SK��� G-� 中央 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 GSK90 に切られる。

SK��2 G-� 中央 土坑 近世 � 面 GSK3 • SK9� • SK98 • SK�07

• SK�08 • SK�09 に切られる。

SK��3 G-� 西側 土坑 近世 � 面 　

SK20� G-� 南東側 土坑 �8�0 年～ 2 面 　

SK202 F-2 ～ G-2 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 2 面 GSK2007 に切られる。

SK203 G-� • 2 境 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

2 面 GSK2�2 • SK2�3 に切られる。

SK204 G-� 東側 土坑 近世 2 面 　

SK205 G-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK206 G-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK207 G-� 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK208 G-� 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK209 G-� 東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�0 G-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 GSV20� を切る。

SK2�� G-2 北西側 土坑 近世 2 面 GSK233 を切る。

SK2�2 G-� 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

2 面 GSK2�3 を切り、GSK203 に

切られる。

SK2�3 G-� 南東側 土坑 �8�0 年～ 2 面 GSK203 • SK2�2 に切られる。

SK2�4 G-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�5 G-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�6 G-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�7 G-2 南西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

2 面 　

SK2�8 H-2 ～ 3 東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�9 G-3 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SK220 H-2 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK22� H-2 南東端 土坑 近世 2 面 　

SK222 G-3 北東側 土坑 ～ �770 年代 2 面 　

SK223 G-3 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK224 G-2 • 3 境 土坑 �670 年代 2 面 GSK235 を切る。

SK225 G-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK226 G-3 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK227 G-3 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK228 F-3 • G-3 土坑 近世 2 面 　

SK229 G-� 北東側 土坑 近世 2 面 GSV206 に切られる。
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

G SK230 G-3 南側 円形石組遺

構

近世 2 面 　

SK233 G-2 北西側 土坑 近世 2 面 GSK2�� に切られる。

SK234 G-2 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK235 G-2 南側 土坑 ～ �670 年代 2 面 GSK224 に切られる。

SK236 G-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK237 G-3 南東側 土坑 近世 2 面 GSK239 に切られる。

SK238 G-3 南東側 土坑 ～ �7 世紀前半 2 面 GSK239 に切られる。

SK239 G-3 東側 井戸跡 �7 世紀前半 ? 2 面 GSK237 • SK238 を切る。

SK30� G-� 東側 土坑 近世 3 面 　

SK302 G-� 東側 土坑 幕末 3 面 　

SK304 G-� 北東側 土坑 近世 3 面

SK305 G-� 北東側 土坑 近世 3 面 GSK3�� を切る。

SK306 G-� 北東側 土坑 近世 3 面 GSK3�� を切る。

SK308 G-2 北側 土坑 近世 3 面 　

SK309 G-2 北側 土坑 近世 3 面 　

SK3�0 G-� 南西側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK3�� G-� 北東側 土坑 近世 3 面 GSK305 • SK306 に切られる。

SK3�2 G-� 北東側 柱穴 ? 近世 3 面 　

SK3�3 G-� 北側 土坑 近世 3 面 　

SK40� G-� 東側 土坑 近世 4 面 　

SK402 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK403 G-� 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 　

SK404 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK405 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK406 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK407 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK408 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK409 G-� 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

4 面 　

SK4�0 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�� G-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

4 面 　

SK4�2 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�3 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�4 G-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 G-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�6 G-3 中央 土坑 �7 世紀前半 ? 4 面 　

SK4�7 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�8 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�9 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK420 G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK42� G-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK422 G-3 北東側 土坑 ～ �620 年 4 面 FSK402 に切られる。

SK423 F-3 • G-3 土坑 近世 4 面 GSK429 に切られる。

SK424 G-3 東側 土坑 ～ �7 世紀前半 4 面 　
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G SK425 G-3 南東側 土坑 ～ �7 世紀前半 4 面 　

SK50� G-3 南側 土坑 近世 5 面 　

SK502 G-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK503 G-3 南西側 土坑 近世 5 面 GSK522 を切る。

SK504 H-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK506 H-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK507 G-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK508 G-3 南西側 土坑 近世 5 面 GSK509 を切る。

SK509 G-3 南西側 土坑 近世 5 面 GSK508 に切られる。

SK5�0 G-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�� H-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�2 H-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�3 H-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�4 G-3 南東側 土坑 �7 世紀後半 ? 5 面 GSV50� を切る。

SK5�5 G-3 南東側 土坑 近世 5 面 GSV50� を切る。

SK5�6 G-3 中央 土坑 �7 世紀後半 ? 5 面 　

SK5�9 H-3 南側 土坑 近世 5 面 　

SK(522) G-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK523 G-3 南東側 土坑 近世 5 面 GSV50� を切る。

SK524 G-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK525 G-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK526 G-3 南東側 土坑 �7 世紀後半 ? 5 面 　

SK60� G-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SV� G-3 東側 溝状遺構 近世 � 面 FSK�5、GSK�4 • SK�7 •

SK(48) • SK49 • SK53 • SK65

• SV7 • SV�4 に切られる。

SV2 G-2 南東側 溝状遺構 ～ �9 世紀 � 面 GSK74 を切る。

SV3 G-3 南側 溝状遺構 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 GSK45 • SK(48) • SK74 •

SV7,SV9,SV�4 を切り、GSK�7

に切られる。

SV6 G-3 南西側 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 GSV8 を切る。

SV7 G-3 南東側 溝状遺構 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSV�4 を切り、FSV� • SV3

に切られる。

SV8 G-3 南西側 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 　 GSK29 • SK3� を切り、FSV6、

HSK38 に切られる。

SV9 G-3 南西側 溝状遺構 �9 世紀第 � 四半期 � 面 GSK�2 • SK26 • SV3 に切られ

る。

SV�0 G-3 南東側 溝状遺構 近世 � 面 　

SV�� G-3 南東側 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 GSK49 を切る。

SV�3 G-3 北東側 溝状遺構 �9 世紀第 2 四半期

～幕末

� 面 GSK4� • SV�9 を切る。

SV�4 G-3 南東側 溝状遺構 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 GSK(48) を切り、GSV� • SV3

• SV7 に切られる。

SV�5 G-2 東側 土坑 ～幕末 � 面 　
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G SV�7 F-2 ～ H-2 溝状遺構 近代 � 面 GSV�8、HSK6� を切り、

HSV3 に切られる。

SV�8 G-2 中央 溝状遺構 ～ �9 世紀第 � • 2

四半期

� 面 GSV�7、HSV3 に切られる。

SV�9 G-2 ～ 3 溝状遺構 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSK59 • SV�3 に切られる。

SV20 G-3 ～ H-3 溝状遺構 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 GSK38、HSK�8 に切られる。

SV2� H-� 南東側 溝状遺構 近世 � 面 HSK3� を切る。

SV22 G-2 北東側 溝状遺構 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSK75 に切られる。

SV23 G-� 北東側 溝状遺構 �9 世紀 � 面 GSK93 • SV206 に切られる。

SV20� G-� 南東側 溝状遺構 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 G-�SK20� と同一 ? GSK2�0 • SK2�3 に切られる。

SV205 G-3 南東側 石組遺構 近世 � 面 　

SV206 G-3 南東側 石組遺構 近世 2 面 　

SV207 F-3 ～ G-3 石組遺構 近世 2 面 　

SV40� 不明 不明 近世 4 面 　

SV50� F-3 ～ G-3 溝状遺構 近世 5 面 GSK5�4 • SK5�5 • SK523 に

切られる。

SV603 G-2 畝状地形 中世以前 ? 6 面 　

H KDSK� H-3 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 H-3 南側 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 H-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK4 H-� 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 H-2 東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 H-3 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 H-3 西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 H-� 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 H-� 東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 H-� 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� H-� 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 H-2 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 H-2 南東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 H-2 西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 H-2 東側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 H-� ～ I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK(�6) H-2 東側 土坑 近代 � 面

KDSK�7 H-� 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�8 H-� 南側 土坑 近代 � 面 　

KDSK�9 H-� 南側 土坑 近代 � 面 　

KDSK20 H-2 北西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK2� H-2 北側 土坑 近代 � 面 　

KDSK22 H-2 中央 土坑 近代 � 面 　

KDSK23 H-2 西側 土坑 近代 � 面 　

KDSK25 H-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK27 H-2 土坑 近代 � 面 　
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H KDSK28 H-2 南側 土坑 近代 � 面 　

KDSK29 H-� 北東側 土坑 近代 � 面 　

KDSV� H-� ～ 2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 H-� 北側 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 F-� ～ H-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV(3) H-� ～ 2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 H-� 北西側 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV6 H-� ～ 3 溝状遺構 近代 � 面 　

SB60� H-3 ～ I-3 建物跡 近世 6 面 礎石を伴う。ピット一覧表

参照。

　

SK608 H-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB60�。

SK6�0 H-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB60�。

SK6�2 H-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB60�。

I-3SK525 I-3 南東側 柱穴 近世 6 面 HSB60�。

SB602 H-3 ～ I-3 塀跡 �7 世紀後半 6 面 　

G-SK520 H-3 南東側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

G-SK52� H-3 南東側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

G-SK522 G-3 南西側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

SK6�� H-3 西側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

SK624 H-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

SK625 H-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

SK626 H-3 南西側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

I-3SK602 I-3 南東側 柱穴 �7 世紀後半 6 面 HSB602。

I-3SK604 I-3 南西側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

I-3SK6�9 I-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

I-3SK620 I-3 南側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

I-3SK625 I-3 南東側 柱穴 近世 6 面 HSB602。

SA� H-3 ～ I-3 柱穴列 近世 � 面 ピット一覧表参照。

SK� H-3 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK2 H-3 西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK65 • SK95 を切る。

SK3 H-3 西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSK57 • SK89 を切る。

SK4 H-3 北東側 土坑 近世 � 面 HSK�2 を切る。

SK5 H-3 北東側 土坑 近代 � 面 HSK�6 を切る。

SK6 H-2 南東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK7 H-2 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK8 H-2 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK9 H-3 中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 � 四

半期～

� 面 HSK53 • SK66 を切る。

SK�0 H-3 中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 � 四

半期～

� 面 HSK53 を切る。

SK�� H-3 中央 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSK25 を切る。

SK�2 H-3 北東側 土坑 近世 � 面 HSK4 を切る。
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H SK�3 H-3 北東側 埋甕 近代 � 面 HSK�6 を切る。

SK�4 H-3 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK(�4) H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK47 を切る。

SK�5 H-� 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 HSK52 • SV9 を切る。

SK(�5) H-3 北側 土坑 近世 � 面

SK�6 H-3 北東側 土坑 近代 � 面 HSK5 • SK�3 に切られる。

SK�7 H-� 不明 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面

SK�8 H-3 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 GSV20、HSK39 を切る。

SK�9 H-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSK54 • SK56 • SK90 を切る。

SK20 H-2 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 HSK77 • SV3 に切られる。

SK(20) H-2 西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 HSV5 に切られる。

SK［20］ H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK54 • SK84 を切る。

SK22 H-2 中央 土坑 �780 年～ � 面 　

SK23 H-2 中央 埋甕 �9 世紀 � 面 トイレ。 　

SK24 H-2 中央 埋甕 �8 世紀後半～ � 面 トイレ。 　

SK25 H-3 中央 池跡 �9 世紀第 � 四半期 � 面 魚溜まり 3 ヶ所。 HSK29 を切り、HSK�� •

SK27 • SK37 に切られる。

SK(25) H-3 東側 土坑 近世 � 面

SK25-� H-3 土坑 �8�0 年～ � 面 SK25 の一部。

SK25-2 H-3 土坑 �8 世紀後半～ � 面 SK25 底部で確認。

SK26 H-3 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK27 H-3 南東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSK25 を切る。

SK28 H-3 西側 土坑 近世 � 面 　

SK29 H-3 南東側 土坑 近世 � 面 HSK22 • SK25 に切られる。

SK30 H-� 南東側 埋甕 近世 � 面 　

SK3� H-� 南東側 土坑 近世 � 面 GSV2� に切られる。

SK32 H-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK33 H-3 南東側 埋甕 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSK25 を切る。

SK34 H-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 HSK63 を切り、HSV4 に切ら

れる。

SK36 H-3 北東側 溝状遺構 近世 � 面 HSK43 を切る。

SK37 H-3 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 HSK25 を切る。

SK38 H-3 南東側 土坑 近世 � 面 GSV8 を切る。

SK39 H-3 北東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 HSK�8 を切る。

SK40 H-3 南東側 土坑 �9 世紀 � 面 HSK66 を切る。

SK4� H-3 不明 ～ �780 年 � 面 　

SK42 H-� 中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　
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H SK43 H-3 北東側 土坑 近世 � 面 HSK36 • SV20 に切られる。

SK44 H-3 南東側 埋甕 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 　

SK45 H-3 不明 �9 世紀 � 面 　

SK46 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK74 を切り、HSV4 に切ら

れる。

SK47 H-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 HSK62 • SK63 • SV7 • SV��

を切り、HSK(�4) に切られる。

SK48 H-2 南側 土坑 �770 年～ � 面 土師質甕が口縁を下に埋ま

る。

　

SK49 H-2 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK52 H-� 南西側 井戸跡 �8�0 年～ � 面 HSK�5 に切られる。

SK53 H-3 中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 HSK57 • SK66 を切り、HSK9

• SK�0 に切られる。

SK54 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK57 • SK84 を切り、HSK

［20］に切られる。

SK55 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK65 を切り、ISK35 に切ら

れる ?

SK56 H-3 南西側 土坑 �770 年～ � 面 HSK95 を切り、HSK�9 に切

られる。

SK57 H-3 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 HSK85 • SK89 を切り、HSK3

• SK53 • SK54 に切られる。

SK58 H-2 北東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSV2 に切られる。

SK60 H-2 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK6� H-2 南東側 土坑 近世 � 面 GSV�7 に切られる。

SK62 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 埋土に大量の焼土含む。 HSK74 • SV�� を切り、

HSK47 • SV4 に切られる。

SK63 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK74 を切り、HSK34 •

SK47 • SV7 を切る。

SK65 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK95 を切り、HSK2 • SK55、

ISK35 に切られる。

SK66 H-3 中央 土坑 近世 � 面 HSK9 • SK53 に切られる。

SK67 H-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK68 H-� 西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 HSK205 • SK2�0 を切る。

SK69 I-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK70 H-� 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK7� H-2 北側 土坑 近世 � 面 　

SK73 H-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK74 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK46 • SK47 • SK62 • SK63

• SV4 に切られる。

SK75 H-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 HSV�� を切り、HSV7 に切ら

れる。

SK76 H-2 中央 土坑 �8�0 年～ � 面 　
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H SK77 H-2 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 HSK20 を切り、HSV3 に切ら

れる。

SK78-� H-3 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK78-2 H-3 不明 �8 世紀後半～ � 面

SK79 H-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK80 I-� 南東側 土坑 近世 � 面 ISK8� に切られる。

SK8� H-3 南東側 埋甕 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 H-3SK25 の魚溜まりの一

つ。

　

SK82 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK83 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK87 を切る。

SK84 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK20 • SK54 • SK57 を切る。

SK85 H-3 西側 土坑 近世 � 面 HSK54 • SK57 に切られる。

SK86 H-3 南西側 土坑 近世 � 面

SK87 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK83 に切られる。

SK88 H-3 不明 近世 � 面 　

SK89 H-3 中央 土坑 近世 � 面 　

SK90 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK�9 に切られる。

SK92 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSV�0 に切られる。

SK93 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK94 H-3 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK95 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 HSK2 • SK56 に切られる。

SK96 H-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK202 H-� 西側 火災処理土

坑

�780 年頃 2 面 HSK203 に切られる。

SK203 H-� 西側 井戸跡 ～ �9 世紀第 � 四

半期

2 面 HSK202 を切る。

SK204 I-2 北東側 火災処理土

坑

�780 年頃 2 面 　

SK205 H-� 西側 土坑 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

2 面 　

SK206 H-3 北西側 漆喰 �8�0 年～ 2 面 池 ? 　

SK207 H-3 北側 土坑 近世 2 面 　

SK208 H-2 南西側 火災処理土

坑

�780 年頃 2 面 　

SK209 H-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�0 H-� 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SK2�� H-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�2 H-� 中央 排水施設 ? �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 漆喰を張られる。HSV20�

と関連 ?

HSV20� を切る。

SK2�3 H-2 南側 埋甕 近世 2 面 　

SK2�4 H-2 南西側 土坑 �8 世紀～ 2 面 　

SK2�5 H-2 不明 近世 2 面 　

SK2�6 H-3 北西側 土坑 近世 2 面 埋土に焼土多く含む。 　

SK2�7 H-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK2�8 H-� 中央 土坑 近世 2 面 　
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H SK2�9 H-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK220 H-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK22� H-� 北東側 廃棄土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 　

SK222 H-2 北側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SK223 H-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK224 H-� 不明 近世 2 面 　

SK225 H-2 中央 土坑 �770 年～ 2 面 　

SK226 H-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK227 H-2 南側 礫群 近世 2 面 　

SK228 H-3 北側 土坑 近世 2 面 　

SK30� I-� 東側 土坑 �9 世紀 3 面 　

SK302 H-� 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK303 H-� 北西側 土坑 近世 3 面 HSK303 を切る。

SK304 I-� 東側 土坑 近世 3 面 HSK302 に切られる。

SK305 H-� 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK(305) H-3 南西側 土坑 近世 3 面

SK306 H-� 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK307 H-3 • I-3 境 土坑 近世 3 面 　

SK308 H-3 北西側 土坑 �9 世紀 ? 3 面 　

SK309 H-� 南西側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK3�0 H-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK3�� H-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK3�2 H-2 東側 土坑 近世 3 面 　

SK3�3 H-� 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK3�4 H-� 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK3�5 H-� 東側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

3 面 　

SK(3�5) G-� 南西側 土坑 近世 3 面

SK3�6 G-� 南西側 井戸跡 近世 3 面 　

SK3�8 H-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK3�9 H-3 北側 土坑 近世 3 面 　

SK320 H-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK32� H-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK322 H-3 中央 土坑 近世 3 面 　

SK323 I-� 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK324 H-3 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK325 H-3 北側 土坑 近世 3 面 　

SK326 H-3 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK327 H-3 北東側 土坑 近世 3 面 HSK328 を切る。

SK328 H-3 北東側 土坑 近世 3 面 HSK327 に切られる。

SK329 H-3 北東側 土坑 近世 3 面 HSV302 に切られる。

SK(329) H-3 中央 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

3 面 HSK330 を切り、HSK33� に

切られる。

SK330 H-3 中央 土坑 近世 3 面 HSK(329) • SK33� に切られ

る。
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H SK33� H-3 中央 土坑 近世 3 面 HSK(329) • SK330 を切る。

SK40� H-3 南側 土坑 �7 世紀後半 4 面 　

SK402 H-3 西側 土坑 近世 4 面 　

SK403 H-� 中央 土坑 近世 4 面 HSK408 • SK409 を切る。

SK404 H-� 中央 土坑 近世 4 面 HSV40� を切る。

SK405 H-3 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK406 H-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK407 H-� 北西側 土坑 近世 4 面 HSK4�2 を切る。

SK408 H-� 中央 土坑 近世 4 面 HSK403 に切られる。

SK409 H-� 北西側 土坑 近世 4 面 HSK403 に切られる。

SK4�0 H-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�� H-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�2 H-� 北西側 土坑 近世 4 面 HSK407 に切られる。

SK4�3 H-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK4�4 H-3 西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 H-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�6 H-2 南西側 土坑 ～ �780 年 4 面 　

SK4�7 H-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK4�8 H-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�9 H-2 中央 土坑 �720 年～ 4 面 　

SK420 H-� 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK42� H-3 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK422 H-3 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK423 H-3 北東側 土坑 近世 4 面 HSV402 を切る。

SK424 H-2 南側 土坑 �7 世紀後半～ �8

世紀後半

4 面 　

SK425 H-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK426 H-� 東側 土坑 近世 4 面 　

SK427 H-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK428 H-3 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK429 H-3 北東側 土坑 �7 世紀後半 4 面 　

SK430 H-3 北西側 土坑 ～ �9 世紀 4 面 　

SK502 H-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK503 H-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK505 H-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK506 H-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK508 H-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK509 H-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�0 H-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�� H-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�2 H-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�3 H-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�4 H-2 • 3 境 井戸跡 ～ �650 年代 5 面 HSK5�8 を切る。

SK5�6 H-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�7 H-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�8 H-3 北東側 土坑 ～ �650 年代 5 面 HSK5�4 に切られる。
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H SK528 H-� 中央 土坑 近世 5 面 　 　

SK60� H-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK602 H-� 東側 柱穴 近世 6 面

SK603 H-� 中央 柱穴 近世 6 面

SK605 H-� 北西側 土坑 近世 6 面 　

SK607 H-3 中央 土坑 近世 6 面 　

SK609 H-3 南側 土坑 近世 6 面 HSK6�2 を切る。

SK6�3 H-3 不明 近世 6 面 　

SK6�4 H-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SK6�6 H-3 南側 瓦の集積 近世 6 面 　

SK6�9 H-3 南側 土坑 近世 6 面 HSK625 を切る。

SK620 H-3 西側 土坑 ～ �7 世紀前半 6 面 HSK626 を切る。

SK62� H-3 中央 土坑 近世 6 面 HSK629 を切る。

SK622 H-3 中央 土坑 �7 世紀後半 6 面 　

SK623 H-3 中央 土坑 近世 6 面 HSK628 を切る。

SK627 H-3 中央 土坑 近世 6 面 HSK628 に切られる。

SK628 H-3 中央 土坑 近世 6 面 HSK627 を切り、HSK623 に

切られる。

SK629 H-3 中央 土坑 近世 6 面 HSK62� に切られる。

SK660 H-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SV2 G-2 ～ H-2 溝状遺構 �9 世紀第 � 四半期 � 面 GSK�9 • SK20、HSK58 に切

られる。

SV3 F-3 ～ J-2 溝状遺構 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 GSK48 • SK60 • SK64 • SK77

• SK78 • SK85 • SK89 • SV�7

• SV�8、HSK20 • SK77、

ISK68 • SK77 • SK83 • SV5 を

切り、FSK20、GSK55 • SK58

• SK79 に切られる。

SV4 H-3 南西側 溝状遺構 �8 世紀後半～ � 面 HSK34 • SK46 • SK62 • SK74

を切る。

SV5 H-2 北西側 溝状遺構 �9 世紀第 2 四半期 � 面 HSK(20) • SK68 を切る。

SV7 H-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 HSK63 • SK75 を切り、

HSK47 に切られる。

SV8 H-� 南側 溝状遺構 近世 � 面 　

SV9 H-� 南西側 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 HSK52 を切り、HSK�5 に切

られる。

SV�0 H-3 ～ I-3 溝状遺構 �9 世紀第 � 四半期 � 面 HSK92 を切る。

SV�� H-3 南側 溝状遺構 �9 世紀第 � 四半期 � 面 HSK93 • SK98 を切り、

HSK47 • SK62 • SK75 • SV�2

を切る。

SV�2 H-3 南東側 溝状遺構 �8 世紀後半～ � 面 HSV�� を切る。

SV20� H-� 中央 溝状遺構 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 HSK2�2 に切られる。

SV302 H-3 東側 溝状遺構 �8 世紀後半～ �9

世紀第 � 四半期

3 面 HSK(329) を切る。

SV40� H-� 中央 溝状遺構 近世 4 面 HSK404 に切られる。
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H SV402 H-3 北東側 溝状遺構 近世 4 面 HSK423 に切られる。

SV50� H-� 西側 溝状遺構 ～ �9 世紀第 � 四

半期

5 面 　

SV602 H-� 中央 溝状遺構 近世 6 面 　

SV603 H-� 東側 溝状遺構 ～ �9 世紀第 � 四

半期

6 面 　

SV604 H-� 北側 柱穴 近世 5 面 　

SV605 G-� 西側 溝状遺構 近世 6 面 　

I KDSK� I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 I-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�7 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�9 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK20 I-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK2� I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 I-2 土坑 近代 � 面 　 　

KDSK32 I-� 土坑 近代 � 面 　

KDSV� I-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 I-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV5 I-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV8 I-2 溝状遺構 近代 � 面 　 　

SB50� I-3 建物跡 近世 5 面 礎石を伴う。ピット一覧表

参照。

　

SK90 I-3 東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

5 面 ISB50� 東側列。 ISK22 • SK4� に切られる。

SK5�5 I-3 中央 柱穴 近世 5 面 ISB50� 東側列。 ISK5�4 を切る。

SB60� I-� ～ 2 建物跡 近世 6 面 ピット一覧表参照。 　

SK409 I-2 南側 土坑 近世 6 面 ISB60�。 　

SK5�7 I-3 北側 土坑 近世 6 面 ISB60�。 　

SB602 I-� ～ 2 建物跡 �7 世紀前半 ? 6 面 ピット一覧表参照。 　

SB603 I-3 建物跡 ～近代初 ? 6 面 ピット一覧表参照。 　

SK6�3 I-3 南西側 柱穴 ～近代初 ? 6 面 ISB603 中央列。 ISK27 に切られる。

SB604 I-3 建物跡 近世 6 面 ピット一覧表参照。 　

SK522 I-3 西側 柱穴 近世 6 面 ISB604。

SK622 I-3 西側 柱穴 近世 6 面 ISB604。

SB605 I-3 建物跡 近世 6 面 ピット一覧表参照。 　

SK6�5 I-3 南西側 柱穴 近世 6 面 ISB605。
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I SA30� H-2 ～ I-2 柱穴列 近世 3 面 ピット一覧表参照。 　

SK� I-3 土坑 近代 � 面 　

SK2 I-3 土坑 近代 � 面 　

SK3 I-3 土坑 近代 � 面 　

SK5 I-� 土坑 近代 � 面 　

SK6 I-3 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK34 • SK40 • SK4� を切る。

SK7 I-3 南西側 井戸跡 ～近代 � 面 井戸枠は漆喰製。 ISK38 • SK39 • SK�06 •

SK��3 を切る。

SK8 I-3 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK�0 I-3 不明 �8�0 年～ � 面 　

SK�� I-3 南西側 土坑 近代 � 面 JSV� を切る。

SK�2 I-3 西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 ISK64 を切る。

SK�3 I-3 北西側 土坑 �9 世紀 � 面 ISK36 • SK58 • SK75 を切る。

SK�4 I-3 西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK�5 I-3 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 ISK27 • SK3� • SK32 • SK�0�

• SK�08 • SK��0 を切る。

SK�6 I-3 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK75 を切る。

SK�7 I-3 南西側 埋甕 �8�0 年～ � 面 　

SK�8 I-� 北西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK�9 I-� 中央 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK2� I-2 北西側 埋甕 �9 世紀第 2 四半期

～近代

� 面 ISK7� を切る。

SK22 I-3 東側 土坑 �9 世紀 � 面 ISK90 を切る。

SK23 I-3 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK45 • SK99 を切る。

SK24 I-3 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK99 を切る。

SK25 I-3 東側 土坑 近世 � 面 ISK69 を切る。

SK26 I-3 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK49 を切る。

SK27 I-3 南西側 井戸跡 近代 ? � 面 井戸枠は漆喰製。 ISK74 • SK�0� • SK�05 •

SK�08 を切り、ISK�5 に切ら

れる。

SK28 I-3 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK29 I-3 中央 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK3� I-3 不明 近世 � 面 　

SK32 I-3 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK4� を切り、ISK6 • SK�5 に

切られる。

SK33 I-3 西側 土坑 �780 年～ � 面 　

SK34 I-3 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK4� を切り、ISK6 に切られ

る。

SK35 H-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 HSK65 を切る。

SK36 I-3 北西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 ISK�3 に切られる。

SK37 I-3 南西側 土坑 近世 � 面 　
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I SK38 I-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 ISK�06 • SK��3 を切り、ISK7

に切られる。

SK39 I-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 ISK56 を切り、ISK7、JSV�、

LSV4 に切られる。

SK40 I-3 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK4� を切る。

SK4� I-3 東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 上下層に分れる。 ISK49 • SK90 • SK93 • SK���

を切り、ISK6 • SK32 • SK34 •

SK40 に切られる。

SK43 I-2 北側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 HSV3 を切る。

SK44 I-3 南東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK45 I-3 北東側 土坑 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 ISK99 を切り、ISK23 に切ら

れる。

SK46 I-3 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK92 • SK99 を切る。

SK47 I-3 北側 土坑 近世 � 面 　

SK48 I-3 北西側 廃棄土坑 ? �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK49 I-3 東側 土坑 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 ISK69 • SK70 を切り、ISK26

• SK4� に切られる。

SK50 I-2 北西側 土坑 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 ISK53 に切られる。

SK5� I-2 中央 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK52 I-2 中央 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK53 I-2 中央 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 ISK50 を切る。

SK54 I-2 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 　

SK55 I-2 北側 土坑 近世 � 面 　

SK56 I-3 ～ J-3 土坑 �8�0 年～ � 面 ISK39、JSV� に切られる。

SK57 I-3 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSV4 に切られる。

SK58 I-3 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK62 I-3 北西側 埋甕 �9 世紀 � 面 　

SK64 I-3 南西側 土坑 �9 世紀 � 面 ISK�2、LSV4 に切られる。

SK66 I-3 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK67 I-3 北側 土坑 近世 � 面 　

SK68 H-2 ～ I-2 井戸跡 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 HSV3 • SV5 に切られる。

SK69 I-3 東側 土坑 近世 � 面 ISK25 • SK49 に切られる。

SK70 I-3 東側 土坑 近世 � 面 ISK49 に切られる。

SK7� I-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 集石を伴う。 ISV5 を切り、ISK2� に切られ

る。

SK72 I-� 南東側 漆喰 �9 世紀第 2 四半期 � 面 水溜め ? ISK8� を切る。

SK73 I-� 南西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面  ISK80 • SK88 を切り、ISV7

に切られる。

SK74 I-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK27 に切られる。

SK75 I-3 中央 土坑 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 ISK��� を切り、ISK�3 • SK�6

に切られる。
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I SK77 I-2 北西側 土坑 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 ISV3 に切られる。

SK79 I-� 南西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 ISK80 • SV7 を切る。

SK80 I-� 南西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 ISK86 • SK88 を切り、ISK73

• SK79 • SV7 に切られる。

SK8� I-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 HSK80 を切り、ISK72 • SK79

に切られる。

SK82 I-2 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 LSV4 に切られる。

SK83 I-2 北東側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 HSV3 に切られる。

SK84 I-� 南側 土坑 �8�0 年～ �9 世紀

第 2 四半期

� 面 　

SK86 I-� 南側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 ISK89 を切り、ISK80 • SK84

• SK88 に切られる。

SK87 J-� 南東側 土坑 �8�0 年～ � 面 LSV4 に切られる。

SK88 I-� 南西側 土坑 �9 世紀第 � • 2 四

半期

� 面 ISK86 を切り、ISK73 • SK80

に切られる。

SK89 I-� 南西側 土坑 �9 世紀第 � • 2 四

半期

� 面 ISK86 • SV7 に切られる。

SK9� I-3 北東側 埋甕 近世 � 面 ISK92 を切る。

SK92 I-3 北東側 土坑 近世 � 面 ISK46 • SK9� に切られる。

SK93 I-3 東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 ISK6 • SK4� に切られる。

SK94 I-3 東側 土坑 近世 � 面 　

SK95 I-3 南東側 礎石 近世 � 面 ISK22 に切られる。

SK96 I-3 南東側 礎石 近世 � 面 　

SK97 I-3 南東側 礎石 近世 � 面 　

SK98 I-3 南東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISV�� に切られる。

SK99 I-3 北東側 土坑 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 ISK23 • SK24 • SK45 • SK46

に切られる。

SK�00 I-3 南側 土坑 �9 世紀 � 面 ISK�08 • SK��0 を切り、

ISK�5 に切られる。

SK�0� I-3 南側 土坑 �9 世紀第 � • 2 四

半期

� 面 　

SK�02 I-3 南西側 不明 近世 � 面 　

SK�03 I-3 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK�04 J-3 南東側 柱穴 ? �770 年～ � 面 礎石 ? を伴う。 JSK4 に切られる。

SK�05 I-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � • 2 四

半期～

� 面 ISK��0 を切り、ISK27 に切ら

れる。

SK�06 I-3 南西側 土坑 近世 � 面 ISK7 • SK38 に切られる。

SK�07 I-3 ～ J-3 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISV� に切られる。

SK�08 I-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 ISK��0 を切り、ISK�5 • SK27

• SK�0� に切られる。

SK�09 I-3 不明 �8 世紀中頃 � 面 　
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I SK��0 I-3 南西側 井戸跡 ～ �9 世紀 � 面 ISK�5 • SK27 • SK�0� •

SK�05 • SK�08 に切られる。

SK��� I-3 東側 土坑 近世 � 面 ISK6 • SK4� • SK75 に切られ

る。

SK��2 I-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK��3 を切る。

SK��3 I-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 ISK7 • SK38 • SK��2 に切られ

る。

SK��4 不明 土坑 近世 � 面 　

SK20� I-� 西側 土坑 �780 ～ �8�0 年 2 面 ISK2�7 を切る。

SK202 I-� 西側 土坑 �780 年～ 2 面 ISK203 • SK2�7 を切る。

SK203 I-� 西側 土坑 �780 年～ 2 面 ISK2�7 を切り、ISK202 に切

られる。

SK204 I-3 不明 近世 2 面 　

SK205 I-3 北東側 火災処理土

坑

�780 年～ 2 面 ISK2�0 を切る。

SK206 I-3 北側 土坑 �8�0 年～ 2 面 　

SK207 I-3 中央 土坑 近世 2 面 　

SK208 I-3 北側 土坑 近世 2 面 　

SK209 I-3 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�0 I-3 北東側 火災処理土

坑

�780 年～ 2 面 ISK205 に切られる。

SK2�� I-3 西側 土坑 �770 年～ 2 面 　

SK2�3 I-3 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SK2�4 I-3 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SK2�5 I-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK2�6 I-� • J-� 境 土坑 �9 世紀第 3 四半期 2 面 ISK2�7 を切る。

SK(2�6) I-3 北東側 土坑 近世 2 面

SK2�7 I-� 北西側 土坑 �780 ～ �8�0 年 2 面 ISK20� • SK203 • SK2�6 に切

られる。

SK2�8 J-2 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�9 J-2 土坑 �8�0 年～ 2 面 　

SK220 I-3 南側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 　

SK22� I-3 北西側 土坑 �8�0 年～ 2 面 LSV4 に切られる。

SK222 I-2 南側 土坑 近世 2 面 　

SK223 I-3 南西側 土坑 �8 世紀後半～幕末 2 面 　

SK224 I-3 北側 井戸跡 ? �8�0 年～ 2 面 　

SK225 I-3 不明 近世 2 面 　

SK30� I-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK302 I-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK303 I-3 中央 土坑 近世 3 面 　

SK304 I-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK305 I-3 不明 �8 世紀第 4 四半期 3 面 　

SK306 I-� 東側 土坑 近世 3 面 　
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I SK(306) I-3 南側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

3 面

SK307 I-3 南側 土坑 �9 世紀前半 3 面 　

SK308 I-3 南側 土坑 近世 3 面 　

SK309 I-3 南側 土坑 近世 3 面 　

SK3�0 I-3 西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�� I-� 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�2 I-3 南側 土坑 近世 3 面 　

SK3�3 I-� 不明 近世 3 面 　

SK3�4 I-� 西側 柱穴 ? 近世 3 面 　

SK3�5 I-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK32� I-3 西側 埋甕 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK322 I-3 西側 土坑 �8�0 年～ 3 面 　

SK323 I-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK324 I-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK325 I-3 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK326 J-� 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK40� I-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK402 I-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK405 I-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK406 I-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK(406) I-3 中央 土坑 近世 4 面

SK407 I-� 東側 土坑 近世 4 面 　

SK(407) I-3 中央 土坑 近世 4 面

SK408 I-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK4�0 I-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK4�� I-3 北東側 溝状遺構 近世 4 面 　

SK4�2 I-3 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�3 I-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�4 I-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 I-3 不明 近世 4 面 　

SK4�6 I-3 北側 土坑 近世 4 面 　

SK4�8 I-2 中央 土坑 �7 世紀 4 面 ISV403 • SV406 に切られる。

SK4�9 I-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK420 I-� 南側 土坑 �7 世紀 4 面 　

SK42� I-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK423 I-� 北側～中央 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

4 面 　

SK50� I-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK502 I-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK503 I-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK504 I-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK505 I-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK(505) I-3 西側 土坑 近世 5 面

SK506 I-3 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

5 面 　
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I SK507 I-3 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

5 面 　

SK5�0 I-2 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�� I-2 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�4 I-3 中央 土坑 近世 5 面 ISK5�5 • SK5�6 に切られる。

SK5�6 I-3 中央 土坑 近世 5 面 ISK5�4 を切る。

SK5�8 I-� 南側 土坑 近世 5 面 　

SK5�9 I-� 西側 土坑 近世 5 面 ISK530 を切る。

SK520 I-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK52� I-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK524 I-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK526 I-3 南側 土坑 近世 5 面 　

SK527 I-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK528 I-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK530 I-� 西側 土坑 近世 5 面 ISK5�9 に切られる。

SK53� I-� 不明 近世 5 面 　

SK537 I-� 不明 �700 年頃 5 面 　

SK60� I-2 西側 土坑 近世 6 面 　

SK606 I-3 北西側 土坑 近世 6 面 　

SK607 I-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK609 I-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SK6�0 I-2 南側 土坑 近世 6 面 　

SK6�� I-2 南西側 土坑 近世 6 面 ISK6�2 を切る。

SK6�2 I-2 南西側 土坑 近世 6 面 ISK6�� に切られる。

SK6�4 I-3 西側 土坑 近世 6 面 　

SK6�7 I-3 東側 土坑 近世 6 面 　

SK6�8 I-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SK623 I-3 南西側 土坑 近世 6 面 　

SK624 I-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SV4 I-2 不明 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 　

SV5 I-2 北西側 溝状遺構 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 HSV3、ISK7� に切られる。

SV6 I-� ～ 2 溝状遺構 近世 � 面 　

SV7 I-� 南側 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 ISK80 • SK89 を切り、ISK73

• SK79 に切られる。

SV302 H-2 ～ J-2 溝状遺構 近世 3 面 JSK306 • SK(309) • SK3�6 •

SK3�8 • SK357 に切られる。

SV303 I-2 • 3 ～ J-3 溝状遺構 近世 3 面 　

SV40� I-3 北西側 溝状遺構 近世 4 面 　

SV402 I-2 南側 溝状遺構 近世 4 面 　

SV403 I-2 中央 溝状遺構 近世 4 面 　

SV404 I-2 南西側 溝状遺構 近世 4 面 　

SV406 I-2 中央 土坑 近世 4 面 ISK4�8 を切る。

SV407 I-2 中央 溝状遺構 近世 4 面 　

SV60� I-2 ～ 3 溝状遺構 �7 世紀前半 6 面 　
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J KDSK� J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�7 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�8 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�9 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK20 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK(20) J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK2� J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK22 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK23 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK(23) J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 J-3 土坑 近代 � 面 　 　

KDSK28 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK29 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK30 J-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK32 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK35 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK36 J-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK37 J-� 土坑 近代 � 面 　

KDSV� J-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 J-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 J-� 溝状遺構 近代 � 面 　

SB50� I-3 ～ J-3 塀跡 �8 世紀後半～ 5 面 ピット一覧表参照。 　

SK459 J-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 5 面 JSB50�。埋土に炭化物を多

く含む。

JSK469 を切る。

SK424 J-3 西側 土坑 �7 世紀前半 5 面 JSB50�。 　

SK458 J-3 中央 柱穴 近世 5 面 JSB50�。

SK503 J-3 中央 土坑 近世 5 面 JSB50�。 JSK559 を切る。

SK(455) J-3 北東側 土坑 近世 5 面 JSB50�。 JSK462 を切る。

SK462 J-3 東側 柱穴 近世 5 面 JSB50�。

SK504 J-3 東側 土坑 近世 5 面 JSB50�。 　

I-SK523 I-3 北西側 柱穴 近世 5 面 JSB50�。

I-SK5�3 I-3 北西側 柱穴 近世 5 面 JSB50�。

SB502 J-� ～ 3 塀跡 近世 5 面 　

SK5�0 J-2 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK5�4 J-2 北側 柱穴 近世 5 面 JSB502。
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J SK536 J-2 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK539 J-2 北側 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK540 J-2 南側 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK553 J-2 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK554 J-2 ～ 3 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK555 J-3 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK556 J-3 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK558 J-3 北側 柱穴 近世 5 面 JSB502。 JSK534 に切られる。

SK559 J-3 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。 JSK503 に切られる。

SK625 J-� 中央 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK635 J-� 南側 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK636 J-� 北側 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SK637 J-� 北側 柱穴 近世 5 面 JSB502。

SB503 J-2 建物跡 近世 5 面 ピット一覧表参照。 　

SK508 J-2 西側 柱穴 近世 5 面 JSB503。 JSK557 を切る。

SK509 J-2 西側 柱穴 近世 5 面 JSB503。

SB60� I-2 ～ J-2 建物跡 近世 6 面 ピット一覧表参照。 　

SK370 J-� ･ 2 境 土坑 近世 6 面 JSB60�。 　

SK444 J-� 南西側 柱穴 近世 6 面 JSB60�。

SK640 J-� 南側 土坑 近世 6 面 JSB60�。 　

SK6�3 J-� 南側 土坑 近世 6 面 JSB60�。 JSK626 • SK632 • SK644 を切

る。

SK632 J-� 南側 土坑 近世 6 面 JSB60�。 JSK6�3 に切られる。

SK628 J-� 南東側 土坑 近世 6 面 JSB60�。 　

SK627 J-� 南東側 柱穴 近世 6 面 JSB60�。

SA30� J-2 柱穴列 �8 世紀後半～ 3 面 ピット一覧表参照。 　

SK� J-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 　 J-2SK3 を切る。

SK2 J-2 北西側 土坑 近代 � 面 　

SK(2) J-3 南東側 土坑 近世 � 面 J-2SK� に切られる。

SK3 J-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK(3) J-3 南側 土坑 近代 � 面

SK4 J-3 南東側 土坑 �770 年～ � 面 ISK�04 を切る。

SK5 J-2 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK6 J-3 北側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　

SK7 J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 JSK(25) • SK3� を切る。

SK8 J-2 東側 土坑 近世 � 面 JSK�8 を切る。

SK9 J-2 北東側 埋甕 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK�0 J-� 西側 土坑 近代 � 面 　

SK�� J-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK(��) J-2 南東側 土坑 �770 年～ � 面

SK�2 J-2 東側 土坑 �780 年～ � 面 JSK(26) に切られる。

SK�3 J-3 東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

� 面 　
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J SK�4 J-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK�5 J-3 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK�6 J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 JSK3� を切る。

SK�7 J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 JSK3� を切る。

SK�8 J-2 東側 土坑 近世 � 面 JSK8 に切られる。

SK�9 J-2 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 JSK28 を切る。

SK20 J-� 南東側 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK2� J-2 ～ 3 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 　

SK22 J-3 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSV4 を切る。

SK23 J-3 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSV4 を切る。

SK24 J-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK25 J-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 JSK29 • SV5 に切られる。

SK(25) J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 JSK3� • SK32 を切り、JSK7

に切られる。

SK26 J-� 南側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 JSK29 • SV5 に切られる。

SK(26) J-2 北東側 土坑 �780 年～ � 面 JSK�2 に切られる。

SK27 J-2 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 貝殻が大量に出土。 JSK28 を切る。

SK28 J-2 北東側 土坑 �9 世紀第 � • 2 四

半期

� 面 JSK�9 • SK27 に切られる。

SK29 J-� 南側 土坑 近代 � 面 JSK25 • SK26 • SV5 • SV9 を

切る。

SK30 J-� 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK3� J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 JSK32 を切り、JSK7 • SK�6 •

SK�7 • SK(25) に切られる。

SK32 J-2 南東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 JSK(25) • SK3� に切られる。

SK33 J-3 不明 �9 世紀第 � 四半期 � 面 　

SK34 J-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK37 J-� 北東側 土坑 �780 年～ � 面 　

SK38 J-2 不明 �9 世紀第 2 四半期 � 面 　

SK20� J-2 北西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面  

SK202 J-2 南西側 土坑 �770 年代 2 面 　

SK203 J-� 埋甕 近世 2 面 便槽。 　

SK204 J-� 中央 土坑 近世 2 面 　

SK205 J-3 南東側 土坑 �8�0 年～ 2 面 J-3SK206 と同一 ? 　

SK206 J-3 南東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 J-3SK205 と同一 ? 　

SK207 J-2 南側 土坑 近世 2 面 　

SK(207) J-3 南東側 土坑 近世 2 面 J-3SK(207) と同一。

SK209 J-3 南東側 土坑 近世 2 面 J-3SK209 と同一。 　

SK2�0 J-3 南東側 土坑 �770 年代 2 面 　
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J SK2�� J-� 北西側 土坑 �770 年～ 2 面 　

SK2�2 J-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�3 J-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�4 J-2 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK2�5 J-2 東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�6 J-2 • 3 境 土坑 近世 2 面 　

SK2�7 J-2 西側 土坑 近世 2 面 　

SK2�8 J-2 西側 土坑 近世 2 面 　

SK(2�8) J-3 中央 土坑 近世 2 面

SK2�9 J-3 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK30� J-3 不明 �9 世紀 3 面 　

SK302 J-3 北側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

3 面 JSK362 を切り、JSK6 に切ら

れる。

SK303 J-3 北側 土坑 近世 3 面 　

SK304 J-2 • J-3 境 土坑 近世 3 面 　

SK306 J-2 南西側 土坑 近世 3 面 ISV302 を切る。　

SK307 J-3 中央 土坑 近世 3 面 　

SK309 J-� 中央 土坑 �8�0 年～ 3 面 　

SK(309) J-2 南側 土坑 近世 3 面 JSK3�8 • SV302 を切る。

SK3�0 J-� 不明 �9 世紀第 � 四半期 3 面 　

SK3�� J-2 北側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 3 面 JSK32� • SK325 を切る。

SK3�2 J-2 中央 土坑 近世 3 面 　

SK(3�2) J-2 西側 土坑 近世 3 面 JSK35� を切る。

SK3�3 J-2 北側 土坑 近世 3 面 JSK3�3 を切る。

SK(3�3) J-2 中央 土坑 近世 3 面 JSK324 を切り、JSK3�2 に切

られる。

SK3�4 J-2 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

3 面 　

SK3�5 J-2 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK3�6 J-2 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK3�7 J-� • 2 境 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 JSK329 を切る。

SK3�9 J-� 北東側 土坑 近世 3 面 JSK327 に切られる。

SK(3�9) J-2 東側 土坑 近世 3 面

SK320 J-� 南西側 土坑 近世 3 面 JSK378 を切り、JSK29 に切

られる。

SK32� J-2 北東側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

3 面 JSK325 を切り、JSK3�� に切

られる。

SK322 J-3 西側 土坑 近世 3 面 　

SK323 J-2 南側 土坑 近世 3 面 　

SK325 J-� • 2 境 土坑 近世 3 面 JSK3�� • SK32� に切られる。

SK326 J-2 北東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

3 面 　

SK327 J-� 北東側 土坑 �8�0 ～ 3 面 JSK3�9 を切る。

SK328 J-� 南西側 土坑 �780 年～ �8�0 年 3 面 JSK365 を切る。

SK329 J-� 南側 土坑 �8 世紀第 2 四半期

～

3 面 JSK3�7 に切られる。
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J SK330 J-2 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 3 面 　

SK33� J-2 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK332 J-2 北西側 土坑 �8 世紀前半～ 3 面 JSK350 を切る。

SK333 J-� 北東側 土坑 近世 3 面 JSK3�9 に切られる。

SK334 J-2 北西側 土坑 近世 3 面 JSK370 を切る。

SK335 J-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK(335) J-2 北西側 土坑 �8�0 年～ 3 面

SK350 J-2 北西側 土坑 ～ �8 世紀前半 3 面 JSK375 を切り、JSK332 に切

られる。

SK35� J-2 中央 土坑 近世 3 面 JSK(3�2) に切られる。

SK352 J-2 中央 土坑 近世 3 面 　

SK353 J-2 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

3 面 　

SK354 J-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 JSK355 を切る。

SK355 J-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 JSK354 に切られる。

SK357 J-2 南西側 土坑 近世 3 面 ISV302 を切る。

SK358 J-3 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK359 J-2 北側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 JSV30� に切られる。

SK360 J-2 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK36� J-2 北東側 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK362 J-3 北側 土坑 近世 3 面 JSK302 に切られる。

SK363 J-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK364 J-2 中央 土坑 近世 3 面 　

SK365 J-� 南西側 土坑 ～ �8�0 年 3 面 JSK328 に切られる。

SK366 J-� 北西側 土坑 近世 3 面 JSV35� を切る。

SK367 J-� 中央 井戸跡 ～ �780 年 3 面 井戸を火災処理に転用。 JSV352 を切る。

SK368 J-� 中央 土坑 �8 世紀後半～ 3 面 　

SK369 J-� 西側 土坑 近世 3 面 　

SK37� J-� 北西側 土坑 �8 世紀中頃～ 3 面 JSV352 を切る。

SK372 J-� 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK(372) J-2 南西側 土坑 近世 3 面

SK373 J-2 南側 土坑 近世 3 面 　

SK374 J-3 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK375 J-2 中央 土坑 ～ �8 世紀前半 3 面 JSK332 • SK350 に切られる。

SK376 J-3 北側 土坑 近世 3 面 　

SK377 J-� 中央 不明 近世 3 面 　

SK378 J-� 南西側 土坑 近世 3 面 JSK320 に切られる。

SK379 J-� 北側 土坑 �9 世紀 3 面 　

SK380 J-� 中央 火災処理土

坑

～ �780 年 3 面 　

SK40� J-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK402 J-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK403 J-3 西側 土坑 近世 4 面 　

SK404 J-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK405 J-2 南東側 土坑 近世 4 面 　
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J SK406 J-2 北西側 土坑 �8 世紀中頃 4 面 JSK443 • SK444 を切り、

JSK408 に切られる。

SK408 J-2 北西側 土坑 近世 4 面 JSK406 を切る。

SK409 J-2 北東側 土坑 �8 世紀中頃 4 面 　

SK4�0 J-2 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�� J-2 南西側 土坑 近世 4 面 JSK4�6 を切る。

SK4�2 J-� 北西側 土坑 �780 年～ 4 面 JSK4�9 を切る。

SK4�3 J-2 東側 土坑 �9 世紀 4 面 JSK438 • SK466 を切る。

SK4�4 J-� 東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 J-2 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�6 J-2 南側 廃棄土坑 ? �8 世紀前半 4 面 JSK455 を切り、JSK4�� •

SK440 • SK44� • SK463 に切

られる。

SK4�7 J-3 北東側 土坑 �8�0 年～ 4 面 　

SK4�8 J-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�9 J-� 北西側 土坑 �780 年～ �8�0 年 4 面 JSK4�2 に切られる。

SK420 J-� 西側 土坑 近世 4 面 　

SK42� J-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK422 J-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK423 J-� 中央 土坑 近世 4 面 JSK450 を切る。

SK425 J-3 北側 土坑 �700 年頃～ �8 世

紀第 4 四半期

4 面 JSK455 を切る。

SK426 J-3 北側 土坑 �8�0 年～幕末 4 面 JSK452 • SK455 を切る。

SK427 J-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK(427) J-3 南東側 土坑 近世 4 面 JSK457 を切る。

SK428 J-2 中央 土坑 近世 4 面 　

SK429 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK430 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK433 J-� 北側 土坑 �9 世紀 4 面 　

SK434 J-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK435 J-� 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK436 J-� 中央 土坑 近世 4 面 　

SK437 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 JSK465 を切る。

SK438 J-2 東側 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 JSK4�3 に切られる。

SK(438) J-3 南東側 土坑 近世 4 面

SK439 J-� 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK440 J-2 南側 土坑 近世 4 面 JSK4�6 を切る。

SK44� J-2 南西側 土坑 近世 4 面 JSK4�6 を切る。

SK443 J-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK445 J-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK446 J-2 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK447 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK448 J-� 西側 土坑 近世 4 面 　

SK449 J-� 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK450 J-� 北側 土坑 近世 4 面 JSK423 に切られる。

SK45� J-� 南東側 土坑 近世 4 面 JSK468 を切る。
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J SK452 J-3 北側 土坑 �8�0 年～ 4 面 JSK426 に切られる。

SK453 J-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 　

SK454 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK455 J-3 北側 土坑 �700 年頃 4 面 JSK4�6 • SK425 • SK426 に切

られる。

SK456 J-3 南東側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

4 面 　

SK457 J-3 南東側 土坑 近世 4 面 JSK427 に切られる。

SK460 J-3 西側 土坑 近世 4 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK463 J-2 南側 土坑 �8 世紀前半～ 4 面 JSK4�6 を切る。

SK464 J-� 西側 土坑 近世 4 面 JSK448 に切られる。

SK465 J-2 北東側 土坑 近世 4 面 JSK437 に切られる。

SK466 J-2 東側 土坑 ～ �9 世紀 4 面 JSK4�3 に切られる。

SK467 J-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK468 J-� 南東側 土坑 近世 4 面 JSK45� に切られる。

SK469 J-3 北西側 土坑 ～ �8 世紀後半 4 面 JSK459 に切られる。

SK50� J-3 東側 土坑 �8 世紀後半～ 5 面 　

SK505 J-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK506 J-3 東側 土坑 近世 5 面 JSK537 • SK538 • SK546 を切

る。

SK507 J-3 東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�� J-2 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�2 J-� 南側 土坑 近世 5 面 　

SK5�3 J-2 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�5 J-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�6 J-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�7 J-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�8 J-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�9 J-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK520 J-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK52� J-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK522 J-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK523 J-� 北側 土坑 近世 5 面 　 　

SK524 J-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK525 J-� 北側 土坑 近世 5 面 　

SK526 J-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK528 J-� 中央 土坑 近世 5 面 　

SK529 J-� 東側 土坑 �9 世紀 ? 5 面 　

SK530 J-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK53� J-2 東側 土坑 近世 5 面 JSK547 を切る。

SK532 J-2 中央 土坑 近世 5 面 　 　

SK533 J-2 東側 土坑 �7 世紀 ? 5 面 　 JSK547 を切る。

SK534 J-2 • 3 境 土坑 近世 5 面 JSK545 • SK558 を切り、

JSK545 • SK558 に切られる。

SK535 J-2 北東側 土坑 近世 5 面 　
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J SK537 J-3 東側 土坑 近世 5 面 　 JSK546 を切り、JSK506 に切

られる。

SK538 J-3 東側 土坑 �8 世紀後半～ 5 面 JSK546 を切り、JSK506 に切

られる。

SK54� J-3 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK542 J-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK543 J-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK544 J-3 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

5 面 JSK549 に切られる。

SK545 J-3 北東側 土坑 近世 5 面 JSK534 に切られる。

SK546 J-3 東側 土坑 近世 5 面 JSK506 • SK537 • SK538 に切

られる。

SK547 J-2 東側 土坑 近世 5 面 JSK53� • SK533 に切られる。

SK548 J-� 東側 土坑 近代 5 面 　

SK549 J-3 南東側 土坑 近世 5 面 JSK544 に切られる。

SK550 J-2 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 5 面 　

SK55� J-2 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK552 J-� 東側 土坑 近世 5 面 　

SK557 J-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK557 J-2 西側 土坑 ～ �8 世紀前半 5 面 　

SK560 J-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK60� J-� 西側 土坑 �8 世紀前半 6 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK602 J-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK603 J-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK604 J-� 中央 土坑 近世 6 面 JSK6�8 を切る。

SK605 J-� 西側 土坑 近世 6 面 JSK6�9 • SK643 を切る。

SK606 J-� 北西側 土坑 近世 6 面 　

SK607 J-� 東側 土坑 近世 6 面 JSK6�7 を切る。

SK608 J-� 南東側 土坑 近世 6 面 JSK628 を切る。

SK609 J-� 東側 土坑 近世 6 面 JSK6�7 • SK638 を切る。

SK6�� J-2 西側 土坑 近世 6 面 　

SK6�2 J-2 中央 土坑 近世 6 面 　

SK6�5 J-2 西側 土坑 ～ �8 世紀前半 6 面 　

SK6�6 J-� 東側 土坑 近世 6 面 　

SK6�7 J-� 東側 土坑 �700 年頃 6 面 JSK607 • SK609 に切られる。

SK6�8 J-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK6�9 J-� 西側 土坑 近世 6 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK620 J-� 北西側 土坑 �780 年～ 6 面 　

SK622 J-2 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK623 J-2 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK624 J-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK626 J-� 南側 土坑 近世 6 面 JSK6�3 に切られる。

SK629 J-� 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK63� J-2 東側 土坑 近世 6 面 JSK630 に切られる ?

SK633 J-2 東側 土坑 近世 6 面 JSK630 に切られる ?

SK634 J-� 北側 土坑 近世 6 面 　
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J SK638 J-� 東側 土坑 近世 6 面 　

SK639 J-� 南側 土坑 近世 6 面 　

SK64� J-� 南東側 土坑 近世 6 面 JSV606 を切る。

SK642 J-� 西側 土坑 ～ �780 年 6 面 　

SK643 J-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK644 J-� 南側 土坑 近世 6 面 JSK6�3 に切られる。

SK645 J-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK646 J-2 北東側 土坑 近世 6 面 　

SK647 J-3 北側 土坑 近世 6 面 　

SK648 J-3 西側 土坑 近世 6 面 　

SK649 J-3 東側 土坑 近世 6 面 JSV60� を切る。

SK650 J-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK65� J-3 中央 土坑 近世 6 面 　

SK653 J-2 南側 土坑 近世 6 面 　

SK654 J-3 北東側 土坑 近世 6 面 JSV60� に切られる ?

SK655 J-3 北側 土坑 近世 6 面 　

SK656 J-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK657 J-3 西側 井戸跡 近世 6 面 　

SV� J-2 中央 溝状遺構 ～近代 � 面 JSK(309) • SK350 • SK352 •

SK357 • SK364 • SK375 •

SK4�0 • SK4�� • SV2 • SV5

を切る。

SV2 J-2 北側 溝状遺構 ～ �9 世紀第 3 四

半期

� 面 JSV5 を切り、JSV� に切られ

る。

SV3 J-� ～ 2 溝状遺構 �8 世紀後半～ � 面 JSK29 に切られる。

SV5 J-� ～ 3 溝状遺構 ～近代 � 面 JSK29 • SV� • SV2 に切られる。

SV8 J-� 北西側 溝状遺構 近世 � 面 　

SV9 J-� 南東側 溝状遺構 �8 世紀後半～ � 面 JSK29 に切られる。

SV20� J-2 西側 溝状遺構 近世 2 面  

SV30� J-2 北側 溝状遺構 �8 世紀後半～ 3 面 JSK359 を切る。

SV302 J-� 南東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV303 J-3 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV35� J-� 北西側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV352 J-� 西側 土坑 ～ �8 世紀中頃 3 面 JSK367 に切られる。

SV40� J-� 南東側 溝状遺構 近世 4 面 　

SV50� J-2 ～ 3 東側 溝状遺構 ～ �9 世紀第 � 四

半期

5 面 JSK534 に切られる。

SV502 J-2 西側 溝状遺構 ～ �8 世紀前半 5 面 JSK557 を切る。

SV60� H-� ～ J-� ～ 3 溝状遺構 近世 6 面 　

SV70� J-� ～ 3 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV702 J-� ～ 3 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV703 J-� ～ 3 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV704 J-� ～ 2 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV705 J-� ～ 2 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV706 J-� 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

SV707 J-2 ～ 3 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　
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J SV708 J-� 畝状地形 不明 7 面 畝状地形。 　

K KDSK� K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK4 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 K-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�0 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�� K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�2 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�7 K-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK22 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK23 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK24 K-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK25 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK27 K-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK28 K-3 土坑 近代 � 面 　

KDSV� K-3 ～ L-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 K-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 K-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 K-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV7 K-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV8 K-3 溝状遺構 近代 � 面 　

SB30� K-� ～ 3 建物跡 近世 3 面 ピット一覧表参照。 　

SK5003 K-3 中央 土坑 近世 3 面 KSB30�。 KSK5�6 に切られる。

SK320 K-2 南東側 柱穴 近世 3 面 KSB30�。

SK322 K-3 北側 柱穴 近世 3 面 KSB30�、LSA30�。

SK326 K-2 南東側 柱穴 近世 3 面 KSB30�。 KSK3�4 に切られる。

SK4�7 K-3 北東側 柱穴 近世 3 面 KSB30�。

SK583 K-2 東側 柱穴 近世 3 面 KSB30�。

SB40� K-� 建物跡 近世 4 面 礎石を伴う。ピット一覧表

参照。

　

SB50� K-3 ～ L-3 建物跡 近世 5 面 ピット一覧表参照。 　

SK504 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB50�、KSB502。

SK505 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB50�、KSB503。 KSK544 を切る。

SK525 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 KSB50�。 KSK599 を切る。

SK559 K-3 中央 柱穴 近世 5 面 KSB50�。 KSK508 • SV50� に切られる。

SK598 K-3 南西側 柱穴 近世 5 面 KSB50�。
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K SK500� K-3 南西側 柱穴 近世 5 面 KSB50�。 KSV50� に切られる。

SK50�0 K-3 中央 柱穴 近世 5 面 KSB50�、KSB504。

L-3SK5�6 L-3 東側 柱穴 近世 5 面 KSB50�。

SB502 H-� ～ K-3 建物跡 近世 5 面 　

SK545 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB502。 KSV50� に切られる。

SK547 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB502。

SB503 H-� ～ K-2 建物跡 �9 世紀 5 面 ピット一覧表参照。 　

SK409 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB503。

SK546 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB503。 KSV50� に切られる。

SK55� K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSB503。

SB504 I-� ～ K-3 建物跡 近世 5 面 礎石を伴う。ピット一覧表

参照。

　

SK569 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSB504。 KSV50� に切られる。

SK555 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSB504。 KSK529 に切られる。

SA30� K-2 ～ 3 柱穴列 近世 3 面 ピット一覧表参照。 　

SA302 K-2 ～ 3 柱穴列 近世 3 面 ピット一覧表参照。 　

SK� K-3 北側 土坑 近世 � 面 KSK92 を切る。

SK2 K-3 東側 土坑 �780 年～ � 面 　

SK3 K-2 南側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 KSK46 • SK73 を切る。

SK4 K-2 不明 �8�0 年～ � 面 　

SK5 K-3 北側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK6 K-2 中央 土坑 近代 � 面 　

SK7 K-3 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK9 K-3 中央 土坑 近世 � 面 　

SK�0 K-3 南側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK�� K-� 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 KSK6� • SK68 • SK87 • SK88

を切る。

SK�2 K-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK�3 K-2 東側 土坑 �9 世紀第 2 四半

期 ?

� 面 KSK45 • SK(79) • SK�04 を切

る。

SK�4 K-2 南東側 石組遺構 �9 世紀 � 面 　

SK�5 K-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK35 を切る。

SK�6 K-� 東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 KSK23 • SK66 を切る。

SK�7 K-� 東側 土坑 �8�0 年～ � 面 KSK2� • SK62 を切る。

SK20 K-� 北東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 KSK57 • SK59 • SK80 を切り、

KSK32 • SK47 に切られる。

SK2� K-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK56 • SK60 • SK62 を切り、

KSK�7 に切られる。

SK22 K-� 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 � 面 KSK33 を切る。

SK23 K-� 東側 土坑 近世 � 面 KSK35 • SK66 を切り、KSK�6

に切られる。

SK24 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 KSK3� を切る。

SK25 K-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK26 K-� 北西側 土坑 �850 年～ � 面 LSK96 を切る。

SK27 K-� 北側 土坑 �9 世紀 � 面 　
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K SK28 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK29 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 KSK28 に切られる。

SK30 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 KSK34 • SK�0� を切る。

SK3� K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 KSK24 に切られる。

SK32 K-� 北東側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 � 面 KSK20 • SK�0� を切る。

SK33 K-� 北西側 井戸跡 �8 世紀後半～ �9

世紀第 2 四半期

� 面 KSK22 に切られる。

SK34 K-� 北側 廃棄土坑 �8 世紀末 � 面 KSK�0� を切り、KSK30 に切

られる。

SK35 K-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK66 を切り、KSK�5 • SK23

に切られる。

SK36 K-� 北側 土坑 �780 年～ � 面 　

SK37 K-� 西側 土坑 近世 � 面 　

SK38 K-� 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK39 K-� 西側 土坑 近世 � 面 KSK6� を切り、KSK7 に切ら

れる。

SK40 K-� 西側 土坑 近世 � 面 KSK�2 に切られる。

SK(40) K-2 西側 土坑 近代 � 面 KSK4� を切る。

SK4� K-2 西側 土坑 近代 � 面 KSK(40) に切られる。

SK42 K-2 南東側 土坑 �9 世紀 � 面 埋土に焼土を大量に含む。 KSK69 • SK74 を切る。

SK43 K-� 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK44 K-2 北側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK48 • SV4 に切られる。

SK44-� K-2 北側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK44 の一部。

SK45 K-2 東側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

� 面 KSK6 に切られる。

SK46 K-2 南側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 KSK3 に切られる。

SK47 K-� 東側 土坑 �9 世紀 � 面 KSK59 を切り、KSK20 に切ら

れる。

SK48 K-2 北側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 KSK44 • SV4 を切る。

SK49 K-2 南東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK5� K-2 南東側 土坑 �770 年～ � 面 KSK69 • SK95 を切る。

SK52 K-2 ～ 3 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK53 K-2 南側 土坑 近世 � 面 　

SK54 K-2 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK55 K-2 南東側 瓦組遺構 近世 � 面 　

SK56 K-� 東側 土坑 近世 � 面 KSK2� に切られる。

SK57 K-� 北東側 土坑 �770 年～ � 面 KSK�0� を切り、KSK20 に切

られる。

SK59 K-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK20 • SK47 に切られる。

SK60 K-� 東側 土坑 近世 � 面 KSK2� に切られる。

SK6� K-� 南西側 土坑 近世 � 面 KSK7 • SK39 に切られる。

SK62 K-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK�7 • SK2� に切られる。

SK63 K-2 北側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK63-� に切られる。
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K SK63-� K-2 北側 土坑 �8�0 年～ � 面 KSK63 を切る。

SK64 K-2 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK65 K-2 南東側 土坑 近世 � 面 　

SK66 K-� 東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK�6 • SK23 • SK35 に切ら

れる。

SK67 K-� 東側 土坑 近世 � 面 KSK77 を切る。

SK68 K-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 SK88 を切り、KSK�� に切ら

れる。

SK69 K-2 南東側 土坑 �770 年代 � 面 KSK95 を切り、KSK5� に切ら

れる。

SK70 K-2 ～ 3 土坑 近世 � 面 　

SK7� K-2 南西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK72 K-2 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 　

SK73 K-2 南側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 KSK3 に切られる。

SK74 K-2 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 KSK42 に切られる。

SK75 K-2 北側 土坑 �9 世紀 � 面 埋土に炭化物を含む。 　

SK76 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK77 K-� 東側 土坑 近世 � 面 KSK67 に切られる。

SK78 K-� 南側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK79 K-� 南側 土坑 近世 � 面 　

SK(79) K-2 北東側 土坑 �8 世紀中頃 � 面 KSK�04 を切る。

SK［79］ K-3 北西側 土坑 近世 � 面 KSV2 に切られる。

SK80 K-� 北東側 土坑 近世 � 面 KSK20 に切られる。

SK(80) K-2 西側 土坑 近世 � 面 　

SK8� K-� 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK82 K-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK86 K-� 土坑 近世 � 面 　

SK87 K-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 KSK�� に切られる。

SK88 K-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

� 面 　 KSK�� • SK68 に切られる。

SK89 K-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK90 K-2 西側 土坑 近世 � 面 KSK(40) • SK4� • SK72 に切ら

れる。

SK92 K-3 北側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK� に切られる。

SK93 K-3 北東側 土坑 近世 � 面 KSK95 を切る。

SK94 K-3 北東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 KSK95 • SK�05 を切る。

SK95 K-2 南東側 土坑 �8 世紀前半 � 面 　

SK96 K-2 北側 土坑 近世 � 面 KSK�06 を切る。

SK98 K-2 北東側 土坑 近世 � 面 KSK�08 を切る。

SK�00 K-2 北西側 土坑 近世 � 面 　
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K SK�0� K-� 北東側 土坑 �770 年～ � 面 KSK30 • SK32 • SK34 • SK57

に切られる。

SK�04 K-2 北東側 土坑 近世 � 面 KSK(79) に切られる。

SK�05 K-3 北東側 土坑 近世 � 面 KSK94 に切られる。

SK�06 K-2 北側 土坑 近世 � 面 KSK96 に切られる。

SK�08 K-2 北東側 土坑 近世 � 面 KSK98 に切られる。

SK��0 K-2 中央 土坑 近世 � 面 KSV3 に切られる。

SK20� K-3 南側 土坑 �9 世紀 2 面 KSK206 を切る。

SK202 K-3 南東側 土坑 近世 2 面 KSV204 に切られる。

SK203 K-3 南東側 土坑 �8�0 年～ 2 面 KSK204 に切られる。

SK204 K-3 南東側 土坑 近世 2 面 KSK203 を切る。

SK205 K-3 中央 土坑 近世 2 面 　

SK206 K-3 東側 土坑 近世 2 面 KSV202 に切られる。

SK(206) K-3 南側 土坑 ～ �9 世紀 2 面 KSK20� に切られる。

SK207 K-3 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK208 K-3 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK209 K-� ～ L-� 土坑 近世 2 面 　

SK(209) K-3 北東側 土坑 近世 2 面 KSK(2�0) に切られる。

SK2�0 K-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK(2�0) K-3 北東側 柱穴 近世 5 面 　 KSK(209) を切る。

SK2�� K-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK(2��) K-3 北東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面

SK2�2 K-� 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�3 K-� 北東側 土坑 �9 世紀 2 面 　

SK2�4 K-� 北東側 土坑 �780 年～ 2 面 　

SK2�5 K-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK30� K-3 西側 土坑 近世 3 面 　

SK302 K-3 不明 �9 世紀第 � 四半期 3 面 　

SK303 K-� 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK305 K-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK306 K-2 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

3 面 　

SK307 K-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK309 K-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�0 K-2 ～ 3 土坑 近世 3 面 KSK3�4 を切る。

SK3�� K-2 南側 土坑 近世 3 面 　

SK3�2 K-2 南東側 土坑 �770 年～ 3 面 　

SK3�3 K-2 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�4 K-2 ～ 3 土坑 近世 3 面 KSK326 を切り、KSK3�0 に

切られる。

SK3�5 K-2 ～ 3 土坑 近世 3 面 KSK308 を切る。

SK3�6 K-� 南東側 火災処理土

坑

�8�0 年～ 3 面 　

SK3�9 K-2 中央 土坑 近世 3 面 KSV30� に切られる。

SK32� K-3 北東側 土坑 近世 3 面 　
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K SK323 K-2 東側 土坑 近世 3 面 KSV302 に切られる。

SK324 K-2 南東側 土坑 近世 3 面 KSV302 に切られる。

SK325 K-2 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK336 K-� ～ L-� 土坑 �7 世紀後半 3 面 溶着した寛永通寶 7 枚出土。　

SK403 K-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK404 K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK405 K-3 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK406 K-3 北東側 柱穴 �9 世紀 5 面

SK407 K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK408 K-3 南東側 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 　

SK4�0 K-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�2 K-3 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�4 K-2 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 K-3 中央 土坑 ～ �9 世紀 4 面 　

SK4�6 K-3 西側 土坑 �8 世紀前半 4 面 　

SK4�9 K-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK420 K-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK42� K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK422 K-3 南側 土坑 �8 世紀後半～ 4 面 　

SK423 K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK424 K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK425 K-3 南側 土坑 近世 4 面 　

SK426 K-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK427 K-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK428 K-� 東側 土坑 近世 4 面 KSK429 に切られる。

SK(428) K-3 北西側 土坑 近世 4 面

SK429 K-� 東側 土坑 近世 4 面 KSK428 を切る。

SK(429) K-2 北西側 土坑 近世 4 面

SK430 K-2 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK43� K-� 南東側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

4 面 　

SK432 K-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK50� K-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK502 K-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK503 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSK529 を切る。

SK506 K-3 南東側 土坑 近世 5 面 KSV50� を切る。

SK507 K-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK508 K-3 中央 土坑 近世 5 面 KSK559 を切る。

SK509 K-3 中央 土坑 近世 5 面 KSK536 を切る。

SK5�0 K-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5�� K-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�2 K-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5�3 K-2 南側 土坑 近世 5 面 　

SK5�4 K-3 北西側 土坑 �700 年頃 5 面 KSK526 • SK539 • SK5006、

LSK504 を切り、KSK5�5 に

切られる。
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K SK5�5 K-3 北西側 土坑 �8 世紀初め 5 面 KSK5�4 • SK526 • SK5006、

LSK504 • SK5�9 を切る。•

SK5�6 K-3 東側 柱穴 近世 5 面 　 KSK5003 を切る。

SK5�7 K-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK5�8 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 KSV50� を切る。

SK52� K-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK522 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK523 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 KSK563 • SK564 • SK586 •

SK587 を切る。

SK524 K-3 南側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

5 面 KSK53� を切る。

SK526 K-3 北西側 土坑 �7 世紀 5 面 KSK5006 を切り、KSK5�4 •

SK5�5、LSK504 に切られる。

SK527 K-3 北西側 土坑 ～ �8 世紀第 4 四

半期

5 面 LSK504 に切られる。

SK529 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSK552 • SK555 • SK556 を

切り、KSK503 • SK530 に切

られる。

SK530 K-3 南側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

5 面 KSK524 • SK529 を切る。

SK53� K-3 南側 土坑 ～ �9 世紀第 � 四

半期

5 面 KSK524 に切られる。

SK533 K-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK534 K-2 南側 土坑 近世 5 面 　

SK535 K-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK536 K-3 中央 土坑 近世 5 面 KSK509 • SK568 に切られる。

SK537 K-3 中央 土坑 近世 5 面 KSK577 を切る。

SK538 K-2 西側 土坑 近世 5 面 　

SK539 K-3 北側 土坑 近世 5 面 KSK5�4 に切られる。

SK540 K-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK54� K-� 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK544 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面 KSK505 に切られる。

SK548 K-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK549 K-3 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK550 K-3 南東側 柱穴 近世 5 面

SK552 K-3 南東側 土坑 近世 5 面 KSK529 に切られる。

SK553 K-3 南側 土坑 近世 5 面 　

SK556 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSK529 に切られる。

SK558 H-� • K-3 境 土坑 近世 5 面 　

SK560 K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSV50� に切られる。

SK56� K-3 南側 土坑 近世 5 面 KSV50� に切られる。

SK562 K-3 南西側 柱穴 近世 5 面

SK563 K-3 南西側 柱穴 近世 5 面 　 KSK586 • SK587 を切り、

KSK523 • SK564 に切られる。

SK564 K-3 南西側 柱穴 近世 5 面 　 KSK586 を切り、KSK523 に

切られる。
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K SK566 K-3 西側 土坑 近世 5 面 KSK567 を切る。

SK567 K-3 西側 土坑 近世 5 面 KSK566 に切られる。

SK568 K-3 中央 土坑 近世 5 面 KSK576 を切る。

SK570 K-� 南西側 土坑 近世 5 面 土坑内に焼土が充填。 　

SK572 K-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK573 K-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK574 K-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK576 K-3 中央 土坑 近世 5 面 　

SK577 K-3 西側 土坑 近世 5 面 KSK537 • SK566 • SK567 に

切られる。

SK578 K-3 北西側 土坑 ～ �8 世紀第 2 四

半期

5 面 KSK5007 を切り、LSK504 に

切られる。

SK579 K-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK580 K-3 西側 土坑 近世 5 面 KSK533 に切られる。

SK58� L-� 南東側 土坑 近世 5 面 　

SK582 K-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK584 K-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK585 I-� ～ K-3 ～ L-3 土坑 近世 5 面 　

SK586 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 KSK523 • SK563 • SK564 •

SK587 に切られる。

SK587 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 KSK586 を切り、KSK523 •

SK563 に切られる。

SK589 K-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK590 J-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK59� K-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK592 J-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK593 K-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK595 K-� ～ 2 土坑 近世 5 面 　

SK599 K-3 南西側 柱穴 近世 5 面 KSK525 に切られる。

SK5002 K-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK5005 K-3 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5006 K-3 北西側 土坑 近世 5 面 KSK5�4 • SK5�5 に切られる。

SK5007 K-3 北西側 土坑 ～ �8 世紀第 2 四

半期

5 面 KSK578、LSK504 に切られる。

SK5008 K-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK50�4 K-� 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK60� K-2 西側 土坑 近世 6 面 　

SV� K-3 ～ L-3 溝状遺構 ～近代 � 面 　

SV2 K-3 ～ L-3 溝状遺構 �8�0 年～ � 面 ISK77、KSK［79］を切る。

SV3 K-2 中央 溝状遺構 �9 世紀 � 面 KSK��0 を切る。

SV4 K-2 北側 溝状遺構 �8 世紀後半～ � 面 KSK44 • SK48 に切られる。

SV5 K-2 北西側 溝状遺構 ～ �770 年代 � 面 　

SV20� K-3 中央 溝状遺構 ～ �9 世紀第 2 四

半期

2 面 　

SV202 K-3 東側 溝状遺構 �9 世紀 2 面 KSK206 を切る。

SV203 K-3 西側 土坑 近世 2 面 　
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K SV204 K-3 東側 溝状遺構 近世 2 面 KSK202 を切る。

SV30� K-2 中央 溝状遺構 �8 世紀後半～ 3 面 KSK3�9 を切る。

SV30�-� K-2 南西側 溝状遺構 �8 世紀第 4 四半期

～

3 面 KSV30� を切る。

SV302 K-2 南東側 溝状遺構 ～ �770 年代 3 面 KSK323 • SK324 を切る。

SV303 K-2 北側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV305 K-2 不明 �8 世紀後半～ 3 面 　

SV40� K-3 北東側 溝状遺構 �8 世紀後半～ 4 面 　

SV402 K-2 北西側 溝状遺構 近世 4 面 　

SV50� K-3 東側 溝状遺構 近世 5 面 KSK545 • SK546 • SK559 •

SK560 • SK56� • SK569 •

SK500� を切り、KSK506 •

SK5�8 に切られる。

SV502 K-3 北西側 溝状遺構 近世 5 面 　

L KDSK� L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK2 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK3 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK5 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK6 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK7 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK8 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK9 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�3 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�4 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK�5 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�6 L-3 土坑 近代 � 面 LKDSV3 の一部。 　

KDSK�7 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK�8 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK�9 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK20 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK2� L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK22 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK23 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK24 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK25 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK26 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK28 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK29 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK30 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK3� L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK32 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK33 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK35 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK36 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK37 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK38 L-� 土坑 近代 � 面 　
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L KDSK40 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK4� L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK43 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK44 L-2 土坑 近代 � 面 　

KDSK45 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK46 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK47 L-� 土坑 近代 � 面 　

KDSK48 L-3 土坑 近代 � 面 　

KDSK 三角塔 L-� 三角塔 近代 � 面 　

KDSV� L-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV2 L-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV3 L-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 L-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV4 L-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV5 L-3 溝状遺構 近代 � 面 LKDSV2 と同一。 　

KDSV6 L-� 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV7 L-2 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV8 K-3 ～ L-3 溝状遺構 近代 � 面 　

KDSV28 L-3 溝状遺構 近代 � 面 　 　

SA20� K-3 ～ L-3 柱穴列 �9 世紀 2 面 ピット一覧表参照。 　

SA30� K-3 ～ L-3 柱穴列 �780 ～ �8�0 年 3 面 ピット一覧表参照。 　

K-SK304 K-3 北側 柱穴 �780 ～ �8�0 年 3 面 LSA30�。

SK3�7 L-3 北東側 柱穴 近世 3 面 LSA30�。

SK4�9 L-3 北東側 柱穴 近世 3 面 LSA30�。

SK435 L-3 北東側 柱穴 近世 3 面 LSA30�。

SK462 L-3 北西側 柱穴 近世 3 面 LSA30�。 LSK463 を切る。

SA302 K-3 ～ L-2 建物跡 �650 年～ 3 面 ピット一覧表参照。 　

K-2SK308 K-2 ～ 3 柱穴 近世 3 面 LSA302。 KSK3�5 に切られる。

SK337 L-2 南西側 柱穴 近世 3 面 LSA302。

SK523 L-2 南東側 柱穴 �650 年～ 3 面 LSA302。 LSK550 を切る。

SK609 K-2 ～ 3 柱穴 近世 3 面 LSA302。

SA40� K-3 ～ L-3 柱穴列 近世 4 面 ピット一覧表参照。 　

K-SK4�� K-3 北側 柱穴 近世 4 面 LSA40�。

K-SK4�3 K-3 北東側 柱穴 近世 4 面 LSA40�。

SK2 L-2 西側 土坑 近世 � 面 　

SK(2) L-3 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK3 L-2 南西側 土坑 �8�0 年～幕末 � 面 　

SK(3) L-3 不明 �8 世紀前半 � 面

SK4 L-2 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK5 L-� 中央 土坑 近代 � 面 　

SK6 L-� 中央 土坑 �9 世紀 � 面 LSK39 • SK76 を切る。

SK9 L-� 北側 土坑 �780 年～ � 面 LSK69 • SK70 を切る。

SK�0 L-� 北側 土坑 �9 世紀～ � 面 LSK30 • SK7� を切る。

SK�� L-� 東側 土坑 �8�0 年～ � 面 LSK34 を切る。

SK�2 K-� 西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 KSK40 を切る。
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L SK�3 L-� 北西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

� 面 LSK23 • SK24 を切る。

SK�4 L-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 LSK6� を切る。

SK�5 L-� 西側 土坑 近世 � 面 LSV2 に切られる。

SK�6 L-2 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK�7 L-� 南側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK�8 L-2 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK�9 L-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK20 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK90 を切る。

SK2� L-� 北側 土坑 �780 年～ � 面 LSK35 • SK68 • SK69 • SK83

を切る。

SK22 L-� 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSK8� を切る。

SK23 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK4� を切り、LSK�3 に切ら

れる。

SK24 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK�3 に切られる。

SK25 L-2 北西側 土坑 近代 � 面 　

SK28 L-� 北東側 土坑 �850 年～ � 面 LSK96 を切る。

SK29 L-� 北東側 土坑 近世 � 面 LSK92 を切る。

SK(29) L-� 中央 土坑 近代 � 面

SK30 L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK39 • SK7� • SK84 を切り、

LSK�0 に切られる。

SK3� L-� 不明 �8 世紀後半～ � 面 　

SK32 L-� 北側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSK45 • SK88 を切る。

SK33 L-� 北側 柱穴 �8 世紀後半～ � 面 　

SK34 L-� 北東側 土坑 �8�0 年～ � 面 LSK�� • SK37 に切られる。

SK35 L-� 北側 土坑 �780 年～ � 面 埋土に貝殻を多く含む。 LSK2� に切られる。

SK36 L-� 西側 土坑 近世 � 面 LSV2 に切られる。

SK37 L-� 北東側 土坑 近代 � 面 LSK34 • SK60 • SK80 を切る。

SK38 L-� 中央 土坑 近代 � 面 　

SK39 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK84 を切り、KSK6 • SK30

に切られる。

SK40 L-� 北側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSK45 • SK64 を切る。

SK4� L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK�3 • SK23 に切られる。

SK42 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK75 を切る。

SK43 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK45 L-� 北側 井戸跡 �8 世紀第 4 四半期

～ �9 世紀第 2 四

半期～

� 面 三重の井戸枠を伴う。 LSK32 • SK40 • SK64 に切ら

れる。

SK46 L-2 北東側 土坑 近代 � 面 　

SK47 L-� 南西側 土坑 近世 � 面 LSK48 を切る。

SK48 L-� 南西側 土坑 近世 � 面 LSK47 に切られる。

SK50 L-� 北西側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK5� L-3 南西側 土坑 �8�0 年～ � 面 　
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L SK52 L-3 中央 土坑 �8�0 年～ � 面 　

SK53 L-3 南西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 　

SK54 L-3 南側 土坑 近世 � 面 　

SK55 L-3 中央 土坑 �8 世紀後半～ � 面 　

SK56 L-3 中央 土坑 近世 � 面 　

SK57 L-3 南西側 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK58 L-3 中央 土坑 近世 � 面 　

SK59 L-3 中央 土坑 �9 世紀 � 面 　

SK60 L-� 北東側 土坑 �8�0 年～ � 面 LSK63 • SK79 • SK80 • SK93

• SK96 を切り、LSK37 に切ら

れる。

SK6� L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK�4 に切られる。

SK63 L-� 北東側 土坑 近世 � 面 LSK93 を切り、LSK60 に切ら

れる。

SK64 L-� 北側 土坑 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面 LSK45 を切り、LSK40 に切ら

れる。

SK65 L-� 西側 土坑 近世 � 面 　

SK66 L-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK68 L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK2� • SK69 に切られる。

SK69 L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK68 を切り、LSK9 • SK2�

に切られる。

SK70 L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK9 に切られる。

SK7� L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK�0 • SK30 に切られる。

SK73 L-� 北側 土坑 近世 � 面 　

SK74 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK75 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 LSK42 に切られる。

SK76 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK6 に切られる。

SK79 L-� 北東側 土坑 近世 � 面 LSK60 に切られる。

SK80 L-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 LSK37 • SK60 に切られる。

SK8� L-� 北西側 井戸跡 �8 世紀中頃～

�770 年代

� 面 LSK22 に切られる。

SK82 L-� 東側 土坑 近世 � 面 　

SK83 L-� 北側 土坑 近世 � 面 LSK2� に切られる。

SK84 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK39 に切られる。

SK85 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK90 を切る。

SK87 L-� 西側 土坑 近世 � 面 　

SK88 L-� 北側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 LSK32 • SK33 に切られる。

SK89 L-� 北西側 土坑 近世 � 面 　

SK90 L-� 中央 土坑 近世 � 面 LSK20 に切られる。

SK9� L-� 北東側 土坑 近世 � 面 　

SK92 L-� 北東側 土坑 �8 世紀後半～ � 面 LSK29 に切られる。

SK93 L-� 北東側 土坑 近世 � 面 LSK60 • SK63 • SK96 に切ら

れる。

SK96 L-� 北東側 土坑 �7 世紀 � 面 LSK93 を切り、KSK26、

LSK28 • SK60 に切られる。
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L SK98 L-� 南西側 土坑 近世 � 面 　

SK99 L-� 西側 土坑 近世 � 面 　

SK20� L-2 南側 土坑 近代 2 面 　

SK202 L-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK203 L-2 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK204 L-2 中央 土坑 近世 2 面 LSK2�5 • SK24� • SK247 を

切る。

SK205 L-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK206 L-2 南側 土坑 近世 2 面 　

SK208 K-� 南西側 土坑 �8�0 年～ 2 面 　

SK(208) L-2 南東側 土坑 近世 2 面

SK209 L-2 中央 土坑 近世 2 面 　

SK2�0 L-3 北西側 土坑 �9 世紀 2 面 LSK244 を切る。

SK2�� L-2 北側 土坑 �8�0 年～ 2 面 LSK248 を切る。

SK2�3 L-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�4 L-2 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK2�5 L-2 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 LSK247 • SK24� を切り、

LSK204 に切られる。

SK2�7 L-3 北西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 　

SK2�8 L-3 中央 井戸跡 �8�0 年～幕末 2 面 　

SK2�9 L-3 南側 土坑 �9 世紀 2 面 　

SK220 L-3 南東側 土坑 近代 2 面 　

SK22� L-3 南西側 土坑 �9 世紀 2 面 LSK235 を切る。

SK222 L-3 南西側 土坑 �8�0 年～ 2 面 LSK223 • SK234 を切る。

SK223 L-3 南西側 土坑 �8�0 年～ 2 面 LSK234 を切る。

SK224 J-� 北東側 土坑 �8�0 年～ 2 面 　

SK225 L-3 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK226 L-3 南西側 土坑 近世 2 面 　

SK227 L-3 南東端 土坑 �9 世紀 2 面 　

SK228 L-3 中央 土坑 �8�0 年～ 2 面 L-3SK229 に先行する ?

SK229 L-3 中央 土坑 �8�0 年～ 2 面 L-3SK228 より新しい ?

SK230 L-3 南西側 土坑 �9 世紀 2 面 　

SK23� L-3 南東側 土坑 �9 世紀 2 面 　

SK232 L-� ～ 2 火災処理土

坑 ?

近世 2 面 埋土が焼土。 　

SK233 L-� 南東側 土坑 近世 2 面 　

SK234 L-3 南西側 土坑 �9 世紀 2 面 LSK235 を切り、LSK222 •

SK223 に切られる。

SK235 L-3 南西側 土坑 �9 世紀初め 2 面 LSK22� • SK234 に切られる。

SK236 L-3 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK237 L-3 北西側 土坑 近世 2 面 　

SK238 L-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期 2 面 　

SK239 L-� 東側 土坑 �780 年～ 2 面 　

SK(239) L-3 不明 近世 2 面

SK240 L-2 中央 土坑 近世 2 面 　
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L SK(240) L-3 西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 LSK(24�) に切られる。

SK24� L-2 南西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 LSK247 を切り、LSK204 •

SK2�5 に切られる。

SK(24�) L-2 南西側 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

2 面 LSK(240) を切る。

SK242 L-2 南西側 土坑 近代 2 面 　

SK243 L-� 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK244 L-3 北西側 土坑 ～ �9 世紀 2 面 LSK2�0 を切る。

SK245 L-2 北東側 土坑 近世 2 面 　

SK246 L-2 北側 土坑 近代 2 面 　

SK247 L-2 南西側 土坑 �8 世紀後半～ 2 面 LSK204 • SK2�5 • SK24� に

切られる。

SK248 L-2 中央 火災処理土

坑 ?

近世 2 面 埋土が焼土。 LSK2�� に切られる。

SK30� J-� • L-3 境 土坑 近世 3 面 LSK307 • SK3�5 を切る。

SK302 L-� • 2 境 土坑 �8 世紀第 4 四半期

～

3 面 LSK344 を切る。

SK303 K-3 ～ L-3 土坑 �7 世紀 3 面 LSK3�2 に切られる。

SK(303) L-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

3 面 LSK3�6 を切る。

SK304 L-3 南側 土坑 �8 世紀前半 3 面 　

SK307 J-� • L-3 境 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～ ?

3 面 LSK30� に切られる。

SK308 I-� 北側 土坑 近世 3 面 LSK342 • SK343 を切り、

LSK333 に切られる。

SK309 L-� 西側 土坑 ～ �7 世紀 3 面 　

SK3�0 L-3 中央 土坑 �780 年～ 3 面 　

SK3�� L-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

3 面 LSK3�5 • SK3�6 を切る。

SK3�2 L-3 北東側 廃棄土坑 �8 世紀前半 3 面 LSK326 • SK327 • SK332 •

SK333 を切る。

SK3�3 L-2 北側 土坑 近世 3 面 LSK334 を切る。

SK3�5 L-3 南西側 土坑 �9 世紀第 � 四半期

～

3 面 LSK30� • SK3�� に切られる。

SK3�6 L-3 南西側 土坑 近世 3 面 LSK(303) •SK3��に切られる。

SK3�8 L-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK3�9 L-2 南東側 土坑 近世 3 面 　

SK320 L-2 南西側 火災処理土

坑 ?

近世 3 面 埋土が焼土。 　

SK32� L-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK322 L-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK323 L-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK324 L-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK325 L-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK326 L-� 東側 土坑 近世 3 面 　
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L SK(326) L-3 北東側 土坑 近世 3 面 LSK327 を切り、LSK3�2 に

切られる。

SK327 L-3 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 3 面 LSK3�2 • SK326 に切られる。

SK328 L-2 南側 土坑 近世 3 面 　

SK329 L-3 北西側 土坑 近世 3 面 　

SK330 L-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK33� L-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK332 L-3 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 3 面 LSK3�2 に切られる。

SK333 L-� 西側 土坑 近世 3 面 LSK309 • SK342 を切る。

SK334 L-2 北側 土坑 近世 3 面 LSK3�3 に切られる。

SK335 L-2 西側 土坑 近世 3 面 　

SK338 L-2 南西側 土坑 近世 3 面 　

SK339 L-2 北西側 火災処理土

坑 ?

近世 3 面 埋土が焼土。  

SK342 L-� 西側 土坑 ～ �7 世紀 3 面 LSK309 • SK333 に切られる。

SK343 L-� 西側 土坑 ～ �7 世紀 3 面 LSK309 • SK333 に切られる。

SK344 L-� 南東側 土坑 近世 3 面 LSK302 に切られる。

SK347 L-2 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK348 L-2 北東側 土坑 近世 3 面 　

SK349 L-2 北東側 土坑 近世 3 面 LSV302 に切られる。

SK350 L-2 南西側 火災処理土

坑 ?

近世 3 面 埋土が焼土。 　

SK40� L-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK405 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK406 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK407 L-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK408 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSV403 を切る。

SK409 L-� 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�0 L-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK4�� L-2 中央 土坑 近世 4 面 　

SK4�2 L-2 南側 土坑 近世 4 面 LSK4�3 を切る。

SK4�3 L-2 南側 土坑 近世 4 面 LSK4�2 に切られる。

SK4�4 L-3 東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�5 L-3 東側 土坑 近世 4 面 　

SK4�6 L-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK4�7 L-2 北側 土坑 近世 4 面 LSK458 を切る。

SK4�8 L-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK420 L-3 南東側 土坑 �9 世紀 4 面 　

SK42� L-3 南東側 井戸跡 �9 世紀 4 面 　

SK422 K-3 ～ L-3 土坑 近世 4 面 　

SK423 L-3 北東側 土坑 ～ �8 世紀前半 4 面 　

SK424 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK425 L-3 北側 土坑 近世 4 面 LSK443 を切る。

SK426 L-2 東側 土坑 近世 4 面 　

SK427 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 LSK468 • SV40� を切る。

SK428 L-� 南西側 土坑 ～ �9 世紀 4 面 　
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L SK429 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSK470 を切る。

SK430 L-� 東側 土坑 近世 4 面 　

SK43� L-3 北東側 土坑 �8 世紀前半 4 面 　

SK432 L-3 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK433 L-2 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK436 L-3 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK437 L-3 東側 土坑 �8 世紀前半 4 面 　

SK438 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK439 L-2 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK440 L-3 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK44� L-� 西側 土坑 近世 4 面 LSK480 を切る。

SK442 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK443 L-3 北西側 土坑 近世 4 面 LSK425 に切られる。

SK444 L-2 南東側 土坑 近世 4 面 　

SK445 L-2 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK446 L-2 南西側 土坑 ～ �7 世紀後半 4 面 　

SK447 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSV403 を切る。

SK448 L-2 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK449 L-2 南側 土坑 近世 4 面 　

SK450 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSV403 を切る。

SK45� L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSV403 を切る。

SK452 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 LSK465 と同一 ? 　

SK453 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 LSV402 に切られる。

SK454 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK456 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 LSV402 に切られる。

SK457 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK458 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 LSK4�7 に切られる。

SK459 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK460 L-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK46� L-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK463 L-3 北西側 土坑 近世 4 面 LSK462 に切られる。

SK464 L-� 西側 土坑 近世 4 面 　

SK465 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 LSK452 と同一 ? 　

SK466 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK467 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK468 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 LSK427 • SK448 • SK476 •

SV40� に切られる。

SK469 L-� 北西側 土坑 ～ �9 世紀第 2 四

半期

4 面 　

SK470 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 LSK429 に切られる。

SK47� L-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK472 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 　

SK473 L-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK474 L-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK475 L-� 北西側 土坑 近世 4 面 KSV403 を切る。



─　84　─

区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

L SK476 L-� 南西側 土坑 近世 4 面 LSK468 を切り、LSV40� に

切られる。

SK477 L-2 北東側 土坑 近世 4 面 　

SK478 L-2 北東側 土坑 近世 4 面

SK479 L-2 南西側 土坑 近世 4 面 　

SK480 L-� 西側 井戸跡 ～ �8 世紀中頃 4 面 LSK44� に切られる。

SK48� L-� 北側 土坑 近世 4 面 　

SK482 L-� 北西側 土坑 �9 世紀第 2 四半期 4 面 　

SK50� L-� 中央 土坑 �7 世紀末～ 5 面 LSV50� を切る。

SK(50�) L-3 西側 土坑 近世 5 面

SK502 L-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK503 L-3 西側 土坑 近世 5 面 　

SK504 K ～ L-3 土坑 �8 世紀前半 5 面 LSK526 • SK527 • SK578 •

SK5007 を切り、LSK5�4 •

SK5�5 に切られる。

SK505 L-3 中央 土坑 近世 5 面 LSK508 に切られる。

SK(505) L-3 南東側 土坑 �730 年～ 5 面

SK506 L-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK507 L-3 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK508 L-3 中央 土坑 近世 5 面 LSK505 を切る。

SK509 L-� 東側 土坑 近世 5 面 　

SK5�� L-2 南東側 土坑 近世 5 面 LSK540 • SK550 • SK562 を

切る。

SK5�2 L-2 西側 土坑 近世 5 面 　

SK(5�2） L-2 南東側 土坑 近世 5 面 LSK5�� を切り、LSK550 •

SK562 に切られる。

SK5�3 L-� 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK5�4 J-� 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5�5 I-� 北側 土坑 近世 5 面 　

SK5�6 L-3 東側 柱穴 近世 5 面

SK5�7 L-2 南側 土坑 近世 5 面

SK5�8 L-3 北側 土坑 近世 5 面 LSK522 を切り、LSK5�9 に

切られる。

SK5�9 L-3 北側 土坑 近世 5 面 LSK5�9 を切り、LSK528 に

切られる。

SK520 K-2 南西側 土坑 �7 世紀末 5 面 LSK550 を切る。

SK52� L-2 南東側 土坑 ～ �650 年 5 面 LSK550 • SK562 に切られる。

SK522 L-3 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK524 L-� 西側 不明 近世 5 面 　

SK525 L-2 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK527 L-� 東側 土坑 近世 5 面 　

SK528 L-3 北側 土坑 近世 5 面 LSK5�9 を切る。

SK529 L-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK530 K-2 南西側 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。

SK53� L-2 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK532 L-2 中央 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。
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L SK533 L-2 南東側 土坑 ～ �650 年 5 面 LSK550 • SK562 に切られる。

SK534 K-2 南西側 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。

SK535 L-� 北西側 土坑 近世 5 面 LSK55� を切る。

SK536 L-� 北側 土坑 ～ �7 世紀末 5 面 LSV502 を切り、LSV50� に

切られる。

SK537 L-2 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK538 L-2 西側 土坑 近世 5 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK539 L-2 南側 土坑 近世 5 面 　

SK540 L-2 南東側 土坑 近世 5 面 LSK550 • SK562 を切り、

LSK5��•SK(5�2)に切られる。

SK54� L-2 北東側 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。

SK542 L-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK(542) L-2 北東側 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。

SK543 L-� 西側 土坑 近世 5 面 L-�SK544 に切られる。

SK544 L-� 南西側 土坑 近世 5 面 L-�SK543 を切る。

SK546 L-2 西側 土坑 近世 5 面 　

SK547 L-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK548 L-� 南側 土坑 近世 5 面 　

SK550 K-2 ～ L-2 貯水施設 ? ～ �650 年代 5 面 LSK5�� • SK(5�2) • SK520 •

SK52� • SK523 • SK530 •

SK532 • SK533 • SK534 •

SK540 • SK54� • SK(542) •

SK56� • SK562 に切られる。

SK55� L-� 北西側 土坑 近世 5 面 　

SK552 L-� 西側 土坑 近世 5 面 LSK544 に切られる。

SK553 L-� 北東側 土坑 近世 5 面 LSV503 を切る。

SK554 L-2 南西側 土坑 近世 5 面 LSK537 を切る。

SK555 L-2 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK556 L-2 南東側 土坑 �7 世紀前半 5 面 L-2SK550 の一部 ? LSK550 を切り、LSK5�� •

SK(5�2) • SK52� • SK523 •

SK533 • SK540 に切られる。

SK558 L-� 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK560 L-2 西側 土坑 近世 5 面 　

SK56� K-2 北西側 土坑 �650 年～ 5 面 LSK550 を切る。

SK563 L-2 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK(563) L-2 南西側 土坑 近世 5 面

SK564 L-� 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK565 L-2 南側 土坑 近世 5 面 　

SK566 L-� 西側 土坑 近世 5 面 　

SK567 L-2 南西側 土坑 近世 5 面 　

SK568 L-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK569 L-2 中央 土坑 近世 5 面 　

SK577 L-� 北東側 土坑 近世 5 面 　

SK60� L-3 南西側 土坑 近世 6 面 LSK602 を切る。

SK602 L-3 南側 土坑 近世 6 面 LSK6�� を切り、LSK60� に

切られる。
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L SK603 L-3 東側 土坑 近世 6 面 　

SK605 L-3 東側 土坑 近世 6 面 　

SK606 L-3 東側 土坑 近世 6 面 　

SK607 L-3 南側 土坑 近世 6 面 　

SK608 L-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK6�0 L-3 西側 土坑 近世 6 面 　

SK6�� L-3 西側 土坑 近世 6 面 LSK602 に切られる。

SK6�2 L-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK6�3 L-� 西側 土坑 近世 6 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK6�4 L-� 中央 土坑 近世 6 面 埋土に炭化物を多く含む。 　

SK6�5 L-� 北側 土坑 近世 6 面 　

SK6�7 L-� 南側 土坑 近世 6 面 　

SK6�8 L-2 南側 土坑 近世 6 面 　

SK6�9 L-3 北側 土坑 近世 6 面 　

SK620 J-� 北東側 土坑 近世 6 面 　

SK62� L-� 中央 土坑 近世 6 面 　

SK623 L-� 北側 土坑 近世 6 面 　

SK624 L-� 北側 土坑 ～ �8 世紀第 4 四

半期

6 面 　

SK625 L-3 南東側 土坑 近世 6 面 LSK627 を切り、LSK626 に

切られる。

SK626 L-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK627 L-3 南東側 土坑 近世 6 面 LSK625 に切られる。

SK628 L-3 東側 土坑 近世 6 面 　

SK629 L-3 南東側 土坑 近世 6 面 　

SK630 L-3 中央 土坑 近世 6 面 　

SK63� L-� 東側 土坑 近世 6 面 　

SK633 L-� 東側 土坑 近世 6 面 　

SK634 L-� 北東側 土坑 近世 6 面 　

SK635 L-� 西側 土坑 近世 6 面 　

SK636 L-2 南側 土坑 ～ �650 年 6 面 　

SV� L-3 中央 溝状遺構 近代 � 面 　

SV4 L-� ～ I3 • J3 溝状遺構 �9 世紀第 2 四半期

～

� 面

SV5 L-3 北東側 溝状遺構 近世 � 面

SV20� L-2 西側 溝状遺構 近世 2 面 　

SV30� L-2 南西側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV302 L-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV303 L-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV304 L-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV305 L-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV306 L-2 北東側 溝状遺構 近世 3 面 　

SV40� L-� 南西側 溝状遺構 近世 4 面 LSK468 • SK476 を切り、

LSK427 に切られる。

SV402 L-2 南西側 溝状遺構 近世 4 面 LSK453 • SK456 を切る。
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区 遺構名称 位置 種類 推定時期 遺構面 特記事項 他の遺構との関係

L SV403 L-� 北西側 溝状遺構 近世 4 面 LSK408 • SK447 • SK450 •

SK45� • SK475 に切られる。

SV50� L-� 北側 溝状遺構 �7 世紀末 5 面 LSV502 • SK536 に切られる。

SV502 K-� ～ L-� 溝状遺構 �6 世紀末 ? 5 面 LSK536 • SV50� に切られる。

SV503 L-� 北東側 溝状遺構 近世 5 面 LSK553 に切られる。
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第 9 表　ピット一覧表　 ( 　) は復元

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

A 3 � 不整形な長円形 24 �8 不整形な長円形 �5 �2 近代遺構。

� 2 不整形 42 33 不整形な長円形 27 24 近代遺構。

� 3 隅丸台形 24 - 隅丸台形 2� - 近代遺構。

3 4 不整形 33 - 不整形 24 - 近代遺構。ガラス製品出土。

� 6 不整形な円形 27 - 不整形な円形 24 - 近代遺構。

B 2 � 不整形な円形 36 - 不整形な円形 27 - 備前袋物 � 点出土。

2 2 不整形な円形 27 - 不整形な円形 2� - 近代遺構。

2 3 長円形 33 - 長円形 24 - 近代遺構。

2 4 不整形な長円形 38 30 不整形な長円形 27 2� 瀬戸美濃甕類 � 点、土師質瓦質土器 �

点出土。

2 5 方形 24 24 方形 2� 2�

2 6 円形 �2 - 円形 9 -

� 7 不明 27 - 台形 2� - 近代遺構。

� 8 不整形 39 30 不整形 30 �8

� 9 不整形な長円形 2� �5 円形 �2 -

� �0 円形 �8 - 円形 �2 -

� �� 円形 �8 - 円形 �2 -

� 30� 円形 30 - 円形 2� -

� 302 円形 33 - 円形 24 - BSA30�。

C-� 303 円形 30 - 円形 2� -

� 304 不整形な長円形 44 35 不整形な長円形 27 20 BSA30�。

C-� 305 円形 �4 - 円形 9 -

� 306 不整形な円形 35 - 円形 �5 -

� 307 長円形 30 2� 長円形 �4 23

� 40� 円形 �0 - 円形 - �0

� 402 円形 �0 - 円形 - �0

2 403 円形 2� - 円形 �5 - 瓦、不明鉄製品 3 点出土。

2 404 円形 35 - 長円形 �5 6

2 50� 隅丸方形 30 24 隅丸方形 2� �8

2 502 隅丸方形 27 24 隅丸方形 �5 �5

2 503 長円形 38 30 長円形 27 �8

2 504 円形 38 - 円形 24 - 瓦出土。

2 505 円形 23 - 円形 �5 -

2 506 円形 2� - 円形 �2 9

2 507 円形 29 - 円形 �8 -

2 508 円形 48 - 円形 39 -

2 509 円形 33 - 長円形 �2 6 南西側不明。瓦、不明鉄製品 � 点出土。

2 5�0 円形 42 - 円形 27 -

2 5�� 不整形な長円形 32 24 長円形 2� �5

3 5�2 不整形 39 30 不整形な円形 �5 - BSA50�。磁器 � 点、瓦出土。

3 5�3 長円形 29 23 長円形 20 �5 BSA50�。瓦出土。

� 602 不整形な円形 29 - 不整形な円形 �8 -

� 603 ( 円形 ) 27 - ( 円形 ) �5 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 B � 605 - 33 - - 24 -

台形 27 24 - - - 礎石 ?

� 606 円形 30 - 円形 �8 -

� 607 円形 �5 - 円形 9 -

� 609 不整形な円形 5� - 不整形な円形 42 -

2 6�0 隅丸方形 27 23 隅丸方形 �8 �5 BSA50�。瓦、不明鉄製品出土。

2 6�� 円形 33 - 円形 2� -

2 6�2 長円形 30 24 長円形 �8 �4 BSA50�。

� 6�3 長円形 57 48 長円形 33 27

2 6�4 不整形な長円形 30 2� 不整形な長円形 24 �8

2 70� 長円形 36 30 長円形 24 �8

2 702 長円形 42 30 長円形 27 2�

� 703 円形 �� - 円形 8 -

� 704 - 65 30 - - -

- - - 隅丸台形 24 24 東側。

- - - - 30 24 西側。

2 706 隅丸方形 36 33 隅丸方形 23 23

2 708 円形 36 - 円形 27 -

3 80� 長円形 47 39 長円形 39 32 　

3 802 円形 27 - 円形 �8 - 　

3 803 円形 �� - 円形 8 -

C-� 804 円形 �5 - 円形 9 - BSA30�。

� 805 円形 �2 - 円形 6 -

2 807 方形 �8 - 方形 �2 -

2 808 円形 20 - 円形 �4 -

2 8�4 円形 �5 - 円形 9 -

2 8�5 円形 �4 - 円形 6 -

C 3 � 円形 27 - 円形 �8 -

3 3 不整形な円形 38 30 不整形な円形 27 �8

3 4 2� - 0 - C-3SK�� と切り合う。

� 5 長円形 24 �8 円形 �5 - CSA�。磁器 � 点、唐津京焼風陶器 � 点、

土師質瓦質土器 3 点うち皿 � 点と羽釜 �

点出土。

� 6 不整形な円形 27 - 円形 �8 - CSA�。土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

� 7 長円形 2� �5 円形 9 - CSA�。

� 8 不整形な円形 30 - 長円形 �5 �2 CSA�。柱痕あり。

� 9 円形 2� - 円形 �2 - CSA�。柱痕あり。

� �0 円形 �5 - 円形 �2 -

2 �� 不整形な円形 �8 �8 不整形な長円形 �4 9 CSA�。

2 �2 不整形な長円形 27 �8 不整形な長円形 �5 9 CSA�。

2 �3 不整形な長円形 26 �8 不整形な長円形 2� �5 CSA�。

3 �4 不整形な円形 24 - 不整形な円形 �5 - CSA�。

3 �5 不整形な円形 �8 - 不整形な円形 �2 - CSA�。

3 �6 不整形な長円形 2� �5 円形 9 - CSA�。

3 �7 円形 30 - 円形 �8 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 C 3 �8 不整形な円形 �8 - 不整形な円形 �2 -

� �9 不整形な円形 36 - 不整形な円形 2� - CSA�。柱痕あり。遺物はⅢ参照。

� 20 円形 33 - 円形 �8 - CSA�。柱痕あり。土師質瓦質土器の羽

釜 � 点、瓦、不明鉄製品 � 点出土。

� 2� 長円形 33 �8 - - - CSA�。南側に柱痕あり。

3 23 円形 27 - 円形 �8 - 土師質瓦質土器の皿 2 点と内耳土器 3

点うち A 群の口縁部 � 点、瓦出土。

2 24 円形 �5 - 円形 9 - C-2SK4�、C-2SV4 と切り合う。

3 26 - �5 - 長円形 �2 -

3 27 - - - 円形 �2 - 瓦出土。

3 28 円形 �2 - 円形 9 - 磁器 2 点、陶器 4 点うち唐津刷毛目皿 �

点、土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 29 円形 30 - 円形 �8 - 陶器 2 点、土師質瓦質土器 2 点出土。

3 30 円形 2� - 円形 �2 - C-3SK75 の底部で確認。

3 3� 円形 �8 - 円形 �2 - C-3SK75 の底部で確認。磁器 � 点、土

師質瓦質土器 3 点出土。

3 32 円形 �5 - 円形 9 - C-3SK75 の底部で確認。

� 20� 円形 2� - 円形 �7 - 伊万里皿 � 点、土師質瓦質土器 2 点出土。

� 202 長円形 �2 - 長円形 9 -

� 203 不整形な円形 �7 - 不整形な円形 �4 - 磁器 � 点、瓦出土。

2 204 不整形な長円形 2� - 長円形 �5 - 瓦出土。

� 205 円形 �5 - 円形 6 -

� 206 方形 �2 - 方形 9 -

� 207 円形 �2 - 円形 9 -

� 208 - 27 �5 - - - C-3KDSV� に切られる。

2 209 - 36 - 不整形な円形 �8 - CSA�。遺物はⅢ参照。

2 2�0 長円形 2� �2 長円形 �2 6

2 2�� 円形 36 - 円形 27 - CSA�。C-3KDSV2 に切られる。柱痕あり。

遺物はⅢ参照。

� 2�2 不整形 42 - 不整形 33 -

� 2�3 不整形な円形 24 - 円形 �8 - 遺物はⅢ参照。

� 2�4 方形 24 - 方形 �8 -

� 2�5 不整形な方形 �5 - 不整形な方形 �2 - 土師質瓦質土器 � 点出土。

2 2�6 円形 30 - 円形 �8 - C-2P209 と切り合う。土師質瓦質土器

の焜炉 � 点、瓦出土。

2 2�7 隅丸方形 2� �8 隅丸方形 �5 �2 陶器 3 点うち唐津刷毛目 � 点と関西系

小杉碗 � 点、土師質瓦質土器 � 点、瓦

出土。

2 2�8 円形 30 - 円形 2� - CSA�。陶器 3 点うち唐津刷毛目片口 �

点、備前摺鉢 � 点、瓦出土。

2 2�9 - 42 - 不整形な長円形 30 2� CSA�。C-3KDSV2 に切られる。唐津灰

釉皿 � 点、土師質瓦質土器の甕 3 点、

瓦出土。

2 220 円形 �2 - 円形 8 - 陶器 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 C 2 22� 不整形 27 - 不整形な円形 �8 0 CSA�。陶器 2 点うち瀬戸腰錆碗 � 点出

土。

3 222 不整形な円形 �8 - 不整形な円形 �2 0 磁器 � 点、陶器 � 点、土師質瓦質土器

の皿 � 点と内耳土器 C 群の口縁部 � 点

出土。

� 223 円形 20 - 円形 �0 -

3 223 不整形な円形 35 - 円形 �8 - 陶器 � 点、土師質瓦質土器の内耳土器 A

群の口縁部 � 点、土人形 � 点、不明鉄

製品 � 点出土。

- 2� �7 - - - 礎石。

� 224 円形 2� - 円形 �5 - 磁器 � 点、瓦出土。

� 226 円形 27 - 円形 2� - CSA�。伊万里皿 � 点、唐津 � 点、土師

質瓦質土器の内耳土器の口縁部 � 点出

土。

� 227 円形 30 - 円形 �8 - 磁器 3 点うち青華 � 点、陶器 4 点うち

唐津砂目皿 � 点と瀬戸水甕 � 点出土。

3 229 - �5 - - - - C 区南壁際で確認。

3 230 - �8 - - �2 - 西側はトレンチで不明。

D-3 23� - 2� - - - - 北側はトレンチで不明。

3 232 円形 26 - 円形 2� -

3 233 - 20 - - - - C-3SK265 と切り合う。土師質瓦質土器

2 点出土。

3 234 - 27 �2 - - - 南側不明。

3 236 長円形 20 �5 長円形 �5 �2

� 30� 円形 20 - 円形 �2 - 磁器 � 点、土師質瓦質土器の皿 2 点、

内耳土器 � 点、瓦、不明鉄製品出土。

� 302 長円形 39 24 長円形 30 �8 土師質瓦質土器の内耳土器の口縁部 � 点

出土。

� 303 不整形な長円形 30 24 不整形な長円形 24 �5

� 304 円形 2� - 円形 �2 - 土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦出土。

� 305 不整形な長円形 33 24 不整形な長円形 24 �8 遺物はⅢ参照。

� 307 円形 9 - 円形 6 -

� 309 不整形な円形 �7 - 不整形な円形 �2 -

� 3�0 不整形な方形 2� - 方形 �5 - 磁器 � 点、唐津京焼風陶器碗 � 点、土

師質瓦質土器の皿 3 点、土人形 � 点、瓦、

不明鉄製品 2 点出土。

� 3�0 不整形な円形 29 - 不整形な円形 2� -

� 3�� 円形 2� - 円形 �2 - 瓦出土。

� 3�2 - �8 - 円形 �0.5 - C-�SK244 に切られる。瓦、不明鉄製品

� 点出土。

� 3�3 円形 2� - 円形 �2 - 陶器 3 点うち関西系碗 � 点と土瓶 2 点、

土師質瓦質土器 �0 点うち内耳土器 3 点

と皿 7 点出土。

� 3�6 - 36 33 - 2� - D-�KDSK7 に切られる。土師質瓦質土器

� 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 C � 3�7 長円形 �7 �2 長円形 �� 9 C-�P3�6 の柱痕。陶器 � 点、土師質瓦

質土器 3 点うち皿 2 点、瓦、不明鉄製

品 2 点出土。

� 3�8 方形 �7 - 方形 �2 -

� 320 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �5 -

3 32� 円形 2� - 不整形 �4 �2 柱痕あり。土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

� 322 不整形 39 36 不整形 27 24 遺物はⅢ参照。

� 324 円形 2� - 円形 �2 -

� 325 円形 2� - 円形 �5 - 不明石製品 � 点、瓦出土。

2 326 長円形 ? 30 24 長円形 �5 �2 瓦出土。

3 327 長円形 36 24 円形 �2 - 磁器 � 点、陶器 � 点、瓦出土。

3 328 円形 42 36 - 27 -

円形 2� - 円形 �2 - 柱痕。

3 329 円形 30 - 円形 24 -

3 330 不整形な円形 36 - 不整形な円形 27 -

3 333 円形 ? �8 - 円形 �2 - CSA30�。土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦

出土。

3 334 円形 �5 - 円形 9 - CSA30�。

3 335 - �8 - - 9 - CSA30�。西側不明。

3 336 - 2� - - 6 - CSA30�。C-3SK357 と切り合う。瓦出土。

3 337 円形 24 - 円形 �8 - 陶器 � 点、瓦出土。

3 338 円形 48 - 長円形 54 36 磁器 � 点、陶器の行平鍋 � 点出土。

- �8 �7 - - - 東側礎石。

- �8 �7 - - - 西側礎石。

3 339 円形 9 - - - -

3 340 円形 24 - 円形 �8 - 明末の青華 � 点出土。

3 34� - �5 - - - - 南東側のみ。磁器 2 点うち鉄釉 � 点、

陶器 2 点うち瀬戸灰釉碗 � 点、土師質

瓦質土器 2 点出土。

3 342 円形 �5 - 円形 9 - 関西系陶器 � 点出土。

3 343 円形 26 - 円形 20 -

3 344 円形 �8 - 円形 �5 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 345 円形 �7 - 円形 �4 -

3 346 - �8 - - - - 西側のみ確認。不明鉄製品 � 点出土。

2 347 - �5 - - - - 西側のみ確認。

3 348 - 33 - - - - 北側はトレンチで不明。

3 349 - 2� - - - - 西側のみ。土師質瓦質土器 � 点出土。

� 40� 円形 �4 - 円形 9 -

� 402 円形 27 - 円形 �8 - 瓦出土。

� 403 不整形な円形 27 - 不整形な円形 2� - 備前袋物 � 点、土師質瓦質土器 2 点う

ち火鉢 ?� 点、瓦出土。

� 404 円形 23 - 円形 �5 -

� 405 - �8 - - - - 東側のみ確認。

3 406 - �5 �5 - - - 西側はトレンチで不明。

3 407 円形 �5 - 円形 9 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 C 3 408 円形 23 - 円形 �5 -

3 409 円形 �4 - 円形 9 - C-3SK77 の壁で確認。

3 4�0 円形 29 - 円形 24 - C-3SK75 の底部で確認。

3 4�� 長方形 2� 9 長方形 - - 底部のみ確認。

2 4�3 台形 2� �2 台形 �5 9 南側を C-2SK2�2 に切られる。瓦出土。

D-3 4�3 不整形 20 �0 不整形 �5 �0

3 4�4 - 26 - - �8 - C-3P345 • P346 に切られる。東側はト

レンチで不明。瓦出土。

3 4�5 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

� 4�6 方形 �8 �7 方形 �2 9

2 4�7 方形 �5 �4 方形 �2 9

2 4�8 不整形な円形 30 - 不整形な長円形 �5 ��

2 4�9 方形 20 �8 方形 �8 �5

2 420 隅丸長方形 39 27 長方形 30 �5

2 42� 隅丸長方形 27 �8 隅丸長方形 �8 �2

3 422 - 45 - - - - C-3KDSK� に切られる。柱痕あり。磁器

� 点、土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄

製品 � 点出土。

円形 �8 - 円形 - - 柱痕。

2 424 - 27 - - �2 - 南側不明。

2 425 不整形な方形 20 - 不整形な方形 �5 -

3 50� 円形 �7 - 円形 9 - 瓦出土。

3 502 隅丸台形 4� 33 台形 33 27

長円形 �2 9 円形 9 - 柱痕。

� 504 不整形な円形 �8 - - - - 土師質瓦質土器の内耳土器 2 点、不明

銅製品 � 点出土。

� 505 円形 60 - 不整形な円形 5� - 伊万里小坏 � 点、瓦出土。

不整形な円形 33 - 円形 24 - 柱痕。

- 27 - - �8 - 礎石 ?

� 506 円形 �� - 円形 6 - C-�SK509 と切り合う。

� 509 - 29 �8 - �2 �2 南側不明。瓦出土。

� 5�� - 29 - - - - 東側不明。

2 5�2 円形 23 �8 円形 8 - C-�P4�7 に切られる。

B-2 5�3 不整形な方形 2� 20 長円形 �5 �2 瓦出土。

B-2 5�4 円形 23 - 円形 �5 -

� 5�5 方形 23 23 方形 �4 �4

3 5�6 - �5 - - - - トレンチに切られ南東側のみ確認。土師

質瓦質土器 � 点出土。

3 5�7 円形 9 - 円形 8 -

3 5�8 円形 9 - 円形 8 -

3 5�9 - �5 - - - - トレンチに切られ南側のみ確認。陶器 �

点、土師質瓦質土器 � 点出土。

3 52� 円形 27 - 円形 2� - 遺物はⅢ参照。

3 522 円形 �5 - 円形 �� -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

C 2 60� 不整形な長円形 2� �8 不整形な長円形 �2 9 唐津京焼風陶器 � 点出土。

3 602 - 27 2� - - - 形状不明瞭。土師質瓦質土器の内耳土器

A 群の口縁部 � 点、皿 � 点出土。

3 603 円形 �5 - 円形 - -

� 605 方形 20 �7 方形 �2 9

� 606 不整形な隅丸五

角形

2� - 隅丸台形 9 - 瓦出土。

2 607 不整形な長円形 56 33 不整形な長円形 48 27

3 608 - �� - - - - 東側の一部のみ確認。

3 609 円形 27 - 円形 �8 - 瓦、不明鉄製品出土。

3 6�0 - 27 - - - - 東側の一部のみ確認。土師質瓦質土器 �

点、瓦出土。

3 6�� - 27 - - - - 西側の一部のみ確認。

3 6�2 円形 �4 - 円形 9 -

3 6�3 - 30 - - - - 北側の一部のみ確認。

3 6�4 - 2� 9 - 20 8 C-3P6�5 と切り合う。

3 6�5 長方形 20 �7 長方形 �4 9 C-3P6�4 と切り合う。

3 6�6 円形 �4 - 円形 6 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 6�7 円形 24 - 円形 �8 - 陶器 2 点、瓦、不明鉄製品 3 点出土。

� 70� 円形 �8 - 円形 �� - 瓦出土。

� 702 隅丸五角形 2� - 円形 �2 -

2 704 隅丸長方形 24 �8 長円形 �5 �2

2 707 不整形な円形 �5 - 不整形な円形 9 9

2 708 円形 �8 - 円形 �� - 瓦、不明鉄製品出土。

2 709 - 27 - - �8 - 東側のみ確認。瓦出土。

2 7�0 - 2� - - - - 西側の一部のみ確認。

2 7�� 円形 �5 - 円形 9 -

3 7�2 円形 32 - 円形 �� - CSB30�。

2 7�4 長円形 36 30 長円形 27 2�

2 7�5 ( 円形 ) 2� - 円形 9 -

3 7�7 長円形 �5 �0 長円形 �� 6

2 7�9 円形 �0 - 円形 7 -

2 720 円形 �0 - 円形 7 -

2 72� 円形 �5 - 円形 �0 -

2 802 - 27 - - �8 - 南側不明。瓦出土。

- �2 - - - - 柱痕。

� 803 円形 �5 - 円形 8 -

2 804 円形 �7 - 円形 �� -

2 805 円形 4� - 円形 24 - 瓦出土。

3 806 長円形 29 23 長円形 �8 �2 陶器 2 点うち鉄釉壷 ?� 点、土師質瓦質

土器 2 点うち皿 � 点、瓦出土。

B-3 807 円形 �2 - 円形 8 -

� 808 - 39 26 - 26 �4 西側で C-�SV80� と切り合う。皿 � 点、

瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 C 3 8�0 - 20 - - - - 南側を C-3SK75 に切られる。唐津灰釉

皿 � 点出土。

3 90� 円形 23 2� 円形 �8 �5

3 902 - �8 - - - - 北側はトレンチで不明。

3 907 不整形 �8 �4 - - -

3 908 円形 20 - - -

3 909 円形 36 - 円形 �8 -

3 9�0 - 54 - - 36 - 西側を C-3SK902 に切られる。

3 9�� 長円形 42 27 長円形 30 �8

3 9�2 円形 �2 9 円形 6 3

3 9�3 円形 �5 - 円形 �2 -

3 9�4 円形 9 - 円形 8 -

3 9�5 円形 25 - 円形 �5 -

D � � 不整形な円形 �2 - 不整形な円形 9 - 　

� 2 不整形な長円形 2� �8 長円形 �2 9 陶器 � 点出土。

� 3 円形 36 - 円形 33 -

� 4 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - DSA7。土師質瓦質土器の内耳土器 A 群

の口縁部 � 点出土。

� 5 不整形な方形 2� - 不整形な方形 �5 -

� 6 不整形な長円形 30 �8 不整形な長円形 2� �2 DSA3。

� 7 不整形な長円形 24 �8 不整形な長円形 �� 8

� 8 不整形な円形 27 - 不整形な円形 �2 - DSA3。遺物はⅢ参照。

2 9 不整形な長円形 24 - - - - 　

3 �0 不整形な長円形 39 - 不整形な長円形 - - DSA9。柱痕あり。瓦、不明鉄製品 � 点

出土。

� �� 不整形な長円形 24 �8 不整形な長円形 �5 �2 土師質瓦質土器 � 点、砥石 � 点出土。

2 �2 円形 2� - 円形 �5 -

2 �3 不整形な隅丸五

角形

33 30 不整形な隅丸台

形

2� �8 DSA3。

3 �4 円形 30 - 円形 2� - DSA9。

3 �5 円形 24 - 円形 �5 -

3 �6 円形 42 - - - - DSA8。柱痕、礎石の可能性がある石あり。

磁器 � 点出土。

3 �7 不整形な円形 �5 - 円形 6 -

3 �8 不整形 36 24 - - - DSA4。

3 �9 不整形な円形 24 - 不整形な円形 �8 - DSA4。

� 2� 不整形な円形 �5 - 不整形な円形 6 - DSA5。陶器 � 点出土。

� 22 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - DSA7。

� 23 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - DSA7。土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦出土。

� 24 不整形な円形 24 - 不整形な円形 �8 - 行平鍋 � 点出土。

2 25 不整形な長円形 �2 9 不整形な長円形 6 5 DSA9。

2 26 不整形な長円形 24 �5 不整形な長円形 �5 9 DSA9。

3 26 方形 25 - 方形 20 - DSA4。

2 27 不整形な長円形 2� �5 不整形な長円形 �2 6 DSA9。

3 28 不整形な長円形 2� �5 円形 9 - DSA6。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 3 29 不整形な長円形 30 �8 円形 9 - DSA6。

3 30 円形 �8 - 円形 9 - DSA8。

3 3� 不整形な長円形 33 24 円形 �8 - DSA6。

3 32 不整形な円形 �8 - 円形 �2 - DSA8。

3 33 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - DSA8。

3 34 円形 2� - 円形 9 - 土師質瓦質土器の内耳土器 A 群の口縁

部 � 点出土。

3 35 円形 �2 - 円形 6 - 　

3 36 不整形な円形 �4 - - - - DSA2。

3 37 長円形 54 33 長円形 36 24 柱痕あり。陶器の唐津藁灰釉 2 点・灰

釉 � 点、瓶 � 点出土。

3 38 円形 �4 - 円形 6 - DSA2。

3 39 不整形な隅丸長

方形

38 2� 不整形な隅丸長

方形

23 �2 DSA4。

3 40 不整形な円形 �5 - 不整形な円形 9 - 磁器の輪花の手塩皿 � 点、陶器の萩碗 �

点出土。

� 4� 円形 36 - 円形 24 - 柱痕あり。磁器 3 点、陶器 6 点うち唐

津胎土目皿 � 点と瀬戸美濃腰錆碗 � 点

と土瓶 � 点、土師質瓦質土器の皿 7 点

出土。

� 42 - 30 - - - - D-�KDSK2 に切られる。

� 43 不整形な円形 24 2� 円形 �8 �2 瀬戸美濃鉄釉灰釉掛分けで横位の沈線に

縦位の鎬の灰落し � 点、土師質瓦質土

器の皿 � 点出土。

� 44 不整形な円形 30 - 不整形な円形 2� -

� 45 円形 30 - 円形 24 -

� 46 円形 �8 - 円形 9 - 不明鉄製品 4 点出土。

� 47 円形 �2 - 円形 6 - 磁器 � 点出土。

� 48 不整形な隅丸長

方形

27 20 隅丸長方形 �8 �2 DSA3。

2 49 不整形な円形 2� �8 不整形な円形 9 - DSA7。土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

2 50 不整形な円形 24 - 円形 �2 - DSA9。

2 5� 不整形な円形 45 - 不整形な円形 27 - DSA9。柱痕あり。磁器 2 点、唐津刷毛

目 2 点、ままごと鍋 � 点、土師質瓦質

土器 3 点うち内耳土器 A 群の口縁部 �

点、不明鉄製品 3 点出土。

2 52 L 字形 39 - L 字形 24 - DSA9。磁器 � 点、陶器 2 点うち唐津刷

毛目 � 点、土師質瓦質土器の皿 � 点、

不明鉄製品 � 点出土。

2 53 不整形な長円形 30 2� 不整形な長円形 24 �2 DSA9。磁器 4 点、陶器 2 点、土師質瓦

質土器 � 点出土。

2 57 不整形な長円形 �5 �� 円形 9 -

2 58 不明 30 - 不明 - - DSA9。D-2SK� に切られる。

2 59 円形 32 - 円形 2� - DSA9。

2 60 円形 �5 - 円形 8 - DSA8。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 2 6� 隅丸方形 30 - 隅丸方形 2� - 陶器 � 点、土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

3 62 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 - DSA9。

3 63 円形 42 - 円形 30 - DSA9。柱痕あり。唐津灰釉皿 � 点出土。

3 64 円形 42 - 円形 �8 - DSA9。陶器 � 点、土師質瓦質土器 � 点、

不明鉄製品 2 点出土。

3 65 - 27 - 円形 20 - DSA9。唐津三島手皿 � 点、土師質瓦質

土器の皿 � 点と甕 � 点出土。

3 66 不整形な円形 4� - 不整形な円形 24 - DSA9。土師質瓦質土器の内耳土器 A 群

の口縁部 � 点出土。

3 67 - - - - - - DSA9。T5 に切られる。唐津灰釉皿 � 点

出土。

3 68 - - - - - - DSA9。T5 に切られる。

3 69 不整形な円形 24 - 不整形 20 - DSA6。

3 70 不整形な円形 33 - 不整形な円形 �5 -

2 7� 不整形な長円形 �5 �0 不整形な円形 �0 -

2 73 不整形な長円形 27 20 円形 6 - DSA7。

3 75 不整形な長円形 24 �8 不整形な円形 �5 -

3 76 不整形な円形 35 - 不整形な円形 23 -

3 77 - 39 - - - - 瓦出土。

3 78 不整形な円形 �8 - 円形 �� - DSA2。

� 80 円形 �2 - 円形 6 - DSA5。

� 8� 不整形な円形 �8 - 不整形な円形 9 -

3 83 円形 27 �5 円形 - - 青磁 � 点出土。

3 84 不整形な円形 32 - - - - 　

3 85 不整形な長円形 33 2� 円形 �2 -  

� 87 不整形な円形 39 - 不整形な円形 33 - 陶器の関西系上絵付碗 2 点、土師質瓦

質土器の皿 � 点、不明鉄製品 � 点出土。

� 88 - 33 - - 27 - D-�P87 に切られる。

3 88 円形 �8 �2 円形 - -

2 89 円形 2� - 円形 �7 - DSA�。磁器 � 点、備前灯明皿 � 点、土

師質瓦質土器 2 点出土。

3 90 - - - - - - DSA9。雨で崩壊。

3 9� - - - - - - DSA9。雨で崩壊。

3 92 長円形 2� �8 長円形 �5 �2

3 97 - �5 - - - - 北側の一部のみ。

� 98 円形 30 - 円形 24 - D-�SK74 に 切 ら れ る。 磁 器 の 皿 � 点、

瓦出土。

� 99 円形 26 - 円形 23 - D-�SV6 に切られる。柱痕あり。磁器 2

点出土。

� �00 不整形な長円形 27 �2 不整形な長円形 2� 9

� �0� 不整形な長円形 36 27 不整形な長円形 30 2�

� �02 円形 24 - 円形 �5 -

3 �03 円形 27 �5 円形 - -

� �04 不整形な長円形 36 27 不整形な長円形 27 20 DSA�。磁器 � 点、陶器 2 点うち内野山

窯製銅緑釉皿 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D � �05 円形 45 - 円形 30 - D-�SK72 に切られる。磁器 � 点、土師

質瓦質土器 � 点出土。

� 20� 不整形な円形 24 - 円形 9 - D-�KDSK2 に切られる。瓦出土。

� 202 不整形な円形 9 - 不整形な円形 6 -

� 203 不整形な方形 �8 �5 不整形な方形 �2 9

� 204 - �8 - 円形 9 - D-�KDSV4 に切られる。磁器の袋物 � 点、

土師質瓦質土器 2 点出土。

� 205 方形 �8 - 方形 �2 -

� 206 円形 �5 - 円形 8 - 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 208 方形 �8 - 方形 �2 -

� 209 長円形 30 24 長円形 26 20

� 2�0 長円形 24 �8 長円形 �8 �2

� 2�� 方形 �5 - 方形 9 - 唐津灰釉砂目皿 � 点出土。

� 2�2 円形 �8 - 円形 �5 -

� 2�3 円形 �5 - 円形 9 -

� 2�4 長円形 �5 - 長円形 �2 -

� 2�5 長円形 �4 - 長円形 9 -

3 2�6 不整形な長円形 36 30 不整形な長円形 24 2� 磁器 � 点、唐津京焼風陶器 � 点出土。

3 2�7 不整形な円形 30 - 不整形な円形 2� -

2 2�9 円形 2� - 円形 �2 - 土師質瓦質土器の内耳土器 4 点出土。

2 220 円形 �5 - 円形 9 - 　

� 22� 円形 �8 - 不整形な円形 �2 -

� 223 円形 33 - 不整形な円形 26 - 瓦出土。

� 224 円形 2� - 円形 �2 -

� 225 不整形な長円形 36 30 不整形な長円形 24 �8 D-�SK233 を切る。陶器 � 点出土。

2 226 不整形な方形 27 24 長円形 �8 - D-2P227 と切り合う。土師質瓦質土器

の甕 3 点出土。

2 227 不整形な方形 24 2� 長円形 �8 - D-2P226 と切り合う。

2 228 長円形 33 24 長円形 24 �5 DSA9。陶器の鉄釉土瓶 � 点、不明鉄製

品 � 点出土。

3 229 不整形 39 - 円形 24 -

� 23� - 2� �8 円形 9 - D-�KDSV2 に切られる。

3 232 円形 �2 - 円形 9 -

2 233 円形 �2 - 円形 6 - 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 234 不整形な長円形 33 24 - �5 - DSA5 もしくは DSA7。瓦出土。

� 235 不整形な長円形 20 �5 円形 6 - DSA5 もしくは DSA7。

2 235 円形 �2 - 円形 6 -

� 236 - 30 - 円形 8 - DSA5。D-�KDSV4 に切られる。瓦出土。

2 236 円形 �2 - 円形 6 -

� 237 円形 �5 - 円形 9 - DSA5。

� 238 方形 �8 - 方形 �2 -

� 239 方形 �2 - 方形 9 -

2 240 方形 �5 - 方形 9 - 瓦出土。

2 24� 円形 �8 - 円形 9 - 磁器 � 点出土。

2 242 円形 �� - 円形 6 - 瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 2 243 円形 9 - 円形 6 -

2 244 円形 �8 - 円形 �2 -

2 245 円形 2� - 円形 �5 -

� 246 円形 �2 - 円形 9 - 磁器 � 点、陶器 � 点、瓦出土。

� 247 - 48 2� - 36 �5 D-�SK82 に切られる。

2 247 円形 24 - 円形 �5 -

� 249 円形 �8 - 円形 �2 -

2 250 円形 �6.5 - 円形 9 - DSA�。土師質瓦質土器 � 点、不明鉄製

品 � 点出土。

2 25� - 24 - �5 - D-2SK264 と切り合う。磁器 � 点出土。

2 253 円形 20 - 円形 �4 - 瓦出土。

� 254 円形 �5 - 円形 �2 - DSA�。瓦出土。

� 255 不整形な長円形 20 �5 円形 �0 �0 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 256 長円形 2� �7 長円形 �8 �2 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 256 - - - - - - DSA2。陶器 � 点出土。

2 302 長円形 24 �8 長円形 �5 �2

2 303 不整形な円形 24 - 円形 �5 - 磁器 � 点、陶器 2 点うち唐津岸岳系藁

灰釉 � 点、瓦出土。

2 304 隅丸方形 �8 - 方形 9 -

2 305 長円形 2� �8 長円形 �5 �2 瓦出土。

3 306 円形 �8 - 円形 �2 - 唐津灰釉碗 � 点、土師質瓦質土器 � 点、

瓦出土。

- 48 45 - - - 掘り方 ?

3 307 - �5 �2 - - - トレンチで西側不明。陶器の萩碗 � 点

と土瓶 � 点、不明鉄製品 � 点出土。

2 308 円形 24 - 円形 �5 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦、不明鉄製品 �

点出土。

2 309 不整形な円形 27 - 不整形な円形 �8 -

� 3�0 - �8 - - - - D-�KDSK2 に切られる。

� 3�� 円形 30 - 円形 8 -

� 3�2 - 23 - - 6 - D-�KDSV2 に切られる。瓦出土。

2 3�3 不整形な長円形 36 30 不整形な円形 �8 - 瓦出土。

2 3�4 不整形な長円形 38 24 不整形な長円形 30 �5 磁器 � 点出土。

2 3�5 円形 2� - 円形 �2 -

2 3�6 - 30 - 不整形な円形 �8 - 北側不明。

3 3�7 円形 �7 - 円形 �� - DSB30�。唐津灰釉碗 � 点、不明鉄製品

� 点出土。

2 3�9 不整形な円形 2� - 円形 �2 - 土師質瓦質土器 2 点うち瓦質擂鉢 � 点、

瓦出土。

� 320 円形 20 - 円形 �5 - 土師質瓦質土器 � 点出土。

� 32� 不整形 30 2� 不整形な長円形 �4 - 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 324 不整形な長円形 30 24 不整形な長円形 �8 �2 DSA3。瓦出土。

� 325 不整形な長円形 27 2� 円形 �2 - 土師質瓦質土器の内耳土器 A 群の口縁

部 � 点、瓦、不明鉄製品 � 点出土。

3 326 円形 30 - 円形 24 - 瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 3 327 - 42 39 円形 30 - トレンチで上端南側不明。磁器 � 点、唐

津灰釉 � 点、土師質瓦質土器の皿 � 点、

瓦、瓦の転用品 � 点、不明鉄製品 3 点

出土。

� 328 円形 �5 - 円形 9 -

� 329 円形 �5 - 円形 9 -

2 330 円形 �2 - 円形 �� - D-2SK379 の柱痕。

3 33� 円形 2� - 円形 �5 -

2 332 円形 �8 - 円形 �� -

2 333 円形 �5 - 円形 �2 - D-3SK398 の柱痕。

3 335 円形 2� - 円形 �5 -

3 336 - 30 - - 30 - 南側のみ確認。

台形 30 20 - - - 礎石 ?

3 337 - 36 - - - - D-3SK404 の壁で確認。土師質瓦質土器

� 点、不明鉄製品 � 点出土。

3 338 不整形な長円形 45 24 円形 �8 -

3 340 円形 �5 - 円形 �4 - D-3SK300� の底部で確認。

� 40� - 33 27 - 2� - D-�SK405 と切り合う。

� 402 円形 26 - 円形 �5 - 関西系陶器 � 点、瓦出土。

� 403 円形 26 - 円形 �2 - 瓦出土。

2 404 - 2� - - �2 - D-2SK244 に切られる。

3 405 円形 24 - 長円形 �8 �2 土師質瓦質土器 � 点出土。

3 406 - 27 - - - - 北側のみ確認。

2 407 長円形 4� 30 - - - 瓦出土。

円形 2� - 円形 �2 - 柱痕。

2 408 円形 �5 - 円形 9 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦 � 点出土。

2 409 円形 24 - 円形 �8 - 土師質瓦質土器の皿 � 点、不明鉄製品 2

点出土。

2 4�0 円形 26 - 円形 �5 - 唐津岸岳系藁灰釉碗 � 点出土。

2 4�� 方形 2� - 方形 �5 - 瓦出土。

3 4�2 円形 �4 - 円形 �2 -

3 4�3 - 30 2� 円形 �2 - 北側不明。陶器 3 点うち唐津刷毛目 � 点、

土師質瓦質土器 2 点、瓦、不明鉄製品 �

点出土。

� 4�4 円形 24 - 円形 �5 -

� 4�5 円形 �8 - 円形 9 -

3 4�5 円形 38 - 円形 2� - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 4�6 - 39 - 長円形 26 2� 北側不明。

3 4�8 長円形 �5 �2 円形 6 -

3 4�9 長円形 �8 �5 円形 9 -

� 420 円形 �2 - 円形 5 -

2 42� - 30 - - - - 南側のみ確認。土師質瓦質土器 � 点出土。

2 422 円形 �8 - 円形 �2 - 陶胎染付碗 � 点、瓦出土。

� 423 不整形な円形 29 - 長円形 �2 9 磁器 2 点、不明鉄製品 2 点出土。



─　�4　─

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 3 424 - 56 33 円形 42 - D-3SK428 に切られる。西側はトレンチ

で不明。

隅丸台形 �8 �7 - - 礎石 ?

3 425 - 2� - - - - 東側のみ確認。土師質瓦質土器の皿 � 点、

瓦出土。

� 50� 円形 �4 - 円形 9 - 　

� 502 方形 �8 �7 方形 �5 �2 　

� 503 円形 30 - 円形 2� - 陶胎染付 � 点、瓦、不明鉄製品 2 点、

碁石 ?� 点出土。

� 504 円形 �5 - 円形 �� - 唐津京焼風陶器 � 点、土師質瓦質土器

の皿 � 点出土。

� 505 不整形な長円形 24 20 長円形 �5 �2 磁器 � 点、瓦出土。

� 506 不整形な円形 24 - 不整形な円形 �8 -

� 508 円形 30 - 円形 �5 -

� 509 長円形 35 27 長円形 23 �7 瓦、不明鉄製品 5 点出土。

3 5�2 不整形な円形 57 - - - - 景徳鎮小坏、陶器 � 点、瓦うちコビキ

A� 点出土。

台形 30 23 - - - 礎石 ?

3 5�3 - 5� 33 円形 2� - DSB30�。D-3SK88 に切られる。唐津灰

釉碗 � 点、備前擂鉢 � 点、土師質瓦質

土器 9 点うち皿 4 点出土。

3 5�4 円形 �2 - 円形 9 -

3 5�5 円形 �7 - 円形 �2 - DSA2。

� 5�6 長方形 2� �7 長方形 �7 �2 　

� 5�7 不整形な隅丸三

角形

39 39 不整形な円形 27 27 C-�P5�6 と切り合う。瓦、不明鉄製品 4

点出土。

� 5�8 長円形 24 2� 長円形 �8 �2 　

C-3 52� 円形 �0 - 円形 - -

3 522 円形 �5 - 円形 - -

� 523 円形 �5 �4 円形 - - 瓦出土。

� 524 - 26 - - - - 南側のみ確認。

台形 36 20 - - - 礎石 ?

2 526 円形 �� - 円形 6 -

2 527 不整形な隅丸方

形

23 23 不整形な隅丸方

形

�4 �4

� 528 方形か �2 9 方形か - - 南側不明。

2 529 円形 �5 - 円形 9 -

� 530 - 33 �5 - 2� 9 北側は調査区外のため不明。

3 532 - �2 - - - -

2 60� 長円形 45 2� 長円形 39 �5 磁器 3 点うち碗 � 点と瓶 � 点、土師質

瓦質土器 3 点うち皿 � 点、瓦うちコビ

キ A� 点、不明鉄製品 � 点出土。

2 602 不整形な円形 27 - 円形 �5 - D-2SK244 に切られる。土師質瓦質土器

の内耳土器 � 点、瓦、不明鉄製品 4 点

出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 2 603 - �5 - - - - 北側の一部のみ。

2 604 円形 �5 - 円形 9 -

2 605 円形 23 - 円形 �5 - 瓦、不明鉄製品 � 点出土。

3 607 円形 9 - - -

3 608 円形 9 - - -

� 609 長円形 �4 �� 円形 9 -

� 6�0 長円形 �7 �5 長円形 �2 9

� 6�� 円形 2� - 円形 �5 - 陶器 � 点出土。

2 6�3 円形 �5 - 円形 9 -

� 6�5 円形 �2 - 円形 8 -

� 6�6 - �7 - - - - 北側のみ確認。

� 6�7 円形 �4 - 円形 9 -

� 6�8 円形 2� - 円形 �5 -

3 70� ( 長円形 ) 29 23 - - - 下端不明。瓦出土。

2 702 長円形 35 29 長円形 27 2� 磁器 � 点、唐津岸岳系藁灰釉玉縁の鉢 ?�

点・皿 � 点出土。

2 703 円形 �8 - 円形 �2 - 不明鉄製品 � 点出土。

2 704 円形 �8 - 円形 9 -

2 705 長円形 29 2� 長円形 23 �5

� 706 長円形 �8 9 長円形 �2 6

2 708 円形 29 - 円形 �8 - 陶器 2 点うち唐津二彩手皿 � 点出土。

� 709 円形 8 - 円形 6 -

� 7�0 円形 6 - 円形 5 -

C-� 7�� - 75 69 - 72 60 北側不明。唐津碗 � 点・壷 ?� 点、土師

質瓦質土器 4 点うち皿 3 点、瓦、不明

鉄製品 � 点出土。

� 7�2 ( 円形 ) 5� - 円形 45 - 遺物はⅢ参照。

3 7�3 24 - �2 - 東側不明。

� 7�4 円形 �4 - 円形 9 -

� 7�5 円形 2� - 円形 �5 -

� 7�6 円形 8 - 円形 6 -

� 7�7 円形 8 - 円形 6 -

� 7�8 円形 �2 - 円形 9 -

� 7�9 円形 9 - 円形 6 -

� 72� 不整形 27 �4 不整形 20 9

� 722 円形 �2 - 円形 6 -

� 724 円形 �4 - 円形 9 -

2 726 不整形な長円形 27 24 長円形 �8 �5

2 728 長円形 36 24 長円形 27 �5

2 729 - 24 - - �2 - 西側不明。

� 802 長円形 23 �8 円形 �4 -

� 803 - 36 - - 30 - D-�SK5�7 に切られる。

� 804 不整形 26 2� 円形 �4 -

� 805 不整形 38 30 不整形 27 2�

3 806 円形 30 - 円形 2� -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

D 3 807 円形 30 - 円形 2� -

2 808 - 35 23 不整形 2� 9 西側不明。唐津灰釉 � 点、土師質瓦質

土器の焼塩壷 2 点、瓦、不明鉄製品 �

点出土。

3 809 円形 �3.5 - 円形 9 -

3 8�0 円形 �2 - 円形 6 -

3 8�2 円形 39 - 円形 2� - 瓦出土。

3 8�3 円形 �5 - 円形 9 -

3 8�4 - 23 - - �� - D-3SV802 と切り合う。

3 8�5 円形 �8 - 円形 9 -

3 8�6 円形 42 - 円形 24 - 土師質瓦質土器 2 点うち皿 � 点出土。

3 8�7 円形 29 - 長円形 �7 �4 瓦、不明鉄製品 � 点出土。

3 8�8 円形 2� - 円形 �4 -

� 902 円形 36 - 長円形 24 2�

� 903 円形 33 - 円形 23 -

2 904 - 30 - - �5 - C-3KDSV2 に切られる。

2 906 不整形な円形 36 - 円形 27 -

3 907 - 39 - - - - 南側不明。

円形 �2 - 円形 9 - 柱痕。

3 908 円形 �8 - 円形 �� -

E 2 � 不整形な長円形 48 39 不整形な長円形 36 27 磁器 2 点、土師質瓦質土器 2 点うち内

耳土器 � 点、瓦出土。

� 2 円形 33 - 円形 20 - 磁器 9 点うち蓋物の蓋 � 点、皿 � 点、

瓶 � 点、陶器 9 点うち唐津刷毛目碗 2 点・

京焼風陶器碗 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 � 点、

土師質瓦質土器 8 点うち皿 3 点、内耳

土器 5 点うち A 群口縁部 � 点、不明鉄

製品 � 点出土。時期は �8 世紀以降。

� 3 不整形な長円形 �5 �2 円形 9 - ESA�。

� 4 円形 �7 - 円形 9 -

� 5 円形 30 - 円形 2� - 磁器 � 点、土師質瓦質土器 2 点うち皿 �

点、不明鉄製品 2 点出土。

2 6 方形 �8 - 方形 �2 -

2 7 方形 �5 - 方形 9 - 不明鉄製品 7 点出土。

2 8 方形 �5 �5 方形 9 9

2 9 円形 �4 - 円形 6 - 瓦、不明石製品 � 点出土。

� �0 円形 2� - 円形 �8 -

� �� 円形 2� - 円形 �5 -

� �2 円形 20 - 円形 �5 -

� �3 円形 �5 - 円形 9 -

� �4 不整形な長円形 �� 6 - - - E-�SK39 内で確認。

3 �5 不整形な円形 2� - 円形 9 - 磁器 2 点、陶器 � 点、土師質瓦質土器

の皿 5 点出土。

3 �6 不整形な円形 33 - - - -  

3 �7 円形 27 - 不整形 9 - 　
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特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E � �8 円形 8 - - - - E-�SK53 の壁で確認。瀬戸腰錆碗 � 点、

土師質瓦質土器の皿 4 点出土。

� �8 円形 �7 9 円形 - -

2 �9 円形 30 - 円形 24 -

2 20 円形 �2 - 円形 9 - ESA�。

� 2� 円形 �5 - 円形 6 - ESA�。

� 22 不整形な円形 33 - 円形 �5 - 磁器 4 点うち碗 3 点、陶器 2 点、土師

質瓦質土器 4 点うち内耳土器 3 点出土。

� 23 円形 2� �4 円形 - - ESA�。土師質瓦質土器の皿 2 点出土。

2 24 不整形な長円形 27 �8 不整形な長円形 2� �2 陶器 � 点出土。

� 25 円形 30 - 円形 26 -

� 26 長円形 �2 �� 長円形 8 - ESA�。

� 27 円形 �5 - 円形 9 -

� 28 不明 42 - 不明 30 - E-�SK37 の壁で確認。トレンチで北側不

明。磁器 � 点出土。

� 29 長円形 27 �8 不整形な円形 �2 - E-�SK37 の壁で確認。

� 30 円形 �5 - 円形 �� -

� 3� 円形 33 - 円形 24 - DSA9。青磁花生け � 点、陶器 � 点出土。

2 32 円形 2� - 円形 �5 - 陶器 � 点出土。

3 33 円形 �5 - 円形 9 -

3 34 円形 �5 - 円形 �2 -

3 35 円形 27 - 円形 �8 - 瓦出土。

� 36 不整形な円形 2� - 円形 �2 - 瓦出土。

� 37 円形 30 - 円形 �8 - DSA9。

D-2 38 円形 2� - 円形 �5 - 瓦、青銅製品 � 点出土。

� 39 円形 9 - 円形 6 - ESA�。

� 20� 不整形な円形 24 - 長円形 �5 -

� 202 - 45 - - 36 - 西側不明。柱痕あり。土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点、瓦出土。

台形 27 �5 - - - 礎石。

� 203 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �2 -

2 204 不整形な円形 �5 - 円形 �0 - 陶器の擂鉢 � 点出土。

2 205 - - - - - - E-2SK232 の柱痕。土師質瓦質土器 � 点

出土。

2 206 円形 �5 - 円形 9 - ESA�。陶器 � 点、瓦出土。

� 207 不整形な円形 2� - 円形 9 - ESA�。磁器 � 点、陶器 � 点、土師質瓦

質土器の皿 � 点出土。

� 208 不整形な円形 �7 - 不整形な円形 �� -

2 209 不整形な円形 44 - 不整形な長円形 30 24 磁器 � 点、陶器 � 点、土師質瓦質土器

の皿 � 点出土。

� 2�0 不整形な方形 �5 - 不整形な方形 9 - 磁器の碗 � 点出土。

2 2�2 円形 �8 - 円形 �2 -

� 2�3 - 2� - - �2 - E-�P2 に切られる。

� 2�4 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �8 - 柱痕あり。

2 2�5 円形 27 - 円形 2� -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E 2 2�6 方形 2� - 方形 �5 - 土師質瓦質土器の内耳土器 � 点出土。

2 2�7 不整形な長円形 36 27 不整形な長円形 2� �2

2 2�8 不整形な円形 33 - 不整形な円形 2� -

2 2�9 不整形な五角形 30 24 長円形 2� �8 E-2SK266 の柱痕 ? 瓦、土師質瓦質土器

の皿 � 点出土。

2 22� 不整形な円形 2� - 円形 �2 -

3 222 円形 �5 - 円形 �2 - ESA�。

� 224 - 24 �8 - �5 �5 E-�KDSV6 に切られる。

� 225 円形 20 - 円形 �4 - 磁器 � 点、土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 226 円形 �8 - 円形 �2 -

� 227 不整形な方形 �8 - 方形 �2 - 不明鉄製品 � 点出土。

� 228 方形 2� �8 方形 �5 �2 瓦出土。

� 229 長円形 30 24 長円形 24 �5

2 230 - 24 �5 不整形な長円形 �5 9 E-2SK259 と切り合う。

2 23� 方形 �5 �2 円形 6 -

2 232 長方形 2� �4 長円形 �2 6

� 233 円形 �2 - 円形 �� -

2 234 円形 24 - 円形 �8 -

� 235 - 33 �5 - - - 東側不明。

� 236 不整形な長円形 27 2� 不整形な長円形 �8 �5 青磁皿 � 点出土。

3 237 不整形な円形 48 - 円形 33 - DSB30�?　柱痕あり。

3 238 長円形 2� �5 長円形 �5 9 唐津銅緑釉碗 � 点、土師質瓦質土器 �

点出土。

3 239 長円形 �7 �2 長円形 �2 6

3 240 不整形な長円形 23 �5 不整形な長円形 �7 �2

3 24� 隅丸方形 36 33 長円形 30 2� 唐津灰釉皿 � 点、土師質瓦質土器 � 点

出土。

2 30� - 24 2� - - - 西側不明。

D-2 302 長円形 27 24 長円形 �8 �5 磁器 � 点、土師質瓦質土器 3 点、青銅

製品 � 点出土。

3 303 円形 �5 - 円形 9 -

2 304 円形 2� - 円形 �5 - 瓦出土。

� 307 円形 27 - 円形 �5 - 土師質瓦質土器 2 点うち皿 � 点出土。

� 308 - �0 - - - 西側不明。

� 309 円形 42 - 円形 33 - 青磁袋物 � 点、土師質瓦質土器 � 点、

瓦出土。

- 24 - - 2� - 礎石 ?

� 3�0 - 33 27 円形 �8 - 北西側不明。瓦出土。

� 3�� 不整形な方形 2� �8 不整形な方形 �5 �2 土師質瓦質土器の内耳土器 A 群の口縁

部 � 点、瓦出土。

� 3�2 円形 �4 - 円形 8 - 土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦出土。

2 3�3 不整形な円形 2� - 円形 �2 - 瓦出土。

2 3�5 円形 45 - 円形 2� - 初期京焼 � 点出土。

2 3�6 不整形な円形 �4 - 円形 9 -

� 3�7 円形 36 30 円形 27 24
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E � 3�8 方形 �8 - 方形 �2 -

� 3�9 不整形な円形 29 - 円形 �5 - 土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 A 群

の口縁部 � 点、瓦出土。

� 32� 円形 �8 - 円形 �� - 磁器 � 点、土師質瓦質土器の内耳土器 �

点、瓦出土。

� 322 円形 �7 - 円形 �2 - 瓦出土。

D-2 323 円形 24 - 円形 �2 - 陶器 2 点うち瀬戸美濃横位の沈線に縦

位の鎬の香炉 ? 入れ � 点、瓦出土。

3 324 円形 24 - 円形 �8 -

3 325 - 2� - - - - 西側のみ確認。

2 40� 長円形 20 �7 長円形 �5 �2 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

2 402 長円形 2� �8 長円形 �5 �2 　

2 403 丸みを帯びた方

形

27 - 丸みを帯びた方

形

�5 - 絵唐津 � 点、瓦出土。

2 404 円形 �8 - 円形 6 - 唐津灰釉 � 点、不明鉄製品 � 点出土。

2 405 長円形 36 30 長円形 24 �8 唐津岸岳系藁灰釉碗 � 点、土器質瓦質

土器 � 点、瓦出土。

2 406 - 20 - 円形 �5 - 東側不明。磁器 � 点、瓦出土。

� 407 方形 2� - 方形 �5 -

� 408 円形 �� - 円形 6 - 土人形 2 点出土。

� 409 �4 - - - 南東側不明。

� 4�0 円形 26 - 円形 24 -

� 4�� 円形 27 - 円形 �8 - 唐津袋物 � 点出土。

� 4�2 - 30 23 - 2� �8 E-�KDSV� に切られる。土師質瓦質土器

の皿 � 点、瓦出土。

� 4�3 不整形な長円形 36 30 円形 �8 - 土師質瓦質土器の皿 3 点出土。

� 4�4 円形 �8 - 円形 �2 - E-�SK4�6 と切り合う。

� 4�5 円形 2� - 円形 9 - E-�SK425 と切り合う。

� 4�6 長方形 2� �8 長方形 �5 �2

D-� 4�8 - 33 24 - 2� �8 D-�SK�9 に切られる。

D-2 4�9 円形 24 - 円形 �8 -

� 420 長円形 23 �8 長方形 �5 9 土師質瓦質土器の皿 � 点出土。

� 42� 円形 �5 - 円形 �2 - 瓦出土。

2 422 - �5 - - - - 西側のみ確認。

� 424 - 33 - - 27 �8 E-�SK322 に切られる。土師質瓦質土器

の皿 � 点、瓦出土。

2 425 - 45 - - - - 東側のみ確認。

� 50� 不整形な隅丸五

角形

63 57 不整形な隅丸五

角形

54 45 瓦出土。

� 502 - 39 27 - 33 2� 西側不明。瓦出土。

� 503 円形 60 5� 円形 36 - 柱痕あり。土師質瓦質土器の皿 2 点、瓦

出土。

� 504 不整形な円形 29 - 長円形 �5 9 瓦出土。

� 505 円形 30 - 長円形 �8 �4 　

三角形 �5 �5 - - - 礎石 ?
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E � 506 不整形 45 39 不整形 33 33 　

� 507 円形 42 - 円形 30 - 瓦出土。

� 508 不整形な円形 27 - 円形 �5 - 　

� 509 長円形 27 �8 長円形 �8 �2 　

� 5�0 不整形な長円形 23 �8 不整形な長円形 �5 �2 　

� 5�� 円形 42 - 円形 30 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

� 5�5 円形 2� - 不整形な円形 �4 - 　

� 5�6 円形 2� - 円形 �5 - 　

2 5�7 - 23 �7 - �7 �2 E-2P403 に切られる。

2 5�9 長円形 23 �8 長円形 �5 �2 　

2 520 不整形な円形 20 - 長円形 �4 �� 　

2 52� 不整形な円形 29 - 円形 �8 - 　

2 522 円形 2� - 円形 �5 - 　

2 523 不整形 36 24 不整形 30 �8 　

2 525 円形 �5 - 円形 �4 - E-2P209 の柱痕 ?

� 526 長方形 23 �8 長方形 �8 �2 　

2 527 円形 20 - 円形 9 - 　

2 528 不整形な円形 �5 - 円形 6 - 　

2 529 不整形な円形 �8 - 円形 �� - 　

2 530 円形か 24 - 長円形 �� 8 E-2SK24 に切られる。

2 53� 不整形な長円形 29 20 長円形 �8 �2 　

� 60� - 54 - - - - 北側は調査区外のため不明。

� 602 不整形な長円形 30 24 長円形 24 �8

� 603 不整形な円形 �2 - 円形 6 -

� 604 台形 2� - 台形 �5 -

� 605 円形 35 - 長円形 �8 9 瓦出土。

� 606 円形 �5 - 円形 �� - D-�P706 の柱痕。

� 607 長円形 36 29 長円形 27 �8

� 608 円形 36 - 長円形 �5 9 磁器 3 点うち同一個体と思われる瓶 2

点、瓦が出土。

� 6�0 - 39 30 - - -

円形 �7 - 円形 �2 - 柱痕。

台形 2� �8 - - 礎石。

2 6�� 円形 �8 - 円形 �2 -

2 6�2 不整形な円形 2� - 長円形 �2 9

� 6�3 ( 長円形 ) 30 2� 長円形 �7 �2 瓦出土。

2 6�4 不整形な長円形 38 27 不整形な長円形 27 �5 唐津刷毛目 � 点、瓦出土。

2 6�5 - �7 - - �� - 南側不明。

2 6�6 円形 �� - 円形 6 -

� 70� 円形 26 - 円形 2� -

� 702 不整形な円形 2� - 不整形な円形 �8 -

� 703 - 44 - - 36 - 土師質瓦質土器の火鉢 ?� 点出土。

- 30 - - 2� - 礎石 ?

� 704 長円形 2� �8 円形 9 -

� 706 長円形 39 33 長円形 33 27
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E � 706 - 33 20 - - - E-�SK505 に切られる。

� 707 - 54 36 - 33 24 E-�SK604 に切られる。

� 708 - 30 - 円形 �2 - 西側は石に画される。

� 709 円形 2� - 円形 �5 -

� 7�� 円形 33 - 円形 24 -

� 7�2 円形 �� - 円形 9 -

� 7�3 長円形 24 �7 長円形 �8 9 瓦出土。

2 7�5 - �4 - - - - 西側の一部のみ確認。唐津灰釉瓶 � 点

出土。

2 7�6 円形 �5 - 円形 9 - 土師質瓦質土器の皿 2 点出土。

2 7�7 不整形 30 2� 不整形 - -

� 7�8 隅丸方形 20 �7 隅丸方形 �2 �� E-�SK746 の柱痕 ?

� 7�9 長円形 30 2� 長円形 �8 �4

2 720 円形 �� - 円形 �� - 土師質瓦質土器の内耳土器 � 点、瓦出土。

2 72� 長円形 27 23 長円形 �8 �5 不明鉄製品 � 点出土。

� 722 円形 2� - 円形 �2 -

� 723 - 27 - - �8 - 西側は調査区境に掛 ? 不明。近代遺構。

磁器の色絵付碗 � 点出土。

� 724 不整形な円形 �7 - 円形 �� -

� 725 不整形な円形 �8 - 不整形な円形 �2 -

� 726 円形 �� - 円形 6 - E-�SK738 の柱痕。

� 727 長円形 �5 9 長円形 �� 6

� 728 円形 �5 - 円形 9 - E-�SK730 の柱痕。

� 729 ( 円形 ) 27 - ( 円形 ) 23 - E-�P729 と切り合う。

� 730 円形 �8 - 円形 �2 -

� 73� 円形 9 - 円形 6 -

� 732 円形 2� - 円形 �2 - E-�P73� の掘り方。磁器 � 点、唐津灰

釉碗 � 点・内側に青海波の当て具痕が

ある壷 ?� 点出土。

� 733 円形 �5 - 円形 8 -

2 734 隅丸方形 20 20 隅丸方形 �2 �2

2 735 不整形な円形 �8 - 円形 9 -

� 737 長円形 30 23 長円形 �7 �2 唐津灰釉皿 � 点、瓦出土。

� 738 円形 �� - 円形 6 -

� 739 円形 �� - 円形 6 -

� 742 円形 9 - 円形 5 -

� 743 円形 30 - 円形 �8 -

� 80� - 42 24 - 33 �8 E-�SK8�3 と切り合う。

- 24 �8 - - - 礎石。

� 802 長円形 42 30 長円形 30 2� 瓦出土。

� 803 円形 42 - 円形 30 -

� 804 長円形 48 4� - - - 土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦出土。

長円形 27 24 不整形な長円形 2� �8 柱痕。

� 805 - 36 �8 - 24 �5 トレンチで南側不明。

2 806 - 30 - - 9 - E-2SK85 に切られる。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

E 3 8�0 - 33 - - 24 - 西側不明。

3 8�� 円形 �8 - 円形 �2 - D-3SV802 の壁で確認。

� 8�2 長円形 5� 35 長円形 39 23

� 8�3 - 45 - - 39 - 東西両側不明。

2 8�4 - 27 - - 20 - トレンチで北側不明。

� 90� 長円形 44 36 長円形 32 26

� 902 長円形 5� 45 長円形 38 33 瓦出土。

� 904 長円形 36 2� 長円形 23 ��

� 905 - 30 - 円形 �2 - E-�SK726 に切られる。

� 906 円形 39 - 円形 27 - 土師質瓦質土器の皿 � 点、瓦出土。

台形 20 �7 - - - 礎石。

� 907 - 35 - - �8 - E-�SK822 に切られる。

� 908 円形 33 - 円形 �8 -

� 909 - 2� - �2 - E-�SK8�4 に切られる。

� 9�0 - 29 - �7 - E-�SK8�4 に切られる。

� 9�� 円形 �8 - 円形 8 -

� 9�2 円形 33 - 不整形な円形 2� -

� 9�3 - 33 - - 2� - E-�SK702 に切られる。

2 9�4 不整形な円形 48 - 円形 30 -

不整形な円形 20 - 不整形な円形 �2 - 柱痕。

2 9�5 不整形な円形 45 - 円形 30 -

2 9�6 - 24 - - �5 - E-2SK754 に切られる。

3 9�7 不整形な円形 24 - 不整形な円形 �2 - 瓦出土。

3 920 - 27 - - - - 瓦出土。

� 92� 長円形 24 �8 円形 �2 -

2 923 円形 24 - 円形 �5 -

2 925 - �8 - 円形 9 - E-2SK720 の壁で確認。

3 926 - 30 - - �8 -

2 928 長方形 45 27 長方形 39 �8

3 928 円形 �� - 円形 6 -

F 2 � 長円形 29 25 長円形 20 �7 レンガ � 点、瓦出土。近代遺構。

3 2 長円形 20 �5 長円形 �5 �� FSA�。磁器 6 点うち端反碗蓋 � 点、陶

器 2 点うち関西系碗 2 点出土。

� 3 円形 22 20 長円形 �6 �0 陶胎染付碗 � 点、陶器 2 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

� 4 長円形 26 24 長円形 20 �6

G-� 5 長円形 30 27 円形 �7 - 陶器土瓶 3 点、鉄製品 � 点出土。時期

は �8 世紀後半以降。

3 6 円形 �6 - 円形 �3 �2 陶器 � 点、土師質瓦質土器 � 点、鉄製

品 � 点出土。

2 7 長円形 �7 �5 長円形 �2 9

2 8 長円形 �3 �2 長円形 9 7

2 9 円形 29 27 円形 22 20

2 �0 長円形 22 20 長円形 �5 ��

2 �� 円形 �6 �5 円形 �0 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

F � �2 円形 36 35 円形 25 25 染付蓋物 � 点出土。

� �3 円形 30 - 長円形 20 �6

2 �4 円形 28 27 長円形 �7 �5

2 �5 長円形 54 45 長円形 35 24

2 �6 長円形 46 28 長円形 32 �4 土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点と内耳

土器 � 点出土。

3 �7 円形 22 2� 長円形 �8 �5

3 �8 円形 25 - 長円形 �8 �5 鉄製品 � 点出土。

� 20 円形 25 24 長円形 �8 �5

3 2� 円形 �4 �4 円形 �0 �0 FSA�。

3 22 円形 24 23 円形 �5 �4 内耳土器 � 点、瓦出土。

3 23 円形 25 23 長円形 �9 �5

3 24 円形 28 26 円形 22 2�

3 25 長円形 46 30 長円形 3� �5 端反碗他磁器 3 点、陶器 3 点うち瀬戸

美濃鉄釉に上野釉流し掛ける手水鉢 � 点

と備前灯明受皿 � 点、土師質瓦質土器 3

点うち内耳土器 C 群口縁部 � 点、瓦出土。

時期は �8�0 年以降。

3 26 長円形 26 22 円形 �8 �7

3 27 円形 �8 �6 円形 �2 �2

3 28 長円形 22 �2 長円形 �5 9 FSA�。

3 29 長円形 �2 �� 長円形 8 7 FSA�。

3 30 長円形 24 20 長円形 �7 �4 陶器 � 点、土師質瓦質土器 2 点、人形 �

点出土。

2 3� 長円形 �6 �4 長円形 �0 9 FSA�。

3 32 長円形 �4 �0 円形 7 - FSA�。

3 34 円形 �2 - 円形 7 -

2 35 長円形 37 33 長円形 �9 �5

� 36 円形 26 - 円形 �3 -

2 37 長円形 27 23 長円形 �9 �5

2 38 隅丸長方形 (35) 3� 隅丸長方形 (28) 26

2 39 長円形 35 3� 長円形 26 23

2 40 円形 40 - 長円形 3� �6

G-� 4� 長円形 26 23 長円形 �5 �2 磁器 2 点うち見込み蛇の目釉剥ぎで蛇

の目凹型高台の高台高の低い皿 � 点、内

耳土器 A 群口縁部 � 点、鉄製品 3 点う

ち和釘 � 点出土。時期は �8 世紀第 2 四

半期以降。

2 42 長円形 38 35 円形 25 -

2 43 長円形 40 (2�) 長円形 20 (�0)

� 44 長円形 38 27 長円形 23 20 産地不明陶器 � 点、土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点出土。

� 45 長円形 �7 �4 長円形 �� �0 磁器 2 点、瀬戸美濃腰錆碗 � 点、土師

質皿 � 点、内耳土器 � 点、鉄製品 � 点

出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

F � 20� 長円形 �3 �� 長円形 7 - 磁器 2 点、関西系陶器碗 � 点、土師質

皿 � 点と内耳土器 A 群口縁部 � 点出土。

G-� 202 円形 �7 - 円形 �2 �� 堺明石擂鉢 � 点、陶器鉄釉鶴首瓶 � 点、

土師質皿 � 点出土。

� 203 長円形 24 20 円形 �3 �� 外面にコンニャク印判の染付碗 � 点、土

師質 � 点出土。

2 204 長円形 (38) (25) 長円形 (24) (�3) 染付皿 � 点出土。

2 205 円形 44 40 円形 (35) 30 磁器 2 点、陶器 6 点うち土瓶 3 点うち

蓋 � 点、土師質皿 4 点、瓦出土。時期

は �8 世紀後半以降。

2 206 長円形 42 34 長円形 3� 25

2 207 長円形 34 30 円形 25 23 関西系陶器碗 � 点、瓦出土。

2 208 長円形 30 (26) 円形 20 �8 染付皿 � 点、陶器皿 � 点出土。

2 209 長円形 2� �8 円形 �� �0

2 2�0 円形 40 39 円形 26 24

� 2�� 円形 �5 - 円形 �0 - 備前灯明皿 � 点出土。

� 2�2 円形 30 - 円形 �5 - 擂鉢 � 点出土。

� 2�3 円形 20 - 円形 �0 - 同一個体と思われる染付瓶 4 点出土。

� 2�4 長円形 24 22 長円形 �5 �2

� 2�6 円形 29 26 円形 25 23 磁器 2 点、陶器 � 点、鉄製品 � 点出土。

� 2�7 - - - - - - 陶器碗 � 点出土。

� 2�9 円形 20 (�0) 円形 8 (7)

� 220 長円形 23 �8 長円形 20 �6

� 22� 長円形 24 20 長円形 �6 �4

� 222 円形 �4 �3 円形 8 7

� 223 円形 �� - 円形 8 7

� 224 円形 �6 �5 円形 �0 -

� 225 長円形 �5 �3 円形 9 8

� 230 長円形 20 �4 長円形 �4 9 染付碗 � 点出土。

G-� 232 不整形な円形 25 23 不整形な円形 20 �0 染付筒形袋物 � 点出土。

� 236 長円形 (2�) (��) 長円形 (�5) (8) 染付端反の小坏 � 点出土。

2 238 円形 �7 �5 円形 �2 �2 土師質皿 � 点出土。

� 239 長円形 32 25 長円形 20 �7 高台内側裾がなめらかな湾曲の削りの染

付筒丸状の碗 � 点出土。

� 240 長円形 22 �6 長円形 �4 �0

� 24� 円形 �4 �4 円形 �0 8

� 242 円形 �2 �� 円形 7 6

� 243 円形 �9 �9 円形 �6 �4 内耳土器 2 点、鉄製品 � 点出土。

� 244 円形 �2 �� 円形 9 -

� 245 円形 �7 �6 長円形 �9 9

� 246 不整形な円形 37 (32) 不整形な円形 27 (25) 磁器 2 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3

点うち板接ぎ叩き成形の焼塩壷 � 点、瓦

出土。

� 247 長円形 25 �8 長円形 �5 �0 唐津灰釉製品 � 点、内耳土器 � 点、鉄

製品 2 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

F � 248 長円形 (24) 2� 長円形 (�9) �0 磁器碗 � 点、内耳土器 � 点出土。

3 249 円形 20 20 長円形 �5 ��

� 250 円形 �8 �7 円形 �� - SK329 と同じ。

� 25� 長円形 40 32 長円形 �8 �� 磁器 � 点出土。

� 25� 長円形 20 �4 長円形 �6 8

� 252 円形 24 23 円形 �6 - 土師質瓦質土器 2 点出土。

G-� 253 円形 �6 �5 円形 �0 8 内耳土器 � 点出土。

� 254 長円形 40 30 長円形 �5 �0 遺物はⅢ参照。

2 256 長円形 54 33 長円形 36 23 磁器 7 点うち蓋物 � 点、陶器 3 点うち

唐津見込み蛇の目釉剥ぎ刷毛目皿 � 点

と擂鉢 � 点、土師質瓦質土器 2 点うち

皿 2 点、硯 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

唐津刷毛目皿は高台内は兜巾にならず底

部は薄手で高台断面は台形状でありⅣ期

以降の特徴を持つ。時期は �8 世紀以降。

G-� 257 長円形 20 �5 長円形 �� 7 口縁端部が内側に垂れ断面三角形の小突

起が形成される第 �� 小期の特徴を持つ

瀬戸美濃水甕 � 点、瓦出土。時期は幕

末頃 ?

G-2 258 円形 �� �0 円形 7 -

G-2 259 円形 �� �0 円形 7 6 陶器擂鉢 � 点、瓦出土。

2 260 円形 9 9 円形 6 5

� 26� 円形 �9 �9 円形 �� �0

� 262 長円形 25 20 長円形 �4 �0

3 30� 円形 30 - 円形 20 - 瓦出土。

3 302 不整形な円形 44 (42) 円形 30 28 磁器 2 点うちくらわんか手碗 � 点と陶

胎染付碗 � 点、陶器 5 点、軟質施釉陶

器 � 点、土師質瓦質土器 �0 点うち皿 8

点、瓦出土。

3 303 長円形 (44) (36) 長円形 27 2� 磁器 3 点うち外面および内面口縁部に

鉄釉を掛けた碗 � 点、同一個体と思わ

れる織部鉢 2 点 (F-3SK309 と接合 )、土

師質瓦質土器の皿 �3 点と内耳土器 3 点

出土。

3 304 長円形 40 35 長円形 32 27 礎石を伴う。

3 305 長円形 44 39 長円形 26 23

3 306 円形 36 - 長円形 20 �8

2 307 長円形 �4 �2 長円形 8 6 土師質皿 2 点、和釘 � 点出土。

2 308 長円形 2� �9 円形 �5 �4

� 3�0 円形 2� - 円形 �5 -

2 3�� 円形 �8 - 円形 �� -

2 3�2 円形 �6 - 円形 �� �0

2 3�3 長円形 20 �7 長円形 �2 �0

2 3�4 長円形 �3 �� 長円形 8 6

� 3�5 不整形な円形 20 - 不整形な円形 �4 �� 土師質皿 � 点、瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

F � 3�5 円形 �0 - 円形 5 -

� 3�6 長円形 �� �0 長円形 7 6

� 3�7 円形 2� - 円形 �5 �5 和釘 � 点出土。

� 3�7 長円形 (�8) (�6) 円形 �0 -

� 3�8 長円形 26 24 円形 �5 -

� 3�9 長円形 2� �9 円形 �2 ��

� 320 長円形 23 20 長円形 �6 �2

3 32� 円形 42 35 円形 28 27

3 322 長円形 (57) (45) 長円形 39 26

� 323 長円形 2� �9 長円形 �4 �2 唐津灰釉皿 � 点、内耳土器 � 点、瓦出土。

3 323 長円形 (40) (33) 長円形 (26) (22)

3 40� 不整形な円形 75 (72) 不整形な円形 6� (46) 礎石を伴う。陶器 3 点うち唐津灰釉端

反皿 � 点と見込み円形に釉剥ぎする唐

津灰釉皿 � 点、土師質瓦質土器の皿 3

点と内耳土器 � 点、鉄製品 � 点出土。

時期は �7 世紀後半以降。

2 402 長円形 30 24 長円形 2� �7

2 403 円形 (27) (25) 円形 (�8) (�6)

2 404 長円形 56 43 長円形 37 29

3 405 長円形 33 28 長円形 24 �9

3 406 円形 2� 20 長円形 �6 �3

3 407 円形 35 34 円形 29 25

3 408 円形 55 54 円形 35 (27) 礎石を伴う。磁器端反小坏 2 点、陶器 4

点うち内野山北窯卵手皿 � 点、軟質施

釉陶器 � 点うち京 � 点、土師質瓦質土

器の皿 4 点と内耳土器 3 点うち A 群口

縁部 � 点、鉄製品 � 点出土。

3 409 長円形 30 27 円形 �9 �8

2 4�0 長円形 38 34 長円形 28 23

3 4�� 長円形 �6 �4 長円形 �3 8 青磁染付碗 � 点出土。時期は �8 世紀代

以降。

2 4�2 長円形 39 33 長円形 30 20 染付 � 点、唐津灰釉皿 � 点、瓦出土。

2 4�3 長円形 52 45 円形 26 -

2 4�4 長円形 20 �6 円形 �2 -

3 4�5 長円形 22 �7 長円形 �9 �2

3 4�5 円形 43 4� 円形 30 26

3 4�6 円形 50 - 円形 36 33 P323 と同じ。

3 4�7 長円形 23 �8 長円形 �6 �3

3 4�8 長円形 26 24 長円形 �5 ��

2 4�9 円形 25 - 長円形 �7 �5

2 420 長円形 36 33 長円形 23 20 瓦出土。

2 420 円形 20 �9 円形 �2 ��

2 42� 不整形な円形 34 24 長円形 20 �5

3 422 円形 3� 29 円形 2� 20



─　27　─

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

F 3 423 長円形 27 �6 長円形 2� �0 陶器皿 � 点、軟質施釉陶器 � 点、内耳

土器 � 点出土。

2 424 円形 26 24 長円形 �5 �2 備前擂鉢 � 点出土。

2 425 長円形 30 25 長円形 20 �5

2 426 円形 60 59 不整形な円形 50 37 FSB402。

3 427 円形 (36) (36) 円形 (23) (2�)

2 428 円形 20 �8 円形 �6 �4 唐津灰釉端反皿 � 点、土師質皿 � 点、

瓦出土。

2 429 円形 23 2� 円形 �7 - 磁器 3 点、唐津灰釉折縁皿 � 点、内耳

土器 � 点、瓦出土。

3 430 長円形 (25) 27 長円形 (�8) �5

3 43� 円形 �8 �7 円形 8 7 遺物はⅢ参照。

3 432 円形 44 42 円形 3� 30

3 433 長円形 25 2� 円形 �5 -

� 50� 長円形 �5 �� 円形 9 7 皿 � 点出土。

� 502 長円形 29 2� 円形 �6 �5

� 503 円形 24 22 円形 �2 �� 瓦出土。

2 504 長円形 44 37 長円形 3� 28 染付 � 点、外面体部に緑釉掛け流す唐

津呉器手碗 � 点、和釘 � 点、瓦出土。

3 505 円形 32 3� 円形 2� 20

3 506 長円形 50 42 長円形 39 34

3 507 円形 58 55 円形 46 - 瓦出土。

3 526 長円形 49 37 長円形 3� 27

3 527 ( 円形 ) 26 (23) 円形 �� �� 

3 528 ( 長円形 ) 40 (35) 円形 25 -

G � � 長円形 �� 7 長円形 7 4

� 2 円形 8 7 長円形 7 5

� 3 長円形 9 7 長円形 6 3

3 4 長円形 �7 �5 長円形 �3 �� 擂鉢 � 点出土。

3 5 長円形 �8 �6 円形 �3 �2

3 5 円形 9 - 円形 6 -

3 6 長円形 22 �9 円形 �5 �4 鉢と思われる焼き締め � 点出土。

3 7 長円形 40 36 長円形 35 30 染付広東碗蓋 � 点、土師質瓦質土器 5

点うち皿 � 点出土。時期は �780 年以降。

3 8 長円形 33 26 長円形 25 �8 高台の高い染付碗 � 点、細かい貫入の

入る関西系陶器 � 点、土師質甕 3 点出土。

3 9 円形 49 47 円形 32 30

3 �0 長円形 33 29 円形 �5 -

3 �� 長円形 23 �7 長円形 �6 �2

3 �2 円形 34 32 長円形 20 �7 瓦出土。

3 �3 長円形 24 20 長円形 �5 �� 土師質皿 � 点、瓦出土。

3 �4 円形 22 - 長円形 �4 �2

3 �5 円形 2� 20 円形 �2 -

3 �6 長円形 4� 37 長円形 28 25 土師質土器 2 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 �7 長円形 53 35 長円形 3� �9



─　28　─

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

G 3 �8 長円形 27 24 長円形 �8 �3

3 20 円形 30 - 円形 22 - 瓦出土。

3 2� 長円形 29 24 長円形 20 �6

3 22 円形 26 - 円形 2� 20

3 24 長円形 39 36 円形 29 28 土師質瓦質土器 5 点うち皿 � 点と内耳

土器 � 点出土。

3 25 長円形 35 23 長円形 25 �6 染付碗蓋 � 点、関西系陶器 2 点うち土

瓶蓋 � 点出土。時期は �8 世紀後半以降。

� 26 - - - - - - 磁器 2 点うち「いせ」と赤絵で描かれ

た碗 � 点、陶器 2 点うち関西系細かい

貫入の入る碗 � 点、土師質瓦質土器 3

点うち皿 2 点、鉄製品 � 点出土。時期

は �8 世紀第 4 四半期以降。

3 27 円形 �6 �5 長円形 �2 �0

3 28 円形 �7 �6 長円形 �4 �2

3 29 円形 �8 - 円形 �5 - 土師質皿 2 点出土。

3 30 円形 20 �9 円形 �4 - 瓦出土。

3 3� 円形 �9 �7 円形 �3 - 土師質 3 点うち皿 2 点、瓦出土。

3 32 長円形 (�5) (9) 長円形 (��) (6) 土師質皿 � 点出土。

F-3 33 不整形な円形 �6 �5 円形 �� �0 FSA�。

� 34 不整形な方形 (38) 29 不整形な方形 (3�) �8 陶器 3 点、チャート製火打ち石 � 点、

鉄製品 2 点、瓦出土。

2 35 長円形 �4 �3 円形 �0 - 唐津京焼風碗 � 点、鉄釉土瓶 � 点、内

耳土器 C 群口縁部 � 点出土。時期は �8

世紀後半以降。

2 36 円形 �5 - 円形 �2 - 瓦出土。

� 37 円形 �5 - 円形 �0 9

� 38 円形 2� - 円形 7 -

� 39 円形 �� �0 円形 7 -

� 40 円形 �8 �7 円形 �3 �2

� 4� 長円形 (2�) (�5) 長円形 (�5) (9)

� 42 不整形な方形 (52) (�7) 不整形な円形 (20) (9) 土師質皿 � 点出土。

� 43 長円形 (45) (�9) 長円形 (32) (�2) 擂鉢 � 点出土。

F-3 58 円形 �5 - 円形 �0 -

2 20� 長円形 34 29 長円形 24 2�

2 202 長円形 24 �7 長円形 �6 �4 平瓦 � 点出土。

� 203 円形 �6 �6 円形 �� �0 土師質瓦質土器 2 点出土。

� 204 円形 �8 - 長円形 �0 6 磁器袋物 � 点、陶器 � 点、土師質瓦質

土器 2 点うち皿 � 点出土。

� 205 円形 (�6) (�8) 円形 (��) -

� 206 円形 �4 �3 円形 9 7

� 207 長円形 �9 �6 円形 �3 ��

� 208 円形 3� 29 円形 2� 2�

� 2�0 長円形 28 22 長円形 20 �4 鉄製品 � 点、瓦 � 点出土。

2 2�� 円形 �5 �4 長円形 �� 8
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

G 2 2�2 長円形 �9 �5 長円形 �0 6 瓦出土。

2 2�3 長円形 �9 �6 長円形 �2 8

� 30� 長円形 27 23 長円形 �2 �0 瓦出土。

2 303 円形 �4 �3 円形 8 -

� 304 長円形 �3 �� 長円形 7 5

3 305 長円形 23 2� 長円形 �3 ��

� 306 円形 �� �0 円形 8 7

� 307 円形 20 20 円形 9 8 染付 � 点出土。

� 3�0 円形 �5 �4 長円形 �� 9

2 3�9 長円形 23 2� 長円形 �9 �5

2 320 長円形 30 27 長円形 20 �6

� 402 不整形な円形 (32) (��) 不整形な円形 (�9) (8)

2 403 長円形 2� �9 円形 9 -

� 404 円形 �6 �5 円形 �0 �0

� 405 円形 �6 �5 円形 �0 9

� 406 円形 �7 �6 円形 �� - 型合わせ中実で底部に孔のある釈迦如来

像 � 点出土。

3 407 長円形 46 39 長円形 35 28 陶器 2 点、土師質皿 3 点、鉄製品 2 点、

瓦出土。

3 408 円形 40 38 円形 30 27 鉄製品 � 点、瓦出土。

H-3 409 円形 5� 39 円形 42 3� 礎石を伴う。土師質皿 7 点出土。

F-3 4�0 長円形 44 (32) 長円形 30 (22) 染付 � 点、唐津呉器手碗 � 点、唐津擂

鉢 � 点、瓦出土。

3 4�� 不整形な円形 37 27 長円形 25 �4 瓦出土。

3 4�2 不整形な円形 67 63 不整形な円形 54 4� 唐津鉄釉袋物 � 点、瓦出土。

F-3 4�3 不整形な円形 55 45 不整形な円形 50 37 土師質皿 � 点、鉄製品 2 点、瓦出土。

2 4�4 - - - - - - 陶器 � 点出土。

2 4�5 - - - - - - 口縁部が強く外反し上面は無釉で貝目痕

の唐津土灰釉壷甕 � 点、焼塩壷 � 点、

鉄製品 � 点、瓦出土。

2 4�6 - - - - - - 磁器 � 点、岸岳系藁灰釉皿 � 点、同一

個体と思われる内面に青海波紋の当て具

痕のある唐津土灰釉壷甕 5 点、同一個

体と思われる土師質皿 5 点、瓦出土。

3 50� 不整形な円形 32 23 不整形な円形 25 �9 青花碗 � 点、土師質皿 � 点と甕 � 点、

瓦出土。

3 502 不整形な円形 83 60 不整形な円形 7� 50 礎石を伴う。広東碗 � 点、青磁染付の

朝顔形碗 � 点、岸岳系藁灰釉皿 � 点、

唐津灰釉碗 � 点、和釘 2 点、瓦出土。

時期は �780 年以降。

3 503 長円形 25 2� 長円形 �9 �6 礎石を伴う。

3 504 円形 38 35 円形 30 29

3 505 円形 (33) (20) 円形 27 �7

3 506 長円形 26 22 長円形 �9 �5

3 507 長円形 36 25 長円形 27 �9
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

G 3 508 円形 �5 �4 円形 �0 9 瓦出土。

3 509 長円形 28 23 長円形 �8 �5 鉄製品 � 点、瓦出土。

H-3 5�0 不整形な円形 �4 �3 円形 9 - 和釘 � 点、瓦出土。

H-3 5�� 円形 29 29 円形 22 2� 礎石を伴う。

3 5�2 長円形 35 30 長円形 26 20 瓦出土。

H-3 5�3 不整形な円形 44 35 不整形な円形 36 26 

H-3 5�4 不整形な円形 58 55 不整形な円形 48 40 礎石を伴う。

H-3 5�5 不整形な円形 62 53 不整形な円形 47 35 礎石を伴う。唐津透明釉製品 � 点、土

師質皿 � 点、瓦出土。

H-3 5�6 不整形な円形 33 28 不整形な円形 30 22 

H-3 5�7 長円形 62 53 不整形な円形 48 40 礎石を伴う。

3 5�8 円形 43 4� 円形 36 33 土師質皿 � 点、瓦出土。

H-3 5�8 円形 35 35 円形 27 27

H-3 52� 長円形 25 �8 長円形 22 �3 備前袋物 2 点、土師質瓦質土器 � 点、

瓦出土。

H-3 523 円形 �8 �6 円形 �� - 土師質皿 � 点、瓦出土。

H-3 524 ( 長円形 ) 26 - ( 長円形 ) 20 - 瓦出土。西側不明。

H-3 525 不整形な円形 35 - 円形 26 -

H-3 526 円形 26 22 不整形な円形 �8 �5 備前製品 � 点、瓦出土。

H-3 527 長円形 40 30 長円形 35 22 

H-3 528 円形 35 - 円形 29 26 瓦出土。

H-3 529 円形 35 - 円形 27 -

H-3 530 円形 50 - 円形 35 -

H-3 53� 長円形 52 40 長円形 4� 30 瓦出土。

3 532 ( 円形 ) (30) (2�) ( 円形 ) (25) (�4) 礎石を伴う。瓦出土。

H-3 534 ( 不整形な円形 ) 36 - ( 不整形な円形 ) 29 - 礎石を伴う。東側不明。

H 3 � 円形 28 - 円形 20 -

3 2 長円形 2� �7 長円形 �2 6 砥石 � 点出土。

3 3 長円形 32 20 長円形 25 �0 染付碗蓋 � 点出土。

3 4 長円形 45 25 長円形 35 �8

3 5 円形 20 - 長円形 �5 �2 瓦 2 点出土。

3 6 長円形 23 �7 長円形 �6 7 瓦 2 点出土。

3 7 長円形 23 �7 長円形 �6 �3

3 8 長円形 34 3� 長円形 25 22

3 9 長円形 23 �3 長円形 �4 8 陶器碗 � 点出土。

3 �0 長円形 �7 �4 長円形 �2 8

2 �� 円形 32 32 円形 25 23

3 �2 - - - - - - 関西系半筒碗 � 点出土。

3 �3 円形 28 26 円形 2� 20 土師質甕 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 �4 円形 �8 �8 円形 �5 �4 土師質甕 2 点出土。

3 �5 長円形 47 43 長円形 39 32 磁器 � 点、関西系陶器半筒碗 � 点出土。

3 20 長円形 (50) (30) 長円形 28 �3 磁器碗 � 点、陶器藁灰釉製品 � 点出土。

3 2� 不整形な円形 �5 �4 不整形な円形 8 7 陶器 � 点出土。

3 22 長円形 23 �9 長円形 �5 �3

3 23 長円形 39 �5 長円形 26 7 土師質 � 点、和釘 � 点出土。



─　3�　─

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H 3 24 隅丸長方形 40 �8 隅丸長方形 28 �� 関西系土瓶 � 点、土師質皿 � 点、青銅

製指抜き � 点出土。時期は �8 世紀後半

以降。

3 25 長円形 2� �8 長円形 �4 �2

� 26 円形 33 30 円形 2� �9

I-� 27 不整形な円形 40 23 不整形な円形 36 26 磁器 2 点、同一個体と思われる鉄絵の

土瓶 3 点、瓦出土。

I-� 28 不整形な円形 40 26 不整形な円形 3� 20 陶器碗高台 � 点、土師質瓦質土器 � 点、

鉄製品 � 点出土。

� 29 長円形 (33) (29) 長円形 (29) (24) 備前灯明皿 � 点出土。

� 30 長円形 35 29 長円形 24 �7 磁器 � 点、陶器鉄釉土瓶 � 点、土師質

瓦質土器 5 点うち皿 2 点と内耳土器 2

点、鉄製品 � 点、瓦出土。時期は �8 世

紀後半以降。

� 3� 長円形 43 3� 長円形 35 25 磁器 3 点、土師質瓦質土器 � 点出土。

磁器には染付型紙摺り製品出土。

� 32 長円形 47 39 長円形 4� 36 外面に貝殻状に型押し成形した紅皿 �

点、土師質瓦質土器 � 点出土。

� 33 円形 35 33 円形 24 23 内耳土器 2 点出土。

� 34 長円形 �8 �6 長円形 �� 9

� 36 円形 26 25 円形 �7 �6

3 37 長円形 �7 (�2) 長円形 �2 (9)

3 38 長円形 (43) (30) 長円形 29 �9 HSA�。磁器 2 点、和釘 � 点出土。内面

口縁部に四方襷紋のある碗蓋 � 点出土。

3 39 長円形 45 32 長円形 27 �7

3 40 長円形 �3 �� 長円形 9 7

3 4� 長円形 20 �5 長円形 �5 ��

3 42 不整形な円形 �6 �5 不整形な円形 �4 �2

3 43 長円形 2� �7 長円形 �4 ��

3 44 長円形 34 30 円形 �7 - HSA�。

3 45 長円形 �5 �3 長円形 �0 8 鉄釉土瓶 � 点、土師質瓦質土器 � 点出土。

時期は �8 世紀後半以降。

3 46 円形 35 (27) 円形 �9 (�3) HSA�。瓦出土。

3 47 円形 �5 �5 長円形 9 6

3 48 円形 �7 - 長円形 �4 8 陶器鉄釉壷甕類 � 点出土。

3 49 - - - - - - 磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 3

点、和釘 � 点出土。

3 5� 長円形 �3 �� 長円形 8 6

I-3 52 円形 25 - 円形 �9 �7

I-3 53 円形 27 27 長円形 �9 �6

3 54 円形 22 2� 長円形 �5 �3

3 55 長円形 22 �9 円形 �3 �2

3 56 円形 2� 20 長円形 �6 ��

3 57 円形 20 20 長円形 �4 ��

3 58 長円形 25 2� 円形 �6 �6 瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H 3 59 円形 �6 - 長円形 9 7

3 60 円形 20 - 長円形 �2 �0 HSA�。

� 20� 長円形 20 �5 円形 �0 9

2 20� 円形 30 - 円形 2� 20

� 202 長円形 22 �7 長円形 �4 �0

� 203 長円形 23 �9 長円形 �6 �4

� 204 長円形 39 25 円形 �9 �8

� 205 不整形な円形 (65) 48 不整形な円形 30 25

2 206 円形 29 - 円形 22 -

� 208 長円形 40 3� 長円形 32 26

� 209 長円形 24 20 円形 �3 -

� 2�0 円形 26 25 円形 �7 �6

� 2�� 円形 20 - 円形 �3 ��

� 2�2 長円形 20 �6 円形 �� �0

� 2�3 円形 �6 �5 円形 �3 -

� 2�4 長円形 39 35 長円形 25 20 瓦出土。

� 2�5 長円形 25 2� 円形 �� - 鉄製品 � 点出土。

2 2�6 円形 �5 �4 長円形 �0 7

2 2�7 円形 �5 (�3) 円形 �� 9

2 2�8 長円形 �9 �5 長円形 �2 9

2 2�9 長円形 �6 �3 円形 9 -

2 220 円形 2� �9 円形 �4 �2

2 22� 不整形な円形 �5 �0 不整形な円形 �0 7 染付碗 � 点、唐津灰釉皿 � 点出土。

I-� 30� 円形 �3 �2 円形 9 8

I-3 302 円形 �5 - 円形 �0 -

3 303 長円形 20 �5 長円形 �2 �0

I-� 304 円形 30 28 円形 �9 �9 瀬戸美濃皿 � 点出土。

I-� 305 長円形 (26) 20 長円形 (�4) �0 ISB60�。

I-� 306 不整形な円形 20 �9 不整形な円形 �� - 磁器 4 点出土。

I-� 307 不整形な円形 20 �5 不整形な円形 �3 �� 染付皿 � 点、土師質瓦質土器 2 点うち

皿 � 点、鉄製品 � 点出土。

� 308 長円形 (30) (�9) 長円形 (�9) (��)

I-� 309 円形 �5 - 円形 �0 9

I-� 3�0 長円形 (30) (25) 長円形 (20) (�5) 磁器端反碗 � 点出土。時期は �8�0 年以

降。

� 3�� 長円形 �7 �4 長円形 �2 �0

� 3�2 不整形な円形 �7 �6 不整形な円形 �� -

� 3�3 不整形な円形 �5 �3 不整形な円形 �� �0

3 3�4 円形 (�5) - 円形 6 -

3 3�6 長円形 �7 �4 円形 8 - HSA�。

2 3�7 不整形な円形 24 23 長円形 �6 �2 関西系細かい貫入の入る碗 � 点、和釘 �

点出土。時期は �8 世紀第 4 四半期以降。

2 3�8 長円形 29 25 円形 2� 20

I-2 3�8 長円形 25 23 円形 �5 �4

I-2 3�9 長円形 25 �6 長円形 �7 �2 陶器擂鉢 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H I-2 320 円形 22 - 円形 �6 - 陶器 2 点のうち京焼風陶器碗 � 点、土

師質瓦質土器 � 点出土。

I-2 32� 長円形 27 25 円形 �8 -

I-2 322 円形 �7 - 円形 �2 -

I-2 323 円形 20 - 円形 �5 - ISA30�。

� 324 長円形 �7 �4 長円形 �0 7

2 325 円形 23 20 円形 �7 �5 ISA30�。

2 326 円形 2� - 円形 �6 �5 ISA30�。

2 327 長円形 2� �9 長円形 �5 �3

� 328 円形 26 25 円形 2� 20 陶器 2 点出土。

2 329 長円形 24 20 長円形 �9 �5 ISA30�。

� 330 不整形な円形 45 40 長円形 32 25

3 33� 円形 20 20 長円形 �2 �0

� 332 円形 2� - 円形 �5 �3

3 40� 長円形 2� �9 円形 �3 �2

3 402 長円形 �5 �� 長円形 9 6

3 403 円形 20 �8 円形 �0 9

3 404 円形 20 20 長円形 �5 �2

3 405 円形 2� - 長円形 �4 �� 染付袋物 � 点、関西系色絵平碗 � 点出土。

3 406 円形 �2 �� 長円形 �0 5

3 407 長円形 �5 �2 長円形 �0 6

� 408 長円形 49 43 円形 34 33 礎石を伴う。

� 409 長円形 23 20 長円形 �2 7

3 409 長円形 48 42 長円形 35 3�

� 4�0 不整形な円形 35 30 不整形な円形 20 �5

3 4�� 円形 �7 - 円形 �� -

3 4�2 円形 20 - 円形 �2 -

3 4�3 円形 2� 20 長円形 �4 ��

3 4�3 円形 �6 �5 円形 �3 �2

3 4�4 長円形 24 �9 長円形 �8 ��

� 4�5 円形 24 - 円形 �4 �2 人形 � 点出土。

I-� 4�6 長円形 22 (�5) 長円形 �5 (�2) 染付 � 点、陶器 � 点出土。

I-� 4�7 長円形 22 (�7) 長円形 �3 (�2)

3 4�8 円形 �3 - - - - 土師質瓦質土器 � 点出土。

3 4�9 円形 (�9) (�3) 円形 (�3) (9)

3 420 円形 20 20 長円形 �4 �2

3 42� 円形 (�4) (9) 円形 (6) (5)

3 422 長円形 (�3) (�0) 長円形 (9) (7)

I-3 423 円形 20 - 円形 �5 -

3 424 隅丸方形 (55) (34) 隅丸方形 (48) (38)

� 425 長円形 32 20 長円形 22 �6

� 426 長円形 45 30 長円形 34 �9 礎石を伴う。

I-� 427 長円形 25 20 円形 �5 �4 志野向付 � 点、瓦出土。

� 428 円形 �2 �2 円形 7 6

2 430 円形 34 (30) 長円形 23 (25)
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H 2 43� 円形 30 28 長円形 20 �6

I-2 432 不整形な円形 53 32 不整形な円形 44 �7

I-2 433 円形 20 - 長円形 �5 ��

� 434 円形 35 33 円形 22 -

3 435 長円形 (43) (36) 長円形 25 20 磁器 � 点、唐津灰釉碗 � 点・同皿 � 点、

土師質皿 3 点、和釘 � 点、瓦出土。

3 436 円形 45 43 長円形 32 30

3 50� 長円形 30 26 円形 �9 -

3 502 ( 円形 ) 28 (�9) 円形 �3 - 瓦出土。

3 503 円形 �5 �4 円形 �� �0

� 504 長円形 24 2� 円形 �4 -

� 505 円形 25 - 円形 �9 �6

� 506 円形 �3 - 円形 8 8

� 507 円形 44 - 長円形 32 - 礎石を伴う。土師質瓦質土器 2 点、和

釘 4 点、瓦出土。

� 508 長円形 22 �7 円形 �0 �0 染付 � 点出土。

3 509 長円形 48 40 長円形 35 28 礎石を伴う。瓦出土。

3 5�0 円形 �5 �2 円形 �0 8 陶器碗 � 点出土。

3 5�0 長円形 55 49 円形 39 36

3 5�� 不整形な円形 45 34 不整形な円形 37 27

3 5�2 ( 円形 ) �7 (�5) 円形 8 9

3 5�3 円形 �4 - 円形 9 -

3 5�4 円形 �4 �2 円形 8 7

� 5�5 円形 37 35 円形 2� �9 礎石を伴う。瓦出土。

I-3 5�5 不整形な円形 58 50 不整形な円形 46 46

� 5�6 隅丸方形 6� (36) 隅丸方形 46 (27) 礎石を伴う。

3 5�6 長円形 35 25 長円形 29 20

� 5�7 長円形 50 45 円形 35 -

� 5�7 長円形 39 25 長円形 34 24 

3 5�7 長円形 56 5� 長円形 46 4�

2 5�8 不整形な円形 34 (20) 不整形な円形 2� (�2)

2 5�9 長円形 (23) (�8) 長円形 �4 �0

3 520 ( 円形 ) 35 (�5) ( 円形 ) 22 (�0)

I-� 52� 長円形 27 �8 長円形 22 �3 瓦出土。

I-� 522 半円形 �6 (�2) 半円形 �3 (�0)  

I-� 523 円形 �9 �8 円形 �2 �0 礎石を伴う。

I-� 524 ( 長円形 ) (40) - ( 長円形 ) (30) -

I-� 525 円形 38 34 円形 25 24 土師質皿 � 点出土。

3 526 円形 26 25 長円形 �5 �2 唐津京焼風陶器碗 2 点、和釘 � 点、瓦

出土。

3 527 長円形 30 26 円形 �5 - 唐津京焼風陶器碗 � 点、内耳土器 � 点、

瓦出土。

3 528 円形 27 25 円形 �5 �4 碁石 � 点出土。

3 529 長円形 27 24 円形 �5 -

3 530 長円形 60 50 長円形 36 3� 染付 2 点、陶器 � 点、瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H 2 53� 長円形 55 47 長円形 �4 30 礎石を伴う。磁器 2 点、土師質皿 � 点、

瓦出土。

� 534 ( 長円形 ) 46 (32) ( 長円形 ) 39 (26) 礎石を伴う。

� 535 長円形 40 (32) 円形 25 (25)

� 602 円形 25 25 円形 20 �9

2 603 不整形な円形 53 46 円形 35 3� 染付 � 点、土師質瓦質土器 � 点、鉄製

品 3 点うち釘 2 点、瓦出土。

� 605 不整形な円形 50 - 不整形な円形 40 38

� 606 長円形 29 2� 長円形 2� �8

� 608 長円形 36 3� 長円形 26 2� 土師質瓦質土器 � 点出土。

� 609 円形 �3 �2 円形 7 7

� 6�0 円形 24 - 円形 �6 �5

� 6�� 円形 25 - 円形 �8 �5

� 6�2 不整形な円形 53 38 不整形な円形 40 30 KSB503。染付碗 � 点出土。

� 6�3 円形 �4 - 円形 7 7 瓦出土。

� 6�4 円形 30 (27) 円形 23 (22) 礎石を伴う。

3 6�7 長円形 45 34 長円形 29 2� 一重網目紋碗 � 点、石製品 � 点、和釘 2

点、瓦出土。

3 6�8 - - - - - - 瓦出土。

I-3 6�9 ( 円形 ) (80) - ( 円形 ) (50) - ISB50�。礎石を伴う。

3 620 円形 �6 �4 円形 �� 9

3 62� 円形 28 25 円形 2� �9 端反小坏 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 622 長円形 36 30 長円形 26 20

3 623 円形 30 - 円形 2� -

3 624 長円形 �5 �2 長円形 �� 7

3 625 円形 �5 �4 円形 �0 9 HSB602。

3 626 長円形 3� 20 長円形 25 �2

� 627 ( 円形 ) (53) (24) ( 円形 ) (44) (�9) 礎石を伴う。

G-� 628 長円形 40 35 長円形 22 �8

G-� 629 円形 20 20 円形 �4 -

G-� 630 長円形 45 36 長円形 36 25 礎石を伴う。

3 63� 円形 35 - 円形 25 - 瓦出土。

3 632 円形 32 3� 円形 23 2�

3 633 不整形な円形 76 25 不整形な円形 58 �8 瓦出土。

3 635 円形 �5 �� 長円形 �5 9

3 636 円形 2� - 長円形 �0 7 瓦出土。

3 637 円形 25 - 長円形 �5 ��

3 640 円形 �4 �2 円形 9 8 瓦出土。

G-� 64� 長円形 24 �9 長円形 �9 �5

G-� 642 円形 22 20 円形 �6 �5

G-� 643 長円形 24 20 円形 �5 -

� 644 円形 62 (63) 長円形 40 (35) 磁器 � 点出土。

� 645 長円形 (52) 33 長円形 (37) (�9) 瓦出土。

3 647 - - - - - - 瓦出土。

3 648 円形 22 20 円形 �3 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

H I-3 649 長円形 26 �7 長円形 22 �0 瓦出土。

I-3 65� ( 長円形 ) (30) - ( 長円形 ) (20) - ISB50�。礎石を伴う。

3 653 円形 22 20 円形 �5 �4

3 654 長円形 36 33 長円形 26 20

3 656 - - - - - - 内面に青海波紋の当て具痕のある唐津土

灰釉壷甕 � 点、土師質瓦質土器 4 点う

ち皿 3 点、鉄製品 2 点、瓦出土。

3 657 ( 長円形 ) 40 (�7) ( 長円形 ) 28 (�2)

3 658 円形 26 25 長円形 �6 �4 瓦出土。

3 659 円形 27 25 円形 20 -

3 659 不整形な円形 55 50 不整形な円形 45 40 HSB60�。礎石を伴う。

3 660 - - - - - - 鉄製品 2 点、瓦出土。

I 2 � 長円形 49 24 長円形 37 �7 磁器 � 点、陶器 � 点、土師質瓦質土器 2

点、青銅製品 3 点、鉄製品 2 点出土。

3 � 長円形 40 35 長円形 26 22 

2 2 長円形 32 29 長円形 25 22

2 3 長円形 40 38 長円形 33 28 瓦、ガラス出土。近代以降。

2 4 円形 40 40 円形 35 33 西洋コバルト型紙摺り碗 � 点出土。近

代以降。

2 5 円形 3� 30 円形 24 24

� 6 不整形な円形 50 39 長円形 27 20 瓦出土。

3 7 長円形 �8 �5 円形 �� -

� 8 円形 36 35 長円形 32 27 磁器 6 点うち一重網目紋薄手小坏 � 点

と碗 � 点、陶器 8 点うち土瓶 3 点と関

西系燗徳利 � 点と萩藁灰釉碗 � 点、土

師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、人形 3 点、

瓦出土。時期は �9 世紀代。

3 9 円形 4� 40 円形 32 30

� �0 長円形 24 22 長円形 �5 �3

� �� 不整形な円形 30 26 不整形な円形 �9 �8

� �2 円形 �� - 円形 7 - 磁器 2 点うち染付瓶 � 点、土師質瓦質

土器 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

� �3 不整形な円形 20 �8 不整形な円形 �3 �2

� �4 円形 45 4� 円形 40 36

3 �5 長円形 (�2) (�0) 円形 7 6

3 �6 長円形 23 �6 長円形 �3 9 瓦出土。

3 �7 長円形 �4 �� 円形 8 7

3 �8 円形 29 28 円形 20 �8 HSA�。磁器 � 点、土師質瓦質土器 2 点

出土。

3 �9 長円形 �5 (�0) 長円形 �3 (�0) HSA�。

3 20 円形 �5 - 円形 9 - HSA�。

3 2� 不整形な円形 52 30 不整形な円形 37 24 鉄製品 2 点出土。

3 22 円形 29 29 長円形 �9 �6

3 23 長円形 �7 �4 長円形 �2 9

3 24 長円形 33 26 隅丸長方形 20 �3 関西系碗 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I 3 25 長円形 �7 �5 長円形 �� �0 HSA�。

3 26 円形 �� �0 円形 7 -

H-� 27 長円形 38 35 円形 26 25

3 27 長円形 �4 �� 長円形 9 7 

3 29 長円形 20 �9 長円形 �7 �5

3 30 ( 長円形 ) 24 - ( 長円形 ) �3 - 土師質皿 � 点出土。北側不明。

3 3� 長円形 �5 �2 長円形 �0 7 陶器 � 点、鉄製品 � 点出土。

3 32 長円形 �6 �3 長円形 �� 8

3 33 円形 �3 - 長円形 �0 7

3 34 長円形 �4 �2 長円形 �0 8

3 35 長円形 �0 8 長円形 7 5

3 36 円形 �4 �3 円形 9 8

3 37 円形 �2 - 円形 7 -

3 38 不整形な円形 55 20 不整形な円形 32 �5 染付 � 点、備灯明皿 � 点、土師質皿 �

点出土。

3 39 円形 �4 �3 長円形 �0 8 土師質 � 点出土。

3 40 長円形 3� 24 長円形 22 �6 染付 � 点、土師質皿 � 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

3 4� 長円形 25 22 長円形 �9 �8

3 42 隅丸長方形 (60) (37) 隅丸長方形 (56) (�9) 磁器 � 点、内耳土器 A 群口縁部 � 点、

土師質甕 � 点、瓦出土。

3 43 長円形 20 �6 長円形 �5 �0

3 44 長円形 �7 �3 長円形 �3 8

3 45 円形 �7 - 円形 �2 ��

3 46 長円形 29 (�9) 長円形 �6 (��)

3 47 長円形 20 �7 長円形 �5 �� 陶器 � 点、瓦出土。

3 48 円形 �� �0 長円形 6 5

3 49 円形 �0 - 円形 5 -

3 50 長円形 60 49 長円形 42 3� 土師質 � 点、瓦出土。

3 50 円形 28 27 円形 �8 -

3 5� 円形 26 - 円形 �7 -

3 52 長円形 (32) 26 長円形 (25) �2 土師質 4 点うち端部が外面に凸出する

甕口縁部 � 点と内耳土器 A 群口縁部 �

点出土。

3 53 円形 (30) - 円形 (�9) - 内耳土器 � 点出土。

3 54 長円形 33 30 円形 20 -

3 55 長円形 20 �7 円形 �0 -

3 56 円形 25 24 長円形 �5 �2 軟質施釉陶器 � 点出土。

2 57 円形 20 - 円形 �4 - JSB50�。

3 57 長円形 22 �7 長円形 �4 �0

2 58 円形 32 30 円形 20 - JSB50�。

3 58 円形 �9 �8 円形 �2 ��

2 63 円形 23 22 長円形 �7 �2

� 20� 不整形な円形 23 2� 不整形な円形 20 �6

� 202 長円形 40 33 長円形 30 24 磁器碗 � 点、土師質甕 5 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I � 203 不整形な円形 24 23 不整形な円形 �7 �4

3 204 長円形 (35) (22) 長円形 (20) (�2)

3 205 - - - - - - 染付 � 点出土。

3 208 長円形 34 28 長円形 23 20

3 209 長円形 35 29 円形 2� 20

3 2�0 円形 3� 29 円形 2� -

3 2�3 円形 �� �0 長円形 8 4

3 2�4 円形 �� �0 長円形 7 4

� 2�5 - - - - - - 瀬戸美濃端反碗 � 点出土。時期は �8�0

年以降。

� 302 円形 �5 - 長円形 �0 8

3 303 不整形な円形 (30) (��) 不整形な円形 (20) (5) 土師質瓦質土器 4 点うち皿 2 点、鉄製

品 � 点出土。

3 308 長円形 36 33 長円形 27 22 磁器 3 点うち焼継痕のある関西系端反

碗 � 点、陶器 6 点うち同一個体と思わ

れるいわゆる青土瓶 4 点と関西系色絵

碗 � 点、土師質瓦質土器 � 点、鉄製品 6

点うち和釘 3 点出土。時期は �8�0 年以

降。

3 309 長円形 3� 26 長円形 22 �7

� 3�0 長円形 �5 �� 長円形 9 7

� 3�� 円形 �5 - 長円形 �� 8 磁器 � 点、唐津二彩手刷毛目皿 � 点、

土師質瓦質土器 � 点出土。

� 3�3 円形 29 - 円形 �8 -

3 36� 長円形 �7 �4 長円形 �� 8

3 402 長円形 25 2� 長円形 �4 ��

3 403 円形 20 �9 円形 �4 �2

3 404 長円形 3� 20 長円形 �6 ��

3 405 長円形 20 �8 長円形 �5 ��

3 406 長円形 (27) (8) 長円形 (�8) (�6)

2 407 長円形 �5 �0 長円形 9 7

2 408 円形 �0 - - 6 - 石製品 � 点出土。

3 409 長円形 �5 �3 長円形 �� 7

3 409 長円形 (26) (�3) 長円形 (��) (5)

2 4�0 隅丸方形 36 (25) 隅丸方形 2� (�2)

2 4�� 円形 �7 �5 円形 �0 -

2 4�2 円形 25 - 長円形 �9 �4 鉄釉鍋 2 点出土。時期は �8 世紀後半以

降。

2 4�3 長円形 25 20 長円形 �7 �5 染付碗蓋 � 点出土。小型でミニチュア

の可能性もある。

3 4�4 円形 �8 �6 円形 9 8 陶器壷甕 � 点、和釘 � 点出土。

2 4�5 長円形 �9 �7 長円形 �2 �0

2 4�6 円形 �5 - 円形 �� - ISA30�。

� 4�7 長円形 34 30 長円形 28 2�

2 4�8 円形 �5 �3 円形 �� �0
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I � 4�9 円形 �3 �2 円形 7 6 瓦出土。

J-2 420 長円形 �7 �4 長円形 �� 9 関西系碗 � 点、備前袋物 � 点、土師質

甕 � 点出土。

3 42� 長円形 40 34 長円形 24 20 土師質皿 � 点、瓦転用品 � 点出土。

2 422 円形 �5 �4 円形 �0 9

3 423 長円形 �4 �� 円形 8 -

3 423 円形 20 - 長円形 �5 �3

3 424 円形 �5 - 円形 9 8 JSB50�。

3 425 円形 20 - 円形 �3 �3

3 426 長円形 25 �6 長円形 �6 ��

2 427 円形 22 20 長円形 �7 �5 関西系袴腰碗 � 点、土師質瓦質土器 2 点、

瓦出土。

3 428 長円形 �7 �4 長円形 �0 7 唐津二彩手刷毛目皿 � 点出土。

2 429 円形 35 - 長円形 25 2� P304、P45� と同じ。

2 430 円形 �9 - 円形 �2 �0

2 43� 円形 �6 �5 円形 �0 -

2 432 円形 �9 �7 円形 �2 �0 ISA30�。

2 433 円形 26 24 円形 �6 �4 白磁朝顔形碗 � 点、染付碗 � 点、関西

系灰釉土瓶 � 点出土。時期は �8 世紀後

半以降。

2 434 円形 �8 - 円形 �� - ISA30�。

3 436 円形 20 �9 円形 �� -

3 439 - - - - - - 和釘 � 点出土。

3 440 - - - - - - 人形類 � 点出土。

3 44� 長円形 (�9) (20) 長円形 (��) (6) 染付蓋物蓋 � 点出土。

3 442 円形 (�6) - 円形 (9) (7)

2 444 円形 45 42 長円形 3� 28 軒平瓦 � 点出土。

2 445 円形 30 - 円形 25 23

2 446 長円形 (45) (40) 円形 27 26 磁器色絵袋物 � 点、瓦出土。

2 448 円形 (36) (35) 長円形 (20) (�7)

2 449 長円形 (47) (38) 円形 23 26

2 450 長円形 28 25 長円形 �9 �7

� 45� 長円形 24 20 長円形 2� �7 P304 と同じ。

� 452 長円形 30 26 円形 22 2�

2 468 円形 �0 - 円形 7 6

3 50� 長円形 6 5 長円形 4 3 JSB50�。土師質皿 � 点、瓦出土。

3 502 円形 2� 20 長円形 �5 �2

3 503 円形 �9 �7 円形 �� �0

2 504 円形 26 - 円形 �4 -

3 504 円形 20 �9 長円形 �4 ��

3 505 円形 26 25 円形 �8 �6 瓦出土。

3 506 円形 �8 �7 円形 �2 -

3 508 長円形 �4 �� 長円形 �2 7

3 509 長円形 �4 �2 円形 �0 9

3 5�0 長円形 �6 �3 円形 �2 ��
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I 3 5�� 長円形 3� 24 長円形 22 �9 瓦出土。

3 5�� ( 円形 ) �6 (�0) ( 円形 ) 7 (5)

3 5�2 円形 2� �9 円形 �6 �5

3 5�3 円形 �9 �8 円形 �3 -

3 5�3 円形 �5 - 円形 �0 9

3 5�4 長円形 20 �7 長円形 �4 �2

3 5�5 円形 �6 �5 円形 �0 -

3 5�6 長円形 20 �6 円形 �5 �4

3 5�7 長円形 57 (45) 長円形 40 (30) JSB50�。瓦出土。

2 5�8 円形 20 �9 長円形 �6 �3 土師質瓦質土器 � 点出土。

2 5�9 円形 �6 �4 円形 �� 9

2 520 長円形 24 �9 長円形 �7 �3

� 52� 長円形 4� 33 長円形 3� 26  

2 52� 長円形 50 40 長円形 36 27

2 522 長円形 20 �5 長円形 20 9

� 523 長円形 43 3� 長円形 33 23 磁器 � 点出土。

2 523 円形 �7 �6 円形 �2 �0

3 523 長円形 35 30 長円形 28 24

2 524 長円形 22 �6 長円形 �6 �0

� 524 円形 43 40 円形 35 32 唐津端反碗 � 点出土。

� 525 円形 43 (40) 円形 32 - 　

� 525 長円形 26 22 長円形 20 �5 　

2 525 長円形 20 �5 長円形 �3 9 　

3 525 ( 円形 ) 50 (25) ( 長円形 ) 26 (�3) ISB50�。礎石を伴う。

3 526 ( 円形 ) 45 (25) ( 円形 ) 32 (20) JSB50�。磁器 2 点うち染付碗 � 点、陶

器 2 点うち内外面鉄釉で外面釉掻き取

りの壷甕 � 点と備前灯明皿 � 点、土師

質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

3 526 長円形 25 20 長円形 �4 ��

3 527 ( 円形 ) 45 (33) ( 円形 ) 35 (26) JSB50�。土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 527 円形 �8 �7 円形 �0 9

2 528 円形 �0 �0 円形 7 7

2 529 円形 �5 �3 長円形 �2 8

3 530 円形 �0 8 円形 6 5

3 53� 長円形 �4 �� 円形 8 -

3 532 円形 34 34 円形 20 - 染付碗 � 点、土師質瓦質土器 5 点うち

内耳土器 3 点うち C 群口縁部 � 点と皿

� 点、瓦出土。

3 533 長円形 30 25 長円形 25 20 ISB605。

3 534 円形 �4 �4 円形 8 - JSB50�。唐津京焼風陶器碗 � 点、内耳

土器 2 点うち A 群口縁部 � 点、瓦出土。

2 536 長円形 35 25 長円形 23 �2 

2 537 ( 長円形 ) (35) (�5) ( 長円形 ) (26) (�0)

3 538 長円形 50 44 長円形 38 3�
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 I 3 539 円形 23 22 円形 �6 -

3 540 長円形 �4 �2 円形 9 -

3 54� 円形 �0 - 円形 5 - JSB50�。

3 542 円形 �3 �� 長円形 9 6 瓦出土。

3 543 円形 �2 �� 円形 6 -

3 544 円形 (22) 20 円形 �4 �3

3 545 ( 長円形 ) (67) (53) ( 長円形 ) (40) (27) ISB50�。礎石を伴う。

3 546 円形 22 22 長円形 20 �2

3 547 円形 2� 20 円形 �2 �� JSB50�。外周からは瓦出土。

3 548 長円形 42 30 長円形 �6 �4 ISB604。初期伊万里碗 � 点、唐津京焼

風陶器碗 � 点、見込み蛇の目釉剥ぎの

明るい土の刷毛目皿 � 点、軟質施釉陶

器鬢水入れ � 点、瓦出土。外周からは

土師質瓦質土器 2 点出土。時期は �7 世

紀代 ?

3 549 不整形な円形 36 29 不整形な円形 30 23 礎石を伴う。

3 550 円形 �4 (�2) 円形 6 -

3 55� 円形 30 (29) 長円形 �9 �6

3 552 長円形 73 (50) 円形 37 - 磁器 � 点、土師質皿 3 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

3 554 ( 長円形 ) (58) 48 ( 長円形 ) (43) 28 土師質皿 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 555 円形 24 - 円形 �4 �3 

3 556 円形 4� - 円形 33 32 ISB50�。礎石を伴う。

� 60� 長円形 36 30 長円形 28 24

2 60� 長円形 54 39 長円形 43 30

2 602 円形 28 27 円形 �6 �5 P676 と同じ。

2 603 ( 長円形 ) (45) (78) ( 長円形 ) (33) (64)

2 603 円形 49 45 長円形 35 32

2 604 円形 55 53 円形 40 37

J-2 605 円形 50 49 円形 35 34 　

3 605 ( 長円形 ) 48 (20) ( 長円形 ) 39 (��) ISB603。

2 606 ( 長円形 ) (53) (52) ( 長円形 ) (45) 42 礎石を伴う。瓦出土。

2 607 長円形 6� 55 円形 45 - ISB60�。礎石を伴う。

2 608 長円形 �7 �5 長円形 �� 9 　

2 608 ( 長円形 ) (43) (8) - - - 　

2 609 長円形 (50) 45 長円形 (35) 29 礎石を伴う。

2 6�0 長円形 36 26 長円形 2� �6 ISB60�。

2 6�� 円形 3� 29 円形 22 - 土師質皿 � 点、瓦出土。

� 6�2 長円形 (62) (5�) 長円形 43 (39) ISB60�。礎石を伴う。

� 6�3 円形 40 40 円形 30 - ISB60�。

� 6�4 長円形 48 44 長円形 38 3� ISB60�。

3 6�7 長円形 (�00) (63) 長円形 (58) (45) ISB603。礎石を伴う。P6�7-� から瓦出

土。

� 6�8 ( 円形 ) 28 (�5) ( 円形 ) �8 (�0)

� 6�9 不整形な円形 35 23 円形 �3 -
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I 3 6�9 ( 長円形 ) 74 (53) ( 長円形 ) 46 (4�)

� 620 円形 29 26 円形 20 -

� 62� 不整形な円形 42 38 長円形 28 �0

3 622 長円形 5� 36 長円形 40 26 ISB604。

3 623 円形 40 - 円形 26 - 土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 � 点、

鉄玉 � 点出土。

3 624 長円形 32 23 円形 �2 �0 

3 625 円形 47 42 円形 33 30 HSB602。土師質瓦質土器 2 点うち板接

ぎ叩き成形焼塩壷 � 点、瓦出土。

3 626 円形 40 35 円形 29 26 ISB605。

3 627 円形 50 47 円形 38 - ISB603。礎石を伴う。

3 628 長円形 50 46 円形 35 33 ISB603。礎石を伴う。

3 629 ( 長円形 ) (33) - 長円形 �8 (�6) 焼塩壷 � 点、瓦出土。

3 630 円形 24 23 円形 �5 - 瓦出土。柱痕底からは土師質瓦質土器 �

点出土。

3 63� 長円形 �9 �4 長円形 �4 9

3 632 長円形 3� 27 円形 2� -

3 633 円形 �8 �7 円形 �2 ��

2 634 円形 36 - 円形 25 - ISB602。土師質皿 2 点、瓦出土。

3 635 円形 36 33 円形 25 22 　

3 636 ( 長円形 ) 47 (22) ( 長円形 ) 39 (�5) 礎石を伴う。

3 638 長円形 63 53 長円形 48 4� ISB604。

3 639 ( 長円形 ) (32) (52) ( 長円形 ) (22) (38)

3 640 円形 22 20 円形 �7 �5

2 64� 円形 63 6� 円形 50 49 ISB60�。

2 642 ( 円形 ) 52 (30) ( 円形 ) 39 (20) ISB60�。瓦出土。

2 643 長円形 40 36 円形 26 - 唐津灰釉碗 � 点出土。

� 644 長円形 4� 35 長円形 30 24 JSB60�。磁器碗皿 � 点、瓦出土。

� 646 長円形 54 46 長円形 35 3� JSB60�。

2 647 長円形 95 (62) 長円形 8� 45 ISB60�。礎石を伴う。

2 648 円形 2� 20 円形 �� �0 

2 649 ( 長円形 ) 39 (32) ( 円形 ) 25 (�7) ISB602。

3 649 長円形 22 �� 長円形 �5 7 礎石を伴う。

2 650 円形 57 55 円形 40 38 ISB602。

2 65� 円形 43 40 円形 3� 30 P666 と同じ。

3 65� 不整形な円形 (30) 28 不整形な円形 (25) �9 

2 652 円形 26 - 長円形 �5 �2

� 653 円形 29 - 円形 �5 - 瓦出土。

J-� 654 円形 43 - 円形 3� 30 JSB60�。

� 656 円形 23 20 円形 �5 �3

� 657 長円形 �8 �4 長円形 �4 8

� 658 長円形 40 35 円形 24 - ISB60�。

� 659 円形 45 44 円形 30 29 ISB60�。

� 660 円形 �8 - 円形 �2 ��

3 66� 円形 24 23 円形 �6 �3 関西系鉄絵皿 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I 2 662 不整形な円形 84 74 長円形 6� 54 磁器碗 ( 中国 ?)� 点、瓦出土。

2 663 円形 34 33 円形 2� 20

2 665 長円形 39 34 長円形 20 �8 礎石を伴う。

2 667 円形 38 37 円形 25 - 瓦出土。

2 668 ( 長円形 ) (28) (34) ( 長円形 ) (�6) �4

� 669 長円形 5� 43 長円形 30 25 ISB60�。唐津灰釉端反碗 � 点出土。

� 670 ( 円形 ) 39 (28) ( 円形 ) 28 (25)

� 67� 長円形 29 23 長円形 �7 �4

� 672 ( 円形 ) (20) (38) ( 円形 ) (�5) (29) 瓦出土。

3 672 円形 20 �8 円形 �3 -

� 673 円形 48 (45) 円形 37 (32) ISB60�。礎石を伴う。瓦出土。

� 674 円形 55 49 長円形 38 33 ISB602。

� 675 円形 49 - 円形 33 30 礎石を伴う。瓦出土。

2 676 - - - - - - 瓦出土。

2 677 円形 38 - 長円形 25 20 ISB602。

� 678 長円形 53 40 長円形 39 30 ISB602。礎石を伴う。

3 679 不整形な円形 32 (�7) 不整形な円形 20 (�6) 瓦出土。

3 680 ( 長円形 ) 33 (30) ( 長円形 ) 23 (20) 礎石を伴う。土師質瓦質土器 � 点出土。

3 68� 円形 26 25 円形 �6 �5 礎石を伴う。

2 682 円形 �2 - 円形 8 -

3 683 円形 �� �0 長円形 9 6

3 684 円形 �2 �� 円形 7 -

2 685 円形 �4 �2 円形 �0 8

3 686 長円形 50 44 長円形 40 35 ISB603。礎石を伴う。

3 687 円形 36 - 円形 25 - ISB604。

3 687 長円形 30 �6 長円形 22 �2 ISB604。

3 688 円形 55 53 長円形 45 4� ISB603。礎石を伴う。

3 689 円形 40 39 長円形 29 �3 土師質皿 � 点、瓦出土。

3 690 長円形 39 29 長円形 26 �8 瓦出土。

3 69� 円形 24 22 円形 �5 �2

3 692 円形 52 52 円形 39 - ISB603。

3 693 長円形 53 46 円形 3� 30 陶器壷甕 � 点、瓦出土。

2 694 円形 2� 20 円形 �4 ��

2 695 円形 2� �9 円形 �� 9

� 697 円形 60 56 円形 37 36 ISB60�。P305 と同じ。

� 698 長円形 42 36 円形 29 28

� 699 長円形 88 6� 長円形 55 35

� 699-2 円形 20 �8 円形 �4 �3 瓦出土。

3 600� 円形 �6 �5 長円形 �3 �� 瓦出土。掘り方からも瓦出土。

3 6002 長円形 �5 �� 長円形 �� 7 HSA�。

3 6003 長円形 30 24 長円形 2� �7

3 6004 円形 20 �9 長円形 �2 �0 ISB603。礎石を伴う。

3 6005 長円形 29 26 円形 �8 -

3 6006 円形 50 45 円形 40 35 土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、瓦出土。

3 6007 長円形 (42) 34 長円形 (38) 28 礎石を伴う。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

I 3 6008 長円形 5� 46 長円形 4� 36 ISB603。礎石を伴う。

3 6009 長円形 65 52 長円形 5� 45 ISB603。礎石を伴う。

3 60�0 円形 38 36 円形 28 -

3 60�� 円形 24 22 円形 �5 �2 

3 60�2 ( 長円形 ) (40) (�5) ( 長円形 ) (27) (7)

3 60�4 不整形な円形 �0 (5) 不整形な円形 7 (3) ISB603。

2 60�5 ( 円形 ) 30 (20) ( 円形 ) 20 (�3)

2 60�6 - - - - - - ISB602。土師質皿 � 点と内耳土器 � 点

出土。

2 60�6 円形 35 - 円形 28 26 ISB602。

3 60�7 長円形 29 25 長円形 2� �7 

� 60�8 不整形な円形 40 35 - - - ISB602。礎石を伴う。

J 3 � 円形 36 35 長円形 26 20

2 2 長円形 22 �9 長円形 �5 �2

2 3 長円形 34 29 長円形 2� �9

3 4 円形 �6 �6 円形 6 - 瓦出土。

3 5 長円形 29 27 長円形 26 23 瓦出土。

3 6 長円形 22 �5 長円形 �6 ��

3 7 長円形 52 39 長円形 26 �9

2 8 円形 4� - 円形 23 - 磁器 2 点うち西洋コバルト型紙摺り製

品 � 点、陶器 2 点うち備前灯明皿 � 点、

土師質瓦質土器 � 点出土。時期は近代

以降。

2 9 長円形 27 2� 長円形 �6 �2 磁器 2 点、陶器 � 点うち行平鍋 � 点、

土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。時期は

�9 世紀代。

2 �0 円形 28 27 円形 �7 �6 陶器 2 点うち瀬戸美濃灰釉鉢甕類 � 点

と擂鉢 � 点、土師質瓦質土器 5 点うち

皿 � 点と内耳土器 3 点、瓦出土。時期

は �8 世紀第 4 四半期以降。

2 �� 長円形 29 23 長円形 22 �7 鉄製品 �0 点、スレート 2 点出土。近代

以降。

2 �2 長円形 29 26 長円形 20 �6 磁器 � 点、陶器 3 点うち行平鍋 � 点と

関西系碗 � 点、土師質瓦質土器 2 点、

鉄製品 3 点出土。時期は �9 世紀代。

2 �3 長円形 25 20 長円形 �6 �5 磁器 � 点、関西系陶器碗 4 点、内耳土

器 � 点、鉄製品 � 点出土。

2 �4 長円形 25 2� 長円形 �6 �4 鉄釉土瓶 � 点、土師質皿 � 点、鉄製品 �

点、瓦出土。時期は �8 世紀後半以降。

2 �5 長円形 49 36 長円形 38 28 陶器 3 点うち関西系鉄絵碗 � 点、土師

質皿 � 点出土。

2 �6 長円形 30 20 長円形 20 �2

2 �7 長円形 46 33 長円形 30 2� 磁器 2 点うち端反皿 � 点、陶器 � 点う

ち備前瓶 � 点出土。

2 �8 円形 �� �0 長円形 7 5
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

J 2 �9 長円形 �8 �2 長円形 �2 7

3 20 円形 38 35 長円形 32 25 磁器 2 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2

点出土。

� 2� 円形 25 23 円形 �6 �5 西洋コバルト磁器袋物 � 点、関西系陶

器 � 点出土。近代以降。

� (2�) 円形 32 30 円形 25 23

� 22 円形 25 - 長円形 �7 �5

� 22 長円形 24 - 長円形 �6 �4

� 23 長円形 3� 23 長円形 �9 �4 瓦出土。

� 24 長円形 33 3� 長円形 26 23

2 24 円形 �7 �6 円形 9 -

2 25 長円形 26 2� 長円形 �7 �4

2 26 長円形 23 20 円形 �2 ��

� 27 円形 24 - 円形 �9 �8

� 28 長円形 20 �7 長円形 �3 �0

� 29 長円形 36 29 長円形 22 �6

� 30 長円形 23 �7 長円形 �4 ��

� 3� 長円形 22 20 円形 �2 ��

� 32 長円形 20 �6 円形 �0 9

� 33 長円形 �9 �5 長円形 �7 �2

2 34 長円形 24 �5 長円形 �4 8

2 35 長円形 24 20 長円形 �� -

� 20� 長円形 30 �6 長円形 20 �0 備前瓶 � 点、土師質皿 5 点と内耳土器 2

点うち A 群口縁部 � 点、鉄製品 5 点出土。

3 20� 円形 �8 �6 円形 �0 -

� 202 円形 �0 9 円形 8 7

3 202 長円形 20 �5 円形 �2 ��

2 203 円形 25 - 長円形 20 �7 陶器 4 点うち同一個体と思われる関西

系青緑釉燗徳利 2 点、土師質瓦質土器 8

点うち皿 4 点、人形 �0 点、瓦出土。時

期は �9 世紀代。

� 204 長円形 25 2� 長円形 �8 �6 磁器 2 点、陶器 6 点うち鉄釉土瓶 2 点

と関西系碗 � 点と唐津壷甕 � 点、軟質

施釉陶器 � 点、内耳土器 A 群口縁部 �

点出土。時期は �8 世紀後半以降。

� 205 円形 24 22 円形 �7 �6 内面口縁部四方襷紋碗 � 点出土。

2 206 円形 24 - 円形 �5 -

� 207 円形 22 2� 円形 �7 �6 蛇の目凹型高台の青磁香炉火入れ � 点、

陶器 2 点、土師質瓦質土器 3 点、瓦出土。

� (207) 長円形 �5 �� 円形 �� 9

� 208 円形 �9 �8 円形 �2 -

2 209 円形 2� - 長円形 �2 �0 土師質瓦質土器 � 点、鉄製品 � 点、瓦

出土。

2 2�0 長円形 30 (26) 円形 �5 -

3 2�� 長円形 25 �8 円形 �8 �4 陶器 � 点出土。



─　46　─

調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

J 3 2�2 円形 �9 �8 長円形 �4 �2

2 2�3 円形 (23) - 長円形 (�0) �3

2 2�4 長円形 (�0) �5 長円形 (8) �2 土師質皿 � 点、内耳土器 � 点、鉄製品 �

点出土。

3 2�5 長円形 36 29 長円形 22 �8 磁器碗 2 点、瀬戸美濃火鉢 2 点うち緑

釉丸形 � 点と灰釉多角形 � 点、土師質

焜炉火鉢 4 点、鉄製品 � 点出土。時期

は �9 世紀第 � 四半期以降。

2 30� 円形 25 24 不整形な円形 �6 - 同一個体と思われる見込み蛇の目釉剥ぎ

斜格子紋高台径の小さいくらわんか手皿

2 点、鉄釉土瓶 � 点、瓦質角火鉢 ( 日下

分類Ⅰ D 類 )� 点出土。時期は �8 世紀

後半以降。

2 302 長円形 25 20 長円形 �4 �� 広東碗 � 点出土。時期は �780 年以降。

2 303 不整形な円形 38 �8 不整形な円形 3� 9 陶器 3 点うち関西系碗 � 点、土師質瓦

質土器 � 点出土。

2 304 - - - - - - 磁器 � 点、陶器 8 点うち同一個体と思

われる土瓶 6 点、土師質皿 � 点が出土。

時期は �8 世紀後半以降。

� 305 長円形 34 30 長円形 20 �2 土瓶 � 点出土。時期は �8 世紀後半以降。

2 306 円形 �7 - 円形 �2 - JSA30�。

2 307 長円形 50 25 長円形 36 �8

2 308 不整形な円形 25 - 長円形 �9 �3 鉄製品 � 点、瓦出土。

2 309 長円形 23 �7 長円形 �3 �0 染付碗 � 点出土。

2 3�0 不整形な円形 20 �7 不整形な円形 �4 �2 土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 � 点

出土。

2 3�� 長円形 44 30 長円形 25 �5 磁器 2 点、土師質皿 � 点、人形 � 点出土。

2 3�2 円形 32 30 長円形 24 �6 土師質皿 2 点出土。

2 3�3 円形 20 - 円形 �2 �� 磁器 2 点、土師質瓦質土器 3 点うち内

耳土器 C 群口縁部 � 点でしっかり穿孔

と皿 � 点出土。P3�3=P5�3。

3 3�3 円形 �7 - 円形 �0 �0

2 3�4 不整形な円形 �9 �7 不整形な円形 �3 �2 磁器 2 点、陶器関西系碗 � 点、土師質

皿 2 点出土。

2 3�5 長円形 (32) (23) 長円形 �5 ��

2 3�6 長円形 �3 �� 円形 7 -

2 3�7 円形 �0 9 円形 4 -

2 3�8 長円形 25 22 長円形 20 �5 行平鍋蓋 � 点、見込み五弁花コンニャ

ク印判青磁染付朝顔形碗 � 点、瓦出土。

時期は �9 世紀代。

� 320 長円形 37 3� 長円形 2� �5 外面体部と高台の境に段を有する磁器瓶

� 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

J � 32� 長円形 25 20 長円形 �8 �0 磁器 � 点うちつくりの雑な碗 � 点、陶

器 4 点うち関西系碗 2 点うち口縁部緑

釉流し掛ける端反碗 � 点と鉄絵碗 � 点、

土師質皿 2 点出土。時期は �8 世紀第 4

四半期以降。

2 322 - - - - - - 染付端反碗 � 点、関西系碗 � 点、内耳

土器 A 群口縁部 � 点出土。時期は �8�0

年以降。

2 323 - - - - - - 磁器 � 点、土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

2 330 長円形 25 �9 長円形 �4 �0

3 350 不整形な円形 29 (20) 不整形な円形 �5 (�5) 鉄製品 2 点、瓦出土。

3 35� 円形 24 23 長円形 �6 �3 青磁染付朝顔形碗 � 点、唐津灰釉碗 �

点出土。時期は �8 世紀後半以降。

3 352 長円形 39 34 長円形 20 ��

2 353 長円形 47 34 長円形 24 �5 磁器 2 点、備前袋物 2 点、土師質瓦質

土器 2 点出土。

2 354 長円形 33 28 円形 22 20 見込み蛇の目釉剥ぎ青磁皿 � 点、土瓶 2

点、土師質瓦質土器 2 点うち内耳土器 C

群口縁部 � 点、瓦出土。時期は �8 世紀

後半以降。P354=SK432。

2 355 長円形 36 32 円形 23 2� JSA30�。

� 356 長円形 55 29 長円形 36 �5 丹波甕 � 点、土師質瓦質土器 �9 点うち

皿 �6 点出土。

� 357 長円形 55 (35) 長円形 30 20

3 358 長円形 30 24 長円形 �7 �5

2 359 長円形 32 28 長円形 22 �8 磁器 � 点、陶器 2 点出土。

� 360 不整形な円形 (2�) �5 不整形な円形 (20) �0

3 36� 長円形 29 23 円形 �5 �3

3 362 長円形 25 20 円形 �5 -

3 363 円形 20 �7 円形 �4 �3

� 364 長円形 (35) (�8) 長円形 (26) (��) 陶器壷甕 � 点、土師質皿 2 点出土。

� 365 不整形な円形 33 25 不整形な円形 24 �6

� 366 長円形 28 24 長円形 �9 �5

� 40� 長円形 (39) (3�) 長円形 (23) (�9)

3 402 長円形 20 �6 長円形 �8 �5 土師質甕 3 点、和釘 2 点出土。

2 403 長円形 22 �8 長円形 �5 �4

2 404 長円形 22 �8 円形 �5 -

2 405 長円形 22 �9 長円形 �5 �3 JSA30�。

2 406 円形 20 (�0) 円形 9 (4)

3 407 長円形 34 25 長円形 20 �6 JSB50�。磁器 � 点、陶器 2 点、土師質

瓦質土器 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 408 円形 22 20 円形 �5 �4

I-3 409 円形 �0 - 円形 �0 -

2 4�0 長円形 2� �9 円形 �5 �4 関西系鉄絵碗 � 点、砥石 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 J 2 4�� 円形 20 �9 円形 �2 ��

2 4�2 円形 20 �9 円形 �2 -

� 4�3 円形 �6 �5 円形 �0 9

2 4�4 円形 �7 �6 長円形 �0 8 土師質瓦質土器 2 点出土。

� 4�5 長円形 25 2� 円形 �5 �4 小丸碗 � 点、瓦出土。時期は �8 世紀後

半以降。

� 4�7 円形 �6 �5 長円形 �� 8

3 4�8 円形 29 - 円形 �9 �7

� 4�9 長円形 27 23 長円形 �5 �2 寿字紋小広東碗 � 点、鉄釉土瓶 � 点出土。

時期は �770 年以降。

� 42� 円形 25 24 円形 �5 �4

2 422 不整形な長円形 50 37 不整形な長円形 26 24 磁器 3 点うち内面口縁部四方襷紋碗蓋 �

点、土師質瓦質土器 � 点出土。

2 423 円形 24 23 長円形 �7 �2 土師質皿 � 点、瓦出土。

2 424 長円形 24 20 円形 �5 �4

3 435 長円形 �7 �5 円形 �� -

3 436 円形 2� 20 円形 �5 �3

3 437 円形 �5 - 円形 �0 -

2 50� 長円形 28 24 長円形 20 �� 磁器 2 点、備前袋物 � 点、土師質皿 � 点、

瓦出土。

3 50� 円形 30 27 円形 2� �9

2 502 ( 円形 ) (38) 37 ( 円形 ) (�0) (�7) JSB503。礎石を伴う。

3 502 円形 27 - 円形 20 �8 瓦出土。

3 503 円形 24 - 長円形 �9 �4 土師質皿 � 点、瓦出土。

3 504 円形 33 - 円形 25 - JSB50�。

3 505 円形 20 - 長円形 �7 �2 陶器 2 点うち唐津刷毛目碗 � 点と関西

系碗 � 点、土師質皿 3 点、鉄製品 � 点

出土。

3 506 長円形 36 29 長円形 22 �5

3 507 円形 �5 - 円形 �0 8 磁器 2 点、唐津灰釉碗 � 点、土師質瓦

質土器 2 点うち皿 2 点、鉄製品 2 点、

瓦出土。

� 508 - - - - - - 土師質瓦質土器 3 点うち皿 2 点、鉄製

品 � 点出土。

2 509 円形 30 26 円形 �8 �7 萩藁灰釉碗 � 点出土。

� 5�0 円形 25 23 円形 �5 �4

3 5�� 円形 �5 - 円形 9 -

3 5�2 円形 20 �8 円形 �2 ��

2 5�3 円形 20 �8 円形 �8 �6 

3 5�4 長円形 30 26 円形 �7 - 瓦出土。

� 60� 長円形 34 22 長円形 25 �5 内耳土器 A 群口縁部 � 点出土。

2 602 円形 25 - 円形 �6 �4 瓦出土。

2 603 ( 円形 ) (25) 24 ( 円形 ) (�4) �5

� 604 円形 �9 �8 長円形 �3 �0 土師質皿 � 点出土。

2 605 円形 30 26 円形 22 2� 唐津袋物 � 点、土師質瓦質土器 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

J 2 605 円形 50 49 円形 35 33

� 606 長円形 26 2� 長円形 �5 �3 染付碗 � 点出土。

2 607 長円形 22 �9 円形 �� - 瓦出土。

2 608 円形 28 27 円形 �4 �3 JSB60�。

� 609 円形 35 34 円形 25 24 染付碗 � 点、関西系碗 � 点、土師質皿 3

点、鉄製品 3 点、瓦出土。

� 6�0 ( 長円形 ) (33) 25 ( 長円形 ) 25 �� 色絵磁器袋物 � 点、外面に赤泥塗る備前 ?

瓶 � 点出土。

� 6�� ( 円形 ) 36 (20) ( 円形 ) 22 (�4)

2 6�2 ( 長円形 ) 63 (20) ( 長円形 ) 4� (�2) 瓦出土。

� 6�3 長円形 �9 �4 長円形 �2 8

� 6�3 円形 22 - 円形 �4 �3

� 6�4 円形 28 26 円形 �5 �4

� 6�5 長円形 23 �6 長円形 �7 �2 関西系碗 2 点、瓦出土。

� 6�7 円形 22 - 長円形 �7 �4

� 6�8 長円形 25 20 長円形 �9 ��

� 6�9 円形 24 2� 円形 �8 �4

� 620 円形 23 2� 円形 �5 �3 瓦出土。

� 62� 長円形 20 �8 円形 �5 �4

� 62� 円形 28 27 円形 �9 �8

� 622 円形 2� �9 円形 �6 �3 内耳土器 � 点、鉄製品 � 点出土。

� 623 円形 22 �3 円形 �3 9 

� 624 長円形 �9 �5 長円形 �4 �0

� 625 円形 48 44 円形 35 30 JSB60�。

2 626 円形 3� 30 円形 2� 20 瓦出土。

2 627 円形 3� 30 円形 �9 -

2 628 長円形 40 26 長円形 28 �5 瓦出土。

3 629 円形 25 - 円形 �5 - 磁器 � 点、陶器 4 点うち内面に粗い格

子状当具痕のある唐津壷甕 2 点と唐津

刷毛目大皿 � 点、土師質瓦質土器 6 点

うち皿 3 点、鉄製品 � 点出土。

3 630 円形 30 25 円形 28 23 

3 63� - - - - - - 景徳鎮青花碗 � 点、同一個体と思われ

る陶胎染付香炉火入れ 2 点出土。

3 632 円形 26 22 長円形 �8 �6 同一個体と思われる明るい胎土の唐津刷

毛目袋物 2 点、土師質瓦質土器 2 点う

ち皿 � 点、瓦出土。

3 633 円形 35 26 円形 26 22 磁器 � 点、土師質瓦質土器 3 点うち内

耳土器 2 点うち C 群口縁部 � 点と皿 �

点出土。

2 634 長円形 29 25 長円形 23 �7 瓦出土。

3 635 長円形 33 29 長円形 2� �8 瓦、鉄製品 � 点出土。SK502。

3 653 円形 25 22 円形 �5 �4

� 655 長円形 65 49 長円形 45 30
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

K 2 3 長円形 (34) (�3) 長円形 22 (8) 備前植木鉢 � 点、土師質瓦質土器 2 点

うち内耳土器 C 群口縁部 � 点、瓦出土。

3 4 長円形 35 25 長円形 20 9 陶器 � 点、瓦出土。

2 5 長円形 �6 �4 長円形 9 7

2 6 円形 �8 - 円形 �0 -

2 7 円形 25 �5 円形 22 �5

2 8 円形 40 38 円形 30 29 磁器 5 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器

20 点うち皿 � 点と内耳土器 �6 点出土。

鉄製品 � 点、石製品 � 点、プラスチッ

ク � 点、瓦出土。

3 9 長円形 2� �6 長円形 �3 �0 磁器 � 点、陶器 3 点、土師質瓦質土器 3

点、瓦出土。

3 �0 円形 42 - 円形 32 -

� �� 円形 22 - 円形 �3 -

3 �2 円形 35 34 長円形 25 22 磁器 � 点、土師質瓦質土器 8 点うち皿 5

点出土。柱痕底からは染付碗 � 点、瓦

出土。

3 �3 円形 3� 30 長円形 23 �7 染付碗 � 点、陶器 3 点うち関西系碗と

皿 2 点、瀬戸美濃碗 � 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

2 �4 長円形 24 (�0) 長円形 �5 (6)

2 �5 長円形 (33) (�5) 長円形 (2�) (�0) 磁器 � 点、陶器 2 点、土師質瓦質土器 2

点、人形類 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 �6 円形 39 36 円形 26 25

2 �7 長円形 (20) (�0) 長円形 (�3) (5) 染付碗 � 点、土師質皿 � 点、鉄製品 � 点、

瓦出土。

2 �8 円形 �7 - 円形 �3 �� 染付碗 � 点、瓦出土。

2 �9 長円形 30 25 長円形 23 �4 鉄製品 � 点出土。

2 20 円形 �9 �8 長円形 �2 9

2 2� 隅丸長方形 36 (25) 長円形 25 (�5) 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

2 22 円形 (�9) (8) 円形 (�0) (5)

3 23 長円形 20 �6 長円形 �5 �� 鉄製品 3 点うち丸釘 2 点、瓦出土。近

代以降。

3 24 長円形 20 �6 長円形 20 �0

3 25 円形 26 - 円形 �6 �4 唐津溝縁皿 � 点、鉄製品 5 点出土。

3 26 長円形 23 �8 長円形 �5 �0

2 27 長円形 22 (20) 長円形 �5 (��) 磁器 � 点、陶器 2 点うち関西系色絵碗 �

点、土師質瓦質土器 3 点うち内耳土器 A

群口縁部 � 点と皿 � 点出土。

3 28 長円形 3� 25 長円形 22 �8 土師質瓦質土器 6 点うち皿 4 点と内耳

土器 � 点、鉄製品 � 点出土。

3 29 円形 30 - 円形 20 - 土師質瓦質土器 � 点出土。

3 30 長円形 25 23 長円形 �8 �5 関西系色絵陶器端反碗 � 点、土師質皿 2

点、瓦出土。

2 30-� - - - - - - 瓦出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

K 3 3� 円形 2� - 長円形 �4 �2 瓦出土。

2 32 長円形 34 3� 長円形 28 26 内耳土器 2 点うち A 群口縁部 � 点、土

師質皿 3 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

2 33 長円形 24 �3 長円形 �2 �0

3 20� 円形 38 35 円形 �5 - LSA20�。

3 202 長円形 33 27 長円形 22 �9 LSA20�。

3 203 隅丸長方形 65 35 隅丸長方形 53 25 LSA20�。

3 204 長円形 50 44 円形 36 35 LSA20�。

3 205 長円形 36 28 長円形 37 27 LSA20�。

3 206 長円形 50 40 長円形 36 27 LSA20�。

3 207 円形 �6 �5 円形 �0 8 LSA20�。

3 (207) 長円形 30 24 長円形 �7 �2

3 208 円形 (40) 36 円形 3� 29 土師質皿 � 点出土。

3 209 長円形 30 22 長円形 22 �8 瓦出土。

2 30� 円形 22 2� 長円形 �4 �2

2 302 円形 22 - 長円形 �6 �4 KSA302。礎石を伴う。

3 304 円形 26 25 長円形 2� 20 瓦出土。掘り方からは瀬戸美濃灰釉植木

鉢 � 点、土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 �

点、瓦出土。時期は �8 世紀第 4 四半期

以降。

3 305 長円形 4� 36 長円形 34 29 KSA302。

3 306 長円形 52 40 長円形 40 30 土師質瓦質土器 2 点、瓦転用品 3 点、

瓦出土。

3 307 長円形 22 �9 長円形 �7 �4 上層からは土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

柱痕内からは関西系陶器燗徳利 � 点出

土。掘り方からは磁器 3 点、柱痕内か

ら出土したものと同一個体と思われる関

西系陶器燗徳利の底部 � 点、土師質瓦

質土器 � 点、瓦出土。

3 308 円形 20 �8 長円形 �2 �0 人形 � 点、土師質瓦質土器 � 点出土。

3 309 長円形 (�7) (8) 長円形 (�0) (5) KSA30�、LSA302。

2 3�0 円形 26 24 長円形 �8 �2 関西系碗 � 点、鉄製品 � 点出土。

2 3�� 円形 �5 - 円形 9 8

2 3�2 長円形 �9 �6 長円形 �4 �� 瓦出土。

3 3�3 長円形 32 27 長円形 28 20

3 3�4 長円形 24 (�5) 長円形 �5 (8) 磁器 2 点、土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 3�5 円形 24 - 円形 �6 �5

3 3�6 円形 25 24 円形 22 2�

3 3�7 長円形 30 22 長円形 �8 �3 KSA30�。

2 3�8 長円形 �6 �4 長円形 �2 6 KSA30�。

3 3�9 円形 23 22 円形 �5 �4

3 320 長円形 (�3) (9) 長円形 (8) (5) 掘り方からは陶胎染付碗 � 点、瓦質鉢

類 � 点、瓦出土。

2 32� ( 長円形 ) 79 - ( 長円形 ) 53 - 南側不明。鉄製品 � 点出土。

2 322 長円形 22 �7 長円形 �5 9
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

K 3 323 円形 23 22 円形 �7 - LSA30�。

3 324 不整形な円形 23 (�0) 不整形な円形 �9 (8) 瓦出土。

3 325 長円形 �8 �6 長円形 �3 �0

3 326 円形 �4 �2 不整形な円形 7 5 KSB30�。瓦出土。

3 327 円形 27 25 円形 �0 �0

3 328 長円形 26 �9 長円形 �9 ��

3 329 長円形 35 24 長円形 26 �� 瓦出土。

2 330 長円形 �9 �4 長円形 �2 5

2 33� ( 円形 ) 40 - ( 円形 ) 22 - 南側不明。

3 332 不整形な円形 (37) 35 円形 �6 �5 LSA302。柱痕からは瓦出土。掘り方か

らは軟質施釉陶器皿 � 点、瓦出土。

3 333 長円形 25 20 円形 �4 �3 KSB30�。柱痕からは初期伊万里皿 � 点

出土。

2 334 長円形 23 �� 長円形 �5 �0

3 335 円形 35 33 長円形 28 24 鉄製品 � 点、瓦出土。

2 336 - - - - - - 掘り方からは瓦出土。

2 338 - - - - - - 瓦出土。

3 339 円形 27 24 円形 �7 �6 KSA30�。

3 340 円形 2� - 円形 �4 �3 

3 40� 長円形 20 (�5) 長円形 �5 (�0) 染付碗 � 点出土。

3 402 円形 20 - 円形 �4 �3

3 403 長円形 35 27 長円形 25 20 瓦出土。

3 404 円形 23 22 長円形 �4 �� 土師質瓦質土器 2 点、瓦出土。

3 405 円形 22 - 円形 �4 �2 関西系碗 2 点出土。

3 406 長円形 24 22 長円形 �6 �� 　

3 407 長円形 25 22 長円形 20 �4

3 408 長円形 2� �7 長円形 �5 9 KSB30�。瓦出土。

3 409 円形 (50) (50) 長円形 39 35

2 4�0 円形 �5 - 円形 �� �0

3 4�2 長円形 29 26 長円形 20 �7 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 4�3 円形 26 25 長円形 20 �5

3 4�4 長円形 �7 �4 長円形 8 7 土師質皿 � 点、内耳土器 A 群口縁部 � 点、

瓦出土。

H-� 4�5 ( 円形 ) 20 - ( 円形 ) �0 -

3 4�6 長円形 20 �7 長円形 �4 ��

2 4�7 長円形 �9 �3 長円形 �3 6 瓦出土。

� 4�9 円形 20 20 円形 �0 �0 土師質瓦質土器 � 点出土。

� 420 - 53 - - 40 - 南側不明。陶胎染付香炉火入れ � 点、唐

津刷毛目皿 � 点、内耳土器 A 群口縁部

2 点出土。

� 42� 長円形 42 35 長円形 29 20 鉄製品 � 点、瓦出土。

� 424 円形 97 88 円形 79 70 KSB40�。礎石を伴う。

� 425 不整形な円形 74 (57) 不整形な円形 60 (48) KSB40�。礎石を伴う。

� 426 長円形 87 (50) 長円形 75 (44) KSB40�。礎石を伴う。

� 427 長円形 (�03) (62) 長円形 (88) (48) KSB40�。礎石を伴う。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

K � 428 円形 (68) (63) 円形 - - KSB40�。礎石を伴う。

� 429 長円形 (62) (47) 長円形 - - KSB40�。礎石を伴う。

� 430 円形 (64) (58) 円形 - - KSB40�。礎石を伴う。

3 43� 長円形 53 37 長円形 36 26

3 50� 長円形 32 25 長円形 �8 �3

3 502 円形 20 �9 長円形 �4 8

3 504 長円形 29 25 長円形 2� �6

3 505 長円形 26 22 長円形 �6 �3

3 506 円形 �7 �5 円形 �� -

3 509 長円形 30 26 円形 �6 -

3 5�0 長円形 40 35 円形 25 -

3 5�� 円形 40 36 円形 23 -

3 5�2 長円形 29 26 長円形 �9 �5 明るい胎土の唐津刷毛目皿 � 点、鉄製

品 � 点、瓦出土。

3 5�3 円形 26 - 円形 �7 �5 同一個体と思われる備前灯明受皿 3 点

出土。

3 5�4 長円形 35 29 長円形 22 20 　

3 5�5 長円形 24 �9 円形 �4 �3

3 5�6 円形 30 29 円形 2� 20

2 5�7 円形 �4 - 円形 9 8

2 5�8 円形 �3 - 円形 9 7 瓦出土。

3 5�9 円形 30 25 円形 20 �5 

3 520 ( 長円形 ) (4�) (26) ( 長円形 ) (27) (�9) KSB504。礎石を伴う。鉄製品 � 点出土。

3 52� ( 長円形 ) 35 (25) ( 長円形 ) 29 (20) 礎石を伴う。

2 523 円形 �6 �5 円形 �0 - KSA302。

2 524 長円形 �9 �5 長円形 �2 9

2 525 長円形 20 �8 長円形 �2 9 土師質皿 � 点、瓦出土。

2 526 円形 �5 �4 長円形 9 6

2 527 円形 �7 �5 長円形 �0 6

2 528 長円形 23 �9 長円形 �6 �� KSA302。

2 529 長円形 23 20 長円形 �2 9 瓦出土。

2 530 長円形 34 29 長円形 20 �8

2 53� 長円形 �6 �4 長円形 �0 7

2 532 長円形 25 �5 長円形 �3 9

2 533 円形 20 �9 円形 �0 9

2 534 円形 25 24 長円形 �7 �3 土師質瓦質土器 � 点出土。

2 535 円形 20 �9 長円形 �4 �0

2 536 長円形 �6 �4 長円形 �0 7

2 537 円形 52 50 円形 4� 34 KSA302。

3 538 円形 26 24 円形 �5 -

3 539 ( 長円形 ) 43 (26) ( 長円形 ) 25 (�6)

3 539 円形 38 37 円形 25 -

3 540 不整形な円形 34 27 不整形な円形 26 22

3 54� 長円形 33 22 長円形 26 �3

� 543 長円形 48 42 円形 30 - 礎石を伴う。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

 K � 544 ( 不整形な円形 ) (37) (32) ( 長円形 ) (29) (�8) 瓦出土。

2 545 ( 長円形 ) 24 (�2) ( 長円形 ) �3 (5)

3 548 長円形 30 27 長円形 22 20

3 549 円形 28 - 円形 20 �8

3 550 円形 60 (50) 円形 (42) (37) 　

� 55� 円形 23 2� 円形 �6 �5

� 552 長円形 36 28 長円形 22 �9 礎石を伴う。

� 553 長円形 57 45 長円形 44 40 礎石を伴う。

� 554 ( 長円形 ) (42) (58) 長円形 55 34 礎石を伴う。

� 555 円形 32 29 円形 29 27 礎石を伴う。

� 556 ( 長円形 ) (37) 53 ( 長円形 ) (27) 40 礎石を伴う。

2 557 ( 円形 ) 26 (�3) ( 円形 ) �6 (8)

3 558 円形 30 29 長円形 �6 �4 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 559 長円形 36 30 長円形 20 �5

2 560 円形 �5 - 円形 �2 -

� 50�2 - - - - - - 土師質皿 � 点出土。

2 60� 長円形 24 �8 長円形 �5 �0 掘り方からは瓦出土。

2 602 長円形 26 23 長円形 �9 �0 

2 603 円形 38 37 円形 29 25 

2 604 長円形 34 27 長円形 2� �3 

2 605 円形 34 32 円形 23 2� KSB30�。

2 606 長円形 34 2� 長円形 20 �2 

2 607 長円形 45 35 長円形 30 2� KSB30�。

2 608 円形 20 - 円形 �3 �2

2 609 長円形 20 �8 長円形 �6 �0

2 6�0 円形 45 - 円形 33 30

2 6�� 円形 20 �8 長円形 �3 7 KSA302。

2 6�2 長円形 25 20 長円形 �8 ��

2 6�3 円形 2� �9 長円形 �5 �3

2 6�4 ( 長円形 ) (38) (25) ( 長円形 ) (�9) (�6) KSB30�。

2 6�5 長円形 �8 �5 円形 �2 �0 瓦出土。

2 6�6 長円形 2� �3 長円形 �5 5 

2 6�7 円形 27 26 円形 �8 �6

2 6�8 ( 長円形 ) 38 (20) ( 長円形 ) 25 (�5) 礎石を伴う。

2 6�9 円形 2� 20 円形 �� - 摩滅が著しいが桐紋の可能性がある軒平

瓦出土。

3 620 長円形 38 28 長円形 27 20 LSA40�。

L � � 長円形 40 20 長円形 20 �6

2 � 不整形な円形 (3�) (�3) 不整形な円形 (20) (�5)

� 2 不整形な円形 26 - 不整形な円形 �7 - 陶器 2 点うち関西系碗 � 点出土。

3 2 長円形 38 32 長円形 20 �5

3 (2) - - - - - - 瀬戸美濃陶器染付碗 � 点、陶器土瓶 2 点、

陶器擂鉢 � 点、軟質施釉陶器 � 点、瓦、

ガラスの熔着したもの � 点出土。近代

遺構。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L 3 3 不整形な円形 70 (63) 不整形な円形 45 (50) 磁器 � 点、軟質施釉陶器 � 点、土師質

瓦質土器 � 点出土。

� 4 長円形 2� �6 長円形 �4 �� 陶器土瓶 � 点、土師質皿 � 点出土。 

� 5 長円形 35 29 長円形 20 �5 端反小坏 � 点出土。

� 6 - - - - - - 関西系製品 2 点、板ガラス出土。近代

遺構。

3 7 円形 24 23 長円形 �3 �0 急須ないし土瓶 � 点出土。時期は �9 世

紀第 � 四半期以降。

� 8 長円形 28 24 長円形 �6 �4

� 9 長円形 �5 �3 長円形 �� 8

� �0 長円形 �5 �3 長円形 �0 7

2 �� 長円形 30 27 長円形 28 20 土師質皿 � 点出土。

� �2 不整形な円形 (�7) (�0) 不整形な円形 (�0) (5)

� �3 長円形 (8) (5) 長円形 (5) (3)

� �4 不整形な円形 (38) (�9) 不整形な円形 (28) (�3) 瓦出土。

� 575 長円形 22 20 長円形 �3 ��

� 576 円形 26 25 長円形 �8 �5

2 20� 円形 �8 �3 円形 9 - 磁器 3 点、備前瓶 � 点、土師質瓦質土

器 2 点、人形 � 点出土。

3 202 長円形 33 25 長円形 20 �7 鉄製品 5 点出土。

2 203 円形 �4 �2 円形 8 7 磁器 � 点出土。

2 204 円形 25 23 円形 �3 -

2 205 長円形 26 22 円形 �6 �5

2 206 長円形 33 (�9) 長円形 �9 (��)

J-� 207 円形 �7 �6 円形 �� - 土師質瓦質土器 2 点出土。

J-� 208 円形 �5 - 円形 �0 -

3 209 円形 35 35 円形 25 23 同一個体と思われる染付瓶 2 点、陶器 �

点、鉄製品 5 点出土。

3 2�0 長円形 24 20 円形 �6 �5

J-� 2�� 円形 34 32 円形 27 23 磁器 � 点、瀬戸美濃瓶 ( 通い徳利 )� 点

(L-3SK30� と接合 )、土師質瓦質土器 �

点、瓦出土。

3 2�2 円形 �4 - 円形 �0 9

2 2�3 不整形な円形 79 (54) 不整形な円形 70 39 LSA20�。

2 2�4 長円形 52 4� 長円形 38 3� LSA20�。

3 2�5 長円形 20 �5 長円形 �3 �0 外面貝殻状に型押し成形した紅皿 � 点

出土。

3 2�6 長円形 �3 �0 長円形 9 7 陶器 2 点出土。

3 2�7 円形 25 - 円形 �5 -

3 2�8 不整形な円形 (�5) �6 長円形 (6) 5 

3 2�9 長円形 �9 �4 円形 �0 9 磁器 � 点出土。

3 220 長円形 �8 �6 長円形 �2 �0 関西系色絵陶器碗 � 点出土。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L 2 22� 長円形 37 32 長円形 25 20 磁器 � 点、陶器 3 点うち関西系碗 � 点

と同燗徳利 � 点と唐津刷毛目皿 � 点、

土師質瓦質土器の内耳土器 2 点うちしっ

かり穿孔する A 群口縁部 � 点と C 群口

縁部 � 点、鉄製品 � 点、瓦出土。

3 222 円形 50 47 円形 40 37 LSA20�。

2 223 長円形 2� �6 長円形 �4 8

2 224 円形 30 29 長円形 22 �5 磁器 � 点、備前灯明皿 � 点出土。

2 225 長円形 22 �3 長円形 �5 9 瓦質甕 4 点出土。

3 226 円形 33 - 円形 24 23 磁器 2 点、陶器 4 点、土師質瓦質土器 2

点、瓦出土。

� 30� 円形 36 35 円形 26 - 磁器 3 点、関西系陶器碗 � 点、土師質

瓦質土器 2 点、鉄製品 2 点、瓦出土。

� 302 長円形 24 �8 長円形 �3 7

3 303 長円形 36 33 円形 26 24

3 304 長円形 �9 �6 長円形 �3 ��

3 305 長円形 45 39 長円形 28 26 LSA30�。

2 306 円形 �6 �5 円形 �3 - 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 307 不整形な円形 26 23 長円形 �7 7 染付端反碗蓋 � 点、陶器擂鉢 � 点、瓦

質焜炉 ( 日下分類Ⅱ CA 類 )� 点、鉄製品

� 点出土。

3 308 長円形 40 29 長円形 26 �7 行平鍋 � 点出土。時期は �9 世紀代。

3 309 円形 26 25 円形 �9 �7 瓦出土。

3 3�0 不整形な円形 26 - 不整形な円形 �5 �4 磁器 3 点うち深皿 2 点出土。

2 3�� 不整形な円形 (26) �8 不整形な円形 (�6) �2 瓦出土。

� 40� 長円形 27 �6 長円形 �8 �� 青花端反碗 � 点出土。

� 402 円形 �8 �7 長円形 �3 �0 磁器 � 点、陶器 � 点、鉄製品 � 点出土。

3 403 円形 25 - 円形 �0 -

3 404 円形 �9 - 円形 �2 ��

3 405 円形 2� - 円形 �3 - 関西系碗 � 点出土。

2 406 - - - - - - 被熱した瀬戸美濃皿 � 点 (L-3SK30� と

接合 )、瓦出土。

2 406 長円形 26 �� 円形 �4 - 内耳土器 A 群口縁部 � 点出土。

2 407 円形 28 27 長円形 �9 �6 関西系碗 � 点出土。

2 408 円形 33 32 円形 22 20

K-3 409 円形 53 48 円形 40 35 

3 4�0 円形 42 - 円形 33 32 瓦出土。

3 4�� 円形 20 �8 円形 �2 ��

3 4�2 長円形 24 2� 円形 �0 - 染付碗 2 点出土。

3 4�3 長円形 23 20 長円形 �7 �4 軟質施釉陶器 � 点、瓦出土。

2 4�4 円形 32 30 円形 2� - 土師質皿 � 点、鉄製品 3 点、瓦出土。

2 4�5 円形 �4 - 円形 �� -

� 4�6 長円形 22 (�4) 長円形 (�0) (7)

� 4�7 長円形 (�9) 2� 長円形 (�5) �0 瓦出土。

2 4�8 長円形 43 35 長円形 29 2�
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L � 4�9 円形 �0 9 円形 7 6

� 420 円形 �2 - 円形 7 -

2 42� 円形 25 - 円形 20 - 関西系陶器碗 � 点、瓦質甕 4 点、内耳

土器 � 点出土。

2 422 長円形 (25) (�5) 長円形 (�3) (8) 磁器碗 � 点、瓦出土。

� 423 長円形 �2 �0 長円形 8 6

� 424 長円形 36 (�5) 長円形 2� (�0)

� 425 円形 �6 - 円形 �� -

� 426 円形 �4 �3 長円形 �0 7

� 427 円形 �2 �� 円形 7 6

� 428 長円形 �9 �7 長円形 �4 �0

� 429 円形 2� 20 長円形 �4 �0

� 430 円形 4� 38 円形 30 25 礎石を伴う。瓦出土。

2 50� ( 長円形 ) (38) 23 ( 長円形 ) (34) �5 瓦出土。

2 502 ( 長円形 ) (35) 27 ( 長円形 ) (30) �8 土師質皿 2 点、内耳土器 � 点出土。

2 503 ( 円形 ) 40 (25) ( 円形 ) 25 (�7) 　

3 505 円形 59 55 円形 38 - 陶器 3 点、土師質瓦質土器 4 点、瓦出土。

3 506 長円形 40 33 長円形 26 20

3 507 長円形 29 25 長円形 2� �4

I-� 508 長円形 23 �8 長円形 �5 �0 土師質瓦質土器 2 点、鉄製品 � 点、瓦

出土。

3 509 円形 2� 20 円形 �4 �2 土師質瓦質土器 2 点うち皿 � 点、鉄製

品 � 点、瓦出土。

3 5�0 長円形 �6 �4 長円形 �0 6 染付 � 点出土。

3 5�� ( 円形 ) 26 (22) 円形 �5 �3 土師質瓦質土器 � 点、熔着したガラス �

点出土。

2 5�2 円形 22 2� 円形 �4 �3 瓦出土。

2 5�3 長円形 30 25 長円形 20 �5 京土瓶 ?� 点、内耳土器 A 群口縁部 � 点、

鉄製品 2 点出土。

3 5�5 円形 22 2� 長円形 �8 ��

3 5�6 円形 2� 20 円形 �5 �3 KSB50�。

3 5�7 長円形 20 �7 長円形 �5 9

3 5�8 円形 �6 �5 円形 �0 9

2 520 円形 �7 �6 円形 �3 �� 端部が外面に凸出する甕口縁部 � 点出

土。

� 52� 長円形 �7 �3 円形 �0 9

� 522 円形 22 2� 円形 20 �9

� 523 長円形 24 2� 円形 �5 -

3 526 長円形 22 �9 長円形 �5 �0

3 527 円形 29 26 長円形 20 �5

3 528 不整形な方形 58 40 不整形な方形 49 3� LSA20�。

3 529 不整形な方形 46 30 不整形な長円形 32 �5 LSA20�。

3 530 円形 �8 �6 円形 �� 9 　

3 53� 円形 34 3� 円形 25 22 LSA20�。

3 532 長円形 �7 �5 長円形 �2 9
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L 2 533 長円形 4� 36 円形 3� 29

2 535 ( 長円形 ) (50) (26) ( 長円形 ) (35) (�5) 内耳土器 C 群口縁部 � 点出土。

2 536 円形 2� 20 円形 �3 �� 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

3 537 円形 �5 - 円形 8 7

3 538 長円形 35 3� 長円形 25 2� 　

3 539 円形 2� - 円形 �4 �3

3 540 円形 �5 - 円形 �3 �0 

3 54� 長円形 45 34 長円形 35 26 鉄製品 � 点、瓦出土。

2 545 円形 34 32 円形 2� -

2 546 長円形 20 �8 長円形 �5 9 矢羽根紋染付碗 � 点出土。

2 547 円形 29 28 長円形 �8 �4 瓦出土。

2 548 長円形 27 �9 長円形 �6 9

2 549 円形 42 40 円形 29 27

2 550 円形 (2�) 29 円形 (�7) 20 土師質皿 2 点、瓦出土。

2 552 長円形 28 20 長円形 �9 9 染付 � 点出土。

2 553 長円形 33 2� 長円形 20 8 唐津灰釉皿 � 点出土。

3 554 長円形 43 35 長円形 29 25

� 555 円形 24 22 円形 �5 - 瓦出土。

2 556 円形 27 25 円形 20 �9

� 557 長円形 2� �8 円形 �4 -

� 558 円形 �7 �6 長円形 �� 8

� 559 長円形 23 �9 長円形 �5 �2

� 560 長円形 2� �9 長円形 �7 �5

� 56� 円形 �8 - 円形 �3 ��

� 562 長円形 �6 �2 長円形 �2 9 関西系鉄絵染付陶器碗 � 点出土。

� 563 長円形 27 24 長円形 20 �7

� 564 円形 28 26 円形 �6 -

� 565 円形 3� 30 円形 2� 20

� 566 ( 円形 ) 25 (�7) ( 円形 ) �7 (�5) 礎石を伴う。鉄製品 � 点、瓦出土。

� 567 ( 長円形 ) (39) (�8) ( 長円形 ) (25) (�3) 礎石を伴う。

� 569 ( 長円形 ) (26) (�8) ( 長円形 ) (�4) (8)

2 570 長円形 30 23 長円形 20 �2

2 570 長円形 60 (�4) 長円形 45 (8)

2 57� 円形 �� �0 円形 6 -

2 573 円形 �9 - 長円形 �5 �2 瓦出土。

� 577 長円形 4� 22 長円形 25 �4

� 578 ( 長円形 ) 20 (22) ( 長円形 ) �0 (�3)

� 579 ( 長円形 ) 45 (25) ( 長円形 ) 28 (�5) 礎石を伴う。瓦出土。

2 580 円形 �6 �5 長円形 �� 7

2 58� 長円形 23 �9 長円形 �7 �4

2 582 長円形 32 29 円形 20 �8

� 584 ( 隅丸方形 ) 4� (26) ( 隅丸方形 ) 26 (20)

2 585 円形 35 32 円形 20 �9

2 586 円形 20 - 円形 �3 -

2 587 ( 長円形 ) (20) - ( 長円形 ) (�0) - LSA302。
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L 2 588 ( 長円形 ) (25) �9 ( 長円形 ) (�5) 5 土師質瓦質土器 � 点、鉄製品 � 点出土。

3 60� 長円形 50 40 長円形 26 2� 土師質皿 � 点出土。

J-� 602 長円形 60 50 長円形 40 35 礎石を伴う。磁器 2 点、陶器 2 点、土

師質瓦質土器 3 点出土。

3 604 長円形 55 40 長円形 22 20 LSA40�。

3 605 長円形 3� 27 長円形 20 �5

3 606 長円形 30 22 長円形 22 �4

3 607 長円形 42 36 長円形 25 23 瓦出土。

3 608 円形 34 34 長円形 23 2� 瓦出土。

3 609 長円形 80 65 長円形 52 49 土師質瓦質土器 � 点、瓦出土。

� 6�0 長円形 28 �9 長円形 �6 9

3 6�� 長円形 33 25 長円形 22 �2

3 6�2 長円形 45 39 長円形 30 24 瓦出土。

3 6�3 円形 39 - 長円形 25 22

3 6�4 長円形 23 20 長円形 �5 �0

3 6�5 長円形 50 4� 長円形 33 26 礎石を伴う。瓦出土。

� 6�6 円形 2� 20 円形 �6 -

3 6�7 長円形 28 20 長円形 �9 �2

2 6�8 ( 円形 ) 53 (25) ( 長円形 ) 43 (20) 礎石を伴う。瓦出土。

2 6�9 ( 長円形 ) (53) (�8) ( 長円形 ) (39) (��) LSA302。礎石を伴う。

3 620 長円形 22 �9 長円形 �6 �� 礎石を伴う。

3 62� 長円形 36 3� 長円形 �5 �0 LSA30�。

3 622 長円形 22 �8 長円形 �5 9

3 623 長円形 40 3� 長円形 25 20

3 626 長円形 35 3� 円形 26 25 鉄釉陶器碗 � 点、瓦出土。

J-� 628 円形 35 3� - 3� 26 礎石を伴う。瓦出土。

3 630 長円形 30 25 長円形 22 20 瓦出土。

3 63� 円形 30 - 円形 2� - 瓦出土。

3 633 長円形 49 42 円形 27 26 瓦、鉄製品 2 点出土。

3 634 円形 20 - 長円形 �� 7

3 635 長円形 25 2� 円形 �3 -

3 638 長円形 5� 4� 長円形 35 30 LSA40�。

3 640 円形 3� 30 長円形 20 �5 LSA40�。

3 64� 長円形 45 4� 円形 3� 30 LSA40�。

3 643 長円形 36 30 円形 25 24

3 644 円形 23 - 長円形 �4 ��

3 645 円形 2� - 円形 �4 �3

2 646 円形 �6 �5 円形 �3 -

3 647 長円形 34 27 長円形 24 22

3 648 長円形 39 (29) 長円形 23 (�9) 瓦出土。

3 649 長円形 46 39 円形 27 26

3 650 円形 30 - 長円形 �6 �4

3 65� 円形 2� 20 長円形 �4 �0

3 652 ( 長円形 ) 45 (25) ( 長円形 ) 30 (�7)

3 653 長円形 40 30 長円形 24 22
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調査区 遺構番号
上端 下端

特記
平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ ) 平面形状 長径 ( ㎝ ) 短径 ( ㎝ )

L 3 654 長円形 �5 �3 長円形 9 6

3 655 円形 �4 - 長円形 �0 7

3 656 長円形 47 39 長円形 30 26 唐津碗 3 点、関西系碗点 � 点、瓦出土。

J-� 657 不整形な円形 37 (25) 不整形な円形 28 (�9) 礎石を伴う。瓦出土。

2 658 円形 23 22 円形 �5 - 瓦出土。

� 659 長円形 �9 �5 長円形 �2 �0

� 660 長円形 24 2� 長円形 �4 �2

3 662 長円形 45 42 長円形 35 3� 礎石を伴う。瓦出土。

3 663 長円形 40 35 円形 27 - 礎石を伴う。瓦出土。

3 665 ( 長円形 ) (4�) (�7) ( 長円形 ) (33) (�3)
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第10表　遺物観察表
（単位㎝）
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